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会場別予測評価結果表(1_オリンピックスタジアム(国立霞ヶ丘競技場))

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

環境項目 主要環境 大気
汚染物質（NO2、SPM）の排
出量

排出の有無、現状より排出
増大の可能性

工事の実施による濃度の変
化（付加率）が5％以上と
なる。

影響要因は想定されないた
め対象外。

施設等の利用、各施設間の
人の移動に伴う汚染物質の
排出が周辺の大気環境に与
える影響はほとんどない。

工事の実施による濃度の変
化（付加率）が5％未満で
ある。

施設等の利用、各施設間の
人の移動に伴う汚染物質の
排出が周辺の大気環境に与
える影響はほとんどない。 -2 － 0 -1 0 -0.8 -0.8

環境項目 主要環境 水質
汚濁負荷（COD、T-N、T-
P、BOD､SS等）の排出量

汚濁負荷物質排出の有無、
汚染増大の可能性

工事の実施に伴うし尿等の
汚水は公共下水道等に排出
することから、公共用水域
の水質に影響を及ぼすこと
はない。

影響要因が想定されないこ
とから対象外とする。

施設の供用に伴うし尿等の
汚水は公共下水道等に排出
することから、公共用水域
の水質に影響を及ぼすこと
はない。

工事の実施に伴うし尿等の
汚水は公共下水道等に排出
することから、公共用水域
の水質に影響を及ぼすこと
はない。

施設の供用に伴うし尿等の
汚水は公共下水道等に排出
することから、公共用水域
の水質に影響を及ぼすこと
はない。

0 － 0 0 0 0.0 0.0

環境項目 主要環境 土壌
土壌汚染物質の拡散の可能
性

土地履歴調査等による土壌
汚染物質の存在可能性

履歴調査の結果、建設予定
地の土壌汚染の可能性が想
定される。

影響要因が想定されないこ
とから対象外とする。

影響要因が想定されないこ
とから対象外とする。

工事の内容から土壌汚染物
質の拡散の可能性はない。

影響要因が想定されないこ
とから対象外とする。

-1 － － 0 － -0.5 -0.5

環境項目 生態系
生物の生育・生
息基盤

生物の生育・生息基盤の状
況

①重要な生物・生態系の賦
存地の改変の有無
②生物の生育・生息基盤の
創出の有無

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

重要な生物・生態系の賦存
地の改変はない。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

重要な生物・生態系の賦存
地の改変はない。

－ 0 － 0 0.0 0.0

環境項目 生態系 水循環
雨水の地下浸透能力（地表
面被覆率）

現状の地表面被覆率

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

新設(恒久)は現況の公園内
の樹林上に設置されること
より、浸透域が減少する。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

新設(恒久)は現況の公園内
の樹林上に設置されること
より、浸透域が減少する。

－ -1 － -1 -1.0 -1.0

環境項目 生態系 生物・生態系
周辺の生物の生育・生息環
境の連続性

現況の生物の生育・生息環
境の連続性

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

まとまりのある又は連続し
た樹林が改変されることか
ら、生物の生育・生息場所
に消失・分断が生じる。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

まとまりのある又は連続し
た樹林が改変されることか
ら、生物の生育・生息場所
に消失・分断が生じる。 － -1 － -1 -1.0

環境項目 生態系 生物・生態系 重要な生物・生態系 重要な生物・生態系の状況

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

重要な生物・生態系の指定
地域の改変はない。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

重要な生物・生態系の指定
地域の改変はない。

－ 0 － 0 0.0

環境項目 生態系 生物・生態系
生物相の豊かさ（鳥類相で
代表）

現況の生息種数（現状生息
する種のうち、生息が困難
となる可能性のある種の有
無、種数）

工事に伴う騒音や作業員の
立ち入り等により、生息が
困難となる可能性のある種
が存在する。

生息が困難となる可能性の
ある種は存在しないことか
ら、現況と変わらない。

生息が困難となる可能性の
ある種は存在しないことか
ら、現況と変わらない。

工事に伴う騒音や作業員の
立ち入りにより、生息が困
難となる可能性のある種が
存在する。

生息が困難となる可能性の
ある種は存在しないことか
ら、現況と変わらない。

-1 0 0 -1 0 -0.4

環境項目 生態系 緑 緑被面積（屋上含む） 現況の緑被率の状況

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

現況29.3％の緑被率が
20.3％となり、9.0ポイン
ト減少する。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

現況29.3％の緑被率が
20.3％となり、9.0ポイン
ト減少する。

－ -1 － -1 -1.0

環境項目 生態系 緑 緑化の状況
東京都の自然保護条例、建
築物環境計画書制度におけ
る緑化の評価基準

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

樹林地の改変により、緑化
率は17.7％となるが緑化基
準を満たす。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

樹林地の改変により、緑化
率は17.7％となるが緑化基
準を満たす。

－ 0 － 0 0.0

環境項目 生活環境 騒音 環境・交通騒音レベル
①環境基準及び法令等によ
る基準
②現況の騒音レベル

工事の実施に伴う騒音によ
る周辺の生活環境への影響
がみられる。

影響要因は想定されないこ
とから対象外とする。

施設の供用、声援や応援等
による騒音の発生がみられ
るが、周辺の生活環境に影
響を及ぼすことはない。

工事の実施に伴う騒音によ
る周辺の生活環境への影響
がみられる。

イベント開催時における施
設の供用、歓声や応援等の
騒音による周辺の生活環境
への影響がみられる。 -1 － 0 -1 -1 -0.8 -0.8

環境項目 生活環境 日影
日照の阻害の有無（阻害を
受ける住戸等の有無）

現状の日照阻害の状況

日影が会場エリア北側の日
影の規制地域にまで及ぶ。

影響要因は想定されないこ
とから対象外とする。

日影が会場エリア北側の日
影の規制地域にまで及ぶ。

-1 － -1 -1.0 -1.0

-0.5

-0.5

-0.9

評価点

-0.4

-0.5

一次評価

評価の指標 評価の基準

開催前
中項目
平均点

小項目
平均点

指標別
平均点

開催中 開催後 開催中 開催後大項目 中項目 小項目

評価
段階別影響

開催前

1－1



会場別予測評価結果表(1_オリンピックスタジアム(国立霞ヶ丘競技場))

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

評価点

一次評価

評価の指標 評価の基準

開催前
中項目
平均点

小項目
平均点

指標別
平均点

開催中 開催後 開催中 開催後大項目 中項目 小項目

評価
段階別影響

開催前

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

景観 緑視率 現況の緑視率

視認できる緑はすべて施設
手前であり、現況と変わら
ない。

仮設が撤去されるが、緑視
率は現況と変わらない。

0 0 0.0

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

景観 優れた眺望又は景観の阻害

①周辺の視点場から眺望で
きる優れた眺望景観の阻害
の有無
②景観形成特別地区の景観
を阻害しないこと

眺望景観及び景観形成特別
地区の景観を阻害すること
はない。

眺望景観及び景観形成特別
地区の景観を阻害すること
はない。

0 0 0.0

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

自然との触れ合
い活動の場

自然との触れ合い活動の場
の変化

自然との触れ合い活動の場
の消失又は改善・創出

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

改変部が自然との触れ合い
活動の場の主要部や周縁部
ではない、又は半分弱にみ
たないことから、現況と変
わらない。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

改変部が自然との触れ合い
活動の場の主要部や周縁部
ではない、又は半分弱にみ
たないことから、現況と変
わらない。

－ 0 － 0 0.0

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

自然との触れ合
い活動の場

自然との触れ合い活動の変
化

自然との触れ合い活動の阻
害又は促進（場へのアクセ
ス性含む）の有無

騒音、アクセス規制によ
り、自然との触れ合い活動
自体及びアクセスが阻害さ
れる。

主要なアクセスルートが物
理的に改変・遮断されない
ことから、現況と変わらな
い。

会場エリア内の入場が規制
されることから、自然との
触れ合い活動のアクセスが
阻害される。

騒音、アクセス規制によ
り、自然との触れ合い活動
自体及びアクセスが阻害さ
れる。

主要なアクセスルートが物
理的に改変・遮断されな
い、又は現況で自然との触
れ合い活動が行われてな
い。

-2 0 -1 -2 0 -1.0

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

歩行者空間の快
適性

街路樹等緑陰の状況（緑陰
面積）

現況の街路樹及び接道緑
化、壁面緑化の状況

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

施設周辺の樹木及びアクセ
スルートに面した樹木の一
部が改変されるが、緑陰面
積の減少はわずかであるた
め、歩行者が感じる快適性
は変わらない。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

施設周辺の樹木及びアクセ
スルートに面した樹木の一
部が改変されるが、緑陰面
積の減少はわずかであるた
め、歩行者が感じる快適性
は変わらない。

－ -1 － -1 -1.0 -1.0

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

史跡・文化財
史跡・文化財の保護・保全
の状況

文化財等の保存及び管理の
支障の有無

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

建設工事に伴い、土地の改
変が行われるが、工事の実
施前に現地踏査を行い、そ
の結果を受けて発掘調査を
含めた適切な措置を行う。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

工事の実施前に現地踏査を
行い、その結果を受けて発
掘調査を含めた適切な措置
を行う。 － 0 － 0 0.0 0.0

環境項目
資源・廃
棄物

水利用 上水利用量の削減 現在の上水利用量の水準

工事の実施に伴う水の利用
については、散水や洗車に
よる一時的な利用が見込ま
れるが、大量の水利用は想
定されないことから、予測
評価の対象外とする。

節水により上水利用量の削
減が図られる。

競技の実施時における会場
の利用者による水利用につ
いては、「施設の存在によ
る影響」に含めるものとし
て、ここでは予測評価の対
象外とする。

工事の実施に伴う水の利用
については、散水や洗車に
よる一時的な利用が見込ま
れるが、大量の水利用は想
定されないことから、予測
評価の対象外とする。

節水により上水利用量の削
減が図られる。

－ 0 － － 0 0.0 0.0

環境項目
資源・廃
棄物

廃棄物 廃棄物発生量の減量化
廃棄物発生量の減量化に
よって削減される最終処分
量の水準

標準的な工事と同程度の廃
棄物の削減対策がなされ、
現在の廃棄物の発生水準と
同等の減量化が行われる。

施設の存在による廃棄物の
発生については、「競技の
実施による影響」で扱い、
ここでは対象外とする。

競技の実施に伴い排出され
る一般廃棄物は、現在と同
程度の減量化が行われ、最
終処分量は現状の水準と変
わらない。

標準的な工事と同程度の廃
棄物の削減対策がなされ、
現在の廃棄物の発生水準と
同等の減量化が行われる。

後利用で排出される一般廃
棄物は、現在と同程度の減
量化が行われ、最終処分量
は現状の水準と変わらな
い。

0 － 0 0 0 0.0

環境項目
資源・廃
棄物

廃棄物 廃棄物の有効利用
廃棄物の有効利用によって
削減される最終処分量の水
準

建設廃棄物の有効利用の取
り組みについて、現在の標
準的な工事と同程度の廃棄
物の有効利用がなされる。

施設の存在による廃棄物の
発生については、「競技の
実施による影響」で扱い、
ここでは対象外とする。

競技の実施に伴い排出され
る一般廃棄物は、現在と同
程度の有効利用がなされ、
最終処分量は現状の水準と
変わらない。

建設廃棄物の有効利用の取
り組みについて、現在の標
準的な工事と同程度の廃棄
物の有効利用がなされる。

後利用で排出される一般廃
棄物は、現在と同程度の有
効利用がなされ、最終処分
量は現状の水準と変わらな
い。

0 － 0 0 0 0.0

環境項目
資源・廃
棄物

エコマテリアル エコマテリアルの使用
再生可能資材・再生資材の
活用の水準

再生可能資材や再生資材が
最大限に利用され、現在の
水準を上回る。

施設の存在時におけるエコ
マテリアルの利用は想定さ
れないため対象外とする。

競技の実施時におけるエコ
マテリアルの利用は想定さ
れないため対象外とする。

再生可能資材や再生資材が
最大限に利用され、現在の
水準を上回る。

後利用時におけるエコマテ
リアルの利用は想定されな
いため対象外とする。

+1 － － +1 － 1.0 1.0

環境項目
温室効果
ガス

温室効果ガス 温室効果ガスの削減量

①エネルギー消費量による
CO2排出の概算
②既存施設における追加的
排出の有無

一般的な施設の建設工事と
同程度の排出量になる。

開催中の施設の存在による
影響については、「競技の
実施による影響」に含めて
扱う。

同等施設の標準的な排出量
となる。

一般的な施設の建設工事と
同程度の排出量になる。

同等施設の標準的な排出量
となる。

0 － 0 0 0 0.0 0.0

環境項目
温室効果
ガス

エネルギー エネルギー使用量の増減

①現在の使用量の水準（東
京都温暖化対策計画書制度
/東京都建築物環境計画書
制度による評価水準）
②省エネ再エネ対策・設備
の導入状況/可能性

一般的な施設の建設工事と
同程度の消費量になる。

開催中の施設の存在による
影響については、「競技の
実施による影響」に含めて
扱う。

同等施設の標準的な消費量
となる。

一般的な施設の建設工事と
同程度の消費量になる。

同等施設の標準的な消費量
となる。

0 － 0 0 0 0.0 0.0

0.30.0

0.0

-0.5

0.0

-0.4
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会場別予測評価結果表(1_オリンピックスタジアム(国立霞ヶ丘競技場))

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

評価点

一次評価

評価の指標 評価の基準

開催前
中項目
平均点

小項目
平均点

指標別
平均点

開催中 開催後 開催中 開催後大項目 中項目 小項目

評価
段階別影響

開催前

社会・経
済項目

土地利用 土地利用 土地の転用
土地利用の改変、転用の有
無

改変エリアは現在公園、運
動場及び商業用地となって
おり、自然地や農地は存在
しない。

0 0.0

社会・経
済項目

土地利用 土地利用 土地の有効利用 未利用地の解消の有無

未利用地の有効利用はな
い。

未利用地の有効利用はな
い。

0 0 0.0

社会・経
済項目

土地利用 地域分断
生活移動動線の分断又は進
展

歩行者、自転車等の移動動
線の分断をしないこと

既に公共的な利用がなされ
ている施設の場所であり、
改変エリアは生活移動動線
に影響しない。

屋外競技による影響は一時
的であり、生活移動動線へ
の影響はほとんど現況と変
わらない。

移動動線は確保されてお
り、後利用時も生活移動動
線への影響はない。 0 0 0 0.0

社会・経
済項目

土地利用 地域分断
生活移動動線の分断又は進
展

歩行者、自転車等の動線の
ネットワーク化の進展の有
無

既に公共的利用がなされて
いる場所であり、現況と変
わらない。

既に公共的利用がなされて
いる場所であり、現況と変
わらない。

開催前から開催後を通じて
現況と変わらない。

0 0 0 0.0

社会・経
済項目

土地利用 移転 民家等の移転
民家等の移転を伴わないこ
と

改変エリアに民家等が存在
するが大会開催に伴う強制
退去等は生じない。 0 0.0 0.0

社会・経
済項目

交通
公共交通へのア
クセシビリティ

アクセス性
現在の会場までのアクセス
性

アクセス性向上の対策が無
く現況と同様のアクセス性
である。

アクセス性向上の対策が無
く現況と同様のアクセス性
である。 0 0 0.0 0.0

社会・経
済項目

交通 交通安全 交通安全
現在の歩車動線の分離（交
通安全性の向上）の状況

現状でも対策は十分になさ
れており、工事に伴う歩車
動線の未分離区間は発生し
ない。

競技の実施による影響に含
め、評価の対象外とする。

現状において歩車動線は分
離されており、開催中も維
持される。

現状でも対策は十分になさ
れており、工事に伴う歩車
動線の未分離区間は発生し
ない。

現状において歩車動線は分
離されており、後利用時に
も維持される。 0 － 0 0 0 0.0 0.0

社会・経
済項目

経済 事業採算性 施設整備費
施設整備費を適正に保つた
めの措置

対策が無い場合には標準的
な施設整備費となる。

対策が無い場合には標準的
な撤去・改修整備費とな
る。 0 0 0.0

社会・経
済項目

経済 事業採算性 運営経費
運営・維持コストの削減の
ための措置

対策を講じない場合には標
準的な運営経費となる。

対策を講じない場合には標
準的な運営経費となる。

0 0 0.0

0.0

0.0 0.0

0.0

0.0

0.0
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会場別予測評価結果表(1_オリンピックスタジアム(国立霞ヶ丘競技場))

環境項目 主要環境 大気
汚染物質（NO2、SPM）の排
出量

排出の有無、現状より排出
増大の可能性

環境項目 主要環境 水質
汚濁負荷（COD、T-N、T-
P、BOD､SS等）の排出量

汚濁負荷物質排出の有無、
汚染増大の可能性

環境項目 主要環境 土壌
土壌汚染物質の拡散の可能
性

土地履歴調査等による土壌
汚染物質の存在可能性

環境項目 生態系
生物の生育・生
息基盤

生物の生育・生息基盤の状
況

①重要な生物・生態系の賦
存地の改変の有無
②生物の生育・生息基盤の
創出の有無

環境項目 生態系 水循環
雨水の地下浸透能力（地表
面被覆率）

現状の地表面被覆率

環境項目 生態系 生物・生態系
周辺の生物の生育・生息環
境の連続性

現況の生物の生育・生息環
境の連続性

環境項目 生態系 生物・生態系 重要な生物・生態系 重要な生物・生態系の状況

環境項目 生態系 生物・生態系
生物相の豊かさ（鳥類相で
代表）

現況の生息種数（現状生息
する種のうち、生息が困難
となる可能性のある種の有
無、種数）

環境項目 生態系 緑 緑被面積（屋上含む） 現況の緑被率の状況

環境項目 生態系 緑 緑化の状況
東京都の自然保護条例、建
築物環境計画書制度におけ
る緑化の評価基準

環境項目 生活環境 騒音 環境・交通騒音レベル
①環境基準及び法令等によ
る基準
②現況の騒音レベル

環境項目 生活環境 日影
日照の阻害の有無（阻害を
受ける住戸等の有無）

現状の日照阻害の状況

評価の指標 評価の基準

大項目 中項目 小項目

評価

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

工事による大気環境への影
響がみられ、ミティゲー
ションの実施により影響の
程度が低減されるが、濃度
の変化（付加率）が5％以
上となる。

影響要因は想定されないた
め対象外。

施設等の利用、各施設間の
人の移動に伴う大気環境へ
の影響はほとんどなく、ミ
ティゲーションの実施によ
り大気環境が改善される。

工事による大気環境への影
響がみられるが、ミティ
ゲーションの実施により、
大気質の濃度をほとんど悪
化させない程度となる。

施設等の利用、各施設間の
人の移動に伴う大気環境へ
の影響はほとんどなく、ミ
ティゲーションの実施によ
り大気環境が改善される。

-2 － +1 0 +1 0.0 0.0

工事の実施に伴って公共用
水域の水質に影響を及ぼす
ことはないことから、ミ
ティゲーションは想定して
いない。

影響要因が想定されないこ
とから対象外とする。

施設の供用に伴うし尿等の
汚水による影響はないこと
から、ミティゲーションは
想定していない。

工事の実施に伴って公共用
水域の水質に影響を及ぼす
ことはないことから、ミ
ティゲーションは想定して
いない。

施設の供用に伴うし尿等の
汚水による影響はないこと
から、ミティゲーションは
想定していない。 0 － 0 0 0 0.0 0.0

土壌汚染の可能性が想定さ
れるが、工事の際に汚染が
確認された場合はミティ
ゲーションの実施により土
壌汚染物質が除去される。

影響要因が想定されないこ
とから対象外とする。

影響要因が想定されないこ
とから対象外とする。

工事の内容から土壌汚染物
質の拡散の可能性はないこ
とから、ミティゲーション
は想定していない。

影響要因が想定されないこ
とから対象外とする。

+1 － － 0 － 0.5 0.5

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

重要な生物・生態系の賦存
地の改変はない。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

重要な生物・生態系の賦存
地の改変はない。

－ 0 － 0 0.0 0.0

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

雨水浸透施設設置により、
現況と同程度の浸透を確保
できると想定した。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

雨水浸透施設設置により、
現況と同程度の浸透を確保
できると想定した。

－ 0 － 0 0.0 0.0

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

ミティゲーションの実施に
より、周辺の生物の生育・
生息環境の連続性が現況レ
ベルまで改善する。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

ミティゲーションの実施に
より、周辺の生物の生育・
生息環境の連続性が現況レ
ベルまで改善する。 － 0 － 0 0.0

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

重要な生物・生態系の指定
地域の改変はない。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

重要な生物・生態系の指定
地域の改変はない。

－ 0 － 0 0.0

工事に伴う作業員の立ち入
り等により、生息が困難と
なる可能性のある種が存在
する。

生息が困難となる可能性の
ある種は存在しないことか
ら、現況と変わらない。

生息が困難となる可能性の
ある種は存在しないことか
ら、現況と変わらない。

工事に伴う作業員の立ち入
り等により、生息が困難と
なる可能性のある種が存在
する。

生息が困難となる可能性の
ある種は存在しないことか
ら、現況と変わらない。

-1 0 0 -1 0 -0.4

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

現況29.3％の緑被率は
22.6％となり、緑比率が
6.7ポイント減少する。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

緑被率は現況とほぼかわら
ない。

－ -1 － 0 -0.5

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

緑化基準を満たしている。 改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

緑化率が21.0％となり、段
階2を達成。

－ 0 － +1 0.5

工事の実施に伴う騒音によ
る影響がみられるが、ミ
ティゲーションにより周辺
の生活環境に影響を及ぼさ
ない程度となる。

影響要因は想定されないこ
とから対象外とする。

施設の供用、声援や応援等
が周辺の生活環境に影響を
及ぼすことはないことか
ら、ミティゲーションは想
定していない。

工事の実施に伴う騒音によ
る影響がみられるが、ミ
ティゲーションにより周辺
の生活環境に影響を及ぼさ
ない程度となる。

イベント開催時に発生する
騒音による影響がみられる
が、ミティゲーションによ
り周辺の生活環境の影響を
及ぼさない程度に抑えられ
る。

0 － 0 0 0 0.0 0.0

日影が会場の北側の日影の
規制地域にまで及ぶが、屋
根の形状に配慮する等のミ
ティゲーションにより影響
が回避できる。

影響要因は想定されないこ
とから対象外とする。

日影が会場の北側の日影の
規制地域にまで及ぶが、屋
根の形状に配慮する等のミ
ティゲーションにより影響
が回避できる。

0 － 0 0.0 0.0

0.2

0.0-0.1

0.0

0.0

小項目
平均点

指標別
平均点

開催後

評価点

二次評価

開催中 開催後開催前
中項目
平均点

段階別影響

開催前 開催中
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会場別予測評価結果表(1_オリンピックスタジアム(国立霞ヶ丘競技場))

評価の指標 評価の基準

大項目 中項目 小項目

評価

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

景観 緑視率 現況の緑視率

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

景観 優れた眺望又は景観の阻害

①周辺の視点場から眺望で
きる優れた眺望景観の阻害
の有無
②景観形成特別地区の景観
を阻害しないこと

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

自然との触れ合
い活動の場

自然との触れ合い活動の場
の変化

自然との触れ合い活動の場
の消失又は改善・創出

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

自然との触れ合
い活動の場

自然との触れ合い活動の変
化

自然との触れ合い活動の阻
害又は促進（場へのアクセ
ス性含む）の有無

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

歩行者空間の快
適性

街路樹等緑陰の状況（緑陰
面積）

現況の街路樹及び接道緑
化、壁面緑化の状況

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

史跡・文化財
史跡・文化財の保護・保全
の状況

文化財等の保存及び管理の
支障の有無

環境項目
資源・廃
棄物

水利用 上水利用量の削減 現在の上水利用量の水準

環境項目
資源・廃
棄物

廃棄物 廃棄物発生量の減量化
廃棄物発生量の減量化に
よって削減される最終処分
量の水準

環境項目
資源・廃
棄物

廃棄物 廃棄物の有効利用
廃棄物の有効利用によって
削減される最終処分量の水
準

環境項目
資源・廃
棄物

エコマテリアル エコマテリアルの使用
再生可能資材・再生資材の
活用の水準

環境項目
温室効果
ガス

温室効果ガス 温室効果ガスの削減量

①エネルギー消費量による
CO2排出の概算
②既存施設における追加的
排出の有無

環境項目
温室効果
ガス

エネルギー エネルギー使用量の増減

①現在の使用量の水準（東
京都温暖化対策計画書制度
/東京都建築物環境計画書
制度による評価水準）
②省エネ再エネ対策・設備
の導入状況/可能性

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

小項目
平均点

指標別
平均点

開催後

評価点

二次評価

開催中 開催後開催前
中項目
平均点

段階別影響

開催前 開催中

街路樹を整備するが、評価
地点の緑視率は、現況と変
わらない。

会場エリア内に整備された
樹木を維持する。緑視率は
現況と変わらない。

0 0 0.0

眺望景観及び景観形成特別
地区の景観を阻害すること
はない。

眺望景観及び景観形成特別
地区の景観を阻害すること
はない。

0 0 0.0

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

改変部が自然との触れ合い
活動の場でない、又は現況
で自然との触れ合い活動の
場となっていない。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

自然との触れ合い活動の場
は現況と変わらない。

－ 0 － 0 0.0

ミティゲーションの実施に
より、現況レベルまで自然
との触れ合い活動が改善す
る。

ミティゲーションの実施に
より、自然との触れ合い活
動の場へのアクセス性が向
上する。

現段階ではミティゲーショ
ンは想定していない。

ミティゲーションの実施に
より、現況レベルまで自然
との触れ合い活動が改善す
る。

ミティゲーションの実施に
より、自然との触れ合い活
動が向上するとともに、ア
クセス性も向上する。 0 +1 -1 0 +2 0.4

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

街路樹の整備・充実を図る
ことにより、緑陰面積及び
歩行者が感じる快適性とも
に現況と変わらない。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

アクセスルート周辺におい
て整備した街路樹を維持す
ることにより、緑陰面積及
び歩行者が感じる快適性と
もに現況と変わらない。

－ 0 － 0 0.0 0.0

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

建設工事に伴い、土地の改
変が行われるが、工事の実
施前に現地踏査を行い、そ
の結果を受けて発掘調査を
含めた適切な措置を行う。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

工事の実施前に現地踏査を
行い、その結果を受けて発
掘調査を含めた適切な措置
を行う。 － 0 － 0 0.0 0.0

工事の実施に伴う水の利用
については、散水や洗車に
よる一時的な利用が見込ま
れるが、大量の水利用は想
定されないことから、予測
評価の対象外とする。

節水のほか、雨水及び再生
水（中水含む）の利用施設
が設置され、水の有効利用
が図られる。

競技の実施時における会場
の利用者による水利用につ
いては、「施設の存在によ
る影響」に含めるものとし
て、ここでは予測評価の対
象外とする。

工事の実施に伴う水の利用
については、散水や洗車に
よる一時的な利用が見込ま
れるが、大量の水利用は想
定されないことから、予測
評価の対象外とする。

節水のほか、雨水及び再生
水（中水含む）の利用施設
が設置され、水の有効利用
が図られる。 － +2 － － +2 2.0 2.0

建設廃棄物の対策はリサイ
クルによるものが大部分で
あり、減量による最終処分
量の大幅な削減は見込めな
い。

施設の存在による廃棄物の
発生については、「競技の
実施による影響」で扱い、
ここでは対象外とする。

既に容器包装廃棄物のリサ
イクル分別などが実施され
ており、廃棄物の発生抑制
策による最終処分量の大幅
な削減は見込めない。

建設廃棄物の対策はリサイ
クルによるものが大部分で
あり、減量による最終処分
量の大幅な削減は見込めな
い。

既に容器包装廃棄物のリサ
イクル分別などが実施され
ており、廃棄物の発生抑制
策による最終処分量の大幅
な削減は見込めない。

0 － 0 0 0 0.0

「東京都建設リサイクル推
進計画」等に基づく有効利
用策の促進により、建設廃
棄物の最終処分量は現在の
水準から20％以上削減され
る。

施設の存在による廃棄物の
発生については、「競技の
実施による影響」で扱い、
ここでは対象外とする。

資源ごみ回収やごみ処理過
程資源化、熱回収等の促進
により、一般廃棄物の最終
処分量は現在の水準から
30％程度削減される。

「東京都建設リサイクル推
進計画」等に基づく有効利
用策の促進により、建設廃
棄物の最終処分量は現在の
水準から20％以上削減され
る。

資源ごみ回収やごみ処理過
程資源化、熱回収等の促進
により、一般廃棄物の最終
処分量は現在の水準から
30％程度削減される。

+1 － +1 +1 +1 1.0

再生可能資材や再生資材が
最大限に利用され、現在の
水準を上回る。

施設の存在時におけるエコ
マテリアルの利用は想定さ
れないため対象外とする。

競技の実施時におけるエコ
マテリアルの利用は想定さ
れないため対象外とする。

再生可能資材や再生資材が
最大限に利用され、現在の
水準を上回る。

後利用時におけるエコマテ
リアルの利用は想定されな
いため対象外とする。

+1 － － +1 － 1.0 1.0

低燃費型建設機械の採用等
により、約20～40％の削減
が図られる。

開催中の施設の存在による
影響については、「競技の
実施による影響」で扱い、
ここでは対象外とする。

最高水準の省エネルギー技
術の活用等により、49.7％
程度の削減が図られる。

低燃費型建設機械の採用等
により、約20～40％の削減
が図られる。

最高水準の省エネルギー技
術の活用等により、50％程
度の削減が図られる。

+2 － +2 +2 +2 2.0 2.0

低燃費型建設機械の採用等
により、約20～40％の低減
が図られる。

開催中の施設の存在による
影響については、「競技の
実施による影響」で扱い、
ここでは対象外とする。

最高水準の省エネルギー技
術の活用等により、49.7％
程度の低減が図られる。

低燃費型建設機械の採用等
により、約20～40％の低減
が図られる。

最高水準の省エネルギー技
術の活用等により、50％程
度の低減が図られる。

+2 － +2 +2 +2 2.0 2.0

1.20.5

2.0

0.0

0.10.2
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会場別予測評価結果表(1_オリンピックスタジアム(国立霞ヶ丘競技場))

評価の指標 評価の基準

大項目 中項目 小項目

評価

社会・経
済項目

土地利用 土地利用 土地の転用
土地利用の改変、転用の有
無

社会・経
済項目

土地利用 土地利用 土地の有効利用 未利用地の解消の有無

社会・経
済項目

土地利用 地域分断
生活移動動線の分断又は進
展

歩行者、自転車等の移動動
線の分断をしないこと

社会・経
済項目

土地利用 地域分断
生活移動動線の分断又は進
展

歩行者、自転車等の動線の
ネットワーク化の進展の有
無

社会・経
済項目

土地利用 移転 民家等の移転
民家等の移転を伴わないこ
と

社会・経
済項目

交通
公共交通へのア
クセシビリティ

アクセス性
現在の会場までのアクセス
性

社会・経
済項目

交通 交通安全 交通安全
現在の歩車動線の分離（交
通安全性の向上）の状況

社会・経
済項目

経済 事業採算性 施設整備費
施設整備費を適正に保つた
めの措置

社会・経
済項目

経済 事業採算性 運営経費
運営・維持コストの削減の
ための措置

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

小項目
平均点

指標別
平均点

開催後

評価点

二次評価

開催中 開催後開催前
中項目
平均点

段階別影響

開催前 開催中

改変エリアは現在公園、運
動場及び商業用地となって
おり、自然地や農地は存在
しない。

0 0.0

未利用地の有効利用はな
い。

未利用地の有効利用はな
い。

0 0 0.0

既に公共的な利用がなされ
ている施設の場所であり、
改変エリアは生活移動動線
に影響しない。

屋外競技による影響は一時
的であり、生活移動動線へ
の影響はほとんど現況と変
わらない。

移動動線は確保されてお
り、後利用時も生活移動動
線への影響はない。 0 0 0 0.0

既に公共的利用がなされて
いる場所であり、現況と変
わらない。

既に公共的利用がなされて
いる場所であり、現況と変
わらない。

開催前から開催後を通じて
現況と変わらない。

0 0 0 0.0

改変エリアに民家等が存在
するが大会開催に伴う強制
退去等は生じない。 0 0.0 0.0

歩行者デッキによるアクセ
ス性の向上。

歩行者デッキによるアクセ
ス性の向上が継続される。

+1 +1 1.0 1.0

現状でも対策は十分になさ
れており、工事に伴う歩車
動線の未分離区間は発生し
ない。

競技の実施による影響に含
め、評価の対象外とする。

現状において歩車動線は分
離されており、開催中も維
持される。

現状でも対策は十分になさ
れており、工事に伴う歩車
動線の未分離区間は発生し
ない。

現状において歩車動線は分
離されており、後利用時に
も維持される。 0 － 0 0 0 0.0 0.0

再生可能材の活用等によ
り、最先端技術導入による
コスト増を相殺して標準的
な整備費となる。

再生可能材により整備費や
廃棄物処理費用を抑制する
等の費用削減措置が取られ
る。

0 +1 0.5

エネルギー利用の最適化や
ボランティアの活用により
運営経費、維持管理コスト
の削減が図られる。

エネルギー利用の最適化等
により後利用時も光熱費等
の維持管理コストの削減が
図られる。

+1 +1 1.0

項目 一次評価 二次評価
主要環境 -0.4 0.2
生態系 -0.5 0.0
生活環境 -0.9 0.0
ｱﾒﾆﾃｨ・文化 -0.4 0.1
資源・廃棄物 0.3 1.2
温室効果ガス 0.0 2.0
土地利用 0.0 0.0
交通 0.0 0.5
経済 0.0 0.8

0.8

0.0

0.0

0.0

0.5

0.8

-2
-1
0
1
2
主要環境

生態系

生活環境

ｱﾒﾆﾃｨ・文化

資源・廃棄物温室効果ガス

土地利用

交通

経済 一次評価

二次評価
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会場別予測評価結果表(2_東京体育館)

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

環境項目 主要環境 大気
汚染物質（NO2、SPM）の排
出量

排出の有無、現状より排出
増大の可能性

工事の実施による濃度の変
化（付加率）が5％未満で
ある。

影響要因は想定されないた
め対象外。

施設等の利用、各施設間の
人の移動に伴う汚染物質の
排出が周辺の大気環境に与
える影響はほとんどない。

工事の実施による濃度の変
化（付加率）が5％未満で
ある。

影響要因は想定されないた
め対象外。

-1 － 0 -1 － -0.7 -0.7

環境項目 主要環境 水質
汚濁負荷（COD、T-N、T-
P、BOD､SS等）の排出量

汚濁負荷物質排出の有無、
汚染増大の可能性

工事の実施に伴うし尿等の
汚水は公共下水道等に排出
することから、公共用水域
の水質に影響を及ぼすこと
はない。

影響要因が想定されないこ
とから対象外とする。

施設の供用に伴うし尿等の
汚水は公共下水道等に排出
することから、公共用水域
の水質に影響を及ぼすこと
はない。

工事の実施に伴うし尿等の
汚水は公共下水道等に排出
することから、公共用水域
の水質に影響を及ぼすこと
はない。

オリンピックによる新たな
恒久施設はなく、開催後の
状況に開催前との変化はな
いことから対象外とする。 0 － 0 0 － 0.0 0.0

環境項目 主要環境 土壌
土壌汚染物質の拡散の可能
性

土地履歴調査等による土壌
汚染物質の存在可能性

土地の改変等を伴う工事は
実施しないことから対象外
とする。

影響要因が想定されないこ
とから対象外とする。

影響要因が想定されないこ
とから対象外とする。

土地の改変等を伴う工事は
実施しないことから対象外
とする。

影響要因が想定されないこ
とから対象外とする。

－ － － － － - -

環境項目 生態系
生物の生育・生
息基盤

生物の生育・生息基盤の状
況

①重要な生物・生態系の賦
存地の改変の有無
②生物の生育・生息基盤の
創出の有無

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

地表面が改変されないこと
から、予測評価の対象外と
する。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

地表面が改変されないこと
から、予測評価の対象外と
する。

－ － － － - -

環境項目 生態系 水循環
雨水の地下浸透能力（地表
面被覆率）

現状の地表面被覆率

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

新設(恒久)は現況の公園内
の樹林上に設置されること
より、浸透域が減少する。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

新設(恒久)は現況の公園内
の樹林上に設置されること
より、浸透域が減少する。

－ -1 － -1 -1.0 -1.0

環境項目 生態系 生物・生態系
周辺の生物の生育・生息環
境の連続性

現況の生物の生育・生息環
境の連続性

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

地表面が改変されないこと
から、予測評価の対象外と
する。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

地表面が改変されないこと
から、予測評価の対象外と
する。

－ － － － -

環境項目 生態系 生物・生態系 重要な生物・生態系 重要な生物・生態系の状況

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

地表面が改変されないこと
から、予測評価の対象外と
する。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

地表面が改変されないこと
から、予測評価の対象外と
する。

－ － － － -

環境項目 生態系 生物・生態系
生物相の豊かさ（鳥類相で
代表）

現況の生息種数（現状生息
する種のうち、生息が困難
となる可能性のある種の有
無、種数）

鳥類の主要な生息場でない
ことから、予測評価の対象
外とする。

鳥類の主要な生息場でない
ことから、予測評価の対象
外とする。

鳥類の主要な生息場でない
ことから、予測評価の対象
外とする。

鳥類の主要な生息場でない
ことから、予測評価の対象
外とする。

鳥類の主要な生息場でない
ことから、予測評価の対象
外とする。

－ － － － － -

環境項目 生態系 緑 緑被面積（屋上含む） 現況の緑被率の状況

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

現況29.3％の緑被率が
20.3％となり、9.0ポイン
ト減少する。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

現況29.3％の緑被率が
20.3％となり、9.0ポイン
ト減少する。

－ -1 － -1 -1.0

環境項目 生態系 緑 緑化の状況
東京都の自然保護条例、建
築物環境計画書制度におけ
る緑化の評価基準

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

樹林地の改変により、緑化
率は17.7％となるが緑化基
準を満たす。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

樹林地の改変により、緑化
率は17.7％となるが緑化基
準を満たす。

－ 0 － 0 0.0

環境項目 生活環境 騒音 環境・交通騒音レベル
①環境基準及び法令等によ
る基準
②現況の騒音レベル

工事の実施に伴う騒音によ
る周辺の生活環境への影響
がみられる。

影響要因は想定されないこ
とから対象外とする。

施設の供用、声援や応援等
による騒音の発生がみられ
るが、周辺の生活環境に影
響を及ぼすことはない。

工事の実施に伴う騒音によ
る周辺の生活環境への影響
がみられる。

オリンピックによる新たな
恒久施設はなく、開催後の
状況に開催前との変化はな
いことから対象外とする。 -1 － 0 -1 － -0.7 -0.7

環境項目 生活環境 日影
日照の阻害の有無（阻害を
受ける住戸等の有無）

現状の日照阻害の状況

施設の高さ、周辺の状況、
仮設のみであることなどか
ら、施設の存在に伴う日影
の影響はない。

影響要因は想定されないこ
とから対象外とする。

開催後に、新たな施設によ
る日影は生じないことから
対象外とする。

0 － － 0.0 0.0

-

-0.5

-0.3

評価点

-0.3

-0.8

一次評価

評価の指標 評価の基準

開催前
中項目
平均点

小項目
平均点

指標別
平均点

開催中 開催後 開催中 開催後大項目 中項目 小項目

評価
段階別影響

開催前
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会場別予測評価結果表(2_東京体育館)

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

評価点

一次評価

評価の指標 評価の基準

開催前
中項目
平均点

小項目
平均点

指標別
平均点

開催中 開催後 開催中 開催後大項目 中項目 小項目

評価
段階別影響

開催前

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

景観 緑視率 現況の緑視率

視認できる緑はすべて施設
手前であり、現況と変わら
ない。

仮設が撤去されるが、緑視
率は現況と変わらない。

0 0 0.0

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

景観 優れた眺望又は景観の阻害

①周辺の視点場から眺望で
きる優れた眺望景観の阻害
の有無
②景観形成特別地区の景観
を阻害しないこと

眺望景観及び景観形成特別
地区の景観を阻害すること
はない。

眺望景観及び景観形成特別
地区の景観を阻害すること
はない。

0 0 0.0

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

自然との触れ合
い活動の場

自然との触れ合い活動の場
の変化

自然との触れ合い活動の場
の消失又は改善・創出

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

地表面が改変されないこと
から、予測評価の対象外と
する。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

地表面が改変されないこと
から、予測評価の対象外と
する。

－ － － － -

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

自然との触れ合
い活動の場

自然との触れ合い活動の変
化

自然との触れ合い活動の阻
害又は促進（場へのアクセ
ス性含む）の有無

騒音、アクセス規制によ
り、自然との触れ合い活動
自体及びアクセスが阻害さ
れる。

主要なアクセスルートが物
理的に改変・遮断されない
ことから、現況と変わらな
い。

会場エリア内の入場が規制
されることから、自然との
触れ合い活動のアクセスが
阻害される。

騒音、アクセス規制によ
り、自然との触れ合い活動
自体及びアクセスが阻害さ
れる。

主要なアクセスルートが物
理的に改変・遮断されな
い、又は現況で自然との触
れ合い活動が行われてな
い。

-2 0 -1 -2 0 -1.0

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

歩行者空間の快
適性

街路樹等緑陰の状況（緑陰
面積）

現況の街路樹及び接道緑
化、壁面緑化の状況

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

樹木に影響する改変はな
く、緑陰面積及び歩行者が
感じる快適性ともに現況と
変わらない。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

樹木に影響する改変はな
く、緑陰面積及び歩行者が
感じる快適性ともに現況と
変わらない。 － 0 － 0 0.0 0.0

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

史跡・文化財
史跡・文化財の保護・保全
の状況

文化財等の保存及び管理の
支障の有無

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

建設工事に伴い、土地の改
変が行われるが、工事の実
施前に現地踏査を行い、そ
の結果を受けて発掘調査を
含めた適切な措置を行う。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

文化財等の保全及び管理に
支障はない。

－ 0 － 0 0.0 0.0

環境項目
資源・廃
棄物

水利用 上水利用量の削減 現在の上水利用量の水準

工事の実施に伴う水の利用
については、散水や洗車に
よる一時的な利用が見込ま
れるが、大量の水利用は想
定されないことから、予測
評価の対象外とする。

節水のほか、再生水（中水
含む）の利用により上水利
用量の削減が図られる。

競技の実施時における会場
の利用者による水利用につ
いては、「施設の存在によ
る影響」に含めるものとし
て、ここでは予測評価の対
象外とする。

工事の実施に伴う水の利用
については、散水や洗車に
よる一時的な利用が見込ま
れるが、大量の水利用は想
定されないことから、予測
評価の対象外とする。

節水のほか、再生水（中水
含む）の利用により上水利
用量の削減が図られる。

－ +1 － － +1 1.0 1.0

環境項目
資源・廃
棄物

廃棄物 廃棄物発生量の減量化
廃棄物発生量の減量化に
よって削減される最終処分
量の水準

標準的な工事と同程度の廃
棄物の削減対策がなされ、
現在の廃棄物の発生水準と
同等の減量化が行われる。

施設の存在による廃棄物の
発生については、「競技の
実施による影響」で扱い、
ここでは対象外とする。

競技の実施に伴い排出され
る一般廃棄物は、現在と同
程度の減量化が行われ、最
終処分量は現状の水準と変
わらない。

標準的な工事と同程度の廃
棄物の削減対策がなされ、
現在の廃棄物の発生水準と
同等の減量化が行われる。

後利用で排出される一般廃
棄物は、現在と同程度の減
量化が行われ、最終処分量
は現状の水準と変わらな
い。

0 － 0 0 0 0.0

環境項目
資源・廃
棄物

廃棄物 廃棄物の有効利用
廃棄物の有効利用によって
削減される最終処分量の水
準

建設廃棄物の有効利用の取
り組みについて、現在の標
準的な工事と同程度の廃棄
物の有効利用がなされる。

施設の存在による廃棄物の
発生については、「競技の
実施による影響」で扱い、
ここでは対象外とする。

競技の実施に伴い排出され
る一般廃棄物は、現在と同
程度の有効利用がなされ、
最終処分量は現状の水準と
変わらない。

建設廃棄物の有効利用の取
り組みについて、現在の標
準的な工事と同程度の廃棄
物の有効利用がなされる。

後利用で排出される一般廃
棄物は、現在と同程度の有
効利用がなされ、最終処分
量は現状の水準と変わらな
い。

0 － 0 0 0 0.0

環境項目
資源・廃
棄物

エコマテリアル エコマテリアルの使用
再生可能資材・再生資材の
活用の水準

再生可能資材や再生資材が
最大限に利用され、現在の
水準を上回る。

施設の存在時におけるエコ
マテリアルの利用は想定さ
れないため対象外とする。

競技の実施時におけるエコ
マテリアルの利用は想定さ
れないため対象外とする。

再生可能資材や再生資材が
最大限に利用され、現在の
水準を上回る。

後利用時におけるエコマテ
リアルの利用は想定されな
いため対象外とする。

+1 － － +1 － 1.0 1.0

環境項目
温室効果
ガス

温室効果ガス 温室効果ガスの削減量

①エネルギー消費量による
CO2排出の概算
②既存施設における追加的
排出の有無

一般的な施設の建設工事と
同程度の排出量になる。

開催中の施設の存在による
影響については、「競技の
実施による影響」に含めて
扱う。

東京都環境確保条例に基づ
く排出総量削減義務が課さ
れており、16.6％程度の削
減が見込まれる。

一般的な施設の建設工事と
同程度の排出量になる。

東京都環境確保条例に基づ
く排出総量削減義務が課さ
れており、17％程度の削減
が見込まれる。 0 － +1 0 +1 0.5 0.5

環境項目
温室効果
ガス

エネルギー エネルギー使用量の増減

①現在の使用量の水準（東
京都温暖化対策計画書制度
/東京都建築物環境計画書
制度による評価水準）
②省エネ再エネ対策・設備
の導入状況/可能性

一般的な施設の建設工事と
同程度の消費量になる。

開催中の施設の存在による
影響については、「競技の
実施による影響」に含めて
扱う。

東京都環境確保条例に基づ
く排出総量低減義務が課さ
れており、16.6％程度の低
減が見込まれる。

一般的な施設の建設工事と
同程度の消費量になる。

東京都環境確保条例に基づ
く排出総量低減義務が課さ
れており、17％程度の低減
が見込まれる。 0 － +1 0 +1 0.5 0.5

0.70.0

0.5

-1.0

0.0

-0.3
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工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

評価点

一次評価

評価の指標 評価の基準

開催前
中項目
平均点

小項目
平均点

指標別
平均点

開催中 開催後 開催中 開催後大項目 中項目 小項目

評価
段階別影響

開催前

社会・経
済項目

土地利用 土地利用 土地の転用
土地利用の改変、転用の有
無

改変エリアは現在公園、運
動場及び商業用地となって
おり、自然地や農地は存在
しない。

0 0.0

社会・経
済項目

土地利用 土地利用 土地の有効利用 未利用地の解消の有無

未利用地の有効利用はな
い。

未利用地の有効利用はな
い。

0 0 0.0

社会・経
済項目

土地利用 地域分断
生活移動動線の分断又は進
展

歩行者、自転車等の移動動
線の分断をしないこと

既に公共的な利用がなされ
ている施設の場所であり、
改変エリアは生活移動動線
に影響しない。

移動動線は確保されてお
り、競技中も現況と変わら
ない。

移動動線は確保されてお
り、後利用時も生活移動動
線への影響はない。 0 0 0 0.0

社会・経
済項目

土地利用 地域分断
生活移動動線の分断又は進
展

歩行者、自転車等の動線の
ネットワーク化の進展の有
無

既に公共的利用がなされて
いる場所であり、現況と変
わらない。

既に公共的利用がなされて
いる場所であり、現況と変
わらない。

開催前から開催後を通じて
現況と変わらない。

0 0 0 0.0

社会・経
済項目

土地利用 移転 民家等の移転
民家等の移転を伴わないこ
と

改変エリアに民家等は存在
しない。

0 0.0 0.0

社会・経
済項目

交通
公共交通へのア
クセシビリティ

アクセス性
現在の会場までのアクセス
性

アクセス性向上の対策が無
く現況と同様のアクセス性
である。

アクセス性向上の対策が無
く現況と同様のアクセス性
である。 0 0 0.0 0.0

社会・経
済項目

交通 交通安全 交通安全
現在の歩車動線の分離（交
通安全性の向上）の状況

現状でも対策は十分になさ
れており、工事に伴う歩車
動線の未分離区間は発生し
ない。

競技の実施による影響に含
め、評価の対象外とする。

現状において歩車動線は分
離されており、開催中も維
持される。

現状でも対策は十分になさ
れており、工事に伴う歩車
動線の未分離区間は発生し
ない。

現状において歩車動線は分
離されており、後利用時に
も維持される。 0 － 0 0 0 0.0 0.0

社会・経
済項目

経済 事業採算性 施設整備費
施設整備費を適正に保つた
めの措置

対策が無い場合には標準的
な施設整備費となる。

対策が無い場合には標準的
な撤去・改修整備費とな
る。 0 0 0.0

社会・経
済項目

経済 事業採算性 運営経費
運営・維持コストの削減の
ための措置

対策を講じない場合には標
準的な運営経費となる。

対策を講じない場合には標
準的な運営経費となる。

0 0 0.0

0.0

0.0 0.0

0.0

0.0

0.0
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会場別予測評価結果表(2_東京体育館)

環境項目 主要環境 大気
汚染物質（NO2、SPM）の排
出量

排出の有無、現状より排出
増大の可能性

環境項目 主要環境 水質
汚濁負荷（COD、T-N、T-
P、BOD､SS等）の排出量

汚濁負荷物質排出の有無、
汚染増大の可能性

環境項目 主要環境 土壌
土壌汚染物質の拡散の可能
性

土地履歴調査等による土壌
汚染物質の存在可能性

環境項目 生態系
生物の生育・生
息基盤

生物の生育・生息基盤の状
況

①重要な生物・生態系の賦
存地の改変の有無
②生物の生育・生息基盤の
創出の有無

環境項目 生態系 水循環
雨水の地下浸透能力（地表
面被覆率）

現状の地表面被覆率

環境項目 生態系 生物・生態系
周辺の生物の生育・生息環
境の連続性

現況の生物の生育・生息環
境の連続性

環境項目 生態系 生物・生態系 重要な生物・生態系 重要な生物・生態系の状況

環境項目 生態系 生物・生態系
生物相の豊かさ（鳥類相で
代表）

現況の生息種数（現状生息
する種のうち、生息が困難
となる可能性のある種の有
無、種数）

環境項目 生態系 緑 緑被面積（屋上含む） 現況の緑被率の状況

環境項目 生態系 緑 緑化の状況
東京都の自然保護条例、建
築物環境計画書制度におけ
る緑化の評価基準

環境項目 生活環境 騒音 環境・交通騒音レベル
①環境基準及び法令等によ
る基準
②現況の騒音レベル

環境項目 生活環境 日影
日照の阻害の有無（阻害を
受ける住戸等の有無）

現状の日照阻害の状況

評価の指標 評価の基準

大項目 中項目 小項目

評価

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

工事による大気環境への影
響がみられるが、ミティ
ゲーションの実施により、
大気質の濃度をほとんど悪
化させない程度となる。

影響要因は想定されないた
め対象外。

施設等の利用、各施設間の
人の移動に伴う大気環境へ
の影響はほとんどなく、ミ
ティゲーションの実施によ
り大気環境が改善される。

工事による大気環境への影
響がみられるが、ミティ
ゲーションの実施により、
大気質の濃度をほとんど悪
化させない程度となる。

影響要因は想定されないた
め対象外。

0 － +1 0 － 0.3 0.3

工事の実施に伴って公共用
水域の水質に影響を及ぼす
ことはないことから、ミ
ティゲーションは想定して
いない。

影響要因が想定されないこ
とから対象外とする。

施設の供用に伴うし尿等の
汚水による影響はないこと
から、ミティゲーションは
想定していない。

工事の実施に伴って公共用
水域の水質に影響を及ぼす
ことはないことから、ミ
ティゲーションは想定して
いない。

オリンピックによる新たな
恒久施設はなく、開催後の
状況に開催前との変化はな
いことから対象外とする。 0 － 0 0 － 0.0 0.0

土地の改変等を伴う工事は
実施しないことから対象外
とする。

影響要因が想定されないこ
とから対象外とする。

影響要因が想定されないこ
とから対象外とする。

土地の改変等を伴う工事は
実施しないことから対象外
とする。

影響要因が想定されないこ
とから対象外とする。

－ － － － － - -

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

地表面が改変されないこと
から、予測評価の対象外と
する。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

地表面が改変されないこと
から、予測評価の対象外と
する。

－ － － － - -

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

雨水浸透施設設置により、
現況と同程度の浸透を確保
できると想定した。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

雨水浸透施設設置により、
現況と同程度の浸透を確保
できると想定した。

－ 0 － 0 0.0 0.0

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

地表面が改変されないこと
から、予測評価の対象外と
する。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

地表面が改変されないこと
から、予測評価の対象外と
する。

－ － － － -

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

地表面が改変されないこと
から、予測評価の対象外と
する。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

地表面が改変されないこと
から、予測評価の対象外と
する。

－ － － － -

鳥類の主要な生息場でない
ことから、予測評価の対象
外とする。

鳥類の主要な生息場でない
ことから、予測評価の対象
外とする。

鳥類の主要な生息場でない
ことから、予測評価の対象
外とする。

鳥類の主要な生息場でない
ことから、予測評価の対象
外とする。

鳥類の主要な生息場でない
ことから、予測評価の対象
外とする。

－ － － － － -

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

現況29.3％の緑被率は
22.6％となり、緑比率が
6.7ポイント減少する。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

緑被率は現況とほぼかわら
ない。

－ -1 － 0 -0.5

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

緑化基準を満たしている。 改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

緑化率が21.0％となり、段
階2を達成。

－ 0 － +1 0.5

工事の実施に伴う騒音によ
る影響がみられるが、ミ
ティゲーションにより周辺
の生活環境に影響を及ぼさ
ない程度となる。

影響要因は想定されないこ
とから対象外とする。

施設の供用、声援や応援等
が周辺の生活環境に影響を
及ぼすことはないことか
ら、ミティゲーションは想
定していない。

工事の実施に伴う騒音によ
る影響がみられるが、ミ
ティゲーションにより周辺
の生活環境に影響を及ぼさ
ない程度となる。

オリンピックによる新たな
恒久施設はなく、開催後の
状況に開催前との変化はな
いことから対象外とする。 0 － 0 0 － 0.0 0.0

施設の存在による影響はな
いことから、ミティゲー
ションは想定していない。

影響要因は想定されないこ
とから対象外とする。

新たな施設による日影は生
じないことから対象外とす
る。

0 － － 0.0 0.0

0.2

0.0-

0.0

0.0

小項目
平均点

指標別
平均点

開催後

評価点

二次評価

開催中 開催後開催前
中項目
平均点

段階別影響

開催前 開催中
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会場別予測評価結果表(2_東京体育館)

評価の指標 評価の基準

大項目 中項目 小項目

評価

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

景観 緑視率 現況の緑視率

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

景観 優れた眺望又は景観の阻害

①周辺の視点場から眺望で
きる優れた眺望景観の阻害
の有無
②景観形成特別地区の景観
を阻害しないこと

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

自然との触れ合
い活動の場

自然との触れ合い活動の場
の変化

自然との触れ合い活動の場
の消失又は改善・創出

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

自然との触れ合
い活動の場

自然との触れ合い活動の変
化

自然との触れ合い活動の阻
害又は促進（場へのアクセ
ス性含む）の有無

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

歩行者空間の快
適性

街路樹等緑陰の状況（緑陰
面積）

現況の街路樹及び接道緑
化、壁面緑化の状況

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

史跡・文化財
史跡・文化財の保護・保全
の状況

文化財等の保存及び管理の
支障の有無

環境項目
資源・廃
棄物

水利用 上水利用量の削減 現在の上水利用量の水準

環境項目
資源・廃
棄物

廃棄物 廃棄物発生量の減量化
廃棄物発生量の減量化に
よって削減される最終処分
量の水準

環境項目
資源・廃
棄物

廃棄物 廃棄物の有効利用
廃棄物の有効利用によって
削減される最終処分量の水
準

環境項目
資源・廃
棄物

エコマテリアル エコマテリアルの使用
再生可能資材・再生資材の
活用の水準

環境項目
温室効果
ガス

温室効果ガス 温室効果ガスの削減量

①エネルギー消費量による
CO2排出の概算
②既存施設における追加的
排出の有無

環境項目
温室効果
ガス

エネルギー エネルギー使用量の増減

①現在の使用量の水準（東
京都温暖化対策計画書制度
/東京都建築物環境計画書
制度による評価水準）
②省エネ再エネ対策・設備
の導入状況/可能性

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

小項目
平均点

指標別
平均点

開催後

評価点

二次評価

開催中 開催後開催前
中項目
平均点

段階別影響

開催前 開催中

街路樹を整備するが、評価
地点の緑視率は、現況と変
わらない。

会場エリア内に整備された
樹木を維持する。緑視率は
現況と変わらない。

0 0 0.0

眺望景観及び景観形成特別
地区の景観を阻害すること
はない。

眺望景観及び景観形成特別
地区の景観を阻害すること
はない。

0 0 0.0

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

地表面が改変されないこと
から、予測評価の対象外と
する。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

地表面が改変されないこと
から、予測評価の対象外と
する。

－ － － － -

ミティゲーションの実施に
より、現況レベルまで自然
との触れ合い活動が改善す
る。

ミティゲーションの実施に
より、自然との触れ合い活
動の場へのアクセス性が向
上する。

現段階ではミティゲーショ
ンは想定していない。

ミティゲーションの実施に
より、現況レベルまで自然
との触れ合い活動が改善す
る。

ミティゲーションの実施に
より、自然との触れ合い活
動が向上するとともに、ア
クセス性も向上する。 0 +1 -1 0 +2 0.4

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

樹木に影響する改変はな
く、緑陰面積及び歩行者が
感じる快適性ともに現況と
変わらない。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

樹木に影響する改変はな
く、緑陰面積及び歩行者が
感じる快適性ともに現況と
変わらない。 － 0 － 0 0.0 0.0

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

建設工事に伴い、土地の改
変が行われるが、工事の実
施前に現地踏査を行い、そ
の結果を受けて発掘調査を
含めた適切な措置を行う。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

文化財等の保全及び管理に
支障はない。

－ 0 － 0 0.0 0.0

工事の実施に伴う水の利用
については、散水や洗車に
よる一時的な利用が見込ま
れるが、大量の水利用は想
定されないことから、予測
評価の対象外とする。

節水のほか、再生水（中水
含む）の利用により上水利
用量の削減が図られる。

競技の実施時における会場
の利用者による水利用につ
いては、「施設の存在によ
る影響」に含めるものとし
て、ここでは予測評価の対
象外とする。

工事の実施に伴う水の利用
については、散水や洗車に
よる一時的な利用が見込ま
れるが、大量の水利用は想
定されないことから、予測
評価の対象外とする。

節水のほか、再生水（中水
含む）の利用により上水利
用量の削減が図られる。

－ +1 － － +1 1.0 1.0

建設廃棄物の対策はリサイ
クルによるものが大部分で
あり、減量による最終処分
量の大幅な削減は見込めな
い。

施設の存在による廃棄物の
発生については、「競技の
実施による影響」で扱い、
ここでは対象外とする。

既に容器包装廃棄物のリサ
イクル分別などが実施され
ており、廃棄物の発生抑制
策による最終処分量の大幅
な削減は見込めない。

建設廃棄物の対策はリサイ
クルによるものが大部分で
あり、減量による最終処分
量の大幅な削減は見込めな
い。

既に容器包装廃棄物のリサ
イクル分別などが実施され
ており、廃棄物の発生抑制
策による最終処分量の大幅
な削減は見込めない。

0 － 0 0 0 0.0

「東京都建設リサイクル推
進計画」等に基づく有効利
用策の促進により、建設廃
棄物の最終処分量は現在の
水準から20％以上削減され
る。

施設の存在による廃棄物の
発生については、「競技の
実施による影響」で扱い、
ここでは対象外とする。

資源ごみ回収やごみ処理過
程資源化、熱回収等の促進
により、一般廃棄物の最終
処分量は現在の水準から
30％程度削減される。

「東京都建設リサイクル推
進計画」等に基づく有効利
用策の促進により、建設廃
棄物の最終処分量は現在の
水準から20％以上削減され
る。

資源ごみ回収やごみ処理過
程資源化、熱回収等の促進
により、一般廃棄物の最終
処分量は現在の水準から
30％程度削減される。

+1 － +1 +1 +1 1.0

再生可能資材や再生資材が
最大限に利用され、現在の
水準を上回る。

施設の存在時におけるエコ
マテリアルの利用は想定さ
れないため対象外とする。

競技の実施時におけるエコ
マテリアルの利用は想定さ
れないため対象外とする。

再生可能資材や再生資材が
最大限に利用され、現在の
水準を上回る。

後利用時におけるエコマテ
リアルの利用は想定されな
いため対象外とする。

+1 － － +1 － 1.0 1.0

低燃費型建設機械の採用等
により、約20～40％の削減
が図られる。

開催中の施設の存在による
影響については、「競技の
実施による影響」で扱い、
ここでは対象外とする。

高効率設備の採用等によ
り、17.1％程度の削減が見
込まれる。

低燃費型建設機械の採用等
により、約20～40％の削減
が図られる。

東京都環境確保条例に基づ
く排出総量削減義務が課さ
れており、17％程度の削減
が見込まれる。 +2 － +1 +2 +1 1.5 1.5

低燃費型建設機械の採用等
により、約20～40％の低減
が図られる。

開催中の施設の存在による
影響については、「競技の
実施による影響」で扱い、
ここでは対象外とする。

高効率設備の採用等によ
り、17.1％程度の低減が見
込まれる。

低燃費型建設機械の採用等
により、約20～40％の低減
が図られる。

東京都環境確保条例に基づ
く排出総量低減義務が課さ
れており、17％程度の低減
が見込まれる。 +2 － +1 +2 +1 1.5 1.5

0.80.5

1.5

0.0

0.10.4
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会場別予測評価結果表(2_東京体育館)

評価の指標 評価の基準

大項目 中項目 小項目

評価

社会・経
済項目

土地利用 土地利用 土地の転用
土地利用の改変、転用の有
無

社会・経
済項目

土地利用 土地利用 土地の有効利用 未利用地の解消の有無

社会・経
済項目

土地利用 地域分断
生活移動動線の分断又は進
展

歩行者、自転車等の移動動
線の分断をしないこと

社会・経
済項目

土地利用 地域分断
生活移動動線の分断又は進
展

歩行者、自転車等の動線の
ネットワーク化の進展の有
無

社会・経
済項目

土地利用 移転 民家等の移転
民家等の移転を伴わないこ
と

社会・経
済項目

交通
公共交通へのア
クセシビリティ

アクセス性
現在の会場までのアクセス
性

社会・経
済項目

交通 交通安全 交通安全
現在の歩車動線の分離（交
通安全性の向上）の状況

社会・経
済項目

経済 事業採算性 施設整備費
施設整備費を適正に保つた
めの措置

社会・経
済項目

経済 事業採算性 運営経費
運営・維持コストの削減の
ための措置

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

小項目
平均点

指標別
平均点

開催後

評価点

二次評価

開催中 開催後開催前
中項目
平均点

段階別影響

開催前 開催中

改変エリアは現在公園、運
動場及び商業用地となって
おり、自然地や農地は存在
しない。

0 0.0

未利用地の有効利用はな
い。

未利用地の有効利用はな
い。

0 0 0.0

既に公共的な利用がなされ
ている施設の場所であり、
改変エリアは生活移動動線
に影響しない。

移動動線は確保されてお
り、競技中も現況と変わら
ない。

移動動線は確保されてお
り、後利用時も生活移動動
線への影響はない。 0 0 0 0.0

既に公共的利用がなされて
いる場所であり、現況と変
わらない。

既に公共的利用がなされて
いる場所であり、現況と変
わらない。

開催前から開催後を通じて
現況と変わらない。

0 0 0 0.0

改変エリアに民家等は存在
しない。

0 0.0 0.0

アクセス性向上の対策が無
く現況と同様のアクセス性
である。

アクセス性向上の対策が無
く現況と同様のアクセス性
である。 0 0 0.0 0.0

現状でも対策は十分になさ
れており、工事に伴う歩車
動線の未分離区間は発生し
ない。

競技の実施による影響に含
め、評価の対象外とする。

現状において歩車動線は分
離されており、開催中も維
持される。

現状でも対策は十分になさ
れており、工事に伴う歩車
動線の未分離区間は発生し
ない。

現状において歩車動線は分
離されており、後利用時に
も維持される。 0 － 0 0 0 0.0 0.0

再生可能材により整備費や
廃棄物処理費用を抑制する
等の費用削減措置が取られ
る。

再生可能材により整備費や
廃棄物処理費用を抑制する
等の費用削減措置が取られ
る。

+1 +1 1.0

ボランティアの活用により
運営経費、維持管理コスト
の削減が図られる。

既存施設での光熱費等の大
幅な削減は見込めず、運営
経費は標準的なものとな
る。

+1 0 0.5

項目 一次評価 二次評価
主要環境 -0.3 0.2
生態系 -0.8 0.0
生活環境 -0.3 0.0
ｱﾒﾆﾃｨ・文化 -0.3 0.1
資源・廃棄物 0.7 0.8
温室効果ガス 0.5 1.5
土地利用 0.0 0.0
交通 0.0 0.0
経済 0.0 0.8

0.8

0.0

0.0

0.0

0.0

0.8

-2
-1
0
1
2
主要環境

生態系

生活環境

ｱﾒﾆﾃｨ・文化

資源・廃棄物温室効果ガス

土地利用

交通

経済 一次評価

二次評価
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会場別予測評価結果表(3_国立代々木競技場)

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

環境項目 主要環境 大気
汚染物質（NO2、SPM）の排
出量

排出の有無、現状より排出
増大の可能性

工事の実施による濃度の変
化（付加率）が5％未満で
ある。

影響要因は想定されないた
め対象外。

施設等の利用、各施設間の
人の移動に伴う汚染物質の
排出が周辺の大気環境に与
える影響はほとんどない。

工事の実施による濃度の変
化（付加率）が5％未満で
ある。

影響要因は想定されないた
め対象外。

-1 － 0 -1 － -0.7 -0.7

環境項目 主要環境 水質
汚濁負荷（COD、T-N、T-
P、BOD､SS等）の排出量

汚濁負荷物質排出の有無、
汚染増大の可能性

工事の実施に伴うし尿等の
汚水は公共下水道等に排出
することから、公共用水域
の水質に影響を及ぼすこと
はない。

影響要因が想定されないこ
とから対象外とする。

施設の供用に伴うし尿等の
汚水は公共下水道等に排出
することから、公共用水域
の水質に影響を及ぼすこと
はない。

工事の実施に伴うし尿等の
汚水は公共下水道等に排出
することから、公共用水域
の水質に影響を及ぼすこと
はない。

オリンピックによる新たな
恒久施設はなく、開催後の
状況に開催前との変化はな
いことから対象外とする。 0 － 0 0 － 0.0 0.0

環境項目 主要環境 土壌
土壌汚染物質の拡散の可能
性

土地履歴調査等による土壌
汚染物質の存在可能性

土地の改変等を伴う工事は
実施しないことから対象外
とする。

影響要因が想定されないこ
とから対象外とする。

影響要因が想定されないこ
とから対象外とする。

土地の改変等を伴う工事は
実施しないことから対象外
とする。

影響要因が想定されないこ
とから対象外とする。

－ － － － － - -

環境項目 生態系
生物の生育・生
息基盤

生物の生育・生息基盤の状
況

①重要な生物・生態系の賦
存地の改変の有無
②生物の生育・生息基盤の
創出の有無

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

地表面が改変されないこと
から、予測評価の対象外と
する。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

地表面が改変されないこと
から、予測評価の対象外と
する。

－ － － － - -

環境項目 生態系 水循環
雨水の地下浸透能力（地表
面被覆率）

現状の地表面被覆率

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

浸透域の一部が改変される
が、被覆率はほとんど現況
と変わらない。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

浸透域の一部が改変される
が、被覆率はほとんど現況
と変わらない。

－ 0 － 0 0.0 0.0

環境項目 生態系 生物・生態系
周辺の生物の生育・生息環
境の連続性

現況の生物の生育・生息環
境の連続性

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

地表面が改変されないこと
から、予測評価の対象外と
する。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

地表面が改変されないこと
から、予測評価の対象外と
する。

－ － － － -

環境項目 生態系 生物・生態系 重要な生物・生態系 重要な生物・生態系の状況

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

地表面が改変されないこと
から、予測評価の対象外と
する。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

地表面が改変されないこと
から、予測評価の対象外と
する。

－ － － － -

環境項目 生態系 生物・生態系
生物相の豊かさ（鳥類相で
代表）

現況の生息種数（現状生息
する種のうち、生息が困難
となる可能性のある種の有
無、種数）

鳥類の主要な生息場でない
ことから、予測評価の対象
外とする。

鳥類の主要な生息場でない
ことから、予測評価の対象
外とする。

鳥類の主要な生息場でない
ことから、予測評価の対象
外とする。

鳥類の主要な生息場でない
ことから、予測評価の対象
外とする。

鳥類の主要な生息場でない
ことから、予測評価の対象
外とする。

－ － － － － -

環境項目 生態系 緑 緑被面積（屋上含む） 現況の緑被率の状況

改変による影響が最大となる
「施設の存在による影響」で
予測評価を行うことから対象
外とする。

地表面が改変されないこと
から、予測評価の対象外と
する。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

地表面が改変されないこと
から、予測評価の対象外と
する。

－ － － － -

環境項目 生態系 緑 緑化の状況
東京都の自然保護条例、建
築物環境計画書制度におけ
る緑化の評価基準

改変による影響が最大となる
「施設の存在による影響」で
予測評価を行うことから対象
外とする。

地表面が改変されないこと
から、予測評価の対象外と
する。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

地表面が改変されないこと
から、予測評価の対象外と
する。

－ － － － -

環境項目 生活環境 騒音 環境・交通騒音レベル
①環境基準及び法令等によ
る基準
②現況の騒音レベル

工事の実施に伴う騒音によ
る周辺の生活環境への影響
がみられる。

影響要因は想定されないこ
とから対象外とする。

施設の供用、声援や応援等
による騒音の発生がみられ
るが、周辺の生活環境に影
響を及ぼすことはない。

工事の実施に伴う騒音によ
る周辺の生活環境への影響
がみられる。

オリンピックによる新たな
恒久施設はなく、開催後の
状況に開催前との変化はな
いことから対象外とする。 -1 － 0 -1 － -0.7 -0.7

環境項目 生活環境 日影
日照の阻害の有無（阻害を
受ける住戸等の有無）

現状の日照阻害の状況

施設の高さ、周辺の状況、
仮設のみであることなどか
ら、施設の存在に伴う日影
の影響はない。

影響要因は想定されないこ
とから対象外とする。

開催後に、新たな施設によ
る日影は生じないことから
対象外とする。

0 － － 0.0 0.0

-

-

-0.3

評価点

-0.3

0.0

一次評価

評価の指標 評価の基準

開催前
中項目
平均点

小項目
平均点

指標別
平均点

開催中 開催後 開催中 開催後大項目 中項目 小項目

評価
段階別影響

開催前
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会場別予測評価結果表(3_国立代々木競技場)

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

開催中 開催後 開催中 開催後大項目 中項目 小項目

評価
段階別影響

開催前

一次評価

評価の指標 評価の基準

開催前
中項目
平均点

小項目
平均点

指標別
平均点

評価点

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

景観 緑視率 現況の緑視率

仮設の歩行者デッキの設置
により、樹木が影響を受け
るが、緑視率の減少は約
3.6ポイントであり、現況
と変わらない。

仮設の歩行者デッキが撤去
された後も、樹木が改変さ
れた状態が続く。緑視率の
減少は約0.1ポイントであ
り、現況と変わらない。

0 0 0.0

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

景観 優れた眺望又は景観の阻害

①周辺の視点場から眺望で
きる優れた眺望景観の阻害
の有無
②景観形成特別地区の景観
を阻害しないこと

眺望景観及び景観形成特別
地区の景観を阻害すること
はない。

眺望景観及び景観形成特別
地区の景観を阻害すること
はない。

0 0 0.0

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

自然との触れ合
い活動の場

自然との触れ合い活動の場
の変化

自然との触れ合い活動の場
の消失又は改善・創出

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

地表面が改変されないこと
から、予測評価の対象外と
する。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

地表面が改変されないこと
から、予測評価の対象外と
する。

－ － － － -

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

自然との触れ合
い活動の場

自然との触れ合い活動の変
化

自然との触れ合い活動の阻
害又は促進（場へのアクセ
ス性含む）の有無

現況で自然との触れ合い活
動が行われていない。

現況で自然との触れ合い活
動が行われていない。

現況で自然との触れ合い活
動が行われていない。

現況で自然との触れ合い活
動が行われていない。

現況で自然との触れ合い活
動が行われていない。

0 0 0 0 0 0.0

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

歩行者空間の快
適性

街路樹等緑陰の状況（緑陰
面積）

現況の街路樹及び接道緑
化、壁面緑化の状況

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

一部の街路樹が改変される
が、緑陰面積の減少はわず
かであるため、歩行者が感
じる快適性は変わらない。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

街路樹の改変は継続する、
緑陰面積の減少はわずかで
あるため、歩行者が感じる
快適性は変わらない。 － -1 － -1 -1.0 -1.0

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

史跡・文化財
史跡・文化財の保護・保全
の状況

文化財等の保存及び管理の
支障の有無

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

仮設は埋蔵文化財包蔵地に
影響を与えることは少ない
と考えられるが、事前調査
を行い、適切に工事を行
う。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

文化財等の保全及び管理に
支障はない。

－ 0 － 0 0.0 0.0

環境項目
資源・廃
棄物

水利用 上水利用量の削減 現在の上水利用量の水準

工事の実施に伴う水の利用
については、散水や洗車に
よる一時的な利用が見込ま
れるが、大量の水利用は想
定されないことから、予測
評価の対象外とする。

節水により上水利用量の削
減が図られる。

競技の実施時における会場
の利用者による水利用につ
いては、「施設の存在によ
る影響」に含めるものとし
て、ここでは予測評価の対
象外とする。

工事の実施に伴う水の利用
については、散水や洗車に
よる一時的な利用が見込ま
れるが、大量の水利用は想
定されないことから、予測
評価の対象外とする。

節水により上水利用量の削
減が図られる。

－ 0 － － 0 0.0 0.0

環境項目
資源・廃
棄物

廃棄物 廃棄物発生量の減量化
廃棄物発生量の減量化に
よって削減される最終処分
量の水準

標準的な工事と同程度の廃
棄物の削減対策がなされ、
現在の廃棄物の発生水準と
同等の減量化が行われる。

施設の存在による廃棄物の
発生については、「競技の
実施による影響」で扱い、
ここでは対象外とする。

競技の実施に伴い排出され
る一般廃棄物は、現在と同
程度の減量化が行われ、最
終処分量は現状の水準と変
わらない。

標準的な工事と同程度の廃
棄物の削減対策がなされ、
現在の廃棄物の発生水準と
同等の減量化が行われる。

後利用で排出される一般廃
棄物は、現在と同程度の減
量化が行われ、最終処分量
は現状の水準と変わらな
い。

0 － 0 0 0 0.0

環境項目
資源・廃
棄物

廃棄物 廃棄物の有効利用
廃棄物の有効利用によって
削減される最終処分量の水
準

建設廃棄物の有効利用の取
り組みについて、現在の標
準的な工事と同程度の廃棄
物の有効利用がなされる。

施設の存在による廃棄物の
発生については、「競技の
実施による影響」で扱い、
ここでは対象外とする。

競技の実施に伴い排出され
る一般廃棄物は、現在と同
程度の有効利用がなされ、
最終処分量は現状の水準と
変わらない。

建設廃棄物の有効利用の取
り組みについて、現在の標
準的な工事と同程度の廃棄
物の有効利用がなされる。

後利用で排出される一般廃
棄物は、現在と同程度の有
効利用がなされ、最終処分
量は現状の水準と変わらな
い。

0 － 0 0 0 0.0

環境項目
資源・廃
棄物

エコマテリアル エコマテリアルの使用
再生可能資材・再生資材の
活用の水準

再生可能資材や再生資材が
最大限に利用され、現在の
水準を上回る。

施設の存在時におけるエコ
マテリアルの利用は想定さ
れないため対象外とする。

競技の実施時におけるエコ
マテリアルの利用は想定さ
れないため対象外とする。

再生可能資材や再生資材が
最大限に利用され、現在の
水準を上回る。

後利用時におけるエコマテ
リアルの利用は想定されな
いため対象外とする。

+1 － － +1 － 1.0 1.0

環境項目
温室効果
ガス

温室効果ガス 温室効果ガスの削減量

①エネルギー消費量による
CO2排出の概算
②既存施設における追加的
排出の有無

一般的な施設の建設工事と
同程度の排出量になる。

開催中の施設の存在による
影響については、「競技の
実施による影響」に含めて
扱う。

同等施設の標準的な排出量
となる。

一般的な施設の建設工事と
同程度の排出量になる。

同等施設の標準的な排出量
となる。

0 － 0 0 0 0.0 0.0

環境項目
温室効果
ガス

エネルギー エネルギー使用量の増減

①現在の使用量の水準（東
京都温暖化対策計画書制度
/東京都建築物環境計画書
制度による評価水準）
②省エネ再エネ対策・設備
の導入状況/可能性

一般的な施設の建設工事と
同程度の消費量になる。

開催中の施設の存在による
影響については、「競技の
実施による影響」に含めて
扱う。

同等施設の標準的な消費量
となる。

一般的な施設の建設工事と
同程度の消費量になる。

同等施設の標準的な消費量
となる。

0 － 0 0 0 0.0 0.0

0.0

-0.30.0

0.30.0

0.0
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会場別予測評価結果表(3_国立代々木競技場)

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

評価点

一次評価

評価の指標 評価の基準

開催前
中項目
平均点

小項目
平均点

指標別
平均点

開催中 開催後 開催中 開催後大項目 中項目 小項目

評価
段階別影響

開催前

社会・経
済項目

土地利用 土地利用 土地の転用
土地利用の改変、転用の有
無

改変エリアは現在公園、運
動場及び商業用地となって
おり、自然地や農地は存在
しない。

0 0.0

社会・経
済項目

土地利用 土地利用 土地の有効利用 未利用地の解消の有無

未利用地の有効利用はな
い。

未利用地の有効利用はな
い。

0 0 0.0

社会・経
済項目

土地利用 地域分断
生活移動動線の分断又は進
展

歩行者、自転車等の移動動
線の分断をしないこと

既に公共的な利用がなされ
ている施設の場所であり、
改変エリアは生活移動動線
に影響しない。

移動動線は確保されてお
り、競技中も現況と変わら
ない。

移動動線は確保されてお
り、後利用時も生活移動動
線への影響はない。 0 0 0 0.0

社会・経
済項目

土地利用 地域分断
生活移動動線の分断又は進
展

歩行者、自転車等の動線の
ネットワーク化の進展の有
無

既に公共的利用がなされて
いる場所であり、現況と変
わらない。

既に公共的利用がなされて
いる場所であり、現況と変
わらない。

開催前から開催後を通じて
現況と変わらない。

0 0 0 0.0

社会・経
済項目

土地利用 移転 民家等の移転
民家等の移転を伴わないこ
と

改変エリアに民家等は存在
しない。

0 0.0 0.0

社会・経
済項目

交通
公共交通へのア
クセシビリティ

アクセス性
現在の会場までのアクセス
性

アクセス性向上の対策が無
く現況と同様のアクセス性
である。

アクセス性向上の対策が無
く現況と同様のアクセス性
である。 0 0 0.0 0.0

社会・経
済項目

交通 交通安全 交通安全
現在の歩車動線の分離（交
通安全性の向上）の状況

現状でも対策は十分になさ
れており、工事に伴う歩車
動線の未分離区間は発生し
ない。

競技の実施による影響に含
め、評価の対象外とする。

現状において歩車動線は分
離されており、開催中も維
持される。

現状でも対策は十分になさ
れており、工事に伴う歩車
動線の未分離区間は発生し
ない。

現状において歩車動線は分
離されており、後利用時に
も維持される。 0 － 0 0 0 0.0 0.0

社会・経
済項目

経済 事業採算性 施設整備費
施設整備費を適正に保つた
めの措置

対策が無い場合には標準的
な施設整備費となる。

対策が無い場合には標準的
な撤去・改修整備費とな
る。 0 0 0.0

社会・経
済項目

経済 事業採算性 運営経費
運営・維持コストの削減の
ための措置

対策を講じない場合には標
準的な運営経費となる。

対策を講じない場合には標
準的な運営経費となる。

0 0 0.0

0.0

0.0 0.0

0.0

0.0

0.0
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会場別予測評価結果表(3_国立代々木競技場)

環境項目 主要環境 大気
汚染物質（NO2、SPM）の排
出量

排出の有無、現状より排出
増大の可能性

環境項目 主要環境 水質
汚濁負荷（COD、T-N、T-
P、BOD､SS等）の排出量

汚濁負荷物質排出の有無、
汚染増大の可能性

環境項目 主要環境 土壌
土壌汚染物質の拡散の可能
性

土地履歴調査等による土壌
汚染物質の存在可能性

環境項目 生態系
生物の生育・生
息基盤

生物の生育・生息基盤の状
況

①重要な生物・生態系の賦
存地の改変の有無
②生物の生育・生息基盤の
創出の有無

環境項目 生態系 水循環
雨水の地下浸透能力（地表
面被覆率）

現状の地表面被覆率

環境項目 生態系 生物・生態系
周辺の生物の生育・生息環
境の連続性

現況の生物の生育・生息環
境の連続性

環境項目 生態系 生物・生態系 重要な生物・生態系 重要な生物・生態系の状況

環境項目 生態系 生物・生態系
生物相の豊かさ（鳥類相で
代表）

現況の生息種数（現状生息
する種のうち、生息が困難
となる可能性のある種の有
無、種数）

環境項目 生態系 緑 緑被面積（屋上含む） 現況の緑被率の状況

環境項目 生態系 緑 緑化の状況
東京都の自然保護条例、建
築物環境計画書制度におけ
る緑化の評価基準

環境項目 生活環境 騒音 環境・交通騒音レベル
①環境基準及び法令等によ
る基準
②現況の騒音レベル

環境項目 生活環境 日影
日照の阻害の有無（阻害を
受ける住戸等の有無）

現状の日照阻害の状況

評価の指標 評価の基準

大項目 中項目 小項目

評価

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

工事による大気環境への影
響がみられるが、ミティ
ゲーションの実施により、
大気質の濃度をほとんど悪
化させない程度となる。

影響要因は想定されないた
め対象外。

施設等の利用、各施設間の
人の移動に伴う大気環境へ
の影響はほとんどなく、ミ
ティゲーションの実施によ
り大気環境が改善される。

工事による大気環境への影
響がみられるが、ミティ
ゲーションの実施により、
大気質の濃度をほとんど悪
化させない程度となる。

影響要因は想定されないた
め対象外。

0 － +1 0 － 0.3 0.3

工事の実施に伴って公共用
水域の水質に影響を及ぼす
ことはないことから、ミ
ティゲーションは想定して
いない。

影響要因が想定されないこ
とから対象外とする。

施設の供用に伴うし尿等の
汚水による影響はないこと
から、ミティゲーションは
想定していない。

工事の実施に伴って公共用
水域の水質に影響を及ぼす
ことはないことから、ミ
ティゲーションは想定して
いない。

オリンピックによる新たな
恒久施設はなく、開催後の
状況に開催前との変化はな
いことから対象外とする。 0 － 0 0 － 0.0 0.0

土地の改変等を伴う工事は
実施しないことから対象外
とする。

影響要因が想定されないこ
とから対象外とする。

影響要因が想定されないこ
とから対象外とする。

土地の改変等を伴う工事は
実施しないことから対象外
とする。

影響要因が想定されないこ
とから対象外とする。

－ － － － － - -

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

地表面が改変されないこと
から、予測評価の対象外と
する。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

地表面が改変されないこと
から、予測評価の対象外と
する。

－ － － － - -

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

浸透域の一部が改変される
が、被覆率はほとんど現況
と変わらない。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

浸透域の一部が改変される
が、被覆率はほとんど現況
と変わらない。

－ 0 － 0 0.0 0.0

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

地表面が改変されないこと
から、予測評価の対象外と
する。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

地表面が改変されないこと
から、予測評価の対象外と
する。

－ － － － -

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

地表面が改変されないこと
から、予測評価の対象外と
する。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

地表面が改変されないこと
から、予測評価の対象外と
する。

－ － － － -

鳥類の主要な生息場でない
ことから、予測評価の対象
外とする。

鳥類の主要な生息場でない
ことから、予測評価の対象
外とする。

鳥類の主要な生息場でない
ことから、予測評価の対象
外とする。

鳥類の主要な生息場でない
ことから、予測評価の対象
外とする。

鳥類の主要な生息場でない
ことから、予測評価の対象
外とする。

－ － － － － -

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

地表面が改変されないこと
から、予測評価の対象外と
する。

改変による影響が一定となる
「後利用による影響」で予測
評価を行うことから、対象外と
する。

地表面が改変されないこと
から、予測評価の対象外と
する。

－ － － － － -

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

地表面が改変されないこと
から、予測評価の対象外と
する。

改変による影響が一定となる
「後利用による影響」で予測
評価を行うことから、対象外と
する。

地表面が改変されないこと
から、予測評価の対象外と
する。

－ － － － － -

工事の実施に伴う騒音によ
る影響がみられるが、ミ
ティゲーションにより周辺
の生活環境に影響を及ぼさ
ない程度となる。

影響要因は想定されないこ
とから対象外とする。

施設の供用、声援や応援等
が周辺の生活環境に影響を
及ぼすことはないことか
ら、ミティゲーションは想
定していない。

工事の実施に伴う騒音によ
る影響がみられるが、ミ
ティゲーションにより周辺
の生活環境に影響を及ぼさ
ない程度となる。

オリンピックによる新たな
恒久施設はなく、開催後の
状況に開催前との変化はな
いことから対象外とする。 0 － 0 0 － 0.0 0.0

施設の存在による影響はな
いことから、ミティゲー
ションは想定していない。

影響要因は想定されないこ
とから対象外とする。

新たな施設による日影は生
じないことから対象外とす
る。

0 － － 0.0 0.0

0.2

0.0-

-

0.0

小項目
平均点

指標別
平均点

開催後

評価点

二次評価

開催中 開催後開催前
中項目
平均点

段階別影響

開催前 開催中
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会場別予測評価結果表(3_国立代々木競技場)

大項目 中項目 小項目

評価

評価の指標 評価の基準

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

景観 緑視率 現況の緑視率

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

景観 優れた眺望又は景観の阻害

①周辺の視点場から眺望で
きる優れた眺望景観の阻害
の有無
②景観形成特別地区の景観
を阻害しないこと

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

自然との触れ合
い活動の場

自然との触れ合い活動の場
の変化

自然との触れ合い活動の場
の消失又は改善・創出

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

自然との触れ合
い活動の場

自然との触れ合い活動の変
化

自然との触れ合い活動の阻
害又は促進（場へのアクセ
ス性含む）の有無

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

歩行者空間の快
適性

街路樹等緑陰の状況（緑陰
面積）

現況の街路樹及び接道緑
化、壁面緑化の状況

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

史跡・文化財
史跡・文化財の保護・保全
の状況

文化財等の保存及び管理の
支障の有無

環境項目
資源・廃
棄物

水利用 上水利用量の削減 現在の上水利用量の水準

環境項目
資源・廃
棄物

廃棄物 廃棄物発生量の減量化
廃棄物発生量の減量化に
よって削減される最終処分
量の水準

環境項目
資源・廃
棄物

廃棄物 廃棄物の有効利用
廃棄物の有効利用によって
削減される最終処分量の水
準

環境項目
資源・廃
棄物

エコマテリアル エコマテリアルの使用
再生可能資材・再生資材の
活用の水準

環境項目
温室効果
ガス

温室効果ガス 温室効果ガスの削減量

①エネルギー消費量による
CO2排出の概算
②既存施設における追加的
排出の有無

環境項目
温室効果
ガス

エネルギー エネルギー使用量の増減

①現在の使用量の水準（東
京都温暖化対策計画書制度
/東京都建築物環境計画書
制度による評価水準）
②省エネ再エネ対策・設備
の導入状況/可能性

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

段階別影響

開催前 開催中 開催後

評価点

二次評価

開催中 開催後開催前
中項目
平均点

小項目
平均点

指標別
平均点

影響を受ける樹木について
は、会場エリア内への移植
を行う。評価地点の緑視率
の減少は一次評価と同じく
約3.6ポイントであり、現
況と変わらない。

会場エリア内に移植してい
た樹木を原状復帰する。緑
視率は現況と変わらない。

0 0 0.0

眺望景観及び景観形成特別
地区の景観を阻害すること
はない。

眺望景観及び景観形成特別
地区の景観を阻害すること
はない。

0 0 0.0

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

地表面が改変されないこと
から、予測評価の対象外と
する。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

地表面が改変されないこと
から、予測評価の対象外と
する。

－ － － － -

現況で自然との触れ合い活
動が行われていない。

現況で自然との触れ合い活
動が行われていない。

現況で自然との触れ合い活
動が行われていない。

現況で自然との触れ合い活
動が行われていない。

現況で自然との触れ合い活
動が行われていない。

0 0 0 0 0 0.0

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

歩行者デッキにより改変さ
れる樹木については会場エ
リア内に移植を行うことに
より、緑陰面積及び歩行者
が感じる快適性ともに現況
と変わらない。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

仮設撤去後の原状復帰、会
場エリア内に移植した樹木
の維持により、緑陰面積及
び歩行者が感じる快適性と
もに現況と変わらない。

－ 0 － 0 0.0 0.0

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

仮設は埋蔵文化財包蔵地に
影響を与えることは少ない
と考えられるが、事前調査
を行い、適切に工事を行
う。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

文化財等の保全及び管理に
支障はない。

－ 0 － 0 0.0 0.0

工事の実施に伴う水の利用
については、散水や洗車に
よる一時的な利用が見込ま
れるが、大量の水利用は想
定されないことから、予測
評価の対象外とする。

節水により上水利用量の削
減が図られる。

競技の実施時における会場
の利用者による水利用につ
いては、「施設の存在によ
る影響」に含めるものとし
て、ここでは予測評価の対
象外とする。

工事の実施に伴う水の利用
については、散水や洗車に
よる一時的な利用が見込ま
れるが、大量の水利用は想
定されないことから、予測
評価の対象外とする。

節水により上水利用量の削
減が図られる。

－ 0 － － 0 0.0 0.0

建設廃棄物の対策はリサイ
クルによるものが大部分で
あり、減量による最終処分
量の大幅な削減は見込めな
い。

施設の存在による廃棄物の
発生については、「競技の
実施による影響」で扱い、
ここでは対象外とする。

既に容器包装廃棄物のリサ
イクル分別などが実施され
ており、廃棄物の発生抑制
策による最終処分量の大幅
な削減は見込めない。

建設廃棄物の対策はリサイ
クルによるものが大部分で
あり、減量による最終処分
量の大幅な削減は見込めな
い。

既に容器包装廃棄物のリサ
イクル分別などが実施され
ており、廃棄物の発生抑制
策による最終処分量の大幅
な削減は見込めない。

0 － 0 0 0 0.0

「東京都建設リサイクル推
進計画」等に基づく有効利
用策の促進により、建設廃
棄物の最終処分量は現在の
水準から20％以上削減され
る。

施設の存在による廃棄物の
発生については、「競技の
実施による影響」で扱い、
ここでは対象外とする。

資源ごみ回収やごみ処理過
程資源化、熱回収等の促進
により、一般廃棄物の最終
処分量は現在の水準から
30％程度削減される。

「東京都建設リサイクル推
進計画」等に基づく有効利
用策の促進により、建設廃
棄物の最終処分量は現在の
水準から20％以上削減され
る。

資源ごみ回収やごみ処理過
程資源化、熱回収等の促進
により、一般廃棄物の最終
処分量は現在の水準から
30％程度削減される。

+1 － +1 +1 +1 1.0

再生可能資材や再生資材が
最大限に利用され、現在の
水準を上回る。

施設の存在時におけるエコ
マテリアルの利用は想定さ
れないため対象外とする。

競技の実施時におけるエコ
マテリアルの利用は想定さ
れないため対象外とする。

再生可能資材や再生資材が
最大限に利用され、現在の
水準を上回る。

後利用時におけるエコマテ
リアルの利用は想定されな
いため対象外とする。

+1 － － +1 － 1.0 1.0

低燃費型建設機械の採用等
により、約20～40％の削減
が図られる。

開催中の施設の存在による
影響については、「競技の
実施による影響」で扱い、
ここでは対象外とする。

省エネルギー対策の実施等
により、11.6％程度の削減
が図られる。

低燃費型建設機械の採用等
により、約20～40％の削減
が図られる。

省エネルギー対策の実施等
により、10％程度の削減が
図られる。

+2 － +1 +2 +1 1.5 1.5

低燃費型建設機械の採用等
により、約20～40％の低減
が図られる。

開催中の施設の存在による
影響については、「競技の
実施による影響」で扱い、
ここでは対象外とする。

省エネルギー対策の実施等
により、11.6％程度の低減
が図られる。

低燃費型建設機械の採用等
により、約20～40％の低減
が図られる。

省エネルギー対策の実施等
により、10％程度の低減が
図られる。

+2 － +1 +2 +1 1.5 1.5

0.0

0.00.0

0.50.5

1.5
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会場別予測評価結果表(3_国立代々木競技場)

評価の指標 評価の基準

大項目 中項目 小項目

評価

社会・経
済項目

土地利用 土地利用 土地の転用
土地利用の改変、転用の有
無

社会・経
済項目

土地利用 土地利用 土地の有効利用 未利用地の解消の有無

社会・経
済項目

土地利用 地域分断
生活移動動線の分断又は進
展

歩行者、自転車等の移動動
線の分断をしないこと

社会・経
済項目

土地利用 地域分断
生活移動動線の分断又は進
展

歩行者、自転車等の動線の
ネットワーク化の進展の有
無

社会・経
済項目

土地利用 移転 民家等の移転
民家等の移転を伴わないこ
と

社会・経
済項目

交通
公共交通へのア
クセシビリティ

アクセス性
現在の会場までのアクセス
性

社会・経
済項目

交通 交通安全 交通安全
現在の歩車動線の分離（交
通安全性の向上）の状況

社会・経
済項目

経済 事業採算性 施設整備費
施設整備費を適正に保つた
めの措置

社会・経
済項目

経済 事業採算性 運営経費
運営・維持コストの削減の
ための措置

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

小項目
平均点

指標別
平均点

開催後

評価点

二次評価

開催中 開催後開催前
中項目
平均点

段階別影響

開催前 開催中

改変エリアは現在公園、運
動場及び商業用地となって
おり、自然地や農地は存在
しない。

0 0.0

未利用地の有効利用はな
い。

未利用地の有効利用はな
い。

0 0 0.0

既に公共的な利用がなされ
ている施設の場所であり、
改変エリアは生活移動動線
に影響しない。

移動動線は確保されてお
り、競技中も現況と変わら
ない。

移動動線は確保されてお
り、後利用時も生活移動動
線への影響はない。 0 0 0 0.0

既に公共的利用がなされて
いる場所であり、現況と変
わらない。

既に公共的利用がなされて
いる場所であり、現況と変
わらない。

開催前から開催後を通じて
現況と変わらない。

0 0 0 0.0

改変エリアに民家等は存在
しない。

0 0.0 0.0

歩行者デッキによるアクセ
ス性の向上。

歩行者デッキによるアクセ
ス性の向上が継続される。

+1 +1 1.0 1.0

現状でも対策は十分になさ
れており、工事に伴う歩車
動線の未分離区間は発生し
ない。

競技の実施による影響に含
め、評価の対象外とする。

現状において歩車動線は分
離されており、開催中も維
持される。

現状でも対策は十分になさ
れており、工事に伴う歩車
動線の未分離区間は発生し
ない。

現状において歩車動線は分
離されており、後利用時に
も維持される。 0 － 0 0 0 0.0 0.0

再生可能材により整備費や
廃棄物処理費用を抑制する
等の費用削減措置が取られ
る。

再生可能材により整備費や
廃棄物処理費用を抑制する
等の費用削減措置が取られ
る。

+1 +1 1.0

ボランティアの活用により
運営経費、維持管理コスト
の削減が図られる。

既存施設での光熱費等の大
幅な削減は見込めず、運営
経費は標準的なものとな
る。

+1 0 0.5

項目 一次評価 二次評価
主要環境 -0.3 0.2
生態系 0.0 0.0
生活環境 -0.3 0.0
ｱﾒﾆﾃｨ・文化 -0.3 0.0
資源・廃棄物 0.3 0.5
温室効果ガス 0.0 1.5
土地利用 0.0 0.0
交通 0.0 0.5
経済 0.0 0.8

0.8

0.0

0.0

0.0

0.5

0.8

-2
-1
0
1
2
主要環境

生態系

生活環境

ｱﾒﾆﾃｨ・文化

資源・廃棄物温室効果ガス

土地利用

交通

経済 一次評価

二次評価
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会場別予測評価結果表(4_日本武道館)

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

環境項目 主要環境 大気
汚染物質（NO2、SPM）の排
出量

排出の有無、現状より排出
増大の可能性

工事の実施による濃度の変
化（付加率）が5％未満で
ある。

影響要因は想定されないた
め対象外。

施設等の利用、各施設間の
人の移動に伴う汚染物質の
排出が周辺の大気環境に与
える影響はほとんどない。

工事の実施による濃度の変
化（付加率）が5％未満で
ある。

影響要因は想定されないた
め対象外。

-1 － 0 -1 － -0.7 -0.7

環境項目 主要環境 水質
汚濁負荷（COD、T-N、T-
P、BOD､SS等）の排出量

汚濁負荷物質排出の有無、
汚染増大の可能性

工事の実施に伴うし尿等の
汚水は公共下水道等に排出
することから、公共用水域
の水質に影響を及ぼすこと
はない。

影響要因が想定されないこ
とから対象外とする。

施設の供用に伴うし尿等の
汚水は公共下水道等に排出
することから、公共用水域
の水質に影響を及ぼすこと
はない。

工事の実施に伴うし尿等の
汚水は公共下水道等に排出
することから、公共用水域
の水質に影響を及ぼすこと
はない。

新たな恒久施設は、イベン
ト開催会場等としての一般
利用は想定されないことか
ら対象外とする。 0 － 0 0 － 0.0 0.0

環境項目 主要環境 土壌
土壌汚染物質の拡散の可能
性

土地履歴調査等による土壌
汚染物質の存在可能性

履歴調査の結果、土壌汚染
物質の存在の可能性はな
い。

影響要因が想定されないこ
とから対象外とする。

影響要因が想定されないこ
とから対象外とする。

工事の内容から土壌汚染物
質の拡散の可能性はない。

影響要因が想定されないこ
とから対象外とする。

0 － － 0 － 0.0 0.0

環境項目 生態系
生物の生育・生
息基盤

生物の生育・生息基盤の状
況

①重要な生物・生態系の賦
存地の改変の有無
②生物の生育・生息基盤の
創出の有無

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

地表面が改変されないこと
から、予測評価の対象外と
する。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

地表面が改変されないこと
から、予測評価の対象外と
する。

－ － － － - -

環境項目 生態系 水循環
雨水の地下浸透能力（地表
面被覆率）

現状の地表面被覆率

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

新設の地下室により一部浸
透域の改変が行われるが、
ほとんど現況と変わらな
い。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

新設の地下室により一部浸
透域の改変が行われるが、
ほとんど現況と変わらな
い。 － 0 － 0 0.0 0.0

環境項目 生態系 生物・生態系
周辺の生物の生育・生息環
境の連続性

現況の生物の生育・生息環
境の連続性

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

地表面が改変されないこと
から、予測評価の対象外と
する。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

地表面が改変されないこと
から、予測評価の対象外と
する。

－ － － － -

環境項目 生態系 生物・生態系 重要な生物・生態系 重要な生物・生態系の状況

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

地表面が改変されないこと
から、予測評価の対象外と
する。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

地表面が改変されないこと
から、予測評価の対象外と
する。

－ － － － -

環境項目 生態系 生物・生態系
生物相の豊かさ（鳥類相で
代表）

現況の生息種数（現状生息
する種のうち、生息が困難
となる可能性のある種の有
無、種数）

鳥類の主要な生息場でない
ことから、予測評価の対象
外とする。

鳥類の主要な生息場でない
ことから、予測評価の対象
外とする。

鳥類の主要な生息場でない
ことから、予測評価の対象
外とする。

鳥類の主要な生息場でない
ことから、予測評価の対象
外とする。

鳥類の主要な生息場でない
ことから、予測評価の対象
外とする。

－ － － － － -

環境項目 生態系 緑 緑被面積（屋上含む） 現況の緑被率の状況

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

地表面が改変されないこと
から、予測評価の対象外と
する。

地表面が改変されないこと
から、予測評価の対象外と
する。

－ － － － -

環境項目 生態系 緑 緑化の状況
東京都の自然保護条例、建
築物環境計画書制度におけ
る緑化の評価基準

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

地表面が改変されないこと
から、予測評価の対象外と
する。

地表面が改変されないこと
から、予測評価の対象外と
する。

－ － － － -

環境項目 生活環境 騒音 環境・交通騒音レベル
①環境基準及び法令等によ
る基準
②現況の騒音レベル

工事の実施に伴う騒音によ
る周辺の生活環境への影響
がみられる。

影響要因は想定されないこ
とから対象外とする。

施設の供用、声援や応援等
による騒音の発生がみられ
るが、周辺の生活環境に影
響を及ぼすことはない。

工事の実施に伴う騒音によ
る周辺の生活環境への影響
がみられる。

新たな恒久施設は、イベン
ト開催会場等としての一般
利用は想定されないことか
ら対象外とする。 -1 － 0 -1 － -0.7 -0.7

環境項目 生活環境 日影
日照の阻害の有無（阻害を
受ける住戸等の有無）

現状の日照阻害の状況

施設の高さ、周辺の状況、
仮設のみであることなどか
ら、施設の存在に伴う日影
の影響はない。

影響要因は想定されないこ
とから対象外とする。

開催後に、新たな施設によ
る日影は生じないことから
対象外とする。

0 － － 0.0 0.0

-

-

-0.3

評価点

-0.2

0.0

一次評価

評価の指標 評価の基準

開催前
中項目
平均点

小項目
平均点

指標別
平均点

開催中 開催後 開催中 開催後大項目 中項目 小項目

評価
段階別影響

開催前
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会場別予測評価結果表(4_日本武道館)

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

評価点

一次評価

評価の指標 評価の基準

開催前
中項目
平均点

小項目
平均点

指標別
平均点

開催中 開催後 開催中 開催後大項目 中項目 小項目

評価
段階別影響

開催前

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

景観 緑視率 現況の緑視率

仮設の設置に伴い、緑視が
阻害されるが、緑視率の減
少は約2.5ポイントであ
り、現況と変わらない。

仮設が撤去されるが、緑視
率は現況と変わらない。

0 0 0.0

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

景観 優れた眺望又は景観の阻害

①周辺の視点場から眺望で
きる優れた眺望景観の阻害
の有無
②景観形成特別地区の景観
を阻害しないこと

眺望景観及び景観形成特別
地区の景観を阻害すること
はない。

眺望景観及び景観形成特別
地区の景観を阻害すること
はない。

0 0 0.0

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

自然との触れ合
い活動の場

自然との触れ合い活動の場
の変化

自然との触れ合い活動の場
の消失又は改善・創出

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

地表面が改変されないこと
から、予測評価の対象外と
する。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

地表面が改変されないこと
から、予測評価の対象外と
する。

－ － － － -

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

自然との触れ合
い活動の場

自然との触れ合い活動の変
化

自然との触れ合い活動の阻
害又は促進（場へのアクセ
ス性含む）の有無

騒音、アクセス規制によ
り、自然との触れ合い活動
自体及びアクセスが阻害さ
れる。

主要なアクセスルートが物
理的に改変・遮断又はアク
セスが規制されることか
ら、自然との触れ合い活動
が阻害される。

会場エリア内の入場が規制
されることから、自然との
触れ合い活動のアクセスが
阻害される。

騒音、アクセス規制によ
り、自然との触れ合い活動
自体及びアクセスが阻害さ
れる。

主要なアクセスルートが物
理的に改変・遮断されるこ
とから、自然との触れ合い
活動が阻害される。 -2 -1 -1 -2 -1 -1.4

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

歩行者空間の快
適性

街路樹等緑陰の状況（緑陰
面積）

現況の街路樹及び接道緑
化、壁面緑化の状況

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

樹木に影響する改変はな
く、緑陰面積及び歩行者が
感じる快適性ともに現況と
変わらない。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

樹木に影響する改変はな
く、緑陰面積及び歩行者が
感じる快適性ともに現況と
変わらない。 － 0 － 0 0.0 0.0

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

史跡・文化財
史跡・文化財の保護・保全
の状況

文化財等の保存及び管理の
支障の有無

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

地表面が開削され、土地の
改変が行われるが、工事の
実施前に現地踏査を行い、
その結果を受けて発掘調査
を含めた適切な措置を行
う。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

工事の実施前に現地踏査を
行い、その結果を受けて発
掘調査を含めた適切な措置
を行う。 － 0 － 0 0.0 0.0

環境項目
資源・廃
棄物

水利用 上水利用量の削減 現在の上水利用量の水準

工事の実施に伴う水の利用
については、散水や洗車に
よる一時的な利用が見込ま
れるが、大量の水利用は想
定されないことから、予測
評価の対象外とする。

節水により上水利用量の削
減が図られる。

競技の実施時における会場
の利用者による水利用につ
いては、「施設の存在によ
る影響」に含めるものとし
て、ここでは予測評価の対
象外とする。

工事の実施に伴う水の利用
については、散水や洗車に
よる一時的な利用が見込ま
れるが、大量の水利用は想
定されないことから、予測
評価の対象外とする。

節水により上水利用量の削
減が図られる。

－ 0 － － 0 0.0 0.0

環境項目
資源・廃
棄物

廃棄物 廃棄物発生量の減量化
廃棄物発生量の減量化に
よって削減される最終処分
量の水準

標準的な工事と同程度の廃
棄物の削減対策がなされ、
現在の廃棄物の発生水準と
同等の減量化が行われる。

施設の存在による廃棄物の
発生については、「競技の
実施による影響」で扱い、
ここでは対象外とする。

競技の実施に伴い排出され
る一般廃棄物は、現在と同
程度の減量化が行われ、最
終処分量は現状の水準と変
わらない。

標準的な工事と同程度の廃
棄物の削減対策がなされ、
現在の廃棄物の発生水準と
同等の減量化が行われる。

後利用で排出される一般廃
棄物は、現在と同程度の減
量化が行われ、最終処分量
は現状の水準と変わらな
い。

0 － 0 0 0 0.0

環境項目
資源・廃
棄物

廃棄物 廃棄物の有効利用
廃棄物の有効利用によって
削減される最終処分量の水
準

建設廃棄物の有効利用の取
り組みについて、現在の標
準的な工事と同程度の廃棄
物の有効利用がなされる。

施設の存在による廃棄物の
発生については、「競技の
実施による影響」で扱い、
ここでは対象外とする。

競技の実施に伴い排出され
る一般廃棄物は、現在と同
程度の有効利用がなされ、
最終処分量は現状の水準と
変わらない。

建設廃棄物の有効利用の取
り組みについて、現在の標
準的な工事と同程度の廃棄
物の有効利用がなされる。

後利用で排出される一般廃
棄物は、現在と同程度の有
効利用がなされ、最終処分
量は現状の水準と変わらな
い。

0 － 0 0 0 0.0

環境項目
資源・廃
棄物

エコマテリアル エコマテリアルの使用
再生可能資材・再生資材の
活用の水準

再生可能資材や再生資材が
最大限に利用され、現在の
水準を上回る。

施設の存在時におけるエコ
マテリアルの利用は想定さ
れないため対象外とする。

競技の実施時におけるエコ
マテリアルの利用は想定さ
れないため対象外とする。

再生可能資材や再生資材が
最大限に利用され、現在の
水準を上回る。

後利用時におけるエコマテ
リアルの利用は想定されな
いため対象外とする。

+1 － － +1 － 1.0 1.0

環境項目
温室効果
ガス

温室効果ガス 温室効果ガスの削減量

①エネルギー消費量による
CO2排出の概算
②既存施設における追加的
排出の有無

一般的な施設の建設工事と
同程度の排出量になる。

開催中の施設の存在による
影響については、「競技の
実施による影響」に含めて
扱う。

同等施設の標準的な排出量
となる。

一般的な施設の建設工事と
同程度の排出量になる。

同等施設の標準的な排出量
となる。

0 － 0 0 0 0.0 0.0

環境項目
温室効果
ガス

エネルギー エネルギー使用量の増減

①現在の使用量の水準（東
京都温暖化対策計画書制度
/東京都建築物環境計画書
制度による評価水準）
②省エネ再エネ対策・設備
の導入状況/可能性

一般的な施設の建設工事と
同程度の消費量になる。

開催中の施設の存在による
影響については、「競技の
実施による影響」に含めて
扱う。

同等施設の標準的な消費量
となる。

一般的な施設の建設工事と
同程度の消費量になる。

同等施設の標準的な消費量
となる。

0 － 0 0 0 0.0 0.0

0.30.0

0.0

-1.4

0.0

-0.4
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工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

評価点

一次評価

評価の指標 評価の基準

開催前
中項目
平均点

小項目
平均点

指標別
平均点

開催中 開催後 開催中 開催後大項目 中項目 小項目

評価
段階別影響

開催前

社会・経
済項目

土地利用 土地利用 土地の転用
土地利用の改変、転用の有
無

改変エリアは現在公園、運
動場及び商業用地となって
おり、自然地や農地は存在
しない。

0 0.0

社会・経
済項目

土地利用 土地利用 土地の有効利用 未利用地の解消の有無

未利用地の有効利用はな
い。

未利用地の有効利用はな
い。

0 0 0.0

社会・経
済項目

土地利用 地域分断
生活移動動線の分断又は進
展

歩行者、自転車等の移動動
線の分断をしないこと

既に公共的な利用がなされ
ている施設の場所であり、
改変エリアは生活移動動線
に影響しない。

移動動線は確保されてお
り、競技中も現況と変わら
ない。

移動動線は確保されてお
り、後利用時も生活移動動
線への影響はない。 0 0 0 0.0

社会・経
済項目

土地利用 地域分断
生活移動動線の分断又は進
展

歩行者、自転車等の動線の
ネットワーク化の進展の有
無

既に公共的利用がなされて
いる場所であり、現況と変
わらない。

既に公共的利用がなされて
いる場所であり、現況と変
わらない。

開催前から開催後を通じて
現況と変わらない。

0 0 0 0.0

社会・経
済項目

土地利用 移転 民家等の移転
民家等の移転を伴わないこ
と

改変エリアに民家等は存在
しない。

0 0.0 0.0

社会・経
済項目

交通
公共交通へのア
クセシビリティ

アクセス性
現在の会場までのアクセス
性

アクセス性向上の対策が無
く現況と同様のアクセス性
である。

アクセス性向上の対策が無
く現況と同様のアクセス性
である。 0 0 0.0 0.0

社会・経
済項目

交通 交通安全 交通安全
現在の歩車動線の分離（交
通安全性の向上）の状況

現状でも対策は十分になさ
れており、工事に伴う歩車
動線の未分離区間は発生し
ない。

競技の実施による影響に含
め、評価の対象外とする。

現状において歩車動線は分
離されており、開催中も維
持される。

現状でも対策は十分になさ
れており、工事に伴う歩車
動線の未分離区間は発生し
ない。

現状において歩車動線は分
離されており、後利用時に
も維持される。 0 － 0 0 0 0.0 0.0

社会・経
済項目

経済 事業採算性 施設整備費
施設整備費を適正に保つた
めの措置

対策が無い場合には標準的
な施設整備費となる。

対策が無い場合には標準的
な撤去・改修整備費とな
る。 0 0 0.0

社会・経
済項目

経済 事業採算性 運営経費
運営・維持コストの削減の
ための措置

対策を講じない場合には標
準的な運営経費となる。

対策を講じない場合には標
準的な運営経費となる。

0 0 0.0

0.0

0.0 0.0

0.0

0.0

0.0

1－21
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環境項目 主要環境 大気
汚染物質（NO2、SPM）の排
出量

排出の有無、現状より排出
増大の可能性

環境項目 主要環境 水質
汚濁負荷（COD、T-N、T-
P、BOD､SS等）の排出量

汚濁負荷物質排出の有無、
汚染増大の可能性

環境項目 主要環境 土壌
土壌汚染物質の拡散の可能
性

土地履歴調査等による土壌
汚染物質の存在可能性

環境項目 生態系
生物の生育・生
息基盤

生物の生育・生息基盤の状
況

①重要な生物・生態系の賦
存地の改変の有無
②生物の生育・生息基盤の
創出の有無

環境項目 生態系 水循環
雨水の地下浸透能力（地表
面被覆率）

現状の地表面被覆率

環境項目 生態系 生物・生態系
周辺の生物の生育・生息環
境の連続性

現況の生物の生育・生息環
境の連続性

環境項目 生態系 生物・生態系 重要な生物・生態系 重要な生物・生態系の状況

環境項目 生態系 生物・生態系
生物相の豊かさ（鳥類相で
代表）

現況の生息種数（現状生息
する種のうち、生息が困難
となる可能性のある種の有
無、種数）

環境項目 生態系 緑 緑被面積（屋上含む） 現況の緑被率の状況

環境項目 生態系 緑 緑化の状況
東京都の自然保護条例、建
築物環境計画書制度におけ
る緑化の評価基準

環境項目 生活環境 騒音 環境・交通騒音レベル
①環境基準及び法令等によ
る基準
②現況の騒音レベル

環境項目 生活環境 日影
日照の阻害の有無（阻害を
受ける住戸等の有無）

現状の日照阻害の状況

評価の指標 評価の基準

大項目 中項目 小項目

評価

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

工事による大気環境への影
響がみられるが、ミティ
ゲーションの実施により、
大気質の濃度をほとんど悪
化させない程度となる。

影響要因は想定されないた
め対象外。

施設等の利用、各施設間の
人の移動に伴う大気環境へ
の影響はほとんどなく、ミ
ティゲーションの実施によ
り大気環境が改善される。

工事による大気環境への影
響がみられるが、ミティ
ゲーションの実施により、
大気質の濃度をほとんど悪
化させない程度となる。

影響要因は想定されないた
め対象外。

0 － +1 0 － 0.3 0.3

工事の実施に伴って公共用
水域の水質に影響を及ぼす
ことはないことから、ミ
ティゲーションは想定して
いない。

影響要因が想定されないこ
とから対象外とする。

施設の供用に伴うし尿等の
汚水による影響はないこと
から、ミティゲーションは
想定していない。

工事の実施に伴って公共用
水域の水質に影響を及ぼす
ことはないことから、ミ
ティゲーションは想定して
いない。

新たな恒久施設は、イベン
ト開催会場等としての一般
利用は想定されないことか
ら対象外とする。 0 － 0 0 － 0.0 0.0

履歴調査の結果、土壌汚染
物質の存在の可能性はない
ことから、ミティゲーショ
ンは想定していない。

影響要因が想定されないこ
とから対象外とする。

影響要因が想定されないこ
とから対象外とする。

工事の内容から土壌汚染物
質の拡散の可能性はないこ
とから、ミティゲーション
は想定していない。

影響要因が想定されないこ
とから対象外とする。

0 － － 0 － 0.0 0.0

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

地表面が改変されないこと
から、予測評価の対象外と
する。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

地表面が改変されないこと
から、予測評価の対象外と
する。

－ － － － - -

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

新設の地下室により一部浸
透域の改変が行われるが、
ほとんど現況と変わらな
い。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

新設の地下室により一部浸
透域の改変が行われるが、
ほとんど現況と変わらな
い。 － 0 － 0 0.0 0.0

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

地表面が改変されないこと
から、予測評価の対象外と
する。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

地表面が改変されないこと
から、予測評価の対象外と
する。

－ － － － -

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

地表面が改変されないこと
から、予測評価の対象外と
する。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

地表面が改変されないこと
から、予測評価の対象外と
する。

－ － － － -

鳥類の主要な生息場でない
ことから、予測評価の対象
外とする。

鳥類の主要な生息場でない
ことから、予測評価の対象
外とする。

鳥類の主要な生息場でない
ことから、予測評価の対象
外とする。

鳥類の主要な生息場でない
ことから、予測評価の対象
外とする。

鳥類の主要な生息場でない
ことから、予測評価の対象
外とする。

－ － － － － -

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

地表面が改変されないこと
から、予測評価の対象外と
する。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

地表面が改変されないこと
から、予測評価の対象外と
する。

－ － － － -

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

地表面が改変されないこと
から、予測評価の対象外と
する。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

地表面が改変されないこと
から、予測評価の対象外と
する。

－ － － － -

工事の実施に伴う騒音によ
る影響がみられるが、ミ
ティゲーションにより周辺
の生活環境に影響を及ぼさ
ない程度となる。

影響要因は想定されないこ
とから対象外とする。

施設の供用、声援や応援等
が周辺の生活環境に影響を
及ぼすことはないことか
ら、ミティゲーションは想
定していない。

工事の実施に伴う騒音によ
る影響がみられるが、ミ
ティゲーションにより周辺
の生活環境に影響を及ぼさ
ない程度となる。

新たな恒久施設は、イベン
ト開催会場等としての一般
利用は想定されないことか
ら対象外とする。 0 － 0 0 － 0.0 0.0

施設の存在による影響はな
いことから、ミティゲー
ションは想定していない。

影響要因は想定されないこ
とから対象外とする。

新たな施設による日影は生
じないことから対象外とす
る。

0 － － 0.0 0.0

0.1

0.0-

-

0.0

小項目
平均点

指標別
平均点

開催後

評価点

二次評価

開催中 開催後開催前
中項目
平均点

段階別影響

開催前 開催中
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会場別予測評価結果表(4_日本武道館)

評価の指標 評価の基準

大項目 中項目 小項目

評価

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

景観 緑視率 現況の緑視率

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

景観 優れた眺望又は景観の阻害

①周辺の視点場から眺望で
きる優れた眺望景観の阻害
の有無
②景観形成特別地区の景観
を阻害しないこと

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

自然との触れ合
い活動の場

自然との触れ合い活動の場
の変化

自然との触れ合い活動の場
の消失又は改善・創出

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

自然との触れ合
い活動の場

自然との触れ合い活動の変
化

自然との触れ合い活動の阻
害又は促進（場へのアクセ
ス性含む）の有無

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

歩行者空間の快
適性

街路樹等緑陰の状況（緑陰
面積）

現況の街路樹及び接道緑
化、壁面緑化の状況

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

史跡・文化財
史跡・文化財の保護・保全
の状況

文化財等の保存及び管理の
支障の有無

環境項目
資源・廃
棄物

水利用 上水利用量の削減 現在の上水利用量の水準

環境項目
資源・廃
棄物

廃棄物 廃棄物発生量の減量化
廃棄物発生量の減量化に
よって削減される最終処分
量の水準

環境項目
資源・廃
棄物

廃棄物 廃棄物の有効利用
廃棄物の有効利用によって
削減される最終処分量の水
準

環境項目
資源・廃
棄物

エコマテリアル エコマテリアルの使用
再生可能資材・再生資材の
活用の水準

環境項目
温室効果
ガス

温室効果ガス 温室効果ガスの削減量

①エネルギー消費量による
CO2排出の概算
②既存施設における追加的
排出の有無

環境項目
温室効果
ガス

エネルギー エネルギー使用量の増減

①現在の使用量の水準（東
京都温暖化対策計画書制度
/東京都建築物環境計画書
制度による評価水準）
②省エネ再エネ対策・設備
の導入状況/可能性

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

小項目
平均点

指標別
平均点

開催後

評価点

二次評価

開催中 開催後開催前
中項目
平均点

段階別影響

開催前 開催中

仮設の設置に伴い、緑視が
阻害されるが、緑視率の減
少は約2.5ポイントであ
り、現況と変わらない。

仮設が撤去されるが、緑視
率は現況と変わらない。

0 0 0.0

眺望景観及び景観形成特別
地区の景観を阻害すること
はない。

眺望景観及び景観形成特別
地区の景観を阻害すること
はない。

0 0 0.0

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

地表面が改変されないこと
から、予測評価の対象外と
する。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

地表面が改変されないこと
から、予測評価の対象外と
する。

－ － － － -

ミティゲーションの実施に
より、現況レベルまで自然
との触れ合い活動が改善す
る。

自然との触れ合い活動の場
へのアクセスが阻害され
る。

現段階ではミティゲーショ
ンは想定していない。

ミティゲーションの実施に
より、現況レベルまで自然
との触れ合い活動が改善す
る。

ミティゲーションの実施に
より、自然との触れ合い活
動が向上する。

0 -1 -1 0 +1 -0.2

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

樹木に影響する改変はな
く、緑陰面積及び歩行者が
感じる快適性ともに現況と
変わらない。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

樹木に影響する改変はな
く、緑陰面積及び歩行者が
感じる快適性ともに現況と
変わらない。 － 0 － 0 0.0 0.0

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

地表面が開削され、土地の
改変が行われるが、工事の
実施前に現地踏査を行い、
その結果を受けて発掘調査
を含めた適切な措置を行
う。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

工事の実施前に現地踏査を
行い、その結果を受けて発
掘調査を含めた適切な措置
を行う。 － 0 － 0 0.0 0.0

工事の実施に伴う水の利用
については、散水や洗車に
よる一時的な利用が見込ま
れるが、大量の水利用は想
定されないことから、予測
評価の対象外とする。

節水により上水利用量の削
減が図られる。

競技の実施時における会場
の利用者による水利用につ
いては、「施設の存在によ
る影響」に含めるものとし
て、ここでは予測評価の対
象外とする。

工事の実施に伴う水の利用
については、散水や洗車に
よる一時的な利用が見込ま
れるが、大量の水利用は想
定されないことから、予測
評価の対象外とする。

節水により上水利用量の削
減が図られる。

－ 0 － － 0 0.0 0.0

建設廃棄物の対策はリサイ
クルによるものが大部分で
あり、減量による最終処分
量の大幅な削減は見込めな
い。

施設の存在による廃棄物の
発生については、「競技の
実施による影響」で扱い、
ここでは対象外とする。

既に容器包装廃棄物のリサ
イクル分別などが実施され
ており、廃棄物の発生抑制
策による最終処分量の大幅
な削減は見込めない。

建設廃棄物の対策はリサイ
クルによるものが大部分で
あり、減量による最終処分
量の大幅な削減は見込めな
い。

既に容器包装廃棄物のリサ
イクル分別などが実施され
ており、廃棄物の発生抑制
策による最終処分量の大幅
な削減は見込めない。

0 － 0 0 0 0.0

「東京都建設リサイクル推
進計画」等に基づく有効利
用策の促進により、建設廃
棄物の最終処分量は現在の
水準から38％程度削減され
る。

施設の存在による廃棄物の
発生については、「競技の
実施による影響」で扱い、
ここでは対象外とする。

資源ごみ回収やごみ処理過
程資源化、熱回収等の促進
により、一般廃棄物の最終
処分量は現在の水準から
30％程度削減される。

「東京都建設リサイクル推
進計画」等に基づく有効利
用策の促進により、建設廃
棄物の最終処分量は現在の
水準から38％程度削減され
る。

資源ごみ回収やごみ処理過
程資源化、熱回収等の促進
により、一般廃棄物の最終
処分量は現在の水準から
30％程度削減される。

+1 － +1 +1 +1 1.0

再生可能資材や再生資材が
最大限に利用され、現在の
水準を上回る。

施設の存在時におけるエコ
マテリアルの利用は想定さ
れないため対象外とする。

競技の実施時におけるエコ
マテリアルの利用は想定さ
れないため対象外とする。

再生可能資材や再生資材が
最大限に利用され、現在の
水準を上回る。

後利用時におけるエコマテ
リアルの利用は想定されな
いため対象外とする。

+1 － － +1 － 1.0 1.0

低燃費型建設機械の採用等
により、約20～40％の削減
が図られる。

開催中の施設の存在による
影響については、「競技の
実施による影響」で扱い、
ここでは対象外とする。

省エネルギー対策の実施等
により、13.2％程度の削減
が図られる。

低燃費型建設機械の採用等
により、約20～40％の削減
が図られる。

省エネルギー対策の実施等
により、11.8％程度の削減
が図られる。

+2 － +1 +2 +1 1.5 1.5

低燃費型建設機械の採用等
により、約20～40％の低減
が図られる。

開催中の施設の存在による
影響については、「競技の
実施による影響」で扱い、
ここでは対象外とする。

省エネルギー対策の実施等
により、13.2％程度の低減
が図られる。

低燃費型建設機械の採用等
により、約20～40％の低減
が図られる。

省エネルギー対策の実施等
により、11.8％程度の低減
が図られる。

+2 － +1 +2 +1 1.5 1.5

0.50.5

1.5

0.0

-0.1-0.2
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会場別予測評価結果表(4_日本武道館)

評価の指標 評価の基準

大項目 中項目 小項目

評価

社会・経
済項目

土地利用 土地利用 土地の転用
土地利用の改変、転用の有
無

社会・経
済項目

土地利用 土地利用 土地の有効利用 未利用地の解消の有無

社会・経
済項目

土地利用 地域分断
生活移動動線の分断又は進
展

歩行者、自転車等の移動動
線の分断をしないこと

社会・経
済項目

土地利用 地域分断
生活移動動線の分断又は進
展

歩行者、自転車等の動線の
ネットワーク化の進展の有
無

社会・経
済項目

土地利用 移転 民家等の移転
民家等の移転を伴わないこ
と

社会・経
済項目

交通
公共交通へのア
クセシビリティ

アクセス性
現在の会場までのアクセス
性

社会・経
済項目

交通 交通安全 交通安全
現在の歩車動線の分離（交
通安全性の向上）の状況

社会・経
済項目

経済 事業採算性 施設整備費
施設整備費を適正に保つた
めの措置

社会・経
済項目

経済 事業採算性 運営経費
運営・維持コストの削減の
ための措置

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

小項目
平均点

指標別
平均点

開催後

評価点

二次評価

開催中 開催後開催前
中項目
平均点

段階別影響

開催前 開催中

改変エリアは現在公園、運
動場及び商業用地となって
おり、自然地や農地は存在
しない。

0 0.0

未利用地の有効利用はな
い。

未利用地の有効利用はな
い。

0 0 0.0

既に公共的な利用がなされ
ている施設の場所であり、
改変エリアは生活移動動線
に影響しない。

移動動線は確保されてお
り、競技中も現況と変わら
ない。

移動動線は確保されてお
り、後利用時も生活移動動
線への影響はない。 0 0 0 0.0

既に公共的利用がなされて
いる場所であり、現況と変
わらない。

既に公共的利用がなされて
いる場所であり、現況と変
わらない。

開催前から開催後を通じて
現況と変わらない。

0 0 0 0.0

改変エリアに民家等は存在
しない。

0 0.0 0.0

アクセス性向上の対策が無
く現況と同様のアクセス性
である。

アクセス性向上の対策が無
く現況と同様のアクセス性
である。 0 0 0.0 0.0

現状でも対策は十分になさ
れており、工事に伴う歩車
動線の未分離区間は発生し
ない。

競技の実施による影響に含
め、評価の対象外とする。

現状において歩車動線は分
離されており、開催中も維
持される。

現状でも対策は十分になさ
れており、工事に伴う歩車
動線の未分離区間は発生し
ない。

現状において歩車動線は分
離されており、後利用時に
も維持される。 0 － 0 0 0 0.0 0.0

再生可能材の活用等によ
り、最先端技術導入による
コスト増を相殺して標準的
な整備費となる。

再生可能材により整備費や
廃棄物処理費用を抑制する
等の費用削減措置が取られ
る。

0 +1 0.5

エネルギー利用の最適化や
ボランティアの活用により
運営経費、維持管理コスト
の削減が図られる。

エネルギー利用の最適化等
により後利用時も光熱費等
の維持管理コストの削減が
図られる。

+1 +1 1.0

項目 一次評価 二次評価
主要環境 -0.2 0.1
生態系 0.0 0.0
生活環境 -0.3 0.0
ｱﾒﾆﾃｨ・文化 -0.4 -0.1
資源・廃棄物 0.3 0.5
温室効果ガス 0.0 1.5
土地利用 0.0 0.0
交通 0.0 0.0
経済 0.0 0.8

0.8

0.0

0.0

0.0

0.0

0.8

-2
-1
0
1
2
主要環境

生態系

生活環境

ｱﾒﾆﾃｨ・文化

資源・廃棄物温室効果ガス

土地利用

交通

経済 一次評価

二次評価
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会場別予測評価結果表(5_皇居外苑)

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

環境項目 主要環境 大気
汚染物質（NO2、SPM）の排
出量

排出の有無、現状より排出
増大の可能性

工事の実施による濃度の変
化（付加率）が5％未満で
ある。

影響要因は想定されないた
め対象外。

施設等の利用、各施設間の
人の移動に伴う汚染物質の
排出が周辺の大気環境に与
える影響はほとんどない。

工事の実施による濃度の変
化（付加率）が5％未満で
ある。

-1 － 0 -1 -0.7 -0.7

環境項目 主要環境 水質
汚濁負荷（COD、T-N、T-
P、BOD､SS等）の排出量

汚濁負荷物質排出の有無、
汚染増大の可能性

工事の実施に伴うし尿等の
汚水は公共下水道等に排出
することから、公共用水域
の水質に影響を及ぼすこと
はない。

影響要因が想定されないこ
とから対象外とする。

施設の供用に伴うし尿等の
汚水は公共下水道等に排出
することから、公共用水域
の水質に影響を及ぼすこと
はない。

工事の実施に伴うし尿等の
汚水は公共下水道等に排出
することから、公共用水域
の水質に影響を及ぼすこと
はない。

0 － 0 0 0.0 0.0

環境項目 主要環境 土壌
土壌汚染物質の拡散の可能
性

土地履歴調査等による土壌
汚染物質の存在可能性

工事の内容から土壌汚染物
質の拡散の可能性は非常に
小さい。

影響要因が想定されないこ
とから対象外とする。

影響要因が想定されないこ
とから対象外とする。

工事の内容から土壌汚染物
質の拡散の可能性はない。

0 － － 0 0.0 0.0

環境項目 生態系
生物の生育・生
息基盤

生物の生育・生息基盤の状
況

①重要な生物・生態系の賦
存地の改変の有無
②生物の生育・生息基盤の
創出の有無

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

地表面が改変されないこと
から、予測評価の対象外と
する。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

地表面が改変されないこと
から、予測評価の対象外と
する。

－ － － － - -

環境項目 生態系 水循環
雨水の地下浸透能力（地表
面被覆率）

現状の地表面被覆率

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

浸透域の改変は行われるこ
とはなく、現況と変わらな
い。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

浸透域の改変は行われるこ
とはなく、現況と変わらな
い。

－ 0 － 0 0.0 0.0

環境項目 生態系 生物・生態系
周辺の生物の生育・生息環
境の連続性

現況の生物の生育・生息環
境の連続性

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

地表面が改変されないこと
から、予測評価の対象外と
する。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

地表面が改変されないこと
から、予測評価の対象外と
する。

－ － － － -

環境項目 生態系 生物・生態系 重要な生物・生態系 重要な生物・生態系の状況

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

地表面が改変されないこと
から、予測評価の対象外と
する。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

地表面が改変されないこと
から、予測評価の対象外と
する。

－ － － － -

環境項目 生態系 生物・生態系
生物相の豊かさ（鳥類相で
代表）

現況の生息種数（現状生息
する種のうち、生息が困難
となる可能性のある種の有
無、種数）

鳥類の主要な生息場でない
ことから、予測評価の対象
外とする。

鳥類の主要な生息場でない
ことから、予測評価の対象
外とする。

鳥類の主要な生息場でない
ことから、予測評価の対象
外とする。

鳥類の主要な生息場でない
ことから、予測評価の対象
外とする。

鳥類の主要な生息場でない
ことから、予測評価の対象
外とする。

－ － － － － -

環境項目 生態系 緑 緑被面積（屋上含む） 現況の緑被率の状況

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

地表面が改変されないこと
から、予測評価の対象外と
する。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

地表面が改変されないこと
から、予測評価の対象外と
する。

－ － － － -

環境項目 生態系 緑 緑化の状況
東京都の自然保護条例、建
築物環境計画書制度におけ
る緑化の評価基準

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

地表面が改変されないこと
から、予測評価の対象外と
する。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

地表面が改変されないこと
から、予測評価の対象外と
する。

－ － － － -

環境項目 生活環境 騒音 環境・交通騒音レベル
①環境基準及び法令等によ
る基準
②現況の騒音レベル

工事の実施に伴う騒音によ
る周辺の生活環境への影響
がみられる。

影響要因は想定されないこ
とから対象外とする。

施設の供用、声援や応援等
による騒音の発生がみられ
るが、周辺の生活環境に影
響を及ぼすことはない。

工事の実施に伴う騒音によ
る周辺の生活環境への影響
がみられる。

-1 － 0 -1 -0.7 -0.7

環境項目 生活環境 日影
日照の阻害の有無（阻害を
受ける住戸等の有無）

現状の日照阻害の状況

施設の高さ、周辺の状況、
仮設のみであることなどか
ら、施設の存在に伴う日影
の影響はない。

影響要因は想定されないこ
とから対象外とする。

0 － 0.0 0.0

-

-

-0.3

評価点

-0.2

0.0

一次評価

評価の指標 評価の基準

開催前
中項目
平均点

小項目
平均点

指標別
平均点

開催中 開催後 開催中 開催後大項目 中項目 小項目

評価
段階別影響

開催前
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工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

評価点

一次評価

評価の指標 評価の基準

開催前
中項目
平均点

小項目
平均点

指標別
平均点

開催中 開催後 開催中 開催後大項目 中項目 小項目

評価
段階別影響

開催前

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

景観 緑視率 現況の緑視率

仮設の設置により、一部の
緑視が阻害されるが、緑視
率の減少は約3.9ポイント
であり、現況と変わらな
い。

仮設が撤去されるが、緑視
率は現況と変わらない。

0 0 0.0

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

景観 優れた眺望又は景観の阻害

①周辺の視点場から眺望で
きる優れた眺望景観の阻害
の有無
②景観形成特別地区の景観
を阻害しないこと

眺望景観及び景観形成特別
地区の景観を阻害すること
はない。

眺望景観及び景観形成特別
地区の景観を阻害すること
はない。

0 0 0.0

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

自然との触れ合
い活動の場

自然との触れ合い活動の場
の変化

自然との触れ合い活動の場
の消失又は改善・創出

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

地表面が改変されないこと
から、予測評価の対象外と
する。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

地表面が改変されないこと
から、予測評価の対象外と
する。

－ － － － -

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

自然との触れ合
い活動の場

自然との触れ合い活動の変
化

自然との触れ合い活動の阻
害又は促進（場へのアクセ
ス性含む）の有無

現況で自然との触れ合い活
動が行われていない。

現況で自然との触れ合い活
動が行われていない。

現況で自然との触れ合い活
動が行われていない。

現況で自然との触れ合い活
動が行われていない。

現況で自然との触れ合い活
動が行われていない。

0 0 0 0 0 0.0

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

歩行者空間の快
適性

街路樹等緑陰の状況（緑陰
面積）

現況の街路樹及び接道緑
化、壁面緑化の状況

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

樹木に影響する改変はな
く、緑陰面積及び歩行者が
感じる快適性ともに現況と
変わらない。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

樹木に影響する改変はな
く、緑陰面積及び歩行者が
感じる快適性ともに現況と
変わらない。 － 0 － 0 0.0 0.0

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

史跡・文化財
史跡・文化財の保護・保全
の状況

文化財等の保存及び管理の
支障の有無

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

仮設は埋蔵文化財包蔵地に
影響を与えることは少ない
と考えられるが、事前調査
を行うなど、適切に工事を
行う。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

仮設が撤去されるため、埋
蔵文化財に影響を与えるこ
とはない。

－ 0 － 0 0.0 0.0

環境項目
資源・廃
棄物

水利用 上水利用量の削減 現在の上水利用量の水準

工事の実施に伴う水の利用
については、散水や洗車に
よる一時的な利用が見込ま
れるが、大量の水利用は想
定されないことから、予測
評価の対象外とする。

節水により上水利用量の削
減が図られる。

競技の実施時における会場
の利用者による水利用につ
いては、「施設の存在によ
る影響」に含めるものとし
て、ここでは予測評価の対
象外とする。

工事の実施に伴う水の利用
については、散水や洗車に
よる一時的な利用が見込ま
れるが、大量の水利用は想
定されないことから、予測
評価の対象外とする。

後利用はないことから対象
外とする。

－ 0 － － － 0.0 0.0

環境項目
資源・廃
棄物

廃棄物 廃棄物発生量の減量化
廃棄物発生量の減量化に
よって削減される最終処分
量の水準

標準的な工事と同程度の廃
棄物の削減対策がなされ、
現在の廃棄物の発生水準と
同等の減量化が行われる。

施設の存在による廃棄物の
発生については、「競技の
実施による影響」で扱い、
ここでは対象外とする。

競技の実施に伴い排出され
る一般廃棄物は、現在と同
程度の減量化が行われ、最
終処分量は現状の水準と変
わらない。

標準的な工事と同程度の廃
棄物の削減対策がなされ、
現在の廃棄物の発生水準と
同等の減量化が行われる。

後利用はないことから対象
外とする。

0 － 0 0 － 0.0

環境項目
資源・廃
棄物

廃棄物 廃棄物の有効利用
廃棄物の有効利用によって
削減される最終処分量の水
準

建設廃棄物の有効利用の取
り組みについて、現在の標
準的な工事と同程度の廃棄
物の有効利用がなされる。

施設の存在による廃棄物の
発生については、「競技の
実施による影響」で扱い、
ここでは対象外とする。

競技の実施に伴い排出され
る一般廃棄物は、現在と同
程度の有効利用がなされ、
最終処分量は現状の水準と
変わらない。

建設廃棄物の有効利用の取
り組みについて、現在の標
準的な工事と同程度の廃棄
物の有効利用がなされる。

後利用はないことから対象
外とする。

0 － 0 0 － 0.0

環境項目
資源・廃
棄物

エコマテリアル エコマテリアルの使用
再生可能資材・再生資材の
活用の水準

再生可能資材や再生資材が
最大限に利用され、現在の
水準を上回る。

施設の存在時におけるエコ
マテリアルの利用は想定さ
れないため対象外とする。

競技の実施時におけるエコ
マテリアルの利用は想定さ
れないため対象外とする。

再生可能資材や再生資材が
最大限に利用され、現在の
水準を上回る。

後利用時におけるエコマテ
リアルの利用は想定されな
いため対象外とする。

+1 － － +1 － 1.0 1.0

環境項目
温室効果
ガス

温室効果ガス 温室効果ガスの削減量

①エネルギー消費量による
CO2排出の概算
②既存施設における追加的
排出の有無

一般的な施設の建設工事と
同程度の排出量になる。

開催中の施設の存在による
影響については、「競技の
実施による影響」に含めて
扱う。

同等施設の標準的な排出量
となる。

一般的な施設の建設工事と
同程度の排出量になる。

後利用はないことから対象
外とする。

0 － 0 0 － 0.0 0.0

環境項目
温室効果
ガス

エネルギー エネルギー使用量の増減

①現在の使用量の水準（東
京都温暖化対策計画書制度
/東京都建築物環境計画書
制度による評価水準）
②省エネ再エネ対策・設備
の導入状況/可能性

一般的な施設の建設工事と
同程度の消費量になる。

開催中の施設の存在による
影響については、「競技の
実施による影響」に含めて
扱う。

同等施設の標準的な消費量
となる。

一般的な施設の建設工事と
同程度の消費量になる。

後利用はないことから対象
外とする。

0 － 0 0 － 0.0 0.0

0.30.0

0.0

0.0

0.0

0.0
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工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

評価点

一次評価

評価の指標 評価の基準

開催前
中項目
平均点

小項目
平均点

指標別
平均点

開催中 開催後 開催中 開催後大項目 中項目 小項目

評価
段階別影響

開催前

社会・経
済項目

土地利用 土地利用 土地の転用
土地利用の改変、転用の有
無

改変エリアは現在道路、公
園、運動場となっており、
自然地や農地は存在しな
い。

0 0.0

社会・経
済項目

土地利用 土地利用 土地の有効利用 未利用地の解消の有無

未利用地の有効利用はな
い。

未利用地の有効利用はな
い。

0 0 0.0

社会・経
済項目

土地利用 地域分断
生活移動動線の分断又は進
展

歩行者、自転車等の移動動
線の分断をしないこと

既に公共的な利用がなされ
ている施設の場所であり、
改変エリアは生活移動動線
に影響しない。

屋外競技による影響は一時
的であり、生活移動動線へ
の影響はほとんど現況と変
わらない。

移動動線は確保されてお
り、後利用時も生活移動動
線への影響はない。 0 0 0 0.0

社会・経
済項目

土地利用 地域分断
生活移動動線の分断又は進
展

歩行者、自転車等の動線の
ネットワーク化の進展の有
無

既に公共的利用がなされて
いる場所であり、現況と変
わらない。

既に公共的利用がなされて
いる場所であり、現況と変
わらない。

開催前から開催後を通じて
現況と変わらない。

0 0 0 0.0

社会・経
済項目

土地利用 移転 民家等の移転
民家等の移転を伴わないこ
と

改変エリアに民家等は存在
しない。

0 0.0 0.0

社会・経
済項目

交通
公共交通へのア
クセシビリティ

アクセス性
現在の会場までのアクセス
性

アクセス性向上の対策が無
く現況と同様のアクセス性
である。

アクセス性向上の対策が無
く現況と同様のアクセス性
である。 0 0 0.0 0.0

社会・経
済項目

交通 交通安全 交通安全
現在の歩車動線の分離（交
通安全性の向上）の状況

現状でも対策は十分になさ
れており、工事に伴う歩車
動線の未分離区間は発生し
ない。

競技の実施による影響に含
め、評価の対象外とする。

現状において歩車動線は分
離されており、開催中も維
持される。

現状でも対策は十分になさ
れており、工事に伴う歩車
動線の未分離区間は発生し
ない。

現状において歩車動線は分
離されており、後利用時に
も維持される。 0 － 0 0 0 0.0 0.0

社会・経
済項目

経済 事業採算性 施設整備費
施設整備費を適正に保つた
めの措置

対策が無い場合には標準的
な施設整備費となる。

対策が無い場合には標準的
な撤去・改修整備費とな
る。 0 0 0.0

社会・経
済項目

経済 事業採算性 運営経費
運営・維持コストの削減の
ための措置

対策を講じない場合には標
準的な運営経費となる。

0 0.0

0.0

0.0 0.0

0.0

0.0

0.0

1－27



会場別予測評価結果表(5_皇居外苑)

環境項目 主要環境 大気
汚染物質（NO2、SPM）の排
出量

排出の有無、現状より排出
増大の可能性

環境項目 主要環境 水質
汚濁負荷（COD、T-N、T-
P、BOD､SS等）の排出量

汚濁負荷物質排出の有無、
汚染増大の可能性

環境項目 主要環境 土壌
土壌汚染物質の拡散の可能
性

土地履歴調査等による土壌
汚染物質の存在可能性

環境項目 生態系
生物の生育・生
息基盤

生物の生育・生息基盤の状
況

①重要な生物・生態系の賦
存地の改変の有無
②生物の生育・生息基盤の
創出の有無

環境項目 生態系 水循環
雨水の地下浸透能力（地表
面被覆率）

現状の地表面被覆率

環境項目 生態系 生物・生態系
周辺の生物の生育・生息環
境の連続性

現況の生物の生育・生息環
境の連続性

環境項目 生態系 生物・生態系 重要な生物・生態系 重要な生物・生態系の状況

環境項目 生態系 生物・生態系
生物相の豊かさ（鳥類相で
代表）

現況の生息種数（現状生息
する種のうち、生息が困難
となる可能性のある種の有
無、種数）

環境項目 生態系 緑 緑被面積（屋上含む） 現況の緑被率の状況

環境項目 生態系 緑 緑化の状況
東京都の自然保護条例、建
築物環境計画書制度におけ
る緑化の評価基準

環境項目 生活環境 騒音 環境・交通騒音レベル
①環境基準及び法令等によ
る基準
②現況の騒音レベル

環境項目 生活環境 日影
日照の阻害の有無（阻害を
受ける住戸等の有無）

現状の日照阻害の状況

評価の指標 評価の基準

大項目 中項目 小項目

評価

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

工事による大気環境への影
響がみられるが、ミティ
ゲーションの実施により、
大気質の濃度をほとんど悪
化させない程度となる。

影響要因は想定されないた
め対象外。

施設等の利用、各施設間の
人の移動に伴う大気環境へ
の影響はほとんどなく、ミ
ティゲーションの実施によ
り大気環境が改善される。

工事による大気環境への影
響がみられるが、ミティ
ゲーションの実施により、
大気質の濃度をほとんど悪
化させない程度となる。

0 － +1 0 0.3 0.3

工事の実施に伴って公共用
水域の水質に影響を及ぼす
ことはないことから、ミ
ティゲーションは想定して
いない。

影響要因が想定されないこ
とから対象外とする。

施設の供用に伴うし尿等の
汚水による影響はないこと
から、ミティゲーションは
想定していない。

工事の実施に伴って公共用
水域の水質に影響を及ぼす
ことはないことから、ミ
ティゲーションは想定して
いない。

0 － 0 0 0.0 0.0

工事の内容から土壌汚染物
質の拡散の可能性は非常に
小さく、ミティゲーション
は想定していない。

影響要因が想定されないこ
とから対象外とする。

影響要因が想定されないこ
とから対象外とする。

工事の内容から土壌汚染物
質の拡散の可能性はないこ
とから、ミティゲーション
は想定していない。 0 － － 0 0.0 0.0

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

地表面が改変されないこと
から、予測評価の対象外と
する。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

地表面が改変されないこと
から、予測評価の対象外と
する。

－ － － － - -

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

浸透域の改変は行われるこ
とはなく、現況と変わらな
い。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

浸透域の改変は行われるこ
とはなく、現況と変わらな
い。

－ 0 － 0 0.0 0.0

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

地表面が改変されないこと
から、予測評価の対象外と
する。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

地表面が改変されないこと
から、予測評価の対象外と
する。

－ － － － -

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

地表面が改変されないこと
から、予測評価の対象外と
する。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

地表面が改変されないこと
から、予測評価の対象外と
する。

－ － － － -

鳥類の主要な生息場でない
ことから、予測評価の対象
外とする。

鳥類の主要な生息場でない
ことから、予測評価の対象
外とする。

鳥類の主要な生息場でない
ことから、予測評価の対象
外とする。

鳥類の主要な生息場でない
ことから、予測評価の対象
外とする。

鳥類の主要な生息場でない
ことから、予測評価の対象
外とする。

－ － － － － -

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

地表面が改変されないこと
から、予測評価の対象外と
する。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

地表面が改変されないこと
から、予測評価の対象外と
する。

－ － － － -

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

地表面が改変されないこと
から、予測評価の対象外と
する。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

地表面が改変されないこと
から、予測評価の対象外と
する。

－ － － － -

工事の実施に伴う騒音によ
る影響がみられるが、ミ
ティゲーションにより周辺
の生活環境に影響を及ぼさ
ない程度となる。

影響要因は想定されないこ
とから対象外とする。

施設の供用、声援や応援等
が周辺の生活環境に影響を
及ぼすことはないことか
ら、ミティゲーションは想
定していない。

工事の実施に伴う騒音によ
る影響がみられるが、ミ
ティゲーションにより周辺
の生活環境に影響を及ぼさ
ない程度となる。

0 － 0 0 0.0 0.0

施設の存在による影響はな
いことから、ミティゲー
ションは想定していない。

影響要因は想定されないこ
とから対象外とする。

0 － 0.0 0.0

0.1

0.0-

-

0.0

小項目
平均点

指標別
平均点

開催後

評価点

二次評価

開催中 開催後開催前
中項目
平均点

段階別影響

開催前 開催中
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会場別予測評価結果表(5_皇居外苑)

評価の指標 評価の基準

大項目 中項目 小項目

評価

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

景観 緑視率 現況の緑視率

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

景観 優れた眺望又は景観の阻害

①周辺の視点場から眺望で
きる優れた眺望景観の阻害
の有無
②景観形成特別地区の景観
を阻害しないこと

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

自然との触れ合
い活動の場

自然との触れ合い活動の場
の変化

自然との触れ合い活動の場
の消失又は改善・創出

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

自然との触れ合
い活動の場

自然との触れ合い活動の変
化

自然との触れ合い活動の阻
害又は促進（場へのアクセ
ス性含む）の有無

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

歩行者空間の快
適性

街路樹等緑陰の状況（緑陰
面積）

現況の街路樹及び接道緑
化、壁面緑化の状況

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

史跡・文化財
史跡・文化財の保護・保全
の状況

文化財等の保存及び管理の
支障の有無

環境項目
資源・廃
棄物

水利用 上水利用量の削減 現在の上水利用量の水準

環境項目
資源・廃
棄物

廃棄物 廃棄物発生量の減量化
廃棄物発生量の減量化に
よって削減される最終処分
量の水準

環境項目
資源・廃
棄物

廃棄物 廃棄物の有効利用
廃棄物の有効利用によって
削減される最終処分量の水
準

環境項目
資源・廃
棄物

エコマテリアル エコマテリアルの使用
再生可能資材・再生資材の
活用の水準

環境項目
温室効果
ガス

温室効果ガス 温室効果ガスの削減量

①エネルギー消費量による
CO2排出の概算
②既存施設における追加的
排出の有無

環境項目
温室効果
ガス

エネルギー エネルギー使用量の増減

①現在の使用量の水準（東
京都温暖化対策計画書制度
/東京都建築物環境計画書
制度による評価水準）
②省エネ再エネ対策・設備
の導入状況/可能性

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

小項目
平均点

指標別
平均点

開催後

評価点

二次評価

開催中 開催後開催前
中項目
平均点

段階別影響

開催前 開催中

仮設の設置により、一部の
緑視が阻害されるが、緑視
率の減少は約3.9ポイント
であり、現況と変わらな
い。

仮設が撤去されるが、緑視
率は現況と変わらない。

0 0 0.0

眺望景観及び景観形成特別
地区の景観を阻害すること
はない。

眺望景観及び景観形成特別
地区の景観を阻害すること
はない。

0 0 0.0

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

地表面が改変されないこと
から、予測評価の対象外と
する。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

地表面が改変されないこと
から、予測評価の対象外と
する。

－ － － － -

現況で自然との触れ合い活
動が行われていない。

現況で自然との触れ合い活
動が行われていない。

現況で自然との触れ合い活
動が行われていない。

現況で自然との触れ合い活
動が行われていない。

現況で自然との触れ合い活
動が行われていない。

0 0 0 0 0 0.0

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

樹木に影響する改変はな
く、緑陰面積及び歩行者が
感じる快適性ともに現況と
変わらない。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

樹木に影響する改変はな
く、緑陰面積及び歩行者が
感じる快適性ともに現況と
変わらない。 － 0 － 0 0.0 0.0

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

仮設は埋蔵文化財包蔵地に
影響を与えることは少ない
と考えられるが、事前調査
を行うなど、適切に工事を
行う。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

仮設が撤去されるため、埋
蔵文化財に影響を与えるこ
とはない。

－ 0 － 0 0.0 0.0

工事の実施に伴う水の利用
については、散水や洗車に
よる一時的な利用が見込ま
れるが、大量の水利用は想
定されないことから、予測
評価の対象外とする。

節水により上水利用量の削
減が図られる。

競技の実施時における会場
の利用者による水利用につ
いては、「施設の存在によ
る影響」に含めるものとし
て、ここでは予測評価の対
象外とする。

工事の実施に伴う水の利用
については、散水や洗車に
よる一時的な利用が見込ま
れるが、大量の水利用は想
定されないことから、予測
評価の対象外とする。

後利用はないことから対象
外とする。

－ 0 － － － 0.0 0.0

建設廃棄物の対策はリサイ
クルによるものが大部分で
あり、減量による最終処分
量の大幅な削減は見込めな
い。

施設の存在による廃棄物の
発生については、「競技の
実施による影響」で扱い、
ここでは対象外とする。

既に容器包装廃棄物のリサ
イクル分別などが実施され
ており、廃棄物の発生抑制
策による最終処分量の大幅
な削減は見込めない。

建設廃棄物の対策はリサイ
クルによるものが大部分で
あり、減量による最終処分
量の大幅な削減は見込めな
い。

後利用はないことから対象
外とする。

0 － 0 0 － 0.0

「東京都建設リサイクル推
進計画」等に基づく有効利
用策の促進により、建設廃
棄物の最終処分量は現在の
水準から20％以上削減され
る。

施設の存在による廃棄物の
発生については、「競技の
実施による影響」で扱い、
ここでは対象外とする。

資源ごみ回収やごみ処理過
程資源化、熱回収等の促進
により、一般廃棄物の最終
処分量は現在の水準から
30％程度削減される。

「東京都建設リサイクル推
進計画」等に基づく有効利
用策の促進により、建設廃
棄物の最終処分量は現在の
水準から20％以上削減され
る。

後利用はないことから対象
外とする。

+1 － +1 +1 － 1.0

再生可能資材や再生資材が
最大限に利用され、現在の
水準を上回る。

施設の存在時におけるエコ
マテリアルの利用は想定さ
れないため対象外とする。

競技の実施時におけるエコ
マテリアルの利用は想定さ
れないため対象外とする。

再生可能資材や再生資材が
最大限に利用され、現在の
水準を上回る。

後利用時におけるエコマテ
リアルの利用は想定されな
いため対象外とする。

+1 － － +1 － 1.0 1.0

低燃費型建設機械の採用等
により、約20～40％の削減
が図られる。

開催中の施設の存在による
影響については、「競技の
実施による影響」で扱い、
ここでは対象外とする。

高効率設備の採用等によ
り、20％程度の削減が図ら
れる。

低燃費型建設機械の採用等
により、約20～40％の削減
が図られる。

後利用はないことから対象
外とする。

+2 － +2 +2 － 2.0 2.0

低燃費型建設機械の採用等
により、約20～40％の低減
が図られる。

開催中の施設の存在による
影響については、「競技の
実施による影響」で扱い、
ここでは対象外とする。

高効率設備の採用等によ
り、20％程度の低減が図ら
れる。

低燃費型建設機械の採用等
により、約20～40％の低減
が図られる。

後利用はないことから対象
外とする。

+2 － +2 +2 － 2.0 2.0

0.50.5

2.0

0.0

0.00.0
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評価の指標 評価の基準

大項目 中項目 小項目

評価

社会・経
済項目

土地利用 土地利用 土地の転用
土地利用の改変、転用の有
無

社会・経
済項目

土地利用 土地利用 土地の有効利用 未利用地の解消の有無

社会・経
済項目

土地利用 地域分断
生活移動動線の分断又は進
展

歩行者、自転車等の移動動
線の分断をしないこと

社会・経
済項目

土地利用 地域分断
生活移動動線の分断又は進
展

歩行者、自転車等の動線の
ネットワーク化の進展の有
無

社会・経
済項目

土地利用 移転 民家等の移転
民家等の移転を伴わないこ
と

社会・経
済項目

交通
公共交通へのア
クセシビリティ

アクセス性
現在の会場までのアクセス
性

社会・経
済項目

交通 交通安全 交通安全
現在の歩車動線の分離（交
通安全性の向上）の状況

社会・経
済項目

経済 事業採算性 施設整備費
施設整備費を適正に保つた
めの措置

社会・経
済項目

経済 事業採算性 運営経費
運営・維持コストの削減の
ための措置

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

小項目
平均点

指標別
平均点

開催後

評価点

二次評価

開催中 開催後開催前
中項目
平均点

段階別影響

開催前 開催中

改変エリアは現在道路、公
園、運動場となっており、
自然地や農地は存在しな
い。

0 0.0

未利用地の有効利用はな
い。

未利用地の有効利用はな
い。

0 0 0.0

既に公共的な利用がなされ
ている施設の場所であり、
改変エリアは生活移動動線
に影響しない。

屋外競技による影響は一時
的であり、生活移動動線へ
の影響はほとんど現況と変
わらない。

移動動線は確保されてお
り、後利用時も生活移動動
線への影響はない。 0 0 0 0.0

既に公共的利用がなされて
いる場所であり、現況と変
わらない。

既に公共的利用がなされて
いる場所であり、現況と変
わらない。

開催前から開催後を通じて
現況と変わらない。

0 0 0 0.0

改変エリアに民家等は存在
しない。

0 0.0 0.0

アクセス性向上の対策が無
く現況と同様のアクセス性
である。

アクセス性向上の対策が無
く現況と同様のアクセス性
である。 0 0 0.0 0.0

現状でも対策は十分になさ
れており、工事に伴う歩車
動線の未分離区間は発生し
ない。

競技の実施による影響に含
め、評価の対象外とする。

現状において歩車動線は分
離されており、開催中も維
持される。

現状でも対策は十分になさ
れており、工事に伴う歩車
動線の未分離区間は発生し
ない。

現状において歩車動線は分
離されており、後利用時に
も維持される。 0 － 0 0 0 0.0 0.0

再生可能材により整備費や
廃棄物処理費用を抑制する
等の費用削減措置が取られ
る。

再生可能材により整備費や
廃棄物処理費用を抑制する
等の費用削減措置が取られ
る。

+1 +1 1.0

ボランティアの活用等によ
り運営経費、維持管理コス
トの削減が図られる。 +1 1.0

項目 一次評価 二次評価
主要環境 -0.2 0.1
生態系 0.0 0.0
生活環境 -0.3 0.0
ｱﾒﾆﾃｨ・文化 0.0 0.0
資源・廃棄物 0.3 0.5
温室効果ガス 0.0 2.0
土地利用 0.0 0.0
交通 0.0 0.0
経済 0.0 1.0

1.0

0.0

0.0

0.0

0.0

1.0

-2
-1
0
1
2
主要環境

生態系

生活環境

ｱﾒﾆﾃｨ・文化

資源・廃棄物温室効果ガス

土地利用

交通

経済 一次評価

二次評価
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工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

環境項目 主要環境 大気
汚染物質（NO2、SPM）の排
出量

排出の有無、現状より排出
増大の可能性

影響要因は想定されないた
め対象外。

影響要因は想定されないた
め対象外。

施設等の利用、各施設間の
人の移動に伴う汚染物質の
排出が周辺の大気環境に与
える影響はほとんどない。

影響要因は想定されないた
め対象外。

影響要因は想定されないた
め対象外。

－ － 0 － － 0.0 0.0

環境項目 主要環境 水質
汚濁負荷（COD、T-N、T-
P、BOD､SS等）の排出量

汚濁負荷物質排出の有無、
汚染増大の可能性

内装工事のみで汚濁負荷物
質の排出はほとんどないこ
とから対象外とする。

影響要因が想定されないこ
とから対象外とする。

施設の供用に伴うし尿等の
汚水は公共下水道等に排出
することから、公共用水域
の水質に影響を及ぼすこと
はない。

内装工事のみで汚濁負荷物
質の排出はほとんどないこ
とから対象外とする。

オリンピックによる新たな
恒久施設はなく、開催後の
状況に開催前との変化はな
いことから対象外とする。 － － 0 － － 0.0 0.0

環境項目 主要環境 土壌
土壌汚染物質の拡散の可能
性

土地履歴調査等による土壌
汚染物質の存在可能性

土地の改変等を伴う工事は
実施しないことから対象外
とする。

影響要因が想定されないこ
とから対象外とする。

影響要因が想定されないこ
とから対象外とする。

土地の改変等を伴う工事は
実施しないことから対象外
とする。

影響要因が想定されないこ
とから対象外とする。

－ － － － － - -

環境項目 生態系
生物の生育・生
息基盤

生物の生育・生息基盤の状
況

①重要な生物・生態系の賦
存地の改変の有無
②生物の生育・生息基盤の
創出の有無

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

地表面が改変されないこと
から、予測評価の対象外と
する。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

地表面が改変されないこと
から、予測評価の対象外と
する。

－ － － － - -

環境項目 生態系 水循環
雨水の地下浸透能力（地表
面被覆率）

現状の地表面被覆率

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

地表面の改変が行われない
ため対象外とする。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

地表面の改変が行われない
ため対象外とする。

－ － － － - -

環境項目 生態系 生物・生態系
周辺の生物の生育・生息環
境の連続性

現況の生物の生育・生息環
境の連続性

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

地表面が改変されないこと
から、予測評価の対象外と
する。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

地表面が改変されないこと
から、予測評価の対象外と
する。

－ － － － -

環境項目 生態系 生物・生態系 重要な生物・生態系 重要な生物・生態系の状況

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

地表面が改変されないこと
から、予測評価の対象外と
する。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

地表面が改変されないこと
から、予測評価の対象外と
する。

－ － － － -

環境項目 生態系 生物・生態系
生物相の豊かさ（鳥類相で
代表）

現況の生息種数（現状生息
する種のうち、生息が困難
となる可能性のある種の有
無、種数）

鳥類の主要な生息場でない
ことから、予測評価の対象
外とする。

鳥類の主要な生息場でない
ことから、予測評価の対象
外とする。

鳥類の主要な生息場でない
ことから、予測評価の対象
外とする。

鳥類の主要な生息場でない
ことから、予測評価の対象
外とする。

鳥類の主要な生息場でない
ことから、予測評価の対象
外とする。

－ － － － － -

環境項目 生態系 緑 緑被面積（屋上含む） 現況の緑被率の状況

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

地表面が改変されないこと
から、予測評価の対象外と
する。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

地表面が改変されないこと
から、予測評価の対象外と
する。

－ － － － -

環境項目 生態系 緑 緑化の状況
東京都の自然保護条例、建
築物環境計画書制度におけ
る緑化の評価基準

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

地表面が改変されないこと
から、予測評価の対象外と
する。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

地表面が改変されないこと
から、予測評価の対象外と
する。

－ － － － -

環境項目 生活環境 騒音 環境・交通騒音レベル
①環境基準及び法令等によ
る基準
②現況の騒音レベル

騒音の発生要因となるよう
な工事は行わないことから
対象外とする。

影響要因は想定されないこ
とから対象外とする。

施設の供用、声援や応援等
による騒音の発生がみられ
るが、周辺の生活環境に影
響を及ぼすことはない。

騒音の発生要因となるよう
な工事は行わないことから
対象外とする。

オリンピックによる新たな
恒久施設はなく、開催後の
状況に開催前との変化はな
いことから対象外とする。 － － 0 － － 0.0 0.0

環境項目 生活環境 日影
日照の阻害の有無（阻害を
受ける住戸等の有無）

現状の日照阻害の状況

新たな施設の建設は行わな
いことから対象外とする。

影響要因は想定されないこ
とから対象外とする。

開催後に、新たな施設によ
る日影は生じないことから
対象外とする。

－ － － - -

-

-

0.0

評価点

0.0

-

一次評価

評価の指標 評価の基準

開催前
中項目
平均点

小項目
平均点

指標別
平均点

開催中 開催後 開催中 開催後大項目 中項目 小項目

評価
段階別影響

開催前
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工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

評価点

一次評価

評価の指標 評価の基準

開催前
中項目
平均点

小項目
平均点

指標別
平均点

開催中 開催後 開催中 開催後大項目 中項目 小項目

評価
段階別影響

開催前

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

景観 緑視率 現況の緑視率

施設内部の改修であるた
め、現況と変わらない。

施設内部の改修であるた
め、現況と変わらない。

0 0 0.0

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

景観 優れた眺望又は景観の阻害

①周辺の視点場から眺望で
きる優れた眺望景観の阻害
の有無
②景観形成特別地区の景観
を阻害しないこと

眺望景観及び景観形成特別
地区の景観を阻害すること
はない。

眺望景観及び景観形成特別
地区の景観を阻害すること
はない。

0 0 0.0

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

自然との触れ合
い活動の場

自然との触れ合い活動の場
の変化

自然との触れ合い活動の場
の消失又は改善・創出

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

地表面が改変されないこと
から、予測評価の対象外と
する。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

地表面が改変されないこと
から、予測評価の対象外と
する。

－ － － － -

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

自然との触れ合
い活動の場

自然との触れ合い活動の変
化

自然との触れ合い活動の阻
害又は促進（場へのアクセ
ス性含む）の有無

現況で自然との触れ合い活
動が行われていない。

現況で自然との触れ合い活
動が行われていない。

現況で自然との触れ合い活
動が行われていない。

現況で自然との触れ合い活
動が行われていない。

現況で自然との触れ合い活
動が行われていない。

0 0 0 0 0 0.0

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

歩行者空間の快
適性

街路樹等緑陰の状況（緑陰
面積）

現況の街路樹及び接道緑
化、壁面緑化の状況

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

樹木に影響する改変はな
く、緑陰面積及び歩行者が
感じる快適性ともに現況と
変わらない。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

樹木に影響する改変はな
く、緑陰面積及び歩行者が
感じる快適性ともに現況と
変わらない。 － 0 － 0 0.0 0.0

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

史跡・文化財
史跡・文化財の保護・保全
の状況

文化財等の保存及び管理の
支障の有無

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

工事による改変は、既存施
設内部の改築・改修のみで
ある。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

文化財等の保全及び管理に
支障はない。

－ 0 － 0 0.0 0.0

環境項目
資源・廃
棄物

水利用 上水利用量の削減 現在の上水利用量の水準

工事の実施に伴う水の利用
については、散水や洗車に
よる一時的な利用が見込ま
れるが、大量の水利用は想
定されないことから、予測
評価の対象外とする。

節水のほか、雨水及び再生
水（中水含む）の利用によ
り上水利用量の削減が図ら
れる。

競技の実施時における会場
の利用者による水利用につ
いては、「施設の存在によ
る影響」に含めるものとし
て、ここでは予測評価の対
象外とする。

工事の実施に伴う水の利用
については、散水や洗車に
よる一時的な利用が見込ま
れるが、大量の水利用は想
定されないことから、予測
評価の対象外とする。

節水のほか、雨水及び再生
水（中水含む）の利用によ
り上水利用量の削減が図ら
れる。 － +2 － － +2 2.0 2.0

環境項目
資源・廃
棄物

廃棄物 廃棄物発生量の減量化
廃棄物発生量の減量化に
よって削減される最終処分
量の水準

影響要因は想定されないこ
とから対象外とする。

施設の存在による廃棄物の
発生については、「競技の
実施による影響」で扱い、
ここでは対象外とする。

競技の実施に伴い排出され
る一般廃棄物は、現在と同
程度の減量化が行われ、最
終処分量は現状の水準と変
わらない。

影響要因は想定されないこ
とから対象外とする。

後利用で排出される一般廃
棄物は、現在と同程度の減
量化が行われ、最終処分量
は現状の水準と変わらな
い。

－ － 0 － 0 0.0

環境項目
資源・廃
棄物

廃棄物 廃棄物の有効利用
廃棄物の有効利用によって
削減される最終処分量の水
準

影響要因は想定されないこ
とから対象外とする。

施設の存在による廃棄物の
発生については、「競技の
実施による影響」で扱い、
ここでは対象外とする。

競技の実施に伴い排出され
る一般廃棄物は、現在と同
程度の有効利用がなされ、
最終処分量は現状の水準と
変わらない。

影響要因は想定されないこ
とから対象外とする。

後利用で排出される一般廃
棄物は、現在と同程度の有
効利用がなされ、最終処分
量は現状の水準と変わらな
い。

－ － 0 － 0 0.0

環境項目
資源・廃
棄物

エコマテリアル エコマテリアルの使用
再生可能資材・再生資材の
活用の水準

影響要因は想定されないこ
とから対象外とする。

施設の存在時におけるエコ
マテリアルの利用は想定さ
れないため対象外とする。

競技の実施時におけるエコ
マテリアルの利用は想定さ
れないため対象外とする。

影響要因は想定されないこ
とから対象外とする。

後利用時におけるエコマテ
リアルの利用は想定されな
いため対象外とする。

－ － － － － - -

環境項目
温室効果
ガス

温室効果ガス 温室効果ガスの削減量

①エネルギー消費量による
CO2排出の概算
②既存施設における追加的
排出の有無

影響要因は想定されないこ
とから対象外とする。

開催中の施設の存在による
影響については、「競技の
実施による影響」に含めて
扱う。

東京都環境確保条例に基づ
く排出総量削減義務が課さ
れており、17％程度の削減
が見込まれる。

影響要因は想定されないこ
とから対象外とする。

東京都環境確保条例に基づ
く排出総量削減義務が課さ
れており、17％程度の削減
が見込まれる。 － － +1 － +1 1.0 1.0

環境項目
温室効果
ガス

エネルギー エネルギー使用量の増減

①現在の使用量の水準（東
京都温暖化対策計画書制度
/東京都建築物環境計画書
制度による評価水準）
②省エネ再エネ対策・設備
の導入状況/可能性

影響要因は想定されないこ
とから対象外とする。

開催中の施設の存在による
影響については、「競技の
実施による影響」に含めて
扱う。

東京都環境確保条例に基づ
く排出総量低減義務が課さ
れており、17％程度の低減
が見込まれる。

影響要因は想定されないこ
とから対象外とする。

東京都環境確保条例に基づ
く排出総量低減義務が課さ
れており、17％程度の低減
が見込まれる。 － － +1 － +1 1.0 1.0

1.00.0

1.0

0.0

0.0

0.0
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工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

評価点

一次評価

評価の指標 評価の基準

開催前
中項目
平均点

小項目
平均点

指標別
平均点

開催中 開催後 開催中 開催後大項目 中項目 小項目

評価
段階別影響

開催前

社会・経
済項目

土地利用 土地利用 土地の転用
土地利用の改変、転用の有
無

敷地内における設営等にと
どまるため土地の改変はな
い。 0 0.0

社会・経
済項目

土地利用 土地利用 土地の有効利用 未利用地の解消の有無

未利用地の有効利用はな
い。

未利用地の有効利用はな
い。

0 0 0.0

社会・経
済項目

土地利用 地域分断
生活移動動線の分断又は進
展

歩行者、自転車等の移動動
線の分断をしないこと

既に公共的な利用がなされ
ている施設の場所であり、
改変エリアは生活移動動線
に影響しない。

移動動線は確保されてお
り、競技中も現況と変わら
ない。

移動動線は確保されてお
り、後利用時も生活移動動
線への影響はない。 0 0 0 0.0

社会・経
済項目

土地利用 地域分断
生活移動動線の分断又は進
展

歩行者、自転車等の動線の
ネットワーク化の進展の有
無

既に公共的利用がなされて
いる場所であり、現況と変
わらない。

既に公共的利用がなされて
いる場所であり、現況と変
わらない。

開催前から開催後を通じて
現況と変わらない。

0 0 0 0.0

社会・経
済項目

土地利用 移転 民家等の移転
民家等の移転を伴わないこ
と

改変エリアに民家等は存在
しない。

0 0.0 0.0

社会・経
済項目

交通
公共交通へのア
クセシビリティ

アクセス性
現在の会場までのアクセス
性

アクセス性向上の対策が無
く現況と同様のアクセス性
である。

アクセス性向上の対策が無
く現況と同様のアクセス性
である。 0 0 0.0 0.0

社会・経
済項目

交通 交通安全 交通安全
現在の歩車動線の分離（交
通安全性の向上）の状況

現状でも対策は十分になさ
れており、工事に伴う歩車
動線の未分離区間は発生し
ない。

競技の実施による影響に含
め、評価の対象外とする。

現状において歩車動線は分
離されており、開催中も維
持される。

現状でも対策は十分になさ
れており、工事に伴う歩車
動線の未分離区間は発生し
ない。

現状において歩車動線は分
離されており、後利用時に
も維持される。 0 － 0 0 0 0.0 0.0

社会・経
済項目

経済 事業採算性 施設整備費
施設整備費を適正に保つた
めの措置

対策が無い場合には標準的
な施設整備費となる。

対策が無い場合には標準的
な撤去・改修整備費とな
る。 0 0 0.0

社会・経
済項目

経済 事業採算性 運営経費
運営・維持コストの削減の
ための措置

対策を講じない場合には標
準的な運営経費となる。

対策を講じない場合には標
準的な運営経費となる。

0 0 0.0

0.0

0.0 0.0

0.0

0.0

0.0
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環境項目 主要環境 大気
汚染物質（NO2、SPM）の排
出量

排出の有無、現状より排出
増大の可能性

環境項目 主要環境 水質
汚濁負荷（COD、T-N、T-
P、BOD､SS等）の排出量

汚濁負荷物質排出の有無、
汚染増大の可能性

環境項目 主要環境 土壌
土壌汚染物質の拡散の可能
性

土地履歴調査等による土壌
汚染物質の存在可能性

環境項目 生態系
生物の生育・生
息基盤

生物の生育・生息基盤の状
況

①重要な生物・生態系の賦
存地の改変の有無
②生物の生育・生息基盤の
創出の有無

環境項目 生態系 水循環
雨水の地下浸透能力（地表
面被覆率）

現状の地表面被覆率

環境項目 生態系 生物・生態系
周辺の生物の生育・生息環
境の連続性

現況の生物の生育・生息環
境の連続性

環境項目 生態系 生物・生態系 重要な生物・生態系 重要な生物・生態系の状況

環境項目 生態系 生物・生態系
生物相の豊かさ（鳥類相で
代表）

現況の生息種数（現状生息
する種のうち、生息が困難
となる可能性のある種の有
無、種数）

環境項目 生態系 緑 緑被面積（屋上含む） 現況の緑被率の状況

環境項目 生態系 緑 緑化の状況
東京都の自然保護条例、建
築物環境計画書制度におけ
る緑化の評価基準

環境項目 生活環境 騒音 環境・交通騒音レベル
①環境基準及び法令等によ
る基準
②現況の騒音レベル

環境項目 生活環境 日影
日照の阻害の有無（阻害を
受ける住戸等の有無）

現状の日照阻害の状況

評価の指標 評価の基準

大項目 中項目 小項目

評価

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

影響要因は想定されないた
め対象外。

影響要因は想定されないた
め対象外。

施設等の利用、各施設間の
人の移動に伴う大気環境へ
の影響はほとんどなく、ミ
ティゲーションの実施によ
り大気環境が改善される。

影響要因は想定されないた
め対象外。

影響要因は想定されないた
め対象外。

－ － +1 － － 1.0 1.0

内装工事のみで汚濁負荷物
質の排出はほとんどないこ
とから対象外とする。

影響要因が想定されないこ
とから対象外とする。

施設の供用に伴うし尿等の
汚水による影響はないこと
から、ミティゲーションは
想定していない。

工事の実施に伴って公共用
水域の水質に影響を及ぼす
ことはないことから、ミ
ティゲーションは想定して
いない。

オリンピックによる新たな
恒久施設はなく、開催後の
状況に開催前との変化はな
いことから対象外とする。 － － 0 － － 0.0 0.0

土地の改変等を伴う工事は
実施しないことから対象外
とする。

影響要因が想定されないこ
とから対象外とする。

影響要因が想定されないこ
とから対象外とする。

土地の改変等を伴う工事は
実施しないことから対象外
とする。

影響要因が想定されないこ
とから対象外とする。

－ － － － － - -

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

地表面が改変されないこと
から、予測評価の対象外と
する。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

地表面が改変されないこと
から、予測評価の対象外と
する。

－ － － － - -

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

地表面の改変が行われない
ため対象外とする。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

地表面の改変が行われない
ため対象外とする。

－ － － － - -

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

地表面が改変されないこと
から、予測評価の対象外と
する。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

地表面が改変されないこと
から、予測評価の対象外と
する。

－ － － － -

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

地表面が改変されないこと
から、予測評価の対象外と
する。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

地表面が改変されないこと
から、予測評価の対象外と
する。

－ － － － -

鳥類の主要な生息場でない
ことから、予測評価の対象
外とする。

鳥類の主要な生息場でない
ことから、予測評価の対象
外とする。

鳥類の主要な生息場でない
ことから、予測評価の対象
外とする。

鳥類の主要な生息場でない
ことから、予測評価の対象
外とする。

鳥類の主要な生息場でない
ことから、予測評価の対象
外とする。

－ － － － － -

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

地表面が改変されないこと
から、予測評価の対象外と
する。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

地表面が改変されないこと
から、予測評価の対象外と
する。

－ － － － -

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

地表面が改変されないこと
から、予測評価の対象外と
する。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

地表面が改変されないこと
から、予測評価の対象外と
する。

－ － － － -

騒音の発生要因となるよう
な工事は行わないことから
対象外とする。

影響要因は想定されないこ
とから対象外とする。

施設の供用、声援や応援等
が周辺の生活環境に影響を
及ぼすことはないことか
ら、ミティゲーションは想
定していない。

騒音の発生要因となるよう
な工事は行わないことから
対象外とする。

オリンピックによる新たな
恒久施設はなく、開催後の
状況に開催前との変化はな
いことから対象外とする。 － － 0 － － 0.0 0.0

新たな施設の建設は行わな
いことから対象外とする。

影響要因は想定されないこ
とから対象外とする。

－ － － - -

0.5

--

-

0.0

小項目
平均点

指標別
平均点

開催後

評価点

二次評価

開催中 開催後開催前
中項目
平均点

段階別影響

開催前 開催中
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評価の指標 評価の基準

大項目 中項目 小項目

評価

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

景観 緑視率 現況の緑視率

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

景観 優れた眺望又は景観の阻害

①周辺の視点場から眺望で
きる優れた眺望景観の阻害
の有無
②景観形成特別地区の景観
を阻害しないこと

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

自然との触れ合
い活動の場

自然との触れ合い活動の場
の変化

自然との触れ合い活動の場
の消失又は改善・創出

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

自然との触れ合
い活動の場

自然との触れ合い活動の変
化

自然との触れ合い活動の阻
害又は促進（場へのアクセ
ス性含む）の有無

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

歩行者空間の快
適性

街路樹等緑陰の状況（緑陰
面積）

現況の街路樹及び接道緑
化、壁面緑化の状況

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

史跡・文化財
史跡・文化財の保護・保全
の状況

文化財等の保存及び管理の
支障の有無

環境項目
資源・廃
棄物

水利用 上水利用量の削減 現在の上水利用量の水準

環境項目
資源・廃
棄物

廃棄物 廃棄物発生量の減量化
廃棄物発生量の減量化に
よって削減される最終処分
量の水準

環境項目
資源・廃
棄物

廃棄物 廃棄物の有効利用
廃棄物の有効利用によって
削減される最終処分量の水
準

環境項目
資源・廃
棄物

エコマテリアル エコマテリアルの使用
再生可能資材・再生資材の
活用の水準

環境項目
温室効果
ガス

温室効果ガス 温室効果ガスの削減量

①エネルギー消費量による
CO2排出の概算
②既存施設における追加的
排出の有無

環境項目
温室効果
ガス

エネルギー エネルギー使用量の増減

①現在の使用量の水準（東
京都温暖化対策計画書制度
/東京都建築物環境計画書
制度による評価水準）
②省エネ再エネ対策・設備
の導入状況/可能性

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

小項目
平均点

指標別
平均点

開催後

評価点

二次評価

開催中 開催後開催前
中項目
平均点

段階別影響

開催前 開催中

施設内部の改修であるた
め、現況と変わらない。

施設内部の改修であるた
め、現況と変わらない。

0 0 0.0

眺望景観及び景観形成特別
地区の景観を阻害すること
はない。

眺望景観及び景観形成特別
地区の景観を阻害すること
はない。

0 0 0.0

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

地表面が改変されないこと
から、予測評価の対象外と
する。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

地表面が改変されないこと
から、予測評価の対象外と
する。

－ － － － -

現況で自然との触れ合い活
動が行われていない。

現況で自然との触れ合い活
動が行われていない。

現況で自然との触れ合い活
動が行われていない。

現況で自然との触れ合い活
動が行われていない。

現況で自然との触れ合い活
動が行われていない。

0 0 0 0 0 0.0

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

樹木に影響する改変はな
く、緑陰面積及び歩行者が
感じる快適性ともに現況と
変わらない。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

樹木に影響する改変はな
く、緑陰面積及び歩行者が
感じる快適性ともに現況と
変わらない。 － 0 － 0 0.0 0.0

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

工事による改変は、既存施
設内部の改築・改修のみで
ある。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

文化財等の保全及び管理に
支障はない。

－ 0 － 0 0.0 0.0

工事の実施に伴う水の利用
については、散水や洗車に
よる一時的な利用が見込ま
れるが、大量の水利用は想
定されないことから、予測
評価の対象外とする。

節水のほか、雨水及び再生
水（中水含む）の利用によ
り上水利用量の削減が図ら
れる。

競技の実施時における会場
の利用者による水利用につ
いては、「施設の存在によ
る影響」に含めるものとし
て、ここでは予測評価の対
象外とする。

工事の実施に伴う水の利用
については、散水や洗車に
よる一時的な利用が見込ま
れるが、大量の水利用は想
定されないことから、予測
評価の対象外とする。

節水のほか、雨水及び再生
水（中水含む）の利用によ
り上水利用量の削減が図ら
れる。 － +2 － － +2 2.0 2.0

影響要因は想定されないこ
とから対象外とする。

施設の存在による廃棄物の
発生については、「競技の
実施による影響」で扱い、
ここでは対象外とする。

既に容器包装廃棄物のリサ
イクル分別などが実施され
ており、廃棄物の発生抑制
策による最終処分量の大幅
な削減は見込めない。

影響要因は想定されないこ
とから対象外とする。

既に容器包装廃棄物のリサ
イクル分別などが実施され
ており、廃棄物の発生抑制
策による最終処分量の大幅
な削減は見込めない。

－ － 0 － 0 0.0

影響要因は想定されないこ
とから対象外とする。

施設の存在による廃棄物の
発生については、「競技の
実施による影響」で扱い、
ここでは対象外とする。

資源ごみ回収やごみ処理過
程資源化、熱回収等の促進
により、一般廃棄物の最終
処分量は現在の水準から
30％程度削減される。

影響要因は想定されないこ
とから対象外とする。

資源ごみ回収やごみ処理過
程資源化、熱回収等の促進
により、一般廃棄物の最終
処分量は現在の水準から
30％程度削減される。

－ － +1 － +1 1.0

影響要因は想定されないこ
とから対象外とする。

施設の存在時におけるエコ
マテリアルの利用は想定さ
れないため対象外とする。

競技の実施時におけるエコ
マテリアルの利用は想定さ
れないため対象外とする。

影響要因は想定されないこ
とから対象外とする。

後利用時におけるエコマテ
リアルの利用は想定されな
いため対象外とする。

－ － － － － - -

影響要因は想定されないこ
とから対象外とする。

開催中の施設の存在による
影響については、「競技の
実施による影響」で扱い、
ここでは対象外とする。

東京都環境確保条例に基づ
く排出総量削減義務が課さ
れており、17％程度の削減
が見込まれる。

影響要因は想定されないこ
とから対象外とする。

東京都環境確保条例に基づ
く排出総量削減義務が課さ
れており、17％程度の削減
が見込まれる。 － － +1 － +1 1.0 1.0

影響要因は想定されないこ
とから対象外とする。

開催中の施設の存在による
影響については、「競技の
実施による影響」で扱い、
ここでは対象外とする。

東京都環境確保条例に基づ
く排出総量低減義務が課さ
れており、17％程度の低減
が見込まれる。

影響要因は想定されないこ
とから対象外とする。

東京都環境確保条例に基づ
く排出総量低減義務が課さ
れており、17％程度の低減
が見込まれる。 － － +1 － +1 1.0 1.0

1.30.5

1.0

0.0

0.00.0
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会場別予測評価結果表(6_東京国際フォーラム)

評価の指標 評価の基準

大項目 中項目 小項目

評価

社会・経
済項目

土地利用 土地利用 土地の転用
土地利用の改変、転用の有
無

社会・経
済項目

土地利用 土地利用 土地の有効利用 未利用地の解消の有無

社会・経
済項目

土地利用 地域分断
生活移動動線の分断又は進
展

歩行者、自転車等の移動動
線の分断をしないこと

社会・経
済項目

土地利用 地域分断
生活移動動線の分断又は進
展

歩行者、自転車等の動線の
ネットワーク化の進展の有
無

社会・経
済項目

土地利用 移転 民家等の移転
民家等の移転を伴わないこ
と

社会・経
済項目

交通
公共交通へのア
クセシビリティ

アクセス性
現在の会場までのアクセス
性

社会・経
済項目

交通 交通安全 交通安全
現在の歩車動線の分離（交
通安全性の向上）の状況

社会・経
済項目

経済 事業採算性 施設整備費
施設整備費を適正に保つた
めの措置

社会・経
済項目

経済 事業採算性 運営経費
運営・維持コストの削減の
ための措置

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

小項目
平均点

指標別
平均点

開催後

評価点

二次評価

開催中 開催後開催前
中項目
平均点

段階別影響

開催前 開催中

敷地内における設営等にと
どまるため土地の改変はな
い。 0 0.0

未利用地の有効利用はな
い。

未利用地の有効利用はな
い。

0 0 0.0

既に公共的な利用がなされ
ている施設の場所であり、
改変エリアは生活移動動線
に影響しない。

移動動線は確保されてお
り、競技中も現況と変わら
ない。

移動動線は確保されてお
り、後利用時も生活移動動
線への影響はない。 0 0 0 0.0

既に公共的利用がなされて
いる場所であり、現況と変
わらない。

既に公共的利用がなされて
いる場所であり、現況と変
わらない。

開催前から開催後を通じて
現況と変わらない。

0 0 0 0.0

改変エリアに民家等は存在
しない。

0 0.0 0.0

アクセス性向上の対策が無
く現況と同様のアクセス性
である。

アクセス性向上の対策が無
く現況と同様のアクセス性
である。 0 0 0.0 0.0

現状でも対策は十分になさ
れており、工事に伴う歩車
動線の未分離区間は発生し
ない。

競技の実施による影響に含
め、評価の対象外とする。

現状において歩車動線は分
離されており、開催中も維
持される。

現状でも対策は十分になさ
れており、工事に伴う歩車
動線の未分離区間は発生し
ない。

現状において歩車動線は分
離されており、後利用時に
も維持される。 0 － 0 0 0 0.0 0.0

再生可能材により整備費や
廃棄物処理費用を抑制する
等の費用削減措置が取られ
る。

再生可能材により整備費や
廃棄物処理費用を抑制する
等の費用削減措置が取られ
る。

+1 +1 1.0

ボランティアの活用により
運営経費、維持管理コスト
の削減が図られる。

既存施設での光熱費等の大
幅な削減は見込めず、運営
経費は標準的なものとな
る。

+1 0 0.5

項目 一次評価 二次評価
主要環境 0.0 0.5
生態系 - -
生活環境 0.0 0.0
ｱﾒﾆﾃｨ・文化 0.0 0.0
資源・廃棄物 1.0 1.3
温室効果ガス 1.0 1.0
土地利用 0.0 0.0
交通 0.0 0.0
経済 0.0 0.8

0.8

0.0

0.0

0.0

0.0

0.8

-2
-1
0
1
2
主要環境

生態系

生活環境

ｱﾒﾆﾃｨ・文化

資源・廃棄物温室効果ガス

土地利用

交通

経済 一次評価

二次評価
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会場別予測評価結果表(7_国技館)

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

環境項目 主要環境 大気
汚染物質（NO2、SPM）の排
出量

排出の有無、現状より排出
増大の可能性

工事の実施による濃度の変
化（付加率）が5％未満で
ある。

影響要因は想定されないた
め対象外。

施設等の利用、各施設間の
人の移動に伴う汚染物質の
排出が周辺の大気環境に与
える影響はほとんどない。

工事の実施による濃度の変
化（付加率）が5％未満で
ある。

影響要因は想定されないた
め対象外。

-1 － 0 -1 － -0.7 -0.7

環境項目 主要環境 水質
汚濁負荷（COD、T-N、T-
P、BOD､SS等）の排出量

汚濁負荷物質排出の有無、
汚染増大の可能性

工事の実施に伴うし尿等の
汚水は公共下水道等に排出
することから、公共用水域
の水質に影響を及ぼすこと
はない。

影響要因が想定されないこ
とから対象外とする。

施設の供用に伴うし尿等の
汚水は公共下水道等に排出
することから、公共用水域
の水質に影響を及ぼすこと
はない。

工事の実施に伴うし尿等の
汚水は公共下水道等に排出
することから、公共用水域
の水質に影響を及ぼすこと
はない。

オリンピックによる新たな
恒久施設はなく、開催後の
状況に開催前との変化はな
いことから対象外とする。 0 － 0 0 － 0.0 0.0

環境項目 主要環境 土壌
土壌汚染物質の拡散の可能
性

土地履歴調査等による土壌
汚染物質の存在可能性

土地の改変等を伴う工事は
実施しないことから対象外
とする。

影響要因が想定されないこ
とから対象外とする。

影響要因が想定されないこ
とから対象外とする。

土地の改変等を伴う工事は
実施しないことから対象外
とする。

影響要因が想定されないこ
とから対象外とする。

－ － － － － - -

環境項目 生態系
生物の生育・生
息基盤

生物の生育・生息基盤の状
況

①重要な生物・生態系の賦
存地の改変の有無
②生物の生育・生息基盤の
創出の有無

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

地表面が改変されないこと
から、予測評価の対象外と
する。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

地表面が改変されないこと
から、予測評価の対象外と
する。

－ － － － - -

環境項目 生態系 水循環
雨水の地下浸透能力（地表
面被覆率）

現状の地表面被覆率

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

浸透域の改変は行われるこ
とはなく、現況と変わらな
い。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

浸透域の改変は行われるこ
とはなく、現況と変わらな
い。

－ 0 － 0 0.0 0.0

環境項目 生態系 生物・生態系
周辺の生物の生育・生息環
境の連続性

現況の生物の生育・生息環
境の連続性

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

地表面が改変されないこと
から、予測評価の対象外と
する。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

地表面が改変されないこと
から、予測評価の対象外と
する。

－ － － － -

環境項目 生態系 生物・生態系 重要な生物・生態系 重要な生物・生態系の状況

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

地表面が改変されないこと
から、予測評価の対象外と
する。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

地表面が改変されないこと
から、予測評価の対象外と
する。

－ － － － -

環境項目 生態系 生物・生態系
生物相の豊かさ（鳥類相で
代表）

現況の生息種数（現状生息
する種のうち、生息が困難
となる可能性のある種の有
無、種数）

鳥類の主要な生息場でない
ことから、予測評価の対象
外とする。

鳥類の主要な生息場でない
ことから、予測評価の対象
外とする。

鳥類の主要な生息場でない
ことから、予測評価の対象
外とする。

鳥類の主要な生息場でない
ことから、予測評価の対象
外とする。

鳥類の主要な生息場でない
ことから、予測評価の対象
外とする。

－ － － － － -

環境項目 生態系 緑 緑被面積（屋上含む） 現況の緑被率の状況

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

地表面が改変されないこと
から、予測評価の対象外と
する。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

地表面が改変されないこと
から、予測評価の対象外と
する。

－ － － － -

環境項目 生態系 緑 緑化の状況
東京都の自然保護条例、建
築物環境計画書制度におけ
る緑化の評価基準

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

地表面が改変されないこと
から、予測評価の対象外と
する。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

地表面が改変されないこと
から、予測評価の対象外と
する。

－ － － － -

環境項目 生活環境 騒音 環境・交通騒音レベル
①環境基準及び法令等によ
る基準
②現況の騒音レベル

工事の実施に伴う騒音によ
る周辺の生活環境への影響
がみられる。

影響要因は想定されないこ
とから対象外とする。

施設の供用、声援や応援等
による騒音の発生がみられ
るが、周辺の生活環境に影
響を及ぼすことはない。

工事の実施に伴う騒音によ
る周辺の生活環境への影響
がみられる。

オリンピックによる新たな
恒久施設はなく、開催後の
状況に開催前との変化はな
いことから対象外とする。 -1 － 0 -1 － -0.7 -0.7

環境項目 生活環境 日影
日照の阻害の有無（阻害を
受ける住戸等の有無）

現状の日照阻害の状況

施設の高さ、周辺の状況、
仮設のみであることなどか
ら、施設の存在に伴う日影
の影響はない。

影響要因は想定されないこ
とから対象外とする。

開催後に、新たな施設によ
る日影は生じないことから
対象外とする。

0 － － 0.0 0.0

-

-

-0.3

評価点

-0.3

0.0

一次評価

評価の指標 評価の基準

開催前
中項目
平均点

小項目
平均点

指標別
平均点

開催中 開催後 開催中 開催後大項目 中項目 小項目

評価
段階別影響

開催前
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工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

評価点

一次評価

評価の指標 評価の基準

開催前
中項目
平均点

小項目
平均点

指標別
平均点

開催中 開催後 開催中 開催後大項目 中項目 小項目

評価
段階別影響

開催前

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

景観 緑視率 現況の緑視率

施設内部の改修であるた
め、現況と変わらない。

施設内部の改修であるた
め、現況と変わらない。

0 0 0.0

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

景観 優れた眺望又は景観の阻害

①周辺の視点場から眺望で
きる優れた眺望景観の阻害
の有無
②景観形成特別地区の景観
を阻害しないこと

眺望景観及び景観形成特別
地区の景観を阻害すること
はない。

眺望景観及び景観形成特別
地区の景観を阻害すること
はない。

0 0 0.0

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

自然との触れ合
い活動の場

自然との触れ合い活動の場
の変化

自然との触れ合い活動の場
の消失又は改善・創出

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

地表面が改変されないこと
から、予測評価の対象外と
する。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

地表面が改変されないこと
から、予測評価の対象外と
する。

－ － － － -

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

自然との触れ合
い活動の場

自然との触れ合い活動の変
化

自然との触れ合い活動の阻
害又は促進（場へのアクセ
ス性含む）の有無

現況で自然との触れ合い活
動が行われていない。

現況で自然との触れ合い活
動が行われていない。

現況で自然との触れ合い活
動が行われていない。

現況で自然との触れ合い活
動が行われていない。

現況で自然との触れ合い活
動が行われていない。

0 0 0 0 0 0.0

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

歩行者空間の快
適性

街路樹等緑陰の状況（緑陰
面積）

現況の街路樹及び接道緑
化、壁面緑化の状況

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

樹木に影響する改変はな
く、緑陰面積及び歩行者が
感じる快適性ともに現況と
変わらない。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

樹木に影響する改変はな
く、緑陰面積及び歩行者が
感じる快適性ともに現況と
変わらない。 － 0 － 0 0.0 0.0

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

史跡・文化財
史跡・文化財の保護・保全
の状況

文化財等の保存及び管理の
支障の有無

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

工事による改変は、既存施
設内部の改築・改修のみで
ある。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

文化財等の保全及び管理に
支障はない。

－ 0 － 0 0.0 0.0

環境項目
資源・廃
棄物

水利用 上水利用量の削減 現在の上水利用量の水準

工事の実施に伴う水の利用
については、散水や洗車に
よる一時的な利用が見込ま
れるが、大量の水利用は想
定されないことから、予測
評価の対象外とする。

節水のほか、雨水の利用に
より上水利用量の削減が図
られる。

競技の実施時における会場
の利用者による水利用につ
いては、「施設の存在によ
る影響」に含めるものとし
て、ここでは予測評価の対
象外とする。

工事の実施に伴う水の利用
については、散水や洗車に
よる一時的な利用が見込ま
れるが、大量の水利用は想
定されないことから、予測
評価の対象外とする。

節水のほか、雨水の利用に
より上水利用量の削減が図
られる。

－ +1 － － +1 1.0 1.0

環境項目
資源・廃
棄物

廃棄物 廃棄物発生量の減量化
廃棄物発生量の減量化に
よって削減される最終処分
量の水準

標準的な工事と同程度の廃
棄物の削減対策がなされ、
現在の廃棄物の発生水準と
同等の減量化が行われる。

施設の存在による廃棄物の
発生については、「競技の
実施による影響」で扱い、
ここでは対象外とする。

競技の実施に伴い排出され
る一般廃棄物は、現在と同
程度の減量化が行われ、最
終処分量は現状の水準と変
わらない。

標準的な工事と同程度の廃
棄物の削減対策がなされ、
現在の廃棄物の発生水準と
同等の減量化が行われる。

後利用で排出される一般廃
棄物は、現在と同程度の減
量化が行われ、最終処分量
は現状の水準と変わらな
い。

0 － 0 0 0 0.0

環境項目
資源・廃
棄物

廃棄物 廃棄物の有効利用
廃棄物の有効利用によって
削減される最終処分量の水
準

建設廃棄物の有効利用の取
り組みについて、現在の標
準的な工事と同程度の廃棄
物の有効利用がなされる。

施設の存在による廃棄物の
発生については、「競技の
実施による影響」で扱い、
ここでは対象外とする。

競技の実施に伴い排出され
る一般廃棄物は、現在と同
程度の有効利用がなされ、
最終処分量は現状の水準と
変わらない。

建設廃棄物の有効利用の取
り組みについて、現在の標
準的な工事と同程度の廃棄
物の有効利用がなされる。

後利用で排出される一般廃
棄物は、現在と同程度の有
効利用がなされ、最終処分
量は現状の水準と変わらな
い。

0 － 0 0 0 0.0

環境項目
資源・廃
棄物

エコマテリアル エコマテリアルの使用
再生可能資材・再生資材の
活用の水準

再生可能資材や再生資材が
最大限に利用され、現在の
水準を上回る。

施設の存在時におけるエコ
マテリアルの利用は想定さ
れないため対象外とする。

競技の実施時におけるエコ
マテリアルの利用は想定さ
れないため対象外とする。

再生可能資材や再生資材が
最大限に利用され、現在の
水準を上回る。

後利用時におけるエコマテ
リアルの利用は想定されな
いため対象外とする。

+1 － － +1 － 1.0 1.0

環境項目
温室効果
ガス

温室効果ガス 温室効果ガスの削減量

①エネルギー消費量による
CO2排出の概算
②既存施設における追加的
排出の有無

一般的な施設の建設工事と
同程度の排出量になる。

開催中の施設の存在による
影響については、「競技の
実施による影響」に含めて
扱う。

同等施設の標準的な排出量
となる。

一般的な施設の建設工事と
同程度の排出量になる。

同等施設の標準的な排出量
となる。

0 － 0 0 0 0.0 0.0

環境項目
温室効果
ガス

エネルギー エネルギー使用量の増減

①現在の使用量の水準（東
京都温暖化対策計画書制度
/東京都建築物環境計画書
制度による評価水準）
②省エネ再エネ対策・設備
の導入状況/可能性

一般的な施設の建設工事と
同程度の消費量になる。

開催中の施設の存在による
影響については、「競技の
実施による影響」に含めて
扱う。

同等施設の標準的な消費量
となる。

一般的な施設の建設工事と
同程度の消費量になる。

同等施設の標準的な消費量
となる。

0 － 0 0 0 0.0 0.0

0.70.0

0.0

0.0

0.0

0.0
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工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

評価点

一次評価

評価の指標 評価の基準

開催前
中項目
平均点

小項目
平均点

指標別
平均点

開催中 開催後 開催中 開催後大項目 中項目 小項目

評価
段階別影響

開催前

社会・経
済項目

土地利用 土地利用 土地の転用
土地利用の改変、転用の有
無

改変エリアは公共用地と
なっており、自然地や農地
は存在しない。 0 0.0

社会・経
済項目

土地利用 土地利用 土地の有効利用 未利用地の解消の有無

未利用地の有効利用はな
い。

未利用地の有効利用はな
い。

0 0 0.0

社会・経
済項目

土地利用 地域分断
生活移動動線の分断又は進
展

歩行者、自転車等の移動動
線の分断をしないこと

既に公共的な利用がなされ
ている施設の場所であり、
改変エリアは生活移動動線
に影響しない。

移動動線は確保されてお
り、競技中も現況と変わら
ない。

移動動線は確保されてお
り、後利用時も生活移動動
線への影響はない。 0 0 0 0.0

社会・経
済項目

土地利用 地域分断
生活移動動線の分断又は進
展

歩行者、自転車等の動線の
ネットワーク化の進展の有
無

既に公共的利用がなされて
いる場所であり、現況と変
わらない。

既に公共的利用がなされて
いる場所であり、現況と変
わらない。

開催前から開催後を通じて
現況と変わらない。

0 0 0 0.0

社会・経
済項目

土地利用 移転 民家等の移転
民家等の移転を伴わないこ
と

改変エリアに民家等は存在
しない。

0 0.0 0.0

社会・経
済項目

交通
公共交通へのア
クセシビリティ

アクセス性
現在の会場までのアクセス
性

アクセス性向上の対策が無
く現況と同様のアクセス性
である。

アクセス性向上の対策が無
く現況と同様のアクセス性
である。 0 0 0.0 0.0

社会・経
済項目

交通 交通安全 交通安全
現在の歩車動線の分離（交
通安全性の向上）の状況

現状でも対策は十分になさ
れており、工事に伴う歩車
動線の未分離区間は発生し
ない。

競技の実施による影響に含
め、評価の対象外とする。

現状において歩車動線は分
離されており、開催中も維
持される。

現状でも対策は十分になさ
れており、工事に伴う歩車
動線の未分離区間は発生し
ない。

現状において歩車動線は分
離されており、後利用時に
も維持される。 0 － 0 0 0 0.0 0.0

社会・経
済項目

経済 事業採算性 施設整備費
施設整備費を適正に保つた
めの措置

対策が無い場合には標準的
な施設整備費となる。

対策が無い場合には標準的
な撤去・改修整備費とな
る。 0 0 0.0

社会・経
済項目

経済 事業採算性 運営経費
運営・維持コストの削減の
ための措置

対策を講じない場合には標
準的な運営経費となる。

対策を講じない場合には標
準的な運営経費となる。

0 0 0.0

0.0

0.0 0.0

0.0

0.0

0.0
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環境項目 主要環境 大気
汚染物質（NO2、SPM）の排
出量

排出の有無、現状より排出
増大の可能性

環境項目 主要環境 水質
汚濁負荷（COD、T-N、T-
P、BOD､SS等）の排出量

汚濁負荷物質排出の有無、
汚染増大の可能性

環境項目 主要環境 土壌
土壌汚染物質の拡散の可能
性

土地履歴調査等による土壌
汚染物質の存在可能性

環境項目 生態系
生物の生育・生
息基盤

生物の生育・生息基盤の状
況

①重要な生物・生態系の賦
存地の改変の有無
②生物の生育・生息基盤の
創出の有無

環境項目 生態系 水循環
雨水の地下浸透能力（地表
面被覆率）

現状の地表面被覆率

環境項目 生態系 生物・生態系
周辺の生物の生育・生息環
境の連続性

現況の生物の生育・生息環
境の連続性

環境項目 生態系 生物・生態系 重要な生物・生態系 重要な生物・生態系の状況

環境項目 生態系 生物・生態系
生物相の豊かさ（鳥類相で
代表）

現況の生息種数（現状生息
する種のうち、生息が困難
となる可能性のある種の有
無、種数）

環境項目 生態系 緑 緑被面積（屋上含む） 現況の緑被率の状況

環境項目 生態系 緑 緑化の状況
東京都の自然保護条例、建
築物環境計画書制度におけ
る緑化の評価基準

環境項目 生活環境 騒音 環境・交通騒音レベル
①環境基準及び法令等によ
る基準
②現況の騒音レベル

環境項目 生活環境 日影
日照の阻害の有無（阻害を
受ける住戸等の有無）

現状の日照阻害の状況

評価の指標 評価の基準

大項目 中項目 小項目

評価

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

工事による大気環境への影
響がみられるが、ミティ
ゲーションの実施により、
大気質の濃度をほとんど悪
化させない程度となる。

影響要因は想定されないた
め対象外。

施設等の利用、各施設間の
人の移動に伴う大気環境へ
の影響はほとんどなく、ミ
ティゲーションの実施によ
り大気環境が改善される。

工事による大気環境への影
響がみられるが、ミティ
ゲーションの実施により、
大気質の濃度をほとんど悪
化させない程度となる。

影響要因は想定されないた
め対象外。

0 － +1 0 － 0.3 0.3

工事の実施に伴って公共用
水域の水質に影響を及ぼす
ことはないことから、ミ
ティゲーションは想定して
いない。

影響要因が想定されないこ
とから対象外とする。

施設の供用に伴うし尿等の
汚水による影響はないこと
から、ミティゲーションは
想定していない。

工事の実施に伴って公共用
水域の水質に影響を及ぼす
ことはないことから、ミ
ティゲーションは想定して
いない。

オリンピックによる新たな
恒久施設はなく、開催後の
状況に開催前との変化はな
いことから対象外とする。 0 － 0 0 － 0.0 0.0

土地の改変等を伴う工事は
実施しないことから対象外
とする。

影響要因が想定されないこ
とから対象外とする。

影響要因が想定されないこ
とから対象外とする。

土地の改変等を伴う工事は
実施しないことから対象外
とする。

影響要因が想定されないこ
とから対象外とする。

－ － － － － - -

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

地表面が改変されないこと
から、予測評価の対象外と
する。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

地表面が改変されないこと
から、予測評価の対象外と
する。

－ － － － - -

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

浸透域の改変は行われるこ
とはなく、現況と変わらな
い。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

浸透域の改変は行われるこ
とはなく、現況と変わらな
い。

－ 0 － 0 0.0 0.0

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

地表面が改変されないこと
から、予測評価の対象外と
する。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

地表面が改変されないこと
から、予測評価の対象外と
する。

－ － － － -

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

地表面が改変されないこと
から、予測評価の対象外と
する。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

地表面が改変されないこと
から、予測評価の対象外と
する。

－ － － － -

鳥類の主要な生息場でない
ことから、予測評価の対象
外とする。

鳥類の主要な生息場でない
ことから、予測評価の対象
外とする。

鳥類の主要な生息場でない
ことから、予測評価の対象
外とする。

鳥類の主要な生息場でない
ことから、予測評価の対象
外とする。

鳥類の主要な生息場でない
ことから、予測評価の対象
外とする。

－ － － － － -

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

地表面が改変されないこと
から、予測評価の対象外と
する。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

地表面が改変されないこと
から、予測評価の対象外と
する。

－ － － － -

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

地表面が改変されないこと
から、予測評価の対象外と
する。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

地表面が改変されないこと
から、予測評価の対象外と
する。

－ － － － -

工事の実施に伴う騒音によ
る影響がみられるが、ミ
ティゲーションにより周辺
の生活環境に影響を及ぼさ
ない程度となる。

影響要因は想定されないこ
とから対象外とする。

施設の供用、声援や応援等
が周辺の生活環境に影響を
及ぼすことはないことか
ら、ミティゲーションは想
定していない。

工事の実施に伴う騒音によ
る影響がみられるが、ミ
ティゲーションにより周辺
の生活環境に影響を及ぼさ
ない程度となる。

オリンピックによる新たな
恒久施設はなく、開催後の
状況に開催前との変化はな
いことから対象外とする。 0 － 0 0 － 0.0 0.0

施設の存在による影響はな
いことから、ミティゲー
ションは想定していない。

影響要因は想定されないこ
とから対象外とする。

新たな施設による日影は生
じないことから対象外とす
る。

0 － － 0.0 0.0

0.2

0.0-

-

0.0

小項目
平均点

指標別
平均点

開催後

評価点

二次評価

開催中 開催後開催前
中項目
平均点

段階別影響

開催前 開催中
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会場別予測評価結果表(7_国技館)

評価の指標 評価の基準

大項目 中項目 小項目

評価

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

景観 緑視率 現況の緑視率

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

景観 優れた眺望又は景観の阻害

①周辺の視点場から眺望で
きる優れた眺望景観の阻害
の有無
②景観形成特別地区の景観
を阻害しないこと

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

自然との触れ合
い活動の場

自然との触れ合い活動の場
の変化

自然との触れ合い活動の場
の消失又は改善・創出

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

自然との触れ合
い活動の場

自然との触れ合い活動の変
化

自然との触れ合い活動の阻
害又は促進（場へのアクセ
ス性含む）の有無

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

歩行者空間の快
適性

街路樹等緑陰の状況（緑陰
面積）

現況の街路樹及び接道緑
化、壁面緑化の状況

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

史跡・文化財
史跡・文化財の保護・保全
の状況

文化財等の保存及び管理の
支障の有無

環境項目
資源・廃
棄物

水利用 上水利用量の削減 現在の上水利用量の水準

環境項目
資源・廃
棄物

廃棄物 廃棄物発生量の減量化
廃棄物発生量の減量化に
よって削減される最終処分
量の水準

環境項目
資源・廃
棄物

廃棄物 廃棄物の有効利用
廃棄物の有効利用によって
削減される最終処分量の水
準

環境項目
資源・廃
棄物

エコマテリアル エコマテリアルの使用
再生可能資材・再生資材の
活用の水準

環境項目
温室効果
ガス

温室効果ガス 温室効果ガスの削減量

①エネルギー消費量による
CO2排出の概算
②既存施設における追加的
排出の有無

環境項目
温室効果
ガス

エネルギー エネルギー使用量の増減

①現在の使用量の水準（東
京都温暖化対策計画書制度
/東京都建築物環境計画書
制度による評価水準）
②省エネ再エネ対策・設備
の導入状況/可能性

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

小項目
平均点

指標別
平均点

開催後

評価点

二次評価

開催中 開催後開催前
中項目
平均点

段階別影響

開催前 開催中

施設内部の改修であるた
め、現況と変わらない。

施設内部の改修であるた
め、現況と変わらない。

0 0 0.0

眺望景観及び景観形成特別
地区の景観を阻害すること
はない。

眺望景観及び景観形成特別
地区の景観を阻害すること
はない。

0 0 0.0

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

地表面が改変されないこと
から、予測評価の対象外と
する。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

地表面が改変されないこと
から、予測評価の対象外と
する。

－ － － － -

現況で自然との触れ合い活
動が行われていない。

現況で自然との触れ合い活
動が行われていない。

現況で自然との触れ合い活
動が行われていない。

現況で自然との触れ合い活
動が行われていない。

現況で自然との触れ合い活
動が行われていない。

0 0 0 0 0 0.0

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

樹木に影響する改変はな
く、緑陰面積及び歩行者が
感じる快適性ともに現況と
変わらない。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

樹木に影響する改変はな
く、緑陰面積及び歩行者が
感じる快適性ともに現況と
変わらない。 － 0 － 0 0.0 0.0

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

工事による改変は、既存施
設内部の改築・改修のみで
ある。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

文化財等の保全及び管理に
支障はない。

－ 0 － 0 0.0 0.0

工事の実施に伴う水の利用
については、散水や洗車に
よる一時的な利用が見込ま
れるが、大量の水利用は想
定されないことから、予測
評価の対象外とする。

節水のほか、雨水の利用に
より上水利用量の削減が図
られる。

競技の実施時における会場
の利用者による水利用につ
いては、「施設の存在によ
る影響」に含めるものとし
て、ここでは予測評価の対
象外とする。

工事の実施に伴う水の利用
については、散水や洗車に
よる一時的な利用が見込ま
れるが、大量の水利用は想
定されないことから、予測
評価の対象外とする。

節水のほか、雨水の利用に
より上水利用量の削減が図
られる。

－ +1 － － +1 1.0 1.0

建設廃棄物の対策はリサイ
クルによるものが大部分で
あり、減量による最終処分
量の大幅な削減は見込めな
い。

施設の存在による廃棄物の
発生については、「競技の
実施による影響」で扱い、
ここでは対象外とする。

既に容器包装廃棄物のリサ
イクル分別などが実施され
ており、廃棄物の発生抑制
策による最終処分量の大幅
な削減は見込めない。

建設廃棄物の対策はリサイ
クルによるものが大部分で
あり、減量による最終処分
量の大幅な削減は見込めな
い。

既に容器包装廃棄物のリサ
イクル分別などが実施され
ており、廃棄物の発生抑制
策による最終処分量の大幅
な削減は見込めない。

0 － 0 0 0 0.0

「東京都建設リサイクル推
進計画」等に基づく有効利
用策の促進により、建設廃
棄物の最終処分量は現在の
水準から20％以上削減され
る。

施設の存在による廃棄物の
発生については、「競技の
実施による影響」で扱い、
ここでは対象外とする。

資源ごみ回収やごみ処理過
程資源化、熱回収等の促進
により、一般廃棄物の最終
処分量は現在の水準から
30％程度削減される。

「東京都建設リサイクル推
進計画」等に基づく有効利
用策の促進により、建設廃
棄物の最終処分量は現在の
水準から20％以上削減され
る。

資源ごみ回収やごみ処理過
程資源化、熱回収等の促進
により、一般廃棄物の最終
処分量は現在の水準から
30％程度削減される。

+1 － +1 +1 +1 1.0

再生可能資材や再生資材が
最大限に利用され、現在の
水準を上回る。

施設の存在時におけるエコ
マテリアルの利用は想定さ
れないため対象外とする。

競技の実施時におけるエコ
マテリアルの利用は想定さ
れないため対象外とする。

再生可能資材や再生資材が
最大限に利用され、現在の
水準を上回る。

後利用時におけるエコマテ
リアルの利用は想定されな
いため対象外とする。

+1 － － +1 － 1.0 1.0

低燃費型建設機械の採用等
により、約20～40％の削減
が図られる。

開催中の施設の存在による
影響については、「競技の
実施による影響」で扱い、
ここでは対象外とする。

省エネルギー対策の実施等
により、10.9％程度の削減
が図られる。

低燃費型建設機械の採用等
により、約20～40％の削減
が図られる。

省エネルギー対策の実施等
により、10％程度の削減が
図られる。

+2 － +1 +2 +1 1.5 1.5

低燃費型建設機械の採用等
により、約20～40％の低減
が図られる。

開催中の施設の存在による
影響については、「競技の
実施による影響」で扱い、
ここでは対象外とする。

省エネルギー対策の実施等
により、10.9％程度の低減
が図られる。

低燃費型建設機械の採用等
により、約20～40％の低減
が図られる。

省エネルギー対策の実施等
により、10％程度の低減が
図られる。

+2 － +1 +2 +1 1.5 1.5

0.80.5

1.5

0.0

0.00.0
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会場別予測評価結果表(7_国技館)

評価の指標 評価の基準

大項目 中項目 小項目

評価

社会・経
済項目

土地利用 土地利用 土地の転用
土地利用の改変、転用の有
無

社会・経
済項目

土地利用 土地利用 土地の有効利用 未利用地の解消の有無

社会・経
済項目

土地利用 地域分断
生活移動動線の分断又は進
展

歩行者、自転車等の移動動
線の分断をしないこと

社会・経
済項目

土地利用 地域分断
生活移動動線の分断又は進
展

歩行者、自転車等の動線の
ネットワーク化の進展の有
無

社会・経
済項目

土地利用 移転 民家等の移転
民家等の移転を伴わないこ
と

社会・経
済項目

交通
公共交通へのア
クセシビリティ

アクセス性
現在の会場までのアクセス
性

社会・経
済項目

交通 交通安全 交通安全
現在の歩車動線の分離（交
通安全性の向上）の状況

社会・経
済項目

経済 事業採算性 施設整備費
施設整備費を適正に保つた
めの措置

社会・経
済項目

経済 事業採算性 運営経費
運営・維持コストの削減の
ための措置

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

小項目
平均点

指標別
平均点

開催後

評価点

二次評価

開催中 開催後開催前
中項目
平均点

段階別影響

開催前 開催中

改変エリアは公共用地と
なっており、自然地や農地
は存在しない。 0 0.0

未利用地の有効利用はな
い。

未利用地の有効利用はな
い。

0 0 0.0

既に公共的な利用がなされ
ている施設の場所であり、
改変エリアは生活移動動線
に影響しない。

移動動線は確保されてお
り、競技中も現況と変わら
ない。

移動動線は確保されてお
り、後利用時も生活移動動
線への影響はない。 0 0 0 0.0

既に公共的利用がなされて
いる場所であり、現況と変
わらない。

既に公共的利用がなされて
いる場所であり、現況と変
わらない。

開催前から開催後を通じて
現況と変わらない。

0 0 0 0.0

改変エリアに民家等は存在
しない。

0 0.0 0.0

アクセス性向上の対策が無
く現況と同様のアクセス性
である。

アクセス性向上の対策が無
く現況と同様のアクセス性
である。 0 0 0.0 0.0

現状でも対策は十分になさ
れており、工事に伴う歩車
動線の未分離区間は発生し
ない。

競技の実施による影響に含
め、評価の対象外とする。

現状において歩車動線は分
離されており、開催中も維
持される。

現状でも対策は十分になさ
れており、工事に伴う歩車
動線の未分離区間は発生し
ない。

現状において歩車動線は分
離されており、後利用時に
も維持される。 0 － 0 0 0 0.0 0.0

再生可能材により整備費や
廃棄物処理費用を抑制する
等の費用削減措置が取られ
る。

再生可能材により整備費や
廃棄物処理費用を抑制する
等の費用削減措置が取られ
る。

+1 +1 1.0

ボランティアの活用により
運営経費、維持管理コスト
の削減が図られる。

既存施設での光熱費等の大
幅な削減は見込めず、運営
経費は標準的なものとな
る。

+1 0 0.5

項目 一次評価 二次評価
主要環境 -0.3 0.2
生態系 0.0 0.0
生活環境 -0.3 0.0
ｱﾒﾆﾃｨ・文化 0.0 0.0
資源・廃棄物 0.7 0.8
温室効果ガス 0.0 1.5
土地利用 0.0 0.0
交通 0.0 0.0
経済 0.0 0.8

0.8

0.0

0.0

0.0

0.0

0.8

-2
-1
0
1
2
主要環境

生態系

生活環境

ｱﾒﾆﾃｨ・文化

資源・廃棄物温室効果ガス

土地利用

交通

経済 一次評価

二次評価
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会場別予測評価結果表(8_有明アリーナ)

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

環境項目 主要環境 大気
汚染物質（NO2、SPM）の排
出量

排出の有無、現状より排出
増大の可能性

工事の実施による濃度の変
化（付加率）が5％未満で
ある。

影響要因は想定されないた
め対象外。

施設等の利用、各施設間の
人の移動に伴う汚染物質の
排出が周辺の大気環境に与
える影響はほとんどない。

工事の実施による濃度の変
化（付加率）が5％未満で
ある。

施設等の利用、各施設間の
人の移動に伴う汚染物質の
排出が周辺の大気環境に与
える影響はほとんどない。 -1 － 0 -1 0 -0.5 -0.5

環境項目 主要環境 水質
汚濁負荷（COD、T-N、T-
P、BOD､SS等）の排出量

汚濁負荷物質排出の有無、
汚染増大の可能性

工事の実施に伴うし尿等の
汚水は公共下水道等に排出
することから、公共用水域
の水質に影響を及ぼすこと
はない。

影響要因が想定されないこ
とから対象外とする。

施設の供用に伴うし尿等の
汚水は公共下水道等に排出
することから、公共用水域
の水質に影響を及ぼすこと
はない。

工事の実施に伴うし尿等の
汚水は公共下水道等に排出
することから、公共用水域
の水質に影響を及ぼすこと
はない。

施設の供用に伴うし尿等の
汚水は公共下水道等に排出
することから、公共用水域
の水質に影響を及ぼすこと
はない。

0 － 0 0 0 0.0 0.0

環境項目 主要環境 土壌
土壌汚染物質の拡散の可能
性

土地履歴調査等による土壌
汚染物質の存在可能性

履歴調査の結果、土壌汚染
物質の存在の可能性はな
い。

影響要因が想定されないこ
とから対象外とする。

影響要因が想定されないこ
とから対象外とする。

工事の内容から土壌汚染物
質の拡散の可能性はない。

影響要因が想定されないこ
とから対象外とする。

0 － － 0 － 0.0 0.0

環境項目 生態系
生物の生育・生
息基盤

生物の生育・生息基盤の状
況

①重要な生物・生態系の賦
存地の改変の有無
②生物の生育・生息基盤の
創出の有無

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

重要な生物・生態系の賦存
地の改変はない。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

重要な生物・生態系の賦存
地の改変はない。

－ 0 － 0 0.0 0.0

環境項目 生態系 水循環
雨水の地下浸透能力（地表
面被覆率）

現状の地表面被覆率

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

海面埋立地であるため対象
外とする。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

海面埋立地であるため対象
外とする。

－ － － － - -

環境項目 生態系 生物・生態系
周辺の生物の生育・生息環
境の連続性

現況の生物の生育・生息環
境の連続性

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

生物の生育・生息場所は改
変されない。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

仮設の撤去や施設の後利用
の対象は、駐車場、砂利・
舗装面、運動場、芝生であ
り、評価対象とする環境で
はないため、現況と変わら
ない。

－ 0 － 0 0.0

環境項目 生態系 生物・生態系 重要な生物・生態系 重要な生物・生態系の状況

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

重要な生物・生態系の指定
地域の改変はない。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

重要な生物・生態系の指定
地域の改変はない。

－ 0 － 0 0.0

環境項目 生態系 生物・生態系
生物相の豊かさ（鳥類相で
代表）

現況の生息種数（現状生息
する種のうち、生息が困難
となる可能性のある種の有
無、種数）

鳥類の主要な生息場でない
ことから、予測評価の対象
外とする。

鳥類の主要な生息場でない
ことから、予測評価の対象
外とする。

鳥類の主要な生息場でない
ことから、予測評価の対象
外とする。

鳥類の主要な生息場でない
ことから、予測評価の対象
外とする。

鳥類の主要な生息場でない
ことから、予測評価の対象
外とする。

－ － － － － -

環境項目 生態系 緑 緑被面積（屋上含む） 現況の緑被率の状況

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

現況は未利用地であり、改
変の影響はない。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

現況は未利用地であり、改
変の影響はない。

－ 0 － 0 0.0

環境項目 生態系 緑 緑化の状況
東京都の自然保護条例、建
築物環境計画書制度におけ
る緑化の評価基準

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

現況は未利用地であり、緑
化率は0％である。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

現況は未利用地であり、緑
化率は0％である。

－ -1 － -1 -1.0

環境項目 生活環境 騒音 環境・交通騒音レベル
①環境基準及び法令等によ
る基準
②現況の騒音レベル

工事の実施に伴う騒音によ
る周辺の生活環境への影響
がみられる。

影響要因は想定されないこ
とから対象外とする。

施設の供用、声援や応援等
による騒音の発生がみられ
るが、周辺の生活環境に影
響を及ぼすことはない。

工事の実施に伴う騒音によ
る周辺の生活環境への影響
がみられる。

開催後の後利用は開催中と
同様に屋内でのイベント開
催であることから、周辺の
生活環境に影響を及ぼすこ
とはない。

-1 － 0 -1 0 -0.5 -0.5

環境項目 生活環境 日影
日照の阻害の有無（阻害を
受ける住戸等の有無）

現状の日照阻害の状況

施設の高さ、周辺の状況、
仮設のみであることなどか
ら、施設の存在に伴う日影
の影響はない。

影響要因は想定されないこ
とから対象外とする。

開催後に、新たな施設によ
る日影は生じないことから
影響はない。

0 － 0 0.0 0.0

0.0

-0.5

-0.3

評価点

-0.2

-0.2

一次評価

評価の指標 評価の基準

開催前
中項目
平均点

小項目
平均点

指標別
平均点

開催中 開催後 開催中 開催後大項目 中項目 小項目

評価
段階別影響

開催前
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会場別予測評価結果表(8_有明アリーナ)

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

評価点

一次評価

評価の指標 評価の基準

開催前
中項目
平均点

小項目
平均点

指標別
平均点

開催中 開催後 開催中 開催後大項目 中項目 小項目

評価
段階別影響

開催前

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

景観 緑視率 現況の緑視率

仮設の設置により、一部の
緑が改変されるが、緑視率
の減少は約1.3ポイントで
あり、現況と変わらない。

仮設撤去後、恒設が残り、
草地が改変された状態が続
くが、緑視率の減少は約
1.3ポイントであり、現況
と変わらない。

0 0 0.0

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

景観 優れた眺望又は景観の阻害

①周辺の視点場から眺望で
きる優れた眺望景観の阻害
の有無
②景観形成特別地区の景観
を阻害しないこと

眺望景観及び景観形成特別
地区の景観を阻害すること
はない。

眺望景観及び景観形成特別
地区の景観を阻害すること
はない。

0 0 0.0

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

自然との触れ合
い活動の場

自然との触れ合い活動の場
の変化

自然との触れ合い活動の場
の消失又は改善・創出

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

現況で自然との触れ合い活
動の場となっていないこと
から、現況と変わらない。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

現況で自然との触れ合い活
動の場となっていないこと
から、現況と変わらない。

－ 0 － 0 0.0

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

自然との触れ合
い活動の場

自然との触れ合い活動の変
化

自然との触れ合い活動の阻
害又は促進（場へのアクセ
ス性含む）の有無

現況で自然との触れ合い活
動が行われていない。

現況で自然との触れ合い活
動が行われていない。

現況で自然との触れ合い活
動が行われていない。

現況で自然との触れ合い活
動が行われていない。

現況で自然との触れ合い活
動が行われていない。

0 0 0 0 0 0.0

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

歩行者空間の快
適性

街路樹等緑陰の状況（緑陰
面積）

現況の街路樹及び接道緑
化、壁面緑化の状況

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

現況は未利用地であり、樹
木に影響する改変はなく、
緑陰面積及び歩行者が感じ
る快適性ともに現況と変わ
らない。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

現況は未利用地であり、樹
木に影響する改変はなく、
緑陰面積及び歩行者が感じ
る快適性ともに現況と変わ
らない。

－ 0 － 0 0.0 0.0

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

史跡・文化財
史跡・文化財の保護・保全
の状況

文化財等の保存及び管理の
支障の有無

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

周辺に史跡・文化財は存在
しない。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

周辺に史跡・文化財は存在
しない。

－ 0 － 0 0.0 0.0

環境項目
資源・廃
棄物

水利用 上水利用量の削減 現在の上水利用量の水準

工事の実施に伴う水の利用
については、散水や洗車に
よる一時的な利用が見込ま
れるが、大量の水利用は想
定されないことから、予測
評価の対象外とする。

節水により上水利用量の削
減が図られる。

競技の実施時における会場
の利用者による水利用につ
いては、「施設の存在によ
る影響」に含めるものとし
て、ここでは予測評価の対
象外とする。

工事の実施に伴う水の利用
については、散水や洗車に
よる一時的な利用が見込ま
れるが、大量の水利用は想
定されないことから、予測
評価の対象外とする。

節水により上水利用量の削
減が図られる。

－ 0 － － 0 0.0 0.0

環境項目
資源・廃
棄物

廃棄物 廃棄物発生量の減量化
廃棄物発生量の減量化に
よって削減される最終処分
量の水準

標準的な工事と同程度の廃
棄物の削減対策がなされ、
現在の廃棄物の発生水準と
同等の減量化が行われる。

施設の存在による廃棄物の
発生については、「競技の
実施による影響」で扱い、
ここでは対象外とする。

競技の実施に伴い排出され
る一般廃棄物は、現在と同
程度の減量化が行われ、最
終処分量は現状の水準と変
わらない。

標準的な工事と同程度の廃
棄物の削減対策がなされ、
現在の廃棄物の発生水準と
同等の減量化が行われる。

後利用で排出される一般廃
棄物は、現在と同程度の減
量化が行われ、最終処分量
は現状の水準と変わらな
い。

0 － 0 0 0 0.0

環境項目
資源・廃
棄物

廃棄物 廃棄物の有効利用
廃棄物の有効利用によって
削減される最終処分量の水
準

建設廃棄物の有効利用の取
り組みについて、現在の標
準的な工事と同程度の廃棄
物の有効利用がなされる。

施設の存在による廃棄物の
発生については、「競技の
実施による影響」で扱い、
ここでは対象外とする。

競技の実施に伴い排出され
る一般廃棄物は、現在と同
程度の有効利用がなされ、
最終処分量は現状の水準と
変わらない。

建設廃棄物の有効利用の取
り組みについて、現在の標
準的な工事と同程度の廃棄
物の有効利用がなされる。

後利用で排出される一般廃
棄物は、現在と同程度の有
効利用がなされ、最終処分
量は現状の水準と変わらな
い。

0 － 0 0 0 0.0

環境項目
資源・廃
棄物

エコマテリアル エコマテリアルの使用
再生可能資材・再生資材の
活用の水準

再生可能資材や再生資材が
最大限に利用され、現在の
水準を上回る。

施設の存在時におけるエコ
マテリアルの利用は想定さ
れないため対象外とする。

競技の実施時におけるエコ
マテリアルの利用は想定さ
れないため対象外とする。

再生可能資材や再生資材が
最大限に利用され、現在の
水準を上回る。

後利用時におけるエコマテ
リアルの利用は想定されな
いため対象外とする。

+1 － － +1 － 1.0 1.0

環境項目
温室効果
ガス

温室効果ガス 温室効果ガスの削減量

①エネルギー消費量による
CO2排出の概算
②既存施設における追加的
排出の有無

一般的な施設の建設工事と
同程度の排出量になる。

開催中の施設の存在による
影響については、「競技の
実施による影響」に含めて
扱う。

同等施設の標準的な排出量
となる。

一般的な施設の建設工事と
同程度の排出量になる。

同等施設の標準的な排出量
となる。

0 － 0 0 0 0.0 0.0

環境項目
温室効果
ガス

エネルギー エネルギー使用量の増減

①現在の使用量の水準（東
京都温暖化対策計画書制度
/東京都建築物環境計画書
制度による評価水準）
②省エネ再エネ対策・設備
の導入状況/可能性

一般的な施設の建設工事と
同程度の消費量になる。

開催中の施設の存在による
影響については、「競技の
実施による影響」に含めて
扱う。

同等施設の標準的な消費量
となる。

一般的な施設の建設工事と
同程度の消費量になる。

同等施設の標準的な消費量
となる。

0 － 0 0 0 0.0 0.0

0.30.0

0.0

0.0

0.0

0.0

1－44



会場別予測評価結果表(8_有明アリーナ)

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

評価点

一次評価

評価の指標 評価の基準

開催前
中項目
平均点

小項目
平均点

指標別
平均点

開催中 開催後 開催中 開催後大項目 中項目 小項目

評価
段階別影響

開催前

社会・経
済項目

土地利用 土地利用 土地の転用
土地利用の改変、転用の有
無

改変エリアは現在未利用地
となっており、自然地や農
地は存在しない。 0 0.0

社会・経
済項目

土地利用 土地利用 土地の有効利用 未利用地の解消の有無

会場の大部分が未利用地で
あり、開催中に競技会場と
して有効活用される。

大規模体育館としての有効
利用が継続される。

+2 +2 2.0

社会・経
済項目

土地利用 地域分断
生活移動動線の分断又は進
展

歩行者、自転車等の移動動
線の分断をしないこと

既に公共的な利用がなされ
ている施設の場所であり、
改変エリアは生活移動動線
に影響しない。

移動動線は確保されてお
り、競技中も現況と変わら
ない。

移動動線は確保されてお
り、後利用時も生活移動動
線への影響はない。 0 0 0 0.0

社会・経
済項目

土地利用 地域分断
生活移動動線の分断又は進
展

歩行者、自転車等の動線の
ネットワーク化の進展の有
無

会場周辺は既に道路網が整
備されており、現状と同等
となる。

会場周辺は既に道路網が整
備されており、現状と同等
となる。

会場周辺は既に道路網が整
備されており、現状と同等
となる。 0 0 0 0.0

社会・経
済項目

土地利用 移転 民家等の移転
民家等の移転を伴わないこ
と

改変エリアに民家等は存在
しない。

0 0.0 0.0

社会・経
済項目

交通
公共交通へのア
クセシビリティ

アクセス性
現在の会場までのアクセス
性

アクセス性向上の対策が無
く現況と同様のアクセス性
である。

アクセス性向上の対策が無
く現況と同様のアクセス性
である。 0 0 0.0 0.0

社会・経
済項目

交通 交通安全 交通安全
現在の歩車動線の分離（交
通安全性の向上）の状況

現状でも対策は十分になさ
れており、工事に伴う歩車
動線の未分離区間は発生し
ない。

競技の実施による影響に含
め、評価の対象外とする。

現状において歩車動線は分
離されており、開催中も維
持される。

現状でも対策は十分になさ
れており、工事に伴う歩車
動線の未分離区間は発生し
ない。

現状において歩車動線は分
離されており、後利用時に
も維持される。 0 － 0 0 0 0.0 0.0

社会・経
済項目

経済 事業採算性 施設整備費
施設整備費を適正に保つた
めの措置

対策が無い場合には標準的
な施設整備費となる。

対策が無い場合には標準的
な撤去・改修整備費とな
る。 0 0 0.0

社会・経
済項目

経済 事業採算性 運営経費
運営・維持コストの削減の
ための措置

対策を講じない場合には標
準的な運営経費となる。

対策を講じない場合には標
準的な運営経費となる。

0 0 0.0

0.0

0.0 0.0

1.0

0.3

0.0
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環境項目 主要環境 大気
汚染物質（NO2、SPM）の排
出量

排出の有無、現状より排出
増大の可能性

環境項目 主要環境 水質
汚濁負荷（COD、T-N、T-
P、BOD､SS等）の排出量

汚濁負荷物質排出の有無、
汚染増大の可能性

環境項目 主要環境 土壌
土壌汚染物質の拡散の可能
性

土地履歴調査等による土壌
汚染物質の存在可能性

環境項目 生態系
生物の生育・生
息基盤

生物の生育・生息基盤の状
況

①重要な生物・生態系の賦
存地の改変の有無
②生物の生育・生息基盤の
創出の有無

環境項目 生態系 水循環
雨水の地下浸透能力（地表
面被覆率）

現状の地表面被覆率

環境項目 生態系 生物・生態系
周辺の生物の生育・生息環
境の連続性

現況の生物の生育・生息環
境の連続性

環境項目 生態系 生物・生態系 重要な生物・生態系 重要な生物・生態系の状況

環境項目 生態系 生物・生態系
生物相の豊かさ（鳥類相で
代表）

現況の生息種数（現状生息
する種のうち、生息が困難
となる可能性のある種の有
無、種数）

環境項目 生態系 緑 緑被面積（屋上含む） 現況の緑被率の状況

環境項目 生態系 緑 緑化の状況
東京都の自然保護条例、建
築物環境計画書制度におけ
る緑化の評価基準

環境項目 生活環境 騒音 環境・交通騒音レベル
①環境基準及び法令等によ
る基準
②現況の騒音レベル

環境項目 生活環境 日影
日照の阻害の有無（阻害を
受ける住戸等の有無）

現状の日照阻害の状況

評価の指標 評価の基準

大項目 中項目 小項目

評価

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

工事による大気環境への影
響がみられ、ミティゲー
ションの実施により影響の
程度が低減されるが、濃度
の変化（付加率）が5％未
満となる。

影響要因は想定されないた
め対象外。

施設等の利用、各施設間の
人の移動に伴う大気環境へ
の影響はほとんどなく、ミ
ティゲーションの実施によ
り大気環境が改善される。

工事による大気環境への影
響がみられるが、ミティ
ゲーションの実施により、
大気質の濃度をほとんど悪
化させない程度となる。

施設等の利用、各施設間の
人の移動に伴う大気環境へ
の影響はほとんどなく、ミ
ティゲーションの実施によ
り大気環境が改善される。

-1 － +1 0 +1 0.3 0.3

工事の実施に伴って公共用
水域の水質に影響を及ぼす
ことはないことから、ミ
ティゲーションは想定して
いない。

影響要因が想定されないこ
とから対象外とする。

施設の供用に伴うし尿等の
汚水による影響はないこと
から、ミティゲーションは
想定していない。

工事の実施に伴って公共用
水域の水質に影響を及ぼす
ことはないことから、ミ
ティゲーションは想定して
いない。

施設の供用に伴うし尿等の
汚水による影響はないこと
から、ミティゲーションは
想定していない。 0 － 0 0 0 0.0 0.0

履歴調査の結果、土壌汚染
物質の存在の可能性はない
ことから、ミティゲーショ
ンは想定していない。

影響要因が想定されないこ
とから対象外とする。

影響要因が想定されないこ
とから対象外とする。

工事の内容から土壌汚染物
質の拡散の可能性はないこ
とから、ミティゲーション
は想定していない。

影響要因が想定されないこ
とから対象外とする。

0 － － 0 － 0.0 0.0

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

重要な生物・生態系の賦存
地の改変はない。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

重要な生物・生態系の賦存
地の改変はない。

－ 0 － 0 0.0 0.0

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

海面埋立地であるため対象
外とする。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

海面埋立地であるため対象
外とする。

－ － － － - -

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

生物の生育・生息場所は改
変されない。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

周辺の生物の生育・生息場
所の連続性は現況と変わら
ない。

－ 0 － 0 0.0

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

重要な生物・生態系の指定
地域の改変はない。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

重要な生物・生態系の指定
地域の改変はない。

－ 0 － 0 0.0

鳥類の主要な生息場でない
ことから、予測評価の対象
外とする。

鳥類の主要な生息場でない
ことから、予測評価の対象
外とする。

鳥類の主要な生息場でない
ことから、予測評価の対象
外とする。

鳥類の主要な生息場でない
ことから、予測評価の対象
外とする。

鳥類の主要な生息場でない
ことから、予測評価の対象
外とする。

－ － － － － -

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

現況0％の緑被率が42.9％
となり、緑被率が42.9ポイ
ント増加する。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

現況0％の緑被率は42.9％
となり、緑被率が42.9ポイ
ント増加する。

－ +2 － +2 2.0

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

緑化率が17.4％となり、緑
化基準を満たした。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

緑化率が17.4％となり、段
階1を達成。

－ 0 － 0 0.0

工事の実施に伴う騒音によ
る影響がみられるが、ミ
ティゲーションにより周辺
の生活環境に影響を及ぼさ
ない程度となる。

影響要因は想定されないこ
とから対象外とする。

施設の供用、声援や応援等
が周辺の生活環境に影響を
及ぼすことはないことか
ら、ミティゲーションは想
定していない。

工事の実施に伴う騒音によ
る影響がみられるが、ミ
ティゲーションにより周辺
の生活環境に影響を及ぼさ
ない程度となる。

屋内でのイベント開催であ
り、周辺の生活環境への影
響はないことから、ミティ
ゲーションは想定していな
い。

0 － 0 0 0 0.0 0.0

施設の存在による影響はな
いことから、ミティゲー
ションは想定していない。

影響要因は想定されないこ
とから対象外とする。

施設の存在による影響はな
いことから、ミティゲー
ションは想定していない。

0 － 0 0.0 0.0

0.1

0.30.0

1.0

0.0

小項目
平均点

指標別
平均点

開催後

評価点

二次評価

開催中 開催後開催前
中項目
平均点

段階別影響

開催前 開催中
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会場別予測評価結果表(8_有明アリーナ)

評価の指標 評価の基準

大項目 中項目 小項目

評価

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

景観 緑視率 現況の緑視率

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

景観 優れた眺望又は景観の阻害

①周辺の視点場から眺望で
きる優れた眺望景観の阻害
の有無
②景観形成特別地区の景観
を阻害しないこと

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

自然との触れ合
い活動の場

自然との触れ合い活動の場
の変化

自然との触れ合い活動の場
の消失又は改善・創出

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

自然との触れ合
い活動の場

自然との触れ合い活動の変
化

自然との触れ合い活動の阻
害又は促進（場へのアクセ
ス性含む）の有無

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

歩行者空間の快
適性

街路樹等緑陰の状況（緑陰
面積）

現況の街路樹及び接道緑
化、壁面緑化の状況

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

史跡・文化財
史跡・文化財の保護・保全
の状況

文化財等の保存及び管理の
支障の有無

環境項目
資源・廃
棄物

水利用 上水利用量の削減 現在の上水利用量の水準

環境項目
資源・廃
棄物

廃棄物 廃棄物発生量の減量化
廃棄物発生量の減量化に
よって削減される最終処分
量の水準

環境項目
資源・廃
棄物

廃棄物 廃棄物の有効利用
廃棄物の有効利用によって
削減される最終処分量の水
準

環境項目
資源・廃
棄物

エコマテリアル エコマテリアルの使用
再生可能資材・再生資材の
活用の水準

環境項目
温室効果
ガス

温室効果ガス 温室効果ガスの削減量

①エネルギー消費量による
CO2排出の概算
②既存施設における追加的
排出の有無

環境項目
温室効果
ガス

エネルギー エネルギー使用量の増減

①現在の使用量の水準（東
京都温暖化対策計画書制度
/東京都建築物環境計画書
制度による評価水準）
②省エネ再エネ対策・設備
の導入状況/可能性

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

小項目
平均点

指標別
平均点

開催後

評価点

二次評価

開催中 開催後開催前
中項目
平均点

段階別影響

開催前 開催中

会場エリア内に緑地が整備
され、周辺に街路樹が整備
されるため、現況と同等の
緑視率になると想定する。

開催中に整備された樹木を
維持することを想定する。
仮設撤去後は、草本の種を
播くなどして、現在と同様
の植生となると予測した。

0 0 0.0

眺望景観及び景観形成特別
地区の景観を阻害すること
はない。

眺望景観及び景観形成特別
地区の景観を阻害すること
はない。

0 0 0.0

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

ミティゲーションの実施に
より、自然との触れ合い活
動の場が新たに創出され、
質が一部向上する。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

ミティゲーションの実施に
より、自然との触れ合い活
動の場が新たに創出され、
質が一部向上する。 － +1 － +1 1.0

現況で自然との触れ合い活
動が行われていない。

現況で自然との触れ合い活
動が行われていない。

現況で自然との触れ合い活
動が行われていない。

現況で自然との触れ合い活
動が行われていない。

現況で自然との触れ合い活
動が行われていない。

0 0 0 0 0 0.0

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

街路樹の整備・充実を図る
とともに、会場エリア内の
樹木の充実を図ることによ
り、緑陰面積及び歩行者が
感じる快適性ともに向上す
る。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

アクセスルートの街路樹を
開催後も維持することによ
り、緑陰面積及び歩行者が
感じる快適性ともに向上す
る。

－ +2 － +2 2.0 2.0

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

周辺に史跡・文化財は存在
しない。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

周辺に史跡・文化財は存在
しない。

－ 0 － 0 0.0 0.0

工事の実施に伴う水の利用
については、散水や洗車に
よる一時的な利用が見込ま
れるが、大量の水利用は想
定されないことから、予測
評価の対象外とする。

節水のほか、雨水及び再生
水（中水含む）の利用施設
が設置され、水の有効利用
が図られる。

競技の実施時における会場
の利用者による水利用につ
いては、「施設の存在によ
る影響」に含めるものとし
て、ここでは予測評価の対
象外とする。

工事の実施に伴う水の利用
については、散水や洗車に
よる一時的な利用が見込ま
れるが、大量の水利用は想
定されないことから、予測
評価の対象外とする。

節水のほか、雨水及び再生
水（中水含む）の利用施設
が設置され、水の有効利用
が図られる。 － +2 － － +2 2.0 2.0

建設廃棄物の対策はリサイ
クルによるものが大部分で
あり、減量による最終処分
量の大幅な削減は見込めな
い。

施設の存在による廃棄物の
発生については、「競技の
実施による影響」で扱い、
ここでは対象外とする。

既に容器包装廃棄物のリサ
イクル分別などが実施され
ており、廃棄物の発生抑制
策による最終処分量の大幅
な削減は見込めない。

建設廃棄物の対策はリサイ
クルによるものが大部分で
あり、減量による最終処分
量の大幅な削減は見込めな
い。

既に容器包装廃棄物のリサ
イクル分別などが実施され
ており、廃棄物の発生抑制
策による最終処分量の大幅
な削減は見込めない。

0 － 0 0 0 0.0

「東京都建設リサイクル推
進計画」等に基づく有効利
用策の促進により、建設廃
棄物の最終処分量は現在の
水準から20％以上削減され
る。

施設の存在による廃棄物の
発生については、「競技の
実施による影響」で扱い、
ここでは対象外とする。

資源ごみ回収やごみ処理過
程資源化、熱回収等の促進
により、一般廃棄物の最終
処分量は現在の水準から
30％程度削減される。

「東京都建設リサイクル推
進計画」等に基づく有効利
用策の促進により、建設廃
棄物の最終処分量は現在の
水準から20％以上削減され
る。

資源ごみ回収やごみ処理過
程資源化、熱回収等の促進
により、一般廃棄物の最終
処分量は現在の水準から
30％程度削減される。

+1 － +1 +1 +1 1.0

再生可能資材や再生資材が
最大限に利用され、現在の
水準を上回る。

施設の存在時におけるエコ
マテリアルの利用は想定さ
れないため対象外とする。

競技の実施時におけるエコ
マテリアルの利用は想定さ
れないため対象外とする。

再生可能資材や再生資材が
最大限に利用され、現在の
水準を上回る。

後利用時におけるエコマテ
リアルの利用は想定されな
いため対象外とする。

+1 － － +1 － 1.0 1.0

低燃費型建設機械の採用等
により、約20～40％の削減
が図られる。

開催中の施設の存在による
影響については、「競技の
実施による影響」で扱い、
ここでは対象外とする。

最高水準の省エネルギー技
術の活用等により、49.5％
程度の削減が図られる。

低燃費型建設機械の採用等
により、約20～40％の削減
が図られる。

最高水準の省エネルギー技
術の活用等により、50％程
度の削減が図られる。

+2 － +2 +2 +2 2.0 2.0

低燃費型建設機械の採用等
により、約20～40％の低減
が図られる。

開催中の施設の存在による
影響については、「競技の
実施による影響」で扱い、
ここでは対象外とする。

最高水準の省エネルギー技
術の活用等により、49.5％
程度の低減が図られる。

低燃費型建設機械の採用等
により、約20～40％の低減
が図られる。

最高水準の省エネルギー技
術の活用等により、50％程
度の低減が図られる。

+2 － +2 +2 +2 2.0 2.0

1.20.5

2.0

0.0

0.60.5
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評価の指標 評価の基準

大項目 中項目 小項目

評価

社会・経
済項目

土地利用 土地利用 土地の転用
土地利用の改変、転用の有
無

社会・経
済項目

土地利用 土地利用 土地の有効利用 未利用地の解消の有無

社会・経
済項目

土地利用 地域分断
生活移動動線の分断又は進
展

歩行者、自転車等の移動動
線の分断をしないこと

社会・経
済項目

土地利用 地域分断
生活移動動線の分断又は進
展

歩行者、自転車等の動線の
ネットワーク化の進展の有
無

社会・経
済項目

土地利用 移転 民家等の移転
民家等の移転を伴わないこ
と

社会・経
済項目

交通
公共交通へのア
クセシビリティ

アクセス性
現在の会場までのアクセス
性

社会・経
済項目

交通 交通安全 交通安全
現在の歩車動線の分離（交
通安全性の向上）の状況

社会・経
済項目

経済 事業採算性 施設整備費
施設整備費を適正に保つた
めの措置

社会・経
済項目

経済 事業採算性 運営経費
運営・維持コストの削減の
ための措置

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

小項目
平均点

指標別
平均点

開催後

評価点

二次評価

開催中 開催後開催前
中項目
平均点

段階別影響

開催前 開催中

改変エリアは現在未利用地
となっており、自然地や農
地は存在しない。 0 0.0

会場の大部分が未利用地で
あり、開催中に競技会場と
して有効活用される。

大規模体育館としての有効
利用が継続される。

+2 +2 2.0

既に公共的な利用がなされ
ている施設の場所であり、
改変エリアは生活移動動線
に影響しない。

移動動線は確保されてお
り、競技中も現況と変わら
ない。

移動動線は確保されてお
り、後利用時も生活移動動
線への影響はない。 0 0 0 0.0

会場周辺は既に道路網が整
備されており、現状と同等
となる。

会場周辺は既に道路網が整
備されており、現状と同等
となる。

会場周辺は既に道路網が整
備されており、現状と同等
となる。 0 0 0 0.0

改変エリアに民家等は存在
しない。

0 0.0 0.0

来場者用の歩行者通路の設
置によりアクセス性が向上
する。

来場者用の歩行者通路の設
置によるアクセス性向上が
維持される。 +1 +1 1.0 1.0

現状でも対策は十分になさ
れており、工事に伴う歩車
動線の未分離区間は発生し
ない。

競技の実施による影響に含
め、評価の対象外とする。

現状において歩車動線は分
離されており、開催中も維
持される。

現状でも対策は十分になさ
れており、工事に伴う歩車
動線の未分離区間は発生し
ない。

現状において歩車動線は分
離されており、後利用時に
も維持される。 0 － 0 0 0 0.0 0.0

再生可能材の活用等によ
り、最先端技術導入による
コスト増を相殺して標準的
な整備費となる。

再生可能材により整備費や
廃棄物処理費用を抑制する
等の費用削減措置が取られ
る。

0 +1 0.5

エネルギー利用の最適化や
ボランティアの活用により
運営経費、維持管理コスト
の削減が図られる。

エネルギー利用の最適化等
により後利用時も光熱費等
の維持管理コストの削減が
図られる。

+1 +1 1.0

項目 一次評価 二次評価
主要環境 -0.2 0.1
生態系 -0.2 0.3
生活環境 -0.3 0.0
ｱﾒﾆﾃｨ・文化 0.0 0.6
資源・廃棄物 0.3 1.2
温室効果ガス 0.0 2.0
土地利用 0.3 0.3
交通 0.0 0.5
経済 0.0 0.8

0.8

1.0

0.3

0.0

0.5

0.8

-2
-1
0
1
2
主要環境

生態系

生活環境

ｱﾒﾆﾃｨ・文化

資源・廃棄物温室効果ガス

土地利用

交通

経済 一次評価

二次評価
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工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

環境項目 主要環境 大気
汚染物質（NO2、SPM）の排
出量

排出の有無、現状より排出
増大の可能性

工事の実施による濃度の変
化（付加率）が5％未満で
ある。

影響要因は想定されないた
め対象外。

施設等の利用、各施設間の
人の移動に伴う汚染物質の
排出が周辺の大気環境に与
える影響はほとんどない。

工事の実施による濃度の変
化（付加率）が5％未満で
ある。

-1 － 0 -1 -0.7 -0.7

環境項目 主要環境 水質
汚濁負荷（COD、T-N、T-
P、BOD､SS等）の排出量

汚濁負荷物質排出の有無、
汚染増大の可能性

工事の実施に伴うし尿等の
汚水は公共下水道等に排出
することから、公共用水域
の水質に影響を及ぼすこと
はない。

影響要因が想定されないこ
とから対象外とする。

施設の供用に伴うし尿等の
汚水は公共下水道等に排出
することから、公共用水域
の水質に影響を及ぼすこと
はない。

工事の実施に伴うし尿等の
汚水は公共下水道等に排出
することから、公共用水域
の水質に影響を及ぼすこと
はない。

0 － 0 0 0.0 0.0

環境項目 主要環境 土壌
土壌汚染物質の拡散の可能
性

土地履歴調査等による土壌
汚染物質の存在可能性

履歴調査の結果、土壌汚染
物質の存在の可能性はな
い。

影響要因が想定されないこ
とから対象外とする。

影響要因が想定されないこ
とから対象外とする。

工事の内容から土壌汚染物
質の拡散の可能性はない。

0 － － 0 0.0 0.0

環境項目 生態系
生物の生育・生
息基盤

生物の生育・生息基盤の状
況

①重要な生物・生態系の賦
存地の改変の有無
②生物の生育・生息基盤の
創出の有無

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

重要な生物・生態系の賦存
地の改変はない。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

重要な生物・生態系の賦存
地の改変はない。

－ 0 － 0 0.0 0.0

環境項目 生態系 水循環
雨水の地下浸透能力（地表
面被覆率）

現状の地表面被覆率

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

海面埋立地であるため対象
外とする。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

海面埋立地であるため対象
外とする。

－ － － － - -

環境項目 生態系 生物・生態系
周辺の生物の生育・生息環
境の連続性

現況の生物の生育・生息環
境の連続性

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

生物の生育・生息場所は改
変されない。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

仮設の撤去や施設の後利用
の対象は、駐車場、砂利・
舗装面、運動場、芝生であ
り、評価対象とする環境で
はないため、現況と変わら
ない。

－ 0 － 0 0.0

環境項目 生態系 生物・生態系 重要な生物・生態系 重要な生物・生態系の状況

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

重要な生物・生態系の指定
地域の改変はない。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

重要な生物・生態系の指定
地域の改変はない。

－ 0 － 0 0.0

環境項目 生態系 生物・生態系
生物相の豊かさ（鳥類相で
代表）

現況の生息種数（現状生息
する種のうち、生息が困難
となる可能性のある種の有
無、種数）

鳥類の主要な生息場でない
ことから、予測評価の対象
外とする。

鳥類の主要な生息場でない
ことから、予測評価の対象
外とする。

鳥類の主要な生息場でない
ことから、予測評価の対象
外とする。

鳥類の主要な生息場でない
ことから、予測評価の対象
外とする。

鳥類の主要な生息場でない
ことから、予測評価の対象
外とする。

－ － － － － -

環境項目 生態系 緑 緑被面積（屋上含む） 現況の緑被率の状況

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

現況は未利用地であり、改
変の影響はない。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

現況は未利用地であり、改
変の影響はない。

－ 0 － 0 0.0

環境項目 生態系 緑 緑化の状況
東京都の自然保護条例、建
築物環境計画書制度におけ
る緑化の評価基準

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

仮設施設のため対象外とす
る。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

仮設施設のため対象外とす
る。

－ － － － -

環境項目 生活環境 騒音 環境・交通騒音レベル
①環境基準及び法令等によ
る基準
②現況の騒音レベル

工事の実施に伴う騒音によ
る周辺の生活環境への影響
がみられる。

影響要因は想定されないこ
とから対象外とする。

施設の供用、声援や応援等
による騒音の発生がみられ
るが、周辺の生活環境に影
響を及ぼすことはない。

工事の実施に伴う騒音によ
る周辺の生活環境への影響
がみられる。

-1 － 0 -1 -0.7 -0.7

環境項目 生活環境 日影
日照の阻害の有無（阻害を
受ける住戸等の有無）

現状の日照阻害の状況

施設の高さ、周辺の状況、
仮設のみであることなどか
ら、施設の存在に伴う日影
の影響はない。

影響要因は想定されないこ
とから対象外とする。

0 － 0.0 0.0

0.0

0.0

-0.3

評価点

-0.2

0.0

一次評価

評価の指標 評価の基準

開催前
中項目
平均点

小項目
平均点

指標別
平均点

開催中 開催後 開催中 開催後大項目 中項目 小項目

評価
段階別影響

開催前

1－49



会場別予測評価結果表(9_有明ＢＭＸコース)

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

評価点

一次評価

評価の指標 評価の基準

開催前
中項目
平均点

小項目
平均点

指標別
平均点

開催中 開催後 開催中 開催後大項目 中項目 小項目

評価
段階別影響

開催前

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

景観 緑視率 現況の緑視率

仮設の設置により、一部の
緑が改変されるが、緑視率
の減少は約1.3ポイントで
あり、現況と変わらない。

仮設撤去後、草地が改変さ
れた状態が続くが、緑視率
の減少は約1.3ポイントで
あり、現況と変わらない。 0 0 0.0

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

景観 優れた眺望又は景観の阻害

①周辺の視点場から眺望で
きる優れた眺望景観の阻害
の有無
②景観形成特別地区の景観
を阻害しないこと

水辺から見える場所に建設
されることから、水辺景観
形成特別地区周縁部を阻害
する。

眺望景観及び景観形成特別
地区の景観を阻害すること
はない。

-1 0 -0.5

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

自然との触れ合
い活動の場

自然との触れ合い活動の場
の変化

自然との触れ合い活動の場
の消失又は改善・創出

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

現況で自然との触れ合い活
動の場となっていないこと
から、現況と変わらない。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

現況で自然との触れ合い活
動の場となっていないこと
から、現況と変わらない。

－ 0 － 0 0.0

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

自然との触れ合
い活動の場

自然との触れ合い活動の変
化

自然との触れ合い活動の阻
害又は促進（場へのアクセ
ス性含む）の有無

現況で自然との触れ合い活
動が行われていない。

現況で自然との触れ合い活
動が行われていない。

現況で自然との触れ合い活
動が行われていない。

現況で自然との触れ合い活
動が行われていない。

現況で自然との触れ合い活
動が行われていない。

0 0 0 0 0 0.0

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

歩行者空間の快
適性

街路樹等緑陰の状況（緑陰
面積）

現況の街路樹及び接道緑
化、壁面緑化の状況

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

現況は未利用地であり、樹
木に影響する改変はなく、
緑陰面積及び歩行者が感じ
る快適性ともに現況と変わ
らない。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

現況は未利用地であり、樹
木に影響する改変はなく、
緑陰面積及び歩行者が感じ
る快適性ともに現況と変わ
らない。

－ 0 － 0 0.0 0.0

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

史跡・文化財
史跡・文化財の保護・保全
の状況

文化財等の保存及び管理の
支障の有無

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

周辺に史跡・文化財は存在
しない。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

周辺に史跡・文化財は存在
しない。

－ 0 － 0 0.0 0.0

環境項目
資源・廃
棄物

水利用 上水利用量の削減 現在の上水利用量の水準

工事の実施に伴う水の利用
については、散水や洗車に
よる一時的な利用が見込ま
れるが、大量の水利用は想
定されないことから、予測
評価の対象外とする。

節水により上水利用量の削
減が図られる。

競技の実施時における会場
の利用者による水利用につ
いては、「施設の存在によ
る影響」に含めるものとし
て、ここでは予測評価の対
象外とする。

工事の実施に伴う水の利用
については、散水や洗車に
よる一時的な利用が見込ま
れるが、大量の水利用は想
定されないことから、予測
評価の対象外とする。

後利用はないことから対象
外とする。

－ 0 － － － 0.0 0.0

環境項目
資源・廃
棄物

廃棄物 廃棄物発生量の減量化
廃棄物発生量の減量化に
よって削減される最終処分
量の水準

標準的な工事と同程度の廃
棄物の削減対策がなされ、
現在の廃棄物の発生水準と
同等の減量化が行われる。

施設の存在による廃棄物の
発生については、「競技の
実施による影響」で扱い、
ここでは対象外とする。

競技の実施に伴い排出され
る一般廃棄物は、現在と同
程度の減量化が行われ、最
終処分量は現状の水準と変
わらない。

標準的な工事と同程度の廃
棄物の削減対策がなされ、
現在の廃棄物の発生水準と
同等の減量化が行われる。

後利用はないことから対象
外とする。

0 － 0 0 － 0.0

環境項目
資源・廃
棄物

廃棄物 廃棄物の有効利用
廃棄物の有効利用によって
削減される最終処分量の水
準

建設廃棄物の有効利用の取
り組みについて、現在の標
準的な工事と同程度の廃棄
物の有効利用がなされる。

施設の存在による廃棄物の
発生については、「競技の
実施による影響」で扱い、
ここでは対象外とする。

競技の実施に伴い排出され
る一般廃棄物は、現在と同
程度の有効利用がなされ、
最終処分量は現状の水準と
変わらない。

建設廃棄物の有効利用の取
り組みについて、現在の標
準的な工事と同程度の廃棄
物の有効利用がなされる。

後利用はないことから対象
外とする。

0 － 0 0 － 0.0

環境項目
資源・廃
棄物

エコマテリアル エコマテリアルの使用
再生可能資材・再生資材の
活用の水準

再生可能資材や再生資材が
最大限に利用され、現在の
水準を上回る。

施設の存在時におけるエコ
マテリアルの利用は想定さ
れないため対象外とする。

競技の実施時におけるエコ
マテリアルの利用は想定さ
れないため対象外とする。

再生可能資材や再生資材が
最大限に利用され、現在の
水準を上回る。

後利用時におけるエコマテ
リアルの利用は想定されな
いため対象外とする。

+1 － － +1 － 1.0 1.0

環境項目
温室効果
ガス

温室効果ガス 温室効果ガスの削減量

①エネルギー消費量による
CO2排出の概算
②既存施設における追加的
排出の有無

一般的な施設の建設工事と
同程度の排出量になる。

開催中の施設の存在による
影響については、「競技の
実施による影響」に含めて
扱う。

同等施設の標準的な排出量
となる。

一般的な施設の建設工事と
同程度の排出量になる。

後利用はないことから対象
外とする。

0 － 0 0 － 0.0 0.0

環境項目
温室効果
ガス

エネルギー エネルギー使用量の増減

①現在の使用量の水準（東
京都温暖化対策計画書制度
/東京都建築物環境計画書
制度による評価水準）
②省エネ再エネ対策・設備
の導入状況/可能性

一般的な施設の建設工事と
同程度の消費量になる。

開催中の施設の存在による
影響については、「競技の
実施による影響」に含めて
扱う。

同等施設の標準的な消費量
となる。

一般的な施設の建設工事と
同程度の消費量になる。

後利用はないことから対象
外とする。

0 － 0 0 － 0.0 0.0

0.30.0

0.0

0.0

-0.3

-0.1
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工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

評価点

一次評価

評価の指標 評価の基準

開催前
中項目
平均点

小項目
平均点

指標別
平均点

開催中 開催後 開催中 開催後大項目 中項目 小項目

評価
段階別影響

開催前

社会・経
済項目

土地利用 土地利用 土地の転用
土地利用の改変、転用の有
無

改変エリアは現在未利用地
となっており、自然地や農
地は存在しない。 0 0.0

社会・経
済項目

土地利用 土地利用 土地の有効利用 未利用地の解消の有無

会場の大部分が未利用地で
あり、開催中に競技会場と
して有効活用される。

一部海浜公園として整備さ
れるが大部分は未利用地に
戻る。 +2 +1 1.5

社会・経
済項目

土地利用 地域分断
生活移動動線の分断又は進
展

歩行者、自転車等の移動動
線の分断をしないこと

既に公共的な利用がなされ
ている施設の場所であり、
改変エリアは生活移動動線
に影響しない。

移動動線は確保されてお
り、競技中も現況と変わら
ない。

施設撤去後の後利用が想定
されない。

0 0 － 0.0

社会・経
済項目

土地利用 地域分断
生活移動動線の分断又は進
展

歩行者、自転車等の動線の
ネットワーク化の進展の有
無

会場周辺は既に道路網が整
備されており、現状と同等
となる。

会場周辺は既に道路網が整
備されており、現状と同等
となる。

施設撤去後の後利用が想定
されない。

0 0 － 0.0

社会・経
済項目

土地利用 移転 民家等の移転
民家等の移転を伴わないこ
と

改変エリアに民家等は存在
しない。

0 0.0 0.0

社会・経
済項目

交通
公共交通へのア
クセシビリティ

アクセス性
現在の会場までのアクセス
性

アクセス性向上の対策が無
く現況と同様のアクセス性
である。

後利用時には未利用地とな
る。

0 － 0.0 0.0

社会・経
済項目

交通 交通安全 交通安全
現在の歩車動線の分離（交
通安全性の向上）の状況

現状でも対策は十分になさ
れており、工事に伴う歩車
動線の未分離区間は発生し
ない。

競技の実施による影響に含
め、評価の対象外とする。

現状において歩車動線は分
離されており、開催中も維
持される。

現状でも対策は十分になさ
れており、工事に伴う歩車
動線の未分離区間は発生し
ない。

後利用時の公共利用が想定
されない。

0 － 0 0 － 0.0 0.0

社会・経
済項目

経済 事業採算性 施設整備費
施設整備費を適正に保つた
めの措置

対策が無い場合には標準的
な施設整備費となる。

対策が無い場合には標準的
な撤去・改修整備費とな
る。 0 0 0.0

社会・経
済項目

経済 事業採算性 運営経費
運営・維持コストの削減の
ための措置

対策を講じない場合には標
準的な運営経費となる。

0 0.0

0.0

0.0 0.0

0.8

0.3

0.0
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環境項目 主要環境 大気
汚染物質（NO2、SPM）の排
出量

排出の有無、現状より排出
増大の可能性

環境項目 主要環境 水質
汚濁負荷（COD、T-N、T-
P、BOD､SS等）の排出量

汚濁負荷物質排出の有無、
汚染増大の可能性

環境項目 主要環境 土壌
土壌汚染物質の拡散の可能
性

土地履歴調査等による土壌
汚染物質の存在可能性

環境項目 生態系
生物の生育・生
息基盤

生物の生育・生息基盤の状
況

①重要な生物・生態系の賦
存地の改変の有無
②生物の生育・生息基盤の
創出の有無

環境項目 生態系 水循環
雨水の地下浸透能力（地表
面被覆率）

現状の地表面被覆率

環境項目 生態系 生物・生態系
周辺の生物の生育・生息環
境の連続性

現況の生物の生育・生息環
境の連続性

環境項目 生態系 生物・生態系 重要な生物・生態系 重要な生物・生態系の状況

環境項目 生態系 生物・生態系
生物相の豊かさ（鳥類相で
代表）

現況の生息種数（現状生息
する種のうち、生息が困難
となる可能性のある種の有
無、種数）

環境項目 生態系 緑 緑被面積（屋上含む） 現況の緑被率の状況

環境項目 生態系 緑 緑化の状況
東京都の自然保護条例、建
築物環境計画書制度におけ
る緑化の評価基準

環境項目 生活環境 騒音 環境・交通騒音レベル
①環境基準及び法令等によ
る基準
②現況の騒音レベル

環境項目 生活環境 日影
日照の阻害の有無（阻害を
受ける住戸等の有無）

現状の日照阻害の状況

評価の指標 評価の基準

大項目 中項目 小項目

評価

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

工事による大気環境への影
響がみられるが、ミティ
ゲーションの実施により、
大気質の濃度をほとんど悪
化させない程度となる。

影響要因は想定されないた
め対象外。

施設等の利用、各施設間の
人の移動に伴う大気環境へ
の影響はほとんどなく、ミ
ティゲーションの実施によ
り大気環境が改善される。

工事による大気環境への影
響がみられるが、ミティ
ゲーションの実施により、
大気質の濃度をほとんど悪
化させない程度となる。

0 － +1 0 0.3 0.3

工事の実施に伴って公共用
水域の水質に影響を及ぼす
ことはないことから、ミ
ティゲーションは想定して
いない。

影響要因が想定されないこ
とから対象外とする。

施設の供用に伴うし尿等の
汚水による影響はないこと
から、ミティゲーションは
想定していない。

工事の実施に伴って公共用
水域の水質に影響を及ぼす
ことはないことから、ミ
ティゲーションは想定して
いない。

0 － 0 0 0.0 0.0

履歴調査の結果、土壌汚染
物質の存在の可能性はない
ことから、ミティゲーショ
ンは想定していない。

影響要因が想定されないこ
とから対象外とする。

影響要因が想定されないこ
とから対象外とする。

工事の内容から土壌汚染物
質の拡散の可能性はないこ
とから、ミティゲーション
は想定していない。 0 － － 0 0.0 0.0

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

重要な生物・生態系の賦存
地の改変はない。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

重要な生物・生態系の賦存
地の改変はない。

－ 0 － 0 0.0 0.0

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

海面埋立地であるため対象
外とする。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

海面埋立地であるため対象
外とする。

－ － － － - -

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

生物の生育・生息場所は改
変されない。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

周辺の生物の生育・生息場
所の連続性は現況と変わら
ない。

－ 0 － 0 0.0

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

重要な生物・生態系の指定
地域の改変はない。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

重要な生物・生態系の指定
地域の改変はない。

－ 0 － 0 0.0

鳥類の主要な生息場でない
ことから、予測評価の対象
外とする。

鳥類の主要な生息場でない
ことから、予測評価の対象
外とする。

鳥類の主要な生息場でない
ことから、予測評価の対象
外とする。

鳥類の主要な生息場でない
ことから、予測評価の対象
外とする。

鳥類の主要な生息場でない
ことから、予測評価の対象
外とする。

－ － － － － -

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

現況0％の緑被率が17.4％
となり、緑被率が17.4ポイ
ント増加する。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

開催後は未利用地に戻る
が、海辺沿い数十ｍは公園
として整備されることか
ら、緑被率は8.1ポイント
増加する。

－ +1 － +1 1.0

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

仮設施設のため対象外とす
る。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

仮設施設のため対象外とす
る。

－ － － － -

工事の実施に伴う騒音によ
る影響がみられるが、ミ
ティゲーションにより周辺
の生活環境に影響を及ぼさ
ない程度となる。

影響要因は想定されないこ
とから対象外とする。

施設の供用、声援や応援等
が周辺の生活環境に影響を
及ぼすことはないことか
ら、ミティゲーションは想
定していない。

工事の実施に伴う騒音によ
る影響がみられるが、ミ
ティゲーションにより周辺
の生活環境に影響を及ぼさ
ない程度となる。

0 － 0 0 0.0 0.0

施設の存在による影響はな
いことから、ミティゲー
ションは想定していない。

影響要因は想定されないこ
とから対象外とする。

0 － 0.0 0.0

0.1

0.30.0

1.0

0.0

小項目
平均点

指標別
平均点

開催後

評価点

二次評価

開催中 開催後開催前
中項目
平均点

段階別影響

開催前 開催中
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評価の指標 評価の基準

大項目 中項目 小項目

評価

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

景観 緑視率 現況の緑視率

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

景観 優れた眺望又は景観の阻害

①周辺の視点場から眺望で
きる優れた眺望景観の阻害
の有無
②景観形成特別地区の景観
を阻害しないこと

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

自然との触れ合
い活動の場

自然との触れ合い活動の場
の変化

自然との触れ合い活動の場
の消失又は改善・創出

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

自然との触れ合
い活動の場

自然との触れ合い活動の変
化

自然との触れ合い活動の阻
害又は促進（場へのアクセ
ス性含む）の有無

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

歩行者空間の快
適性

街路樹等緑陰の状況（緑陰
面積）

現況の街路樹及び接道緑
化、壁面緑化の状況

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

史跡・文化財
史跡・文化財の保護・保全
の状況

文化財等の保存及び管理の
支障の有無

環境項目
資源・廃
棄物

水利用 上水利用量の削減 現在の上水利用量の水準

環境項目
資源・廃
棄物

廃棄物 廃棄物発生量の減量化
廃棄物発生量の減量化に
よって削減される最終処分
量の水準

環境項目
資源・廃
棄物

廃棄物 廃棄物の有効利用
廃棄物の有効利用によって
削減される最終処分量の水
準

環境項目
資源・廃
棄物

エコマテリアル エコマテリアルの使用
再生可能資材・再生資材の
活用の水準

環境項目
温室効果
ガス

温室効果ガス 温室効果ガスの削減量

①エネルギー消費量による
CO2排出の概算
②既存施設における追加的
排出の有無

環境項目
温室効果
ガス

エネルギー エネルギー使用量の増減

①現在の使用量の水準（東
京都温暖化対策計画書制度
/東京都建築物環境計画書
制度による評価水準）
②省エネ再エネ対策・設備
の導入状況/可能性

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

小項目
平均点

指標別
平均点

開催後

評価点

二次評価

開催中 開催後開催前
中項目
平均点

段階別影響

開催前 開催中

会場エリア内に緑地が整備
され、周辺に街路樹が整備
されるため、現況と同等の
緑視率になると想定する。

仮設撤去後は、草本の種を
播くなどして、現在と同様
の植生となると予測した。

0 0 0.0

水辺景観形成特別地区の景
観形成基準（色彩、意匠な
ど）に準拠した施設とす
る。

眺望景観及び景観形成特別
地区の景観を阻害すること
はない。

0 0 0.0

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

ミティゲーションの実施に
より、自然との触れ合い活
動の場が新たに創出され、
質が一部向上する。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

ミティゲーションの実施に
より、自然との触れ合い活
動の場が新たに創出され、
質が一部向上する。 － +1 － +1 1.0

現況で自然との触れ合い活
動が行われていない。

現況で自然との触れ合い活
動が行われていない。

現況で自然との触れ合い活
動が行われていない。

現況で自然との触れ合い活
動が行われていない。

現況で自然との触れ合い活
動が行われていない。

0 0 0 0 0 0.0

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

街路樹の整備・充実を図る
とともに、会場エリア内の
樹木の充実を図ることによ
り、緑陰面積及び歩行者が
感じる快適性ともに向上す
る。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

アクセスルートの街路樹を
開催後も維持することによ
り、緑陰面積及び歩行者が
感じる快適性ともに向上す
る。

－ +2 － +2 2.0 2.0

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

周辺に史跡・文化財は存在
しない。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

周辺に史跡・文化財は存在
しない。

－ 0 － 0 0.0 0.0

工事の実施に伴う水の利用
については、散水や洗車に
よる一時的な利用が見込ま
れるが、大量の水利用は想
定されないことから、予測
評価の対象外とする。

節水により上水利用量の削
減が図られる。

競技の実施時における会場
の利用者による水利用につ
いては、「施設の存在によ
る影響」に含めるものとし
て、ここでは予測評価の対
象外とする。

工事の実施に伴う水の利用
については、散水や洗車に
よる一時的な利用が見込ま
れるが、大量の水利用は想
定されないことから、予測
評価の対象外とする。

後利用はないことから対象
外とする。

－ 0 － － － 0.0 0.0

建設廃棄物の対策はリサイ
クルによるものが大部分で
あり、減量による最終処分
量の大幅な削減は見込めな
い。

施設の存在による廃棄物の
発生については、「競技の
実施による影響」で扱い、
ここでは対象外とする。

既に容器包装廃棄物のリサ
イクル分別などが実施され
ており、廃棄物の発生抑制
策による最終処分量の大幅
な削減は見込めない。

建設廃棄物の対策はリサイ
クルによるものが大部分で
あり、減量による最終処分
量の大幅な削減は見込めな
い。

後利用はないことから対象
外とする。

0 － 0 0 － 0.0

「東京都建設リサイクル推
進計画」等に基づく有効利
用策の促進により、建設廃
棄物の最終処分量は現在の
水準から20％以上削減され
る。

施設の存在による廃棄物の
発生については、「競技の
実施による影響」で扱い、
ここでは対象外とする。

資源ごみ回収やごみ処理過
程資源化、熱回収等の促進
により、一般廃棄物の最終
処分量は現在の水準から
30％程度削減される。

「東京都建設リサイクル推
進計画」等に基づく有効利
用策の促進により、建設廃
棄物の最終処分量は現在の
水準から20％以上削減され
る。

後利用はないことから対象
外とする。

+1 － +1 +1 － 1.0

再生可能資材や再生資材が
最大限に利用され、現在の
水準を上回る。

施設の存在時におけるエコ
マテリアルの利用は想定さ
れないため対象外とする。

競技の実施時におけるエコ
マテリアルの利用は想定さ
れないため対象外とする。

再生可能資材や再生資材が
最大限に利用され、現在の
水準を上回る。

後利用時におけるエコマテ
リアルの利用は想定されな
いため対象外とする。

+1 － － +1 － 1.0 1.0

低燃費型建設機械の採用等
により、約20～40％の削減
が図られる。

開催中の施設の存在による
影響については、「競技の
実施による影響」で扱い、
ここでは対象外とする。

高効率設備の採用等によ
り、20％程度の削減が図ら
れる。

低燃費型建設機械の採用等
により、約20～40％の削減
が図られる。

後利用はないことから対象
外とする。

+2 － +2 +2 － 2.0 2.0

低燃費型建設機械の採用等
により、約20～40％の低減
が図られる。

開催中の施設の存在による
影響については、「競技の
実施による影響」で扱い、
ここでは対象外とする。

高効率設備の採用等によ
り、20％程度の低減が図ら
れる。

低燃費型建設機械の採用等
により、約20～40％の低減
が図られる。

後利用はないことから対象
外とする。

+2 － +2 +2 － 2.0 2.0

0.50.5

2.0

0.0

0.60.5
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会場別予測評価結果表(9_有明ＢＭＸコース)

評価の指標 評価の基準

大項目 中項目 小項目

評価

社会・経
済項目

土地利用 土地利用 土地の転用
土地利用の改変、転用の有
無

社会・経
済項目

土地利用 土地利用 土地の有効利用 未利用地の解消の有無

社会・経
済項目

土地利用 地域分断
生活移動動線の分断又は進
展

歩行者、自転車等の移動動
線の分断をしないこと

社会・経
済項目

土地利用 地域分断
生活移動動線の分断又は進
展

歩行者、自転車等の動線の
ネットワーク化の進展の有
無

社会・経
済項目

土地利用 移転 民家等の移転
民家等の移転を伴わないこ
と

社会・経
済項目

交通
公共交通へのア
クセシビリティ

アクセス性
現在の会場までのアクセス
性

社会・経
済項目

交通 交通安全 交通安全
現在の歩車動線の分離（交
通安全性の向上）の状況

社会・経
済項目

経済 事業採算性 施設整備費
施設整備費を適正に保つた
めの措置

社会・経
済項目

経済 事業採算性 運営経費
運営・維持コストの削減の
ための措置

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

小項目
平均点

指標別
平均点

開催後

評価点

二次評価

開催中 開催後開催前
中項目
平均点

段階別影響

開催前 開催中

改変エリアは現在未利用地
となっており、自然地や農
地は存在しない。 0 0.0

会場の大部分が未利用地で
あり、開催中に競技会場と
して有効活用される。

一部海浜公園として整備さ
れるが大部分は未利用地に
戻る。 +2 +1 1.5

既に公共的な利用がなされ
ている施設の場所であり、
改変エリアは生活移動動線
に影響しない。

移動動線は確保されてお
り、競技中も現況と変わら
ない。

施設撤去後の後利用が想定
されない。

0 0 － 0.0

会場周辺は既に道路網が整
備されており、現状と同等
となる。

会場周辺は既に道路網が整
備されており、現状と同等
となる。

施設撤去後の後利用が想定
されない。

0 0 － 0.0

改変エリアに民家等は存在
しない。

0 0.0 0.0

来場者用の歩行者通路の設
置によりアクセス性が向上
する。

後利用時には未利用地とな
る。

+1 － 1.0 1.0

現状でも対策は十分になさ
れており、工事に伴う歩車
動線の未分離区間は発生し
ない。

競技の実施による影響に含
め、評価の対象外とする。

現状において歩車動線は分
離されており、開催中も維
持される。

現状でも対策は十分になさ
れており、工事に伴う歩車
動線の未分離区間は発生し
ない。

後利用時の公共利用が想定
されない。

0 － 0 0 － 0.0 0.0

再生可能材により整備費や
廃棄物処理費用を抑制する
等の費用削減措置が取られ
る。

再生可能材により整備費や
廃棄物処理費用を抑制する
等の費用削減措置が取られ
る。

+1 +1 1.0

ボランティアの活用等によ
り運営経費、維持管理コス
トの削減が図られる。 +1 1.0

項目 一次評価 二次評価
主要環境 -0.2 0.1
生態系 0.0 0.3
生活環境 -0.3 0.0
ｱﾒﾆﾃｨ・文化 -0.1 0.6
資源・廃棄物 0.3 0.5
温室効果ガス 0.0 2.0
土地利用 0.3 0.3
交通 0.0 0.5
経済 0.0 1.0

1.0

0.8

0.3

0.0

0.5

1.0

-2
-1
0
1
2
主要環境

生態系

生活環境

ｱﾒﾆﾃｨ・文化

資源・廃棄物温室効果ガス

土地利用

交通

経済 一次評価

二次評価
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会場別予測評価結果表(10_有明ベロドローム)

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

環境項目 主要環境 大気
汚染物質（NO2、SPM）の排
出量

排出の有無、現状より排出
増大の可能性

工事の実施による濃度の変
化（付加率）が5％未満で
ある。

影響要因は想定されないた
め対象外。

施設等の利用、各施設間の
人の移動に伴う汚染物質の
排出が周辺の大気環境に与
える影響はほとんどない。

工事の実施による濃度の変
化（付加率）が5％未満で
ある。

-1 － 0 -1 -0.7 -0.7

環境項目 主要環境 水質
汚濁負荷（COD、T-N、T-
P、BOD､SS等）の排出量

汚濁負荷物質排出の有無、
汚染増大の可能性

工事の実施に伴うし尿等の
汚水は公共下水道等に排出
することから、公共用水域
の水質に影響を及ぼすこと
はない。

影響要因が想定されないこ
とから対象外とする。

施設の供用に伴うし尿等の
汚水は公共下水道等に排出
することから、公共用水域
の水質に影響を及ぼすこと
はない。

工事の実施に伴うし尿等の
汚水は公共下水道等に排出
することから、公共用水域
の水質に影響を及ぼすこと
はない。

0 － 0 0 0.0 0.0

環境項目 主要環境 土壌
土壌汚染物質の拡散の可能
性

土地履歴調査等による土壌
汚染物質の存在可能性

履歴調査の結果、土壌汚染
物質の存在の可能性はな
い。

影響要因が想定されないこ
とから対象外とする。

影響要因が想定されないこ
とから対象外とする。

工事の内容から土壌汚染物
質の拡散の可能性はない。

0 － － 0 0.0 0.0

環境項目 生態系
生物の生育・生
息基盤

生物の生育・生息基盤の状
況

①重要な生物・生態系の賦
存地の改変の有無
②生物の生育・生息基盤の
創出の有無

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

重要な生物・生態系の賦存
地の改変はない。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

重要な生物・生態系の賦存
地の改変はない。

－ 0 － 0 0.0 0.0

環境項目 生態系 水循環
雨水の地下浸透能力（地表
面被覆率）

現状の地表面被覆率

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

海面埋立地であるため対象
外とする。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

海面埋立地であるため対象
外とする。

－ － － － - -

環境項目 生態系 生物・生態系
周辺の生物の生育・生息環
境の連続性

現況の生物の生育・生息環
境の連続性

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

生物の生育・生息場所は改
変されない。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

仮設の撤去や施設の後利用
の対象は、駐車場、砂利・
舗装面、運動場、芝生であ
り、評価対象とする環境で
はないため、現況と変わら
ない。

－ 0 － 0 0.0

環境項目 生態系 生物・生態系 重要な生物・生態系 重要な生物・生態系の状況

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

重要な生物・生態系の指定
地域の改変はない。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

重要な生物・生態系の指定
地域の改変はない。

－ 0 － 0 0.0

環境項目 生態系 生物・生態系
生物相の豊かさ（鳥類相で
代表）

現況の生息種数（現状生息
する種のうち、生息が困難
となる可能性のある種の有
無、種数）

鳥類の主要な生息場でない
ことから、予測評価の対象
外とする。

鳥類の主要な生息場でない
ことから、予測評価の対象
外とする。

鳥類の主要な生息場でない
ことから、予測評価の対象
外とする。

鳥類の主要な生息場でない
ことから、予測評価の対象
外とする。

鳥類の主要な生息場でない
ことから、予測評価の対象
外とする。

－ － － － － -

環境項目 生態系 緑 緑被面積（屋上含む） 現況の緑被率の状況

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

現況は未利用地であり、改
変の影響はない。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

現況は未利用地であり、改
変の影響はない。

－ 0 － 0 0.0

環境項目 生態系 緑 緑化の状況
東京都の自然保護条例、建
築物環境計画書制度におけ
る緑化の評価基準

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

仮設施設のため対象外とす
る。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

仮設施設のため対象外とす
る。

－ － － － -

環境項目 生活環境 騒音 環境・交通騒音レベル
①環境基準及び法令等によ
る基準
②現況の騒音レベル

工事の実施に伴う騒音によ
る周辺の生活環境への影響
がみられる。

影響要因は想定されないこ
とから対象外とする。

施設の供用、声援や応援等
による騒音の発生がみられ
るが、周辺の生活環境に影
響を及ぼすことはない。

工事の実施に伴う騒音によ
る周辺の生活環境への影響
がみられる。

-1 － 0 -1 -0.7 -0.7

環境項目 生活環境 日影
日照の阻害の有無（阻害を
受ける住戸等の有無）

現状の日照阻害の状況

施設の高さ、周辺の状況、
仮設のみであることなどか
ら、施設の存在に伴う日影
の影響はない。

影響要因は想定されないこ
とから対象外とする。

0 － 0.0 0.0

0.0

0.0

-0.3

評価点

-0.2

0.0

一次評価

評価の指標 評価の基準

開催前
中項目
平均点

小項目
平均点

指標別
平均点

開催中 開催後 開催中 開催後大項目 中項目 小項目

評価
段階別影響

開催前
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工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

評価点

一次評価

評価の指標 評価の基準

開催前
中項目
平均点

小項目
平均点

指標別
平均点

開催中 開催後 開催中 開催後大項目 中項目 小項目

評価
段階別影響

開催前

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

景観 緑視率 現況の緑視率

仮設の設置により、一部の
緑が改変されるが、緑視率
の減少は約1.3ポイントで
あり、現況と変わらない。

仮設撤去後、草地が改変さ
れた状態が続くが、緑視率
の減少は約1.3ポイントで
あり、現況と変わらない。 0 0 0.0

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

景観 優れた眺望又は景観の阻害

①周辺の視点場から眺望で
きる優れた眺望景観の阻害
の有無
②景観形成特別地区の景観
を阻害しないこと

水辺から見える場所に建設
されることから、水辺景観
形成特別地区周縁部を阻害
する。

眺望景観及び景観形成特別
地区の景観を阻害すること
はない。

-1 0 -0.5

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

自然との触れ合
い活動の場

自然との触れ合い活動の場
の変化

自然との触れ合い活動の場
の消失又は改善・創出

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

現況で自然との触れ合い活
動の場となっていないこと
から、現況と変わらない。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

現況で自然との触れ合い活
動の場となっていないこと
から、現況と変わらない。

－ 0 － 0 0.0

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

自然との触れ合
い活動の場

自然との触れ合い活動の変
化

自然との触れ合い活動の阻
害又は促進（場へのアクセ
ス性含む）の有無

現況で自然との触れ合い活
動が行われていない。

現況で自然との触れ合い活
動が行われていない。

現況で自然との触れ合い活
動が行われていない。

現況で自然との触れ合い活
動が行われていない。

現況で自然との触れ合い活
動が行われていない。

0 0 0 0 0 0.0

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

歩行者空間の快
適性

街路樹等緑陰の状況（緑陰
面積）

現況の街路樹及び接道緑
化、壁面緑化の状況

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

現況は未利用地であり、樹
木に影響する改変はなく、
緑陰面積及び歩行者が感じ
る快適性ともに現況と変わ
らない。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

現況は未利用地であり、樹
木に影響する改変はなく、
緑陰面積及び歩行者が感じ
る快適性ともに現況と変わ
らない。

－ 0 － 0 0.0 0.0

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

史跡・文化財
史跡・文化財の保護・保全
の状況

文化財等の保存及び管理の
支障の有無

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

周辺に史跡・文化財は存在
しない。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

周辺に史跡・文化財は存在
しない。

－ 0 － 0 0.0 0.0

環境項目
資源・廃
棄物

水利用 上水利用量の削減 現在の上水利用量の水準

工事の実施に伴う水の利用
については、散水や洗車に
よる一時的な利用が見込ま
れるが、大量の水利用は想
定されないことから、予測
評価の対象外とする。

節水により上水利用量の削
減が図られる。

競技の実施時における会場
の利用者による水利用につ
いては、「施設の存在によ
る影響」に含めるものとし
て、ここでは予測評価の対
象外とする。

工事の実施に伴う水の利用
については、散水や洗車に
よる一時的な利用が見込ま
れるが、大量の水利用は想
定されないことから、予測
評価の対象外とする。

後利用はないことから対象
外とする。

－ 0 － － － 0.0 0.0

環境項目
資源・廃
棄物

廃棄物 廃棄物発生量の減量化
廃棄物発生量の減量化に
よって削減される最終処分
量の水準

標準的な工事と同程度の廃
棄物の削減対策がなされ、
現在の廃棄物の発生水準と
同等の減量化が行われる。

施設の存在による廃棄物の
発生については、「競技の
実施による影響」で扱い、
ここでは対象外とする。

競技の実施に伴い排出され
る一般廃棄物は、現在と同
程度の減量化が行われ、最
終処分量は現状の水準と変
わらない。

標準的な工事と同程度の廃
棄物の削減対策がなされ、
現在の廃棄物の発生水準と
同等の減量化が行われる。

後利用はないことから対象
外とする。

0 － 0 0 － 0.0

環境項目
資源・廃
棄物

廃棄物 廃棄物の有効利用
廃棄物の有効利用によって
削減される最終処分量の水
準

建設廃棄物の有効利用の取
り組みについて、現在の標
準的な工事と同程度の廃棄
物の有効利用がなされる。

施設の存在による廃棄物の
発生については、「競技の
実施による影響」で扱い、
ここでは対象外とする。

競技の実施に伴い排出され
る一般廃棄物は、現在と同
程度の有効利用がなされ、
最終処分量は現状の水準と
変わらない。

建設廃棄物の有効利用の取
り組みについて、現在の標
準的な工事と同程度の廃棄
物の有効利用がなされる。

後利用はないことから対象
外とする。

0 － 0 0 － 0.0

環境項目
資源・廃
棄物

エコマテリアル エコマテリアルの使用
再生可能資材・再生資材の
活用の水準

再生可能資材や再生資材が
最大限に利用され、現在の
水準を上回る。

施設の存在時におけるエコ
マテリアルの利用は想定さ
れないため対象外とする。

競技の実施時におけるエコ
マテリアルの利用は想定さ
れないため対象外とする。

再生可能資材や再生資材が
最大限に利用され、現在の
水準を上回る。

後利用時におけるエコマテ
リアルの利用は想定されな
いため対象外とする。

+1 － － +1 － 1.0 1.0

環境項目
温室効果
ガス

温室効果ガス 温室効果ガスの削減量

①エネルギー消費量による
CO2排出の概算
②既存施設における追加的
排出の有無

一般的な施設の建設工事と
同程度の排出量になる。

開催中の施設の存在による
影響については、「競技の
実施による影響」に含めて
扱う。

同等施設の標準的な排出量
となる。

一般的な施設の建設工事と
同程度の排出量になる。

後利用はないことから対象
外とする。

0 － 0 0 － 0.0 0.0

環境項目
温室効果
ガス

エネルギー エネルギー使用量の増減

①現在の使用量の水準（東
京都温暖化対策計画書制度
/東京都建築物環境計画書
制度による評価水準）
②省エネ再エネ対策・設備
の導入状況/可能性

一般的な施設の建設工事と
同程度の消費量になる。

開催中の施設の存在による
影響については、「競技の
実施による影響」に含めて
扱う。

同等施設の標準的な消費量
となる。

一般的な施設の建設工事と
同程度の消費量になる。

後利用はないことから対象
外とする。

0 － 0 0 － 0.0 0.0

0.30.0

0.0

0.0

-0.3

-0.1

1－56



会場別予測評価結果表(10_有明ベロドローム)

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

評価点

一次評価

評価の指標 評価の基準

開催前
中項目
平均点

小項目
平均点

指標別
平均点

開催中 開催後 開催中 開催後大項目 中項目 小項目

評価
段階別影響

開催前

社会・経
済項目

土地利用 土地利用 土地の転用
土地利用の改変、転用の有
無

改変エリアは現在未利用地
となっており、自然地や農
地は存在しない。 0 0.0

社会・経
済項目

土地利用 土地利用 土地の有効利用 未利用地の解消の有無

会場の大部分が未利用地で
あり、開催中に競技会場と
して有効活用される。

一部海浜公園として整備さ
れるが大部分は未利用地に
戻る。 +2 +1 1.5

社会・経
済項目

土地利用 地域分断
生活移動動線の分断又は進
展

歩行者、自転車等の移動動
線の分断をしないこと

既に公共的な利用がなされ
ている施設の場所であり、
改変エリアは生活移動動線
に影響しない。

移動動線は確保されてお
り、競技中も現況と変わら
ない。

施設撤去後の後利用が想定
されない。

0 0 － 0.0

社会・経
済項目

土地利用 地域分断
生活移動動線の分断又は進
展

歩行者、自転車等の動線の
ネットワーク化の進展の有
無

会場周辺は既に道路網が整
備されており、現状と同等
となる。

会場周辺は既に道路網が整
備されており、現状と同等
となる。

施設撤去後の後利用が想定
されない。

0 0 － 0.0

社会・経
済項目

土地利用 移転 民家等の移転
民家等の移転を伴わないこ
と

改変エリアに民家等は存在
しない。

0 0.0 0.0

社会・経
済項目

交通
公共交通へのア
クセシビリティ

アクセス性
現在の会場までのアクセス
性

アクセス性向上の対策が無
く現況と同様のアクセス性
である。

後利用時には未利用地とな
る。

0 － 0.0 0.0

社会・経
済項目

交通 交通安全 交通安全
現在の歩車動線の分離（交
通安全性の向上）の状況

現状でも対策は十分になさ
れており、工事に伴う歩車
動線の未分離区間は発生し
ない。

競技の実施による影響に含
め、評価の対象外とする。

現状において歩車動線は分
離されており、開催中も維
持される。

現状でも対策は十分になさ
れており、工事に伴う歩車
動線の未分離区間は発生し
ない。

後利用時の公共利用が想定
されない。

0 － 0 0 － 0.0 0.0

社会・経
済項目

経済 事業採算性 施設整備費
施設整備費を適正に保つた
めの措置

対策が無い場合には標準的
な施設整備費となる。

対策が無い場合には標準的
な撤去・改修整備費とな
る。 0 0 0.0

社会・経
済項目

経済 事業採算性 運営経費
運営・維持コストの削減の
ための措置

対策を講じない場合には標
準的な運営経費となる。

0 0.0

0.0

0.0 0.0

0.8

0.3

0.0

1－57



会場別予測評価結果表(10_有明ベロドローム)

環境項目 主要環境 大気
汚染物質（NO2、SPM）の排
出量

排出の有無、現状より排出
増大の可能性

環境項目 主要環境 水質
汚濁負荷（COD、T-N、T-
P、BOD､SS等）の排出量

汚濁負荷物質排出の有無、
汚染増大の可能性

環境項目 主要環境 土壌
土壌汚染物質の拡散の可能
性

土地履歴調査等による土壌
汚染物質の存在可能性

環境項目 生態系
生物の生育・生
息基盤

生物の生育・生息基盤の状
況

①重要な生物・生態系の賦
存地の改変の有無
②生物の生育・生息基盤の
創出の有無

環境項目 生態系 水循環
雨水の地下浸透能力（地表
面被覆率）

現状の地表面被覆率

環境項目 生態系 生物・生態系
周辺の生物の生育・生息環
境の連続性

現況の生物の生育・生息環
境の連続性

環境項目 生態系 生物・生態系 重要な生物・生態系 重要な生物・生態系の状況

環境項目 生態系 生物・生態系
生物相の豊かさ（鳥類相で
代表）

現況の生息種数（現状生息
する種のうち、生息が困難
となる可能性のある種の有
無、種数）

環境項目 生態系 緑 緑被面積（屋上含む） 現況の緑被率の状況

環境項目 生態系 緑 緑化の状況
東京都の自然保護条例、建
築物環境計画書制度におけ
る緑化の評価基準

環境項目 生活環境 騒音 環境・交通騒音レベル
①環境基準及び法令等によ
る基準
②現況の騒音レベル

環境項目 生活環境 日影
日照の阻害の有無（阻害を
受ける住戸等の有無）

現状の日照阻害の状況

評価の指標 評価の基準

大項目 中項目 小項目

評価

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

工事による大気環境への影
響がみられるが、ミティ
ゲーションの実施により、
大気質の濃度をほとんど悪
化させない程度となる。

影響要因は想定されないた
め対象外。

施設等の利用、各施設間の
人の移動に伴う大気環境へ
の影響はほとんどなく、ミ
ティゲーションの実施によ
り大気環境が改善される。

工事による大気環境への影
響がみられ、ミティゲー
ションの実施により影響の
程度が低減されるが、濃度
の変化（付加率）が5％未
満となる。

0 － +1 -1 0.0 0.0

工事の実施に伴って公共用
水域の水質に影響を及ぼす
ことはないことから、ミ
ティゲーションは想定して
いない。

影響要因が想定されないこ
とから対象外とする。

施設の供用に伴うし尿等の
汚水による影響はないこと
から、ミティゲーションは
想定していない。

工事の実施に伴って公共用
水域の水質に影響を及ぼす
ことはないことから、ミ
ティゲーションは想定して
いない。

0 － 0 0 0.0 0.0

履歴調査の結果、土壌汚染
物質の存在の可能性はない
ことから、ミティゲーショ
ンは想定していない。

影響要因が想定されないこ
とから対象外とする。

影響要因が想定されないこ
とから対象外とする。

工事の内容から土壌汚染物
質の拡散の可能性はないこ
とから、ミティゲーション
は想定していない。 0 － － 0 0.0 0.0

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

重要な生物・生態系の賦存
地の改変はない。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

重要な生物・生態系の賦存
地の改変はない。

－ 0 － 0 0.0 0.0

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

海面埋立地であるため対象
外とする。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

海面埋立地であるため対象
外とする。

－ － － － - -

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

生物の生育・生息場所は改
変されない。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

周辺の生物の生育・生息場
所の連続性は現況と変わら
ない。

－ 0 － 0 0.0

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

重要な生物・生態系の指定
地域の改変はない。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

重要な生物・生態系の指定
地域の改変はない。

－ 0 － 0 0.0

鳥類の主要な生息場でない
ことから、予測評価の対象
外とする。

鳥類の主要な生息場でない
ことから、予測評価の対象
外とする。

鳥類の主要な生息場でない
ことから、予測評価の対象
外とする。

鳥類の主要な生息場でない
ことから、予測評価の対象
外とする。

鳥類の主要な生息場でない
ことから、予測評価の対象
外とする。

－ － － － － -

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

現況0％の緑被率が17.4％
となり、緑被率が17.4ポイ
ント増加する。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

開催後は未利用地に戻る
が、海辺沿い数十ｍは公園
として整備されることか
ら、緑被率は8.1ポイント
増加する。

－ +1 － +1 1.0

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

仮設施設のため対象外とす
る。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

仮設施設のため対象外とす
る。

－ － － － -

工事の実施に伴う騒音によ
る影響がみられるが、ミ
ティゲーションにより周辺
の生活環境に影響を及ぼさ
ない程度となる。

影響要因は想定されないこ
とから対象外とする。

施設の供用、声援や応援等
が周辺の生活環境に影響を
及ぼすことはないことか
ら、ミティゲーションは想
定していない。

工事の実施に伴う騒音によ
る影響がみられるが、ミ
ティゲーションにより周辺
の生活環境に影響を及ぼさ
ない程度となる。

0 － 0 0 0.0 0.0

施設の存在による影響はな
いことから、ミティゲー
ションは想定していない。

影響要因は想定されないこ
とから対象外とする。

0 － 0.0 0.0

0.0

0.30.0

1.0

0.0

小項目
平均点

指標別
平均点

開催後

評価点

二次評価

開催中 開催後開催前
中項目
平均点

段階別影響

開催前 開催中
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会場別予測評価結果表(10_有明ベロドローム)

評価の指標 評価の基準

大項目 中項目 小項目

評価

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

景観 緑視率 現況の緑視率

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

景観 優れた眺望又は景観の阻害

①周辺の視点場から眺望で
きる優れた眺望景観の阻害
の有無
②景観形成特別地区の景観
を阻害しないこと

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

自然との触れ合
い活動の場

自然との触れ合い活動の場
の変化

自然との触れ合い活動の場
の消失又は改善・創出

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

自然との触れ合
い活動の場

自然との触れ合い活動の変
化

自然との触れ合い活動の阻
害又は促進（場へのアクセ
ス性含む）の有無

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

歩行者空間の快
適性

街路樹等緑陰の状況（緑陰
面積）

現況の街路樹及び接道緑
化、壁面緑化の状況

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

史跡・文化財
史跡・文化財の保護・保全
の状況

文化財等の保存及び管理の
支障の有無

環境項目
資源・廃
棄物

水利用 上水利用量の削減 現在の上水利用量の水準

環境項目
資源・廃
棄物

廃棄物 廃棄物発生量の減量化
廃棄物発生量の減量化に
よって削減される最終処分
量の水準

環境項目
資源・廃
棄物

廃棄物 廃棄物の有効利用
廃棄物の有効利用によって
削減される最終処分量の水
準

環境項目
資源・廃
棄物

エコマテリアル エコマテリアルの使用
再生可能資材・再生資材の
活用の水準

環境項目
温室効果
ガス

温室効果ガス 温室効果ガスの削減量

①エネルギー消費量による
CO2排出の概算
②既存施設における追加的
排出の有無

環境項目
温室効果
ガス

エネルギー エネルギー使用量の増減

①現在の使用量の水準（東
京都温暖化対策計画書制度
/東京都建築物環境計画書
制度による評価水準）
②省エネ再エネ対策・設備
の導入状況/可能性

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

小項目
平均点

指標別
平均点

開催後

評価点

二次評価

開催中 開催後開催前
中項目
平均点

段階別影響

開催前 開催中

会場エリア内に緑地が整備
され、周辺に街路樹が整備
されるため、緑視率は現況
と同等程度になると想定す
る。

仮設撤去後は、草本の種を
播くなどして、現在と同様
の植生となると予測した。

0 0 0.0

水辺景観形成特別地区の景
観形成基準（色彩、意匠な
ど）に準拠した施設とす
る。

眺望景観及び景観形成特別
地区の景観を阻害すること
はない。

0 0 0.0

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

ミティゲーションの実施に
より、自然との触れ合い活
動の場が新たに創出され、
質が一部向上する。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

ミティゲーションの実施に
より、自然との触れ合い活
動の場が新たに創出され、
質が一部向上する。 － +1 － +1 1.0

現況で自然との触れ合い活
動が行われていない。

現況で自然との触れ合い活
動が行われていない。

現況で自然との触れ合い活
動が行われていない。

現況で自然との触れ合い活
動が行われていない。

現況で自然との触れ合い活
動が行われていない。

0 0 0 0 0 0.0

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

街路樹の整備・充実を図る
とともに、会場エリア内の
樹木の充実を図ることによ
り、緑陰面積及び歩行者が
感じる快適性ともに向上す
る。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

アクセスルートの街路樹を
開催後も維持することによ
り、緑陰面積及び歩行者が
感じる快適性ともに向上す
る。

－ +2 － +2 2.0 2.0

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

周辺に史跡・文化財は存在
しない。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

周辺に史跡・文化財は存在
しない。

－ 0 － 0 0.0 0.0

工事の実施に伴う水の利用
については、散水や洗車に
よる一時的な利用が見込ま
れるが、大量の水利用は想
定されないことから、予測
評価の対象外とする。

節水により上水利用量の削
減が図られる。

競技の実施時における会場
の利用者による水利用につ
いては、「施設の存在によ
る影響」に含めるものとし
て、ここでは予測評価の対
象外とする。

工事の実施に伴う水の利用
については、散水や洗車に
よる一時的な利用が見込ま
れるが、大量の水利用は想
定されないことから、予測
評価の対象外とする。

後利用はないことから対象
外とする。

－ 0 － － － 0.0 0.0

建設廃棄物の対策はリサイ
クルによるものが大部分で
あり、減量による最終処分
量の大幅な削減は見込めな
い。

施設の存在による廃棄物の
発生については、「競技の
実施による影響」で扱い、
ここでは対象外とする。

既に容器包装廃棄物のリサ
イクル分別などが実施され
ており、廃棄物の発生抑制
策による最終処分量の大幅
な削減は見込めない。

建設廃棄物の対策はリサイ
クルによるものが大部分で
あり、減量による最終処分
量の大幅な削減は見込めな
い。

後利用はないことから対象
外とする。

0 － 0 0 － 0.0

「東京都建設リサイクル推
進計画」等に基づく有効利
用策の促進により、建設廃
棄物の最終処分量は現在の
水準から20％以上削減され
る。

施設の存在による廃棄物の
発生については、「競技の
実施による影響」で扱い、
ここでは対象外とする。

資源ごみ回収やごみ処理過
程資源化、熱回収等の促進
により、一般廃棄物の最終
処分量は現在の水準から
30％程度削減される。

「東京都建設リサイクル推
進計画」等に基づく有効利
用策の促進により、建設廃
棄物の最終処分量は現在の
水準から20％以上削減され
る。

後利用はないことから対象
外とする。

+1 － +1 +1 － 1.0

再生可能資材や再生資材が
最大限に利用され、現在の
水準を上回る。

施設の存在時におけるエコ
マテリアルの利用は想定さ
れないため対象外とする。

競技の実施時におけるエコ
マテリアルの利用は想定さ
れないため対象外とする。

再生可能資材や再生資材が
最大限に利用され、現在の
水準を上回る。

後利用時におけるエコマテ
リアルの利用は想定されな
いため対象外とする。

+1 － － +1 － 1.0 1.0

低燃費型建設機械の採用等
により、約20～40％の削減
が図られる。

開催中の施設の存在による
影響については、「競技の
実施による影響」で扱い、
ここでは対象外とする。

高効率設備の採用等によ
り、20％程度の削減が図ら
れる。

低燃費型建設機械の採用等
により、約20～40％の削減
が図られる。

後利用はないことから対象
外とする。

+2 － +2 +2 － 2.0 2.0

低燃費型建設機械の採用等
により、約20～40％の低減
が図られる。

開催中の施設の存在による
影響については、「競技の
実施による影響」で扱い、
ここでは対象外とする。

高効率設備の採用等によ
り、20％程度の低減が図ら
れる。

低燃費型建設機械の採用等
により、約20～40％の低減
が図られる。

後利用はないことから対象
外とする。

+2 － +2 +2 － 2.0 2.0

0.50.5

2.0

0.0

0.60.5
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会場別予測評価結果表(10_有明ベロドローム)

評価の指標 評価の基準

大項目 中項目 小項目

評価

社会・経
済項目

土地利用 土地利用 土地の転用
土地利用の改変、転用の有
無

社会・経
済項目

土地利用 土地利用 土地の有効利用 未利用地の解消の有無

社会・経
済項目

土地利用 地域分断
生活移動動線の分断又は進
展

歩行者、自転車等の移動動
線の分断をしないこと

社会・経
済項目

土地利用 地域分断
生活移動動線の分断又は進
展

歩行者、自転車等の動線の
ネットワーク化の進展の有
無

社会・経
済項目

土地利用 移転 民家等の移転
民家等の移転を伴わないこ
と

社会・経
済項目

交通
公共交通へのア
クセシビリティ

アクセス性
現在の会場までのアクセス
性

社会・経
済項目

交通 交通安全 交通安全
現在の歩車動線の分離（交
通安全性の向上）の状況

社会・経
済項目

経済 事業採算性 施設整備費
施設整備費を適正に保つた
めの措置

社会・経
済項目

経済 事業採算性 運営経費
運営・維持コストの削減の
ための措置

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

小項目
平均点

指標別
平均点

開催後

評価点

二次評価

開催中 開催後開催前
中項目
平均点

段階別影響

開催前 開催中

改変エリアは現在未利用地
となっており、自然地や農
地は存在しない。 0 0.0

会場の大部分が未利用地で
あり、開催中に競技会場と
して有効活用される。

一部海浜公園として整備さ
れるが大部分は未利用地に
戻る。 +2 +1 1.5

既に公共的な利用がなされ
ている施設の場所であり、
改変エリアは生活移動動線
に影響しない。

移動動線は確保されてお
り、競技中も現況と変わら
ない。

施設撤去後の後利用が想定
されない。

0 0 － 0.0

会場周辺は既に道路網が整
備されており、現状と同等
となる。

会場周辺は既に道路網が整
備されており、現状と同等
となる。

施設撤去後の後利用が想定
されない。

0 0 － 0.0

改変エリアに民家等は存在
しない。

0 0.0 0.0

来場者用の歩行者通路の設
置によりアクセス性が向上
する。

後利用時には未利用地とな
る。

+1 － 1.0 1.0

現状でも対策は十分になさ
れており、工事に伴う歩車
動線の未分離区間は発生し
ない。

競技の実施による影響に含
め、評価の対象外とする。

現状において歩車動線は分
離されており、開催中も維
持される。

現状でも対策は十分になさ
れており、工事に伴う歩車
動線の未分離区間は発生し
ない。

後利用時の公共利用が想定
されない。

0 － 0 0 － 0.0 0.0

再生可能材により整備費や
廃棄物処理費用を抑制する
等の費用削減措置が取られ
る。

再生可能材により整備費や
廃棄物処理費用を抑制する
等の費用削減措置が取られ
る。

+1 +1 1.0

ボランティアの活用等によ
り運営経費、維持管理コス
トの削減が図られる。 +1 1.0

項目 一次評価 二次評価
主要環境 -0.2 0.0
生態系 0.0 0.3
生活環境 -0.3 0.0
ｱﾒﾆﾃｨ・文化 -0.1 0.6
資源・廃棄物 0.3 0.5
温室効果ガス 0.0 2.0
土地利用 0.3 0.3
交通 0.0 0.5
経済 0.0 1.0

1.0

0.8

0.3

0.0

0.5

1.0

-2
-1
0
1
2
主要環境

生態系

生活環境

ｱﾒﾆﾃｨ・文化

資源・廃棄物温室効果ガス

土地利用

交通

経済 一次評価

二次評価
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会場別予測評価結果表(11_有明体操競技場)

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

環境項目 主要環境 大気
汚染物質（NO2、SPM）の排
出量

排出の有無、現状より排出
増大の可能性

工事の実施による濃度の変
化（付加率）が5％未満で
ある。

影響要因は想定されないた
め対象外。

施設等の利用、各施設間の
人の移動に伴う汚染物質の
排出が周辺の大気環境に与
える影響はほとんどない。

工事の実施による濃度の変
化（付加率）が5％未満で
ある。

-1 － 0 -1 -0.7 -0.7

環境項目 主要環境 水質
汚濁負荷（COD、T-N、T-
P、BOD､SS等）の排出量

汚濁負荷物質排出の有無、
汚染増大の可能性

工事の実施に伴うし尿等の
汚水は公共下水道等に排出
することから、公共用水域
の水質に影響を及ぼすこと
はない。

影響要因が想定されないこ
とから対象外とする。

施設の供用に伴うし尿等の
汚水は公共下水道等に排出
することから、公共用水域
の水質に影響を及ぼすこと
はない。

工事の実施に伴うし尿等の
汚水は公共下水道等に排出
することから、公共用水域
の水質に影響を及ぼすこと
はない。

0 － 0 0 0.0 0.0

環境項目 主要環境 土壌
土壌汚染物質の拡散の可能
性

土地履歴調査等による土壌
汚染物質の存在可能性

履歴調査の結果、土壌汚染
物質の存在の可能性はな
い。

影響要因が想定されないこ
とから対象外とする。

影響要因が想定されないこ
とから対象外とする。

工事の内容から土壌汚染物
質の拡散の可能性はない。

0 － － 0 0.0 0.0

環境項目 生態系
生物の生育・生
息基盤

生物の生育・生息基盤の状
況

①重要な生物・生態系の賦
存地の改変の有無
②生物の生育・生息基盤の
創出の有無

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

重要な生物・生態系の賦存
地の改変はない。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

重要な生物・生態系の賦存
地の改変はない。

－ 0 － 0 0.0 0.0

環境項目 生態系 水循環
雨水の地下浸透能力（地表
面被覆率）

現状の地表面被覆率

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

海面埋立地であるため対象
外とする。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

海面埋立地であるため対象
外とする。

－ － － － - -

環境項目 生態系 生物・生態系
周辺の生物の生育・生息環
境の連続性

現況の生物の生育・生息環
境の連続性

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

生物の生育・生息場所は改
変されない。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

仮設の撤去や施設の後利用
の対象は、駐車場、砂利・
舗装面、運動場、芝生であ
り、評価対象とする環境で
はないため、現況と変わら
ない。

－ 0 － 0 0.0

環境項目 生態系 生物・生態系 重要な生物・生態系 重要な生物・生態系の状況

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

重要な生物・生態系の指定
地域の改変はない。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

重要な生物・生態系の指定
地域の改変はない。

－ 0 － 0 0.0

環境項目 生態系 生物・生態系
生物相の豊かさ（鳥類相で
代表）

現況の生息種数（現状生息
する種のうち、生息が困難
となる可能性のある種の有
無、種数）

鳥類の主要な生息場でない
ことから、予測評価の対象
外とする。

鳥類の主要な生息場でない
ことから、予測評価の対象
外とする。

鳥類の主要な生息場でない
ことから、予測評価の対象
外とする。

鳥類の主要な生息場でない
ことから、予測評価の対象
外とする。

鳥類の主要な生息場でない
ことから、予測評価の対象
外とする。

－ － － － － -

環境項目 生態系 緑 緑被面積（屋上含む） 現況の緑被率の状況

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

現況は未利用地であり、改
変の影響はない。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

現況は未利用地であり、改
変の影響はない。

－ 0 － 0 0.0

環境項目 生態系 緑 緑化の状況
東京都の自然保護条例、建
築物環境計画書制度におけ
る緑化の評価基準

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

仮設施設のため対象外とす
る。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

仮設施設のため対象外とす
る。

－ － － － -

環境項目 生活環境 騒音 環境・交通騒音レベル
①環境基準及び法令等によ
る基準
②現況の騒音レベル

工事の実施に伴う騒音によ
る周辺の生活環境への影響
がみられる。

影響要因は想定されないこ
とから対象外とする。

施設の供用、声援や応援等
による騒音の発生がみられ
るが、周辺の生活環境に影
響を及ぼすことはない。

工事の実施に伴う騒音によ
る周辺の生活環境への影響
がみられる。

-1 － 0 -1 -0.7 -0.7

環境項目 生活環境 日影
日照の阻害の有無（阻害を
受ける住戸等の有無）

現状の日照阻害の状況

施設の高さ、周辺の状況、
仮設のみであることなどか
ら、施設の存在に伴う日影
の影響はない。

影響要因は想定されないこ
とから対象外とする。

0 － 0.0 0.0

0.0

0.0

-0.3

評価点

-0.2

0.0

一次評価

評価の指標 評価の基準

開催前
中項目
平均点

小項目
平均点

指標別
平均点

開催中 開催後 開催中 開催後大項目 中項目 小項目

評価
段階別影響

開催前
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工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

評価点

一次評価

評価の指標 評価の基準

開催前
中項目
平均点

小項目
平均点

指標別
平均点

開催中 開催後 開催中 開催後大項目 中項目 小項目

評価
段階別影響

開催前

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

景観 緑視率 現況の緑視率

仮設の設置及び整地によ
り、一部の緑地が改変さ
れ、緑視率は現況よりも約
9.3ポイント減少する。

仮設撤去後、草地が改変さ
れた状態が続くため、緑視
率は現況より約9.3ポイン
ト減少する。 -1 -1 -1.0

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

景観 優れた眺望又は景観の阻害

①周辺の視点場から眺望で
きる優れた眺望景観の阻害
の有無
②景観形成特別地区の景観
を阻害しないこと

水辺から見える場所に建設
されることから、水辺景観
形成特別地区周縁部を阻害
する。

眺望景観及び景観形成特別
地区の景観を阻害すること
はない。

-1 0 -0.5

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

自然との触れ合
い活動の場

自然との触れ合い活動の場
の変化

自然との触れ合い活動の場
の消失又は改善・創出

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

現況で自然との触れ合い活
動の場となっていないこと
から、現況と変わらない。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

現況で自然との触れ合い活
動の場となっていないこと
から、現況と変わらない。

－ 0 － 0 0.0

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

自然との触れ合
い活動の場

自然との触れ合い活動の変
化

自然との触れ合い活動の阻
害又は促進（場へのアクセ
ス性含む）の有無

現況で自然との触れ合い活
動が行われていない。

現況で自然との触れ合い活
動が行われていない。

現況で自然との触れ合い活
動が行われていない。

現況で自然との触れ合い活
動が行われていない。

現況で自然との触れ合い活
動が行われていない。

0 0 0 0 0 0.0

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

歩行者空間の快
適性

街路樹等緑陰の状況（緑陰
面積）

現況の街路樹及び接道緑
化、壁面緑化の状況

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

現況は未利用地であり、樹
木に影響する改変はなく、
緑陰面積及び歩行者が感じ
る快適性ともに現況と変わ
らない。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

現況は未利用地であり、樹
木に影響する改変はなく、
緑陰面積及び歩行者が感じ
る快適性ともに現況と変わ
らない。

－ 0 － 0 0.0 0.0

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

史跡・文化財
史跡・文化財の保護・保全
の状況

文化財等の保存及び管理の
支障の有無

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

周辺に史跡・文化財は存在
しない。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

周辺に史跡・文化財は存在
しない。

－ 0 － 0 0.0 0.0

環境項目
資源・廃
棄物

水利用 上水利用量の削減 現在の上水利用量の水準

工事の実施に伴う水の利用
については、散水や洗車に
よる一時的な利用が見込ま
れるが、大量の水利用は想
定されないことから、予測
評価の対象外とする。

節水により上水利用量の削
減が図られる。

競技の実施時における会場
の利用者による水利用につ
いては、「施設の存在によ
る影響」に含めるものとし
て、ここでは予測評価の対
象外とする。

工事の実施に伴う水の利用
については、散水や洗車に
よる一時的な利用が見込ま
れるが、大量の水利用は想
定されないことから、予測
評価の対象外とする。

後利用はないことから対象
外とする。

－ 0 － － － 0.0 0.0

環境項目
資源・廃
棄物

廃棄物 廃棄物発生量の減量化
廃棄物発生量の減量化に
よって削減される最終処分
量の水準

標準的な工事と同程度の廃
棄物の削減対策がなされ、
現在の廃棄物の発生水準と
同等の減量化が行われる。

施設の存在による廃棄物の
発生については、「競技の
実施による影響」で扱い、
ここでは対象外とする。

競技の実施に伴い排出され
る一般廃棄物は、現在と同
程度の減量化が行われ、最
終処分量は現状の水準と変
わらない。

標準的な工事と同程度の廃
棄物の削減対策がなされ、
現在の廃棄物の発生水準と
同等の減量化が行われる。

後利用はないことから対象
外とする。

0 － 0 0 － 0.0

環境項目
資源・廃
棄物

廃棄物 廃棄物の有効利用
廃棄物の有効利用によって
削減される最終処分量の水
準

建設廃棄物の有効利用の取
り組みについて、現在の標
準的な工事と同程度の廃棄
物の有効利用がなされる。

施設の存在による廃棄物の
発生については、「競技の
実施による影響」で扱い、
ここでは対象外とする。

競技の実施に伴い排出され
る一般廃棄物は、現在と同
程度の有効利用がなされ、
最終処分量は現状の水準と
変わらない。

建設廃棄物の有効利用の取
り組みについて、現在の標
準的な工事と同程度の廃棄
物の有効利用がなされる。

後利用はないことから対象
外とする。

0 － 0 0 － 0.0

環境項目
資源・廃
棄物

エコマテリアル エコマテリアルの使用
再生可能資材・再生資材の
活用の水準

再生可能資材や再生資材が
最大限に利用され、現在の
水準を上回る。

施設の存在時におけるエコ
マテリアルの利用は想定さ
れないため対象外とする。

競技の実施時におけるエコ
マテリアルの利用は想定さ
れないため対象外とする。

再生可能資材や再生資材が
最大限に利用され、現在の
水準を上回る。

後利用時におけるエコマテ
リアルの利用は想定されな
いため対象外とする。

+1 － － +1 － 1.0 1.0

環境項目
温室効果
ガス

温室効果ガス 温室効果ガスの削減量

①エネルギー消費量による
CO2排出の概算
②既存施設における追加的
排出の有無

一般的な施設の建設工事と
同程度の排出量になる。

開催中の施設の存在による
影響については、「競技の
実施による影響」に含めて
扱う。

同等施設の標準的な排出量
となる。

一般的な施設の建設工事と
同程度の排出量になる。

後利用はないことから対象
外とする。

0 － 0 0 － 0.0 0.0

環境項目
温室効果
ガス

エネルギー エネルギー使用量の増減

①現在の使用量の水準（東
京都温暖化対策計画書制度
/東京都建築物環境計画書
制度による評価水準）
②省エネ再エネ対策・設備
の導入状況/可能性

一般的な施設の建設工事と
同程度の消費量になる。

開催中の施設の存在による
影響については、「競技の
実施による影響」に含めて
扱う。

同等施設の標準的な消費量
となる。

一般的な施設の建設工事と
同程度の消費量になる。

後利用はないことから対象
外とする。

0 － 0 0 － 0.0 0.0

0.30.0

0.0

0.0

-0.8

-0.2
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工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

評価点

一次評価

評価の指標 評価の基準

開催前
中項目
平均点

小項目
平均点

指標別
平均点

開催中 開催後 開催中 開催後大項目 中項目 小項目

評価
段階別影響

開催前

社会・経
済項目

土地利用 土地利用 土地の転用
土地利用の改変、転用の有
無

改変エリアは現在未利用地
となっており、自然地や農
地は存在しない。 0 0.0

社会・経
済項目

土地利用 土地利用 土地の有効利用 未利用地の解消の有無

会場の大部分が未利用地で
あり、開催中に競技会場と
して有効活用される。

一部海浜公園として整備さ
れるが大部分は未利用地に
戻る。 +2 +1 1.5

社会・経
済項目

土地利用 地域分断
生活移動動線の分断又は進
展

歩行者、自転車等の移動動
線の分断をしないこと

既に公共的な利用がなされ
ている施設の場所であり、
改変エリアは生活移動動線
に影響しない。

移動動線は確保されてお
り、競技中も現況と変わら
ない。

施設撤去後の後利用が想定
されない。

0 0 － 0.0

社会・経
済項目

土地利用 地域分断
生活移動動線の分断又は進
展

歩行者、自転車等の動線の
ネットワーク化の進展の有
無

会場周辺は既に道路網が整
備されており、現状と同等
となる。

会場周辺は既に道路網が整
備されており、現状と同等
となる。

施設撤去後の後利用が想定
されない。

0 0 － 0.0

社会・経
済項目

土地利用 移転 民家等の移転
民家等の移転を伴わないこ
と

改変エリアに民家等は存在
しない。

0 0.0 0.0

社会・経
済項目

交通
公共交通へのア
クセシビリティ

アクセス性
現在の会場までのアクセス
性

アクセス性向上の対策が無
く現況と同様のアクセス性
である。

後利用時には未利用地とな
る。

0 － 0.0 0.0

社会・経
済項目

交通 交通安全 交通安全
現在の歩車動線の分離（交
通安全性の向上）の状況

現状でも対策は十分になさ
れており、工事に伴う歩車
動線の未分離区間は発生し
ない。

競技の実施による影響に含
め、評価の対象外とする。

現状において歩車動線は分
離されており、開催中も維
持される。

現状でも対策は十分になさ
れており、工事に伴う歩車
動線の未分離区間は発生し
ない。

後利用時の公共利用が想定
されない。

0 － 0 0 － 0.0 0.0

社会・経
済項目

経済 事業採算性 施設整備費
施設整備費を適正に保つた
めの措置

対策が無い場合には標準的
な施設整備費となる。

対策が無い場合には標準的
な撤去・改修整備費とな
る。 0 0 0.0

社会・経
済項目

経済 事業採算性 運営経費
運営・維持コストの削減の
ための措置

対策を講じない場合には標
準的な運営経費となる。

0 0.0

0.0

0.0 0.0

0.8

0.3

0.0
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環境項目 主要環境 大気
汚染物質（NO2、SPM）の排
出量

排出の有無、現状より排出
増大の可能性

環境項目 主要環境 水質
汚濁負荷（COD、T-N、T-
P、BOD､SS等）の排出量

汚濁負荷物質排出の有無、
汚染増大の可能性

環境項目 主要環境 土壌
土壌汚染物質の拡散の可能
性

土地履歴調査等による土壌
汚染物質の存在可能性

環境項目 生態系
生物の生育・生
息基盤

生物の生育・生息基盤の状
況

①重要な生物・生態系の賦
存地の改変の有無
②生物の生育・生息基盤の
創出の有無

環境項目 生態系 水循環
雨水の地下浸透能力（地表
面被覆率）

現状の地表面被覆率

環境項目 生態系 生物・生態系
周辺の生物の生育・生息環
境の連続性

現況の生物の生育・生息環
境の連続性

環境項目 生態系 生物・生態系 重要な生物・生態系 重要な生物・生態系の状況

環境項目 生態系 生物・生態系
生物相の豊かさ（鳥類相で
代表）

現況の生息種数（現状生息
する種のうち、生息が困難
となる可能性のある種の有
無、種数）

環境項目 生態系 緑 緑被面積（屋上含む） 現況の緑被率の状況

環境項目 生態系 緑 緑化の状況
東京都の自然保護条例、建
築物環境計画書制度におけ
る緑化の評価基準

環境項目 生活環境 騒音 環境・交通騒音レベル
①環境基準及び法令等によ
る基準
②現況の騒音レベル

環境項目 生活環境 日影
日照の阻害の有無（阻害を
受ける住戸等の有無）

現状の日照阻害の状況

評価の指標 評価の基準

大項目 中項目 小項目

評価

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

工事による大気環境への影
響がみられ、ミティゲー
ションの実施により影響の
程度が低減されるが、濃度
の変化（付加率）が5％未
満となる。

影響要因は想定されないた
め対象外。

施設等の利用、各施設間の
人の移動に伴う大気環境へ
の影響はほとんどなく、ミ
ティゲーションの実施によ
り大気環境が改善される。

工事による大気環境への影
響がみられ、ミティゲー
ションの実施により影響の
程度が低減されるが、濃度
の変化（付加率）が5％未
満となる。

-1 － +1 -1 -0.3 -0.3

工事の実施に伴って公共用
水域の水質に影響を及ぼす
ことはないことから、ミ
ティゲーションは想定して
いない。

影響要因が想定されないこ
とから対象外とする。

施設の供用に伴うし尿等の
汚水による影響はないこと
から、ミティゲーションは
想定していない。

工事の実施に伴って公共用
水域の水質に影響を及ぼす
ことはないことから、ミ
ティゲーションは想定して
いない。

0 － 0 0 0.0 0.0

履歴調査の結果、土壌汚染
物質の存在の可能性はない
ことから、ミティゲーショ
ンは想定していない。

影響要因が想定されないこ
とから対象外とする。

影響要因が想定されないこ
とから対象外とする。

工事の内容から土壌汚染物
質の拡散の可能性はないこ
とから、ミティゲーション
は想定していない。 0 － － 0 0.0 0.0

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

重要な生物・生態系の賦存
地の改変はない。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

重要な生物・生態系の賦存
地の改変はない。

－ 0 － 0 0.0 0.0

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

海面埋立地であるため対象
外とする。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

海面埋立地であるため対象
外とする。

－ － － － - -

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

生物の生育・生息場所は改
変されない。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

周辺の生物の生育・生息場
所の連続性は現況と変わら
ない。

－ 0 － 0 0.0

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

重要な生物・生態系の指定
地域の改変はない。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

重要な生物・生態系の指定
地域の改変はない。

－ 0 － 0 0.0

鳥類の主要な生息場でない
ことから、予測評価の対象
外とする。

鳥類の主要な生息場でない
ことから、予測評価の対象
外とする。

鳥類の主要な生息場でない
ことから、予測評価の対象
外とする。

鳥類の主要な生息場でない
ことから、予測評価の対象
外とする。

鳥類の主要な生息場でない
ことから、予測評価の対象
外とする。

－ － － － － -

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

現況0％の緑被率が26.5％
となり、緑被率が26.5ポイ
ント増加する。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

開催後は未利用地に戻る
が、海辺沿い数十ｍは公園
として整備されることか
ら、緑被率は15.0ポイント
増加する。

－ +2 － +1 1.5

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

仮設施設のため対象外とす
る。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

仮設施設のため対象外とす
る。

－ － － － -

工事の実施に伴う騒音によ
る影響がみられるが、ミ
ティゲーションにより周辺
の生活環境に影響を及ぼさ
ない程度となる。

影響要因は想定されないこ
とから対象外とする。

施設の供用、声援や応援等
が周辺の生活環境に影響を
及ぼすことはないことか
ら、ミティゲーションは想
定していない。

工事の実施に伴う騒音によ
る影響がみられるが、ミ
ティゲーションにより周辺
の生活環境に影響を及ぼさ
ない程度となる。

0 － 0 0 0.0 0.0

施設の存在による影響はな
いことから、ミティゲー
ションは想定していない。

影響要因は想定されないこ
とから対象外とする。

0 － 0.0 0.0

-0.1

0.50.0

1.5

0.0

小項目
平均点

指標別
平均点

開催後

評価点

二次評価

開催中 開催後開催前
中項目
平均点

段階別影響

開催前 開催中
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会場別予測評価結果表(11_有明体操競技場)

評価の指標 評価の基準

大項目 中項目 小項目

評価

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

景観 緑視率 現況の緑視率

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

景観 優れた眺望又は景観の阻害

①周辺の視点場から眺望で
きる優れた眺望景観の阻害
の有無
②景観形成特別地区の景観
を阻害しないこと

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

自然との触れ合
い活動の場

自然との触れ合い活動の場
の変化

自然との触れ合い活動の場
の消失又は改善・創出

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

自然との触れ合
い活動の場

自然との触れ合い活動の変
化

自然との触れ合い活動の阻
害又は促進（場へのアクセ
ス性含む）の有無

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

歩行者空間の快
適性

街路樹等緑陰の状況（緑陰
面積）

現況の街路樹及び接道緑
化、壁面緑化の状況

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

史跡・文化財
史跡・文化財の保護・保全
の状況

文化財等の保存及び管理の
支障の有無

環境項目
資源・廃
棄物

水利用 上水利用量の削減 現在の上水利用量の水準

環境項目
資源・廃
棄物

廃棄物 廃棄物発生量の減量化
廃棄物発生量の減量化に
よって削減される最終処分
量の水準

環境項目
資源・廃
棄物

廃棄物 廃棄物の有効利用
廃棄物の有効利用によって
削減される最終処分量の水
準

環境項目
資源・廃
棄物

エコマテリアル エコマテリアルの使用
再生可能資材・再生資材の
活用の水準

環境項目
温室効果
ガス

温室効果ガス 温室効果ガスの削減量

①エネルギー消費量による
CO2排出の概算
②既存施設における追加的
排出の有無

環境項目
温室効果
ガス

エネルギー エネルギー使用量の増減

①現在の使用量の水準（東
京都温暖化対策計画書制度
/東京都建築物環境計画書
制度による評価水準）
②省エネ再エネ対策・設備
の導入状況/可能性

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

小項目
平均点

指標別
平均点

開催後

評価点

二次評価

開催中 開催後開催前
中項目
平均点

段階別影響

開催前 開催中

会場エリア内に緑地が整備
され、周辺にも街路樹が整
備されるため、現況と同等
の緑視率になると想定す
る。

仮設の撤去後は、未利用地
に戻るが整地された状態が
続く。草本の種を播くなど
して、現在と同様の植生と
なると想定する。

0 0 0.0

水辺景観形成特別地区の景
観形成基準（色彩、意匠な
ど）に準拠した施設とす
る。

眺望景観及び景観形成特別
地区の景観を阻害すること
はない。

0 0 0.0

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

ミティゲーションの実施に
より、自然との触れ合い活
動の場が新たに創出され、
質が一部向上する。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

ミティゲーションの実施に
より、自然との触れ合い活
動の場が新たに創出され、
質が一部向上する。 － +1 － +1 1.0

現況で自然との触れ合い活
動が行われていない。

現況で自然との触れ合い活
動が行われていない。

現況で自然との触れ合い活
動が行われていない。

現況で自然との触れ合い活
動が行われていない。

現況で自然との触れ合い活
動が行われていない。

0 0 0 0 0 0.0

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

街路樹の整備・充実を図る
とともに、会場エリア内の
樹木の充実を図ることによ
り、緑陰面積及び歩行者が
感じる快適性ともに向上す
る。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

アクセスルートの街路樹を
開催後も維持することによ
り、緑陰面積及び歩行者が
感じる快適性ともに向上す
る。

－ +2 － +2 2.0 2.0

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

周辺に史跡・文化財は存在
しない。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

周辺に史跡・文化財は存在
しない。

－ 0 － 0 0.0 0.0

工事の実施に伴う水の利用
については、散水や洗車に
よる一時的な利用が見込ま
れるが、大量の水利用は想
定されないことから、予測
評価の対象外とする。

節水により上水利用量の削
減が図られる。

競技の実施時における会場
の利用者による水利用につ
いては、「施設の存在によ
る影響」に含めるものとし
て、ここでは予測評価の対
象外とする。

工事の実施に伴う水の利用
については、散水や洗車に
よる一時的な利用が見込ま
れるが、大量の水利用は想
定されないことから、予測
評価の対象外とする。

後利用はないことから対象
外とする。

－ 0 － － － 0.0 0.0

建設廃棄物の対策はリサイ
クルによるものが大部分で
あり、減量による最終処分
量の大幅な削減は見込めな
い。

施設の存在による廃棄物の
発生については、「競技の
実施による影響」で扱い、
ここでは対象外とする。

既に容器包装廃棄物のリサ
イクル分別などが実施され
ており、廃棄物の発生抑制
策による最終処分量の大幅
な削減は見込めない。

建設廃棄物の対策はリサイ
クルによるものが大部分で
あり、減量による最終処分
量の大幅な削減は見込めな
い。

後利用はないことから対象
外とする。

0 － 0 0 － 0.0

「東京都建設リサイクル推
進計画」等に基づく有効利
用策の促進により、建設廃
棄物の最終処分量は現在の
水準から20％以上削減され
る。

施設の存在による廃棄物の
発生については、「競技の
実施による影響」で扱い、
ここでは対象外とする。

資源ごみ回収やごみ処理過
程資源化、熱回収等の促進
により、一般廃棄物の最終
処分量は現在の水準から
30％程度削減される。

「東京都建設リサイクル推
進計画」等に基づく有効利
用策の促進により、建設廃
棄物の最終処分量は現在の
水準から20％以上削減され
る。

後利用はないことから対象
外とする。

+1 － +1 +1 － 1.0

再生可能資材や再生資材が
最大限に利用され、現在の
水準を上回る。

施設の存在時におけるエコ
マテリアルの利用は想定さ
れないため対象外とする。

競技の実施時におけるエコ
マテリアルの利用は想定さ
れないため対象外とする。

再生可能資材や再生資材が
最大限に利用され、現在の
水準を上回る。

後利用時におけるエコマテ
リアルの利用は想定されな
いため対象外とする。

+1 － － +1 － 1.0 1.0

低燃費型建設機械の採用等
により、約20～40％の削減
が図られる。

開催中の施設の存在による
影響については、「競技の
実施による影響」で扱い、
ここでは対象外とする。

高効率設備の採用等によ
り、20％程度の削減が図ら
れる。

低燃費型建設機械の採用等
により、約20～40％の削減
が図られる。

後利用はないことから対象
外とする。

+2 － +2 +2 － 2.0 2.0

低燃費型建設機械の採用等
により、約20～40％の低減
が図られる。

開催中の施設の存在による
影響については、「競技の
実施による影響」で扱い、
ここでは対象外とする。

高効率設備の採用等によ
り、20％程度の低減が図ら
れる。

低燃費型建設機械の採用等
により、約20～40％の低減
が図られる。

後利用はないことから対象
外とする。

+2 － +2 +2 － 2.0 2.0

0.50.5

2.0

0.0

0.60.5
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会場別予測評価結果表(11_有明体操競技場)

評価の指標 評価の基準

大項目 中項目 小項目

評価

社会・経
済項目

土地利用 土地利用 土地の転用
土地利用の改変、転用の有
無

社会・経
済項目

土地利用 土地利用 土地の有効利用 未利用地の解消の有無

社会・経
済項目

土地利用 地域分断
生活移動動線の分断又は進
展

歩行者、自転車等の移動動
線の分断をしないこと

社会・経
済項目

土地利用 地域分断
生活移動動線の分断又は進
展

歩行者、自転車等の動線の
ネットワーク化の進展の有
無

社会・経
済項目

土地利用 移転 民家等の移転
民家等の移転を伴わないこ
と

社会・経
済項目

交通
公共交通へのア
クセシビリティ

アクセス性
現在の会場までのアクセス
性

社会・経
済項目

交通 交通安全 交通安全
現在の歩車動線の分離（交
通安全性の向上）の状況

社会・経
済項目

経済 事業採算性 施設整備費
施設整備費を適正に保つた
めの措置

社会・経
済項目

経済 事業採算性 運営経費
運営・維持コストの削減の
ための措置

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

小項目
平均点

指標別
平均点

開催後

評価点

二次評価

開催中 開催後開催前
中項目
平均点

段階別影響

開催前 開催中

改変エリアは現在未利用地
となっており、自然地や農
地は存在しない。 0 0.0

会場の大部分が未利用地で
あり、開催中に競技会場と
して有効活用される。

一部海浜公園として整備さ
れるが大部分は未利用地に
戻る。 +2 +1 1.5

既に公共的な利用がなされ
ている施設の場所であり、
改変エリアは生活移動動線
に影響しない。

移動動線は確保されてお
り、競技中も現況と変わら
ない。

施設撤去後の後利用が想定
されない。

0 0 － 0.0

会場周辺は既に道路網が整
備されており、現状と同等
となる。

会場周辺は既に道路網が整
備されており、現状と同等
となる。

施設撤去後の後利用が想定
されない。

0 0 － 0.0

改変エリアに民家等は存在
しない。

0 0.0 0.0

来場者用の歩行者通路の設
置によりアクセス性が向上
する。

後利用時には未利用地とな
る。

+1 － 1.0 1.0

現状でも対策は十分になさ
れており、工事に伴う歩車
動線の未分離区間は発生し
ない。

競技の実施による影響に含
め、評価の対象外とする。

現状において歩車動線は分
離されており、開催中も維
持される。

現状でも対策は十分になさ
れており、工事に伴う歩車
動線の未分離区間は発生し
ない。

後利用時の公共利用が想定
されない。

0 － 0 0 － 0.0 0.0

再生可能材により整備費や
廃棄物処理費用を抑制する
等の費用削減措置が取られ
る。

再生可能材により整備費や
廃棄物処理費用を抑制する
等の費用削減措置が取られ
る。

+1 +1 1.0

ボランティアの活用等によ
り運営経費、維持管理コス
トの削減が図られる。 +1 1.0

項目 一次評価 二次評価
主要環境 -0.2 -0.1
生態系 0.0 0.5
生活環境 -0.3 0.0
ｱﾒﾆﾃｨ・文化 -0.2 0.6
資源・廃棄物 0.3 0.5
温室効果ガス 0.0 2.0
土地利用 0.3 0.3
交通 0.0 0.5
経済 0.0 1.0

1.0

0.8

0.3

0.0

0.5

1.0

-2
-1
0
1
2
主要環境

生態系

生活環境

ｱﾒﾆﾃｨ・文化

資源・廃棄物温室効果ガス

土地利用

交通

経済 一次評価

二次評価
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会場別予測評価結果表(12_有明テニスの森)

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

環境項目 主要環境 大気
汚染物質（NO2、SPM）の排
出量

排出の有無、現状より排出
増大の可能性

工事の実施による濃度の変
化（付加率）が5％未満で
ある。

影響要因は想定されないた
め対象外。

施設等の利用、各施設間の
人の移動に伴う汚染物質の
排出が周辺の大気環境に与
える影響はほとんどない。

工事の実施による濃度の変
化（付加率）が5％未満で
ある。

施設等の利用、各施設間の
人の移動に伴う汚染物質の
排出が周辺の大気環境に与
える影響はほとんどない。 -1 － 0 -1 0 -0.5 -0.5

環境項目 主要環境 水質
汚濁負荷（COD、T-N、T-
P、BOD､SS等）の排出量

汚濁負荷物質排出の有無、
汚染増大の可能性

工事の実施に伴うし尿等の
汚水は公共下水道等に排出
することから、公共用水域
の水質に影響を及ぼすこと
はない。

影響要因が想定されないこ
とから対象外とする。

施設の供用に伴うし尿等の
汚水は公共下水道等に排出
することから、公共用水域
の水質に影響を及ぼすこと
はない。

工事の実施に伴うし尿等の
汚水は公共下水道等に排出
することから、公共用水域
の水質に影響を及ぼすこと
はない。

施設の供用に伴うし尿等の
汚水は公共下水道等に排出
することから、公共用水域
の水質に影響を及ぼすこと
はない。

0 － 0 0 0 0.0 0.0

環境項目 主要環境 土壌
土壌汚染物質の拡散の可能
性

土地履歴調査等による土壌
汚染物質の存在可能性

履歴調査の結果、土壌汚染
物質の存在の可能性はな
い。

影響要因が想定されないこ
とから対象外とする。

影響要因が想定されないこ
とから対象外とする。

工事の内容から土壌汚染物
質の拡散の可能性はない。

影響要因が想定されないこ
とから対象外とする。

0 － － 0 － 0.0 0.0

環境項目 生態系
生物の生育・生
息基盤

生物の生育・生息基盤の状
況

①重要な生物・生態系の賦
存地の改変の有無
②生物の生育・生息基盤の
創出の有無

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

重要な生物・生態系の賦存
地の改変はない。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

重要な生物・生態系の賦存
地の改変はない。

－ 0 － 0 0.0 0.0

環境項目 生態系 水循環
雨水の地下浸透能力（地表
面被覆率）

現状の地表面被覆率

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

海面埋立地であるため対象
外とする。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

海面埋立地であるため対象
外とする。

－ － － － - -

環境項目 生態系 生物・生態系
周辺の生物の生育・生息環
境の連続性

現況の生物の生育・生息環
境の連続性

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

生物の生育・生息場所は改
変されない。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

仮設の撤去や施設の後利用
の対象は、駐車場、砂利・
舗装面、運動場、芝生であ
り、評価対象とする環境で
はないため、現況と変わら
ない。

－ 0 － 0 0.0

環境項目 生態系 生物・生態系 重要な生物・生態系 重要な生物・生態系の状況

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

重要な生物・生態系の指定
地域の改変はない。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

重要な生物・生態系の指定
地域の改変はない。

－ 0 － 0 0.0

環境項目 生態系 生物・生態系
生物相の豊かさ（鳥類相で
代表）

現況の生息種数（現状生息
する種のうち、生息が困難
となる可能性のある種の有
無、種数）

工事に伴う騒音や作業員の
立ち入り等により、生息が
困難となる可能性のある種
が存在する。

生息が困難となる可能性の
ある種は存在しないことか
ら、現況と変わらない。

生息が困難となる可能性の
ある種は存在しないことか
ら、現況と変わらない。

工事に伴う騒音や作業員の
立ち入りにより、生息が困
難となる可能性のある種が
存在する。

生息が困難となる可能性の
ある種は存在しないことか
ら、現況と変わらない。

-1 0 0 -1 0 -0.4

環境項目 生態系 緑 緑被面積（屋上含む） 現況の緑被率の状況

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

現況42.1％の緑被率が
17.2％となり、24.9ポイン
トと大きく減少する。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

現況42.1％の緑被率が
17.2％となり、24.9ポイン
トと大きく減少する。

－ -2 － -2 -2.0

環境項目 生態系 緑 緑化の状況
東京都の自然保護条例、建
築物環境計画書制度におけ
る緑化の評価基準

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

樹林地の改変により、緑化
率は16.6％となるが緑化基
準を満たす。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

樹林地の改変により、緑化
率は16.6％となるが緑化基
準を満たす。

－ 0 － 0 0.0

環境項目 生活環境 騒音 環境・交通騒音レベル
①環境基準及び法令等によ
る基準
②現況の騒音レベル

工事の実施に伴う騒音によ
る周辺の生活環境への影響
がみられる。

影響要因は想定されないこ
とから対象外とする。

施設の供用、声援や応援等
による騒音の発生がみられ
るが、周辺の生活環境に影
響を及ぼすことはない。

工事の実施に伴う騒音によ
る周辺の生活環境への影響
がみられる。

開催前の利用形態に変化は
なく、周辺の生活環境に影
響を及ぼすような新たな騒
音の発生はない。 -1 － 0 -1 0 -0.5 -0.5

環境項目 生活環境 日影
日照の阻害の有無（阻害を
受ける住戸等の有無）

現状の日照阻害の状況

日影は概ね会場エリア内に
留まることから周辺への影
響はない。

影響要因は想定されないこ
とから対象外とする。

開催後に、新たな施設によ
る日影は生じないことから
影響はない。

0 － 0 0.0 0.0

-0.1

-1.0

-0.3

評価点

-0.2

-0.4

一次評価

評価の指標 評価の基準

開催前
中項目
平均点

小項目
平均点

指標別
平均点

開催中 開催後 開催中 開催後大項目 中項目 小項目

評価
段階別影響

開催前
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工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

評価点

一次評価

評価の指標 評価の基準

開催前
中項目
平均点

小項目
平均点

指標別
平均点

開催中 開催後 開催中 開催後大項目 中項目 小項目

評価
段階別影響

開催前

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

景観 緑視率 現況の緑視率

施設の設置により、会場エ
リア内の大部分が改変され
るが、緑視率の減少は約
0.9ポイントであり、現況
と変わらない。

樹木の改変による緑視率の
減少は、約0.9ポイントで
あり、現況と変わらない。

0 0 0.0

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

景観 優れた眺望又は景観の阻害

①周辺の視点場から眺望で
きる優れた眺望景観の阻害
の有無
②景観形成特別地区の景観
を阻害しないこと

眺望景観及び景観形成特別
地区の景観を阻害すること
はない。

眺望景観及び景観形成特別
地区の景観を阻害すること
はない。

0 0 0.0

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

自然との触れ合
い活動の場

自然との触れ合い活動の場
の変化

自然との触れ合い活動の場
の消失又は改善・創出

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

自然との触れ合い活動の場
の半分以上が改変される。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

施設の後利用により、自然
との触れ合い活動の場の半
分以上が改変される。

－ -2 － -2 -2.0

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

自然との触れ合
い活動の場

自然との触れ合い活動の変
化

自然との触れ合い活動の阻
害又は促進（場へのアクセ
ス性含む）の有無

騒音、アクセス規制によ
り、自然との触れ合い活動
自体及びアクセスが阻害さ
れる。

主要なアクセスルートが物
理的に改変・遮断又はアク
セスが規制されることか
ら、自然との触れ合い活動
が阻害される。

会場エリア内の入場が規制
されることから、自然との
触れ合い活動のアクセスが
阻害される。

騒音、アクセス規制によ
り、自然との触れ合い活動
自体及びアクセスが阻害さ
れる。

主要なアクセスルートが物
理的に改変・遮断されるこ
とから、自然との触れ合い
活動が阻害される。 -2 -1 -1 -2 -1 -1.4

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

歩行者空間の快
適性

街路樹等緑陰の状況（緑陰
面積）

現況の街路樹及び接道緑
化、壁面緑化の状況

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

会場エリア内の歩道沿いを
含む樹木の大部分が改変さ
れるため、緑陰面積が減少
し、歩行者が感じる快適性
が低下する。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

会場エリア内の歩道沿いを
含む樹木の大部分が改変さ
れるため、緑陰面積が減少
し、歩行者が感じる快適性
が低下する。

－ -2 － -2 -2.0 -2.0

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

史跡・文化財
史跡・文化財の保護・保全
の状況

文化財等の保存及び管理の
支障の有無

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

周辺に史跡・文化財は存在
しない。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

周辺に史跡・文化財は存在
しない。

－ 0 － 0 0.0 0.0

環境項目
資源・廃
棄物

水利用 上水利用量の削減 現在の上水利用量の水準

工事の実施に伴う水の利用
については、散水や洗車に
よる一時的な利用が見込ま
れるが、大量の水利用は想
定されないことから、予測
評価の対象外とする。

節水のほか、雨水の利用に
より上水利用量の削減が図
られる。

競技の実施時における会場
の利用者による水利用につ
いては、「施設の存在によ
る影響」に含めるものとし
て、ここでは予測評価の対
象外とする。

工事の実施に伴う水の利用
については、散水や洗車に
よる一時的な利用が見込ま
れるが、大量の水利用は想
定されないことから、予測
評価の対象外とする。

節水のほか、雨水の利用に
より上水利用量の削減が図
られる。

－ +1 － － +1 1.0 1.0

環境項目
資源・廃
棄物

廃棄物 廃棄物発生量の減量化
廃棄物発生量の減量化に
よって削減される最終処分
量の水準

標準的な工事と同程度の廃
棄物の削減対策がなされ、
現在の廃棄物の発生水準と
同等の減量化が行われる。

施設の存在による廃棄物の
発生については、「競技の
実施による影響」で扱い、
ここでは対象外とする。

競技の実施に伴い排出され
る一般廃棄物は、現在と同
程度の減量化が行われ、最
終処分量は現状の水準と変
わらない。

標準的な工事と同程度の廃
棄物の削減対策がなされ、
現在の廃棄物の発生水準と
同等の減量化が行われる。

後利用で排出される一般廃
棄物は、現在と同程度の減
量化が行われ、最終処分量
は現状の水準と変わらな
い。

0 － 0 0 0 0.0

環境項目
資源・廃
棄物

廃棄物 廃棄物の有効利用
廃棄物の有効利用によって
削減される最終処分量の水
準

建設廃棄物の有効利用の取
り組みについて、現在の標
準的な工事と同程度の廃棄
物の有効利用がなされる。

施設の存在による廃棄物の
発生については、「競技の
実施による影響」で扱い、
ここでは対象外とする。

競技の実施に伴い排出され
る一般廃棄物は、現在と同
程度の有効利用がなされ、
最終処分量は現状の水準と
変わらない。

建設廃棄物の有効利用の取
り組みについて、現在の標
準的な工事と同程度の廃棄
物の有効利用がなされる。

後利用で排出される一般廃
棄物は、現在と同程度の有
効利用がなされ、最終処分
量は現状の水準と変わらな
い。

0 － 0 0 0 0.0

環境項目
資源・廃
棄物

エコマテリアル エコマテリアルの使用
再生可能資材・再生資材の
活用の水準

再生可能資材や再生資材が
最大限に利用され、現在の
水準を上回る。

施設の存在時におけるエコ
マテリアルの利用は想定さ
れないため対象外とする。

競技の実施時におけるエコ
マテリアルの利用は想定さ
れないため対象外とする。

再生可能資材や再生資材が
最大限に利用され、現在の
水準を上回る。

後利用時におけるエコマテ
リアルの利用は想定されな
いため対象外とする。

+1 － － +1 － 1.0 1.0

環境項目
温室効果
ガス

温室効果ガス 温室効果ガスの削減量

①エネルギー消費量による
CO2排出の概算
②既存施設における追加的
排出の有無

一般的な施設の建設工事と
同程度の排出量になる。

開催中の施設の存在による
影響については、「競技の
実施による影響」に含めて
扱う。

同等施設の標準的な排出量
となる。

一般的な施設の建設工事と
同程度の排出量になる。

同等施設の標準的な排出量
となる。

0 － 0 0 0 0.0 0.0

環境項目
温室効果
ガス

エネルギー エネルギー使用量の増減

①現在の使用量の水準（東
京都温暖化対策計画書制度
/東京都建築物環境計画書
制度による評価水準）
②省エネ再エネ対策・設備
の導入状況/可能性

一般的な施設の建設工事と
同程度の消費量になる。

開催中の施設の存在による
影響については、「競技の
実施による影響」に含めて
扱う。

同等施設の標準的な消費量
となる。

一般的な施設の建設工事と
同程度の消費量になる。

同等施設の標準的な消費量
となる。

0 － 0 0 0 0.0 0.0

0.70.0

0.0

-1.7

0.0

-0.9
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工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

評価点

一次評価

評価の指標 評価の基準

開催前
中項目
平均点

小項目
平均点

指標別
平均点

開催中 開催後 開催中 開催後大項目 中項目 小項目

評価
段階別影響

開催前

社会・経
済項目

土地利用 土地利用 土地の転用
土地利用の改変、転用の有
無

改変エリアは現在屋外利用
地、公園、運動場等となっ
ており、自然地や農地は存
在しない。

0 0.0

社会・経
済項目

土地利用 土地利用 土地の有効利用 未利用地の解消の有無

未利用地の有効利用はな
い。

未利用地の有効利用はな
い。

0 0 0.0

社会・経
済項目

土地利用 地域分断
生活移動動線の分断又は進
展

歩行者、自転車等の移動動
線の分断をしないこと

既に公共的な利用がなされ
ている施設の場所であり、
改変エリアは生活移動動線
に影響しない。

移動動線は確保されてお
り、競技中も現況と変わら
ない。

移動動線は確保されてお
り、後利用時も生活移動動
線への影響はない。 0 0 0 0.0

社会・経
済項目

土地利用 地域分断
生活移動動線の分断又は進
展

歩行者、自転車等の動線の
ネットワーク化の進展の有
無

既に公共的利用がなされて
いる場所であり、現況と変
わらない。

既に公共的利用がなされて
いる場所であり、現況と変
わらない。

開催前から開催後を通じて
現況と変わらない。

0 0 0 0.0

社会・経
済項目

土地利用 移転 民家等の移転
民家等の移転を伴わないこ
と

改変エリアに民家等は存在
しない。

0 0.0 0.0

社会・経
済項目

交通
公共交通へのア
クセシビリティ

アクセス性
現在の会場までのアクセス
性

アクセス性向上の対策が無
く現況と同様のアクセス性
である。

アクセス性向上の対策が無
く現況と同様のアクセス性
である。 0 0 0.0 0.0

社会・経
済項目

交通 交通安全 交通安全
現在の歩車動線の分離（交
通安全性の向上）の状況

現状でも対策は十分になさ
れており、工事に伴う歩車
動線の未分離区間は発生し
ない。

競技の実施による影響に含
め、評価の対象外とする。

現状において歩車動線は分
離されており、開催中も維
持される。

現状でも対策は十分になさ
れており、工事に伴う歩車
動線の未分離区間は発生し
ない。

現状において歩車動線は分
離されており、後利用時に
も維持される。 0 － 0 0 0 0.0 0.0

社会・経
済項目

経済 事業採算性 施設整備費
施設整備費を適正に保つた
めの措置

対策が無い場合には標準的
な施設整備費となる。

対策が無い場合には標準的
な撤去・改修整備費とな
る。 0 0 0.0

社会・経
済項目

経済 事業採算性 運営経費
運営・維持コストの削減の
ための措置

対策を講じない場合には標
準的な運営経費となる。

対策を講じない場合には標
準的な運営経費となる。

0 0 0.0

0.0

0.0 0.0

0.0

0.0

0.0
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環境項目 主要環境 大気
汚染物質（NO2、SPM）の排
出量

排出の有無、現状より排出
増大の可能性

環境項目 主要環境 水質
汚濁負荷（COD、T-N、T-
P、BOD､SS等）の排出量

汚濁負荷物質排出の有無、
汚染増大の可能性

環境項目 主要環境 土壌
土壌汚染物質の拡散の可能
性

土地履歴調査等による土壌
汚染物質の存在可能性

環境項目 生態系
生物の生育・生
息基盤

生物の生育・生息基盤の状
況

①重要な生物・生態系の賦
存地の改変の有無
②生物の生育・生息基盤の
創出の有無

環境項目 生態系 水循環
雨水の地下浸透能力（地表
面被覆率）

現状の地表面被覆率

環境項目 生態系 生物・生態系
周辺の生物の生育・生息環
境の連続性

現況の生物の生育・生息環
境の連続性

環境項目 生態系 生物・生態系 重要な生物・生態系 重要な生物・生態系の状況

環境項目 生態系 生物・生態系
生物相の豊かさ（鳥類相で
代表）

現況の生息種数（現状生息
する種のうち、生息が困難
となる可能性のある種の有
無、種数）

環境項目 生態系 緑 緑被面積（屋上含む） 現況の緑被率の状況

環境項目 生態系 緑 緑化の状況
東京都の自然保護条例、建
築物環境計画書制度におけ
る緑化の評価基準

環境項目 生活環境 騒音 環境・交通騒音レベル
①環境基準及び法令等によ
る基準
②現況の騒音レベル

環境項目 生活環境 日影
日照の阻害の有無（阻害を
受ける住戸等の有無）

現状の日照阻害の状況

評価の指標 評価の基準

大項目 中項目 小項目

評価

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

工事による大気環境への影
響がみられるが、ミティ
ゲーションの実施により、
大気質の濃度をほとんど悪
化させない程度となる。

影響要因は想定されないた
め対象外。

施設等の利用、各施設間の
人の移動に伴う大気環境へ
の影響はほとんどなく、ミ
ティゲーションの実施によ
り大気環境が改善される。

工事による大気環境への影
響がみられるが、ミティ
ゲーションの実施により、
大気質の濃度をほとんど悪
化させない程度となる。

施設等の利用、各施設間の
人の移動に伴う大気環境へ
の影響はほとんどなく、ミ
ティゲーションの実施によ
り大気環境が改善される。

0 － +1 0 +1 0.5 0.5

工事の実施に伴って公共用
水域の水質に影響を及ぼす
ことはないことから、ミ
ティゲーションは想定して
いない。

影響要因が想定されないこ
とから対象外とする。

施設の供用に伴うし尿等の
汚水による影響はないこと
から、ミティゲーションは
想定していない。

工事の実施に伴って公共用
水域の水質に影響を及ぼす
ことはないことから、ミ
ティゲーションは想定して
いない。

施設の供用に伴うし尿等の
汚水による影響はないこと
から、ミティゲーションは
想定していない。 0 － 0 0 0 0.0 0.0

履歴調査の結果、土壌汚染
物質の存在の可能性はない
ことから、ミティゲーショ
ンは想定していない。

影響要因が想定されないこ
とから対象外とする。

影響要因が想定されないこ
とから対象外とする。

工事の内容から土壌汚染物
質の拡散の可能性はないこ
とから、ミティゲーション
は想定していない。

影響要因が想定されないこ
とから対象外とする。

0 － － 0 － 0.0 0.0

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

重要な生物・生態系の賦存
地の改変はない。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

重要な生物・生態系の賦存
地の改変はない。

－ 0 － 0 0.0 0.0

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

海面埋立地であるため対象
外とする。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

海面埋立地であるため対象
外とする。

－ － － － - -

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

生物の生育・生息場所は改
変されない。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

周辺の生物の生育・生息場
所の連続性は現況と変わら
ない。

－ 0 － 0 0.0

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

重要な生物・生態系の指定
地域の改変はない。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

重要な生物・生態系の指定
地域の改変はない。

－ 0 － 0 0.0

工事に伴う作業員の立ち入
り等により、生息が困難と
なる可能性のある種が存在
する。

生息が困難となる可能性の
ある種は存在しないことか
ら、現況と変わらない。

生息が困難となる可能性の
ある種は存在しないことか
ら、現況と変わらない。

工事に伴う作業員の立ち入
り等により、生息が困難と
なる可能性のある種が存在
する。

生息が困難となる可能性の
ある種は存在しないことか
ら、現況と変わらない。

-1 0 0 -1 0 -0.4

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

現況42.1％の緑被率が
29.2％となり、緑被率が
12.9ポイント減少する。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

現況42.1％の緑被率が
29.4％となり、12.7ポイン
ト減少する。

－ -1 － -1 -1.0

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

緑化率が19.1％となり、緑
化基準を満たした。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

緑化率が19.1％となり、段
階1を達成。

－ 0 － 0 0.0

工事の実施に伴う騒音によ
る影響がみられるが、ミ
ティゲーションにより周辺
の生活環境に影響を及ぼさ
ない程度となる。

影響要因は想定されないこ
とから対象外とする。

施設の供用、声援や応援等
が周辺の生活環境に影響を
及ぼすことはないことか
ら、ミティゲーションは想
定していない。

工事の実施に伴う騒音によ
る影響がみられるが、ミ
ティゲーションにより周辺
の生活環境に影響を及ぼさ
ない程度となる。

開催前の後利用において周
辺の生活環境への影響はな
いことから、ミティゲー
ションは想定していない。 0 － 0 0 0 0.0 0.0

施設の存在による影響はな
いことから、ミティゲー
ションは想定していない。

影響要因は想定されないこ
とから対象外とする。

施設の存在による影響はな
いことから、ミティゲー
ションは想定していない。

0 － 0 0.0 0.0

0.2

-0.2-0.1

-0.5

0.0

小項目
平均点

指標別
平均点

開催後

評価点

二次評価

開催中 開催後開催前
中項目
平均点

段階別影響

開催前 開催中
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評価の指標 評価の基準

大項目 中項目 小項目

評価

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

景観 緑視率 現況の緑視率

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

景観 優れた眺望又は景観の阻害

①周辺の視点場から眺望で
きる優れた眺望景観の阻害
の有無
②景観形成特別地区の景観
を阻害しないこと

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

自然との触れ合
い活動の場

自然との触れ合い活動の場
の変化

自然との触れ合い活動の場
の消失又は改善・創出

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

自然との触れ合
い活動の場

自然との触れ合い活動の変
化

自然との触れ合い活動の阻
害又は促進（場へのアクセ
ス性含む）の有無

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

歩行者空間の快
適性

街路樹等緑陰の状況（緑陰
面積）

現況の街路樹及び接道緑
化、壁面緑化の状況

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

史跡・文化財
史跡・文化財の保護・保全
の状況

文化財等の保存及び管理の
支障の有無

環境項目
資源・廃
棄物

水利用 上水利用量の削減 現在の上水利用量の水準

環境項目
資源・廃
棄物

廃棄物 廃棄物発生量の減量化
廃棄物発生量の減量化に
よって削減される最終処分
量の水準

環境項目
資源・廃
棄物

廃棄物 廃棄物の有効利用
廃棄物の有効利用によって
削減される最終処分量の水
準

環境項目
資源・廃
棄物

エコマテリアル エコマテリアルの使用
再生可能資材・再生資材の
活用の水準

環境項目
温室効果
ガス

温室効果ガス 温室効果ガスの削減量

①エネルギー消費量による
CO2排出の概算
②既存施設における追加的
排出の有無

環境項目
温室効果
ガス

エネルギー エネルギー使用量の増減

①現在の使用量の水準（東
京都温暖化対策計画書制度
/東京都建築物環境計画書
制度による評価水準）
②省エネ再エネ対策・設備
の導入状況/可能性

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

小項目
平均点

指標別
平均点

開催後

評価点

二次評価

開催中 開催後開催前
中項目
平均点

段階別影響

開催前 開催中

施設の設置の影響を受ける
樹木は会場内に移植される
が、緑視率の減少は約0.9
ポイントであり、現況と変
わらない。

会場エリア内に移植された
樹木が開催後も維持される
ことを想定する。緑視率の
減少は約0.9ポイントであ
り、現況と変わらない。

0 0 0.0

眺望景観及び景観形成特別
地区の景観を阻害すること
はない。

眺望景観及び景観形成特別
地区の景観を阻害すること
はない。

0 0 0.0

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

ミティゲーションの実施に
より、自然との触れ合い活
動の場が現況レベルまで改
善する。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

ミティゲーションの実施に
より、自然との触れ合い活
動の場が現況レベルまで改
善する。 － 0 － 0 0.0

ミティゲーションの実施に
より、現況レベルまで自然
との触れ合い活動が改善す
る。

ミティゲーションの実施に
より、自然との触れ合い活
動の場へのアクセス性が向
上する。

現段階ではミティゲーショ
ンは想定していない。

ミティゲーションの実施に
より、現況レベルまで自然
との触れ合い活動が改善す
る。

ミティゲーションの実施に
より、自然との触れ合い活
動が向上する。

0 +1 -1 0 +1 0.2

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

施設の整備により改変され
る樹木を移植することによ
り、緑陰面積及び歩行者が
感じる快適性ともに現況と
変わらない。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

移植した樹木を開催後も維
持することにより、緑陰面
積及び歩行者が感じる快適
性ともに現況と変わらな
い。

－ 0 － 0 0.0 0.0

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

周辺に史跡・文化財は存在
しない。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

周辺に史跡・文化財は存在
しない。

－ 0 － 0 0.0 0.0

工事の実施に伴う水の利用
については、散水や洗車に
よる一時的な利用が見込ま
れるが、大量の水利用は想
定されないことから、予測
評価の対象外とする。

節水のほか、雨水の利用に
より上水利用量の削減が図
られる。

競技の実施時における会場
の利用者による水利用につ
いては、「施設の存在によ
る影響」に含めるものとし
て、ここでは予測評価の対
象外とする。

工事の実施に伴う水の利用
については、散水や洗車に
よる一時的な利用が見込ま
れるが、大量の水利用は想
定されないことから、予測
評価の対象外とする。

節水のほか、雨水の利用に
より上水利用量の削減が図
られる。

－ +1 － － +1 1.0 1.0

建設廃棄物の対策はリサイ
クルによるものが大部分で
あり、減量による最終処分
量の大幅な削減は見込めな
い。

施設の存在による廃棄物の
発生については、「競技の
実施による影響」で扱い、
ここでは対象外とする。

既に容器包装廃棄物のリサ
イクル分別などが実施され
ており、廃棄物の発生抑制
策による最終処分量の大幅
な削減は見込めない。

建設廃棄物の対策はリサイ
クルによるものが大部分で
あり、減量による最終処分
量の大幅な削減は見込めな
い。

既に容器包装廃棄物のリサ
イクル分別などが実施され
ており、廃棄物の発生抑制
策による最終処分量の大幅
な削減は見込めない。

0 － 0 0 0 0.0

「東京都建設リサイクル推
進計画」等に基づく有効利
用策の促進により、建設廃
棄物の最終処分量は現在の
水準から20％以上削減され
る。

施設の存在による廃棄物の
発生については、「競技の
実施による影響」で扱い、
ここでは対象外とする。

資源ごみ回収やごみ処理過
程資源化、熱回収等の促進
により、一般廃棄物の最終
処分量は現在の水準から
30％程度削減される。

「東京都建設リサイクル推
進計画」等に基づく有効利
用策の促進により、建設廃
棄物の最終処分量は現在の
水準から20％以上削減され
る。

資源ごみ回収やごみ処理過
程資源化、熱回収等の促進
により、一般廃棄物の最終
処分量は現在の水準から
30％程度削減される。

+1 － +1 +1 +1 1.0

再生可能資材や再生資材が
最大限に利用され、現在の
水準を上回る。

施設の存在時におけるエコ
マテリアルの利用は想定さ
れないため対象外とする。

競技の実施時におけるエコ
マテリアルの利用は想定さ
れないため対象外とする。

再生可能資材や再生資材が
最大限に利用され、現在の
水準を上回る。

後利用時におけるエコマテ
リアルの利用は想定されな
いため対象外とする。

+1 － － +1 － 1.0 1.0

低燃費型建設機械の採用等
により、約20～40％の削減
が図られる。

開催中の施設の存在による
影響については、「競技の
実施による影響」で扱い、
ここでは対象外とする。

最高水準の省エネルギー技
術の活用等により、24.4％
程度の削減が図られる。

低燃費型建設機械の採用等
により、約20～40％の削減
が図られる。

最高水準の省エネルギー技
術の活用等により、24.6％
程度の削減が図られる。

+2 － +2 +2 +2 2.0 2.0

低燃費型建設機械の採用等
により、約20～40％の低減
が図られる。

開催中の施設の存在による
影響については、「競技の
実施による影響」で扱い、
ここでは対象外とする。

最高水準の省エネルギー技
術の活用等により、24.4％
程度の低減が図られる。

低燃費型建設機械の採用等
により、約20～40％の低減
が図られる。

最高水準の省エネルギー技
術の活用等により、24.6％
程度の低減が図られる。

+2 － +2 +2 +2 2.0 2.0

0.80.5

2.0

0.0

0.0
0.1
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会場別予測評価結果表(12_有明テニスの森)

評価の指標 評価の基準

大項目 中項目 小項目

評価

社会・経
済項目

土地利用 土地利用 土地の転用
土地利用の改変、転用の有
無

社会・経
済項目

土地利用 土地利用 土地の有効利用 未利用地の解消の有無

社会・経
済項目

土地利用 地域分断
生活移動動線の分断又は進
展

歩行者、自転車等の移動動
線の分断をしないこと

社会・経
済項目

土地利用 地域分断
生活移動動線の分断又は進
展

歩行者、自転車等の動線の
ネットワーク化の進展の有
無

社会・経
済項目

土地利用 移転 民家等の移転
民家等の移転を伴わないこ
と

社会・経
済項目

交通
公共交通へのア
クセシビリティ

アクセス性
現在の会場までのアクセス
性

社会・経
済項目

交通 交通安全 交通安全
現在の歩車動線の分離（交
通安全性の向上）の状況

社会・経
済項目

経済 事業採算性 施設整備費
施設整備費を適正に保つた
めの措置

社会・経
済項目

経済 事業採算性 運営経費
運営・維持コストの削減の
ための措置

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

小項目
平均点

指標別
平均点

開催後

評価点

二次評価

開催中 開催後開催前
中項目
平均点

段階別影響

開催前 開催中

改変エリアは現在屋外利用
地、公園、運動場等となっ
ており、自然地や農地は存
在しない。

0 0.0

未利用地の有効利用はな
い。

未利用地の有効利用はな
い。

0 0 0.0

既に公共的な利用がなされ
ている施設の場所であり、
改変エリアは生活移動動線
に影響しない。

移動動線は確保されてお
り、競技中も現況と変わら
ない。

移動動線は確保されてお
り、後利用時も生活移動動
線への影響はない。 0 0 0 0.0

既に公共的利用がなされて
いる場所であり、現況と変
わらない。

既に公共的利用がなされて
いる場所であり、現況と変
わらない。

開催前から開催後を通じて
現況と変わらない。

0 0 0 0.0

改変エリアに民家等は存在
しない。

0 0.0 0.0

歩行者デッキによるアクセ
ス性の向上。

仮設の歩行者デッキの撤去
により、現状と同程度のア
クセス性となる。 +1 0 0.5 0.5

現状でも対策は十分になさ
れており、工事に伴う歩車
動線の未分離区間は発生し
ない。

競技の実施による影響に含
め、評価の対象外とする。

現状において歩車動線は分
離されており、開催中も維
持される。

現状でも対策は十分になさ
れており、工事に伴う歩車
動線の未分離区間は発生し
ない。

現状において歩車動線は分
離されており、後利用時に
も維持される。 0 － 0 0 0 0.0 0.0

再生可能材の活用等によ
り、最先端技術導入による
コスト増を相殺して標準的
な整備費となる。

再生可能材により整備費や
廃棄物処理費用を抑制する
等の費用削減措置が取られ
る。

0 +1 0.5

エネルギー利用の最適化や
ボランティアの活用により
運営経費、維持管理コスト
の削減が図られる。

エネルギー利用の最適化等
により後利用時も光熱費等
の維持管理コストの削減が
図られる。

+1 +1 1.0

項目 一次評価 二次評価
主要環境 -0.2 0.2
生態系 -0.4 -0.2
生活環境 -0.3 0.0
ｱﾒﾆﾃｨ・文化 -0.9 0.0
資源・廃棄物 0.7 0.8
温室効果ガス 0.0 2.0
土地利用 0.0 0.0
交通 0.0 0.3
経済 0.0 0.8

0.8

0.0

0.0

0.0

0.3

0.8

-2
-1
0
1
2
主要環境

生態系

生活環境

ｱﾒﾆﾃｨ・文化

資源・廃棄物温室効果ガス

土地利用

交通

経済 一次評価

二次評価
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会場別予測評価結果表(13_お台場海浜公園)

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

環境項目 主要環境 大気
汚染物質（NO2、SPM）の排
出量

排出の有無、現状より排出
増大の可能性

工事の実施による濃度の変
化（付加率）が5％未満で
ある。

影響要因は想定されないた
め対象外。

施設等の利用、各施設間の
人の移動に伴う汚染物質の
排出が周辺の大気環境に与
える影響はほとんどない。

工事の実施による濃度の変
化（付加率）が5％未満で
ある。

-1 － 0 -1 -0.7 -0.7

環境項目 主要環境 水質
汚濁負荷（COD、T-N、T-
P、BOD､SS等）の排出量

汚濁負荷物質排出の有無、
汚染増大の可能性

工事の実施に伴うし尿等の
汚水は公共下水道等に排出
することから、公共用水域
の水質に影響を及ぼすこと
はない。

影響要因が想定されないこ
とから対象外とする。

施設の供用に伴うし尿等の
汚水は公共下水道等に排出
することから、公共用水域
の水質に影響を及ぼすこと
はない。

工事の実施に伴うし尿等の
汚水は公共下水道等に排出
することから、公共用水域
の水質に影響を及ぼすこと
はない。

0 － 0 0 0.0 0.0

環境項目 主要環境 土壌
土壌汚染物質の拡散の可能
性

土地履歴調査等による土壌
汚染物質の存在可能性

工事の内容から土壌汚染物
質の拡散の可能性は非常に
小さい。

影響要因が想定されないこ
とから対象外とする。

影響要因が想定されないこ
とから対象外とする。

工事の内容から土壌汚染物
質の拡散の可能性はない。

0 － － 0 0.0 0.0

環境項目 生態系
生物の生育・生
息基盤

生物の生育・生息基盤の状
況

①重要な生物・生態系の賦
存地の改変の有無
②生物の生育・生息基盤の
創出の有無

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

重要な生物・生態系の賦存
地の改変はない。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

重要な生物・生態系の賦存
地の改変はない。

－ 0 － 0 0.0 0.0

環境項目 生態系 水循環
雨水の地下浸透能力（地表
面被覆率）

現状の地表面被覆率

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

海面埋立地であるため対象
外とする。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

海面埋立地であるため対象
外とする。

－ － － － - -

環境項目 生態系 生物・生態系
周辺の生物の生育・生息環
境の連続性

現況の生物の生育・生息環
境の連続性

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

生物の生育・生息場所は改
変されない。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

生物の生育・生息場所の分
断はなく、現況と変わらな
い。

－ 0 － 0 0.0

環境項目 生態系 生物・生態系 重要な生物・生態系 重要な生物・生態系の状況

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

重要な生物・生態系の指定
地域の改変はない。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

重要な生物・生態系の指定
地域の改変はない。

－ 0 － 0 0.0

環境項目 生態系 生物・生態系
生物相の豊かさ（鳥類相で
代表）

現況の生息種数（現状生息
する種のうち、生息が困難
となる可能性のある種の有
無、種数）

工事に伴う騒音や作業員の
立ち入り等により、生息が
困難となる可能性のある種
が存在する。

砂浜にデッキが設置される
ことから、生息が困難とな
る可能性のある種が存在す
る。

水辺がトライアスロンの競
技エリアとなるため、生息
が困難となる可能性のある
種が存在する。

工事に伴う騒音や作業員の
立ち入りにより、生息が困
難となる可能性のある種が
存在する。

砂浜に設置されたデッキが
撤去されることから、生息
が困難となる可能性のある
種は存在しない。 -1 -1 -1 -1 0 -0.8

環境項目 生態系 緑 緑被面積（屋上含む） 現況の緑被率の状況

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

現況25.4％の緑被率が
19.6％となり、5.8ポイン
ト減少する。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

現況25.4％の緑被率が
19.6％となり、5.8ポイン
ト減少する。

－ -1 － -1 -1.0

環境項目 生態系 緑 緑化の状況
東京都の自然保護条例、建
築物環境計画書制度におけ
る緑化の評価基準

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

仮設施設のため対象外とす
る。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

仮設施設のため対象外とす
る。

－ － － － -

環境項目 生活環境 騒音 環境・交通騒音レベル
①環境基準及び法令等によ
る基準
②現況の騒音レベル

工事の実施に伴う騒音によ
る周辺の生活環境への影響
がみられる。

影響要因は想定されないこ
とから対象外とする。

施設の供用、声援や応援等
による騒音の発生がみられ
るが、周辺の生活環境に影
響を及ぼすことはない。

工事の実施に伴う騒音によ
る周辺の生活環境への影響
がみられる。

-1 － 0 -1 -0.7 -0.7

環境項目 生活環境 日影
日照の阻害の有無（阻害を
受ける住戸等の有無）

現状の日照阻害の状況

施設の高さ、周辺の状況、
仮設のみであることなどか
ら、施設の存在に伴う日影
の影響はない。

影響要因は想定されないこ
とから対象外とする。

0 － 0.0 0.0

-0.3

-1.0

-0.3

評価点

-0.2

-0.4

一次評価

評価の指標 評価の基準

開催前
中項目
平均点

小項目
平均点

指標別
平均点

開催中 開催後 開催中 開催後大項目 中項目 小項目

評価
段階別影響

開催前
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会場別予測評価結果表(13_お台場海浜公園)

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

評価点

一次評価

評価の指標 評価の基準

開催前
中項目
平均点

小項目
平均点

指標別
平均点

開催中 開催後 開催中 開催後大項目 中項目 小項目

評価
段階別影響

開催前

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

景観 緑視率 現況の緑視率

仮設の観客席及び仮設の
フェンスの設置により緑視
が阻害され、緑視率は約
9.0ポイント減少する。

仮設の観客席及び仮設フェ
ンスが撤去されるが、樹木
は改変された状態が続くた
め、現況から約1.9ポイン
トの減少となる。

-1 0 -0.5

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

景観 優れた眺望又は景観の阻害

①周辺の視点場から眺望で
きる優れた眺望景観の阻害
の有無
②景観形成特別地区の景観
を阻害しないこと

水辺から見える場所に建設
されることから、水辺景観
形成特別地区周縁部を阻害
する。

眺望景観及び景観形成特別
地区の景観を阻害すること
はない。

-1 0 -0.5

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

自然との触れ合
い活動の場

自然との触れ合い活動の場
の変化

自然との触れ合い活動の場
の消失又は改善・創出

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

改変部が自然との触れ合い
活動の場の主要部や周縁部
ではない、又は半分弱にみ
たないことから、現況と変
わらない。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

改変部が自然との触れ合い
活動の場の主要部や周縁部
ではない、又は半分弱にみ
たないことから、現況と変
わらない。

－ 0 － 0 0.0

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

自然との触れ合
い活動の場

自然との触れ合い活動の変
化

自然との触れ合い活動の阻
害又は促進（場へのアクセ
ス性含む）の有無

騒音、アクセス規制によ
り、自然との触れ合い活動
自体及びアクセスが阻害さ
れる。

主要なアクセスルートが物
理的に改変・遮断されない
ことから、現況と変わらな
い。

会場エリア内の入場が規制
されることから、自然との
触れ合い活動のアクセスが
阻害される。

騒音、アクセス規制によ
り、自然との触れ合い活動
自体及びアクセスが阻害さ
れる。

主要なアクセスルートが物
理的に改変・遮断されな
い、又は現況で自然との触
れ合い活動が行われてな
い。

-2 0 -1 -2 0 -1.0

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

歩行者空間の快
適性

街路樹等緑陰の状況（緑陰
面積）

現況の街路樹及び接道緑
化、壁面緑化の状況

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

樹木に影響する改変はな
く、緑陰面積及び歩行者が
感じる快適性ともに現況と
変わらない。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

樹木に影響する改変はな
く、緑陰面積及び歩行者が
感じる快適性ともに現況と
変わらない。 － 0 － 0 0.0 0.0

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

史跡・文化財
史跡・文化財の保護・保全
の状況

文化財等の保存及び管理の
支障の有無

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

周辺に史跡・文化財は存在
しない。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

周辺に史跡・文化財は存在
しない。

－ 0 － 0 0.0 0.0

環境項目
資源・廃
棄物

水利用 上水利用量の削減 現在の上水利用量の水準

工事の実施に伴う水の利用
については、散水や洗車に
よる一時的な利用が見込ま
れるが、大量の水利用は想
定されないことから、予測
評価の対象外とする。

節水により上水利用量の削
減が図られる。

競技の実施時における会場
の利用者による水利用につ
いては、「施設の存在によ
る影響」に含めるものとし
て、ここでは予測評価の対
象外とする。

工事の実施に伴う水の利用
については、散水や洗車に
よる一時的な利用が見込ま
れるが、大量の水利用は想
定されないことから、予測
評価の対象外とする。

後利用はないことから対象
外とする。

－ 0 － － － 0.0 0.0

環境項目
資源・廃
棄物

廃棄物 廃棄物発生量の減量化
廃棄物発生量の減量化に
よって削減される最終処分
量の水準

標準的な工事と同程度の廃
棄物の削減対策がなされ、
現在の廃棄物の発生水準と
同等の減量化が行われる。

施設の存在による廃棄物の
発生については、「競技の
実施による影響」で扱い、
ここでは対象外とする。

競技の実施に伴い排出され
る一般廃棄物は、現在と同
程度の減量化が行われ、最
終処分量は現状の水準と変
わらない。

標準的な工事と同程度の廃
棄物の削減対策がなされ、
現在の廃棄物の発生水準と
同等の減量化が行われる。

後利用はないことから対象
外とする。

0 － 0 0 － 0.0

環境項目
資源・廃
棄物

廃棄物 廃棄物の有効利用
廃棄物の有効利用によって
削減される最終処分量の水
準

建設廃棄物の有効利用の取
り組みについて、現在の標
準的な工事と同程度の廃棄
物の有効利用がなされる。

施設の存在による廃棄物の
発生については、「競技の
実施による影響」で扱い、
ここでは対象外とする。

競技の実施に伴い排出され
る一般廃棄物は、現在と同
程度の有効利用がなされ、
最終処分量は現状の水準と
変わらない。

建設廃棄物の有効利用の取
り組みについて、現在の標
準的な工事と同程度の廃棄
物の有効利用がなされる。

後利用はないことから対象
外とする。

0 － 0 0 － 0.0

環境項目
資源・廃
棄物

エコマテリアル エコマテリアルの使用
再生可能資材・再生資材の
活用の水準

再生可能資材や再生資材が
最大限に利用され、現在の
水準を上回る。

施設の存在時におけるエコ
マテリアルの利用は想定さ
れないため対象外とする。

競技の実施時におけるエコ
マテリアルの利用は想定さ
れないため対象外とする。

再生可能資材や再生資材が
最大限に利用され、現在の
水準を上回る。

後利用時におけるエコマテ
リアルの利用は想定されな
いため対象外とする。

+1 － － +1 － 1.0 1.0

環境項目
温室効果
ガス

温室効果ガス 温室効果ガスの削減量

①エネルギー消費量による
CO2排出の概算
②既存施設における追加的
排出の有無

一般的な施設の建設工事と
同程度の排出量になる。

開催中の施設の存在による
影響については、「競技の
実施による影響」に含めて
扱う。

同等施設の標準的な排出量
となる。

一般的な施設の建設工事と
同程度の排出量になる。

後利用はないことから対象
外とする。

0 － 0 0 － 0.0 0.0

環境項目
温室効果
ガス

エネルギー エネルギー使用量の増減

①現在の使用量の水準（東
京都温暖化対策計画書制度
/東京都建築物環境計画書
制度による評価水準）
②省エネ再エネ対策・設備
の導入状況/可能性

一般的な施設の建設工事と
同程度の消費量になる。

開催中の施設の存在による
影響については、「競技の
実施による影響」に含めて
扱う。

同等施設の標準的な消費量
となる。

一般的な施設の建設工事と
同程度の消費量になる。

後利用はないことから対象
外とする。

0 － 0 0 － 0.0 0.0

0.30.0

0.0

-0.5

-0.5

-0.3
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工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

評価点

一次評価

評価の指標 評価の基準

開催前
中項目
平均点

小項目
平均点

指標別
平均点

開催中 開催後 開催中 開催後大項目 中項目 小項目

評価
段階別影響

開催前

社会・経
済項目

土地利用 土地利用 土地の転用
土地利用の改変、転用の有
無

改変エリアは現在屋外利用
地、公園、運動場等となっ
ており、自然地や農地は存
在しない。

0 0.0

社会・経
済項目

土地利用 土地利用 土地の有効利用 未利用地の解消の有無

未利用地の有効利用はな
い。

未利用地の有効利用はな
い。

0 0 0.0

社会・経
済項目

土地利用 地域分断
生活移動動線の分断又は進
展

歩行者、自転車等の移動動
線の分断をしないこと

既に公共的な利用がなされ
ている施設の場所であり、
改変エリアは生活移動動線
に影響しない。

屋外競技による影響は一時
的であり、生活移動動線へ
の影響はほとんど現況と変
わらない。

移動動線は確保されてお
り、後利用時も生活移動動
線への影響はない。 0 0 0 0.0

社会・経
済項目

土地利用 地域分断
生活移動動線の分断又は進
展

歩行者、自転車等の動線の
ネットワーク化の進展の有
無

既に公共的利用がなされて
いる場所であり、現況と変
わらない。

既に公共的利用がなされて
いる場所であり、現況と変
わらない。

開催前から開催後を通じて
現況と変わらない。

0 0 0 0.0

社会・経
済項目

土地利用 移転 民家等の移転
民家等の移転を伴わないこ
と

改変エリアに民家等は存在
しない。

0 0.0 0.0

社会・経
済項目

交通
公共交通へのア
クセシビリティ

アクセス性
現在の会場までのアクセス
性

アクセス性向上の対策が無
く現況と同様のアクセス性
である。

アクセス性向上の対策が無
く現況と同様のアクセス性
である。 0 0 0.0 0.0

社会・経
済項目

交通 交通安全 交通安全
現在の歩車動線の分離（交
通安全性の向上）の状況

現状でも対策は十分になさ
れており、工事に伴う歩車
動線の未分離区間は発生し
ない。

競技の実施による影響に含
め、評価の対象外とする。

現状において歩車動線は分
離されており、開催中も維
持される。

現状でも対策は十分になさ
れており、工事に伴う歩車
動線の未分離区間は発生し
ない。

現状において歩車動線は分
離されており、後利用時に
も維持される。 0 － 0 0 0 0.0 0.0

社会・経
済項目

経済 事業採算性 施設整備費
施設整備費を適正に保つた
めの措置

対策が無い場合には標準的
な施設整備費となる。

対策が無い場合には標準的
な撤去・改修整備費とな
る。 0 0 0.0

社会・経
済項目

経済 事業採算性 運営経費
運営・維持コストの削減の
ための措置

対策を講じない場合には標
準的な運営経費となる。

0 0.0

0.0

0.0 0.0

0.0

0.0

0.0
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環境項目 主要環境 大気
汚染物質（NO2、SPM）の排
出量

排出の有無、現状より排出
増大の可能性

環境項目 主要環境 水質
汚濁負荷（COD、T-N、T-
P、BOD､SS等）の排出量

汚濁負荷物質排出の有無、
汚染増大の可能性

環境項目 主要環境 土壌
土壌汚染物質の拡散の可能
性

土地履歴調査等による土壌
汚染物質の存在可能性

環境項目 生態系
生物の生育・生
息基盤

生物の生育・生息基盤の状
況

①重要な生物・生態系の賦
存地の改変の有無
②生物の生育・生息基盤の
創出の有無

環境項目 生態系 水循環
雨水の地下浸透能力（地表
面被覆率）

現状の地表面被覆率

環境項目 生態系 生物・生態系
周辺の生物の生育・生息環
境の連続性

現況の生物の生育・生息環
境の連続性

環境項目 生態系 生物・生態系 重要な生物・生態系 重要な生物・生態系の状況

環境項目 生態系 生物・生態系
生物相の豊かさ（鳥類相で
代表）

現況の生息種数（現状生息
する種のうち、生息が困難
となる可能性のある種の有
無、種数）

環境項目 生態系 緑 緑被面積（屋上含む） 現況の緑被率の状況

環境項目 生態系 緑 緑化の状況
東京都の自然保護条例、建
築物環境計画書制度におけ
る緑化の評価基準

環境項目 生活環境 騒音 環境・交通騒音レベル
①環境基準及び法令等によ
る基準
②現況の騒音レベル

環境項目 生活環境 日影
日照の阻害の有無（阻害を
受ける住戸等の有無）

現状の日照阻害の状況

評価の指標 評価の基準

大項目 中項目 小項目

評価

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

工事による大気環境への影
響がみられるが、ミティ
ゲーションの実施により、
大気質の濃度をほとんど悪
化させない程度となる。

影響要因は想定されないた
め対象外。

施設等の利用、各施設間の
人の移動に伴う大気環境へ
の影響はほとんどなく、ミ
ティゲーションの実施によ
り大気環境が改善される。

工事による大気環境への影
響がみられるが、ミティ
ゲーションの実施により、
大気質の濃度をほとんど悪
化させない程度となる。

0 － +1 0 0.3 0.3

工事の実施に伴って公共用
水域の水質に影響を及ぼす
ことはないことから、ミ
ティゲーションは想定して
いない。

影響要因が想定されないこ
とから対象外とする。

施設の供用に伴うし尿等の
汚水による影響はないこと
から、ミティゲーションは
想定していない。

工事の実施に伴って公共用
水域の水質に影響を及ぼす
ことはないことから、ミ
ティゲーションは想定して
いない。

0 － 0 0 0.0 0.0

工事の内容から土壌汚染物
質の拡散の可能性は非常に
小さく、ミティゲーション
は想定していない。

影響要因が想定されないこ
とから対象外とする。

影響要因が想定されないこ
とから対象外とする。

工事の内容から土壌汚染物
質の拡散の可能性はないこ
とから、ミティゲーション
は想定していない。 0 － － 0 0.0 0.0

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

重要な生物・生態系の賦存
地の改変はない。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

重要な生物・生態系の賦存
地の改変はない。

－ 0 － 0 0.0 0.0

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

海面埋立地であるため対象
外とする。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

海面埋立地であるため対象
外とする。

－ － － － - -

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

生物の生育・生息場所は改
変されない。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

周辺の生物の生育・生息場
所の連続性は現況と変わら
ない。

－ 0 － 0 0.0

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

重要な生物・生態系の指定
地域の改変はない。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

重要な生物・生態系の指定
地域の改変はない。

－ 0 － 0 0.0

工事に伴う作業員の立ち入
り等により、生息が困難と
なる可能性のある種が存在
する。

施設の存在に伴う生息地の
改変により、生息が困難と
なる可能性のある種が存在
する。

開催中の競技の実施によ
り、生息が困難となる可能
性のある種が存在する。

工事に伴う作業員の立ち入
り等により、生息が困難と
なる可能性のある種が存在
する。

砂浜に設置されたデッキが
撤去されることから、生息
が困難となる可能性のある
種は存在しない。 -1 -1 -1 -1 0 -0.8

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

現況25.4％の緑被率が
19.6％となり、緑被率が
5.8ポイント減少する。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

緑被率は現況とほぼかわら
ない。

－ -1 － 0 -0.5

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

仮設施設のため対象外とす
る。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

仮設施設のため対象外とす
る。

－ － － － -

工事の実施に伴う騒音によ
る影響がみられるが、ミ
ティゲーションにより周辺
の生活環境に影響を及ぼさ
ない程度となる。

影響要因は想定されないこ
とから対象外とする。

施設の供用、声援や応援等
が周辺の生活環境に影響を
及ぼすことはないことか
ら、ミティゲーションは想
定していない。

工事の実施に伴う騒音によ
る影響がみられるが、ミ
ティゲーションにより周辺
の生活環境に影響を及ぼさ
ない程度となる。

0 － 0 0 0.0 0.0

施設の存在による影響はな
いことから、ミティゲー
ションは想定していない。

影響要因は想定されないこ
とから対象外とする。

0 － 0.0 0.0

0.1

-0.3-0.3

-0.5

0.0

小項目
平均点

指標別
平均点

開催後

評価点

二次評価

開催中 開催後開催前
中項目
平均点

段階別影響

開催前 開催中
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会場別予測評価結果表(13_お台場海浜公園)

評価の指標 評価の基準

大項目 中項目 小項目

評価

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

景観 緑視率 現況の緑視率

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

景観 優れた眺望又は景観の阻害

①周辺の視点場から眺望で
きる優れた眺望景観の阻害
の有無
②景観形成特別地区の景観
を阻害しないこと

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

自然との触れ合
い活動の場

自然との触れ合い活動の場
の変化

自然との触れ合い活動の場
の消失又は改善・創出

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

自然との触れ合
い活動の場

自然との触れ合い活動の変
化

自然との触れ合い活動の阻
害又は促進（場へのアクセ
ス性含む）の有無

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

歩行者空間の快
適性

街路樹等緑陰の状況（緑陰
面積）

現況の街路樹及び接道緑
化、壁面緑化の状況

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

史跡・文化財
史跡・文化財の保護・保全
の状況

文化財等の保存及び管理の
支障の有無

環境項目
資源・廃
棄物

水利用 上水利用量の削減 現在の上水利用量の水準

環境項目
資源・廃
棄物

廃棄物 廃棄物発生量の減量化
廃棄物発生量の減量化に
よって削減される最終処分
量の水準

環境項目
資源・廃
棄物

廃棄物 廃棄物の有効利用
廃棄物の有効利用によって
削減される最終処分量の水
準

環境項目
資源・廃
棄物

エコマテリアル エコマテリアルの使用
再生可能資材・再生資材の
活用の水準

環境項目
温室効果
ガス

温室効果ガス 温室効果ガスの削減量

①エネルギー消費量による
CO2排出の概算
②既存施設における追加的
排出の有無

環境項目
温室効果
ガス

エネルギー エネルギー使用量の増減

①現在の使用量の水準（東
京都温暖化対策計画書制度
/東京都建築物環境計画書
制度による評価水準）
②省エネ再エネ対策・設備
の導入状況/可能性

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

小項目
平均点

指標別
平均点

開催後

評価点

二次評価

開催中 開催後開催前
中項目
平均点

段階別影響

開催前 開催中

影響を受ける樹木は、会場
内に移植されるが、緑視率
の減少は約9.0ポイントで
一次評価と変わらない。

仮設撤去後、樹木を現状復
帰することを想定してお
り、緑視率は現況と変わら
ない。 -1 0 -0.5

水辺景観形成特別地区の景
観形成基準（色彩、意匠な
ど）に準拠した施設とす
る。

眺望景観及び景観形成特別
地区の景観を阻害すること
はない。

0 0 0.0

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

改変部が自然との触れ合い
活動の場でない、又は現況
で自然との触れ合い活動の
場となっていない。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

自然との触れ合い活動の場
は現況と変わらない。

－ 0 － 0 0.0

ミティゲーションの実施に
より、現況レベルまで自然
との触れ合い活動が改善す
る。

主要なアクセスルートが物
理的に改変・遮断されない
ことから、現況と変わらな
い。

現段階ではミティゲーショ
ンは想定していない。

ミティゲーションの実施に
より、現況レベルまで自然
との触れ合い活動が改善す
る。

ミティゲーションの実施に
より、自然との触れ合い活
動が向上する。

0 0 -1 0 +1 0.0

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

樹木に影響する改変はな
く、緑陰面積及び歩行者が
感じる快適性ともに現況と
変わらない。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

樹木に影響する改変はな
く、緑陰面積及び歩行者が
感じる快適性ともに現況と
変わらない。 － 0 － 0 0.0 0.0

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

周辺に史跡・文化財は存在
しない。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

周辺に史跡・文化財は存在
しない。

－ 0 － 0 0.0 0.0

工事の実施に伴う水の利用
については、散水や洗車に
よる一時的な利用が見込ま
れるが、大量の水利用は想
定されないことから、予測
評価の対象外とする。

節水により上水利用量の削
減が図られる。

競技の実施時における会場
の利用者による水利用につ
いては、「施設の存在によ
る影響」に含めるものとし
て、ここでは予測評価の対
象外とする。

工事の実施に伴う水の利用
については、散水や洗車に
よる一時的な利用が見込ま
れるが、大量の水利用は想
定されないことから、予測
評価の対象外とする。

後利用はないことから対象
外とする。

－ 0 － － － 0.0 0.0

建設廃棄物の対策はリサイ
クルによるものが大部分で
あり、減量による最終処分
量の大幅な削減は見込めな
い。

施設の存在による廃棄物の
発生については、「競技の
実施による影響」で扱い、
ここでは対象外とする。

既に容器包装廃棄物のリサ
イクル分別などが実施され
ており、廃棄物の発生抑制
策による最終処分量の大幅
な削減は見込めない。

建設廃棄物の対策はリサイ
クルによるものが大部分で
あり、減量による最終処分
量の大幅な削減は見込めな
い。

後利用はないことから対象
外とする。

0 － 0 0 － 0.0

「東京都建設リサイクル推
進計画」等に基づく有効利
用策の促進により、建設廃
棄物の最終処分量は現在の
水準から20％以上削減され
る。

施設の存在による廃棄物の
発生については、「競技の
実施による影響」で扱い、
ここでは対象外とする。

資源ごみ回収やごみ処理過
程資源化、熱回収等の促進
により、一般廃棄物の最終
処分量は現在の水準から
30％程度削減される。

「東京都建設リサイクル推
進計画」等に基づく有効利
用策の促進により、建設廃
棄物の最終処分量は現在の
水準から20％以上削減され
る。

後利用はないことから対象
外とする。

+1 － +1 +1 － 1.0

再生可能資材や再生資材が
最大限に利用され、現在の
水準を上回る。

施設の存在時におけるエコ
マテリアルの利用は想定さ
れないため対象外とする。

競技の実施時におけるエコ
マテリアルの利用は想定さ
れないため対象外とする。

再生可能資材や再生資材が
最大限に利用され、現在の
水準を上回る。

後利用時におけるエコマテ
リアルの利用は想定されな
いため対象外とする。

+1 － － +1 － 1.0 1.0

低燃費型建設機械の採用等
により、約20～40％の削減
が図られる。

開催中の施設の存在による
影響については、「競技の
実施による影響」で扱い、
ここでは対象外とする。

高効率設備の採用等によ
り、20％程度の削減が図ら
れる。

低燃費型建設機械の採用等
により、約20～40％の削減
が図られる。

後利用はないことから対象
外とする。

+2 － +2 +2 － 2.0 2.0

低燃費型建設機械の採用等
により、約20～40％の低減
が図られる。

開催中の施設の存在による
影響については、「競技の
実施による影響」で扱い、
ここでは対象外とする。

高効率設備の採用等によ
り、20％程度の低減が図ら
れる。

低燃費型建設機械の採用等
により、約20～40％の低減
が図られる。

後利用はないことから対象
外とする。

+2 － +2 +2 － 2.0 2.0

0.50.5

2.0

-0.3

-0.10.0
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会場別予測評価結果表(13_お台場海浜公園)

評価の指標 評価の基準

大項目 中項目 小項目

評価

社会・経
済項目

土地利用 土地利用 土地の転用
土地利用の改変、転用の有
無

社会・経
済項目

土地利用 土地利用 土地の有効利用 未利用地の解消の有無

社会・経
済項目

土地利用 地域分断
生活移動動線の分断又は進
展

歩行者、自転車等の移動動
線の分断をしないこと

社会・経
済項目

土地利用 地域分断
生活移動動線の分断又は進
展

歩行者、自転車等の動線の
ネットワーク化の進展の有
無

社会・経
済項目

土地利用 移転 民家等の移転
民家等の移転を伴わないこ
と

社会・経
済項目

交通
公共交通へのア
クセシビリティ

アクセス性
現在の会場までのアクセス
性

社会・経
済項目

交通 交通安全 交通安全
現在の歩車動線の分離（交
通安全性の向上）の状況

社会・経
済項目

経済 事業採算性 施設整備費
施設整備費を適正に保つた
めの措置

社会・経
済項目

経済 事業採算性 運営経費
運営・維持コストの削減の
ための措置

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

小項目
平均点

指標別
平均点

開催後

評価点

二次評価

開催中 開催後開催前
中項目
平均点

段階別影響

開催前 開催中

改変エリアは現在屋外利用
地、公園、運動場等となっ
ており、自然地や農地は存
在しない。

0 0.0

未利用地の有効利用はな
い。

未利用地の有効利用はな
い。

0 0 0.0

既に公共的な利用がなされ
ている施設の場所であり、
改変エリアは生活移動動線
に影響しない。

屋外競技による影響は一時
的であり、生活移動動線へ
の影響はほとんど現況と変
わらない。

移動動線は確保されてお
り、後利用時も生活移動動
線への影響はない。 0 0 0 0.0

既に公共的利用がなされて
いる場所であり、現況と変
わらない。

既に公共的利用がなされて
いる場所であり、現況と変
わらない。

開催前から開催後を通じて
現況と変わらない。

0 0 0 0.0

改変エリアに民家等は存在
しない。

0 0.0 0.0

アクセス性向上の対策が無
く現況と同様のアクセス性
である。

アクセス性向上の対策が無
く現況と同様のアクセス性
である。 0 0 0.0 0.0

現状でも対策は十分になさ
れており、工事に伴う歩車
動線の未分離区間は発生し
ない。

競技の実施による影響に含
め、評価の対象外とする。

現状において歩車動線は分
離されており、開催中も維
持される。

現状でも対策は十分になさ
れており、工事に伴う歩車
動線の未分離区間は発生し
ない。

現状において歩車動線は分
離されており、後利用時に
も維持される。 0 － 0 0 0 0.0 0.0

再生可能材により整備費や
廃棄物処理費用を抑制する
等の費用削減措置が取られ
る。

再生可能材により整備費や
廃棄物処理費用を抑制する
等の費用削減措置が取られ
る。

+1 +1 1.0

ボランティアの活用等によ
り運営経費、維持管理コス
トの削減が図られる。 +1 1.0

項目 一次評価 二次評価
主要環境 -0.2 0.1
生態系 -0.4 -0.3
生活環境 -0.3 0.0
ｱﾒﾆﾃｨ・文化 -0.3 -0.1
資源・廃棄物 0.3 0.5
温室効果ガス 0.0 2.0
土地利用 0.0 0.0
交通 0.0 0.0
経済 0.0 1.0

1.0

0.0

0.0

0.0

0.0

1.0

-2
-1
0
1
2
主要環境

生態系

生活環境

ｱﾒﾆﾃｨ・文化

資源・廃棄物温室効果ガス

土地利用

交通

経済 一次評価

二次評価
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会場別予測評価結果表(14_潮風公園)

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

環境項目 主要環境 大気
汚染物質（NO2、SPM）の排
出量

排出の有無、現状より排出
増大の可能性

工事の実施による濃度の変
化（付加率）が5％未満で
ある。

影響要因は想定されないた
め対象外。

施設等の利用、各施設間の
人の移動に伴う汚染物質の
排出が周辺の大気環境に与
える影響はほとんどない。

工事の実施による濃度の変
化（付加率）が5％未満で
ある。

-1 － 0 -1 -0.7 -0.7

環境項目 主要環境 水質
汚濁負荷（COD、T-N、T-
P、BOD､SS等）の排出量

汚濁負荷物質排出の有無、
汚染増大の可能性

工事の実施に伴うし尿等の
汚水は公共下水道等に排出
することから、公共用水域
の水質に影響を及ぼすこと
はない。

影響要因が想定されないこ
とから対象外とする。

施設の供用に伴うし尿等の
汚水は公共下水道等に排出
することから、公共用水域
の水質に影響を及ぼすこと
はない。

工事の実施に伴うし尿等の
汚水は公共下水道等に排出
することから、公共用水域
の水質に影響を及ぼすこと
はない。

0 － 0 0 0.0 0.0

環境項目 主要環境 土壌
土壌汚染物質の拡散の可能
性

土地履歴調査等による土壌
汚染物質の存在可能性

工事の内容から土壌汚染物
質の拡散の可能性は非常に
小さい。

影響要因が想定されないこ
とから対象外とする。

影響要因が想定されないこ
とから対象外とする。

工事の内容から土壌汚染物
質の拡散の可能性はない。

0 － － 0 0.0 0.0

環境項目 生態系
生物の生育・生
息基盤

生物の生育・生息基盤の状
況

①重要な生物・生態系の賦
存地の改変の有無
②生物の生育・生息基盤の
創出の有無

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

重要な生物・生態系の賦存
地の改変はない。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

重要な生物・生態系の賦存
地の改変はない。

－ 0 － 0 0.0 0.0

環境項目 生態系 水循環
雨水の地下浸透能力（地表
面被覆率）

現状の地表面被覆率

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

海面埋立地であるため対象
外とする。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

海面埋立地であるため対象
外とする。

－ － － － - -

環境項目 生態系 生物・生態系
周辺の生物の生育・生息環
境の連続性

現況の生物の生育・生息環
境の連続性

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

生物の生育・生息場所は改
変されない。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

仮設の撤去や施設の後利用
の対象は、駐車場、砂利・
舗装面、運動場、芝生であ
り、評価対象とする環境で
はないため、現況と変わら
ない。

－ 0 － 0 0.0

環境項目 生態系 生物・生態系 重要な生物・生態系 重要な生物・生態系の状況

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

重要な生物・生態系の指定
地域の改変はない。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

重要な生物・生態系の指定
地域の改変はない。

－ 0 － 0 0.0

環境項目 生態系 生物・生態系
生物相の豊かさ（鳥類相で
代表）

現況の生息種数（現状生息
する種のうち、生息が困難
となる可能性のある種の有
無、種数）

工事に伴う騒音や作業員の
立ち入り等により、生息が
困難となる可能性のある種
が存在する。

生息が困難となる可能性の
ある種は存在しないことか
ら、現況と変わらない。

生息が困難となる可能性の
ある種は存在しないことか
ら、現況と変わらない。

工事に伴う騒音や作業員の
立ち入りにより、生息が困
難となる可能性のある種が
存在する。

生息が困難となる可能性の
ある種は存在しないことか
ら、現況と変わらない。

-1 0 0 -1 0 -0.4

環境項目 生態系 緑 緑被面積（屋上含む） 現況の緑被率の状況

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

現況53.9％の緑被率が
42.5％となり、11.4ポイン
ト減少する。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

現況53.9％の緑被率が
42.5％となり、11.4ポイン
ト減少する。

－ -1 － -1 -1.0

環境項目 生態系 緑 緑化の状況
東京都の自然保護条例、建
築物環境計画書制度におけ
る緑化の評価基準

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

仮設施設のため対象外とす
る。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

仮設施設のため対象外とす
る。

－ － － － -

環境項目 生活環境 騒音 環境・交通騒音レベル
①環境基準及び法令等によ
る基準
②現況の騒音レベル

工事の実施に伴う騒音によ
る周辺の生活環境への影響
がみられる。

影響要因は想定されないこ
とから対象外とする。

施設の供用、声援や応援等
による騒音の発生がみられ
るが、周辺の生活環境に影
響を及ぼすことはない。

工事の実施に伴う騒音によ
る周辺の生活環境への影響
がみられる。

-1 － 0 -1 -0.7 -0.7

環境項目 生活環境 日影
日照の阻害の有無（阻害を
受ける住戸等の有無）

現状の日照阻害の状況

施設の高さ、周辺の状況、
仮設のみであることなどか
ら、施設の存在に伴う日影
の影響はない。

影響要因は想定されないこ
とから対象外とする。

0 － 0.0 0.0

-0.1

-1.0

-0.3

評価点

-0.2

-0.4

一次評価

評価の指標 評価の基準

開催前
中項目
平均点

小項目
平均点

指標別
平均点

開催中 開催後 開催中 開催後大項目 中項目 小項目

評価
段階別影響

開催前
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工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

評価点

一次評価

評価の指標 評価の基準

開催前
中項目
平均点

小項目
平均点

指標別
平均点

開催中 開催後 開催中 開催後大項目 中項目 小項目

評価
段階別影響

開催前

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

景観 緑視率 現況の緑視率

仮設の観客席の設置によ
り、芝生地が改変される
が、緑視率の減少は約1.4
ポイントであり、現況と変
わらない。

仮設撤去後も、芝生地は改
変された状態が続くが、緑
視率の減少は約0.4ポイン
トであり、現況と変わらな
い。

0 0 0.0

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

景観 優れた眺望又は景観の阻害

①周辺の視点場から眺望で
きる優れた眺望景観の阻害
の有無
②景観形成特別地区の景観
を阻害しないこと

水辺から見える場所に建設
されることから、水辺景観
形成特別地区周縁部を阻害
する。

眺望景観及び景観形成特別
地区の景観を阻害すること
はない。

-1 0 -0.5

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

自然との触れ合
い活動の場

自然との触れ合い活動の場
の変化

自然との触れ合い活動の場
の消失又は改善・創出

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

自然との触れ合い活動の場
の周縁部が改変される。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

施設の後利用により、自然
との触れ合い活動の場の周
縁部が改変されたままとな
る。 － -1 － -1 -1.0

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

自然との触れ合
い活動の場

自然との触れ合い活動の変
化

自然との触れ合い活動の阻
害又は促進（場へのアクセ
ス性含む）の有無

騒音、アクセス規制によ
り、自然との触れ合い活動
自体及びアクセスが阻害さ
れる。

主要なアクセスルートが物
理的に改変・遮断又はアク
セスが規制されることか
ら、自然との触れ合い活動
が阻害される。

会場エリア内の入場が規制
されることから、自然との
触れ合い活動のアクセスが
阻害される。

騒音、アクセス規制によ
り、自然との触れ合い活動
自体及びアクセスが阻害さ
れる。

主要なアクセスルートが物
理的に改変・遮断されるこ
とから、自然との触れ合い
活動が阻害される。 -2 -1 -1 -2 -1 -1.4

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

歩行者空間の快
適性

街路樹等緑陰の状況（緑陰
面積）

現況の街路樹及び接道緑
化、壁面緑化の状況

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

仮設の建物の設置により、
一部の樹木が改変されるた
め、会場エリア内の緑陰面
積が減少する。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

仮設が撤去されるが、一部
の樹木が改変された状態が
継続するため、会場エリア
内の緑陰面積が減少する。 － -1 － -1 -1.0 -1.0

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

史跡・文化財
史跡・文化財の保護・保全
の状況

文化財等の保存及び管理の
支障の有無

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

周辺に史跡・文化財は存在
しない。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

周辺に史跡・文化財は存在
しない。

－ 0 － 0 0.0 0.0

環境項目
資源・廃
棄物

水利用 上水利用量の削減 現在の上水利用量の水準

工事の実施に伴う水の利用
については、散水や洗車に
よる一時的な利用が見込ま
れるが、大量の水利用は想
定されないことから、予測
評価の対象外とする。

節水により上水利用量の削
減が図られる。

競技の実施時における会場
の利用者による水利用につ
いては、「施設の存在によ
る影響」に含めるものとし
て、ここでは予測評価の対
象外とする。

工事の実施に伴う水の利用
については、散水や洗車に
よる一時的な利用が見込ま
れるが、大量の水利用は想
定されないことから、予測
評価の対象外とする。

後利用はないことから対象
外とする。

－ 0 － － － 0.0 0.0

環境項目
資源・廃
棄物

廃棄物 廃棄物発生量の減量化
廃棄物発生量の減量化に
よって削減される最終処分
量の水準

標準的な工事と同程度の廃
棄物の削減対策がなされ、
現在の廃棄物の発生水準と
同等の減量化が行われる。

施設の存在による廃棄物の
発生については、「競技の
実施による影響」で扱い、
ここでは対象外とする。

競技の実施に伴い排出され
る一般廃棄物は、現在と同
程度の減量化が行われ、最
終処分量は現状の水準と変
わらない。

標準的な工事と同程度の廃
棄物の削減対策がなされ、
現在の廃棄物の発生水準と
同等の減量化が行われる。

後利用はないことから対象
外とする。

0 － 0 0 － 0.0

環境項目
資源・廃
棄物

廃棄物 廃棄物の有効利用
廃棄物の有効利用によって
削減される最終処分量の水
準

建設廃棄物の有効利用の取
り組みについて、現在の標
準的な工事と同程度の廃棄
物の有効利用がなされる。

施設の存在による廃棄物の
発生については、「競技の
実施による影響」で扱い、
ここでは対象外とする。

競技の実施に伴い排出され
る一般廃棄物は、現在と同
程度の有効利用がなされ、
最終処分量は現状の水準と
変わらない。

建設廃棄物の有効利用の取
り組みについて、現在の標
準的な工事と同程度の廃棄
物の有効利用がなされる。

後利用はないことから対象
外とする。

0 － 0 0 － 0.0

環境項目
資源・廃
棄物

エコマテリアル エコマテリアルの使用
再生可能資材・再生資材の
活用の水準

再生可能資材や再生資材が
最大限に利用され、現在の
水準を上回る。

施設の存在時におけるエコ
マテリアルの利用は想定さ
れないため対象外とする。

競技の実施時におけるエコ
マテリアルの利用は想定さ
れないため対象外とする。

再生可能資材や再生資材が
最大限に利用され、現在の
水準を上回る。

後利用時におけるエコマテ
リアルの利用は想定されな
いため対象外とする。

+1 － － +1 － 1.0 1.0

環境項目
温室効果
ガス

温室効果ガス 温室効果ガスの削減量

①エネルギー消費量による
CO2排出の概算
②既存施設における追加的
排出の有無

一般的な施設の建設工事と
同程度の排出量になる。

開催中の施設の存在による
影響については、「競技の
実施による影響」に含めて
扱う。

同等施設の標準的な排出量
となる。

一般的な施設の建設工事と
同程度の排出量になる。

後利用はないことから対象
外とする。

0 － 0 0 － 0.0 0.0

環境項目
温室効果
ガス

エネルギー エネルギー使用量の増減

①現在の使用量の水準（東
京都温暖化対策計画書制度
/東京都建築物環境計画書
制度による評価水準）
②省エネ再エネ対策・設備
の導入状況/可能性

一般的な施設の建設工事と
同程度の消費量になる。

開催中の施設の存在による
影響については、「競技の
実施による影響」に含めて
扱う。

同等施設の標準的な消費量
となる。

一般的な施設の建設工事と
同程度の消費量になる。

後利用はないことから対象
外とする。

0 － 0 0 － 0.0 0.0

0.30.0

0.0

-1.2

-0.3

-0.6
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工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

評価点

一次評価

評価の指標 評価の基準

開催前
中項目
平均点

小項目
平均点

指標別
平均点

開催中 開催後 開催中 開催後大項目 中項目 小項目

評価
段階別影響

開催前

社会・経
済項目

土地利用 土地利用 土地の転用
土地利用の改変、転用の有
無

改変エリアは現在屋外利用
地、公園、運動場等となっ
ており、自然地や農地は存
在しない。

0 0.0

社会・経
済項目

土地利用 土地利用 土地の有効利用 未利用地の解消の有無

未利用地の有効利用はな
い。

未利用地の有効利用はな
い。

0 0 0.0

社会・経
済項目

土地利用 地域分断
生活移動動線の分断又は進
展

歩行者、自転車等の移動動
線の分断をしないこと

既に公共的な利用がなされ
ている施設の場所であり、
改変エリアは生活移動動線
に影響しない。

移動動線は確保されてお
り、競技中も現況と変わら
ない。

移動動線は確保されてお
り、後利用時も生活移動動
線への影響はない。 0 0 0 0.0

社会・経
済項目

土地利用 地域分断
生活移動動線の分断又は進
展

歩行者、自転車等の動線の
ネットワーク化の進展の有
無

既に公共的利用がなされて
いる場所であり、現況と変
わらない。

既に公共的利用がなされて
いる場所であり、現況と変
わらない。

開催前から開催後を通じて
現況と変わらない。

0 0 0 0.0

社会・経
済項目

土地利用 移転 民家等の移転
民家等の移転を伴わないこ
と

改変エリアに民家等は存在
しない。

0 0.0 0.0

社会・経
済項目

交通
公共交通へのア
クセシビリティ

アクセス性
現在の会場までのアクセス
性

アクセス性向上の対策が無
く現況と同様のアクセス性
である。

アクセス性向上の対策が無
く現況と同様のアクセス性
である。 0 0 0.0 0.0

社会・経
済項目

交通 交通安全 交通安全
現在の歩車動線の分離（交
通安全性の向上）の状況

現状でも対策は十分になさ
れており、工事に伴う歩車
動線の未分離区間は発生し
ない。

競技の実施による影響に含
め、評価の対象外とする。

現状において歩車動線は分
離されており、開催中も維
持される。

現状でも対策は十分になさ
れており、工事に伴う歩車
動線の未分離区間は発生し
ない。

現状において歩車動線は分
離されており、後利用時に
も維持される。 0 － 0 0 0 0.0 0.0

社会・経
済項目

経済 事業採算性 施設整備費
施設整備費を適正に保つた
めの措置

対策が無い場合には標準的
な施設整備費となる。

対策が無い場合には標準的
な撤去・改修整備費とな
る。 0 0 0.0

社会・経
済項目

経済 事業採算性 運営経費
運営・維持コストの削減の
ための措置

対策を講じない場合には標
準的な運営経費となる。

0 0.0

0.0

0.0 0.0

0.0

0.0

0.0
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環境項目 主要環境 大気
汚染物質（NO2、SPM）の排
出量

排出の有無、現状より排出
増大の可能性

環境項目 主要環境 水質
汚濁負荷（COD、T-N、T-
P、BOD､SS等）の排出量

汚濁負荷物質排出の有無、
汚染増大の可能性

環境項目 主要環境 土壌
土壌汚染物質の拡散の可能
性

土地履歴調査等による土壌
汚染物質の存在可能性

環境項目 生態系
生物の生育・生
息基盤

生物の生育・生息基盤の状
況

①重要な生物・生態系の賦
存地の改変の有無
②生物の生育・生息基盤の
創出の有無

環境項目 生態系 水循環
雨水の地下浸透能力（地表
面被覆率）

現状の地表面被覆率

環境項目 生態系 生物・生態系
周辺の生物の生育・生息環
境の連続性

現況の生物の生育・生息環
境の連続性

環境項目 生態系 生物・生態系 重要な生物・生態系 重要な生物・生態系の状況

環境項目 生態系 生物・生態系
生物相の豊かさ（鳥類相で
代表）

現況の生息種数（現状生息
する種のうち、生息が困難
となる可能性のある種の有
無、種数）

環境項目 生態系 緑 緑被面積（屋上含む） 現況の緑被率の状況

環境項目 生態系 緑 緑化の状況
東京都の自然保護条例、建
築物環境計画書制度におけ
る緑化の評価基準

環境項目 生活環境 騒音 環境・交通騒音レベル
①環境基準及び法令等によ
る基準
②現況の騒音レベル

環境項目 生活環境 日影
日照の阻害の有無（阻害を
受ける住戸等の有無）

現状の日照阻害の状況

評価の指標 評価の基準

大項目 中項目 小項目

評価

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

工事による大気環境への影
響がみられるが、ミティ
ゲーションの実施により、
大気質の濃度をほとんど悪
化させない程度となる。

影響要因は想定されないた
め対象外。

施設等の利用、各施設間の
人の移動に伴う大気環境へ
の影響はほとんどなく、ミ
ティゲーションの実施によ
り大気環境が改善される。

工事による大気環境への影
響がみられるが、ミティ
ゲーションの実施により、
大気質の濃度をほとんど悪
化させない程度となる。

0 － +1 0 0.3 0.3

工事の実施に伴って公共用
水域の水質に影響を及ぼす
ことはないことから、ミ
ティゲーションは想定して
いない。

影響要因が想定されないこ
とから対象外とする。

施設の供用に伴うし尿等の
汚水による影響はないこと
から、ミティゲーションは
想定していない。

工事の実施に伴って公共用
水域の水質に影響を及ぼす
ことはないことから、ミ
ティゲーションは想定して
いない。

0 － 0 0 0.0 0.0

工事の内容から土壌汚染物
質の拡散の可能性は非常に
小さく、ミティゲーション
は想定していない。

影響要因が想定されないこ
とから対象外とする。

影響要因が想定されないこ
とから対象外とする。

工事の内容から土壌汚染物
質の拡散の可能性はないこ
とから、ミティゲーション
は想定していない。 0 － － 0 0.0 0.0

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

重要な生物・生態系の賦存
地の改変はない。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

重要な生物・生態系の賦存
地の改変はない。

－ 0 － 0 0.0 0.0

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

海面埋立地であるため対象
外とする。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

海面埋立地であるため対象
外とする。

－ － － － - -

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

生物の生育・生息場所は改
変されない。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

周辺の生物の生育・生息場
所の連続性は現況と変わら
ない。

－ 0 － 0 0.0

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

重要な生物・生態系の指定
地域の改変はない。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

重要な生物・生態系の指定
地域の改変はない。

－ 0 － 0 0.0

工事に伴う作業員の立ち入
り等により、生息が困難と
なる可能性のある種が存在
する。

生息が困難となる可能性の
ある種は存在しないことか
ら、現況と変わらない。

生息が困難となる可能性の
ある種は存在しないことか
ら、現況と変わらない。

工事に伴う作業員の立ち入
り等により、生息が困難と
なる可能性のある種が存在
する。

生息が困難となる可能性の
ある種は存在しないことか
ら、現況と変わらない。

-1 0 0 -1 0 -0.4

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

一次評価の結果、緑被率が
11.4ポイント減少する。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

緑被率は現況とほぼかわら
ない。

－ -1 － 0 -0.5

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

仮設施設のため対象外とす
る。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

仮設施設のため対象外とす
る。

－ － － － -

工事の実施に伴う騒音によ
る影響がみられるが、ミ
ティゲーションにより周辺
の生活環境に影響を及ぼさ
ない程度となる。

影響要因は想定されないこ
とから対象外とする。

施設の供用、声援や応援等
が周辺の生活環境に影響を
及ぼすことはないことか
ら、ミティゲーションは想
定していない。

工事の実施に伴う騒音によ
る影響がみられるが、ミ
ティゲーションにより周辺
の生活環境に影響を及ぼさ
ない程度となる。

0 － 0 0 0.0 0.0

施設の存在による影響はな
いことから、ミティゲー
ションは想定していない。

影響要因は想定されないこ
とから対象外とする。

0 － 0.0 0.0

0.1

-0.2-0.1

-0.5

0.0

小項目
平均点

指標別
平均点

開催後

評価点

二次評価

開催中 開催後開催前
中項目
平均点

段階別影響

開催前 開催中
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評価の指標 評価の基準

大項目 中項目 小項目

評価

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

景観 緑視率 現況の緑視率

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

景観 優れた眺望又は景観の阻害

①周辺の視点場から眺望で
きる優れた眺望景観の阻害
の有無
②景観形成特別地区の景観
を阻害しないこと

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

自然との触れ合
い活動の場

自然との触れ合い活動の場
の変化

自然との触れ合い活動の場
の消失又は改善・創出

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

自然との触れ合
い活動の場

自然との触れ合い活動の変
化

自然との触れ合い活動の阻
害又は促進（場へのアクセ
ス性含む）の有無

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

歩行者空間の快
適性

街路樹等緑陰の状況（緑陰
面積）

現況の街路樹及び接道緑
化、壁面緑化の状況

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

史跡・文化財
史跡・文化財の保護・保全
の状況

文化財等の保存及び管理の
支障の有無

環境項目
資源・廃
棄物

水利用 上水利用量の削減 現在の上水利用量の水準

環境項目
資源・廃
棄物

廃棄物 廃棄物発生量の減量化
廃棄物発生量の減量化に
よって削減される最終処分
量の水準

環境項目
資源・廃
棄物

廃棄物 廃棄物の有効利用
廃棄物の有効利用によって
削減される最終処分量の水
準

環境項目
資源・廃
棄物

エコマテリアル エコマテリアルの使用
再生可能資材・再生資材の
活用の水準

環境項目
温室効果
ガス

温室効果ガス 温室効果ガスの削減量

①エネルギー消費量による
CO2排出の概算
②既存施設における追加的
排出の有無

環境項目
温室効果
ガス

エネルギー エネルギー使用量の増減

①現在の使用量の水準（東
京都温暖化対策計画書制度
/東京都建築物環境計画書
制度による評価水準）
②省エネ再エネ対策・設備
の導入状況/可能性

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

小項目
平均点

指標別
平均点

開催後

評価点

二次評価

開催中 開催後開催前
中項目
平均点

段階別影響

開催前 開催中

仮設の観客席の設置によ
り、芝生地が改変される
が、緑視率の減少は約1.4
ポイントであり、現況と変
わらない。

仮設撤去後、芝生地の原状
復帰を行うことを想定して
おり、緑視率は現況と変わ
らない。 0 0 0.0

水辺景観形成特別地区の景
観形成基準（色彩、意匠な
ど）に準拠した施設とす
る。

眺望景観及び景観形成特別
地区の景観を阻害すること
はない。

0 0 0.0

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

現段階ではミティゲーショ
ンは想定していない。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

ミティゲーションの実施に
より、自然との触れ合い活
動の場が現況レベルまで改
善する。 － -1 － 0 -0.5

ミティゲーションの実施に
より、現況レベルまで自然
との触れ合い活動が改善す
る。

ミティゲーションの実施に
より、自然との触れ合い活
動が現況レベルまで改善す
る。

現段階ではミティゲーショ
ンは想定していない。

ミティゲーションの実施に
より、現況レベルまで自然
との触れ合い活動が改善す
る。

ミティゲーションの実施に
より、自然との触れ合い活
動が向上する。

0 0 -1 0 +1 0.0

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

改変される樹木について
は、会場エリア内に移植す
ることにより、緑陰面積及
び歩行者が感じる快適性と
もに現況と変わらない。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

仮設撤去後に、樹木の原状
復帰を行うことにより、緑
陰面積及び歩行者の感じる
快適性ともに現況と変わら
ない。

－ 0 － 0 0.0 0.0

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

周辺に史跡・文化財は存在
しない。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

周辺に史跡・文化財は存在
しない。

－ 0 － 0 0.0 0.0

工事の実施に伴う水の利用
については、散水や洗車に
よる一時的な利用が見込ま
れるが、大量の水利用は想
定されないことから、予測
評価の対象外とする。

節水により上水利用量の削
減が図られる。

競技の実施時における会場
の利用者による水利用につ
いては、「施設の存在によ
る影響」に含めるものとし
て、ここでは予測評価の対
象外とする。

工事の実施に伴う水の利用
については、散水や洗車に
よる一時的な利用が見込ま
れるが、大量の水利用は想
定されないことから、予測
評価の対象外とする。

後利用はないことから対象
外とする。

－ 0 － － － 0.0 0.0

建設廃棄物の対策はリサイ
クルによるものが大部分で
あり、減量による最終処分
量の大幅な削減は見込めな
い。

施設の存在による廃棄物の
発生については、「競技の
実施による影響」で扱い、
ここでは対象外とする。

既に容器包装廃棄物のリサ
イクル分別などが実施され
ており、廃棄物の発生抑制
策による最終処分量の大幅
な削減は見込めない。

建設廃棄物の対策はリサイ
クルによるものが大部分で
あり、減量による最終処分
量の大幅な削減は見込めな
い。

後利用はないことから対象
外とする。

0 － 0 0 － 0.0

「東京都建設リサイクル推
進計画」等に基づく有効利
用策の促進により、建設廃
棄物の最終処分量は現在の
水準から20％以上削減され
る。

施設の存在による廃棄物の
発生については、「競技の
実施による影響」で扱い、
ここでは対象外とする。

資源ごみ回収やごみ処理過
程資源化、熱回収等の促進
により、一般廃棄物の最終
処分量は現在の水準から
30％程度削減される。

「東京都建設リサイクル推
進計画」等に基づく有効利
用策の促進により、建設廃
棄物の最終処分量は現在の
水準から20％以上削減され
る。

後利用はないことから対象
外とする。

+1 － +1 +1 － 1.0

再生可能資材や再生資材が
最大限に利用され、現在の
水準を上回る。

施設の存在時におけるエコ
マテリアルの利用は想定さ
れないため対象外とする。

競技の実施時におけるエコ
マテリアルの利用は想定さ
れないため対象外とする。

再生可能資材や再生資材が
最大限に利用され、現在の
水準を上回る。

後利用時におけるエコマテ
リアルの利用は想定されな
いため対象外とする。

+1 － － +1 － 1.0 1.0

低燃費型建設機械の採用等
により、約20～40％の削減
が図られる。

開催中の施設の存在による
影響については、「競技の
実施による影響」で扱い、
ここでは対象外とする。

高効率設備の採用等によ
り、20％程度の削減が図ら
れる。

低燃費型建設機械の採用等
により、約20～40％の削減
が図られる。

後利用はないことから対象
外とする。

+2 － +2 +2 － 2.0 2.0

低燃費型建設機械の採用等
により、約20～40％の低減
が図られる。

開催中の施設の存在による
影響については、「競技の
実施による影響」で扱い、
ここでは対象外とする。

高効率設備の採用等によ
り、20％程度の低減が図ら
れる。

低燃費型建設機械の採用等
により、約20～40％の低減
が図られる。

後利用はないことから対象
外とする。

+2 － +2 +2 － 2.0 2.0

0.50.5

2.0

0.0

-0.1-0.3
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評価の指標 評価の基準

大項目 中項目 小項目

評価

社会・経
済項目

土地利用 土地利用 土地の転用
土地利用の改変、転用の有
無

社会・経
済項目

土地利用 土地利用 土地の有効利用 未利用地の解消の有無

社会・経
済項目

土地利用 地域分断
生活移動動線の分断又は進
展

歩行者、自転車等の移動動
線の分断をしないこと

社会・経
済項目

土地利用 地域分断
生活移動動線の分断又は進
展

歩行者、自転車等の動線の
ネットワーク化の進展の有
無

社会・経
済項目

土地利用 移転 民家等の移転
民家等の移転を伴わないこ
と

社会・経
済項目

交通
公共交通へのア
クセシビリティ

アクセス性
現在の会場までのアクセス
性

社会・経
済項目

交通 交通安全 交通安全
現在の歩車動線の分離（交
通安全性の向上）の状況

社会・経
済項目

経済 事業採算性 施設整備費
施設整備費を適正に保つた
めの措置

社会・経
済項目

経済 事業採算性 運営経費
運営・維持コストの削減の
ための措置

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

小項目
平均点

指標別
平均点

開催後

評価点

二次評価

開催中 開催後開催前
中項目
平均点

段階別影響

開催前 開催中

改変エリアは現在屋外利用
地、公園、運動場等となっ
ており、自然地や農地は存
在しない。

0 0.0

未利用地の有効利用はな
い。

未利用地の有効利用はな
い。

0 0 0.0

既に公共的な利用がなされ
ている施設の場所であり、
改変エリアは生活移動動線
に影響しない。

移動動線は確保されてお
り、競技中も現況と変わら
ない。

移動動線は確保されてお
り、後利用時も生活移動動
線への影響はない。 0 0 0 0.0

既に公共的利用がなされて
いる場所であり、現況と変
わらない。

既に公共的利用がなされて
いる場所であり、現況と変
わらない。

開催前から開催後を通じて
現況と変わらない。

0 0 0 0.0

改変エリアに民家等は存在
しない。

0 0.0 0.0

アクセス性向上の対策が無
く現況と同様のアクセス性
である。

アクセス性向上の対策が無
く現況と同様のアクセス性
である。 0 0 0.0 0.0

現状でも対策は十分になさ
れており、工事に伴う歩車
動線の未分離区間は発生し
ない。

競技の実施による影響に含
め、評価の対象外とする。

現状において歩車動線は分
離されており、開催中も維
持される。

現状でも対策は十分になさ
れており、工事に伴う歩車
動線の未分離区間は発生し
ない。

現状において歩車動線は分
離されており、後利用時に
も維持される。 0 － 0 0 0 0.0 0.0

再生可能材により整備費や
廃棄物処理費用を抑制する
等の費用削減措置が取られ
る。

再生可能材により整備費や
廃棄物処理費用を抑制する
等の費用削減措置が取られ
る。

+1 +1 1.0

ボランティアの活用等によ
り運営経費、維持管理コス
トの削減が図られる。 +1 1.0

項目 一次評価 二次評価
主要環境 -0.2 0.1
生態系 -0.4 -0.2
生活環境 -0.3 0.0
ｱﾒﾆﾃｨ・文化 -0.6 -0.1
資源・廃棄物 0.3 0.5
温室効果ガス 0.0 2.0
土地利用 0.0 0.0
交通 0.0 0.0
経済 0.0 1.0

1.0

0.0

0.0

0.0

0.0

1.0

-2
-1
0
1
2
主要環境

生態系

生活環境

ｱﾒﾆﾃｨ・文化

資源・廃棄物温室効果ガス

土地利用

交通

経済 一次評価

二次評価
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会場別予測評価結果表(15～16_東京ビッグサイト・ホールＡ、Ｂ)

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

環境項目 主要環境 大気
汚染物質（NO2、SPM）の排
出量

排出の有無、現状より排出
増大の可能性

工事の実施による濃度の変
化（付加率）が5％未満で
ある。

影響要因は想定されないた
め対象外。

施設等の利用、各施設間の
人の移動に伴う汚染物質の
排出が周辺の大気環境に与
える影響はほとんどない。

工事の実施による濃度の変
化（付加率）が5％未満で
ある。

影響要因は想定されないた
め対象外。

-1 － 0 -1 － -0.7 -0.7

環境項目 主要環境 水質
汚濁負荷（COD、T-N、T-
P、BOD､SS等）の排出量

汚濁負荷物質排出の有無、
汚染増大の可能性

工事の実施に伴うし尿等の
汚水は公共下水道等に排出
することから、公共用水域
の水質に影響を及ぼすこと
はない。

影響要因が想定されないこ
とから対象外とする。

施設の供用に伴うし尿等の
汚水は公共下水道等に排出
することから、公共用水域
の水質に影響を及ぼすこと
はない。

工事の実施に伴うし尿等の
汚水は公共下水道等に排出
することから、公共用水域
の水質に影響を及ぼすこと
はない。

オリンピックによる新たな
恒久施設はなく、開催後の
状況に開催前との変化はな
いことから対象外とする。 0 － 0 0 － 0.0 0.0

環境項目 主要環境 土壌
土壌汚染物質の拡散の可能
性

土地履歴調査等による土壌
汚染物質の存在可能性

土地の改変等を伴う工事は
実施しないことから対象外
とする。

影響要因が想定されないこ
とから対象外とする。

影響要因が想定されないこ
とから対象外とする。

土地の改変等を伴う工事は
実施しないことから対象外
とする。

影響要因が想定されないこ
とから対象外とする。

－ － － － － - -

環境項目 生態系
生物の生育・生
息基盤

生物の生育・生息基盤の状
況

①重要な生物・生態系の賦
存地の改変の有無
②生物の生育・生息基盤の
創出の有無

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

地表面が改変されないこと
から、予測評価の対象外と
する。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

地表面が改変されないこと
から、予測評価の対象外と
する。

－ － － － - -

環境項目 生態系 水循環
雨水の地下浸透能力（地表
面被覆率）

現状の地表面被覆率

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

海面埋立地であるため対象
外とする。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

海面埋立地であるため対象
外とする。

－ － － － - -

環境項目 生態系 生物・生態系
周辺の生物の生育・生息環
境の連続性

現況の生物の生育・生息環
境の連続性

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

地表面が改変されないこと
から、予測評価の対象外と
する。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

地表面が改変されないこと
から、予測評価の対象外と
する。

－ － － － -

環境項目 生態系 生物・生態系 重要な生物・生態系 重要な生物・生態系の状況

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

地表面が改変されないこと
から、予測評価の対象外と
する。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

地表面が改変されないこと
から、予測評価の対象外と
する。

－ － － － -

環境項目 生態系 生物・生態系
生物相の豊かさ（鳥類相で
代表）

現況の生息種数（現状生息
する種のうち、生息が困難
となる可能性のある種の有
無、種数）

鳥類の主要な生息場でない
ことから、予測評価の対象
外とする。

鳥類の主要な生息場でない
ことから、予測評価の対象
外とする。

鳥類の主要な生息場でない
ことから、予測評価の対象
外とする。

鳥類の主要な生息場でない
ことから、予測評価の対象
外とする。

鳥類の主要な生息場でない
ことから、予測評価の対象
外とする。

－ － － － － -

環境項目 生態系 緑 緑被面積（屋上含む） 現況の緑被率の状況

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

現況4.0％の緑被率が3.3％
となり、0.7ポイント減少
する。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

現況4.0％の緑被率が3.3％
となり、0.7ポイント減少
する。

－ 0 － 0 0.0

環境項目 生態系 緑 緑化の状況
東京都の自然保護条例、建
築物環境計画書制度におけ
る緑化の評価基準

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

樹林地の改変により、緑化
率は2.6％となり、緑化基
準を満たさない。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

樹林地の改変により、緑化
率は2.6％となり、緑化基
準を満たさない。

－ -1 － -1 -1.0

環境項目 生活環境 騒音 環境・交通騒音レベル
①環境基準及び法令等によ
る基準
②現況の騒音レベル

工事の実施に伴う騒音によ
る周辺の生活環境への影響
がみられる。

影響要因は想定されないこ
とから対象外とする。

施設の供用、声援や応援等
による騒音の発生がみられ
るが、周辺の生活環境に影
響を及ぼすことはない。

工事の実施に伴う騒音によ
る周辺の生活環境への影響
がみられる。

オリンピックによる新たな
恒久施設はなく、開催後の
状況に開催前との変化はな
いことから対象外とする。 -1 － 0 -1 － -0.7 -0.7

環境項目 生活環境 日影
日照の阻害の有無（阻害を
受ける住戸等の有無）

現状の日照阻害の状況

施設の高さ、周辺の状況、
仮設のみであることなどか
ら、施設の存在に伴う日影
の影響はない。

影響要因は想定されないこ
とから対象外とする。

開催後に、新たな施設によ
る日影は生じないことから
対象外とする。

0 － － 0.0 0.0

-

-0.5

-0.3

評価点

-0.3

-0.5

一次評価

評価の指標 評価の基準

開催前
中項目
平均点

小項目
平均点

指標別
平均点

開催中 開催後 開催中 開催後大項目 中項目 小項目

評価
段階別影響

開催前
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工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

評価点

一次評価

評価の指標 評価の基準

開催前
中項目
平均点

小項目
平均点

指標別
平均点

開催中 開催後 開催中 開催後大項目 中項目 小項目

評価
段階別影響

開催前

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

景観 緑視率 現況の緑視率

仮設の歩行者デッキの設置
により緑視が阻害される
が、緑視率の減少は約0.3
ポイントであり、現況と変
わらない。

仮設の歩行者デッキが撤去
されるが、樹木が改変され
た状態が続くため、現況か
ら約0.2ポイントの減少と
なる。

0 0 0.0

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

景観 優れた眺望又は景観の阻害

①周辺の視点場から眺望で
きる優れた眺望景観の阻害
の有無
②景観形成特別地区の景観
を阻害しないこと

眺望景観及び景観形成特別
地区の景観を阻害すること
はない。

眺望景観及び景観形成特別
地区の景観を阻害すること
はない。

0 0 0.0

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

自然との触れ合
い活動の場

自然との触れ合い活動の場
の変化

自然との触れ合い活動の場
の消失又は改善・創出

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

地表面が改変されないこと
から、予測評価の対象外と
する。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

地表面が改変されないこと
から、予測評価の対象外と
する。

－ － － － -

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

自然との触れ合
い活動の場

自然との触れ合い活動の変
化

自然との触れ合い活動の阻
害又は促進（場へのアクセ
ス性含む）の有無

現況で自然との触れ合い活
動が行われていない。

現況で自然との触れ合い活
動が行われていない。

現況で自然との触れ合い活
動が行われていない。

現況で自然との触れ合い活
動が行われていない。

現況で自然との触れ合い活
動が行われていない。

0 0 0 0 0 0.0

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

歩行者空間の快
適性

街路樹等緑陰の状況（緑陰
面積）

現況の街路樹及び接道緑
化、壁面緑化の状況

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

樹木に影響する改変はな
く、緑陰面積及び歩行者が
感じる快適性ともに現況と
変わらない。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

樹木に影響する改変はな
く、緑陰面積及び歩行者が
感じる快適性ともに現況と
変わらない。 － 0 － 0 0.0 0.0

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

史跡・文化財
史跡・文化財の保護・保全
の状況

文化財等の保存及び管理の
支障の有無

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

周辺に史跡・文化財は存在
しない。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

周辺に史跡・文化財は存在
しない。

－ 0 － 0 0.0 0.0

環境項目
資源・廃
棄物

水利用 上水利用量の削減 現在の上水利用量の水準

工事の実施に伴う水の利用
については、散水や洗車に
よる一時的な利用が見込ま
れるが、大量の水利用は想
定されないことから、予測
評価の対象外とする。

節水のほか、雨水及び再生
水（中水含む）の利用によ
り上水利用量の削減が図ら
れる。

競技の実施時における会場
の利用者による水利用につ
いては、「施設の存在によ
る影響」に含めるものとし
て、ここでは予測評価の対
象外とする。

工事の実施に伴う水の利用
については、散水や洗車に
よる一時的な利用が見込ま
れるが、大量の水利用は想
定されないことから、予測
評価の対象外とする。

節水のほか、雨水及び再生
水（中水含む）の利用によ
り上水利用量の削減が図ら
れる。 － +2 － － +2 2.0 2.0

環境項目
資源・廃
棄物

廃棄物 廃棄物発生量の減量化
廃棄物発生量の減量化に
よって削減される最終処分
量の水準

標準的な工事と同程度の廃
棄物の削減対策がなされ、
現在の廃棄物の発生水準と
同等の減量化が行われる。

施設の存在による廃棄物の
発生については、「競技の
実施による影響」で扱い、
ここでは対象外とする。

競技の実施に伴い排出され
る一般廃棄物は、現在と同
程度の減量化が行われ、最
終処分量は現状の水準と変
わらない。

標準的な工事と同程度の廃
棄物の削減対策がなされ、
現在の廃棄物の発生水準と
同等の減量化が行われる。

後利用で排出される一般廃
棄物は、現在と同程度の減
量化が行われ、最終処分量
は現状の水準と変わらな
い。

0 － 0 0 0 0.0

環境項目
資源・廃
棄物

廃棄物 廃棄物の有効利用
廃棄物の有効利用によって
削減される最終処分量の水
準

建設廃棄物の有効利用の取
り組みについて、現在の標
準的な工事と同程度の廃棄
物の有効利用がなされる。

施設の存在による廃棄物の
発生については、「競技の
実施による影響」で扱い、
ここでは対象外とする。

競技の実施に伴い排出され
る一般廃棄物は、現在と同
程度の有効利用がなされ、
最終処分量は現状の水準と
変わらない。

建設廃棄物の有効利用の取
り組みについて、現在の標
準的な工事と同程度の廃棄
物の有効利用がなされる。

後利用で排出される一般廃
棄物は、現在と同程度の有
効利用がなされ、最終処分
量は現状の水準と変わらな
い。

0 － 0 0 0 0.0

環境項目
資源・廃
棄物

エコマテリアル エコマテリアルの使用
再生可能資材・再生資材の
活用の水準

再生可能資材や再生資材が
最大限に利用され、現在の
水準を上回る。

施設の存在時におけるエコ
マテリアルの利用は想定さ
れないため対象外とする。

競技の実施時におけるエコ
マテリアルの利用は想定さ
れないため対象外とする。

再生可能資材や再生資材が
最大限に利用され、現在の
水準を上回る。

後利用時におけるエコマテ
リアルの利用は想定されな
いため対象外とする。

+1 － － +1 － 1.0 1.0

環境項目
温室効果
ガス

温室効果ガス 温室効果ガスの削減量

①エネルギー消費量による
CO2排出の概算
②既存施設における追加的
排出の有無

一般的な施設の建設工事と
同程度の排出量になる。

開催中の施設の存在による
影響については、「競技の
実施による影響」に含めて
扱う。

東京都環境確保条例に基づ
く排出総量削減義務が課さ
れており、16％程度の削減
が見込まれる。

一般的な施設の建設工事と
同程度の排出量になる。

東京都環境確保条例に基づ
く排出総量削減義務が課さ
れており、17％程度の削減
が見込まれる。 0 － +1 0 +1 0.5 0.5

環境項目
温室効果
ガス

エネルギー エネルギー使用量の増減

①現在の使用量の水準（東
京都温暖化対策計画書制度
/東京都建築物環境計画書
制度による評価水準）
②省エネ再エネ対策・設備
の導入状況/可能性

一般的な施設の建設工事と
同程度の消費量になる。

開催中の施設の存在による
影響については、「競技の
実施による影響」に含めて
扱う。

東京都環境確保条例に基づ
く排出総量低減義務が課さ
れており、16％程度の低減
が見込まれる。

一般的な施設の建設工事と
同程度の消費量になる。

東京都環境確保条例に基づ
く排出総量低減義務が課さ
れており、17％程度の低減
が見込まれる。 0 － +1 0 +1 0.5 0.5

1.00.0

0.5

0.0

0.0

0.0
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工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

評価点

一次評価

評価の指標 評価の基準

開催前
中項目
平均点

小項目
平均点

指標別
平均点

開催中 開催後 開催中 開催後大項目 中項目 小項目

評価
段階別影響

開催前

社会・経
済項目

土地利用 土地利用 土地の転用
土地利用の改変、転用の有
無

改変エリアは現在商業用
地、屋外利用地等となって
おり、自然地や農地は存在
しない。

0 0.0

社会・経
済項目

土地利用 土地利用 土地の有効利用 未利用地の解消の有無

未利用地の有効利用はな
い。

未利用地の有効利用はな
い。

0 0 0.0

社会・経
済項目

土地利用 地域分断
生活移動動線の分断又は進
展

歩行者、自転車等の移動動
線の分断をしないこと

既に公共的な利用がなされ
ている施設の場所であり、
改変エリアは生活移動動線
に影響しない。

移動動線は確保されてお
り、競技中も現況と変わら
ない。

移動動線は確保されてお
り、後利用時も生活移動動
線への影響はない。 0 0 0 0.0

社会・経
済項目

土地利用 地域分断
生活移動動線の分断又は進
展

歩行者、自転車等の動線の
ネットワーク化の進展の有
無

既に公共的利用がなされて
いる場所であり、現況と変
わらない。

既に公共的利用がなされて
いる場所であり、現況と変
わらない。

開催前から開催後を通じて
現況と変わらない。

0 0 0 0.0

社会・経
済項目

土地利用 移転 民家等の移転
民家等の移転を伴わないこ
と

改変エリアに民家等は存在
しない。

0 0.0 0.0

社会・経
済項目

交通
公共交通へのア
クセシビリティ

アクセス性
現在の会場までのアクセス
性

アクセス性向上の対策が無
く現況と同様のアクセス性
である。

アクセス性向上の対策が無
く現況と同様のアクセス性
である。 0 0 0.0 0.0

社会・経
済項目

交通 交通安全 交通安全
現在の歩車動線の分離（交
通安全性の向上）の状況

現状でも対策は十分になさ
れており、工事に伴う歩車
動線の未分離区間は発生し
ない。

競技の実施による影響に含
め、評価の対象外とする。

現状において歩車動線は分
離されており、開催中も維
持される。

現状でも対策は十分になさ
れており、工事に伴う歩車
動線の未分離区間は発生し
ない。

現状において歩車動線は分
離されており、後利用時に
も維持される。 0 － 0 0 0 0.0 0.0

社会・経
済項目

経済 事業採算性 施設整備費
施設整備費を適正に保つた
めの措置

対策が無い場合には標準的
な施設整備費となる。

対策が無い場合には標準的
な撤去・改修整備費とな
る。 0 0 0.0

社会・経
済項目

経済 事業採算性 運営経費
運営・維持コストの削減の
ための措置

対策を講じない場合には標
準的な運営経費となる。

対策を講じない場合には標
準的な運営経費となる。

0 0 0.0

0.0

0.0 0.0

0.0

0.0

0.0
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環境項目 主要環境 大気
汚染物質（NO2、SPM）の排
出量

排出の有無、現状より排出
増大の可能性

環境項目 主要環境 水質
汚濁負荷（COD、T-N、T-
P、BOD､SS等）の排出量

汚濁負荷物質排出の有無、
汚染増大の可能性

環境項目 主要環境 土壌
土壌汚染物質の拡散の可能
性

土地履歴調査等による土壌
汚染物質の存在可能性

環境項目 生態系
生物の生育・生
息基盤

生物の生育・生息基盤の状
況

①重要な生物・生態系の賦
存地の改変の有無
②生物の生育・生息基盤の
創出の有無

環境項目 生態系 水循環
雨水の地下浸透能力（地表
面被覆率）

現状の地表面被覆率

環境項目 生態系 生物・生態系
周辺の生物の生育・生息環
境の連続性

現況の生物の生育・生息環
境の連続性

環境項目 生態系 生物・生態系 重要な生物・生態系 重要な生物・生態系の状況

環境項目 生態系 生物・生態系
生物相の豊かさ（鳥類相で
代表）

現況の生息種数（現状生息
する種のうち、生息が困難
となる可能性のある種の有
無、種数）

環境項目 生態系 緑 緑被面積（屋上含む） 現況の緑被率の状況

環境項目 生態系 緑 緑化の状況
東京都の自然保護条例、建
築物環境計画書制度におけ
る緑化の評価基準

環境項目 生活環境 騒音 環境・交通騒音レベル
①環境基準及び法令等によ
る基準
②現況の騒音レベル

環境項目 生活環境 日影
日照の阻害の有無（阻害を
受ける住戸等の有無）

現状の日照阻害の状況

評価の指標 評価の基準

大項目 中項目 小項目

評価

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

工事による大気環境への影
響がみられるが、ミティ
ゲーションの実施により、
大気質の濃度をほとんど悪
化させない程度となる。

影響要因は想定されないた
め対象外。

施設等の利用、各施設間の
人の移動に伴う大気環境へ
の影響はほとんどなく、ミ
ティゲーションの実施によ
り大気環境が改善される。

工事による大気環境への影
響がみられるが、ミティ
ゲーションの実施により、
大気質の濃度をほとんど悪
化させない程度となる。

影響要因は想定されないた
め対象外。

0 － +1 0 － 0.3 0.3

工事の実施に伴って公共用
水域の水質に影響を及ぼす
ことはないことから、ミ
ティゲーションは想定して
いない。

影響要因が想定されないこ
とから対象外とする。

施設の供用に伴うし尿等の
汚水による影響はないこと
から、ミティゲーションは
想定していない。

工事の実施に伴って公共用
水域の水質に影響を及ぼす
ことはないことから、ミ
ティゲーションは想定して
いない。

オリンピックによる新たな
恒久施設はなく、開催後の
状況に開催前との変化はな
いことから対象外とする。 0 － 0 0 － 0.0 0.0

土地の改変等を伴う工事は
実施しないことから対象外
とする。

影響要因が想定されないこ
とから対象外とする。

影響要因が想定されないこ
とから対象外とする。

土地の改変等を伴う工事は
実施しないことから対象外
とする。

影響要因が想定されないこ
とから対象外とする。

－ － － － － - -

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

地表面が改変されないこと
から、予測評価の対象外と
する。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

地表面が改変されないこと
から、予測評価の対象外と
する。

－ － － － - -

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

海面埋立地であるため対象
外とする。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

海面埋立地であるため対象
外とする。

－ － － － - -

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

地表面が改変されないこと
から、予測評価の対象外と
する。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

地表面が改変されないこと
から、予測評価の対象外と
する。

－ － － － -

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

地表面が改変されないこと
から、予測評価の対象外と
する。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

地表面が改変されないこと
から、予測評価の対象外と
する。

－ － － － -

鳥類の主要な生息場でない
ことから、予測評価の対象
外とする。

鳥類の主要な生息場でない
ことから、予測評価の対象
外とする。

鳥類の主要な生息場でない
ことから、予測評価の対象
外とする。

鳥類の主要な生息場でない
ことから、予測評価の対象
外とする。

鳥類の主要な生息場でない
ことから、予測評価の対象
外とする。

－ － － － － -

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

現況4.0％の緑被率が9.3％
となり、緑被率が5.3ポイ
ント増加する。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

現況4.0％の緑被率が9.3％
となり、5.3ポイント増加
する。

－ +1 － +1 1.0

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

緑化率は8.6％であり、緑
化基準を満たさなかった。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

緑化率は8.6％であり、緑
化基準を満たさなかった。

－ -1 － -1 -1.0

工事の実施に伴う騒音によ
る影響がみられるが、ミ
ティゲーションにより周辺
の生活環境に影響を及ぼさ
ない程度となる。

影響要因は想定されないこ
とから対象外とする。

施設の供用、声援や応援等
が周辺の生活環境に影響を
及ぼすことはないことか
ら、ミティゲーションは想
定していない。

工事の実施に伴う騒音によ
る影響がみられるが、ミ
ティゲーションにより周辺
の生活環境に影響を及ぼさ
ない程度となる。

オリンピックによる新たな
恒久施設はなく、開催後の
状況に開催前との変化はな
いことから対象外とする。 0 － 0 0 － 0.0 0.0

施設の存在による影響はな
いことから、ミティゲー
ションは想定していない。

影響要因は想定されないこ
とから対象外とする。

新たな施設による日影は生
じないことから対象外とす
る。

0 － － 0.0 0.0

0.2

0.0-

0.0

0.0

小項目
平均点

指標別
平均点

開催後

評価点

二次評価

開催中 開催後開催前
中項目
平均点

段階別影響

開催前 開催中
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評価の指標 評価の基準

大項目 中項目 小項目

評価

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

景観 緑視率 現況の緑視率

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

景観 優れた眺望又は景観の阻害

①周辺の視点場から眺望で
きる優れた眺望景観の阻害
の有無
②景観形成特別地区の景観
を阻害しないこと

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

自然との触れ合
い活動の場

自然との触れ合い活動の場
の変化

自然との触れ合い活動の場
の消失又は改善・創出

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

自然との触れ合
い活動の場

自然との触れ合い活動の変
化

自然との触れ合い活動の阻
害又は促進（場へのアクセ
ス性含む）の有無

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

歩行者空間の快
適性

街路樹等緑陰の状況（緑陰
面積）

現況の街路樹及び接道緑
化、壁面緑化の状況

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

史跡・文化財
史跡・文化財の保護・保全
の状況

文化財等の保存及び管理の
支障の有無

環境項目
資源・廃
棄物

水利用 上水利用量の削減 現在の上水利用量の水準

環境項目
資源・廃
棄物

廃棄物 廃棄物発生量の減量化
廃棄物発生量の減量化に
よって削減される最終処分
量の水準

環境項目
資源・廃
棄物

廃棄物 廃棄物の有効利用
廃棄物の有効利用によって
削減される最終処分量の水
準

環境項目
資源・廃
棄物

エコマテリアル エコマテリアルの使用
再生可能資材・再生資材の
活用の水準

環境項目
温室効果
ガス

温室効果ガス 温室効果ガスの削減量

①エネルギー消費量による
CO2排出の概算
②既存施設における追加的
排出の有無

環境項目
温室効果
ガス

エネルギー エネルギー使用量の増減

①現在の使用量の水準（東
京都温暖化対策計画書制度
/東京都建築物環境計画書
制度による評価水準）
②省エネ再エネ対策・設備
の導入状況/可能性

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

小項目
平均点

指標別
平均点

開催後

評価点

二次評価

開催中 開催後開催前
中項目
平均点

段階別影響

開催前 開催中

評価地点の緑視率の減少は
約0.3ポイントであり、現
況と変わらない。

仮設撤去後、樹木の原状復
帰を行うため、緑視率は現
況と変わらない。

0 0 0.0

眺望景観及び景観形成特別
地区の景観を阻害すること
はない。

眺望景観及び景観形成特別
地区の景観を阻害すること
はない。

0 0 0.0

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

地表面が改変されないこと
から、予測評価の対象外と
する。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

地表面が改変されないこと
から、予測評価の対象外と
する。

－ － － － -

現況で自然との触れ合い活
動が行われていない。

現況で自然との触れ合い活
動が行われていない。

現況で自然との触れ合い活
動が行われていない。

現況で自然との触れ合い活
動が行われていない。

現況で自然との触れ合い活
動が行われていない。

0 0 0 0 0 0.0

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

樹木に影響する改変はな
く、緑陰面積及び歩行者が
感じる快適性ともに現況と
変わらない。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

樹木に影響する改変はな
く、緑陰面積及び歩行者が
感じる快適性ともに現況と
変わらない。 － 0 － 0 0.0 0.0

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

周辺に史跡・文化財は存在
しない。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

周辺に史跡・文化財は存在
しない。

－ 0 － 0 0.0 0.0

工事の実施に伴う水の利用
については、散水や洗車に
よる一時的な利用が見込ま
れるが、大量の水利用は想
定されないことから、予測
評価の対象外とする。

節水のほか、雨水及び再生
水（中水含む）の利用によ
り上水利用量の削減が図ら
れる。

競技の実施時における会場
の利用者による水利用につ
いては、「施設の存在によ
る影響」に含めるものとし
て、ここでは予測評価の対
象外とする。

工事の実施に伴う水の利用
については、散水や洗車に
よる一時的な利用が見込ま
れるが、大量の水利用は想
定されないことから、予測
評価の対象外とする。

節水のほか、雨水及び再生
水（中水含む）の利用によ
り上水利用量の削減が図ら
れる。 － +2 － － +2 2.0 2.0

建設廃棄物の対策はリサイ
クルによるものが大部分で
あり、減量による最終処分
量の大幅な削減は見込めな
い。

施設の存在による廃棄物の
発生については、「競技の
実施による影響」で扱い、
ここでは対象外とする。

既に容器包装廃棄物のリサ
イクル分別などが実施され
ており、廃棄物の発生抑制
策による最終処分量の大幅
な削減は見込めない。

建設廃棄物の対策はリサイ
クルによるものが大部分で
あり、減量による最終処分
量の大幅な削減は見込めな
い。

既に容器包装廃棄物のリサ
イクル分別などが実施され
ており、廃棄物の発生抑制
策による最終処分量の大幅
な削減は見込めない。

0 － 0 0 0 0.0

「東京都建設リサイクル推
進計画」等に基づく有効利
用策の促進により、建設廃
棄物の最終処分量は現在の
水準から20％以上削減され
る。

施設の存在による廃棄物の
発生については、「競技の
実施による影響」で扱い、
ここでは対象外とする。

資源ごみ回収やごみ処理過
程資源化、熱回収等の促進
により、一般廃棄物の最終
処分量は現在の水準から
30％程度削減される。

「東京都建設リサイクル推
進計画」等に基づく有効利
用策の促進により、建設廃
棄物の最終処分量は現在の
水準から20％以上削減され
る。

資源ごみ回収やごみ処理過
程資源化、熱回収等の促進
により、一般廃棄物の最終
処分量は現在の水準から
30％程度削減される。

+1 － +1 +1 +1 1.0

再生可能資材や再生資材が
最大限に利用され、現在の
水準を上回る。

施設の存在時におけるエコ
マテリアルの利用は想定さ
れないため対象外とする。

競技の実施時におけるエコ
マテリアルの利用は想定さ
れないため対象外とする。

再生可能資材や再生資材が
最大限に利用され、現在の
水準を上回る。

後利用時におけるエコマテ
リアルの利用は想定されな
いため対象外とする。

+1 － － +1 － 1.0 1.0

低燃費型建設機械の採用等
により、約20～40％の削減
が図られる。

開催中の施設の存在による
影響については、「競技の
実施による影響」で扱い、
ここでは対象外とする。

高効率設備の採用等によ
り、17.2％程度の削減が見
込まれる。

低燃費型建設機械の採用等
により、約20～40％の削減
が図られる。

東京都環境確保条例に基づ
く排出総量削減義務が課さ
れており、17％程度の削減
が見込まれる。 +2 － +1 +2 +1 1.5 1.5

低燃費型建設機械の採用等
により、約20～40％の低減
が図られる。

開催中の施設の存在による
影響については、「競技の
実施による影響」で扱い、
ここでは対象外とする。

高効率設備の採用等によ
り、17.2％程度の低減が見
込まれる。

低燃費型建設機械の採用等
により、約20～40％の低減
が図られる。

東京都環境確保条例に基づ
く排出総量低減義務が課さ
れており、17％程度の低減
が見込まれる。 +2 － +1 +2 +1 1.5 1.5

1.20.5

1.5

0.0

0.00.0
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会場別予測評価結果表(15～16_東京ビッグサイト・ホールＡ、Ｂ)

評価の指標 評価の基準

大項目 中項目 小項目

評価

社会・経
済項目

土地利用 土地利用 土地の転用
土地利用の改変、転用の有
無

社会・経
済項目

土地利用 土地利用 土地の有効利用 未利用地の解消の有無

社会・経
済項目

土地利用 地域分断
生活移動動線の分断又は進
展

歩行者、自転車等の移動動
線の分断をしないこと

社会・経
済項目

土地利用 地域分断
生活移動動線の分断又は進
展

歩行者、自転車等の動線の
ネットワーク化の進展の有
無

社会・経
済項目

土地利用 移転 民家等の移転
民家等の移転を伴わないこ
と

社会・経
済項目

交通
公共交通へのア
クセシビリティ

アクセス性
現在の会場までのアクセス
性

社会・経
済項目

交通 交通安全 交通安全
現在の歩車動線の分離（交
通安全性の向上）の状況

社会・経
済項目

経済 事業採算性 施設整備費
施設整備費を適正に保つた
めの措置

社会・経
済項目

経済 事業採算性 運営経費
運営・維持コストの削減の
ための措置

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

小項目
平均点

指標別
平均点

開催後

評価点

二次評価

開催中 開催後開催前
中項目
平均点

段階別影響

開催前 開催中

改変エリアは現在商業用
地、屋外利用地等となって
おり、自然地や農地は存在
しない。

0 0.0

未利用地の有効利用はな
い。

未利用地の有効利用はな
い。

0 0 0.0

既に公共的な利用がなされ
ている施設の場所であり、
改変エリアは生活移動動線
に影響しない。

移動動線は確保されてお
り、競技中も現況と変わら
ない。

移動動線は確保されてお
り、後利用時も生活移動動
線への影響はない。 0 0 0 0.0

既に公共的利用がなされて
いる場所であり、現況と変
わらない。

既に公共的利用がなされて
いる場所であり、現況と変
わらない。

開催前から開催後を通じて
現況と変わらない。

0 0 0 0.0

改変エリアに民家等は存在
しない。

0 0.0 0.0

アクセス性向上の対策が無
く現況と同様のアクセス性
である。

アクセス性向上の対策が無
く現況と同様のアクセス性
である。 0 0 0.0 0.0

現状でも対策は十分になさ
れており、工事に伴う歩車
動線の未分離区間は発生し
ない。

競技の実施による影響に含
め、評価の対象外とする。

現状において歩車動線は分
離されており、開催中も維
持される。

現状でも対策は十分になさ
れており、工事に伴う歩車
動線の未分離区間は発生し
ない。

現状において歩車動線は分
離されており、後利用時に
も維持される。 0 － 0 0 0 0.0 0.0

再生可能材により整備費や
廃棄物処理費用を抑制する
等の費用削減措置が取られ
る。

再生可能材により整備費や
廃棄物処理費用を抑制する
等の費用削減措置が取られ
る。

+1 +1 1.0

ボランティアの活用により
運営経費、維持管理コスト
の削減が図られる。

既存施設での光熱費等の大
幅な削減は見込めず、運営
経費は標準的なものとな
る。

+1 0 0.5

項目 一次評価 二次評価
主要環境 -0.3 0.2
生態系 -0.5 0.0
生活環境 -0.3 0.0
ｱﾒﾆﾃｨ・文化 0.0 0.0
資源・廃棄物 1.0 1.2
温室効果ガス 0.5 1.5
土地利用 0.0 0.0
交通 0.0 0.0
経済 0.0 0.8

0.8

0.0

0.0

0.0

0.0

0.8

-2
-1
0
1
2
主要環境

生態系

生活環境

ｱﾒﾆﾃｨ・文化

資源・廃棄物温室効果ガス

土地利用

交通

経済 一次評価

二次評価
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会場別予測評価結果表(17_大井ホッケー競技場)

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

環境項目 主要環境 大気
汚染物質（NO2、SPM）の排
出量

排出の有無、現状より排出
増大の可能性

工事の実施による濃度の変
化（付加率）が5％未満で
ある。

影響要因は想定されないた
め対象外。

施設等の利用、各施設間の
人の移動に伴う汚染物質の
排出が周辺の大気環境に与
える影響はほとんどない。

工事の実施による濃度の変
化（付加率）が5％未満で
ある。

施設等の利用、各施設間の
人の移動に伴う汚染物質の
排出が周辺の大気環境に与
える影響はほとんどない。 -1 － 0 -1 0 -0.5 -0.5

環境項目 主要環境 水質
汚濁負荷（COD、T-N、T-
P、BOD､SS等）の排出量

汚濁負荷物質排出の有無、
汚染増大の可能性

工事の実施に伴うし尿等の
汚水は公共下水道等に排出
することから、公共用水域
の水質に影響を及ぼすこと
はない。

影響要因が想定されないこ
とから対象外とする。

施設の供用に伴うし尿等の
汚水は公共下水道等に排出
することから、公共用水域
の水質に影響を及ぼすこと
はない。

工事の実施に伴うし尿等の
汚水は公共下水道等に排出
することから、公共用水域
の水質に影響を及ぼすこと
はない。

施設の供用に伴うし尿等の
汚水は公共下水道等に排出
することから、公共用水域
の水質に影響を及ぼすこと
はない。

0 － 0 0 0 0.0 0.0

環境項目 主要環境 土壌
土壌汚染物質の拡散の可能
性

土地履歴調査等による土壌
汚染物質の存在可能性

履歴調査の結果、土壌汚染
物質の存在の可能性はな
い。

影響要因が想定されないこ
とから対象外とする。

影響要因が想定されないこ
とから対象外とする。

工事の内容から土壌汚染物
質の拡散の可能性はない。

影響要因が想定されないこ
とから対象外とする。

0 － － 0 － 0.0 0.0

環境項目 生態系
生物の生育・生
息基盤

生物の生育・生息基盤の状
況

①重要な生物・生態系の賦
存地の改変の有無
②生物の生育・生息基盤の
創出の有無

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

重要な生物・生態系の賦存
地の改変はない。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

重要な生物・生態系の賦存
地の改変はない。

－ 0 － 0 0.0 0.0

環境項目 生態系 水循環
雨水の地下浸透能力（地表
面被覆率）

現状の地表面被覆率

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

海面埋立地であるため対象
外とする。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

海面埋立地であるため対象
外とする。

－ － － － - -

環境項目 生態系 生物・生態系
周辺の生物の生育・生息環
境の連続性

現況の生物の生育・生息環
境の連続性

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

生物の生育・生息場所は改
変されない。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

仮設の撤去や施設の後利用
の対象は、駐車場、砂利・
舗装面、運動場、芝生であ
り、評価対象とする環境で
はないため、現況と変わら
ない。

－ 0 － 0 0.0

環境項目 生態系 生物・生態系 重要な生物・生態系 重要な生物・生態系の状況

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

重要な生物・生態系の指定
地域の改変はない。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

重要な生物・生態系の指定
地域の改変はない。

－ 0 － 0 0.0

環境項目 生態系 生物・生態系
生物相の豊かさ（鳥類相で
代表）

現況の生息種数（現状生息
する種のうち、生息が困難
となる可能性のある種の有
無、種数）

工事に伴う騒音や作業員の
立ち入り等により、生息が
困難となる可能性のある種
が存在する。

生息が困難となる可能性の
ある種は存在しないことか
ら、現況と変わらない。

生息が困難となる可能性の
ある種は存在しないことか
ら、現況と変わらない。

工事に伴う騒音や作業員の
立ち入りにより、生息が困
難となる可能性のある種が
存在する。

生息が困難となる可能性の
ある種は存在しないことか
ら、現況と変わらない。

-1 0 0 -1 0 -0.4

環境項目 生態系 緑 緑被面積（屋上含む） 現況の緑被率の状況

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

現況72.1％の緑被率が
30.1％となり、42.0ポイン
トと大きく減少する。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

現況72.1％の緑被率が
30.1％となり、42.0ポイン
トと大きく減少する。

－ -2 － -2 -2.0

環境項目 生態系 緑 緑化の状況
東京都の自然保護条例、建
築物環境計画書制度におけ
る緑化の評価基準

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

樹林地の改変を受けるが緑
化率は23.2％であり段階2
の水準を達成。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

樹林地の改変を受けるが緑
化率は23.2％であり段階2
の水準を達成。

－ +1 － +1 1.0

環境項目 生活環境 騒音 環境・交通騒音レベル
①環境基準及び法令等によ
る基準
②現況の騒音レベル

工事の実施に伴う騒音によ
る周辺の生活環境への影響
がみられる。

影響要因は想定されないこ
とから対象外とする。

施設の供用、声援や応援等
による騒音の発生がみられ
るが、周辺の生活環境に影
響を及ぼすことはない。

工事の実施に伴う騒音によ
る周辺の生活環境への影響
がみられる。

既存の公園内の施設であり
周辺に住宅等が存在してい
ないことから、騒音による
周辺の生活環境への影響は
ない。

-1 － 0 -1 0 -0.5 -0.5

環境項目 生活環境 日影
日照の阻害の有無（阻害を
受ける住戸等の有無）

現状の日照阻害の状況

日影は概ね会場エリア内に
留まることから周辺への影
響はない。

影響要因は想定されないこ
とから対象外とする。

開催後に、新たな施設によ
る日影は生じないことから
影響はない。

0 － 0 0.0 0.0

-0.1

-0.5

-0.3

評価点

-0.2

-0.2

一次評価

評価の指標 評価の基準

開催前
中項目
平均点

小項目
平均点

指標別
平均点

開催中 開催後 開催中 開催後大項目 中項目 小項目

評価
段階別影響

開催前
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工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

評価点

一次評価

評価の指標 評価の基準

開催前
中項目
平均点

小項目
平均点

指標別
平均点

開催中 開催後 開催中 開催後大項目 中項目 小項目

評価
段階別影響

開催前

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

景観 緑視率 現況の緑視率

恒久施設及び仮設の設置に
伴う整地により、樹木が影
響を受けるため、緑視率は
現況よりも約10.6ポイント
減少する。

仮設が撤去後も、樹木が改
変された状態が続くため、
緑視率の減少は、約10.2ポ
イントである。 -1 -1 -1.0

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

景観 優れた眺望又は景観の阻害

①周辺の視点場から眺望で
きる優れた眺望景観の阻害
の有無
②景観形成特別地区の景観
を阻害しないこと

眺望景観及び景観形成特別
地区の景観を阻害すること
はない。

眺望景観及び景観形成特別
地区の景観を阻害すること
はない。

0 0 0.0

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

自然との触れ合
い活動の場

自然との触れ合い活動の場
の変化

自然との触れ合い活動の場
の消失又は改善・創出

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

自然との触れ合い活動の場
の周縁部が改変される。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

施設の後利用により、自然
との触れ合い活動の場の周
縁部が改変されたままとな
る。 － -1 － -1 -1.0

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

自然との触れ合
い活動の場

自然との触れ合い活動の変
化

自然との触れ合い活動の阻
害又は促進（場へのアクセ
ス性含む）の有無

騒音、アクセス規制によ
り、自然との触れ合い活動
自体及びアクセスが阻害さ
れる。

主要なアクセスルートが物
理的に改変・遮断されない
ことから、現況と変わらな
い。

会場エリア内の入場が規制
されることから、自然との
触れ合い活動のアクセスが
阻害される。

騒音、アクセス規制によ
り、自然との触れ合い活動
自体及びアクセスが阻害さ
れる。

主要なアクセスルートが物
理的に改変・遮断されな
い、又は現況で自然との触
れ合い活動が行われてな
い。

-2 0 -1 -2 0 -1.0

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

歩行者空間の快
適性

街路樹等緑陰の状況（緑陰
面積）

現況の街路樹及び接道緑
化、壁面緑化の状況

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

仮設、恒設の建設により、
樹木が改変されるため、会
場エリア内の緑陰面積が減
少する。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

樹木が改変された状態が継
続するため、会場エリア内
の緑陰面積は減少する。

－ -1 － -1 -1.0 -1.0

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

史跡・文化財
史跡・文化財の保護・保全
の状況

文化財等の保存及び管理の
支障の有無

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

周辺に史跡・文化財は存在
しない。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

周辺に史跡・文化財は存在
しない。

－ 0 － 0 0.0 0.0

環境項目
資源・廃
棄物

水利用 上水利用量の削減 現在の上水利用量の水準

工事の実施に伴う水の利用
については、散水や洗車に
よる一時的な利用が見込ま
れるが、大量の水利用は想
定されないことから、予測
評価の対象外とする。

節水により上水利用量の削
減が図られる。

競技の実施時における会場
の利用者による水利用につ
いては、「施設の存在によ
る影響」に含めるものとし
て、ここでは予測評価の対
象外とする。

工事の実施に伴う水の利用
については、散水や洗車に
よる一時的な利用が見込ま
れるが、大量の水利用は想
定されないことから、予測
評価の対象外とする。

節水により上水利用量の削
減が図られる。

－ 0 － － 0 0.0 0.0

環境項目
資源・廃
棄物

廃棄物 廃棄物発生量の減量化
廃棄物発生量の減量化に
よって削減される最終処分
量の水準

標準的な工事と同程度の廃
棄物の削減対策がなされ、
現在の廃棄物の発生水準と
同等の減量化が行われる。

施設の存在による廃棄物の
発生については、「競技の
実施による影響」で扱い、
ここでは対象外とする。

競技の実施に伴い排出され
る一般廃棄物は、現在と同
程度の減量化が行われ、最
終処分量は現状の水準と変
わらない。

標準的な工事と同程度の廃
棄物の削減対策がなされ、
現在の廃棄物の発生水準と
同等の減量化が行われる。

後利用で排出される一般廃
棄物は、現在と同程度の減
量化が行われ、最終処分量
は現状の水準と変わらな
い。

0 － 0 0 0 0.0

環境項目
資源・廃
棄物

廃棄物 廃棄物の有効利用
廃棄物の有効利用によって
削減される最終処分量の水
準

建設廃棄物の有効利用の取
り組みについて、現在の標
準的な工事と同程度の廃棄
物の有効利用がなされる。

施設の存在による廃棄物の
発生については、「競技の
実施による影響」で扱い、
ここでは対象外とする。

競技の実施に伴い排出され
る一般廃棄物は、現在と同
程度の有効利用がなされ、
最終処分量は現状の水準と
変わらない。

建設廃棄物の有効利用の取
り組みについて、現在の標
準的な工事と同程度の廃棄
物の有効利用がなされる。

後利用で排出される一般廃
棄物は、現在と同程度の有
効利用がなされ、最終処分
量は現状の水準と変わらな
い。

0 － 0 0 0 0.0

環境項目
資源・廃
棄物

エコマテリアル エコマテリアルの使用
再生可能資材・再生資材の
活用の水準

再生可能資材や再生資材が
最大限に利用され、現在の
水準を上回る。

施設の存在時におけるエコ
マテリアルの利用は想定さ
れないため対象外とする。

競技の実施時におけるエコ
マテリアルの利用は想定さ
れないため対象外とする。

再生可能資材や再生資材が
最大限に利用され、現在の
水準を上回る。

後利用時におけるエコマテ
リアルの利用は想定されな
いため対象外とする。

+1 － － +1 － 1.0 1.0

環境項目
温室効果
ガス

温室効果ガス 温室効果ガスの削減量

①エネルギー消費量による
CO2排出の概算
②既存施設における追加的
排出の有無

一般的な施設の建設工事と
同程度の排出量になる。

開催中の施設の存在による
影響については、「競技の
実施による影響」に含めて
扱う。

同等施設の標準的な排出量
となる。

一般的な施設の建設工事と
同程度の排出量になる。

同等施設の標準的な排出量
となる。

0 － 0 0 0 0.0 0.0

環境項目
温室効果
ガス

エネルギー エネルギー使用量の増減

①現在の使用量の水準（東
京都温暖化対策計画書制度
/東京都建築物環境計画書
制度による評価水準）
②省エネ再エネ対策・設備
の導入状況/可能性

一般的な施設の建設工事と
同程度の消費量になる。

開催中の施設の存在による
影響については、「競技の
実施による影響」に含めて
扱う。

同等施設の標準的な消費量
となる。

一般的な施設の建設工事と
同程度の消費量になる。

同等施設の標準的な消費量
となる。

0 － 0 0 0 0.0 0.0

0.30.0

0.0

-1.0

-0.5

-0.6
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工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

評価点

一次評価

評価の指標 評価の基準

開催前
中項目
平均点

小項目
平均点

指標別
平均点

開催中 開催後 開催中 開催後大項目 中項目 小項目

評価
段階別影響

開催前

社会・経
済項目

土地利用 土地利用 土地の転用
土地利用の改変、転用の有
無

改変エリアは現在公園、運
動場及び商業用地となって
おり、自然地や農地は存在
しない運動場となってお
り、自然地や農地は存在し
な

0 0.0

社会・経
済項目

土地利用 土地利用 土地の有効利用 未利用地の解消の有無

未利用地の有効利用はな
い。

未利用地の有効利用はな
い。

0 0 0.0

社会・経
済項目

土地利用 地域分断
生活移動動線の分断又は進
展

歩行者、自転車等の移動動
線の分断をしないこと

既に公共的な利用がなされ
ている施設の場所であり、
改変エリアは生活移動動線
に影響しない。

移動動線は確保されてお
り、競技中も現況と変わら
ない。

移動動線は確保されてお
り、後利用時も生活移動動
線への影響はない。 0 0 0 0.0

社会・経
済項目

土地利用 地域分断
生活移動動線の分断又は進
展

歩行者、自転車等の動線の
ネットワーク化の進展の有
無

既に公共的利用がなされて
いる場所であり、現況と変
わらない。

既に公共的利用がなされて
いる場所であり、現況と変
わらない。

開催前から開催後を通じて
現況と変わらない。

0 0 0 0.0

社会・経
済項目

土地利用 移転 民家等の移転
民家等の移転を伴わないこ
と

改変エリアに民家等は存在
しない。

0 0.0 0.0

社会・経
済項目

交通
公共交通へのア
クセシビリティ

アクセス性
現在の会場までのアクセス
性

アクセス性向上の対策が無
く現況と同様のアクセス性
である。

アクセス性向上の対策が無
く現況と同様のアクセス性
である。 0 0 0.0 0.0

社会・経
済項目

交通 交通安全 交通安全
現在の歩車動線の分離（交
通安全性の向上）の状況

現状でも対策は十分になさ
れており、工事に伴う歩車
動線の未分離区間は発生し
ない。

競技の実施による影響に含
め、評価の対象外とする。

現状において歩車動線は分
離されており、開催中も維
持される。

現状でも対策は十分になさ
れており、工事に伴う歩車
動線の未分離区間は発生し
ない。

現状において歩車動線は分
離されており、後利用時に
も維持される。 0 － 0 0 0 0.0 0.0

社会・経
済項目

経済 事業採算性 施設整備費
施設整備費を適正に保つた
めの措置

対策が無い場合には標準的
な施設整備費となる。

対策が無い場合には標準的
な撤去・改修整備費とな
る。 0 0 0.0

社会・経
済項目

経済 事業採算性 運営経費
運営・維持コストの削減の
ための措置

対策を講じない場合には標
準的な運営経費となる。

対策を講じない場合には標
準的な運営経費となる。

0 0 0.0

0.0

0.0 0.0

0.0

0.0

0.0
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環境項目 主要環境 大気
汚染物質（NO2、SPM）の排
出量

排出の有無、現状より排出
増大の可能性

環境項目 主要環境 水質
汚濁負荷（COD、T-N、T-
P、BOD､SS等）の排出量

汚濁負荷物質排出の有無、
汚染増大の可能性

環境項目 主要環境 土壌
土壌汚染物質の拡散の可能
性

土地履歴調査等による土壌
汚染物質の存在可能性

環境項目 生態系
生物の生育・生
息基盤

生物の生育・生息基盤の状
況

①重要な生物・生態系の賦
存地の改変の有無
②生物の生育・生息基盤の
創出の有無

環境項目 生態系 水循環
雨水の地下浸透能力（地表
面被覆率）

現状の地表面被覆率

環境項目 生態系 生物・生態系
周辺の生物の生育・生息環
境の連続性

現況の生物の生育・生息環
境の連続性

環境項目 生態系 生物・生態系 重要な生物・生態系 重要な生物・生態系の状況

環境項目 生態系 生物・生態系
生物相の豊かさ（鳥類相で
代表）

現況の生息種数（現状生息
する種のうち、生息が困難
となる可能性のある種の有
無、種数）

環境項目 生態系 緑 緑被面積（屋上含む） 現況の緑被率の状況

環境項目 生態系 緑 緑化の状況
東京都の自然保護条例、建
築物環境計画書制度におけ
る緑化の評価基準

環境項目 生活環境 騒音 環境・交通騒音レベル
①環境基準及び法令等によ
る基準
②現況の騒音レベル

環境項目 生活環境 日影
日照の阻害の有無（阻害を
受ける住戸等の有無）

現状の日照阻害の状況

評価の指標 評価の基準

大項目 中項目 小項目

評価

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

工事による大気環境への影
響がみられるが、ミティ
ゲーションの実施により、
大気質の濃度をほとんど悪
化させない程度となる。

影響要因は想定されないた
め対象外。

施設等の利用、各施設間の
人の移動に伴う大気環境へ
の影響はほとんどなく、ミ
ティゲーションの実施によ
り大気環境が改善される。

工事による大気環境への影
響がみられるが、ミティ
ゲーションの実施により、
大気質の濃度をほとんど悪
化させない程度となる。

施設等の利用、各施設間の
人の移動に伴う大気環境へ
の影響はほとんどなく、ミ
ティゲーションの実施によ
り大気環境が改善される。

0 － +1 0 +1 0.5 0.5

工事の実施に伴って公共用
水域の水質に影響を及ぼす
ことはないことから、ミ
ティゲーションは想定して
いない。

影響要因が想定されないこ
とから対象外とする。

施設の供用に伴うし尿等の
汚水による影響はないこと
から、ミティゲーションは
想定していない。

工事の実施に伴って公共用
水域の水質に影響を及ぼす
ことはないことから、ミ
ティゲーションは想定して
いない。

施設の供用に伴うし尿等の
汚水による影響はないこと
から、ミティゲーションは
想定していない。 0 － 0 0 0 0.0 0.0

履歴調査の結果、土壌汚染
物質の存在の可能性はない
ことから、ミティゲーショ
ンは想定していない。

影響要因が想定されないこ
とから対象外とする。

影響要因が想定されないこ
とから対象外とする。

工事の内容から土壌汚染物
質の拡散の可能性はないこ
とから、ミティゲーション
は想定していない。

影響要因が想定されないこ
とから対象外とする。

0 － － 0 － 0.0 0.0

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

重要な生物・生態系の賦存
地の改変はない。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

重要な生物・生態系の賦存
地の改変はない。

－ 0 － 0 0.0 0.0

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

海面埋立地であるため対象
外とする。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

海面埋立地であるため対象
外とする。

－ － － － - -

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

生物の生育・生息場所は改
変されない。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

周辺の生物の生育・生息場
所の連続性は現況と変わら
ない。

－ 0 － 0 0.0

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

重要な生物・生態系の指定
地域の改変はない。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

重要な生物・生態系の指定
地域の改変はない。

－ 0 － 0 0.0

工事に伴う作業員の立ち入
り等により、生息が困難と
なる可能性のある種が存在
する。

生息が困難となる可能性の
ある種は存在しないことか
ら、現況と変わらない。

生息が困難となる可能性の
ある種は存在しないことか
ら、現況と変わらない。

工事に伴う作業員の立ち入
り等により、生息が困難と
なる可能性のある種が存在
する。

生息が困難となる可能性の
ある種は存在しないことか
ら、現況と変わらない。

-1 0 0 -1 0 -0.4

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

現況72.1％の緑被率は
41.3％となり、緑比率が
30.8ポイント減少する。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

緑被率は現況とほぼかわら
ない。

－ -2 － 0 -1.0

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

段階2の水準を達成してい
る。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

緑化率が38.0％となり、段
階3を達成。

－ +1 － +2 1.5

工事の実施に伴う騒音によ
る影響がみられるが、ミ
ティゲーションにより周辺
の生活環境に影響を及ぼさ
ない程度となる。

影響要因は想定されないこ
とから対象外とする。

施設の供用、声援や応援等
が周辺の生活環境に影響を
及ぼすことはないことか
ら、ミティゲーションは想
定していない。

工事の実施に伴う騒音によ
る影響がみられるが、ミ
ティゲーションにより周辺
の生活環境に影響を及ぼさ
ない程度となる。

既存の公園内の施設であり
周辺の生活環境への影響は
ないことから、ミティゲー
ションは想定していない。 0 － 0 0 0 0.0 0.0

施設の存在による影響はな
いことから、ミティゲー
ションは想定していない。

影響要因は想定されないこ
とから対象外とする。

施設の存在による影響はな
いことから、ミティゲー
ションは想定していない。

0 － 0 0.0 0.0

0.2

0.0-0.1

0.3

0.0

小項目
平均点

指標別
平均点

開催後

評価点

二次評価

開催中 開催後開催前
中項目
平均点

段階別影響

開催前 開催中
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会場別予測評価結果表(17_大井ホッケー競技場)

評価の指標 評価の基準

大項目 中項目 小項目

評価

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

景観 緑視率 現況の緑視率

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

景観 優れた眺望又は景観の阻害

①周辺の視点場から眺望で
きる優れた眺望景観の阻害
の有無
②景観形成特別地区の景観
を阻害しないこと

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

自然との触れ合
い活動の場

自然との触れ合い活動の場
の変化

自然との触れ合い活動の場
の消失又は改善・創出

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

自然との触れ合
い活動の場

自然との触れ合い活動の変
化

自然との触れ合い活動の阻
害又は促進（場へのアクセ
ス性含む）の有無

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

歩行者空間の快
適性

街路樹等緑陰の状況（緑陰
面積）

現況の街路樹及び接道緑
化、壁面緑化の状況

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

史跡・文化財
史跡・文化財の保護・保全
の状況

文化財等の保存及び管理の
支障の有無

環境項目
資源・廃
棄物

水利用 上水利用量の削減 現在の上水利用量の水準

環境項目
資源・廃
棄物

廃棄物 廃棄物発生量の減量化
廃棄物発生量の減量化に
よって削減される最終処分
量の水準

環境項目
資源・廃
棄物

廃棄物 廃棄物の有効利用
廃棄物の有効利用によって
削減される最終処分量の水
準

環境項目
資源・廃
棄物

エコマテリアル エコマテリアルの使用
再生可能資材・再生資材の
活用の水準

環境項目
温室効果
ガス

温室効果ガス 温室効果ガスの削減量

①エネルギー消費量による
CO2排出の概算
②既存施設における追加的
排出の有無

環境項目
温室効果
ガス

エネルギー エネルギー使用量の増減

①現在の使用量の水準（東
京都温暖化対策計画書制度
/東京都建築物環境計画書
制度による評価水準）
②省エネ再エネ対策・設備
の導入状況/可能性

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

小項目
平均点

指標別
平均点

開催後

評価点

二次評価

開催中 開催後開催前
中項目
平均点

段階別影響

開催前 開催中

影響を受ける樹木について
は、会場エリア内への移植
を行うが、評価地点の緑視
率には影響しない。緑視率
は、一次評価と同様に現況
よりも約10.6ポイント減少
する。

仮設撤去後、樹木の原状復
帰を行うため、緑視率は現
況と変わらない。

-1 0 -0.5

眺望景観及び景観形成特別
地区の景観を阻害すること
はない。

眺望景観及び景観形成特別
地区の景観を阻害すること
はない。

0 0 0.0

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

現段階ではミティゲーショ
ンは想定していない。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

ミティゲーションの実施に
より、自然との触れ合い活
動の場が現況レベルまで改
善する。 － -1 － 0 -0.5

ミティゲーションの実施に
より、現況レベルまで自然
との触れ合い活動が改善す
る。

主要なアクセスルートが物
理的に改変・遮断されない
ことから、現況と変わらな
い。

現段階ではミティゲーショ
ンは想定していない。

ミティゲーションの実施に
より、現況レベルまで自然
との触れ合い活動が改善す
る。

ミティゲーションの実施に
より、自然との触れ合い活
動が向上する。

0 0 -1 0 +1 0.0

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

改変される樹木について
は、会場エリア内へ移植を
行うことにより、緑陰面積
及び歩行者が感じる快適性
ともに現況と変わらない。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

移植した樹木の維持、仮設
撤去後の原状復帰により、
緑陰面積及び歩行者が感じ
る快適性ともに現況と変わ
らない。

－ 0 － 0 0.0 0.0

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

周辺に史跡・文化財は存在
しない。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

周辺に史跡・文化財は存在
しない。

－ 0 － 0 0.0 0.0

工事の実施に伴う水の利用
については、散水や洗車に
よる一時的な利用が見込ま
れるが、大量の水利用は想
定されないことから、予測
評価の対象外とする。

節水のほか、雨水または再
生水（中水含む）の利用施
設が設置され、水の有効利
用が図られる。

競技の実施時における会場
の利用者による水利用につ
いては、「施設の存在によ
る影響」に含めるものとし
て、ここでは予測評価の対
象外とする。

工事の実施に伴う水の利用
については、散水や洗車に
よる一時的な利用が見込ま
れるが、大量の水利用は想
定されないことから、予測
評価の対象外とする。

節水のほか、雨水または再
生水（中水含む）の利用施
設が設置され、水の有効利
用が図られる。 － +1 － － +1 1.0 1.0

建設廃棄物の対策はリサイ
クルによるものが大部分で
あり、減量による最終処分
量の大幅な削減は見込めな
い。

施設の存在による廃棄物の
発生については、「競技の
実施による影響」で扱い、
ここでは対象外とする。

既に容器包装廃棄物のリサ
イクル分別などが実施され
ており、廃棄物の発生抑制
策による最終処分量の大幅
な削減は見込めない。

建設廃棄物の対策はリサイ
クルによるものが大部分で
あり、減量による最終処分
量の大幅な削減は見込めな
い。

既に容器包装廃棄物のリサ
イクル分別などが実施され
ており、廃棄物の発生抑制
策による最終処分量の大幅
な削減は見込めない。

0 － 0 0 0 0.0

「東京都建設リサイクル推
進計画」等に基づく有効利
用策の促進により、建設廃
棄物の最終処分量は現在の
水準から20％以上削減され
る。

施設の存在による廃棄物の
発生については、「競技の
実施による影響」で扱い、
ここでは対象外とする。

資源ごみ回収やごみ処理過
程資源化、熱回収等の促進
により、一般廃棄物の最終
処分量は現在の水準から
30％程度削減される。

「東京都建設リサイクル推
進計画」等に基づく有効利
用策の促進により、建設廃
棄物の最終処分量は現在の
水準から20％以上削減され
る。

資源ごみ回収やごみ処理過
程資源化、熱回収等の促進
により、一般廃棄物の最終
処分量は現在の水準から
30％程度削減される。

+1 － +1 +1 +1 1.0

再生可能資材や再生資材が
最大限に利用され、現在の
水準を上回る。

施設の存在時におけるエコ
マテリアルの利用は想定さ
れないため対象外とする。

競技の実施時におけるエコ
マテリアルの利用は想定さ
れないため対象外とする。

再生可能資材や再生資材が
最大限に利用され、現在の
水準を上回る。

後利用時におけるエコマテ
リアルの利用は想定されな
いため対象外とする。

+1 － － +1 － 1.0 1.0

低燃費型建設機械の採用等
により、約20～40％の削減
が図られる。

開催中の施設の存在による
影響については、「競技の
実施による影響」で扱い、
ここでは対象外とする。

最高水準の省エネルギー技
術の活用等により、37.2％
程度の削減が図られる。

低燃費型建設機械の採用等
により、約20～40％の削減
が図られる。

最高水準の省エネルギー技
術の活用等により、50％程
度の削減が図られる。

+2 － +2 +2 +2 2.0 2.0

低燃費型建設機械の採用等
により、約20～40％の低減
が図られる。

開催中の施設の存在による
影響については、「競技の
実施による影響」で扱い、
ここでは対象外とする。

最高水準の省エネルギー技
術の活用等により、37.2％
程度の低減が図られる。

低燃費型建設機械の採用等
により、約20～40％の低減
が図られる。

最高水準の省エネルギー技
術の活用等により、50％程
度の低減が図られる。

+2 － +2 +2 +2 2.0 2.0

0.80.5

2.0

-0.3

-0.1
-0.3
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会場別予測評価結果表(17_大井ホッケー競技場)

評価の指標 評価の基準

大項目 中項目 小項目

評価

社会・経
済項目

土地利用 土地利用 土地の転用
土地利用の改変、転用の有
無

社会・経
済項目

土地利用 土地利用 土地の有効利用 未利用地の解消の有無

社会・経
済項目

土地利用 地域分断
生活移動動線の分断又は進
展

歩行者、自転車等の移動動
線の分断をしないこと

社会・経
済項目

土地利用 地域分断
生活移動動線の分断又は進
展

歩行者、自転車等の動線の
ネットワーク化の進展の有
無

社会・経
済項目

土地利用 移転 民家等の移転
民家等の移転を伴わないこ
と

社会・経
済項目

交通
公共交通へのア
クセシビリティ

アクセス性
現在の会場までのアクセス
性

社会・経
済項目

交通 交通安全 交通安全
現在の歩車動線の分離（交
通安全性の向上）の状況

社会・経
済項目

経済 事業採算性 施設整備費
施設整備費を適正に保つた
めの措置

社会・経
済項目

経済 事業採算性 運営経費
運営・維持コストの削減の
ための措置

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

小項目
平均点

指標別
平均点

開催後

評価点

二次評価

開催中 開催後開催前
中項目
平均点

段階別影響

開催前 開催中

改変エリアは現在公園、運
動場及び商業用地となって
おり、自然地や農地は存在
しない運動場となってお
り、自然地や農地は存在し
な

0 0.0

未利用地の有効利用はな
い。

未利用地の有効利用はな
い。

0 0 0.0

既に公共的な利用がなされ
ている施設の場所であり、
改変エリアは生活移動動線
に影響しない。

移動動線は確保されてお
り、競技中も現況と変わら
ない。

移動動線は確保されてお
り、後利用時も生活移動動
線への影響はない。 0 0 0 0.0

既に公共的利用がなされて
いる場所であり、現況と変
わらない。

既に公共的利用がなされて
いる場所であり、現況と変
わらない。

開催前から開催後を通じて
現況と変わらない。

0 0 0 0.0

改変エリアに民家等は存在
しない。

0 0.0 0.0

アクセス性向上の対策が無
く現況と同様のアクセス性
である。

アクセス性向上の対策が無
く現況と同様のアクセス性
である。 0 0 0.0 0.0

現状でも対策は十分になさ
れており、工事に伴う歩車
動線の未分離区間は発生し
ない。

競技の実施による影響に含
め、評価の対象外とする。

現状において歩車動線は分
離されており、開催中も維
持される。

現状でも対策は十分になさ
れており、工事に伴う歩車
動線の未分離区間は発生し
ない。

現状において歩車動線は分
離されており、後利用時に
も維持される。 0 － 0 0 0 0.0 0.0

再生可能材の活用等によ
り、最先端技術導入による
コスト増を相殺して標準的
な整備費となる。

再生可能材により整備費や
廃棄物処理費用を抑制する
等の費用削減措置が取られ
る。

0 +1 0.5

エネルギー利用の最適化や
ボランティアの活用により
運営経費、維持管理コスト
の削減が図られる。

エネルギー利用の最適化等
により後利用時も光熱費等
の維持管理コストの削減が
図られる。

+1 +1 1.0

項目 一次評価 二次評価
主要環境 -0.2 0.2
生態系 -0.2 0.0
生活環境 -0.3 0.0
ｱﾒﾆﾃｨ・文化 -0.6 -0.1
資源・廃棄物 0.3 0.8
温室効果ガス 0.0 2.0
土地利用 0.0 0.0
交通 0.0 0.0
経済 0.0 0.8

0.8

0.0

0.0

0.0

0.0

0.8

-2
-1
0
1
2
主要環境

生態系

生活環境

ｱﾒﾆﾃｨ・文化

資源・廃棄物温室効果ガス

土地利用

交通

経済 一次評価

二次評価
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工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

環境項目 主要環境 大気
汚染物質（NO2、SPM）の排
出量

排出の有無、現状より排出
増大の可能性

工事の実施による濃度の変
化（付加率）が5％未満で
ある。

影響要因は想定されないた
め対象外。

施設等の利用、各施設間の
人の移動に伴う汚染物質の
排出が周辺の大気環境に与
える影響はほとんどない。

工事の実施による濃度の変
化（付加率）が5％未満で
ある。

-1 － 0 -1 -0.7 -0.7

環境項目 主要環境 水質
汚濁負荷（COD、T-N、T-
P、BOD､SS等）の排出量

汚濁負荷物質排出の有無、
汚染増大の可能性

工事の実施に伴うし尿等の
汚水は公共下水道等に排出
することから、公共用水域
の水質に影響を及ぼすこと
はない。

影響要因が想定されないこ
とから対象外とする。

施設の供用に伴うし尿等の
汚水は公共下水道等に排出
することから、公共用水域
の水質に影響を及ぼすこと
はない。

工事の実施に伴うし尿等の
汚水は公共下水道等に排出
することから、公共用水域
の水質に影響を及ぼすこと
はない。

0 － 0 0 0.0 0.0

環境項目 主要環境 土壌
土壌汚染物質の拡散の可能
性

土地履歴調査等による土壌
汚染物質の存在可能性

工事の内容から土壌汚染物
質の拡散の可能性は非常に
小さい。

影響要因が想定されないこ
とから対象外とする。

影響要因が想定されないこ
とから対象外とする。

工事の内容から土壌汚染物
質の拡散の可能性はない。

0 － － 0 0.0 0.0

環境項目 生態系
生物の生育・生
息基盤

生物の生育・生息基盤の状
況

①重要な生物・生態系の賦
存地の改変の有無
②生物の生育・生息基盤の
創出の有無

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

重要な生物・生態系の賦存
地の改変はない。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

重要な生物・生態系の賦存
地の改変はない。

－ 0 － 0 0.0 0.0

環境項目 生態系 水循環
雨水の地下浸透能力（地表
面被覆率）

現状の地表面被覆率

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

海面埋立地であるため対象
外とする。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

海面埋立地であるため対象
外とする。

－ － － － - -

環境項目 生態系 生物・生態系
周辺の生物の生育・生息環
境の連続性

現況の生物の生育・生息環
境の連続性

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

生物の生育・生息場所は改
変されない。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

仮設の撤去や施設の後利用
の対象は、駐車場、砂利・
舗装面、運動場、芝生であ
り、評価対象とする環境で
はないため、現況と変わら
ない。

－ 0 － 0 0.0

環境項目 生態系 生物・生態系 重要な生物・生態系 重要な生物・生態系の状況

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

重要な生物・生態系の指定
地域の改変はない。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

重要な生物・生態系の指定
地域の改変はない。

－ 0 － 0 0.0

環境項目 生態系 生物・生態系
生物相の豊かさ（鳥類相で
代表）

現況の生息種数（現状生息
する種のうち、生息が困難
となる可能性のある種の有
無、種数）

鳥類の主要な生息場でない
ことから、予測評価の対象
外とする。

鳥類の主要な生息場でない
ことから、予測評価の対象
外とする。

鳥類の主要な生息場でない
ことから、予測評価の対象
外とする。

鳥類の主要な生息場でない
ことから、予測評価の対象
外とする。

鳥類の主要な生息場でない
ことから、予測評価の対象
外とする。

－ － － － － -

環境項目 生態系 緑 緑被面積（屋上含む） 現況の緑被率の状況

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

現況は未利用地であり、改
変の影響はない。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

現況は未利用地であり、改
変の影響はない。

－ 0 － 0 0.0

環境項目 生態系 緑 緑化の状況
東京都の自然保護条例、建
築物環境計画書制度におけ
る緑化の評価基準

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

仮設施設のため対象外とす
る。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

仮設施設のため対象外とす
る。

－ － － － -

環境項目 生活環境 騒音 環境・交通騒音レベル
①環境基準及び法令等によ
る基準
②現況の騒音レベル

工事の実施に伴う騒音によ
る周辺の生活環境への影響
がみられる。

影響要因は想定されないこ
とから対象外とする。

施設の供用、声援や応援等
による騒音の発生がみられ
るが、周辺の生活環境に影
響を及ぼすことはない。

工事の実施に伴う騒音によ
る周辺の生活環境への影響
がみられる。

-1 － 0 -1 -0.7 -0.7

環境項目 生活環境 日影
日照の阻害の有無（阻害を
受ける住戸等の有無）

現状の日照阻害の状況

施設の高さ、周辺の状況、
仮設のみであることなどか
ら、施設の存在に伴う日影
の影響はない。

影響要因は想定されないこ
とから対象外とする。

0 － 0.0 0.0

0.0

0.0

-0.3

評価点

-0.2

0.0

一次評価

評価の指標 評価の基準

開催前
中項目
平均点

小項目
平均点

指標別
平均点

開催中 開催後 開催中 開催後大項目 中項目 小項目

評価
段階別影響

開催前
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工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

評価点

一次評価

評価の指標 評価の基準

開催前
中項目
平均点

小項目
平均点

指標別
平均点

開催中 開催後 開催中 開催後大項目 中項目 小項目

評価
段階別影響

開催前

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

景観 緑視率 現況の緑視率

緑視率は現況と変わらない
と想定する。

一部が未利用地に戻る。緑
視率は現況と変わらないと
想定する。

0 0 0.0

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

景観 優れた眺望又は景観の阻害

①周辺の視点場から眺望で
きる優れた眺望景観の阻害
の有無
②景観形成特別地区の景観
を阻害しないこと

眺望景観及び景観形成特別
地区の景観を阻害すること
はない。

眺望景観及び景観形成特別
地区の景観を阻害すること
はない。

0 0 0.0

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

自然との触れ合
い活動の場

自然との触れ合い活動の場
の変化

自然との触れ合い活動の場
の消失又は改善・創出

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

現況で自然との触れ合い活
動の場となっていないこと
から、現況と変わらない。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

現況で自然との触れ合い活
動の場となっていないこと
から、現況と変わらない。

－ 0 － 0 0.0

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

自然との触れ合
い活動の場

自然との触れ合い活動の変
化

自然との触れ合い活動の阻
害又は促進（場へのアクセ
ス性含む）の有無

現況で自然との触れ合い活
動が行われていない。

現況で自然との触れ合い活
動が行われていない。

現況で自然との触れ合い活
動が行われていない。

現況で自然との触れ合い活
動が行われていない。

現況で自然との触れ合い活
動が行われていない。

0 0 0 0 0 0.0

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

歩行者空間の快
適性

街路樹等緑陰の状況（緑陰
面積）

現況の街路樹及び接道緑
化、壁面緑化の状況

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

現況は未利用地であり、緑
陰面積及び歩行者が感じる
快適性ともに現況と変わら
ない。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

現況は未利用地であり、緑
陰面積及び歩行者が感じる
快適性ともに現況と変わら
ない。 － 0 － 0 0.0 0.0

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

史跡・文化財
史跡・文化財の保護・保全
の状況

文化財等の保存及び管理の
支障の有無

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

周辺に史跡・文化財は存在
しない。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

周辺に史跡・文化財は存在
しない。

－ 0 － 0 0.0 0.0

環境項目
資源・廃
棄物

水利用 上水利用量の削減 現在の上水利用量の水準

工事の実施に伴う水の利用
については、散水や洗車に
よる一時的な利用が見込ま
れるが、大量の水利用は想
定されないことから、予測
評価の対象外とする。

節水により上水利用量の削
減が図られる。

競技の実施時における会場
の利用者による水利用につ
いては、「施設の存在によ
る影響」に含めるものとし
て、ここでは予測評価の対
象外とする。

工事の実施に伴う水の利用
については、散水や洗車に
よる一時的な利用が見込ま
れるが、大量の水利用は想
定されないことから、予測
評価の対象外とする。

後利用はないことから対象
外とする。

－ 0 － － － 0.0 0.0

環境項目
資源・廃
棄物

廃棄物 廃棄物発生量の減量化
廃棄物発生量の減量化に
よって削減される最終処分
量の水準

標準的な工事と同程度の廃
棄物の削減対策がなされ、
現在の廃棄物の発生水準と
同等の減量化が行われる。

施設の存在による廃棄物の
発生については、「競技の
実施による影響」で扱い、
ここでは対象外とする。

競技の実施に伴い排出され
る一般廃棄物は、現在と同
程度の減量化が行われ、最
終処分量は現状の水準と変
わらない。

標準的な工事と同程度の廃
棄物の削減対策がなされ、
現在の廃棄物の発生水準と
同等の減量化が行われる。

後利用はないことから対象
外とする。

0 － 0 0 － 0.0

環境項目
資源・廃
棄物

廃棄物 廃棄物の有効利用
廃棄物の有効利用によって
削減される最終処分量の水
準

建設廃棄物の有効利用の取
り組みについて、現在の標
準的な工事と同程度の廃棄
物の有効利用がなされる。

施設の存在による廃棄物の
発生については、「競技の
実施による影響」で扱い、
ここでは対象外とする。

競技の実施に伴い排出され
る一般廃棄物は、現在と同
程度の有効利用がなされ、
最終処分量は現状の水準と
変わらない。

建設廃棄物の有効利用の取
り組みについて、現在の標
準的な工事と同程度の廃棄
物の有効利用がなされる。

後利用はないことから対象
外とする。

0 － 0 0 － 0.0

環境項目
資源・廃
棄物

エコマテリアル エコマテリアルの使用
再生可能資材・再生資材の
活用の水準

再生可能資材や再生資材が
最大限に利用され、現在の
水準を上回る。

施設の存在時におけるエコ
マテリアルの利用は想定さ
れないため対象外とする。

競技の実施時におけるエコ
マテリアルの利用は想定さ
れないため対象外とする。

再生可能資材や再生資材が
最大限に利用され、現在の
水準を上回る。

後利用時におけるエコマテ
リアルの利用は想定されな
いため対象外とする。

+1 － － +1 － 1.0 1.0

環境項目
温室効果
ガス

温室効果ガス 温室効果ガスの削減量

①エネルギー消費量による
CO2排出の概算
②既存施設における追加的
排出の有無

一般的な施設の建設工事と
同程度の排出量になる。

開催中の施設の存在による
影響については、「競技の
実施による影響」に含めて
扱う。

同等施設の標準的な排出量
となる。

一般的な施設の建設工事と
同程度の排出量になる。

後利用はないことから対象
外とする。

0 － 0 0 － 0.0 0.0

環境項目
温室効果
ガス

エネルギー エネルギー使用量の増減

①現在の使用量の水準（東
京都温暖化対策計画書制度
/東京都建築物環境計画書
制度による評価水準）
②省エネ再エネ対策・設備
の導入状況/可能性

一般的な施設の建設工事と
同程度の消費量になる。

開催中の施設の存在による
影響については、「競技の
実施による影響」に含めて
扱う。

同等施設の標準的な消費量
となる。

一般的な施設の建設工事と
同程度の消費量になる。

後利用はないことから対象
外とする。

0 － 0 0 － 0.0 0.0

0.30.0

0.0

0.0

0.0

0.0

1－98



会場別予測評価結果表(18_海の森クロスカントリーコース)

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

評価点

一次評価

評価の指標 評価の基準

開催前
中項目
平均点

小項目
平均点

指標別
平均点

開催中 開催後 開催中 開催後大項目 中項目 小項目

評価
段階別影響

開催前

社会・経
済項目

土地利用 土地利用 土地の転用
土地利用の改変、転用の有
無

改変エリアは現在未利用地
となっており、自然地や農
地は存在しない。 0 0.0

社会・経
済項目

土地利用 土地利用 土地の有効利用 未利用地の解消の有無

会場の大部分が未利用地で
あり、開催中に競技会場と
して有効活用される。

公共公園として都民の憩い
の場として有効利用が継続
される。 +2 +2 2.0

社会・経
済項目

土地利用 地域分断
生活移動動線の分断又は進
展

歩行者、自転車等の移動動
線の分断をしないこと

海の森地域での地域住民等
の生活移動動線の分断等の
影響は生じない。

移動動線は確保されてお
り、競技中も現況と変わら
ない。

移動動線は確保されてお
り、後利用時も生活移動動
線への影響はない。 0 0 0 0.0

社会・経
済項目

土地利用 地域分断
生活移動動線の分断又は進
展

歩行者、自転車等の動線の
ネットワーク化の進展の有
無

未利用地から競技会場が整
備されることにより海の森
地区のネットワーク化が進
展する。

未利用地から競技会場が整
備されることにより海の森
地区のネットワーク化が進
展する。

開催後も公用的利用がなさ
れ、ネットワーク化の進展
が維持される。 +1 +1 +1 1.0

社会・経
済項目

土地利用 移転 民家等の移転
民家等の移転を伴わないこ
と

改変エリアに民家等は存在
しない。

0 0.0 0.0

社会・経
済項目

交通
公共交通へのア
クセシビリティ

アクセス性
現在の会場までのアクセス
性

バス等により公共交通機関
からのアクセス性は確保さ
れると想定。

バス等により公共交通機関
からのアクセス性は確保さ
れると想定。 0 0 0.0 0.0

社会・経
済項目

交通 交通安全 交通安全
現在の歩車動線の分離（交
通安全性の向上）の状況

工事区域周辺の歩行者等が
想定されないため評価の対
象外とする。

競技の実施による影響に含
め、評価の対象外とする。

歩車動線は分離され、交通
安全上問題ないように計画
される。

現状でも対策は十分になさ
れており、工事に伴う歩車
動線の未分離区間は発生し
ない。

開催後においても開催中と
同様に歩車道分離が維持さ
れる。 － － 0 0 0 0.0 0.0

社会・経
済項目

経済 事業採算性 施設整備費
施設整備費を適正に保つた
めの措置

対策が無い場合には標準的
な施設整備費となる。

対策が無い場合には標準的
な撤去・改修整備費とな
る。 0 0 0.0

社会・経
済項目

経済 事業採算性 運営経費
運営・維持コストの削減の
ための措置

対策を講じない場合には標
準的な運営経費となる。

0 0.0

0.0

0.0 0.0

1.0

0.5

0.5

1－99



会場別予測評価結果表(18_海の森クロスカントリーコース)

環境項目 主要環境 大気
汚染物質（NO2、SPM）の排
出量

排出の有無、現状より排出
増大の可能性

環境項目 主要環境 水質
汚濁負荷（COD、T-N、T-
P、BOD､SS等）の排出量

汚濁負荷物質排出の有無、
汚染増大の可能性

環境項目 主要環境 土壌
土壌汚染物質の拡散の可能
性

土地履歴調査等による土壌
汚染物質の存在可能性

環境項目 生態系
生物の生育・生
息基盤

生物の生育・生息基盤の状
況

①重要な生物・生態系の賦
存地の改変の有無
②生物の生育・生息基盤の
創出の有無

環境項目 生態系 水循環
雨水の地下浸透能力（地表
面被覆率）

現状の地表面被覆率

環境項目 生態系 生物・生態系
周辺の生物の生育・生息環
境の連続性

現況の生物の生育・生息環
境の連続性

環境項目 生態系 生物・生態系 重要な生物・生態系 重要な生物・生態系の状況

環境項目 生態系 生物・生態系
生物相の豊かさ（鳥類相で
代表）

現況の生息種数（現状生息
する種のうち、生息が困難
となる可能性のある種の有
無、種数）

環境項目 生態系 緑 緑被面積（屋上含む） 現況の緑被率の状況

環境項目 生態系 緑 緑化の状況
東京都の自然保護条例、建
築物環境計画書制度におけ
る緑化の評価基準

環境項目 生活環境 騒音 環境・交通騒音レベル
①環境基準及び法令等によ
る基準
②現況の騒音レベル

環境項目 生活環境 日影
日照の阻害の有無（阻害を
受ける住戸等の有無）

現状の日照阻害の状況

評価の指標 評価の基準

大項目 中項目 小項目

評価

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

工事による大気環境への影
響がみられるが、ミティ
ゲーションの実施により、
大気質の濃度をほとんど悪
化させない程度となる。

影響要因は想定されないた
め対象外。

施設等の利用、各施設間の
人の移動に伴う大気環境へ
の影響はほとんどなく、ミ
ティゲーションの実施によ
り大気環境が改善される。

工事による大気環境への影
響がみられるが、ミティ
ゲーションの実施により、
大気質の濃度をほとんど悪
化させない程度となる。

0 － +1 0 0.3 0.3

工事の実施に伴って公共用
水域の水質に影響を及ぼす
ことはないことから、ミ
ティゲーションは想定して
いない。

影響要因が想定されないこ
とから対象外とする。

施設の供用に伴うし尿等の
汚水による影響はないこと
から、ミティゲーションは
想定していない。

工事の実施に伴って公共用
水域の水質に影響を及ぼす
ことはないことから、ミ
ティゲーションは想定して
いない。

0 － 0 0 0.0 0.0

工事の内容から土壌汚染物
質の拡散の可能性は非常に
小さく、ミティゲーション
は想定していない。

影響要因が想定されないこ
とから対象外とする。

影響要因が想定されないこ
とから対象外とする。

工事の内容から土壌汚染物
質の拡散の可能性はないこ
とから、ミティゲーション
は想定していない。 0 － － 0 0.0 0.0

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

重要な生物・生態系の賦存
地の改変はない。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

重要な生物・生態系の賦存
地の改変はない。

－ 0 － 0 0.0 0.0

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

海面埋立地であるため対象
外とする。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

海面埋立地であるため対象
外とする。

－ － － － - -

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

ミティゲーションの実施に
より、広域に亘って生物の
生育・生息場所が増大し、
連続性が向上する。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

ミティゲーションの実施に
より、広域に亘って生物の
生育・生息場所が増大し、
連続性が向上する。 － +2 － +2 2.0

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

重要な生物・生態系の指定
地域の改変はない。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

重要な生物・生態系の指定
地域の改変はない。

－ 0 － 0 0.0

鳥類の主要な生息場でない
ことから、予測評価の対象
外とする。

鳥類の主要な生息場でない
ことから、予測評価の対象
外とする。

鳥類の主要な生息場でない
ことから、予測評価の対象
外とする。

鳥類の主要な生息場でない
ことから、予測評価の対象
外とする。

鳥類の主要な生息場でない
ことから、予測評価の対象
外とする。

－ － － － － -

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

ミティゲーションを行うこ
とにより、＋20ポイント以
上緑被率が増加する。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

＋20ポイント以上緑被率が
増加する。

－ +2 － +2 2.0

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

仮設施設のため対象外とす
る。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

仮設施設のため対象外とす
る。

－ － － － -

工事の実施に伴う騒音によ
る影響がみられるが、ミ
ティゲーションにより周辺
の生活環境に影響を及ぼさ
ない程度となる。

影響要因は想定されないこ
とから対象外とする。

施設の供用、声援や応援等
が周辺の生活環境に影響を
及ぼすことはないことか
ら、ミティゲーションは想
定していない。

工事の実施に伴う騒音によ
る影響がみられるが、ミ
ティゲーションにより周辺
の生活環境に影響を及ぼさ
ない程度となる。

0 － 0 0 0.0 0.0

施設の存在による影響はな
いことから、ミティゲー
ションは想定していない。

影響要因は想定されないこ
とから対象外とする。

0 － 0.0 0.0

0.1

1.01.0

2.0

0.0

小項目
平均点

指標別
平均点

開催後

評価点

二次評価

開催中 開催後開催前
中項目
平均点

段階別影響

開催前 開催中

1－100



会場別予測評価結果表(18_海の森クロスカントリーコース)

評価の指標 評価の基準

大項目 中項目 小項目

評価

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

景観 緑視率 現況の緑視率

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

景観 優れた眺望又は景観の阻害

①周辺の視点場から眺望で
きる優れた眺望景観の阻害
の有無
②景観形成特別地区の景観
を阻害しないこと

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

自然との触れ合
い活動の場

自然との触れ合い活動の場
の変化

自然との触れ合い活動の場
の消失又は改善・創出

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

自然との触れ合
い活動の場

自然との触れ合い活動の変
化

自然との触れ合い活動の阻
害又は促進（場へのアクセ
ス性含む）の有無

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

歩行者空間の快
適性

街路樹等緑陰の状況（緑陰
面積）

現況の街路樹及び接道緑
化、壁面緑化の状況

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

史跡・文化財
史跡・文化財の保護・保全
の状況

文化財等の保存及び管理の
支障の有無

環境項目
資源・廃
棄物

水利用 上水利用量の削減 現在の上水利用量の水準

環境項目
資源・廃
棄物

廃棄物 廃棄物発生量の減量化
廃棄物発生量の減量化に
よって削減される最終処分
量の水準

環境項目
資源・廃
棄物

廃棄物 廃棄物の有効利用
廃棄物の有効利用によって
削減される最終処分量の水
準

環境項目
資源・廃
棄物

エコマテリアル エコマテリアルの使用
再生可能資材・再生資材の
活用の水準

環境項目
温室効果
ガス

温室効果ガス 温室効果ガスの削減量

①エネルギー消費量による
CO2排出の概算
②既存施設における追加的
排出の有無

環境項目
温室効果
ガス

エネルギー エネルギー使用量の増減

①現在の使用量の水準（東
京都温暖化対策計画書制度
/東京都建築物環境計画書
制度による評価水準）
②省エネ再エネ対策・設備
の導入状況/可能性

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

小項目
平均点

指標別
平均点

開催後

評価点

二次評価

開催中 開催後開催前
中項目
平均点

段階別影響

開催前 開催中

海の森の整備を行い、現況
よりも緑視率が5ポイント
以上増加すると想定する。

造成された海の森を維持す
るため、緑視率は、現況よ
りも5ポイント以上増加す
る。 +1 +1 1.0

眺望景観及び景観形成特別
地区の景観を阻害すること
はない。

眺望景観及び景観形成特別
地区の景観を阻害すること
はない。

0 0 0.0

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

ミティゲーションの実施に
より、自然との触れ合い活
動の場が新たに創出され、
質が全般的に向上する。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

ミティゲーションの実施に
より、自然との触れ合い活
動の場が新たに創出され、
質が全般的に向上する。 － +2 － +2 2.0

現況で自然との触れ合い活
動が行われていない。

現況で自然との触れ合い活
動が行われていない。

現況で自然との触れ合い活
動が行われていない。

現況で自然との触れ合い活
動が行われていない。

現況で自然との触れ合い活
動が行われていない。

0 0 0 0 0 0.0

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

88haの植樹などを行う。こ
れにより、緑陰面積及び歩
行者が感じる快適性ともに
向上する。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

海の森として整備された樹
林を維持することにより、
緑陰面積及び歩行者が感じ
る快適性ともに向上する。 － +2 － +2 2.0 2.0

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

周辺に史跡・文化財は存在
しない。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

周辺に史跡・文化財は存在
しない。

－ 0 － 0 0.0 0.0

工事の実施に伴う水の利用
については、散水や洗車に
よる一時的な利用が見込ま
れるが、大量の水利用は想
定されないことから、予測
評価の対象外とする。

節水により上水利用量の削
減が図られる。

競技の実施時における会場
の利用者による水利用につ
いては、「施設の存在によ
る影響」に含めるものとし
て、ここでは予測評価の対
象外とする。

工事の実施に伴う水の利用
については、散水や洗車に
よる一時的な利用が見込ま
れるが、大量の水利用は想
定されないことから、予測
評価の対象外とする。

後利用はないことから対象
外とする。

－ 0 － － － 0.0 0.0

建設廃棄物の対策はリサイ
クルによるものが大部分で
あり、減量による最終処分
量の大幅な削減は見込めな
い。

施設の存在による廃棄物の
発生については、「競技の
実施による影響」で扱い、
ここでは対象外とする。

既に容器包装廃棄物のリサ
イクル分別などが実施され
ており、廃棄物の発生抑制
策による最終処分量の大幅
な削減は見込めない。

建設廃棄物の対策はリサイ
クルによるものが大部分で
あり、減量による最終処分
量の大幅な削減は見込めな
い。

後利用はないことから対象
外とする。

0 － 0 0 － 0.0

「東京都建設リサイクル推
進計画」等に基づく有効利
用策の促進により、建設廃
棄物の最終処分量は現在の
水準から20％以上削減され
る。

施設の存在による廃棄物の
発生については、「競技の
実施による影響」で扱い、
ここでは対象外とする。

資源ごみ回収やごみ処理過
程資源化、熱回収等の促進
により、一般廃棄物の最終
処分量は現在の水準から
30％程度削減される。

「東京都建設リサイクル推
進計画」等に基づく有効利
用策の促進により、建設廃
棄物の最終処分量は現在の
水準から20％以上削減され
る。

後利用はないことから対象
外とする。

+1 － +1 +1 － 1.0

再生可能資材や再生資材が
最大限に利用され、現在の
水準を上回る。

施設の存在時におけるエコ
マテリアルの利用は想定さ
れないため対象外とする。

競技の実施時におけるエコ
マテリアルの利用は想定さ
れないため対象外とする。

再生可能資材や再生資材が
最大限に利用され、現在の
水準を上回る。

後利用時におけるエコマテ
リアルの利用は想定されな
いため対象外とする。

+1 － － +1 － 1.0 1.0

低燃費型建設機械の採用等
により、約20～40％の削減
が図られる。

開催中の施設の存在による
影響については、「競技の
実施による影響」で扱い、
ここでは対象外とする。

高効率設備の採用等によ
り、20％程度の削減が図ら
れる。

低燃費型建設機械の採用等
により、約20～40％の削減
が図られる。

後利用はないことから対象
外とする。

+2 － +2 +2 － 2.0 2.0

低燃費型建設機械の採用等
により、約20～40％の低減
が図られる。

開催中の施設の存在による
影響については、「競技の
実施による影響」で扱い、
ここでは対象外とする。

高効率設備の採用等によ
り、20％程度の低減が図ら
れる。

低燃費型建設機械の採用等
により、約20～40％の低減
が図られる。

後利用はないことから対象
外とする。

+2 － +2 +2 － 2.0 2.0

0.50.5

2.0

0.5

0.91.0
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会場別予測評価結果表(18_海の森クロスカントリーコース)

評価の指標 評価の基準

大項目 中項目 小項目

評価

社会・経
済項目

土地利用 土地利用 土地の転用
土地利用の改変、転用の有
無

社会・経
済項目

土地利用 土地利用 土地の有効利用 未利用地の解消の有無

社会・経
済項目

土地利用 地域分断
生活移動動線の分断又は進
展

歩行者、自転車等の移動動
線の分断をしないこと

社会・経
済項目

土地利用 地域分断
生活移動動線の分断又は進
展

歩行者、自転車等の動線の
ネットワーク化の進展の有
無

社会・経
済項目

土地利用 移転 民家等の移転
民家等の移転を伴わないこ
と

社会・経
済項目

交通
公共交通へのア
クセシビリティ

アクセス性
現在の会場までのアクセス
性

社会・経
済項目

交通 交通安全 交通安全
現在の歩車動線の分離（交
通安全性の向上）の状況

社会・経
済項目

経済 事業採算性 施設整備費
施設整備費を適正に保つた
めの措置

社会・経
済項目

経済 事業採算性 運営経費
運営・維持コストの削減の
ための措置

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

小項目
平均点

指標別
平均点

開催後

評価点

二次評価

開催中 開催後開催前
中項目
平均点

段階別影響

開催前 開催中

改変エリアは現在未利用地
となっており、自然地や農
地は存在しない。 0 0.0

会場の大部分が未利用地で
あり、開催中に競技会場と
して有効活用される。

公共公園として都民の憩い
の場として有効利用が継続
される。 +2 +2 2.0

海の森地域での地域住民等
の生活移動動線の分断等の
影響は生じない。

移動動線は確保されてお
り、競技中も現況と変わら
ない。

移動動線は確保されてお
り、後利用時も生活移動動
線への影響はない。 0 0 0 0.0

未利用地から競技会場が整
備されることにより海の森
地区のネットワーク化が進
展する。

未利用地から競技会場が整
備されることにより海の森
地区のネットワーク化が進
展する。

開催後も公用的利用がなさ
れ、ネットワーク化の進展
が維持される。 +1 +1 +1 1.0

改変エリアに民家等は存在
しない。

0 0.0 0.0

バス等により公共交通機関
からのアクセス性は確保さ
れると想定。

バス等により公共交通機関
からのアクセス性は確保さ
れると想定。 0 0 0.0 0.0

工事区域周辺の歩行者等が
想定されないため評価の対
象外とする。

競技の実施による影響に含
め、評価の対象外とする。

歩車動線は分離され、交通
安全上問題ないように計画
される。

現状でも対策は十分になさ
れており、工事に伴う歩車
動線の未分離区間は発生し
ない。

開催後においても開催中と
同様に歩車道分離が維持さ
れる。 － － 0 0 0 0.0 0.0

再生可能材により整備費や
廃棄物処理費用を抑制する
等の費用削減措置が取られ
る。

再生可能材により整備費や
廃棄物処理費用を抑制する
等の費用削減措置が取られ
る。

+1 +1 1.0

ボランティアの活用等によ
り運営経費、維持管理コス
トの削減が図られる。 +1 1.0

項目 一次評価 二次評価
主要環境 -0.2 0.1
生態系 0.0 1.0
生活環境 -0.3 0.0
ｱﾒﾆﾃｨ・文化 0.0 0.9
資源・廃棄物 0.3 0.5
温室効果ガス 0.0 2.0
土地利用 0.5 0.5
交通 0.0 0.0
経済 0.0 1.0

1.0

1.0

0.5

0.5

0.0

1.0

-2
-1
0
1
2
主要環境

生態系

生活環境

ｱﾒﾆﾃｨ・文化

資源・廃棄物温室効果ガス

土地利用

交通

経済 一次評価

二次評価
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会場別予測評価結果表(19_海の森水上競技場)

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

環境項目 主要環境 大気
汚染物質（NO2、SPM）の排
出量

排出の有無、現状より排出
増大の可能性

工事の実施による濃度の変
化（付加率）が5％未満で
ある。

影響要因は想定されないた
め対象外。

施設等の利用、各施設間の
人の移動に伴う汚染物質の
排出が周辺の大気環境に与
える影響はほとんどない。

工事の実施による濃度の変
化（付加率）が5％未満で
ある。

施設等の利用、各施設間の
人の移動に伴う汚染物質の
排出が周辺の大気環境に与
える影響はほとんどない。 -1 － 0 -1 0 -0.5 -0.5

環境項目 主要環境 水質
汚濁負荷（COD、T-N、T-
P、BOD､SS等）の排出量

汚濁負荷物質排出の有無、
汚染増大の可能性

陸域工事に伴う汚濁負荷物
質による影響はないもの
の、海域工事の実施に伴
うって発生する濁りによる
影響がみられる。

影響要因が想定されないこ
とから対象外とする。

施設の供用に伴うし尿等の
汚水は公共下水道等に排出
することから、公共用水域
の水質に影響を及ぼすこと
はない。

工事の実施に伴うし尿等の
汚水は公共下水道等に排出
することから、公共用水域
の水質に影響を及ぼすこと
はない。

施設の供用に伴うし尿等の
汚水は公共下水道等に排出
することから、公共用水域
の水質に影響を及ぼすこと
はない。

-1 － 0 0 0 -0.3 -0.3

環境項目 主要環境 土壌
土壌汚染物質の拡散の可能
性

土地履歴調査等による土壌
汚染物質の存在可能性

履歴調査の結果、建設予定
地の土壌汚染の可能性が想
定される。

影響要因が想定されないこ
とから対象外とする。

影響要因が想定されないこ
とから対象外とする。

工事の内容から土壌汚染物
質の拡散の可能性はない。

影響要因が想定されないこ
とから対象外とする。

-1 － － 0 － -0.5 -0.5

環境項目 生態系
生物の生育・生
息基盤

生物の生育・生息基盤の状
況

①重要な生物・生態系の賦
存地の改変の有無
②生物の生育・生息基盤の
創出の有無

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

重要な生物・生態系の賦存
地の改変はない。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

重要な生物・生態系の賦存
地の改変はない。

－ 0 － 0 0.0 0.0

環境項目 生態系 水循環
雨水の地下浸透能力（地表
面被覆率）

現状の地表面被覆率

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

海面埋立地であるため対象
外とする。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

海面埋立地であるため対象
外とする。

－ － － － - -

環境項目 生態系 生物・生態系
周辺の生物の生育・生息環
境の連続性

現況の生物の生育・生息環
境の連続性

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

生物の生育・生息場所は改
変されない。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

仮設の撤去や施設の後利用
の対象は、駐車場、砂利・
舗装面、運動場、芝生であ
り、評価対象とする環境で
はないため、現況と変わら
ない。

－ 0 － 0 0.0

環境項目 生態系 生物・生態系 重要な生物・生態系 重要な生物・生態系の状況

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

重要な生物・生態系の指定
地域の改変はない。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

重要な生物・生態系の指定
地域の改変はない。

－ 0 － 0 0.0

環境項目 生態系 生物・生態系
生物相の豊かさ（鳥類相で
代表）

現況の生息種数（現状生息
する種のうち、生息が困難
となる可能性のある種の有
無、種数）

鳥類の主要な生息場でない
ことから、予測評価の対象
外とする。

鳥類の主要な生息場でない
ことから、予測評価の対象
外とする。

鳥類の主要な生息場でない
ことから、予測評価の対象
外とする。

鳥類の主要な生息場でない
ことから、予測評価の対象
外とする。

鳥類の主要な生息場でない
ことから、予測評価の対象
外とする。

－ － － － － -

環境項目 生態系 緑 緑被面積（屋上含む） 現況の緑被率の状況

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

現況は未利用地であり、改
変の影響はない。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

現況は未利用地であり、改
変の影響はない。

－ 0 － 0 0.0

環境項目 生態系 緑 緑化の状況
東京都の自然保護条例、建
築物環境計画書制度におけ
る緑化の評価基準

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

現況は未利用地であり、緑
化率は0％である。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

現況は未利用地であり、緑
化率は0％である。

－ -1 － -1 -1.0

環境項目 生活環境 騒音 環境・交通騒音レベル
①環境基準及び法令等によ
る基準
②現況の騒音レベル

工事の実施に伴う騒音によ
る周辺の生活環境への影響
がみられる。

影響要因は想定されないこ
とから対象外とする。

施設の供用、声援や応援等
による騒音の発生がみられ
るが、周辺の生活環境に影
響を及ぼすことはない。

工事の実施に伴う騒音によ
る周辺の生活環境への影響
がみられる。

会場の周辺に住宅等が存在
していないことから、騒音
による周辺の生活環境への
影響はない。 -1 － 0 -1 0 -0.5 -0.5

環境項目 生活環境 日影
日照の阻害の有無（阻害を
受ける住戸等の有無）

現状の日照阻害の状況

施設の高さ、周辺の状況、
仮設のみであることなどか
ら、施設の存在に伴う日影
の影響はない。

影響要因は想定されないこ
とから対象外とする。

開催後に、新たな施設によ
る日影は生じないことから
影響はない。

0 － 0 0.0 0.0

0.0

-0.5

-0.3

評価点

-0.4

-0.2

一次評価

評価の指標 評価の基準

開催前
中項目
平均点

小項目
平均点

指標別
平均点

開催中 開催後 開催中 開催後大項目 中項目 小項目

評価
段階別影響

開催前
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会場別予測評価結果表(19_海の森水上競技場)

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

評価点

一次評価

評価の指標 評価の基準

開催前
中項目
平均点

小項目
平均点

指標別
平均点

開催中 開催後 開催中 開催後大項目 中項目 小項目

評価
段階別影響

開催前

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

景観 緑視率 現況の緑視率

緑視率は現況と変わらない
と想定する。

一部が未利用地に戻る。緑
視率は現況と変わらないと
想定する。

0 0 0.0

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

景観 優れた眺望又は景観の阻害

①周辺の視点場から眺望で
きる優れた眺望景観の阻害
の有無
②景観形成特別地区の景観
を阻害しないこと

眺望景観及び景観形成特別
地区の景観を阻害すること
はない。

眺望景観及び景観形成特別
地区の景観を阻害すること
はない。

0 0 0.0

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

自然との触れ合
い活動の場

自然との触れ合い活動の場
の変化

自然との触れ合い活動の場
の消失又は改善・創出

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

現況で自然との触れ合い活
動の場となっていないこと
から、現況と変わらない。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

現況で自然との触れ合い活
動の場となっていないこと
から、現況と変わらない。

－ 0 － 0 0.0

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

自然との触れ合
い活動の場

自然との触れ合い活動の変
化

自然との触れ合い活動の阻
害又は促進（場へのアクセ
ス性含む）の有無

現況で自然との触れ合い活
動が行われていない。

現況で自然との触れ合い活
動が行われていない。

現況で自然との触れ合い活
動が行われていない。

現況で自然との触れ合い活
動が行われていない。

現況で自然との触れ合い活
動が行われていない。

0 0 0 0 0 0.0

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

歩行者空間の快
適性

街路樹等緑陰の状況（緑陰
面積）

現況の街路樹及び接道緑
化、壁面緑化の状況

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

現況は未利用地であり、緑
陰面積及び歩行者が感じる
快適性ともに現況と変わら
ない。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

現況は未利用地であること
から、緑陰面積及び歩行者
の感じる快適性ともに現況
と変わらない。 － 0 － 0 0.0 0.0

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

史跡・文化財
史跡・文化財の保護・保全
の状況

文化財等の保存及び管理の
支障の有無

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

周辺に史跡・文化財は存在
しない。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

周辺に史跡・文化財は存在
しない。

－ 0 － 0 0.0 0.0

環境項目
資源・廃
棄物

水利用 上水利用量の削減 現在の上水利用量の水準

工事の実施に伴う水の利用
については、散水や洗車に
よる一時的な利用が見込ま
れるが、大量の水利用は想
定されないことから、予測
評価の対象外とする。

節水により上水利用量の削
減が図られる。

競技の実施時における会場
の利用者による水利用につ
いては、「施設の存在によ
る影響」に含めるものとし
て、ここでは予測評価の対
象外とする。

工事の実施に伴う水の利用
については、散水や洗車に
よる一時的な利用が見込ま
れるが、大量の水利用は想
定されないことから、予測
評価の対象外とする。

節水により上水利用量の削
減が図られる。

－ 0 － － 0 0.0 0.0

環境項目
資源・廃
棄物

廃棄物 廃棄物発生量の減量化
廃棄物発生量の減量化に
よって削減される最終処分
量の水準

標準的な工事と同程度の廃
棄物の削減対策がなされ、
現在の廃棄物の発生水準と
同等の減量化が行われる。

施設の存在による廃棄物の
発生については、「競技の
実施による影響」で扱い、
ここでは対象外とする。

競技の実施に伴い排出され
る一般廃棄物は、現在と同
程度の減量化が行われ、最
終処分量は現状の水準と変
わらない。

標準的な工事と同程度の廃
棄物の削減対策がなされ、
現在の廃棄物の発生水準と
同等の減量化が行われる。

後利用で排出される一般廃
棄物は、現在と同程度の減
量化が行われ、最終処分量
は現状の水準と変わらな
い。

0 － 0 0 0 0.0

環境項目
資源・廃
棄物

廃棄物 廃棄物の有効利用
廃棄物の有効利用によって
削減される最終処分量の水
準

建設廃棄物の有効利用の取
り組みについて、現在の標
準的な工事と同程度の廃棄
物の有効利用がなされる。

施設の存在による廃棄物の
発生については、「競技の
実施による影響」で扱い、
ここでは対象外とする。

競技の実施に伴い排出され
る一般廃棄物は、現在と同
程度の有効利用がなされ、
最終処分量は現状の水準と
変わらない。

建設廃棄物の有効利用の取
り組みについて、現在の標
準的な工事と同程度の廃棄
物の有効利用がなされる。

後利用で排出される一般廃
棄物は、現在と同程度の有
効利用がなされ、最終処分
量は現状の水準と変わらな
い。

0 － 0 0 0 0.0

環境項目
資源・廃
棄物

エコマテリアル エコマテリアルの使用
再生可能資材・再生資材の
活用の水準

再生可能資材や再生資材が
最大限に利用され、現在の
水準を上回る。

施設の存在時におけるエコ
マテリアルの利用は想定さ
れないため対象外とする。

競技の実施時におけるエコ
マテリアルの利用は想定さ
れないため対象外とする。

再生可能資材や再生資材が
最大限に利用され、現在の
水準を上回る。

後利用時におけるエコマテ
リアルの利用は想定されな
いため対象外とする。

+1 － － +1 － 1.0 1.0

環境項目
温室効果
ガス

温室効果ガス 温室効果ガスの削減量

①エネルギー消費量による
CO2排出の概算
②既存施設における追加的
排出の有無

一般的な施設の建設工事と
同程度の排出量になる。

開催中の施設の存在による
影響については、「競技の
実施による影響」に含めて
扱う。

同等施設の標準的な排出量
となる。

一般的な施設の建設工事と
同程度の排出量になる。

同等施設の標準的な排出量
となる。

0 － 0 0 0 0.0 0.0

環境項目
温室効果
ガス

エネルギー エネルギー使用量の増減

①現在の使用量の水準（東
京都温暖化対策計画書制度
/東京都建築物環境計画書
制度による評価水準）
②省エネ再エネ対策・設備
の導入状況/可能性

一般的な施設の建設工事と
同程度の消費量になる。

開催中の施設の存在による
影響については、「競技の
実施による影響」に含めて
扱う。

同等施設の標準的な消費量
となる。

一般的な施設の建設工事と
同程度の消費量になる。

同等施設の標準的な消費量
となる。

0 － 0 0 0 0.0 0.0

0.30.0

0.0

0.0

0.0

0.0
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会場別予測評価結果表(19_海の森水上競技場)

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

評価点

一次評価

評価の指標 評価の基準

開催前
中項目
平均点

小項目
平均点

指標別
平均点

開催中 開催後 開催中 開催後大項目 中項目 小項目

評価
段階別影響

開催前

社会・経
済項目

土地利用 土地利用 土地の転用
土地利用の改変、転用の有
無

改変エリアは現在未利用地
となっており、自然地や農
地は存在しない。 0 0.0

社会・経
済項目

土地利用 土地利用 土地の有効利用 未利用地の解消の有無

会場の大部分が未利用地で
あり、開催中に競技会場と
して有効活用される。

都民の水辺のレクリエー
ションとして有効利用が継
続される。 +2 +2 2.0

社会・経
済項目

土地利用 地域分断
生活移動動線の分断又は進
展

歩行者、自転車等の移動動
線の分断をしないこと

海の森地域での地域住民等
の生活移動動線の分断等の
影響は生じない。

移動動線は確保されてお
り、競技中も現況と変わら
ない。

移動動線は確保されてお
り、後利用時も生活移動動
線への影響はない。 0 0 0 0.0

社会・経
済項目

土地利用 地域分断
生活移動動線の分断又は進
展

歩行者、自転車等の動線の
ネットワーク化の進展の有
無

未利用地から競技会場が整
備されることにより海の森
地区のネットワーク化が進
展する。

未利用地から競技会場が整
備されることにより海の森
地区のネットワーク化が進
展する。

開催後も公用的利用がなさ
れ、ネットワーク化の進展
が維持される。 +1 +1 +1 1.0

社会・経
済項目

土地利用 移転 民家等の移転
民家等の移転を伴わないこ
と

改変エリアに民家等は存在
しない。

0 0.0 0.0

社会・経
済項目

交通
公共交通へのア
クセシビリティ

アクセス性
現在の会場までのアクセス
性

バス等により公共交通機関
からのアクセス性は確保さ
れると想定。

バス等により公共交通機関
からのアクセス性は確保さ
れると想定。 0 0 0.0 0.0

社会・経
済項目

交通 交通安全 交通安全
現在の歩車動線の分離（交
通安全性の向上）の状況

工事区域周辺の歩行者等が
想定されないため評価の対
象外とする。

競技の実施による影響に含
め、評価の対象外とする。

歩車動線は分離され、交通
安全上問題ないように計画
される。

現状でも対策は十分になさ
れており、工事に伴う歩車
動線の未分離区間は発生し
ない。

開催後においても開催中と
同様に歩車道分離が維持さ
れる。 － － 0 0 0 0.0 0.0

社会・経
済項目

経済 事業採算性 施設整備費
施設整備費を適正に保つた
めの措置

対策が無い場合には標準的
な施設整備費となる。

対策が無い場合には標準的
な撤去・改修整備費とな
る。 0 0 0.0

社会・経
済項目

経済 事業採算性 運営経費
運営・維持コストの削減の
ための措置

対策を講じない場合には標
準的な運営経費となる。

対策を講じない場合には標
準的な運営経費となる。

0 0 0.0

0.0

0.0 0.0

1.0

0.5

0.5
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会場別予測評価結果表(19_海の森水上競技場)

環境項目 主要環境 大気
汚染物質（NO2、SPM）の排
出量

排出の有無、現状より排出
増大の可能性

環境項目 主要環境 水質
汚濁負荷（COD、T-N、T-
P、BOD､SS等）の排出量

汚濁負荷物質排出の有無、
汚染増大の可能性

環境項目 主要環境 土壌
土壌汚染物質の拡散の可能
性

土地履歴調査等による土壌
汚染物質の存在可能性

環境項目 生態系
生物の生育・生
息基盤

生物の生育・生息基盤の状
況

①重要な生物・生態系の賦
存地の改変の有無
②生物の生育・生息基盤の
創出の有無

環境項目 生態系 水循環
雨水の地下浸透能力（地表
面被覆率）

現状の地表面被覆率

環境項目 生態系 生物・生態系
周辺の生物の生育・生息環
境の連続性

現況の生物の生育・生息環
境の連続性

環境項目 生態系 生物・生態系 重要な生物・生態系 重要な生物・生態系の状況

環境項目 生態系 生物・生態系
生物相の豊かさ（鳥類相で
代表）

現況の生息種数（現状生息
する種のうち、生息が困難
となる可能性のある種の有
無、種数）

環境項目 生態系 緑 緑被面積（屋上含む） 現況の緑被率の状況

環境項目 生態系 緑 緑化の状況
東京都の自然保護条例、建
築物環境計画書制度におけ
る緑化の評価基準

環境項目 生活環境 騒音 環境・交通騒音レベル
①環境基準及び法令等によ
る基準
②現況の騒音レベル

環境項目 生活環境 日影
日照の阻害の有無（阻害を
受ける住戸等の有無）

現状の日照阻害の状況

評価の指標 評価の基準

大項目 中項目 小項目

評価

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

工事による大気環境への影
響がみられるが、ミティ
ゲーションの実施により、
大気質の濃度をほとんど悪
化させない程度となる。

影響要因は想定されないた
め対象外。

施設等の利用、各施設間の
人の移動に伴う大気環境へ
の影響はほとんどなく、ミ
ティゲーションの実施によ
り大気環境が改善される。

工事による大気環境への影
響がみられるが、ミティ
ゲーションの実施により、
大気質の濃度をほとんど悪
化させない程度となる。

施設等の利用、各施設間の
人の移動に伴う大気環境へ
の影響はほとんどなく、ミ
ティゲーションの実施によ
り大気環境が改善される。

0 － +1 0 +1 0.5 0.5

海域工事における影響がみ
られるが、濁りの発生を抑
制するためのミティゲー
ションにより影響が低減さ
れる。

影響要因が想定されないこ
とから対象外とする。

施設の供用に伴うし尿等の
汚水による影響はないこと
から、ミティゲーションは
想定していない。

工事の実施に伴って公共用
水域の水質に影響を及ぼす
ことはないことから、ミ
ティゲーションは想定して
いない。

施設の供用に伴うし尿等の
汚水による影響はないこと
から、ミティゲーションは
想定していない。 0 － 0 0 0 0.0 0.0

土壌汚染の可能性が想定さ
れるが、工事の際に汚染が
確認された場合はミティ
ゲーションの実施により土
壌汚染物質が除去される。

影響要因が想定されないこ
とから対象外とする。

影響要因が想定されないこ
とから対象外とする。

工事の内容から土壌汚染物
質の拡散の可能性はないこ
とから、ミティゲーション
は想定していない。

影響要因が想定されないこ
とから対象外とする。

+1 － － 0 － 0.5 0.5

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

重要な生物・生態系の賦存
地の改変はない。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

重要な生物・生態系の賦存
地の改変はない。

－ 0 － 0 0.0 0.0

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

海面埋立地であるため対象
外とする。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

海面埋立地であるため対象
外とする。

－ － － － - -

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

生物の生育・生息場所は改
変されない。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

周辺の生物の生育・生息場
所の連続性は現況と変わら
ない。

－ 0 － 0 0.0

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

重要な生物・生態系の指定
地域の改変はない。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

重要な生物・生態系の指定
地域の改変はない。

－ 0 － 0 0.0

鳥類の主要な生息場でない
ことから、予測評価の対象
外とする。

鳥類の主要な生息場でない
ことから、予測評価の対象
外とする。

鳥類の主要な生息場でない
ことから、予測評価の対象
外とする。

鳥類の主要な生息場でない
ことから、予測評価の対象
外とする。

鳥類の主要な生息場でない
ことから、予測評価の対象
外とする。

－ － － － － -

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

ミティゲーションを行うこ
とにより、＋20ポイント以
上緑被率が増加する。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

＋20ポイント以上緑被率が
増加する。

－ +2 － +2 2.0

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

緑化率20％以上となり、段
階2を達成する。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

緑化率20％以上となり、段
階2を達成。

－ +1 － +1 1.0

工事の実施に伴う騒音によ
る影響がみられるが、ミ
ティゲーションにより周辺
の生活環境に影響を及ぼさ
ない程度となる。

影響要因は想定されないこ
とから対象外とする。

施設の供用、声援や応援等
が周辺の生活環境に影響を
及ぼすことはないことか
ら、ミティゲーションは想
定していない。

工事の実施に伴う騒音によ
る影響がみられるが、ミ
ティゲーションにより周辺
の生活環境に影響を及ぼさ
ない程度となる。

会場周辺には住宅等が存在
しておらず生活環境への影
響はないことから、ミティ
ゲーションは想定していな
い。

0 － 0 0 0 0.0 0.0

施設の存在による影響はな
いことから、ミティゲー
ションは想定していない。

影響要因は想定されないこ
とから対象外とする。

施設の存在による影響はな
いことから、ミティゲー
ションは想定していない。

0 － 0 0.0 0.0

0.3

0.50.0

1.5

0.0

小項目
平均点

指標別
平均点

開催後

評価点

二次評価

開催中 開催後開催前
中項目
平均点

段階別影響

開催前 開催中
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会場別予測評価結果表(19_海の森水上競技場)

評価の指標 評価の基準

大項目 中項目 小項目

評価

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

景観 緑視率 現況の緑視率

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

景観 優れた眺望又は景観の阻害

①周辺の視点場から眺望で
きる優れた眺望景観の阻害
の有無
②景観形成特別地区の景観
を阻害しないこと

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

自然との触れ合
い活動の場

自然との触れ合い活動の場
の変化

自然との触れ合い活動の場
の消失又は改善・創出

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

自然との触れ合
い活動の場

自然との触れ合い活動の変
化

自然との触れ合い活動の阻
害又は促進（場へのアクセ
ス性含む）の有無

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

歩行者空間の快
適性

街路樹等緑陰の状況（緑陰
面積）

現況の街路樹及び接道緑
化、壁面緑化の状況

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

史跡・文化財
史跡・文化財の保護・保全
の状況

文化財等の保存及び管理の
支障の有無

環境項目
資源・廃
棄物

水利用 上水利用量の削減 現在の上水利用量の水準

環境項目
資源・廃
棄物

廃棄物 廃棄物発生量の減量化
廃棄物発生量の減量化に
よって削減される最終処分
量の水準

環境項目
資源・廃
棄物

廃棄物 廃棄物の有効利用
廃棄物の有効利用によって
削減される最終処分量の水
準

環境項目
資源・廃
棄物

エコマテリアル エコマテリアルの使用
再生可能資材・再生資材の
活用の水準

環境項目
温室効果
ガス

温室効果ガス 温室効果ガスの削減量

①エネルギー消費量による
CO2排出の概算
②既存施設における追加的
排出の有無

環境項目
温室効果
ガス

エネルギー エネルギー使用量の増減

①現在の使用量の水準（東
京都温暖化対策計画書制度
/東京都建築物環境計画書
制度による評価水準）
②省エネ再エネ対策・設備
の導入状況/可能性

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

小項目
平均点

指標別
平均点

開催後

評価点

二次評価

開催中 開催後開催前
中項目
平均点

段階別影響

開催前 開催中

施設の整備に伴い、緑地を
造成するため、緑視率は増
加すると想定する。

開催後は一部が未利用地に
戻る。緑視率は現況と変わ
らないと想定する。

+1 0 0.5

眺望景観及び景観形成特別
地区の景観を阻害すること
はない。

眺望景観及び景観形成特別
地区の景観を阻害すること
はない。

0 0 0.0

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

改変部が自然との触れ合い
活動の場でない、又は現況
で自然との触れ合い活動の
場となっていない。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

ミティゲーションの実施に
より、自然との触れ合い活
動の場が新たに創出され、
質が全般的に向上する。 － 0 － +2 1.0

現況で自然との触れ合い活
動が行われていない。

現況で自然との触れ合い活
動が行われていない。

現況で自然との触れ合い活
動が行われていない。

現況で自然との触れ合い活
動が行われていない。

現況で自然との触れ合い活
動が行われていない。

0 0 0 0 0 0.0

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

樹木に影響する改変はな
く、緑陰面積及び歩行者が
感じる快適性ともに現況と
変わらない。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

樹木に影響する改変はな
く、緑陰面積及び歩行者が
感じる快適性ともに現況と
変わらない。 － 0 － 0 0.0 0.0

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

周辺に史跡・文化財は存在
しない。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

周辺に史跡・文化財は存在
しない。

－ 0 － 0 0.0 0.0

工事の実施に伴う水の利用
については、散水や洗車に
よる一時的な利用が見込ま
れるが、大量の水利用は想
定されないことから、予測
評価の対象外とする。

節水のほか、雨水または再
生水（中水含む）の利用施
設が設置され、水の有効利
用が図られる。

競技の実施時における会場
の利用者による水利用につ
いては、「施設の存在によ
る影響」に含めるものとし
て、ここでは予測評価の対
象外とする。

工事の実施に伴う水の利用
については、散水や洗車に
よる一時的な利用が見込ま
れるが、大量の水利用は想
定されないことから、予測
評価の対象外とする。

節水のほか、雨水または再
生水（中水含む）の利用施
設が設置され、水の有効利
用が図られる。 － +1 － － +1 1.0 1.0

建設廃棄物の対策はリサイ
クルによるものが大部分で
あり、減量による最終処分
量の大幅な削減は見込めな
い。

施設の存在による廃棄物の
発生については、「競技の
実施による影響」で扱い、
ここでは対象外とする。

既に容器包装廃棄物のリサ
イクル分別などが実施され
ており、廃棄物の発生抑制
策による最終処分量の大幅
な削減は見込めない。

建設廃棄物の対策はリサイ
クルによるものが大部分で
あり、減量による最終処分
量の大幅な削減は見込めな
い。

既に容器包装廃棄物のリサ
イクル分別などが実施され
ており、廃棄物の発生抑制
策による最終処分量の大幅
な削減は見込めない。

0 － 0 0 0 0.0

「東京都建設リサイクル推
進計画」等に基づく有効利
用策の促進により、建設廃
棄物の最終処分量は現在の
水準から20％以上削減され
る。

施設の存在による廃棄物の
発生については、「競技の
実施による影響」で扱い、
ここでは対象外とする。

資源ごみ回収やごみ処理過
程資源化、熱回収等の促進
により、一般廃棄物の最終
処分量は現在の水準から
30％程度削減される。

「東京都建設リサイクル推
進計画」等に基づく有効利
用策の促進により、建設廃
棄物の最終処分量は現在の
水準から20％以上削減され
る。

資源ごみ回収やごみ処理過
程資源化、熱回収等の促進
により、一般廃棄物の最終
処分量は現在の水準から
30％程度削減される。

+1 － +1 +1 +1 1.0

再生可能資材や再生資材が
最大限に利用され、現在の
水準を上回る。

施設の存在時におけるエコ
マテリアルの利用は想定さ
れないため対象外とする。

競技の実施時におけるエコ
マテリアルの利用は想定さ
れないため対象外とする。

再生可能資材や再生資材が
最大限に利用され、現在の
水準を上回る。

後利用時におけるエコマテ
リアルの利用は想定されな
いため対象外とする。

+1 － － +1 － 1.0 1.0

低燃費型建設機械の採用等
により、約20～40％の削減
が図られる。

開催中の施設の存在による
影響については、「競技の
実施による影響」で扱い、
ここでは対象外とする。

最高水準の省エネルギー技
術の活用等により、33.2％
程度の削減が図られる。

低燃費型建設機械の採用等
により、約20～40％の削減
が図られる。

最高水準の省エネルギー技
術の活用等により、50％程
度の削減が図られる。

+2 － +2 +2 +2 2.0 2.0

低燃費型建設機械の採用等
により、約20～40％の低減
が図られる。

開催中の施設の存在による
影響については、「競技の
実施による影響」で扱い、
ここでは対象外とする。

最高水準の省エネルギー技
術の活用等により、33.2％
程度の低減が図られる。

低燃費型建設機械の採用等
により、約20～40％の低減
が図られる。

最高水準の省エネルギー技
術の活用等により、50％程
度の低減が図られる。

+2 － +2 +2 +2 2.0 2.0

0.80.5

2.0

0.3

0.20.5
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会場別予測評価結果表(19_海の森水上競技場)

評価の指標 評価の基準

大項目 中項目 小項目

評価

社会・経
済項目

土地利用 土地利用 土地の転用
土地利用の改変、転用の有
無

社会・経
済項目

土地利用 土地利用 土地の有効利用 未利用地の解消の有無

社会・経
済項目

土地利用 地域分断
生活移動動線の分断又は進
展

歩行者、自転車等の移動動
線の分断をしないこと

社会・経
済項目

土地利用 地域分断
生活移動動線の分断又は進
展

歩行者、自転車等の動線の
ネットワーク化の進展の有
無

社会・経
済項目

土地利用 移転 民家等の移転
民家等の移転を伴わないこ
と

社会・経
済項目

交通
公共交通へのア
クセシビリティ

アクセス性
現在の会場までのアクセス
性

社会・経
済項目

交通 交通安全 交通安全
現在の歩車動線の分離（交
通安全性の向上）の状況

社会・経
済項目

経済 事業採算性 施設整備費
施設整備費を適正に保つた
めの措置

社会・経
済項目

経済 事業採算性 運営経費
運営・維持コストの削減の
ための措置

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

小項目
平均点

指標別
平均点

開催後

評価点

二次評価

開催中 開催後開催前
中項目
平均点

段階別影響

開催前 開催中

改変エリアは現在未利用地
となっており、自然地や農
地は存在しない。 0 0.0

会場の大部分が未利用地で
あり、開催中に競技会場と
して有効活用される。

都民の水辺のレクリエー
ションとして有効利用が継
続される。 +2 +2 2.0

海の森地域での地域住民等
の生活移動動線の分断等の
影響は生じない。

移動動線は確保されてお
り、競技中も現況と変わら
ない。

移動動線は確保されてお
り、後利用時も生活移動動
線への影響はない。 0 0 0 0.0

未利用地から競技会場が整
備されることにより海の森
地区のネットワーク化が進
展する。

未利用地から競技会場が整
備されることにより海の森
地区のネットワーク化が進
展する。

開催後も公用的利用がなさ
れ、ネットワーク化の進展
が維持される。 +1 +1 +1 1.0

改変エリアに民家等は存在
しない。

0 0.0 0.0

バス等により公共交通機関
からのアクセス性は確保さ
れると想定。

バス等により公共交通機関
からのアクセス性は確保さ
れると想定。 0 0 0.0 0.0

工事区域周辺の歩行者等が
想定されないため評価の対
象外とする。

競技の実施による影響に含
め、評価の対象外とする。

歩車動線は分離され、交通
安全上問題ないように計画
される。

現状でも対策は十分になさ
れており、工事に伴う歩車
動線の未分離区間は発生し
ない。

開催後においても開催中と
同様に歩車道分離が維持さ
れる。 － － 0 0 0 0.0 0.0

再生可能材の活用等によ
り、最先端技術導入による
コスト増を相殺して標準的
な整備費となる。

再生可能材により整備費や
廃棄物処理費用を抑制する
等の費用削減措置が取られ
る。

0 +1 0.5

エネルギー利用の最適化や
ボランティアの活用により
運営経費、維持管理コスト
の削減が図られる。

エネルギー利用の最適化等
により後利用時も光熱費等
の維持管理コストの削減が
図られる。

+1 +1 1.0

項目 一次評価 二次評価
主要環境 -0.4 0.3
生態系 -0.2 0.5
生活環境 -0.3 0.0
ｱﾒﾆﾃｨ・文化 0.0 0.2
資源・廃棄物 0.3 0.8
温室効果ガス 0.0 2.0
土地利用 0.5 0.5
交通 0.0 0.0
経済 0.0 0.8

0.8

1.0

0.5

0.5

0.0

0.8

-2
-1
0
1
2
主要環境

生態系

生活環境

ｱﾒﾆﾃｨ・文化

資源・廃棄物温室効果ガス

土地利用

交通

経済 一次評価

二次評価
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会場別予測評価結果表(20_海の森マウンテンバイクコース)

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

環境項目 主要環境 大気
汚染物質（NO2、SPM）の排
出量

排出の有無、現状より排出
増大の可能性

工事の実施による濃度の変
化（付加率）が5％未満で
ある。

影響要因は想定されないた
め対象外。

施設等の利用、各施設間の
人の移動に伴う汚染物質の
排出が周辺の大気環境に与
える影響はほとんどない。

工事の実施による濃度の変
化（付加率）が5％未満で
ある。

-1 － 0 -1 -0.7 -0.7

環境項目 主要環境 水質
汚濁負荷（COD、T-N、T-
P、BOD､SS等）の排出量

汚濁負荷物質排出の有無、
汚染増大の可能性

工事の実施に伴うし尿等の
汚水は公共下水道等に排出
することから、公共用水域
の水質に影響を及ぼすこと
はない。

影響要因が想定されないこ
とから対象外とする。

施設の供用に伴うし尿等の
汚水は公共下水道等に排出
することから、公共用水域
の水質に影響を及ぼすこと
はない。

工事の実施に伴うし尿等の
汚水は公共下水道等に排出
することから、公共用水域
の水質に影響を及ぼすこと
はない。

0 － 0 0 0.0 0.0

環境項目 主要環境 土壌
土壌汚染物質の拡散の可能
性

土地履歴調査等による土壌
汚染物質の存在可能性

工事の内容から土壌汚染物
質の拡散の可能性は非常に
小さい。

影響要因が想定されないこ
とから対象外とする。

影響要因が想定されないこ
とから対象外とする。

工事の内容から土壌汚染物
質の拡散の可能性はない。

0 － － 0 0.0 0.0

環境項目 生態系
生物の生育・生
息基盤

生物の生育・生息基盤の状
況

①重要な生物・生態系の賦
存地の改変の有無
②生物の生育・生息基盤の
創出の有無

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

重要な生物・生態系の賦存
地の改変はない。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

重要な生物・生態系の賦存
地の改変はない。

－ 0 － 0 0.0 0.0

環境項目 生態系 水循環
雨水の地下浸透能力（地表
面被覆率）

現状の地表面被覆率

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

海面埋立地であるため対象
外とする。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

海面埋立地であるため対象
外とする。

－ － － － - -

環境項目 生態系 生物・生態系
周辺の生物の生育・生息環
境の連続性

現況の生物の生育・生息環
境の連続性

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

生物の生育・生息場所は改
変されない。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

仮設の撤去や施設の後利用
の対象は、駐車場、砂利・
舗装面、運動場、芝生であ
り、評価対象とする環境で
はないため、現況と変わら
ない。

－ 0 － 0 0.0

環境項目 生態系 生物・生態系 重要な生物・生態系 重要な生物・生態系の状況

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

重要な生物・生態系の指定
地域の改変はない。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

重要な生物・生態系の指定
地域の改変はない。

－ 0 － 0 0.0

環境項目 生態系 生物・生態系
生物相の豊かさ（鳥類相で
代表）

現況の生息種数（現状生息
する種のうち、生息が困難
となる可能性のある種の有
無、種数）

鳥類の主要な生息場でない
ことから、予測評価の対象
外とする。

鳥類の主要な生息場でない
ことから、予測評価の対象
外とする。

鳥類の主要な生息場でない
ことから、予測評価の対象
外とする。

鳥類の主要な生息場でない
ことから、予測評価の対象
外とする。

鳥類の主要な生息場でない
ことから、予測評価の対象
外とする。

－ － － － － -

環境項目 生態系 緑 緑被面積（屋上含む） 現況の緑被率の状況

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

現況は未利用地であり、改
変の影響はない。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

現況は未利用地であり、改
変の影響はない。

－ 0 － 0 0.0

環境項目 生態系 緑 緑化の状況
東京都の自然保護条例、建
築物環境計画書制度におけ
る緑化の評価基準

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

仮設施設のため対象外とす
る。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

仮設施設のため対象外とす
る。

－ － － － -

環境項目 生活環境 騒音 環境・交通騒音レベル
①環境基準及び法令等によ
る基準
②現況の騒音レベル

工事の実施に伴う騒音によ
る周辺の生活環境への影響
がみられる。

影響要因は想定されないこ
とから対象外とする。

施設の供用、声援や応援等
による騒音の発生がみられ
るが、周辺の生活環境に影
響を及ぼすことはない。

工事の実施に伴う騒音によ
る周辺の生活環境への影響
がみられる。

-1 － 0 -1 -0.7 -0.7

環境項目 生活環境 日影
日照の阻害の有無（阻害を
受ける住戸等の有無）

現状の日照阻害の状況

施設の高さ、周辺の状況、
仮設のみであることなどか
ら、施設の存在に伴う日影
の影響はない。

影響要因は想定されないこ
とから対象外とする。

0 － 0.0 0.0

0.0

0.0

-0.3

評価点

-0.2

0.0

一次評価

評価の指標 評価の基準

開催前
中項目
平均点

小項目
平均点

指標別
平均点

開催中 開催後 開催中 開催後大項目 中項目 小項目

評価
段階別影響

開催前
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工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

評価点

一次評価

評価の指標 評価の基準

開催前
中項目
平均点

小項目
平均点

指標別
平均点

開催中 開催後 開催中 開催後大項目 中項目 小項目

評価
段階別影響

開催前

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

景観 緑視率 現況の緑視率

緑視率は現況と変わらない
と想定する。

未利用地に戻るため、緑視
率は現況と変わらないと想
定する。

0 0 0.0

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

景観 優れた眺望又は景観の阻害

①周辺の視点場から眺望で
きる優れた眺望景観の阻害
の有無
②景観形成特別地区の景観
を阻害しないこと

眺望景観及び景観形成特別
地区の景観を阻害すること
はない。

眺望景観及び景観形成特別
地区の景観を阻害すること
はない。

0 0 0.0

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

自然との触れ合
い活動の場

自然との触れ合い活動の場
の変化

自然との触れ合い活動の場
の消失又は改善・創出

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

現況で自然との触れ合い活
動の場となっていないこと
から、現況と変わらない。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

現況で自然との触れ合い活
動の場となっていないこと
から、現況と変わらない。

－ 0 － 0 0.0

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

自然との触れ合
い活動の場

自然との触れ合い活動の変
化

自然との触れ合い活動の阻
害又は促進（場へのアクセ
ス性含む）の有無

現況で自然との触れ合い活
動が行われていない。

現況で自然との触れ合い活
動が行われていない。

現況で自然との触れ合い活
動が行われていない。

現況で自然との触れ合い活
動が行われていない。

現況で自然との触れ合い活
動が行われていない。

0 0 0 0 0 0.0

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

歩行者空間の快
適性

街路樹等緑陰の状況（緑陰
面積）

現況の街路樹及び接道緑
化、壁面緑化の状況

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

現況は未利用地であり、緑
陰面積及び歩行者が感じる
快適性ともに現況と変わら
ない。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

現況は未利用地であり、緑
陰面積及び歩行者が感じる
快適性ともに現況と変わら
ない。 － 0 － 0 0.0 0.0

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

史跡・文化財
史跡・文化財の保護・保全
の状況

文化財等の保存及び管理の
支障の有無

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

周辺に史跡・文化財は存在
しない。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

周辺に史跡・文化財は存在
しない。

－ 0 － 0 0.0 0.0

環境項目
資源・廃
棄物

水利用 上水利用量の削減 現在の上水利用量の水準

工事の実施に伴う水の利用
については、散水や洗車に
よる一時的な利用が見込ま
れるが、大量の水利用は想
定されないことから、予測
評価の対象外とする。

節水により上水利用量の削
減が図られる。

競技の実施時における会場
の利用者による水利用につ
いては、「施設の存在によ
る影響」に含めるものとし
て、ここでは予測評価の対
象外とする。

工事の実施に伴う水の利用
については、散水や洗車に
よる一時的な利用が見込ま
れるが、大量の水利用は想
定されないことから、予測
評価の対象外とする。

後利用はないことから対象
外とする。

－ 0 － － － 0.0 0.0

環境項目
資源・廃
棄物

廃棄物 廃棄物発生量の減量化
廃棄物発生量の減量化に
よって削減される最終処分
量の水準

標準的な工事と同程度の廃
棄物の削減対策がなされ、
現在の廃棄物の発生水準と
同等の減量化が行われる。

施設の存在による廃棄物の
発生については、「競技の
実施による影響」で扱い、
ここでは対象外とする。

競技の実施に伴い排出され
る一般廃棄物は、現在と同
程度の減量化が行われ、最
終処分量は現状の水準と変
わらない。

標準的な工事と同程度の廃
棄物の削減対策がなされ、
現在の廃棄物の発生水準と
同等の減量化が行われる。

後利用はないことから対象
外とする。

0 － 0 0 － 0.0

環境項目
資源・廃
棄物

廃棄物 廃棄物の有効利用
廃棄物の有効利用によって
削減される最終処分量の水
準

建設廃棄物の有効利用の取
り組みについて、現在の標
準的な工事と同程度の廃棄
物の有効利用がなされる。

施設の存在による廃棄物の
発生については、「競技の
実施による影響」で扱い、
ここでは対象外とする。

競技の実施に伴い排出され
る一般廃棄物は、現在と同
程度の有効利用がなされ、
最終処分量は現状の水準と
変わらない。

建設廃棄物の有効利用の取
り組みについて、現在の標
準的な工事と同程度の廃棄
物の有効利用がなされる。

後利用はないことから対象
外とする。

0 － 0 0 － 0.0

環境項目
資源・廃
棄物

エコマテリアル エコマテリアルの使用
再生可能資材・再生資材の
活用の水準

再生可能資材や再生資材が
最大限に利用され、現在の
水準を上回る。

施設の存在時におけるエコ
マテリアルの利用は想定さ
れないため対象外とする。

競技の実施時におけるエコ
マテリアルの利用は想定さ
れないため対象外とする。

再生可能資材や再生資材が
最大限に利用され、現在の
水準を上回る。

後利用時におけるエコマテ
リアルの利用は想定されな
いため対象外とする。

+1 － － +1 － 1.0 1.0

環境項目
温室効果
ガス

温室効果ガス 温室効果ガスの削減量

①エネルギー消費量による
CO2排出の概算
②既存施設における追加的
排出の有無

一般的な施設の建設工事と
同程度の排出量になる。

開催中の施設の存在による
影響については、「競技の
実施による影響」に含めて
扱う。

同等施設の標準的な排出量
となる。

一般的な施設の建設工事と
同程度の排出量になる。

後利用はないことから対象
外とする。

0 － 0 0 － 0.0 0.0

環境項目
温室効果
ガス

エネルギー エネルギー使用量の増減

①現在の使用量の水準（東
京都温暖化対策計画書制度
/東京都建築物環境計画書
制度による評価水準）
②省エネ再エネ対策・設備
の導入状況/可能性

一般的な施設の建設工事と
同程度の消費量になる。

開催中の施設の存在による
影響については、「競技の
実施による影響」に含めて
扱う。

同等施設の標準的な消費量
となる。

一般的な施設の建設工事と
同程度の消費量になる。

後利用はないことから対象
外とする。

0 － 0 0 － 0.0 0.0

0.30.0

0.0

0.0

0.0

0.0
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工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

評価点

一次評価

評価の指標 評価の基準

開催前
中項目
平均点

小項目
平均点

指標別
平均点

開催中 開催後 開催中 開催後大項目 中項目 小項目

評価
段階別影響

開催前

社会・経
済項目

土地利用 土地利用 土地の転用
土地利用の改変、転用の有
無

改変エリアは現在未利用地
となっており、自然地や農
地は存在しない。 0 0.0

社会・経
済項目

土地利用 土地利用 土地の有効利用 未利用地の解消の有無

会場の大部分が未利用地で
あり、開催中に競技会場と
して有効活用される。

会場の後利用が想定されず
未利用地に戻る。

+2 0 1.0

社会・経
済項目

土地利用 地域分断
生活移動動線の分断又は進
展

歩行者、自転車等の移動動
線の分断をしないこと

海の森地域での地域住民等
の生活移動動線の分断等の
影響は生じない。

移動動線は確保されてお
り、競技中も現況と変わら
ない。

施設撤去後の後利用が想定
されない。

0 0 － 0.0

社会・経
済項目

土地利用 地域分断
生活移動動線の分断又は進
展

歩行者、自転車等の動線の
ネットワーク化の進展の有
無

未利用地から競技会場が整
備されることにより海の森
地区のネットワーク化が進
展する。

未利用地から競技会場が整
備されることにより海の森
地区のネットワーク化が進
展する。

開催後の公共的利用は想定
されないため、評価の対象
外とする。 +1 +1 － 1.0

社会・経
済項目

土地利用 移転 民家等の移転
民家等の移転を伴わないこ
と

改変エリアに民家等は存在
しない。

0 0.0 0.0

社会・経
済項目

交通
公共交通へのア
クセシビリティ

アクセス性
現在の会場までのアクセス
性

バス等により公共交通機関
からのアクセス性は確保さ
れると想定。

後利用時には未利用地とな
る。

0 － 0.0 0.0

社会・経
済項目

交通 交通安全 交通安全
現在の歩車動線の分離（交
通安全性の向上）の状況

工事区域周辺の歩行者等が
想定されないため評価の対
象外とする。

競技の実施による影響に含
め、評価の対象外とする。

歩車動線は分離され、交通
安全上問題ないように計画
される。

工事区域周辺の歩行者等が
想定されないため評価の対
象外とする。

後利用時の周辺の公共利用
が想定されないため評価の
対象外とする。 － － 0 － － 0.0 0.0

社会・経
済項目

経済 事業採算性 施設整備費
施設整備費を適正に保つた
めの措置

対策が無い場合には標準的
な施設整備費となる。

対策が無い場合には標準的
な撤去・改修整備費とな
る。 0 0 0.0

社会・経
済項目

経済 事業採算性 運営経費
運営・維持コストの削減の
ための措置

対策を講じない場合には標
準的な運営経費となる。

0 0.0

0.0

0.0 0.0

0.5

0.3

0.5
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環境項目 主要環境 大気
汚染物質（NO2、SPM）の排
出量

排出の有無、現状より排出
増大の可能性

環境項目 主要環境 水質
汚濁負荷（COD、T-N、T-
P、BOD､SS等）の排出量

汚濁負荷物質排出の有無、
汚染増大の可能性

環境項目 主要環境 土壌
土壌汚染物質の拡散の可能
性

土地履歴調査等による土壌
汚染物質の存在可能性

環境項目 生態系
生物の生育・生
息基盤

生物の生育・生息基盤の状
況

①重要な生物・生態系の賦
存地の改変の有無
②生物の生育・生息基盤の
創出の有無

環境項目 生態系 水循環
雨水の地下浸透能力（地表
面被覆率）

現状の地表面被覆率

環境項目 生態系 生物・生態系
周辺の生物の生育・生息環
境の連続性

現況の生物の生育・生息環
境の連続性

環境項目 生態系 生物・生態系 重要な生物・生態系 重要な生物・生態系の状況

環境項目 生態系 生物・生態系
生物相の豊かさ（鳥類相で
代表）

現況の生息種数（現状生息
する種のうち、生息が困難
となる可能性のある種の有
無、種数）

環境項目 生態系 緑 緑被面積（屋上含む） 現況の緑被率の状況

環境項目 生態系 緑 緑化の状況
東京都の自然保護条例、建
築物環境計画書制度におけ
る緑化の評価基準

環境項目 生活環境 騒音 環境・交通騒音レベル
①環境基準及び法令等によ
る基準
②現況の騒音レベル

環境項目 生活環境 日影
日照の阻害の有無（阻害を
受ける住戸等の有無）

現状の日照阻害の状況

評価の指標 評価の基準

大項目 中項目 小項目

評価

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

工事による大気環境への影
響がみられるが、ミティ
ゲーションの実施により、
大気質の濃度をほとんど悪
化させない程度となる。

影響要因は想定されないた
め対象外。

施設等の利用、各施設間の
人の移動に伴う大気環境へ
の影響はほとんどなく、ミ
ティゲーションの実施によ
り大気環境が改善される。

工事による大気環境への影
響がみられるが、ミティ
ゲーションの実施により、
大気質の濃度をほとんど悪
化させない程度となる。

0 － +1 0 0.3 0.3

工事の実施に伴って公共用
水域の水質に影響を及ぼす
ことはないことから、ミ
ティゲーションは想定して
いない。

影響要因が想定されないこ
とから対象外とする。

施設の供用に伴うし尿等の
汚水による影響はないこと
から、ミティゲーションは
想定していない。

工事の実施に伴って公共用
水域の水質に影響を及ぼす
ことはないことから、ミ
ティゲーションは想定して
いない。

0 － 0 0 0.0 0.0

工事の内容から土壌汚染物
質の拡散の可能性は非常に
小さく、ミティゲーション
は想定していない。

影響要因が想定されないこ
とから対象外とする。

影響要因が想定されないこ
とから対象外とする。

工事の内容から土壌汚染物
質の拡散の可能性はないこ
とから、ミティゲーション
は想定していない。 0 － － 0 0.0 0.0

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

重要な生物・生態系の賦存
地の改変はない。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

重要な生物・生態系の賦存
地の改変はない。

－ 0 － 0 0.0 0.0

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

海面埋立地であるため対象
外とする。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

海面埋立地であるため対象
外とする。

－ － － － - -

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

生物の生育・生息場所は改
変されない。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

周辺の生物の生育・生息場
所の連続性は現況と変わら
ない。

－ 0 － 0 0.0

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

重要な生物・生態系の指定
地域の改変はない。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

重要な生物・生態系の指定
地域の改変はない。

－ 0 － 0 0.0

鳥類の主要な生息場でない
ことから、予測評価の対象
外とする。

鳥類の主要な生息場でない
ことから、予測評価の対象
外とする。

鳥類の主要な生息場でない
ことから、予測評価の対象
外とする。

鳥類の主要な生息場でない
ことから、予測評価の対象
外とする。

鳥類の主要な生息場でない
ことから、予測評価の対象
外とする。

－ － － － － -

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

ほぼ現況と変わらない。 改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

開催後は未利用地に戻るこ
とから、緑被率は現況とほ
ぼ変わらない。

－ 0 － 0 0.0

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

仮設施設のため対象外とす
る。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

仮設施設のため対象外とす
る。

－ － － － -

工事の実施に伴う騒音によ
る影響がみられるが、ミ
ティゲーションにより周辺
の生活環境に影響を及ぼさ
ない程度となる。

影響要因は想定されないこ
とから対象外とする。

施設の供用、声援や応援等
が周辺の生活環境に影響を
及ぼすことはないことか
ら、ミティゲーションは想
定していない。

工事の実施に伴う騒音によ
る影響がみられるが、ミ
ティゲーションにより周辺
の生活環境に影響を及ぼさ
ない程度となる。

0 － 0 0 0.0 0.0

施設の存在による影響はな
いことから、ミティゲー
ションは想定していない。

影響要因は想定されないこ
とから対象外とする。

0 － 0.0 0.0

0.1

0.00.0

0.0

0.0

小項目
平均点

指標別
平均点

開催後

評価点

二次評価

開催中 開催後開催前
中項目
平均点

段階別影響

開催前 開催中
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会場別予測評価結果表(20_海の森マウンテンバイクコース)

評価の指標 評価の基準

大項目 中項目 小項目

評価

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

景観 緑視率 現況の緑視率

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

景観 優れた眺望又は景観の阻害

①周辺の視点場から眺望で
きる優れた眺望景観の阻害
の有無
②景観形成特別地区の景観
を阻害しないこと

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

自然との触れ合
い活動の場

自然との触れ合い活動の場
の変化

自然との触れ合い活動の場
の消失又は改善・創出

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

自然との触れ合
い活動の場

自然との触れ合い活動の変
化

自然との触れ合い活動の阻
害又は促進（場へのアクセ
ス性含む）の有無

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

歩行者空間の快
適性

街路樹等緑陰の状況（緑陰
面積）

現況の街路樹及び接道緑
化、壁面緑化の状況

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

史跡・文化財
史跡・文化財の保護・保全
の状況

文化財等の保存及び管理の
支障の有無

環境項目
資源・廃
棄物

水利用 上水利用量の削減 現在の上水利用量の水準

環境項目
資源・廃
棄物

廃棄物 廃棄物発生量の減量化
廃棄物発生量の減量化に
よって削減される最終処分
量の水準

環境項目
資源・廃
棄物

廃棄物 廃棄物の有効利用
廃棄物の有効利用によって
削減される最終処分量の水
準

環境項目
資源・廃
棄物

エコマテリアル エコマテリアルの使用
再生可能資材・再生資材の
活用の水準

環境項目
温室効果
ガス

温室効果ガス 温室効果ガスの削減量

①エネルギー消費量による
CO2排出の概算
②既存施設における追加的
排出の有無

環境項目
温室効果
ガス

エネルギー エネルギー使用量の増減

①現在の使用量の水準（東
京都温暖化対策計画書制度
/東京都建築物環境計画書
制度による評価水準）
②省エネ再エネ対策・設備
の導入状況/可能性

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

小項目
平均点

指標別
平均点

開催後

評価点

二次評価

開催中 開催後開催前
中項目
平均点

段階別影響

開催前 開催中

施設の整備に伴い、緑地を
造成するため、緑視率は増
加すると想定する。

未利用地に戻るため、緑視
率は現況と変わらないと想
定する。

+1 0 0.5

眺望景観及び景観形成特別
地区の景観を阻害すること
はない。

眺望景観及び景観形成特別
地区の景観を阻害すること
はない。

0 0 0.0

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

改変部が自然との触れ合い
活動の場でない、又は現況
で自然との触れ合い活動の
場となっていない。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

自然との触れ合い活動の場
は現況と変わらない。

－ 0 － 0 0.0

現況で自然との触れ合い活
動が行われていない。

現況で自然との触れ合い活
動が行われていない。

現況で自然との触れ合い活
動が行われていない。

現況で自然との触れ合い活
動が行われていない。

現況で自然との触れ合い活
動が行われていない。

0 0 0 0 0 0.0

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

樹木に影響する改変はな
く、緑陰面積及び歩行者が
感じる快適性ともに現況と
変わらない。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

樹木に影響する改変はな
く、緑陰面積及び歩行者が
感じる快適性ともに現況と
変わらない。 － 0 － 0 0.0 0.0

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

周辺に史跡・文化財は存在
しない。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

周辺に史跡・文化財は存在
しない。

－ 0 － 0 0.0 0.0

工事の実施に伴う水の利用
については、散水や洗車に
よる一時的な利用が見込ま
れるが、大量の水利用は想
定されないことから、予測
評価の対象外とする。

節水により上水利用量の削
減が図られる。

競技の実施時における会場
の利用者による水利用につ
いては、「施設の存在によ
る影響」に含めるものとし
て、ここでは予測評価の対
象外とする。

工事の実施に伴う水の利用
については、散水や洗車に
よる一時的な利用が見込ま
れるが、大量の水利用は想
定されないことから、予測
評価の対象外とする。

後利用はないことから対象
外とする。

－ 0 － － － 0.0 0.0

建設廃棄物の対策はリサイ
クルによるものが大部分で
あり、減量による最終処分
量の大幅な削減は見込めな
い。

施設の存在による廃棄物の
発生については、「競技の
実施による影響」で扱い、
ここでは対象外とする。

既に容器包装廃棄物のリサ
イクル分別などが実施され
ており、廃棄物の発生抑制
策による最終処分量の大幅
な削減は見込めない。

建設廃棄物の対策はリサイ
クルによるものが大部分で
あり、減量による最終処分
量の大幅な削減は見込めな
い。

後利用はないことから対象
外とする。

0 － 0 0 － 0.0

「東京都建設リサイクル推
進計画」等に基づく有効利
用策の促進により、建設廃
棄物の最終処分量は現在の
水準から20％以上削減され
る。

施設の存在による廃棄物の
発生については、「競技の
実施による影響」で扱い、
ここでは対象外とする。

資源ごみ回収やごみ処理過
程資源化、熱回収等の促進
により、一般廃棄物の最終
処分量は現在の水準から
30％程度削減される。

「東京都建設リサイクル推
進計画」等に基づく有効利
用策の促進により、建設廃
棄物の最終処分量は現在の
水準から20％以上削減され
る。

後利用はないことから対象
外とする。

+1 － +1 +1 － 1.0

再生可能資材や再生資材が
最大限に利用され、現在の
水準を上回る。

施設の存在時におけるエコ
マテリアルの利用は想定さ
れないため対象外とする。

競技の実施時におけるエコ
マテリアルの利用は想定さ
れないため対象外とする。

再生可能資材や再生資材が
最大限に利用され、現在の
水準を上回る。

後利用時におけるエコマテ
リアルの利用は想定されな
いため対象外とする。

+1 － － +1 － 1.0 1.0

低燃費型建設機械の採用等
により、約20～40％の削減
が図られる。

開催中の施設の存在による
影響については、「競技の
実施による影響」で扱い、
ここでは対象外とする。

高効率設備の採用等によ
り、20％程度の削減が図ら
れる。

低燃費型建設機械の採用等
により、約20～40％の削減
が図られる。

後利用はないことから対象
外とする。

+2 － +2 +2 － 2.0 2.0

低燃費型建設機械の採用等
により、約20～40％の低減
が図られる。

開催中の施設の存在による
影響については、「競技の
実施による影響」で扱い、
ここでは対象外とする。

高効率設備の採用等によ
り、20％程度の低減が図ら
れる。

低燃費型建設機械の採用等
により、約20～40％の低減
が図られる。

後利用はないことから対象
外とする。

+2 － +2 +2 － 2.0 2.0

0.50.5

2.0

0.3

0.10.0
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会場別予測評価結果表(20_海の森マウンテンバイクコース)

評価の指標 評価の基準

大項目 中項目 小項目

評価

社会・経
済項目

土地利用 土地利用 土地の転用
土地利用の改変、転用の有
無

社会・経
済項目

土地利用 土地利用 土地の有効利用 未利用地の解消の有無

社会・経
済項目

土地利用 地域分断
生活移動動線の分断又は進
展

歩行者、自転車等の移動動
線の分断をしないこと

社会・経
済項目

土地利用 地域分断
生活移動動線の分断又は進
展

歩行者、自転車等の動線の
ネットワーク化の進展の有
無

社会・経
済項目

土地利用 移転 民家等の移転
民家等の移転を伴わないこ
と

社会・経
済項目

交通
公共交通へのア
クセシビリティ

アクセス性
現在の会場までのアクセス
性

社会・経
済項目

交通 交通安全 交通安全
現在の歩車動線の分離（交
通安全性の向上）の状況

社会・経
済項目

経済 事業採算性 施設整備費
施設整備費を適正に保つた
めの措置

社会・経
済項目

経済 事業採算性 運営経費
運営・維持コストの削減の
ための措置

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

小項目
平均点

指標別
平均点

開催後

評価点

二次評価

開催中 開催後開催前
中項目
平均点

段階別影響

開催前 開催中

改変エリアは現在未利用地
となっており、自然地や農
地は存在しない。 0 0.0

会場の大部分が未利用地で
あり、開催中に競技会場と
して有効活用される。

会場の後利用が想定されず
未利用地に戻る。

+2 0 1.0

海の森地域での地域住民等
の生活移動動線の分断等の
影響は生じない。

移動動線は確保されてお
り、競技中も現況と変わら
ない。

施設撤去後の後利用が想定
されない。

0 0 － 0.0

未利用地から競技会場が整
備されることにより海の森
地区のネットワーク化が進
展する。

未利用地から競技会場が整
備されることにより海の森
地区のネットワーク化が進
展する。

開催後の公共的利用は想定
されないため、評価の対象
外とする。 +1 +1 － 1.0

改変エリアに民家等は存在
しない。

0 0.0 0.0

バス等により公共交通機関
からのアクセス性は確保さ
れると想定。

後利用時には未利用地とな
る。

0 － 0.0 0.0

工事区域周辺の歩行者等が
想定されないため評価の対
象外とする。

競技の実施による影響に含
め、評価の対象外とする。

歩車動線は分離され、交通
安全上問題ないように計画
される。

工事区域周辺の歩行者等が
想定されないため評価の対
象外とする。

後利用時の周辺の公共利用
が想定されないため評価の
対象外とする。 － － 0 － － 0.0 0.0

再生可能材により整備費や
廃棄物処理費用を抑制する
等の費用削減措置が取られ
る。

再生可能材により整備費や
廃棄物処理費用を抑制する
等の費用削減措置が取られ
る。

+1 +1 1.0

ボランティアの活用等によ
り運営経費、維持管理コス
トの削減が図られる。 +1 1.0

項目 一次評価 二次評価
主要環境 -0.2 0.1
生態系 0.0 0.0
生活環境 -0.3 0.0
ｱﾒﾆﾃｨ・文化 0.0 0.1
資源・廃棄物 0.3 0.5
温室効果ガス 0.0 2.0
土地利用 0.3 0.3
交通 0.0 0.0
経済 0.0 1.0

1.0

0.5

0.3

0.5

0.0

1.0

-2
-1
0
1
2
主要環境

生態系

生活環境

ｱﾒﾆﾃｨ・文化

資源・廃棄物温室効果ガス

土地利用

交通

経済 一次評価

二次評価

1－114



会場別予測評価結果表(21_若洲オリンピックマリーナ)

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

環境項目 主要環境 大気
汚染物質（NO2、SPM）の排
出量

排出の有無、現状より排出
増大の可能性

工事の実施による濃度の変
化（付加率）が5％未満で
ある。

影響要因は想定されないた
め対象外。

施設等の利用、各施設間の
人の移動に伴う汚染物質の
排出が周辺の大気環境に与
える影響はほとんどない。

工事の実施による濃度の変
化（付加率）が5％未満で
ある。

施設等の利用、各施設間の
人の移動に伴う汚染物質の
排出が周辺の大気環境に与
える影響はほとんどない。 -1 － 0 -1 0 -0.5 -0.5

環境項目 主要環境 水質
汚濁負荷（COD、T-N、T-
P、BOD､SS等）の排出量

汚濁負荷物質排出の有無、
汚染増大の可能性

陸域工事に伴う汚濁負荷物
質による影響はないもの
の、海域工事の実施に伴
うって発生する濁りによる
影響がみられる。

影響要因が想定されないこ
とから対象外とする。

施設の供用に伴うし尿等の
汚水は公共下水道等に排出
することから、公共用水域
の水質に影響を及ぼすこと
はない。

工事の実施に伴うし尿等の
汚水は公共下水道等に排出
することから、公共用水域
の水質に影響を及ぼすこと
はない。

施設の供用に伴うし尿等の
汚水は公共下水道等に排出
することから、公共用水域
の水質に影響を及ぼすこと
はない。

-1 － 0 0 0 -0.3 -0.3

環境項目 主要環境 土壌
土壌汚染物質の拡散の可能
性

土地履歴調査等による土壌
汚染物質の存在可能性

工事の内容から土壌汚染物
質の拡散の可能性は非常に
小さい。

影響要因が想定されないこ
とから対象外とする。

影響要因が想定されないこ
とから対象外とする。

工事の内容から土壌汚染物
質の拡散の可能性はない。

影響要因が想定されないこ
とから対象外とする。

0 － － 0 － 0.0 0.0

環境項目 生態系
生物の生育・生
息基盤

生物の生育・生息基盤の状
況

①重要な生物・生態系の賦
存地の改変の有無
②生物の生育・生息基盤の
創出の有無

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

重要な生物・生態系の賦存
地の改変はない。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

重要な生物・生態系の賦存
地の改変はない。

－ 0 － 0 0.0 0.0

環境項目 生態系 水循環
雨水の地下浸透能力（地表
面被覆率）

現状の地表面被覆率

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

海面埋立地であるため対象
外とする。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

海面埋立地であるため対象
外とする。

－ － － － - -

環境項目 生態系 生物・生態系
周辺の生物の生育・生息環
境の連続性

現況の生物の生育・生息環
境の連続性

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

生物の生育・生息場所は改
変されない。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

仮設の撤去や施設の後利用
の対象は、駐車場、砂利・
舗装面、運動場、芝生であ
り、評価対象とする環境で
はないため、現況と変わら
ない。

－ 0 － 0 0.0

環境項目 生態系 生物・生態系 重要な生物・生態系 重要な生物・生態系の状況

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

重要な生物・生態系の指定
地域の改変はない。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

重要な生物・生態系の指定
地域の改変はない。

－ 0 － 0 0.0

環境項目 生態系 生物・生態系
生物相の豊かさ（鳥類相で
代表）

現況の生息種数（現状生息
する種のうち、生息が困難
となる可能性のある種の有
無、種数）

工事に伴う騒音や作業員の
立ち入り等により、生息が
困難となる可能性のある種
が存在する。

人工磯が改変されることか
ら、生息が困難と成る可能
性のある種が存在する。

水辺がセーリングの競技エ
リアとなるため、生息が困
難となる可能性のある種が
存在する。

工事に伴う騒音や作業員の
立ち入りにより、生息が困
難となる可能性のある種が
存在する。

人工磯が消失した状態が継
続することから、生息が困
難となる可能性のある種が
存在する。 -1 -1 -1 -1 -1 -1.0

環境項目 生態系 緑 緑被面積（屋上含む） 現況の緑被率の状況

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

現況55.1％の緑被率が
15.8％となり、39.3ポイン
トと大きく減少する。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

現況55.1％の緑被率が
15.8％となり、39.3ポイン
トと大きく減少する。

－ -2 － -2 -2.0

環境項目 生態系 緑 緑化の状況
東京都の自然保護条例、建
築物環境計画書制度におけ
る緑化の評価基準

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

樹林地の改変により、緑化
率は8.3％となり、緑化基
準を満たさない。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

樹林地の改変により、緑化
率は8.3％となり、緑化基
準を満たさない。

－ -1 － -1 -1.0

環境項目 生活環境 騒音 環境・交通騒音レベル
①環境基準及び法令等によ
る基準
②現況の騒音レベル

工事の実施に伴う騒音によ
る周辺の生活環境への影響
がみられる。

影響要因は想定されないこ
とから対象外とする。

施設の供用、声援や応援等
による騒音の発生がみられ
るが、周辺の生活環境に影
響を及ぼすことはない。

工事の実施に伴う騒音によ
る周辺の生活環境への影響
がみられる。

既存の公園内の施設であり
周辺に住宅等が存在してい
ないことから、騒音による
周辺の生活環境への影響は
ない。

-1 － 0 -1 0 -0.5 -0.5

環境項目 生活環境 日影
日照の阻害の有無（阻害を
受ける住戸等の有無）

現状の日照阻害の状況

施設の高さ、周辺の状況、
仮設のみであることなどか
ら、施設の存在に伴う日影
の影響はない。

影響要因は想定されないこ
とから対象外とする。

開催後に、新たな施設によ
る日影は生じないことから
影響はない。

0 － 0 0.0 0.0

-0.3

-1.5

-0.3

評価点

-0.3

-0.6

一次評価

評価の指標 評価の基準

開催前
中項目
平均点

小項目
平均点

指標別
平均点

開催中 開催後 開催中 開催後大項目 中項目 小項目

評価
段階別影響

開催前
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工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

評価点

一次評価

評価の指標 評価の基準

開催前
中項目
平均点

小項目
平均点

指標別
平均点

開催中 開催後 開催中 開催後大項目 中項目 小項目

評価
段階別影響

開催前

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

景観 緑視率 現況の緑視率

仮設のフェンス及び会場内
の整地により、緑視が阻害
されるが、緑視率の減少は
約1.2ポイントであり、現
況と変わらない。

仮設撤去後も会場エリア内
は整地されているため、緑
視率は現況よりも約22.1ポ
イント減少する。 0 -2 -1.0

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

景観 優れた眺望又は景観の阻害

①周辺の視点場から眺望で
きる優れた眺望景観の阻害
の有無
②景観形成特別地区の景観
を阻害しないこと

眺望景観及び景観形成特別
地区の景観を阻害すること
はない。

眺望景観及び景観形成特別
地区の景観を阻害すること
はない。

0 0 0.0

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

自然との触れ合
い活動の場

自然との触れ合い活動の場
の変化

自然との触れ合い活動の場
の消失又は改善・創出

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

自然との触れ合い活動の場
の主要部が改変される。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

施設の後利用においても、
自然との触れ合い活動の場
の主要部が改変されたまま
となる。 － -2 － -2 -2.0

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

自然との触れ合
い活動の場

自然との触れ合い活動の変
化

自然との触れ合い活動の阻
害又は促進（場へのアクセ
ス性含む）の有無

騒音、アクセス規制によ
り、自然との触れ合い活動
自体及びアクセスが阻害さ
れる。

主要なアクセスルートが物
理的に改変・遮断又はアク
セスが規制されることか
ら、自然との触れ合い活動
が阻害される。

会場エリア内の入場が規制
されることから、自然との
触れ合い活動のアクセスが
阻害される。

騒音、アクセス規制によ
り、自然との触れ合い活動
自体及びアクセスが阻害さ
れる。

主要なアクセスルートが物
理的に改変・遮断されるこ
とから、自然との触れ合い
活動が阻害される。 -2 -1 -1 -2 -1 -1.4

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

歩行者空間の快
適性

街路樹等緑陰の状況（緑陰
面積）

現況の街路樹及び接道緑
化、壁面緑化の状況

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

ほぼ全面において舗装によ
る改変を受けるため、緑陰
面積が減少する。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

仮設の建物、観客席が撤去
されるが、舗装面は開催後
も残り、樹木が改変された
状態であるため、緑陰面積
が減少した状態が続く。

－ -1 － -1 -1.0 -1.0

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

史跡・文化財
史跡・文化財の保護・保全
の状況

文化財等の保存及び管理の
支障の有無

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

周辺に史跡・文化財は存在
しない。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

周辺に史跡・文化財は存在
しない。

－ 0 － 0 0.0 0.0

環境項目
資源・廃
棄物

水利用 上水利用量の削減 現在の上水利用量の水準

工事の実施に伴う水の利用
については、散水や洗車に
よる一時的な利用が見込ま
れるが、大量の水利用は想
定されないことから、予測
評価の対象外とする。

節水により上水利用量の削
減が図られる。

競技の実施時における会場
の利用者による水利用につ
いては、「施設の存在によ
る影響」に含めるものとし
て、ここでは予測評価の対
象外とする。

工事の実施に伴う水の利用
については、散水や洗車に
よる一時的な利用が見込ま
れるが、大量の水利用は想
定されないことから、予測
評価の対象外とする。

節水により上水利用量の削
減が図られる。

－ 0 － － 0 0.0 0.0

環境項目
資源・廃
棄物

廃棄物 廃棄物発生量の減量化
廃棄物発生量の減量化に
よって削減される最終処分
量の水準

標準的な工事と同程度の廃
棄物の削減対策がなされ、
現在の廃棄物の発生水準と
同等の減量化が行われる。

施設の存在による廃棄物の
発生については、「競技の
実施による影響」で扱い、
ここでは対象外とする。

競技の実施に伴い排出され
る一般廃棄物は、現在と同
程度の減量化が行われ、最
終処分量は現状の水準と変
わらない。

標準的な工事と同程度の廃
棄物の削減対策がなされ、
現在の廃棄物の発生水準と
同等の減量化が行われる。

後利用で排出される一般廃
棄物は、現在と同程度の減
量化が行われ、最終処分量
は現状の水準と変わらな
い。

0 － 0 0 0 0.0

環境項目
資源・廃
棄物

廃棄物 廃棄物の有効利用
廃棄物の有効利用によって
削減される最終処分量の水
準

建設廃棄物の有効利用の取
り組みについて、現在の標
準的な工事と同程度の廃棄
物の有効利用がなされる。

施設の存在による廃棄物の
発生については、「競技の
実施による影響」で扱い、
ここでは対象外とする。

競技の実施に伴い排出され
る一般廃棄物は、現在と同
程度の有効利用がなされ、
最終処分量は現状の水準と
変わらない。

建設廃棄物の有効利用の取
り組みについて、現在の標
準的な工事と同程度の廃棄
物の有効利用がなされる。

後利用で排出される一般廃
棄物は、現在と同程度の有
効利用がなされ、最終処分
量は現状の水準と変わらな
い。

0 － 0 0 0 0.0

環境項目
資源・廃
棄物

エコマテリアル エコマテリアルの使用
再生可能資材・再生資材の
活用の水準

再生可能資材や再生資材が
最大限に利用され、現在の
水準を上回る。

施設の存在時におけるエコ
マテリアルの利用は想定さ
れないため対象外とする。

競技の実施時におけるエコ
マテリアルの利用は想定さ
れないため対象外とする。

再生可能資材や再生資材が
最大限に利用され、現在の
水準を上回る。

後利用時におけるエコマテ
リアルの利用は想定されな
いため対象外とする。

+1 － － +1 － 1.0 1.0

環境項目
温室効果
ガス

温室効果ガス 温室効果ガスの削減量

①エネルギー消費量による
CO2排出の概算
②既存施設における追加的
排出の有無

一般的な施設の建設工事と
同程度の排出量になる。

開催中の施設の存在による
影響については、「競技の
実施による影響」に含めて
扱う。

同等施設の標準的な排出量
となる。

一般的な施設の建設工事と
同程度の排出量になる。

同等施設の標準的な排出量
となる。

0 － 0 0 0 0.0 0.0

環境項目
温室効果
ガス

エネルギー エネルギー使用量の増減

①現在の使用量の水準（東
京都温暖化対策計画書制度
/東京都建築物環境計画書
制度による評価水準）
②省エネ再エネ対策・設備
の導入状況/可能性

一般的な施設の建設工事と
同程度の消費量になる。

開催中の施設の存在による
影響については、「競技の
実施による影響」に含めて
扱う。

同等施設の標準的な消費量
となる。

一般的な施設の建設工事と
同程度の消費量になる。

同等施設の標準的な消費量
となる。

0 － 0 0 0 0.0 0.0

0.30.0

0.0

-1.7

-0.5

-0.8
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工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

評価点

一次評価

評価の指標 評価の基準

開催前
中項目
平均点

小項目
平均点

指標別
平均点

開催中 開催後 開催中 開催後大項目 中項目 小項目

評価
段階別影響

開催前

社会・経
済項目

土地利用 土地利用 土地の転用
土地利用の改変、転用の有
無

改変エリアは現在敷地内の
屋外利用地や公園、運動場
となっており自然地や農地
は存在しない。

0 0.0

社会・経
済項目

土地利用 土地利用 土地の有効利用 未利用地の解消の有無

未利用地の有効利用はな
い。

未利用地の有効利用はな
い。

0 0 0.0

社会・経
済項目

土地利用 地域分断
生活移動動線の分断又は進
展

歩行者、自転車等の移動動
線の分断をしないこと

既に公共的な利用がなされ
ている施設の場所であり、
改変エリアは生活移動動線
に影響しない。

移動動線は確保されてお
り、競技中も現況と変わら
ない。

移動動線は確保されてお
り、後利用時も生活移動動
線への影響はない。 0 0 0 0.0

社会・経
済項目

土地利用 地域分断
生活移動動線の分断又は進
展

歩行者、自転車等の動線の
ネットワーク化の進展の有
無

既に公共的利用がなされて
いる場所であり、現況と変
わらない。

既に公共的利用がなされて
いる場所であり、現況と変
わらない。

開催前から開催後を通じて
現況と変わらない。

0 0 0 0.0

社会・経
済項目

土地利用 移転 民家等の移転
民家等の移転を伴わないこ
と

改変エリアに民家等は存在
しない。

0 0.0 0.0

社会・経
済項目

交通
公共交通へのア
クセシビリティ

アクセス性
現在の会場までのアクセス
性

アクセス性向上の対策が無
く現況と同様のアクセス性
である。

アクセス性向上の対策が無
く現況と同様のアクセス性
である。 0 0 0.0 0.0

社会・経
済項目

交通 交通安全 交通安全
現在の歩車動線の分離（交
通安全性の向上）の状況

現状でも対策は十分になさ
れており、工事に伴う歩車
動線の未分離区間は発生し
ない。

競技の実施による影響に含
め、評価の対象外とする。

歩車動線は分離され、交通
安全上問題ないように計画
される。

現状でも対策は十分になさ
れており、工事に伴う歩車
動線の未分離区間は発生し
ない。

現状において歩車動線は分
離されており、後利用時に
も維持される。 0 － 0 0 0 0.0 0.0

社会・経
済項目

経済 事業採算性 施設整備費
施設整備費を適正に保つた
めの措置

対策が無い場合には標準的
な施設整備費となる。

対策が無い場合には標準的
な撤去・改修整備費とな
る。 0 0 0.0

社会・経
済項目

経済 事業採算性 運営経費
運営・維持コストの削減の
ための措置

対策を講じない場合には標
準的な運営経費となる。

対策を講じない場合には標
準的な運営経費となる。

0 0 0.0

0.0

0.0 0.0

0.0

0.0

0.0

1－117



会場別予測評価結果表(21_若洲オリンピックマリーナ)

環境項目 主要環境 大気
汚染物質（NO2、SPM）の排
出量

排出の有無、現状より排出
増大の可能性

環境項目 主要環境 水質
汚濁負荷（COD、T-N、T-
P、BOD､SS等）の排出量

汚濁負荷物質排出の有無、
汚染増大の可能性

環境項目 主要環境 土壌
土壌汚染物質の拡散の可能
性

土地履歴調査等による土壌
汚染物質の存在可能性

環境項目 生態系
生物の生育・生
息基盤

生物の生育・生息基盤の状
況

①重要な生物・生態系の賦
存地の改変の有無
②生物の生育・生息基盤の
創出の有無

環境項目 生態系 水循環
雨水の地下浸透能力（地表
面被覆率）

現状の地表面被覆率

環境項目 生態系 生物・生態系
周辺の生物の生育・生息環
境の連続性

現況の生物の生育・生息環
境の連続性

環境項目 生態系 生物・生態系 重要な生物・生態系 重要な生物・生態系の状況

環境項目 生態系 生物・生態系
生物相の豊かさ（鳥類相で
代表）

現況の生息種数（現状生息
する種のうち、生息が困難
となる可能性のある種の有
無、種数）

環境項目 生態系 緑 緑被面積（屋上含む） 現況の緑被率の状況

環境項目 生態系 緑 緑化の状況
東京都の自然保護条例、建
築物環境計画書制度におけ
る緑化の評価基準

環境項目 生活環境 騒音 環境・交通騒音レベル
①環境基準及び法令等によ
る基準
②現況の騒音レベル

環境項目 生活環境 日影
日照の阻害の有無（阻害を
受ける住戸等の有無）

現状の日照阻害の状況

評価の指標 評価の基準

大項目 中項目 小項目

評価

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

工事による大気環境への影
響がみられるが、ミティ
ゲーションの実施により、
大気質の濃度をほとんど悪
化させない程度となる。

影響要因は想定されないた
め対象外。

施設等の利用、各施設間の
人の移動に伴う大気環境へ
の影響はほとんどなく、ミ
ティゲーションの実施によ
り大気環境が改善される。

工事による大気環境への影
響がみられるが、ミティ
ゲーションの実施により、
大気質の濃度をほとんど悪
化させない程度となる。

施設等の利用、各施設間の
人の移動に伴う大気環境へ
の影響はほとんどなく、ミ
ティゲーションの実施によ
り大気環境が改善される。

0 － +1 0 +1 0.5 0.5

海域工事における影響がみ
られるが、濁りの発生を抑
制するためのミティゲー
ションにより影響が低減さ
れる。

影響要因が想定されないこ
とから対象外とする。

施設の供用に伴うし尿等の
汚水による影響はないこと
から、ミティゲーションは
想定していない。

工事の実施に伴って公共用
水域の水質に影響を及ぼす
ことはないことから、ミ
ティゲーションは想定して
いない。

施設の供用に伴うし尿等の
汚水による影響はないこと
から、ミティゲーションは
想定していない。 0 － 0 0 0 0.0 0.0

工事の内容から土壌汚染物
質の拡散の可能性は非常に
小さく、ミティゲーション
は想定していない。

影響要因が想定されないこ
とから対象外とする。

影響要因が想定されないこ
とから対象外とする。

工事の内容から土壌汚染物
質の拡散の可能性はないこ
とから、ミティゲーション
は想定していない。

影響要因が想定されないこ
とから対象外とする。

0 － － 0 － 0.0 0.0

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

重要な生物・生態系の賦存
地の改変はない。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

重要な生物・生態系の賦存
地の改変はない。

－ 0 － 0 0.0 0.0

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

海面埋立地であるため対象
外とする。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

海面埋立地であるため対象
外とする。

－ － － － - -

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

生物の生育・生息場所は改
変されない。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

周辺の生物の生育・生息場
所の連続性は現況と変わら
ない。

－ 0 － 0 0.0

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

重要な生物・生態系の指定
地域の改変はない。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

重要な生物・生態系の指定
地域の改変はない。

－ 0 － 0 0.0

工事に伴う作業員の立ち入
り等により、生息が困難と
なる可能性のある種が存在
する。

施設の存在に伴う生息地の
改変により、生息が困難と
なる可能性のある種が存在
する。

開催中の競技の実施によ
り、生息が困難となる可能
性のある種が存在する。

工事に伴う作業員の立ち入
り等により、生息が困難と
なる可能性のある種が存在
する。

開催後の仮設の撤去や施設
の後利用に伴う生息地の改
変により、生息が困難とな
る可能性のある種が存在す
る。

-1 -1 -1 -1 -1 -1.0

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

現況55.1％の緑被率が
24.4％となり、緑被率が
30.7ポイント減少する。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

緑被率は現況とほぼかわら
ない。

－ -2 － 0 -1.0

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

緑化基準を満たさなかっ
た。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

緑化率が35.0％となり、段
階3を達成。

－ -1 － +2 0.5

工事の実施に伴う騒音によ
る影響がみられるが、ミ
ティゲーションにより周辺
の生活環境に影響を及ぼさ
ない程度となる。

影響要因は想定されないこ
とから対象外とする。

施設の供用、声援や応援等
が周辺の生活環境に影響を
及ぼすことはないことか
ら、ミティゲーションは想
定していない。

工事の実施に伴う騒音によ
る影響がみられるが、ミ
ティゲーションにより周辺
の生活環境に影響を及ぼさ
ない程度となる。

既存の公園内の施設であり
周辺の生活環境への影響は
ないことから、ミティゲー
ションは想定していない。 0 － 0 0 0 0.0 0.0

施設の存在による影響はな
いことから、ミティゲー
ションは想定していない。

影響要因は想定されないこ
とから対象外とする。

施設の存在による影響はな
いことから、ミティゲー
ションは想定していない。

0 － 0 0.0 0.0

0.2

-0.2-0.3

-0.3

0.0

小項目
平均点

指標別
平均点

開催後

評価点

二次評価

開催中 開催後開催前
中項目
平均点

段階別影響

開催前 開催中
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評価の指標 評価の基準

大項目 中項目 小項目

評価

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

景観 緑視率 現況の緑視率

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

景観 優れた眺望又は景観の阻害

①周辺の視点場から眺望で
きる優れた眺望景観の阻害
の有無
②景観形成特別地区の景観
を阻害しないこと

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

自然との触れ合
い活動の場

自然との触れ合い活動の場
の変化

自然との触れ合い活動の場
の消失又は改善・創出

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

自然との触れ合
い活動の場

自然との触れ合い活動の変
化

自然との触れ合い活動の阻
害又は促進（場へのアクセ
ス性含む）の有無

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

歩行者空間の快
適性

街路樹等緑陰の状況（緑陰
面積）

現況の街路樹及び接道緑
化、壁面緑化の状況

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

史跡・文化財
史跡・文化財の保護・保全
の状況

文化財等の保存及び管理の
支障の有無

環境項目
資源・廃
棄物

水利用 上水利用量の削減 現在の上水利用量の水準

環境項目
資源・廃
棄物

廃棄物 廃棄物発生量の減量化
廃棄物発生量の減量化に
よって削減される最終処分
量の水準

環境項目
資源・廃
棄物

廃棄物 廃棄物の有効利用
廃棄物の有効利用によって
削減される最終処分量の水
準

環境項目
資源・廃
棄物

エコマテリアル エコマテリアルの使用
再生可能資材・再生資材の
活用の水準

環境項目
温室効果
ガス

温室効果ガス 温室効果ガスの削減量

①エネルギー消費量による
CO2排出の概算
②既存施設における追加的
排出の有無

環境項目
温室効果
ガス

エネルギー エネルギー使用量の増減

①現在の使用量の水準（東
京都温暖化対策計画書制度
/東京都建築物環境計画書
制度による評価水準）
②省エネ再エネ対策・設備
の導入状況/可能性

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

小項目
平均点

指標別
平均点

開催後

評価点

二次評価

開催中 開催後開催前
中項目
平均点

段階別影響

開催前 開催中

影響を受ける樹木は会場エ
リア内に移植を行うが、評
価地点の緑視には影響しな
い。緑視率は、一次評価と
同様に約1.2ポイント減少
する。

仮設撤去後、芝生地の原状
復帰を行うため、緑視率は
現況と変わらない。

0 0 0.0

眺望景観及び景観形成特別
地区の景観を阻害すること
はない。

眺望景観及び景観形成特別
地区の景観を阻害すること
はない。

0 0 0.0

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

現段階ではミティゲーショ
ンは想定していない。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

ミティゲーションの実施に
より、自然との触れ合い活
動の場の改善及び創出を図
るが、現況レベルまでは達
しない。

－ -2 － -1 -1.5

ミティゲーションの実施に
より、現況レベルまで自然
との触れ合い活動が改善す
る。

ミティゲーションの実施に
より、自然との触れ合い活
動が現況レベルまで改善す
る。

現段階ではミティゲーショ
ンは想定していない。

ミティゲーションの実施に
より、現況レベルまで自然
との触れ合い活動が改善す
る。

ミティゲーションの実施に
より、自然との触れ合い活
動が向上する。

0 0 -1 0 +1 0.0

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

歩道沿いに適度な植栽を行
うが、若洲キャンプ場が改
変された状態であるため、
緑陰面積は減少する。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

若洲キャンプ場の原状復
帰、植樹を開催後も維持す
ることにより、緑陰面積及
び歩行者が感じる快適性と
もに現況と変わらないレベ
ルとなる。

－ -1 － 0 -0.5 -0.5

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

周辺に史跡・文化財は存在
しない。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

周辺に史跡・文化財は存在
しない。

－ 0 － 0 0.0 0.0

工事の実施に伴う水の利用
については、散水や洗車に
よる一時的な利用が見込ま
れるが、大量の水利用は想
定されないことから、予測
評価の対象外とする。

節水のほか、雨水または再
生水（中水含む）の利用施
設が設置され、水の有効利
用が図られる。

競技の実施時における会場
の利用者による水利用につ
いては、「施設の存在によ
る影響」に含めるものとし
て、ここでは予測評価の対
象外とする。

工事の実施に伴う水の利用
については、散水や洗車に
よる一時的な利用が見込ま
れるが、大量の水利用は想
定されないことから、予測
評価の対象外とする。

節水のほか、雨水または再
生水（中水含む）の利用施
設が設置され、水の有効利
用が図られる。 － +1 － － +1 1.0 1.0

建設廃棄物の対策はリサイ
クルによるものが大部分で
あり、減量による最終処分
量の大幅な削減は見込めな
い。

施設の存在による廃棄物の
発生については、「競技の
実施による影響」で扱い、
ここでは対象外とする。

既に容器包装廃棄物のリサ
イクル分別などが実施され
ており、廃棄物の発生抑制
策による最終処分量の大幅
な削減は見込めない。

建設廃棄物の対策はリサイ
クルによるものが大部分で
あり、減量による最終処分
量の大幅な削減は見込めな
い。

既に容器包装廃棄物のリサ
イクル分別などが実施され
ており、廃棄物の発生抑制
策による最終処分量の大幅
な削減は見込めない。

0 － 0 0 0 0.0

「東京都建設リサイクル推
進計画」等に基づく有効利
用策の促進により、建設廃
棄物の最終処分量は現在の
水準から20％以上削減され
る。

施設の存在による廃棄物の
発生については、「競技の
実施による影響」で扱い、
ここでは対象外とする。

資源ごみ回収やごみ処理過
程資源化、熱回収等の促進
により、一般廃棄物の最終
処分量は現在の水準から
30％程度削減される。

「東京都建設リサイクル推
進計画」等に基づく有効利
用策の促進により、建設廃
棄物の最終処分量は現在の
水準から20％以上削減され
る。

資源ごみ回収やごみ処理過
程資源化、熱回収等の促進
により、一般廃棄物の最終
処分量は現在の水準から
30％程度削減される。

+1 － +1 +1 +1 1.0

再生可能資材や再生資材が
最大限に利用され、現在の
水準を上回る。

施設の存在時におけるエコ
マテリアルの利用は想定さ
れないため対象外とする。

競技の実施時におけるエコ
マテリアルの利用は想定さ
れないため対象外とする。

再生可能資材や再生資材が
最大限に利用され、現在の
水準を上回る。

後利用時におけるエコマテ
リアルの利用は想定されな
いため対象外とする。

+1 － － +1 － 1.0 1.0

低燃費型建設機械の採用等
により、約20～40％の削減
が図られる。

開催中の施設の存在による
影響については、「競技の
実施による影響」で扱い、
ここでは対象外とする。

最高水準の省エネルギー技
術の活用等により、26.4％
程度の削減が図られる。

低燃費型建設機械の採用等
により、約20～40％の削減
が図られる。

最高水準の省エネルギー技
術の活用等により、50％程
度の削減が図られる。

+2 － +2 +2 +2 2.0 2.0

低燃費型建設機械の採用等
により、約20～40％の低減
が図られる。

開催中の施設の存在による
影響については、「競技の
実施による影響」で扱い、
ここでは対象外とする。

最高水準の省エネルギー技
術の活用等により、26.4％
程度の低減が図られる。

低燃費型建設機械の採用等
により、約20～40％の低減
が図られる。

最高水準の省エネルギー技
術の活用等により、50％程
度の低減が図られる。

+2 － +2 +2 +2 2.0 2.0

0.80.5

2.0

0.0

-0.3-0.8
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会場別予測評価結果表(21_若洲オリンピックマリーナ)

評価の指標 評価の基準

大項目 中項目 小項目

評価

社会・経
済項目

土地利用 土地利用 土地の転用
土地利用の改変、転用の有
無

社会・経
済項目

土地利用 土地利用 土地の有効利用 未利用地の解消の有無

社会・経
済項目

土地利用 地域分断
生活移動動線の分断又は進
展

歩行者、自転車等の移動動
線の分断をしないこと

社会・経
済項目

土地利用 地域分断
生活移動動線の分断又は進
展

歩行者、自転車等の動線の
ネットワーク化の進展の有
無

社会・経
済項目

土地利用 移転 民家等の移転
民家等の移転を伴わないこ
と

社会・経
済項目

交通
公共交通へのア
クセシビリティ

アクセス性
現在の会場までのアクセス
性

社会・経
済項目

交通 交通安全 交通安全
現在の歩車動線の分離（交
通安全性の向上）の状況

社会・経
済項目

経済 事業採算性 施設整備費
施設整備費を適正に保つた
めの措置

社会・経
済項目

経済 事業採算性 運営経費
運営・維持コストの削減の
ための措置

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

小項目
平均点

指標別
平均点

開催後

評価点

二次評価

開催中 開催後開催前
中項目
平均点

段階別影響

開催前 開催中

改変エリアは現在敷地内の
屋外利用地や公園、運動場
となっており自然地や農地
は存在しない。

0 0.0

未利用地の有効利用はな
い。

未利用地の有効利用はな
い。

0 0 0.0

既に公共的な利用がなされ
ている施設の場所であり、
改変エリアは生活移動動線
に影響しない。

移動動線は確保されてお
り、競技中も現況と変わら
ない。

移動動線は確保されてお
り、後利用時も生活移動動
線への影響はない。 0 0 0 0.0

既に公共的利用がなされて
いる場所であり、現況と変
わらない。

既に公共的利用がなされて
いる場所であり、現況と変
わらない。

開催前から開催後を通じて
現況と変わらない。

0 0 0 0.0

改変エリアに民家等は存在
しない。

0 0.0 0.0

アクセス性向上の対策が無
く現況と同様のアクセス性
である。

アクセス性向上の対策が無
く現況と同様のアクセス性
である。 0 0 0.0 0.0

現状でも対策は十分になさ
れており、工事に伴う歩車
動線の未分離区間は発生し
ない。

競技の実施による影響に含
め、評価の対象外とする。

歩車動線は分離され、交通
安全上問題ないように計画
される。

現状でも対策は十分になさ
れており、工事に伴う歩車
動線の未分離区間は発生し
ない。

現状において歩車動線は分
離されており、後利用時に
も維持される。 0 － 0 0 0 0.0 0.0

再生可能材の活用等によ
り、最先端技術導入による
コスト増を相殺して標準的
な整備費となる。

再生可能材により整備費や
廃棄物処理費用を抑制する
等の費用削減措置が取られ
る。

0 +1 0.5

エネルギー利用の最適化や
ボランティアの活用により
運営経費、維持管理コスト
の削減が図られる。

エネルギー利用の最適化等
により後利用時も光熱費等
の維持管理コストの削減が
図られる。

+1 +1 1.0

項目 一次評価 二次評価
主要環境 -0.3 0.2
生態系 -0.6 -0.2
生活環境 -0.3 0.0
ｱﾒﾆﾃｨ・文化 -0.8 -0.3
資源・廃棄物 0.3 0.8
温室効果ガス 0.0 2.0
土地利用 0.0 0.0
交通 0.0 0.0
経済 0.0 0.8

0.8

0.0

0.0

0.0

0.0

0.8

-2
-1
0
1
2
主要環境

生態系

生活環境

ｱﾒﾆﾃｨ・文化

資源・廃棄物温室効果ガス

土地利用

交通

経済 一次評価

二次評価
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会場別予測評価結果表(22_葛西臨海公園)

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

環境項目 主要環境 大気
汚染物質（NO2、SPM）の排
出量

排出の有無、現状より排出
増大の可能性

工事の実施による濃度の変
化（付加率）が5％未満で
ある。

影響要因は想定されないた
め対象外。

施設等の利用、各施設間の
人の移動に伴う汚染物質の
排出が周辺の大気環境に与
える影響はほとんどない。

工事の実施による濃度の変
化（付加率）が5％未満で
ある。

施設等の利用、各施設間の
人の移動に伴う汚染物質の
排出が周辺の大気環境に与
える影響はほとんどない。 -1 － 0 -1 0 -0.5 -0.5

環境項目 主要環境 水質
汚濁負荷（COD、T-N、T-
P、BOD､SS等）の排出量

汚濁負荷物質排出の有無、
汚染増大の可能性

工事の実施に伴うし尿等の
汚水は公共下水道等に排出
することから、公共用水域
の水質に影響を及ぼすこと
はない。

影響要因が想定されないこ
とから対象外とする。

施設の供用に伴うし尿等の
汚水は公共下水道等に排出
することから、公共用水域
の水質に影響を及ぼすこと
はない。

工事の実施に伴うし尿等の
汚水は公共下水道等に排出
することから、公共用水域
の水質に影響を及ぼすこと
はない。

施設の供用に伴うし尿等の
汚水は公共下水道等に排出
することから、公共用水域
の水質に影響を及ぼすこと
はない。

0 － 0 0 0 0.0 0.0

環境項目 主要環境 土壌
土壌汚染物質の拡散の可能
性

土地履歴調査等による土壌
汚染物質の存在可能性

履歴調査の結果、土壌汚染
物質の存在の可能性はな
い。

影響要因が想定されないこ
とから対象外とする。

影響要因が想定されないこ
とから対象外とする。

工事の内容から土壌汚染物
質の拡散の可能性はない。

影響要因が想定されないこ
とから対象外とする。

0 － － 0 － 0.0 0.0

環境項目 生態系
生物の生育・生
息基盤

生物の生育・生息基盤の状
況

①重要な生物・生態系の賦
存地の改変の有無
②生物の生育・生息基盤の
創出の有無

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

重要な生物・生態系の賦存
地の改変はない。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

重要な生物・生態系の賦存
地の改変はない。

－ 0 － 0 0.0 0.0

環境項目 生態系 水循環
雨水の地下浸透能力（地表
面被覆率）

現状の地表面被覆率

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

海面埋立地であるため対象
外とする。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

海面埋立地であるため対象
外とする。

－ － － － - -

環境項目 生態系 生物・生態系
周辺の生物の生育・生息環
境の連続性

現況の生物の生育・生息環
境の連続性

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

まとまりのある又は連続し
た樹林が改変されることか
ら、生物の生育・生息場所
に消失・分断が生じる。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

まとまりのある又は連続し
た樹林が改変されることか
ら、生物の生育・生息場所
に消失・分断が生じる。 － -1 － -1 -1.0

環境項目 生態系 生物・生態系 重要な生物・生態系 重要な生物・生態系の状況

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

重要な生物・生態系の指定
地域の改変はない。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

重要な生物・生態系の指定
地域の改変はない。

－ 0 － 0 0.0

環境項目 生態系 生物・生態系
生物相の豊かさ（鳥類相で
代表）

現況の生息種数（現状生息
する種のうち、生息が困難
となる可能性のある種の有
無、種数）

工事に伴う騒音や作業員の
立ち入り等により、生息が
困難となる可能性のある種
が存在する。

生息が困難となる可能性の
ある種は存在しないことか
ら、現況と変わらない。

生息が困難となる可能性の
ある種は存在しないことか
ら、現況と変わらない。

工事に伴う騒音や作業員の
立ち入りにより、生息が困
難となる可能性のある種が
存在する。

生息が困難となる可能性の
ある種は存在しないことか
ら、現況と変わらない。

-1 0 0 -1 0 -0.4

環境項目 生態系 緑 緑被面積（屋上含む） 現況の緑被率の状況

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

現況63.2％の緑被率が
32.0％となり、31.2ポイン
ト減少する。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

現況63.2％の緑被率が
32.0％となり、31.2ポイン
ト減少する。

－ -2 － -2 -2.0

環境項目 生態系 緑 緑化の状況
東京都の自然保護条例、建
築物環境計画書制度におけ
る緑化の評価基準

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

樹林地の改変により、緑化
率は19.0％となり、緑化基
準を満たさない。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

樹林地の改変により、緑化
率は19.0％となり、緑化基
準を満たさない。

－ -1 － -1 -1.0

環境項目 生活環境 騒音 環境・交通騒音レベル
①環境基準及び法令等によ
る基準
②現況の騒音レベル

工事の実施に伴う騒音によ
る周辺の生活環境への影響
がみられる。

影響要因は想定されないこ
とから対象外とする。

施設の供用、声援や応援等
による騒音の発生がみられ
るが、周辺の生活環境に影
響を及ぼすことはない。

工事の実施に伴う騒音によ
る周辺の生活環境への影響
がみられる。

既存の公園内の施設であり
周辺に住宅等が存在してい
ないことから、騒音による
周辺の生活環境への影響は
ない。

-1 － 0 -1 0 -0.5 -0.5

環境項目 生活環境 日影
日照の阻害の有無（阻害を
受ける住戸等の有無）

現状の日照阻害の状況

施設の高さ、周辺の状況、
仮設のみであることなどか
ら、施設の存在に伴う日影
の影響はない。

影響要因は想定されないこ
とから対象外とする。

開催後に、新たな施設によ
る日影は生じないことから
影響はない。

0 － 0 0.0 0.0

-0.5

-1.5

-0.3

評価点

-0.2

-0.7

一次評価

評価の指標 評価の基準

開催前
中項目
平均点

小項目
平均点

指標別
平均点

開催中 開催後 開催中 開催後大項目 中項目 小項目

評価
段階別影響

開催前
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工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

開催中 開催後 開催中 開催後大項目 中項目 小項目

評価
段階別影響

開催前

一次評価

評価の指標 評価の基準

開催前
中項目
平均点

小項目
平均点

指標別
平均点

評価点

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

景観 緑視率 現況の緑視率

視認できる緑はすべて施設
手前であり、現況と変わら
ない。

仮設の観客席が撤去される
が、恒久施設の存在により
緑視が阻害された状態であ
るため、緑視率は約19.8ポ
イント減少した状態が続
く。

0 -1 -0.5

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

景観 優れた眺望又は景観の阻害

①周辺の視点場から眺望で
きる優れた眺望景観の阻害
の有無
②景観形成特別地区の景観
を阻害しないこと

眺望景観及び景観形成特別
地区の景観を阻害すること
はない。

眺望景観及び景観形成特別
地区の景観を阻害すること
はない。

0 0 0.0

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

自然との触れ合
い活動の場

自然との触れ合い活動の場
の変化

自然との触れ合い活動の場
の消失又は改善・創出

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

自然との触れ合い活動の場
の周縁部が改変される。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

施設の後利用により、自然
との触れ合い活動の場の周
縁部が改変されたままとな
る。 － -1 － -1 -1.0

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

自然との触れ合
い活動の場

自然との触れ合い活動の変
化

自然との触れ合い活動の阻
害又は促進（場へのアクセ
ス性含む）の有無

騒音、アクセス規制によ
り、自然との触れ合い活動
自体及びアクセスが阻害さ
れる。

主要なアクセスルートが物
理的に改変・遮断されない
ことから、現況と変わらな
い。

会場エリア内の入場が規制
されることから、自然との
触れ合い活動のアクセスが
阻害される。

騒音、アクセス規制によ
り、自然との触れ合い活動
自体及びアクセスが阻害さ
れる。

主要なアクセスルートが物
理的に改変・遮断されな
い、又は現況で自然との触
れ合い活動が行われてな
い。

-2 0 -1 -2 0 -1.0

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

歩行者空間の快
適性

街路樹等緑陰の状況（緑陰
面積）

現況の街路樹及び接道緑
化、壁面緑化の状況

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

まとまった樹木が影響を受
けるため、会場エリア内に
おいて緑陰面積が減少す
る。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

恒設の競技エリアの整備にと
もない、会場エリア内におい
て緑陰面積が減少した状態が
続く。アクセスルートに面し
た樹木に変化はなく、歩行者
が感じる快適性は変わらな
い。

－ -1 － -1 -1.0 -1.0

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

史跡・文化財
史跡・文化財の保護・保全
の状況

文化財等の保存及び管理の
支障の有無

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

周辺に史跡・文化財は存在
しない。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

周辺に史跡・文化財は存在
しない。

－ 0 － 0 0.0 0.0

環境項目
資源・廃
棄物

水利用 上水利用量の削減 現在の上水利用量の水準

工事の実施に伴う水の利用
については、散水や洗車に
よる一時的な利用が見込ま
れるが、大量の水利用は想
定されないことから、予測
評価の対象外とする。

節水により上水利用量の削
減が図られる。

競技の実施時における会場
の利用者による水利用につ
いては、「施設の存在によ
る影響」に含めるものとし
て、ここでは予測評価の対
象外とする。

工事の実施に伴う水の利用
については、散水や洗車に
よる一時的な利用が見込ま
れるが、大量の水利用は想
定されないことから、予測
評価の対象外とする。

節水により上水利用量の削
減が図られる。

－ 0 － － 0 0.0 0.0

環境項目
資源・廃
棄物

廃棄物 廃棄物発生量の減量化
廃棄物発生量の減量化に
よって削減される最終処分
量の水準

標準的な工事と同程度の廃
棄物の削減対策がなされ、
現在の廃棄物の発生水準と
同等の減量化が行われる。

施設の存在による廃棄物の
発生については、「競技の
実施による影響」で扱い、
ここでは対象外とする。

競技の実施に伴い排出され
る一般廃棄物は、現在と同
程度の減量化が行われ、最
終処分量は現状の水準と変
わらない。

標準的な工事と同程度の廃
棄物の削減対策がなされ、
現在の廃棄物の発生水準と
同等の減量化が行われる。

後利用で排出される一般廃
棄物は、現在と同程度の減
量化が行われ、最終処分量
は現状の水準と変わらな
い。

0 － 0 0 0 0.0

環境項目
資源・廃
棄物

廃棄物 廃棄物の有効利用
廃棄物の有効利用によって
削減される最終処分量の水
準

建設廃棄物の有効利用の取
り組みについて、現在の標
準的な工事と同程度の廃棄
物の有効利用がなされる。

施設の存在による廃棄物の
発生については、「競技の
実施による影響」で扱い、
ここでは対象外とする。

競技の実施に伴い排出され
る一般廃棄物は、現在と同
程度の有効利用がなされ、
最終処分量は現状の水準と
変わらない。

建設廃棄物の有効利用の取
り組みについて、現在の標
準的な工事と同程度の廃棄
物の有効利用がなされる。

後利用で排出される一般廃
棄物は、現在と同程度の有
効利用がなされ、最終処分
量は現状の水準と変わらな
い。

0 － 0 0 0 0.0

環境項目
資源・廃
棄物

エコマテリアル エコマテリアルの使用
再生可能資材・再生資材の
活用の水準

再生可能資材や再生資材が
最大限に利用され、現在の
水準を上回る。

施設の存在時におけるエコ
マテリアルの利用は想定さ
れないため対象外とする。

競技の実施時におけるエコ
マテリアルの利用は想定さ
れないため対象外とする。

再生可能資材や再生資材が
最大限に利用され、現在の
水準を上回る。

後利用時におけるエコマテ
リアルの利用は想定されな
いため対象外とする。

+1 － － +1 － 1.0 1.0

環境項目
温室効果
ガス

温室効果ガス 温室効果ガスの削減量

①エネルギー消費量による
CO2排出の概算
②既存施設における追加的
排出の有無

一般的な施設の建設工事と
同程度の排出量になる。

開催中の施設の存在による
影響については、「競技の
実施による影響」に含めて
扱う。

同等施設の標準的な排出量
となる。

一般的な施設の建設工事と
同程度の排出量になる。

同等施設の標準的な排出量
となる。

0 － 0 0 0 0.0 0.0

環境項目
温室効果
ガス

エネルギー エネルギー使用量の増減

①現在の使用量の水準（東
京都温暖化対策計画書制度
/東京都建築物環境計画書
制度による評価水準）
②省エネ再エネ対策・設備
の導入状況/可能性

一般的な施設の建設工事と
同程度の消費量になる。

開催中の施設の存在による
影響については、「競技の
実施による影響」に含めて
扱う。

同等施設の標準的な消費量
となる。

一般的な施設の建設工事と
同程度の消費量になる。

同等施設の標準的な消費量
となる。

0 － 0 0 0 0.0 0.0

-0.3

-0.6-1.0

0.30.0

0.0
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工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

評価点

一次評価

評価の指標 評価の基準

開催前
中項目
平均点

小項目
平均点

指標別
平均点

開催中 開催後 開催中 開催後大項目 中項目 小項目

評価
段階別影響

開催前

社会・経
済項目

土地利用 土地利用 土地の転用
土地利用の改変、転用の有
無

改変エリアは屋外利用地や
公園、運動場等であり自然
地や農地は存在しない。 0 0.0

社会・経
済項目

土地利用 土地利用 土地の有効利用 未利用地の解消の有無

未利用地の有効利用はな
い。

未利用地の有効利用はな
い。

0 0 0.0

社会・経
済項目

土地利用 地域分断
生活移動動線の分断又は進
展

歩行者、自転車等の移動動
線の分断をしないこと

既に公共的な利用がなされ
ている施設の場所であり、
改変エリアは生活移動動線
に影響しない。

移動動線は確保されてお
り、競技中も現況と変わら
ない。

移動動線は確保されてお
り、後利用時も生活移動動
線への影響はない。 0 0 0 0.0

社会・経
済項目

土地利用 地域分断
生活移動動線の分断又は進
展

歩行者、自転車等の動線の
ネットワーク化の進展の有
無

既に公共的利用がなされて
いる場所であり、現況と変
わらない。

既に公共的利用がなされて
いる場所であり、現況と変
わらない。

開催前から開催後を通じて
現況と変わらない。

0 0 0 0.0

社会・経
済項目

土地利用 移転 民家等の移転
民家等の移転を伴わないこ
と

改変エリアに民家等は存在
しない。

0 0.0 0.0

社会・経
済項目

交通
公共交通へのア
クセシビリティ

アクセス性
現在の会場までのアクセス
性

アクセス性向上の対策が無
く現況と同様のアクセス性
である。

アクセス性向上の対策が無
く現況と同様のアクセス性
である。 0 0 0.0 0.0

社会・経
済項目

交通 交通安全 交通安全
現在の歩車動線の分離（交
通安全性の向上）の状況

現状でも対策は十分になさ
れており、工事に伴う歩車
動線の未分離区間は発生し
ない。

競技の実施による影響に含
め、評価の対象外とする。

歩車動線は分離され、交通
安全上問題ないように計画
される。

現状でも対策は十分になさ
れており、工事に伴う歩車
動線の未分離区間は発生し
ない。

現状において歩車動線は分
離されており、後利用時に
も維持される。 0 － 0 0 0 0.0 0.0

社会・経
済項目

経済 事業採算性 施設整備費
施設整備費を適正に保つた
めの措置

対策が無い場合には標準的
な施設整備費となる。

対策が無い場合には標準的
な撤去・改修整備費とな
る。 0 0 0.0

社会・経
済項目

経済 事業採算性 運営経費
運営・維持コストの削減の
ための措置

対策を講じない場合には標
準的な運営経費となる。

対策を講じない場合には標
準的な運営経費となる。

0 0 0.0

0.0

0.0 0.0

0.0

0.0

0.0
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環境項目 主要環境 大気
汚染物質（NO2、SPM）の排
出量

排出の有無、現状より排出
増大の可能性

環境項目 主要環境 水質
汚濁負荷（COD、T-N、T-
P、BOD､SS等）の排出量

汚濁負荷物質排出の有無、
汚染増大の可能性

環境項目 主要環境 土壌
土壌汚染物質の拡散の可能
性

土地履歴調査等による土壌
汚染物質の存在可能性

環境項目 生態系
生物の生育・生
息基盤

生物の生育・生息基盤の状
況

①重要な生物・生態系の賦
存地の改変の有無
②生物の生育・生息基盤の
創出の有無

環境項目 生態系 水循環
雨水の地下浸透能力（地表
面被覆率）

現状の地表面被覆率

環境項目 生態系 生物・生態系
周辺の生物の生育・生息環
境の連続性

現況の生物の生育・生息環
境の連続性

環境項目 生態系 生物・生態系 重要な生物・生態系 重要な生物・生態系の状況

環境項目 生態系 生物・生態系
生物相の豊かさ（鳥類相で
代表）

現況の生息種数（現状生息
する種のうち、生息が困難
となる可能性のある種の有
無、種数）

環境項目 生態系 緑 緑被面積（屋上含む） 現況の緑被率の状況

環境項目 生態系 緑 緑化の状況
東京都の自然保護条例、建
築物環境計画書制度におけ
る緑化の評価基準

環境項目 生活環境 騒音 環境・交通騒音レベル
①環境基準及び法令等によ
る基準
②現況の騒音レベル

環境項目 生活環境 日影
日照の阻害の有無（阻害を
受ける住戸等の有無）

現状の日照阻害の状況

評価の指標 評価の基準

大項目 中項目 小項目

評価

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

工事による大気環境への影
響がみられるが、ミティ
ゲーションの実施により、
大気質の濃度をほとんど悪
化させない程度となる。

影響要因は想定されないた
め対象外。

施設等の利用、各施設間の
人の移動に伴う大気環境へ
の影響はほとんどなく、ミ
ティゲーションの実施によ
り大気環境が改善される。

工事による大気環境への影
響がみられるが、ミティ
ゲーションの実施により、
大気質の濃度をほとんど悪
化させない程度となる。

施設等の利用、各施設間の
人の移動に伴う大気環境へ
の影響はほとんどなく、ミ
ティゲーションの実施によ
り大気環境が改善される。

0 － +1 0 +1 0.5 0.5

工事の実施に伴って公共用
水域の水質に影響を及ぼす
ことはないことから、ミ
ティゲーションは想定して
いない。

影響要因が想定されないこ
とから対象外とする。

施設の供用に伴うし尿等の
汚水による影響はないこと
から、ミティゲーションは
想定していない。

工事の実施に伴って公共用
水域の水質に影響を及ぼす
ことはないことから、ミ
ティゲーションは想定して
いない。

施設の供用に伴うし尿等の
汚水による影響はないこと
から、ミティゲーションは
想定していない。 0 － 0 0 0 0.0 0.0

履歴調査の結果、土壌汚染
物質の存在の可能性はない
ことから、ミティゲーショ
ンは想定していない。

影響要因が想定されないこ
とから対象外とする。

影響要因が想定されないこ
とから対象外とする。

工事の内容から土壌汚染物
質の拡散の可能性はないこ
とから、ミティゲーション
は想定していない。

影響要因が想定されないこ
とから対象外とする。

0 － － 0 － 0.0 0.0

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

重要な生物・生態系の賦存
地の改変はない。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

重要な生物・生態系の賦存
地の改変はない。

－ 0 － 0 0.0 0.0

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

海面埋立地であるため対象
外とする。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

海面埋立地であるため対象
外とする。

－ － － － - -

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

ミティゲーションの実施に
より、周辺の生物の生育・
生息環境の連続性が部分的
に改善するものの、現況レ
ベルまで改善しない。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

ミティゲーションの実施に
より、周辺の生物の生育・
生息環境の連続性が部分的
に改善するものの、現況レ
ベルまで改善しない。

－ -1 － -1 -1.0

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

重要な生物・生態系の指定
地域の改変はない。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

重要な生物・生態系の指定
地域の改変はない。

－ 0 － 0 0.0

工事に伴う作業員の立ち入
り等により、生息が困難と
なる可能性のある種が存在
する。

生息が困難となる可能性の
ある種は存在しないことか
ら、現況と変わらない。

生息が困難となる可能性の
ある種は存在しないことか
ら、現況と変わらない。

工事に伴う作業員の立ち入
り等により、生息が困難と
なる可能性のある種が存在
する。

生息が困難となる可能性の
ある種は存在しないことか
ら、現況と変わらない。

-1 0 0 -1 0 -0.4

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

現況63.2％の緑被率が
33.4％となり、緑被率が
29.8ポイント減少する。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

現況63.2％の緑被率が
48.7％となり、緑被率が
14.5ポイント減少する。

－ -2 － -1 -1.5

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

緑化基準を満たしていな
い。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

緑化率が28.4％となり段階
2の水準を達成。

－ -1 － +1 0.0

工事の実施に伴う騒音によ
る影響がみられるが、ミ
ティゲーションにより周辺
の生活環境に影響を及ぼさ
ない程度となる。

影響要因は想定されないこ
とから対象外とする。

施設の供用、声援や応援等
が周辺の生活環境に影響を
及ぼすことはないことか
ら、ミティゲーションは想
定していない。

工事の実施に伴う騒音によ
る影響がみられるが、ミ
ティゲーションにより周辺
の生活環境に影響を及ぼさ
ない程度となる。

既存の公園内の施設であり
周辺の生活環境への影響は
ないことから、ミティゲー
ションは想定していない。 0 － 0 0 0 0.0 0.0

施設の存在による影響はな
いことから、ミティゲー
ションは想定していない。

影響要因は想定されないこ
とから対象外とする。

施設の存在による影響はな
いことから、ミティゲー
ションは想定していない。

0 － 0 0.0 0.0

0.2

-0.4-0.5

-0.8

0.0

小項目
平均点

指標別
平均点

開催後

評価点

二次評価

開催中 開催後開催前
中項目
平均点

段階別影響

開催前 開催中
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会場別予測評価結果表(22_葛西臨海公園)

評価の指標 評価の基準

大項目 中項目 小項目

評価

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

景観 緑視率 現況の緑視率

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

景観 優れた眺望又は景観の阻害

①周辺の視点場から眺望で
きる優れた眺望景観の阻害
の有無
②景観形成特別地区の景観
を阻害しないこと

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

自然との触れ合
い活動の場

自然との触れ合い活動の場
の変化

自然との触れ合い活動の場
の消失又は改善・創出

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

自然との触れ合
い活動の場

自然との触れ合い活動の変
化

自然との触れ合い活動の阻
害又は促進（場へのアクセ
ス性含む）の有無

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

歩行者空間の快
適性

街路樹等緑陰の状況（緑陰
面積）

現況の街路樹及び接道緑
化、壁面緑化の状況

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

史跡・文化財
史跡・文化財の保護・保全
の状況

文化財等の保存及び管理の
支障の有無

環境項目
資源・廃
棄物

水利用 上水利用量の削減 現在の上水利用量の水準

環境項目
資源・廃
棄物

廃棄物 廃棄物発生量の減量化
廃棄物発生量の減量化に
よって削減される最終処分
量の水準

環境項目
資源・廃
棄物

廃棄物 廃棄物の有効利用
廃棄物の有効利用によって
削減される最終処分量の水
準

環境項目
資源・廃
棄物

エコマテリアル エコマテリアルの使用
再生可能資材・再生資材の
活用の水準

環境項目
温室効果
ガス

温室効果ガス 温室効果ガスの削減量

①エネルギー消費量による
CO2排出の概算
②既存施設における追加的
排出の有無

環境項目
温室効果
ガス

エネルギー エネルギー使用量の増減

①現在の使用量の水準（東
京都温暖化対策計画書制度
/東京都建築物環境計画書
制度による評価水準）
②省エネ再エネ対策・設備
の導入状況/可能性

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

小項目
平均点

指標別
平均点

開催後

評価点

二次評価

開催中 開催後開催前
中項目
平均点

段階別影響

開催前 開催中

カヌーコース水路間の芝生
化、低木植栽を想定する
が、視認できる緑はすべて
施設手前であり、現況と変
わらない。

恒久のカヌーコースが残る
が、開催中に整備した芝生
や樹木を維持する。整備さ
れた緑地は現況と同等の緑
視率となるように配置され
ていることを想定する。

0 0 0.0

眺望景観及び景観形成特別
地区の景観を阻害すること
はない。

眺望景観及び景観形成特別
地区の景観を阻害すること
はない。

0 0 0.0

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

現段階ではミティゲーショ
ンは想定していない。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

ミティゲーションの実施に
より、自然との触れ合い活
動の場の創出を図るが、現
況レベルまでは達しない。 － -1 － -1 -1.0

ミティゲーションの実施に
より、現況レベルまで自然
との触れ合い活動が改善す
る。

ミティゲーションの実施に
より、自然との触れ合い活
動が向上するとともに、ア
クセス性も向上する。

現段階ではミティゲーショ
ンは想定していない。

ミティゲーションの実施に
より、現況レベルまで自然
との触れ合い活動が改善す
る。

ミティゲーションの実施に
より、自然との触れ合い活
動が向上する。

0 +1 -1 0 +1 0.2

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

改変される樹木について
は、会場エリア内へ移植を
行うことにより、緑陰面積
及び歩行者が感じる快適性
ともに現況と変わらない。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

仮設撤去後の原状復帰、移
植を維持することにより、
緑陰面積及び歩行者が感じ
る快適性ともに現況と変わ
らない。

－ 0 － 0 0.0 0.0

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

周辺に史跡・文化財は存在
しない。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

周辺に史跡・文化財は存在
しない。

－ 0 － 0 0.0 0.0

工事の実施に伴う水の利用
については、散水や洗車に
よる一時的な利用が見込ま
れるが、大量の水利用は想
定されないことから、予測
評価の対象外とする。

節水のほか、雨水または再
生水（中水含む）の利用施
設が設置され、水の有効利
用が図られる。

競技の実施時における会場
の利用者による水利用につ
いては、「施設の存在によ
る影響」に含めるものとし
て、ここでは予測評価の対
象外とする。

工事の実施に伴う水の利用
については、散水や洗車に
よる一時的な利用が見込ま
れるが、大量の水利用は想
定されないことから、予測
評価の対象外とする。

節水のほか、雨水または再
生水（中水含む）の利用施
設が設置され、水の有効利
用が図られる。 － +1 － － +1 1.0 1.0

建設廃棄物の対策はリサイ
クルによるものが大部分で
あり、減量による最終処分
量の大幅な削減は見込めな
い。

施設の存在による廃棄物の
発生については、「競技の
実施による影響」で扱い、
ここでは対象外とする。

既に容器包装廃棄物のリサ
イクル分別などが実施され
ており、廃棄物の発生抑制
策による最終処分量の大幅
な削減は見込めない。

建設廃棄物の対策はリサイ
クルによるものが大部分で
あり、減量による最終処分
量の大幅な削減は見込めな
い。

既に容器包装廃棄物のリサ
イクル分別などが実施され
ており、廃棄物の発生抑制
策による最終処分量の大幅
な削減は見込めない。

0 － 0 0 0 0.0

「東京都建設リサイクル推
進計画」等に基づく有効利
用策の促進により、建設廃
棄物の最終処分量は現在の
水準から20％以上削減され
る。

施設の存在による廃棄物の
発生については、「競技の
実施による影響」で扱い、
ここでは対象外とする。

資源ごみ回収やごみ処理過
程資源化、熱回収等の促進
により、一般廃棄物の最終
処分量は現在の水準から
30％程度削減される。

「東京都建設リサイクル推
進計画」等に基づく有効利
用策の促進により、建設廃
棄物の最終処分量は現在の
水準から20％以上削減され
る。

資源ごみ回収やごみ処理過
程資源化、熱回収等の促進
により、一般廃棄物の最終
処分量は現在の水準から
30％程度削減される。

+1 － +1 +1 +1 1.0

再生可能資材や再生資材が
最大限に利用され、現在の
水準を上回る。

施設の存在時におけるエコ
マテリアルの利用は想定さ
れないため対象外とする。

競技の実施時におけるエコ
マテリアルの利用は想定さ
れないため対象外とする。

再生可能資材や再生資材が
最大限に利用され、現在の
水準を上回る。

後利用時におけるエコマテ
リアルの利用は想定されな
いため対象外とする。

+1 － － +1 － 1.0 1.0

低燃費型建設機械の採用等
により、約20～40％の削減
が図られる。

開催中の施設の存在による
影響については、「競技の
実施による影響」で扱い、
ここでは対象外とする。

最高水準の省エネルギー技
術の活用等により、23.1％
程度の削減が図られる。

低燃費型建設機械の採用等
により、約20～40％の削減
が図られる。

最高水準の省エネルギー技
術の活用等により、50％程
度の削減が図られる。

+2 － +2 +2 +2 2.0 2.0

低燃費型建設機械の採用等
により、約20～40％の低減
が図られる。

開催中の施設の存在による
影響については、「競技の
実施による影響」で扱い、
ここでは対象外とする。

最高水準の省エネルギー技
術の活用等により、23.1％
程度の低減が図られる。

低燃費型建設機械の採用等
により、約20～40％の低減
が図られる。

最高水準の省エネルギー技
術の活用等により、50％程
度の低減が図られる。

+2 － +2 +2 +2 2.0 2.0

0.80.5

2.0

0.0

-0.1-0.4
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会場別予測評価結果表(22_葛西臨海公園)

評価の指標 評価の基準

大項目 中項目 小項目

評価

社会・経
済項目

土地利用 土地利用 土地の転用
土地利用の改変、転用の有
無

社会・経
済項目

土地利用 土地利用 土地の有効利用 未利用地の解消の有無

社会・経
済項目

土地利用 地域分断
生活移動動線の分断又は進
展

歩行者、自転車等の移動動
線の分断をしないこと

社会・経
済項目

土地利用 地域分断
生活移動動線の分断又は進
展

歩行者、自転車等の動線の
ネットワーク化の進展の有
無

社会・経
済項目

土地利用 移転 民家等の移転
民家等の移転を伴わないこ
と

社会・経
済項目

交通
公共交通へのア
クセシビリティ

アクセス性
現在の会場までのアクセス
性

社会・経
済項目

交通 交通安全 交通安全
現在の歩車動線の分離（交
通安全性の向上）の状況

社会・経
済項目

経済 事業採算性 施設整備費
施設整備費を適正に保つた
めの措置

社会・経
済項目

経済 事業採算性 運営経費
運営・維持コストの削減の
ための措置

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

小項目
平均点

指標別
平均点

開催後

評価点

二次評価

開催中 開催後開催前
中項目
平均点

段階別影響

開催前 開催中

改変エリアは屋外利用地や
公園、運動場等であり自然
地や農地は存在しない。 0 0.0

未利用地の有効利用はな
い。

未利用地の有効利用はな
い。

0 0 0.0

既に公共的な利用がなされ
ている施設の場所であり、
改変エリアは生活移動動線
に影響しない。

移動動線は確保されてお
り、競技中も現況と変わら
ない。

移動動線は確保されてお
り、後利用時も生活移動動
線への影響はない。 0 0 0 0.0

既に公共的利用がなされて
いる場所であり、現況と変
わらない。

既に公共的利用がなされて
いる場所であり、現況と変
わらない。

開催前から開催後を通じて
現況と変わらない。

0 0 0 0.0

改変エリアに民家等は存在
しない。

0 0.0 0.0

アクセス性向上の対策が無
く現況と同様のアクセス性
である。

アクセス性向上の対策が無
く現況と同様のアクセス性
である。 0 0 0.0 0.0

現状でも対策は十分になさ
れており、工事に伴う歩車
動線の未分離区間は発生し
ない。

競技の実施による影響に含
め、評価の対象外とする。

歩車動線は分離され、交通
安全上問題ないように計画
される。

現状でも対策は十分になさ
れており、工事に伴う歩車
動線の未分離区間は発生し
ない。

現状において歩車動線は分
離されており、後利用時に
も維持される。 0 － 0 0 0 0.0 0.0

再生可能材の活用等によ
り、最先端技術導入による
コスト増を相殺して標準的
な整備費となる。

再生可能材により整備費や
廃棄物処理費用を抑制する
等の費用削減措置が取られ
る。

0 +1 0.5

エネルギー利用の最適化や
ボランティアの活用により
運営経費、維持管理コスト
の削減が図られる。

エネルギー利用の最適化等
により後利用時も光熱費等
の維持管理コストの削減が
図られる。

+1 +1 1.0

項目 一次評価 二次評価
主要環境 -0.2 0.2
生態系 -0.7 -0.4
生活環境 -0.3 0.0
ｱﾒﾆﾃｨ・文化 -0.6 -0.1
資源・廃棄物 0.3 0.8
温室効果ガス 0.0 2.0
土地利用 0.0 0.0
交通 0.0 0.0
経済 0.0 0.8

0.8

0.0

0.0

0.0

0.0

0.8

-2
-1
0
1
2
主要環境

生態系

生活環境

ｱﾒﾆﾃｨ・文化

資源・廃棄物温室効果ガス

土地利用

交通

経済 一次評価

二次評価
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会場別予測評価結果表(23～24_夢の島ユース・プラザ・アリーナＡ、Ｂ)

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

環境項目 主要環境 大気
汚染物質（NO2、SPM）の排
出量

排出の有無、現状より排出
増大の可能性

工事の実施による濃度の変
化（付加率）が5％未満で
ある。

影響要因は想定されないた
め対象外。

施設等の利用、各施設間の
人の移動に伴う汚染物質の
排出が周辺の大気環境に与
える影響はほとんどない。

工事の実施による濃度の変
化（付加率）が5％未満で
ある。

施設等の利用、各施設間の
人の移動に伴う汚染物質の
排出が周辺の大気環境に与
える影響はほとんどない。 -1 － 0 -1 0 -0.5 -0.5

環境項目 主要環境 水質
汚濁負荷（COD、T-N、T-
P、BOD､SS等）の排出量

汚濁負荷物質排出の有無、
汚染増大の可能性

工事の実施に伴うし尿等の
汚水は公共下水道等に排出
することから、公共用水域
の水質に影響を及ぼすこと
はない。

影響要因が想定されないこ
とから対象外とする。

施設の供用に伴うし尿等の
汚水は公共下水道等に排出
することから、公共用水域
の水質に影響を及ぼすこと
はない。

工事の実施に伴うし尿等の
汚水は公共下水道等に排出
することから、公共用水域
の水質に影響を及ぼすこと
はない。

施設の供用に伴うし尿等の
汚水は公共下水道等に排出
することから、公共用水域
の水質に影響を及ぼすこと
はない。

0 － 0 0 0 0.0 0.0

環境項目 主要環境 土壌
土壌汚染物質の拡散の可能
性

土地履歴調査等による土壌
汚染物質の存在可能性

履歴調査の結果、建設予定
地の土壌汚染の可能性が想
定される。

影響要因が想定されないこ
とから対象外とする。

影響要因が想定されないこ
とから対象外とする。

仮設撤去において土地の改
変等を伴う工事は実施しな
いことから対象外とする。

影響要因が想定されないこ
とから対象外とする。

-1 － － － － -1.0 -1.0

環境項目 生態系
生物の生育・生
息基盤

生物の生育・生息基盤の状
況

①重要な生物・生態系の賦
存地の改変の有無
②生物の生育・生息基盤の
創出の有無

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

重要な生物・生態系の賦存
地の改変はない。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

重要な生物・生態系の賦存
地の改変はない。

－ 0 － 0 0.0 0.0

環境項目 生態系 水循環
雨水の地下浸透能力（地表
面被覆率）

現状の地表面被覆率

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

海面埋立地であるため対象
外とする。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

海面埋立地であるため対象
外とする。

－ － － － - -

環境項目 生態系 生物・生態系
周辺の生物の生育・生息環
境の連続性

現況の生物の生育・生息環
境の連続性

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

生物の生育・生息場所は改
変されない。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

仮設の撤去や施設の後利用
の対象は、駐車場、砂利・
舗装面、運動場、芝生であ
り、評価対象とする環境で
はないため、現況と変わら
ない。

－ 0 － 0 0.0

環境項目 生態系 生物・生態系 重要な生物・生態系 重要な生物・生態系の状況

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

重要な生物・生態系の指定
地域の改変はない。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

重要な生物・生態系の指定
地域の改変はない。

－ 0 － 0 0.0

環境項目 生態系 生物・生態系
生物相の豊かさ（鳥類相で
代表）

現況の生息種数（現状生息
する種のうち、生息が困難
となる可能性のある種の有
無、種数）

工事に伴う騒音や作業員の
立ち入り等により、生息が
困難となる可能性のある種
が存在する。

生息が困難となる可能性の
ある種は存在しないことか
ら、現況と変わらない。

生息が困難となる可能性の
ある種は存在しないことか
ら、現況と変わらない。

工事に伴う騒音や作業員の
立ち入りにより、生息が困
難となる可能性のある種が
存在する。

生息が困難となる可能性の
ある種は存在しないことか
ら、現況と変わらない。

-1 0 0 -1 0 -0.4

環境項目 生態系 緑 緑被面積（屋上含む） 現況の緑被率の状況

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

現況55.5％の緑被率が
31.1％となり、24.4ポイン
トと大きく減少する。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

現況55.5％の緑被率が
31.1％となり、24.4ポイン
トと大きく減少する。

－ -2 － -2 -2.0

環境項目 生態系 緑 緑化の状況
東京都の自然保護条例、建
築物環境計画書制度におけ
る緑化の評価基準

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

樹林地の改変を受けるが緑
化率は21.7％となり、段階
2の水準を達成。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

樹林地の改変を受けるが緑
化率は21.7％となり、段階
2の水準を達成。

－ +1 － +1 1.0

環境項目 生活環境 騒音 環境・交通騒音レベル
①環境基準及び法令等によ
る基準
②現況の騒音レベル

工事の実施に伴う騒音によ
る周辺の生活環境への影響
がみられる。

影響要因は想定されないこ
とから対象外とする。

施設の供用、声援や応援等
による騒音の発生がみられ
るが、周辺の生活環境に影
響を及ぼすことはない。

工事の実施に伴う騒音によ
る周辺の生活環境への影響
がみられる。

開催後の後利用は開催中と
同様に屋内でのイベント開
催であることから、周辺の
生活環境に影響を及ぼすこ
とはない。

-1 － 0 -1 0 -0.5 -0.5

環境項目 生活環境 日影
日照の阻害の有無（阻害を
受ける住戸等の有無）

現状の日照阻害の状況

日影は概ね会場エリア内に
留まることから周辺への影
響はない。

影響要因は想定されないこ
とから対象外とする。

開催後に、新たな施設によ
る日影は生じないことから
影響はない。

0 － 0 0.0 0.0

-0.1

-0.5

-0.3

評価点

-0.5

-0.2

一次評価

評価の指標 評価の基準

開催前
中項目
平均点

小項目
平均点

指標別
平均点

開催中 開催後 開催中 開催後大項目 中項目 小項目

評価
段階別影響

開催前
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工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

評価点

一次評価

評価の指標 評価の基準

開催前
中項目
平均点

小項目
平均点

指標別
平均点

開催中 開催後 開催中 開催後大項目 中項目 小項目

評価
段階別影響

開催前

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

景観 緑視率 現況の緑視率

恒久のアリーナの設置によ
る緑視率の低下は約0.4ポ
イントであり、現況と変わ
らない。

恒久のアリーナの整備によ
る緑視率の減少は約0.4ポ
イントであり、現況と変わ
らない。 0 0 0.0

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

景観 優れた眺望又は景観の阻害

①周辺の視点場から眺望で
きる優れた眺望景観の阻害
の有無
②景観形成特別地区の景観
を阻害しないこと

眺望景観及び景観形成特別
地区の景観を阻害すること
はない。

眺望景観及び景観形成特別
地区の景観を阻害すること
はない。

0 0 0.0

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

自然との触れ合
い活動の場

自然との触れ合い活動の場
の変化

自然との触れ合い活動の場
の消失又は改善・創出

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

改変部が自然との触れ合い
活動の場の主要部や周縁部
ではない、又は半分弱にみ
たないことから、現況と変
わらない。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

改変部が自然との触れ合い
活動の場の主要部や周縁部
ではない、又は半分弱にみ
たないことから、現況と変
わらない。

－ 0 － 0 0.0

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

自然との触れ合
い活動の場

自然との触れ合い活動の変
化

自然との触れ合い活動の阻
害又は促進（場へのアクセ
ス性含む）の有無

騒音、アクセス規制によ
り、自然との触れ合い活動
自体及びアクセスが阻害さ
れる。

主要なアクセスルートが物
理的に改変・遮断されない
ことから、現況と変わらな
い。

会場エリア内の入場が規制
されることから、自然との
触れ合い活動のアクセスが
阻害される。

騒音、アクセス規制によ
り、自然との触れ合い活動
自体及びアクセスが阻害さ
れる。

主要なアクセスルートが物
理的に改変・遮断されな
い、又は現況で自然との触
れ合い活動が行われてな
い。

-2 0 -1 -2 0 -1.0

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

歩行者空間の快
適性

街路樹等緑陰の状況（緑陰
面積）

現況の街路樹及び接道緑
化、壁面緑化の状況

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

恒設のアリーナの整備によ
り樹木が影響を受けるた
め、会場エリア内の緑陰面
積が減少する。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

恒設のアリーナの存在によ
り、緑陰面積が減少した状
態が続く。
アクセスルートに面した樹
木に変化はなく、歩行者が
感じる快適性は変わらな
い

－ -1 － -1 -1.0 -1.0

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

史跡・文化財
史跡・文化財の保護・保全
の状況

文化財等の保存及び管理の
支障の有無

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

周辺に史跡・文化財は存在
しない。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

周辺に史跡・文化財は存在
しない。

－ 0 － 0 0.0 0.0

環境項目
資源・廃
棄物

水利用 上水利用量の削減 現在の上水利用量の水準

工事の実施に伴う水の利用
については、散水や洗車に
よる一時的な利用が見込ま
れるが、大量の水利用は想
定されないことから、予測
評価の対象外とする。

節水により上水利用量の削
減が図られる。

競技の実施時における会場
の利用者による水利用につ
いては、「施設の存在によ
る影響」に含めるものとし
て、ここでは予測評価の対
象外とする。

工事の実施に伴う水の利用
については、散水や洗車に
よる一時的な利用が見込ま
れるが、大量の水利用は想
定されないことから、予測
評価の対象外とする。

節水により上水利用量の削
減が図られる。

－ 0 － － 0 0.0 0.0

環境項目
資源・廃
棄物

廃棄物 廃棄物発生量の減量化
廃棄物発生量の減量化に
よって削減される最終処分
量の水準

標準的な工事と同程度の廃
棄物の削減対策がなされ、
現在の廃棄物の発生水準と
同等の減量化が行われる。

施設の存在による廃棄物の
発生については、「競技の
実施による影響」で扱い、
ここでは対象外とする。

競技の実施に伴い排出され
る一般廃棄物は、現在と同
程度の減量化が行われ、最
終処分量は現状の水準と変
わらない。

標準的な工事と同程度の廃
棄物の削減対策がなされ、
現在の廃棄物の発生水準と
同等の減量化が行われる。

後利用で排出される一般廃
棄物は、現在と同程度の減
量化が行われ、最終処分量
は現状の水準と変わらな
い。

0 － 0 0 0 0.0

環境項目
資源・廃
棄物

廃棄物 廃棄物の有効利用
廃棄物の有効利用によって
削減される最終処分量の水
準

建設廃棄物の有効利用の取
り組みについて、現在の標
準的な工事と同程度の廃棄
物の有効利用がなされる。

施設の存在による廃棄物の
発生については、「競技の
実施による影響」で扱い、
ここでは対象外とする。

競技の実施に伴い排出され
る一般廃棄物は、現在と同
程度の有効利用がなされ、
最終処分量は現状の水準と
変わらない。

建設廃棄物の有効利用の取
り組みについて、現在の標
準的な工事と同程度の廃棄
物の有効利用がなされる。

後利用で排出される一般廃
棄物は、現在と同程度の有
効利用がなされ、最終処分
量は現状の水準と変わらな
い。

0 － 0 0 0 0.0

環境項目
資源・廃
棄物

エコマテリアル エコマテリアルの使用
再生可能資材・再生資材の
活用の水準

再生可能資材や再生資材が
最大限に利用され、現在の
水準を上回る。

施設の存在時におけるエコ
マテリアルの利用は想定さ
れないため対象外とする。

競技の実施時におけるエコ
マテリアルの利用は想定さ
れないため対象外とする。

再生可能資材や再生資材が
最大限に利用され、現在の
水準を上回る。

後利用時におけるエコマテ
リアルの利用は想定されな
いため対象外とする。

+1 － － +1 － 1.0 1.0

環境項目
温室効果
ガス

温室効果ガス 温室効果ガスの削減量

①エネルギー消費量による
CO2排出の概算
②既存施設における追加的
排出の有無

一般的な施設の建設工事と
同程度の排出量になる。

開催中の施設の存在による
影響については、「競技の
実施による影響」に含めて
扱う。

同等施設の標準的な排出量
となる。

一般的な施設の建設工事と
同程度の排出量になる。

同等施設の標準的な排出量
となる。

0 － 0 0 0 0.0 0.0

環境項目
温室効果
ガス

エネルギー エネルギー使用量の増減

①現在の使用量の水準（東
京都温暖化対策計画書制度
/東京都建築物環境計画書
制度による評価水準）
②省エネ再エネ対策・設備
の導入状況/可能性

一般的な施設の建設工事と
同程度の消費量になる。

開催中の施設の存在による
影響については、「競技の
実施による影響」に含めて
扱う。

同等施設の標準的な消費量
となる。

一般的な施設の建設工事と
同程度の消費量になる。

同等施設の標準的な消費量
となる。

0 － 0 0 0 0.0 0.0

0.30.0

0.0

-0.5

0.0

-0.4
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会場別予測評価結果表(23～24_夢の島ユース・プラザ・アリーナＡ、Ｂ)

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

評価点

一次評価

評価の指標 評価の基準

開催前
中項目
平均点

小項目
平均点

指標別
平均点

開催中 開催後 開催中 開催後大項目 中項目 小項目

評価
段階別影響

開催前

社会・経
済項目

土地利用 土地利用 土地の転用
土地利用の改変、転用の有
無

改変エリアは未利用地、公
園、運動場となっており自
然地や農地は存在しない。 0 0.0

社会・経
済項目

土地利用 土地利用 土地の有効利用 未利用地の解消の有無

会場の一部が未利用地であ
り開催中に競技会場として
有効活用される。

大規模体育館としての有効
利用が継続される。

+1 +1 1.0

社会・経
済項目

土地利用 地域分断
生活移動動線の分断又は進
展

歩行者、自転車等の移動動
線の分断をしないこと

既に公共的な利用がなされ
ている施設の場所であり、
改変エリアは生活移動動線
に影響しない。

移動動線は確保されてお
り、競技中も現況と変わら
ない。

移動動線は確保されてお
り、後利用時も生活移動動
線への影響はない。 0 0 0 0.0

社会・経
済項目

土地利用 地域分断
生活移動動線の分断又は進
展

歩行者、自転車等の動線の
ネットワーク化の進展の有
無

既に公共的利用がなされて
いる場所であり、現況と変
わらない。

既に公共的利用がなされて
いる場所であり、現況と変
わらない。

開催前から開催後を通じて
現況と変わらない。

0 0 0 0.0

社会・経
済項目

土地利用 移転 民家等の移転
民家等の移転を伴わないこ
と

改変エリアに存在する福祉
施設は老朽化等により大会
開催によらず統廃合を検討
している。

0 0.0 0.0

社会・経
済項目

交通
公共交通へのア
クセシビリティ

アクセス性
現在の会場までのアクセス
性

新木場駅への観戦客の集中
によるアクセス性低下

アクセス性向上の対策が無
く現況と同様のアクセス性
である。 -1 0 -0.5 -0.5

社会・経
済項目

交通 交通安全 交通安全
現在の歩車動線の分離（交
通安全性の向上）の状況

現状でも対策は十分になさ
れており、工事に伴う歩車
動線の未分離区間は発生し
ない。

競技の実施による影響に含
め、評価の対象外とする。

現状において歩車動線は分
離されており、開催中も維
持される。

現状でも対策は十分になさ
れており、工事に伴う歩車
動線の未分離区間は発生し
ない。

現状において歩車動線は分
離されており、後利用時に
も維持される。 0 － 0 0 0 0.0 0.0

社会・経
済項目

経済 事業採算性 施設整備費
施設整備費を適正に保つた
めの措置

対策が無い場合には標準的
な施設整備費となる。

対策が無い場合には標準的
な撤去・改修整備費とな
る。 0 0 0.0

社会・経
済項目

経済 事業採算性 運営経費
運営・維持コストの削減の
ための措置

対策を講じない場合には標
準的な運営経費となる。

対策を講じない場合には標
準的な運営経費となる。

0 0 0.0

-0.3

0.0 0.0

0.5

0.2

0.0
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会場別予測評価結果表(23～24_夢の島ユース・プラザ・アリーナＡ、Ｂ)

環境項目 主要環境 大気
汚染物質（NO2、SPM）の排
出量

排出の有無、現状より排出
増大の可能性

環境項目 主要環境 水質
汚濁負荷（COD、T-N、T-
P、BOD､SS等）の排出量

汚濁負荷物質排出の有無、
汚染増大の可能性

環境項目 主要環境 土壌
土壌汚染物質の拡散の可能
性

土地履歴調査等による土壌
汚染物質の存在可能性

環境項目 生態系
生物の生育・生
息基盤

生物の生育・生息基盤の状
況

①重要な生物・生態系の賦
存地の改変の有無
②生物の生育・生息基盤の
創出の有無

環境項目 生態系 水循環
雨水の地下浸透能力（地表
面被覆率）

現状の地表面被覆率

環境項目 生態系 生物・生態系
周辺の生物の生育・生息環
境の連続性

現況の生物の生育・生息環
境の連続性

環境項目 生態系 生物・生態系 重要な生物・生態系 重要な生物・生態系の状況

環境項目 生態系 生物・生態系
生物相の豊かさ（鳥類相で
代表）

現況の生息種数（現状生息
する種のうち、生息が困難
となる可能性のある種の有
無、種数）

環境項目 生態系 緑 緑被面積（屋上含む） 現況の緑被率の状況

環境項目 生態系 緑 緑化の状況
東京都の自然保護条例、建
築物環境計画書制度におけ
る緑化の評価基準

環境項目 生活環境 騒音 環境・交通騒音レベル
①環境基準及び法令等によ
る基準
②現況の騒音レベル

環境項目 生活環境 日影
日照の阻害の有無（阻害を
受ける住戸等の有無）

現状の日照阻害の状況

評価の指標 評価の基準

大項目 中項目 小項目

評価

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

工事による大気環境への影
響がみられるが、ミティ
ゲーションの実施により、
大気質の濃度をほとんど悪
化させない程度となる。

影響要因は想定されないた
め対象外。

施設等の利用、各施設間の
人の移動に伴う大気環境へ
の影響はほとんどなく、ミ
ティゲーションの実施によ
り大気環境が改善される。

工事による大気環境への影
響がみられるが、ミティ
ゲーションの実施により、
大気質の濃度をほとんど悪
化させない程度となる。

施設等の利用、各施設間の
人の移動に伴う大気環境へ
の影響はほとんどなく、ミ
ティゲーションの実施によ
り大気環境が改善される。

0 － +1 0 +1 0.5 0.5

工事の実施に伴って公共用
水域の水質に影響を及ぼす
ことはないことから、ミ
ティゲーションは想定して
いない。

影響要因が想定されないこ
とから対象外とする。

施設の供用に伴うし尿等の
汚水による影響はないこと
から、ミティゲーションは
想定していない。

工事の実施に伴って公共用
水域の水質に影響を及ぼす
ことはないことから、ミ
ティゲーションは想定して
いない。

施設の供用に伴うし尿等の
汚水による影響はないこと
から、ミティゲーションは
想定していない。 0 － 0 0 0 0.0 0.0

土壌汚染の可能性が想定さ
れるが、工事の際に汚染が
確認された場合はミティ
ゲーションの実施により土
壌汚染物質が除去される。

影響要因が想定されないこ
とから対象外とする。

影響要因が想定されないこ
とから対象外とする。

仮設撤去において土地の改
変等を伴う工事は実施しな
いことから対象外とする。

影響要因が想定されないこ
とから対象外とする。

+1 － － － － 1.0 1.0

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

重要な生物・生態系の賦存
地の改変はない。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

重要な生物・生態系の賦存
地の改変はない。

－ 0 － 0 0.0 0.0

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

海面埋立地であるため対象
外とする。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

海面埋立地であるため対象
外とする。

－ － － － - -

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

生物の生育・生息場所は改
変されない。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

周辺の生物の生育・生息場
所の連続性は現況と変わら
ない。

－ 0 － 0 0.0

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

重要な生物・生態系の指定
地域の改変はない。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

重要な生物・生態系の指定
地域の改変はない。

－ 0 － 0 0.0

工事に伴う作業員の立ち入
り等により、生息が困難と
なる可能性のある種が存在
する。

生息が困難となる可能性の
ある種は存在しないことか
ら、現況と変わらない。

生息が困難となる可能性の
ある種は存在しないことか
ら、現況と変わらない。

工事に伴う作業員の立ち入
り等により、生息が困難と
なる可能性のある種が存在
する。

生息が困難となる可能性の
ある種は存在しないことか
ら、現況と変わらない。

-1 0 0 -1 0 -0.4

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

現況55.5％の緑被率は
54.7％となり現況とほぼか
わらない。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

現況55.5％の緑被率は
61.5％となり、緑被率が
6.0ポイント増加する。

－ 0 － +1 0.5

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

緑化率が36.2％となり、段
階3を達成。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

緑化率が41.7％となり、段
階3を達成。

－ +2 － +2 2.0

工事の実施に伴う騒音によ
る影響がみられるが、ミ
ティゲーションにより周辺
の生活環境に影響を及ぼさ
ない程度となる。

影響要因は想定されないこ
とから対象外とする。

施設の供用、声援や応援等
が周辺の生活環境に影響を
及ぼすことはないことか
ら、ミティゲーションは想
定していない。

工事の実施に伴う騒音によ
る影響がみられるが、ミ
ティゲーションにより周辺
の生活環境に影響を及ぼさ
ない程度となる。

屋内でのイベント開催であ
り、周辺の生活環境への影
響はないことから、ミティ
ゲーションは想定していな
い。

0 － 0 0 0 0.0 0.0

施設の存在による影響はな
いことから、ミティゲー
ションは想定していない。

影響要因は想定されないこ
とから対象外とする。

施設の存在による影響はな
いことから、ミティゲー
ションは想定していない。

0 － 0 0.0 0.0

0.5

0.4-0.1

1.3

0.0

小項目
平均点

指標別
平均点

開催後

評価点

二次評価

開催中 開催後開催前
中項目
平均点

段階別影響

開催前 開催中
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評価の指標 評価の基準

大項目 中項目 小項目

評価

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

景観 緑視率 現況の緑視率

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

景観 優れた眺望又は景観の阻害

①周辺の視点場から眺望で
きる優れた眺望景観の阻害
の有無
②景観形成特別地区の景観
を阻害しないこと

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

自然との触れ合
い活動の場

自然との触れ合い活動の場
の変化

自然との触れ合い活動の場
の消失又は改善・創出

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

自然との触れ合
い活動の場

自然との触れ合い活動の変
化

自然との触れ合い活動の阻
害又は促進（場へのアクセ
ス性含む）の有無

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

歩行者空間の快
適性

街路樹等緑陰の状況（緑陰
面積）

現況の街路樹及び接道緑
化、壁面緑化の状況

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

史跡・文化財
史跡・文化財の保護・保全
の状況

文化財等の保存及び管理の
支障の有無

環境項目
資源・廃
棄物

水利用 上水利用量の削減 現在の上水利用量の水準

環境項目
資源・廃
棄物

廃棄物 廃棄物発生量の減量化
廃棄物発生量の減量化に
よって削減される最終処分
量の水準

環境項目
資源・廃
棄物

廃棄物 廃棄物の有効利用
廃棄物の有効利用によって
削減される最終処分量の水
準

環境項目
資源・廃
棄物

エコマテリアル エコマテリアルの使用
再生可能資材・再生資材の
活用の水準

環境項目
温室効果
ガス

温室効果ガス 温室効果ガスの削減量

①エネルギー消費量による
CO2排出の概算
②既存施設における追加的
排出の有無

環境項目
温室効果
ガス

エネルギー エネルギー使用量の増減

①現在の使用量の水準（東
京都温暖化対策計画書制度
/東京都建築物環境計画書
制度による評価水準）
②省エネ再エネ対策・設備
の導入状況/可能性

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

小項目
平均点

指標別
平均点

開催後

評価点

二次評価

開催中 開催後開催前
中項目
平均点

段階別影響

開催前 開催中

屋上緑化及び建物周囲の緑
化の維持を想定するが、緑
視率の減少は約0.4ポイン
トであり、現況と変わらな
い。

屋上緑化及び建物周囲の緑
化の維持を想定するが、緑
視率の減少は約0.4ポイン
トであり、現況と変わらな
い。

0 0 0.0

眺望景観及び景観形成特別
地区の景観を阻害すること
はない。

眺望景観及び景観形成特別
地区の景観を阻害すること
はない。

0 0 0.0

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

改変部が自然との触れ合い
活動の場でない、又は現況
で自然との触れ合い活動の
場となっていない。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

自然との触れ合い活動の場
は現況と変わらない。

－ 0 － 0 0.0

ミティゲーションの実施に
より、現況レベルまで自然
との触れ合い活動が改善す
る。

ミティゲーションの実施に
より、自然との触れ合い活
動が向上するとともに、ア
クセス性も向上する。

現段階ではミティゲーショ
ンは想定していない。

ミティゲーションの実施に
より、現況レベルまで自然
との触れ合い活動が改善す
る。

ミティゲーションの実施に
より、自然との触れ合い活
動が向上するとともに、ア
クセス性も向上する。 0 +1 -1 0 +2 0.4

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

影響を受ける樹木について
は、会場エリア内に移植を
行う。また、アリーナの建
物周囲の樹木の充実を図る
ことにより、緑陰面積が増
大する。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

移植した樹木の維持及び建
物周囲の樹木を開催後も維
持することにより、緑陰面
積が増大する。 － +1 － +1 1.0 1.0

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

周辺に史跡・文化財は存在
しない。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

周辺に史跡・文化財は存在
しない。

－ 0 － 0 0.0 0.0

工事の実施に伴う水の利用
については、散水や洗車に
よる一時的な利用が見込ま
れるが、大量の水利用は想
定されないことから、予測
評価の対象外とする。

節水のほか、雨水及び再生
水（中水含む）の利用施設
が設置され、水の有効利用
が図られる。

競技の実施時における会場
の利用者による水利用につ
いては、「施設の存在によ
る影響」に含めるものとし
て、ここでは予測評価の対
象外とする。

工事の実施に伴う水の利用
については、散水や洗車に
よる一時的な利用が見込ま
れるが、大量の水利用は想
定されないことから、予測
評価の対象外とする。

節水のほか、雨水及び再生
水（中水含む）の利用施設
が設置され、水の有効利用
が図られる。 － +2 － － +2 2.0 2.0

建設廃棄物の対策はリサイ
クルによるものが大部分で
あり、減量による最終処分
量の大幅な削減は見込めな
い。

施設の存在による廃棄物の
発生については、「競技の
実施による影響」で扱い、
ここでは対象外とする。

既に容器包装廃棄物のリサ
イクル分別などが実施され
ており、廃棄物の発生抑制
策による最終処分量の大幅
な削減は見込めない。

建設廃棄物の対策はリサイ
クルによるものが大部分で
あり、減量による最終処分
量の大幅な削減は見込めな
い。

既に容器包装廃棄物のリサ
イクル分別などが実施され
ており、廃棄物の発生抑制
策による最終処分量の大幅
な削減は見込めない。

0 － 0 0 0 0.0

「東京都建設リサイクル推
進計画」等に基づく有効利
用策の促進により、建設廃
棄物の最終処分量は現在の
水準から20％以上削減され
る。

施設の存在による廃棄物の
発生については、「競技の
実施による影響」で扱い、
ここでは対象外とする。

資源ごみ回収やごみ処理過
程資源化、熱回収等の促進
により、一般廃棄物の最終
処分量は現在の水準から
30％程度削減される。

「東京都建設リサイクル推
進計画」等に基づく有効利
用策の促進により、建設廃
棄物の最終処分量は現在の
水準から20％以上削減され
る。

資源ごみ回収やごみ処理過
程資源化、熱回収等の促進
により、一般廃棄物の最終
処分量は現在の水準から
30％程度削減される。

+1 － +1 +1 +1 1.0

再生可能資材や再生資材が
最大限に利用され、現在の
水準を上回る。

施設の存在時におけるエコ
マテリアルの利用は想定さ
れないため対象外とする。

競技の実施時におけるエコ
マテリアルの利用は想定さ
れないため対象外とする。

再生可能資材や再生資材が
最大限に利用され、現在の
水準を上回る。

後利用時におけるエコマテ
リアルの利用は想定されな
いため対象外とする。

+1 － － +1 － 1.0 1.0

低燃費型建設機械の採用等
により、約20～40％の削減
が図られる。

開催中の施設の存在による
影響については、「競技の
実施による影響」で扱い、
ここでは対象外とする。

最高水準の省エネルギー技
術の活用等により、49.5％
程度の削減が図られる。

低燃費型建設機械の採用等
により、約20～40％の削減
が図られる。

最高水準の省エネルギー技
術の活用等により、50％程
度の削減が図られる。

+2 － +2 +2 +2 2.0 2.0

低燃費型建設機械の採用等
により、約20～40％の低減
が図られる。

開催中の施設の存在による
影響については、「競技の
実施による影響」で扱い、
ここでは対象外とする。

最高水準の省エネルギー技
術の活用等により、49.5％
程度の低減が図られる。

低燃費型建設機械の採用等
により、約20～40％の低減
が図られる。

最高水準の省エネルギー技
術の活用等により、50％程
度の低減が図られる。

+2 － +2 +2 +2 2.0 2.0

1.20.5

2.0

0.0

0.30.2

1－131



会場別予測評価結果表(23～24_夢の島ユース・プラザ・アリーナＡ、Ｂ)

評価の指標 評価の基準

大項目 中項目 小項目

評価

社会・経
済項目

土地利用 土地利用 土地の転用
土地利用の改変、転用の有
無

社会・経
済項目

土地利用 土地利用 土地の有効利用 未利用地の解消の有無

社会・経
済項目

土地利用 地域分断
生活移動動線の分断又は進
展

歩行者、自転車等の移動動
線の分断をしないこと

社会・経
済項目

土地利用 地域分断
生活移動動線の分断又は進
展

歩行者、自転車等の動線の
ネットワーク化の進展の有
無

社会・経
済項目

土地利用 移転 民家等の移転
民家等の移転を伴わないこ
と

社会・経
済項目

交通
公共交通へのア
クセシビリティ

アクセス性
現在の会場までのアクセス
性

社会・経
済項目

交通 交通安全 交通安全
現在の歩車動線の分離（交
通安全性の向上）の状況

社会・経
済項目

経済 事業採算性 施設整備費
施設整備費を適正に保つた
めの措置

社会・経
済項目

経済 事業採算性 運営経費
運営・維持コストの削減の
ための措置

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

小項目
平均点

指標別
平均点

開催後

評価点

二次評価

開催中 開催後開催前
中項目
平均点

段階別影響

開催前 開催中

改変エリアは未利用地、公
園、運動場となっており自
然地や農地は存在しない。 0 0.0

会場の一部が未利用地であ
り開催中に競技会場として
有効活用される。

大規模体育館としての有効
利用が継続される。

+1 +1 1.0

既に公共的な利用がなされ
ている施設の場所であり、
改変エリアは生活移動動線
に影響しない。

移動動線は確保されてお
り、競技中も現況と変わら
ない。

移動動線は確保されてお
り、後利用時も生活移動動
線への影響はない。 0 0 0 0.0

既に公共的利用がなされて
いる場所であり、現況と変
わらない。

既に公共的利用がなされて
いる場所であり、現況と変
わらない。

開催前から開催後を通じて
現況と変わらない。

0 0 0 0.0

改変エリアに存在する福祉
施設は老朽化等により大会
開催によらず統廃合を検討
している。

0 0.0 0.0

歩行者デッキによるアクセ
ス性の向上。

歩行者デッキによるアクセ
ス性の向上が継続される。

+1 +1 1.0 1.0

現状でも対策は十分になさ
れており、工事に伴う歩車
動線の未分離区間は発生し
ない。

競技の実施による影響に含
め、評価の対象外とする。

歩行者デッキにより新木場
駅方面からの歩行者の安全
性がさらに向上される。

現状でも対策は十分になさ
れており、工事に伴う歩車
動線の未分離区間は発生し
ない。

歩行者デッキにより新木場
駅方面からの歩行者の安全
性がさらに向上される。 0 － +1 0 +1 0.5 0.5

再生可能材の活用等によ
り、最先端技術導入による
コスト増を相殺して標準的
な整備費となる。

再生可能材により整備費や
廃棄物処理費用を抑制する
等の費用削減措置が取られ
る。

0 +1 0.5

エネルギー利用の最適化や
ボランティアの活用により
運営経費、維持管理コスト
の削減が図られる。

エネルギー利用の最適化等
により後利用時も光熱費等
の維持管理コストの削減が
図られる。

+1 +1 1.0

項目 一次評価 二次評価
主要環境 -0.5 0.5
生態系 -0.2 0.4
生活環境 -0.3 0.0
ｱﾒﾆﾃｨ・文化 -0.4 0.3
資源・廃棄物 0.3 1.2
温室効果ガス 0.0 2.0
土地利用 0.2 0.2
交通 -0.3 0.8
経済 0.0 0.8

0.8

0.5

0.2

0.0

0.8

0.8

-2
-1
0
1
2
主要環境

生態系

生活環境

ｱﾒﾆﾃｨ・文化

資源・廃棄物温室効果ガス

土地利用

交通

経済 一次評価

二次評価
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会場別予測評価結果表(25_夢の島公園)

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

環境項目 主要環境 大気
汚染物質（NO2、SPM）の排
出量

排出の有無、現状より排出
増大の可能性

工事の実施による濃度の変
化（付加率）が5％未満で
ある。

影響要因は想定されないた
め対象外。

施設等の利用、各施設間の
人の移動に伴う汚染物質の
排出が周辺の大気環境に与
える影響はほとんどない。

工事の実施による濃度の変
化（付加率）が5％未満で
ある。

施設等の利用、各施設間の
人の移動に伴う汚染物質の
排出が周辺の大気環境に与
える影響はほとんどない。 -1 － 0 -1 0 -0.5 -0.5

環境項目 主要環境 水質
汚濁負荷（COD、T-N、T-
P、BOD､SS等）の排出量

汚濁負荷物質排出の有無、
汚染増大の可能性

工事の実施に伴うし尿等の
汚水は公共下水道等に排出
することから、公共用水域
の水質に影響を及ぼすこと
はない。

影響要因が想定されないこ
とから対象外とする。

施設の供用に伴うし尿等の
汚水は公共下水道等に排出
することから、公共用水域
の水質に影響を及ぼすこと
はない。

工事の実施に伴うし尿等の
汚水は公共下水道等に排出
することから、公共用水域
の水質に影響を及ぼすこと
はない。

施設の供用に伴うし尿等の
汚水は公共下水道等に排出
することから、公共用水域
の水質に影響を及ぼすこと
はない。

0 － 0 0 0 0.0 0.0

環境項目 主要環境 土壌
土壌汚染物質の拡散の可能
性

土地履歴調査等による土壌
汚染物質の存在可能性

履歴調査の結果、建設予定
地の土壌汚染の可能性が想
定される。

影響要因が想定されないこ
とから対象外とする。

影響要因が想定されないこ
とから対象外とする。

工事の内容から土壌汚染物
質の拡散の可能性はない。

影響要因が想定されないこ
とから対象外とする。

-1 － － 0 － -0.5 -0.5

環境項目 生態系
生物の生育・生
息基盤

生物の生育・生息基盤の状
況

①重要な生物・生態系の賦
存地の改変の有無
②生物の生育・生息基盤の
創出の有無

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

重要な生物・生態系の賦存
地の改変はない。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

重要な生物・生態系の賦存
地の改変はない。

－ 0 － 0 0.0 0.0

環境項目 生態系 水循環
雨水の地下浸透能力（地表
面被覆率）

現状の地表面被覆率

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

海面埋立地であるため対象
外とする。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

海面埋立地であるため対象
外とする。

－ － － － - -

環境項目 生態系 生物・生態系
周辺の生物の生育・生息環
境の連続性

現況の生物の生育・生息環
境の連続性

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

まとまりのある又は連続し
た樹林が改変されることか
ら、生物の生育・生息場所
に消失・分断が生じる。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

まとまりのある又は連続し
た樹林が改変されることか
ら、生物の生育・生息場所
に消失・分断が生じる。 － -1 － -1 -1.0

環境項目 生態系 生物・生態系 重要な生物・生態系 重要な生物・生態系の状況

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

重要な生物・生態系の指定
地域の改変はない。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

重要な生物・生態系の指定
地域の改変はない。

－ 0 － 0 0.0

環境項目 生態系 生物・生態系
生物相の豊かさ（鳥類相で
代表）

現況の生息種数（現状生息
する種のうち、生息が困難
となる可能性のある種の有
無、種数）

工事に伴う騒音や作業員の
立ち入り等により、生息が
困難となる可能性のある種
が存在する。

生息が困難となる可能性の
ある種は存在しないことか
ら、現況と変わらない。

生息が困難となる可能性の
ある種は存在しないことか
ら、現況と変わらない。

工事に伴う騒音や作業員の
立ち入りにより、生息が困
難となる可能性のある種が
存在する。

生息が困難となる可能性の
ある種は存在しないことか
ら、現況と変わらない。

-1 0 0 -1 0 -0.4

環境項目 生態系 緑 緑被面積（屋上含む） 現況の緑被率の状況

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

現況55.5％の緑被率が
31.1％となり、24.4ポイン
トと大きく減少する。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

現況55.5％の緑被率が
31.1％となり、24.4ポイン
トと大きく減少する。

－ -2 － -2 -2.0

環境項目 生態系 緑 緑化の状況
東京都の自然保護条例、建
築物環境計画書制度におけ
る緑化の評価基準

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

樹林地の改変を受けるが緑
化率は21.7％となり、段階
2の水準を達成。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

樹林地の改変を受けるが緑
化率は21.7％となり、段階
2の水準を達成。

－ +1 － +1 1.0

環境項目 生活環境 騒音 環境・交通騒音レベル
①環境基準及び法令等によ
る基準
②現況の騒音レベル

工事の実施に伴う騒音によ
る周辺の生活環境への影響
がみられる。

影響要因は想定されないこ
とから対象外とする。

施設の供用、声援や応援等
による騒音の発生がみられ
るが、周辺の生活環境に影
響を及ぼすことはない。

工事の実施に伴う騒音によ
る周辺の生活環境への影響
がみられる。

既存の公園内の施設であり
周辺に住宅等が存在してい
ないことから、騒音による
周辺の生活環境への影響は
ない。

-1 － 0 -1 0 -0.5 -0.5

環境項目 生活環境 日影
日照の阻害の有無（阻害を
受ける住戸等の有無）

現状の日照阻害の状況

施設の高さ、周辺の状況、
仮設のみであることなどか
ら、施設の存在に伴う日影
の影響はない。

影響要因は想定されないこ
とから対象外とする。

開催後に、新たな施設によ
る日影は生じないことから
影響はない。

0 － 0 0.0 0.0

-0.5

-0.5

-0.3

評価点

-0.3

-0.3

一次評価

評価の指標 評価の基準

開催前
中項目
平均点

小項目
平均点

指標別
平均点

開催中 開催後 開催中 開催後大項目 中項目 小項目

評価
段階別影響

開催前
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会場別予測評価結果表(25_夢の島公園)

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

評価点

一次評価

評価の指標 評価の基準

開催前
中項目
平均点

小項目
平均点

指標別
平均点

開催中 開催後 開催中 開催後大項目 中項目 小項目

評価
段階別影響

開催前

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

景観 緑視率 現況の緑視率

仮設のアーチェリーフィー
ルド、広場の整備により、
現況で視認できる緑のほと
んどが改変され、緑視率は
約32.0ポイント減少する。

仮設の施設及び広場は撤去
されるが、現況で視認でき
る緑のほとんどが改変さ
れ、緑視率は約32.0ポイン
ト減少する。 -2 -2 -2.0

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

景観 優れた眺望又は景観の阻害

①周辺の視点場から眺望で
きる優れた眺望景観の阻害
の有無
②景観形成特別地区の景観
を阻害しないこと

眺望景観及び景観形成特別
地区の景観を阻害すること
はない。

眺望景観及び景観形成特別
地区の景観を阻害すること
はない。

0 0 0.0

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

自然との触れ合
い活動の場

自然との触れ合い活動の場
の変化

自然との触れ合い活動の場
の消失又は改善・創出

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

自然との触れ合い活動の場
の半分以上が改変される。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

施設の後利用により、自然
との触れ合い活動の場の半
分以上が改変される。

－ -2 － -2 -2.0

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

自然との触れ合
い活動の場

自然との触れ合い活動の変
化

自然との触れ合い活動の阻
害又は促進（場へのアクセ
ス性含む）の有無

騒音、アクセス規制によ
り、自然との触れ合い活動
自体及びアクセスが阻害さ
れる。

主要なアクセスルートが物
理的に改変・遮断又はアク
セスが規制されることか
ら、自然との触れ合い活動
が阻害される。

会場エリア内の入場が規制
されることから、自然との
触れ合い活動のアクセスが
阻害される。

騒音、アクセス規制によ
り、自然との触れ合い活動
自体及びアクセスが阻害さ
れる。

主要なアクセスルートが物
理的に改変・遮断されるこ
とから、自然との触れ合い
活動が阻害される。 -2 -1 -1 -2 -1 -1.4

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

歩行者空間の快
適性

街路樹等緑陰の状況（緑陰
面積）

現況の街路樹及び接道緑
化、壁面緑化の状況

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

まとまった樹木が影響を受
けるため、緑陰面積が減少
し、歩行者が感じる快適性
が低下する。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

会場エリア内及びアクセス
ルート上のまとまった樹木
が改変された状態が継続し
ているため、緑陰面積が減
少し、歩行者が感じる快適
性は低下した状態が続く。

－ -2 － -2 -2.0 -2.0

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

史跡・文化財
史跡・文化財の保護・保全
の状況

文化財等の保存及び管理の
支障の有無

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

周辺に史跡・文化財は存在
しない。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

周辺に史跡・文化財は存在
しない。

－ 0 － 0 0.0 0.0

環境項目
資源・廃
棄物

水利用 上水利用量の削減 現在の上水利用量の水準

工事の実施に伴う水の利用
については、散水や洗車に
よる一時的な利用が見込ま
れるが、大量の水利用は想
定されないことから、予測
評価の対象外とする。

節水により上水利用量の削
減が図られる。

競技の実施時における会場
の利用者による水利用につ
いては、「施設の存在によ
る影響」に含めるものとし
て、ここでは予測評価の対
象外とする。

工事の実施に伴う水の利用
については、散水や洗車に
よる一時的な利用が見込ま
れるが、大量の水利用は想
定されないことから、予測
評価の対象外とする。

後利用はないことから対象
外とする。

－ 0 － － － 0.0 0.0

環境項目
資源・廃
棄物

廃棄物 廃棄物発生量の減量化
廃棄物発生量の減量化に
よって削減される最終処分
量の水準

標準的な工事と同程度の廃
棄物の削減対策がなされ、
現在の廃棄物の発生水準と
同等の減量化が行われる。

施設の存在による廃棄物の
発生については、「競技の
実施による影響」で扱い、
ここでは対象外とする。

競技の実施に伴い排出され
る一般廃棄物は、現在と同
程度の減量化が行われ、最
終処分量は現状の水準と変
わらない。

標準的な工事と同程度の廃
棄物の削減対策がなされ、
現在の廃棄物の発生水準と
同等の減量化が行われる。

後利用はないことから対象
外とする。

0 － 0 0 － 0.0

環境項目
資源・廃
棄物

廃棄物 廃棄物の有効利用
廃棄物の有効利用によって
削減される最終処分量の水
準

建設廃棄物の有効利用の取
り組みについて、現在の標
準的な工事と同程度の廃棄
物の有効利用がなされる。

施設の存在による廃棄物の
発生については、「競技の
実施による影響」で扱い、
ここでは対象外とする。

競技の実施に伴い排出され
る一般廃棄物は、現在と同
程度の有効利用がなされ、
最終処分量は現状の水準と
変わらない。

建設廃棄物の有効利用の取
り組みについて、現在の標
準的な工事と同程度の廃棄
物の有効利用がなされる。

後利用はないことから対象
外とする。

0 － 0 0 － 0.0

環境項目
資源・廃
棄物

エコマテリアル エコマテリアルの使用
再生可能資材・再生資材の
活用の水準

再生可能資材や再生資材が
最大限に利用され、現在の
水準を上回る。

施設の存在時におけるエコ
マテリアルの利用は想定さ
れないため対象外とする。

競技の実施時におけるエコ
マテリアルの利用は想定さ
れないため対象外とする。

再生可能資材や再生資材が
最大限に利用され、現在の
水準を上回る。

後利用時におけるエコマテ
リアルの利用は想定されな
いため対象外とする。

+1 － － +1 － 1.0 1.0

環境項目
温室効果
ガス

温室効果ガス 温室効果ガスの削減量

①エネルギー消費量による
CO2排出の概算
②既存施設における追加的
排出の有無

一般的な施設の建設工事と
同程度の排出量になる。

開催中の施設の存在による
影響については、「競技の
実施による影響」に含めて
扱う。

同等施設の標準的な排出量
となる。

一般的な施設の建設工事と
同程度の排出量になる。

後利用はないことから対象
外とする。

0 － 0 0 － 0.0 0.0

環境項目
温室効果
ガス

エネルギー エネルギー使用量の増減

①現在の使用量の水準（東
京都温暖化対策計画書制度
/東京都建築物環境計画書
制度による評価水準）
②省エネ再エネ対策・設備
の導入状況/可能性

一般的な施設の建設工事と
同程度の消費量になる。

開催中の施設の存在による
影響については、「競技の
実施による影響」に含めて
扱う。

同等施設の標準的な消費量
となる。

一般的な施設の建設工事と
同程度の消費量になる。

後利用はないことから対象
外とする。

0 － 0 0 － 0.0 0.0

0.30.0

0.0

-1.7

-1.0

-1.2
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工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

評価点

一次評価

評価の指標 評価の基準

開催前
中項目
平均点

小項目
平均点

指標別
平均点

開催中 開催後 開催中 開催後大項目 中項目 小項目

評価
段階別影響

開催前

社会・経
済項目

土地利用 土地利用 土地の転用
土地利用の改変、転用の有
無

改変エリアは公園、運動場
となっており自然地や農地
は存在しない。 0 0.0

社会・経
済項目

土地利用 土地利用 土地の有効利用 未利用地の解消の有無

未利用地の有効利用はな
い。

未利用地の有効利用はな
い。

0 0 0.0

社会・経
済項目

土地利用 地域分断
生活移動動線の分断又は進
展

歩行者、自転車等の移動動
線の分断をしないこと

既に公共的な利用がなされ
ている施設の場所であり、
改変エリアは生活移動動線
に影響しない。

移動動線は確保されてお
り、競技中も現況と変わら
ない。

移動動線は確保されてお
り、後利用時も生活移動動
線への影響はない。 0 0 0 0.0

社会・経
済項目

土地利用 地域分断
生活移動動線の分断又は進
展

歩行者、自転車等の動線の
ネットワーク化の進展の有
無

既に公共的利用がなされて
いる場所であり、現況と変
わらない。

既に公共的利用がなされて
いる場所であり、現況と変
わらない。

開催前から開催後を通じて
現況と変わらない。

0 0 0 0.0

社会・経
済項目

土地利用 移転 民家等の移転
民家等の移転を伴わないこ
と

改変エリアに民家等は存在
しない。

0 0.0 0.0

社会・経
済項目

交通
公共交通へのア
クセシビリティ

アクセス性
現在の会場までのアクセス
性

新木場駅への観戦客の集中
によるアクセス性低下

アクセス性向上の対策が無
く現況と同様のアクセス性
である。 -1 0 -0.5 -0.5

社会・経
済項目

交通 交通安全 交通安全
現在の歩車動線の分離（交
通安全性の向上）の状況

現状でも対策は十分になさ
れており、工事に伴う歩車
動線の未分離区間は発生し
ない。

競技の実施による影響に含
め、評価の対象外とする。

現状において歩車動線は分
離されており、開催中も維
持される。

現状でも対策は十分になさ
れており、工事に伴う歩車
動線の未分離区間は発生し
ない。

現状において歩車動線は分
離されており、後利用時に
も維持される。 0 － 0 0 0 0.0 0.0

社会・経
済項目

経済 事業採算性 施設整備費
施設整備費を適正に保つた
めの措置

対策が無い場合には標準的
な施設整備費となる。

対策が無い場合には標準的
な撤去・改修整備費とな
る。 0 0 0.0

社会・経
済項目

経済 事業採算性 運営経費
運営・維持コストの削減の
ための措置

対策を講じない場合には標
準的な運営経費となる。

対策を講じない場合には標
準的な運営経費となる。

0 0 0.0

-0.3

0.0 0.0

0.0

0.0

0.0
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環境項目 主要環境 大気
汚染物質（NO2、SPM）の排
出量

排出の有無、現状より排出
増大の可能性

環境項目 主要環境 水質
汚濁負荷（COD、T-N、T-
P、BOD､SS等）の排出量

汚濁負荷物質排出の有無、
汚染増大の可能性

環境項目 主要環境 土壌
土壌汚染物質の拡散の可能
性

土地履歴調査等による土壌
汚染物質の存在可能性

環境項目 生態系
生物の生育・生
息基盤

生物の生育・生息基盤の状
況

①重要な生物・生態系の賦
存地の改変の有無
②生物の生育・生息基盤の
創出の有無

環境項目 生態系 水循環
雨水の地下浸透能力（地表
面被覆率）

現状の地表面被覆率

環境項目 生態系 生物・生態系
周辺の生物の生育・生息環
境の連続性

現況の生物の生育・生息環
境の連続性

環境項目 生態系 生物・生態系 重要な生物・生態系 重要な生物・生態系の状況

環境項目 生態系 生物・生態系
生物相の豊かさ（鳥類相で
代表）

現況の生息種数（現状生息
する種のうち、生息が困難
となる可能性のある種の有
無、種数）

環境項目 生態系 緑 緑被面積（屋上含む） 現況の緑被率の状況

環境項目 生態系 緑 緑化の状況
東京都の自然保護条例、建
築物環境計画書制度におけ
る緑化の評価基準

環境項目 生活環境 騒音 環境・交通騒音レベル
①環境基準及び法令等によ
る基準
②現況の騒音レベル

環境項目 生活環境 日影
日照の阻害の有無（阻害を
受ける住戸等の有無）

現状の日照阻害の状況

評価の指標 評価の基準

大項目 中項目 小項目

評価

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

工事による大気環境への影
響がみられるが、ミティ
ゲーションの実施により、
大気質の濃度をほとんど悪
化させない程度となる。

影響要因は想定されないた
め対象外。

施設等の利用、各施設間の
人の移動に伴う大気環境へ
の影響はほとんどなく、ミ
ティゲーションの実施によ
り大気環境が改善される。

工事による大気環境への影
響がみられるが、ミティ
ゲーションの実施により、
大気質の濃度をほとんど悪
化させない程度となる。

施設等の利用、各施設間の
人の移動に伴う大気環境へ
の影響はほとんどなく、ミ
ティゲーションの実施によ
り大気環境が改善される。

0 － +1 0 +1 0.5 0.5

工事の実施に伴って公共用
水域の水質に影響を及ぼす
ことはないことから、ミ
ティゲーションは想定して
いない。

影響要因が想定されないこ
とから対象外とする。

施設の供用に伴うし尿等の
汚水による影響はないこと
から、ミティゲーションは
想定していない。

工事の実施に伴って公共用
水域の水質に影響を及ぼす
ことはないことから、ミ
ティゲーションは想定して
いない。

施設の供用に伴うし尿等の
汚水による影響はないこと
から、ミティゲーションは
想定していない。 0 － 0 0 0 0.0 0.0

土壌汚染の可能性が想定さ
れるが、工事の際に汚染が
確認された場合はミティ
ゲーションの実施により土
壌汚染物質が除去される。

影響要因が想定されないこ
とから対象外とする。

影響要因が想定されないこ
とから対象外とする。

工事の内容から土壌汚染物
質の拡散の可能性はないこ
とから、ミティゲーション
は想定していない。

影響要因が想定されないこ
とから対象外とする。

+1 － － 0 － 0.5 0.5

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

重要な生物・生態系の賦存
地の改変はない。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

重要な生物・生態系の賦存
地の改変はない。

－ 0 － 0 0.0 0.0

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

海面埋立地であるため対象
外とする。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

海面埋立地であるため対象
外とする。

－ － － － - -

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

ミティゲーションの実施に
より、周辺の生物の生育・
生息環境の連続性が現況レ
ベルまで改善する。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

ミティゲーションの実施に
より、周辺の生物の生育・
生息環境の連続性が現況レ
ベルまで改善する。 － 0 － 0 0.0

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

重要な生物・生態系の指定
地域の改変はない。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

重要な生物・生態系の指定
地域の改変はない。

－ 0 － 0 0.0

工事に伴う作業員の立ち入
り等により、生息が困難と
なる可能性のある種が存在
する。

生息が困難となる可能性の
ある種は存在しないことか
ら、現況と変わらない。

生息が困難となる可能性の
ある種は存在しないことか
ら、現況と変わらない。

工事に伴う作業員の立ち入
り等により、生息が困難と
なる可能性のある種が存在
する。

生息が困難となる可能性の
ある種は存在しないことか
ら、現況と変わらない。

-1 0 0 -1 0 -0.4

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

現況55.5％の緑被率は
54.7％となり現況とほぼか
わらない。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

現況55.5％の緑被率は
61.5％となり、緑被率が
6.0ポイント増加する。

－ 0 － +1 0.5

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

緑化率が36.2％となり、段
階3を達成。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

緑化率が41.7％となり、段
階3を達成。

－ +2 － +2 2.0

工事の実施に伴う騒音によ
る影響がみられるが、ミ
ティゲーションにより周辺
の生活環境に影響を及ぼさ
ない程度となる。

影響要因は想定されないこ
とから対象外とする。

施設の供用、声援や応援等
が周辺の生活環境に影響を
及ぼすことはないことか
ら、ミティゲーションは想
定していない。

工事の実施に伴う騒音によ
る影響がみられるが、ミ
ティゲーションにより周辺
の生活環境に影響を及ぼさ
ない程度となる。

既存の公園内の施設であり
周辺の生活環境への影響は
ないことから、ミティゲー
ションは想定していない。 0 － 0 0 0 0.0 0.0

施設の存在による影響はな
いことから、ミティゲー
ションは想定していない。

影響要因は想定されないこ
とから対象外とする。

施設の存在による影響はな
いことから、ミティゲー
ションは想定していない。

0 － 0 0.0 0.0

0.3

0.4-0.1

1.3

0.0

小項目
平均点

指標別
平均点

開催後

評価点

二次評価

開催中 開催後開催前
中項目
平均点

段階別影響

開催前 開催中
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会場別予測評価結果表(25_夢の島公園)

評価の指標 評価の基準

大項目 中項目 小項目

評価

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

景観 緑視率 現況の緑視率

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

景観 優れた眺望又は景観の阻害

①周辺の視点場から眺望で
きる優れた眺望景観の阻害
の有無
②景観形成特別地区の景観
を阻害しないこと

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

自然との触れ合
い活動の場

自然との触れ合い活動の場
の変化

自然との触れ合い活動の場
の消失又は改善・創出

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

自然との触れ合
い活動の場

自然との触れ合い活動の変
化

自然との触れ合い活動の阻
害又は促進（場へのアクセ
ス性含む）の有無

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

歩行者空間の快
適性

街路樹等緑陰の状況（緑陰
面積）

現況の街路樹及び接道緑
化、壁面緑化の状況

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

史跡・文化財
史跡・文化財の保護・保全
の状況

文化財等の保存及び管理の
支障の有無

環境項目
資源・廃
棄物

水利用 上水利用量の削減 現在の上水利用量の水準

環境項目
資源・廃
棄物

廃棄物 廃棄物発生量の減量化
廃棄物発生量の減量化に
よって削減される最終処分
量の水準

環境項目
資源・廃
棄物

廃棄物 廃棄物の有効利用
廃棄物の有効利用によって
削減される最終処分量の水
準

環境項目
資源・廃
棄物

エコマテリアル エコマテリアルの使用
再生可能資材・再生資材の
活用の水準

環境項目
温室効果
ガス

温室効果ガス 温室効果ガスの削減量

①エネルギー消費量による
CO2排出の概算
②既存施設における追加的
排出の有無

環境項目
温室効果
ガス

エネルギー エネルギー使用量の増減

①現在の使用量の水準（東
京都温暖化対策計画書制度
/東京都建築物環境計画書
制度による評価水準）
②省エネ再エネ対策・設備
の導入状況/可能性

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

小項目
平均点

指標別
平均点

開催後

評価点

二次評価

開催中 開催後開催前
中項目
平均点

段階別影響

開催前 開催中

施設の設置により影響を受
ける樹木は、施設建設に伴
い造成される広場への移植
を行う。現況と同等の緑視
率となると想定する。

仮設撤去後に樹木の原状復
帰を行い、恒久施設の影響
により広場へ移植された樹
木は維持することを想定す
る。開催後は植栽に加えて
芝生も現状復帰することを
想定し、評価地点の緑視率
は、5.0ポイント以上増加
すると想定する。

0 +1 0.5

眺望景観及び景観形成特別
地区の景観を阻害すること
はない。

眺望景観及び景観形成特別
地区の景観を阻害すること
はない。

0 0 0.0

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

ミティゲーションの実施に
より、自然との触れ合い活
動の場が現況レベルまで改
善する。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

ミティゲーションの実施に
より、自然との触れ合い活
動の場が現況レベルまで改
善する。 － 0 － 0 0.0

ミティゲーションの実施に
より、現況レベルまで自然
との触れ合い活動が改善す
る。

ミティゲーションの実施に
より、自然との触れ合い活
動が向上するとともに、ア
クセス性も向上する。

現段階ではミティゲーショ
ンは想定していない。

ミティゲーションの実施に
より、現況レベルまで自然
との触れ合い活動が改善す
る。

ミティゲーションの実施に
より、自然との触れ合い活
動が向上するとともに、ア
クセス性も向上する。 0 +1 -1 0 +2 0.4

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

恒設による影響を受ける樹木
は移植を行い、仮設により影
響を受ける樹木は会場エリア
内に移植を行うため、緑陰面
積及び歩行者が感じる快適
性ともに現況と変わらない。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

仮設の撤去後の原状復帰、
移植した樹木を開催後も維
持することにより、緑陰面
積及び歩行者が感じる快適
性ともに現況と変わらな
い。

－ 0 － 0 0.0 0.0

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

周辺に史跡・文化財は存在
しない。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

周辺に史跡・文化財は存在
しない。

－ 0 － 0 0.0 0.0

工事の実施に伴う水の利用
については、散水や洗車に
よる一時的な利用が見込ま
れるが、大量の水利用は想
定されないことから、予測
評価の対象外とする。

節水により上水利用量の削
減が図られる。

競技の実施時における会場
の利用者による水利用につ
いては、「施設の存在によ
る影響」に含めるものとし
て、ここでは予測評価の対
象外とする。

工事の実施に伴う水の利用
については、散水や洗車に
よる一時的な利用が見込ま
れるが、大量の水利用は想
定されないことから、予測
評価の対象外とする。

後利用はないことから対象
外とする。

－ 0 － － － 0.0 0.0

建設廃棄物の対策はリサイ
クルによるものが大部分で
あり、減量による最終処分
量の大幅な削減は見込めな
い。

施設の存在による廃棄物の
発生については、「競技の
実施による影響」で扱い、
ここでは対象外とする。

既に容器包装廃棄物のリサ
イクル分別などが実施され
ており、廃棄物の発生抑制
策による最終処分量の大幅
な削減は見込めない。

建設廃棄物の対策はリサイ
クルによるものが大部分で
あり、減量による最終処分
量の大幅な削減は見込めな
い。

後利用はないことから対象
外とする。

0 － 0 0 － 0.0

「東京都建設リサイクル推
進計画」等に基づく有効利
用策の促進により、建設廃
棄物の最終処分量は現在の
水準から20％以上削減され
る。

施設の存在による廃棄物の
発生については、「競技の
実施による影響」で扱い、
ここでは対象外とする。

資源ごみ回収やごみ処理過
程資源化、熱回収等の促進
により、一般廃棄物の最終
処分量は現在の水準から
30％程度削減される。

「東京都建設リサイクル推
進計画」等に基づく有効利
用策の促進により、建設廃
棄物の最終処分量は現在の
水準から20％以上削減され
る。

後利用はないことから対象
外とする。

+1 － +1 +1 － 1.0

再生可能資材や再生資材が
最大限に利用され、現在の
水準を上回る。

施設の存在時におけるエコ
マテリアルの利用は想定さ
れないため対象外とする。

競技の実施時におけるエコ
マテリアルの利用は想定さ
れないため対象外とする。

再生可能資材や再生資材が
最大限に利用され、現在の
水準を上回る。

後利用時におけるエコマテ
リアルの利用は想定されな
いため対象外とする。

+1 － － +1 － 1.0 1.0

低燃費型建設機械の採用等
により、約20～40％の削減
が図られる。

開催中の施設の存在による
影響については、「競技の
実施による影響」で扱い、
ここでは対象外とする。

高効率設備の採用等によ
り、20％程度の削減が図ら
れる。

低燃費型建設機械の採用等
により、約20～40％の削減
が図られる。

後利用はないことから対象
外とする。

+2 － +2 +2 － 2.0 2.0

低燃費型建設機械の採用等
により、約20～40％の低減
が図られる。

開催中の施設の存在による
影響については、「競技の
実施による影響」で扱い、
ここでは対象外とする。

高効率設備の採用等によ
り、20％程度の低減が図ら
れる。

低燃費型建設機械の採用等
により、約20～40％の低減
が図られる。

後利用はないことから対象
外とする。

+2 － +2 +2 － 2.0 2.0

0.50.5

2.0

0.3

0.1

0.2
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会場別予測評価結果表(25_夢の島公園)

評価の指標 評価の基準

大項目 中項目 小項目

評価

社会・経
済項目

土地利用 土地利用 土地の転用
土地利用の改変、転用の有
無

社会・経
済項目

土地利用 土地利用 土地の有効利用 未利用地の解消の有無

社会・経
済項目

土地利用 地域分断
生活移動動線の分断又は進
展

歩行者、自転車等の移動動
線の分断をしないこと

社会・経
済項目

土地利用 地域分断
生活移動動線の分断又は進
展

歩行者、自転車等の動線の
ネットワーク化の進展の有
無

社会・経
済項目

土地利用 移転 民家等の移転
民家等の移転を伴わないこ
と

社会・経
済項目

交通
公共交通へのア
クセシビリティ

アクセス性
現在の会場までのアクセス
性

社会・経
済項目

交通 交通安全 交通安全
現在の歩車動線の分離（交
通安全性の向上）の状況

社会・経
済項目

経済 事業採算性 施設整備費
施設整備費を適正に保つた
めの措置

社会・経
済項目

経済 事業採算性 運営経費
運営・維持コストの削減の
ための措置

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

小項目
平均点

指標別
平均点

開催後

評価点

二次評価

開催中 開催後開催前
中項目
平均点

段階別影響

開催前 開催中

改変エリアは公園、運動場
となっており自然地や農地
は存在しない。 0 0.0

未利用地の有効利用はな
い。

未利用地の有効利用はな
い。

0 0 0.0

既に公共的な利用がなされ
ている施設の場所であり、
改変エリアは生活移動動線
に影響しない。

移動動線は確保されてお
り、競技中も現況と変わら
ない。

移動動線は確保されてお
り、後利用時も生活移動動
線への影響はない。 0 0 0 0.0

既に公共的利用がなされて
いる場所であり、現況と変
わらない。

既に公共的利用がなされて
いる場所であり、現況と変
わらない。

開催前から開催後を通じて
現況と変わらない。

0 0 0 0.0

改変エリアに民家等は存在
しない。

0 0.0 0.0

歩行者デッキによるアクセ
ス性の向上。

歩行者デッキによるアクセ
ス性の向上が継続される。

+1 +1 1.0 1.0

現状でも対策は十分になさ
れており、工事に伴う歩車
動線の未分離区間は発生し
ない。

競技の実施による影響に含
め、評価の対象外とする。

歩行者デッキにより新木場
駅方面からの歩行者の安全
性がさらに向上される。

現状でも対策は十分になさ
れており、工事に伴う歩車
動線の未分離区間は発生し
ない。

歩行者デッキにより新木場
駅方面からの歩行者の安全
性がさらに向上される。 0 － +1 0 +1 0.5 0.5

再生可能材の活用等によ
り、最先端技術導入による
コスト増を相殺して標準的
な整備費となる。

再生可能材により整備費や
廃棄物処理費用を抑制する
等の費用削減措置が取られ
る。

0 +1 0.5

エネルギー利用の最適化や
ボランティアの活用により
運営経費、維持管理コスト
の削減が図られる。

エネルギー利用の最適化等
により後利用時も光熱費等
の維持管理コストの削減が
図られる。

+1 +1 1.0

項目 一次評価 二次評価
主要環境 -0.3 0.3
生態系 -0.3 0.4
生活環境 -0.3 0.0
ｱﾒﾆﾃｨ・文化 -1.2 0.1
資源・廃棄物 0.3 0.5
温室効果ガス 0.0 2.0
土地利用 0.0 0.0
交通 -0.3 0.8
経済 0.0 0.8

0.8

0.0

0.0

0.0

0.8

0.8

-2
-1
0
1
2
主要環境

生態系

生活環境

ｱﾒﾆﾃｨ・文化

資源・廃棄物温室効果ガス

土地利用

交通

経済 一次評価

二次評価
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会場別予測評価結果表(26_夢の島競技場)

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

環境項目 主要環境 大気
汚染物質（NO2、SPM）の排
出量

排出の有無、現状より排出
増大の可能性

工事の実施による濃度の変
化（付加率）が5％未満で
ある。

影響要因は想定されないた
め対象外。

施設等の利用、各施設間の
人の移動に伴う汚染物質の
排出が周辺の大気環境に与
える影響はほとんどない。

工事の実施による濃度の変
化（付加率）が5％未満で
ある。

影響要因は想定されないた
め対象外。

-1 － 0 -1 － -0.7 -0.7

環境項目 主要環境 水質
汚濁負荷（COD、T-N、T-
P、BOD､SS等）の排出量

汚濁負荷物質排出の有無、
汚染増大の可能性

工事の実施に伴うし尿等の
汚水は公共下水道等に排出
することから、公共用水域
の水質に影響を及ぼすこと
はない。

影響要因が想定されないこ
とから対象外とする。

施設の供用に伴うし尿等の
汚水は公共下水道等に排出
することから、公共用水域
の水質に影響を及ぼすこと
はない。

工事の実施に伴うし尿等の
汚水は公共下水道等に排出
することから、公共用水域
の水質に影響を及ぼすこと
はない。

オリンピックによる新たな
恒久施設はなく、開催後の
状況に開催前との変化はな
いことから対象外とする。 0 － 0 0 － 0.0 0.0

環境項目 主要環境 土壌
土壌汚染物質の拡散の可能
性

土地履歴調査等による土壌
汚染物質の存在可能性

土地の改変等を伴う工事は
実施しないことから対象外
とする。

影響要因が想定されないこ
とから対象外とする。

影響要因が想定されないこ
とから対象外とする。

土地の改変等を伴う工事は
実施しないことから対象外
とする。

影響要因が想定されないこ
とから対象外とする。

－ － － － － - -

環境項目 生態系
生物の生育・生
息基盤

生物の生育・生息基盤の状
況

①重要な生物・生態系の賦
存地の改変の有無
②生物の生育・生息基盤の
創出の有無

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

重要な生物・生態系の賦存
地の改変はない。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

重要な生物・生態系の賦存
地の改変はない。

－ 0 － 0 0.0 0.0

環境項目 生態系 水循環
雨水の地下浸透能力（地表
面被覆率）

現状の地表面被覆率

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

海面埋立地であるため対象
外とする。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

海面埋立地であるため対象
外とする。

－ － － － - -

環境項目 生態系 生物・生態系
周辺の生物の生育・生息環
境の連続性

現況の生物の生育・生息環
境の連続性

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

まとまりのある又は連続し
た樹林が改変されることか
ら、生物の生育・生息場所
に消失・分断が生じる。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

まとまりのある又は連続し
た樹林が改変されることか
ら、生物の生育・生息場所
に消失・分断が生じる。 － -1 － -1 -1.0

環境項目 生態系 生物・生態系 重要な生物・生態系 重要な生物・生態系の状況

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

重要な生物・生態系の指定
地域の改変はない。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

重要な生物・生態系の指定
地域の改変はない。

－ 0 － 0 0.0

環境項目 生態系 生物・生態系
生物相の豊かさ（鳥類相で
代表）

現況の生息種数（現状生息
する種のうち、生息が困難
となる可能性のある種の有
無、種数）

工事に伴う騒音や作業員の
立ち入り等により、生息が
困難となる可能性のある種
が存在する。

生息が困難となる可能性の
ある種は存在しないことか
ら、現況と変わらない。

生息が困難となる可能性の
ある種は存在しないことか
ら、現況と変わらない。

工事に伴う騒音や作業員の
立ち入りにより、生息が困
難となる可能性のある種が
存在する。

生息が困難となる可能性の
ある種は存在しないことか
ら、現況と変わらない。

-1 0 0 -1 0 -0.4

環境項目 生態系 緑 緑被面積（屋上含む） 現況の緑被率の状況

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

現況56.6％の緑被率が
5.9％となり、50.7ポイン
トと大きく減少する。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

現況56.6％の緑被率が
5.9％となり、50.7ポイン
トと大きく減少する。

－ -2 － -2 -2.0

環境項目 生態系 緑 緑化の状況
東京都の自然保護条例、建
築物環境計画書制度におけ
る緑化の評価基準

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

仮設施設のため対象外とす
る。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

仮設施設のため対象外とす
る。

－ － － － -

環境項目 生活環境 騒音 環境・交通騒音レベル
①環境基準及び法令等によ
る基準
②現況の騒音レベル

工事の実施に伴う騒音によ
る周辺の生活環境への影響
がみられる。

影響要因は想定されないこ
とから対象外とする。

施設の供用、声援や応援等
による騒音の発生がみられ
るが、周辺の生活環境に影
響を及ぼすことはない。

工事の実施に伴う騒音によ
る周辺の生活環境への影響
がみられる。

オリンピックによる新たな
恒久施設はなく、開催後の
状況に開催前との変化はな
いことから対象外とする。 -1 － 0 -1 － -0.7 -0.7

環境項目 生活環境 日影
日照の阻害の有無（阻害を
受ける住戸等の有無）

現状の日照阻害の状況

施設の高さ、周辺の状況、
仮設のみであることなどか
ら、施設の存在に伴う日影
の影響はない。

影響要因は想定されないこ
とから対象外とする。

開催後に、新たな施設によ
る日影は生じないことから
対象外とする。

0 － － 0.0 0.0

-0.5

-2.0

-0.3

評価点

-0.3

-0.8

一次評価

評価の指標 評価の基準

開催前
中項目
平均点

小項目
平均点

指標別
平均点

開催中 開催後 開催中 開催後大項目 中項目 小項目

評価
段階別影響

開催前
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会場別予測評価結果表(26_夢の島競技場)

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

評価点

一次評価

評価の指標 評価の基準

開催前
中項目
平均点

小項目
平均点

指標別
平均点

開催中 開催後 開催中 開催後大項目 中項目 小項目

評価
段階別影響

開催前

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

景観 緑視率 現況の緑視率

恒久の歩行者デッキの設置
により、現況で広場となっ
ている部分の植栽が改変さ
れ、緑視率は約7.8ポイン
ト減少する。

恒久の歩行者デッキによ
り、植栽が改変された状態
が続く。緑視率は、開催中
と同じく約7.8ポイント減
少する。

-1 -1 -1.0

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

景観 優れた眺望又は景観の阻害

①周辺の視点場から眺望で
きる優れた眺望景観の阻害
の有無
②景観形成特別地区の景観
を阻害しないこと

眺望景観及び景観形成特別
地区の景観を阻害すること
はない。

眺望景観及び景観形成特別
地区の景観を阻害すること
はない。

0 0 0.0

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

自然との触れ合
い活動の場

自然との触れ合い活動の場
の変化

自然との触れ合い活動の場
の消失又は改善・創出

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

自然との触れ合い活動の場
の半分以上が改変される。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

施設の後利用により、自然
との触れ合い活動の場の半
分以上が改変される。

－ -2 － -2 -2.0

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

自然との触れ合
い活動の場

自然との触れ合い活動の変
化

自然との触れ合い活動の阻
害又は促進（場へのアクセ
ス性含む）の有無

騒音、アクセス規制によ
り、自然との触れ合い活動
自体及びアクセスが阻害さ
れる。

主要なアクセスルートが物
理的に改変・遮断又はアク
セスが規制されることか
ら、自然との触れ合い活動
が阻害される。

会場エリア内の入場が規制
されることから、自然との
触れ合い活動のアクセスが
阻害される。

騒音、アクセス規制によ
り、自然との触れ合い活動
自体及びアクセスが阻害さ
れる。

主要なアクセスルートが物
理的に改変・遮断されるこ
とから、自然との触れ合い
活動が阻害される。 -2 -1 -1 -2 -1 -1.4

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

歩行者空間の快
適性

街路樹等緑陰の状況（緑陰
面積）

現況の街路樹及び接道緑
化、壁面緑化の状況

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

一部の街路樹が改変される
が、緑陰面積の減少はわず
かであるため、歩行者が感
じる快適性は変わらない。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

会場エリア内の緑陰面積の
減少はわずかであるため、
歩行者が感じる快適性は変
わらない。 － -1 － -1 -1.0 -1.0

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

史跡・文化財
史跡・文化財の保護・保全
の状況

文化財等の保存及び管理の
支障の有無

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

周辺に史跡・文化財は存在
しない。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

周辺に史跡・文化財は存在
しない。

－ 0 － 0 0.0 0.0

環境項目
資源・廃
棄物

水利用 上水利用量の削減 現在の上水利用量の水準

工事の実施に伴う水の利用
については、散水や洗車に
よる一時的な利用が見込ま
れるが、大量の水利用は想
定されないことから、予測
評価の対象外とする。

節水により上水利用量の削
減が図られる。

競技の実施時における会場
の利用者による水利用につ
いては、「施設の存在によ
る影響」に含めるものとし
て、ここでは予測評価の対
象外とする。

工事の実施に伴う水の利用
については、散水や洗車に
よる一時的な利用が見込ま
れるが、大量の水利用は想
定されないことから、予測
評価の対象外とする。

節水により上水利用量の削
減が図られる。

－ 0 － － 0 0.0 0.0

環境項目
資源・廃
棄物

廃棄物 廃棄物発生量の減量化
廃棄物発生量の減量化に
よって削減される最終処分
量の水準

標準的な工事と同程度の廃
棄物の削減対策がなされ、
現在の廃棄物の発生水準と
同等の減量化が行われる。

施設の存在による廃棄物の
発生については、「競技の
実施による影響」で扱い、
ここでは対象外とする。

競技の実施に伴い排出され
る一般廃棄物は、現在と同
程度の減量化が行われ、最
終処分量は現状の水準と変
わらない。

標準的な工事と同程度の廃
棄物の削減対策がなされ、
現在の廃棄物の発生水準と
同等の減量化が行われる。

後利用で排出される一般廃
棄物は、現在と同程度の減
量化が行われ、最終処分量
は現状の水準と変わらな
い。

0 － 0 0 0 0.0

環境項目
資源・廃
棄物

廃棄物 廃棄物の有効利用
廃棄物の有効利用によって
削減される最終処分量の水
準

建設廃棄物の有効利用の取
り組みについて、現在の標
準的な工事と同程度の廃棄
物の有効利用がなされる。

施設の存在による廃棄物の
発生については、「競技の
実施による影響」で扱い、
ここでは対象外とする。

競技の実施に伴い排出され
る一般廃棄物は、現在と同
程度の有効利用がなされ、
最終処分量は現状の水準と
変わらない。

建設廃棄物の有効利用の取
り組みについて、現在の標
準的な工事と同程度の廃棄
物の有効利用がなされる。

後利用で排出される一般廃
棄物は、現在と同程度の有
効利用がなされ、最終処分
量は現状の水準と変わらな
い。

0 － 0 0 0 0.0

環境項目
資源・廃
棄物

エコマテリアル エコマテリアルの使用
再生可能資材・再生資材の
活用の水準

再生可能資材や再生資材が
最大限に利用され、現在の
水準を上回る。

施設の存在時におけるエコ
マテリアルの利用は想定さ
れないため対象外とする。

競技の実施時におけるエコ
マテリアルの利用は想定さ
れないため対象外とする。

再生可能資材や再生資材が
最大限に利用され、現在の
水準を上回る。

後利用時におけるエコマテ
リアルの利用は想定されな
いため対象外とする。

+1 － － +1 － 1.0 1.0

環境項目
温室効果
ガス

温室効果ガス 温室効果ガスの削減量

①エネルギー消費量による
CO2排出の概算
②既存施設における追加的
排出の有無

一般的な施設の建設工事と
同程度の排出量になる。

開催中の施設の存在による
影響については、「競技の
実施による影響」に含めて
扱う。

同等施設の標準的な排出量
となる。

一般的な施設の建設工事と
同程度の排出量になる。

同等施設の標準的な排出量
となる。

0 － 0 0 0 0.0 0.0

環境項目
温室効果
ガス

エネルギー エネルギー使用量の増減

①現在の使用量の水準（東
京都温暖化対策計画書制度
/東京都建築物環境計画書
制度による評価水準）
②省エネ再エネ対策・設備
の導入状況/可能性

一般的な施設の建設工事と
同程度の消費量になる。

開催中の施設の存在による
影響については、「競技の
実施による影響」に含めて
扱う。

同等施設の標準的な消費量
となる。

一般的な施設の建設工事と
同程度の消費量になる。

同等施設の標準的な消費量
となる。

0 － 0 0 0 0.0 0.0

0.30.0

0.0

-1.7

-0.5

-0.8
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工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

評価点

一次評価

評価の指標 評価の基準

開催前
中項目
平均点

小項目
平均点

指標別
平均点

開催中 開催後 開催中 開催後大項目 中項目 小項目

評価
段階別影響

開催前

社会・経
済項目

土地利用 土地利用 土地の転用
土地利用の改変、転用の有
無

改変エリアは公園、運動場
となっており自然地や農地
は存在しない。 0 0.0

社会・経
済項目

土地利用 土地利用 土地の有効利用 未利用地の解消の有無

未利用地の有効利用はな
い。

未利用地の有効利用はな
い。

0 0 0.0

社会・経
済項目

土地利用 地域分断
生活移動動線の分断又は進
展

歩行者、自転車等の移動動
線の分断をしないこと

既に公共的な利用がなされ
ている施設の場所であり、
改変エリアは生活移動動線
に影響しない。

移動動線は確保されてお
り、競技中も現況と変わら
ない。

移動動線は確保されてお
り、後利用時も生活移動動
線への影響はない。 0 0 0 0.0

社会・経
済項目

土地利用 地域分断
生活移動動線の分断又は進
展

歩行者、自転車等の動線の
ネットワーク化の進展の有
無

既に公共的利用がなされて
いる場所であり、現況と変
わらない。

既に公共的利用がなされて
いる場所であり、現況と変
わらない。

開催前から開催後を通じて
現況と変わらない。

0 0 0 0.0

社会・経
済項目

土地利用 移転 民家等の移転
民家等の移転を伴わないこ
と

改変エリアに民家等は存在
しない。

0 0.0 0.0

社会・経
済項目

交通
公共交通へのア
クセシビリティ

アクセス性
現在の会場までのアクセス
性

新木場駅への観戦客の集中
によるアクセス性低下

アクセス性向上の対策が無
く現況と同様のアクセス性
である。 -1 0 -0.5 -0.5

社会・経
済項目

交通 交通安全 交通安全
現在の歩車動線の分離（交
通安全性の向上）の状況

現状でも対策は十分になさ
れており、工事に伴う歩車
動線の未分離区間は発生し
ない。

競技の実施による影響に含
め、評価の対象外とする。

現状において歩車動線は分
離されており、開催中も維
持される。

現状でも対策は十分になさ
れており、工事に伴う歩車
動線の未分離区間は発生し
ない。

現状において歩車動線は分
離されており、後利用時に
も維持される。 0 － 0 0 0 0.0 0.0

社会・経
済項目

経済 事業採算性 施設整備費
施設整備費を適正に保つた
めの措置

対策が無い場合には標準的
な施設整備費となる。

対策が無い場合には標準的
な撤去・改修整備費とな
る。 0 0 0.0

社会・経
済項目

経済 事業採算性 運営経費
運営・維持コストの削減の
ための措置

対策を講じない場合には標
準的な運営経費となる。

対策を講じない場合には標
準的な運営経費となる。

0 0 0.0

-0.3

0.0 0.0

0.0

0.0

0.0
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会場別予測評価結果表(26_夢の島競技場)

環境項目 主要環境 大気
汚染物質（NO2、SPM）の排
出量

排出の有無、現状より排出
増大の可能性

環境項目 主要環境 水質
汚濁負荷（COD、T-N、T-
P、BOD､SS等）の排出量

汚濁負荷物質排出の有無、
汚染増大の可能性

環境項目 主要環境 土壌
土壌汚染物質の拡散の可能
性

土地履歴調査等による土壌
汚染物質の存在可能性

環境項目 生態系
生物の生育・生
息基盤

生物の生育・生息基盤の状
況

①重要な生物・生態系の賦
存地の改変の有無
②生物の生育・生息基盤の
創出の有無

環境項目 生態系 水循環
雨水の地下浸透能力（地表
面被覆率）

現状の地表面被覆率

環境項目 生態系 生物・生態系
周辺の生物の生育・生息環
境の連続性

現況の生物の生育・生息環
境の連続性

環境項目 生態系 生物・生態系 重要な生物・生態系 重要な生物・生態系の状況

環境項目 生態系 生物・生態系
生物相の豊かさ（鳥類相で
代表）

現況の生息種数（現状生息
する種のうち、生息が困難
となる可能性のある種の有
無、種数）

環境項目 生態系 緑 緑被面積（屋上含む） 現況の緑被率の状況

環境項目 生態系 緑 緑化の状況
東京都の自然保護条例、建
築物環境計画書制度におけ
る緑化の評価基準

環境項目 生活環境 騒音 環境・交通騒音レベル
①環境基準及び法令等によ
る基準
②現況の騒音レベル

環境項目 生活環境 日影
日照の阻害の有無（阻害を
受ける住戸等の有無）

現状の日照阻害の状況

評価の指標 評価の基準

大項目 中項目 小項目

評価

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

工事による大気環境への影
響がみられるが、ミティ
ゲーションの実施により、
大気質の濃度をほとんど悪
化させない程度となる。

影響要因は想定されないた
め対象外。

施設等の利用、各施設間の
人の移動に伴う大気環境へ
の影響はほとんどなく、ミ
ティゲーションの実施によ
り大気環境が改善される。

工事による大気環境への影
響がみられるが、ミティ
ゲーションの実施により、
大気質の濃度をほとんど悪
化させない程度となる。

影響要因は想定されないた
め対象外。

0 － +1 0 － 0.3 0.3

工事の実施に伴って公共用
水域の水質に影響を及ぼす
ことはないことから、ミ
ティゲーションは想定して
いない。

影響要因が想定されないこ
とから対象外とする。

施設の供用に伴うし尿等の
汚水による影響はないこと
から、ミティゲーションは
想定していない。

工事の実施に伴って公共用
水域の水質に影響を及ぼす
ことはないことから、ミ
ティゲーションは想定して
いない。

オリンピックによる新たな
恒久施設はなく、開催後の
状況に開催前との変化はな
いことから対象外とする。 0 － 0 0 － 0.0 0.0

土地の改変等を伴う工事は
実施しないことから対象外
とする。

影響要因が想定されないこ
とから対象外とする。

影響要因が想定されないこ
とから対象外とする。

土地の改変等を伴う工事は
実施しないことから対象外
とする。

影響要因が想定されないこ
とから対象外とする。

－ － － － － - -

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

重要な生物・生態系の賦存
地の改変はない。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

重要な生物・生態系の賦存
地の改変はない。

－ 0 － 0 0.0 0.0

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

海面埋立地であるため対象
外とする。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

海面埋立地であるため対象
外とする。

－ － － － - -

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

ミティゲーションの実施に
より、周辺の生物の生育・
生息環境の連続性が現況レ
ベルまで改善する。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

ミティゲーションの実施に
より、周辺の生物の生育・
生息環境の連続性が現況レ
ベルまで改善する。 － 0 － 0 0.0

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

重要な生物・生態系の指定
地域の改変はない。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

重要な生物・生態系の指定
地域の改変はない。

－ 0 － 0 0.0

工事に伴う作業員の立ち入
り等により、生息が困難と
なる可能性のある種が存在
する。

生息が困難となる可能性の
ある種は存在しないことか
ら、現況と変わらない。

生息が困難となる可能性の
ある種は存在しないことか
ら、現況と変わらない。

工事に伴う作業員の立ち入
り等により、生息が困難と
なる可能性のある種が存在
する。

生息が困難となる可能性の
ある種は存在しないことか
ら、現況と変わらない。

-1 0 0 -1 0 -0.4

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

現況56.6％の緑被率が
17.3％となり、緑被率が
39.3ポイント減少する。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

緑被率は現況とほぼかわら
ない。

－ -2 － 0 -1.0

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

仮設施設のため対象外とす
る。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

仮設施設のため対象外とす
る。

－ － － － -

工事の実施に伴う騒音によ
る影響がみられるが、ミ
ティゲーションにより周辺
の生活環境に影響を及ぼさ
ない程度となる。

影響要因は想定されないこ
とから対象外とする。

施設の供用、声援や応援等
が周辺の生活環境に影響を
及ぼすことはないことか
ら、ミティゲーションは想
定していない。

工事の実施に伴う騒音によ
る影響がみられるが、ミ
ティゲーションにより周辺
の生活環境に影響を及ぼさ
ない程度となる。

オリンピックによる新たな
恒久施設はなく、開催後の
状況に開催前との変化はな
いことから対象外とする。 0 － 0 0 － 0.0 0.0

施設の存在による影響はな
いことから、ミティゲー
ションは想定していない。

影響要因は想定されないこ
とから対象外とする。

新たな施設による日影は生
じないことから対象外とす
る。

0 － － 0.0 0.0

0.2

-0.4-0.1

-1.0

0.0

小項目
平均点

指標別
平均点

開催後

評価点

二次評価

開催中 開催後開催前
中項目
平均点

段階別影響

開催前 開催中

1－142



会場別予測評価結果表(26_夢の島競技場)

評価の指標 評価の基準

大項目 中項目 小項目

評価

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

景観 緑視率 現況の緑視率

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

景観 優れた眺望又は景観の阻害

①周辺の視点場から眺望で
きる優れた眺望景観の阻害
の有無
②景観形成特別地区の景観
を阻害しないこと

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

自然との触れ合
い活動の場

自然との触れ合い活動の場
の変化

自然との触れ合い活動の場
の消失又は改善・創出

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

自然との触れ合
い活動の場

自然との触れ合い活動の変
化

自然との触れ合い活動の阻
害又は促進（場へのアクセ
ス性含む）の有無

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

歩行者空間の快
適性

街路樹等緑陰の状況（緑陰
面積）

現況の街路樹及び接道緑
化、壁面緑化の状況

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

史跡・文化財
史跡・文化財の保護・保全
の状況

文化財等の保存及び管理の
支障の有無

環境項目
資源・廃
棄物

水利用 上水利用量の削減 現在の上水利用量の水準

環境項目
資源・廃
棄物

廃棄物 廃棄物発生量の減量化
廃棄物発生量の減量化に
よって削減される最終処分
量の水準

環境項目
資源・廃
棄物

廃棄物 廃棄物の有効利用
廃棄物の有効利用によって
削減される最終処分量の水
準

環境項目
資源・廃
棄物

エコマテリアル エコマテリアルの使用
再生可能資材・再生資材の
活用の水準

環境項目
温室効果
ガス

温室効果ガス 温室効果ガスの削減量

①エネルギー消費量による
CO2排出の概算
②既存施設における追加的
排出の有無

環境項目
温室効果
ガス

エネルギー エネルギー使用量の増減

①現在の使用量の水準（東
京都温暖化対策計画書制度
/東京都建築物環境計画書
制度による評価水準）
②省エネ再エネ対策・設備
の導入状況/可能性

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

小項目
平均点

指標別
平均点

開催後

評価点

二次評価

開催中 開催後開催前
中項目
平均点

段階別影響

開催前 開催中

影響を受ける樹木について
は会場エリア内移植を行
う。現況と同等の緑視率と
なると想定する。

会場エリア内に移植した樹
木を維持する。移植は、現
況と同等の緑視率となると
想定する。 0 0 0.0

眺望景観及び景観形成特別
地区の景観を阻害すること
はない。

眺望景観及び景観形成特別
地区の景観を阻害すること
はない。

0 0 0.0

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

ミティゲーションの実施に
より、自然との触れ合い活
動の場が部分的に改善す
る。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

ミティゲーションの実施に
より、自然との触れ合い活
動の場が現況レベルまで改
善する。 － -1 － 0 -0.5

ミティゲーションの実施に
より、現況レベルまで自然
との触れ合い活動が改善す
る。

ミティゲーションの実施に
より、自然との触れ合い活
動が向上するとともに、ア
クセス性も向上する。

現段階ではミティゲーショ
ンは想定していない。

ミティゲーションの実施に
より、現況レベルまで自然
との触れ合い活動が改善す
る。

ミティゲーションの実施に
より、自然との触れ合い活
動が向上するとともに、ア
クセス性も向上する。 0 +1 -1 0 +2 0.4

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

影響を受ける樹木について
は、会場エリア内に移植を
行うことにより、緑陰面積
及び歩行者が感じる快適性
ともに現況と変わらない。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

仮設撤去後に原状復帰、移
植を行った樹木を開催後も
維持することにより、緑陰
面積及び歩行者の感じる快
適性ともに現況と変わらな
い。

－ 0 － 0 0.0 0.0

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

周辺に史跡・文化財は存在
しない。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

周辺に史跡・文化財は存在
しない。

－ 0 － 0 0.0 0.0

工事の実施に伴う水の利用
については、散水や洗車に
よる一時的な利用が見込ま
れるが、大量の水利用は想
定されないことから、予測
評価の対象外とする。

節水により上水利用量の削
減が図られる。

競技の実施時における会場
の利用者による水利用につ
いては、「施設の存在によ
る影響」に含めるものとし
て、ここでは予測評価の対
象外とする。

工事の実施に伴う水の利用
については、散水や洗車に
よる一時的な利用が見込ま
れるが、大量の水利用は想
定されないことから、予測
評価の対象外とする。

節水により上水利用量の削
減が図られる。

－ 0 － － 0 0.0 0.0

建設廃棄物の対策はリサイ
クルによるものが大部分で
あり、減量による最終処分
量の大幅な削減は見込めな
い。

施設の存在による廃棄物の
発生については、「競技の
実施による影響」で扱い、
ここでは対象外とする。

既に容器包装廃棄物のリサ
イクル分別などが実施され
ており、廃棄物の発生抑制
策による最終処分量の大幅
な削減は見込めない。

建設廃棄物の対策はリサイ
クルによるものが大部分で
あり、減量による最終処分
量の大幅な削減は見込めな
い。

既に容器包装廃棄物のリサ
イクル分別などが実施され
ており、廃棄物の発生抑制
策による最終処分量の大幅
な削減は見込めない。

0 － 0 0 0 0.0

「東京都建設リサイクル推
進計画」等に基づく有効利
用策の促進により、建設廃
棄物の最終処分量は現在の
水準から20％以上削減され
る。

施設の存在による廃棄物の
発生については、「競技の
実施による影響」で扱い、
ここでは対象外とする。

資源ごみ回収やごみ処理過
程資源化、熱回収等の促進
により、一般廃棄物の最終
処分量は現在の水準から
30％程度削減される。

「東京都建設リサイクル推
進計画」等に基づく有効利
用策の促進により、建設廃
棄物の最終処分量は現在の
水準から20％以上削減され
る。

資源ごみ回収やごみ処理過
程資源化、熱回収等の促進
により、一般廃棄物の最終
処分量は現在の水準から
30％程度削減される。

+1 － +1 +1 +1 1.0

再生可能資材や再生資材が
最大限に利用され、現在の
水準を上回る。

施設の存在時におけるエコ
マテリアルの利用は想定さ
れないため対象外とする。

競技の実施時におけるエコ
マテリアルの利用は想定さ
れないため対象外とする。

再生可能資材や再生資材が
最大限に利用され、現在の
水準を上回る。

後利用時におけるエコマテ
リアルの利用は想定されな
いため対象外とする。

+1 － － +1 － 1.0 1.0

低燃費型建設機械の採用等
により、約20～40％の削減
が図られる。

開催中の施設の存在による
影響については、「競技の
実施による影響」で扱い、
ここでは対象外とする。

高効率設備の採用等によ
り、18.9％程度の削減が図
られる。

低燃費型建設機械の採用等
により、約20～40％の削減
が図られる。

省エネルギー対策の実施等
により、10％程度の削減が
図られる。

+2 － +1 +2 +1 1.5 1.5

低燃費型建設機械の採用等
により、約20～40％の低減
が図られる。

開催中の施設の存在による
影響については、「競技の
実施による影響」で扱い、
ここでは対象外とする。

高効率設備の採用等によ
り、18.9％程度の低減が図
られる。

低燃費型建設機械の採用等
により、約20～40％の低減
が図られる。

省エネルギー対策の実施等
により、10％程度の低減が
図られる。

+2 － +1 +2 +1 1.5 1.5

0.50.5

1.5

0.0

0.0-0.1
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会場別予測評価結果表(26_夢の島競技場)

評価の指標 評価の基準

大項目 中項目 小項目

評価

社会・経
済項目

土地利用 土地利用 土地の転用
土地利用の改変、転用の有
無

社会・経
済項目

土地利用 土地利用 土地の有効利用 未利用地の解消の有無

社会・経
済項目

土地利用 地域分断
生活移動動線の分断又は進
展

歩行者、自転車等の移動動
線の分断をしないこと

社会・経
済項目

土地利用 地域分断
生活移動動線の分断又は進
展

歩行者、自転車等の動線の
ネットワーク化の進展の有
無

社会・経
済項目

土地利用 移転 民家等の移転
民家等の移転を伴わないこ
と

社会・経
済項目

交通
公共交通へのア
クセシビリティ

アクセス性
現在の会場までのアクセス
性

社会・経
済項目

交通 交通安全 交通安全
現在の歩車動線の分離（交
通安全性の向上）の状況

社会・経
済項目

経済 事業採算性 施設整備費
施設整備費を適正に保つた
めの措置

社会・経
済項目

経済 事業採算性 運営経費
運営・維持コストの削減の
ための措置

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

小項目
平均点

指標別
平均点

開催後

評価点

二次評価

開催中 開催後開催前
中項目
平均点

段階別影響

開催前 開催中

改変エリアは公園、運動場
となっており自然地や農地
は存在しない。 0 0.0

未利用地の有効利用はな
い。

未利用地の有効利用はな
い。

0 0 0.0

既に公共的な利用がなされ
ている施設の場所であり、
改変エリアは生活移動動線
に影響しない。

移動動線は確保されてお
り、競技中も現況と変わら
ない。

移動動線は確保されてお
り、後利用時も生活移動動
線への影響はない。 0 0 0 0.0

既に公共的利用がなされて
いる場所であり、現況と変
わらない。

既に公共的利用がなされて
いる場所であり、現況と変
わらない。

開催前から開催後を通じて
現況と変わらない。

0 0 0 0.0

改変エリアに民家等は存在
しない。

0 0.0 0.0

歩行者デッキによるアクセ
ス性の向上。

歩行者デッキによるアクセ
ス性の向上が継続される。

+1 +1 1.0 1.0

現状でも対策は十分になさ
れており、工事に伴う歩車
動線の未分離区間は発生し
ない。

競技の実施による影響に含
め、評価の対象外とする。

歩行者デッキにより新木場
駅方面からの歩行者の安全
性がさらに向上される。

現状でも対策は十分になさ
れており、工事に伴う歩車
動線の未分離区間は発生し
ない。

歩行者デッキにより新木場
駅方面からの歩行者の安全
性がさらに向上される。 0 － +1 0 +1 0.5 0.5

再生可能材により整備費や
廃棄物処理費用を抑制する
等の費用削減措置が取られ
る。

再生可能材により整備費や
廃棄物処理費用を抑制する
等の費用削減措置が取られ
る。

+1 +1 1.0

ボランティアの活用により
運営経費、維持管理コスト
の削減が図られる。

既存施設での光熱費等の大
幅な削減は見込めず、運営
経費は標準的なものとな
る。

+1 0 0.5

項目 一次評価 二次評価
主要環境 -0.3 0.2
生態系 -0.8 -0.4
生活環境 -0.3 0.0
ｱﾒﾆﾃｨ・文化 -0.8 0.0
資源・廃棄物 0.3 0.5
温室効果ガス 0.0 1.5
土地利用 0.0 0.0
交通 -0.3 0.8
経済 0.0 0.8

0.8

0.0

0.0

0.0

0.8

0.8

-2
-1
0
1
2
主要環境

生態系

生活環境

ｱﾒﾆﾃｨ・文化

資源・廃棄物温室効果ガス

土地利用

交通

経済 一次評価

二次評価
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会場別予測評価結果表(27～28_ｱｸｱﾃｨｸｽｾﾝﾀｰ、ｳｫｰﾀｰﾎﾟﾛｱﾘｰﾅ)

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

環境項目 主要環境 大気
汚染物質（NO2、SPM）の排
出量

排出の有無、現状より排出
増大の可能性

工事の実施による濃度の変
化（付加率）が5％未満で
ある。

影響要因は想定されないた
め対象外。

施設等の利用、各施設間の
人の移動に伴う汚染物質の
排出が周辺の大気環境に与
える影響はほとんどない。

工事の実施による濃度の変
化（付加率）が5％未満で
ある。

施設等の利用、各施設間の
人の移動に伴う汚染物質の
排出が周辺の大気環境に与
える影響はほとんどない。 -1 － 0 -1 0 -0.5 -0.5

環境項目 主要環境 水質
汚濁負荷（COD、T-N、T-
P、BOD､SS等）の排出量

汚濁負荷物質排出の有無、
汚染増大の可能性

工事の実施に伴うし尿等の
汚水は公共下水道等に排出
することから、公共用水域
の水質に影響を及ぼすこと
はない。

影響要因が想定されないこ
とから対象外とする。

施設の供用に伴うし尿等の
汚水は公共下水道等に排出
することから、公共用水域
の水質に影響を及ぼすこと
はない。

工事の実施に伴うし尿等の
汚水は公共下水道等に排出
することから、公共用水域
の水質に影響を及ぼすこと
はない。

施設の供用に伴うし尿等の
汚水は公共下水道等に排出
することから、公共用水域
の水質に影響を及ぼすこと
はない。

0 － 0 0 0 0.0 0.0

環境項目 主要環境 土壌
土壌汚染物質の拡散の可能
性

土地履歴調査等による土壌
汚染物質の存在可能性

履歴調査の結果、土壌汚染
物質の存在の可能性はな
い。

影響要因が想定されないこ
とから対象外とする。

影響要因が想定されないこ
とから対象外とする。

比較的規模の大きい撤去工
事を行うが、履歴調査の結
果から、土壌汚染物質の拡
散の可能性はない。

影響要因が想定されないこ
とから対象外とする。

0 － － 0 － 0.0 0.0

環境項目 生態系
生物の生育・生
息基盤

生物の生育・生息基盤の状
況

①重要な生物・生態系の賦
存地の改変の有無
②生物の生育・生息基盤の
創出の有無

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

重要な生物・生態系の賦存
地の改変はない。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

重要な生物・生態系の賦存
地の改変はない。

－ 0 － 0 0.0 0.0

環境項目 生態系 水循環
雨水の地下浸透能力（地表
面被覆率）

現状の地表面被覆率

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

海面埋立地であるため対象
外とする。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

海面埋立地であるため対象
外とする。

－ － － － - -

環境項目 生態系 生物・生態系
周辺の生物の生育・生息環
境の連続性

現況の生物の生育・生息環
境の連続性

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

まとまりのある又は連続し
た樹林が改変されることか
ら、生物の生育・生息場所
に消失・分断が生じる。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

まとまりのある又は連続し
た樹林が改変されることか
ら、生物の生育・生息場所
に消失・分断が生じる。 － -1 － -1 -1.0

環境項目 生態系 生物・生態系 重要な生物・生態系 重要な生物・生態系の状況

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

重要な生物・生態系の指定
地域の改変はない。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

重要な生物・生態系の指定
地域の改変はない。

－ 0 － 0 0.0

環境項目 生態系 生物・生態系
生物相の豊かさ（鳥類相で
代表）

現況の生息種数（現状生息
する種のうち、生息が困難
となる可能性のある種の有
無、種数）

工事に伴う騒音や作業員の
立ち入り等により、生息が
困難となる可能性のある種
が存在する。

生息が困難となる可能性の
ある種は存在しないことか
ら、現況と変わらない。

生息が困難となる可能性の
ある種は存在しないことか
ら、現況と変わらない。

工事に伴う騒音や作業員の
立ち入りにより、生息が困
難となる可能性のある種が
存在する。

生息が困難となる可能性の
ある種は存在しないことか
ら、現況と変わらない。

-1 0 0 -1 0 -0.4

環境項目 生態系 緑 緑被面積（屋上含む） 現況の緑被率の状況

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

現況76.5％の緑被率が
51.4％となり、25.1ポイン
ト減少する。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

現況76.5％の緑被率が
51.4％となり、25.1ポイン
トと大きく減少する。

－ -2 － -2 -2.0

環境項目 生態系 緑 緑化の状況
東京都の自然保護条例、建
築物環境計画書制度におけ
る緑化の評価基準

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

緑化率23.7％であり、段階
2の水準を達成。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

緑化率23.7％であり、段階
2の水準を達成。

－ +1 － +1 1.0

環境項目 生活環境 騒音 環境・交通騒音レベル
①環境基準及び法令等によ
る基準
②現況の騒音レベル

工事の実施に伴う騒音によ
る周辺の生活環境への影響
がみられる。

影響要因は想定されないこ
とから対象外とする。

施設の供用、声援や応援等
による騒音の発生がみられ
るが、周辺の生活環境に影
響を及ぼすことはない。

工事の実施に伴う騒音によ
る周辺の生活環境への影響
がみられる。

開催後の後利用は開催中と
同様に屋内でのイベント開
催であることから、周辺の
生活環境に影響を及ぼすこ
とはない。

-1 － 0 -1 0 -0.5 -0.5

環境項目 生活環境 日影
日照の阻害の有無（阻害を
受ける住戸等の有無）

現状の日照阻害の状況

日影が会場エリア北側の日
影の規制地域にまで及ぶ。

影響要因は想定されないこ
とから対象外とする。

日影が会場エリア北側の日
影の規制地域にまで及ぶ。

-1 － -1 -1.0 -1.0

-0.5

-0.5

-0.8

評価点

-0.2

-0.3

一次評価

評価の指標 評価の基準

開催前
中項目
平均点

小項目
平均点

指標別
平均点

開催中 開催後 開催中 開催後大項目 中項目 小項目

評価
段階別影響

開催前
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会場別予測評価結果表(27～28_ｱｸｱﾃｨｸｽｾﾝﾀｰ、ｳｫｰﾀｰﾎﾟﾛｱﾘｰﾅ)

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

評価点

一次評価

評価の指標 評価の基準

開催前
中項目
平均点

小項目
平均点

指標別
平均点

開催中 開催後 開催中 開催後大項目 中項目 小項目

評価
段階別影響

開催前

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

景観 緑視率 現況の緑視率

恒久施設の整備により樹木
が影響を受け、緑視率は約
15.0ポイント減少する。

仮設撤去後も、樹木が改変
された状態が続くため、緑
視率の減少は開催中と同様
に約15.0ポイントとなる。

-1 -1 -1.0

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

景観 優れた眺望又は景観の阻害

①周辺の視点場から眺望で
きる優れた眺望景観の阻害
の有無
②景観形成特別地区の景観
を阻害しないこと

眺望景観及び景観形成特別
地区の景観を阻害すること
はない。

眺望景観及び景観形成特別
地区の景観を阻害すること
はない。

0 0 0.0

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

自然との触れ合
い活動の場

自然との触れ合い活動の場
の変化

自然との触れ合い活動の場
の消失又は改善・創出

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

自然との触れ合い活動の場
の周縁部が改変される。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

施設の後利用により、自然
との触れ合い活動の場の周
縁部が改変されたままとな
る。 － -1 － -1 -1.0

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

自然との触れ合
い活動の場

自然との触れ合い活動の変
化

自然との触れ合い活動の阻
害又は促進（場へのアクセ
ス性含む）の有無

騒音、アクセス規制によ
り、自然との触れ合い活動
自体及びアクセスが阻害さ
れる。

主要なアクセスルートが物
理的に改変・遮断されない
ことから、現況と変わらな
い。

会場エリア内の入場が規制
されることから、自然との
触れ合い活動のアクセスが
阻害される。

騒音、アクセス規制によ
り、自然との触れ合い活動
自体及びアクセスが阻害さ
れる。

主要なアクセスルートが物
理的に改変・遮断されな
い、又は現況で自然との触
れ合い活動が行われてな
い。

-2 0 -1 -2 0 -1.0

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

歩行者空間の快
適性

街路樹等緑陰の状況（緑陰
面積）

現況の街路樹及び接道緑
化、壁面緑化の状況

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

樹林地となっている部分が
改変されるため、会場エリ
ア内の緑陰面積が減少す
る。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

恒設の存在により、樹木が
改変された状態が続くた
め、緑陰面積が減少する。
アクセスルートに面した樹
木に変化はなく、歩行者が
感じる快適性は変わらな
い。

－ -1 － -1 -1.0 -1.0

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

史跡・文化財
史跡・文化財の保護・保全
の状況

文化財等の保存及び管理の
支障の有無

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

周辺に史跡・文化財は存在
しない。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

周辺に史跡・文化財は存在
しない。

－ 0 － 0 0.0 0.0

環境項目
資源・廃
棄物

水利用 上水利用量の削減 現在の上水利用量の水準

工事の実施に伴う水の利用
については、散水や洗車に
よる一時的な利用が見込ま
れるが、大量の水利用は想
定されないことから、予測
評価の対象外とする。

節水により上水利用量の削
減が図られる。

競技の実施時における会場
の利用者による水利用につ
いては、「施設の存在によ
る影響」に含めるものとし
て、ここでは予測評価の対
象外とする。

工事の実施に伴う水の利用
については、散水や洗車に
よる一時的な利用が見込ま
れるが、大量の水利用は想
定されないことから、予測
評価の対象外とする。

節水により上水利用量の削
減が図られる。

－ 0 － － 0 0.0 0.0

環境項目
資源・廃
棄物

廃棄物 廃棄物発生量の減量化
廃棄物発生量の減量化に
よって削減される最終処分
量の水準

標準的な工事と同程度の廃
棄物の削減対策がなされ、
現在の廃棄物の発生水準と
同等の減量化が行われる。

施設の存在による廃棄物の
発生については、「競技の
実施による影響」で扱い、
ここでは対象外とする。

競技の実施に伴い排出され
る一般廃棄物は、現在と同
程度の減量化が行われ、最
終処分量は現状の水準と変
わらない。

標準的な工事と同程度の廃
棄物の削減対策がなされ、
現在の廃棄物の発生水準と
同等の減量化が行われる。

後利用で排出される一般廃
棄物は、現在と同程度の減
量化が行われ、最終処分量
は現状の水準と変わらな
い。

0 － 0 0 0 0.0

環境項目
資源・廃
棄物

廃棄物 廃棄物の有効利用
廃棄物の有効利用によって
削減される最終処分量の水
準

建設廃棄物の有効利用の取
り組みについて、現在の標
準的な工事と同程度の廃棄
物の有効利用がなされる。

施設の存在による廃棄物の
発生については、「競技の
実施による影響」で扱い、
ここでは対象外とする。

競技の実施に伴い排出され
る一般廃棄物は、現在と同
程度の有効利用がなされ、
最終処分量は現状の水準と
変わらない。

建設廃棄物の有効利用の取
り組みについて、現在の標
準的な工事と同程度の廃棄
物の有効利用がなされる。

後利用で排出される一般廃
棄物は、現在と同程度の有
効利用がなされ、最終処分
量は現状の水準と変わらな
い。

0 － 0 0 0 0.0

環境項目
資源・廃
棄物

エコマテリアル エコマテリアルの使用
再生可能資材・再生資材の
活用の水準

再生可能資材や再生資材が
最大限に利用され、現在の
水準を上回る。

施設の存在時におけるエコ
マテリアルの利用は想定さ
れないため対象外とする。

競技の実施時におけるエコ
マテリアルの利用は想定さ
れないため対象外とする。

再生可能資材や再生資材が
最大限に利用され、現在の
水準を上回る。

後利用時におけるエコマテ
リアルの利用は想定されな
いため対象外とする。

+1 － － +1 － 1.0 1.0

環境項目
温室効果
ガス

温室効果ガス 温室効果ガスの削減量

①エネルギー消費量による
CO2排出の概算
②既存施設における追加的
排出の有無

一般的な施設の建設工事と
同程度の排出量になる。

開催中の施設の存在による
影響については、「競技の
実施による影響」に含めて
扱う。

同等施設の標準的な排出量
となる。

一般的な施設の建設工事と
同程度の排出量になる。

同等施設の標準的な排出量
となる。

0 － 0 0 0 0.0 0.0

環境項目
温室効果
ガス

エネルギー エネルギー使用量の増減

①現在の使用量の水準（東
京都温暖化対策計画書制度
/東京都建築物環境計画書
制度による評価水準）
②省エネ再エネ対策・設備
の導入状況/可能性

一般的な施設の建設工事と
同程度の消費量になる。

開催中の施設の存在による
影響については、「競技の
実施による影響」に含めて
扱う。

同等施設の標準的な消費量
となる。

一般的な施設の建設工事と
同程度の消費量になる。

同等施設の標準的な消費量
となる。

0 － 0 0 0 0.0 0.0

0.30.0

0.0

-1.0

-0.5

-0.6
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工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

評価点

一次評価

評価の指標 評価の基準

開催前
中項目
平均点

小項目
平均点

指標別
平均点

開催中 開催後 開催中 開催後大項目 中項目 小項目

評価
段階別影響

開催前

社会・経
済項目

土地利用 土地利用 土地の転用
土地利用の改変、転用の有
無

改変エリアは公園、運動場
となっており自然地や農地
は存在しない。 0 0.0

社会・経
済項目

土地利用 土地利用 土地の有効利用 未利用地の解消の有無

未利用地の有効利用はな
い。

未利用地の有効利用はな
い。

0 0 0.0

社会・経
済項目

土地利用 地域分断
生活移動動線の分断又は進
展

歩行者、自転車等の移動動
線の分断をしないこと

既に公共的な利用がなされ
ている施設の場所であり、
改変エリアは生活移動動線
に影響しない。

移動動線は確保されてお
り、競技中も現況と変わら
ない。

移動動線は確保されてお
り、後利用時も生活移動動
線への影響はない。 0 0 0 0.0

社会・経
済項目

土地利用 地域分断
生活移動動線の分断又は進
展

歩行者、自転車等の動線の
ネットワーク化の進展の有
無

既に公共的利用がなされて
いる場所であり、現況と変
わらない。

既に公共的利用がなされて
いる場所であり、現況と変
わらない。

開催前から開催後を通じて
現況と変わらない。

0 0 0 0.0

社会・経
済項目

土地利用 移転 民家等の移転
民家等の移転を伴わないこ
と

改変エリアに民家等は存在
しない。

0 0.0 0.0

社会・経
済項目

交通
公共交通へのア
クセシビリティ

アクセス性
現在の会場までのアクセス
性

アクセス性向上の対策が無
く現況と同様のアクセス性
である。

アクセス性向上の対策が無
く現況と同様のアクセス性
である。 0 0 0.0 0.0

社会・経
済項目

交通 交通安全 交通安全
現在の歩車動線の分離（交
通安全性の向上）の状況

現状でも対策は十分になさ
れており、工事に伴う歩車
動線の未分離区間は発生し
ない。

競技の実施による影響に含
め、評価の対象外とする。

現状において歩車動線は分
離されており、開催中も維
持される。

現状でも対策は十分になさ
れており、工事に伴う歩車
動線の未分離区間は発生し
ない。

現状において歩車動線は分
離されており、後利用時に
も維持される。 0 － 0 0 0 0.0 0.0

社会・経
済項目

経済 事業採算性 施設整備費
施設整備費を適正に保つた
めの措置

対策が無い場合には標準的
な施設整備費となる。

対策が無い場合には標準的
な撤去・改修整備費とな
る。 0 0 0.0

社会・経
済項目

経済 事業採算性 運営経費
運営・維持コストの削減の
ための措置

対策を講じない場合には標
準的な運営経費となる。

対策を講じない場合には標
準的な運営経費となる。

0 0 0.0

0.0

0.0 0.0

0.0

0.0

0.0
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環境項目 主要環境 大気
汚染物質（NO2、SPM）の排
出量

排出の有無、現状より排出
増大の可能性

環境項目 主要環境 水質
汚濁負荷（COD、T-N、T-
P、BOD､SS等）の排出量

汚濁負荷物質排出の有無、
汚染増大の可能性

環境項目 主要環境 土壌
土壌汚染物質の拡散の可能
性

土地履歴調査等による土壌
汚染物質の存在可能性

環境項目 生態系
生物の生育・生
息基盤

生物の生育・生息基盤の状
況

①重要な生物・生態系の賦
存地の改変の有無
②生物の生育・生息基盤の
創出の有無

環境項目 生態系 水循環
雨水の地下浸透能力（地表
面被覆率）

現状の地表面被覆率

環境項目 生態系 生物・生態系
周辺の生物の生育・生息環
境の連続性

現況の生物の生育・生息環
境の連続性

環境項目 生態系 生物・生態系 重要な生物・生態系 重要な生物・生態系の状況

環境項目 生態系 生物・生態系
生物相の豊かさ（鳥類相で
代表）

現況の生息種数（現状生息
する種のうち、生息が困難
となる可能性のある種の有
無、種数）

環境項目 生態系 緑 緑被面積（屋上含む） 現況の緑被率の状況

環境項目 生態系 緑 緑化の状況
東京都の自然保護条例、建
築物環境計画書制度におけ
る緑化の評価基準

環境項目 生活環境 騒音 環境・交通騒音レベル
①環境基準及び法令等によ
る基準
②現況の騒音レベル

環境項目 生活環境 日影
日照の阻害の有無（阻害を
受ける住戸等の有無）

現状の日照阻害の状況

評価の指標 評価の基準

大項目 中項目 小項目

評価

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

工事による大気環境への影
響がみられ、ミティゲー
ションの実施により影響の
程度が低減されるが、濃度
の変化（付加率）が5％未
満となる。

影響要因は想定されないた
め対象外。

施設等の利用、各施設間の
人の移動に伴う大気環境へ
の影響はほとんどなく、ミ
ティゲーションの実施によ
り大気環境が改善される。

工事による大気環境への影
響がみられ、ミティゲー
ションの実施により影響の
程度が低減されるが、濃度
の変化（付加率）が5％未
満となる。

施設等の利用、各施設間の
人の移動に伴う大気環境へ
の影響はほとんどなく、ミ
ティゲーションの実施によ
り大気環境が改善される。

-1 － +1 -1 +1 0.0 0.0

工事の実施に伴って公共用
水域の水質に影響を及ぼす
ことはないことから、ミ
ティゲーションは想定して
いない。

影響要因が想定されないこ
とから対象外とする。

施設の供用に伴うし尿等の
汚水による影響はないこと
から、ミティゲーションは
想定していない。

工事の実施に伴って公共用
水域の水質に影響を及ぼす
ことはないことから、ミ
ティゲーションは想定して
いない。

施設の供用に伴うし尿等の
汚水による影響はないこと
から、ミティゲーションは
想定していない。 0 － 0 0 0 0.0 0.0

履歴調査の結果、土壌汚染
物質の存在の可能性はない
ことから、ミティゲーショ
ンは想定していない。

影響要因が想定されないこ
とから対象外とする。

影響要因が想定されないこ
とから対象外とする。

履歴調査の結果から土壌汚
染物質の拡散の可能性はな
いことから、ミティゲー
ションは想定していない。

影響要因が想定されないこ
とから対象外とする。

0 － － 0 － 0.0 0.0

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

重要な生物・生態系の賦存
地の改変はない。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

重要な生物・生態系の賦存
地の改変はない。

－ 0 － 0 0.0 0.0

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

海面埋立地であるため対象
外とする。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

海面埋立地であるため対象
外とする。

－ － － － - -

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

ミティゲーションの実施に
より、周辺の生物の生育・
生息環境の連続性が部分的
に改善するものの、現況レ
ベルまで改善しない。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

ミティゲーションの実施に
より、周辺の生物の生育・
生息環境の連続性が部分的
に改善するものの、現況レ
ベルまで改善しない。

－ -1 － -1 -1.0

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

重要な生物・生態系の指定
地域の改変はない。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

重要な生物・生態系の指定
地域の改変はない。

－ 0 － 0 0.0

工事に伴う作業員の立ち入
り等により、生息が困難と
なる可能性のある種が存在
する。

生息が困難となる可能性の
ある種は存在しないことか
ら、現況と変わらない。

生息が困難となる可能性の
ある種は存在しないことか
ら、現況と変わらない。

工事に伴う作業員の立ち入
り等により、生息が困難と
なる可能性のある種が存在
する。

生息が困難となる可能性の
ある種は存在しないことか
ら、現況と変わらない。

-1 0 0 -1 0 -0.4

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

一次評価の結果、緑被率が
25.1ポイント減少する。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

現況76.5％の緑被率が
61.3％となり、緑被率が
15.2ポイント減少する。

－ -2 － -1 -1.5

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

緑化率が23.7％となり、段
階2を達成。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

緑化率が27.7％となり、段
階2を達成。

－ +1 － +1 1.0

工事の実施に伴う騒音によ
る影響がみられるが、ミ
ティゲーションにより周辺
の生活環境に影響を及ぼさ
ない程度となる。

影響要因は想定されないこ
とから対象外とする。

施設の供用、声援や応援等
が周辺の生活環境に影響を
及ぼすことはないことか
ら、ミティゲーションは想
定していない。

工事の実施に伴う騒音によ
る影響がみられるが、ミ
ティゲーションにより周辺
の生活環境に影響を及ぼさ
ない程度となる。

屋内でのイベント開催であ
り、周辺の生活環境への影
響はないことから、ミティ
ゲーションは想定していな
い。

0 － 0 0 0 0.0 0.0

日影が会場の北側の日影の
規制地域にまで及ぶが、屋
根の形状に配慮する等のミ
ティゲーションにより影響
が回避できる。

影響要因は想定されないこ
とから対象外とする。

日影が会場の北側の日影の
規制地域にまで及ぶが、屋
根の形状に配慮する等のミ
ティゲーションにより影響
が回避できる。

0 － 0 0.0 0.0

0.0

-0.2-0.5

-0.3

0.0

小項目
平均点

指標別
平均点

開催後

評価点

二次評価

開催中 開催後開催前
中項目
平均点

段階別影響

開催前 開催中
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会場別予測評価結果表(27～28_ｱｸｱﾃｨｸｽｾﾝﾀｰ、ｳｫｰﾀｰﾎﾟﾛｱﾘｰﾅ)

評価の指標 評価の基準

大項目 中項目 小項目

評価

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

景観 緑視率 現況の緑視率

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

景観 優れた眺望又は景観の阻害

①周辺の視点場から眺望で
きる優れた眺望景観の阻害
の有無
②景観形成特別地区の景観
を阻害しないこと

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

自然との触れ合
い活動の場

自然との触れ合い活動の場
の変化

自然との触れ合い活動の場
の消失又は改善・創出

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

自然との触れ合
い活動の場

自然との触れ合い活動の変
化

自然との触れ合い活動の阻
害又は促進（場へのアクセ
ス性含む）の有無

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

歩行者空間の快
適性

街路樹等緑陰の状況（緑陰
面積）

現況の街路樹及び接道緑
化、壁面緑化の状況

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

史跡・文化財
史跡・文化財の保護・保全
の状況

文化財等の保存及び管理の
支障の有無

環境項目
資源・廃
棄物

水利用 上水利用量の削減 現在の上水利用量の水準

環境項目
資源・廃
棄物

廃棄物 廃棄物発生量の減量化
廃棄物発生量の減量化に
よって削減される最終処分
量の水準

環境項目
資源・廃
棄物

廃棄物 廃棄物の有効利用
廃棄物の有効利用によって
削減される最終処分量の水
準

環境項目
資源・廃
棄物

エコマテリアル エコマテリアルの使用
再生可能資材・再生資材の
活用の水準

環境項目
温室効果
ガス

温室効果ガス 温室効果ガスの削減量

①エネルギー消費量による
CO2排出の概算
②既存施設における追加的
排出の有無

環境項目
温室効果
ガス

エネルギー エネルギー使用量の増減

①現在の使用量の水準（東
京都温暖化対策計画書制度
/東京都建築物環境計画書
制度による評価水準）
②省エネ再エネ対策・設備
の導入状況/可能性

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

小項目
平均点

指標別
平均点

開催後

評価点

二次評価

開催中 開催後開催前
中項目
平均点

段階別影響

開催前 開催中

影響を受ける樹木は会場エ
リア内移植を行い、会場周
辺の緑化を図るため、現況
と同等の緑視率となると想
定する。

仮設撤去後、樹木を原状復
帰し、恒久施設の周囲の緑
化や壁面緑化を図ることに
より、現況と同等の緑視率
となることを想定する。 0 0 0.0

眺望景観及び景観形成特別
地区の景観を阻害すること
はない。

眺望景観及び景観形成特別
地区の景観を阻害すること
はない。

0 0 0.0

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

ミティゲーションの実施に
より、自然との触れ合い活
動の場が新たに創出され、
質が一部向上する。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

ミティゲーションの実施に
より、自然との触れ合い活
動の場が新たに創出され、
質が一部向上する。 － +1 － +1 1.0

ミティゲーションの実施に
より、現況レベルまで自然
との触れ合い活動が改善す
る。

ミティゲーションの実施に
より、自然との触れ合い活
動が向上するとともに、ア
クセス性も向上する。

現段階ではミティゲーショ
ンは想定していない。

ミティゲーションの実施に
より、現況レベルまで自然
との触れ合い活動が改善す
る。

ミティゲーションの実施に
より、自然との触れ合い活
動が向上するとともに、ア
クセス性も向上する。 0 +1 -1 0 +2 0.4

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

仮設により影響を受ける樹
木については会場エリア内
に移植を行うが、恒設によ
り影響を受ける樹木は会場
エリア外へ移植を行うた
め、会場エリア内の緑陰面
積は減少する。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

恒設の建設により影響を受
ける樹木については、会場
外への移植を行うため、会
場エリア内では現況よりも
緑陰面積が減少した状態が
続く。

－ -1 － -1 -1.0 -1.0

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

周辺に史跡・文化財は存在
しない。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

周辺に史跡・文化財は存在
しない。

－ 0 － 0 0.0 0.0

工事の実施に伴う水の利用
については、散水や洗車に
よる一時的な利用が見込ま
れるが、大量の水利用は想
定されないことから、予測
評価の対象外とする。

節水のほか、雨水及び再生
水（中水含む）の利用施設
が設置され、水の有効利用
が図られる。

競技の実施時における会場
の利用者による水利用につ
いては、「施設の存在によ
る影響」に含めるものとし
て、ここでは予測評価の対
象外とする。

工事の実施に伴う水の利用
については、散水や洗車に
よる一時的な利用が見込ま
れるが、大量の水利用は想
定されないことから、予測
評価の対象外とする。

節水のほか、雨水及び再生
水（中水含む）の利用施設
が設置され、水の有効利用
が図られる。 － +2 － － +2 2.0 2.0

建設廃棄物の対策はリサイ
クルによるものが大部分で
あり、減量による最終処分
量の大幅な削減は見込めな
い。

施設の存在による廃棄物の
発生については、「競技の
実施による影響」で扱い、
ここでは対象外とする。

既に容器包装廃棄物のリサ
イクル分別などが実施され
ており、廃棄物の発生抑制
策による最終処分量の大幅
な削減は見込めない。

建設廃棄物の対策はリサイ
クルによるものが大部分で
あり、減量による最終処分
量の大幅な削減は見込めな
い。

既に容器包装廃棄物のリサ
イクル分別などが実施され
ており、廃棄物の発生抑制
策による最終処分量の大幅
な削減は見込めない。

0 － 0 0 0 0.0

「東京都建設リサイクル推
進計画」等に基づく有効利
用策の促進により、建設廃
棄物の最終処分量は現在の
水準から20％以上削減され
る。

施設の存在による廃棄物の
発生については、「競技の
実施による影響」で扱い、
ここでは対象外とする。

資源ごみ回収やごみ処理過
程資源化、熱回収等の促進
により、一般廃棄物の最終
処分量は現在の水準から
30％程度削減される。

「東京都建設リサイクル推
進計画」等に基づく有効利
用策の促進により、建設廃
棄物の最終処分量は現在の
水準から20％以上削減され
る。

資源ごみ回収やごみ処理過
程資源化、熱回収等の促進
により、一般廃棄物の最終
処分量は現在の水準から
30％程度削減される。

+1 － +1 +1 +1 1.0

再生可能資材や再生資材が
最大限に利用され、現在の
水準を上回る。

施設の存在時におけるエコ
マテリアルの利用は想定さ
れないため対象外とする。

競技の実施時におけるエコ
マテリアルの利用は想定さ
れないため対象外とする。

再生可能資材や再生資材が
最大限に利用され、現在の
水準を上回る。

後利用時におけるエコマテ
リアルの利用は想定されな
いため対象外とする。

+1 － － +1 － 1.0 1.0

低燃費型建設機械の採用等
により、約20～40％の削減
が図られる。

開催中の施設の存在による
影響については、「競技の
実施による影響」で扱い、
ここでは対象外とする。

最高水準の省エネルギー技
術の活用等により、33.3％
程度の削減が図られる。

低燃費型建設機械の採用等
により、約20～40％の削減
が図られる。

最高水準の省エネルギー技
術の活用等により、50％程
度の削減が図られる。

+2 － +2 +2 +2 2.0 2.0

低燃費型建設機械の採用等
により、約20～40％の低減
が図られる。

開催中の施設の存在による
影響については、「競技の
実施による影響」で扱い、
ここでは対象外とする。

最高水準の省エネルギー技
術の活用等により、33.3％
程度の低減が図られる。

低燃費型建設機械の採用等
により、約20～40％の低減
が図られる。

最高水準の省エネルギー技
術の活用等により、50％程
度の低減が図られる。

+2 － +2 +2 +2 2.0 2.0

1.20.5

2.0

0.0

-0.10.7
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会場別予測評価結果表(27～28_ｱｸｱﾃｨｸｽｾﾝﾀｰ、ｳｫｰﾀｰﾎﾟﾛｱﾘｰﾅ)

評価の指標 評価の基準

大項目 中項目 小項目

評価

社会・経
済項目

土地利用 土地利用 土地の転用
土地利用の改変、転用の有
無

社会・経
済項目

土地利用 土地利用 土地の有効利用 未利用地の解消の有無

社会・経
済項目

土地利用 地域分断
生活移動動線の分断又は進
展

歩行者、自転車等の移動動
線の分断をしないこと

社会・経
済項目

土地利用 地域分断
生活移動動線の分断又は進
展

歩行者、自転車等の動線の
ネットワーク化の進展の有
無

社会・経
済項目

土地利用 移転 民家等の移転
民家等の移転を伴わないこ
と

社会・経
済項目

交通
公共交通へのア
クセシビリティ

アクセス性
現在の会場までのアクセス
性

社会・経
済項目

交通 交通安全 交通安全
現在の歩車動線の分離（交
通安全性の向上）の状況

社会・経
済項目

経済 事業採算性 施設整備費
施設整備費を適正に保つた
めの措置

社会・経
済項目

経済 事業採算性 運営経費
運営・維持コストの削減の
ための措置

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

小項目
平均点

指標別
平均点

開催後

評価点

二次評価

開催中 開催後開催前
中項目
平均点

段階別影響

開催前 開催中

改変エリアは公園、運動場
となっており自然地や農地
は存在しない。 0 0.0

未利用地の有効利用はな
い。

未利用地の有効利用はな
い。

0 0 0.0

既に公共的な利用がなされ
ている施設の場所であり、
改変エリアは生活移動動線
に影響しない。

移動動線は確保されてお
り、競技中も現況と変わら
ない。

移動動線は確保されてお
り、後利用時も生活移動動
線への影響はない。 0 0 0 0.0

既に公共的利用がなされて
いる場所であり、現況と変
わらない。

既に公共的利用がなされて
いる場所であり、現況と変
わらない。

開催前から開催後を通じて
現況と変わらない。

0 0 0 0.0

改変エリアに民家等は存在
しない。

0 0.0 0.0

歩行者デッキによるアクセ
ス性の向上。

歩行者デッキによるアクセ
ス性の向上が継続される。

+1 +1 1.0 1.0

現状でも対策は十分になさ
れており、工事に伴う歩車
動線の未分離区間は発生し
ない。

競技の実施による影響に含
め、評価の対象外とする。

現状において歩車動線は分
離されており、開催中も維
持される。

現状でも対策は十分になさ
れており、工事に伴う歩車
動線の未分離区間は発生し
ない。

現状において歩車動線は分
離されており、後利用時に
も維持される。 0 － 0 0 0 0.0 0.0

再生可能材の活用等によ
り、最先端技術導入による
コスト増を相殺して標準的
な整備費となる。

再生可能材により整備費や
廃棄物処理費用を抑制する
等の費用削減措置が取られ
る。

0 +1 0.5

エネルギー利用の最適化や
ボランティアの活用により
運営経費、維持管理コスト
の削減が図られる。

エネルギー利用の最適化等
により後利用時も光熱費等
の維持管理コストの削減が
図られる。

+1 +1 1.0

項目 一次評価 二次評価
主要環境 -0.2 0.0
生態系 -0.3 -0.2
生活環境 -0.8 0.0
ｱﾒﾆﾃｨ・文化 -0.6 -0.1
資源・廃棄物 0.3 1.2
温室効果ガス 0.0 2.0
土地利用 0.0 0.0
交通 0.0 0.5
経済 0.0 0.8

0.8

0.0

0.0

0.0

0.5

0.8

-2
-1
0
1
2
主要環境

生態系

生活環境

ｱﾒﾆﾃｨ・文化

資源・廃棄物温室効果ガス

土地利用

交通

経済 一次評価

二次評価

1－150



会場別予測評価結果表(29_武蔵野の森総合スポーツ施設)

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

環境項目 主要環境 大気
汚染物質（NO2、SPM）の排
出量

排出の有無、現状より排出
増大の可能性

工事の実施による濃度の変
化（付加率）が5％未満で
ある。

影響要因は想定されないた
め対象外。

施設等の利用、各施設間の
人の移動に伴う汚染物質の
排出が周辺の大気環境に与
える影響はほとんどない。

影響要因は想定されないた
め対象外。

施設等の利用、各施設間の
人の移動に伴う汚染物質の
排出が周辺の大気環境に与
える影響はほとんどない。 -1 － 0 － 0 -0.3 -0.3

環境項目 主要環境 水質
汚濁負荷（COD、T-N、T-
P、BOD､SS等）の排出量

汚濁負荷物質排出の有無、
汚染増大の可能性

工事の実施に伴うし尿等の
汚水は公共下水道等に排出
することから、公共用水域
の水質に影響を及ぼすこと
はない。

影響要因が想定されないこ
とから対象外とする。

施設の供用に伴うし尿等の
汚水は公共下水道等に排出
することから、公共用水域
の水質に影響を及ぼすこと
はない。

工事の実施に伴うし尿等の
汚水は公共下水道等に排出
することから、公共用水域
の水質に影響を及ぼすこと
はない。

施設の供用に伴うし尿等の
汚水は公共下水道等に排出
することから、公共用水域
の水質に影響を及ぼすこと
はない。

0 － 0 0 0 0.0 0.0

環境項目 主要環境 土壌
土壌汚染物質の拡散の可能
性

土地履歴調査等による土壌
汚染物質の存在可能性

履歴調査の結果、土壌汚染
物質の存在の可能性はな
い。

影響要因が想定されないこ
とから対象外とする。

影響要因が想定されないこ
とから対象外とする。

工事の内容から土壌汚染物
質の拡散の可能性はない。

影響要因が想定されないこ
とから対象外とする。

0 － － 0 － 0.0 0.0

環境項目 生態系
生物の生育・生
息基盤

生物の生育・生息基盤の状
況

①重要な生物・生態系の賦
存地の改変の有無
②生物の生育・生息基盤の
創出の有無

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

重要な生物・生態系の賦存
地の改変はない。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

重要な生物・生態系の賦存
地の改変はない。

－ 0 － 0 0.0 0.0

環境項目 生態系 水循環
雨水の地下浸透能力（地表
面被覆率）

現状の地表面被覆率

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

浸透域(グランド)の一部に
仮設が設置されるが、被覆
率はほとんど現況と変わら
ない。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

仮設は撤去されることによ
り、浸透域の改変は行われ
ることはない。

－ 0 － 0 0.0 0.0

環境項目 生態系 生物・生態系
周辺の生物の生育・生息環
境の連続性

現況の生物の生育・生息環
境の連続性

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

生物の生育・生息場所は改
変されない。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

仮設の撤去や施設の後利用
の対象は、駐車場、砂利・
舗装面、運動場、芝生であ
り、評価対象とする環境で
はないため、現況と変わら
ない。

－ 0 － 0 0.0

環境項目 生態系 生物・生態系 重要な生物・生態系 重要な生物・生態系の状況

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

重要な生物・生態系の指定
地域の改変はない。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

重要な生物・生態系の指定
地域の改変はない。

－ 0 － 0 0.0

環境項目 生態系 生物・生態系
生物相の豊かさ（鳥類相で
代表）

現況の生息種数（現状生息
する種のうち、生息が困難
となる可能性のある種の有
無、種数）

鳥類の主要な生息場でない
ことから、予測評価の対象
外とする。

鳥類の主要な生息場でない
ことから、予測評価の対象
外とする。

鳥類の主要な生息場でない
ことから、予測評価の対象
外とする。

鳥類の主要な生息場でない
ことから、予測評価の対象
外とする。

鳥類の主要な生息場でない
ことから、予測評価の対象
外とする。

－ － － － － -

環境項目 生態系 緑 緑被面積（屋上含む） 現況の緑被率の状況

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

現況36.3％の緑被率が
33.3％となり、3.0ポイン
ト減少する。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

現況36.3％の緑被率が
33.3％となり、3.0ポイン
ト減少する。

－ 0 － 0 0.0

環境項目 生態系 緑 緑化の状況
東京都の自然保護条例、建
築物環境計画書制度におけ
る緑化の評価基準

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

緑化率20.8％であり、段階
2の水準を達成。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

緑化率20.8％であり、段階
2の水準を達成。

－ +1 － +1 1.0

環境項目 生活環境 騒音 環境・交通騒音レベル
①環境基準及び法令等によ
る基準
②現況の騒音レベル

工事の実施に伴う騒音によ
る周辺の生活環境への影響
がみられる。

影響要因は想定されないこ
とから対象外とする。

施設の供用、声援や応援等
による騒音の発生がみられ
るが、周辺の生活環境に影
響を及ぼすことはない。

騒音の発生要因となるよう
な工事は行わないことから
対象外とする。

開催後の後利用は開催中と
同様に屋内でのイベント開
催であることから、周辺の
生活環境に影響を及ぼすこ
とはない。

-1 － 0 － 0 -0.3 -0.3

環境項目 生活環境 日影
日照の阻害の有無（阻害を
受ける住戸等の有無）

現状の日照阻害の状況

日影が会場エリア北側の日
影の規制地域にまで及ぶ。

影響要因は想定されないこ
とから対象外とする。

日影が会場エリア北側の日
影の規制地域にまで及ぶ。

-1 － -1 -1.0 -1.0

0.0

0.5

-0.7

評価点

-0.1

0.1

一次評価

評価の指標 評価の基準

開催前
中項目
平均点

小項目
平均点

指標別
平均点

開催中 開催後 開催中 開催後大項目 中項目 小項目

評価
段階別影響

開催前
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会場別予測評価結果表(29_武蔵野の森総合スポーツ施設)

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

評価点

一次評価

評価の指標 評価の基準

開催前
中項目
平均点

小項目
平均点

指標別
平均点

開催中 開催後 開催中 開催後大項目 中項目 小項目

評価
段階別影響

開催前

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

景観 緑視率 現況の緑視率

恒久施設の設置により緑視
が阻害されるが、緑視率の
減少は約1.5ポイントであ
り、現況と変わらない。

恒久施設の設置により緑視
が阻害された状態が続くた
め、緑視率の減少は一次評
価と同様に約1.5ポイント
であり、現況と変わらな
い。

0 0 0.0

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

景観 優れた眺望又は景観の阻害

①周辺の視点場から眺望で
きる優れた眺望景観の阻害
の有無
②景観形成特別地区の景観
を阻害しないこと

評価の基準②にあてはまら
ないため、検討対象外とす
る。

評価の基準②にあてはまら
ないため、検討対象外とす
る。

－ － -

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

自然との触れ合
い活動の場

自然との触れ合い活動の場
の変化

自然との触れ合い活動の場
の消失又は改善・創出

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

現況で自然との触れ合い活
動の場となっていないこと
から、現況と変わらない。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

現況で自然との触れ合い活
動の場となっていないこと
から、現況と変わらない。

－ 0 － 0 0.0

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

自然との触れ合
い活動の場

自然との触れ合い活動の変
化

自然との触れ合い活動の阻
害又は促進（場へのアクセ
ス性含む）の有無

現況で自然との触れ合い活
動が行われていない。

現況で自然との触れ合い活
動が行われていない。

現況で自然との触れ合い活
動が行われていない。

現況で自然との触れ合い活
動が行われていない。

現況で自然との触れ合い活
動が行われていない。

0 0 0 0 0 0.0

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

歩行者空間の快
適性

街路樹等緑陰の状況（緑陰
面積）

現況の街路樹及び接道緑
化、壁面緑化の状況

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

樹木に影響する改変はな
く、緑陰面積及び歩行者が
感じる快適性ともに現況と
変わらない。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

樹木に影響する改変はな
く、緑陰面積及び歩行者が
感じる快適性ともに現況と
変わらない。 － 0 － 0 0.0 0.0

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

史跡・文化財
史跡・文化財の保護・保全
の状況

文化財等の保存及び管理の
支障の有無

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

土地の改変が行われるが、
既に発掘調査等が実施さ
れ、消滅遺跡となってい
る。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

土地の改変が行われるが、
既に発掘調査等が実施さ
れ、消滅遺跡となってい
る。 － 0 － 0 0.0 0.0

環境項目
資源・廃
棄物

水利用 上水利用量の削減 現在の上水利用量の水準

工事の実施に伴う水の利用
については、散水や洗車に
よる一時的な利用が見込ま
れるが、大量の水利用は想
定されないことから、予測
評価の対象外とする。

節水により上水利用量の削
減が図られる。

競技の実施時における会場
の利用者による水利用につ
いては、「施設の存在によ
る影響」に含めるものとし
て、ここでは予測評価の対
象外とする。

工事の実施に伴う水の利用
については、散水や洗車に
よる一時的な利用が見込ま
れるが、大量の水利用は想
定されないことから、予測
評価の対象外とする。

節水により上水利用量の削
減が図られる。

－ 0 － － 0 0.0 0.0

環境項目
資源・廃
棄物

廃棄物 廃棄物発生量の減量化
廃棄物発生量の減量化に
よって削減される最終処分
量の水準

標準的な工事と同程度の廃
棄物の削減対策がなされ、
現在の廃棄物の発生水準と
同等の減量化が行われる。

施設の存在による廃棄物の
発生については、「競技の
実施による影響」で扱い、
ここでは対象外とする。

競技の実施に伴い排出され
る一般廃棄物は、現在と同
程度の減量化が行われ、最
終処分量は現状の水準と変
わらない。

影響要因は想定されないこ
とから対象外とする。

後利用で排出される一般廃
棄物は、現在と同程度の減
量化が行われ、最終処分量
は現状の水準と変わらな
い。

0 － 0 － 0 0.0

環境項目
資源・廃
棄物

廃棄物 廃棄物の有効利用
廃棄物の有効利用によって
削減される最終処分量の水
準

建設廃棄物の有効利用の取
り組みについて、現在の標
準的な工事と同程度の廃棄
物の有効利用がなされる。

施設の存在による廃棄物の
発生については、「競技の
実施による影響」で扱い、
ここでは対象外とする。

競技の実施に伴い排出され
る一般廃棄物は、現在と同
程度の有効利用がなされ、
最終処分量は現状の水準と
変わらない。

影響要因は想定されないこ
とから対象外とする。

後利用で排出される一般廃
棄物は、現在と同程度の有
効利用がなされ、最終処分
量は現状の水準と変わらな
い。

0 － 0 － 0 0.0

環境項目
資源・廃
棄物

エコマテリアル エコマテリアルの使用
再生可能資材・再生資材の
活用の水準

再生可能資材や再生資材が
最大限に利用され、現在の
水準を上回る。

施設の存在時におけるエコ
マテリアルの利用は想定さ
れないため対象外とする。

競技の実施時におけるエコ
マテリアルの利用は想定さ
れないため対象外とする。

影響要因は想定されないこ
とから対象外とする。

後利用時におけるエコマテ
リアルの利用は想定されな
いため対象外とする。

+1 － － － － 1.0 1.0

環境項目
温室効果
ガス

温室効果ガス 温室効果ガスの削減量

①エネルギー消費量による
CO2排出の概算
②既存施設における追加的
排出の有無

一般的な施設の建設工事と
同程度の排出量になる。

開催中の施設の存在による
影響については、「競技の
実施による影響」に含めて
扱う。

同等施設の標準的な排出量
となる。

影響要因は想定されないこ
とから対象外とする。

同等施設の標準的な排出量
となる。

0 － 0 － 0 0.0 0.0

環境項目
温室効果
ガス

エネルギー エネルギー使用量の増減

①現在の使用量の水準（東
京都温暖化対策計画書制度
/東京都建築物環境計画書
制度による評価水準）
②省エネ再エネ対策・設備
の導入状況/可能性

一般的な施設の建設工事と
同程度の消費量になる。

開催中の施設の存在による
影響については、「競技の
実施による影響」に含めて
扱う。

同等施設の標準的な消費量
となる。

影響要因は想定されないこ
とから対象外とする。

同等施設の標準的な消費量
となる。

0 － 0 － 0 0.0 0.0

0.30.0

0.0

0.0

0.0

0.0
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工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

評価点

一次評価

評価の指標 評価の基準

開催前
中項目
平均点

小項目
平均点

指標別
平均点

開催中 開催後 開催中 開催後大項目 中項目 小項目

評価
段階別影響

開催前

社会・経
済項目

土地利用 土地利用 土地の転用
土地利用の改変、転用の有
無

改変エリアは未利用地と
なっており、自然地や農地
は存在しない。 0 0.0

社会・経
済項目

土地利用 土地利用 土地の有効利用 未利用地の解消の有無

会場の大部分が未利用地で
あり、開催中に競技会場と
して有効活用される。

国内及び国際スポーツ大会
の開催施設として有効利用
が継続される。 +2 +2 2.0

社会・経
済項目

土地利用 地域分断
生活移動動線の分断又は進
展

歩行者、自転車等の移動動
線の分断をしないこと

既に公共的な利用がなされ
ている施設の場所であり、
改変エリアは生活移動動線
に影響しない。

移動動線は確保されてお
り、競技中も現況と変わら
ない。

移動動線は確保されてお
り、後利用時も生活移動動
線への影響はない。 0 0 0 0.0

社会・経
済項目

土地利用 地域分断
生活移動動線の分断又は進
展

歩行者、自転車等の動線の
ネットワーク化の進展の有
無

既に公共的利用がなされて
いる場所であり、現況と変
わらない。

既に公共的利用がなされて
いる場所であり、現況と変
わらない。

開催前から開催後を通じて
現況と変わらない。

0 0 0 0.0

社会・経
済項目

土地利用 移転 民家等の移転
民家等の移転を伴わないこ
と

改変エリアに民家等は存在
しない。

0 0.0 0.0

社会・経
済項目

交通
公共交通へのア
クセシビリティ

アクセス性
現在の会場までのアクセス
性

アクセス性向上の対策が無
く現況と同様のアクセス性
である。

アクセス性向上の対策が無
く現況と同様のアクセス性
である。 0 0 0.0 0.0

社会・経
済項目

交通 交通安全 交通安全
現在の歩車動線の分離（交
通安全性の向上）の状況

現状でも対策は十分になさ
れており、工事に伴う歩車
動線の未分離区間は発生し
ない。

競技の実施による影響に含
め、評価の対象外とする。

現状において歩車動線は分
離されており、開催中も維
持される。

現状でも対策は十分になさ
れており、工事に伴う歩車
動線の未分離区間は発生し
ない。

現状において歩車動線は分
離されており、後利用時に
も維持される。 0 － 0 0 0 0.0 0.0

社会・経
済項目

経済 事業採算性 施設整備費
施設整備費を適正に保つた
めの措置

対策が無い場合には標準的
な施設整備費となる。

対策が無い場合には標準的
な撤去・改修整備費とな
る。 0 0 0.0

社会・経
済項目

経済 事業採算性 運営経費
運営・維持コストの削減の
ための措置

対策を講じない場合には標
準的な運営経費となる。

対策を講じない場合には標
準的な運営経費となる。

0 0 0.0

0.0

0.0 0.0

1.0

0.3

0.0
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会場別予測評価結果表(29_武蔵野の森総合スポーツ施設)

環境項目 主要環境 大気
汚染物質（NO2、SPM）の排
出量

排出の有無、現状より排出
増大の可能性

環境項目 主要環境 水質
汚濁負荷（COD、T-N、T-
P、BOD､SS等）の排出量

汚濁負荷物質排出の有無、
汚染増大の可能性

環境項目 主要環境 土壌
土壌汚染物質の拡散の可能
性

土地履歴調査等による土壌
汚染物質の存在可能性

環境項目 生態系
生物の生育・生
息基盤

生物の生育・生息基盤の状
況

①重要な生物・生態系の賦
存地の改変の有無
②生物の生育・生息基盤の
創出の有無

環境項目 生態系 水循環
雨水の地下浸透能力（地表
面被覆率）

現状の地表面被覆率

環境項目 生態系 生物・生態系
周辺の生物の生育・生息環
境の連続性

現況の生物の生育・生息環
境の連続性

環境項目 生態系 生物・生態系 重要な生物・生態系 重要な生物・生態系の状況

環境項目 生態系 生物・生態系
生物相の豊かさ（鳥類相で
代表）

現況の生息種数（現状生息
する種のうち、生息が困難
となる可能性のある種の有
無、種数）

環境項目 生態系 緑 緑被面積（屋上含む） 現況の緑被率の状況

環境項目 生態系 緑 緑化の状況
東京都の自然保護条例、建
築物環境計画書制度におけ
る緑化の評価基準

環境項目 生活環境 騒音 環境・交通騒音レベル
①環境基準及び法令等によ
る基準
②現況の騒音レベル

環境項目 生活環境 日影
日照の阻害の有無（阻害を
受ける住戸等の有無）

現状の日照阻害の状況

評価の指標 評価の基準

大項目 中項目 小項目

評価

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

工事による大気環境への影
響がみられるが、ミティ
ゲーションの実施により、
大気質の濃度をほとんど悪
化させない程度となる。

影響要因は想定されないた
め対象外。

施設等の利用、各施設間の
人の移動に伴う大気環境へ
の影響はほとんどなく、ミ
ティゲーションの実施によ
り大気環境が改善される。

影響要因は想定されないた
め対象外。

施設等の利用、各施設間の
人の移動に伴う大気環境へ
の影響はほとんどなく、ミ
ティゲーションの実施によ
り大気環境が改善される。

0 － +1 － +1 0.7 0.7

工事の実施に伴って公共用
水域の水質に影響を及ぼす
ことはないことから、ミ
ティゲーションは想定して
いない。

影響要因が想定されないこ
とから対象外とする。

施設の供用に伴うし尿等の
汚水による影響はないこと
から、ミティゲーションは
想定していない。

工事の実施に伴って公共用
水域の水質に影響を及ぼす
ことはないことから、ミ
ティゲーションは想定して
いない。

施設の供用に伴うし尿等の
汚水による影響はないこと
から、ミティゲーションは
想定していない。 0 － 0 0 0 0.0 0.0

履歴調査の結果、土壌汚染
物質の存在の可能性はない
ことから、ミティゲーショ
ンは想定していない。

影響要因が想定されないこ
とから対象外とする。

影響要因が想定されないこ
とから対象外とする。

工事の内容から土壌汚染物
質の拡散の可能性はないこ
とから、ミティゲーション
は想定していない。

影響要因が想定されないこ
とから対象外とする。

0 － － 0 － 0.0 0.0

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

重要な生物・生態系の賦存
地の改変はない。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

重要な生物・生態系の賦存
地の改変はない。

－ 0 － 0 0.0 0.0

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

浸透域(グランド)の一部に
仮設が設置されるが、被覆
率はほとんど現況と変わら
ない。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

仮設は撤去されることによ
り、浸透域の改変は行われ
ることはない。

－ 0 － 0 0.0 0.0

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

生物の生育・生息場所は改
変されない。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

周辺の生物の生育・生息場
所の連続性は現況と変わら
ない。

－ 0 － 0 0.0

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

重要な生物・生態系の指定
地域の改変はない。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

重要な生物・生態系の指定
地域の改変はない。

－ 0 － 0 0.0

鳥類の主要な生息場でない
ことから、予測評価の対象
外とする。

鳥類の主要な生息場でない
ことから、予測評価の対象
外とする。

鳥類の主要な生息場でない
ことから、予測評価の対象
外とする。

鳥類の主要な生息場でない
ことから、予測評価の対象
外とする。

鳥類の主要な生息場でない
ことから、予測評価の対象
外とする。

－ － － － － -

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

ほぼ現況と変わらない。 改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

ほぼ現況と変わらない。

－ 0 － 0 0.0

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

段階2の水準を達成してい
る。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

一次評価の結果同様、段階
2の水準を達成している。

－ +1 － +1 1.0

工事の実施に伴う騒音によ
る影響がみられるが、ミ
ティゲーションにより周辺
の生活環境に影響を及ぼさ
ない程度となる。

影響要因は想定されないこ
とから対象外とする。

施設の供用、声援や応援等
が周辺の生活環境に影響を
及ぼすことはないことか
ら、ミティゲーションは想
定していない。

騒音の発生要因となるよう
な工事は行わないことから
対象外とする。

屋内でのイベント開催であ
り、周辺の生活環境への影
響はないことから、ミティ
ゲーションは想定していな
い。

0 － 0 － 0 0.0 0.0

日影が会場の北側の日影の
規制地域にまで及ぶが、屋
根の形状に配慮する等のミ
ティゲーションにより影響
が回避できる。

影響要因は想定されないこ
とから対象外とする。

日影が会場の北側の日影の
規制地域にまで及ぶが、屋
根の形状に配慮する等のミ
ティゲーションにより影響
が回避できる。

0 － 0 0.0 0.0

0.2

0.10.0

0.5

0.0

小項目
平均点

指標別
平均点

開催後

評価点

二次評価

開催中 開催後開催前
中項目
平均点

段階別影響

開催前 開催中
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会場別予測評価結果表(29_武蔵野の森総合スポーツ施設)

評価の指標 評価の基準

大項目 中項目 小項目

評価

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

景観 緑視率 現況の緑視率

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

景観 優れた眺望又は景観の阻害

①周辺の視点場から眺望で
きる優れた眺望景観の阻害
の有無
②景観形成特別地区の景観
を阻害しないこと

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

自然との触れ合
い活動の場

自然との触れ合い活動の場
の変化

自然との触れ合い活動の場
の消失又は改善・創出

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

自然との触れ合
い活動の場

自然との触れ合い活動の変
化

自然との触れ合い活動の阻
害又は促進（場へのアクセ
ス性含む）の有無

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

歩行者空間の快
適性

街路樹等緑陰の状況（緑陰
面積）

現況の街路樹及び接道緑
化、壁面緑化の状況

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

史跡・文化財
史跡・文化財の保護・保全
の状況

文化財等の保存及び管理の
支障の有無

環境項目
資源・廃
棄物

水利用 上水利用量の削減 現在の上水利用量の水準

環境項目
資源・廃
棄物

廃棄物 廃棄物発生量の減量化
廃棄物発生量の減量化に
よって削減される最終処分
量の水準

環境項目
資源・廃
棄物

廃棄物 廃棄物の有効利用
廃棄物の有効利用によって
削減される最終処分量の水
準

環境項目
資源・廃
棄物

エコマテリアル エコマテリアルの使用
再生可能資材・再生資材の
活用の水準

環境項目
温室効果
ガス

温室効果ガス 温室効果ガスの削減量

①エネルギー消費量による
CO2排出の概算
②既存施設における追加的
排出の有無

環境項目
温室効果
ガス

エネルギー エネルギー使用量の増減

①現在の使用量の水準（東
京都温暖化対策計画書制度
/東京都建築物環境計画書
制度による評価水準）
②省エネ再エネ対策・設備
の導入状況/可能性

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

小項目
平均点

指標別
平均点

開催後

評価点

二次評価

開催中 開催後開催前
中項目
平均点

段階別影響

開催前 開催中

施設の整備に伴い、会場エ
リア内を緑化し、現況と同
等の緑視率となると想定す
る。

恒久施設の設置に伴い整備
した樹木を開催後も維持す
る。樹木は、現況と同等の
緑視率となるように配置さ
れていることを想定し、現
況と変わらない。

0 0 0.0

評価の基準②にあてはまら
ないため、検討対象外とす
る。

評価の基準②にあてはまら
ないため、検討対象外とす
る。

－ － -

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

改変部が自然との触れ合い
活動の場でない、又は現況
で自然との触れ合い活動の
場となっていない。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

自然との触れ合い活動の場
は現況と変わらない。

－ 0 － 0 0.0

現況で自然との触れ合い活
動が行われていない。

現況で自然との触れ合い活
動が行われていない。

現況で自然との触れ合い活
動が行われていない。

現況で自然との触れ合い活
動が行われていない。

現況で自然との触れ合い活
動が行われていない。

0 0 0 0 0 0.0

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

樹木に影響する改変はな
く、緑陰面積及び歩行者が
感じる快適性ともに現況と
変わらない。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

樹木に影響する改変はな
く、緑陰面積及び歩行者が
感じる快適性ともに現況と
変わらない。 － 0 － 0 0.0 0.0

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

土地の改変が行われるが、
既に発掘調査等が実施さ
れ、消滅遺跡となってい
る。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

土地の改変が行われるが、
既に発掘調査等が実施さ
れ、消滅遺跡となってい
る。 － 0 － 0 0.0 0.0

工事の実施に伴う水の利用
については、散水や洗車に
よる一時的な利用が見込ま
れるが、大量の水利用は想
定されないことから、予測
評価の対象外とする。

節水のほか、雨水または再
生水（中水含む）の利用施
設が設置され、水の有効利
用が図られる。

競技の実施時における会場
の利用者による水利用につ
いては、「施設の存在によ
る影響」に含めるものとし
て、ここでは予測評価の対
象外とする。

工事の実施に伴う水の利用
については、散水や洗車に
よる一時的な利用が見込ま
れるが、大量の水利用は想
定されないことから、予測
評価の対象外とする。

節水のほか、雨水または再
生水（中水含む）の利用施
設が設置され、水の有効利
用が図られる。 － +1 － － +1 1.0 1.0

建設廃棄物の対策はリサイ
クルによるものが大部分で
あり、減量による最終処分
量の大幅な削減は見込めな
い。

施設の存在による廃棄物の
発生については、「競技の
実施による影響」で扱い、
ここでは対象外とする。

既に容器包装廃棄物のリサ
イクル分別などが実施され
ており、廃棄物の発生抑制
策による最終処分量の大幅
な削減は見込めない。

影響要因は想定されないこ
とから対象外とする。

既に容器包装廃棄物のリサ
イクル分別などが実施され
ており、廃棄物の発生抑制
策による最終処分量の大幅
な削減は見込めない。

0 － 0 － 0 0.0

「東京都建設リサイクル推
進計画」等に基づく有効利
用策の促進により、建設廃
棄物の最終処分量は現在の
水準から20％以上削減され
る。

施設の存在による廃棄物の
発生については、「競技の
実施による影響」で扱い、
ここでは対象外とする。

資源ごみ回収やごみ処理過
程資源化、熱回収等の促進
により、一般廃棄物の最終
処分量は現在の水準から
30％程度削減される。

影響要因は想定されないこ
とから対象外とする。

資源ごみ回収やごみ処理過
程資源化、熱回収等の促進
により、一般廃棄物の最終
処分量は現在の水準から
30％程度削減される。

+1 － +1 － +1 1.0

再生可能資材や再生資材が
最大限に利用され、現在の
水準を上回る。

施設の存在時におけるエコ
マテリアルの利用は想定さ
れないため対象外とする。

競技の実施時におけるエコ
マテリアルの利用は想定さ
れないため対象外とする。

影響要因は想定されないこ
とから対象外とする。

後利用時におけるエコマテ
リアルの利用は想定されな
いため対象外とする。

+1 － － － － 1.0 1.0

低燃費型建設機械の採用等
により、約20～40％の削減
が図られる。

開催中の施設の存在による
影響については、「競技の
実施による影響」で扱い、
ここでは対象外とする。

最高水準の省エネルギー技
術の活用等により、50％程
度の削減が図られる。

影響要因は想定されないこ
とから対象外とする。

最高水準の省エネルギー技
術の活用等により、50％程
度の削減が図られる。

+2 － +2 － +2 2.0 2.0

低燃費型建設機械の採用等
により、約20～40％の低減
が図られる。

開催中の施設の存在による
影響については、「競技の
実施による影響」で扱い、
ここでは対象外とする。

最高水準の省エネルギー技
術の活用等により、50％程
度の低減が図られる。

影響要因は想定されないこ
とから対象外とする。

最高水準の省エネルギー技
術の活用等により、50％程
度の低減が図られる。

+2 － +2 － +2 2.0 2.0

0.80.5

2.0

0.0

0.00.0
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会場別予測評価結果表(29_武蔵野の森総合スポーツ施設)

評価の指標 評価の基準

大項目 中項目 小項目

評価

社会・経
済項目

土地利用 土地利用 土地の転用
土地利用の改変、転用の有
無

社会・経
済項目

土地利用 土地利用 土地の有効利用 未利用地の解消の有無

社会・経
済項目

土地利用 地域分断
生活移動動線の分断又は進
展

歩行者、自転車等の移動動
線の分断をしないこと

社会・経
済項目

土地利用 地域分断
生活移動動線の分断又は進
展

歩行者、自転車等の動線の
ネットワーク化の進展の有
無

社会・経
済項目

土地利用 移転 民家等の移転
民家等の移転を伴わないこ
と

社会・経
済項目

交通
公共交通へのア
クセシビリティ

アクセス性
現在の会場までのアクセス
性

社会・経
済項目

交通 交通安全 交通安全
現在の歩車動線の分離（交
通安全性の向上）の状況

社会・経
済項目

経済 事業採算性 施設整備費
施設整備費を適正に保つた
めの措置

社会・経
済項目

経済 事業採算性 運営経費
運営・維持コストの削減の
ための措置

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

小項目
平均点

指標別
平均点

開催後

評価点

二次評価

開催中 開催後開催前
中項目
平均点

段階別影響

開催前 開催中

改変エリアは未利用地と
なっており、自然地や農地
は存在しない。 0 0.0

会場の大部分が未利用地で
あり、開催中に競技会場と
して有効活用される。

国内及び国際スポーツ大会
の開催施設として有効利用
が継続される。 +2 +2 2.0

既に公共的な利用がなされ
ている施設の場所であり、
改変エリアは生活移動動線
に影響しない。

移動動線は確保されてお
り、競技中も現況と変わら
ない。

移動動線は確保されてお
り、後利用時も生活移動動
線への影響はない。 0 0 0 0.0

既に公共的利用がなされて
いる場所であり、現況と変
わらない。

既に公共的利用がなされて
いる場所であり、現況と変
わらない。

開催前から開催後を通じて
現況と変わらない。

0 0 0 0.0

改変エリアに民家等は存在
しない。

0 0.0 0.0

アクセス性向上の対策が無
く現況と同様のアクセス性
である。

アクセス性向上の対策が無
く現況と同様のアクセス性
である。 0 0 0.0 0.0

現状でも対策は十分になさ
れており、工事に伴う歩車
動線の未分離区間は発生し
ない。

競技の実施による影響に含
め、評価の対象外とする。

現状において歩車動線は分
離されており、開催中も維
持される。

現状でも対策は十分になさ
れており、工事に伴う歩車
動線の未分離区間は発生し
ない。

現状において歩車動線は分
離されており、後利用時に
も維持される。 0 － 0 0 0 0.0 0.0

再生可能材の活用等によ
り、最先端技術導入による
コスト増を相殺して標準的
な整備費となる。

再生可能材により整備費や
廃棄物処理費用を抑制する
等の費用削減措置が取られ
る。

0 +1 0.5

エネルギー利用の最適化や
ボランティアの活用により
運営経費、維持管理コスト
の削減が図られる。

エネルギー利用の最適化等
により後利用時も光熱費等
の維持管理コストの削減が
図られる。

+1 +1 1.0

項目 一次評価 二次評価
主要環境 -0.1 0.2
生態系 0.1 0.1
生活環境 -0.7 0.0
ｱﾒﾆﾃｨ・文化 0.0 0.0
資源・廃棄物 0.3 0.8
温室効果ガス 0.0 2.0
土地利用 0.3 0.3
交通 0.0 0.0
経済 0.0 0.8

0.8

1.0

0.3

0.0

0.0

0.8

-2
-1
0
1
2
主要環境

生態系

生活環境

ｱﾒﾆﾃｨ・文化

資源・廃棄物温室効果ガス

土地利用

交通

経済 一次評価

二次評価
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会場別予測評価結果表(30_東京スタジアム)

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

環境項目 主要環境 大気
汚染物質（NO2、SPM）の排
出量

排出の有無、現状より排出
増大の可能性

工事の実施による濃度の変
化（付加率）が5％未満で
ある。

影響要因は想定されないた
め対象外。

施設等の利用、各施設間の
人の移動に伴う汚染物質の
排出が周辺の大気環境に与
える影響はほとんどない。

工事の実施による濃度の変
化（付加率）が5％未満で
ある。

影響要因は想定されないた
め対象外。

-1 － 0 -1 － -0.7 -0.7

環境項目 主要環境 水質
汚濁負荷（COD、T-N、T-
P、BOD､SS等）の排出量

汚濁負荷物質排出の有無、
汚染増大の可能性

工事の実施に伴うし尿等の
汚水は公共下水道等に排出
することから、公共用水域
の水質に影響を及ぼすこと
はない。

影響要因が想定されないこ
とから対象外とする。

施設の供用に伴うし尿等の
汚水は公共下水道等に排出
することから、公共用水域
の水質に影響を及ぼすこと
はない。

工事の実施に伴うし尿等の
汚水は公共下水道等に排出
することから、公共用水域
の水質に影響を及ぼすこと
はない。

オリンピックによる新たな
恒久施設はなく、開催後の
状況に開催前との変化はな
いことから対象外とする。 0 － 0 0 － 0.0 0.0

環境項目 主要環境 土壌
土壌汚染物質の拡散の可能
性

土地履歴調査等による土壌
汚染物質の存在可能性

土地の改変等を伴う工事は
実施しないことから対象外
とする。

影響要因が想定されないこ
とから対象外とする。

影響要因が想定されないこ
とから対象外とする。

土地の改変等を伴う工事は
実施しないことから対象外
とする。

影響要因が想定されないこ
とから対象外とする。

－ － － － － - -

環境項目 生態系
生物の生育・生
息基盤

生物の生育・生息基盤の状
況

①重要な生物・生態系の賦
存地の改変の有無
②生物の生育・生息基盤の
創出の有無

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

地表面が改変されないこと
から、予測評価の対象外と
する。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

地表面が改変されないこと
から、予測評価の対象外と
する。

－ － － － - -

環境項目 生態系 水循環
雨水の地下浸透能力（地表
面被覆率）

現状の地表面被覆率

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

浸透域(グランド)の一部に
仮設が設置されるが、被覆
率はほとんど現況と変わら
ない。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

仮設は撤去されることによ
り、浸透域の改変は行われ
ることはない。

－ 0 － 0 0.0 0.0

環境項目 生態系 生物・生態系
周辺の生物の生育・生息環
境の連続性

現況の生物の生育・生息環
境の連続性

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

地表面が改変されないこと
から、予測評価の対象外と
する。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

地表面が改変されないこと
から、予測評価の対象外と
する。

－ － － － -

環境項目 生態系 生物・生態系 重要な生物・生態系 重要な生物・生態系の状況

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

地表面が改変されないこと
から、予測評価の対象外と
する。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

地表面が改変されないこと
から、予測評価の対象外と
する。

－ － － － -

環境項目 生態系 生物・生態系
生物相の豊かさ（鳥類相で
代表）

現況の生息種数（現状生息
する種のうち、生息が困難
となる可能性のある種の有
無、種数）

鳥類の主要な生息場でない
ことから、予測評価の対象
外とする。

鳥類の主要な生息場でない
ことから、予測評価の対象
外とする。

鳥類の主要な生息場でない
ことから、予測評価の対象
外とする。

鳥類の主要な生息場でない
ことから、予測評価の対象
外とする。

鳥類の主要な生息場でない
ことから、予測評価の対象
外とする。

－ － － － － -

環境項目 生態系 緑 緑被面積（屋上含む） 現況の緑被率の状況

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

地表面が改変されないこと
から、予測評価の対象外と
する。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

地表面が改変されないこと
から、予測評価の対象外と
する。

－ － － － -

環境項目 生態系 緑 緑化の状況
東京都の自然保護条例、建
築物環境計画書制度におけ
る緑化の評価基準

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

地表面が改変されないこと
から、予測評価の対象外と
する。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

地表面が改変されないこと
から、予測評価の対象外と
する。

－ － － － -

環境項目 生活環境 騒音 環境・交通騒音レベル
①環境基準及び法令等によ
る基準
②現況の騒音レベル

工事の実施に伴う騒音によ
る周辺の生活環境への影響
がみられる。

影響要因は想定されないこ
とから対象外とする。

施設の供用、声援や応援等
による騒音の発生がみられ
るが、周辺の生活環境に影
響を及ぼすことはない。

工事の実施に伴う騒音によ
る周辺の生活環境への影響
がみられる。

オリンピックによる新たな
恒久施設はなく、開催後の
状況に開催前との変化はな
いことから対象外とする。 -1 － 0 -1 － -0.7 -0.7

環境項目 生活環境 日影
日照の阻害の有無（阻害を
受ける住戸等の有無）

現状の日照阻害の状況

施設の高さ、周辺の状況、
仮設のみであることなどか
ら、施設の存在に伴う日影
の影響はない。

影響要因は想定されないこ
とから対象外とする。

開催後に、新たな施設によ
る日影は生じないことから
対象外とする。

0 － － 0.0 0.0

-

-

-0.3

評価点

-0.3

0.0

一次評価

評価の指標 評価の基準

開催前
中項目
平均点

小項目
平均点

指標別
平均点

開催中 開催後 開催中 開催後大項目 中項目 小項目

評価
段階別影響

開催前
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会場別予測評価結果表(30_東京スタジアム)

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

評価点

一次評価

評価の指標 評価の基準

開催前
中項目
平均点

小項目
平均点

指標別
平均点

開催中 開催後 開催中 開催後大項目 中項目 小項目

評価
段階別影響

開催前

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

景観 緑視率 現況の緑視率

仮設はコンパウンドのみで
影響が想定されないことか
ら、評価対象外とする。

仮設はコンパウンドのみで
影響が想定されないことか
ら、評価対象外とする。

－ － -

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

景観 優れた眺望又は景観の阻害

①周辺の視点場から眺望で
きる優れた眺望景観の阻害
の有無
②景観形成特別地区の景観
を阻害しないこと

評価の基準②にあてはまら
ないため、検討対象外とす
る。

評価の基準②にあてはまら
ないため、検討対象外とす
る。

－ － -

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

自然との触れ合
い活動の場

自然との触れ合い活動の場
の変化

自然との触れ合い活動の場
の消失又は改善・創出

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

地表面が改変されないこと
から、予測評価の対象外と
する。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

地表面が改変されないこと
から、予測評価の対象外と
する。

－ － － － -

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

自然との触れ合
い活動の場

自然との触れ合い活動の変
化

自然との触れ合い活動の阻
害又は促進（場へのアクセ
ス性含む）の有無

現況で自然との触れ合い活
動が行われていない。

現況で自然との触れ合い活
動が行われていない。

現況で自然との触れ合い活
動が行われていない。

現況で自然との触れ合い活
動が行われていない。

現況で自然との触れ合い活
動が行われていない。

0 0 0 0 0 0.0

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

歩行者空間の快
適性

街路樹等緑陰の状況（緑陰
面積）

現況の街路樹及び接道緑
化、壁面緑化の状況

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

樹木に影響する改変はな
く、緑陰面積及び歩行者が
感じる快適性ともに現況と
変わらない。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

樹木に影響する改変はな
く、緑陰面積及び歩行者が
感じる快適性ともに現況と
変わらない。 － 0 － 0 0.0 0.0

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

史跡・文化財
史跡・文化財の保護・保全
の状況

文化財等の保存及び管理の
支障の有無

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

土地の改変が行われるが、
既に発掘調査等が実施さ
れ、消滅遺跡となってい
る。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

土地の改変が行われるが、
既に発掘調査等が実施さ
れ、消滅遺跡となってい
る。 － 0 － 0 0.0 0.0

環境項目
資源・廃
棄物

水利用 上水利用量の削減 現在の上水利用量の水準

工事の実施に伴う水の利用
については、散水や洗車に
よる一時的な利用が見込ま
れるが、大量の水利用は想
定されないことから、予測
評価の対象外とする。

節水のほか、雨水の利用に
より上水利用量の削減が図
られる。

競技の実施時における会場
の利用者による水利用につ
いては、「施設の存在によ
る影響」に含めるものとし
て、ここでは予測評価の対
象外とする。

工事の実施に伴う水の利用
については、散水や洗車に
よる一時的な利用が見込ま
れるが、大量の水利用は想
定されないことから、予測
評価の対象外とする。

節水のほか、雨水の利用に
より上水利用量の削減が図
られる。

－ +1 － － +1 1.0 1.0

環境項目
資源・廃
棄物

廃棄物 廃棄物発生量の減量化
廃棄物発生量の減量化に
よって削減される最終処分
量の水準

標準的な工事と同程度の廃
棄物の削減対策がなされ、
現在の廃棄物の発生水準と
同等の減量化が行われる。

施設の存在による廃棄物の
発生については、「競技の
実施による影響」で扱い、
ここでは対象外とする。

競技の実施に伴い排出され
る一般廃棄物は、現在と同
程度の減量化が行われ、最
終処分量は現状の水準と変
わらない。

標準的な工事と同程度の廃
棄物の削減対策がなされ、
現在の廃棄物の発生水準と
同等の減量化が行われる。

後利用で排出される一般廃
棄物は、現在と同程度の減
量化が行われ、最終処分量
は現状の水準と変わらな
い。

0 － 0 0 0 0.0

環境項目
資源・廃
棄物

廃棄物 廃棄物の有効利用
廃棄物の有効利用によって
削減される最終処分量の水
準

建設廃棄物の有効利用の取
り組みについて、現在の標
準的な工事と同程度の廃棄
物の有効利用がなされる。

施設の存在による廃棄物の
発生については、「競技の
実施による影響」で扱い、
ここでは対象外とする。

競技の実施に伴い排出され
る一般廃棄物は、現在と同
程度の有効利用がなされ、
最終処分量は現状の水準と
変わらない。

建設廃棄物の有効利用の取
り組みについて、現在の標
準的な工事と同程度の廃棄
物の有効利用がなされる。

後利用で排出される一般廃
棄物は、現在と同程度の有
効利用がなされ、最終処分
量は現状の水準と変わらな
い。

0 － 0 0 0 0.0

環境項目
資源・廃
棄物

エコマテリアル エコマテリアルの使用
再生可能資材・再生資材の
活用の水準

再生可能資材や再生資材が
最大限に利用され、現在の
水準を上回る。

施設の存在時におけるエコ
マテリアルの利用は想定さ
れないため対象外とする。

競技の実施時におけるエコ
マテリアルの利用は想定さ
れないため対象外とする。

再生可能資材や再生資材が
最大限に利用され、現在の
水準を上回る。

後利用時におけるエコマテ
リアルの利用は想定されな
いため対象外とする。

+1 － － +1 － 1.0 1.0

環境項目
温室効果
ガス

温室効果ガス 温室効果ガスの削減量

①エネルギー消費量による
CO2排出の概算
②既存施設における追加的
排出の有無

一般的な施設の建設工事と
同程度の排出量になる。

開催中の施設の存在による
影響については、「競技の
実施による影響」に含めて
扱う。

同等施設の標準的な排出量
となる。

一般的な施設の建設工事と
同程度の排出量になる。

同等施設の標準的な排出量
となる。

0 － 0 0 0 0.0 0.0

環境項目
温室効果
ガス

エネルギー エネルギー使用量の増減

①現在の使用量の水準（東
京都温暖化対策計画書制度
/東京都建築物環境計画書
制度による評価水準）
②省エネ再エネ対策・設備
の導入状況/可能性

一般的な施設の建設工事と
同程度の消費量になる。

開催中の施設の存在による
影響については、「競技の
実施による影響」に含めて
扱う。

同等施設の標準的な消費量
となる。

一般的な施設の建設工事と
同程度の消費量になる。

同等施設の標準的な消費量
となる。

0 － 0 0 0 0.0 0.0

0.70.0

0.0

0.0

-

0.0
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工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

評価点

一次評価

評価の指標 評価の基準

開催前
中項目
平均点

小項目
平均点

指標別
平均点

開催中 開催後 開催中 開催後大項目 中項目 小項目

評価
段階別影響

開催前

社会・経
済項目

土地利用 土地利用 土地の転用
土地利用の改変、転用の有
無

改変エリアは一時的なプレ
ハブ等の仮設に留まり土地
の改変はない。 0 0.0

社会・経
済項目

土地利用 土地利用 土地の有効利用 未利用地の解消の有無

未利用地の有効利用はな
い。

未利用地の有効利用はな
い。

0 0 0.0

社会・経
済項目

土地利用 地域分断
生活移動動線の分断又は進
展

歩行者、自転車等の移動動
線の分断をしないこと

既に公共的な利用がなされ
ている施設の場所であり、
改変エリアは生活移動動線
に影響しない。

移動動線は確保されてお
り、競技中も現況と変わら
ない。

移動動線は確保されてお
り、後利用時も生活移動動
線への影響はない。 0 0 0 0.0

社会・経
済項目

土地利用 地域分断
生活移動動線の分断又は進
展

歩行者、自転車等の動線の
ネットワーク化の進展の有
無

既に公共的利用がなされて
いる場所であり、現況と変
わらない。

既に公共的利用がなされて
いる場所であり、現況と変
わらない。

開催前から開催後を通じて
現況と変わらない。

0 0 0 0.0

社会・経
済項目

土地利用 移転 民家等の移転
民家等の移転を伴わないこ
と

改変エリアに民家等は存在
しない。

0 0.0 0.0

社会・経
済項目

交通
公共交通へのア
クセシビリティ

アクセス性
現在の会場までのアクセス
性

アクセス性向上の対策が無
く現況と同様のアクセス性
である。

アクセス性向上の対策が無
く現況と同様のアクセス性
である。 0 0 0.0 0.0

社会・経
済項目

交通 交通安全 交通安全
現在の歩車動線の分離（交
通安全性の向上）の状況

現状でも対策は十分になさ
れており、工事に伴う歩車
動線の未分離区間は発生し
ない。

競技の実施による影響に含
め、評価の対象外とする。

現状において歩車動線は分
離されており、開催中も維
持される。

現状でも対策は十分になさ
れており、工事に伴う歩車
動線の未分離区間は発生し
ない。

現状において歩車動線は分
離されており、後利用時に
も維持される。 0 － 0 0 0 0.0 0.0

社会・経
済項目

経済 事業採算性 施設整備費
施設整備費を適正に保つた
めの措置

対策が無い場合には標準的
な施設整備費となる。

対策が無い場合には標準的
な撤去・改修整備費とな
る。 0 0 0.0

社会・経
済項目

経済 事業採算性 運営経費
運営・維持コストの削減の
ための措置

対策を講じない場合には標
準的な運営経費となる。

対策を講じない場合には標
準的な運営経費となる。

0 0 0.0

0.0

0.0 0.0

0.0

0.0

0.0
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環境項目 主要環境 大気
汚染物質（NO2、SPM）の排
出量

排出の有無、現状より排出
増大の可能性

環境項目 主要環境 水質
汚濁負荷（COD、T-N、T-
P、BOD､SS等）の排出量

汚濁負荷物質排出の有無、
汚染増大の可能性

環境項目 主要環境 土壌
土壌汚染物質の拡散の可能
性

土地履歴調査等による土壌
汚染物質の存在可能性

環境項目 生態系
生物の生育・生
息基盤

生物の生育・生息基盤の状
況

①重要な生物・生態系の賦
存地の改変の有無
②生物の生育・生息基盤の
創出の有無

環境項目 生態系 水循環
雨水の地下浸透能力（地表
面被覆率）

現状の地表面被覆率

環境項目 生態系 生物・生態系
周辺の生物の生育・生息環
境の連続性

現況の生物の生育・生息環
境の連続性

環境項目 生態系 生物・生態系 重要な生物・生態系 重要な生物・生態系の状況

環境項目 生態系 生物・生態系
生物相の豊かさ（鳥類相で
代表）

現況の生息種数（現状生息
する種のうち、生息が困難
となる可能性のある種の有
無、種数）

環境項目 生態系 緑 緑被面積（屋上含む） 現況の緑被率の状況

環境項目 生態系 緑 緑化の状況
東京都の自然保護条例、建
築物環境計画書制度におけ
る緑化の評価基準

環境項目 生活環境 騒音 環境・交通騒音レベル
①環境基準及び法令等によ
る基準
②現況の騒音レベル

環境項目 生活環境 日影
日照の阻害の有無（阻害を
受ける住戸等の有無）

現状の日照阻害の状況

評価の指標 評価の基準

大項目 中項目 小項目

評価

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

工事による大気環境への影
響がみられるが、ミティ
ゲーションの実施により、
大気質の濃度をほとんど悪
化させない程度となる。

影響要因は想定されないた
め対象外。

施設等の利用、各施設間の
人の移動に伴う大気環境へ
の影響はほとんどなく、ミ
ティゲーションの実施によ
り大気環境が改善される。

影響要因は想定されないた
め対象外。

影響要因は想定されないた
め対象外。

0 － +1 0 － 0.3 0.3

工事の実施に伴って公共用
水域の水質に影響を及ぼす
ことはないことから、ミ
ティゲーションは想定して
いない。

影響要因が想定されないこ
とから対象外とする。

施設の供用に伴うし尿等の
汚水による影響はないこと
から、ミティゲーションは
想定していない。

工事の実施に伴って公共用
水域の水質に影響を及ぼす
ことはないことから、ミ
ティゲーションは想定して
いない。

オリンピックによる新たな
恒久施設はなく、開催後の
状況に開催前との変化はな
いことから対象外とする。 0 － 0 0 － 0.0 0.0

土地の改変等を伴う工事は
実施しないことから対象外
とする。

影響要因が想定されないこ
とから対象外とする。

影響要因が想定されないこ
とから対象外とする。

土地の改変等を伴う工事は
実施しないことから対象外
とする。

影響要因が想定されないこ
とから対象外とする。

－ － － － － - -

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

地表面が改変されないこと
から、予測評価の対象外と
する。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

地表面が改変されないこと
から、予測評価の対象外と
する。

－ － － － - -

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

浸透域(グランド)の一部に
仮設が設置されるが、被覆
率はほとんど現況と変わら
ない。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

仮設は撤去されることによ
り、浸透域の改変は行われ
ることはない。

－ 0 － 0 0.0 0.0

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

地表面が改変されないこと
から、予測評価の対象外と
する。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

地表面が改変されないこと
から、予測評価の対象外と
する。

－ － － － -

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

地表面が改変されないこと
から、予測評価の対象外と
する。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

地表面が改変されないこと
から、予測評価の対象外と
する。

－ － － － -

鳥類の主要な生息場でない
ことから、予測評価の対象
外とする。

鳥類の主要な生息場でない
ことから、予測評価の対象
外とする。

鳥類の主要な生息場でない
ことから、予測評価の対象
外とする。

鳥類の主要な生息場でない
ことから、予測評価の対象
外とする。

鳥類の主要な生息場でない
ことから、予測評価の対象
外とする。

－ － － － － -

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

地表面が改変されないこと
から、予測評価の対象外と
する。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

地表面が改変されないこと
から、予測評価の対象外と
する。

－ － － － -

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

地表面が改変されないこと
から、予測評価の対象外と
する。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

地表面が改変されないこと
から、予測評価の対象外と
する。

－ － － － -

工事の実施に伴う騒音によ
る影響がみられるが、ミ
ティゲーションにより周辺
の生活環境に影響を及ぼさ
ない程度となる。

影響要因は想定されないこ
とから対象外とする。

施設の供用、声援や応援等
が周辺の生活環境に影響を
及ぼすことはないことか
ら、ミティゲーションは想
定していない。

工事の実施に伴う騒音によ
る影響がみられるが、ミ
ティゲーションにより周辺
の生活環境に影響を及ぼさ
ない程度となる。

オリンピックによる新たな
恒久施設はなく、開催後の
状況に開催前との変化はな
いことから対象外とする。 0 － 0 0 － 0.0 0.0

施設の存在による影響はな
いことから、ミティゲー
ションは想定していない。

影響要因は想定されないこ
とから対象外とする。

新たな施設による日影は生
じないことから対象外とす
る。

0 － － 0.0 0.0

0.2

0.0-

-

0.0

小項目
平均点

指標別
平均点

開催後

評価点

二次評価

開催中 開催後開催前
中項目
平均点

段階別影響

開催前 開催中
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評価の指標 評価の基準

大項目 中項目 小項目

評価

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

景観 緑視率 現況の緑視率

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

景観 優れた眺望又は景観の阻害

①周辺の視点場から眺望で
きる優れた眺望景観の阻害
の有無
②景観形成特別地区の景観
を阻害しないこと

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

自然との触れ合
い活動の場

自然との触れ合い活動の場
の変化

自然との触れ合い活動の場
の消失又は改善・創出

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

自然との触れ合
い活動の場

自然との触れ合い活動の変
化

自然との触れ合い活動の阻
害又は促進（場へのアクセ
ス性含む）の有無

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

歩行者空間の快
適性

街路樹等緑陰の状況（緑陰
面積）

現況の街路樹及び接道緑
化、壁面緑化の状況

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

史跡・文化財
史跡・文化財の保護・保全
の状況

文化財等の保存及び管理の
支障の有無

環境項目
資源・廃
棄物

水利用 上水利用量の削減 現在の上水利用量の水準

環境項目
資源・廃
棄物

廃棄物 廃棄物発生量の減量化
廃棄物発生量の減量化に
よって削減される最終処分
量の水準

環境項目
資源・廃
棄物

廃棄物 廃棄物の有効利用
廃棄物の有効利用によって
削減される最終処分量の水
準

環境項目
資源・廃
棄物

エコマテリアル エコマテリアルの使用
再生可能資材・再生資材の
活用の水準

環境項目
温室効果
ガス

温室効果ガス 温室効果ガスの削減量

①エネルギー消費量による
CO2排出の概算
②既存施設における追加的
排出の有無

環境項目
温室効果
ガス

エネルギー エネルギー使用量の増減

①現在の使用量の水準（東
京都温暖化対策計画書制度
/東京都建築物環境計画書
制度による評価水準）
②省エネ再エネ対策・設備
の導入状況/可能性

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

小項目
平均点

指標別
平均点

開催後

評価点

二次評価

開催中 開催後開催前
中項目
平均点

段階別影響

開催前 開催中

仮設はコンパウンドのみで
影響が想定されないことか
ら、評価対象外とする。

仮設はコンパウンドのみで
影響が想定されないことか
ら、評価対象外とする。

－ － -

評価の基準②にあてはまら
ないため、検討対象外とす
る。

評価の基準②にあてはまら
ないため、検討対象外とす
る。

－ － -

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

地表面が改変されないこと
から、予測評価の対象外と
する。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

地表面が改変されないこと
から、予測評価の対象外と
する。

－ － － － -

現況で自然との触れ合い活
動が行われていない。

現況で自然との触れ合い活
動が行われていない。

現況で自然との触れ合い活
動が行われていない。

現況で自然との触れ合い活
動が行われていない。

現況で自然との触れ合い活
動が行われていない。

0 0 0 0 0 0.0

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

樹木に影響する改変はな
く、緑陰面積及び歩行者が
感じる快適性ともに現況と
変わらない。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

樹木に影響する改変はな
く、緑陰面積及び歩行者が
感じる快適性ともに現況と
変わらない。 － 0 － 0 0.0 0.0

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

土地の改変が行われるが、
既に発掘調査等が実施さ
れ、消滅遺跡となってい
る。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

土地の改変が行われるが、
既に発掘調査等が実施さ
れ、消滅遺跡となってい
る。 － 0 － 0 0.0 0.0

工事の実施に伴う水の利用
については、散水や洗車に
よる一時的な利用が見込ま
れるが、大量の水利用は想
定されないことから、予測
評価の対象外とする。

節水のほか、雨水の利用に
より上水利用量の削減が図
られる。

競技の実施時における会場
の利用者による水利用につ
いては、「施設の存在によ
る影響」に含めるものとし
て、ここでは予測評価の対
象外とする。

工事の実施に伴う水の利用
については、散水や洗車に
よる一時的な利用が見込ま
れるが、大量の水利用は想
定されないことから、予測
評価の対象外とする。

節水のほか、雨水の利用に
より上水利用量の削減が図
られる。

－ +1 － － +1 1.0 1.0

建設廃棄物の対策はリサイ
クルによるものが大部分で
あり、減量による最終処分
量の大幅な削減は見込めな
い。

施設の存在による廃棄物の
発生については、「競技の
実施による影響」で扱い、
ここでは対象外とする。

既に容器包装廃棄物のリサ
イクル分別などが実施され
ており、廃棄物の発生抑制
策による最終処分量の大幅
な削減は見込めない。

建設廃棄物の対策はリサイ
クルによるものが大部分で
あり、減量による最終処分
量の大幅な削減は見込めな
い。

既に容器包装廃棄物のリサ
イクル分別などが実施され
ており、廃棄物の発生抑制
策による最終処分量の大幅
な削減は見込めない。

0 － 0 0 0 0.0

「東京都建設リサイクル推
進計画」等に基づく有効利
用策の促進により、建設廃
棄物の最終処分量は現在の
水準から20％以上削減され
る。

施設の存在による廃棄物の
発生については、「競技の
実施による影響」で扱い、
ここでは対象外とする。

資源ごみ回収やごみ処理過
程資源化、熱回収等の促進
により、一般廃棄物の最終
処分量は現在の水準から
30％程度削減される。

「東京都建設リサイクル推
進計画」等に基づく有効利
用策の促進により、建設廃
棄物の最終処分量は現在の
水準から20％以上削減され
る。

資源ごみ回収やごみ処理過
程資源化、熱回収等の促進
により、一般廃棄物の最終
処分量は現在の水準から
30％程度削減される。

+1 － +1 +1 +1 1.0

再生可能資材や再生資材が
最大限に利用され、現在の
水準を上回る。

施設の存在時におけるエコ
マテリアルの利用は想定さ
れないため対象外とする。

競技の実施時におけるエコ
マテリアルの利用は想定さ
れないため対象外とする。

再生可能資材や再生資材が
最大限に利用され、現在の
水準を上回る。

後利用時におけるエコマテ
リアルの利用は想定されな
いため対象外とする。

+1 － － +1 － 1.0 1.0

低燃費型建設機械の採用等
により、約20～40％の削減
が図られる。

開催中の施設の存在による
影響については、「競技の
実施による影響」で扱い、
ここでは対象外とする。

省エネルギー対策の実施等
により、10.2％程度の削減
が図られる。

低燃費型建設機械の採用等
により、約20～40％の削減
が図られる。

省エネルギー対策の実施等
により、10％程度の削減が
図られる。

+2 － +1 +2 +1 1.5 1.5

低燃費型建設機械の採用等
により、約20～40％の低減
が図られる。

開催中の施設の存在による
影響については、「競技の
実施による影響」で扱い、
ここでは対象外とする。

省エネルギー対策の実施等
により、10.2％程度の低減
が図られる。

低燃費型建設機械の採用等
により、約20～40％の低減
が図られる。

省エネルギー対策の実施等
により、10％程度の低減が
図られる。

+2 － +1 +2 +1 1.5 1.5

0.80.5

1.5

-

0.00.0
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会場別予測評価結果表(30_東京スタジアム)

評価の指標 評価の基準

大項目 中項目 小項目

評価

社会・経
済項目

土地利用 土地利用 土地の転用
土地利用の改変、転用の有
無

社会・経
済項目

土地利用 土地利用 土地の有効利用 未利用地の解消の有無

社会・経
済項目

土地利用 地域分断
生活移動動線の分断又は進
展

歩行者、自転車等の移動動
線の分断をしないこと

社会・経
済項目

土地利用 地域分断
生活移動動線の分断又は進
展

歩行者、自転車等の動線の
ネットワーク化の進展の有
無

社会・経
済項目

土地利用 移転 民家等の移転
民家等の移転を伴わないこ
と

社会・経
済項目

交通
公共交通へのア
クセシビリティ

アクセス性
現在の会場までのアクセス
性

社会・経
済項目

交通 交通安全 交通安全
現在の歩車動線の分離（交
通安全性の向上）の状況

社会・経
済項目

経済 事業採算性 施設整備費
施設整備費を適正に保つた
めの措置

社会・経
済項目

経済 事業採算性 運営経費
運営・維持コストの削減の
ための措置

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

小項目
平均点

指標別
平均点

開催後

評価点

二次評価

開催中 開催後開催前
中項目
平均点

段階別影響

開催前 開催中

改変エリアは一時的なプレ
ハブ等の仮設に留まり土地
の改変はない。 0 0.0

未利用地の有効利用はな
い。

未利用地の有効利用はな
い。

0 0 0.0

既に公共的な利用がなされ
ている施設の場所であり、
改変エリアは生活移動動線
に影響しない。

移動動線は確保されてお
り、競技中も現況と変わら
ない。

移動動線は確保されてお
り、後利用時も生活移動動
線への影響はない。 0 0 0 0.0

既に公共的利用がなされて
いる場所であり、現況と変
わらない。

既に公共的利用がなされて
いる場所であり、現況と変
わらない。

開催前から開催後を通じて
現況と変わらない。

0 0 0 0.0

改変エリアに民家等は存在
しない。

0 0.0 0.0

アクセス性向上の対策が無
く現況と同様のアクセス性
である。

アクセス性向上の対策が無
く現況と同様のアクセス性
である。 0 0 0.0 0.0

現状でも対策は十分になさ
れており、工事に伴う歩車
動線の未分離区間は発生し
ない。

競技の実施による影響に含
め、評価の対象外とする。

現状において歩車動線は分
離されており、開催中も維
持される。

現状でも対策は十分になさ
れており、工事に伴う歩車
動線の未分離区間は発生し
ない。

現状において歩車動線は分
離されており、後利用時に
も維持される。 0 － 0 0 0 0.0 0.0

再生可能材により整備費や
廃棄物処理費用を抑制する
等の費用削減措置が取られ
る。

再生可能材により整備費や
廃棄物処理費用を抑制する
等の費用削減措置が取られ
る。

+1 +1 1.0

ボランティアの活用により
運営経費、維持管理コスト
の削減が図られる。

既存施設での光熱費等の大
幅な削減は見込めず、運営
経費は標準的なものとな
る。

+1 0 0.5

項目 一次評価 二次評価
主要環境 -0.3 0.2
生態系 0.0 0.0
生活環境 -0.3 0.0
ｱﾒﾆﾃｨ・文化 0.0 0.0
資源・廃棄物 0.7 0.8
温室効果ガス 0.0 1.5
土地利用 0.0 0.0
交通 0.0 0.0
経済 0.0 0.8

0.8

0.0

0.0

0.0

0.0

0.8

-2
-1
0
1
2
主要環境

生態系

生活環境

ｱﾒﾆﾃｨ・文化

資源・廃棄物温室効果ガス

土地利用

交通

経済 一次評価

二次評価
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会場別予測評価結果表(31_武蔵野の森公園)

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

環境項目 主要環境 大気
汚染物質（NO2、SPM）の排
出量

排出の有無、現状より排出
増大の可能性

工事の実施による濃度の変
化（付加率）が5％未満で
ある。

影響要因は想定されないた
め対象外。

施設等の利用、各施設間の
人の移動に伴う汚染物質の
排出が周辺の大気環境に与
える影響はほとんどない。

工事の実施による濃度の変
化（付加率）が5％未満で
ある。

-1 － 0 -1 -0.7 -0.7

環境項目 主要環境 水質
汚濁負荷（COD、T-N、T-
P、BOD､SS等）の排出量

汚濁負荷物質排出の有無、
汚染増大の可能性

工事の実施に伴うし尿等の
汚水は公共下水道等に排出
することから、公共用水域
の水質に影響を及ぼすこと
はない。

影響要因が想定されないこ
とから対象外とする。

施設の供用に伴うし尿等の
汚水は公共下水道等に排出
することから、公共用水域
の水質に影響を及ぼすこと
はない。

工事の実施に伴うし尿等の
汚水は公共下水道等に排出
することから、公共用水域
の水質に影響を及ぼすこと
はない。

0 － 0 0 0.0 0.0

環境項目 主要環境 土壌
土壌汚染物質の拡散の可能
性

土地履歴調査等による土壌
汚染物質の存在可能性

工事の内容から土壌汚染物
質の拡散の可能性は非常に
小さい。

影響要因が想定されないこ
とから対象外とする。

影響要因が想定されないこ
とから対象外とする。

工事の内容から土壌汚染物
質の拡散の可能性はない。

0 － － 0 0.0 0.0

環境項目 生態系
生物の生育・生
息基盤

生物の生育・生息基盤の状
況

①重要な生物・生態系の賦
存地の改変の有無
②生物の生育・生息基盤の
創出の有無

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

重要な生物・生態系の賦存
地の改変はない。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

重要な生物・生態系の賦存
地の改変はない。

－ 0 － 0 0.0 0.0

環境項目 生態系 水循環
雨水の地下浸透能力（地表
面被覆率）

現状の地表面被覆率

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

仮設により浸透域の一部が
改変されるが、被覆率はほ
とんど現況と変わらない。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

仮設は撤去されることによ
り、浸透域の改変は行われ
ることはない。

－ 0 － 0 0.0 0.0

環境項目 生態系 生物・生態系
周辺の生物の生育・生息環
境の連続性

現況の生物の生育・生息環
境の連続性

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

生物の生育・生息場所は改
変されない。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

仮設の撤去や施設の後利用
の対象は、駐車場、砂利・
舗装面、運動場、芝生であ
り、評価対象とする環境で
はないため、現況と変わら
ない。

－ 0 － 0 0.0

環境項目 生態系 生物・生態系 重要な生物・生態系 重要な生物・生態系の状況

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

重要な生物・生態系の指定
地域の改変はない。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

重要な生物・生態系の指定
地域の改変はない。

－ 0 － 0 0.0

環境項目 生態系 生物・生態系
生物相の豊かさ（鳥類相で
代表）

現況の生息種数（現状生息
する種のうち、生息が困難
となる可能性のある種の有
無、種数）

鳥類の主要な生息場でない
ことから、予測評価の対象
外とする。

鳥類の主要な生息場でない
ことから、予測評価の対象
外とする。

鳥類の主要な生息場でない
ことから、予測評価の対象
外とする。

鳥類の主要な生息場でない
ことから、予測評価の対象
外とする。

鳥類の主要な生息場でない
ことから、予測評価の対象
外とする。

－ － － － － -

環境項目 生態系 緑 緑被面積（屋上含む） 現況の緑被率の状況

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

現況69.3％の緑被率が
68.3％となり、0.7ポイン
ト減少する。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

現況69.3％の緑被率が
68.3％となり、0.7ポイン
ト減少する。

－ 0 － 0 0.0

環境項目 生態系 緑 緑化の状況
東京都の自然保護条例、建
築物環境計画書制度におけ
る緑化の評価基準

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

仮設施設のため対象外とす
る。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

仮設施設のため対象外とす
る。

－ － － － -

環境項目 生活環境 騒音 環境・交通騒音レベル
①環境基準及び法令等によ
る基準
②現況の騒音レベル

工事の実施に伴う騒音によ
る周辺の生活環境への影響
がみられる。

影響要因は想定されないこ
とから対象外とする。

施設の供用、声援や応援等
による騒音の発生がみられ
るが、周辺の生活環境に影
響を及ぼすことはない。

工事の実施に伴う騒音によ
る周辺の生活環境への影響
がみられる。

-1 － 0 -1 -0.7 -0.7

環境項目 生活環境 日影
日照の阻害の有無（阻害を
受ける住戸等の有無）

現状の日照阻害の状況

施設の高さ、周辺の状況、
仮設のみであることなどか
ら、施設の存在に伴う日影
の影響はない。

影響要因は想定されないこ
とから対象外とする。

- -

0.0

0.0

-0.7

評価点

-0.2

0.0

一次評価

評価の指標 評価の基準

開催前
中項目
平均点

小項目
平均点

指標別
平均点

開催中 開催後 開催中 開催後大項目 中項目 小項目

評価
段階別影響

開催前
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会場別予測評価結果表(31_武蔵野の森公園)

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

評価点

一次評価

評価の指標 評価の基準

開催前
中項目
平均点

小項目
平均点

指標別
平均点

開催中 開催後 開催中 開催後大項目 中項目 小項目

評価
段階別影響

開催前

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

景観 緑視率 現況の緑視率

仮設の設置により、緑視が
阻害されるが、緑視率の減
少は約0.2ポイントであ
り、現況と変わらない。

仮設が撤去されるが、緑視
率は現況と変わらない。

0 0 0.0

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

景観 優れた眺望又は景観の阻害

①周辺の視点場から眺望で
きる優れた眺望景観の阻害
の有無
②景観形成特別地区の景観
を阻害しないこと

評価の基準②にあてはまら
ないため、検討対象外とす
る。

評価の基準②にあてはまら
ないため、検討対象外とす
る。

－ － -

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

自然との触れ合
い活動の場

自然との触れ合い活動の場
の変化

自然との触れ合い活動の場
の消失又は改善・創出

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

改変部が自然との触れ合い
活動の場の主要部や周縁部
ではない、又は半分弱にみ
たないことから、現況と変
わらない。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

改変部が自然との触れ合い
活動の場の主要部や周縁部
ではない、又は半分弱にみ
たないことから、現況と変
わらない。

－ 0 － 0 0.0

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

自然との触れ合
い活動の場

自然との触れ合い活動の変
化

自然との触れ合い活動の阻
害又は促進（場へのアクセ
ス性含む）の有無

騒音、アクセス規制によ
り、自然との触れ合い活動
自体及びアクセスが阻害さ
れる。

主要なアクセスルートが物
理的に改変・遮断又はアク
セスが規制されることか
ら、自然との触れ合い活動
が阻害される。

会場エリア内の入場が規制
されることから、自然との
触れ合い活動のアクセスが
阻害される。

騒音、アクセス規制によ
り、自然との触れ合い活動
自体及びアクセスが阻害さ
れる。

主要なアクセスルートが物
理的に改変・遮断されるこ
とから、自然との触れ合い
活動が阻害される。 -2 -1 -1 -2 -1 -1.4

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

歩行者空間の快
適性

街路樹等緑陰の状況（緑陰
面積）

現況の街路樹及び接道緑
化、壁面緑化の状況

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

樹木に影響する改変はな
く、緑陰面積及び歩行者が
感じる快適性ともに現況と
変わらない。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

樹木に影響する改変はな
く、緑陰面積及び歩行者が
感じる快適性ともに現況と
変わらない。 － 0 － 0 0.0 0.0

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

史跡・文化財
史跡・文化財の保護・保全
の状況

文化財等の保存及び管理の
支障の有無

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

改変域に史跡・文化財は存
在しない。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

文化財等の保全及び管理に
支障はない。

－ 0 － 0 0.0 0.0

環境項目
資源・廃
棄物

水利用 上水利用量の削減 現在の上水利用量の水準

工事の実施に伴う水の利用
については、散水や洗車に
よる一時的な利用が見込ま
れるが、大量の水利用は想
定されないことから、予測
評価の対象外とする。

節水により上水利用量の削
減が図られる。

競技の実施時における会場
の利用者による水利用につ
いては、「施設の存在によ
る影響」に含めるものとし
て、ここでは予測評価の対
象外とする。

工事の実施に伴う水の利用
については、散水や洗車に
よる一時的な利用が見込ま
れるが、大量の水利用は想
定されないことから、予測
評価の対象外とする。

後利用はないことから対象
外とする。

－ 0 － － － 0.0 0.0

環境項目
資源・廃
棄物

廃棄物 廃棄物発生量の減量化
廃棄物発生量の減量化に
よって削減される最終処分
量の水準

標準的な工事と同程度の廃
棄物の削減対策がなされ、
現在の廃棄物の発生水準と
同等の減量化が行われる。

施設の存在による廃棄物の
発生については、「競技の
実施による影響」で扱い、
ここでは対象外とする。

競技の実施に伴い排出され
る一般廃棄物は、現在と同
程度の減量化が行われ、最
終処分量は現状の水準と変
わらない。

標準的な工事と同程度の廃
棄物の削減対策がなされ、
現在の廃棄物の発生水準と
同等の減量化が行われる。

後利用はないことから対象
外とする。

0 － 0 0 － 0.0

環境項目
資源・廃
棄物

廃棄物 廃棄物の有効利用
廃棄物の有効利用によって
削減される最終処分量の水
準

建設廃棄物の有効利用の取
り組みについて、現在の標
準的な工事と同程度の廃棄
物の有効利用がなされる。

施設の存在による廃棄物の
発生については、「競技の
実施による影響」で扱い、
ここでは対象外とする。

競技の実施に伴い排出され
る一般廃棄物は、現在と同
程度の有効利用がなされ、
最終処分量は現状の水準と
変わらない。

建設廃棄物の有効利用の取
り組みについて、現在の標
準的な工事と同程度の廃棄
物の有効利用がなされる。

後利用はないことから対象
外とする。

0 － 0 0 － 0.0

環境項目
資源・廃
棄物

エコマテリアル エコマテリアルの使用
再生可能資材・再生資材の
活用の水準

再生可能資材や再生資材が
最大限に利用され、現在の
水準を上回る。

施設の存在時におけるエコ
マテリアルの利用は想定さ
れないため対象外とする。

競技の実施時におけるエコ
マテリアルの利用は想定さ
れないため対象外とする。

再生可能資材や再生資材が
最大限に利用され、現在の
水準を上回る。

後利用時におけるエコマテ
リアルの利用は想定されな
いため対象外とする。

+1 － － +1 － 1.0 1.0

環境項目
温室効果
ガス

温室効果ガス 温室効果ガスの削減量

①エネルギー消費量による
CO2排出の概算
②既存施設における追加的
排出の有無

一般的な施設の建設工事と
同程度の排出量になる。

開催中の施設の存在による
影響については、「競技の
実施による影響」に含めて
扱う。

同等施設の標準的な排出量
となる。

一般的な施設の建設工事と
同程度の排出量になる。

後利用はないことから対象
外とする。

0 － 0 0 － 0.0 0.0

環境項目
温室効果
ガス

エネルギー エネルギー使用量の増減

①現在の使用量の水準（東
京都温暖化対策計画書制度
/東京都建築物環境計画書
制度による評価水準）
②省エネ再エネ対策・設備
の導入状況/可能性

一般的な施設の建設工事と
同程度の消費量になる。

開催中の施設の存在による
影響については、「競技の
実施による影響」に含めて
扱う。

同等施設の標準的な消費量
となる。

一般的な施設の建設工事と
同程度の消費量になる。

後利用はないことから対象
外とする。

0 － 0 0 － 0.0 0.0

0.30.0

0.0

-0.7

0.0

-0.2
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工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

評価点

一次評価

評価の指標 評価の基準

開催前
中項目
平均点

小項目
平均点

指標別
平均点

開催中 開催後 開催中 開催後大項目 中項目 小項目

評価
段階別影響

開催前

社会・経
済項目

土地利用 土地利用 土地の転用
土地利用の改変、転用の有
無

改変エリアは現在屋外利用
地、公園、運動場等となっ
ており、自然地や農地は存
在しない。

0 0.0

社会・経
済項目

土地利用 土地利用 土地の有効利用 未利用地の解消の有無

未利用地の有効利用はな
い。

未利用地の有効利用はな
い。

0 0 0.0

社会・経
済項目

土地利用 地域分断
生活移動動線の分断又は進
展

歩行者、自転車等の移動動
線の分断をしないこと

既に公共的な利用がなされ
ている施設の場所であり、
改変エリアは生活移動動線
に影響しない。

移動動線は確保されてお
り、競技中も現況と変わら
ない。

移動動線は確保されてお
り、後利用時も生活移動動
線への影響はない。 0 0 0 0.0

社会・経
済項目

土地利用 地域分断
生活移動動線の分断又は進
展

歩行者、自転車等の動線の
ネットワーク化の進展の有
無

既に公共的利用がなされて
いる場所であり、現況と変
わらない。

既に公共的利用がなされて
いる場所であり、現況と変
わらない。

開催前から開催後を通じて
現況と変わらない。

0 0 0 0.0

社会・経
済項目

土地利用 移転 民家等の移転
民家等の移転を伴わないこ
と

改変エリアに民家等は存在
しない。

0 0.0 0.0

社会・経
済項目

交通
公共交通へのア
クセシビリティ

アクセス性
現在の会場までのアクセス
性

アクセス性向上の対策が無
く現況と同様のアクセス性
である。

アクセス性向上の対策が無
く現況と同様のアクセス性
である。 0 0 0.0 0.0

社会・経
済項目

交通 交通安全 交通安全
現在の歩車動線の分離（交
通安全性の向上）の状況

現状でも対策は十分になさ
れており、工事に伴う歩車
動線の未分離区間は発生し
ない。

競技の実施による影響に含
め、評価の対象外とする。

現状において歩車動線は分
離されており、開催中も維
持される。

現状でも対策は十分になさ
れており、工事に伴う歩車
動線の未分離区間は発生し
ない。

現状において歩車動線は分
離されており、後利用時に
も維持される。 0 － 0 0 0 0.0 0.0

社会・経
済項目

経済 事業採算性 施設整備費
施設整備費を適正に保つた
めの措置

対策が無い場合には標準的
な施設整備費となる。

対策が無い場合には標準的
な撤去・改修整備費とな
る。 0 0 0.0

社会・経
済項目

経済 事業採算性 運営経費
運営・維持コストの削減の
ための措置

対策を講じない場合には標
準的な運営経費となる。

0 0.0

0.0

0.0 0.0

0.0

0.0

0.0
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環境項目 主要環境 大気
汚染物質（NO2、SPM）の排
出量

排出の有無、現状より排出
増大の可能性

環境項目 主要環境 水質
汚濁負荷（COD、T-N、T-
P、BOD､SS等）の排出量

汚濁負荷物質排出の有無、
汚染増大の可能性

環境項目 主要環境 土壌
土壌汚染物質の拡散の可能
性

土地履歴調査等による土壌
汚染物質の存在可能性

環境項目 生態系
生物の生育・生
息基盤

生物の生育・生息基盤の状
況

①重要な生物・生態系の賦
存地の改変の有無
②生物の生育・生息基盤の
創出の有無

環境項目 生態系 水循環
雨水の地下浸透能力（地表
面被覆率）

現状の地表面被覆率

環境項目 生態系 生物・生態系
周辺の生物の生育・生息環
境の連続性

現況の生物の生育・生息環
境の連続性

環境項目 生態系 生物・生態系 重要な生物・生態系 重要な生物・生態系の状況

環境項目 生態系 生物・生態系
生物相の豊かさ（鳥類相で
代表）

現況の生息種数（現状生息
する種のうち、生息が困難
となる可能性のある種の有
無、種数）

環境項目 生態系 緑 緑被面積（屋上含む） 現況の緑被率の状況

環境項目 生態系 緑 緑化の状況
東京都の自然保護条例、建
築物環境計画書制度におけ
る緑化の評価基準

環境項目 生活環境 騒音 環境・交通騒音レベル
①環境基準及び法令等によ
る基準
②現況の騒音レベル

環境項目 生活環境 日影
日照の阻害の有無（阻害を
受ける住戸等の有無）

現状の日照阻害の状況

評価の指標 評価の基準

大項目 中項目 小項目

評価

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

工事による大気環境への影
響がみられるが、ミティ
ゲーションの実施により、
大気質の濃度をほとんど悪
化させない程度となる。

影響要因は想定されないた
め対象外。

施設等の利用、各施設間の
人の移動に伴う大気環境へ
の影響はほとんどなく、ミ
ティゲーションの実施によ
り大気環境が改善される。

工事による大気環境への影
響がみられるが、ミティ
ゲーションの実施により、
大気質の濃度をほとんど悪
化させない程度となる。

0 － +1 0 0.3 0.3

工事の実施に伴って公共用
水域の水質に影響を及ぼす
ことはないことから、ミ
ティゲーションは想定して
いない。

影響要因が想定されないこ
とから対象外とする。

施設の供用に伴うし尿等の
汚水による影響はないこと
から、ミティゲーションは
想定していない。

工事の実施に伴って公共用
水域の水質に影響を及ぼす
ことはないことから、ミ
ティゲーションは想定して
いない。

0 － 0 0 0.0 0.0

工事の内容から土壌汚染物
質の拡散の可能性は非常に
小さく、ミティゲーション
は想定していない。

影響要因が想定されないこ
とから対象外とする。

影響要因が想定されないこ
とから対象外とする。

工事の内容から土壌汚染物
質の拡散の可能性はないこ
とから、ミティゲーション
は想定していない。 0 － － 0 0.0 0.0

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

重要な生物・生態系の賦存
地の改変はない。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

重要な生物・生態系の賦存
地の改変はない。

－ 0 － 0 0.0 0.0

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

仮設により浸透域の一部が
改変されるが、被覆率はほ
とんど現況と変わらない。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

仮設は撤去されることによ
り、浸透域の改変は行われ
ることはない。

－ 0 － 0 0.0 0.0

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

生物の生育・生息場所は改
変されない。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

周辺の生物の生育・生息場
所の連続性は現況と変わら
ない。

－ 0 － 0 0.0

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

重要な生物・生態系の指定
地域の改変はない。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

重要な生物・生態系の指定
地域の改変はない。

－ 0 － 0 0.0

鳥類の主要な生息場でない
ことから、予測評価の対象
外とする。

鳥類の主要な生息場でない
ことから、予測評価の対象
外とする。

鳥類の主要な生息場でない
ことから、予測評価の対象
外とする。

鳥類の主要な生息場でない
ことから、予測評価の対象
外とする。

鳥類の主要な生息場でない
ことから、予測評価の対象
外とする。

－ － － － － -

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

ほぼ現況と変わらない。 改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

ほぼ現況と変わらない。

－ 0 － 0 0.0

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

仮設施設のため対象外とす
る。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

仮設施設のため対象外とす
る。

－ － － － -

工事の実施に伴う騒音によ
る影響がみられるが、ミ
ティゲーションにより周辺
の生活環境に影響を及ぼさ
ない程度となる。

影響要因は想定されないこ
とから対象外とする。

施設の供用、声援や応援等
が周辺の生活環境に影響を
及ぼすことはないことか
ら、ミティゲーションは想
定していない。

工事の実施に伴う騒音によ
る影響がみられるが、ミ
ティゲーションにより周辺
の生活環境に影響を及ぼさ
ない程度となる。

0 － 0 0 0.0 0.0

施設の存在による影響はな
いことから、ミティゲー
ションは想定していない。

影響要因は想定されないこ
とから対象外とする。

- -

0.1

0.00.0

0.0

0.0

小項目
平均点

指標別
平均点

開催後

評価点

二次評価

開催中 開催後開催前
中項目
平均点

段階別影響

開催前 開催中
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会場別予測評価結果表(31_武蔵野の森公園)

評価の指標 評価の基準

大項目 中項目 小項目

評価

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

景観 緑視率 現況の緑視率

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

景観 優れた眺望又は景観の阻害

①周辺の視点場から眺望で
きる優れた眺望景観の阻害
の有無
②景観形成特別地区の景観
を阻害しないこと

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

自然との触れ合
い活動の場

自然との触れ合い活動の場
の変化

自然との触れ合い活動の場
の消失又は改善・創出

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

自然との触れ合
い活動の場

自然との触れ合い活動の変
化

自然との触れ合い活動の阻
害又は促進（場へのアクセ
ス性含む）の有無

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

歩行者空間の快
適性

街路樹等緑陰の状況（緑陰
面積）

現況の街路樹及び接道緑
化、壁面緑化の状況

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

史跡・文化財
史跡・文化財の保護・保全
の状況

文化財等の保存及び管理の
支障の有無

環境項目
資源・廃
棄物

水利用 上水利用量の削減 現在の上水利用量の水準

環境項目
資源・廃
棄物

廃棄物 廃棄物発生量の減量化
廃棄物発生量の減量化に
よって削減される最終処分
量の水準

環境項目
資源・廃
棄物

廃棄物 廃棄物の有効利用
廃棄物の有効利用によって
削減される最終処分量の水
準

環境項目
資源・廃
棄物

エコマテリアル エコマテリアルの使用
再生可能資材・再生資材の
活用の水準

環境項目
温室効果
ガス

温室効果ガス 温室効果ガスの削減量

①エネルギー消費量による
CO2排出の概算
②既存施設における追加的
排出の有無

環境項目
温室効果
ガス

エネルギー エネルギー使用量の増減

①現在の使用量の水準（東
京都温暖化対策計画書制度
/東京都建築物環境計画書
制度による評価水準）
②省エネ再エネ対策・設備
の導入状況/可能性

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

小項目
平均点

指標別
平均点

開催後

評価点

二次評価

開催中 開催後開催前
中項目
平均点

段階別影響

開催前 開催中

樹木の移植を行うが、緑視
率の減少は約0.2ポイント
であり、現況と変わらな
い。

仮設撤去後、改変地の原状
復帰を行う。緑視率は現況
と変わらない。

0 0 0.0

評価の基準②にあてはまら
ないため、検討対象外とす
る。

評価の基準②にあてはまら
ないため、検討対象外とす
る。

－ － -

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

改変部が自然との触れ合い
活動の場でない、又は現況
で自然との触れ合い活動の
場となっていない。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

自然との触れ合い活動の場
は現況と変わらない。

－ 0 － 0 0.0

ミティゲーションの実施に
より、現況レベルまで自然
との触れ合い活動が改善す
る。

ミティゲーションの実施に
より、自然との触れ合い活
動が現況レベルまで改善す
る。

現段階ではミティゲーショ
ンは想定していない。

ミティゲーションの実施に
より、現況レベルまで自然
との触れ合い活動が改善す
る。

ミティゲーションの実施に
より、自然との触れ合い活
動が向上する。

0 0 -1 0 +1 0.0

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

樹木に影響する改変はな
く、緑陰面積及び歩行者が
感じる快適性ともに現況と
変わらない。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

樹木に影響する改変はな
く、緑陰面積及び歩行者が
感じる快適性ともに現況と
変わらない。 － 0 － 0 0.0 0.0

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

改変域に史跡・文化財は存
在しない。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

文化財等の保全及び管理に
支障はない。

－ 0 － 0 0.0 0.0

工事の実施に伴う水の利用
については、散水や洗車に
よる一時的な利用が見込ま
れるが、大量の水利用は想
定されないことから、予測
評価の対象外とする。

節水により上水利用量の削
減が図られる。

競技の実施時における会場
の利用者による水利用につ
いては、「施設の存在によ
る影響」に含めるものとし
て、ここでは予測評価の対
象外とする。

工事の実施に伴う水の利用
については、散水や洗車に
よる一時的な利用が見込ま
れるが、大量の水利用は想
定されないことから、予測
評価の対象外とする。

後利用はないことから対象
外とする。

－ 0 － － － 0.0 0.0

建設廃棄物の対策はリサイ
クルによるものが大部分で
あり、減量による最終処分
量の大幅な削減は見込めな
い。

施設の存在による廃棄物の
発生については、「競技の
実施による影響」で扱い、
ここでは対象外とする。

既に容器包装廃棄物のリサ
イクル分別などが実施され
ており、廃棄物の発生抑制
策による最終処分量の大幅
な削減は見込めない。

建設廃棄物の対策はリサイ
クルによるものが大部分で
あり、減量による最終処分
量の大幅な削減は見込めな
い。

後利用はないことから対象
外とする。

0 － 0 0 － 0.0

「東京都建設リサイクル推
進計画」等に基づく有効利
用策の促進により、建設廃
棄物の最終処分量は現在の
水準から20％以上削減され
る。

施設の存在による廃棄物の
発生については、「競技の
実施による影響」で扱い、
ここでは対象外とする。

資源ごみ回収やごみ処理過
程資源化、熱回収等の促進
により、一般廃棄物の最終
処分量は現在の水準から
30％程度削減される。

「東京都建設リサイクル推
進計画」等に基づく有効利
用策の促進により、建設廃
棄物の最終処分量は現在の
水準から20％以上削減され
る。

後利用はないことから対象
外とする。

+1 － +1 +1 － 1.0

再生可能資材や再生資材が
最大限に利用され、現在の
水準を上回る。

施設の存在時におけるエコ
マテリアルの利用は想定さ
れないため対象外とする。

競技の実施時におけるエコ
マテリアルの利用は想定さ
れないため対象外とする。

再生可能資材や再生資材が
最大限に利用され、現在の
水準を上回る。

後利用時におけるエコマテ
リアルの利用は想定されな
いため対象外とする。

+1 － － +1 － 1.0 1.0

低燃費型建設機械の採用等
により、約20～40％の削減
が図られる。

開催中の施設の存在による
影響については、「競技の
実施による影響」で扱い、
ここでは対象外とする。

高効率設備の採用等によ
り、20％程度の削減が図ら
れる。

低燃費型建設機械の採用等
により、約20～40％の削減
が図られる。

後利用はないことから対象
外とする。

+2 － +2 +2 － 2.0 2.0

低燃費型建設機械の採用等
により、約20～40％の低減
が図られる。

開催中の施設の存在による
影響については、「競技の
実施による影響」で扱い、
ここでは対象外とする。

高効率設備の採用等によ
り、20％程度の低減が図ら
れる。

低燃費型建設機械の採用等
により、約20～40％の低減
が図られる。

後利用はないことから対象
外とする。

+2 － +2 +2 － 2.0 2.0

0.50.5

2.0

0.0

0.00.0
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会場別予測評価結果表(31_武蔵野の森公園)

評価の指標 評価の基準

大項目 中項目 小項目

評価

社会・経
済項目

土地利用 土地利用 土地の転用
土地利用の改変、転用の有
無

社会・経
済項目

土地利用 土地利用 土地の有効利用 未利用地の解消の有無

社会・経
済項目

土地利用 地域分断
生活移動動線の分断又は進
展

歩行者、自転車等の移動動
線の分断をしないこと

社会・経
済項目

土地利用 地域分断
生活移動動線の分断又は進
展

歩行者、自転車等の動線の
ネットワーク化の進展の有
無

社会・経
済項目

土地利用 移転 民家等の移転
民家等の移転を伴わないこ
と

社会・経
済項目

交通
公共交通へのア
クセシビリティ

アクセス性
現在の会場までのアクセス
性

社会・経
済項目

交通 交通安全 交通安全
現在の歩車動線の分離（交
通安全性の向上）の状況

社会・経
済項目

経済 事業採算性 施設整備費
施設整備費を適正に保つた
めの措置

社会・経
済項目

経済 事業採算性 運営経費
運営・維持コストの削減の
ための措置

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

小項目
平均点

指標別
平均点

開催後

評価点

二次評価

開催中 開催後開催前
中項目
平均点

段階別影響

開催前 開催中

改変エリアは現在屋外利用
地、公園、運動場等となっ
ており、自然地や農地は存
在しない。

0 0.0

未利用地の有効利用はな
い。

未利用地の有効利用はな
い。

0 0 0.0

既に公共的な利用がなされ
ている施設の場所であり、
改変エリアは生活移動動線
に影響しない。

移動動線は確保されてお
り、競技中も現況と変わら
ない。

移動動線は確保されてお
り、後利用時も生活移動動
線への影響はない。 0 0 0 0.0

既に公共的利用がなされて
いる場所であり、現況と変
わらない。

既に公共的利用がなされて
いる場所であり、現況と変
わらない。

開催前から開催後を通じて
現況と変わらない。

0 0 0 0.0

改変エリアに民家等は存在
しない。

0 0.0 0.0

アクセス性向上の対策が無
く現況と同様のアクセス性
である。

アクセス性向上の対策が無
く現況と同様のアクセス性
である。 0 0 0.0 0.0

現状でも対策は十分になさ
れており、工事に伴う歩車
動線の未分離区間は発生し
ない。

競技の実施による影響に含
め、評価の対象外とする。

現状において歩車動線は分
離されており、開催中も維
持される。

現状でも対策は十分になさ
れており、工事に伴う歩車
動線の未分離区間は発生し
ない。

現状において歩車動線は分
離されており、後利用時に
も維持される。 0 － 0 0 0 0.0 0.0

再生可能材により整備費や
廃棄物処理費用を抑制する
等の費用削減措置が取られ
る。

再生可能材により整備費や
廃棄物処理費用を抑制する
等の費用削減措置が取られ
る。

+1 +1 1.0

ボランティアの活用等によ
り運営経費、維持管理コス
トの削減が図られる。 +1 1.0

項目 一次評価 二次評価
主要環境 -0.2 0.1
生態系 0.0 0.0
生活環境 -0.7 0.0
ｱﾒﾆﾃｨ・文化 -0.2 0.0
資源・廃棄物 0.3 0.5
温室効果ガス 0.0 2.0
土地利用 0.0 0.0
交通 0.0 0.0
経済 0.0 1.0

1.0

0.0

0.0

0.0

0.0

1.0

-2
-1
0
1
2
主要環境

生態系

生活環境

ｱﾒﾆﾃｨ・文化

資源・廃棄物温室効果ガス

土地利用

交通

経済 一次評価

二次評価
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会場別予測評価結果表(32_陸上自衛隊朝霞訓練場)

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

環境項目 主要環境 大気
汚染物質（NO2、SPM）の排
出量

排出の有無、現状より排出
増大の可能性

工事の実施による濃度の変
化（付加率）が5％未満で
ある。

影響要因は想定されないた
め対象外。

施設等の利用、各施設間の
人の移動に伴う汚染物質の
排出が周辺の大気環境に与
える影響はほとんどない。

工事の実施による濃度の変
化（付加率）が5％未満で
ある。

-1 － 0 -1 -0.7 -0.7

環境項目 主要環境 水質
汚濁負荷（COD、T-N、T-
P、BOD､SS等）の排出量

汚濁負荷物質排出の有無、
汚染増大の可能性

工事の実施に伴うし尿等の
汚水は公共下水道等に排出
することから、公共用水域
の水質に影響を及ぼすこと
はない。

影響要因が想定されないこ
とから対象外とする。

施設の供用に伴うし尿等の
汚水は公共下水道等に排出
することから、公共用水域
の水質に影響を及ぼすこと
はない。

工事の実施に伴うし尿等の
汚水は公共下水道等に排出
することから、公共用水域
の水質に影響を及ぼすこと
はない。

0 － 0 0 0.0 0.0

環境項目 主要環境 土壌
土壌汚染物質の拡散の可能
性

土地履歴調査等による土壌
汚染物質の存在可能性

工事の内容から土壌汚染物
質の拡散の可能性は非常に
小さい。

影響要因が想定されないこ
とから対象外とする。

影響要因が想定されないこ
とから対象外とする。

工事の内容から土壌汚染物
質の拡散の可能性はない。

0 － － 0 0.0 0.0

環境項目 生態系
生物の生育・生
息基盤

生物の生育・生息基盤の状
況

①重要な生物・生態系の賦
存地の改変の有無
②生物の生育・生息基盤の
創出の有無

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

重要な生物・生態系の賦存
地の改変はない。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

重要な生物・生態系の賦存
地の改変はない。

－ 0 － 0 0.0 0.0

環境項目 生態系 水循環
雨水の地下浸透能力（地表
面被覆率）

現状の地表面被覆率

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

仮設により浸透域の一部が
改変されるが、被覆率はほ
とんど現況と変わらない。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

仮設は撤去されることによ
り、浸透域の改変は行われ
ることはない。

－ 0 － 0 0.0 0.0

環境項目 生態系 生物・生態系
周辺の生物の生育・生息環
境の連続性

現況の生物の生育・生息環
境の連続性

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

地表面が改変されないこと
から、予測評価の対象外と
する。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

地表面が改変されないこと
から、予測評価の対象外と
する。

－ － － － -

環境項目 生態系 生物・生態系 重要な生物・生態系 重要な生物・生態系の状況

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

重要な生物・生態系の指定
地域の改変はない。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

重要な生物・生態系の指定
地域の改変はない。

－ 0 － 0 0.0

環境項目 生態系 生物・生態系
生物相の豊かさ（鳥類相で
代表）

現況の生息種数（現状生息
する種のうち、生息が困難
となる可能性のある種の有
無、種数）

鳥類の主要な生息場でない
ことから、予測評価の対象
外とする。

鳥類の主要な生息場でない
ことから、予測評価の対象
外とする。

鳥類の主要な生息場でない
ことから、予測評価の対象
外とする。

鳥類の主要な生息場でない
ことから、予測評価の対象
外とする。

鳥類の主要な生息場でない
ことから、予測評価の対象
外とする。

－ － － － － -

環境項目 生態系 緑 緑被面積（屋上含む） 現況の緑被率の状況

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

防衛施設であり緑地として
の用途は想定されていない
ことから対象外とした。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

防衛施設であり緑地として
の用途は想定されていない
ことから対象外とした。

－ － － － -

環境項目 生態系 緑 緑化の状況
東京都の自然保護条例、建
築物環境計画書制度におけ
る緑化の評価基準

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

防衛施設であり緑地として
の用途は想定されていない
ことから対象外とした。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

防衛施設であり緑地として
の用途は想定されていない
ことから対象外とした。

－ － － － -

環境項目 生活環境 騒音 環境・交通騒音レベル
①環境基準及び法令等によ
る基準
②現況の騒音レベル

工事の実施に伴う騒音によ
る周辺の生活環境への影響
がみられる。

影響要因は想定されないこ
とから対象外とする。

施設の供用、声援や応援等
による騒音の発生がみられ
るが、周辺の生活環境に影
響を及ぼすことはない。

工事の実施に伴う騒音によ
る周辺の生活環境への影響
がみられる。

-1 － 0 -1 -0.7 -0.7

環境項目 生活環境 日影
日照の阻害の有無（阻害を
受ける住戸等の有無）

現状の日照阻害の状況

施設の高さ、周辺の状況、
仮設のみであることなどか
ら、施設の存在に伴う日影
の影響はない。

影響要因は想定されないこ
とから対象外とする。

0 － 0.0 0.0

0.0

-

-0.3

評価点

-0.2

0.0

一次評価

評価の指標 評価の基準

開催前
中項目
平均点

小項目
平均点

指標別
平均点

開催中 開催後 開催中 開催後大項目 中項目 小項目

評価
段階別影響

開催前
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工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

評価点

一次評価

評価の指標 評価の基準

開催前
中項目
平均点

小項目
平均点

指標別
平均点

開催中 開催後 開催中 開催後大項目 中項目 小項目

評価
段階別影響

開催前

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

景観 緑視率 現況の緑視率

仮設の射撃場が設置される
が、視認できる緑はすべて
施設手前であり、緑視率は
現況と変わらない。

開催後は評価しない。

0 － 0.0

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

景観 優れた眺望又は景観の阻害

①周辺の視点場から眺望で
きる優れた眺望景観の阻害
の有無
②景観形成特別地区の景観
を阻害しないこと

評価の基準②にあてはまら
ないため、検討対象外とす
る。

評価の基準②にあてはまら
ないため、検討対象外とす
る。

－ － -

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

自然との触れ合
い活動の場

自然との触れ合い活動の場
の変化

自然との触れ合い活動の場
の消失又は改善・創出

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

現況で自然との触れ合い活
動の場となっていないこと
から、現況と変わらない。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

現況で自然との触れ合い活
動の場となっていないこと
から、現況と変わらない。

－ 0 － 0 0.0

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

自然との触れ合
い活動の場

自然との触れ合い活動の変
化

自然との触れ合い活動の阻
害又は促進（場へのアクセ
ス性含む）の有無

現況で自然との触れ合い活
動が行われていない。

現況で自然との触れ合い活
動が行われていない。

現況で自然との触れ合い活
動が行われていない。

現況で自然との触れ合い活
動が行われていない。

現況で自然との触れ合い活
動が行われていない。

0 0 0 0 0 0.0

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

歩行者空間の快
適性

街路樹等緑陰の状況（緑陰
面積）

現況の街路樹及び接道緑
化、壁面緑化の状況

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

樹木に影響する改変はな
く、緑陰面積及び歩行者が
感じる快適性ともに現況と
変わらない。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

陸上自衛隊の専用施設であ
り、公共的な利用が想定さ
れないことから、後利用に
おける予測評価の対象外と
する。

－ 0 － － 0.0 0.0

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

史跡・文化財
史跡・文化財の保護・保全
の状況

文化財等の保存及び管理の
支障の有無

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

改変域に史跡・文化財は存
在しない。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

文化財等の保全及び管理に
支障はない。

－ 0 － 0 0.0 0.0

環境項目
資源・廃
棄物

水利用 上水利用量の削減 現在の上水利用量の水準

工事の実施に伴う水の利用
については、散水や洗車に
よる一時的な利用が見込ま
れるが、大量の水利用は想
定されないことから、予測
評価の対象外とする。

節水により上水利用量の削
減が図られる。

競技の実施時における会場
の利用者による水利用につ
いては、「施設の存在によ
る影響」に含めるものとし
て、ここでは予測評価の対
象外とする。

工事の実施に伴う水の利用
については、散水や洗車に
よる一時的な利用が見込ま
れるが、大量の水利用は想
定されないことから、予測
評価の対象外とする。

陸上自衛隊朝霞訓練場は、
陸上自衛隊の専用施設であ
ることから、後利用時の評
価の対象外とする。 － 0 － － － 0.0 0.0

環境項目
資源・廃
棄物

廃棄物 廃棄物発生量の減量化
廃棄物発生量の減量化に
よって削減される最終処分
量の水準

標準的な工事と同程度の廃
棄物の削減対策がなされ、
現在の廃棄物の発生水準と
同等の減量化が行われる。

施設の存在による廃棄物の
発生については、「競技の
実施による影響」で扱い、
ここでは対象外とする。

競技の実施に伴い排出され
る一般廃棄物は、現在と同
程度の減量化が行われ、最
終処分量は現状の水準と変
わらない。

標準的な工事と同程度の廃
棄物の削減対策がなされ、
現在の廃棄物の発生水準と
同等の減量化が行われる。

後利用はないことから対象
外とする。

0 － 0 0 － 0.0

環境項目
資源・廃
棄物

廃棄物 廃棄物の有効利用
廃棄物の有効利用によって
削減される最終処分量の水
準

建設廃棄物の有効利用の取
り組みについて、現在の標
準的な工事と同程度の廃棄
物の有効利用がなされる。

施設の存在による廃棄物の
発生については、「競技の
実施による影響」で扱い、
ここでは対象外とする。

競技の実施に伴い排出され
る一般廃棄物は、現在と同
程度の有効利用がなされ、
最終処分量は現状の水準と
変わらない。

建設廃棄物の有効利用の取
り組みについて、現在の標
準的な工事と同程度の廃棄
物の有効利用がなされる。

後利用はないことから対象
外とする。

0 － 0 0 － 0.0

環境項目
資源・廃
棄物

エコマテリアル エコマテリアルの使用
再生可能資材・再生資材の
活用の水準

再生可能資材や再生資材が
最大限に利用され、現在の
水準を上回る。

施設の存在時におけるエコ
マテリアルの利用は想定さ
れないため対象外とする。

競技の実施時におけるエコ
マテリアルの利用は想定さ
れないため対象外とする。

再生可能資材や再生資材が
最大限に利用され、現在の
水準を上回る。

後利用時におけるエコマテ
リアルの利用は想定されな
いため対象外とする。

+1 － － +1 － 1.0 1.0

環境項目
温室効果
ガス

温室効果ガス 温室効果ガスの削減量

①エネルギー消費量による
CO2排出の概算
②既存施設における追加的
排出の有無

一般的な施設の建設工事と
同程度の排出量になる。

開催中の施設の存在による
影響については、「競技の
実施による影響」に含めて
扱う。

同等施設の標準的な排出量
となる。

一般的な施設の建設工事と
同程度の排出量になる。

後利用はないことから対象
外とする。

0 － 0 0 － 0.0 0.0

環境項目
温室効果
ガス

エネルギー エネルギー使用量の増減

①現在の使用量の水準（東
京都温暖化対策計画書制度
/東京都建築物環境計画書
制度による評価水準）
②省エネ再エネ対策・設備
の導入状況/可能性

一般的な施設の建設工事と
同程度の消費量になる。

開催中の施設の存在による
影響については、「競技の
実施による影響」に含めて
扱う。

同等施設の標準的な消費量
となる。

一般的な施設の建設工事と
同程度の消費量になる。

後利用はないことから対象
外とする。

0 － 0 0 － 0.0 0.0

0.30.0

0.0

0.0

0.0

0.0
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工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

評価点

一次評価

評価の指標 評価の基準

開催前
中項目
平均点

小項目
平均点

指標別
平均点

開催中 開催後 開催中 開催後大項目 中項目 小項目

評価
段階別影響

開催前

社会・経
済項目

土地利用 土地利用 土地の転用
土地利用の改変、転用の有
無

改変エリアは一時的なプレ
ハブ等の仮設に留まり土地
の改変はない。 0 0.0

社会・経
済項目

土地利用 土地利用 土地の有効利用 未利用地の解消の有無

未利用地の有効利用はな
い。

未利用地の有効利用はな
い。

0 0 0.0

社会・経
済項目

土地利用 地域分断
生活移動動線の分断又は進
展

歩行者、自転車等の移動動
線の分断をしないこと

既に公共的な利用がなされ
ている施設の場所であり、
改変エリアは生活移動動線
に影響しない。

移動動線は確保されてお
り、競技中も現況と変わら
ない。

施設撤去後の地域住民の後
利用が想定されない。

0 0 － 0.0

社会・経
済項目

土地利用 地域分断
生活移動動線の分断又は進
展

歩行者、自転車等の動線の
ネットワーク化の進展の有
無

既に公共的利用がなされて
いる場所であり、現況と変
わらない。

既に公共的利用がなされて
いる場所であり、現況と変
わらない。

開催後の公共的利用は想定
されないため、評価の対象
外とする。 0 0 － 0.0

社会・経
済項目

土地利用 移転 民家等の移転
民家等の移転を伴わないこ
と

改変エリアに民家等は存在
しない。

0 0.0 0.0

社会・経
済項目

交通
公共交通へのア
クセシビリティ

アクセス性
現在の会場までのアクセス
性

アクセス性向上の対策が無
く現況と同様のアクセス性
である。

後利用時の公共利用が想定
されない。

0 － 0.0 0.0

社会・経
済項目

交通 交通安全 交通安全
現在の歩車動線の分離（交
通安全性の向上）の状況

現状でも対策は十分になさ
れており、工事に伴う歩車
動線の未分離区間は発生し
ない。

競技の実施による影響に含
め、評価の対象外とする。

現状において歩車動線は分
離されており、開催中も維
持される。

現状でも対策は十分になさ
れており、工事に伴う歩車
動線の未分離区間は発生し
ない。

後利用時の公共利用が想定
されない。

0 － 0 0 － 0.0 0.0

社会・経
済項目

経済 事業採算性 施設整備費
施設整備費を適正に保つた
めの措置

対策が無い場合には標準的
な施設整備費となる。

対策が無い場合には標準的
な撤去・改修整備費とな
る。 0 0 0.0

社会・経
済項目

経済 事業採算性 運営経費
運営・維持コストの削減の
ための措置

対策を講じない場合には標
準的な運営経費となる。

0 0.0

0.0

0.0 0.0

0.0

0.0

0.0

1－171



会場別予測評価結果表(32_陸上自衛隊朝霞訓練場)

環境項目 主要環境 大気
汚染物質（NO2、SPM）の排
出量

排出の有無、現状より排出
増大の可能性

環境項目 主要環境 水質
汚濁負荷（COD、T-N、T-
P、BOD､SS等）の排出量

汚濁負荷物質排出の有無、
汚染増大の可能性

環境項目 主要環境 土壌
土壌汚染物質の拡散の可能
性

土地履歴調査等による土壌
汚染物質の存在可能性

環境項目 生態系
生物の生育・生
息基盤

生物の生育・生息基盤の状
況

①重要な生物・生態系の賦
存地の改変の有無
②生物の生育・生息基盤の
創出の有無

環境項目 生態系 水循環
雨水の地下浸透能力（地表
面被覆率）

現状の地表面被覆率

環境項目 生態系 生物・生態系
周辺の生物の生育・生息環
境の連続性

現況の生物の生育・生息環
境の連続性

環境項目 生態系 生物・生態系 重要な生物・生態系 重要な生物・生態系の状況

環境項目 生態系 生物・生態系
生物相の豊かさ（鳥類相で
代表）

現況の生息種数（現状生息
する種のうち、生息が困難
となる可能性のある種の有
無、種数）

環境項目 生態系 緑 緑被面積（屋上含む） 現況の緑被率の状況

環境項目 生態系 緑 緑化の状況
東京都の自然保護条例、建
築物環境計画書制度におけ
る緑化の評価基準

環境項目 生活環境 騒音 環境・交通騒音レベル
①環境基準及び法令等によ
る基準
②現況の騒音レベル

環境項目 生活環境 日影
日照の阻害の有無（阻害を
受ける住戸等の有無）

現状の日照阻害の状況

評価の指標 評価の基準

大項目 中項目 小項目

評価

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

工事による大気環境への影
響がみられるが、ミティ
ゲーションの実施により、
大気質の濃度をほとんど悪
化させない程度となる。

影響要因は想定されないた
め対象外。

施設等の利用、各施設間の
人の移動に伴う汚染物質の
排出が周辺の大気環境に与
える影響はほとんどない。

工事による大気環境への影
響がみられるが、ミティ
ゲーションの実施により、
大気質の濃度をほとんど悪
化させない程度となる。

0 － 0 0 0.0 0.0

工事の実施に伴って公共用
水域の水質に影響を及ぼす
ことはないことから、ミ
ティゲーションは想定して
いない。

影響要因が想定されないこ
とから対象外とする。

施設の供用に伴うし尿等の
汚水による影響はないこと
から、ミティゲーションは
想定していない。

工事の実施に伴って公共用
水域の水質に影響を及ぼす
ことはないことから、ミ
ティゲーションは想定して
いない。

0 － 0 0 0.0 0.0

工事の内容から土壌汚染物
質の拡散の可能性は非常に
小さく、ミティゲーション
は想定していない。

影響要因が想定されないこ
とから対象外とする。

影響要因が想定されないこ
とから対象外とする。

工事の内容から土壌汚染物
質の拡散の可能性はないこ
とから、ミティゲーション
は想定していない。 0 － － 0 0.0 0.0

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

重要な生物・生態系の賦存
地の改変はない。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

重要な生物・生態系の賦存
地の改変はない。

－ 0 － 0 0.0 0.0

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

仮設により浸透域の一部が
改変されるが、被覆率はほ
とんど現況と変わらない。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

仮設は撤去されることによ
り、浸透域の改変は行われ
ることはない。

－ 0 － 0 0.0 0.0

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

地表面が改変されないこと
から、予測評価の対象外と
する。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

地表面が改変されないこと
から、予測評価の対象外と
する。

－ － － － -

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

重要な生物・生態系の指定
地域の改変はない。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

重要な生物・生態系の指定
地域の改変はない。

－ 0 － 0 0.0

鳥類の主要な生息場でない
ことから、予測評価の対象
外とする。

鳥類の主要な生息場でない
ことから、予測評価の対象
外とする。

鳥類の主要な生息場でない
ことから、予測評価の対象
外とする。

鳥類の主要な生息場でない
ことから、予測評価の対象
外とする。

鳥類の主要な生息場でない
ことから、予測評価の対象
外とする。

－ － － － － -

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

防衛施設であり緑地として
の用途は想定されていない
ことから対象外とした。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

防衛施設であり緑地として
の用途は想定されていない
ことから対象外とした。

－ － － － -

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

防衛施設であり緑地として
の用途は想定されていない
ことから対象外とした。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

防衛施設であり緑地として
の用途は想定されていない
ことから対象外とした。

－ － － － -

工事の実施に伴う騒音によ
る影響がみられるが、ミ
ティゲーションにより周辺
の生活環境に影響を及ぼさ
ない程度となる。

影響要因は想定されないこ
とから対象外とする。

施設の供用、声援や応援等
が周辺の生活環境に影響を
及ぼすことはないことか
ら、ミティゲーションは想
定していない。

工事の実施に伴う騒音によ
る影響がみられるが、ミ
ティゲーションにより周辺
の生活環境に影響を及ぼさ
ない程度となる。

0 － 0 0 0.0 0.0

施設の存在による影響はな
いことから、ミティゲー
ションは想定していない。

影響要因は想定されないこ
とから対象外とする。

0 － 0.0 0.0

0.0

0.00.0

-

0.0

小項目
平均点

指標別
平均点

開催後

評価点

二次評価

開催中 開催後開催前
中項目
平均点

段階別影響

開催前 開催中
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会場別予測評価結果表(32_陸上自衛隊朝霞訓練場)

評価の指標 評価の基準

大項目 中項目 小項目

評価

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

景観 緑視率 現況の緑視率

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

景観 優れた眺望又は景観の阻害

①周辺の視点場から眺望で
きる優れた眺望景観の阻害
の有無
②景観形成特別地区の景観
を阻害しないこと

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

自然との触れ合
い活動の場

自然との触れ合い活動の場
の変化

自然との触れ合い活動の場
の消失又は改善・創出

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

自然との触れ合
い活動の場

自然との触れ合い活動の変
化

自然との触れ合い活動の阻
害又は促進（場へのアクセ
ス性含む）の有無

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

歩行者空間の快
適性

街路樹等緑陰の状況（緑陰
面積）

現況の街路樹及び接道緑
化、壁面緑化の状況

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

史跡・文化財
史跡・文化財の保護・保全
の状況

文化財等の保存及び管理の
支障の有無

環境項目
資源・廃
棄物

水利用 上水利用量の削減 現在の上水利用量の水準

環境項目
資源・廃
棄物

廃棄物 廃棄物発生量の減量化
廃棄物発生量の減量化に
よって削減される最終処分
量の水準

環境項目
資源・廃
棄物

廃棄物 廃棄物の有効利用
廃棄物の有効利用によって
削減される最終処分量の水
準

環境項目
資源・廃
棄物

エコマテリアル エコマテリアルの使用
再生可能資材・再生資材の
活用の水準

環境項目
温室効果
ガス

温室効果ガス 温室効果ガスの削減量

①エネルギー消費量による
CO2排出の概算
②既存施設における追加的
排出の有無

環境項目
温室効果
ガス

エネルギー エネルギー使用量の増減

①現在の使用量の水準（東
京都温暖化対策計画書制度
/東京都建築物環境計画書
制度による評価水準）
②省エネ再エネ対策・設備
の導入状況/可能性

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

小項目
平均点

指標別
平均点

開催後

評価点

二次評価

開催中 開催後開催前
中項目
平均点

段階別影響

開催前 開催中

仮設の射撃場が設置される
が、視認できる緑はすべて
施設手前であり、緑視率は
現況と変わらない。

開催後は評価しない。

0 － 0.0

評価の基準②にあてはまら
ないため、検討対象外とす
る。

評価の基準②にあてはまら
ないため、検討対象外とす
る。

－ － -

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

改変部が自然との触れ合い
活動の場でない、又は現況
で自然との触れ合い活動の
場となっていない。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

自然との触れ合い活動の場
は現況と変わらない。

－ 0 － 0 0.0

現況で自然との触れ合い活
動が行われていない。

現況で自然との触れ合い活
動が行われていない。

現況で自然との触れ合い活
動が行われていない。

現況で自然との触れ合い活
動が行われていない。

現況で自然との触れ合い活
動が行われていない。

0 0 0 0 0 0.0

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

樹木に影響する改変はな
く、緑陰面積及び歩行者が
感じる快適性ともに現況と
変わらない。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

陸上自衛隊の西洋施設であ
り、公共的な利用が想定さ
れないことから、後利用に
おける予測評価の対象外と
する。

－ 0 － － 0.0 0.0

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

改変域に史跡・文化財は存
在しない。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

文化財等の保全及び管理に
支障はない。

－ 0 － 0 0.0 0.0

工事の実施に伴う水の利用
については、散水や洗車に
よる一時的な利用が見込ま
れるが、大量の水利用は想
定されないことから、予測
評価の対象外とする。

節水により上水利用量の削
減が図られる。

競技の実施時における会場
の利用者による水利用につ
いては、「施設の存在によ
る影響」に含めるものとし
て、ここでは予測評価の対
象外とする。

工事の実施に伴う水の利用
については、散水や洗車に
よる一時的な利用が見込ま
れるが、大量の水利用は想
定されないことから、予測
評価の対象外とする。

陸上自衛隊朝霞訓練場は、
陸上自衛隊の専用施設であ
ることから、後利用時の評
価の対象外とする。 － 0 － － － 0.0 0.0

建設廃棄物の対策はリサイ
クルによるものが大部分で
あり、減量による最終処分
量の大幅な削減は見込めな
い。

施設の存在による廃棄物の
発生については、「競技の
実施による影響」で扱い、
ここでは対象外とする。

既に容器包装廃棄物のリサ
イクル分別などが実施され
ており、廃棄物の発生抑制
策による最終処分量の大幅
な削減は見込めない。

建設廃棄物の対策はリサイ
クルによるものが大部分で
あり、減量による最終処分
量の大幅な削減は見込めな
い。

後利用はないことから対象
外とする。

0 － 0 0 － 0.0

「東京都建設リサイクル推
進計画」等に基づく有効利
用策の促進により、建設廃
棄物の最終処分量は現在の
水準から20％以上削減され
る。

施設の存在による廃棄物の
発生については、「競技の
実施による影響」で扱い、
ここでは対象外とする。

資源ごみ回収やごみ処理過
程資源化、熱回収等の促進
により、一般廃棄物の最終
処分量は現在の水準から
30％程度削減される。

「東京都建設リサイクル推
進計画」等に基づく有効利
用策の促進により、建設廃
棄物の最終処分量は現在の
水準から20％以上削減され
る。

後利用はないことから対象
外とする。

+1 － +1 +1 － 1.0

再生可能資材や再生資材が
最大限に利用され、現在の
水準を上回る。

施設の存在時におけるエコ
マテリアルの利用は想定さ
れないため対象外とする。

競技の実施時におけるエコ
マテリアルの利用は想定さ
れないため対象外とする。

再生可能資材や再生資材が
最大限に利用され、現在の
水準を上回る。

後利用時におけるエコマテ
リアルの利用は想定されな
いため対象外とする。

+1 － － +1 － 1.0 1.0

低燃費型建設機械の採用等
により、約20～40％の削減
が図られる。

開催中の施設の存在による
影響については、「競技の
実施による影響」で扱い、
ここでは対象外とする。

高効率設備の採用等によ
り、20％程度の削減が図ら
れる。

低燃費型建設機械の採用等
により、約20～40％の削減
が図られる。

後利用はないことから対象
外とする。

+2 － +2 +2 － 2.0 2.0

低燃費型建設機械の採用等
により、約20～40％の低減
が図られる。

開催中の施設の存在による
影響については、「競技の
実施による影響」で扱い、
ここでは対象外とする。

高効率設備の採用等によ
り、20％程度の低減が図ら
れる。

低燃費型建設機械の採用等
により、約20～40％の低減
が図られる。

後利用はないことから対象
外とする。

+2 － +2 +2 － 2.0 2.0

0.50.5

2.0

0.0

0.00.0
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会場別予測評価結果表(32_陸上自衛隊朝霞訓練場)

評価の指標 評価の基準

大項目 中項目 小項目

評価

社会・経
済項目

土地利用 土地利用 土地の転用
土地利用の改変、転用の有
無

社会・経
済項目

土地利用 土地利用 土地の有効利用 未利用地の解消の有無

社会・経
済項目

土地利用 地域分断
生活移動動線の分断又は進
展

歩行者、自転車等の移動動
線の分断をしないこと

社会・経
済項目

土地利用 地域分断
生活移動動線の分断又は進
展

歩行者、自転車等の動線の
ネットワーク化の進展の有
無

社会・経
済項目

土地利用 移転 民家等の移転
民家等の移転を伴わないこ
と

社会・経
済項目

交通
公共交通へのア
クセシビリティ

アクセス性
現在の会場までのアクセス
性

社会・経
済項目

交通 交通安全 交通安全
現在の歩車動線の分離（交
通安全性の向上）の状況

社会・経
済項目

経済 事業採算性 施設整備費
施設整備費を適正に保つた
めの措置

社会・経
済項目

経済 事業採算性 運営経費
運営・維持コストの削減の
ための措置

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

小項目
平均点

指標別
平均点

開催後

評価点

二次評価

開催中 開催後開催前
中項目
平均点

段階別影響

開催前 開催中

改変エリアは一時的なプレ
ハブ等の仮設に留まり土地
の改変はない。 0 0.0

未利用地の有効利用はな
い。

未利用地の有効利用はな
い。

0 0 0.0

既に公共的な利用がなされ
ている施設の場所であり、
改変エリアは生活移動動線
に影響しない。

移動動線は確保されてお
り、競技中も現況と変わら
ない。

施設撤去後の地域住民の後
利用が想定されない。

0 0 － 0.0

既に公共的利用がなされて
いる場所であり、現況と変
わらない。

既に公共的利用がなされて
いる場所であり、現況と変
わらない。

開催後の公共的利用は想定
されないため、評価の対象
外とする。 0 0 － 0.0

改変エリアに民家等は存在
しない。

0 0.0 0.0

アクセス性向上の対策が無
く現況と同様のアクセス性
である。

後利用時の公共利用が想定
されない。

0 － 0.0 0.0

現状でも対策は十分になさ
れており、工事に伴う歩車
動線の未分離区間は発生し
ない。

競技の実施による影響に含
め、評価の対象外とする。

現状において歩車動線は分
離されており、開催中も維
持される。

現状でも対策は十分になさ
れており、工事に伴う歩車
動線の未分離区間は発生し
ない。

後利用時の公共利用が想定
されない。

0 － 0 0 － 0.0 0.0

再生可能材により整備費や
廃棄物処理費用を抑制する
等の費用削減措置が取られ
る。

再生可能材により整備費や
廃棄物処理費用を抑制する
等の費用削減措置が取られ
る。

+1 +1 1.0

ボランティアの活用等によ
り運営経費、維持管理コス
トの削減が図られる。 +1 1.0

項目 一次評価 二次評価
主要環境 -0.2 0.0
生態系 0.0 0.0
生活環境 -0.3 0.0
ｱﾒﾆﾃｨ・文化 0.0 0.0
資源・廃棄物 0.3 0.5
温室効果ガス 0.0 2.0
土地利用 0.0 0.0
交通 0.0 0.0
経済 0.0 1.0

1.0

0.0

0.0

0.0

0.0

1.0

-2
-1
0
1
2
主要環境

生態系

生活環境

ｱﾒﾆﾃｨ・文化

資源・廃棄物温室効果ガス

土地利用

交通

経済 一次評価

二次評価
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会場別予測評価結果表(33_霞ヶ関カンツリー倶楽部)

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

環境項目 主要環境 大気
汚染物質（NO2、SPM）の排
出量

排出の有無、現状より排出
増大の可能性

工事の実施による濃度の変
化（付加率）が5％未満で
ある。

影響要因は想定されないた
め対象外。

施設等の利用、各施設間の
人の移動に伴う汚染物質の
排出が周辺の大気環境に与
える影響はほとんどない。

工事の実施による濃度の変
化（付加率）が5％未満で
ある。

影響要因は想定されないた
め対象外。

-1 － 0 -1 － -0.7 -0.7

環境項目 主要環境 水質
汚濁負荷（COD、T-N、T-
P、BOD､SS等）の排出量

汚濁負荷物質排出の有無、
汚染増大の可能性

工事の実施に伴うし尿等の
汚水は公共下水道等に排出
することから、公共用水域
の水質に影響を及ぼすこと
はない。

影響要因が想定されないこ
とから対象外とする。

施設の供用に伴うし尿等の
汚水は公共下水道等に排出
することから、公共用水域
の水質に影響を及ぼすこと
はない。

工事の実施に伴うし尿等の
汚水は公共下水道等に排出
することから、公共用水域
の水質に影響を及ぼすこと
はない。

オリンピックによる新たな
恒久施設はなく、開催後の
状況に開催前との変化はな
いことから対象外とする。 0 － 0 0 － 0.0 0.0

環境項目 主要環境 土壌
土壌汚染物質の拡散の可能
性

土地履歴調査等による土壌
汚染物質の存在可能性

土地の改変等を伴う工事は
実施しないことから対象外
とする。

影響要因が想定されないこ
とから対象外とする。

影響要因が想定されないこ
とから対象外とする。

土地の改変等を伴う工事は
実施しないことから対象外
とする。

影響要因が想定されないこ
とから対象外とする。

－ － － － － - -

環境項目 生態系
生物の生育・生
息基盤

生物の生育・生息基盤の状
況

①重要な生物・生態系の賦
存地の改変の有無
②生物の生育・生息基盤の
創出の有無

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

重要な生物・生態系の賦存
地の改変はない。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

重要な生物・生態系の賦存
地の改変はない。

－ 0 － 0 0.0 0.0

環境項目 生態系 水循環
雨水の地下浸透能力（地表
面被覆率）

現状の地表面被覆率

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

地表面の改変が行われない
ため対象外とする。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

地表面の改変が行われない
ため対象外とする。

－ － － － - -

環境項目 生態系 生物・生態系
周辺の生物の生育・生息環
境の連続性

現況の生物の生育・生息環
境の連続性

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

生物の生育・生息場所は改
変されない。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

仮設の撤去や施設の後利用
の対象は、駐車場、砂利・
舗装面、運動場、芝生であ
り、評価対象とする環境で
はないため、現況と変わら
ない。

－ 0 － 0 0.0

環境項目 生態系 生物・生態系 重要な生物・生態系 重要な生物・生態系の状況

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

重要な生物・生態系の指定
地域の改変はない。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

重要な生物・生態系の指定
地域の改変はない。

－ 0 － 0 0.0

環境項目 生態系 生物・生態系
生物相の豊かさ（鳥類相で
代表）

現況の生息種数（現状生息
する種のうち、生息が困難
となる可能性のある種の有
無、種数）

鳥類の主要な生息場でない
ことから、予測評価の対象
外とする。

鳥類の主要な生息場でない
ことから、予測評価の対象
外とする。

鳥類の主要な生息場でない
ことから、予測評価の対象
外とする。

鳥類の主要な生息場でない
ことから、予測評価の対象
外とする。

鳥類の主要な生息場でない
ことから、予測評価の対象
外とする。

－ － － － － -

環境項目 生態系 緑 緑被面積（屋上含む） 現況の緑被率の状況

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

現況95.8％の緑被率が
94.8％となり、1.0ポイン
ト減少する。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

現況95.8％の緑被率が
94.8％となり、1.0ポイン
ト減少する。

－ 0 － 0 0.0

環境項目 生態系 緑 緑化の状況
東京都の自然保護条例、建
築物環境計画書制度におけ
る緑化の評価基準

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

仮設施設のため対象外とす
る。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

仮設施設のため対象外とす
る。

－ － － － -

環境項目 生活環境 騒音 環境・交通騒音レベル
①環境基準及び法令等によ
る基準
②現況の騒音レベル

工事の実施に伴う騒音によ
る周辺の生活環境への影響
がみられる。

影響要因は想定されないこ
とから対象外とする。

施設の供用、声援や応援等
による騒音の発生がみられ
るが、周辺の生活環境に影
響を及ぼすことはない。

工事の実施に伴う騒音によ
る周辺の生活環境への影響
がみられる。

オリンピックによる新たな
恒久施設はなく、開催後の
状況に開催前との変化はな
いことから対象外とする。 -1 － 0 -1 － -0.7 -0.7

環境項目 生活環境 日影
日照の阻害の有無（阻害を
受ける住戸等の有無）

現状の日照阻害の状況

施設の高さ、周辺の状況、
仮設のみであることなどか
ら、施設の存在に伴う日影
の影響はない。

影響要因は想定されないこ
とから対象外とする。

開催後に、新たな施設によ
る日影は生じないことから
対象外とする。

－ - -

0.0

0.0

-0.7

評価点

-0.3

0.0

一次評価

評価の指標 評価の基準

開催前
中項目
平均点

小項目
平均点

指標別
平均点

開催中 開催後 開催中 開催後大項目 中項目 小項目

評価
段階別影響

開催前
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会場別予測評価結果表(33_霞ヶ関カンツリー倶楽部)

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

評価点

一次評価

評価の指標 評価の基準

開催前
中項目
平均点

小項目
平均点

指標別
平均点

開催中 開催後 開催中 開催後大項目 中項目 小項目

評価
段階別影響

開催前

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

景観 緑視率 現況の緑視率

仮設の施設が設置される
が、評価地点の緑視率には
影響しない。緑視率は現況
と変わらない。

仮設が撤去されるが、緑視
率は現況と変わらない。

0 0 0.0 0.0

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

景観 優れた眺望又は景観の阻害

①周辺の視点場から眺望で
きる優れた眺望景観の阻害
の有無
②景観形成特別地区の景観
を阻害しないこと

評価の基準②にあてはまら
ないため、検討対象外とす
る。

評価の基準②にあてはまら
ないため、検討対象外とす
る。

－ － -

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

自然との触れ合
い活動の場

自然との触れ合い活動の場
の変化

自然との触れ合い活動の場
の消失又は改善・創出

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

現況で自然との触れ合い活
動の場となっていないこと
から、現況と変わらない。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

現況で自然との触れ合い活
動の場となっていないこと
から、現況と変わらない。

－ 0 － 0 0.0

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

自然との触れ合
い活動の場

自然との触れ合い活動の変
化

自然との触れ合い活動の阻
害又は促進（場へのアクセ
ス性含む）の有無

現況で自然との触れ合い活
動が行われていない。

現況で自然との触れ合い活
動が行われていない。

現況で自然との触れ合い活
動が行われていない。

現況で自然との触れ合い活
動が行われていない。

現況で自然との触れ合い活
動が行われていない。

0 0 0 0 0 0.0

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

歩行者空間の快
適性

街路樹等緑陰の状況（緑陰
面積）

現況の街路樹及び接道緑
化、壁面緑化の状況

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

樹木に影響する改変はな
く、緑陰面積及び歩行者が
感じる快適性ともに現況と
変わらない。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

樹木に影響する改変はな
く、緑陰面積及び歩行者が
感じる快適性ともに現況と
変わらない。 － 0 － 0 0.0 0.0

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

史跡・文化財
史跡・文化財の保護・保全
の状況

文化財等の保存及び管理の
支障の有無

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

既存施設利用が主であるた
め、史跡・文化財に影響は
ない。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

文化財等の保全及び管理に
支障はない。

－ 0 － 0 0.0 0.0

環境項目
資源・廃
棄物

水利用 上水利用量の削減 現在の上水利用量の水準

工事の実施に伴う水の利用
については、散水や洗車に
よる一時的な利用が見込ま
れるが、大量の水利用は想
定されないことから、予測
評価の対象外とする。

節水により上水利用量の削
減が図られる。

競技の実施時における会場
の利用者による水利用につ
いては、「施設の存在によ
る影響」に含めるものとし
て、ここでは予測評価の対
象外とする。

工事の実施に伴う水の利用
については、散水や洗車に
よる一時的な利用が見込ま
れるが、大量の水利用は想
定されないことから、予測
評価の対象外とする。

節水により上水利用量の削
減が図られる。

－ 0 － － 0 0.0 0.0

環境項目
資源・廃
棄物

廃棄物 廃棄物発生量の減量化
廃棄物発生量の減量化に
よって削減される最終処分
量の水準

標準的な工事と同程度の廃
棄物の削減対策がなされ、
現在の廃棄物の発生水準と
同等の減量化が行われる。

施設の存在による廃棄物の
発生については、「競技の
実施による影響」で扱い、
ここでは対象外とする。

競技の実施に伴い排出され
る一般廃棄物は、現在と同
程度の減量化が行われ、最
終処分量は現状の水準と変
わらない。

標準的な工事と同程度の廃
棄物の削減対策がなされ、
現在の廃棄物の発生水準と
同等の減量化が行われる。

後利用で排出される一般廃
棄物は、現在と同程度の減
量化が行われ、最終処分量
は現状の水準と変わらな
い。

0 － 0 0 0 0.0

環境項目
資源・廃
棄物

廃棄物 廃棄物の有効利用
廃棄物の有効利用によって
削減される最終処分量の水
準

建設廃棄物の有効利用の取
り組みについて、現在の標
準的な工事と同程度の廃棄
物の有効利用がなされる。

施設の存在による廃棄物の
発生については、「競技の
実施による影響」で扱い、
ここでは対象外とする。

競技の実施に伴い排出され
る一般廃棄物は、現在と同
程度の有効利用がなされ、
最終処分量は現状の水準と
変わらない。

建設廃棄物の有効利用の取
り組みについて、現在の標
準的な工事と同程度の廃棄
物の有効利用がなされる。

後利用で排出される一般廃
棄物は、現在と同程度の有
効利用がなされ、最終処分
量は現状の水準と変わらな
い。

0 － 0 0 0 0.0

環境項目
資源・廃
棄物

エコマテリアル エコマテリアルの使用
再生可能資材・再生資材の
活用の水準

再生可能資材や再生資材が
最大限に利用され、現在の
水準を上回る。

施設の存在時におけるエコ
マテリアルの利用は想定さ
れないため対象外とする。

競技の実施時におけるエコ
マテリアルの利用は想定さ
れないため対象外とする。

再生可能資材や再生資材が
最大限に利用され、現在の
水準を上回る。

後利用時におけるエコマテ
リアルの利用は想定されな
いため対象外とする。

+1 － － +1 － 1.0 1.0

環境項目
温室効果
ガス

温室効果ガス 温室効果ガスの削減量

①エネルギー消費量による
CO2排出の概算
②既存施設における追加的
排出の有無

一般的な施設の建設工事と
同程度の排出量になる。

開催中の施設の存在による
影響については、「競技の
実施による影響」に含めて
扱う。

同等施設の標準的な排出量
となる。

一般的な施設の建設工事と
同程度の排出量になる。

同等施設の標準的な排出量
となる。

0 － 0 0 0 0.0 0.0

環境項目
温室効果
ガス

エネルギー エネルギー使用量の増減

①現在の使用量の水準（東
京都温暖化対策計画書制度
/東京都建築物環境計画書
制度による評価水準）
②省エネ再エネ対策・設備
の導入状況/可能性

一般的な施設の建設工事と
同程度の消費量になる。

開催中の施設の存在による
影響については、「競技の
実施による影響」に含めて
扱う。

同等施設の標準的な消費量
となる。

一般的な施設の建設工事と
同程度の消費量になる。

同等施設の標準的な消費量
となる。

0 － 0 0 0 0.0 0.0

0.30.0

0.0

0.00.0
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工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

評価点

一次評価

評価の指標 評価の基準

開催前
中項目
平均点

小項目
平均点

指標別
平均点

開催中 開催後 開催中 開催後大項目 中項目 小項目

評価
段階別影響

開催前

社会・経
済項目

土地利用 土地利用 土地の転用
土地利用の改変、転用の有
無

改変エリアはゴルフ場内の
整理された区画であり、自
然地や農地等は存在しな
い。

0 0.0

社会・経
済項目

土地利用 土地利用 土地の有効利用 未利用地の解消の有無

未利用地の有効利用はな
い。

未利用地の有効利用はな
い。

0 0 0.0

社会・経
済項目

土地利用 地域分断
生活移動動線の分断又は進
展

歩行者、自転車等の移動動
線の分断をしないこと

既に公共的な利用がなされ
ている施設の場所であり、
改変エリアは生活移動動線
に影響しない。

移動動線は確保されてお
り、競技中も現況と変わら
ない。

移動動線は確保されてお
り、後利用時も生活移動動
線への影響はない。 0 0 0 0.0

社会・経
済項目

土地利用 地域分断
生活移動動線の分断又は進
展

歩行者、自転車等の動線の
ネットワーク化の進展の有
無

既に公共的利用がなされて
いる場所であり、現況と変
わらない。

既に公共的利用がなされて
いる場所であり、現況と変
わらない。

開催前から開催後を通じて
現況と変わらない。

0 0 0 0.0

社会・経
済項目

土地利用 移転 民家等の移転
民家等の移転を伴わないこ
と

改変エリアに民家等は存在
しない。

0 0.0 0.0

社会・経
済項目

交通
公共交通へのア
クセシビリティ

アクセス性
現在の会場までのアクセス
性

アクセス性向上の対策が無
く現況と同様のアクセス性
である。

アクセス性向上の対策が無
く現況と同様のアクセス性
である。 0 0 0.0 0.0

社会・経
済項目

交通 交通安全 交通安全
現在の歩車動線の分離（交
通安全性の向上）の状況

現状でも対策は十分になさ
れており、工事に伴う歩車
動線の未分離区間は発生し
ない。

競技の実施による影響に含
め、評価の対象外とする。

最寄駅からの徒歩ルートに
おいて一部の区間で歩車道
線の未分離がある。

現状でも対策は十分になさ
れており、工事に伴う歩車
動線の未分離区間は発生し
ない。

最寄駅からの徒歩ルートに
おいて一部の区間で歩車道
線の未分離がある。 0 － -1 0 -1 -0.5 -0.5

社会・経
済項目

経済 事業採算性 施設整備費
施設整備費を適正に保つた
めの措置

対策が無い場合には標準的
な施設整備費となる。

対策が無い場合には標準的
な撤去・改修整備費とな
る。 0 0 0.0

社会・経
済項目

経済 事業採算性 運営経費
運営・維持コストの削減の
ための措置

対策を講じない場合には標
準的な運営経費となる。

対策を講じない場合には標
準的な運営経費となる。

0 0 0.0

-0.3

0.0 0.0

0.0

0.0

0.0
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環境項目 主要環境 大気
汚染物質（NO2、SPM）の排
出量

排出の有無、現状より排出
増大の可能性

環境項目 主要環境 水質
汚濁負荷（COD、T-N、T-
P、BOD､SS等）の排出量

汚濁負荷物質排出の有無、
汚染増大の可能性

環境項目 主要環境 土壌
土壌汚染物質の拡散の可能
性

土地履歴調査等による土壌
汚染物質の存在可能性

環境項目 生態系
生物の生育・生
息基盤

生物の生育・生息基盤の状
況

①重要な生物・生態系の賦
存地の改変の有無
②生物の生育・生息基盤の
創出の有無

環境項目 生態系 水循環
雨水の地下浸透能力（地表
面被覆率）

現状の地表面被覆率

環境項目 生態系 生物・生態系
周辺の生物の生育・生息環
境の連続性

現況の生物の生育・生息環
境の連続性

環境項目 生態系 生物・生態系 重要な生物・生態系 重要な生物・生態系の状況

環境項目 生態系 生物・生態系
生物相の豊かさ（鳥類相で
代表）

現況の生息種数（現状生息
する種のうち、生息が困難
となる可能性のある種の有
無、種数）

環境項目 生態系 緑 緑被面積（屋上含む） 現況の緑被率の状況

環境項目 生態系 緑 緑化の状況
東京都の自然保護条例、建
築物環境計画書制度におけ
る緑化の評価基準

環境項目 生活環境 騒音 環境・交通騒音レベル
①環境基準及び法令等によ
る基準
②現況の騒音レベル

環境項目 生活環境 日影
日照の阻害の有無（阻害を
受ける住戸等の有無）

現状の日照阻害の状況

評価の指標 評価の基準

大項目 中項目 小項目

評価

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

工事による大気環境への影
響がみられるが、ミティ
ゲーションの実施により、
大気質の濃度をほとんど悪
化させない程度となる。

影響要因は想定されないた
め対象外。

施設等の利用、各施設間の
人の移動に伴う汚染物質の
排出が周辺の大気環境に与
える影響はほとんどない。

工事による大気環境への影
響がみられるが、ミティ
ゲーションの実施により、
大気質の濃度をほとんど悪
化させない程度となる。

影響要因は想定されないた
め対象外。

0 － 0 0 － 0.0 0.0

工事の実施に伴って公共用
水域の水質に影響を及ぼす
ことはないことから、ミ
ティゲーションは想定して
いない。

影響要因が想定されないこ
とから対象外とする。

施設の供用に伴うし尿等の
汚水による影響はないこと
から、ミティゲーションは
想定していない。

工事の実施に伴って公共用
水域の水質に影響を及ぼす
ことはないことから、ミ
ティゲーションは想定して
いない。

オリンピックによる新たな
恒久施設はなく、開催後の
状況に開催前との変化はな
いことから対象外とする。 0 － 0 0 － 0.0 0.0

土地の改変等を伴う工事は
実施しないことから対象外
とする。

影響要因が想定されないこ
とから対象外とする。

影響要因が想定されないこ
とから対象外とする。

土地の改変等を伴う工事は
実施しないことから対象外
とする。

影響要因が想定されないこ
とから対象外とする。

－ － － － － - -

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

重要な生物・生態系の賦存
地の改変はない。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

重要な生物・生態系の賦存
地の改変はない。

－ 0 － 0 0.0 0.0

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

地表面の改変が行われない
ため対象外とする。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

地表面の改変が行われない
ため対象外とする。

－ － － － - -

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

生物の生育・生息場所は改
変されない。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

周辺の生物の生育・生息場
所の連続性は現況と変わら
ない。

－ 0 － 0 0.0

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

重要な生物・生態系の指定
地域の改変はない。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

重要な生物・生態系の指定
地域の改変はない。

－ 0 － 0 0.0

鳥類の主要な生息場でない
ことから、予測評価の対象
外とする。

鳥類の主要な生息場でない
ことから、予測評価の対象
外とする。

鳥類の主要な生息場でない
ことから、予測評価の対象
外とする。

鳥類の主要な生息場でない
ことから、予測評価の対象
外とする。

鳥類の主要な生息場でない
ことから、予測評価の対象
外とする。

－ － － － － -

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

ほぼ現況と変わらない。 改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

ほぼ現況と変わらない。

－ 0 － 0 0.0

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

仮設施設のため対象外とす
る。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

仮設施設のため対象外とす
る。

－ － － － -

工事の実施に伴う騒音によ
る影響がみられるが、ミ
ティゲーションにより周辺
の生活環境に影響を及ぼさ
ない程度となる。

影響要因は想定されないこ
とから対象外とする。

施設の供用、声援や応援等
が周辺の生活環境に影響を
及ぼすことはないことか
ら、ミティゲーションは想
定していない。

工事の実施に伴う騒音によ
る影響がみられるが、ミ
ティゲーションにより周辺
の生活環境に影響を及ぼさ
ない程度となる。

オリンピックによる新たな
恒久施設はなく、開催後の
状況に開催前との変化はな
いことから対象外とする。 0 － 0 0 － 0.0 0.0

施設の存在による影響はな
いことから、ミティゲー
ションは想定していない。

影響要因は想定されないこ
とから対象外とする。

新たな施設による日影は生
じないことから対象外とす
る。

－ - -

0.0

0.00.0

0.0

0.0

小項目
平均点

指標別
平均点

開催後

評価点

二次評価

開催中 開催後開催前
中項目
平均点

段階別影響

開催前 開催中
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評価の指標 評価の基準

大項目 中項目 小項目

評価

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

景観 緑視率 現況の緑視率

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

景観 優れた眺望又は景観の阻害

①周辺の視点場から眺望で
きる優れた眺望景観の阻害
の有無
②景観形成特別地区の景観
を阻害しないこと

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

自然との触れ合
い活動の場

自然との触れ合い活動の場
の変化

自然との触れ合い活動の場
の消失又は改善・創出

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

自然との触れ合
い活動の場

自然との触れ合い活動の変
化

自然との触れ合い活動の阻
害又は促進（場へのアクセ
ス性含む）の有無

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

歩行者空間の快
適性

街路樹等緑陰の状況（緑陰
面積）

現況の街路樹及び接道緑
化、壁面緑化の状況

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

史跡・文化財
史跡・文化財の保護・保全
の状況

文化財等の保存及び管理の
支障の有無

環境項目
資源・廃
棄物

水利用 上水利用量の削減 現在の上水利用量の水準

環境項目
資源・廃
棄物

廃棄物 廃棄物発生量の減量化
廃棄物発生量の減量化に
よって削減される最終処分
量の水準

環境項目
資源・廃
棄物

廃棄物 廃棄物の有効利用
廃棄物の有効利用によって
削減される最終処分量の水
準

環境項目
資源・廃
棄物

エコマテリアル エコマテリアルの使用
再生可能資材・再生資材の
活用の水準

環境項目
温室効果
ガス

温室効果ガス 温室効果ガスの削減量

①エネルギー消費量による
CO2排出の概算
②既存施設における追加的
排出の有無

環境項目
温室効果
ガス

エネルギー エネルギー使用量の増減

①現在の使用量の水準（東
京都温暖化対策計画書制度
/東京都建築物環境計画書
制度による評価水準）
②省エネ再エネ対策・設備
の導入状況/可能性

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

小項目
平均点

指標別
平均点

開催後

評価点

二次評価

開催中 開催後開催前
中項目
平均点

段階別影響

開催前 開催中

仮設の設置は可能な限り街
路樹をさけて設置するが、
緑視率には影響しないた
め、現況と変わらない。

仮設撤去後、改変地の原状
復帰を行う。緑視率は現況
と変わらない。

0 0 0.0 0.0

評価の基準②にあてはまら
ないため、検討対象外とす
る。

評価の基準②にあてはまら
ないため、検討対象外とす
る。

－ － -

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

改変部が自然との触れ合い
活動の場でない、又は現況
で自然との触れ合い活動の
場となっていない。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

自然との触れ合い活動の場
は現況と変わらない。

－ 0 － 0 0.0

現況で自然との触れ合い活
動が行われていない。

現況で自然との触れ合い活
動が行われていない。

現況で自然との触れ合い活
動が行われていない。

現況で自然との触れ合い活
動が行われていない。

現況で自然との触れ合い活
動が行われていない。

0 0 0 0 0 0.0

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

樹木に影響する改変はな
く、緑陰面積及び歩行者が
感じる快適性ともに現況と
変わらない。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

樹木に影響する改変はな
く、緑陰面積及び歩行者が
感じる快適性ともに現況と
変わらない。 － 0 － 0 0.0 0.0

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

既存施設利用が主であるた
め、史跡・文化財に影響は
ない。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

文化財等の保全及び管理に
支障はない。

－ 0 － 0 0.0 0.0

工事の実施に伴う水の利用
については、散水や洗車に
よる一時的な利用が見込ま
れるが、大量の水利用は想
定されないことから、予測
評価の対象外とする。

節水により上水利用量の削
減が図られる。

競技の実施時における会場
の利用者による水利用につ
いては、「施設の存在によ
る影響」に含めるものとし
て、ここでは予測評価の対
象外とする。

工事の実施に伴う水の利用
については、散水や洗車に
よる一時的な利用が見込ま
れるが、大量の水利用は想
定されないことから、予測
評価の対象外とする。

節水により上水利用量の削
減が図られる。

－ 0 － － 0 0.0 0.0

建設廃棄物の対策はリサイ
クルによるものが大部分で
あり、減量による最終処分
量の大幅な削減は見込めな
い。

施設の存在による廃棄物の
発生については、「競技の
実施による影響」で扱い、
ここでは対象外とする。

既に容器包装廃棄物のリサ
イクル分別などが実施され
ており、廃棄物の発生抑制
策による最終処分量の大幅
な削減は見込めない。

建設廃棄物の対策はリサイ
クルによるものが大部分で
あり、減量による最終処分
量の大幅な削減は見込めな
い。

既に容器包装廃棄物のリサ
イクル分別などが実施され
ており、廃棄物の発生抑制
策による最終処分量の大幅
な削減は見込めない。

0 － 0 0 0 0.0

「東京都建設リサイクル推
進計画」等に基づく有効利
用策の促進により、建設廃
棄物の最終処分量は現在の
水準から20％以上削減され
る。

施設の存在による廃棄物の
発生については、「競技の
実施による影響」で扱い、
ここでは対象外とする。

資源ごみ回収やごみ処理過
程資源化、熱回収等の促進
により、一般廃棄物の最終
処分量は現在の水準から
30％程度削減される。

「東京都建設リサイクル推
進計画」等に基づく有効利
用策の促進により、建設廃
棄物の最終処分量は現在の
水準から20％以上削減され
る。

資源ごみ回収やごみ処理過
程資源化、熱回収等の促進
により、一般廃棄物の最終
処分量は現在の水準から
30％程度削減される。

+1 － +1 +1 +1 1.0

再生可能資材や再生資材が
最大限に利用され、現在の
水準を上回る。

施設の存在時におけるエコ
マテリアルの利用は想定さ
れないため対象外とする。

競技の実施時におけるエコ
マテリアルの利用は想定さ
れないため対象外とする。

再生可能資材や再生資材が
最大限に利用され、現在の
水準を上回る。

後利用時におけるエコマテ
リアルの利用は想定されな
いため対象外とする。

+1 － － +1 － 1.0 1.0

低燃費型建設機械の採用等
により、約20～40％の削減
が図られる。

開催中の施設の存在による
影響については、「競技の
実施による影響」で扱い、
ここでは対象外とする。

高効率設備の採用等によ
り、16.7％程度の削減が図
られる。

低燃費型建設機械の採用等
により、約20～40％の削減
が図られる。

省エネルギー対策の実施等
により、10％程度の削減が
図られる。

+2 － +1 +2 +1 1.5 1.5

低燃費型建設機械の採用等
により、約20～40％の低減
が図られる。

開催中の施設の存在による
影響については、「競技の
実施による影響」で扱い、
ここでは対象外とする。

高効率設備の採用等によ
り、16.7％程度の低減が図
られる。

低燃費型建設機械の採用等
により、約20～40％の低減
が図られる。

省エネルギー対策の実施等
により、10％程度の低減が
図られる。

+2 － +1 +2 +1 1.5 1.5

0.50.5

1.5

0.00.0
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会場別予測評価結果表(33_霞ヶ関カンツリー倶楽部)

評価の指標 評価の基準

大項目 中項目 小項目

評価

社会・経
済項目

土地利用 土地利用 土地の転用
土地利用の改変、転用の有
無

社会・経
済項目

土地利用 土地利用 土地の有効利用 未利用地の解消の有無

社会・経
済項目

土地利用 地域分断
生活移動動線の分断又は進
展

歩行者、自転車等の移動動
線の分断をしないこと

社会・経
済項目

土地利用 地域分断
生活移動動線の分断又は進
展

歩行者、自転車等の動線の
ネットワーク化の進展の有
無

社会・経
済項目

土地利用 移転 民家等の移転
民家等の移転を伴わないこ
と

社会・経
済項目

交通
公共交通へのア
クセシビリティ

アクセス性
現在の会場までのアクセス
性

社会・経
済項目

交通 交通安全 交通安全
現在の歩車動線の分離（交
通安全性の向上）の状況

社会・経
済項目

経済 事業採算性 施設整備費
施設整備費を適正に保つた
めの措置

社会・経
済項目

経済 事業採算性 運営経費
運営・維持コストの削減の
ための措置

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

小項目
平均点

指標別
平均点

開催後

評価点

二次評価

開催中 開催後開催前
中項目
平均点

段階別影響

開催前 開催中

改変エリアはゴルフ場内の
整理された区画であり、自
然地や農地等は存在しな
い。

0 0.0

未利用地の有効利用はな
い。

未利用地の有効利用はな
い。

0 0 0.0

既に公共的な利用がなされ
ている施設の場所であり、
改変エリアは生活移動動線
に影響しない。

移動動線は確保されてお
り、競技中も現況と変わら
ない。

移動動線は確保されてお
り、後利用時も生活移動動
線への影響はない。 0 0 0 0.0

既に公共的利用がなされて
いる場所であり、現況と変
わらない。

既に公共的利用がなされて
いる場所であり、現況と変
わらない。

開催前から開催後を通じて
現況と変わらない。

0 0 0 0.0

改変エリアに民家等は存在
しない。

0 0.0 0.0

アクセス性向上の対策が無
く現況と同様のアクセス性
である。

アクセス性向上の対策が無
く現況と同様のアクセス性
である。 0 0 0.0 0.0

現状でも対策は十分になさ
れており、工事に伴う歩車
動線の未分離区間は発生し
ない。

競技の実施による影響に含
め、評価の対象外とする。

最寄駅からの徒歩ルートに
おいて歩車動線の分離等の
安全対策が取られる。

現状でも対策は十分になさ
れており、工事に伴う歩車
動線の未分離区間は発生し
ない。

最寄駅からの徒歩ルートに
おいて歩車動線の分離等の
安全対策が開催後も維持さ
れる。

0 － +1 0 +1 0.5 0.5

再生可能材により整備費や
廃棄物処理費用を抑制する
等の費用削減措置が取られ
る。

再生可能材により整備費や
廃棄物処理費用を抑制する
等の費用削減措置が取られ
る。

+1 +1 1.0

ボランティアの活用により
運営経費、維持管理コスト
の削減が図られる。

既存施設での光熱費等の大
幅な削減は見込めず、運営
経費は標準的なものとな
る。

+1 0 0.5

項目 一次評価 二次評価
主要環境 -0.3 0.0
生態系 0.0 0.0
生活環境 -0.7 0.0
ｱﾒﾆﾃｨ・文化 0.0 0.0
資源・廃棄物 0.3 0.5
温室効果ガス 0.0 1.5
土地利用 0.0 0.0
交通 -0.3 0.3
経済 0.0 0.8

0.8

0.0

0.0

0.0

0.3

0.8

-2
-1
0
1
2
主要環境

生態系

生活環境

ｱﾒﾆﾃｨ・文化

資源・廃棄物温室効果ガス

土地利用

交通

経済 一次評価

二次評価
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会場別予測評価結果表(34_札幌ドーム)

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

環境項目 主要環境 大気
汚染物質（NO2、SPM）の排
出量

排出の有無、現状より排出
増大の可能性

工事の実施による濃度の変
化（付加率）が5％未満で
ある。

影響要因は想定されないた
め対象外。

施設等の利用、各施設間の
人の移動に伴う汚染物質の
排出が周辺の大気環境に与
える影響はほとんどない。

工事の実施による濃度の変
化（付加率）が5％未満で
ある。

影響要因は想定されないた
め対象外。

-1 － 0 -1 － -0.7 -0.7

環境項目 主要環境 水質
汚濁負荷（COD、T-N、T-
P、BOD､SS等）の排出量

汚濁負荷物質排出の有無、
汚染増大の可能性

工事の実施に伴うし尿等の
汚水は公共下水道等に排出
することから、公共用水域
の水質に影響を及ぼすこと
はない。

影響要因が想定されないこ
とから対象外とする。

施設の供用に伴うし尿等の
汚水は公共下水道等に排出
することから、公共用水域
の水質に影響を及ぼすこと
はない。

工事の実施に伴うし尿等の
汚水は公共下水道等に排出
することから、公共用水域
の水質に影響を及ぼすこと
はない。

オリンピックによる新たな
恒久施設はなく、開催後の
状況に開催前との変化はな
いことから対象外とする。 0 － 0 0 － 0.0 0.0

環境項目 主要環境 土壌
土壌汚染物質の拡散の可能
性

土地履歴調査等による土壌
汚染物質の存在可能性

土地の改変等を伴う工事は
実施しないことから対象外
とする。

影響要因が想定されないこ
とから対象外とする。

影響要因が想定されないこ
とから対象外とする。

土地の改変等を伴う工事は
実施しないことから対象外
とする。

影響要因が想定されないこ
とから対象外とする。

－ － － － － - -

環境項目 生態系
生物の生育・生
息基盤

生物の生育・生息基盤の状
況

①重要な生物・生態系の賦
存地の改変の有無
②生物の生育・生息基盤の
創出の有無

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

地表面が改変されないこと
から、予測評価の対象外と
する。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

地表面が改変されないこと
から、予測評価の対象外と
する。

－ － － － - -

環境項目 生態系 水循環
雨水の地下浸透能力（地表
面被覆率）

現状の地表面被覆率

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

地表面の改変が行われない
ため対象外とする。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

地表面の改変が行われない
ため対象外とする。

－ － － － - -

環境項目 生態系 生物・生態系
周辺の生物の生育・生息環
境の連続性

現況の生物の生育・生息環
境の連続性

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

地表面が改変されないこと
から、予測評価の対象外と
する。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

地表面が改変されないこと
から、予測評価の対象外と
する。

－ － － － -

環境項目 生態系 生物・生態系 重要な生物・生態系 重要な生物・生態系の状況

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

地表面が改変されないこと
から、予測評価の対象外と
する。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

地表面が改変されないこと
から、予測評価の対象外と
する。

－ － － － -

環境項目 生態系 生物・生態系
生物相の豊かさ（鳥類相で
代表）

現況の生息種数（現状生息
する種のうち、生息が困難
となる可能性のある種の有
無、種数）

鳥類の主要な生息場でない
ことから、予測評価の対象
外とする。

鳥類の主要な生息場でない
ことから、予測評価の対象
外とする。

鳥類の主要な生息場でない
ことから、予測評価の対象
外とする。

鳥類の主要な生息場でない
ことから、予測評価の対象
外とする。

鳥類の主要な生息場でない
ことから、予測評価の対象
外とする。

－ － － － － -

環境項目 生態系 緑 緑被面積（屋上含む） 現況の緑被率の状況

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

地表面の改変が行われない
ため対象外とする。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

地表面の改変が行われない
ため対象外とする。

－ － － － -

環境項目 生態系 緑 緑化の状況
東京都の自然保護条例、建
築物環境計画書制度におけ
る緑化の評価基準

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

地表面の改変が行われない
ため対象外とする。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

地表面の改変が行われない
ため対象外とする。

－ － － － -

環境項目 生活環境 騒音 環境・交通騒音レベル
①環境基準及び法令等によ
る基準
②現況の騒音レベル

工事の実施に伴う騒音によ
る周辺の生活環境への影響
がみられる。

影響要因は想定されないこ
とから対象外とする。

施設の供用、声援や応援等
による騒音の発生がみられ
るが、周辺の生活環境に影
響を及ぼすことはない。

工事の実施に伴う騒音によ
る周辺の生活環境への影響
がみられる。

オリンピックによる新たな
恒久施設はなく、開催後の
状況に開催前との変化はな
いことから対象外とする。 -1 － 0 -1 － -0.7 -0.7

環境項目 生活環境 日影
日照の阻害の有無（阻害を
受ける住戸等の有無）

現状の日照阻害の状況

施設の高さ、周辺の状況、
仮設のみであることなどか
ら、施設の存在に伴う日影
の影響はない。

影響要因は想定されないこ
とから対象外とする。

開催後に、新たな施設によ
る日影は生じないことから
対象外とする。

0 － － 0.0 0.0

-

-

-0.3

評価点

-0.3

-

一次評価

評価の指標 評価の基準

開催前
中項目
平均点

小項目
平均点

指標別
平均点

開催中 開催後 開催中 開催後大項目 中項目 小項目

評価
段階別影響

開催前
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工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

評価点

一次評価

評価の指標 評価の基準

開催前
中項目
平均点

小項目
平均点

指標別
平均点

開催中 開催後 開催中 開催後大項目 中項目 小項目

評価
段階別影響

開催前

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

景観 緑視率 現況の緑視率

仮設はコンパウンドのみで
影響が想定されないことか
ら、評価対象外とする。

仮設はコンパウンドのみで
影響が想定されないことか
ら、評価対象外とする。

－ － -

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

景観 優れた眺望又は景観の阻害

①周辺の視点場から眺望で
きる優れた眺望景観の阻害
の有無
②景観形成特別地区の景観
を阻害しないこと

評価の基準②にあてはまら
ないため、検討対象外とす
る。

評価の基準②にあてはまら
ないため、検討対象外とす
る。

－ － -

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

自然との触れ合
い活動の場

自然との触れ合い活動の場
の変化

自然との触れ合い活動の場
の消失又は改善・創出

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

地表面が改変されないこと
から、予測評価の対象外と
する。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

地表面が改変されないこと
から、予測評価の対象外と
する。

－ － － － -

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

自然との触れ合
い活動の場

自然との触れ合い活動の変
化

自然との触れ合い活動の阻
害又は促進（場へのアクセ
ス性含む）の有無

現況で自然との触れ合い活
動が行われていない。

現況で自然との触れ合い活
動が行われていない。

現況で自然との触れ合い活
動が行われていない。

現況で自然との触れ合い活
動が行われていない。

現況で自然との触れ合い活
動が行われていない。

0 0 0 0 0 0.0

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

歩行者空間の快
適性

街路樹等緑陰の状況（緑陰
面積）

現況の街路樹及び接道緑
化、壁面緑化の状況

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

外部施設はテント等であり
街路樹等の改変は行われな
いことから、予測評価の対
象外とする。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

外部施設はテント等であり
街路樹等の改変は行われな
いことから、予測評価の対
象外とする。 － － － － - -

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

史跡・文化財
史跡・文化財の保護・保全
の状況

文化財等の保存及び管理の
支障の有無

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

既存施設利用が主であるた
め、史跡・文化財に影響は
ない。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

文化財等の保全及び管理に
支障はない。

－ 0 － 0 0.0 0.0

環境項目
資源・廃
棄物

水利用 上水利用量の削減 現在の上水利用量の水準

工事の実施に伴う水の利用
については、散水や洗車に
よる一時的な利用が見込ま
れるが、大量の水利用は想
定されないことから、予測
評価の対象外とする。

節水により上水利用量の削
減が図られる。

競技の実施時における会場
の利用者による水利用につ
いては、「施設の存在によ
る影響」に含めるものとし
て、ここでは予測評価の対
象外とする。

工事の実施に伴う水の利用
については、散水や洗車に
よる一時的な利用が見込ま
れるが、大量の水利用は想
定されないことから、予測
評価の対象外とする。

節水により上水利用量の削
減が図られる。

－ 0 － － 0 0.0 0.0

環境項目
資源・廃
棄物

廃棄物 廃棄物発生量の減量化
廃棄物発生量の減量化に
よって削減される最終処分
量の水準

標準的な工事と同程度の廃
棄物の削減対策がなされ、
現在の廃棄物の発生水準と
同等の減量化が行われる。

施設の存在による廃棄物の
発生については、「競技の
実施による影響」で扱い、
ここでは対象外とする。

競技の実施に伴い排出され
る一般廃棄物は、現在と同
程度の減量化が行われ、最
終処分量は現状の水準と変
わらない。

標準的な工事と同程度の廃
棄物の削減対策がなされ、
現在の廃棄物の発生水準と
同等の減量化が行われる。

後利用で排出される一般廃
棄物は、現在と同程度の減
量化が行われ、最終処分量
は現状の水準と変わらな
い。

0 － 0 0 0 0.0

環境項目
資源・廃
棄物

廃棄物 廃棄物の有効利用
廃棄物の有効利用によって
削減される最終処分量の水
準

建設廃棄物の有効利用の取
り組みについて、現在の標
準的な工事と同程度の廃棄
物の有効利用がなされる。

施設の存在による廃棄物の
発生については、「競技の
実施による影響」で扱い、
ここでは対象外とする。

競技の実施に伴い排出され
る一般廃棄物は、現在と同
程度の有効利用がなされ、
最終処分量は現状の水準と
変わらない。

建設廃棄物の有効利用の取
り組みについて、現在の標
準的な工事と同程度の廃棄
物の有効利用がなされる。

後利用で排出される一般廃
棄物は、現在と同程度の有
効利用がなされ、最終処分
量は現状の水準と変わらな
い。

0 － 0 0 0 0.0

環境項目
資源・廃
棄物

エコマテリアル エコマテリアルの使用
再生可能資材・再生資材の
活用の水準

再生可能資材や再生資材が
最大限に利用され、現在の
水準を上回る。

施設の存在時におけるエコ
マテリアルの利用は想定さ
れないため対象外とする。

競技の実施時におけるエコ
マテリアルの利用は想定さ
れないため対象外とする。

再生可能資材や再生資材が
最大限に利用され、現在の
水準を上回る。

後利用時におけるエコマテ
リアルの利用は想定されな
いため対象外とする。

+1 － － +1 － 1.0 1.0

環境項目
温室効果
ガス

温室効果ガス 温室効果ガスの削減量

①エネルギー消費量による
CO2排出の概算
②既存施設における追加的
排出の有無

一般的な施設の建設工事と
同程度の排出量になる。

開催中の施設の存在による
影響については、「競技の
実施による影響」に含めて
扱う。

第一種エネルギー指定管理
工場に指定されており、
7.8％程度の削減が見込ま
れる。

一般的な施設の建設工事と
同程度の排出量になる。

第一種エネルギー指定管理
工場に指定されており、
8％程度の削減が見込まれ
る。 0 － +1 0 +1 0.5 0.5

環境項目
温室効果
ガス

エネルギー エネルギー使用量の増減

①現在の使用量の水準（東
京都温暖化対策計画書制度
/東京都建築物環境計画書
制度による評価水準）
②省エネ再エネ対策・設備
の導入状況/可能性

一般的な施設の建設工事と
同程度の消費量になる。

開催中の施設の存在による
影響については、「競技の
実施による影響」に含めて
扱う。

第一種エネルギー指定管理
工場に指定されており、
7.8％程度の低減が見込ま
れる。

一般的な施設の建設工事と
同程度の消費量になる。

第一種エネルギー指定管理
工場に指定されており、
8％程度の低減が見込まれ
る。 0 － +1 0 +1 0.5 0.5

0.30.0

0.5

0.0

-

0.0

1－182



会場別予測評価結果表(34_札幌ドーム)

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

評価点

一次評価

評価の指標 評価の基準

開催前
中項目
平均点

小項目
平均点

指標別
平均点

開催中 開催後 開催中 開催後大項目 中項目 小項目

評価
段階別影響

開催前

社会・経
済項目

土地利用 土地利用 土地の転用
土地利用の改変、転用の有
無

改変エリアは一時的なプレ
ハブ等の仮設に留まり土地
の改変はない。 0 0.0

社会・経
済項目

土地利用 土地利用 土地の有効利用 未利用地の解消の有無

未利用地の有効利用はな
い。

未利用地の有効利用はな
い。

0 0 0.0

社会・経
済項目

土地利用 地域分断
生活移動動線の分断又は進
展

歩行者、自転車等の移動動
線の分断をしないこと

既に公共的な利用がなされ
ている施設の場所であり、
改変エリアは生活移動動線
に影響しない。

移動動線は確保されてお
り、競技中も現況と変わら
ない。

移動動線は確保されてお
り、後利用時も生活移動動
線への影響はない。 0 0 0 0.0

社会・経
済項目

土地利用 地域分断
生活移動動線の分断又は進
展

歩行者、自転車等の動線の
ネットワーク化の進展の有
無

既に公共的利用がなされて
いる場所であり、現況と変
わらない。

既に公共的利用がなされて
いる場所であり、現況と変
わらない。

開催前から開催後を通じて
現況と変わらない。

0 0 0 0.0

社会・経
済項目

土地利用 移転 民家等の移転
民家等の移転を伴わないこ
と

改変エリアに民家等は存在
しない。

0 0.0 0.0

社会・経
済項目

交通
公共交通へのア
クセシビリティ

アクセス性
現在の会場までのアクセス
性

アクセス性向上の対策が無
く現況と同様のアクセス性
である。

アクセス性向上の対策が無
く現況と同様のアクセス性
である。 0 0 0.0 0.0

社会・経
済項目

交通 交通安全 交通安全
現在の歩車動線の分離（交
通安全性の向上）の状況

現状でも対策は十分になさ
れており、工事に伴う歩車
動線の未分離区間は発生し
ない。

競技の実施による影響に含
め、評価の対象外とする。

現状において歩車動線は分
離されており、開催中も維
持される。

現状でも対策は十分になさ
れており、工事に伴う歩車
動線の未分離区間は発生し
ない。

現状において歩車動線は分
離されており、後利用時に
も維持される。 0 － 0 0 0 0.0 0.0

社会・経
済項目

経済 事業採算性 施設整備費
施設整備費を適正に保つた
めの措置

対策が無い場合には標準的
な施設整備費となる。

対策が無い場合には標準的
な撤去・改修整備費とな
る。 0 0 0.0

社会・経
済項目

経済 事業採算性 運営経費
運営・維持コストの削減の
ための措置

対策を講じない場合には標
準的な運営経費となる。

対策を講じない場合には標
準的な運営経費となる。

0 0 0.0

0.0

0.0 0.0

0.0

0.0

0.0
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環境項目 主要環境 大気
汚染物質（NO2、SPM）の排
出量

排出の有無、現状より排出
増大の可能性

環境項目 主要環境 水質
汚濁負荷（COD、T-N、T-
P、BOD､SS等）の排出量

汚濁負荷物質排出の有無、
汚染増大の可能性

環境項目 主要環境 土壌
土壌汚染物質の拡散の可能
性

土地履歴調査等による土壌
汚染物質の存在可能性

環境項目 生態系
生物の生育・生
息基盤

生物の生育・生息基盤の状
況

①重要な生物・生態系の賦
存地の改変の有無
②生物の生育・生息基盤の
創出の有無

環境項目 生態系 水循環
雨水の地下浸透能力（地表
面被覆率）

現状の地表面被覆率

環境項目 生態系 生物・生態系
周辺の生物の生育・生息環
境の連続性

現況の生物の生育・生息環
境の連続性

環境項目 生態系 生物・生態系 重要な生物・生態系 重要な生物・生態系の状況

環境項目 生態系 生物・生態系
生物相の豊かさ（鳥類相で
代表）

現況の生息種数（現状生息
する種のうち、生息が困難
となる可能性のある種の有
無、種数）

環境項目 生態系 緑 緑被面積（屋上含む） 現況の緑被率の状況

環境項目 生態系 緑 緑化の状況
東京都の自然保護条例、建
築物環境計画書制度におけ
る緑化の評価基準

環境項目 生活環境 騒音 環境・交通騒音レベル
①環境基準及び法令等によ
る基準
②現況の騒音レベル

環境項目 生活環境 日影
日照の阻害の有無（阻害を
受ける住戸等の有無）

現状の日照阻害の状況

評価の指標 評価の基準

大項目 中項目 小項目

評価

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

工事による大気環境への影
響がみられるが、ミティ
ゲーションの実施により、
大気質の濃度をほとんど悪
化させない程度となる。

影響要因は想定されないた
め対象外。

施設等の利用、各施設間の
人の移動に伴う汚染物質の
排出が周辺の大気環境に与
える影響はほとんどない。

工事による大気環境への影
響がみられるが、ミティ
ゲーションの実施により、
大気質の濃度をほとんど悪
化させない程度となる。

影響要因は想定されないた
め対象外。

0 － 0 0 － 0.0 0.0

工事の実施に伴って公共用
水域の水質に影響を及ぼす
ことはないことから、ミ
ティゲーションは想定して
いない。

影響要因が想定されないこ
とから対象外とする。

施設の供用に伴うし尿等の
汚水による影響はないこと
から、ミティゲーションは
想定していない。

工事の実施に伴って公共用
水域の水質に影響を及ぼす
ことはないことから、ミ
ティゲーションは想定して
いない。

オリンピックによる新たな
恒久施設はなく、開催後の
状況に開催前との変化はな
いことから対象外とする。 0 － 0 0 － 0.0 0.0

土地の改変等を伴う工事は
実施しないことから対象外
とする。

影響要因が想定されないこ
とから対象外とする。

影響要因が想定されないこ
とから対象外とする。

土地の改変等を伴う工事は
実施しないことから対象外
とする。

影響要因が想定されないこ
とから対象外とする。

－ － － － － - -

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

地表面が改変されないこと
から、予測評価の対象外と
する。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

地表面が改変されないこと
から、予測評価の対象外と
する。

－ － － － - -

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

地表面の改変が行われない
ため対象外とする。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

地表面の改変が行われない
ため対象外とする。

－ － － － - -

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

地表面が改変されないこと
から、予測評価の対象外と
する。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

地表面が改変されないこと
から、予測評価の対象外と
する。

－ － － － -

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

地表面が改変されないこと
から、予測評価の対象外と
する。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

地表面が改変されないこと
から、予測評価の対象外と
する。

－ － － － -

鳥類の主要な生息場でない
ことから、予測評価の対象
外とする。

鳥類の主要な生息場でない
ことから、予測評価の対象
外とする。

鳥類の主要な生息場でない
ことから、予測評価の対象
外とする。

鳥類の主要な生息場でない
ことから、予測評価の対象
外とする。

鳥類の主要な生息場でない
ことから、予測評価の対象
外とする。

－ － － － － -

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

地表面が改変されないこと
から、予測評価の対象外と
する。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

地表面が改変されないこと
から、予測評価の対象外と
する。

－ － － － -

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

地表面が改変されないこと
から、予測評価の対象外と
する。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

地表面が改変されないこと
から、予測評価の対象外と
する。

－ － － － -

工事の実施に伴う騒音によ
る影響がみられるが、ミ
ティゲーションにより周辺
の生活環境に影響を及ぼさ
ない程度となる。

影響要因は想定されないこ
とから対象外とする。

施設の供用、声援や応援等
が周辺の生活環境に影響を
及ぼすことはないことか
ら、ミティゲーションは想
定していない。

工事の実施に伴う騒音によ
る影響がみられるが、ミ
ティゲーションにより周辺
の生活環境に影響を及ぼさ
ない程度となる。

オリンピックによる新たな
恒久施設はなく、開催後の
状況に開催前との変化はな
いことから対象外とする。 0 － 0 0 － 0.0 0.0

施設の存在による影響はな
いことから、ミティゲー
ションは想定していない。

影響要因は想定されないこ
とから対象外とする。

新たな施設による日影は生
じないことから対象外とす
る。

0 － － 0.0 0.0

0.0

--

-

0.0

小項目
平均点

指標別
平均点

開催後

評価点

二次評価

開催中 開催後開催前
中項目
平均点

段階別影響

開催前 開催中
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会場別予測評価結果表(34_札幌ドーム)

評価の指標 評価の基準

大項目 中項目 小項目

評価

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

景観 緑視率 現況の緑視率

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

景観 優れた眺望又は景観の阻害

①周辺の視点場から眺望で
きる優れた眺望景観の阻害
の有無
②景観形成特別地区の景観
を阻害しないこと

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

自然との触れ合
い活動の場

自然との触れ合い活動の場
の変化

自然との触れ合い活動の場
の消失又は改善・創出

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

自然との触れ合
い活動の場

自然との触れ合い活動の変
化

自然との触れ合い活動の阻
害又は促進（場へのアクセ
ス性含む）の有無

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

歩行者空間の快
適性

街路樹等緑陰の状況（緑陰
面積）

現況の街路樹及び接道緑
化、壁面緑化の状況

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

史跡・文化財
史跡・文化財の保護・保全
の状況

文化財等の保存及び管理の
支障の有無

環境項目
資源・廃
棄物

水利用 上水利用量の削減 現在の上水利用量の水準

環境項目
資源・廃
棄物

廃棄物 廃棄物発生量の減量化
廃棄物発生量の減量化に
よって削減される最終処分
量の水準

環境項目
資源・廃
棄物

廃棄物 廃棄物の有効利用
廃棄物の有効利用によって
削減される最終処分量の水
準

環境項目
資源・廃
棄物

エコマテリアル エコマテリアルの使用
再生可能資材・再生資材の
活用の水準

環境項目
温室効果
ガス

温室効果ガス 温室効果ガスの削減量

①エネルギー消費量による
CO2排出の概算
②既存施設における追加的
排出の有無

環境項目
温室効果
ガス

エネルギー エネルギー使用量の増減

①現在の使用量の水準（東
京都温暖化対策計画書制度
/東京都建築物環境計画書
制度による評価水準）
②省エネ再エネ対策・設備
の導入状況/可能性

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

小項目
平均点

指標別
平均点

開催後

評価点

二次評価

開催中 開催後開催前
中項目
平均点

段階別影響

開催前 開催中

仮設はコンパウンドのみで
影響が想定されないことか
ら、評価対象外とする。

仮設はコンパウンドのみで
影響が想定されないことか
ら、評価対象外とする。

－ － -

評価の基準②にあてはまら
ないため、検討対象外とす
る。

評価の基準②にあてはまら
ないため、検討対象外とす
る。

－ － -

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

地表面が改変されないこと
から、予測評価の対象外と
する。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

地表面が改変されないこと
から、予測評価の対象外と
する。

－ － － － -

現況で自然との触れ合い活
動が行われていない。

現況で自然との触れ合い活
動が行われていない。

現況で自然との触れ合い活
動が行われていない。

現況で自然との触れ合い活
動が行われていない。

現況で自然との触れ合い活
動が行われていない。

0 0 0 0 0 0.0

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

外部施設はテント等であり
街路樹等の改変は行われな
いことから、予測評価の対
象外とする。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

外部施設はテント等であり
街路樹等の改変は行われな
いことから、予測評価の対
象外とする。 － － － － - -

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

既存施設利用が主であるた
め、史跡・文化財に影響は
ない。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

文化財等の保全及び管理に
支障はない。

－ 0 － 0 0.0 0.0

工事の実施に伴う水の利用
については、散水や洗車に
よる一時的な利用が見込ま
れるが、大量の水利用は想
定されないことから、予測
評価の対象外とする。

節水により上水利用量の削
減が図られる。

競技の実施時における会場
の利用者による水利用につ
いては、「施設の存在によ
る影響」に含めるものとし
て、ここでは予測評価の対
象外とする。

工事の実施に伴う水の利用
については、散水や洗車に
よる一時的な利用が見込ま
れるが、大量の水利用は想
定されないことから、予測
評価の対象外とする。

節水により上水利用量の削
減が図られる。

－ 0 － － 0 0.0 0.0

建設廃棄物の対策はリサイ
クルによるものが大部分で
あり、減量による最終処分
量の大幅な削減は見込めな
い。

施設の存在による廃棄物の
発生については、「競技の
実施による影響」で扱い、
ここでは対象外とする。

既に容器包装廃棄物のリサ
イクル分別などが実施され
ており、廃棄物の発生抑制
策による最終処分量の大幅
な削減は見込めない。

建設廃棄物の対策はリサイ
クルによるものが大部分で
あり、減量による最終処分
量の大幅な削減は見込めな
い。

既に容器包装廃棄物のリサ
イクル分別などが実施され
ており、廃棄物の発生抑制
策による最終処分量の大幅
な削減は見込めない。

0 － 0 0 0 0.0

「東京都建設リサイクル推
進計画」等に基づく有効利
用策の促進により、建設廃
棄物の最終処分量は現在の
水準から20％以上削減され
る。

施設の存在による廃棄物の
発生については、「競技の
実施による影響」で扱い、
ここでは対象外とする。

資源ごみ回収やごみ処理過
程資源化、熱回収等の促進
により、一般廃棄物の最終
処分量は現在の水準から
30％程度削減される。

「東京都建設リサイクル推
進計画」等に基づく有効利
用策の促進により、建設廃
棄物の最終処分量は現在の
水準から20％以上削減され
る。

資源ごみ回収やごみ処理過
程資源化、熱回収等の促進
により、一般廃棄物の最終
処分量は現在の水準から
30％程度削減される。

+1 － +1 +1 +1 1.0

再生可能資材や再生資材が
最大限に利用され、現在の
水準を上回る。

施設の存在時におけるエコ
マテリアルの利用は想定さ
れないため対象外とする。

競技の実施時におけるエコ
マテリアルの利用は想定さ
れないため対象外とする。

再生可能資材や再生資材が
最大限に利用され、現在の
水準を上回る。

後利用時におけるエコマテ
リアルの利用は想定されな
いため対象外とする。

+1 － － +1 － 1.0 1.0

低燃費型建設機械の採用等
により、約20～40％の削減
が図られる。

開催中の施設の存在による
影響については、「競技の
実施による影響」で扱い、
ここでは対象外とする。

省エネルギー対策の実施等
により、10.2％程度の削減
が図られる。

低燃費型建設機械の採用等
により、約20～40％の削減
が図られる。

省エネルギー対策の実施等
により、10％程度の削減が
図られる。

+2 － +1 +2 +1 1.5 1.5

低燃費型建設機械の採用等
により、約20～40％の低減
が図られる。

開催中の施設の存在による
影響については、「競技の
実施による影響」で扱い、
ここでは対象外とする。

省エネルギー対策の実施等
により、10.2％程度の低減
が図られる。

低燃費型建設機械の採用等
により、約20～40％の低減
が図られる。

省エネルギー対策の実施等
により、10％程度の低減が
図られる。

+2 － +1 +2 +1 1.5 1.5

0.50.5

1.5

-

0.00.0
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会場別予測評価結果表(34_札幌ドーム)

評価の指標 評価の基準

大項目 中項目 小項目

評価

社会・経
済項目

土地利用 土地利用 土地の転用
土地利用の改変、転用の有
無

社会・経
済項目

土地利用 土地利用 土地の有効利用 未利用地の解消の有無

社会・経
済項目

土地利用 地域分断
生活移動動線の分断又は進
展

歩行者、自転車等の移動動
線の分断をしないこと

社会・経
済項目

土地利用 地域分断
生活移動動線の分断又は進
展

歩行者、自転車等の動線の
ネットワーク化の進展の有
無

社会・経
済項目

土地利用 移転 民家等の移転
民家等の移転を伴わないこ
と

社会・経
済項目

交通
公共交通へのア
クセシビリティ

アクセス性
現在の会場までのアクセス
性

社会・経
済項目

交通 交通安全 交通安全
現在の歩車動線の分離（交
通安全性の向上）の状況

社会・経
済項目

経済 事業採算性 施設整備費
施設整備費を適正に保つた
めの措置

社会・経
済項目

経済 事業採算性 運営経費
運営・維持コストの削減の
ための措置

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

小項目
平均点

指標別
平均点

開催後

評価点

二次評価

開催中 開催後開催前
中項目
平均点

段階別影響

開催前 開催中

改変エリアは一時的なプレ
ハブ等の仮設に留まり土地
の改変はない。 0 0.0

未利用地の有効利用はな
い。

未利用地の有効利用はな
い。

0 0 0.0

既に公共的な利用がなされ
ている施設の場所であり、
改変エリアは生活移動動線
に影響しない。

移動動線は確保されてお
り、競技中も現況と変わら
ない。

移動動線は確保されてお
り、後利用時も生活移動動
線への影響はない。 0 0 0 0.0

既に公共的利用がなされて
いる場所であり、現況と変
わらない。

既に公共的利用がなされて
いる場所であり、現況と変
わらない。

開催前から開催後を通じて
現況と変わらない。

0 0 0 0.0

改変エリアに民家等は存在
しない。

0 0.0 0.0

アクセス性向上の対策が無
く現況と同様のアクセス性
である。

アクセス性向上の対策が無
く現況と同様のアクセス性
である。 0 0 0.0 0.0

現状でも対策は十分になさ
れており、工事に伴う歩車
動線の未分離区間は発生し
ない。

競技の実施による影響に含
め、評価の対象外とする。

現状において歩車動線は分
離されており、開催中も維
持される。

現状でも対策は十分になさ
れており、工事に伴う歩車
動線の未分離区間は発生し
ない。

現状において歩車動線は分
離されており、後利用時に
も維持される。 0 － 0 0 0 0.0 0.0

再生可能材により整備費や
廃棄物処理費用を抑制する
等の費用削減措置が取られ
る。

再生可能材により整備費や
廃棄物処理費用を抑制する
等の費用削減措置が取られ
る。

+1 +1 1.0

ボランティアの活用により
運営経費、維持管理コスト
の削減が図られる。

既存施設での光熱費等の大
幅な削減は見込めず、運営
経費は標準的なものとな
る。

+1 0 0.5

項目 一次評価 二次評価
主要環境 -0.3 0.0
生態系 - -
生活環境 -0.3 0.0
ｱﾒﾆﾃｨ・文化 0.0 0.0
資源・廃棄物 0.3 0.5
温室効果ガス 0.5 1.5
土地利用 0.0 0.0
交通 0.0 0.0
経済 0.0 0.8

0.8

0.0

0.0

0.0

0.0

0.8

-2
-1
0
1
2
主要環境

生態系

生活環境

ｱﾒﾆﾃｨ・文化

資源・廃棄物温室効果ガス

土地利用

交通

経済 一次評価

二次評価
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会場別予測評価結果表(35_宮城スタジアム)

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

環境項目 主要環境 大気
汚染物質（NO2、SPM）の排
出量

排出の有無、現状より排出
増大の可能性

工事の実施による濃度の変
化（付加率）が5％未満で
ある。

影響要因は想定されないた
め対象外。

施設等の利用、各施設間の
人の移動に伴う汚染物質の
排出が周辺の大気環境に与
える影響はほとんどない。

工事の実施による濃度の変
化（付加率）が5％未満で
ある。

影響要因は想定されないた
め対象外。

-1 － 0 -1 － -0.7 -0.7

環境項目 主要環境 水質
汚濁負荷（COD、T-N、T-
P、BOD､SS等）の排出量

汚濁負荷物質排出の有無、
汚染増大の可能性

工事の実施に伴うし尿等の
汚水は公共下水道等に排出
することから、公共用水域
の水質に影響を及ぼすこと
はない。

影響要因が想定されないこ
とから対象外とする。

施設の供用に伴うし尿等の
汚水は公共下水道等に排出
することから、公共用水域
の水質に影響を及ぼすこと
はない。

工事の実施に伴うし尿等の
汚水は公共下水道等に排出
することから、公共用水域
の水質に影響を及ぼすこと
はない。

オリンピックによる新たな
恒久施設はなく、開催後の
状況に開催前との変化はな
いことから対象外とする。 0 － 0 0 － 0.0 0.0

環境項目 主要環境 土壌
土壌汚染物質の拡散の可能
性

土地履歴調査等による土壌
汚染物質の存在可能性

土地の改変等を伴う工事は
実施しないことから対象外
とする。

影響要因が想定されないこ
とから対象外とする。

影響要因が想定されないこ
とから対象外とする。

土地の改変等を伴う工事は
実施しないことから対象外
とする。

影響要因が想定されないこ
とから対象外とする。

－ － － － － - -

環境項目 生態系
生物の生育・生
息基盤

生物の生育・生息基盤の状
況

①重要な生物・生態系の賦
存地の改変の有無
②生物の生育・生息基盤の
創出の有無

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

地表面が改変されないこと
から、予測評価の対象外と
する。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

地表面が改変されないこと
から、予測評価の対象外と
する。

－ － － － - -

環境項目 生態系 水循環
雨水の地下浸透能力（地表
面被覆率）

現状の地表面被覆率

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

地表面の改変が行われない
ため対象外とする。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

地表面の改変が行われない
ため対象外とする。

－ － － － - -

環境項目 生態系 生物・生態系
周辺の生物の生育・生息環
境の連続性

現況の生物の生育・生息環
境の連続性

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

地表面が改変されないこと
から、予測評価の対象外と
する。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

地表面が改変されないこと
から、予測評価の対象外と
する。

－ － － － -

環境項目 生態系 生物・生態系 重要な生物・生態系 重要な生物・生態系の状況

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

地表面が改変されないこと
から、予測評価の対象外と
する。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

地表面が改変されないこと
から、予測評価の対象外と
する。

－ － － － -

環境項目 生態系 生物・生態系
生物相の豊かさ（鳥類相で
代表）

現況の生息種数（現状生息
する種のうち、生息が困難
となる可能性のある種の有
無、種数）

鳥類の主要な生息場でない
ことから、予測評価の対象
外とする。

鳥類の主要な生息場でない
ことから、予測評価の対象
外とする。

鳥類の主要な生息場でない
ことから、予測評価の対象
外とする。

鳥類の主要な生息場でない
ことから、予測評価の対象
外とする。

鳥類の主要な生息場でない
ことから、予測評価の対象
外とする。

－ － － － － -

環境項目 生態系 緑 緑被面積（屋上含む） 現況の緑被率の状況

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

地表面が改変されないこと
から、予測評価の対象外と
する。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

地表面が改変されないこと
から、予測評価の対象外と
する。

－ － － － -

環境項目 生態系 緑 緑化の状況
東京都の自然保護条例、建
築物環境計画書制度におけ
る緑化の評価基準

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

地表面が改変されないこと
から、予測評価の対象外と
する。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

地表面が改変されないこと
から、予測評価の対象外と
する。

－ － － － -

環境項目 生活環境 騒音 環境・交通騒音レベル
①環境基準及び法令等によ
る基準
②現況の騒音レベル

工事の実施に伴う騒音によ
る周辺の生活環境への影響
がみられる。

影響要因は想定されないこ
とから対象外とする。

施設の供用、声援や応援等
による騒音の発生がみられ
るが、周辺の生活環境に影
響を及ぼすことはない。

工事の実施に伴う騒音によ
る周辺の生活環境への影響
がみられる。

オリンピックによる新たな
恒久施設はなく、開催後の
状況に開催前との変化はな
いことから対象外とする。 -1 － 0 -1 － -0.7 -0.7

環境項目 生活環境 日影
日照の阻害の有無（阻害を
受ける住戸等の有無）

現状の日照阻害の状況

施設の高さ、周辺の状況、
仮設のみであることなどか
ら、施設の存在に伴う日影
の影響はない。

影響要因は想定されないこ
とから対象外とする。

開催後に、新たな施設によ
る日影は生じないことから
対象外とする。

0 － － 0.0 0.0

-

-

-0.3

評価点

-0.3

-

一次評価

評価の指標 評価の基準

開催前
中項目
平均点

小項目
平均点

指標別
平均点

開催中 開催後 開催中 開催後大項目 中項目 小項目

評価
段階別影響

開催前
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工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

評価点

一次評価

評価の指標 評価の基準

開催前
中項目
平均点

小項目
平均点

指標別
平均点

開催中 開催後 開催中 開催後大項目 中項目 小項目

評価
段階別影響

開催前

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

景観 緑視率 現況の緑視率

仮設はコンパウンドのみで
影響が想定されないことか
ら、評価対象外とする。

仮設はコンパウンドのみで
影響が想定されないことか
ら、評価対象外とする。

－ － -

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

景観 優れた眺望又は景観の阻害

①周辺の視点場から眺望で
きる優れた眺望景観の阻害
の有無
②景観形成特別地区の景観
を阻害しないこと

評価の基準②にあてはまら
ないため、検討対象外とす
る。

評価の基準②にあてはまら
ないため、検討対象外とす
る。

－ － -

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

自然との触れ合
い活動の場

自然との触れ合い活動の場
の変化

自然との触れ合い活動の場
の消失又は改善・創出

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

地表面が改変されないこと
から、予測評価の対象外と
する。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

地表面が改変されないこと
から、予測評価の対象外と
する。

－ － － － -

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

自然との触れ合
い活動の場

自然との触れ合い活動の変
化

自然との触れ合い活動の阻
害又は促進（場へのアクセ
ス性含む）の有無

騒音、アクセス規制によ
り、自然との触れ合い活動
自体及びアクセスが阻害さ
れる。

主要なアクセスルートが物
理的に改変・遮断されない
ことから、現況と変わらな
い。

会場エリア内の入場が規制
されることから、自然との
触れ合い活動のアクセスが
阻害される。

騒音、アクセス規制によ
り、自然との触れ合い活動
自体及びアクセスが阻害さ
れる。

主要なアクセスルートが物
理的に改変・遮断されな
い、又は現況で自然との触
れ合い活動が行われてな
い。

-2 0 -1 -2 0 -1.0

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

歩行者空間の快
適性

街路樹等緑陰の状況（緑陰
面積）

現況の街路樹及び接道緑
化、壁面緑化の状況

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

外部施設はテント等であり
街路樹等の改変は行われな
いことから、予測評価の対
象外とする。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

外部施設はテント等であり
街路樹等の改変は行われな
いことから、予測評価の対
象外とする。 － － － － - -

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

史跡・文化財
史跡・文化財の保護・保全
の状況

文化財等の保存及び管理の
支障の有無

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

既存施設利用が主であるた
め、史跡・文化財に影響は
ない。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

文化財等の保全及び管理に
支障はない。

－ 0 － 0 0.0 0.0

環境項目
資源・廃
棄物

水利用 上水利用量の削減 現在の上水利用量の水準

工事の実施に伴う水の利用
については、散水や洗車に
よる一時的な利用が見込ま
れるが、大量の水利用は想
定されないことから、予測
評価の対象外とする。

節水により上水利用量の削
減が図られる。

競技の実施時における会場
の利用者による水利用につ
いては、「施設の存在によ
る影響」に含めるものとし
て、ここでは予測評価の対
象外とする。

工事の実施に伴う水の利用
については、散水や洗車に
よる一時的な利用が見込ま
れるが、大量の水利用は想
定されないことから、予測
評価の対象外とする。

節水により上水利用量の削
減が図られる。

－ 0 － － 0 0.0 0.0

環境項目
資源・廃
棄物

廃棄物 廃棄物発生量の減量化
廃棄物発生量の減量化に
よって削減される最終処分
量の水準

標準的な工事と同程度の廃
棄物の削減対策がなされ、
現在の廃棄物の発生水準と
同等の減量化が行われる。

施設の存在による廃棄物の
発生については、「競技の
実施による影響」で扱い、
ここでは対象外とする。

競技の実施に伴い排出され
る一般廃棄物は、現在と同
程度の減量化が行われ、最
終処分量は現状の水準と変
わらない。

標準的な工事と同程度の廃
棄物の削減対策がなされ、
現在の廃棄物の発生水準と
同等の減量化が行われる。

後利用で排出される一般廃
棄物は、現在と同程度の減
量化が行われ、最終処分量
は現状の水準と変わらな
い。

0 － 0 0 0 0.0

環境項目
資源・廃
棄物

廃棄物 廃棄物の有効利用
廃棄物の有効利用によって
削減される最終処分量の水
準

建設廃棄物の有効利用の取
り組みについて、現在の標
準的な工事と同程度の廃棄
物の有効利用がなされる。

施設の存在による廃棄物の
発生については、「競技の
実施による影響」で扱い、
ここでは対象外とする。

競技の実施に伴い排出され
る一般廃棄物は、現在と同
程度の有効利用がなされ、
最終処分量は現状の水準と
変わらない。

建設廃棄物の有効利用の取
り組みについて、現在の標
準的な工事と同程度の廃棄
物の有効利用がなされる。

後利用で排出される一般廃
棄物は、現在と同程度の有
効利用がなされ、最終処分
量は現状の水準と変わらな
い。

0 － 0 0 0 0.0

環境項目
資源・廃
棄物

エコマテリアル エコマテリアルの使用
再生可能資材・再生資材の
活用の水準

再生可能資材や再生資材が
最大限に利用され、現在の
水準を上回る。

施設の存在時におけるエコ
マテリアルの利用は想定さ
れないため対象外とする。

競技の実施時におけるエコ
マテリアルの利用は想定さ
れないため対象外とする。

再生可能資材や再生資材が
最大限に利用され、現在の
水準を上回る。

後利用時におけるエコマテ
リアルの利用は想定されな
いため対象外とする。

+1 － － +1 － 1.0 1.0

環境項目
温室効果
ガス

温室効果ガス 温室効果ガスの削減量

①エネルギー消費量による
CO2排出の概算
②既存施設における追加的
排出の有無

一般的な施設の建設工事と
同程度の排出量になる。

開催中の施設の存在による
影響については、「競技の
実施による影響」に含めて
扱う。

第一種エネルギー指定管理
工場に指定されており、
7.8％程度の削減が見込ま
れる。

一般的な施設の建設工事と
同程度の排出量になる。

第一種エネルギー指定管理
工場に指定されており、
8％程度の削減が見込まれ
る。 0 － +1 0 +1 0.5 0.5

環境項目
温室効果
ガス

エネルギー エネルギー使用量の増減

①現在の使用量の水準（東
京都温暖化対策計画書制度
/東京都建築物環境計画書
制度による評価水準）
②省エネ再エネ対策・設備
の導入状況/可能性

一般的な施設の建設工事と
同程度の消費量になる。

開催中の施設の存在による
影響については、「競技の
実施による影響」に含めて
扱う。

第一種エネルギー指定管理
工場に指定されており、
7.8％程度の低減が見込ま
れる。

一般的な施設の建設工事と
同程度の消費量になる。

第一種エネルギー指定管理
工場に指定されており、
8％程度の低減が見込まれ
る。 0 － +1 0 +1 0.5 0.5

0.30.0

0.5

-1.0

-

-0.5
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工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

評価点

一次評価

評価の指標 評価の基準

開催前
中項目
平均点

小項目
平均点

指標別
平均点

開催中 開催後 開催中 開催後大項目 中項目 小項目

評価
段階別影響

開催前

社会・経
済項目

土地利用 土地利用 土地の転用
土地利用の改変、転用の有
無

改変エリアは一時的なプレ
ハブ等の仮設に留まり土地
の改変はない。 0 0.0

社会・経
済項目

土地利用 土地利用 土地の有効利用 未利用地の解消の有無

未利用地の有効利用はな
い。

未利用地の有効利用はな
い。

0 0 0.0

社会・経
済項目

土地利用 地域分断
生活移動動線の分断又は進
展

歩行者、自転車等の移動動
線の分断をしないこと

既に公共的な利用がなされ
ている施設の場所であり、
改変エリアは生活移動動線
に影響しない。

移動動線は確保されてお
り、競技中も現況と変わら
ない。

移動動線は確保されてお
り、後利用時も生活移動動
線への影響はない。 0 0 0 0.0

社会・経
済項目

土地利用 地域分断
生活移動動線の分断又は進
展

歩行者、自転車等の動線の
ネットワーク化の進展の有
無

既に公共的利用がなされて
いる場所であり、現況と変
わらない。

既に公共的利用がなされて
いる場所であり、現況と変
わらない。

開催前から開催後を通じて
現況と変わらない。

0 0 0 0.0

社会・経
済項目

土地利用 移転 民家等の移転
民家等の移転を伴わないこ
と

改変エリアに民家等は存在
しない。

0 0.0 0.0

社会・経
済項目

交通
公共交通へのア
クセシビリティ

アクセス性
現在の会場までのアクセス
性

アクセス性向上の対策が無
く現況と同様のアクセス性
である。

アクセス性向上の対策が無
く現況と同様のアクセス性
である。 0 0 0.0 0.0

社会・経
済項目

交通 交通安全 交通安全
現在の歩車動線の分離（交
通安全性の向上）の状況

現状でも対策は十分になさ
れており、工事に伴う歩車
動線の未分離区間は発生し
ない。

競技の実施による影響に含
め、評価の対象外とする。

現状において歩車動線は分
離されており、開催中も維
持される。

現状でも対策は十分になさ
れており、工事に伴う歩車
動線の未分離区間は発生し
ない。

現状において歩車動線は分
離されており、後利用時に
も維持される。 0 － 0 0 0 0.0 0.0

社会・経
済項目

経済 事業採算性 施設整備費
施設整備費を適正に保つた
めの措置

対策が無い場合には標準的
な施設整備費となる。

対策が無い場合には標準的
な撤去・改修整備費とな
る。 0 0 0.0

社会・経
済項目

経済 事業採算性 運営経費
運営・維持コストの削減の
ための措置

対策を講じない場合には標
準的な運営経費となる。

対策を講じない場合には標
準的な運営経費となる。

0 0 0.0

0.0

0.0 0.0

0.0

0.0

0.0
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環境項目 主要環境 大気
汚染物質（NO2、SPM）の排
出量

排出の有無、現状より排出
増大の可能性

環境項目 主要環境 水質
汚濁負荷（COD、T-N、T-
P、BOD､SS等）の排出量

汚濁負荷物質排出の有無、
汚染増大の可能性

環境項目 主要環境 土壌
土壌汚染物質の拡散の可能
性

土地履歴調査等による土壌
汚染物質の存在可能性

環境項目 生態系
生物の生育・生
息基盤

生物の生育・生息基盤の状
況

①重要な生物・生態系の賦
存地の改変の有無
②生物の生育・生息基盤の
創出の有無

環境項目 生態系 水循環
雨水の地下浸透能力（地表
面被覆率）

現状の地表面被覆率

環境項目 生態系 生物・生態系
周辺の生物の生育・生息環
境の連続性

現況の生物の生育・生息環
境の連続性

環境項目 生態系 生物・生態系 重要な生物・生態系 重要な生物・生態系の状況

環境項目 生態系 生物・生態系
生物相の豊かさ（鳥類相で
代表）

現況の生息種数（現状生息
する種のうち、生息が困難
となる可能性のある種の有
無、種数）

環境項目 生態系 緑 緑被面積（屋上含む） 現況の緑被率の状況

環境項目 生態系 緑 緑化の状況
東京都の自然保護条例、建
築物環境計画書制度におけ
る緑化の評価基準

環境項目 生活環境 騒音 環境・交通騒音レベル
①環境基準及び法令等によ
る基準
②現況の騒音レベル

環境項目 生活環境 日影
日照の阻害の有無（阻害を
受ける住戸等の有無）

現状の日照阻害の状況

評価の指標 評価の基準

大項目 中項目 小項目

評価

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

工事による大気環境への影
響がみられるが、ミティ
ゲーションの実施により、
大気質の濃度をほとんど悪
化させない程度となる。

影響要因は想定されないた
め対象外。

施設等の利用、各施設間の
人の移動に伴う汚染物質の
排出が周辺の大気環境に与
える影響はほとんどない。

工事による大気環境への影
響がみられるが、ミティ
ゲーションの実施により、
大気質の濃度をほとんど悪
化させない程度となる。

影響要因は想定されないた
め対象外。

0 － 0 0 － 0.0 0.0

工事の実施に伴って公共用
水域の水質に影響を及ぼす
ことはないことから、ミ
ティゲーションは想定して
いない。

影響要因が想定されないこ
とから対象外とする。

施設の供用に伴うし尿等の
汚水による影響はないこと
から、ミティゲーションは
想定していない。

工事の実施に伴って公共用
水域の水質に影響を及ぼす
ことはないことから、ミ
ティゲーションは想定して
いない。

オリンピックによる新たな
恒久施設はなく、開催後の
状況に開催前との変化はな
いことから対象外とする。 0 － 0 0 － 0.0 0.0

土地の改変等を伴う工事は
実施しないことから対象外
とする。

影響要因が想定されないこ
とから対象外とする。

影響要因が想定されないこ
とから対象外とする。

土地の改変等を伴う工事は
実施しないことから対象外
とする。

影響要因が想定されないこ
とから対象外とする。

－ － － － － - -

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

地表面が改変されないこと
から、予測評価の対象外と
する。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

地表面が改変されないこと
から、予測評価の対象外と
する。

－ － － － - -

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

地表面の改変が行われない
ため対象外とする。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

地表面の改変が行われない
ため対象外とする。

－ － － － - -

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

地表面が改変されないこと
から、予測評価の対象外と
する。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

地表面が改変されないこと
から、予測評価の対象外と
する。

－ － － － -

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

地表面が改変されないこと
から、予測評価の対象外と
する。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

地表面が改変されないこと
から、予測評価の対象外と
する。

－ － － － -

鳥類の主要な生息場でない
ことから、予測評価の対象
外とする。

鳥類の主要な生息場でない
ことから、予測評価の対象
外とする。

鳥類の主要な生息場でない
ことから、予測評価の対象
外とする。

鳥類の主要な生息場でない
ことから、予測評価の対象
外とする。

鳥類の主要な生息場でない
ことから、予測評価の対象
外とする。

－ － － － － -

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

地表面が改変されないこと
から、予測評価の対象外と
する。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

地表面が改変されないこと
から、予測評価の対象外と
する。

－ － － － -

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

地表面が改変されないこと
から、予測評価の対象外と
する。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

地表面が改変されないこと
から、予測評価の対象外と
する。

－ － － － -

工事の実施に伴う騒音によ
る影響がみられるが、ミ
ティゲーションにより周辺
の生活環境に影響を及ぼさ
ない程度となる。

影響要因は想定されないこ
とから対象外とする。

施設の供用、声援や応援等
が周辺の生活環境に影響を
及ぼすことはないことか
ら、ミティゲーションは想
定していない。

工事の実施に伴う騒音によ
る影響がみられるが、ミ
ティゲーションにより周辺
の生活環境に影響を及ぼさ
ない程度となる。

オリンピックによる新たな
恒久施設はなく、開催後の
状況に開催前との変化はな
いことから対象外とする。 0 － 0 0 － 0.0 0.0

施設の存在による影響はな
いことから、ミティゲー
ションは想定していない。

影響要因は想定されないこ
とから対象外とする。

新たな施設による日影は生
じないことから対象外とす
る。

0 － － 0.0 0.0

0.0

--

-

0.0

小項目
平均点

指標別
平均点

開催後

評価点

二次評価

開催中 開催後開催前
中項目
平均点

段階別影響

開催前 開催中
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評価の指標 評価の基準

大項目 中項目 小項目

評価

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

景観 緑視率 現況の緑視率

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

景観 優れた眺望又は景観の阻害

①周辺の視点場から眺望で
きる優れた眺望景観の阻害
の有無
②景観形成特別地区の景観
を阻害しないこと

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

自然との触れ合
い活動の場

自然との触れ合い活動の場
の変化

自然との触れ合い活動の場
の消失又は改善・創出

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

自然との触れ合
い活動の場

自然との触れ合い活動の変
化

自然との触れ合い活動の阻
害又は促進（場へのアクセ
ス性含む）の有無

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

歩行者空間の快
適性

街路樹等緑陰の状況（緑陰
面積）

現況の街路樹及び接道緑
化、壁面緑化の状況

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

史跡・文化財
史跡・文化財の保護・保全
の状況

文化財等の保存及び管理の
支障の有無

環境項目
資源・廃
棄物

水利用 上水利用量の削減 現在の上水利用量の水準

環境項目
資源・廃
棄物

廃棄物 廃棄物発生量の減量化
廃棄物発生量の減量化に
よって削減される最終処分
量の水準

環境項目
資源・廃
棄物

廃棄物 廃棄物の有効利用
廃棄物の有効利用によって
削減される最終処分量の水
準

環境項目
資源・廃
棄物

エコマテリアル エコマテリアルの使用
再生可能資材・再生資材の
活用の水準

環境項目
温室効果
ガス

温室効果ガス 温室効果ガスの削減量

①エネルギー消費量による
CO2排出の概算
②既存施設における追加的
排出の有無

環境項目
温室効果
ガス

エネルギー エネルギー使用量の増減

①現在の使用量の水準（東
京都温暖化対策計画書制度
/東京都建築物環境計画書
制度による評価水準）
②省エネ再エネ対策・設備
の導入状況/可能性

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

小項目
平均点

指標別
平均点

開催後

評価点

二次評価

開催中 開催後開催前
中項目
平均点

段階別影響

開催前 開催中

仮設はコンパウンドのみで
影響が想定されないことか
ら、評価対象外とする。

仮設はコンパウンドのみで
影響が想定されないことか
ら、評価対象外とする。

－ － -

評価の基準②にあてはまら
ないため、検討対象外とす
る。

評価の基準②にあてはまら
ないため、検討対象外とす
る。

－ － -

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

地表面が改変されないこと
から、予測評価の対象外と
する。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

地表面が改変されないこと
から、予測評価の対象外と
する。

－ － － － -

ミティゲーションの実施に
より、現況レベルまで自然
との触れ合い活動が改善す
る。

主要なアクセスルートが物
理的に改変・遮断されない
ことから、現況と変わらな
い。

現段階ではミティゲーショ
ンは想定していない。

ミティゲーションの実施に
より、現況レベルまで自然
との触れ合い活動が改善す
る。

ミティゲーションの実施に
より、自然との触れ合い活
動が向上する。

0 0 -1 0 +1 0.0

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

外部施設はテント等であり
街路樹等の改変は行われな
いことから、予測評価の対
象外とする。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

外部施設はテント等であり
街路樹等の改変は行われな
いことから、予測評価の対
象外とする。 － － － － - -

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

既存施設利用が主であるた
め、史跡・文化財に影響は
ない。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

文化財等の保全及び管理に
支障はない。

－ 0 － 0 0.0 0.0

工事の実施に伴う水の利用
については、散水や洗車に
よる一時的な利用が見込ま
れるが、大量の水利用は想
定されないことから、予測
評価の対象外とする。

節水により上水利用量の削
減が図られる。

競技の実施時における会場
の利用者による水利用につ
いては、「施設の存在によ
る影響」に含めるものとし
て、ここでは予測評価の対
象外とする。

工事の実施に伴う水の利用
については、散水や洗車に
よる一時的な利用が見込ま
れるが、大量の水利用は想
定されないことから、予測
評価の対象外とする。

節水により上水利用量の削
減が図られる。

－ 0 － － 0 0.0 0.0

建設廃棄物の対策はリサイ
クルによるものが大部分で
あり、減量による最終処分
量の大幅な削減は見込めな
い。

施設の存在による廃棄物の
発生については、「競技の
実施による影響」で扱い、
ここでは対象外とする。

既に容器包装廃棄物のリサ
イクル分別などが実施され
ており、廃棄物の発生抑制
策による最終処分量の大幅
な削減は見込めない。

建設廃棄物の対策はリサイ
クルによるものが大部分で
あり、減量による最終処分
量の大幅な削減は見込めな
い。

既に容器包装廃棄物のリサ
イクル分別などが実施され
ており、廃棄物の発生抑制
策による最終処分量の大幅
な削減は見込めない。

0 － 0 0 0 0.0

「東京都建設リサイクル推
進計画」等に基づく有効利
用策の促進により、建設廃
棄物の最終処分量は現在の
水準から20％以上削減され
る。

施設の存在による廃棄物の
発生については、「競技の
実施による影響」で扱い、
ここでは対象外とする。

資源ごみ回収やごみ処理過
程資源化、熱回収等の促進
により、一般廃棄物の最終
処分量は現在の水準から
30％程度削減される。

「東京都建設リサイクル推
進計画」等に基づく有効利
用策の促進により、建設廃
棄物の最終処分量は現在の
水準から20％以上削減され
る。

資源ごみ回収やごみ処理過
程資源化、熱回収等の促進
により、一般廃棄物の最終
処分量は現在の水準から
30％程度削減される。

+1 － +1 +1 +1 1.0

再生可能資材や再生資材が
最大限に利用され、現在の
水準を上回る。

施設の存在時におけるエコ
マテリアルの利用は想定さ
れないため対象外とする。

競技の実施時におけるエコ
マテリアルの利用は想定さ
れないため対象外とする。

再生可能資材や再生資材が
最大限に利用され、現在の
水準を上回る。

後利用時におけるエコマテ
リアルの利用は想定されな
いため対象外とする。

+1 － － +1 － 1.0 1.0

低燃費型建設機械の採用等
により、約20～40％の削減
が図られる。

開催中の施設の存在による
影響については、「競技の
実施による影響」で扱い、
ここでは対象外とする。

省エネルギー対策の実施等
により10.2％程度の削減が
図られる。

低燃費型建設機械の採用等
により、約20～40％の削減
が図られる。

省エネルギー対策の実施等
により、10％程度の削減が
図られる。

+2 － +1 +2 +1 1.5 1.5

低燃費型建設機械の採用等
により、約20～40％の低減
が図られる。

開催中の施設の存在による
影響については、「競技の
実施による影響」で扱い、
ここでは対象外とする。

省エネルギー対策の実施等
により10.2％程度の低減が
図られる。

低燃費型建設機械の採用等
により、約20～40％の低減
が図られる。

省エネルギー対策の実施等
により、10％程度の低減が
図られる。

+2 － +1 +2 +1 1.5 1.5

0.50.5

1.5

-

0.00.0
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会場別予測評価結果表(35_宮城スタジアム)

評価の指標 評価の基準

大項目 中項目 小項目

評価

社会・経
済項目

土地利用 土地利用 土地の転用
土地利用の改変、転用の有
無

社会・経
済項目

土地利用 土地利用 土地の有効利用 未利用地の解消の有無

社会・経
済項目

土地利用 地域分断
生活移動動線の分断又は進
展

歩行者、自転車等の移動動
線の分断をしないこと

社会・経
済項目

土地利用 地域分断
生活移動動線の分断又は進
展

歩行者、自転車等の動線の
ネットワーク化の進展の有
無

社会・経
済項目

土地利用 移転 民家等の移転
民家等の移転を伴わないこ
と

社会・経
済項目

交通
公共交通へのア
クセシビリティ

アクセス性
現在の会場までのアクセス
性

社会・経
済項目

交通 交通安全 交通安全
現在の歩車動線の分離（交
通安全性の向上）の状況

社会・経
済項目

経済 事業採算性 施設整備費
施設整備費を適正に保つた
めの措置

社会・経
済項目

経済 事業採算性 運営経費
運営・維持コストの削減の
ための措置

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

小項目
平均点

指標別
平均点

開催後

評価点

二次評価

開催中 開催後開催前
中項目
平均点

段階別影響

開催前 開催中

改変エリアは一時的なプレ
ハブ等の仮設に留まり土地
の改変はない。 0 0.0

未利用地の有効利用はな
い。

未利用地の有効利用はな
い。

0 0 0.0

既に公共的な利用がなされ
ている施設の場所であり、
改変エリアは生活移動動線
に影響しない。

移動動線は確保されてお
り、競技中も現況と変わら
ない。

移動動線は確保されてお
り、後利用時も生活移動動
線への影響はない。 0 0 0 0.0

既に公共的利用がなされて
いる場所であり、現況と変
わらない。

既に公共的利用がなされて
いる場所であり、現況と変
わらない。

開催前から開催後を通じて
現況と変わらない。

0 0 0 0.0

改変エリアに民家等は存在
しない。

0 0.0 0.0

アクセス性向上の対策が無
く現況と同様のアクセス性
である。

アクセス性向上の対策が無
く現況と同様のアクセス性
である。 0 0 0.0 0.0

現状でも対策は十分になさ
れており、工事に伴う歩車
動線の未分離区間は発生し
ない。

競技の実施による影響に含
め、評価の対象外とする。

現状において歩車動線は分
離されており、開催中も維
持される。

現状でも対策は十分になさ
れており、工事に伴う歩車
動線の未分離区間は発生し
ない。

現状において歩車動線は分
離されており、後利用時に
も維持される。 0 － 0 0 0 0.0 0.0

再生可能材により整備費や
廃棄物処理費用を抑制する
等の費用削減措置が取られ
る。

再生可能材により整備費や
廃棄物処理費用を抑制する
等の費用削減措置が取られ
る。

+1 +1 1.0

ボランティアの活用により
運営経費、維持管理コスト
の削減が図られる。

既存施設での光熱費等の大
幅な削減は見込めず、運営
経費は標準的なものとな
る。

+1 0 0.5

項目 一次評価 二次評価
主要環境 -0.3 0.0
生態系 - -
生活環境 -0.3 0.0
ｱﾒﾆﾃｨ・文化 -0.5 0.0
資源・廃棄物 0.3 0.5
温室効果ガス 0.5 1.5
土地利用 0.0 0.0
交通 0.0 0.0
経済 0.0 0.8

0.8

0.0

0.0

0.0

0.0

0.8

-2
-1
0
1
2
主要環境

生態系

生活環境

ｱﾒﾆﾃｨ・文化

資源・廃棄物温室効果ガス

土地利用

交通

経済 一次評価

二次評価
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会場別予測評価結果表(36_埼玉スタジアム2002)

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

環境項目 主要環境 大気
汚染物質（NO2、SPM）の排
出量

排出の有無、現状より排出
増大の可能性

工事の実施による濃度の変
化（付加率）が5％未満で
ある。

影響要因は想定されないた
め対象外。

施設等の利用、各施設間の
人の移動に伴う汚染物質の
排出が周辺の大気環境に与
える影響はほとんどない。

工事の実施による濃度の変
化（付加率）が5％未満で
ある。

影響要因は想定されないた
め対象外。

-1 － 0 -1 － -0.7 -0.7

環境項目 主要環境 水質
汚濁負荷（COD、T-N、T-
P、BOD､SS等）の排出量

汚濁負荷物質排出の有無、
汚染増大の可能性

工事の実施に伴うし尿等の
汚水は公共下水道等に排出
することから、公共用水域
の水質に影響を及ぼすこと
はない。

影響要因が想定されないこ
とから対象外とする。

施設の供用に伴うし尿等の
汚水は公共下水道等に排出
することから、公共用水域
の水質に影響を及ぼすこと
はない。

工事の実施に伴うし尿等の
汚水は公共下水道等に排出
することから、公共用水域
の水質に影響を及ぼすこと
はない。

オリンピックによる新たな
恒久施設はなく、開催後の
状況に開催前との変化はな
いことから対象外とする。 0 － 0 0 － 0.0 0.0

環境項目 主要環境 土壌
土壌汚染物質の拡散の可能
性

土地履歴調査等による土壌
汚染物質の存在可能性

土地の改変等を伴う工事は
実施しないことから対象外
とする。

影響要因が想定されないこ
とから対象外とする。

影響要因が想定されないこ
とから対象外とする。

土地の改変等を伴う工事は
実施しないことから対象外
とする。

影響要因が想定されないこ
とから対象外とする。

－ － － － － - -

環境項目 生態系
生物の生育・生
息基盤

生物の生育・生息基盤の状
況

①重要な生物・生態系の賦
存地の改変の有無
②生物の生育・生息基盤の
創出の有無

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

地表面が改変されないこと
から、予測評価の対象外と
する。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

地表面が改変されないこと
から、予測評価の対象外と
する。

－ － － － - -

環境項目 生態系 水循環
雨水の地下浸透能力（地表
面被覆率）

現状の地表面被覆率

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

地表面の改変が行われない
ため対象外とする。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

地表面の改変が行われない
ため対象外とする。

－ － － － - -

環境項目 生態系 生物・生態系
周辺の生物の生育・生息環
境の連続性

現況の生物の生育・生息環
境の連続性

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

地表面が改変されないこと
から、予測評価の対象外と
する。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

地表面が改変されないこと
から、予測評価の対象外と
する。

－ － － － -

環境項目 生態系 生物・生態系 重要な生物・生態系 重要な生物・生態系の状況

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

地表面が改変されないこと
から、予測評価の対象外と
する。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

地表面が改変されないこと
から、予測評価の対象外と
する。

－ － － － -

環境項目 生態系 生物・生態系
生物相の豊かさ（鳥類相で
代表）

現況の生息種数（現状生息
する種のうち、生息が困難
となる可能性のある種の有
無、種数）

鳥類の主要な生息場でない
ことから、予測評価の対象
外とする。

鳥類の主要な生息場でない
ことから、予測評価の対象
外とする。

鳥類の主要な生息場でない
ことから、予測評価の対象
外とする。

鳥類の主要な生息場でない
ことから、予測評価の対象
外とする。

鳥類の主要な生息場でない
ことから、予測評価の対象
外とする。

－ － － － － -

環境項目 生態系 緑 緑被面積（屋上含む） 現況の緑被率の状況

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

地表面が改変されないこと
から、予測評価の対象外と
する。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

地表面が改変されないこと
から、予測評価の対象外と
する。

－ － － － -

環境項目 生態系 緑 緑化の状況
東京都の自然保護条例、建
築物環境計画書制度におけ
る緑化の評価基準

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

地表面が改変されないこと
から、予測評価の対象外と
する。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

地表面が改変されないこと
から、予測評価の対象外と
する。

－ － － － -

環境項目 生活環境 騒音 環境・交通騒音レベル
①環境基準及び法令等によ
る基準
②現況の騒音レベル

工事の実施に伴う騒音によ
る周辺の生活環境への影響
がみられる。

影響要因は想定されないこ
とから対象外とする。

施設の供用、声援や応援等
による騒音の発生がみられ
るが、周辺の生活環境に影
響を及ぼすことはない。

工事の実施に伴う騒音によ
る周辺の生活環境への影響
がみられる。

オリンピックによる新たな
恒久施設はなく、開催後の
状況に開催前との変化はな
いことから対象外とする。 -1 － 0 -1 － -0.7 -0.7

環境項目 生活環境 日影
日照の阻害の有無（阻害を
受ける住戸等の有無）

現状の日照阻害の状況

施設の高さ、周辺の状況、
仮設のみであることなどか
ら、施設の存在に伴う日影
の影響はない。

影響要因は想定されないこ
とから対象外とする。

開催後に、新たな施設によ
る日影は生じないことから
対象外とする。

0 － － 0.0 0.0

-

-

-0.3

評価点

-0.3

-

一次評価

評価の指標 評価の基準

開催前
中項目
平均点

小項目
平均点

指標別
平均点

開催中 開催後 開催中 開催後大項目 中項目 小項目

評価
段階別影響

開催前
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会場別予測評価結果表(36_埼玉スタジアム2002)

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

評価点

一次評価

評価の指標 評価の基準

開催前
中項目
平均点

小項目
平均点

指標別
平均点

開催中 開催後 開催中 開催後大項目 中項目 小項目

評価
段階別影響

開催前

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

景観 緑視率 現況の緑視率

仮設はコンパウンドのみで
影響が想定されないことか
ら、評価対象外とする。

仮設はコンパウンドのみで
影響が想定されないことか
ら、評価対象外とする。

－ － -

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

景観 優れた眺望又は景観の阻害

①周辺の視点場から眺望で
きる優れた眺望景観の阻害
の有無
②景観形成特別地区の景観
を阻害しないこと

評価の基準②にあてはまら
ないため、検討対象外とす
る。

評価の基準②にあてはまら
ないため、検討対象外とす
る。

－ － -

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

自然との触れ合
い活動の場

自然との触れ合い活動の場
の変化

自然との触れ合い活動の場
の消失又は改善・創出

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

地表面が改変されないこと
から、予測評価の対象外と
する。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

地表面が改変されないこと
から、予測評価の対象外と
する。

－ － － － -

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

自然との触れ合
い活動の場

自然との触れ合い活動の変
化

自然との触れ合い活動の阻
害又は促進（場へのアクセ
ス性含む）の有無

騒音、アクセス規制によ
り、自然との触れ合い活動
自体及びアクセスが阻害さ
れる。

主要なアクセスルートが物
理的に改変・遮断されない
ことから、現況と変わらな
い。

会場エリア内の入場が規制
されることから、自然との
触れ合い活動のアクセスが
阻害される。

騒音、アクセス規制によ
り、自然との触れ合い活動
自体及びアクセスが阻害さ
れる。

主要なアクセスルートが物
理的に改変・遮断されな
い、又は現況で自然との触
れ合い活動が行われてな
い。

-2 0 -1 -2 0 -1.0

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

歩行者空間の快
適性

街路樹等緑陰の状況（緑陰
面積）

現況の街路樹及び接道緑
化、壁面緑化の状況

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

外部施設はテント等であり
街路樹等の改変は行われな
いことから、予測評価の対
象外とする。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

外部施設はテント等であり
街路樹等の改変は行われな
いことから、予測評価の対
象外とする。 － － － － - -

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

史跡・文化財
史跡・文化財の保護・保全
の状況

文化財等の保存及び管理の
支障の有無

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

既存施設利用が主であるた
め、史跡・文化財に影響は
ない。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

文化財等の保全及び管理に
支障はない。

－ 0 － 0 0.0 0.0

環境項目
資源・廃
棄物

水利用 上水利用量の削減 現在の上水利用量の水準

工事の実施に伴う水の利用
については、散水や洗車に
よる一時的な利用が見込ま
れるが、大量の水利用は想
定されないことから、予測
評価の対象外とする。

節水のほか、雨水の利用に
より上水利用量の削減が図
られる。

競技の実施時における会場
の利用者による水利用につ
いては、「施設の存在によ
る影響」に含めるものとし
て、ここでは予測評価の対
象外とする。

工事の実施に伴う水の利用
については、散水や洗車に
よる一時的な利用が見込ま
れるが、大量の水利用は想
定されないことから、予測
評価の対象外とする。

節水のほか、雨水の利用に
より上水利用量の削減が図
られる。

－ +1 － － +1 1.0 1.0

環境項目
資源・廃
棄物

廃棄物 廃棄物発生量の減量化
廃棄物発生量の減量化に
よって削減される最終処分
量の水準

標準的な工事と同程度の廃
棄物の削減対策がなされ、
現在の廃棄物の発生水準と
同等の減量化が行われる。

施設の存在による廃棄物の
発生については、「競技の
実施による影響」で扱い、
ここでは対象外とする。

競技の実施に伴い排出され
る一般廃棄物は、現在と同
程度の減量化が行われ、最
終処分量は現状の水準と変
わらない。

標準的な工事と同程度の廃
棄物の削減対策がなされ、
現在の廃棄物の発生水準と
同等の減量化が行われる。

後利用で排出される一般廃
棄物は、現在と同程度の減
量化が行われ、最終処分量
は現状の水準と変わらな
い。

0 － 0 0 0 0.0

環境項目
資源・廃
棄物

廃棄物 廃棄物の有効利用
廃棄物の有効利用によって
削減される最終処分量の水
準

建設廃棄物の有効利用の取
り組みについて、現在の標
準的な工事と同程度の廃棄
物の有効利用がなされる。

施設の存在による廃棄物の
発生については、「競技の
実施による影響」で扱い、
ここでは対象外とする。

競技の実施に伴い排出され
る一般廃棄物は、現在と同
程度の有効利用がなされ、
最終処分量は現状の水準と
変わらない。

建設廃棄物の有効利用の取
り組みについて、現在の標
準的な工事と同程度の廃棄
物の有効利用がなされる。

後利用で排出される一般廃
棄物は、現在と同程度の有
効利用がなされ、最終処分
量は現状の水準と変わらな
い。

0 － 0 0 0 0.0

環境項目
資源・廃
棄物

エコマテリアル エコマテリアルの使用
再生可能資材・再生資材の
活用の水準

再生可能資材や再生資材が
最大限に利用され、現在の
水準を上回る。

施設の存在時におけるエコ
マテリアルの利用は想定さ
れないため対象外とする。

競技の実施時におけるエコ
マテリアルの利用は想定さ
れないため対象外とする。

再生可能資材や再生資材が
最大限に利用され、現在の
水準を上回る。

後利用時におけるエコマテ
リアルの利用は想定されな
いため対象外とする。

+1 － － +1 － 1.0 1.0

環境項目
温室効果
ガス

温室効果ガス 温室効果ガスの削減量

①エネルギー消費量による
CO2排出の概算
②既存施設における追加的
排出の有無

一般的な施設の建設工事と
同程度の排出量になる。

開催中の施設の存在による
影響については、「競技の
実施による影響」に含めて
扱う。

第一種エネルギー指定管理
工場に指定されており、
7.5％程度の削減が見込ま
れる。

一般的な施設の建設工事と
同程度の排出量になる。

第一種エネルギー指定管理
工場に指定されており、
8％程度の削減が見込まれ
る。 0 － +1 0 +1 0.5 0.5

環境項目
温室効果
ガス

エネルギー エネルギー使用量の増減

①現在の使用量の水準（東
京都温暖化対策計画書制度
/東京都建築物環境計画書
制度による評価水準）
②省エネ再エネ対策・設備
の導入状況/可能性

一般的な施設の建設工事と
同程度の消費量になる。

開催中の施設の存在による
影響については、「競技の
実施による影響」に含めて
扱う。

第一種エネルギー指定管理
工場に指定されており、
7.5％程度の低減が見込ま
れる。

一般的な施設の建設工事と
同程度の消費量になる。

第一種エネルギー指定管理
工場に指定されており、
8％程度の低減が見込まれ
る。 0 － +1 0 +1 0.5 0.5

0.70.0

0.5

-1.0

-

-0.5
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工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

評価点

一次評価

評価の指標 評価の基準

開催前
中項目
平均点

小項目
平均点

指標別
平均点

開催中 開催後 開催中 開催後大項目 中項目 小項目

評価
段階別影響

開催前

社会・経
済項目

土地利用 土地利用 土地の転用
土地利用の改変、転用の有
無

改変エリアは一時的なプレ
ハブ等の仮設に留まり土地
の改変はない。 0 0.0

社会・経
済項目

土地利用 土地利用 土地の有効利用 未利用地の解消の有無

未利用地の有効利用はな
い。

未利用地の有効利用はな
い。

0 0 0.0

社会・経
済項目

土地利用 地域分断
生活移動動線の分断又は進
展

歩行者、自転車等の移動動
線の分断をしないこと

既に公共的な利用がなされ
ている施設の場所であり、
改変エリアは生活移動動線
に影響しない。

移動動線は確保されてお
り、競技中も現況と変わら
ない。

移動動線は確保されてお
り、後利用時も生活移動動
線への影響はない。 0 0 0 0.0

社会・経
済項目

土地利用 地域分断
生活移動動線の分断又は進
展

歩行者、自転車等の動線の
ネットワーク化の進展の有
無

既に公共的利用がなされて
いる場所であり、現況と変
わらない。

既に公共的利用がなされて
いる場所であり、現況と変
わらない。

開催前から開催後を通じて
現況と変わらない。

0 0 0 0.0

社会・経
済項目

土地利用 移転 民家等の移転
民家等の移転を伴わないこ
と

改変エリアに民家等は存在
しない。

0 0.0 0.0

社会・経
済項目

交通
公共交通へのア
クセシビリティ

アクセス性
現在の会場までのアクセス
性

アクセス性向上の対策が無
く現況と同様のアクセス性
である。

アクセス性向上の対策が無
く現況と同様のアクセス性
である。 0 0 0.0 0.0

社会・経
済項目

交通 交通安全 交通安全
現在の歩車動線の分離（交
通安全性の向上）の状況

現状でも対策は十分になさ
れており、工事に伴う歩車
動線の未分離区間は発生し
ない。

競技の実施による影響に含
め、評価の対象外とする。

現状において歩車動線は分
離されており、開催中も維
持される。

現状でも対策は十分になさ
れており、工事に伴う歩車
動線の未分離区間は発生し
ない。

現状において歩車動線は分
離されており、後利用時に
も維持される。 0 － 0 0 0 0.0 0.0

社会・経
済項目

経済 事業採算性 施設整備費
施設整備費を適正に保つた
めの措置

対策が無い場合には標準的
な施設整備費となる。

対策が無い場合には標準的
な撤去・改修整備費とな
る。 0 0 0.0

社会・経
済項目

経済 事業採算性 運営経費
運営・維持コストの削減の
ための措置

対策を講じない場合には標
準的な運営経費となる。

対策を講じない場合には標
準的な運営経費となる。

0 0 0.0

0.0

0.0 0.0

0.0

0.0

0.0
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環境項目 主要環境 大気
汚染物質（NO2、SPM）の排
出量

排出の有無、現状より排出
増大の可能性

環境項目 主要環境 水質
汚濁負荷（COD、T-N、T-
P、BOD､SS等）の排出量

汚濁負荷物質排出の有無、
汚染増大の可能性

環境項目 主要環境 土壌
土壌汚染物質の拡散の可能
性

土地履歴調査等による土壌
汚染物質の存在可能性

環境項目 生態系
生物の生育・生
息基盤

生物の生育・生息基盤の状
況

①重要な生物・生態系の賦
存地の改変の有無
②生物の生育・生息基盤の
創出の有無

環境項目 生態系 水循環
雨水の地下浸透能力（地表
面被覆率）

現状の地表面被覆率

環境項目 生態系 生物・生態系
周辺の生物の生育・生息環
境の連続性

現況の生物の生育・生息環
境の連続性

環境項目 生態系 生物・生態系 重要な生物・生態系 重要な生物・生態系の状況

環境項目 生態系 生物・生態系
生物相の豊かさ（鳥類相で
代表）

現況の生息種数（現状生息
する種のうち、生息が困難
となる可能性のある種の有
無、種数）

環境項目 生態系 緑 緑被面積（屋上含む） 現況の緑被率の状況

環境項目 生態系 緑 緑化の状況
東京都の自然保護条例、建
築物環境計画書制度におけ
る緑化の評価基準

環境項目 生活環境 騒音 環境・交通騒音レベル
①環境基準及び法令等によ
る基準
②現況の騒音レベル

環境項目 生活環境 日影
日照の阻害の有無（阻害を
受ける住戸等の有無）

現状の日照阻害の状況

評価の指標 評価の基準

大項目 中項目 小項目

評価

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

工事による大気環境への影
響がみられるが、ミティ
ゲーションの実施により、
大気質の濃度をほとんど悪
化させない程度となる。

影響要因は想定されないた
め対象外。

施設等の利用、各施設間の
人の移動に伴う汚染物質の
排出が周辺の大気環境に与
える影響はほとんどない。

工事による大気環境への影
響がみられるが、ミティ
ゲーションの実施により、
大気質の濃度をほとんど悪
化させない程度となる。

影響要因は想定されないた
め対象外。

0 － 0 0 － 0.0 0.0

工事の実施に伴って公共用
水域の水質に影響を及ぼす
ことはないことから、ミ
ティゲーションは想定して
いない。

影響要因が想定されないこ
とから対象外とする。

施設の供用に伴うし尿等の
汚水による影響はないこと
から、ミティゲーションは
想定していない。

工事の実施に伴って公共用
水域の水質に影響を及ぼす
ことはないことから、ミ
ティゲーションは想定して
いない。

オリンピックによる新たな
恒久施設はなく、開催後の
状況に開催前との変化はな
いことから対象外とする。 0 － 0 0 － 0.0 0.0

土地の改変等を伴う工事は
実施しないことから対象外
とする。

影響要因が想定されないこ
とから対象外とする。

影響要因が想定されないこ
とから対象外とする。

土地の改変等を伴う工事は
実施しないことから対象外
とする。

影響要因が想定されないこ
とから対象外とする。

－ － － － － - -

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

地表面が改変されないこと
から、予測評価の対象外と
する。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

地表面が改変されないこと
から、予測評価の対象外と
する。

－ － － － - -

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

地表面の改変が行われない
ため対象外とする。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

地表面の改変が行われない
ため対象外とする。

－ － － － - -

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

地表面が改変されないこと
から、予測評価の対象外と
する。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

地表面が改変されないこと
から、予測評価の対象外と
する。

－ － － － -

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

地表面が改変されないこと
から、予測評価の対象外と
する。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

地表面が改変されないこと
から、予測評価の対象外と
する。

－ － － － -

鳥類の主要な生息場でない
ことから、予測評価の対象
外とする。

鳥類の主要な生息場でない
ことから、予測評価の対象
外とする。

鳥類の主要な生息場でない
ことから、予測評価の対象
外とする。

鳥類の主要な生息場でない
ことから、予測評価の対象
外とする。

鳥類の主要な生息場でない
ことから、予測評価の対象
外とする。

－ － － － － -

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

地表面が改変されないこと
から、予測評価の対象外と
する。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

地表面が改変されないこと
から、予測評価の対象外と
する。

－ － － － -

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

地表面が改変されないこと
から、予測評価の対象外と
する。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

地表面が改変されないこと
から、予測評価の対象外と
する。

－ － － － -

工事の実施に伴う騒音によ
る影響がみられるが、ミ
ティゲーションにより周辺
の生活環境に影響を及ぼさ
ない程度となる。

影響要因は想定されないこ
とから対象外とする。

施設の供用、声援や応援等
が周辺の生活環境に影響を
及ぼすことはないことか
ら、ミティゲーションは想
定していない。

工事の実施に伴う騒音によ
る影響がみられるが、ミ
ティゲーションにより周辺
の生活環境に影響を及ぼさ
ない程度となる。

オリンピックによる新たな
恒久施設はなく、開催後の
状況に開催前との変化はな
いことから対象外とする。 0 － 0 0 － 0.0 0.0

施設の存在による影響はな
いことから、ミティゲー
ションは想定していない。

影響要因は想定されないこ
とから対象外とする。

新たな施設による日影は生
じないことから対象外とす
る。

0 － － 0.0 0.0

0.0

--

-

0.0

小項目
平均点

指標別
平均点

開催後

評価点

二次評価

開催中 開催後開催前
中項目
平均点

段階別影響

開催前 開催中
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会場別予測評価結果表(36_埼玉スタジアム2002)

評価の指標 評価の基準

大項目 中項目 小項目

評価

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

景観 緑視率 現況の緑視率

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

景観 優れた眺望又は景観の阻害

①周辺の視点場から眺望で
きる優れた眺望景観の阻害
の有無
②景観形成特別地区の景観
を阻害しないこと

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

自然との触れ合
い活動の場

自然との触れ合い活動の場
の変化

自然との触れ合い活動の場
の消失又は改善・創出

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

自然との触れ合
い活動の場

自然との触れ合い活動の変
化

自然との触れ合い活動の阻
害又は促進（場へのアクセ
ス性含む）の有無

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

歩行者空間の快
適性

街路樹等緑陰の状況（緑陰
面積）

現況の街路樹及び接道緑
化、壁面緑化の状況

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

史跡・文化財
史跡・文化財の保護・保全
の状況

文化財等の保存及び管理の
支障の有無

環境項目
資源・廃
棄物

水利用 上水利用量の削減 現在の上水利用量の水準

環境項目
資源・廃
棄物

廃棄物 廃棄物発生量の減量化
廃棄物発生量の減量化に
よって削減される最終処分
量の水準

環境項目
資源・廃
棄物

廃棄物 廃棄物の有効利用
廃棄物の有効利用によって
削減される最終処分量の水
準

環境項目
資源・廃
棄物

エコマテリアル エコマテリアルの使用
再生可能資材・再生資材の
活用の水準

環境項目
温室効果
ガス

温室効果ガス 温室効果ガスの削減量

①エネルギー消費量による
CO2排出の概算
②既存施設における追加的
排出の有無

環境項目
温室効果
ガス

エネルギー エネルギー使用量の増減

①現在の使用量の水準（東
京都温暖化対策計画書制度
/東京都建築物環境計画書
制度による評価水準）
②省エネ再エネ対策・設備
の導入状況/可能性

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

小項目
平均点

指標別
平均点

開催後

評価点

二次評価

開催中 開催後開催前
中項目
平均点

段階別影響

開催前 開催中

仮設はコンパウンドのみで
影響が想定されないことか
ら、評価対象外とする。

仮設はコンパウンドのみで
影響が想定されないことか
ら、評価対象外とする。

－ － -

評価の基準②にあてはまら
ないため、検討対象外とす
る。

評価の基準②にあてはまら
ないため、検討対象外とす
る。

－ － -

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

地表面が改変されないこと
から、予測評価の対象外と
する。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

地表面が改変されないこと
から、予測評価の対象外と
する。

－ － － － -

ミティゲーションの実施に
より、現況レベルまで自然
との触れ合い活動が改善す
る。

主要なアクセスルートが物
理的に改変・遮断されない
ことから、現況と変わらな
い。

現段階ではミティゲーショ
ンは想定していない。

ミティゲーションの実施に
より、現況レベルまで自然
との触れ合い活動が改善す
る。

ミティゲーションの実施に
より、自然との触れ合い活
動が向上する。

0 0 -1 0 +1 0.0

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

外部施設はテント等であり
街路樹等の改変は行われな
いことから、予測評価の対
象外とする。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

外部施設はテント等であり
街路樹等の改変は行われな
いことから、予測評価の対
象外とする。 － － － － - -

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

既存施設利用が主であるた
め、史跡・文化財に影響は
ない。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

文化財等の保全及び管理に
支障はない。

－ 0 － 0 0.0 0.0

工事の実施に伴う水の利用
については、散水や洗車に
よる一時的な利用が見込ま
れるが、大量の水利用は想
定されないことから、予測
評価の対象外とする。

節水のほか、雨水の利用に
より上水利用量の削減が図
られる。

競技の実施時における会場
の利用者による水利用につ
いては、「施設の存在によ
る影響」に含めるものとし
て、ここでは予測評価の対
象外とする。

工事の実施に伴う水の利用
については、散水や洗車に
よる一時的な利用が見込ま
れるが、大量の水利用は想
定されないことから、予測
評価の対象外とする。

節水のほか、雨水の利用に
より上水利用量の削減が図
られる。

－ +1 － － +1 1.0 1.0

建設廃棄物の対策はリサイ
クルによるものが大部分で
あり、減量による最終処分
量の大幅な削減は見込めな
い。

施設の存在による廃棄物の
発生については、「競技の
実施による影響」で扱い、
ここでは対象外とする。

既に容器包装廃棄物のリサ
イクル分別などが実施され
ており、廃棄物の発生抑制
策による最終処分量の大幅
な削減は見込めない。

建設廃棄物の対策はリサイ
クルによるものが大部分で
あり、減量による最終処分
量の大幅な削減は見込めな
い。

既に容器包装廃棄物のリサ
イクル分別などが実施され
ており、廃棄物の発生抑制
策による最終処分量の大幅
な削減は見込めない。

0 － 0 0 0 0.0

「東京都建設リサイクル推
進計画」等に基づく有効利
用策の促進により、建設廃
棄物の最終処分量は現在の
水準から20％以上削減され
る。

施設の存在による廃棄物の
発生については、「競技の
実施による影響」で扱い、
ここでは対象外とする。

資源ごみ回収やごみ処理過
程資源化、熱回収等の促進
により、一般廃棄物の最終
処分量は現在の水準から
30％程度削減される。

「東京都建設リサイクル推
進計画」等に基づく有効利
用策の促進により、建設廃
棄物の最終処分量は現在の
水準から20％以上削減され
る。

資源ごみ回収やごみ処理過
程資源化、熱回収等の促進
により、一般廃棄物の最終
処分量は現在の水準から
30％程度削減される。

+1 － +1 +1 +1 1.0

再生可能資材や再生資材が
最大限に利用され、現在の
水準を上回る。

施設の存在時におけるエコ
マテリアルの利用は想定さ
れないため対象外とする。

競技の実施時におけるエコ
マテリアルの利用は想定さ
れないため対象外とする。

再生可能資材や再生資材が
最大限に利用され、現在の
水準を上回る。

後利用時におけるエコマテ
リアルの利用は想定されな
いため対象外とする。

+1 － － +1 － 1.0 1.0

低燃費型建設機械の採用等
により、約20～40％の削減
が図られる。

開催中の施設の存在による
影響については、「競技の
実施による影響」で扱い、
ここでは対象外とする。

省エネルギー対策の実施等
により10.7％程度の削減が
図られる。

低燃費型建設機械の採用等
により、約20～40％の削減
が図られる。

省エネルギー対策の実施等
により、10％程度の削減が
図られる。

+2 － +1 +2 +1 1.5 1.5

低燃費型建設機械の採用等
により、約20～40％の低減
が図られる。

開催中の施設の存在による
影響については、「競技の
実施による影響」で扱い、
ここでは対象外とする。

省エネルギー対策の実施等
により10.7％程度の低減が
図られる。

低燃費型建設機械の採用等
により、約20～40％の低減
が図られる。

省エネルギー対策の実施等
により、10％程度の低減が
図られる。

+2 － +1 +2 +1 1.5 1.5

0.80.5

1.5

-

0.00.0
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会場別予測評価結果表(36_埼玉スタジアム2002)

評価の指標 評価の基準

大項目 中項目 小項目

評価

社会・経
済項目

土地利用 土地利用 土地の転用
土地利用の改変、転用の有
無

社会・経
済項目

土地利用 土地利用 土地の有効利用 未利用地の解消の有無

社会・経
済項目

土地利用 地域分断
生活移動動線の分断又は進
展

歩行者、自転車等の移動動
線の分断をしないこと

社会・経
済項目

土地利用 地域分断
生活移動動線の分断又は進
展

歩行者、自転車等の動線の
ネットワーク化の進展の有
無

社会・経
済項目

土地利用 移転 民家等の移転
民家等の移転を伴わないこ
と

社会・経
済項目

交通
公共交通へのア
クセシビリティ

アクセス性
現在の会場までのアクセス
性

社会・経
済項目

交通 交通安全 交通安全
現在の歩車動線の分離（交
通安全性の向上）の状況

社会・経
済項目

経済 事業採算性 施設整備費
施設整備費を適正に保つた
めの措置

社会・経
済項目

経済 事業採算性 運営経費
運営・維持コストの削減の
ための措置

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

小項目
平均点

指標別
平均点

開催後

評価点

二次評価

開催中 開催後開催前
中項目
平均点

段階別影響

開催前 開催中

改変エリアは一時的なプレ
ハブ等の仮設に留まり土地
の改変はない。 0 0.0

未利用地の有効利用はな
い。

未利用地の有効利用はな
い。

0 0 0.0

既に公共的な利用がなされ
ている施設の場所であり、
改変エリアは生活移動動線
に影響しない。

移動動線は確保されてお
り、競技中も現況と変わら
ない。

移動動線は確保されてお
り、後利用時も生活移動動
線への影響はない。 0 0 0 0.0

既に公共的利用がなされて
いる場所であり、現況と変
わらない。

既に公共的利用がなされて
いる場所であり、現況と変
わらない。

開催前から開催後を通じて
現況と変わらない。

0 0 0 0.0

改変エリアに民家等は存在
しない。

0 0.0 0.0

アクセス性向上の対策が無
く現況と同様のアクセス性
である。

アクセス性向上の対策が無
く現況と同様のアクセス性
である。 0 0 0.0 0.0

現状でも対策は十分になさ
れており、工事に伴う歩車
動線の未分離区間は発生し
ない。

競技の実施による影響に含
め、評価の対象外とする。

現状において歩車動線は分
離されており、開催中も維
持される。

現状でも対策は十分になさ
れており、工事に伴う歩車
動線の未分離区間は発生し
ない。

現状において歩車動線は分
離されており、後利用時に
も維持される。 0 － 0 0 0 0.0 0.0

再生可能材により整備費や
廃棄物処理費用を抑制する
等の費用削減措置が取られ
る。

再生可能材により整備費や
廃棄物処理費用を抑制する
等の費用削減措置が取られ
る。

+1 +1 1.0

ボランティアの活用により
運営経費、維持管理コスト
の削減が図られる。

既存施設での光熱費等の大
幅な削減は見込めず、運営
経費は標準的なものとな
る。

+1 0 0.5

項目 一次評価 二次評価
主要環境 -0.3 0.0
生態系 - -
生活環境 -0.3 0.0
ｱﾒﾆﾃｨ・文化 -0.5 0.0
資源・廃棄物 0.7 0.8
温室効果ガス 0.5 1.5
土地利用 0.0 0.0
交通 0.0 0.0
経済 0.0 0.8

0.8

0.0

0.0

0.0

0.0

0.8

-2
-1
0
1
2
主要環境

生態系

生活環境

ｱﾒﾆﾃｨ・文化

資源・廃棄物温室効果ガス

土地利用

交通

経済 一次評価

二次評価
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会場別予測評価結果表(37_横浜国際総合競技場)

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

環境項目 主要環境 大気
汚染物質（NO2、SPM）の排
出量

排出の有無、現状より排出
増大の可能性

工事の実施による濃度の変
化（付加率）が5％未満で
ある。

影響要因は想定されないた
め対象外。

施設等の利用、各施設間の
人の移動に伴う汚染物質の
排出が周辺の大気環境に与
える影響はほとんどない。

工事の実施による濃度の変
化（付加率）が5％未満で
ある。

影響要因は想定されないた
め対象外。

-1 － 0 -1 － -0.7 -0.7

環境項目 主要環境 水質
汚濁負荷（COD、T-N、T-
P、BOD､SS等）の排出量

汚濁負荷物質排出の有無、
汚染増大の可能性

工事の実施に伴うし尿等の
汚水は公共下水道等に排出
することから、公共用水域
の水質に影響を及ぼすこと
はない。

影響要因が想定されないこ
とから対象外とする。

施設の供用に伴うし尿等の
汚水は公共下水道等に排出
することから、公共用水域
の水質に影響を及ぼすこと
はない。

工事の実施に伴うし尿等の
汚水は公共下水道等に排出
することから、公共用水域
の水質に影響を及ぼすこと
はない。

オリンピックによる新たな
恒久施設はなく、開催後の
状況に開催前との変化はな
いことから対象外とする。 0 － 0 0 － 0.0 0.0

環境項目 主要環境 土壌
土壌汚染物質の拡散の可能
性

土地履歴調査等による土壌
汚染物質の存在可能性

土地の改変等を伴う工事は
実施しないことから対象外
とする。

影響要因が想定されないこ
とから対象外とする。

影響要因が想定されないこ
とから対象外とする。

土地の改変等を伴う工事は
実施しないことから対象外
とする。

影響要因が想定されないこ
とから対象外とする。

－ － － － － - -

環境項目 生態系
生物の生育・生
息基盤

生物の生育・生息基盤の状
況

①重要な生物・生態系の賦
存地の改変の有無
②生物の生育・生息基盤の
創出の有無

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

地表面が改変されないこと
から、予測評価の対象外と
する。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

地表面が改変されないこと
から、予測評価の対象外と
する。

－ － － － - -

環境項目 生態系 水循環
雨水の地下浸透能力（地表
面被覆率）

現状の地表面被覆率

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

地表面の改変が行われない
ため対象外とする。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

地表面の改変が行われない
ため対象外とする。

－ － － － - -

環境項目 生態系 生物・生態系
周辺の生物の生育・生息環
境の連続性

現況の生物の生育・生息環
境の連続性

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

地表面が改変されないこと
から、予測評価の対象外と
する。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

地表面が改変されないこと
から、予測評価の対象外と
する。

－ － － － -

環境項目 生態系 生物・生態系 重要な生物・生態系 重要な生物・生態系の状況

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

地表面が改変されないこと
から、予測評価の対象外と
する。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

地表面が改変されないこと
から、予測評価の対象外と
する。

－ － － － -

環境項目 生態系 生物・生態系
生物相の豊かさ（鳥類相で
代表）

現況の生息種数（現状生息
する種のうち、生息が困難
となる可能性のある種の有
無、種数）

鳥類の主要な生息場でない
ことから、予測評価の対象
外とする。

鳥類の主要な生息場でない
ことから、予測評価の対象
外とする。

鳥類の主要な生息場でない
ことから、予測評価の対象
外とする。

鳥類の主要な生息場でない
ことから、予測評価の対象
外とする。

鳥類の主要な生息場でない
ことから、予測評価の対象
外とする。

－ － － － － -

環境項目 生態系 緑 緑被面積（屋上含む） 現況の緑被率の状況

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

地表面が改変されないこと
から、予測評価の対象外と
する。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

地表面が改変されないこと
から、予測評価の対象外と
する。

－ － － － -

環境項目 生態系 緑 緑化の状況
東京都の自然保護条例、建
築物環境計画書制度におけ
る緑化の評価基準

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

地表面が改変されないこと
から、予測評価の対象外と
する。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

地表面が改変されないこと
から、予測評価の対象外と
する。

－ － － － -

環境項目 生活環境 騒音 環境・交通騒音レベル
①環境基準及び法令等によ
る基準
②現況の騒音レベル

工事の実施に伴う騒音によ
る周辺の生活環境への影響
がみられる。

影響要因は想定されないこ
とから対象外とする。

施設の供用、声援や応援等
による騒音の発生がみられ
るが、周辺の生活環境に影
響を及ぼすことはない。

工事の実施に伴う騒音によ
る周辺の生活環境への影響
がみられる。

オリンピックによる新たな
恒久施設はなく、開催後の
状況に開催前との変化はな
いことから対象外とする。 -1 － 0 -1 － -0.7 -0.7

環境項目 生活環境 日影
日照の阻害の有無（阻害を
受ける住戸等の有無）

現状の日照阻害の状況

施設の高さ、周辺の状況、
仮設のみであることなどか
ら、施設の存在に伴う日影
の影響はない。

影響要因は想定されないこ
とから対象外とする。

開催後に、新たな施設によ
る日影は生じないことから
対象外とする。

0 － － 0.0 0.0

-0.3

-0.3

--

-

評価点

一次評価

開催前 開催中 開催後
中項目
平均点

小項目
平均点

指標別
平均点

開催前 開催中 開催後大項目 中項目 小項目

評価
段階別影響

評価の指標 評価の基準
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会場別予測評価結果表(37_横浜国際総合競技場)

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

評価点

一次評価

開催前 開催中 開催後
中項目
平均点

小項目
平均点

指標別
平均点

開催前 開催中 開催後大項目 中項目 小項目

評価
段階別影響

評価の指標 評価の基準

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

景観 緑視率 現況の緑視率

仮設はコンパウンドのみで
影響が想定されないことか
ら、評価対象外とする。

仮設はコンパウンドのみで
影響が想定されないことか
ら、評価対象外とする。

－ － -

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

景観 優れた眺望又は景観の阻害

①周辺の視点場から眺望で
きる優れた眺望景観の阻害
の有無
②景観形成特別地区の景観
を阻害しないこと

評価の基準②にあてはまら
ないため、検討対象外とす
る。

評価の基準②にあてはまら
ないため、検討対象外とす
る。

－ － -

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

自然との触れ合
い活動の場

自然との触れ合い活動の場
の変化

自然との触れ合い活動の場
の消失又は改善・創出

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

地表面が改変されないこと
から、予測評価の対象外と
する。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

地表面が改変されないこと
から、予測評価の対象外と
する。

－ － － － -

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

自然との触れ合
い活動の場

自然との触れ合い活動の変
化

自然との触れ合い活動の阻
害又は促進（場へのアクセ
ス性含む）の有無

騒音、アクセス規制によ
り、自然との触れ合い活動
自体及びアクセスが阻害さ
れる。

主要なアクセスルートが物
理的に改変・遮断されない
ことから、現況と変わらな
い。

会場エリア内の入場が規制
されることから、自然との
触れ合い活動のアクセスが
阻害される。

騒音、アクセス規制によ
り、自然との触れ合い活動
自体及びアクセスが阻害さ
れる。

主要なアクセスルートが物
理的に改変・遮断されな
い、又は現況で自然との触
れ合い活動が行われてな
い。

-2 0 -1 -2 0 -1.0

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

歩行者空間の快
適性

街路樹等緑陰の状況（緑陰
面積）

現況の街路樹及び接道緑
化、壁面緑化の状況

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

外部施設はテント等であり
街路樹等の改変は行われな
いことから、予測評価の対
象外とする。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

外部施設はテント等であり
街路樹等の改変は行われな
いことから、予測評価の対
象外とする。 － － － － - -

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

史跡・文化財
史跡・文化財の保護・保全
の状況

文化財等の保存及び管理の
支障の有無

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

既存施設利用が主であるた
め、史跡・文化財に影響は
ない。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

文化財等の保全及び管理に
支障はない。

－ 0 － 0 0.0 0.0

環境項目
資源・廃
棄物

水利用 上水利用量の削減 現在の上水利用量の水準

工事の実施に伴う水の利用
については、散水や洗車に
よる一時的な利用が見込ま
れるが、大量の水利用は想
定されないことから、予測
評価の対象外とする。

節水のほか、雨水及び再生
水（中水含む）の利用によ
り上水利用量の削減が図ら
れる。

競技の実施時における会場
の利用者による水利用につ
いては、「施設の存在によ
る影響」に含めるものとし
て、ここでは予測評価の対
象外とする。

工事の実施に伴う水の利用
については、散水や洗車に
よる一時的な利用が見込ま
れるが、大量の水利用は想
定されないことから、予測
評価の対象外とする。

節水のほか、雨水及び再生
水（中水含む）の利用によ
り上水利用量の削減が図ら
れる。 － +2 － － +2 2.0 2.0

環境項目
資源・廃
棄物

廃棄物 廃棄物発生量の減量化
廃棄物発生量の減量化に
よって削減される最終処分
量の水準

標準的な工事と同程度の廃
棄物の削減対策がなされ、
現在の廃棄物の発生水準と
同等の減量化が行われる。

施設の存在による廃棄物の
発生については、「競技の
実施による影響」で扱い、
ここでは対象外とする。

競技の実施に伴い排出され
る一般廃棄物は、現在と同
程度の減量化が行われ、最
終処分量は現状の水準と変
わらない。

標準的な工事と同程度の廃
棄物の削減対策がなされ、
現在の廃棄物の発生水準と
同等の減量化が行われる。

後利用で排出される一般廃
棄物は、現在と同程度の減
量化が行われ、最終処分量
は現状の水準と変わらな
い。

0 － 0 0 0 0.0

環境項目
資源・廃
棄物

廃棄物 廃棄物の有効利用
廃棄物の有効利用によって
削減される最終処分量の水
準

建設廃棄物の有効利用の取
り組みについて、現在の標
準的な工事と同程度の廃棄
物の有効利用がなされる。

施設の存在による廃棄物の
発生については、「競技の
実施による影響」で扱い、
ここでは対象外とする。

競技の実施に伴い排出され
る一般廃棄物は、現在と同
程度の有効利用がなされ、
最終処分量は現状の水準と
変わらない。

建設廃棄物の有効利用の取
り組みについて、現在の標
準的な工事と同程度の廃棄
物の有効利用がなされる。

後利用で排出される一般廃
棄物は、現在と同程度の有
効利用がなされ、最終処分
量は現状の水準と変わらな
い。

0 － 0 0 0 0.0

環境項目
資源・廃
棄物

エコマテリアル エコマテリアルの使用
再生可能資材・再生資材の
活用の水準

再生可能資材や再生資材が
最大限に利用され、現在の
水準を上回る。

施設の存在時におけるエコ
マテリアルの利用は想定さ
れないため対象外とする。

競技の実施時におけるエコ
マテリアルの利用は想定さ
れないため対象外とする。

再生可能資材や再生資材が
最大限に利用され、現在の
水準を上回る。

後利用時におけるエコマテ
リアルの利用は想定されな
いため対象外とする。

+1 － － +1 － 1.0 1.0

環境項目
温室効果
ガス

温室効果ガス 温室効果ガスの削減量

①エネルギー消費量による
CO2排出の概算
②既存施設における追加的
排出の有無

一般的な施設の建設工事と
同程度の排出量になる。

開催中の施設の存在による
影響については、「競技の
実施による影響」に含めて
扱う。

第二種エネルギー指定管理
工場に指定されており、
7.8％程度の削減が見込ま
れる。

一般的な施設の建設工事と
同程度の排出量になる。

第二種エネルギー指定管理
工場に指定されており、
8％程度の削減が見込まれ
る。 0 － +1 0 +1 0.5 0.5

環境項目
温室効果
ガス

エネルギー エネルギー使用量の増減

①現在の使用量の水準（東
京都温暖化対策計画書制度
/東京都建築物環境計画書
制度による評価水準）
②省エネ再エネ対策・設備
の導入状況/可能性

一般的な施設の建設工事と
同程度の消費量になる。

開催中の施設の存在による
影響については、「競技の
実施による影響」に含めて
扱う。

第二種エネルギー指定管理
工場に指定されており、
7.8％程度の低減が見込ま
れる。

一般的な施設の建設工事と
同程度の消費量になる。

第二種エネルギー指定管理
工場に指定されており、
8％程度の低減が見込まれ
る。 0 － +1 0 +1 0.5 0.5

1.00.0

0.5

-

-0.5-1.0
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工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

評価点

一次評価

開催前 開催中 開催後
中項目
平均点

小項目
平均点

指標別
平均点

開催前 開催中 開催後大項目 中項目 小項目

評価
段階別影響

評価の指標 評価の基準

社会・経
済項目

土地利用 土地利用 土地の転用
土地利用の改変、転用の有
無

改変エリアは一時的なプレ
ハブ等の仮設に留まり土地
の改変はない。 0 0.0

社会・経
済項目

土地利用 土地利用 土地の有効利用 未利用地の解消の有無

未利用地の有効利用はな
い。

未利用地の有効利用はな
い。

0 0 0.0

社会・経
済項目

土地利用 地域分断
生活移動動線の分断又は進
展

歩行者、自転車等の移動動
線の分断をしないこと

既に公共的な利用がなされ
ている施設の場所であり、
改変エリアは生活移動動線
に影響しない。

移動動線は確保されてお
り、競技中も現況と変わら
ない。

移動動線は確保されてお
り、後利用時も生活移動動
線への影響はない。 0 0 0 0.0

社会・経
済項目

土地利用 地域分断
生活移動動線の分断又は進
展

歩行者、自転車等の動線の
ネットワーク化の進展の有
無

既に公共的利用がなされて
いる場所であり、現況と変
わらない。

既に公共的利用がなされて
いる場所であり、現況と変
わらない。

開催前から開催後を通じて
現況と変わらない。

0 0 0 0.0

社会・経
済項目

土地利用 移転 民家等の移転
民家等の移転を伴わないこ
と

改変エリアに民家等は存在
しない。

0 0.0 0.0

社会・経
済項目

交通
公共交通へのア
クセシビリティ

アクセス性
現在の会場までのアクセス
性

アクセス性向上の対策が無
く現況と同様のアクセス性
である。

アクセス性向上の対策が無
く現況と同様のアクセス性
である。 0 0 0.0 0.0

社会・経
済項目

交通 交通安全 交通安全
現在の歩車動線の分離（交
通安全性の向上）の状況

現状でも対策は十分になさ
れており、工事に伴う歩車
動線の未分離区間は発生し
ない。

競技の実施による影響に含
め、評価の対象外とする。

現状において歩車動線は分
離されており、開催中も維
持される。

現状でも対策は十分になさ
れており、工事に伴う歩車
動線の未分離区間は発生し
ない。

現状において歩車動線は分
離されており、後利用時に
も維持される。 0 － 0 0 0 0.0 0.0

社会・経
済項目

経済 事業採算性 施設整備費
施設整備費を適正に保つた
めの措置

対策が無い場合には標準的
な施設整備費となる。

対策が無い場合には標準的
な撤去・改修整備費とな
る。 0 0 0.0

社会・経
済項目

経済 事業採算性 運営経費
運営・維持コストの削減の
ための措置

対策を講じない場合には標
準的な運営経費となる。

対策を講じない場合には標
準的な運営経費となる。

0 0 0.0

0.0

0.0 0.0

0.0

0.0

0.0
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会場別予測評価結果表(37_横浜国際総合競技場)

環境項目 主要環境 大気
汚染物質（NO2、SPM）の排
出量

排出の有無、現状より排出
増大の可能性

環境項目 主要環境 水質
汚濁負荷（COD、T-N、T-
P、BOD､SS等）の排出量

汚濁負荷物質排出の有無、
汚染増大の可能性

環境項目 主要環境 土壌
土壌汚染物質の拡散の可能
性

土地履歴調査等による土壌
汚染物質の存在可能性

環境項目 生態系
生物の生育・生
息基盤

生物の生育・生息基盤の状
況

①重要な生物・生態系の賦
存地の改変の有無
②生物の生育・生息基盤の
創出の有無

環境項目 生態系 水循環
雨水の地下浸透能力（地表
面被覆率）

現状の地表面被覆率

環境項目 生態系 生物・生態系
周辺の生物の生育・生息環
境の連続性

現況の生物の生育・生息環
境の連続性

環境項目 生態系 生物・生態系 重要な生物・生態系 重要な生物・生態系の状況

環境項目 生態系 生物・生態系
生物相の豊かさ（鳥類相で
代表）

現況の生息種数（現状生息
する種のうち、生息が困難
となる可能性のある種の有
無、種数）

環境項目 生態系 緑 緑被面積（屋上含む） 現況の緑被率の状況

環境項目 生態系 緑 緑化の状況
東京都の自然保護条例、建
築物環境計画書制度におけ
る緑化の評価基準

環境項目 生活環境 騒音 環境・交通騒音レベル
①環境基準及び法令等によ
る基準
②現況の騒音レベル

環境項目 生活環境 日影
日照の阻害の有無（阻害を
受ける住戸等の有無）

現状の日照阻害の状況

大項目 中項目 小項目

評価

評価の指標 評価の基準 工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

工事による大気環境への影
響がみられるが、ミティ
ゲーションの実施により、
大気質の濃度をほとんど悪
化させない程度となる。

影響要因は想定されないた
め対象外。

施設等の利用、各施設間の
人の移動に伴う汚染物質の
排出が周辺の大気環境に与
える影響はほとんどない。

工事による大気環境への影
響がみられるが、ミティ
ゲーションの実施により、
大気質の濃度をほとんど悪
化させない程度となる。

影響要因は想定されないた
め対象外。

0 － 0 0 － 0.0 0.0

工事の実施に伴って公共用
水域の水質に影響を及ぼす
ことはないことから、ミ
ティゲーションは想定して
いない。

影響要因が想定されないこ
とから対象外とする。

施設の供用に伴うし尿等の
汚水による影響はないこと
から、ミティゲーションは
想定していない。

工事の実施に伴って公共用
水域の水質に影響を及ぼす
ことはないことから、ミ
ティゲーションは想定して
いない。

オリンピックによる新たな
恒久施設はなく、開催後の
状況に開催前との変化はな
いことから対象外とする。 0 － 0 0 － 0.0 0.0

土地の改変等を伴う工事は
実施しないことから対象外
とする。

影響要因が想定されないこ
とから対象外とする。

影響要因が想定されないこ
とから対象外とする。

土地の改変等を伴う工事は
実施しないことから対象外
とする。

影響要因が想定されないこ
とから対象外とする。

－ － － － － - -

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

地表面が改変されないこと
から、予測評価の対象外と
する。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

地表面が改変されないこと
から、予測評価の対象外と
する。

－ － － － - -

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

地表面の改変が行われない
ため対象外とする。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

地表面の改変が行われない
ため対象外とする。

－ － － － - -

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

地表面が改変されないこと
から、予測評価の対象外と
する。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

地表面が改変されないこと
から、予測評価の対象外と
する。

－ － － － -

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

地表面が改変されないこと
から、予測評価の対象外と
する。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

地表面が改変されないこと
から、予測評価の対象外と
する。

－ － － － -

鳥類の主要な生息場でない
ことから、予測評価の対象
外とする。

鳥類の主要な生息場でない
ことから、予測評価の対象
外とする。

鳥類の主要な生息場でない
ことから、予測評価の対象
外とする。

鳥類の主要な生息場でない
ことから、予測評価の対象
外とする。

鳥類の主要な生息場でない
ことから、予測評価の対象
外とする。

－ － － － － -

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

地表面が改変されないこと
から、予測評価の対象外と
する。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

地表面が改変されないこと
から、予測評価の対象外と
する。

－ － － － -

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

地表面が改変されないこと
から、予測評価の対象外と
する。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

地表面が改変されないこと
から、予測評価の対象外と
する。

－ － － － -

工事の実施に伴う騒音によ
る影響がみられるが、ミ
ティゲーションにより周辺
の生活環境に影響を及ぼさ
ない程度となる。

影響要因は想定されないこ
とから対象外とする。

施設の供用、声援や応援等
が周辺の生活環境に影響を
及ぼすことはないことか
ら、ミティゲーションは想
定していない。

工事の実施に伴う騒音によ
る影響がみられるが、ミ
ティゲーションにより周辺
の生活環境に影響を及ぼさ
ない程度となる。

オリンピックによる新たな
恒久施設はなく、開催後の
状況に開催前との変化はな
いことから対象外とする。 0 － 0 0 － 0.0 0.0

施設の存在による影響はな
いことから、ミティゲー
ションは想定していない。

影響要因は想定されないこ
とから対象外とする。

新たな施設による日影は生
じないことから対象外とす
る。

0 － － 0.0 0.0

0.0

--

-

0.0

評価点

二次評価

開催前 開催中 開催後
中項目
平均点

小項目
平均点

指標別
平均点

段階別影響

開催前 開催中 開催後
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会場別予測評価結果表(37_横浜国際総合競技場)

大項目 中項目 小項目

評価

評価の指標 評価の基準

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

景観 緑視率 現況の緑視率

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

景観 優れた眺望又は景観の阻害

①周辺の視点場から眺望で
きる優れた眺望景観の阻害
の有無
②景観形成特別地区の景観
を阻害しないこと

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

自然との触れ合
い活動の場

自然との触れ合い活動の場
の変化

自然との触れ合い活動の場
の消失又は改善・創出

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

自然との触れ合
い活動の場

自然との触れ合い活動の変
化

自然との触れ合い活動の阻
害又は促進（場へのアクセ
ス性含む）の有無

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

歩行者空間の快
適性

街路樹等緑陰の状況（緑陰
面積）

現況の街路樹及び接道緑
化、壁面緑化の状況

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

史跡・文化財
史跡・文化財の保護・保全
の状況

文化財等の保存及び管理の
支障の有無

環境項目
資源・廃
棄物

水利用 上水利用量の削減 現在の上水利用量の水準

環境項目
資源・廃
棄物

廃棄物 廃棄物発生量の減量化
廃棄物発生量の減量化に
よって削減される最終処分
量の水準

環境項目
資源・廃
棄物

廃棄物 廃棄物の有効利用
廃棄物の有効利用によって
削減される最終処分量の水
準

環境項目
資源・廃
棄物

エコマテリアル エコマテリアルの使用
再生可能資材・再生資材の
活用の水準

環境項目
温室効果
ガス

温室効果ガス 温室効果ガスの削減量

①エネルギー消費量による
CO2排出の概算
②既存施設における追加的
排出の有無

環境項目
温室効果
ガス

エネルギー エネルギー使用量の増減

①現在の使用量の水準（東
京都温暖化対策計画書制度
/東京都建築物環境計画書
制度による評価水準）
②省エネ再エネ対策・設備
の導入状況/可能性

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

評価点

二次評価

開催前 開催中 開催後
中項目
平均点

小項目
平均点

指標別
平均点

段階別影響

開催前 開催中 開催後

仮設はコンパウンドのみで
影響が想定されないことか
ら、評価対象外とする。

仮設はコンパウンドのみで
影響が想定されないことか
ら、評価対象外とする。

－ － -

評価の基準②にあてはまら
ないため、検討対象外とす
る。

評価の基準②にあてはまら
ないため、検討対象外とす
る。

－ － -

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

地表面が改変されないこと
から、予測評価の対象外と
する。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

地表面が改変されないこと
から、予測評価の対象外と
する。

－ － － － -

ミティゲーションの実施に
より、現況レベルまで自然
との触れ合い活動が改善す
る。

主要なアクセスルートが物
理的に改変・遮断されない
ことから、現況と変わらな
い。

現段階ではミティゲーショ
ンは想定していない。

ミティゲーションの実施に
より、現況レベルまで自然
との触れ合い活動が改善す
る。

ミティゲーションの実施に
より、自然との触れ合い活
動が向上する。

0 0 -1 0 +1 0.0

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

外部施設はテント等であり
街路樹等の改変は行われな
いことから、予測評価の対
象外とする。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

外部施設はテント等であり
街路樹等の改変は行われな
いことから、予測評価の対
象外とする。 － － － － - -

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

既存施設利用が主であるた
め、史跡・文化財に影響は
ない。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

文化財等の保全及び管理に
支障はない。

－ 0 － 0 0.0 0.0

工事の実施に伴う水の利用
については、散水や洗車に
よる一時的な利用が見込ま
れるが、大量の水利用は想
定されないことから、予測
評価の対象外とする。

節水のほか、雨水及び再生
水（中水含む）の利用によ
り上水利用量の削減が図ら
れる。

競技の実施時における会場
の利用者による水利用につ
いては、「施設の存在によ
る影響」に含めるものとし
て、ここでは予測評価の対
象外とする。

工事の実施に伴う水の利用
については、散水や洗車に
よる一時的な利用が見込ま
れるが、大量の水利用は想
定されないことから、予測
評価の対象外とする。

節水のほか、雨水及び再生
水（中水含む）の利用によ
り上水利用量の削減が図ら
れる。 － +2 － － +2 2.0 2.0

建設廃棄物の対策はリサイ
クルによるものが大部分で
あり、減量による最終処分
量の大幅な削減は見込めな
い。

施設の存在による廃棄物の
発生については、「競技の
実施による影響」で扱い、
ここでは対象外とする。

既に容器包装廃棄物のリサ
イクル分別などが実施され
ており、廃棄物の発生抑制
策による最終処分量の大幅
な削減は見込めない。

建設廃棄物の対策はリサイ
クルによるものが大部分で
あり、減量による最終処分
量の大幅な削減は見込めな
い。

既に容器包装廃棄物のリサ
イクル分別などが実施され
ており、廃棄物の発生抑制
策による最終処分量の大幅
な削減は見込めない。

0 － 0 0 0 0.0

「東京都建設リサイクル推
進計画」等に基づく有効利
用策の促進により、建設廃
棄物の最終処分量は現在の
水準から20％以上削減され
る。

施設の存在による廃棄物の
発生については、「競技の
実施による影響」で扱い、
ここでは対象外とする。

資源ごみ回収やごみ処理過
程資源化、熱回収等の促進
により、一般廃棄物の最終
処分量は現在の水準から
30％程度削減される。

「東京都建設リサイクル推
進計画」等に基づく有効利
用策の促進により、建設廃
棄物の最終処分量は現在の
水準から20％以上削減され
る。

資源ごみ回収やごみ処理過
程資源化、熱回収等の促進
により、一般廃棄物の最終
処分量は現在の水準から
30％程度削減される。

+1 － +1 +1 +1 1.0

再生可能資材や再生資材が
最大限に利用され、現在の
水準を上回る。

施設の存在時におけるエコ
マテリアルの利用は想定さ
れないため対象外とする。

競技の実施時におけるエコ
マテリアルの利用は想定さ
れないため対象外とする。

再生可能資材や再生資材が
最大限に利用され、現在の
水準を上回る。

後利用時におけるエコマテ
リアルの利用は想定されな
いため対象外とする。

+1 － － +1 － 1.0 1.0

低燃費型建設機械の採用等
により、約20～40％の削減
が図られる。

開催中の施設の存在による
影響については、「競技の
実施による影響」で扱い、
ここでは対象外とする。

省エネルギー対策の実施等
により10.2％程度の削減が
図られる。

低燃費型建設機械の採用等
により、約20～40％の削減
が図られる。

省エネルギー対策の実施等
により、10％程度の削減が
図られる。

+2 － +1 +2 +1 1.5 1.5

低燃費型建設機械の採用等
により、約20～40％の低減
が図られる。

開催中の施設の存在による
影響については、「競技の
実施による影響」で扱い、
ここでは対象外とする。

省エネルギー対策の実施等
により10.2％程度の低減が
図られる。

低燃費型建設機械の採用等
により、約20～40％の低減
が図られる。

省エネルギー対策の実施等
により、10％程度の低減が
図られる。

+2 － +1 +2 +1 1.5 1.5

1.20.5

1.5

-

0.00.0
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会場別予測評価結果表(37_横浜国際総合競技場)

大項目 中項目 小項目

評価

評価の指標 評価の基準

社会・経
済項目

土地利用 土地利用 土地の転用
土地利用の改変、転用の有
無

社会・経
済項目

土地利用 土地利用 土地の有効利用 未利用地の解消の有無

社会・経
済項目

土地利用 地域分断
生活移動動線の分断又は進
展

歩行者、自転車等の移動動
線の分断をしないこと

社会・経
済項目

土地利用 地域分断
生活移動動線の分断又は進
展

歩行者、自転車等の動線の
ネットワーク化の進展の有
無

社会・経
済項目

土地利用 移転 民家等の移転
民家等の移転を伴わないこ
と

社会・経
済項目

交通
公共交通へのア
クセシビリティ

アクセス性
現在の会場までのアクセス
性

社会・経
済項目

交通 交通安全 交通安全
現在の歩車動線の分離（交
通安全性の向上）の状況

社会・経
済項目

経済 事業採算性 施設整備費
施設整備費を適正に保つた
めの措置

社会・経
済項目

経済 事業採算性 運営経費
運営・維持コストの削減の
ための措置

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

評価点

二次評価

開催前 開催中 開催後
中項目
平均点

小項目
平均点

指標別
平均点

段階別影響

開催前 開催中 開催後

改変エリアは一時的なプレ
ハブ等の仮設に留まり土地
の改変はない。 0 0.0

未利用地の有効利用はな
い。

未利用地の有効利用はな
い。

0 0 0.0

既に公共的な利用がなされ
ている施設の場所であり、
改変エリアは生活移動動線
に影響しない。

移動動線は確保されてお
り、競技中も現況と変わら
ない。

移動動線は確保されてお
り、後利用時も生活移動動
線への影響はない。 0 0 0 0.0

既に公共的利用がなされて
いる場所であり、現況と変
わらない。

既に公共的利用がなされて
いる場所であり、現況と変
わらない。

開催前から開催後を通じて
現況と変わらない。

0 0 0 0.0

改変エリアに民家等は存在
しない。

0 0.0 0.0

アクセス性向上の対策が無
く現況と同様のアクセス性
である。

アクセス性向上の対策が無
く現況と同様のアクセス性
である。 0 0 0.0 0.0

現状でも対策は十分になさ
れており、工事に伴う歩車
動線の未分離区間は発生し
ない。

競技の実施による影響に含
め、評価の対象外とする。

現状において歩車動線は分
離されており、開催中も維
持される。

現状でも対策は十分になさ
れており、工事に伴う歩車
動線の未分離区間は発生し
ない。

現状において歩車動線は分
離されており、後利用時に
も維持される。 0 － 0 0 0 0.0 0.0

再生可能材により整備費や
廃棄物処理費用を抑制する
等の費用削減措置が取られ
る。

再生可能材により整備費や
廃棄物処理費用を抑制する
等の費用削減措置が取られ
る。

+1 +1 1.0

ボランティアの活用により
運営経費、維持管理コスト
の削減が図られる。

既存施設での光熱費等の大
幅な削減は見込めず、運営
経費は標準的なものとな
る。

+1 0 0.5

項目 一次評価 二次評価
主要環境 -0.3 0.0
生態系 - -
生活環境 -0.3 0.0
ｱﾒﾆﾃｨ・文化 -0.5 0.0
資源・廃棄物 1.0 1.2
温室効果ガス 0.5 1.5
土地利用 0.0 0.0
交通 0.0 0.0
経済 0.0 0.8

0.8

0.0

0.0

0.0

0.0

0.8

-2
-1
0
1
2
主要環境

生態系

生活環境

ｱﾒﾆﾃｨ・文化

資源・廃棄物温室効果ガス

土地利用

交通

経済 一次評価

二次評価
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会場別予測評価結果表(OV_選手村)

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

環境項目 主要環境 大気
汚染物質（NO2、SPM）の排
出量

排出の有無、現状より排出
増大の可能性

工事の実施による濃度の変
化（付加率）が5％以上と
なる。

影響要因は想定されないた
め対象外。

施設等の利用、各施設間の
人の移動に伴う汚染物質の
排出が周辺の大気環境に与
える影響はほとんどない。

工事の実施による濃度の変
化（付加率）が5％未満で
ある。

住宅等として利用され、各
施設等の利用に伴う汚染物
質の排出が周辺の大気環境
に与える影響はほとんどな
い。

-2 － 0 -1 0 -0.8 -0.8

環境項目 主要環境 水質
汚濁負荷（COD、T-N、T-
P、BOD､SS等）の排出量

汚濁負荷物質排出の有無、
汚染増大の可能性

工事の実施に伴うし尿等の
汚水は公共下水道等に排出
することから、公共用水域
の水質に影響を及ぼすこと
はない。

影響要因が想定されないこ
とから対象外とする。

施設の供用に伴うし尿等の
汚水は公共下水道等に排出
することから、公共用水域
の水質に影響を及ぼすこと
はない。

工事の実施に伴うし尿等の
汚水は公共下水道等に排出
することから、公共用水域
の水質に影響を及ぼすこと
はない。

施設の供用に伴うし尿等の
汚水は公共下水道等に排出
することから、公共用水域
の水質に影響を及ぼすこと
はない。

0 － 0 0 0 0.0 0.0

環境項目 主要環境 土壌
土壌汚染物質の拡散の可能
性

土地履歴調査等による土壌
汚染物質の存在可能性

履歴調査の結果、土壌汚染
物質の存在の可能性はな
い。

影響要因が想定されないこ
とから対象外とする。

影響要因が想定されないこ
とから対象外とする。

工事の内容から土壌汚染物
質の拡散の可能性はない。

影響要因が想定されないこ
とから対象外とする。

0 － － 0 － 0.0 0.0

環境項目 生態系
生物の生育・生
息基盤

生物の生育・生息基盤の状
況

①重要な生物・生態系の賦
存地の改変の有無
②生物の生育・生息基盤の
創出の有無

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

重要な生物・生態系の賦存
地の改変はない。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

重要な生物・生態系の賦存
地の改変はない。

－ 0 － 0 0.0 0.0

環境項目 生態系 水循環
雨水の地下浸透能力（地表
面被覆率）

現状の地表面被覆率

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

海面埋立地であるため対象
外とする。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

海面埋立地であるため対象
外とする。

－ － － － - -

環境項目 生態系 生物・生態系
周辺の生物の生育・生息環
境の連続性

現況の生物の生育・生息環
境の連続性

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

まとまりのある又は連続し
た樹林が改変されることか
ら、生物の生育・生息場所
に消失・分断が生じる。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

まとまりのある又は連続し
た樹林が改変されることか
ら、生物の生育・生息場所
に消失・分断が生じる。 － -1 － -1 -1.0

環境項目 生態系 生物・生態系 重要な生物・生態系 重要な生物・生態系の状況

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

重要な生物・生態系の指定
地域の改変はない。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

重要な生物・生態系の指定
地域の改変はない。

－ 0 － 0 0.0

環境項目 生態系 生物・生態系
生物相の豊かさ（鳥類相で
代表）

現況の生息種数（現状生息
する種のうち、生息が困難
となる可能性のある種の有
無、種数）

工事に伴う騒音や作業員の
立ち入り等により、生息が
困難となる可能性のある種
が存在する。

生息が困難となる可能性の
ある種は存在しないことか
ら、現況と変わらない。

生息が困難となる可能性の
ある種は存在しないことか
ら、現況と変わらない。

工事に伴う騒音や作業員の
立ち入りにより、生息が困
難となる可能性のある種が
存在する。

生息が困難となる可能性の
ある種は存在しないことか
ら、現況と変わらない。

-1 0 0 -1 0 -0.4

環境項目 生態系 緑 緑被面積（屋上含む） 現況の緑被率の状況

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

現況7.6％の緑被率が0.0％
となり、7.6ポイント減少
する。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

現況7.6％の緑被率が0.0％
となり、7.6ポイント減少
する。

－ -1 － -1 -1.0

環境項目 生態系 緑 緑化の状況
東京都の自然保護条例、建
築物環境計画書制度におけ
る緑化の評価基準

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

樹林地の改変により、緑化
率は0％となる。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

樹林地の改変により、緑化
率は0％となる。

－ -1 － -1 -1.0

環境項目 生活環境 騒音 環境・交通騒音レベル
①環境基準及び法令等によ
る基準
②現況の騒音レベル

工事の実施に伴う騒音によ
る周辺の生活環境への影響
がみられる。

影響要因は想定されないこ
とから対象外とする。

施設の供用等に伴う騒音の
発生がみられるが、周辺の
生活環境に影響を及ぼすこ
とはない。

工事の実施に伴う騒音によ
る周辺の生活環境への影響
がみられる。

住宅として利用されること
から、周辺の生活環境に影
響を及ぼすような騒音の発
生はない。 -1 － 0 -1 0 -0.5 -0.5

環境項目 生活環境 日影
日照の阻害の有無（阻害を
受ける住戸等の有無）

現状の日照阻害の状況

日影は概ね会場エリア内に
留まることから周辺への影
響はない。

影響要因は想定されないこ
とから対象外とする。

開催後に、新たな施設によ
る日影は生じないことから
影響はない。

0 － 0 0.0 0.0

-0.3

-0.5-0.5

-1.0

評価点

中項目
平均点

指標別
平均点

-0.3

大項目 中項目 小項目

評価

開催前

段階別影響

開催中

一次評価

評価の指標 評価の基準

開催後開催後 開催中開催前
小項目
平均点
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会場別予測評価結果表(OV_選手村)

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

評価点

中項目
平均点

指標別
平均点

大項目 中項目 小項目

評価

開催前

段階別影響

開催中

一次評価

評価の指標 評価の基準

開催後開催後 開催中開催前
小項目
平均点

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

景観 緑視率 現況の緑視率

視認できる緑はすべて施設
手前であり、緑視率は現況
と変わらない。

視認できる緑はすべて施設
手前であり、緑視率は現況
と変わらない。

0 0 0.0

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

景観 優れた眺望又は景観の阻害

①周辺の視点場から眺望で
きる優れた眺望景観の阻害
の有無
②景観形成特別地区の景観
を阻害しないこと

眺望景観及び景観形成特別
地区の景観を阻害すること
はない。

眺望景観及び景観形成特別
地区の景観を阻害すること
はない。

0 0 0.0

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

自然との触れ合
い活動の場

自然との触れ合い活動の場
の変化

自然との触れ合い活動の場
の消失又は改善・創出

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

自然との触れ合い活動の場
の半分以上が改変される。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

施設の後利用により、自然
との触れ合い活動の場の半
分以上が改変される。

－ -2 － -2 -2.0

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

自然との触れ合
い活動の場

自然との触れ合い活動の変
化

自然との触れ合い活動の阻
害又は促進（場へのアクセ
ス性含む）の有無

騒音、アクセス規制によ
り、自然との触れ合い活動
自体及びアクセスが阻害さ
れる。

主要なアクセスルートが物
理的に改変・遮断又はアク
セスが規制されることか
ら、自然との触れ合い活動
が阻害される。

会場エリア内の入場が規制
されることから、自然との
触れ合い活動のアクセスが
阻害される。

騒音、アクセス規制によ
り、自然との触れ合い活動
自体及びアクセスが阻害さ
れる。

主要なアクセスルートが物
理的に改変・遮断されるこ
とから、自然との触れ合い
活動が阻害される。 -2 -1 -1 -2 -1 -1.4

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

歩行者空間の快
適性

街路樹等緑陰の状況（緑陰
面積）

現況の街路樹及び接道緑
化、壁面緑化の状況

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

晴海ふ頭公園内の樹木が改
変されるため、会場エリア
内で緑陰面積が減少する。
アクセスルートに面した樹
木に変化はなく、歩行者が
感じる快適性は変わらな
い。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

晴海ふ頭公園内の樹木が改
変されるため、会場エリア
内で緑陰面積が減少する。
アクセスルートに面した樹
木に変化はなく、歩行者が
感じる快適性は変わらな
い。

－ -1 － -1 -1.0 -1.0

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

史跡・文化財
史跡・文化財の保護・保全
の状況

文化財等の保存及び管理の
支障の有無

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

周辺に史跡・文化財は存在
しない。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

文化財等の保全及び管理に
支障はない。

－ 0 － 0 0.0 0.0

環境項目
資源・廃
棄物

水利用 上水利用量の削減 現在の上水利用量の水準

工事の実施に伴う水の利用
については、散水や洗車に
よる一時的な利用が見込ま
れるが、大量の水利用は想
定されないことから、予測
評価の対象外とする。

節水により上水利用量の削
減が図られる。

競技の実施時における会場
の利用者による水利用につ
いては、「施設の存在によ
る影響」に含めるものとし
て、ここでは予測評価の対
象外とする。

工事の実施に伴う水の利用
については、散水や洗車に
よる一時的な利用が見込ま
れるが、大量の水利用は想
定されないことから、予測
評価の対象外とする。

節水により上水利用量の削
減が図られる。

－ 0 － － 0 0.0 0.0

環境項目
資源・廃
棄物

廃棄物 廃棄物発生量の減量化
廃棄物発生量の減量化に
よって削減される最終処分
量の水準

標準的な工事と同程度の廃
棄物の削減対策がなされ、
現在の廃棄物の発生水準と
同等の減量化が行われる。

施設の存在による廃棄物の
発生については、「競技の
実施による影響」で扱い、
ここでは対象外とする。

競技の実施に伴い排出され
る一般廃棄物は、現在と同
程度の減量化が行われ、最
終処分量は現状の水準と変
わらない。

標準的な工事と同程度の廃
棄物の削減対策がなされ、
現在の廃棄物の発生水準と
同等の減量化が行われる。

後利用で排出される一般廃
棄物は、現在と同程度の減
量化が行われ、最終処分量
は現状の水準と変わらな
い。

0 － 0 0 0 0.0

環境項目
資源・廃
棄物

廃棄物 廃棄物の有効利用
廃棄物の有効利用によって
削減される最終処分量の水
準

建設廃棄物の有効利用の取
り組みについて、現在の標
準的な工事と同程度の廃棄
物の有効利用がなされる。

施設の存在による廃棄物の
発生については、「競技の
実施による影響」で扱い、
ここでは対象外とする。

競技の実施に伴い排出され
る一般廃棄物は、現在と同
程度の有効利用がなされ、
最終処分量は現状の水準と
変わらない。

建設廃棄物の有効利用の取
り組みについて、現在の標
準的な工事と同程度の廃棄
物の有効利用がなされる。

後利用で排出される一般廃
棄物は、現在と同程度の有
効利用がなされ、最終処分
量は現状の水準と変わらな
い。

0 － 0 0 0 0.0

環境項目
資源・廃
棄物

エコマテリアル エコマテリアルの使用
再生可能資材・再生資材の
活用の水準

再生可能資材や再生資材が
最大限に利用され、現在の
水準を上回る。

施設の存在時におけるエコ
マテリアルの利用は想定さ
れないため対象外とする。

競技の実施時におけるエコ
マテリアルの利用は想定さ
れないため対象外とする。

再生可能資材や再生資材が
最大限に利用され、現在の
水準を上回る。

後利用時におけるエコマテ
リアルの利用は想定されな
いため対象外とする。

+1 － － +1 － 1.0 1.0

環境項目
温室効果
ガス

温室効果ガス 温室効果ガスの削減量

①エネルギー消費量による
CO2排出の概算
②既存施設における追加的
排出の有無

一般的な施設の建設工事と
同程度の排出量になる。

開催中の施設の存在による
影響については、「競技の
実施による影響」に含めて
扱う。

同等施設の標準的な排出量
となる。

一般的な施設の建設工事と
同程度の排出量になる。

同等施設の標準的な排出量
となる。

0 － 0 0 0 0.0 0.0

環境項目
温室効果
ガス

エネルギー エネルギー使用量の増減

①現在の使用量の水準（東
京都温暖化対策計画書制度
/東京都建築物環境計画書
制度による評価水準）
②省エネ再エネ対策・設備
の導入状況/可能性

一般的な施設の建設工事と
同程度の消費量になる。

開催中の施設の存在による
影響については、「競技の
実施による影響」に含めて
扱う。

同等施設の標準的な消費量
となる。

一般的な施設の建設工事と
同程度の消費量になる。

同等施設の標準的な消費量
となる。

0 － 0 0 0 0.0 0.0

0.30.0

0.0

0.0

-0.7
-1.7
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会場別予測評価結果表(OV_選手村)

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

評価点

中項目
平均点

指標別
平均点

大項目 中項目 小項目

評価

開催前

段階別影響

開催中

一次評価

評価の指標 評価の基準

開催後開催後 開催中開催前
小項目
平均点

社会・経
済項目

土地利用 土地利用 土地の転用
土地利用の改変、転用の有
無

改変エリアは未利用地や屋
外利用地、公園、運動場と
なっており自然地や農地は
存在しない。

0 0.0

社会・経
済項目

土地利用 土地利用 土地の有効利用 未利用地の解消の有無

会場の一部が未利用地であ
り開催中に選手村として有
効活用される。

都民の居住コミュニティと
して有効利用が継続され
る。 +1 +1 1.0

社会・経
済項目

土地利用 地域分断
生活移動動線の分断又は進
展

歩行者、自転車等の移動動
線の分断をしないこと

既に公共的な利用がなされ
ている施設の場所であり、
改変エリアは生活移動動線
に影響しない。

セキュリティ対策として施
設周辺の交通規制を強化す
るため移動動線の分断が生
じる。

移動動線は確保されてお
り、後利用時も生活移動動
線への影響はない。 0 -1 0 -0.3

社会・経
済項目

土地利用 地域分断
生活移動動線の分断又は進
展

歩行者、自転車等の動線の
ネットワーク化の進展の有
無

既に公共的利用がなされて
いる場所であり、現況と変
わらない。

既に公共的利用がなされて
いる場所であり、現況と変
わらない。

開催前から開催後を通じて
現況と変わらない。

0 0 0 0.0

社会・経
済項目

土地利用 移転 民家等の移転
民家等の移転を伴わないこ
と

改変エリアに民家等が存在
するが大会開催に伴う強制
退去等は生じない。 0 0.0 0.0

社会・経
済項目

交通
公共交通へのア
クセシビリティ

アクセス性
現在の会場までのアクセス
性

アクセス性向上の対策が無
く現況と同様のアクセス性
である。

アクセス性向上の対策が無
く現況と同様のアクセス性
である。 0 0 0.0 0.0

社会・経
済項目

交通 交通安全 交通安全
現在の歩車動線の分離（交
通安全性の向上）の状況

現状でも対策は十分になさ
れており、工事に伴う歩車
動線の未分離区間は発生し
ない。

競技の実施による影響に含
め、評価の対象外とする。

現状において歩車動線は分
離されており、開催中も維
持される。

現状でも対策は十分になさ
れており、工事に伴う歩車
動線の未分離区間は発生し
ない。

現状において歩車動線は分
離されており、後利用時に
も維持される。 0 － 0 0 0 0.0 0.0

社会・経
済項目

経済 事業採算性 施設整備費
施設整備費を適正に保つた
めの措置

対策が無い場合には標準的
な施設整備費となる。

対策が無い場合には標準的
な撤去・改修整備費とな
る。 0 0 0.0

社会・経
済項目

経済 事業採算性 運営経費
運営・維持コストの削減の
ための措置

対策を講じない場合には標
準的な運営経費となる。

対策を講じない場合には標
準的な運営経費となる。

0 0 0.0

-0.2

0.0

0.0 0.0

0.5

0.1
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会場別予測評価結果表(OV_選手村)

環境項目 主要環境 大気
汚染物質（NO2、SPM）の排
出量

排出の有無、現状より排出
増大の可能性

環境項目 主要環境 水質
汚濁負荷（COD、T-N、T-
P、BOD､SS等）の排出量

汚濁負荷物質排出の有無、
汚染増大の可能性

環境項目 主要環境 土壌
土壌汚染物質の拡散の可能
性

土地履歴調査等による土壌
汚染物質の存在可能性

環境項目 生態系
生物の生育・生
息基盤

生物の生育・生息基盤の状
況

①重要な生物・生態系の賦
存地の改変の有無
②生物の生育・生息基盤の
創出の有無

環境項目 生態系 水循環
雨水の地下浸透能力（地表
面被覆率）

現状の地表面被覆率

環境項目 生態系 生物・生態系
周辺の生物の生育・生息環
境の連続性

現況の生物の生育・生息環
境の連続性

環境項目 生態系 生物・生態系 重要な生物・生態系 重要な生物・生態系の状況

環境項目 生態系 生物・生態系
生物相の豊かさ（鳥類相で
代表）

現況の生息種数（現状生息
する種のうち、生息が困難
となる可能性のある種の有
無、種数）

環境項目 生態系 緑 緑被面積（屋上含む） 現況の緑被率の状況

環境項目 生態系 緑 緑化の状況
東京都の自然保護条例、建
築物環境計画書制度におけ
る緑化の評価基準

環境項目 生活環境 騒音 環境・交通騒音レベル
①環境基準及び法令等によ
る基準
②現況の騒音レベル

環境項目 生活環境 日影
日照の阻害の有無（阻害を
受ける住戸等の有無）

現状の日照阻害の状況

大項目 中項目 小項目

評価

評価の指標 評価の基準 工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

工事による大気環境への影
響がみられ、ミティゲー
ションの実施により影響の
程度が低減されるが、濃度
の変化（付加率）が5％以
上となる。

影響要因は想定されないた
め対象外。

施設等の利用、各施設間の
人の移動に伴う大気環境へ
の影響はほとんどなく、ミ
ティゲーションの実施によ
り大気環境が改善される。

工事による大気環境への影
響がみられるが、ミティ
ゲーションの実施により、
大気質の濃度をほとんど悪
化させない程度となる。

施設等の利用、各施設間の
人の移動に伴う大気環境へ
の影響はほとんどなく、ミ
ティゲーションの実施によ
り大気環境が改善される。

-2 － +1 0 +1 0.0 0.0

工事の実施に伴って公共用
水域の水質に影響を及ぼす
ことはないことから、ミ
ティゲーションは想定して
いない。

影響要因が想定されないこ
とから対象外とする。

施設の供用に伴うし尿等の
汚水による影響はないこと
から、ミティゲーションは
想定していない。

工事の実施に伴って公共用
水域の水質に影響を及ぼす
ことはないことから、ミ
ティゲーションは想定して
いない。

施設の供用に伴うし尿等の
汚水による影響はないこと
から、ミティゲーションは
想定していない。 0 － 0 0 0 0.0 0.0

履歴調査の結果、土壌汚染
物質の存在の可能性はない
ことから、ミティゲーショ
ンは想定していない。

影響要因が想定されないこ
とから対象外とする。

影響要因が想定されないこ
とから対象外とする。

工事の内容から土壌汚染物
質の拡散の可能性はないこ
とから、ミティゲーション
は想定していない。

影響要因が想定されないこ
とから対象外とする。

0 － － 0 － 0.0 0.0

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

重要な生物・生態系の賦存
地の改変はない。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

重要な生物・生態系の賦存
地の改変はない。

－ 0 － 0 0.0 0.0

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

海面埋立地であるため対象
外とする。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

海面埋立地であるため対象
外とする。

－ － － － - -

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

ミティゲーションの実施に
より、周辺の生物の生育・
生息環境の連続性が部分的
に改善するものの、現況レ
ベルまで改善しない。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

ミティゲーションの実施に
より、周辺の生物の生育・
生息環境の連続性が現況レ
ベルまで改善する。 － -1 － 0 -0.5

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

重要な生物・生態系の指定
地域の改変はない。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

重要な生物・生態系の指定
地域の改変はない。

－ 0 － 0 0.0

工事に伴う作業員の立ち入
り等により、生息が困難と
なる可能性のある種が存在
する。

生息が困難となる可能性の
ある種は存在しないことか
ら、現況と変わらない。

生息が困難となる可能性の
ある種は存在しないことか
ら、現況と変わらない。

工事に伴う作業員の立ち入
り等により、生息が困難と
なる可能性のある種が存在
する。

生息が困難となる可能性の
ある種は存在しないことか
ら、現況と変わらない。

-1 0 0 -1 0 -0.4

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

現況7.6％の緑被率が
65.6％となり、緑被率が
58.0ポイント増加する。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

現況7.6％の緑被率が
65.6％となり、緑被率が
58.0ポイント増加する。

－ +2 － +2 2.0

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

緑化率が60.8％となり、段
階3を達成。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

緑化率が60.8％となり、段
階3を達成。

－ +2 － +2 2.0

工事の実施に伴う騒音によ
る影響がみられるが、ミ
ティゲーションにより周辺
の生活環境に影響を及ぼさ
ない程度となる。

影響要因は想定されないこ
とから対象外とする。

施設の供用等による騒音が
周辺の生活環境に影響を及
ぼすことはないことから、
ミティゲーションは想定し
ていない。

工事の実施に伴う騒音によ
る影響がみられるが、ミ
ティゲーションにより周辺
の生活環境に影響を及ぼさ
ない程度となる。

住宅として利用され、周辺
の生活環境への影響はない
ことから、ミティゲーショ
ンは想定していない。 0 － 0 0 0 0.0 0.0

施設の存在による影響はな
いことから、ミティゲー
ションは想定していない。

影響要因は想定されないこ
とから対象外とする。

施設の存在による影響はな
いことから、ミティゲー
ションは想定していない。

0 － 0 0.0 0.0

0.0

2.0

評価点段階別影響

開催前 開催中

0.0

0.6-0.3

開催後 開催前 開催中 開催後

二次評価

中項目
平均点

小項目
平均点

指標別
平均点
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会場別予測評価結果表(OV_選手村)

大項目 中項目 小項目

評価

評価の指標 評価の基準

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

景観 緑視率 現況の緑視率

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

景観 優れた眺望又は景観の阻害

①周辺の視点場から眺望で
きる優れた眺望景観の阻害
の有無
②景観形成特別地区の景観
を阻害しないこと

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

自然との触れ合
い活動の場

自然との触れ合い活動の場
の変化

自然との触れ合い活動の場
の消失又は改善・創出

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

自然との触れ合
い活動の場

自然との触れ合い活動の変
化

自然との触れ合い活動の阻
害又は促進（場へのアクセ
ス性含む）の有無

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

歩行者空間の快
適性

街路樹等緑陰の状況（緑陰
面積）

現況の街路樹及び接道緑
化、壁面緑化の状況

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

史跡・文化財
史跡・文化財の保護・保全
の状況

文化財等の保存及び管理の
支障の有無

環境項目
資源・廃
棄物

水利用 上水利用量の削減 現在の上水利用量の水準

環境項目
資源・廃
棄物

廃棄物 廃棄物発生量の減量化
廃棄物発生量の減量化に
よって削減される最終処分
量の水準

環境項目
資源・廃
棄物

廃棄物 廃棄物の有効利用
廃棄物の有効利用によって
削減される最終処分量の水
準

環境項目
資源・廃
棄物

エコマテリアル エコマテリアルの使用
再生可能資材・再生資材の
活用の水準

環境項目
温室効果
ガス

温室効果ガス 温室効果ガスの削減量

①エネルギー消費量による
CO2排出の概算
②既存施設における追加的
排出の有無

環境項目
温室効果
ガス

エネルギー エネルギー使用量の増減

①現在の使用量の水準（東
京都温暖化対策計画書制度
/東京都建築物環境計画書
制度による評価水準）
②省エネ再エネ対策・設備
の導入状況/可能性

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

評価点段階別影響

開催前 開催中 開催後 開催前 開催中 開催後

二次評価

中項目
平均点

小項目
平均点

指標別
平均点

会場エリア内への植樹、屋
上緑化・壁面緑化を行う
が、評価地点からの緑視率
は、＋５ポイント未満であ
ると想定し、現況と変わら
ない。

開催後も壁面緑化を維持す
るが、評価地点からの緑視
率は開催中と同様に±5.0
ポイント未満であることを
想定し、現況と変わらな
い。

0 0 0.0

会場周辺の電線の地中化
（無電柱化）を実施する。

会場周辺の電線の地中化
（無電柱化）を実施する。

+1 +1 1.0

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

現段階ではミティゲーショ
ンは想定していない。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

ミティゲーションの実施に
より、自然との触れ合い活
動の場が現況レベルまで改
善する。 － -2 － 0 -1.0

ミティゲーションの実施に
より、現況レベルまで自然
との触れ合い活動が改善す
る。

ミティゲーションの実施に
より、自然との触れ合い活
動が向上するとともに、ア
クセス性も向上する。

現段階ではミティゲーショ
ンは想定していない。

ミティゲーションの実施に
より、現況レベルまで自然
との触れ合い活動が改善す
る。

ミティゲーションの実施に
より、自然との触れ合い活
動が向上するとともに、ア
クセス性も向上する。 0 +1 -1 0 +2 0.4

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

会場エリア内の緑化の充実
を図る。また、アクセス
ルートの街路樹の整備・充
実を図ることにより、緑陰
面積が増大し、歩行者が感
じる快適性が向上する。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

街路樹を開催後も維持する
ことにより、緑陰面積及び
歩行者が感じる快適性とも
に向上する。 － +2 － +2 2.0 2.0

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

周辺に史跡・文化財は存在
しない。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

文化財等の保全及び管理に
支障はない。

－ 0 － 0 0.0 0.0

工事の実施に伴う水の利用
については、散水や洗車に
よる一時的な利用が見込ま
れるが、大量の水利用は想
定されないことから、予測
評価の対象外とする。

節水のほか、雨水及び再生
水（中水含む）の利用施設
が設置され、水の有効利用
が図られる。

競技の実施時における会場
の利用者による水利用につ
いては、「施設の存在によ
る影響」に含めるものとし
て、ここでは予測評価の対
象外とする。

工事の実施に伴う水の利用
については、散水や洗車に
よる一時的な利用が見込ま
れるが、大量の水利用は想
定されないことから、予測
評価の対象外とする。

節水のほか、雨水及び再生
水（中水含む）の利用施設
が設置され、水の有効利用
が図られる。 － +2 － － +2 2.0 2.0

建設廃棄物の対策はリサイ
クルによるものが大部分で
あり、減量による最終処分
量の大幅な削減は見込めな
い。

施設の存在による廃棄物の
発生については、「競技の
実施による影響」で扱い、
ここでは対象外とする。

既に容器包装廃棄物のリサ
イクル分別などが実施され
ており、廃棄物の発生抑制
策による最終処分量の大幅
な削減は見込めない。

建設廃棄物の対策はリサイ
クルによるものが大部分で
あり、減量による最終処分
量の大幅な削減は見込めな
い。

既に容器包装廃棄物のリサ
イクル分別などが実施され
ており、廃棄物の発生抑制
策による最終処分量の大幅
な削減は見込めない。

0 － 0 0 0 0.0

「東京都建設リサイクル推
進計画」等に基づく有効利
用策の促進により、建設廃
棄物の最終処分量は現在の
水準から38％程度削減され
る。

施設の存在による廃棄物の
発生については、「競技の
実施による影響」で扱い、
ここでは対象外とする。

資源ごみ回収やごみ処理過
程資源化、熱回収等の促進
により、一般廃棄物の最終
処分量は現在の水準から
30％程度削減される。

「東京都建設リサイクル推
進計画」等に基づく有効利
用策の促進により、建設廃
棄物の最終処分量は現在の
水準から38％程度削減され
る。

資源ごみ回収やごみ処理過
程資源化、熱回収等の促進
により、一般廃棄物の最終
処分量は現在の水準から
30％程度削減される。

+1 － +1 +1 +1 1.0

再生可能資材や再生資材が
最大限に利用され、現在の
水準を上回る。

施設の存在時におけるエコ
マテリアルの利用は想定さ
れないため対象外とする。

競技の実施時におけるエコ
マテリアルの利用は想定さ
れないため対象外とする。

再生可能資材や再生資材が
最大限に利用され、現在の
水準を上回る。

後利用時におけるエコマテ
リアルの利用は想定されな
いため対象外とする。

+1 － － +1 － 1.0 1.0

低燃費型建設機械の採用等
により、約20～40％の削減
が図られる。

開催中の施設の存在による
影響については、「競技の
実施による影響」で扱い、
ここでは対象外とする。

最高水準の省エネルギー技
術の活用等により、42.4％
程度の削減が図られる。

低燃費型建設機械の採用等
により、約20～40％の削減
が図られる。

最高水準の省エネルギー技
術の活用等により、50％程
度の削減が図られる。

+2 － +2 +2 +2 2.0 2.0

低燃費型建設機械の採用等
により、約20～40％の低減
が図られる。

開催中の施設の存在による
影響については、「競技の
実施による影響」で扱い、
ここでは対象外とする。

最高水準の省エネルギー技
術の活用等により、42.4％
程度の低減が図られる。

低燃費型建設機械の採用等
により、約20～40％の低減
が図られる。

最高水準の省エネルギー技
術の活用等により、50％程
度の低減が図られる。

+2 － +2 +2 +2 2.0 2.0

0.5

0.6
-0.3

1.20.5

2.0
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会場別予測評価結果表(OV_選手村)

大項目 中項目 小項目

評価

評価の指標 評価の基準

社会・経
済項目

土地利用 土地利用 土地の転用
土地利用の改変、転用の有
無

社会・経
済項目

土地利用 土地利用 土地の有効利用 未利用地の解消の有無

社会・経
済項目

土地利用 地域分断
生活移動動線の分断又は進
展

歩行者、自転車等の移動動
線の分断をしないこと

社会・経
済項目

土地利用 地域分断
生活移動動線の分断又は進
展

歩行者、自転車等の動線の
ネットワーク化の進展の有
無

社会・経
済項目

土地利用 移転 民家等の移転
民家等の移転を伴わないこ
と

社会・経
済項目

交通
公共交通へのア
クセシビリティ

アクセス性
現在の会場までのアクセス
性

社会・経
済項目

交通 交通安全 交通安全
現在の歩車動線の分離（交
通安全性の向上）の状況

社会・経
済項目

経済 事業採算性 施設整備費
施設整備費を適正に保つた
めの措置

社会・経
済項目

経済 事業採算性 運営経費
運営・維持コストの削減の
ための措置

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

評価点段階別影響

開催前 開催中 開催後 開催前 開催中 開催後

二次評価

中項目
平均点

小項目
平均点

指標別
平均点

改変エリアは未利用地や屋
外利用地、公園、運動場と
なっており自然地や農地は
存在しない。

0 0.0

会場の一部が未利用地であ
り開催中に選手村として有
効活用される。

都民の居住コミュニティと
して有効利用が継続され
る。 +1 +1 1.0

既に公共的な利用がなされ
ている施設の場所であり、
改変エリアは生活移動動線
に影響しない。

代替ルート等により移動動
線が確保される。

移動動線は確保されてお
り、後利用時も生活移動動
線への影響はない。 0 0 0 0.0

既に公共的利用がなされて
いる場所であり、現況と変
わらない。

既に公共的利用がなされて
いる場所であり、現況と変
わらない。

交通規制の解除、既存鉄軌
道駅の改良によりネット
ワーク化の向上が図られ
る。

0 0 +1 0.3

改変エリアに民家等が存在
するが大会開催に伴う強制
退去等は生じない。 0 0.0 0.0

既存駅の改良等によるアク
セス性の向上。

既存駅の改良等によるアク
セス性の向上が継続され
る。 +1 +1 1.0 1.0

現状でも対策は十分になさ
れており、工事に伴う歩車
動線の未分離区間は発生し
ない。

競技の実施による影響に含
め、評価の対象外とする。

現状において歩車動線は分
離されており、開催中も維
持される。

現状でも対策は十分になさ
れており、工事に伴う歩車
動線の未分離区間は発生し
ない。

現状において歩車動線は分
離されており、後利用時に
も維持される。 0 － 0 0 0 0.0 0.0

再生可能材の活用等によ
り、最先端技術導入による
コスト増を相殺して標準的
な整備費となる。

再生可能材により整備費や
廃棄物処理費用を抑制する
等の費用削減措置が取られ
る。

0 +1 0.5

エネルギー利用の最適化や
ボランティアの活用により
運営経費、維持管理コスト
の削減が図られる。

エネルギー利用の最適化等
により後利用時も光熱費等
の維持管理コストの削減が
図られる。

+1 +1 1.0

項目 一次評価 二次評価
主要環境 -0.3 0.0
生態系 -0.5 0.6
生活環境 -0.3 0.0
ｱﾒﾆﾃｨ・文化 -0.7 0.6
資源・廃棄物 0.3 1.2
温室効果ガス 0.0 2.0
土地利用 0.1 0.2
交通 0.0 0.5
経済 0.0 0.8

0.8

0.5

0.2

0.2

0.5

0.8

-2
-1
0
1
2
主要環境

生態系

生活環境

ｱﾒﾆﾃｨ・文化

資源・廃棄物温室効果…

土地利用

交通

経済 一次評価

二次評価
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会場別予測評価結果表(IBC・MPC_東京ビッグサイト(IBC・MPC))

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

環境項目 主要環境 大気
汚染物質（NO2、SPM）の排
出量

排出の有無、現状より排出
増大の可能性

工事の実施による濃度の変
化（付加率）が5％未満で
ある。

影響要因は想定されないた
め対象外。

施設等の利用、各施設間の
人の移動に伴う汚染物質の
排出が周辺の大気環境に与
える影響はほとんどない。

影響要因は想定されないた
め対象外。

展示会場等として利用さ
れ、各施設等の利用に伴う
汚染物質の排出が周辺の大
気環境に与える影響はほと
んどない。

-1 － 0 － 0 -0.3 -0.3

環境項目 主要環境 水質
汚濁負荷（COD、T-N、T-
P、BOD､SS等）の排出量

汚濁負荷物質排出の有無、
汚染増大の可能性

工事の実施に伴うし尿等の
汚水は公共下水道等に排出
することから、公共用水域
の水質に影響を及ぼすこと
はない。

影響要因が想定されないこ
とから対象外とする。

施設の供用に伴うし尿等の
汚水は公共下水道等に排出
することから、公共用水域
の水質に影響を及ぼすこと
はない。

工事の実施に伴うし尿等の
汚水は公共下水道等に排出
することから、公共用水域
の水質に影響を及ぼすこと
はない。

施設の供用に伴うし尿等の
汚水は公共下水道等に排出
することから、公共用水域
の水質に影響を及ぼすこと
はない。

0 － 0 0 0 0.0 0.0

環境項目 主要環境 土壌
土壌汚染物質の拡散の可能
性

土地履歴調査等による土壌
汚染物質の存在可能性

履歴調査の結果、土壌汚染
物質の存在の可能性はな
い。

影響要因が想定されないこ
とから対象外とする。

影響要因が想定されないこ
とから対象外とする。

工事の内容から土壌汚染物
質の拡散の可能性はない。

影響要因が想定されないこ
とから対象外とする。

0 － － 0 － 0.0 0.0

環境項目 生態系
生物の生育・生
息基盤

生物の生育・生息基盤の状
況

①重要な生物・生態系の賦
存地の改変の有無
②生物の生育・生息基盤の
創出の有無

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

重要な生物・生態系の賦存
地の改変はない。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

重要な生物・生態系の賦存
地の改変はない。

－ 0 － 0 0.0 0.0

環境項目 生態系 水循環
雨水の地下浸透能力（地表
面被覆率）

現状の地表面被覆率

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

海面埋立地であるため対象
外とする。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

海面埋立地であるため対象
外とする。

－ － － － - -

環境項目 生態系 生物・生態系
周辺の生物の生育・生息環
境の連続性

現況の生物の生育・生息環
境の連続性

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

生物の生育・生息場所は改
変されない。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

仮設の撤去や施設の後利用
の対象は、駐車場、砂利・
舗装面、運動場、芝生であ
り、評価対象とする環境で
はないため、現況と変わら
ない。

－ 0 － 0 0.0

環境項目 生態系 生物・生態系 重要な生物・生態系 重要な生物・生態系の状況

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

重要な生物・生態系の指定
地域の改変はない。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

重要な生物・生態系の指定
地域の改変はない。

－ 0 － 0 0.0

環境項目 生態系 生物・生態系
生物相の豊かさ（鳥類相で
代表）

現況の生息種数（現状生息
する種のうち、生息が困難
となる可能性のある種の有
無、種数）

鳥類の主要な生息場でない
ことから、予測評価の対象
外とする。

鳥類の主要な生息場でない
ことから、予測評価の対象
外とする。

鳥類の主要な生息場でない
ことから、予測評価の対象
外とする。

鳥類の主要な生息場でない
ことから、予測評価の対象
外とする。

鳥類の主要な生息場でない
ことから、予測評価の対象
外とする。

－ － － － － -

環境項目 生態系 緑 緑被面積（屋上含む） 現況の緑被率の状況

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

現況4.0％の緑被率が3.3％
となり、0.7ポイント減少
する。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

現況4.0％の緑被率が3.3％
となり、0.7ポイント減少
する。

－ 0 － 0 0.0

環境項目 生態系 緑 緑化の状況
東京都の自然保護条例、建
築物環境計画書制度におけ
る緑化の評価基準

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

樹林地の改変により、緑化
率は2.6％となり、緑化基
準を満たさない。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

樹林地の改変により、緑化
率は2.6％となり、緑化基
準を満たさない。

－ -1 － -1 -1.0

環境項目 生活環境 騒音 環境・交通騒音レベル
①環境基準及び法令等によ
る基準
②現況の騒音レベル

工事の実施に伴う騒音によ
る周辺の生活環境への影響
がみられる。

影響要因は想定されないこ
とから対象外とする。

施設の供用等に伴う騒音の
発生がみられるが、周辺の
生活環境に影響を及ぼすこ
とはない。

騒音の発生要因となるよう
な工事は行わないことから
対象外とする。

開催後は展示会場等として
利用されることから、周辺
の生活環境に影響を及ぼす
ことはない。 -1 － 0 － 0 -0.3 -0.3

環境項目 生活環境 日影
日照の阻害の有無（阻害を
受ける住戸等の有無）

現状の日照阻害の状況

施設の高さ、周辺の状況、
仮設のみであることなどか
ら、施設の存在に伴う日影
の影響はない。

影響要因は想定されないこ
とから対象外とする。

開催後に、新たな施設によ
る日影は生じないことから
影響はない。

0 － 0 0.0 0.0

-0.2

-0.20.0

-0.5

評価点

中項目
平均点

指標別
平均点

-0.1

大項目 中項目 小項目

評価

開催前

段階別影響

開催中

一次評価

評価の指標 評価の基準

開催後開催後 開催中開催前
小項目
平均点
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工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

評価点

中項目
平均点

指標別
平均点

大項目 中項目 小項目

評価

開催前

段階別影響

開催中

一次評価

評価の指標 評価の基準

開催後開催後 開催中開催前
小項目
平均点

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

景観 緑視率 現況の緑視率

仮設の歩行者デッキの設置
により緑視が阻害される
が、緑視率の減少は約0.3
ポイントであり、現況と変
わらない。

仮設の歩行者デッキが撤去
されるが、樹木が改変され
た状態が続くため、現況か
ら約0.2ポイントの減少と
なる。

0 0 0.0

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

景観 優れた眺望又は景観の阻害

①周辺の視点場から眺望で
きる優れた眺望景観の阻害
の有無
②景観形成特別地区の景観
を阻害しないこと

眺望景観及び景観形成特別
地区の景観を阻害すること
はない。

眺望景観及び景観形成特別
地区の景観を阻害すること
はない。

0 0 0.0

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

自然との触れ合
い活動の場

自然との触れ合い活動の場
の変化

自然との触れ合い活動の場
の消失又は改善・創出

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

改変部が自然との触れ合い
活動の場の主要部や周縁部
ではない、又は半分弱にみ
たないことから、現況と変
わらない。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

改変部が自然との触れ合い
活動の場の主要部や周縁部
ではない、又は半分弱にみ
たないことから、現況と変
わらない。

－ 0 － 0 0.0

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

自然との触れ合
い活動の場

自然との触れ合い活動の変
化

自然との触れ合い活動の阻
害又は促進（場へのアクセ
ス性含む）の有無

現況で自然との触れ合い活
動が行われていない。

現況で自然との触れ合い活
動が行われていない。

現況で自然との触れ合い活
動が行われていない。

現況で自然との触れ合い活
動が行われていない。

現況で自然との触れ合い活
動が行われていない。

0 0 0 0 0 0.0

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

歩行者空間の快
適性

街路樹等緑陰の状況（緑陰
面積）

現況の街路樹及び接道緑
化、壁面緑化の状況

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

施設の整備により、改変さ
れる樹木はないことから、
緑陰面積及び歩行者が感じ
る快適性ともに現況と変わ
らない。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

施設の整備により改変され
る樹木はないことから、緑
陰面積及び歩行者が感じる
快適性ともに変化はない。 － 0 － 0 0.0 0.0

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

史跡・文化財
史跡・文化財の保護・保全
の状況

文化財等の保存及び管理の
支障の有無

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

周辺に史跡・文化財は存在
しない。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

文化財等の保全及び管理に
支障はない。

－ 0 － 0 0.0 0.0

環境項目
資源・廃
棄物

水利用 上水利用量の削減 現在の上水利用量の水準

工事の実施に伴う水の利用
については、散水や洗車に
よる一時的な利用が見込ま
れるが、大量の水利用は想
定されないことから、予測
評価の対象外とする。

節水のほか、雨水及び再生
水（中水含む）の利用によ
り上水利用量の削減が図ら
れる。

競技の実施時における会場
の利用者による水利用につ
いては、「施設の存在によ
る影響」に含めるものとし
て、ここでは予測評価の対
象外とする。

工事の実施に伴う水の利用
については、散水や洗車に
よる一時的な利用が見込ま
れるが、大量の水利用は想
定されないことから、予測
評価の対象外とする。

節水のほか、雨水及び再生
水（中水含む）の利用によ
り上水利用量の削減が図ら
れる。 － +2 － － +2 2.0 2.0

環境項目
資源・廃
棄物

廃棄物 廃棄物発生量の減量化
廃棄物発生量の減量化に
よって削減される最終処分
量の水準

標準的な工事と同程度の廃
棄物の削減対策がなされ、
現在の廃棄物の発生水準と
同等の減量化が行われる。

施設の存在による廃棄物の
発生については、「競技の
実施による影響」で扱い、
ここでは対象外とする。

競技の実施に伴い排出され
る一般廃棄物は、現在と同
程度の減量化が行われ、最
終処分量は現状の水準と変
わらない。

影響要因は想定されないこ
とから対象外とする。

後利用で排出される一般廃
棄物は、現在と同程度の減
量化が行われ、最終処分量
は現状の水準と変わらな
い。

0 － 0 － 0 0.0

環境項目
資源・廃
棄物

廃棄物 廃棄物の有効利用
廃棄物の有効利用によって
削減される最終処分量の水
準

建設廃棄物の有効利用の取
り組みについて、現在の標
準的な工事と同程度の廃棄
物の有効利用がなされる。

施設の存在による廃棄物の
発生については、「競技の
実施による影響」で扱い、
ここでは対象外とする。

競技の実施に伴い排出され
る一般廃棄物は、現在と同
程度の有効利用がなされ、
最終処分量は現状の水準と
変わらない。

影響要因は想定されないこ
とから対象外とする。

後利用で排出される一般廃
棄物は、現在と同程度の有
効利用がなされ、最終処分
量は現状の水準と変わらな
い。

0 － 0 － 0 0.0

環境項目
資源・廃
棄物

エコマテリアル エコマテリアルの使用
再生可能資材・再生資材の
活用の水準

再生可能資材や再生資材が
最大限に利用され、現在の
水準を上回る。

施設の存在時におけるエコ
マテリアルの利用は想定さ
れないため対象外とする。

競技の実施時におけるエコ
マテリアルの利用は想定さ
れないため対象外とする。

影響要因は想定されないこ
とから対象外とする。

後利用時におけるエコマテ
リアルの利用は想定されな
いため対象外とする。

+1 － － － － 1.0 1.0

環境項目
温室効果
ガス

温室効果ガス 温室効果ガスの削減量

①エネルギー消費量による
CO2排出の概算
②既存施設における追加的
排出の有無

一般的な施設の建設工事と
同程度の排出量になる。

開催中の施設の存在による
影響については、「競技の
実施による影響」に含めて
扱う。

東京都環境確保条例に基づ
く排出総量削減義務が課さ
れており、14.2％程度の削
減が見込まれる。

影響要因は想定されないこ
とから対象外とする。

東京都環境確保条例に基づ
く排出総量削減義務が課さ
れており、14.2％程度の削
減が見込まれる。 0 － +1 － +1 0.7 0.7

環境項目
温室効果
ガス

エネルギー エネルギー使用量の増減

①現在の使用量の水準（東
京都温暖化対策計画書制度
/東京都建築物環境計画書
制度による評価水準）
②省エネ再エネ対策・設備
の導入状況/可能性

一般的な施設の建設工事と
同程度の消費量になる。

開催中の施設の存在による
影響については、「競技の
実施による影響」に含めて
扱う。

東京都環境確保条例に基づ
く排出総量低減義務が課さ
れており、14.2％程度の低
減が見込まれる。

影響要因は想定されないこ
とから対象外とする。

東京都環境確保条例に基づ
く排出総量低減義務が課さ
れており、14.2％程度の低
減が見込まれる。 0 － +1 － +1 0.7 0.7

1.00.0

0.7

0.0

0.00.0
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工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

評価点

中項目
平均点

指標別
平均点

大項目 中項目 小項目

評価

開催前

段階別影響

開催中

一次評価

評価の指標 評価の基準

開催後開催後 開催中開催前
小項目
平均点

社会・経
済項目

土地利用 土地利用 土地の転用
土地利用の改変、転用の有
無

改変エリアは主に屋外利用
地であり自然地や農地は存
在しない。 0 0.0

社会・経
済項目

土地利用 土地利用 土地の有効利用 未利用地の解消の有無

未利用地の有効利用はな
い。

未利用地の有効利用はな
い。

0 0 0.0

社会・経
済項目

土地利用 地域分断
生活移動動線の分断又は進
展

歩行者、自転車等の移動動
線の分断をしないこと

既に公共的な利用がなされ
ている施設の場所であり、
改変エリアは生活移動動線
に影響しない。

移動動線は確保されてお
り、競技中も現況と変わら
ない。

移動動線は確保されてお
り、後利用時も生活移動動
線への影響はない。 0 0 0 0.0

社会・経
済項目

土地利用 地域分断
生活移動動線の分断又は進
展

歩行者、自転車等の動線の
ネットワーク化の進展の有
無

既に公共的利用がなされて
いる場所であり、現況と変
わらない。

既に公共的利用がなされて
いる場所であり、現況と変
わらない。

開催前から開催後を通じて
現況と変わらない。

0 0 0 0.0

社会・経
済項目

土地利用 移転 民家等の移転
民家等の移転を伴わないこ
と

改変エリアに民家等は存在
しない。

0 0.0 0.0

社会・経
済項目

交通
公共交通へのア
クセシビリティ

アクセス性
現在の会場までのアクセス
性

アクセス性向上の対策が無
く現況と同様のアクセス性
である。

アクセス性向上の対策が無
く現況と同様のアクセス性
である。 0 0 0.0 0.0

社会・経
済項目

交通 交通安全 交通安全
現在の歩車動線の分離（交
通安全性の向上）の状況

現状でも対策は十分になさ
れており、工事に伴う歩車
動線の未分離区間は発生し
ない。

競技の実施による影響に含
め、評価の対象外とする。

現状において歩車動線は分
離されており、開催中も維
持される。

現状でも対策は十分になさ
れており、工事に伴う歩車
動線の未分離区間は発生し
ない。

現状において歩車動線は分
離されており、後利用時に
も維持される。 0 － 0 0 0 0.0 0.0

社会・経
済項目

経済 事業採算性 施設整備費
施設整備費を適正に保つた
めの措置

対策が無い場合には標準的
な施設整備費となる。

対策が無い場合には標準的
な撤去・改修整備費とな
る。 0 0 0.0

社会・経
済項目

経済 事業採算性 運営経費
運営・維持コストの削減の
ための措置

対策を講じない場合には標
準的な運営経費となる。

対策を講じない場合には標
準的な運営経費となる。

0 0 0.0

0.0

0.0

0.0 0.0

0.0

0.0
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環境項目 主要環境 大気
汚染物質（NO2、SPM）の排
出量

排出の有無、現状より排出
増大の可能性

環境項目 主要環境 水質
汚濁負荷（COD、T-N、T-
P、BOD､SS等）の排出量

汚濁負荷物質排出の有無、
汚染増大の可能性

環境項目 主要環境 土壌
土壌汚染物質の拡散の可能
性

土地履歴調査等による土壌
汚染物質の存在可能性

環境項目 生態系
生物の生育・生
息基盤

生物の生育・生息基盤の状
況

①重要な生物・生態系の賦
存地の改変の有無
②生物の生育・生息基盤の
創出の有無

環境項目 生態系 水循環
雨水の地下浸透能力（地表
面被覆率）

現状の地表面被覆率

環境項目 生態系 生物・生態系
周辺の生物の生育・生息環
境の連続性

現況の生物の生育・生息環
境の連続性

環境項目 生態系 生物・生態系 重要な生物・生態系 重要な生物・生態系の状況

環境項目 生態系 生物・生態系
生物相の豊かさ（鳥類相で
代表）

現況の生息種数（現状生息
する種のうち、生息が困難
となる可能性のある種の有
無、種数）

環境項目 生態系 緑 緑被面積（屋上含む） 現況の緑被率の状況

環境項目 生態系 緑 緑化の状況
東京都の自然保護条例、建
築物環境計画書制度におけ
る緑化の評価基準

環境項目 生活環境 騒音 環境・交通騒音レベル
①環境基準及び法令等によ
る基準
②現況の騒音レベル

環境項目 生活環境 日影
日照の阻害の有無（阻害を
受ける住戸等の有無）

現状の日照阻害の状況

大項目 中項目 小項目

評価

評価の指標 評価の基準 工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

工事による大気環境への影
響がみられ、ミティゲー
ションの実施により影響の
程度が低減されるが、濃度
の変化（付加率）が5％未
満となる。

影響要因は想定されないた
め対象外。

施設等の利用、各施設間の
人の移動に伴う大気環境へ
の影響はほとんどなく、ミ
ティゲーションの実施によ
り大気環境が改善される。

影響要因は想定されないた
め対象外。

施設等の利用、各施設間の
人の移動に伴う大気環境へ
の影響はほとんどなく、ミ
ティゲーションの実施によ
り大気環境が改善される。

-1 － +1 － +1 0.3 0.3

工事の実施に伴って公共用
水域の水質に影響を及ぼす
ことはないことから、ミ
ティゲーションは想定して
いない。

影響要因が想定されないこ
とから対象外とする。

施設の供用に伴うし尿等の
汚水による影響はないこと
から、ミティゲーションは
想定していない。

工事の実施に伴って公共用
水域の水質に影響を及ぼす
ことはないことから、ミ
ティゲーションは想定して
いない。

施設の供用に伴うし尿等の
汚水による影響はないこと
から、ミティゲーションは
想定していない。 0 － 0 0 0 0.0 0.0

履歴調査の結果、土壌汚染
物質の存在の可能性はない
ことから、ミティゲーショ
ンは想定していない。

影響要因が想定されないこ
とから対象外とする。

影響要因が想定されないこ
とから対象外とする。

工事の内容から土壌汚染物
質の拡散の可能性はないこ
とから、ミティゲーション
は想定していない。

影響要因が想定されないこ
とから対象外とする。

0 － － 0 － 0.0 0.0

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

重要な生物・生態系の賦存
地の改変はない。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

重要な生物・生態系の賦存
地の改変はない。

－ 0 － 0 0.0 0.0

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

海面埋立地であるため対象
外とする。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

海面埋立地であるため対象
外とする。

－ － － － - -

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

生物の生育・生息場所は改
変されない。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

周辺の生物の生育・生息場
所の連続性は現況と変わら
ない。

－ 0 － 0 0.0

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

重要な生物・生態系の指定
地域の改変はない。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

重要な生物・生態系の指定
地域の改変はない。

－ 0 － 0 0.0

鳥類の主要な生息場でない
ことから、予測評価の対象
外とする。

鳥類の主要な生息場でない
ことから、予測評価の対象
外とする。

鳥類の主要な生息場でない
ことから、予測評価の対象
外とする。

鳥類の主要な生息場でない
ことから、予測評価の対象
外とする。

鳥類の主要な生息場でない
ことから、予測評価の対象
外とする。

－ － － － － -

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

現況4.0％の緑被率が9.3％
となり、緑被率が5.3ポイ
ント増加する。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

現況4.0％の緑被率が9.3％
となり、5.3ポイント増加
する。

－ +1 － +1 1.0

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

緑化率は8.5％であり、緑
化基準を満たさなかった。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

緑化率は8.6％であり、緑
化基準を満たさなかった。

－ -1 － -1 -1.0

工事の実施に伴う騒音によ
る影響がみられるが、ミ
ティゲーションにより周辺
の生活環境に影響を及ぼさ
ない程度となる。

影響要因は想定されないこ
とから対象外とする。

施設の供用等による騒音が
周辺の生活環境に影響を及
ぼすことはないことから、
ミティゲーションは想定し
ていない。

騒音の発生要因となるよう
な工事は行わないことから
対象外とする。

展示会場等として利用さ
れ、周辺の生活環境への影
響はないことから、ミティ
ゲーションは想定していな
い。

0 － 0 － 0 0.0 0.0

施設の存在による影響はな
いことから、ミティゲー
ションは想定していない。

影響要因は想定されないこ
とから対象外とする。

施設の存在による影響はな
いことから、ミティゲー
ションは想定していない。

0 － 0 0.0 0.0

0.0

0.0

評価点段階別影響

開催前 開催中

0.1

0.00.0

開催後 開催前 開催中 開催後

二次評価

中項目
平均点

小項目
平均点

指標別
平均点
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会場別予測評価結果表(IBC・MPC_東京ビッグサイト(IBC・MPC))

大項目 中項目 小項目

評価

評価の指標 評価の基準

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

景観 緑視率 現況の緑視率

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

景観 優れた眺望又は景観の阻害

①周辺の視点場から眺望で
きる優れた眺望景観の阻害
の有無
②景観形成特別地区の景観
を阻害しないこと

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

自然との触れ合
い活動の場

自然との触れ合い活動の場
の変化

自然との触れ合い活動の場
の消失又は改善・創出

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

自然との触れ合
い活動の場

自然との触れ合い活動の変
化

自然との触れ合い活動の阻
害又は促進（場へのアクセ
ス性含む）の有無

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

歩行者空間の快
適性

街路樹等緑陰の状況（緑陰
面積）

現況の街路樹及び接道緑
化、壁面緑化の状況

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・文
化

史跡・文化財
史跡・文化財の保護・保全
の状況

文化財等の保存及び管理の
支障の有無

環境項目
資源・廃
棄物

水利用 上水利用量の削減 現在の上水利用量の水準

環境項目
資源・廃
棄物

廃棄物 廃棄物発生量の減量化
廃棄物発生量の減量化に
よって削減される最終処分
量の水準

環境項目
資源・廃
棄物

廃棄物 廃棄物の有効利用
廃棄物の有効利用によって
削減される最終処分量の水
準

環境項目
資源・廃
棄物

エコマテリアル エコマテリアルの使用
再生可能資材・再生資材の
活用の水準

環境項目
温室効果
ガス

温室効果ガス 温室効果ガスの削減量

①エネルギー消費量による
CO2排出の概算
②既存施設における追加的
排出の有無

環境項目
温室効果
ガス

エネルギー エネルギー使用量の増減

①現在の使用量の水準（東
京都温暖化対策計画書制度
/東京都建築物環境計画書
制度による評価水準）
②省エネ再エネ対策・設備
の導入状況/可能性

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

評価点段階別影響

開催前 開催中 開催後 開催前 開催中 開催後

二次評価

中項目
平均点

小項目
平均点

指標別
平均点

MPCの屋上を緑化するが、
評価地点の緑視率の減少は
約0.3ポイントであり、現
況と変わらない。

仮設撤去後、樹木の原状復
帰を行うため、緑視率は現
況と変わらない。

0 0 0.0

眺望景観及び景観形成特別
地区の景観を阻害すること
はない。

眺望景観及び景観形成特別
地区の景観を阻害すること
はない。

0 0 0.0

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

改変部が自然との触れ合い
活動の場でない、又は現況
で自然との触れ合い活動の
場となっていない。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

自然との触れ合い活動の場
は現況と変わらない。

－ 0 － 0 0.0

現況で自然との触れ合い活
動が行われていない。

現況で自然との触れ合い活
動が行われていない。

現況で自然との触れ合い活
動が行われていない。

現況で自然との触れ合い活
動が行われていない。

現況で自然との触れ合い活
動が行われていない。

0 0 0 0 0 0.0

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

樹木に影響する改変はな
く、緑陰面積及び歩行者が
感じる快適性ともに現況と
変わらない。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

樹木に影響する改変はな
く、緑陰面積及び歩行者が
感じる快適性ともに現況と
変わらない。 － 0 － 0 0.0 0.0

改変による影響が最大とな
る「施設の存在による影
響」で予測評価を行うこと
から対象外とする。

周辺に史跡・文化財は存在
しない。

改変による影響が一定とな
る「後利用による影響」で
予測評価を行うことから、
対象外とする。

文化財等の保全及び管理に
支障はない。

－ 0 － 0 0.0 0.0

工事の実施に伴う水の利用
については、散水や洗車に
よる一時的な利用が見込ま
れるが、大量の水利用は想
定されないことから、予測
評価の対象外とする。

節水のほか、雨水及び再生
水（中水含む）の利用によ
り上水利用量の削減が図ら
れる。

競技の実施時における会場
の利用者による水利用につ
いては、「施設の存在によ
る影響」に含めるものとし
て、ここでは予測評価の対
象外とする。

工事の実施に伴う水の利用
については、散水や洗車に
よる一時的な利用が見込ま
れるが、大量の水利用は想
定されないことから、予測
評価の対象外とする。

節水のほか、雨水及び再生
水（中水含む）の利用によ
り上水利用量の削減が図ら
れる。 － +2 － － +2 2.0 2.0

建設廃棄物の対策はリサイ
クルによるものが大部分で
あり、減量による最終処分
量の大幅な削減は見込めな
い。

施設の存在による廃棄物の
発生については、「競技の
実施による影響」で扱い、
ここでは対象外とする。

既に容器包装廃棄物のリサ
イクル分別などが実施され
ており、廃棄物の発生抑制
策による最終処分量の大幅
な削減は見込めない。

影響要因は想定されないこ
とから対象外とする。

既に容器包装廃棄物のリサ
イクル分別などが実施され
ており、廃棄物の発生抑制
策による最終処分量の大幅
な削減は見込めない。

0 － 0 － 0 0.0

「東京都建設リサイクル推
進計画」等に基づく有効利
用策の促進により、建設廃
棄物の最終処分量は現在の
水準から20％以上削減され
る。

施設の存在による廃棄物の
発生については、「競技の
実施による影響」で扱い、
ここでは対象外とする。

資源ごみ回収やごみ処理過
程資源化、熱回収等の促進
により、一般廃棄物の最終
処分量は現在の水準から
30％程度削減される。

影響要因は想定されないこ
とから対象外とする。

資源ごみ回収やごみ処理過
程資源化、熱回収等の促進
により、一般廃棄物の最終
処分量は現在の水準から
30％程度削減される。

+1 － +1 － +1 1.0

再生可能資材や再生資材が
最大限に利用され、現在の
水準を上回る。

施設の存在時におけるエコ
マテリアルの利用は想定さ
れないため対象外とする。

競技の実施時におけるエコ
マテリアルの利用は想定さ
れないため対象外とする。

影響要因は想定されないこ
とから対象外とする。

後利用時におけるエコマテ
リアルの利用は想定されな
いため対象外とする。

+1 － － － － 1.0 1.0

低燃費型建設機械の採用等
により、約20～40％の削減
が図られる。

開催中の施設の存在による
影響については、「競技の
実施による影響」で扱い、
ここでは対象外とする。

最高水準の省エネルギー技
術の活用等により、22.5％
程度の削減が図られる。

影響要因は想定されないこ
とから対象外とする。

最高水準の省エネルギー技
術の活用等により、22.5％
程度の削減が図られる。

+2 － +2 － +2 2.0 2.0

低燃費型建設機械の採用等
により、約20～40％の低減
が図られる。

開催中の施設の存在による
影響については、「競技の
実施による影響」で扱い、
ここでは対象外とする。

最高水準の省エネルギー技
術の活用等により、22.5％
程度の低減が図られる。

影響要因は想定されないこ
とから対象外とする。

最高水準の省エネルギー技
術の活用等により、22.5％
程度の低減が図られる。

+2 － +2 － +2 2.0 2.0

0.0

0.00.0

1.20.5

2.0
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会場別予測評価結果表(IBC・MPC_東京ビッグサイト(IBC・MPC))

大項目 中項目 小項目

評価

評価の指標 評価の基準

社会・経
済項目

土地利用 土地利用 土地の転用
土地利用の改変、転用の有
無

社会・経
済項目

土地利用 土地利用 土地の有効利用 未利用地の解消の有無

社会・経
済項目

土地利用 地域分断
生活移動動線の分断又は進
展

歩行者、自転車等の移動動
線の分断をしないこと

社会・経
済項目

土地利用 地域分断
生活移動動線の分断又は進
展

歩行者、自転車等の動線の
ネットワーク化の進展の有
無

社会・経
済項目

土地利用 移転 民家等の移転
民家等の移転を伴わないこ
と

社会・経
済項目

交通
公共交通へのア
クセシビリティ

アクセス性
現在の会場までのアクセス
性

社会・経
済項目

交通 交通安全 交通安全
現在の歩車動線の分離（交
通安全性の向上）の状況

社会・経
済項目

経済 事業採算性 施設整備費
施設整備費を適正に保つた
めの措置

社会・経
済項目

経済 事業採算性 運営経費
運営・維持コストの削減の
ための措置

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

評価点段階別影響

開催前 開催中 開催後 開催前 開催中 開催後

二次評価

中項目
平均点

小項目
平均点

指標別
平均点

改変エリアは主に屋外利用
地であり自然地や農地は存
在しない。 0 0.0

未利用地の有効利用はな
い。

未利用地の有効利用はな
い。

0 0 0.0

既に公共的な利用がなされ
ている施設の場所であり、
改変エリアは生活移動動線
に影響しない。

移動動線は確保されてお
り、競技中も現況と変わら
ない。

移動動線は確保されてお
り、後利用時も生活移動動
線への影響はない。 0 0 0 0.0

既に公共的利用がなされて
いる場所であり、現況と変
わらない。

既に公共的利用がなされて
いる場所であり、現況と変
わらない。

開催前から開催後を通じて
現況と変わらない。

0 0 0 0.0

改変エリアに民家等は存在
しない。

0 0.0 0.0

アクセス性向上の対策が無
く現況と同様のアクセス性
である。

アクセス性向上の対策が無
く現況と同様のアクセス性
である。 0 0 0.0 0.0

現状でも対策は十分になさ
れており、工事に伴う歩車
動線の未分離区間は発生し
ない。

競技の実施による影響に含
め、評価の対象外とする。

現状において歩車動線は分
離されており、開催中も維
持される。

現状でも対策は十分になさ
れており、工事に伴う歩車
動線の未分離区間は発生し
ない。

現状において歩車動線は分
離されており、後利用時に
も維持される。 0 － 0 0 0 0.0 0.0

再生可能材の活用等によ
り、最先端技術導入による
コスト増を相殺して標準的
な整備費となる。

再生可能材により整備費や
廃棄物処理費用を抑制する
等の費用削減措置が取られ
る。

0 +1 0.5

エネルギー利用の最適化や
ボランティアの活用により
運営経費、維持管理コスト
の削減が図られる。

エネルギー利用の最適化等
により後利用時も光熱費等
の維持管理コストの削減が
図られる。

+1 +1 1.0

項目 一次評価 二次評価
主要環境 -0.1 0.1
生態系 -0.2 0.0
生活環境 -0.2 0.0
ｱﾒﾆﾃｨ・文化 0.0 0.0
資源・廃棄物 1.0 1.2
温室効果ガス 0.7 2.0
土地利用 0.0 0.0
交通 0.0 0.0
経済 0.0 0.8

0.8

0.0

0.0

0.0

0.0

0.8

-2
-1
0
1
2
主要環境

生態系

生活環境

ｱﾒﾆﾃｨ・文化

資源・廃棄物温室効果ガス

土地利用

交通

経済 一次評価

二次評価

1－216



競技別予測評価結果表(1_陸上競技（マラソン）)

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

環境項目 主要環境 大気質 汚染物質（NO2､SPM）の排出量 排出の有無、現状より排出増大の可能性

競技関係の車両の走行に伴う大気汚染物質
による大気環境への影響は小さい。

0 0.0

環境項目 主要環境 大気質 NO2､SPM濃度 競技等に応じた大気質
（環境基準等の適合）

競技者に影響のない水準である。

0 0.0

環境項目 主要環境 大気質 放射性物質
競技等に応じた大気質
（環境基準等の適合）

競技者に影響のない水準である。

0 0.0

環境項目 主要環境 水質 汚濁負荷（COD,T-N,T-P,BOD,SS）の排出量 汚濁負荷物質排出の有無、汚染増大の可能性

し尿等の汚水は公共下水道へ排出するため
公共用水域の水質への影響はない。

0 0.0

環境項目 主要環境 水質
ふん便性大腸菌群数,油膜の有無,CODの濃度,
透明度（水浴場水質判定基準項目）

競技に応じた水質（水浴場水質判定基準の適
合等）

陸域競技であることから対象外とした。

－ -

環境項目 主要環境 水質 放射性物質
競技に応じた水質（水浴場水質判定基準の適
合等）

陸域競技であることから対象外とした。

－ -

環境項目 生活環境 騒音 環境・交通騒音レベル
①環境基準及び法令等による基準
②現況の騒音レベル

競技関係車両の走行、声援等の騒音による
周辺への影響はほとんどない。

0 0.0 0.0 0.0

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・
文化

歩行者空間の
快適性

地面付近の気温
①現況の地面付近の気温
②アスリートに影響のない水準

現況でアスリートに影響のない水準である

0 0.0 0.0 0.0

環境項目
資源・廃
棄物

廃棄物 廃棄物発生量の減量化
廃棄物発生量の減量化によって削減される最
終処分量の水準

競技の実施に伴い排出される一般廃棄物
は、現在と同程度の減量化がなされ、最終
処分量は現状の水準と変わらない。

0 0.0

環境項目
資源・廃
棄物

廃棄物 廃棄物の有効利用
廃棄物の有効利用によって削減される最終処
分量の水準

競技の実施に伴い排出される一般廃棄物
は、現在と同程度の有効利用がなされ、最
終処分量は現状の水準と変わらない。 0 0.0

環境項目
温室効果
ガス

温室効果ガス 温室効果ガスの削減量
①エネルギー消費量によるCO2排出の概算
②既存施設における追加的排出の有無

大会関係車を一般的な車両（ガソリン車）
と想定した場合、競技の実施に伴い排出さ
れるCO2排出量は現状の水準にとどまる。 0 0.0 0.0

環境項目
温室効果
ガス

エネルギー エネルギー使用量の増減
①現在の使用量の水準
②省エネ再エネ対策・設備の導入状況／可能
性

大会関係車を一般的な車両（ガソリン車）
と想定した場合、競技の実施に伴うエネル
ギー消費量は現状の水準にとどまる。 0 0.0 0.0

社会・経
済項目

交通 交通渋滞 ボトルネックの解消又は継続 現在の交通渋滞及びボトルネックの状況

一時的な交通規制を行うため、渋滞緩和計
画を立てない場合には、都心部の交通流を
悪化させる可能性がある。

-1 -1.0 -1.0 -1.0

社会・経
済項目

経済 事業採算性 運営経費 運営・維持コストの削減のための措置

想定範囲の運営・維持コスト

0 0.0 0.0 0.0

開催前 開催中 開催後 開催中 開催後大項目 中項目 小項目

評価
段階別影響

開催前
評価点

一次評価

評価の指標 評価の基準
中項目
平均点

小項目
平均点

指標別
平均点

0.0

0.00.0

0.0

0.0

0.0

2－1



競技別予測評価結果表(1_陸上競技（マラソン）)

環境項目 主要環境 大気質 汚染物質（NO2､SPM）の排出量 排出の有無、現状より排出増大の可能性

環境項目 主要環境 大気質 NO2､SPM濃度 競技等に応じた大気質
（環境基準等の適合）

環境項目 主要環境 大気質 放射性物質
競技等に応じた大気質
（環境基準等の適合）

環境項目 主要環境 水質 汚濁負荷（COD,T-N,T-P,BOD,SS）の排出量 汚濁負荷物質排出の有無、汚染増大の可能性

環境項目 主要環境 水質
ふん便性大腸菌群数,油膜の有無,CODの濃度,
透明度（水浴場水質判定基準項目）

競技に応じた水質（水浴場水質判定基準の適
合等）

環境項目 主要環境 水質 放射性物質
競技に応じた水質（水浴場水質判定基準の適
合等）

環境項目 生活環境 騒音 環境・交通騒音レベル
①環境基準及び法令等による基準
②現況の騒音レベル

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・
文化

歩行者空間の
快適性

地面付近の気温
①現況の地面付近の気温
②アスリートに影響のない水準

環境項目
資源・廃
棄物

廃棄物 廃棄物発生量の減量化
廃棄物発生量の減量化によって削減される最
終処分量の水準

環境項目
資源・廃
棄物

廃棄物 廃棄物の有効利用
廃棄物の有効利用によって削減される最終処
分量の水準

環境項目
温室効果
ガス

温室効果ガス 温室効果ガスの削減量
①エネルギー消費量によるCO2排出の概算
②既存施設における追加的排出の有無

環境項目
温室効果
ガス

エネルギー エネルギー使用量の増減
①現在の使用量の水準
②省エネ再エネ対策・設備の導入状況／可能
性

社会・経
済項目

交通 交通渋滞 ボトルネックの解消又は継続 現在の交通渋滞及びボトルネックの状況

社会・経
済項目

経済 事業採算性 運営経費 運営・維持コストの削減のための措置

大項目 中項目 小項目

評価

評価の指標 評価の基準 工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

競技関係の車両の走行に伴う大気環境への
影響は小さく、ミティゲーションは想定し
ていない。

0 0.0

汚染物質削減のためのミティゲーションの
実施により大気環境が改善される。

+1 1.0

競技者に影響のない水準であり、ミティ
ゲーションは想定していない。

0 0.0

し尿等の汚水による公共用水域の水質への
影響はなく、ミティゲーションは想定して
いない。

0 0.0

陸域競技であることから対象外とした。

－ -

陸域競技であることから対象外とした。

－ -

競技の実施による騒音の影響はほとんどな
く、ミティゲーションは想定していない。

0 0.0 0.0 0.0

現況と変わらずアスリートに影響のない水
準である

0 0.0 0.0 0.0

既に容器包装廃棄物のリサイクル分別など
が実施されており、廃棄物の発生抑制策に
よる最終処分量の大幅な削減は見込めな
い。 0 0.0

資源ごみ回収やごみ処理過程資源化、熱回
収等の促進により、一般廃棄物の最終処分
量は現在の水準から30％程度削減される。 1 1.0

低公害かつ低燃費な自動車を採用すること
により、23％以上の削減が図られる。

2 2.0 2.0

低公害かつ低燃費な自動車を採用すること
により、36％以上の低減が図られる。

2 2.0 2.0

競技開催時の交通輸送の円滑化を図るとと
もに、三環状道路の整備等の実施により圏
央道内側の主要渋滞ポイントが概ね解消さ
れる。 1 1.0 1.0 1.0

ボランティア支援策により、多数のボラン
ティアの協力が見込まれ、運営経費の削減
がされる。 1 1.0 1.0 1.0

項目 一次評価 二次評価
主要環境 0.0 0.2
生活環境 0.0 0.0
ｱﾒﾆﾃｨ・文化 0.0 0.0
資源・廃棄物 0.0 0.5
温室効果ガス 0.0 2.0
交通 -1.0 1.0
経済 0.0 1.0

段階別影響
開催前 開催後開催中

2.0

開催前 開催中 開催後

0.5

中項目
平均点

小項目
平均点

指標別
平均点

評価点
二次評価

0.5

0.2

0.3

0.0

-2

-1

0

1

2
主要環境

生活環境

ｱﾒﾆﾃｨ・文化

資源・廃棄物温室効果ガス

交通

経済

一次評価

二次評価

2－2



競技別予測評価結果表(2_陸上競技（競歩）)

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

環境項目 主要環境 大気質 汚染物質（NO2､SPM）の排出量 排出の有無、現状より排出増大の可能性

競技関係の車両の走行に伴う大気汚染物質
による大気環境への影響は小さい。

0 0.0

環境項目 主要環境 大気質 NO2､SPM濃度 競技等に応じた大気質
（環境基準等の適合）

競技者に影響のない水準である。

0 0.0

環境項目 主要環境 大気質 放射性物質
競技等に応じた大気質
（環境基準等の適合）

競技者に影響のない水準である。

0 0.0

環境項目 主要環境 水質 汚濁負荷（COD,T-N,T-P,BOD,SS）の排出量 汚濁負荷物質排出の有無、汚染増大の可能性

し尿等の汚水は公共下水道へ排出するため
公共用水域の水質への影響はない。

0 0.0

環境項目 主要環境 水質
ふん便性大腸菌群数,油膜の有無,CODの濃度,
透明度（水浴場水質判定基準項目）

競技に応じた水質（水浴場水質判定基準の適
合等）

陸域競技であることから対象外とした。

－ -

環境項目 主要環境 水質 放射性物質
競技に応じた水質（水浴場水質判定基準の適
合等）

陸域競技であることから対象外とした。

－ -

環境項目 生活環境 騒音 環境・交通騒音レベル
①環境基準及び法令等による基準
②現況の騒音レベル

競技関係車両の走行、声援等の騒音による
周辺への影響はほとんどない。

0 0.0 0.0 0.0

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・
文化

歩行者空間の
快適性

地面付近の気温
①現況の地面付近の気温
②アスリートに影響のない水準

現況でアスリートに影響のない水準である

0 0.0 0.0 0.0

環境項目
資源・廃
棄物

廃棄物 廃棄物発生量の減量化
廃棄物発生量の減量化によって削減される最
終処分量の水準

競技の実施に伴い排出される一般廃棄物
は、現在と同程度の減量化がなされ、最終
処分量は現状の水準と変わらない。

0 0.0

環境項目
資源・廃
棄物

廃棄物 廃棄物の有効利用
廃棄物の有効利用によって削減される最終処
分量の水準

競技の実施に伴い排出される一般廃棄物
は、現在と同程度の有効利用がなされ、最
終処分量は現状の水準と変わらない。 0 0.0

環境項目
温室効果
ガス

温室効果ガス 温室効果ガスの削減量
①エネルギー消費量によるCO2排出の概算
②既存施設における追加的排出の有無

影響要因は想定されないことから対象外と
した。

－ - -

環境項目
温室効果
ガス

エネルギー エネルギー使用量の増減
①現在の使用量の水準
②省エネ再エネ対策・設備の導入状況／可能
性

影響要因は想定されないことから対象外と
した。

－ - -

社会・経
済項目

交通 交通渋滞 ボトルネックの解消又は継続 現在の交通渋滞及びボトルネックの状況

一時的な交通規制を行うため、渋滞緩和計
画を立てない場合には、都心部の交通流を
悪化させる可能性がある。

-1 -1.0 -1.0 -1.0

社会・経
済項目

経済 事業採算性 運営経費 運営・維持コストの削減のための措置

想定範囲の運営・維持コスト

0 0.0 0.0 0.0

開催前 開催中 開催後 開催中 開催後大項目 中項目 小項目

評価
段階別影響

開催前
評価点

一次評価

評価の指標 評価の基準
中項目
平均点

小項目
平均点

指標別
平均点

-

0.00.0

0.0

0.0

0.0
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競技別予測評価結果表(2_陸上競技（競歩）)

環境項目 主要環境 大気質 汚染物質（NO2､SPM）の排出量 排出の有無、現状より排出増大の可能性

環境項目 主要環境 大気質 NO2､SPM濃度 競技等に応じた大気質
（環境基準等の適合）

環境項目 主要環境 大気質 放射性物質
競技等に応じた大気質
（環境基準等の適合）

環境項目 主要環境 水質 汚濁負荷（COD,T-N,T-P,BOD,SS）の排出量 汚濁負荷物質排出の有無、汚染増大の可能性

環境項目 主要環境 水質
ふん便性大腸菌群数,油膜の有無,CODの濃度,
透明度（水浴場水質判定基準項目）

競技に応じた水質（水浴場水質判定基準の適
合等）

環境項目 主要環境 水質 放射性物質
競技に応じた水質（水浴場水質判定基準の適
合等）

環境項目 生活環境 騒音 環境・交通騒音レベル
①環境基準及び法令等による基準
②現況の騒音レベル

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・
文化

歩行者空間の
快適性

地面付近の気温
①現況の地面付近の気温
②アスリートに影響のない水準

環境項目
資源・廃
棄物

廃棄物 廃棄物発生量の減量化
廃棄物発生量の減量化によって削減される最
終処分量の水準

環境項目
資源・廃
棄物

廃棄物 廃棄物の有効利用
廃棄物の有効利用によって削減される最終処
分量の水準

環境項目
温室効果
ガス

温室効果ガス 温室効果ガスの削減量
①エネルギー消費量によるCO2排出の概算
②既存施設における追加的排出の有無

環境項目
温室効果
ガス

エネルギー エネルギー使用量の増減
①現在の使用量の水準
②省エネ再エネ対策・設備の導入状況／可能
性

社会・経
済項目

交通 交通渋滞 ボトルネックの解消又は継続 現在の交通渋滞及びボトルネックの状況

社会・経
済項目

経済 事業採算性 運営経費 運営・維持コストの削減のための措置

大項目 中項目 小項目

評価

評価の指標 評価の基準 工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

競技関係の車両の走行に伴う大気環境への
影響は小さく、ミティゲーションは想定し
ていない。

0 0.0

汚染物質削減のためのミティゲーションの
実施により大気環境が改善される。

+1 1.0

競技者に影響のない水準であり、ミティ
ゲーションは想定していない。

0 0.0

し尿等の汚水による公共用水域の水質への
影響はなく、ミティゲーションは想定して
いない。

0 0.0

陸域競技であることから対象外とした。

－ -

陸域競技であることから対象外とした。

－ -

競技の実施による騒音の影響はほとんどな
く、ミティゲーションは想定していない。

0 0.0 0.0 0.0

現況と変わらずアスリートに影響のない水
準である

0 0.0 0.0 0.0

既に容器包装廃棄物のリサイクル分別など
が実施されており、廃棄物の発生抑制策に
よる最終処分量の大幅な削減は見込めな
い。 0 0.0

資源ごみ回収やごみ処理過程資源化、熱回
収等の促進により、一般廃棄物の最終処分
量は現在の水準から30％程度削減される。 1 1.0

影響要因は想定されないことから対象外と
した。

－ - -

影響要因は想定されないことから対象外と
した。

－ - -

競技開催時の交通輸送の円滑化を図るとと
もに、三環状道路の整備等の実施により圏
央道内側の主要渋滞ポイントが概ね解消さ
れる。 1 1.0 1.0 1.0

ボランティア支援策により、多数のボラン
ティアの協力が見込まれ、運営経費の削減
がされる。 1 1.0 1.0 1.0

項目 一次評価 二次評価
主要環境 0.0 0.2
生活環境 0.0 0.0
ｱﾒﾆﾃｨ・文化 0.0 0.0
資源・廃棄物 0.0 0.5
温室効果ガス - -
交通 -1.0 1.0
経済 0.0 1.0

段階別影響
開催前 開催後開催中

-

開催前 開催中 開催後

0.5

中項目
平均点

小項目
平均点

指標別
平均点

評価点
二次評価

0.5

0.2

0.3

0.0

-2

-1

0

1

2
主要環境

生活環境

ｱﾒﾆﾃｨ・文化

資源・廃棄物温室効果ガス

交通

経済

一次評価

二次評価
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競技別予測評価結果表(3_自転車競技（ロードレース）)

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

環境項目 主要環境 大気質 汚染物質（NO2､SPM）の排出量 排出の有無、現状より排出増大の可能性

競技関係の車両の走行に伴う大気汚染物質
による大気環境への影響は小さい。

0 0.0

環境項目 主要環境 大気質 NO2､SPM濃度 競技等に応じた大気質
（環境基準等の適合）

競技者に影響のない水準である。

0 0.0

環境項目 主要環境 大気質 放射性物質
競技等に応じた大気質
（環境基準等の適合）

競技者に影響のない水準である。

0 0.0

環境項目 主要環境 水質 汚濁負荷（COD,T-N,T-P,BOD,SS）の排出量 汚濁負荷物質排出の有無、汚染増大の可能性

し尿等の汚水は公共下水道へ排出するため
公共用水域の水質への影響はない。

0 0.0

環境項目 主要環境 水質
ふん便性大腸菌群数,油膜の有無,CODの濃度,
透明度（水浴場水質判定基準項目）

競技に応じた水質（水浴場水質判定基準の適
合等）

陸域競技であることから対象外とした。

－ -

環境項目 主要環境 水質 放射性物質
競技に応じた水質（水浴場水質判定基準の適
合等）

陸域競技であることから対象外とした。

－ -

環境項目 生活環境 騒音 環境・交通騒音レベル
①環境基準及び法令等による基準
②現況の騒音レベル

競技関係車両の走行、声援等の騒音による
周辺への影響はほとんどない。

0 0.0 0.0 0.0

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・
文化

歩行者空間の
快適性

地面付近の気温
①現況の地面付近の気温
②アスリートに影響のない水準

現況でアスリートに影響のない水準であ
る。

0 0.0 0.0 0.0

環境項目
資源・廃
棄物

廃棄物 廃棄物発生量の減量化
廃棄物発生量の減量化によって削減される最
終処分量の水準

競技の実施に伴い排出される一般廃棄物
は、現在と同程度の減量化がなされ、最終
処分量は現状の水準と変わらない。

0 0.0

環境項目
資源・廃
棄物

廃棄物 廃棄物の有効利用
廃棄物の有効利用によって削減される最終処
分量の水準

競技の実施に伴い排出される一般廃棄物
は、現在と同程度の有効利用がなされ、最
終処分量は現状の水準と変わらない。 0 0.0

環境項目
温室効果
ガス

温室効果ガス 温室効果ガスの削減量
①エネルギー消費量によるCO2排出の概算
②既存施設における追加的排出の有無

大会関係車を一般的な車両（ガソリン車）
と想定した場合、競技の実施に伴い排出さ
れるCO2排出量は現状の水準にとどまる。 0 0.0 0.0

環境項目
温室効果
ガス

エネルギー エネルギー使用量の増減
①現在の使用量の水準
②省エネ再エネ対策・設備の導入状況／可能
性

大会関係車を一般的な車両（ガソリン車）
と想定した場合、競技の実施に伴うエネル
ギー消費量は現状の水準にとどまる。 0 0.0 0.0

社会・経
済項目

交通 交通渋滞 ボトルネックの解消又は継続 現在の交通渋滞及びボトルネックの状況

一時的な交通規制を行うため、渋滞緩和計
画を立てない場合には、都心部の交通流を
悪化させる可能性がある。

-1 -1.0 -1.0 -1.0

社会・経
済項目

経済 事業採算性 運営経費 運営・維持コストの削減のための措置

想定範囲の運営・維持コスト

0 0.0 0.0 0.0

開催前 開催中 開催後 開催中 開催後大項目 中項目 小項目

評価
段階別影響

開催前
評価点

一次評価

評価の指標 評価の基準
中項目
平均点

小項目
平均点

指標別
平均点

0.0

0.00.0

0.0

0.0

0.0
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競技別予測評価結果表(3_自転車競技（ロードレース）)

環境項目 主要環境 大気質 汚染物質（NO2､SPM）の排出量 排出の有無、現状より排出増大の可能性

環境項目 主要環境 大気質 NO2､SPM濃度 競技等に応じた大気質
（環境基準等の適合）

環境項目 主要環境 大気質 放射性物質
競技等に応じた大気質
（環境基準等の適合）

環境項目 主要環境 水質 汚濁負荷（COD,T-N,T-P,BOD,SS）の排出量 汚濁負荷物質排出の有無、汚染増大の可能性

環境項目 主要環境 水質
ふん便性大腸菌群数,油膜の有無,CODの濃度,
透明度（水浴場水質判定基準項目）

競技に応じた水質（水浴場水質判定基準の適
合等）

環境項目 主要環境 水質 放射性物質
競技に応じた水質（水浴場水質判定基準の適
合等）

環境項目 生活環境 騒音 環境・交通騒音レベル
①環境基準及び法令等による基準
②現況の騒音レベル

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・
文化

歩行者空間の
快適性

地面付近の気温
①現況の地面付近の気温
②アスリートに影響のない水準

環境項目
資源・廃
棄物

廃棄物 廃棄物発生量の減量化
廃棄物発生量の減量化によって削減される最
終処分量の水準

環境項目
資源・廃
棄物

廃棄物 廃棄物の有効利用
廃棄物の有効利用によって削減される最終処
分量の水準

環境項目
温室効果
ガス

温室効果ガス 温室効果ガスの削減量
①エネルギー消費量によるCO2排出の概算
②既存施設における追加的排出の有無

環境項目
温室効果
ガス

エネルギー エネルギー使用量の増減
①現在の使用量の水準
②省エネ再エネ対策・設備の導入状況／可能
性

社会・経
済項目

交通 交通渋滞 ボトルネックの解消又は継続 現在の交通渋滞及びボトルネックの状況

社会・経
済項目

経済 事業採算性 運営経費 運営・維持コストの削減のための措置

大項目 中項目 小項目

評価

評価の指標 評価の基準 工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

競技関係の車両の走行に伴う大気環境への
影響は小さく、ミティゲーションは想定し
ていない。

0 0.0

汚染物質削減のためのミティゲーションの
実施により大気環境が改善される。

+1 1.0

競技者に影響のない水準であり、ミティ
ゲーションは想定していない。

0 0.0

し尿等の汚水による公共用水域の水質への
影響はなく、ミティゲーションは想定して
いない。

0 0.0

陸域競技であることから対象外とした。

－ -

陸域競技であることから対象外とした。

－ -

競技の実施による騒音の影響はほとんどな
く、ミティゲーションは想定していない。

0 0.0 0.0 0.0

現況と変わらずアスリートに影響のない水
準である。

0 0.0 0.0 0.0

既に容器包装廃棄物のリサイクル分別など
が実施されており、廃棄物の発生抑制策に
よる最終処分量の大幅な削減は見込めな
い。 0 0.0

資源ごみ回収やごみ処理過程資源化、熱回
収等の促進により、一般廃棄物の最終処分
量は現在の水準から30％程度削減される。 1 1.0

低公害かつ低燃費な自動車を採用すること
により、23％以上の削減が図られる。

2 2.0 2.0

低公害かつ低燃費な自動車を採用すること
により、36％以上の低減が図られる。

2 2.0 2.0

競技開催時の交通輸送の円滑化を図るとと
もに、三環状道路の整備等の実施により圏
央道内側の主要渋滞ポイントが概ね解消さ
れる。 1 1.0 1.0 1.0

ボランティア支援策により、多数のボラン
ティアの協力が見込まれ、運営経費の削減
がされる。 1 1.0 1.0 1.0

項目 一次評価 二次評価
主要環境 0.0 0.2
生活環境 0.0 0.0
ｱﾒﾆﾃｨ・文化 0.0 0.0
資源・廃棄物 0.0 0.5
温室効果ガス 0.0 2.0
交通 -1.0 1.0
経済 0.0 1.0

段階別影響
開催前 開催後開催中

2.0

開催前 開催中 開催後

0.5

中項目
平均点

小項目
平均点

指標別
平均点

評価点
二次評価

0.5

0.2

0.3

0.0

-2

-1

0

1

2
主要環境

生活環境

ｱﾒﾆﾃｨ・文化

資源・廃棄物温室効果ガス

交通

経済

一次評価

二次評価
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競技別予測評価結果表(4_トライアスロン・パラトライアスロン)

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

環境項目 主要環境 大気質 汚染物質（NO2､SPM）の排出量 排出の有無、現状より排出増大の可能性

競技関係の車両の走行に伴う大気汚染物質
による大気環境への影響は小さい。

0 0.0

環境項目 主要環境 大気質 NO2､SPM濃度 競技等に応じた大気質
（環境基準等の適合）

競技者に影響のない水準である。

0 0.0

環境項目 主要環境 大気質 放射性物質
競技等に応じた大気質
（環境基準等の適合）

競技者に影響のない水準である。

0 0.0

環境項目 主要環境 水質 汚濁負荷（COD,T-N,T-P,BOD,SS）の排出量 汚濁負荷物質排出の有無、汚染増大の可能性

し尿等の汚水は公共下水道へ排出するため
公共用水域の水質への影響はない。

0 0.0

環境項目 主要環境 水質
ふん便性大腸菌群数,油膜の有無,CODの濃度,
透明度（水浴場水質判定基準項目）

競技に応じた水質（水浴場水質判定基準の適
合等）

競技者に影響のある水準の水質である。

-1 -1.0

環境項目 主要環境 水質 放射性物質
競技に応じた水質（水浴場水質判定基準の適
合等）

競技者に影響のない水準の水質である。

0 0.0

環境項目 生活環境 騒音 環境・交通騒音レベル
①環境基準及び法令等による基準
②現況の騒音レベル

競技関係車両の走行、声援等の騒音による
周辺への影響はほとんどない。

0 0.0 0.0 0.0

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・
文化

歩行者空間の
快適性

地面付近の気温
①現況の地面付近の気温
②アスリートに影響のない水準

現況でアスリートに影響のない水準である

0 0.0 0.0 0.0

環境項目
資源・廃
棄物

廃棄物 廃棄物発生量の減量化
廃棄物発生量の減量化によって削減される最
終処分量の水準

競技の実施に伴い排出される一般廃棄物
は、現在と同程度の減量化がなされ、最終
処分量は現状の水準と変わらない。

0 0.0

環境項目
資源・廃
棄物

廃棄物 廃棄物の有効利用
廃棄物の有効利用によって削減される最終処
分量の水準

競技の実施に伴い排出される一般廃棄物
は、現在と同程度の有効利用がなされ、最
終処分量は現状の水準と変わらない。 0 0.0

環境項目
温室効果
ガス

温室効果ガス 温室効果ガスの削減量
①エネルギー消費量によるCO2排出の概算
②既存施設における追加的排出の有無

大会関係車を一般的な車両（ガソリン車）
と想定した場合、競技の実施に伴い排出さ
れるCO2排出量は現状の水準にとどまる。 0 0.0 0.0

環境項目
温室効果
ガス

エネルギー エネルギー使用量の増減
①現在の使用量の水準
②省エネ再エネ対策・設備の導入状況／可能
性

大会関係車を一般的な車両（ガソリン車）
と想定した場合、競技の実施に伴うエネル
ギー消費量は現状の水準にとどまる。 0 0.0 0.0

社会・経
済項目

交通 交通渋滞 ボトルネックの解消又は継続 現在の交通渋滞及びボトルネックの状況

一時的な交通規制を行うため、渋滞緩和計
画を立てない場合には、都心部の交通流を
悪化させる可能性がある。

-1 -1.0 -1.0 -1.0

社会・経
済項目

経済 事業採算性 運営経費 運営・維持コストの削減のための措置

想定範囲の運営・維持コスト

0 0.0 0.0 0.0

開催前 開催中 開催後 開催中 開催後大項目 中項目 小項目

評価
段階別影響

開催前
評価点

一次評価

評価の指標 評価の基準
中項目
平均点

小項目
平均点

指標別
平均点

0.0

0.00.0

-0.2

0.0

-0.3
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競技別予測評価結果表(4_トライアスロン・パラトライアスロン)

環境項目 主要環境 大気質 汚染物質（NO2､SPM）の排出量 排出の有無、現状より排出増大の可能性

環境項目 主要環境 大気質 NO2､SPM濃度 競技等に応じた大気質
（環境基準等の適合）

環境項目 主要環境 大気質 放射性物質
競技等に応じた大気質
（環境基準等の適合）

環境項目 主要環境 水質 汚濁負荷（COD,T-N,T-P,BOD,SS）の排出量 汚濁負荷物質排出の有無、汚染増大の可能性

環境項目 主要環境 水質
ふん便性大腸菌群数,油膜の有無,CODの濃度,
透明度（水浴場水質判定基準項目）

競技に応じた水質（水浴場水質判定基準の適
合等）

環境項目 主要環境 水質 放射性物質
競技に応じた水質（水浴場水質判定基準の適
合等）

環境項目 生活環境 騒音 環境・交通騒音レベル
①環境基準及び法令等による基準
②現況の騒音レベル

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・
文化

歩行者空間の
快適性

地面付近の気温
①現況の地面付近の気温
②アスリートに影響のない水準

環境項目
資源・廃
棄物

廃棄物 廃棄物発生量の減量化
廃棄物発生量の減量化によって削減される最
終処分量の水準

環境項目
資源・廃
棄物

廃棄物 廃棄物の有効利用
廃棄物の有効利用によって削減される最終処
分量の水準

環境項目
温室効果
ガス

温室効果ガス 温室効果ガスの削減量
①エネルギー消費量によるCO2排出の概算
②既存施設における追加的排出の有無

環境項目
温室効果
ガス

エネルギー エネルギー使用量の増減
①現在の使用量の水準
②省エネ再エネ対策・設備の導入状況／可能
性

社会・経
済項目

交通 交通渋滞 ボトルネックの解消又は継続 現在の交通渋滞及びボトルネックの状況

社会・経
済項目

経済 事業採算性 運営経費 運営・維持コストの削減のための措置

大項目 中項目 小項目

評価

評価の指標 評価の基準 工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

競技関係の車両の走行に伴う大気環境への
影響は小さく、ミティゲーションは想定し
ていない。

0 0.0

汚染物質削減のためのミティゲーションの
実施により大気環境が改善される。

+1 1.0

競技者に影響のない水準であり、ミティ
ゲーションは想定していない。

0 0.0

し尿等の汚水による公共用水域の水質への
影響はなく、ミティゲーションは想定して
いない。

0 0.0

競技者への影響が、ミティゲーションの実
施により低減される。

0 0.0

競技者に影響のない水準の水質であり、ミ
ティゲーションは想定していない。

0 0.0

競技の実施による騒音の影響はほとんどな
く、ミティゲーションは想定していない。

0 0.0 0.0 0.0

現況と変わらずアスリートに影響のない水
準である

0 0.0 0.0 0.0

既に容器包装廃棄物のリサイクル分別など
が実施されており、廃棄物の発生抑制策に
よる最終処分量の大幅な削減は見込めな
い。 0 0.0

資源ごみ回収やごみ処理過程資源化、熱回
収等の促進により、一般廃棄物の最終処分
量は現在の水準から30％程度削減される。 1 1.0

低公害かつ低燃費な自動車を採用すること
により、23％以上の削減が図られる。

2 2.0 2.0

低公害かつ低燃費な自動車を採用すること
により、36％以上の低減が図られる。

2 2.0 2.0

競技開催時の交通輸送の円滑化を図るとと
もに、三環状道路の整備等の実施により圏
央道内側の主要渋滞ポイントが概ね解消さ
れる。 1 1.0 1.0 1.0

ボランティア支援策により、多数のボラン
ティアの協力が見込まれ、運営経費の削減
がされる。 1 1.0 1.0 1.0

項目 一次評価 二次評価
主要環境 -0.2 0.2
生活環境 0.0 0.0
ｱﾒﾆﾃｨ・文化 0.0 0.0
資源・廃棄物 0.0 0.5
温室効果ガス 0.0 2.0
交通 -1.0 1.0
経済 0.0 1.0

段階別影響
開催前 開催後開催中

2.0

開催前 開催中 開催後

0.5

中項目
平均点

小項目
平均点

指標別
平均点

評価点
二次評価

0.5

0.2

0.3

0.0

-2

-1

0

1

2
主要環境

生活環境

ｱﾒﾆﾃｨ・文化

資源・廃棄物温室効果ガス

交通

経済

一次評価

二次評価
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競技別予測評価結果表(5_水泳（マラソン 10km）)

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

環境項目 主要環境 大気質 汚染物質（NO2､SPM）の排出量 排出の有無、現状より排出増大の可能性

競技の実施に伴う汚染物質の排出はない。

0 0.0

環境項目 主要環境 大気質 NO2､SPM濃度 競技等に応じた大気質
（環境基準等の適合）

競技者に影響のない水準である。

0 0.0

環境項目 主要環境 大気質 放射性物質
競技等に応じた大気質
（環境基準等の適合）

競技者に影響のない水準である。

0 0.0

環境項目 主要環境 水質 汚濁負荷（COD,T-N,T-P,BOD,SS）の排出量 汚濁負荷物質排出の有無、汚染増大の可能性

し尿等の汚水は公共下水道へ排出するため
公共用水域の水質への影響はない。

0 0.0

環境項目 主要環境 水質
ふん便性大腸菌群数,油膜の有無,CODの濃度,
透明度（水浴場水質判定基準項目）

競技に応じた水質（水浴場水質判定基準の適
合等）

競技者に影響のある水準の水質である。

-1 -1.0

環境項目 主要環境 水質 放射性物質
競技に応じた水質（水浴場水質判定基準の適
合等）

競技者に影響のない水準の水質である。

0 0.0

環境項目 生活環境 騒音 環境・交通騒音レベル
①環境基準及び法令等による基準
②現況の騒音レベル

声援等の騒音による周辺への影響はほとん
どない。

0 0.0 0.0 0.0

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・
文化

歩行者空間の
快適性

地面付近の気温
①現況の地面付近の気温
②アスリートに影響のない水準

水域の競技は対象としない

－ - - -

環境項目
資源・廃
棄物

廃棄物 廃棄物発生量の減量化
廃棄物発生量の減量化によって削減される最
終処分量の水準

競技の実施に伴い排出される一般廃棄物
は、現在と同程度の減量化がなされ、最終
処分量は現状の水準と変わらない。

0 0.0

環境項目
資源・廃
棄物

廃棄物 廃棄物の有効利用
廃棄物の有効利用によって削減される最終処
分量の水準

競技の実施に伴い排出される一般廃棄物
は、現在と同程度の有効利用がなされ、最
終処分量は現状の水準と変わらない。 0 0.0

環境項目
温室効果
ガス

温室効果ガス 温室効果ガスの削減量
①エネルギー消費量によるCO2排出の概算
②既存施設における追加的排出の有無

影響要因は想定されないことから対象外と
した。

－ - -

環境項目
温室効果
ガス

エネルギー エネルギー使用量の増減
①現在の使用量の水準
②省エネ再エネ対策・設備の導入状況／可能
性

影響要因は想定されないことから対象外と
した。

－ - -

社会・経
済項目

交通 交通渋滞 ボトルネックの解消又は継続 現在の交通渋滞及びボトルネックの状況

競技において会場の敷地外の道路を利用し
ないため対象外とした。

－ - - -

社会・経
済項目

経済 事業採算性 運営経費 運営・維持コストの削減のための措置

想定範囲の運営・維持コスト

0 0.0 0.0 0.0

開催前 開催中 開催後 開催中 開催後大項目 中項目 小項目

評価
段階別影響

開催前
評価点

一次評価

評価の指標 評価の基準
中項目
平均点

小項目
平均点

指標別
平均点

-

0.00.0

-0.2

0.0

-0.3
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競技別予測評価結果表(5_水泳（マラソン 10km）)

環境項目 主要環境 大気質 汚染物質（NO2､SPM）の排出量 排出の有無、現状より排出増大の可能性

環境項目 主要環境 大気質 NO2､SPM濃度 競技等に応じた大気質
（環境基準等の適合）

環境項目 主要環境 大気質 放射性物質
競技等に応じた大気質
（環境基準等の適合）

環境項目 主要環境 水質 汚濁負荷（COD,T-N,T-P,BOD,SS）の排出量 汚濁負荷物質排出の有無、汚染増大の可能性

環境項目 主要環境 水質
ふん便性大腸菌群数,油膜の有無,CODの濃度,
透明度（水浴場水質判定基準項目）

競技に応じた水質（水浴場水質判定基準の適
合等）

環境項目 主要環境 水質 放射性物質
競技に応じた水質（水浴場水質判定基準の適
合等）

環境項目 生活環境 騒音 環境・交通騒音レベル
①環境基準及び法令等による基準
②現況の騒音レベル

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・
文化

歩行者空間の
快適性

地面付近の気温
①現況の地面付近の気温
②アスリートに影響のない水準

環境項目
資源・廃
棄物

廃棄物 廃棄物発生量の減量化
廃棄物発生量の減量化によって削減される最
終処分量の水準

環境項目
資源・廃
棄物

廃棄物 廃棄物の有効利用
廃棄物の有効利用によって削減される最終処
分量の水準

環境項目
温室効果
ガス

温室効果ガス 温室効果ガスの削減量
①エネルギー消費量によるCO2排出の概算
②既存施設における追加的排出の有無

環境項目
温室効果
ガス

エネルギー エネルギー使用量の増減
①現在の使用量の水準
②省エネ再エネ対策・設備の導入状況／可能
性

社会・経
済項目

交通 交通渋滞 ボトルネックの解消又は継続 現在の交通渋滞及びボトルネックの状況

社会・経
済項目

経済 事業採算性 運営経費 運営・維持コストの削減のための措置

大項目 中項目 小項目

評価

評価の指標 評価の基準 工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

競技の実施に伴う汚染物質の排出はなく、
ミティゲーションは想定していない。

0 0.0

汚染物質削減のためのミティゲーションの
実施により大気環境が改善される。

+1 1.0

競技者に影響のない水準であり、ミティ
ゲーションは想定していない。

0 0.0

し尿等の汚水による公共用水域の水質への
影響はなく、ミティゲーションは想定して
いない。

0 0.0

競技者への影響が、ミティゲーションの実
施により低減される。

0 0.0

競技者に影響のない水準の水質であり、ミ
ティゲーションは想定していない。

0 0.0

競技の実施による騒音の影響はほとんどな
く、ミティゲーションは想定していない。

0 0.0 0.0 0.0

水域の競技は対象としない

－ - - -

既に容器包装廃棄物のリサイクル分別など
が実施されており、廃棄物の発生抑制策に
よる最終処分量の大幅な削減は見込めな
い。 0 0.0

資源ごみ回収やごみ処理過程資源化、熱回
収等の促進により、一般廃棄物の最終処分
量は現在の水準から30％程度削減される。 1 1.0

影響要因は想定されないことから対象外と
した。

－ - -

影響要因は想定されないことから対象外と
した。

－ - -

競技において会場の敷地外の道路を利用し
ないため対象外とした。

－ - - -

ボランティア支援策により、多数のボラン
ティアの協力が見込まれ、運営経費の削減
がされる。 1 1.0 1.0 1.0

項目 一次評価 二次評価
主要環境 -0.2 0.2
生活環境 0.0 0.0
ｱﾒﾆﾃｨ・文化 - -
資源・廃棄物 0.0 0.5
温室効果ガス - -
交通 - -
経済 0.0 1.0

段階別影響
開催前 開催後開催中

-

開催前 開催中 開催後

0.5

中項目
平均点

小項目
平均点

指標別
平均点

評価点
二次評価

0.5

0.2

0.3

0.0

-2

-1

0

1

2
主要環境

生活環境

ｱﾒﾆﾃｨ・文化

資源・廃棄物温室効果ガス

交通

経済

一次評価

二次評価
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競技別予測評価結果表(6_カヌー（スプリント・パラカヌー）)

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

環境項目 主要環境 大気質 汚染物質（NO2､SPM）の排出量 排出の有無、現状より排出増大の可能性

競技の実施に伴う汚染物質の排出はない。

0 0.0

環境項目 主要環境 大気質 NO2､SPM濃度 競技等に応じた大気質
（環境基準等の適合）

競技者に影響のない水準である。

0 0.0

環境項目 主要環境 大気質 放射性物質
競技等に応じた大気質
（環境基準等の適合）

競技者に影響のない水準である。

0 0.0

環境項目 主要環境 水質 汚濁負荷（COD,T-N,T-P,BOD,SS）の排出量 汚濁負荷物質排出の有無、汚染増大の可能性

し尿等の汚水は公共下水道へ排出するため
公共用水域の水質への影響はない。

0 0.0

環境項目 主要環境 水質
ふん便性大腸菌群数,油膜の有無,CODの濃度,
透明度（水浴場水質判定基準項目）

競技に応じた水質（水浴場水質判定基準の適
合等）

競技者に影響のある水準の水質である。

-1 -1.0

環境項目 主要環境 水質 放射性物質
競技に応じた水質（水浴場水質判定基準の適
合等）

競技者に影響のない水準の水質である。

0 0.0

環境項目 生活環境 騒音 環境・交通騒音レベル
①環境基準及び法令等による基準
②現況の騒音レベル

声援等の騒音による周辺への影響はほとん
どない。

0 0.0 0.0 0.0

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・
文化

歩行者空間の
快適性

地面付近の気温
①現況の地面付近の気温
②アスリートに影響のない水準

水域の競技は対象としない

－ - - -

環境項目
資源・廃
棄物

廃棄物 廃棄物発生量の減量化
廃棄物発生量の減量化によって削減される最
終処分量の水準

競技の実施に伴い排出される一般廃棄物
は、現在と同程度の減量化がなされ、最終
処分量は現状の水準と変わらない。

0 0.0

環境項目
資源・廃
棄物

廃棄物 廃棄物の有効利用
廃棄物の有効利用によって削減される最終処
分量の水準

競技の実施に伴い排出される一般廃棄物
は、現在と同程度の有効利用がなされ、最
終処分量は現状の水準と変わらない。 0 0.0

環境項目
温室効果
ガス

温室効果ガス 温室効果ガスの削減量
①エネルギー消費量によるCO2排出の概算
②既存施設における追加的排出の有無

影響要因は想定されないことから対象外と
した。

－ - -

環境項目
温室効果
ガス

エネルギー エネルギー使用量の増減
①現在の使用量の水準
②省エネ再エネ対策・設備の導入状況／可能
性

影響要因は想定されないことから対象外と
した。

－ - -

社会・経
済項目

交通 交通渋滞 ボトルネックの解消又は継続 現在の交通渋滞及びボトルネックの状況

競技において会場の敷地外の道路を利用し
ないため対象外とした。

－ - - -

社会・経
済項目

経済 事業採算性 運営経費 運営・維持コストの削減のための措置

想定範囲の運営・維持コスト

0 0.0 0.0 0.0

開催前 開催中 開催後 開催中 開催後大項目 中項目 小項目

評価
段階別影響

開催前
評価点

一次評価

評価の指標 評価の基準
中項目
平均点

小項目
平均点

指標別
平均点

-

0.00.0

-0.2

0.0

-0.3
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競技別予測評価結果表(6_カヌー（スプリント・パラカヌー）)

環境項目 主要環境 大気質 汚染物質（NO2､SPM）の排出量 排出の有無、現状より排出増大の可能性

環境項目 主要環境 大気質 NO2､SPM濃度 競技等に応じた大気質
（環境基準等の適合）

環境項目 主要環境 大気質 放射性物質
競技等に応じた大気質
（環境基準等の適合）

環境項目 主要環境 水質 汚濁負荷（COD,T-N,T-P,BOD,SS）の排出量 汚濁負荷物質排出の有無、汚染増大の可能性

環境項目 主要環境 水質
ふん便性大腸菌群数,油膜の有無,CODの濃度,
透明度（水浴場水質判定基準項目）

競技に応じた水質（水浴場水質判定基準の適
合等）

環境項目 主要環境 水質 放射性物質
競技に応じた水質（水浴場水質判定基準の適
合等）

環境項目 生活環境 騒音 環境・交通騒音レベル
①環境基準及び法令等による基準
②現況の騒音レベル

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・
文化

歩行者空間の
快適性

地面付近の気温
①現況の地面付近の気温
②アスリートに影響のない水準

環境項目
資源・廃
棄物

廃棄物 廃棄物発生量の減量化
廃棄物発生量の減量化によって削減される最
終処分量の水準

環境項目
資源・廃
棄物

廃棄物 廃棄物の有効利用
廃棄物の有効利用によって削減される最終処
分量の水準

環境項目
温室効果
ガス

温室効果ガス 温室効果ガスの削減量
①エネルギー消費量によるCO2排出の概算
②既存施設における追加的排出の有無

環境項目
温室効果
ガス

エネルギー エネルギー使用量の増減
①現在の使用量の水準
②省エネ再エネ対策・設備の導入状況／可能
性

社会・経
済項目

交通 交通渋滞 ボトルネックの解消又は継続 現在の交通渋滞及びボトルネックの状況

社会・経
済項目

経済 事業採算性 運営経費 運営・維持コストの削減のための措置

大項目 中項目 小項目

評価

評価の指標 評価の基準 工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

競技の実施に伴う汚染物質の排出はなく、
ミティゲーションは想定していない。

0 0.0

汚染物質削減のためのミティゲーションの
実施により大気環境が改善される。

+1 1.0

競技者に影響のない水準であり、ミティ
ゲーションは想定していない。

0 0.0

し尿等の汚水による公共用水域の水質への
影響はなく、ミティゲーションは想定して
いない。

0 0.0

競技者への影響が、ミティゲーションの実
施により低減される。

0 0.0

競技者に影響のない水準の水質であり、ミ
ティゲーションは想定していない。

0 0.0

競技の実施による騒音の影響はほとんどな
く、ミティゲーションは想定していない。

0 0.0 0.0 0.0

水域の競技は対象としない

－ - - -

既に容器包装廃棄物のリサイクル分別など
が実施されており、廃棄物の発生抑制策に
よる最終処分量の大幅な削減は見込めな
い。 0 0.0

資源ごみ回収やごみ処理過程資源化、熱回
収等の促進により、一般廃棄物の最終処分
量は現在の水準から30％程度削減される。 1 1.0

影響要因は想定されないことから対象外と
した。

－ - -

影響要因は想定されないことから対象外と
した。

－ - -

競技において会場の敷地外の道路を利用し
ないため対象外とした。

－ - - -

ボランティア支援策により、多数のボラン
ティアの協力が見込まれ、運営経費の削減
がされる。 1 1.0 1.0 1.0

項目 一次評価 二次評価
主要環境 -0.2 0.2
生活環境 0.0 0.0
ｱﾒﾆﾃｨ・文化 - -
資源・廃棄物 0.0 0.5
温室効果ガス - -
交通 - -
経済 0.0 1.0

段階別影響
開催前 開催後開催中

-

開催前 開催中 開催後

0.5

中項目
平均点

小項目
平均点

指標別
平均点

評価点
二次評価

0.5

0.2

0.3

0.0

-2

-1

0

1

2
主要環境

生活環境

ｱﾒﾆﾃｨ・文化

資源・廃棄物温室効果ガス

交通

経済

一次評価

二次評価
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競技別予測評価結果表(7_カヌー（スラローム）)

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

環境項目 主要環境 大気質 汚染物質（NO2､SPM）の排出量 排出の有無、現状より排出増大の可能性

競技の実施に伴う汚染物質の排出はない。

0 0.0

環境項目 主要環境 大気質 NO2､SPM濃度 競技等に応じた大気質
（環境基準等の適合）

競技者に影響のない水準である。

0 0.0

環境項目 主要環境 大気質 放射性物質
競技等に応じた大気質
（環境基準等の適合）

競技者に影響のない水準である。

0 0.0

環境項目 主要環境 水質 汚濁負荷（COD,T-N,T-P,BOD,SS）の排出量 汚濁負荷物質排出の有無、汚染増大の可能性

し尿等の汚水は公共下水道へ排出するため
公共用水域の水質への影響はない。

0 0.0

環境項目 主要環境 水質
ふん便性大腸菌群数,油膜の有無,CODの濃度,
透明度（水浴場水質判定基準項目）

競技に応じた水質（水浴場水質判定基準の適
合等）

上水を使用することで競技者にとって良好
な水質が維持される。

+1 1.0

環境項目 主要環境 水質 放射性物質
競技に応じた水質（水浴場水質判定基準の適
合等）

競技者に影響のない水準の水質である。

0 0.0

環境項目 生活環境 騒音 環境・交通騒音レベル
①環境基準及び法令等による基準
②現況の騒音レベル

声援等の騒音による周辺への影響はほとん
どない。

0 0.0 0.0 0.0

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・
文化

歩行者空間の
快適性

地面付近の気温
①現況の地面付近の気温
②アスリートに影響のない水準

水域の競技は対象としない

－ - - -

環境項目
資源・廃
棄物

廃棄物 廃棄物発生量の減量化
廃棄物発生量の減量化によって削減される最
終処分量の水準

競技の実施に伴い排出される一般廃棄物
は、現在と同程度の減量化がなされ、最終
処分量は現状の水準と変わらない。

0 0.0

環境項目
資源・廃
棄物

廃棄物 廃棄物の有効利用
廃棄物の有効利用によって削減される最終処
分量の水準

競技の実施に伴い排出される一般廃棄物
は、現在と同程度の有効利用がなされ、最
終処分量は現状の水準と変わらない。 0 0.0

環境項目
温室効果
ガス

温室効果ガス 温室効果ガスの削減量
①エネルギー消費量によるCO2排出の概算
②既存施設における追加的排出の有無

影響要因は想定されないことから対象外と
した。

－ - -

環境項目
温室効果
ガス

エネルギー エネルギー使用量の増減
①現在の使用量の水準
②省エネ再エネ対策・設備の導入状況／可能
性

影響要因は想定されないことから対象外と
した。

－ - -

社会・経
済項目

交通 交通渋滞 ボトルネックの解消又は継続 現在の交通渋滞及びボトルネックの状況

競技において会場の敷地外の道路を利用し
ないため対象外とした。

－ - - -

社会・経
済項目

経済 事業採算性 運営経費 運営・維持コストの削減のための措置

想定範囲の運営・維持コスト

0 0.0 0.0 0.0

開催前 開催中 開催後 開催中 開催後大項目 中項目 小項目

評価
段階別影響

開催前
評価点

一次評価

評価の指標 評価の基準
中項目
平均点

小項目
平均点

指標別
平均点

-

0.00.0

0.2

0.0

0.3
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競技別予測評価結果表(7_カヌー（スラローム）)

環境項目 主要環境 大気質 汚染物質（NO2､SPM）の排出量 排出の有無、現状より排出増大の可能性

環境項目 主要環境 大気質 NO2､SPM濃度 競技等に応じた大気質
（環境基準等の適合）

環境項目 主要環境 大気質 放射性物質
競技等に応じた大気質
（環境基準等の適合）

環境項目 主要環境 水質 汚濁負荷（COD,T-N,T-P,BOD,SS）の排出量 汚濁負荷物質排出の有無、汚染増大の可能性

環境項目 主要環境 水質
ふん便性大腸菌群数,油膜の有無,CODの濃度,
透明度（水浴場水質判定基準項目）

競技に応じた水質（水浴場水質判定基準の適
合等）

環境項目 主要環境 水質 放射性物質
競技に応じた水質（水浴場水質判定基準の適
合等）

環境項目 生活環境 騒音 環境・交通騒音レベル
①環境基準及び法令等による基準
②現況の騒音レベル

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・
文化

歩行者空間の
快適性

地面付近の気温
①現況の地面付近の気温
②アスリートに影響のない水準

環境項目
資源・廃
棄物

廃棄物 廃棄物発生量の減量化
廃棄物発生量の減量化によって削減される最
終処分量の水準

環境項目
資源・廃
棄物

廃棄物 廃棄物の有効利用
廃棄物の有効利用によって削減される最終処
分量の水準

環境項目
温室効果
ガス

温室効果ガス 温室効果ガスの削減量
①エネルギー消費量によるCO2排出の概算
②既存施設における追加的排出の有無

環境項目
温室効果
ガス

エネルギー エネルギー使用量の増減
①現在の使用量の水準
②省エネ再エネ対策・設備の導入状況／可能
性

社会・経
済項目

交通 交通渋滞 ボトルネックの解消又は継続 現在の交通渋滞及びボトルネックの状況

社会・経
済項目

経済 事業採算性 運営経費 運営・維持コストの削減のための措置

大項目 中項目 小項目

評価

評価の指標 評価の基準 工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

競技の実施に伴う汚染物質の排出はなく、
ミティゲーションは想定していない。

0 0.0

汚染物質削減のためのミティゲーションの
実施により大気環境が改善される。

+1 1.0

競技者に影響のない水準であり、ミティ
ゲーションは想定していない。

0 0.0

し尿等の汚水による公共用水域の水質への
影響はなく、ミティゲーションは想定して
いない。

0 0.0

上水を使用することで競技者にとって良好
な水質が維持されることからミティゲー
ションは想定していない。

+1 1.0

競技者に影響のない水準の水質であり、ミ
ティゲーションは想定していない。

0 0.0

競技の実施による騒音の影響はほとんどな
く、ミティゲーションは想定していない。

0 0.0 0.0 0.0

水域の競技は対象としない

－ - - -

既に容器包装廃棄物のリサイクル分別など
が実施されており、廃棄物の発生抑制策に
よる最終処分量の大幅な削減は見込めな
い。 0 0.0

資源ごみ回収やごみ処理過程資源化、熱回
収等の促進により、一般廃棄物の最終処分
量は現在の水準から30％程度削減される。 1 1.0

影響要因は想定されないことから対象外と
した。

－ - -

影響要因は想定されないことから対象外と
した。

－ - -

競技において会場の敷地外の道路を利用し
ないため対象外とした。

－ - - -

ボランティア支援策により、多数のボラン
ティアの協力が見込まれ、運営経費の削減
がされる。 1 1.0 1.0 1.0

項目 一次評価 二次評価
主要環境 0.2 0.3
生活環境 0.0 0.0
ｱﾒﾆﾃｨ・文化 - -
資源・廃棄物 0.0 0.5
温室効果ガス - -
交通 - -
経済 0.0 1.0

段階別影響
開催前 開催後開催中

-

開催前 開催中 開催後

0.5

中項目
平均点

小項目
平均点

指標別
平均点

評価点
二次評価

0.5

0.3

0.3

0.3

-2

-1

0

1

2
主要環境

生活環境

ｱﾒﾆﾃｨ・文化

資源・廃棄物温室効果ガス

交通

経済

一次評価

二次評価
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競技別予測評価結果表(8_ボート)

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

環境項目 主要環境 大気質 汚染物質（NO2､SPM）の排出量 排出の有無、現状より排出増大の可能性

競技の実施に伴う汚染物質の排出はない。

0 0.0

環境項目 主要環境 大気質 NO2､SPM濃度 競技等に応じた大気質
（環境基準等の適合）

競技者に影響のない水準である。

0 0.0

環境項目 主要環境 大気質 放射性物質
競技等に応じた大気質
（環境基準等の適合）

競技者に影響のない水準である。

0 0.0

環境項目 主要環境 水質 汚濁負荷（COD,T-N,T-P,BOD,SS）の排出量 汚濁負荷物質排出の有無、汚染増大の可能性

し尿等の汚水は公共下水道へ排出するため
公共用水域の水質への影響はない。

0 0.0

環境項目 主要環境 水質
ふん便性大腸菌群数,油膜の有無,CODの濃度,
透明度（水浴場水質判定基準項目）

競技に応じた水質（水浴場水質判定基準の適
合等）

競技者に影響のある水準の水質である。

-1 -1.0

環境項目 主要環境 水質 放射性物質
競技に応じた水質（水浴場水質判定基準の適
合等）

競技者に影響のない水準の水質である。

0 0.0

環境項目 生活環境 騒音 環境・交通騒音レベル
①環境基準及び法令等による基準
②現況の騒音レベル

声援等の騒音による周辺への影響はほとん
どない。

0 0.0 0.0 0.0

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・
文化

歩行者空間の
快適性

地面付近の気温
①現況の地面付近の気温
②アスリートに影響のない水準

水域の競技は対象としない

－ - - -

環境項目
資源・廃
棄物

廃棄物 廃棄物発生量の減量化
廃棄物発生量の減量化によって削減される最
終処分量の水準

競技の実施に伴い排出される一般廃棄物
は、現在と同程度の減量化がなされ、最終
処分量は現状の水準と変わらない。

0 0.0

環境項目
資源・廃
棄物

廃棄物 廃棄物の有効利用
廃棄物の有効利用によって削減される最終処
分量の水準

競技の実施に伴い排出される一般廃棄物
は、現在と同程度の有効利用がなされ、最
終処分量は現状の水準と変わらない。 0 0.0

環境項目
温室効果
ガス

温室効果ガス 温室効果ガスの削減量
①エネルギー消費量によるCO2排出の概算
②既存施設における追加的排出の有無

影響要因は想定されないことから対象外と
した。

－ - -

環境項目
温室効果
ガス

エネルギー エネルギー使用量の増減
①現在の使用量の水準
②省エネ再エネ対策・設備の導入状況／可能
性

影響要因は想定されないことから対象外と
した。

－ - -

社会・経
済項目

交通 交通渋滞 ボトルネックの解消又は継続 現在の交通渋滞及びボトルネックの状況

競技において会場の敷地外の道路を利用し
ないため対象外とした。

－ - - -

社会・経
済項目

経済 事業採算性 運営経費 運営・維持コストの削減のための措置

想定範囲の運営・維持コスト

0 0.0 0.0 0.0

開催前 開催中 開催後 開催中 開催後大項目 中項目 小項目

評価
段階別影響

開催前
評価点

一次評価

評価の指標 評価の基準
中項目
平均点

小項目
平均点

指標別
平均点

-

0.00.0

-0.2

0.0

-0.3
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競技別予測評価結果表(8_ボート)

環境項目 主要環境 大気質 汚染物質（NO2､SPM）の排出量 排出の有無、現状より排出増大の可能性

環境項目 主要環境 大気質 NO2､SPM濃度 競技等に応じた大気質
（環境基準等の適合）

環境項目 主要環境 大気質 放射性物質
競技等に応じた大気質
（環境基準等の適合）

環境項目 主要環境 水質 汚濁負荷（COD,T-N,T-P,BOD,SS）の排出量 汚濁負荷物質排出の有無、汚染増大の可能性

環境項目 主要環境 水質
ふん便性大腸菌群数,油膜の有無,CODの濃度,
透明度（水浴場水質判定基準項目）

競技に応じた水質（水浴場水質判定基準の適
合等）

環境項目 主要環境 水質 放射性物質
競技に応じた水質（水浴場水質判定基準の適
合等）

環境項目 生活環境 騒音 環境・交通騒音レベル
①環境基準及び法令等による基準
②現況の騒音レベル

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・
文化

歩行者空間の
快適性

地面付近の気温
①現況の地面付近の気温
②アスリートに影響のない水準

環境項目
資源・廃
棄物

廃棄物 廃棄物発生量の減量化
廃棄物発生量の減量化によって削減される最
終処分量の水準

環境項目
資源・廃
棄物

廃棄物 廃棄物の有効利用
廃棄物の有効利用によって削減される最終処
分量の水準

環境項目
温室効果
ガス

温室効果ガス 温室効果ガスの削減量
①エネルギー消費量によるCO2排出の概算
②既存施設における追加的排出の有無

環境項目
温室効果
ガス

エネルギー エネルギー使用量の増減
①現在の使用量の水準
②省エネ再エネ対策・設備の導入状況／可能
性

社会・経
済項目

交通 交通渋滞 ボトルネックの解消又は継続 現在の交通渋滞及びボトルネックの状況

社会・経
済項目

経済 事業採算性 運営経費 運営・維持コストの削減のための措置

大項目 中項目 小項目

評価

評価の指標 評価の基準 工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

競技の実施に伴う汚染物質の排出はなく、
ミティゲーションは想定していない。

0 0.0

汚染物質削減のためのミティゲーションの
実施により大気環境が改善される。

+1 1.0

競技者に影響のない水準であり、ミティ
ゲーションは想定していない。

0 0.0

し尿等の汚水による公共用水域の水質への
影響はなく、ミティゲーションは想定して
いない。

0 0.0

競技者への影響が、ミティゲーションの実
施により低減される。

0 0.0

競技者に影響のない水準の水質であり、ミ
ティゲーションは想定していない。

0 0.0

競技の実施による騒音の影響はほとんどな
く、ミティゲーションは想定していない。

0 0.0 0.0 0.0

水域の競技は対象としない

－ - - -

既に容器包装廃棄物のリサイクル分別など
が実施されており、廃棄物の発生抑制策に
よる最終処分量の大幅な削減は見込めな
い。 0 0.0

資源ごみ回収やごみ処理過程資源化、熱回
収等の促進により、一般廃棄物の最終処分
量は現在の水準から30％程度削減される。 1 1.0

影響要因は想定されないことから対象外と
した。

－ - -

影響要因は想定されないことから対象外と
した。

－ - -

競技において会場の敷地外の道路を利用し
ないため対象外とした。

－ - - -

ボランティア支援策により、多数のボラン
ティアの協力が見込まれ、運営経費の削減
がされる。 1 1.0 1.0 1.0

項目 一次評価 二次評価
主要環境 -0.2 0.2
生活環境 0.0 0.0
ｱﾒﾆﾃｨ・文化 - -
資源・廃棄物 0.0 0.5
温室効果ガス - -
交通 - -
経済 0.0 1.0

段階別影響
開催前 開催後開催中

-

開催前 開催中 開催後

0.5

中項目
平均点

小項目
平均点

指標別
平均点

評価点
二次評価

0.5

0.2

0.3

0.0

-2

-1

0

1

2
主要環境

生活環境

ｱﾒﾆﾃｨ・文化

資源・廃棄物温室効果ガス

交通

経済

一次評価

二次評価
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競技別予測評価結果表(9_セーリング)

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

環境項目 主要環境 大気質 汚染物質（NO2､SPM）の排出量 排出の有無、現状より排出増大の可能性

競技の実施に伴う汚染物質の排出はない。

0 0.0

環境項目 主要環境 大気質 NO2､SPM濃度 競技等に応じた大気質
（環境基準等の適合）

競技者に影響のない水準である。

0 0.0

環境項目 主要環境 大気質 放射性物質
競技等に応じた大気質
（環境基準等の適合）

競技者に影響のない水準である。

0 0.0

環境項目 主要環境 水質 汚濁負荷（COD,T-N,T-P,BOD,SS）の排出量 汚濁負荷物質排出の有無、汚染増大の可能性

し尿等の汚水は公共下水道へ排出するため
公共用水域の水質への影響はない。

0 0.0

環境項目 主要環境 水質
ふん便性大腸菌群数,油膜の有無,CODの濃度,
透明度（水浴場水質判定基準項目）

競技に応じた水質（水浴場水質判定基準の適
合等）

競技者に影響のある水準の水質である。

-1 -1.0

環境項目 主要環境 水質 放射性物質
競技に応じた水質（水浴場水質判定基準の適
合等）

競技者に影響のない水準の水質である。

0 0.0

環境項目 生活環境 騒音 環境・交通騒音レベル
①環境基準及び法令等による基準
②現況の騒音レベル

声援等の騒音による周辺への影響はほとん
どない。

0 0.0 0.0 0.0

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・
文化

歩行者空間の
快適性

地面付近の気温
①現況の地面付近の気温
②アスリートに影響のない水準

水域の競技は対象としない

－ - - -

環境項目
資源・廃
棄物

廃棄物 廃棄物発生量の減量化
廃棄物発生量の減量化によって削減される最
終処分量の水準

競技の実施に伴い排出される一般廃棄物
は、現在と同程度の減量化がなされ、最終
処分量は現状の水準と変わらない。

0 0.0

環境項目
資源・廃
棄物

廃棄物 廃棄物の有効利用
廃棄物の有効利用によって削減される最終処
分量の水準

競技の実施に伴い排出される一般廃棄物
は、現在と同程度の有効利用がなされ、最
終処分量は現状の水準と変わらない。 0 0.0

環境項目
温室効果
ガス

温室効果ガス 温室効果ガスの削減量
①エネルギー消費量によるCO2排出の概算
②既存施設における追加的排出の有無

影響要因は想定されないことから対象外と
した。

－ - -

環境項目
温室効果
ガス

エネルギー エネルギー使用量の増減
①現在の使用量の水準
②省エネ再エネ対策・設備の導入状況／可能
性

影響要因は想定されないことから対象外と
した。

－ - -

社会・経
済項目

交通 交通渋滞 ボトルネックの解消又は継続 現在の交通渋滞及びボトルネックの状況

競技において会場の敷地外の道路を利用し
ないため対象外とした。

－ - - -

社会・経
済項目

経済 事業採算性 運営経費 運営・維持コストの削減のための措置

想定範囲の運営・維持コスト

0 0.0 0.0 0.0

開催前 開催中 開催後 開催中 開催後大項目 中項目 小項目

評価
段階別影響

開催前
評価点

一次評価

評価の指標 評価の基準
中項目
平均点

小項目
平均点

指標別
平均点

-

0.00.0

-0.2

0.0

-0.3
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競技別予測評価結果表(9_セーリング)

環境項目 主要環境 大気質 汚染物質（NO2､SPM）の排出量 排出の有無、現状より排出増大の可能性

環境項目 主要環境 大気質 NO2､SPM濃度 競技等に応じた大気質
（環境基準等の適合）

環境項目 主要環境 大気質 放射性物質
競技等に応じた大気質
（環境基準等の適合）

環境項目 主要環境 水質 汚濁負荷（COD,T-N,T-P,BOD,SS）の排出量 汚濁負荷物質排出の有無、汚染増大の可能性

環境項目 主要環境 水質
ふん便性大腸菌群数,油膜の有無,CODの濃度,
透明度（水浴場水質判定基準項目）

競技に応じた水質（水浴場水質判定基準の適
合等）

環境項目 主要環境 水質 放射性物質
競技に応じた水質（水浴場水質判定基準の適
合等）

環境項目 生活環境 騒音 環境・交通騒音レベル
①環境基準及び法令等による基準
②現況の騒音レベル

環境項目
ｱﾒﾆﾃｨ・
文化

歩行者空間の
快適性

地面付近の気温
①現況の地面付近の気温
②アスリートに影響のない水準

環境項目
資源・廃
棄物

廃棄物 廃棄物発生量の減量化
廃棄物発生量の減量化によって削減される最
終処分量の水準

環境項目
資源・廃
棄物

廃棄物 廃棄物の有効利用
廃棄物の有効利用によって削減される最終処
分量の水準

環境項目
温室効果
ガス

温室効果ガス 温室効果ガスの削減量
①エネルギー消費量によるCO2排出の概算
②既存施設における追加的排出の有無

環境項目
温室効果
ガス

エネルギー エネルギー使用量の増減
①現在の使用量の水準
②省エネ再エネ対策・設備の導入状況／可能
性

社会・経
済項目

交通 交通渋滞 ボトルネックの解消又は継続 現在の交通渋滞及びボトルネックの状況

社会・経
済項目

経済 事業採算性 運営経費 運営・維持コストの削減のための措置

大項目 中項目 小項目

評価

評価の指標 評価の基準 工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

競技の実施に伴う汚染物質の排出はなく、
ミティゲーションは想定していない。

0 0.0

汚染物質削減のためのミティゲーションの
実施により大気環境が改善される。

+1 1.0

競技者に影響のない水準であり、ミティ
ゲーションは想定していない。

0 0.0

し尿等の汚水による公共用水域の水質への
影響はなく、ミティゲーションは想定して
いない。

0 0.0

競技者への影響が、ミティゲーションの実
施により低減される。

0 0.0

競技者に影響のない水準の水質であり、ミ
ティゲーションは想定していない。

0 0.0

競技の実施による騒音の影響はほとんどな
く、ミティゲーションは想定していない。

0 0.0 0.0 0.0

水域の競技は対象としない

－ - - -

既に容器包装廃棄物のリサイクル分別など
が実施されており、廃棄物の発生抑制策に
よる最終処分量の大幅な削減は見込めな
い。 0 0.0

資源ごみ回収やごみ処理過程資源化、熱回
収等の促進により、一般廃棄物の最終処分
量は現在の水準から30％程度削減される。 1 1.0

影響要因は想定されないことから対象外と
した。

－ - -

影響要因は想定されないことから対象外と
した。

－ - -

競技において会場の敷地外の道路を利用し
ないため対象外とした。

－ - - -

ボランティア支援策により、多数のボラン
ティアの協力が見込まれ、運営経費の削減
がされる。 1 1.0 1.0 1.0

項目 一次評価 二次評価
主要環境 -0.2 0.2
生活環境 0.0 0.0
ｱﾒﾆﾃｨ・文化 - -
資源・廃棄物 0.0 0.5
温室効果ガス - -
交通 - -
経済 0.0 1.0

段階別影響
開催前 開催後開催中

-

開催前 開催中 開催後

0.5

中項目
平均点

小項目
平均点

指標別
平均点

評価点
二次評価

0.5

0.2

0.3

0.0

-2

-1

0

1

2
主要環境

生活環境

ｱﾒﾆﾃｨ・文化

資源・廃棄物温室効果ガス

交通

経済

一次評価

二次評価
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全体計画予測評価結果（一次評価）

工事中 招致・PR活動中 施設の存在 競技の実施 工事中 後利用
工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

環境項目 主要環境質 大気質 NO2､SPM濃度 ①環境基準
②現況の濃度

各会場における工事の
実施により、8km圏内
の大気環境への影響が
みられる。

各会場の施設の存在に
よる汚染物質の排出が
想定されないことから
対象外とした。

施設の供用、会場間の
人の移動に伴う8km圏
内における大気環境へ
の影響はほとんどな
い。

各会場の仮設撤去工事
の実施により、8km圏
内の大気環境への影響
がみられる。

施設の供用、イベント
時の人の移動に伴う
8km圏内の大気環境へ
の影響はほとんどな
い。 -1 － 0 -1 0 -0.5 -0.5 -0.5

環境項目 生態系 生物・生態系
周辺の生物の生育・
生息環境の連続性

現況の生物の生育・
生息環境の連続性

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

現況と変わらない 改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

現況と変わらない

－ 0 － 0 0.0 0.0

環境項目 生態系 緑
オリンピック会場の
総緑地面積

現況の緑地面積

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

現況の総面積182.3ha
より約58.9ha緑地面積
が減少
(-32.3%)

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

現況の総面積182.3ha
より約58.9ha緑地面積
が減少
(-32.3%) － -2 － -2 -2.0

環境項目 生態系 緑
関連施策を含む対策
による8km圏内にお
ける緑地の創出

現況の緑地

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

現況と変わらない 改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

現況と変わらない

－ 0 － 0 0.0

環境項目
資源・
廃棄物

水利用 上水利用量の削減
現在の上水利用量の
水準

工事の実施に伴う水の
利用については、大量
の水利用は想定されな
いことから、予測評価
の対象外とした。

8km圏内の雑用水利用
施設の設置状況は2％
程度と低く、節水程度
の削減しか見込めな
い。

競技の実施時における
水利用については、
「施設の存在による影
響」に含めるものとし
て、ここでは予測評価
の対象外とした。

工事の実施に伴う水の
利用については、大量
の水利用は想定されな
いことから、予測評価
の対象外とした。

8km圏内の雑用水利用
施設の設置状況は2％
程度と低く、節水程度
の削減しか見込めな
い。 - 0 - - 0 0.0 0.0

環境項目
資源・
廃棄物

廃棄物
廃棄物発生量の減量
化

廃棄物発生量の減量
化によって削減され
る最終処分量の水準

標準的な工事と同程度
の廃棄物の削減対策が
なされ、現在の廃棄物
の発生水準と同等の減
量化が行われる。

施設の存在による廃棄
物の発生については、
「競技の実施による影
響」で扱い、ここでは
対象外とした。

競技の実施に伴い排出
される一般廃棄物は、
現在と同程度の減量化
が行われ、最終処分量
は現状の水準と変わら
ない。

標準的な工事と同程度
の廃棄物の削減対策が
なされ、現在の廃棄物
の発生水準と同等の減
量化が行われる。

後利用で排出される一
般廃棄物は、現在と同
程度の減量化が行わ
れ、最終処分量は現状
の水準と変わらない。 0 - 0 0 0 0.0

環境項目
資源・
廃棄物

廃棄物 廃棄物の有効利用
廃棄物の有効利用に
よって削減される最
終処分量の水準

建設廃棄物の有効利用
の取り組みについて、
現在の標準的な工事と
同程度の廃棄物の有効
利用がなされる。

施設の存在による廃棄
物の発生については、
「競技の実施による影
響」で扱い、ここでは
対象外とした。

競技の実施に伴い排出
される一般廃棄物は、
現在と同程度の有効利
用がなされ、最終処分
量は現状の水準と変わ
らない。

建設廃棄物の有効利用
の取り組みについて、
現在の標準的な工事と
同程度の廃棄物の有効
利用がなされる。

後利用で排出される一
般廃棄物は、現在と同
程度の有効利用がなさ
れ、最終処分量は現状
の水準と変わらない。 0 - 0 0 0 0.0

環境項目
資源
・廃棄物 エコマテリアル

エコマテリアルの使
用

現在の再生可能資
材・再生資材の活用
の水準

再生可能資材や再生資
材が最大限に利用さ
れ、現在の水準を上回
る。

施設の存在時における
エコマテリアルの利用
は想定されないため対
象外とした。

競技の実施時における
エコマテリアルの利用
は想定されないため対
象外とした。

再生可能資材や再生資
材が最大限に利用さ
れ、現在の水準を上回
る。

後利用時におけるエコ
マテリアルの利用は想
定されないため対象外
とした。 +1 - - +1 - 1.0 1.0

環境項目
温室効果ガ
ス

温室効果ガス
温室効果ガスの削減
量

①エネルギー消費量
によるCO2排出の概
算
②既存施設における
追加的排出の有無

一般的な建設工事によ
る排出量と同程度にな
る。

施設の存在に伴うCO2排
出量は約23万トンとな
り、大きな追加的排出
が生じる。

大会の実施に伴うCO2排
出量は約51万トンとな
り、大きな追加的排出
が生じる。

一般的な解体工事によ
る排出量と同程度にな
る。

同等施設の排出量と同
程度になる。

0 -1 -1 0 0 -0.4 -0.4 -0.4

中項目
平均点

段階別影響
開催前大項目 中項目 小項目

評価の指標 評価の基準

評価 評価点（一次評価）

-0.5

0.3
0.0

開催後開催中
指標別
平均点

小項目
平均点

-1.0

開催前 開催中 開催後
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全体計画予測評価結果（一次評価）

工事中 招致・PR活動中 施設の存在 競技の実施 工事中 後利用
工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

中項目
平均点

段階別影響
開催前大項目 中項目 小項目

評価の指標 評価の基準

評価 評価点（一次評価）
開催後開催中

指標別
平均点

小項目
平均点

開催前 開催中 開催後

社会･経済
項目

社会活動 スポーツ活動
国際レベルのスポー
ツ施設の充足度

国際水準のスポーツ
施設の充足度向上の
有無

現況と変わらない 現況と変わらない

0 0 0.0

社会･経済
項目

社会活動 スポーツ活動
スポーツ活動への貢
献

地域スポーツ団体の
育成の有無（スポー
ツ活動参加者の増
減）

現況と変わらない 現況と変わらない 現況と変わらない

0 0 0 0.0

社会･経済
項目

社会活動 文化活動 施設密度 文化活動拠点の増減

現況と変わらない

0 0.0

社会･経済
項目

社会活動 文化活動
文化の発信（国際貢
献）

国際交流の活発化へ
の寄与の有無（日本
文化との接触機会の
増減）

現況の文化発信機会と
変動がない

現況の文化発信機会と
変動がない

現況の文化発信機会と
変動がない

0 0 0 0.0

社会･経済
項目

社会活動 文化活動
情報のバリアフリー
化

案内表示等情報提供
のバリアフリー化の
進展の有無

既にバリアフリー化さ
れており現況と変わら
ない

既にバリアフリー化さ
れており現況と変わら
ない

0 0 0.0

社会･経済
項目

参加・協働 ボランティア
ボランティア参加機
会

ボランティア参加機
会の増減（ボラン
ティア参加機会の提
供の有無）

現況と変わらない 現況と変わらない 現況と変わらない

0 0 0 0.0 0.0

社会･経済
項目

参加・協働 コミュニティ
コミュニティ形成へ
の寄与

コミュニティ形成・
活性化への寄与の有
無（コミュニティで
の取組支援策の有無
等）

現況と変わらない 現況と変わらない 現況と変わらない

0 0 0 0.0

社会･経済
項目

参加・協働 コミュニティ
企業のコミュニティ
参加

企業のコミュニティ
活動への参加、貢献
支援策の有無

現況と変わらない 現況と変わらない 現況と変わらない

0 0 0 0.0

社会･経済
項目

参加・協働 環境への意識
環境への関心・意識
の変化（意識啓発の
機会の増減）

環境に関する意識啓
発の機会の増減

現況と変わらない 現況と変わらない 現況と変わらない

0 0 0 0.0 0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0
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全体計画予測評価結果（一次評価）

工事中 招致・PR活動中 施設の存在 競技の実施 工事中 後利用
工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

中項目
平均点

段階別影響
開催前大項目 中項目 小項目

評価の指標 評価の基準

評価 評価点（一次評価）
開催後開催中

指標別
平均点

小項目
平均点

開催前 開催中 開催後

社会･経済
項目

安全・衛
生・安心

安全 危険施設の影響
オリンピック競技、
施設の危険物からの
安全性

法令の遵守により安全
に支障が無いよう対策
が取られていることか
ら、危険施設によるリ
スクは低い。

法令の遵守により安全
に支障が無いよう対策
が取られていることか
ら、危険施設によるリ
スクは低い。

+1 +1 1.0

社会･経済
項目

安全・衛
生・安心

安全
バリアフリー（移動
の安全）

公共空間での障害者
の安全な移動動線の
有無

既に安全な移動動線が
確保されており、現況
と変わらない。

既に安全な移動動線が
確保されており、現況
と変わらない。 0 0 0.0

社会･経済
項目

安全・衛
生・安心

安全 電力の安定供給 停電の発生の有無

大会関係施設への電力
網インフラは適正に整
備され、必要電力の供
給は確保されることか
ら、停電の発生の可能
性は少ない。

大会関係施設への電力
網インフラは適正に整
備され、必要電力の供
給は確保されることか
ら、停電の発生の可能
性は少ない。

0 0 0.0

社会･経済
項目

安全・衛
生・安心

衛生 飲料水水質等
①法令等による基準
②現況の水質等

現況と変わらない 現況と変わらない

0 0 0.0 0.0

社会･経済
項目

安全・衛
生・安心

消防・防災 耐震性 耐震性の向上

耐震基準に関連する法
的基準に適合している
ため耐震性に問題はな
い。

耐震基準に関連する法
的基準に適合している
ため耐震性に問題はな
い。

0 0 0.0

社会･経済
項目

安全・衛
生・安心

消防・防災 津波対策 津波対策の向上

東京湾沿岸の水害対策
は着実に推進され、津
波対策に問題はない。

東京湾沿岸の水害対策
は着実に推進され、津
波対策に問題はない。

0 0 0.0

社会･経済
項目

安全・衛
生・安心

消防・防災 防火性 防火性の向上

法律の基準に適合して
いるため防火性に問題
はない。

法律の基準に適合して
いるため防火性に問題
はない。

0 0 0.0

社会･経済
項目

交通 交通渋滞
ボトルネックの解消
又は継続

現在の交通渋滞及び
ボトルネックの状況

工事の実施によって交
通流が円滑化すること
は見込めない。

競技における一時的な
交通規制による都心部
の交通流悪化の可能
性、競技会場周辺への
アクセス集中によっ
て、一時的に競技会場
周辺の交通渋滞が発生
する可能性がある。

工事の実施によって交
通流が円滑化すること
は見込めない。

既存の会場について
は、現況と変わらな
い。新設の会場は、分
散しており利用目的も
異なるため、後利用に
より近隣の渋滞を悪化
させることはない。

0 -1 0 0 -0.3 -0.3

社会･経済
項目

交通
公共交通へのア
クセス性

アクセス性
現在の競技会場まで
のアクセス性

東京は既に十分な輸送
力を有し、開催中にお
いても競技会場までの
アクセス性は低下しな
い。

0 0.0 0.0

社会･経済
項目

交通 交通安全 交通安全
現在の歩車動線の分
離（交通安全性）の
状況

工事による歩車道分離
対策は十分にとられて
おり、未分離区間が生
じることは想定されな
い。

「競技の実施による影
響」で扱うものとし、
ここでは対象外

すでに歩車動線が分離
されており、現況と変
わらない

工事による歩車道分離
対策は十分にとられて
おり、未分離区間が生
じることは想定されな
い。

すでに歩車動線が分離
されており、現況と変
わらない

0 － 0 0 0 0.0 0.0

-0.1

0.1

0.0

0.3
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全体計画予測評価結果（一次評価）

工事中 招致・PR活動中 施設の存在 競技の実施 工事中 後利用
工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

中項目
平均点

段階別影響
開催前大項目 中項目 小項目

評価の指標 評価の基準

評価 評価点（一次評価）
開催後開催中

指標別
平均点

小項目
平均点

開催前 開催中 開催後

社会･経済
項目

経済 経済波及 経済効果 波及効果の規模

施設整備等の2倍以上
の波及効果をもたら
し、費用を大きく上回
る経済効果が予想され
る。

運営費用等の2倍以上
の波及効果をもたら
し、費用を大きく上回
る経済効果が予想され
る。

運営費用等の2倍以上
の波及効果をもたら
し、費用を大きく上回
る経済効果が予想され
る。

工事費用等の2倍以上
の波及効果をもたら
し、費用を大きく上回
る経済効果が予想され
る。

運営費用等の2倍以上
の波及効果をもたら
し、費用を大きく上回
る経済効果が予想され
る。

+1 +1 +1 +1 +1 1.0

社会･経済
項目

経済 経済波及 新規ビジネスの創出
新規ビジネスの創出
の有無

多くのビジネスチャン
スが生まれ、いずれの
時期においても、多く
の新規ビジネスが創出
する。

多くのビジネスチャン
スが生まれ、いずれの
時期においても、多く
の新規ビジネスが創出
する。

多くのビジネスチャン
スが生まれ、いずれの
時期においても、多く
の新規ビジネスが創出
する。

多くのビジネスチャン
スが生まれ、いずれの
時期においても、多く
の新規ビジネスが創出
する。

多くのビジネスチャン
スが生まれ、いずれの
時期においても、多く
の新規ビジネスが創出
する。

+1 +1 +1 +1 +1 1.0

社会･経済
項目

経済 経済波及
新たな観光需要の創
出（機会提供の有
無）

現状の観光利用の活
性化

工事による観光需要の
創出は見込めないこと
から、工事中は評価の
対象外とした。

周辺からの来訪者や海
外からの旅行客が増加
すると見込まれ、観光
需要が創出されると予
測する。

周辺からの来訪者や海
外からの旅行客が増加
すると見込まれ、観光
需要が創出されると予
測する。

工事による観光需要の
創出は見込めないこと
から、工事中は評価の
対象外とした。

周辺からの来訪者や海
外からの旅行客が増加
すると見込まれ、観光
需要が創出されると予
測する。

－ +1 +1 － +1 1.0

社会･経済
項目

経済 雇用 雇用
雇用の消失又は新た
な雇用の創出

2020年東京大会の開催
によって、雇用の創出
及び多様な雇用への配
慮がある。

2020年東京大会の開催
によって、雇用の創出
及び多様な雇用への配
慮がある。

2020年東京大会の開催
によって、雇用の創出
及び多様な雇用への配
慮がある。

2020年東京大会の開催
によって、雇用の創出
及び多様な雇用への配
慮がある。

2020年東京大会の開催
によって、雇用の創出
及び多様な雇用への配
慮がある。

+1 +1 +1 +1 +1 1.0 1.0

1.0

1.0
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全体計画予測評価結果（二次評価）

工事中 招致・PR活動中 施設の存在 競技の実施 工事中 後利用
工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

環境項目 主要環境質 大気質 NO2､SPM濃度 ①環境基準
②現況の濃度

ミティゲーションの実
施により、8km圏内の
大気環境は現況とかわ
らない程度となる。

各会場の施設の存在に
よる汚染物質の排出が
想定されないことから
対象外とした。

8km圏内の大気環境へ
の影響は小さく、さら
に汚染物質削減のミ
ティゲーションの実施
により、大気環境が改
善される。

ミティゲーションの実
施により、8km圏内の
大気環境は現況とかわ
らない程度となる。

8km圏内の大気環境へ
の影響は小さく、さら
に汚染物質削減のミ
ティゲーションの実施
により、大気環境が改
善される。

0 － +1 0 +1 0.5 0.5 0.5

環境項目 生態系 生物・生態系
周辺の生物の生育・
生息環境の連続性

現況の生物の生育・
生息環境の連続性

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

「グリーンロード・
ネットワーク」の形成
や「生物生息環境の
ネットワーク」の拡充
により、現況よりも広
域に亘って生育・生息
場所が増大し連続性が
向上する。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

「グリーンロード・
ネットワーク」の形成
や「生物生息環境の
ネットワーク」の拡充
により、現況よりも広
域に亘って生育・生息
場所が増大し連続性が
向上する。

－ +2 － +2 2.0 2.0

環境項目 生態系 緑
オリンピック会場の
総緑地面積

現況の緑地面積

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

現況の総面積182.3ha
より約14.6ha緑地面積
が増加
(+8.0%)

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

現況の総面積182.3ha
より約42.5ha緑地面積
が増加
(+23.3%) － +1 － +2 1.5

環境項目 生態系 緑
関連施策を含む対策
による8km圏内にお
ける緑地の創出

現況の緑地

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

大規模に緑地を創出す
る

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

大規模に緑地を創出す
る

－ +2 － +2 2.0

環境項目
資源・
廃棄物

水利用 上水利用量の削減
現在の上水利用量の
水準

工事の実施に伴う水の
利用については、大量
の水利用は想定されな
いことから、予測評価
の対象外とした。

8km圏内において雨水
や再生水（中水含む）
の利用施設の設置を促
進することにより、水
の有効利用が図られ、
上水利用量の削減が見
込まれる。

競技の実施時における
水利用については、
「施設の存在による影
響」に含めるものとし
て、ここでは予測評価
の対象外とした。

工事の実施に伴う水の
利用については、大量
の水利用は想定されな
いことから、予測評価
の対象外とした。

8km圏内において雨水
や再生水（中水含む）
の利用施設の設置を促
進することにより、水
の有効利用が図られ、
上水利用量の削減が見
込まれる。

- +2 - － +2 2.0 2.0

環境項目
資源・
廃棄物

廃棄物
廃棄物発生量の減量
化

廃棄物発生量の減量
化によって削減され
る最終処分量の水準

建設廃棄物の対策はリ
サイクルによるものが
大部分であり、減量に
よる最終処分量の大幅
な削減は見込めない。

施設の存在による廃棄
物の発生については、
「競技の実施による影
響」で扱い、ここでは
対象外とした。

既に容器包装廃棄物の
リサイクル分別などが
実施されており、廃棄
物の発生抑制策による
最終処分量の大幅な削
減は見込めない。

建設廃棄物の対策はリ
サイクルによるものが
大部分であり、減量に
よる最終処分量の大幅
な削減は見込めない。

既に容器包装廃棄物の
リサイクル分別などが
実施されており、廃棄
物の発生抑制策による
最終処分量の大幅な削
減は見込めない。

0 - 0 0 0 0.0

環境項目
資源・
廃棄物

廃棄物 廃棄物の有効利用
廃棄物の有効利用に
よって削減される最
終処分量の水準

「東京都建設リサイク
ル推進計画」等に基づ
く有効利用策の促進に
より、建設廃棄物の最
終処分量は現在の水準
から38％程度削減され
る。

施設の存在による廃棄
物の発生については、
「競技の実施による影
響」で扱い、ここでは
対象外とした。

資源ごみ回収やごみ処
理過程資源化、熱回収
等の促進により、一般
廃棄物の最終処分量は
現在の水準から30％程
度削減される。

「東京都建設リサイク
ル推進計画」等に基づ
く有効利用策の促進に
より、建設廃棄物の最
終処分量は現在の水準
から38％程度削減され
る。

資源ごみ回収やごみ処
理過程資源化、熱回収
等の促進により、一般
廃棄物の最終処分量は
現在の水準から30％程
度削減される。

+1 － +1 +1 +1 1.0

環境項目
資源
・廃棄物 エコマテリアル

エコマテリアルの使
用

現在の再生可能資
材・再生資材の活用
の水準

再生可能資材や再生資
材が最大限に利用さ
れ、現在の水準を上回
る。

施設の存在時における
エコマテリアルの利用
は想定されないため対
象外とした。

競技の実施時における
エコマテリアルの利用
は想定されないため対
象外とした。

再生可能資材や再生資
材が最大限に利用さ
れ、現在の水準を上回
る。

後利用時におけるエコ
マテリアルの利用は想
定されないため対象外
とした。

+1 - - +1 - 1.0 1.0

環境項目
温室効果ガ
ス

温室効果ガス
温室効果ガスの削減
量

①エネルギー消費量
によるCO2排出の概
算
②既存施設における
追加的排出の有無

工事計画の詳細化・具
体化にあわせて適切・
効果的な削減対策につ
いて検討することによ
り、より効果の高い削
減が図られる。

工事計画の詳細化・具
体化にあわせて適切・
効果的な削減対策につ
いて検討することによ
り、より効果の高い削
減が図られる。

開催中に実施したミ
ティゲーションのレガ
シー効果により、大き
な削減が図られる。

+1 +1 +2 1.5 1.5 1.5

1.8

0.5

段階別影響
開催中 開催中開催後

様々なミティゲーションを実施することによ
り、カーボンニュートラルな大会が実現し、
開催中のCO2排出量は大きく削減される。

1.2

評価点（二次評価）

小項目
平均点

指標別
平均点

開催後開催前

+2

中項目
平均点

1.9

評価

大項目 中項目 小項目
評価の指標 評価の基準

開催前
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全体計画予測評価結果（二次評価）

工事中 招致・PR活動中 施設の存在 競技の実施 工事中 後利用
工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

段階別影響
開催中 開催中開催後

評価点（二次評価）

小項目
平均点

指標別
平均点

開催後開催前
中項目
平均点

評価

大項目 中項目 小項目
評価の指標 評価の基準

開催前

社会･経済
項目

社会活動 スポーツ活動
国際レベルのスポー
ツ施設の充足度

国際水準のスポーツ
施設の充足度向上の
有無

老朽化施設の改築・改
修、スポーツの国際化
の進展に対応した環境
整備の取組により、国
際水準のスポーツ施設
の充足度が向上する。

2020年東京大会のレガ
シー（遺産）を都民の
財産として活かすため
の戦略的な施策展開等
により、国際水準のス
ポーツ施設の充足度が
向上する。

+1 +1 1.0

社会･経済
項目

社会活動 スポーツ活動
スポーツ活動への貢
献

地域スポーツ団体の
育成の有無（スポー
ツ活動参加者の増
減）

誰もがスポーツに親し
むことができる環境を
創出するための施策に
より、地域スポーツク
ラブ数及びスポーツ活
動参加者が増加する。

大舞台で活躍する選手
の姿や世界のトップレ
ベルのスポーツ競技を
間近に見る機会が増え
ることは、人々の意識
を変化とともに、ス
ポーツを始めるきっか
けとなることから、地
域スポーツクラブ数及
びスポーツ活動参加者
が増加する。

誰もがスポーツに親し
むことができる環境を
創出するための施策が
継続されるとともに、
人々の意識の変化が期
待できることから、地
域スポーツクラブ数及
びスポーツ活動参加者
が増加する。

+1 +1 +1 1.0

社会･経済
項目

社会活動 文化活動 施設密度 文化活動拠点の増減

新設されるオリンピッ
クスタジアムなどの施
設をレガシー（遺産）
として芸術・文化の側
面からも活用すること
により、文化活動拠点
数は増加する。

+1 1.0

社会･経済
項目

社会活動 文化活動
文化の発信（国際貢
献）

国際交流の活発化へ
の寄与の有無（日本
文化との接触機会の
増減）

2020年東京大会開催に
向けた包括的なプログ
ラムの実施により、日
本文化の発信機会が増
加する。

東京の魅力を活かした
文化プログラムを通じ
て世界規模の文化交流
が促進され、日本文化
の発信機会が増加す
る。

文化プログラムの実施
等により開拓・拡大さ
れたネットワークが発
展し、国際交流の活発
化に寄与する文化の発
信機会が増加する。

+1 +1 +1 1.0

社会･経済
項目

社会活動 文化活動
情報のバリアフリー
化

案内表示等情報提供
のバリアフリー化の
進展の有無

ユニバーサルデザイン
のまちづくりにより、
利用者の多い駅や競技
会場周辺などの重点整
備エリアでは、情報提
供のバリアフリー化が
進展する。

ユニバーサルデザイン
のまちづくりにより、
重点整備エリア以外で
も先端技術を活用し、
情報提供のバリアフ
リー化が進展する。

+1 +1 1.0

社会･経済
項目

参加・協働 ボランティア
ボランティア参加機
会

ボランティア参加機
会の増減（ボラン
ティア参加機会の提
供の有無）

ボランティア活動の基
盤となる協働や情報提
供の仕組みづくりの取
組等により、ボラン
ティア活動の参加機会
が増加する。

2020年東京大会の開催
により、都民のボラン
ティア活動に対する潜
在活力が発揮され、ボ
ランティア活動の参加
機会が増加する。

2020年東京大会の開催
は、ボランティア活動
への参加のきっかけと
なり、その後も活動を
続ける個人や団体が増
加し、ボランティア活
動の参加機会が増加す
る。

+1 +1 +1 1.0 1.0

社会･経済
項目

参加・協働 コミュニティ
コミュニティ形成へ
の寄与

コミュニティ形成・
活性化への寄与の有
無（コミュニティで
の取組支援策の有無
等）

コミュニティでの取組
支援が展開されること
により、現存する地域
活動が活発化され、コ
ミュニティ形成に寄与
する。

コミュニティでの取組
支援が展開されること
により、多様な世代の
社会参加が促進され、
コミュニティ形成に寄
与する。

2020年東京大会の開催
により、これまで地域
活動に参加したことが
なかった人にもきっか
けを提供し、引き続き
展開される取組支援策
により、コミュニティ
形成に寄与する。

+1 +1 +1 1.0

社会･経済
項目

参加・協働 コミュニティ
企業のコミュニティ
参加

企業のコミュニティ
活動への参加、貢献
支援策の有無

企業のコミュニティ活
動への参加、貢献支援
策が展開されることに
より、企業のコミュニ
ティ参加に寄与する。

企業のコミュニティ活
動への参加、貢献支援
策が展開されることに
より、企業のコミュニ
ティ参加に寄与する。

企業のコミュニティ活
動への参加、貢献支援
策が引き続き展開され
ることにより、企業の
コミュニティ参加に寄
与する。

+1 +1 +1 1.0

社会･経済
項目

参加・協働 環境への意識
環境への関心・意識
の変化（意識啓発の
機会の増減）

環境に関する意識啓
発の機会の増減

行政、都民、企業等の
協働事業の実施や、オ
リンピック招致のため
PR活動等により、意識
啓発機会が増加する。

2020年東京大会の環境
対策と持続可能性戦略
の実施や、意識啓発の
ためのプログラム等の
実施により、意識啓発
機会が増加する。

2020年東京大会の開催
により、地域全体が環
境保全に取り組むムー
ブメントを巻き起こす
仕組みが構築され、意
識啓発機会が増加す
る。

+1 +1 +1 1.0 1.0

1.0

1.0

1.0

1.0

1.0
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全体計画予測評価結果（二次評価）

工事中 招致・PR活動中 施設の存在 競技の実施 工事中 後利用
工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

段階別影響
開催中 開催中開催後

評価点（二次評価）

小項目
平均点

指標別
平均点

開催後開催前
中項目
平均点

評価

大項目 中項目 小項目
評価の指標 評価の基準

開催前

社会･経済
項目

安全・衛
生・安心

安全 危険施設の影響
オリンピック競技、
施設の危険物からの
安全性

法令の遵守とともに
「大会組織委員会セ
キュリティ対策本部」
により、安全に支障が
無いよう対策が取られ
ている。

法令の遵守とともに
「大会組織委員会セ
キュリティ対策本部」
により、安全に支障が
無いよう対策が取られ
ている。

+1 +1 1.0

社会･経済
項目

安全・衛
生・安心

安全
バリアフリー（移動
の安全）

公共空間での障害者
の安全な移動動線の
有無

バリアフリー化の施策
の進展により、移動動
線の安全性が向上す
る。

バリアフリー化の施策
は開催後も引き続き維
持され、移動動線の安
全性が向上する。

+1 +1 1.0

社会･経済
項目

安全・衛
生・安心

安全 電力の安定供給 停電の発生の有無

2020年東京大会で発生
する追加需要に対し既
存の配電システムでも
十分対応可能な状況に
あり、停電の発生はな
い。

電力供給能力に十分余
裕があり、停電の発生
はない。

+1 +1 1.0

社会･経済
項目

安全・衛
生・安心

衛生 飲料水水質等
①法令等による基準
②現況の水質等

法令等による基準を満
たすだけでなく、一層
の安全性の向上が図ら
れる。

法令等による基準を満
たすだけでなく、一層
の安全性の向上が図ら
れる。

+1 +1 1.0 1.0

社会･経済
項目

安全・衛
生・安心

消防・防災 耐震性 耐震性の向上

最新の耐震基準に適合
していない既存施設は
2020年東京大会の開催
までに耐震性の向上が
図られる。

中心部や重要拠点だけ
でなく、引き続き建築
物やライフラインの耐
震化がすすめられ、耐
震性の向上が図られ
る。

+1 +1 1.0

社会･経済
項目

安全・衛
生・安心

消防・防災 津波対策 津波対策の向上

東京湾沿岸の水害への
備えが強化され、津波
対策の向上が図られ
る。

東京湾沿岸の水害への
備えは、開催後も引き
続き強化され、津波対
策の向上が図られる。 +1 +1 1.0

社会･経済
項目

安全・衛
生・安心

消防・防災 防火性 防火性の向上

８km圏内において木造
密集地域における不燃
化を加速させる等によ
り、防火性の向上が図
られる。

開催後も引き続き８km
圏内において木造密集
地域における不燃化を
加速させる等により、
防火性の向上が図られ
る。

1 +1 1.0

社会･経済
項目

交通 交通渋滞
ボトルネックの解消
又は継続

現在の交通渋滞及び
ボトルネックの状況

三環状道路等の主要部
分の整備、工事中の交
通規制計画を実施する
ことにより、ボトル
ネック箇所が現況より
解消される。

競技開催時の交通輸送
の円滑化対策、三環状
道路等の主要部分の整
備等により、ボトル
ネック箇所が現況より
解消される。

三環状道路等の主要部
分の整備、工事中の交
通規制計画を実施する
ことにより、ボトル
ネック箇所が現況より
解消される。

三環状道路等の主要部
分の整備等を実施する
ことにより、ボトル
ネック箇所が現況より
解消される。

+1 +1 +1 +1 1.0 1.0

社会･経済
項目

交通
公共交通へのア
クセス性

アクセス性
現在の競技会場まで
のアクセス性

鉄道や路線バスなどの
運行本数の増強等によ
り、大会期間中の公共
交通機関の輸送力が増
強され、アクセス性が
向上する。

+1 1.0 1.0

社会･経済
項目

交通 交通安全 交通安全
現在の歩車動線の分
離（交通安全性）の
状況

迂回路の設定など歩車
動線分離対策、8km圏
内における道路交通環
境の整備を進めること
により、交通安全性が
向上する。

「競技の実施による影
響」で扱うものとし、
ここでは対象外。

８km圏内において歩車
道分離をはじめとした
道路交通環境の整備が
進むなど、交通安全性
が向上する。

迂回路の設定など歩車
動線を分離対策、8km
圏内における道路交通
環境の整備を進めるこ
とにより、交通安全性
が向上する。

８km圏内において歩車
道分離をはじめとした
道路交通環境の整備が
進むなど、交通安全性
が向上する。

+1 － +1 +1 +1 1.0 1.0

1.0

1.0

1.0

1.0
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全体計画予測評価結果（二次評価）

工事中 招致・PR活動中 施設の存在 競技の実施 工事中 後利用
工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

段階別影響
開催中 開催中開催後

評価点（二次評価）

小項目
平均点

指標別
平均点

開催後開催前
中項目
平均点

評価

大項目 中項目 小項目
評価の指標 評価の基準

開催前

社会･経済
項目

経済 経済波及 経済効果 波及効果の規模

新規ビジネスの創出や
新たな観光需要の創出
がなされることで、
ハード面の充実と相
俟って、経済効果がよ
り確かなものになる。

新規ビジネスの創出や
新たな観光需要の創出
がなされることで、
ハード面の充実と相
俟って、経済効果がよ
り確かなものになる。

新規ビジネスの創出や
新たな観光需要の創出
がなされることで、
ハード面の充実と相
俟って、経済効果がよ
り確かなものになる。

新規ビジネスの創出や
新たな観光需要の創出
がなされることで、
ハード面の充実と相
俟って、経済効果がよ
り確かなものになる。

新規ビジネスの創出や
新たな観光需要の創出
がなされることで、
ハード面の充実と相
俟って、経済効果がよ
り確かなものになる。

+1 +1 +1 +1 +1 1.0

社会･経済
項目

経済 経済波及 新規ビジネスの創出
新規ビジネスの創出
の有無

東京都の進める創造的
都市型産業の育成・参
入支援施策等により、
事業として存続する可
能性がより高くなる

東京都の進める創造的
都市型産業の育成・参
入支援施策等により、
事業として存続する可
能性がより高くなる

東京都の進める創造的
都市型産業の育成・参
入支援施策等により、
事業として存続する可
能性がより高くなる

東京都の進める創造的
都市型産業の育成・参
入支援施策等により、
事業として存続する可
能性がより高くなる

東京都の進める創造的
都市型産業の育成・参
入支援施策等により、
事業として存続する可
能性がより高くなる

+1 +1 +1 +1 +1 1.0

社会･経済
項目

経済 経済波及
新たな観光需要の創
出（機会提供の有
無）

現状の観光利用の活
性化

工事による観光需要の
創出は見込めないこと
から、工事中は評価の
対象外とした。

外国人旅行者1,500万
人誘致を実現する観光
振興を進めており、新
たな観光客の創出がよ
り確かなものになる。

外国人旅行者1,500万
人誘致を実現する観光
振興を進めており、新
たな観光客の創出がよ
り確かなものになる。

工事による観光需要の
創出は見込めないこと
から、工事中は評価の
対象外とした。

外国人旅行者1,500万
人誘致を実現する観光
振興を進めており、新
たな観光客の創出がよ
り確かなものになる。

－ +1 +1 － +1 1.0

社会･経済
項目

経済 雇用 雇用
雇用の消失又は新た
な雇用の創出

職業的自立や生活安定
に向けた支援施策の展
開により、雇用の創出
及び多様な雇用への配
慮がより積極的に行わ
れる。

職業的自立や生活安定
に向けた支援施策の展
開により、雇用の創出
及び多様な雇用への配
慮がより積極的に行わ
れる。

職業的自立や生活安定
に向けた支援施策の展
開により、雇用の創出
及び多様な雇用への配
慮がより積極的に行わ
れる。

職業的自立や生活安定
に向けた支援施策の展
開により、雇用の創出
及び多様な雇用への配
慮がより積極的に行わ
れる。

職業的自立や生活安定
に向けた支援施策の展
開により、雇用の創出
及び多様な雇用への配
慮がより積極的に行わ
れる。

+2 +2 +2 +2 +2 2.0 2.0

1.5

1.0
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全体計画予測評価結果（全体計画）

＜全体計画　評価結果＞
項目 一次評価 二次評価

主要環境 -0.50 +0.50
生態系 -0.50 +1.88
資源・廃棄物 +0.33 +1.17
温室効果ガス -0.40 +1.50
社会活動 0.00 +1.00
参加・協働 0.00 +1.00
安全・衛生・安心 +0.11 +1.00
交通 -0.08 +1.00
経済 +1.00 +1.50

-2

-1

0

1

2
主要環境

生態系

資源・廃棄物

温室効果ガス

社会活動参加・協働

安全・衛生・安心

交通

経済

全体計画 評価結果

一次評価

二次評価
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評価指標別予測結果表（汚染物質(NO2、SPM)の排出量）

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

1
オリンピックスタジアム
(国立霞ヶ丘競技場)

工事の実施による濃度
の変化（付加率）が5％
以上となる。

影響要因は想定されな
いため対象外。

施設等の利用、各施設
間の人の移動に伴う汚
染物質の排出が周辺の
大気環境に与える影響
はほとんどない。

工事の実施による濃度
の変化（付加率）が5％
未満である。

施設等の利用、各施設
間の人の移動に伴う汚
染物質の排出が周辺の
大気環境に与える影響
はほとんどない。

-2 － 0 -1 0

工事による大気環境へ
の影響がみられ、ミ
ティゲーションの実施
により影響の程度が低
減されるが、濃度の変
化（付加率）が5％以上
となる。

影響要因は想定されな
いため対象外。

施設等の利用、各施設
間の人の移動に伴う大
気環境への影響はほと
んどなく、ミティゲー
ションの実施により大
気環境が改善される。

工事による大気環境へ
の影響がみられるが、
ミティゲーションの実
施により、大気質の濃
度をほとんど悪化させ
ない程度となる。

施設等の利用、各施設
間の人の移動に伴う大
気環境への影響はほと
んどなく、ミティゲー
ションの実施により大
気環境が改善される。

-2 － +1 0 +1

2 東京体育館
工事の実施による濃度
の変化（付加率）が5％
未満である。

影響要因は想定されな
いため対象外。

施設等の利用、各施設
間の人の移動に伴う汚
染物質の排出が周辺の
大気環境に与える影響
はほとんどない。

工事の実施による濃度
の変化（付加率）が5％
未満である。

影響要因は想定されな
いため対象外。

-1 － 0 -1 －

工事による大気環境へ
の影響がみられるが、
ミティゲーションの実
施により、大気質の濃
度をほとんど悪化させ
ない程度となる。

影響要因は想定されな
いため対象外。

施設等の利用、各施設
間の人の移動に伴う大
気環境への影響はほと
んどなく、ミティゲー
ションの実施により大
気環境が改善される。

工事による大気環境へ
の影響がみられるが、
ミティゲーションの実
施により、大気質の濃
度をほとんど悪化させ
ない程度となる。

影響要因は想定されな
いため対象外。

0 － +1 0 －

3 国立代々木競技場
工事の実施による濃度
の変化（付加率）が5％
未満である。

影響要因は想定されな
いため対象外。

施設等の利用、各施設
間の人の移動に伴う汚
染物質の排出が周辺の
大気環境に与える影響
はほとんどない。

工事の実施による濃度
の変化（付加率）が5％
未満である。

影響要因は想定されな
いため対象外。

-1 － 0 -1 －

工事による大気環境へ
の影響がみられるが、
ミティゲーションの実
施により、大気質の濃
度をほとんど悪化させ
ない程度となる。

影響要因は想定されな
いため対象外。

施設等の利用、各施設
間の人の移動に伴う大
気環境への影響はほと
んどなく、ミティゲー
ションの実施により大
気環境が改善される。

工事による大気環境へ
の影響がみられるが、
ミティゲーションの実
施により、大気質の濃
度をほとんど悪化させ
ない程度となる。

影響要因は想定されな
いため対象外。

0 － +1 0 －

4 日本武道館
工事の実施による濃度
の変化（付加率）が5％
未満である。

影響要因は想定されな
いため対象外。

施設等の利用、各施設
間の人の移動に伴う汚
染物質の排出が周辺の
大気環境に与える影響
はほとんどない。

工事の実施による濃度
の変化（付加率）が5％
未満である。

影響要因は想定されな
いため対象外。

-1 － 0 -1 －

工事による大気環境へ
の影響がみられるが、
ミティゲーションの実
施により、大気質の濃
度をほとんど悪化させ
ない程度となる。

影響要因は想定されな
いため対象外。

施設等の利用、各施設
間の人の移動に伴う大
気環境への影響はほと
んどなく、ミティゲー
ションの実施により大
気環境が改善される。

工事による大気環境へ
の影響がみられるが、
ミティゲーションの実
施により、大気質の濃
度をほとんど悪化させ
ない程度となる。

影響要因は想定されな
いため対象外。

0 － +1 0 －

5 皇居外苑
工事の実施による濃度
の変化（付加率）が5％
未満である。

影響要因は想定されな
いため対象外。

施設等の利用、各施設
間の人の移動に伴う汚
染物質の排出が周辺の
大気環境に与える影響
はほとんどない。

工事の実施による濃度
の変化（付加率）が5％
未満である。

-1 － 0 -1

工事による大気環境へ
の影響がみられるが、
ミティゲーションの実
施により、大気質の濃
度をほとんど悪化させ
ない程度となる。

影響要因は想定されな
いため対象外。

施設等の利用、各施設
間の人の移動に伴う大
気環境への影響はほと
んどなく、ミティゲー
ションの実施により大
気環境が改善される。

工事による大気環境へ
の影響がみられるが、
ミティゲーションの実
施により、大気質の濃
度をほとんど悪化させ
ない程度となる。

0 － +1 0

6 東京国際フォーラム
影響要因は想定されな
いため対象外。

影響要因は想定されな
いため対象外。

施設等の利用、各施設
間の人の移動に伴う汚
染物質の排出が周辺の
大気環境に与える影響
はほとんどない。

影響要因は想定されな
いため対象外。

影響要因は想定されな
いため対象外。

－ － 0 － －
影響要因は想定されな
いため対象外。

影響要因は想定されな
いため対象外。

施設等の利用、各施設
間の人の移動に伴う大
気環境への影響はほと
んどなく、ミティゲー
ションの実施により大
気環境が改善される。

影響要因は想定されな
いため対象外。

影響要因は想定されな
いため対象外。

－ － +1 － －

7 国技館
工事の実施による濃度
の変化（付加率）が5％
未満である。

影響要因は想定されな
いため対象外。

施設等の利用、各施設
間の人の移動に伴う汚
染物質の排出が周辺の
大気環境に与える影響
はほとんどない。

工事の実施による濃度
の変化（付加率）が5％
未満である。

影響要因は想定されな
いため対象外。

-1 － 0 -1 －

工事による大気環境へ
の影響がみられるが、
ミティゲーションの実
施により、大気質の濃
度をほとんど悪化させ
ない程度となる。

影響要因は想定されな
いため対象外。

施設等の利用、各施設
間の人の移動に伴う大
気環境への影響はほと
んどなく、ミティゲー
ションの実施により大
気環境が改善される。

工事による大気環境へ
の影響がみられるが、
ミティゲーションの実
施により、大気質の濃
度をほとんど悪化させ
ない程度となる。

影響要因は想定されな
いため対象外。

0 － +1 0 －

8 有明アリーナ
工事の実施による濃度
の変化（付加率）が5％
未満である。

影響要因は想定されな
いため対象外。

施設等の利用、各施設
間の人の移動に伴う汚
染物質の排出が周辺の
大気環境に与える影響
はほとんどない。

工事の実施による濃度
の変化（付加率）が5％
未満である。

施設等の利用、各施設
間の人の移動に伴う汚
染物質の排出が周辺の
大気環境に与える影響
はほとんどない。

-1 － 0 -1 0

工事による大気環境へ
の影響がみられ、ミ
ティゲーションの実施
により影響の程度が低
減されるが、濃度の変
化（付加率）が5％未満
となる。

影響要因は想定されな
いため対象外。

施設等の利用、各施設
間の人の移動に伴う大
気環境への影響はほと
んどなく、ミティゲー
ションの実施により大
気環境が改善される。

工事による大気環境へ
の影響がみられるが、
ミティゲーションの実
施により、大気質の濃
度をほとんど悪化させ
ない程度となる。

施設等の利用、各施設
間の人の移動に伴う大
気環境への影響はほと
んどなく、ミティゲー
ションの実施により大
気環境が改善される。

-1 － +1 0 +1

9 有明ＢＭＸコース
工事の実施による濃度
の変化（付加率）が5％
未満である。

影響要因は想定されな
いため対象外。

施設等の利用、各施設
間の人の移動に伴う汚
染物質の排出が周辺の
大気環境に与える影響
はほとんどない。

工事の実施による濃度
の変化（付加率）が5％
未満である。

-1 － 0 -1

工事による大気環境へ
の影響がみられるが、
ミティゲーションの実
施により、大気質の濃
度をほとんど悪化させ
ない程度となる。

影響要因は想定されな
いため対象外。

施設等の利用、各施設
間の人の移動に伴う大
気環境への影響はほと
んどなく、ミティゲー
ションの実施により大
気環境が改善される。

工事による大気環境へ
の影響がみられるが、
ミティゲーションの実
施により、大気質の濃
度をほとんど悪化させ
ない程度となる。

0 － +1 0

10 有明ベロドローム
工事の実施による濃度
の変化（付加率）が5％
未満である。

影響要因は想定されな
いため対象外。

施設等の利用、各施設
間の人の移動に伴う汚
染物質の排出が周辺の
大気環境に与える影響
はほとんどない。

工事の実施による濃度
の変化（付加率）が5％
未満である。

-1 － 0 -1

工事による大気環境へ
の影響がみられるが、
ミティゲーションの実
施により、大気質の濃
度をほとんど悪化させ
ない程度となる。

影響要因は想定されな
いため対象外。

施設等の利用、各施設
間の人の移動に伴う大
気環境への影響はほと
んどなく、ミティゲー
ションの実施により大
気環境が改善される。

工事による大気環境へ
の影響がみられ、ミ
ティゲーションの実施
により影響の程度が低
減されるが、濃度の変
化（付加率）が5％未満
となる。

0 － +1 -1

11 有明体操競技場
工事の実施による濃度
の変化（付加率）が5％
未満である。

影響要因は想定されな
いため対象外。

施設等の利用、各施設
間の人の移動に伴う汚
染物質の排出が周辺の
大気環境に与える影響
はほとんどない。

工事の実施による濃度
の変化（付加率）が5％
未満である。

-1 － 0 -1

工事による大気環境へ
の影響がみられ、ミ
ティゲーションの実施
により影響の程度が低
減されるが、濃度の変
化（付加率）が5％未満
となる。

影響要因は想定されな
いため対象外。

施設等の利用、各施設
間の人の移動に伴う大
気環境への影響はほと
んどなく、ミティゲー
ションの実施により大
気環境が改善される。

工事による大気環境へ
の影響がみられ、ミ
ティゲーションの実施
により影響の程度が低
減されるが、濃度の変
化（付加率）が5％未満
となる。

-1 － +1 -1

12 有明テニスの森
工事の実施による濃度
の変化（付加率）が5％
未満である。

影響要因は想定されな
いため対象外。

施設等の利用、各施設
間の人の移動に伴う汚
染物質の排出が周辺の
大気環境に与える影響
はほとんどない。

工事の実施による濃度
の変化（付加率）が5％
未満である。

施設等の利用、各施設
間の人の移動に伴う汚
染物質の排出が周辺の
大気環境に与える影響
はほとんどない。

-1 － 0 -1 0

工事による大気環境へ
の影響がみられるが、
ミティゲーションの実
施により、大気質の濃
度をほとんど悪化させ
ない程度となる。

影響要因は想定されな
いため対象外。

施設等の利用、各施設
間の人の移動に伴う大
気環境への影響はほと
んどなく、ミティゲー
ションの実施により大
気環境が改善される。

工事による大気環境へ
の影響がみられるが、
ミティゲーションの実
施により、大気質の濃
度をほとんど悪化させ
ない程度となる。

施設等の利用、各施設
間の人の移動に伴う大
気環境への影響はほと
んどなく、ミティゲー
ションの実施により大
気環境が改善される。

0 － +1 0 +1

13 お台場海浜公園
工事の実施による濃度
の変化（付加率）が5％
未満である。

影響要因は想定されな
いため対象外。

施設等の利用、各施設
間の人の移動に伴う汚
染物質の排出が周辺の
大気環境に与える影響
はほとんどない。

工事の実施による濃度
の変化（付加率）が5％
未満である。

-1 － 0 -1

工事による大気環境へ
の影響がみられるが、
ミティゲーションの実
施により、大気質の濃
度をほとんど悪化させ
ない程度となる。

影響要因は想定されな
いため対象外。

施設等の利用、各施設
間の人の移動に伴う大
気環境への影響はほと
んどなく、ミティゲー
ションの実施により大
気環境が改善される。

工事による大気環境へ
の影響がみられるが、
ミティゲーションの実
施により、大気質の濃
度をほとんど悪化させ
ない程度となる。

0 － +1 0

14 潮風公園
工事の実施による濃度
の変化（付加率）が5％
未満である。

影響要因は想定されな
いため対象外。

施設等の利用、各施設
間の人の移動に伴う汚
染物質の排出が周辺の
大気環境に与える影響
はほとんどない。

工事の実施による濃度
の変化（付加率）が5％
未満である。

-1 － 0 -1

工事による大気環境へ
の影響がみられるが、
ミティゲーションの実
施により、大気質の濃
度をほとんど悪化させ
ない程度となる。

影響要因は想定されな
いため対象外。

施設等の利用、各施設
間の人の移動に伴う大
気環境への影響はほと
んどなく、ミティゲー
ションの実施により大
気環境が改善される。

工事による大気環境へ
の影響がみられるが、
ミティゲーションの実
施により、大気質の濃
度をほとんど悪化させ
ない程度となる。

0 － +1 0

15～16
東京ビッグサイト・ホール
Ａ、Ｂ

工事の実施による濃度
の変化（付加率）が5％
未満である。

影響要因は想定されな
いため対象外。

施設等の利用、各施設
間の人の移動に伴う汚
染物質の排出が周辺の
大気環境に与える影響
はほとんどない。

工事の実施による濃度
の変化（付加率）が5％
未満である。

影響要因は想定されな
いため対象外。

-1 － 0 -1 －

工事による大気環境へ
の影響がみられるが、
ミティゲーションの実
施により、大気質の濃
度をほとんど悪化させ
ない程度となる。

影響要因は想定されな
いため対象外。

施設等の利用、各施設
間の人の移動に伴う大
気環境への影響はほと
んどなく、ミティゲー
ションの実施により大
気環境が改善される。

工事による大気環境へ
の影響がみられるが、
ミティゲーションの実
施により、大気質の濃
度をほとんど悪化させ
ない程度となる。

影響要因は想定されな
いため対象外。

0 － +1 0 －
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17 大井ホッケー競技場
工事の実施による濃度
の変化（付加率）が5％
未満である。

影響要因は想定されな
いため対象外。

施設等の利用、各施設
間の人の移動に伴う汚
染物質の排出が周辺の
大気環境に与える影響
はほとんどない。

工事の実施による濃度
の変化（付加率）が5％
未満である。

施設等の利用、各施設
間の人の移動に伴う汚
染物質の排出が周辺の
大気環境に与える影響
はほとんどない。

-1 － 0 -1 0

工事による大気環境へ
の影響がみられるが、
ミティゲーションの実
施により、大気質の濃
度をほとんど悪化させ
ない程度となる。

影響要因は想定されな
いため対象外。

施設等の利用、各施設
間の人の移動に伴う大
気環境への影響はほと
んどなく、ミティゲー
ションの実施により大
気環境が改善される。

工事による大気環境へ
の影響がみられるが、
ミティゲーションの実
施により、大気質の濃
度をほとんど悪化させ
ない程度となる。

施設等の利用、各施設
間の人の移動に伴う大
気環境への影響はほと
んどなく、ミティゲー
ションの実施により大
気環境が改善される。

0 － +1 0 +1

18
海の森クロスカントリー
コース

工事の実施による濃度
の変化（付加率）が5％
未満である。

影響要因は想定されな
いため対象外。

施設等の利用、各施設
間の人の移動に伴う汚
染物質の排出が周辺の
大気環境に与える影響
はほとんどない。

工事の実施による濃度
の変化（付加率）が5％
未満である。

-1 － 0 -1

工事による大気環境へ
の影響がみられるが、
ミティゲーションの実
施により、大気質の濃
度をほとんど悪化させ
ない程度となる。

影響要因は想定されな
いため対象外。

施設等の利用、各施設
間の人の移動に伴う大
気環境への影響はほと
んどなく、ミティゲー
ションの実施により大
気環境が改善される。

工事による大気環境へ
の影響がみられるが、
ミティゲーションの実
施により、大気質の濃
度をほとんど悪化させ
ない程度となる。

0 － +1 0

19 海の森水上競技場
工事の実施による濃度
の変化（付加率）が5％
未満である。

影響要因は想定されな
いため対象外。

施設等の利用、各施設
間の人の移動に伴う汚
染物質の排出が周辺の
大気環境に与える影響
はほとんどない。

工事の実施による濃度
の変化（付加率）が5％
未満である。

施設等の利用、各施設
間の人の移動に伴う汚
染物質の排出が周辺の
大気環境に与える影響
はほとんどない。

-1 － 0 -1 0

工事による大気環境へ
の影響がみられるが、
ミティゲーションの実
施により、大気質の濃
度をほとんど悪化させ
ない程度となる。

影響要因は想定されな
いため対象外。

施設等の利用、各施設
間の人の移動に伴う大
気環境への影響はほと
んどなく、ミティゲー
ションの実施により大
気環境が改善される。

工事による大気環境へ
の影響がみられるが、
ミティゲーションの実
施により、大気質の濃
度をほとんど悪化させ
ない程度となる。

施設等の利用、各施設
間の人の移動に伴う大
気環境への影響はほと
んどなく、ミティゲー
ションの実施により大
気環境が改善される。

0 － +1 0 +1

20
海の森マウンテンバイク
コース

工事の実施による濃度
の変化（付加率）が5％
未満である。

影響要因は想定されな
いため対象外。

施設等の利用、各施設
間の人の移動に伴う汚
染物質の排出が周辺の
大気環境に与える影響
はほとんどない。

工事の実施による濃度
の変化（付加率）が5％
未満である。

-1 － 0 -1

工事による大気環境へ
の影響がみられるが、
ミティゲーションの実
施により、大気質の濃
度をほとんど悪化させ
ない程度となる。

影響要因は想定されな
いため対象外。

施設等の利用、各施設
間の人の移動に伴う大
気環境への影響はほと
んどなく、ミティゲー
ションの実施により大
気環境が改善される。

工事による大気環境へ
の影響がみられるが、
ミティゲーションの実
施により、大気質の濃
度をほとんど悪化させ
ない程度となる。

0 － +1 0

21 若洲オリンピックマリーナ
工事の実施による濃度
の変化（付加率）が5％
未満である。

影響要因は想定されな
いため対象外。

施設等の利用、各施設
間の人の移動に伴う汚
染物質の排出が周辺の
大気環境に与える影響
はほとんどない。

工事の実施による濃度
の変化（付加率）が5％
未満である。

施設等の利用、各施設
間の人の移動に伴う汚
染物質の排出が周辺の
大気環境に与える影響
はほとんどない。

-1 － 0 -1 0

工事による大気環境へ
の影響がみられるが、
ミティゲーションの実
施により、大気質の濃
度をほとんど悪化させ
ない程度となる。

影響要因は想定されな
いため対象外。

施設等の利用、各施設
間の人の移動に伴う大
気環境への影響はほと
んどなく、ミティゲー
ションの実施により大
気環境が改善される。

工事による大気環境へ
の影響がみられるが、
ミティゲーションの実
施により、大気質の濃
度をほとんど悪化させ
ない程度となる。

施設等の利用、各施設
間の人の移動に伴う大
気環境への影響はほと
んどなく、ミティゲー
ションの実施により大
気環境が改善される。

0 － +1 0 +1

22 葛西臨海公園
工事の実施による濃度
の変化（付加率）が5％
未満である。

影響要因は想定されな
いため対象外。

施設等の利用、各施設
間の人の移動に伴う汚
染物質の排出が周辺の
大気環境に与える影響
はほとんどない。

工事の実施による濃度
の変化（付加率）が5％
未満である。

施設等の利用、各施設
間の人の移動に伴う汚
染物質の排出が周辺の
大気環境に与える影響
はほとんどない。

-1 － 0 -1 0

工事による大気環境へ
の影響がみられるが、
ミティゲーションの実
施により、大気質の濃
度をほとんど悪化させ
ない程度となる。

影響要因は想定されな
いため対象外。

施設等の利用、各施設
間の人の移動に伴う大
気環境への影響はほと
んどなく、ミティゲー
ションの実施により大
気環境が改善される。

工事による大気環境へ
の影響がみられるが、
ミティゲーションの実
施により、大気質の濃
度をほとんど悪化させ
ない程度となる。

施設等の利用、各施設
間の人の移動に伴う大
気環境への影響はほと
んどなく、ミティゲー
ションの実施により大
気環境が改善される。

0 － +1 0 +1

23～24
夢の島ユース・プラザ・ア
リーナＡ、Ｂ

工事の実施による濃度
の変化（付加率）が5％
未満である。

影響要因は想定されな
いため対象外。

施設等の利用、各施設
間の人の移動に伴う汚
染物質の排出が周辺の
大気環境に与える影響
はほとんどない。

工事の実施による濃度
の変化（付加率）が5％
未満である。

施設等の利用、各施設
間の人の移動に伴う汚
染物質の排出が周辺の
大気環境に与える影響
はほとんどない。

-1 － 0 -1 0

工事による大気環境へ
の影響がみられるが、
ミティゲーションの実
施により、大気質の濃
度をほとんど悪化させ
ない程度となる。

影響要因は想定されな
いため対象外。

施設等の利用、各施設
間の人の移動に伴う大
気環境への影響はほと
んどなく、ミティゲー
ションの実施により大
気環境が改善される。

工事による大気環境へ
の影響がみられるが、
ミティゲーションの実
施により、大気質の濃
度をほとんど悪化させ
ない程度となる。

施設等の利用、各施設
間の人の移動に伴う大
気環境への影響はほと
んどなく、ミティゲー
ションの実施により大
気環境が改善される。

0 － +1 0 +1

25 夢の島公園
工事の実施による濃度
の変化（付加率）が5％
未満である。

影響要因は想定されな
いため対象外。

施設等の利用、各施設
間の人の移動に伴う汚
染物質の排出が周辺の
大気環境に与える影響
はほとんどない。

工事の実施による濃度
の変化（付加率）が5％
未満である。

施設等の利用、各施設
間の人の移動に伴う汚
染物質の排出が周辺の
大気環境に与える影響
はほとんどない。

-1 － 0 -1 0

工事による大気環境へ
の影響がみられるが、
ミティゲーションの実
施により、大気質の濃
度をほとんど悪化させ
ない程度となる。

影響要因は想定されな
いため対象外。

施設等の利用、各施設
間の人の移動に伴う大
気環境への影響はほと
んどなく、ミティゲー
ションの実施により大
気環境が改善される。

工事による大気環境へ
の影響がみられるが、
ミティゲーションの実
施により、大気質の濃
度をほとんど悪化させ
ない程度となる。

施設等の利用、各施設
間の人の移動に伴う大
気環境への影響はほと
んどなく、ミティゲー
ションの実施により大
気環境が改善される。

0 － +1 0 +1

26 夢の島競技場
工事の実施による濃度
の変化（付加率）が5％
未満である。

影響要因は想定されな
いため対象外。

施設等の利用、各施設
間の人の移動に伴う汚
染物質の排出が周辺の
大気環境に与える影響
はほとんどない。

工事の実施による濃度
の変化（付加率）が5％
未満である。

影響要因は想定されな
いため対象外。

-1 － 0 -1 －

工事による大気環境へ
の影響がみられるが、
ミティゲーションの実
施により、大気質の濃
度をほとんど悪化させ
ない程度となる。

影響要因は想定されな
いため対象外。

施設等の利用、各施設
間の人の移動に伴う大
気環境への影響はほと
んどなく、ミティゲー
ションの実施により大
気環境が改善される。

工事による大気環境へ
の影響がみられるが、
ミティゲーションの実
施により、大気質の濃
度をほとんど悪化させ
ない程度となる。

影響要因は想定されな
いため対象外。

0 － +1 0 －

27～28
オリンピックアクアティク
スセンター
ウォーターポロアリーナ

工事の実施による濃度
の変化（付加率）が5％
未満である。

影響要因は想定されな
いため対象外。

施設等の利用、各施設
間の人の移動に伴う汚
染物質の排出が周辺の
大気環境に与える影響
はほとんどない。

工事の実施による濃度
の変化（付加率）が5％
未満である。

施設等の利用、各施設
間の人の移動に伴う汚
染物質の排出が周辺の
大気環境に与える影響
はほとんどない。

-1 － 0 -1 0

工事による大気環境へ
の影響がみられ、ミ
ティゲーションの実施
により影響の程度が低
減されるが、濃度の変
化（付加率）が5％未満
となる。

影響要因は想定されな
いため対象外。

施設等の利用、各施設
間の人の移動に伴う大
気環境への影響はほと
んどなく、ミティゲー
ションの実施により大
気環境が改善される。

工事による大気環境へ
の影響がみられ、ミ
ティゲーションの実施
により影響の程度が低
減されるが、濃度の変
化（付加率）が5％未満
となる。

施設等の利用、各施設
間の人の移動に伴う大
気環境への影響はほと
んどなく、ミティゲー
ションの実施により大
気環境が改善される。

-1 － +1 -1 +1

29
武蔵野の森総合スポーツ施
設

工事の実施による濃度
の変化（付加率）が5％
未満である。

影響要因は想定されな
いため対象外。

施設等の利用、各施設
間の人の移動に伴う汚
染物質の排出が周辺の
大気環境に与える影響
はほとんどない。

影響要因は想定されな
いため対象外。

施設等の利用、各施設
間の人の移動に伴う汚
染物質の排出が周辺の
大気環境に与える影響
はほとんどない。

-1 － 0 － 0

工事による大気環境へ
の影響がみられるが、
ミティゲーションの実
施により、大気質の濃
度をほとんど悪化させ
ない程度となる。

影響要因は想定されな
いため対象外。

施設等の利用、各施設
間の人の移動に伴う大
気環境への影響はほと
んどなく、ミティゲー
ションの実施により大
気環境が改善される。

影響要因は想定されな
いため対象外。

施設等の利用、各施設
間の人の移動に伴う大
気環境への影響はほと
んどなく、ミティゲー
ションの実施により大
気環境が改善される。

0 － +1 － +1

30 東京スタジアム
工事の実施による濃度
の変化（付加率）が5％
未満である。

影響要因は想定されな
いため対象外。

施設等の利用、各施設
間の人の移動に伴う汚
染物質の排出が周辺の
大気環境に与える影響
はほとんどない。

工事の実施による濃度
の変化（付加率）が5％
未満である。

影響要因は想定されな
いため対象外。

-1 － 0 -1 －

工事による大気環境へ
の影響がみられるが、
ミティゲーションの実
施により、大気質の濃
度をほとんど悪化させ
ない程度となる。

影響要因は想定されな
いため対象外。

施設等の利用、各施設
間の人の移動に伴う大
気環境への影響はほと
んどなく、ミティゲー
ションの実施により大
気環境が改善される。

影響要因は想定されな
いため対象外。

影響要因は想定されな
いため対象外。

0 － +1 0 －

31 武蔵野の森公園
工事の実施による濃度
の変化（付加率）が5％
未満である。

影響要因は想定されな
いため対象外。

施設等の利用、各施設
間の人の移動に伴う汚
染物質の排出が周辺の
大気環境に与える影響
はほとんどない。

工事の実施による濃度
の変化（付加率）が5％
未満である。

-1 － 0 -1

工事による大気環境へ
の影響がみられるが、
ミティゲーションの実
施により、大気質の濃
度をほとんど悪化させ
ない程度となる。

影響要因は想定されな
いため対象外。

施設等の利用、各施設
間の人の移動に伴う大
気環境への影響はほと
んどなく、ミティゲー
ションの実施により大
気環境が改善される。

工事による大気環境へ
の影響がみられるが、
ミティゲーションの実
施により、大気質の濃
度をほとんど悪化させ
ない程度となる。

0 － +1 0

32 陸上自衛隊朝霞訓練場
工事の実施による濃度
の変化（付加率）が5％
未満である。

影響要因は想定されな
いため対象外。

施設等の利用、各施設
間の人の移動に伴う汚
染物質の排出が周辺の
大気環境に与える影響
はほとんどない。

工事の実施による濃度
の変化（付加率）が5％
未満である。

-1 － 0 -1

工事による大気環境へ
の影響がみられるが、
ミティゲーションの実
施により、大気質の濃
度をほとんど悪化させ
ない程度となる。

影響要因は想定されな
いため対象外。

施設等の利用、各施設
間の人の移動に伴う汚
染物質の排出が周辺の
大気環境に与える影響
はほとんどない。

工事による大気環境へ
の影響がみられるが、
ミティゲーションの実
施により、大気質の濃
度をほとんど悪化させ
ない程度となる。

0 － 0 0

33 霞ヶ関カンツリー倶楽部
工事の実施による濃度
の変化（付加率）が5％
未満である。

影響要因は想定されな
いため対象外。

施設等の利用、各施設
間の人の移動に伴う汚
染物質の排出が周辺の
大気環境に与える影響
はほとんどない。

工事の実施による濃度
の変化（付加率）が5％
未満である。

影響要因は想定されな
いため対象外。

-1 － 0 -1 －

工事による大気環境へ
の影響がみられるが、
ミティゲーションの実
施により、大気質の濃
度をほとんど悪化させ
ない程度となる。

影響要因は想定されな
いため対象外。

施設等の利用、各施設
間の人の移動に伴う汚
染物質の排出が周辺の
大気環境に与える影響
はほとんどない。

工事による大気環境へ
の影響がみられるが、
ミティゲーションの実
施により、大気質の濃
度をほとんど悪化させ
ない程度となる。

影響要因は想定されな
いため対象外。

0 － 0 0 －

4－2



評価指標別予測結果表（汚染物質(NO2、SPM)の排出量）
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会場
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段階別影響 評価点

開催中 開催後開催前 開催中 開催後開催前 開催後 開催前

評価点

開催中 開催後

段階別影響

開催中

No. 名称

34 札幌ドーム
工事の実施による濃度
の変化（付加率）が5％
未満である。

影響要因は想定されな
いため対象外。

施設等の利用、各施設
間の人の移動に伴う汚
染物質の排出が周辺の
大気環境に与える影響
はほとんどない。

工事の実施による濃度
の変化（付加率）が5％
未満である。

影響要因は想定されな
いため対象外。

-1 － 0 -1 －

工事による大気環境へ
の影響がみられるが、
ミティゲーションの実
施により、大気質の濃
度をほとんど悪化させ
ない程度となる。

影響要因は想定されな
いため対象外。

施設等の利用、各施設
間の人の移動に伴う汚
染物質の排出が周辺の
大気環境に与える影響
はほとんどない。

工事による大気環境へ
の影響がみられるが、
ミティゲーションの実
施により、大気質の濃
度をほとんど悪化させ
ない程度となる。

影響要因は想定されな
いため対象外。

0 － 0 0 －

35 宮城スタジアム
工事の実施による濃度
の変化（付加率）が5％
未満である。

影響要因は想定されな
いため対象外。

施設等の利用、各施設
間の人の移動に伴う汚
染物質の排出が周辺の
大気環境に与える影響
はほとんどない。

工事の実施による濃度
の変化（付加率）が5％
未満である。

影響要因は想定されな
いため対象外。

-1 － 0 -1 －

工事による大気環境へ
の影響がみられるが、
ミティゲーションの実
施により、大気質の濃
度をほとんど悪化させ
ない程度となる。

影響要因は想定されな
いため対象外。

施設等の利用、各施設
間の人の移動に伴う汚
染物質の排出が周辺の
大気環境に与える影響
はほとんどない。

工事による大気環境へ
の影響がみられるが、
ミティゲーションの実
施により、大気質の濃
度をほとんど悪化させ
ない程度となる。

影響要因は想定されな
いため対象外。

0 － 0 0 －

36 埼玉スタジアム2002
工事の実施による濃度
の変化（付加率）が5％
未満である。

影響要因は想定されな
いため対象外。

施設等の利用、各施設
間の人の移動に伴う汚
染物質の排出が周辺の
大気環境に与える影響
はほとんどない。

工事の実施による濃度
の変化（付加率）が5％
未満である。

影響要因は想定されな
いため対象外。

-1 － 0 -1 －

工事による大気環境へ
の影響がみられるが、
ミティゲーションの実
施により、大気質の濃
度をほとんど悪化させ
ない程度となる。

影響要因は想定されな
いため対象外。

施設等の利用、各施設
間の人の移動に伴う汚
染物質の排出が周辺の
大気環境に与える影響
はほとんどない。

工事による大気環境へ
の影響がみられるが、
ミティゲーションの実
施により、大気質の濃
度をほとんど悪化させ
ない程度となる。

影響要因は想定されな
いため対象外。

0 － 0 0 －

37 横浜国際総合競技場
工事の実施による濃度
の変化（付加率）が5％
未満である。

影響要因は想定されな
いため対象外。

施設等の利用、各施設
間の人の移動に伴う汚
染物質の排出が周辺の
大気環境に与える影響
はほとんどない。

工事の実施による濃度
の変化（付加率）が5％
未満である。

影響要因は想定されな
いため対象外。

-1 － 0 -1 －

工事による大気環境へ
の影響がみられるが、
ミティゲーションの実
施により、大気質の濃
度をほとんど悪化させ
ない程度となる。

影響要因は想定されな
いため対象外。

施設等の利用、各施設
間の人の移動に伴う汚
染物質の排出が周辺の
大気環境に与える影響
はほとんどない。

工事による大気環境へ
の影響がみられるが、
ミティゲーションの実
施により、大気質の濃
度をほとんど悪化させ
ない程度となる。

影響要因は想定されな
いため対象外。

0 － 0 0 －

OV 選手村
工事の実施による濃度
の変化（付加率）が5％
以上となる。

影響要因は想定されな
いため対象外。

施設等の利用、各施設
間の人の移動に伴う汚
染物質の排出が周辺の
大気環境に与える影響
はほとんどない。

工事の実施による濃度
の変化（付加率）が5％
未満である。

住宅等として利用さ
れ、各施設等の利用に
伴う汚染物質の排出が
周辺の大気環境に与え
る影響はほとんどな
い。

-2 － 0 -1 0

工事による大気環境へ
の影響がみられ、ミ
ティゲーションの実施
により影響の程度が低
減されるが、濃度の変
化（付加率）が5％以上
となる。

影響要因は想定されな
いため対象外。

施設等の利用、各施設
間の人の移動に伴う大
気環境への影響はほと
んどなく、ミティゲー
ションの実施により大
気環境が改善される。

工事による大気環境へ
の影響がみられるが、
ミティゲーションの実
施により、大気質の濃
度をほとんど悪化させ
ない程度となる。

施設等の利用、各施設
間の人の移動に伴う大
気環境への影響はほと
んどなく、ミティゲー
ションの実施により大
気環境が改善される。

-2 － +1 0 +1

IBC/MPC
東京ビッグサイト
(IBC/MPC)

工事の実施による濃度
の変化（付加率）が5％
未満である。

影響要因は想定されな
いため対象外。

施設等の利用、各施設
間の人の移動に伴う汚
染物質の排出が周辺の
大気環境に与える影響
はほとんどない。

影響要因は想定されな
いため対象外。

展示会場等として利用
され、各施設等の利用
に伴う汚染物質の排出
が周辺の大気環境に与
える影響はほとんどな
い。

-1 － 0 － 0

工事による大気環境へ
の影響がみられ、ミ
ティゲーションの実施
により影響の程度が低
減されるが、濃度の変
化（付加率）が5％未満
となる。

影響要因は想定されな
いため対象外。

施設等の利用、各施設
間の人の移動に伴う大
気環境への影響はほと
んどなく、ミティゲー
ションの実施により大
気環境が改善される。

影響要因は想定されな
いため対象外。

施設等の利用、各施設
間の人の移動に伴う大
気環境への影響はほと
んどなく、ミティゲー
ションの実施により大
気環境が改善される。

-1 － +1 － +1
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評価指標別予測結果表（汚濁負荷(COD､T-N､T-P､BOD､SS等)の排出量）

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

1
オリンピックスタジアム
(国立霞ヶ丘競技場)

工事の実施に伴うし尿
等の汚水は公共下水道
等に排出することか
ら、公共用水域の水質
に影響を及ぼすことは
ない。

影響要因が想定されな
いことから対象外とす
る。

施設の供用に伴うし尿
等の汚水は公共下水道
等に排出することか
ら、公共用水域の水質
に影響を及ぼすことは
ない。

工事の実施に伴うし尿
等の汚水は公共下水道
等に排出することか
ら、公共用水域の水質
に影響を及ぼすことは
ない。

施設の供用に伴うし尿
等の汚水は公共下水道
等に排出することか
ら、公共用水域の水質
に影響を及ぼすことは
ない。

0 － 0 0 0

工事の実施に伴って公
共用水域の水質に影響
を及ぼすことはないこ
とから、ミティゲー
ションは想定していな
い。

影響要因が想定されな
いことから対象外とす
る。

施設の供用に伴うし尿
等の汚水による影響は
ないことから、ミティ
ゲーションは想定して
いない。

工事の実施に伴って公
共用水域の水質に影響
を及ぼすことはないこ
とから、ミティゲー
ションは想定していな
い。

施設の供用に伴うし尿
等の汚水による影響は
ないことから、ミティ
ゲーションは想定して
いない。

0 － 0 0 0

2 東京体育館

工事の実施に伴うし尿
等の汚水は公共下水道
等に排出することか
ら、公共用水域の水質
に影響を及ぼすことは
ない。

影響要因が想定されな
いことから対象外とす
る。

施設の供用に伴うし尿
等の汚水は公共下水道
等に排出することか
ら、公共用水域の水質
に影響を及ぼすことは
ない。

工事の実施に伴うし尿
等の汚水は公共下水道
等に排出することか
ら、公共用水域の水質
に影響を及ぼすことは
ない。

オリンピックによる新
たな恒久施設はなく、
開催後の状況に開催前
との変化はないことか
ら対象外とする。

0 － 0 0 －

工事の実施に伴って公
共用水域の水質に影響
を及ぼすことはないこ
とから、ミティゲー
ションは想定していな
い。

影響要因が想定されな
いことから対象外とす
る。

施設の供用に伴うし尿
等の汚水による影響は
ないことから、ミティ
ゲーションは想定して
いない。

工事の実施に伴って公
共用水域の水質に影響
を及ぼすことはないこ
とから、ミティゲー
ションは想定していな
い。

オリンピックによる新
たな恒久施設はなく、
開催後の状況に開催前
との変化はないことか
ら対象外とする。

0 － 0 0 －

3 国立代々木競技場

工事の実施に伴うし尿
等の汚水は公共下水道
等に排出することか
ら、公共用水域の水質
に影響を及ぼすことは
ない。

影響要因が想定されな
いことから対象外とす
る。

施設の供用に伴うし尿
等の汚水は公共下水道
等に排出することか
ら、公共用水域の水質
に影響を及ぼすことは
ない。

工事の実施に伴うし尿
等の汚水は公共下水道
等に排出することか
ら、公共用水域の水質
に影響を及ぼすことは
ない。

オリンピックによる新
たな恒久施設はなく、
開催後の状況に開催前
との変化はないことか
ら対象外とする。

0 － 0 0 －

工事の実施に伴って公
共用水域の水質に影響
を及ぼすことはないこ
とから、ミティゲー
ションは想定していな
い。

影響要因が想定されな
いことから対象外とす
る。

施設の供用に伴うし尿
等の汚水による影響は
ないことから、ミティ
ゲーションは想定して
いない。

工事の実施に伴って公
共用水域の水質に影響
を及ぼすことはないこ
とから、ミティゲー
ションは想定していな
い。

オリンピックによる新
たな恒久施設はなく、
開催後の状況に開催前
との変化はないことか
ら対象外とする。

0 － 0 0 －

4 日本武道館

工事の実施に伴うし尿
等の汚水は公共下水道
等に排出することか
ら、公共用水域の水質
に影響を及ぼすことは
ない。

影響要因が想定されな
いことから対象外とす
る。

施設の供用に伴うし尿
等の汚水は公共下水道
等に排出することか
ら、公共用水域の水質
に影響を及ぼすことは
ない。

工事の実施に伴うし尿
等の汚水は公共下水道
等に排出することか
ら、公共用水域の水質
に影響を及ぼすことは
ない。

新たな恒久施設は、イ
ベント開催会場等とし
ての一般利用は想定さ
れないことから対象外
とする。

0 － 0 0 －

工事の実施に伴って公
共用水域の水質に影響
を及ぼすことはないこ
とから、ミティゲー
ションは想定していな
い。

影響要因が想定されな
いことから対象外とす
る。

施設の供用に伴うし尿
等の汚水による影響は
ないことから、ミティ
ゲーションは想定して
いない。

工事の実施に伴って公
共用水域の水質に影響
を及ぼすことはないこ
とから、ミティゲー
ションは想定していな
い。

新たな恒久施設は、イ
ベント開催会場等とし
ての一般利用は想定さ
れないことから対象外
とする。

0 － 0 0 －

5 皇居外苑

工事の実施に伴うし尿
等の汚水は公共下水道
等に排出することか
ら、公共用水域の水質
に影響を及ぼすことは
ない。

影響要因が想定されな
いことから対象外とす
る。

施設の供用に伴うし尿
等の汚水は公共下水道
等に排出することか
ら、公共用水域の水質
に影響を及ぼすことは
ない。

工事の実施に伴うし尿
等の汚水は公共下水道
等に排出することか
ら、公共用水域の水質
に影響を及ぼすことは
ない。

0 － 0 0

工事の実施に伴って公
共用水域の水質に影響
を及ぼすことはないこ
とから、ミティゲー
ションは想定していな
い。

影響要因が想定されな
いことから対象外とす
る。

施設の供用に伴うし尿
等の汚水による影響は
ないことから、ミティ
ゲーションは想定して
いない。

工事の実施に伴って公
共用水域の水質に影響
を及ぼすことはないこ
とから、ミティゲー
ションは想定していな
い。

0 － 0 0

6 東京国際フォーラム

内装工事のみで汚濁負
荷物質の排出はほとん
どないことから対象外
とする。

影響要因が想定されな
いことから対象外とす
る。

施設の供用に伴うし尿
等の汚水は公共下水道
等に排出することか
ら、公共用水域の水質
に影響を及ぼすことは
ない。

内装工事のみで汚濁負
荷物質の排出はほとん
どないことから対象外
とする。

オリンピックによる新
たな恒久施設はなく、
開催後の状況に開催前
との変化はないことか
ら対象外とする。

－ － 0 － －

内装工事のみで汚濁負
荷物質の排出はほとん
どないことから対象外
とする。

影響要因が想定されな
いことから対象外とす
る。

施設の供用に伴うし尿
等の汚水による影響は
ないことから、ミティ
ゲーションは想定して
いない。

工事の実施に伴って公
共用水域の水質に影響
を及ぼすことはないこ
とから、ミティゲー
ションは想定していな
い。

オリンピックによる新
たな恒久施設はなく、
開催後の状況に開催前
との変化はないことか
ら対象外とする。

－ － 0 － －

7 国技館

工事の実施に伴うし尿
等の汚水は公共下水道
等に排出することか
ら、公共用水域の水質
に影響を及ぼすことは
ない。

影響要因が想定されな
いことから対象外とす
る。

施設の供用に伴うし尿
等の汚水は公共下水道
等に排出することか
ら、公共用水域の水質
に影響を及ぼすことは
ない。

工事の実施に伴うし尿
等の汚水は公共下水道
等に排出することか
ら、公共用水域の水質
に影響を及ぼすことは
ない。

オリンピックによる新
たな恒久施設はなく、
開催後の状況に開催前
との変化はないことか
ら対象外とする。

0 － 0 0 －

工事の実施に伴って公
共用水域の水質に影響
を及ぼすことはないこ
とから、ミティゲー
ションは想定していな
い。

影響要因が想定されな
いことから対象外とす
る。

施設の供用に伴うし尿
等の汚水による影響は
ないことから、ミティ
ゲーションは想定して
いない。

工事の実施に伴って公
共用水域の水質に影響
を及ぼすことはないこ
とから、ミティゲー
ションは想定していな
い。

オリンピックによる新
たな恒久施設はなく、
開催後の状況に開催前
との変化はないことか
ら対象外とする。

0 － 0 0 －

8 有明アリーナ

工事の実施に伴うし尿
等の汚水は公共下水道
等に排出することか
ら、公共用水域の水質
に影響を及ぼすことは
ない。

影響要因が想定されな
いことから対象外とす
る。

施設の供用に伴うし尿
等の汚水は公共下水道
等に排出することか
ら、公共用水域の水質
に影響を及ぼすことは
ない。

工事の実施に伴うし尿
等の汚水は公共下水道
等に排出することか
ら、公共用水域の水質
に影響を及ぼすことは
ない。

施設の供用に伴うし尿
等の汚水は公共下水道
等に排出することか
ら、公共用水域の水質
に影響を及ぼすことは
ない。

0 － 0 0 0

工事の実施に伴って公
共用水域の水質に影響
を及ぼすことはないこ
とから、ミティゲー
ションは想定していな
い。

影響要因が想定されな
いことから対象外とす
る。

施設の供用に伴うし尿
等の汚水による影響は
ないことから、ミティ
ゲーションは想定して
いない。

工事の実施に伴って公
共用水域の水質に影響
を及ぼすことはないこ
とから、ミティゲー
ションは想定していな
い。

施設の供用に伴うし尿
等の汚水による影響は
ないことから、ミティ
ゲーションは想定して
いない。

0 － 0 0 0

9 有明ＢＭＸコース

工事の実施に伴うし尿
等の汚水は公共下水道
等に排出することか
ら、公共用水域の水質
に影響を及ぼすことは
ない。

影響要因が想定されな
いことから対象外とす
る。

施設の供用に伴うし尿
等の汚水は公共下水道
等に排出することか
ら、公共用水域の水質
に影響を及ぼすことは
ない。

工事の実施に伴うし尿
等の汚水は公共下水道
等に排出することか
ら、公共用水域の水質
に影響を及ぼすことは
ない。

0 － 0 0

工事の実施に伴って公
共用水域の水質に影響
を及ぼすことはないこ
とから、ミティゲー
ションは想定していな
い。

影響要因が想定されな
いことから対象外とす
る。

施設の供用に伴うし尿
等の汚水による影響は
ないことから、ミティ
ゲーションは想定して
いない。

工事の実施に伴って公
共用水域の水質に影響
を及ぼすことはないこ
とから、ミティゲー
ションは想定していな
い。

0 － 0 0

10 有明ベロドローム

工事の実施に伴うし尿
等の汚水は公共下水道
等に排出することか
ら、公共用水域の水質
に影響を及ぼすことは
ない。

影響要因が想定されな
いことから対象外とす
る。

施設の供用に伴うし尿
等の汚水は公共下水道
等に排出することか
ら、公共用水域の水質
に影響を及ぼすことは
ない。

工事の実施に伴うし尿
等の汚水は公共下水道
等に排出することか
ら、公共用水域の水質
に影響を及ぼすことは
ない。

0 － 0 0

工事の実施に伴って公
共用水域の水質に影響
を及ぼすことはないこ
とから、ミティゲー
ションは想定していな
い。

影響要因が想定されな
いことから対象外とす
る。

施設の供用に伴うし尿
等の汚水による影響は
ないことから、ミティ
ゲーションは想定して
いない。

工事の実施に伴って公
共用水域の水質に影響
を及ぼすことはないこ
とから、ミティゲー
ションは想定していな
い。

0 － 0 0

11 有明体操競技場

工事の実施に伴うし尿
等の汚水は公共下水道
等に排出することか
ら、公共用水域の水質
に影響を及ぼすことは
ない。

影響要因が想定されな
いことから対象外とす
る。

施設の供用に伴うし尿
等の汚水は公共下水道
等に排出することか
ら、公共用水域の水質
に影響を及ぼすことは
ない。

工事の実施に伴うし尿
等の汚水は公共下水道
等に排出することか
ら、公共用水域の水質
に影響を及ぼすことは
ない。

0 － 0 0

工事の実施に伴って公
共用水域の水質に影響
を及ぼすことはないこ
とから、ミティゲー
ションは想定していな
い。

影響要因が想定されな
いことから対象外とす
る。

施設の供用に伴うし尿
等の汚水による影響は
ないことから、ミティ
ゲーションは想定して
いない。

工事の実施に伴って公
共用水域の水質に影響
を及ぼすことはないこ
とから、ミティゲー
ションは想定していな
い。

0 － 0 0

12 有明テニスの森

工事の実施に伴うし尿
等の汚水は公共下水道
等に排出することか
ら、公共用水域の水質
に影響を及ぼすことは
ない。

影響要因が想定されな
いことから対象外とす
る。

施設の供用に伴うし尿
等の汚水は公共下水道
等に排出することか
ら、公共用水域の水質
に影響を及ぼすことは
ない。

工事の実施に伴うし尿
等の汚水は公共下水道
等に排出することか
ら、公共用水域の水質
に影響を及ぼすことは
ない。

施設の供用に伴うし尿
等の汚水は公共下水道
等に排出することか
ら、公共用水域の水質
に影響を及ぼすことは
ない。

0 － 0 0 0

工事の実施に伴って公
共用水域の水質に影響
を及ぼすことはないこ
とから、ミティゲー
ションは想定していな
い。

影響要因が想定されな
いことから対象外とす
る。

施設の供用に伴うし尿
等の汚水による影響は
ないことから、ミティ
ゲーションは想定して
いない。

工事の実施に伴って公
共用水域の水質に影響
を及ぼすことはないこ
とから、ミティゲー
ションは想定していな
い。

施設の供用に伴うし尿
等の汚水による影響は
ないことから、ミティ
ゲーションは想定して
いない。

0 － 0 0 0

13 お台場海浜公園

工事の実施に伴うし尿
等の汚水は公共下水道
等に排出することか
ら、公共用水域の水質
に影響を及ぼすことは
ない。

影響要因が想定されな
いことから対象外とす
る。

施設の供用に伴うし尿
等の汚水は公共下水道
等に排出することか
ら、公共用水域の水質
に影響を及ぼすことは
ない。

工事の実施に伴うし尿
等の汚水は公共下水道
等に排出することか
ら、公共用水域の水質
に影響を及ぼすことは
ない。

0 － 0 0

工事の実施に伴って公
共用水域の水質に影響
を及ぼすことはないこ
とから、ミティゲー
ションは想定していな
い。

影響要因が想定されな
いことから対象外とす
る。

施設の供用に伴うし尿
等の汚水による影響は
ないことから、ミティ
ゲーションは想定して
いない。

工事の実施に伴って公
共用水域の水質に影響
を及ぼすことはないこ
とから、ミティゲー
ションは想定していな
い。

0 － 0 0

14 潮風公園

工事の実施に伴うし尿
等の汚水は公共下水道
等に排出することか
ら、公共用水域の水質
に影響を及ぼすことは
ない。

影響要因が想定されな
いことから対象外とす
る。

施設の供用に伴うし尿
等の汚水は公共下水道
等に排出することか
ら、公共用水域の水質
に影響を及ぼすことは
ない。

工事の実施に伴うし尿
等の汚水は公共下水道
等に排出することか
ら、公共用水域の水質
に影響を及ぼすことは
ない。

0 － 0 0

工事の実施に伴って公
共用水域の水質に影響
を及ぼすことはないこ
とから、ミティゲー
ションは想定していな
い。

影響要因が想定されな
いことから対象外とす
る。

施設の供用に伴うし尿
等の汚水による影響は
ないことから、ミティ
ゲーションは想定して
いない。

工事の実施に伴って公
共用水域の水質に影響
を及ぼすことはないこ
とから、ミティゲー
ションは想定していな
い。

0 － 0 0

15～16
東京ビッグサイト・ホール
Ａ、Ｂ

工事の実施に伴うし尿
等の汚水は公共下水道
等に排出することか
ら、公共用水域の水質
に影響を及ぼすことは
ない。

影響要因が想定されな
いことから対象外とす
る。

施設の供用に伴うし尿
等の汚水は公共下水道
等に排出することか
ら、公共用水域の水質
に影響を及ぼすことは
ない。

工事の実施に伴うし尿
等の汚水は公共下水道
等に排出することか
ら、公共用水域の水質
に影響を及ぼすことは
ない。

オリンピックによる新
たな恒久施設はなく、
開催後の状況に開催前
との変化はないことか
ら対象外とする。

0 － 0 0 －

工事の実施に伴って公
共用水域の水質に影響
を及ぼすことはないこ
とから、ミティゲー
ションは想定していな
い。

影響要因が想定されな
いことから対象外とす
る。

施設の供用に伴うし尿
等の汚水による影響は
ないことから、ミティ
ゲーションは想定して
いない。

工事の実施に伴って公
共用水域の水質に影響
を及ぼすことはないこ
とから、ミティゲー
ションは想定していな
い。

オリンピックによる新
たな恒久施設はなく、
開催後の状況に開催前
との変化はないことか
ら対象外とする。

0 － 0 0 －

二次評価

段階別影響 評価点

開催前 開催中 開催後 開催前 開催中 開催後

評価点

開催中 開催後

会場
一次評価

開催後 開催前

段階別影響

開催中開催前

No. 名称

4－4



評価指標別予測結果表（汚濁負荷(COD､T-N､T-P､BOD､SS等)の排出量）

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

二次評価

段階別影響 評価点

開催前 開催中 開催後 開催前 開催中 開催後

評価点

開催中 開催後

会場
一次評価

開催後 開催前

段階別影響

開催中開催前

No. 名称

17 大井ホッケー競技場

工事の実施に伴うし尿
等の汚水は公共下水道
等に排出することか
ら、公共用水域の水質
に影響を及ぼすことは
ない。

影響要因が想定されな
いことから対象外とす
る。

施設の供用に伴うし尿
等の汚水は公共下水道
等に排出することか
ら、公共用水域の水質
に影響を及ぼすことは
ない。

工事の実施に伴うし尿
等の汚水は公共下水道
等に排出することか
ら、公共用水域の水質
に影響を及ぼすことは
ない。

施設の供用に伴うし尿
等の汚水は公共下水道
等に排出することか
ら、公共用水域の水質
に影響を及ぼすことは
ない。

0 － 0 0 0

工事の実施に伴って公
共用水域の水質に影響
を及ぼすことはないこ
とから、ミティゲー
ションは想定していな
い。

影響要因が想定されな
いことから対象外とす
る。

施設の供用に伴うし尿
等の汚水による影響は
ないことから、ミティ
ゲーションは想定して
いない。

工事の実施に伴って公
共用水域の水質に影響
を及ぼすことはないこ
とから、ミティゲー
ションは想定していな
い。

施設の供用に伴うし尿
等の汚水による影響は
ないことから、ミティ
ゲーションは想定して
いない。

0 － 0 0 0

18
海の森クロスカントリー
コース

工事の実施に伴うし尿
等の汚水は公共下水道
等に排出することか
ら、公共用水域の水質
に影響を及ぼすことは
ない。

影響要因が想定されな
いことから対象外とす
る。

施設の供用に伴うし尿
等の汚水は公共下水道
等に排出することか
ら、公共用水域の水質
に影響を及ぼすことは
ない。

工事の実施に伴うし尿
等の汚水は公共下水道
等に排出することか
ら、公共用水域の水質
に影響を及ぼすことは
ない。

0 － 0 0

工事の実施に伴って公
共用水域の水質に影響
を及ぼすことはないこ
とから、ミティゲー
ションは想定していな
い。

影響要因が想定されな
いことから対象外とす
る。

施設の供用に伴うし尿
等の汚水による影響は
ないことから、ミティ
ゲーションは想定して
いない。

工事の実施に伴って公
共用水域の水質に影響
を及ぼすことはないこ
とから、ミティゲー
ションは想定していな
い。

0 － 0 0

19 海の森水上競技場

陸域工事に伴う汚濁負
荷物質による影響はな
いものの、海域工事の
実施に伴うって発生す
る濁りによる影響がみ
られる。

影響要因が想定されな
いことから対象外とす
る。

施設の供用に伴うし尿
等の汚水は公共下水道
等に排出することか
ら、公共用水域の水質
に影響を及ぼすことは
ない。

工事の実施に伴うし尿
等の汚水は公共下水道
等に排出することか
ら、公共用水域の水質
に影響を及ぼすことは
ない。

施設の供用に伴うし尿
等の汚水は公共下水道
等に排出することか
ら、公共用水域の水質
に影響を及ぼすことは
ない。

-1 － 0 0 0

海域工事における影響
がみられるが、濁りの
発生を抑制するための
ミティゲーションによ
り影響が低減される。

影響要因が想定されな
いことから対象外とす
る。

施設の供用に伴うし尿
等の汚水による影響は
ないことから、ミティ
ゲーションは想定して
いない。

工事の実施に伴って公
共用水域の水質に影響
を及ぼすことはないこ
とから、ミティゲー
ションは想定していな
い。

施設の供用に伴うし尿
等の汚水による影響は
ないことから、ミティ
ゲーションは想定して
いない。

0 － 0 0 0

20
海の森マウンテンバイク
コース

工事の実施に伴うし尿
等の汚水は公共下水道
等に排出することか
ら、公共用水域の水質
に影響を及ぼすことは
ない。

影響要因が想定されな
いことから対象外とす
る。

施設の供用に伴うし尿
等の汚水は公共下水道
等に排出することか
ら、公共用水域の水質
に影響を及ぼすことは
ない。

工事の実施に伴うし尿
等の汚水は公共下水道
等に排出することか
ら、公共用水域の水質
に影響を及ぼすことは
ない。

0 － 0 0

工事の実施に伴って公
共用水域の水質に影響
を及ぼすことはないこ
とから、ミティゲー
ションは想定していな
い。

影響要因が想定されな
いことから対象外とす
る。

施設の供用に伴うし尿
等の汚水による影響は
ないことから、ミティ
ゲーションは想定して
いない。

工事の実施に伴って公
共用水域の水質に影響
を及ぼすことはないこ
とから、ミティゲー
ションは想定していな
い。

0 － 0 0

21 若洲オリンピックマリーナ

陸域工事に伴う汚濁負
荷物質による影響はな
いものの、海域工事の
実施に伴うって発生す
る濁りによる影響がみ
られる。

影響要因が想定されな
いことから対象外とす
る。

施設の供用に伴うし尿
等の汚水は公共下水道
等に排出することか
ら、公共用水域の水質
に影響を及ぼすことは
ない。

工事の実施に伴うし尿
等の汚水は公共下水道
等に排出することか
ら、公共用水域の水質
に影響を及ぼすことは
ない。

施設の供用に伴うし尿
等の汚水は公共下水道
等に排出することか
ら、公共用水域の水質
に影響を及ぼすことは
ない。

-1 － 0 0 0

海域工事における影響
がみられるが、濁りの
発生を抑制するための
ミティゲーションによ
り影響が低減される。

影響要因が想定されな
いことから対象外とす
る。

施設の供用に伴うし尿
等の汚水による影響は
ないことから、ミティ
ゲーションは想定して
いない。

工事の実施に伴って公
共用水域の水質に影響
を及ぼすことはないこ
とから、ミティゲー
ションは想定していな
い。

施設の供用に伴うし尿
等の汚水による影響は
ないことから、ミティ
ゲーションは想定して
いない。

0 － 0 0 0

22 葛西臨海公園

工事の実施に伴うし尿
等の汚水は公共下水道
等に排出することか
ら、公共用水域の水質
に影響を及ぼすことは
ない。

影響要因が想定されな
いことから対象外とす
る。

施設の供用に伴うし尿
等の汚水は公共下水道
等に排出することか
ら、公共用水域の水質
に影響を及ぼすことは
ない。

工事の実施に伴うし尿
等の汚水は公共下水道
等に排出することか
ら、公共用水域の水質
に影響を及ぼすことは
ない。

施設の供用に伴うし尿
等の汚水は公共下水道
等に排出することか
ら、公共用水域の水質
に影響を及ぼすことは
ない。

0 － 0 0 0

工事の実施に伴って公
共用水域の水質に影響
を及ぼすことはないこ
とから、ミティゲー
ションは想定していな
い。

影響要因が想定されな
いことから対象外とす
る。

施設の供用に伴うし尿
等の汚水による影響は
ないことから、ミティ
ゲーションは想定して
いない。

工事の実施に伴って公
共用水域の水質に影響
を及ぼすことはないこ
とから、ミティゲー
ションは想定していな
い。

施設の供用に伴うし尿
等の汚水による影響は
ないことから、ミティ
ゲーションは想定して
いない。

0 － 0 0 0

23～24
夢の島ユース・プラザ・ア
リーナＡ、Ｂ

工事の実施に伴うし尿
等の汚水は公共下水道
等に排出することか
ら、公共用水域の水質
に影響を及ぼすことは
ない。

影響要因が想定されな
いことから対象外とす
る。

施設の供用に伴うし尿
等の汚水は公共下水道
等に排出することか
ら、公共用水域の水質
に影響を及ぼすことは
ない。

工事の実施に伴うし尿
等の汚水は公共下水道
等に排出することか
ら、公共用水域の水質
に影響を及ぼすことは
ない。

施設の供用に伴うし尿
等の汚水は公共下水道
等に排出することか
ら、公共用水域の水質
に影響を及ぼすことは
ない。

0 － 0 0 0

工事の実施に伴って公
共用水域の水質に影響
を及ぼすことはないこ
とから、ミティゲー
ションは想定していな
い。

影響要因が想定されな
いことから対象外とす
る。

施設の供用に伴うし尿
等の汚水による影響は
ないことから、ミティ
ゲーションは想定して
いない。

工事の実施に伴って公
共用水域の水質に影響
を及ぼすことはないこ
とから、ミティゲー
ションは想定していな
い。

施設の供用に伴うし尿
等の汚水による影響は
ないことから、ミティ
ゲーションは想定して
いない。

0 － 0 0 0

25 夢の島公園

工事の実施に伴うし尿
等の汚水は公共下水道
等に排出することか
ら、公共用水域の水質
に影響を及ぼすことは
ない。

影響要因が想定されな
いことから対象外とす
る。

施設の供用に伴うし尿
等の汚水は公共下水道
等に排出することか
ら、公共用水域の水質
に影響を及ぼすことは
ない。

工事の実施に伴うし尿
等の汚水は公共下水道
等に排出することか
ら、公共用水域の水質
に影響を及ぼすことは
ない。

施設の供用に伴うし尿
等の汚水は公共下水道
等に排出することか
ら、公共用水域の水質
に影響を及ぼすことは
ない。

0 － 0 0 0

工事の実施に伴って公
共用水域の水質に影響
を及ぼすことはないこ
とから、ミティゲー
ションは想定していな
い。

影響要因が想定されな
いことから対象外とす
る。

施設の供用に伴うし尿
等の汚水による影響は
ないことから、ミティ
ゲーションは想定して
いない。

工事の実施に伴って公
共用水域の水質に影響
を及ぼすことはないこ
とから、ミティゲー
ションは想定していな
い。

施設の供用に伴うし尿
等の汚水による影響は
ないことから、ミティ
ゲーションは想定して
いない。

0 － 0 0 0

26 夢の島競技場

工事の実施に伴うし尿
等の汚水は公共下水道
等に排出することか
ら、公共用水域の水質
に影響を及ぼすことは
ない。

影響要因が想定されな
いことから対象外とす
る。

施設の供用に伴うし尿
等の汚水は公共下水道
等に排出することか
ら、公共用水域の水質
に影響を及ぼすことは
ない。

工事の実施に伴うし尿
等の汚水は公共下水道
等に排出することか
ら、公共用水域の水質
に影響を及ぼすことは
ない。

オリンピックによる新
たな恒久施設はなく、
開催後の状況に開催前
との変化はないことか
ら対象外とする。

0 － 0 0 －

工事の実施に伴って公
共用水域の水質に影響
を及ぼすことはないこ
とから、ミティゲー
ションは想定していな
い。

影響要因が想定されな
いことから対象外とす
る。

施設の供用に伴うし尿
等の汚水による影響は
ないことから、ミティ
ゲーションは想定して
いない。

工事の実施に伴って公
共用水域の水質に影響
を及ぼすことはないこ
とから、ミティゲー
ションは想定していな
い。

オリンピックによる新
たな恒久施設はなく、
開催後の状況に開催前
との変化はないことか
ら対象外とする。

0 － 0 0 －

27～28
オリンピックアクアティク
スセンター
ウォーターポロアリーナ

工事の実施に伴うし尿
等の汚水は公共下水道
等に排出することか
ら、公共用水域の水質
に影響を及ぼすことは
ない。

影響要因が想定されな
いことから対象外とす
る。

施設の供用に伴うし尿
等の汚水は公共下水道
等に排出することか
ら、公共用水域の水質
に影響を及ぼすことは
ない。

工事の実施に伴うし尿
等の汚水は公共下水道
等に排出することか
ら、公共用水域の水質
に影響を及ぼすことは
ない。

施設の供用に伴うし尿
等の汚水は公共下水道
等に排出することか
ら、公共用水域の水質
に影響を及ぼすことは
ない。

0 － 0 0 0

工事の実施に伴って公
共用水域の水質に影響
を及ぼすことはないこ
とから、ミティゲー
ションは想定していな
い。

影響要因が想定されな
いことから対象外とす
る。

施設の供用に伴うし尿
等の汚水による影響は
ないことから、ミティ
ゲーションは想定して
いない。

工事の実施に伴って公
共用水域の水質に影響
を及ぼすことはないこ
とから、ミティゲー
ションは想定していな
い。

施設の供用に伴うし尿
等の汚水による影響は
ないことから、ミティ
ゲーションは想定して
いない。

0 － 0 0 0

29
武蔵野の森総合スポーツ施
設

工事の実施に伴うし尿
等の汚水は公共下水道
等に排出することか
ら、公共用水域の水質
に影響を及ぼすことは
ない。

影響要因が想定されな
いことから対象外とす
る。

施設の供用に伴うし尿
等の汚水は公共下水道
等に排出することか
ら、公共用水域の水質
に影響を及ぼすことは
ない。

工事の実施に伴うし尿
等の汚水は公共下水道
等に排出することか
ら、公共用水域の水質
に影響を及ぼすことは
ない。

施設の供用に伴うし尿
等の汚水は公共下水道
等に排出することか
ら、公共用水域の水質
に影響を及ぼすことは
ない。

0 － 0 0 0

工事の実施に伴って公
共用水域の水質に影響
を及ぼすことはないこ
とから、ミティゲー
ションは想定していな
い。

影響要因が想定されな
いことから対象外とす
る。

施設の供用に伴うし尿
等の汚水による影響は
ないことから、ミティ
ゲーションは想定して
いない。

工事の実施に伴って公
共用水域の水質に影響
を及ぼすことはないこ
とから、ミティゲー
ションは想定していな
い。

施設の供用に伴うし尿
等の汚水による影響は
ないことから、ミティ
ゲーションは想定して
いない。

0 － 0 0 0

30 東京スタジアム

工事の実施に伴うし尿
等の汚水は公共下水道
等に排出することか
ら、公共用水域の水質
に影響を及ぼすことは
ない。

影響要因が想定されな
いことから対象外とす
る。

施設の供用に伴うし尿
等の汚水は公共下水道
等に排出することか
ら、公共用水域の水質
に影響を及ぼすことは
ない。

工事の実施に伴うし尿
等の汚水は公共下水道
等に排出することか
ら、公共用水域の水質
に影響を及ぼすことは
ない。

オリンピックによる新
たな恒久施設はなく、
開催後の状況に開催前
との変化はないことか
ら対象外とする。

0 － 0 0 －

工事の実施に伴って公
共用水域の水質に影響
を及ぼすことはないこ
とから、ミティゲー
ションは想定していな
い。

影響要因が想定されな
いことから対象外とす
る。

施設の供用に伴うし尿
等の汚水による影響は
ないことから、ミティ
ゲーションは想定して
いない。

工事の実施に伴って公
共用水域の水質に影響
を及ぼすことはないこ
とから、ミティゲー
ションは想定していな
い。

オリンピックによる新
たな恒久施設はなく、
開催後の状況に開催前
との変化はないことか
ら対象外とする。

0 － 0 0 －

31 武蔵野の森公園

工事の実施に伴うし尿
等の汚水は公共下水道
等に排出することか
ら、公共用水域の水質
に影響を及ぼすことは
ない。

影響要因が想定されな
いことから対象外とす
る。

施設の供用に伴うし尿
等の汚水は公共下水道
等に排出することか
ら、公共用水域の水質
に影響を及ぼすことは
ない。

工事の実施に伴うし尿
等の汚水は公共下水道
等に排出することか
ら、公共用水域の水質
に影響を及ぼすことは
ない。

0 － 0 0

工事の実施に伴って公
共用水域の水質に影響
を及ぼすことはないこ
とから、ミティゲー
ションは想定していな
い。

影響要因が想定されな
いことから対象外とす
る。

施設の供用に伴うし尿
等の汚水による影響は
ないことから、ミティ
ゲーションは想定して
いない。

工事の実施に伴って公
共用水域の水質に影響
を及ぼすことはないこ
とから、ミティゲー
ションは想定していな
い。

0 － 0 0

32 陸上自衛隊朝霞訓練場

工事の実施に伴うし尿
等の汚水は公共下水道
等に排出することか
ら、公共用水域の水質
に影響を及ぼすことは
ない。

影響要因が想定されな
いことから対象外とす
る。

施設の供用に伴うし尿
等の汚水は公共下水道
等に排出することか
ら、公共用水域の水質
に影響を及ぼすことは
ない。

工事の実施に伴うし尿
等の汚水は公共下水道
等に排出することか
ら、公共用水域の水質
に影響を及ぼすことは
ない。

0 － 0 0

工事の実施に伴って公
共用水域の水質に影響
を及ぼすことはないこ
とから、ミティゲー
ションは想定していな
い。

影響要因が想定されな
いことから対象外とす
る。

施設の供用に伴うし尿
等の汚水による影響は
ないことから、ミティ
ゲーションは想定して
いない。

工事の実施に伴って公
共用水域の水質に影響
を及ぼすことはないこ
とから、ミティゲー
ションは想定していな
い。

0 － 0 0

33 霞ヶ関カンツリー倶楽部

工事の実施に伴うし尿
等の汚水は公共下水道
等に排出することか
ら、公共用水域の水質
に影響を及ぼすことは
ない。

影響要因が想定されな
いことから対象外とす
る。

施設の供用に伴うし尿
等の汚水は公共下水道
等に排出することか
ら、公共用水域の水質
に影響を及ぼすことは
ない。

工事の実施に伴うし尿
等の汚水は公共下水道
等に排出することか
ら、公共用水域の水質
に影響を及ぼすことは
ない。

オリンピックによる新
たな恒久施設はなく、
開催後の状況に開催前
との変化はないことか
ら対象外とする。

0 － 0 0 －

工事の実施に伴って公
共用水域の水質に影響
を及ぼすことはないこ
とから、ミティゲー
ションは想定していな
い。

影響要因が想定されな
いことから対象外とす
る。

施設の供用に伴うし尿
等の汚水による影響は
ないことから、ミティ
ゲーションは想定して
いない。

工事の実施に伴って公
共用水域の水質に影響
を及ぼすことはないこ
とから、ミティゲー
ションは想定していな
い。

オリンピックによる新
たな恒久施設はなく、
開催後の状況に開催前
との変化はないことか
ら対象外とする。

0 － 0 0 －
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評価指標別予測結果表（汚濁負荷(COD､T-N､T-P､BOD､SS等)の排出量）

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

二次評価

段階別影響 評価点

開催前 開催中 開催後 開催前 開催中 開催後

評価点

開催中 開催後

会場
一次評価

開催後 開催前

段階別影響

開催中開催前

No. 名称

34 札幌ドーム

工事の実施に伴うし尿
等の汚水は公共下水道
等に排出することか
ら、公共用水域の水質
に影響を及ぼすことは
ない。

影響要因が想定されな
いことから対象外とす
る。

施設の供用に伴うし尿
等の汚水は公共下水道
等に排出することか
ら、公共用水域の水質
に影響を及ぼすことは
ない。

工事の実施に伴うし尿
等の汚水は公共下水道
等に排出することか
ら、公共用水域の水質
に影響を及ぼすことは
ない。

オリンピックによる新
たな恒久施設はなく、
開催後の状況に開催前
との変化はないことか
ら対象外とする。

0 － 0 0 －

工事の実施に伴って公
共用水域の水質に影響
を及ぼすことはないこ
とから、ミティゲー
ションは想定していな
い。

影響要因が想定されな
いことから対象外とす
る。

施設の供用に伴うし尿
等の汚水による影響は
ないことから、ミティ
ゲーションは想定して
いない。

工事の実施に伴って公
共用水域の水質に影響
を及ぼすことはないこ
とから、ミティゲー
ションは想定していな
い。

オリンピックによる新
たな恒久施設はなく、
開催後の状況に開催前
との変化はないことか
ら対象外とする。

0 － 0 0 －

35 宮城スタジアム

工事の実施に伴うし尿
等の汚水は公共下水道
等に排出することか
ら、公共用水域の水質
に影響を及ぼすことは
ない。

影響要因が想定されな
いことから対象外とす
る。

施設の供用に伴うし尿
等の汚水は公共下水道
等に排出することか
ら、公共用水域の水質
に影響を及ぼすことは
ない。

工事の実施に伴うし尿
等の汚水は公共下水道
等に排出することか
ら、公共用水域の水質
に影響を及ぼすことは
ない。

オリンピックによる新
たな恒久施設はなく、
開催後の状況に開催前
との変化はないことか
ら対象外とする。

0 － 0 0 －

工事の実施に伴って公
共用水域の水質に影響
を及ぼすことはないこ
とから、ミティゲー
ションは想定していな
い。

影響要因が想定されな
いことから対象外とす
る。

施設の供用に伴うし尿
等の汚水による影響は
ないことから、ミティ
ゲーションは想定して
いない。

工事の実施に伴って公
共用水域の水質に影響
を及ぼすことはないこ
とから、ミティゲー
ションは想定していな
い。

オリンピックによる新
たな恒久施設はなく、
開催後の状況に開催前
との変化はないことか
ら対象外とする。

0 － 0 0 －

36 埼玉スタジアム2002

工事の実施に伴うし尿
等の汚水は公共下水道
等に排出することか
ら、公共用水域の水質
に影響を及ぼすことは
ない。

影響要因が想定されな
いことから対象外とす
る。

施設の供用に伴うし尿
等の汚水は公共下水道
等に排出することか
ら、公共用水域の水質
に影響を及ぼすことは
ない。

工事の実施に伴うし尿
等の汚水は公共下水道
等に排出することか
ら、公共用水域の水質
に影響を及ぼすことは
ない。

オリンピックによる新
たな恒久施設はなく、
開催後の状況に開催前
との変化はないことか
ら対象外とする。

0 － 0 0 －

工事の実施に伴って公
共用水域の水質に影響
を及ぼすことはないこ
とから、ミティゲー
ションは想定していな
い。

影響要因が想定されな
いことから対象外とす
る。

施設の供用に伴うし尿
等の汚水による影響は
ないことから、ミティ
ゲーションは想定して
いない。

工事の実施に伴って公
共用水域の水質に影響
を及ぼすことはないこ
とから、ミティゲー
ションは想定していな
い。

オリンピックによる新
たな恒久施設はなく、
開催後の状況に開催前
との変化はないことか
ら対象外とする。

0 － 0 0 －

37 横浜国際総合競技場

工事の実施に伴うし尿
等の汚水は公共下水道
等に排出することか
ら、公共用水域の水質
に影響を及ぼすことは
ない。

影響要因が想定されな
いことから対象外とす
る。

施設の供用に伴うし尿
等の汚水は公共下水道
等に排出することか
ら、公共用水域の水質
に影響を及ぼすことは
ない。

工事の実施に伴うし尿
等の汚水は公共下水道
等に排出することか
ら、公共用水域の水質
に影響を及ぼすことは
ない。

オリンピックによる新
たな恒久施設はなく、
開催後の状況に開催前
との変化はないことか
ら対象外とする。

0 － 0 0 －

工事の実施に伴って公
共用水域の水質に影響
を及ぼすことはないこ
とから、ミティゲー
ションは想定していな
い。

影響要因が想定されな
いことから対象外とす
る。

施設の供用に伴うし尿
等の汚水による影響は
ないことから、ミティ
ゲーションは想定して
いない。

工事の実施に伴って公
共用水域の水質に影響
を及ぼすことはないこ
とから、ミティゲー
ションは想定していな
い。

オリンピックによる新
たな恒久施設はなく、
開催後の状況に開催前
との変化はないことか
ら対象外とする。

0 － 0 0 －

OV 選手村

工事の実施に伴うし尿
等の汚水は公共下水道
等に排出することか
ら、公共用水域の水質
に影響を及ぼすことは
ない。

影響要因が想定されな
いことから対象外とす
る。

施設の供用に伴うし尿
等の汚水は公共下水道
等に排出することか
ら、公共用水域の水質
に影響を及ぼすことは
ない。

工事の実施に伴うし尿
等の汚水は公共下水道
等に排出することか
ら、公共用水域の水質
に影響を及ぼすことは
ない。

施設の供用に伴うし尿
等の汚水は公共下水道
等に排出することか
ら、公共用水域の水質
に影響を及ぼすことは
ない。

0 － 0 0 0

工事の実施に伴って公
共用水域の水質に影響
を及ぼすことはないこ
とから、ミティゲー
ションは想定していな
い。

影響要因が想定されな
いことから対象外とす
る。

施設の供用に伴うし尿
等の汚水による影響は
ないことから、ミティ
ゲーションは想定して
いない。

工事の実施に伴って公
共用水域の水質に影響
を及ぼすことはないこ
とから、ミティゲー
ションは想定していな
い。

施設の供用に伴うし尿
等の汚水による影響は
ないことから、ミティ
ゲーションは想定して
いない。

0 － 0 0 0

IBC/MPC
東京ビッグサイト
(IBC/MPC)

工事の実施に伴うし尿
等の汚水は公共下水道
等に排出することか
ら、公共用水域の水質
に影響を及ぼすことは
ない。

影響要因が想定されな
いことから対象外とす
る。

施設の供用に伴うし尿
等の汚水は公共下水道
等に排出することか
ら、公共用水域の水質
に影響を及ぼすことは
ない。

工事の実施に伴うし尿
等の汚水は公共下水道
等に排出することか
ら、公共用水域の水質
に影響を及ぼすことは
ない。

施設の供用に伴うし尿
等の汚水は公共下水道
等に排出することか
ら、公共用水域の水質
に影響を及ぼすことは
ない。

0 － 0 0 0

工事の実施に伴って公
共用水域の水質に影響
を及ぼすことはないこ
とから、ミティゲー
ションは想定していな
い。

影響要因が想定されな
いことから対象外とす
る。

施設の供用に伴うし尿
等の汚水による影響は
ないことから、ミティ
ゲーションは想定して
いない。

工事の実施に伴って公
共用水域の水質に影響
を及ぼすことはないこ
とから、ミティゲー
ションは想定していな
い。

施設の供用に伴うし尿
等の汚水による影響は
ないことから、ミティ
ゲーションは想定して
いない。

0 － 0 0 0
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評価指標別予測結果表（土壌汚染物質の拡散の可能性）

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

1
オリンピックスタジアム
(国立霞ヶ丘競技場)

履歴調査の結果、建設
予定地の土壌汚染の可
能性が想定される。

影響要因が想定されな
いことから対象外とす
る。

影響要因が想定されな
いことから対象外とす
る。

工事の内容から土壌汚
染物質の拡散の可能性
はない。

影響要因が想定されな
いことから対象外とす
る。

-1 － － 0 －

土壌汚染の可能性が想
定されるが、工事の際
に汚染が確認された場
合はミティゲーション
の実施により土壌汚染
物質が除去される。

影響要因が想定されな
いことから対象外とす
る。

影響要因が想定されな
いことから対象外とす
る。

工事の内容から土壌汚
染物質の拡散の可能性
はないことから、ミ
ティゲーションは想定
していない。

影響要因が想定されな
いことから対象外とす
る。

+1 － － 0 －

2 東京体育館
土地の改変等を伴う工
事は実施しないことか
ら対象外とする。

影響要因が想定されな
いことから対象外とす
る。

影響要因が想定されな
いことから対象外とす
る。

土地の改変等を伴う工
事は実施しないことか
ら対象外とする。

影響要因が想定されな
いことから対象外とす
る。

－ － － － －
土地の改変等を伴う工
事は実施しないことか
ら対象外とする。

影響要因が想定されな
いことから対象外とす
る。

影響要因が想定されな
いことから対象外とす
る。

土地の改変等を伴う工
事は実施しないことか
ら対象外とする。

影響要因が想定されな
いことから対象外とす
る。

－ － － － －

3 国立代々木競技場
土地の改変等を伴う工
事は実施しないことか
ら対象外とする。

影響要因が想定されな
いことから対象外とす
る。

影響要因が想定されな
いことから対象外とす
る。

土地の改変等を伴う工
事は実施しないことか
ら対象外とする。

影響要因が想定されな
いことから対象外とす
る。

－ － － － －
土地の改変等を伴う工
事は実施しないことか
ら対象外とする。

影響要因が想定されな
いことから対象外とす
る。

影響要因が想定されな
いことから対象外とす
る。

土地の改変等を伴う工
事は実施しないことか
ら対象外とする。

影響要因が想定されな
いことから対象外とす
る。

－ － － － －

4 日本武道館
履歴調査の結果、土壌
汚染物質の存在の可能
性はない。

影響要因が想定されな
いことから対象外とす
る。

影響要因が想定されな
いことから対象外とす
る。

工事の内容から土壌汚
染物質の拡散の可能性
はない。

影響要因が想定されな
いことから対象外とす
る。

0 － － 0 －

履歴調査の結果、土壌
汚染物質の存在の可能
性はないことから、ミ
ティゲーションは想定
していない。

影響要因が想定されな
いことから対象外とす
る。

影響要因が想定されな
いことから対象外とす
る。

工事の内容から土壌汚
染物質の拡散の可能性
はないことから、ミ
ティゲーションは想定
していない。

影響要因が想定されな
いことから対象外とす
る。

0 － － 0 －

5 皇居外苑
工事の内容から土壌汚
染物質の拡散の可能性
は非常に小さい。

影響要因が想定されな
いことから対象外とす
る。

影響要因が想定されな
いことから対象外とす
る。

工事の内容から土壌汚
染物質の拡散の可能性
はない。

0 － － 0

工事の内容から土壌汚
染物質の拡散の可能性
は非常に小さく、ミ
ティゲーションは想定
していない。

影響要因が想定されな
いことから対象外とす
る。

影響要因が想定されな
いことから対象外とす
る。

工事の内容から土壌汚
染物質の拡散の可能性
はないことから、ミ
ティゲーションは想定
していない。

0 － － 0

6 東京国際フォーラム
土地の改変等を伴う工
事は実施しないことか
ら対象外とする。

影響要因が想定されな
いことから対象外とす
る。

影響要因が想定されな
いことから対象外とす
る。

土地の改変等を伴う工
事は実施しないことか
ら対象外とする。

影響要因が想定されな
いことから対象外とす
る。

－ － － － －
土地の改変等を伴う工
事は実施しないことか
ら対象外とする。

影響要因が想定されな
いことから対象外とす
る。

影響要因が想定されな
いことから対象外とす
る。

土地の改変等を伴う工
事は実施しないことか
ら対象外とする。

影響要因が想定されな
いことから対象外とす
る。

－ － － － －

7 国技館
土地の改変等を伴う工
事は実施しないことか
ら対象外とする。

影響要因が想定されな
いことから対象外とす
る。

影響要因が想定されな
いことから対象外とす
る。

土地の改変等を伴う工
事は実施しないことか
ら対象外とする。

影響要因が想定されな
いことから対象外とす
る。

－ － － － －
土地の改変等を伴う工
事は実施しないことか
ら対象外とする。

影響要因が想定されな
いことから対象外とす
る。

影響要因が想定されな
いことから対象外とす
る。

土地の改変等を伴う工
事は実施しないことか
ら対象外とする。

影響要因が想定されな
いことから対象外とす
る。

－ － － － －

8 有明アリーナ
履歴調査の結果、土壌
汚染物質の存在の可能
性はない。

影響要因が想定されな
いことから対象外とす
る。

影響要因が想定されな
いことから対象外とす
る。

工事の内容から土壌汚
染物質の拡散の可能性
はない。

影響要因が想定されな
いことから対象外とす
る。

0 － － 0 －

履歴調査の結果、土壌
汚染物質の存在の可能
性はないことから、ミ
ティゲーションは想定
していない。

影響要因が想定されな
いことから対象外とす
る。

影響要因が想定されな
いことから対象外とす
る。

工事の内容から土壌汚
染物質の拡散の可能性
はないことから、ミ
ティゲーションは想定
していない。

影響要因が想定されな
いことから対象外とす
る。

0 － － 0 －

9 有明ＢＭＸコース
履歴調査の結果、土壌
汚染物質の存在の可能
性はない。

影響要因が想定されな
いことから対象外とす
る。

影響要因が想定されな
いことから対象外とす
る。

工事の内容から土壌汚
染物質の拡散の可能性
はない。

0 － － 0

履歴調査の結果、土壌
汚染物質の存在の可能
性はないことから、ミ
ティゲーションは想定
していない。

影響要因が想定されな
いことから対象外とす
る。

影響要因が想定されな
いことから対象外とす
る。

工事の内容から土壌汚
染物質の拡散の可能性
はないことから、ミ
ティゲーションは想定
していない。

0 － － 0

10 有明ベロドローム
履歴調査の結果、土壌
汚染物質の存在の可能
性はない。

影響要因が想定されな
いことから対象外とす
る。

影響要因が想定されな
いことから対象外とす
る。

工事の内容から土壌汚
染物質の拡散の可能性
はない。

0 － － 0

履歴調査の結果、土壌
汚染物質の存在の可能
性はないことから、ミ
ティゲーションは想定
していない。

影響要因が想定されな
いことから対象外とす
る。

影響要因が想定されな
いことから対象外とす
る。

工事の内容から土壌汚
染物質の拡散の可能性
はないことから、ミ
ティゲーションは想定
していない。

0 － － 0

11 有明体操競技場
履歴調査の結果、土壌
汚染物質の存在の可能
性はない。

影響要因が想定されな
いことから対象外とす
る。

影響要因が想定されな
いことから対象外とす
る。

工事の内容から土壌汚
染物質の拡散の可能性
はない。

0 － － 0

履歴調査の結果、土壌
汚染物質の存在の可能
性はないことから、ミ
ティゲーションは想定
していない。

影響要因が想定されな
いことから対象外とす
る。

影響要因が想定されな
いことから対象外とす
る。

工事の内容から土壌汚
染物質の拡散の可能性
はないことから、ミ
ティゲーションは想定
していない。

0 － － 0

12 有明テニスの森
履歴調査の結果、土壌
汚染物質の存在の可能
性はない。

影響要因が想定されな
いことから対象外とす
る。

影響要因が想定されな
いことから対象外とす
る。

工事の内容から土壌汚
染物質の拡散の可能性
はない。

影響要因が想定されな
いことから対象外とす
る。

0 － － 0 －

履歴調査の結果、土壌
汚染物質の存在の可能
性はないことから、ミ
ティゲーションは想定
していない。

影響要因が想定されな
いことから対象外とす
る。

影響要因が想定されな
いことから対象外とす
る。

工事の内容から土壌汚
染物質の拡散の可能性
はないことから、ミ
ティゲーションは想定
していない。

影響要因が想定されな
いことから対象外とす
る。

0 － － 0 －

13 お台場海浜公園
工事の内容から土壌汚
染物質の拡散の可能性
は非常に小さい。

影響要因が想定されな
いことから対象外とす
る。

影響要因が想定されな
いことから対象外とす
る。

工事の内容から土壌汚
染物質の拡散の可能性
はない。

0 － － 0

工事の内容から土壌汚
染物質の拡散の可能性
は非常に小さく、ミ
ティゲーションは想定
していない。

影響要因が想定されな
いことから対象外とす
る。

影響要因が想定されな
いことから対象外とす
る。

工事の内容から土壌汚
染物質の拡散の可能性
はないことから、ミ
ティゲーションは想定
していない。

0 － － 0

14 潮風公園
工事の内容から土壌汚
染物質の拡散の可能性
は非常に小さい。

影響要因が想定されな
いことから対象外とす
る。

影響要因が想定されな
いことから対象外とす
る。

工事の内容から土壌汚
染物質の拡散の可能性
はない。

0 － － 0

工事の内容から土壌汚
染物質の拡散の可能性
は非常に小さく、ミ
ティゲーションは想定
していない。

影響要因が想定されな
いことから対象外とす
る。

影響要因が想定されな
いことから対象外とす
る。

工事の内容から土壌汚
染物質の拡散の可能性
はないことから、ミ
ティゲーションは想定
していない。

0 － － 0

15～16
東京ビッグサイト・ホール
Ａ、Ｂ

土地の改変等を伴う工
事は実施しないことか
ら対象外とする。

影響要因が想定されな
いことから対象外とす
る。

影響要因が想定されな
いことから対象外とす
る。

土地の改変等を伴う工
事は実施しないことか
ら対象外とする。

影響要因が想定されな
いことから対象外とす
る。

－ － － － －
土地の改変等を伴う工
事は実施しないことか
ら対象外とする。

影響要因が想定されな
いことから対象外とす
る。

影響要因が想定されな
いことから対象外とす
る。

土地の改変等を伴う工
事は実施しないことか
ら対象外とする。

影響要因が想定されな
いことから対象外とす
る。

－ － － － －

17 大井ホッケー競技場
履歴調査の結果、土壌
汚染物質の存在の可能
性はない。

影響要因が想定されな
いことから対象外とす
る。

影響要因が想定されな
いことから対象外とす
る。

工事の内容から土壌汚
染物質の拡散の可能性
はない。

影響要因が想定されな
いことから対象外とす
る。

0 － － 0 －

履歴調査の結果、土壌
汚染物質の存在の可能
性はないことから、ミ
ティゲーションは想定
していない。

影響要因が想定されな
いことから対象外とす
る。

影響要因が想定されな
いことから対象外とす
る。

工事の内容から土壌汚
染物質の拡散の可能性
はないことから、ミ
ティゲーションは想定
していない。

影響要因が想定されな
いことから対象外とす
る。

0 － － 0 －

18
海の森クロスカントリー
コース

工事の内容から土壌汚
染物質の拡散の可能性
は非常に小さい。

影響要因が想定されな
いことから対象外とす
る。

影響要因が想定されな
いことから対象外とす
る。

工事の内容から土壌汚
染物質の拡散の可能性
はない。

0 － － 0

工事の内容から土壌汚
染物質の拡散の可能性
は非常に小さく、ミ
ティゲーションは想定
していない。

影響要因が想定されな
いことから対象外とす
る。

影響要因が想定されな
いことから対象外とす
る。

工事の内容から土壌汚
染物質の拡散の可能性
はないことから、ミ
ティゲーションは想定
していない。

0 － － 0

19 海の森水上競技場
履歴調査の結果、建設
予定地の土壌汚染の可
能性が想定される。

影響要因が想定されな
いことから対象外とす
る。

影響要因が想定されな
いことから対象外とす
る。

工事の内容から土壌汚
染物質の拡散の可能性
はない。

影響要因が想定されな
いことから対象外とす
る。

-1 － － 0 －

土壌汚染の可能性が想
定されるが、工事の際
に汚染が確認された場
合はミティゲーション
の実施により土壌汚染
物質が除去される。

影響要因が想定されな
いことから対象外とす
る。

影響要因が想定されな
いことから対象外とす
る。

工事の内容から土壌汚
染物質の拡散の可能性
はないことから、ミ
ティゲーションは想定
していない。

影響要因が想定されな
いことから対象外とす
る。

+1 － － 0 －

20
海の森マウンテンバイク
コース

工事の内容から土壌汚
染物質の拡散の可能性
は非常に小さい。

影響要因が想定されな
いことから対象外とす
る。

影響要因が想定されな
いことから対象外とす
る。

工事の内容から土壌汚
染物質の拡散の可能性
はない。

0 － － 0

工事の内容から土壌汚
染物質の拡散の可能性
は非常に小さく、ミ
ティゲーションは想定
していない。

影響要因が想定されな
いことから対象外とす
る。

影響要因が想定されな
いことから対象外とす
る。

工事の内容から土壌汚
染物質の拡散の可能性
はないことから、ミ
ティゲーションは想定
していない。

0 － － 0

21 若洲オリンピックマリーナ
工事の内容から土壌汚
染物質の拡散の可能性
は非常に小さい。

影響要因が想定されな
いことから対象外とす
る。

影響要因が想定されな
いことから対象外とす
る。

工事の内容から土壌汚
染物質の拡散の可能性
はない。

影響要因が想定されな
いことから対象外とす
る。

0 － － 0 －

工事の内容から土壌汚
染物質の拡散の可能性
は非常に小さく、ミ
ティゲーションは想定
していない。

影響要因が想定されな
いことから対象外とす
る。

影響要因が想定されな
いことから対象外とす
る。

工事の内容から土壌汚
染物質の拡散の可能性
はないことから、ミ
ティゲーションは想定
していない。

影響要因が想定されな
いことから対象外とす
る。

0 － － 0 －

二次評価

段階別影響 評価点

開催前 開催中 開催後 開催前 開催中 開催後

評価点

開催中 開催後

会場
一次評価

開催後 開催前

段階別影響

開催中開催前

No. 名称
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評価指標別予測結果表（土壌汚染物質の拡散の可能性）

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

二次評価

段階別影響 評価点

開催前 開催中 開催後 開催前 開催中 開催後

評価点

開催中 開催後

会場
一次評価

開催後 開催前

段階別影響

開催中開催前

No. 名称

22 葛西臨海公園
履歴調査の結果、土壌
汚染物質の存在の可能
性はない。

影響要因が想定されな
いことから対象外とす
る。

影響要因が想定されな
いことから対象外とす
る。

工事の内容から土壌汚
染物質の拡散の可能性
はない。

影響要因が想定されな
いことから対象外とす
る。

0 － － 0 －

履歴調査の結果、土壌
汚染物質の存在の可能
性はないことから、ミ
ティゲーションは想定
していない。

影響要因が想定されな
いことから対象外とす
る。

影響要因が想定されな
いことから対象外とす
る。

工事の内容から土壌汚
染物質の拡散の可能性
はないことから、ミ
ティゲーションは想定
していない。

影響要因が想定されな
いことから対象外とす
る。

0 － － 0 －

23～24
夢の島ユース・プラザ・ア
リーナＡ、Ｂ

履歴調査の結果、建設
予定地の土壌汚染の可
能性が想定される。

影響要因が想定されな
いことから対象外とす
る。

影響要因が想定されな
いことから対象外とす
る。

仮設撤去において土地
の改変等を伴う工事は
実施しないことから対
象外とする。

影響要因が想定されな
いことから対象外とす
る。

-1 － － － －

土壌汚染の可能性が想
定されるが、工事の際
に汚染が確認された場
合はミティゲーション
の実施により土壌汚染
物質が除去される。

影響要因が想定されな
いことから対象外とす
る。

影響要因が想定されな
いことから対象外とす
る。

仮設撤去において土地
の改変等を伴う工事は
実施しないことから対
象外とする。

影響要因が想定されな
いことから対象外とす
る。

+1 － － － －

25 夢の島公園
履歴調査の結果、建設
予定地の土壌汚染の可
能性が想定される。

影響要因が想定されな
いことから対象外とす
る。

影響要因が想定されな
いことから対象外とす
る。

工事の内容から土壌汚
染物質の拡散の可能性
はない。

影響要因が想定されな
いことから対象外とす
る。

-1 － － 0 －

土壌汚染の可能性が想
定されるが、工事の際
に汚染が確認された場
合はミティゲーション
の実施により土壌汚染
物質が除去される。

影響要因が想定されな
いことから対象外とす
る。

影響要因が想定されな
いことから対象外とす
る。

工事の内容から土壌汚
染物質の拡散の可能性
はないことから、ミ
ティゲーションは想定
していない。

影響要因が想定されな
いことから対象外とす
る。

+1 － － 0 －

26 夢の島競技場
土地の改変等を伴う工
事は実施しないことか
ら対象外とする。

影響要因が想定されな
いことから対象外とす
る。

影響要因が想定されな
いことから対象外とす
る。

土地の改変等を伴う工
事は実施しないことか
ら対象外とする。

影響要因が想定されな
いことから対象外とす
る。

－ － － － －
土地の改変等を伴う工
事は実施しないことか
ら対象外とする。

影響要因が想定されな
いことから対象外とす
る。

影響要因が想定されな
いことから対象外とす
る。

土地の改変等を伴う工
事は実施しないことか
ら対象外とする。

影響要因が想定されな
いことから対象外とす
る。

－ － － － －

27～28
オリンピックアクアティク
スセンター
ウォーターポロアリーナ

履歴調査の結果、土壌
汚染物質の存在の可能
性はない。

影響要因が想定されな
いことから対象外とす
る。

影響要因が想定されな
いことから対象外とす
る。

比較的規模の大きい撤
去工事を行うが、履歴
調査の結果から、土壌
汚染物質の拡散の可能
性はない。

影響要因が想定されな
いことから対象外とす
る。

0 － － 0 －

履歴調査の結果、土壌
汚染物質の存在の可能
性はないことから、ミ
ティゲーションは想定
していない。

影響要因が想定されな
いことから対象外とす
る。

影響要因が想定されな
いことから対象外とす
る。

履歴調査の結果から土
壌汚染物質の拡散の可
能性はないことから、
ミティゲーションは想
定していない。

影響要因が想定されな
いことから対象外とす
る。

0 － － 0 －

29
武蔵野の森総合スポーツ施
設

履歴調査の結果、土壌
汚染物質の存在の可能
性はない。

影響要因が想定されな
いことから対象外とす
る。

影響要因が想定されな
いことから対象外とす
る。

工事の内容から土壌汚
染物質の拡散の可能性
はない。

影響要因が想定されな
いことから対象外とす
る。

0 － － 0 －

履歴調査の結果、土壌
汚染物質の存在の可能
性はないことから、ミ
ティゲーションは想定
していない。

影響要因が想定されな
いことから対象外とす
る。

影響要因が想定されな
いことから対象外とす
る。

工事の内容から土壌汚
染物質の拡散の可能性
はないことから、ミ
ティゲーションは想定
していない。

影響要因が想定されな
いことから対象外とす
る。

0 － － 0 －

30 東京スタジアム
土地の改変等を伴う工
事は実施しないことか
ら対象外とする。

影響要因が想定されな
いことから対象外とす
る。

影響要因が想定されな
いことから対象外とす
る。

土地の改変等を伴う工
事は実施しないことか
ら対象外とする。

影響要因が想定されな
いことから対象外とす
る。

－ － － － －
土地の改変等を伴う工
事は実施しないことか
ら対象外とする。

影響要因が想定されな
いことから対象外とす
る。

影響要因が想定されな
いことから対象外とす
る。

土地の改変等を伴う工
事は実施しないことか
ら対象外とする。

影響要因が想定されな
いことから対象外とす
る。

－ － － － －

31 武蔵野の森公園
工事の内容から土壌汚
染物質の拡散の可能性
は非常に小さい。

影響要因が想定されな
いことから対象外とす
る。

影響要因が想定されな
いことから対象外とす
る。

工事の内容から土壌汚
染物質の拡散の可能性
はない。

0 － － 0

工事の内容から土壌汚
染物質の拡散の可能性
は非常に小さく、ミ
ティゲーションは想定
していない。

影響要因が想定されな
いことから対象外とす
る。

影響要因が想定されな
いことから対象外とす
る。

工事の内容から土壌汚
染物質の拡散の可能性
はないことから、ミ
ティゲーションは想定
していない。

0 － － 0

32 陸上自衛隊朝霞訓練場
工事の内容から土壌汚
染物質の拡散の可能性
は非常に小さい。

影響要因が想定されな
いことから対象外とす
る。

影響要因が想定されな
いことから対象外とす
る。

工事の内容から土壌汚
染物質の拡散の可能性
はない。

0 － － 0

工事の内容から土壌汚
染物質の拡散の可能性
は非常に小さく、ミ
ティゲーションは想定
していない。

影響要因が想定されな
いことから対象外とす
る。

影響要因が想定されな
いことから対象外とす
る。

工事の内容から土壌汚
染物質の拡散の可能性
はないことから、ミ
ティゲーションは想定
していない。

0 － － 0

33 霞ヶ関カンツリー倶楽部
土地の改変等を伴う工
事は実施しないことか
ら対象外とする。

影響要因が想定されな
いことから対象外とす
る。

影響要因が想定されな
いことから対象外とす
る。

土地の改変等を伴う工
事は実施しないことか
ら対象外とする。

影響要因が想定されな
いことから対象外とす
る。

－ － － － －
土地の改変等を伴う工
事は実施しないことか
ら対象外とする。

影響要因が想定されな
いことから対象外とす
る。

影響要因が想定されな
いことから対象外とす
る。

土地の改変等を伴う工
事は実施しないことか
ら対象外とする。

影響要因が想定されな
いことから対象外とす
る。

－ － － － －

34 札幌ドーム
土地の改変等を伴う工
事は実施しないことか
ら対象外とする。

影響要因が想定されな
いことから対象外とす
る。

影響要因が想定されな
いことから対象外とす
る。

土地の改変等を伴う工
事は実施しないことか
ら対象外とする。

影響要因が想定されな
いことから対象外とす
る。

－ － － － －
土地の改変等を伴う工
事は実施しないことか
ら対象外とする。

影響要因が想定されな
いことから対象外とす
る。

影響要因が想定されな
いことから対象外とす
る。

土地の改変等を伴う工
事は実施しないことか
ら対象外とする。

影響要因が想定されな
いことから対象外とす
る。

－ － － － －

35 宮城スタジアム
土地の改変等を伴う工
事は実施しないことか
ら対象外とする。

影響要因が想定されな
いことから対象外とす
る。

影響要因が想定されな
いことから対象外とす
る。

土地の改変等を伴う工
事は実施しないことか
ら対象外とする。

影響要因が想定されな
いことから対象外とす
る。

－ － － － －
土地の改変等を伴う工
事は実施しないことか
ら対象外とする。

影響要因が想定されな
いことから対象外とす
る。

影響要因が想定されな
いことから対象外とす
る。

土地の改変等を伴う工
事は実施しないことか
ら対象外とする。

影響要因が想定されな
いことから対象外とす
る。

－ － － － －

36 埼玉スタジアム2002
土地の改変等を伴う工
事は実施しないことか
ら対象外とする。

影響要因が想定されな
いことから対象外とす
る。

影響要因が想定されな
いことから対象外とす
る。

土地の改変等を伴う工
事は実施しないことか
ら対象外とする。

影響要因が想定されな
いことから対象外とす
る。

－ － － － －
土地の改変等を伴う工
事は実施しないことか
ら対象外とする。

影響要因が想定されな
いことから対象外とす
る。

影響要因が想定されな
いことから対象外とす
る。

土地の改変等を伴う工
事は実施しないことか
ら対象外とする。

影響要因が想定されな
いことから対象外とす
る。

－ － － － －

37 横浜国際総合競技場
土地の改変等を伴う工
事は実施しないことか
ら対象外とする。

影響要因が想定されな
いことから対象外とす
る。

影響要因が想定されな
いことから対象外とす
る。

土地の改変等を伴う工
事は実施しないことか
ら対象外とする。

影響要因が想定されな
いことから対象外とす
る。

－ － － － －
土地の改変等を伴う工
事は実施しないことか
ら対象外とする。

影響要因が想定されな
いことから対象外とす
る。

影響要因が想定されな
いことから対象外とす
る。

土地の改変等を伴う工
事は実施しないことか
ら対象外とする。

影響要因が想定されな
いことから対象外とす
る。

－ － － － －

OV 選手村
履歴調査の結果、土壌
汚染物質の存在の可能
性はない。

影響要因が想定されな
いことから対象外とす
る。

影響要因が想定されな
いことから対象外とす
る。

工事の内容から土壌汚
染物質の拡散の可能性
はない。

影響要因が想定されな
いことから対象外とす
る。

0 － － 0 －

履歴調査の結果、土壌
汚染物質の存在の可能
性はないことから、ミ
ティゲーションは想定
していない。

影響要因が想定されな
いことから対象外とす
る。

影響要因が想定されな
いことから対象外とす
る。

工事の内容から土壌汚
染物質の拡散の可能性
はないことから、ミ
ティゲーションは想定
していない。

影響要因が想定されな
いことから対象外とす
る。

0 － － 0 －

IBC/MPC
東京ビッグサイト
(IBC/MPC)

履歴調査の結果、土壌
汚染物質の存在の可能
性はない。

影響要因が想定されな
いことから対象外とす
る。

影響要因が想定されな
いことから対象外とす
る。

工事の内容から土壌汚
染物質の拡散の可能性
はない。

影響要因が想定されな
いことから対象外とす
る。

0 － － 0 －

履歴調査の結果、土壌
汚染物質の存在の可能
性はないことから、ミ
ティゲーションは想定
していない。

影響要因が想定されな
いことから対象外とす
る。

影響要因が想定されな
いことから対象外とす
る。

工事の内容から土壌汚
染物質の拡散の可能性
はないことから、ミ
ティゲーションは想定
していない。

影響要因が想定されな
いことから対象外とす
る。

0 － － 0 －

4－8



評価指標別予測結果表（生物の生育・生息基盤の状況）

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

1
オリンピックスタジアム
(国立霞ヶ丘競技場)

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

重要な生物・生態系の
賦存地の改変はない。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

重要な生物・生態系の
賦存地の改変はない。

－ 0 － 0

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

重要な生物・生態系の
賦存地の改変はない。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

重要な生物・生態系の
賦存地の改変はない。

－ 0 － 0

2 東京体育館

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

地表面が改変されない
ことから、予測評価の
対象外とする。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

地表面が改変されない
ことから、予測評価の
対象外とする。

－ － － －

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

地表面が改変されない
ことから、予測評価の
対象外とする。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

地表面が改変されない
ことから、予測評価の
対象外とする。

－ － － －

3 国立代々木競技場

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

地表面が改変されない
ことから、予測評価の
対象外とする。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

地表面が改変されない
ことから、予測評価の
対象外とする。

－ － － －

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

地表面が改変されない
ことから、予測評価の
対象外とする。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

地表面が改変されない
ことから、予測評価の
対象外とする。

－ － － －

4 日本武道館

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

地表面が改変されない
ことから、予測評価の
対象外とする。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

地表面が改変されない
ことから、予測評価の
対象外とする。

－ － － －

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

地表面が改変されない
ことから、予測評価の
対象外とする。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

地表面が改変されない
ことから、予測評価の
対象外とする。

－ － － －

5 皇居外苑

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

地表面が改変されない
ことから、予測評価の
対象外とする。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

地表面が改変されない
ことから、予測評価の
対象外とする。

－ － － －

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

地表面が改変されない
ことから、予測評価の
対象外とする。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

地表面が改変されない
ことから、予測評価の
対象外とする。

－ － － －

6 東京国際フォーラム

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

地表面が改変されない
ことから、予測評価の
対象外とする。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

地表面が改変されない
ことから、予測評価の
対象外とする。

－ － － －

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

地表面が改変されない
ことから、予測評価の
対象外とする。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

地表面が改変されない
ことから、予測評価の
対象外とする。

－ － － －

7 国技館

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

地表面が改変されない
ことから、予測評価の
対象外とする。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

地表面が改変されない
ことから、予測評価の
対象外とする。

－ － － －

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

地表面が改変されない
ことから、予測評価の
対象外とする。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

地表面が改変されない
ことから、予測評価の
対象外とする。

－ － － －

8 有明アリーナ

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

重要な生物・生態系の
賦存地の改変はない。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

重要な生物・生態系の
賦存地の改変はない。

－ 0 － 0

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

重要な生物・生態系の
賦存地の改変はない。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

重要な生物・生態系の
賦存地の改変はない。

－ 0 － 0

9 有明ＢＭＸコース

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

重要な生物・生態系の
賦存地の改変はない。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

重要な生物・生態系の
賦存地の改変はない。

－ 0 － 0

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

重要な生物・生態系の
賦存地の改変はない。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

重要な生物・生態系の
賦存地の改変はない。

－ 0 － 0

10 有明ベロドローム

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

重要な生物・生態系の
賦存地の改変はない。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

重要な生物・生態系の
賦存地の改変はない。

－ 0 － 0

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

重要な生物・生態系の
賦存地の改変はない。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

重要な生物・生態系の
賦存地の改変はない。

－ 0 － 0

11 有明体操競技場

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

重要な生物・生態系の
賦存地の改変はない。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

重要な生物・生態系の
賦存地の改変はない。

－ 0 － 0

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

重要な生物・生態系の
賦存地の改変はない。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

重要な生物・生態系の
賦存地の改変はない。

－ 0 － 0

12 有明テニスの森

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

重要な生物・生態系の
賦存地の改変はない。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

重要な生物・生態系の
賦存地の改変はない。

－ 0 － 0

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

重要な生物・生態系の
賦存地の改変はない。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

重要な生物・生態系の
賦存地の改変はない。

－ 0 － 0

13 お台場海浜公園

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

重要な生物・生態系の
賦存地の改変はない。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

重要な生物・生態系の
賦存地の改変はない。

－ 0 － 0

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

重要な生物・生態系の
賦存地の改変はない。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

重要な生物・生態系の
賦存地の改変はない。

－ 0 － 0

14 潮風公園

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

重要な生物・生態系の
賦存地の改変はない。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

重要な生物・生態系の
賦存地の改変はない。

－ 0 － 0

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

重要な生物・生態系の
賦存地の改変はない。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

重要な生物・生態系の
賦存地の改変はない。

－ 0 － 0

15～16
東京ビッグサイト・ホール
Ａ、Ｂ

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

地表面が改変されない
ことから、予測評価の
対象外とする。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

地表面が改変されない
ことから、予測評価の
対象外とする。

－ － － －

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

地表面が改変されない
ことから、予測評価の
対象外とする。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

地表面が改変されない
ことから、予測評価の
対象外とする。

－ － － －

17 大井ホッケー競技場

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

重要な生物・生態系の
賦存地の改変はない。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

重要な生物・生態系の
賦存地の改変はない。

－ 0 － 0

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

重要な生物・生態系の
賦存地の改変はない。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

重要な生物・生態系の
賦存地の改変はない。

－ 0 － 0

18
海の森クロスカントリー
コース

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

重要な生物・生態系の
賦存地の改変はない。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

重要な生物・生態系の
賦存地の改変はない。

－ 0 － 0

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

重要な生物・生態系の
賦存地の改変はない。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

重要な生物・生態系の
賦存地の改変はない。

－ 0 － 0

19 海の森水上競技場

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

重要な生物・生態系の
賦存地の改変はない。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

重要な生物・生態系の
賦存地の改変はない。

－ 0 － 0

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

重要な生物・生態系の
賦存地の改変はない。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

重要な生物・生態系の
賦存地の改変はない。

－ 0 － 0

二次評価

段階別影響 評価点

開催前 開催中 開催後 開催前 開催中 開催後

評価点

開催中 開催後

会場
一次評価

開催後 開催前

段階別影響

開催中開催前

No. 名称
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工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

二次評価

段階別影響 評価点

開催前 開催中 開催後 開催前 開催中 開催後

評価点

開催中 開催後

会場
一次評価

開催後 開催前

段階別影響

開催中開催前

No. 名称

20
海の森マウンテンバイク
コース

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

重要な生物・生態系の
賦存地の改変はない。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

重要な生物・生態系の
賦存地の改変はない。

－ 0 － 0

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

重要な生物・生態系の
賦存地の改変はない。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

重要な生物・生態系の
賦存地の改変はない。

－ 0 － 0

21 若洲オリンピックマリーナ

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

重要な生物・生態系の
賦存地の改変はない。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

重要な生物・生態系の
賦存地の改変はない。

－ 0 － 0

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

重要な生物・生態系の
賦存地の改変はない。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

重要な生物・生態系の
賦存地の改変はない。

－ 0 － 0

22 葛西臨海公園

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

重要な生物・生態系の
賦存地の改変はない。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

重要な生物・生態系の
賦存地の改変はない。

－ 0 － 0

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

重要な生物・生態系の
賦存地の改変はない。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

重要な生物・生態系の
賦存地の改変はない。

－ 0 － 0

23～24
夢の島ユース・プラザ・ア
リーナＡ、Ｂ

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

重要な生物・生態系の
賦存地の改変はない。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

重要な生物・生態系の
賦存地の改変はない。

－ 0 － 0

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

重要な生物・生態系の
賦存地の改変はない。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

重要な生物・生態系の
賦存地の改変はない。

－ 0 － 0

25 夢の島公園

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

重要な生物・生態系の
賦存地の改変はない。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

重要な生物・生態系の
賦存地の改変はない。

－ 0 － 0

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

重要な生物・生態系の
賦存地の改変はない。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

重要な生物・生態系の
賦存地の改変はない。

－ 0 － 0

26 夢の島競技場

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

重要な生物・生態系の
賦存地の改変はない。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

重要な生物・生態系の
賦存地の改変はない。

－ 0 － 0

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

重要な生物・生態系の
賦存地の改変はない。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

重要な生物・生態系の
賦存地の改変はない。

－ 0 － 0

27～28
オリンピックアクアティク
スセンター
ウォーターポロアリーナ

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

重要な生物・生態系の
賦存地の改変はない。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

重要な生物・生態系の
賦存地の改変はない。

－ 0 － 0

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

重要な生物・生態系の
賦存地の改変はない。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

重要な生物・生態系の
賦存地の改変はない。

－ 0 － 0

29
武蔵野の森総合スポーツ施
設

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

重要な生物・生態系の
賦存地の改変はない。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

重要な生物・生態系の
賦存地の改変はない。

－ 0 － 0

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

重要な生物・生態系の
賦存地の改変はない。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

重要な生物・生態系の
賦存地の改変はない。

－ 0 － 0

30 東京スタジアム

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

地表面が改変されない
ことから、予測評価の
対象外とする。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

地表面が改変されない
ことから、予測評価の
対象外とする。

－ － － －

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

地表面が改変されない
ことから、予測評価の
対象外とする。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

地表面が改変されない
ことから、予測評価の
対象外とする。

－ － － －

31 武蔵野の森公園

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

重要な生物・生態系の
賦存地の改変はない。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

重要な生物・生態系の
賦存地の改変はない。

－ 0 － 0

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

重要な生物・生態系の
賦存地の改変はない。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

重要な生物・生態系の
賦存地の改変はない。

－ 0 － 0

32 陸上自衛隊朝霞訓練場

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

重要な生物・生態系の
賦存地の改変はない。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

重要な生物・生態系の
賦存地の改変はない。

－ 0 － 0

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

重要な生物・生態系の
賦存地の改変はない。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

重要な生物・生態系の
賦存地の改変はない。

－ 0 － 0

33 霞ヶ関カンツリー倶楽部

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

重要な生物・生態系の
賦存地の改変はない。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

重要な生物・生態系の
賦存地の改変はない。

－ 0 － 0

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

重要な生物・生態系の
賦存地の改変はない。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

重要な生物・生態系の
賦存地の改変はない。

－ 0 － 0

34 札幌ドーム

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

地表面が改変されない
ことから、予測評価の
対象外とする。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

地表面が改変されない
ことから、予測評価の
対象外とする。

－ － － －

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

地表面が改変されない
ことから、予測評価の
対象外とする。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

地表面が改変されない
ことから、予測評価の
対象外とする。

－ － － －

35 宮城スタジアム

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

地表面が改変されない
ことから、予測評価の
対象外とする。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

地表面が改変されない
ことから、予測評価の
対象外とする。

－ － － －

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

地表面が改変されない
ことから、予測評価の
対象外とする。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

地表面が改変されない
ことから、予測評価の
対象外とする。

－ － － －

36 埼玉スタジアム2002

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

地表面が改変されない
ことから、予測評価の
対象外とする。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

地表面が改変されない
ことから、予測評価の
対象外とする。

－ － － －

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

地表面が改変されない
ことから、予測評価の
対象外とする。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

地表面が改変されない
ことから、予測評価の
対象外とする。

－ － － －

37 横浜国際総合競技場

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

地表面が改変されない
ことから、予測評価の
対象外とする。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

地表面が改変されない
ことから、予測評価の
対象外とする。

－ － － －

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

地表面が改変されない
ことから、予測評価の
対象外とする。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

地表面が改変されない
ことから、予測評価の
対象外とする。

－ － － －

OV 選手村

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

重要な生物・生態系の
賦存地の改変はない。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

重要な生物・生態系の
賦存地の改変はない。

－ 0 － 0

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

重要な生物・生態系の
賦存地の改変はない。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

重要な生物・生態系の
賦存地の改変はない。

－ 0 － 0

IBC/MPC
東京ビッグサイト
(IBC/MPC)

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

重要な生物・生態系の
賦存地の改変はない。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

重要な生物・生態系の
賦存地の改変はない。

－ 0 － 0

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

重要な生物・生態系の
賦存地の改変はない。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

重要な生物・生態系の
賦存地の改変はない。

－ 0 － 0

4－10



評価指標別予測結果表（雨水の地下浸透能力）

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

1
オリンピックスタジアム
(国立霞ヶ丘競技場)

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

新設(恒久)は現況の公
園内の樹林上に設置さ
れることより、浸透域
が減少する。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

新設(恒久)は現況の公
園内の樹林上に設置さ
れることより、浸透域
が減少する。

－ -1 － -1

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

雨水浸透施設設置によ
り、現況と同程度の浸
透を確保できると想定
した。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

雨水浸透施設設置によ
り、現況と同程度の浸
透を確保できると想定
した。

－ 0 － 0

2 東京体育館

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

新設(恒久)は現況の公
園内の樹林上に設置さ
れることより、浸透域
が減少する。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

新設(恒久)は現況の公
園内の樹林上に設置さ
れることより、浸透域
が減少する。

－ -1 － -1

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

雨水浸透施設設置によ
り、現況と同程度の浸
透を確保できると想定
した。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

雨水浸透施設設置によ
り、現況と同程度の浸
透を確保できると想定
した。

－ 0 － 0

3 国立代々木競技場

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

浸透域の一部が改変さ
れるが、被覆率はほと
んど現況と変わらな
い。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

浸透域の一部が改変さ
れるが、被覆率はほと
んど現況と変わらな
い。

－ 0 － 0

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

浸透域の一部が改変さ
れるが、被覆率はほと
んど現況と変わらな
い。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

浸透域の一部が改変さ
れるが、被覆率はほと
んど現況と変わらな
い。

－ 0 － 0

4 日本武道館

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

新設の地下室により一
部浸透域の改変が行わ
れるが、ほとんど現況
と変わらない。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

新設の地下室により一
部浸透域の改変が行わ
れるが、ほとんど現況
と変わらない。

－ 0 － 0

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

新設の地下室により一
部浸透域の改変が行わ
れるが、ほとんど現況
と変わらない。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

新設の地下室により一
部浸透域の改変が行わ
れるが、ほとんど現況
と変わらない。

－ 0 － 0

5 皇居外苑

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

浸透域の改変は行われ
ることはなく、現況と
変わらない。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

浸透域の改変は行われ
ることはなく、現況と
変わらない。

－ 0 － 0

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

浸透域の改変は行われ
ることはなく、現況と
変わらない。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

浸透域の改変は行われ
ることはなく、現況と
変わらない。

－ 0 － 0

6 東京国際フォーラム

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

地表面の改変が行われ
ないため対象外とす
る。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

地表面の改変が行われ
ないため対象外とす
る。

－ － － －

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

地表面の改変が行われ
ないため対象外とす
る。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

地表面の改変が行われ
ないため対象外とす
る。

－ － － －

7 国技館

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

浸透域の改変は行われ
ることはなく、現況と
変わらない。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

浸透域の改変は行われ
ることはなく、現況と
変わらない。

－ 0 － 0

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

浸透域の改変は行われ
ることはなく、現況と
変わらない。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

浸透域の改変は行われ
ることはなく、現況と
変わらない。

－ 0 － 0

8 有明アリーナ

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

海面埋立地であるため
対象外とする。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

海面埋立地であるため
対象外とする。

－ － － －

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

海面埋立地であるため
対象外とする。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

海面埋立地であるため
対象外とする。

－ － － －

9 有明ＢＭＸコース

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

海面埋立地であるため
対象外とする。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

海面埋立地であるため
対象外とする。

－ － － －

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

海面埋立地であるため
対象外とする。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

海面埋立地であるため
対象外とする。

－ － － －

10 有明ベロドローム

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

海面埋立地であるため
対象外とする。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

海面埋立地であるため
対象外とする。

－ － － －

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

海面埋立地であるため
対象外とする。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

海面埋立地であるため
対象外とする。

－ － － －

11 有明体操競技場

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

海面埋立地であるため
対象外とする。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

海面埋立地であるため
対象外とする。

－ － － －

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

海面埋立地であるため
対象外とする。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

海面埋立地であるため
対象外とする。

－ － － －

12 有明テニスの森

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

海面埋立地であるため
対象外とする。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

海面埋立地であるため
対象外とする。

－ － － －

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

海面埋立地であるため
対象外とする。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

海面埋立地であるため
対象外とする。

－ － － －

13 お台場海浜公園

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

海面埋立地であるため
対象外とする。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

海面埋立地であるため
対象外とする。

－ － － －

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

海面埋立地であるため
対象外とする。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

海面埋立地であるため
対象外とする。

－ － － －

14 潮風公園

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

海面埋立地であるため
対象外とする。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

海面埋立地であるため
対象外とする。

－ － － －

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

海面埋立地であるため
対象外とする。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

海面埋立地であるため
対象外とする。

－ － － －

15～16
東京ビッグサイト・ホール
Ａ、Ｂ

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

海面埋立地であるため
対象外とする。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

海面埋立地であるため
対象外とする。

－ － － －

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

海面埋立地であるため
対象外とする。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

海面埋立地であるため
対象外とする。

－ － － －

17 大井ホッケー競技場

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

海面埋立地であるため
対象外とする。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

海面埋立地であるため
対象外とする。

－ － － －

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

海面埋立地であるため
対象外とする。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

海面埋立地であるため
対象外とする。

－ － － －

18
海の森クロスカントリー
コース

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

海面埋立地であるため
対象外とする。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

海面埋立地であるため
対象外とする。

－ － － －

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

海面埋立地であるため
対象外とする。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

海面埋立地であるため
対象外とする。

－ － － －

19 海の森水上競技場

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

海面埋立地であるため
対象外とする。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

海面埋立地であるため
対象外とする。

－ － － －

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

海面埋立地であるため
対象外とする。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

海面埋立地であるため
対象外とする。

－ － － －

二次評価

段階別影響 評価点

開催前 開催中 開催後 開催前 開催中 開催後

評価点

開催中 開催後

会場
一次評価

開催後 開催前

段階別影響

開催中開催前

No. 名称
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評価指標別予測結果表（雨水の地下浸透能力）

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

二次評価

段階別影響 評価点

開催前 開催中 開催後 開催前 開催中 開催後

評価点

開催中 開催後

会場
一次評価

開催後 開催前

段階別影響

開催中開催前

No. 名称

20
海の森マウンテンバイク
コース

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

海面埋立地であるため
対象外とする。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

海面埋立地であるため
対象外とする。

－ － － －

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

海面埋立地であるため
対象外とする。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

海面埋立地であるため
対象外とする。

－ － － －

21 若洲オリンピックマリーナ

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

海面埋立地であるため
対象外とする。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

海面埋立地であるため
対象外とする。

－ － － －

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

海面埋立地であるため
対象外とする。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

海面埋立地であるため
対象外とする。

－ － － －

22 葛西臨海公園

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

海面埋立地であるため
対象外とする。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

海面埋立地であるため
対象外とする。

－ － － －

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

海面埋立地であるため
対象外とする。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

海面埋立地であるため
対象外とする。

－ － － －

23～24
夢の島ユース・プラザ・ア
リーナＡ、Ｂ

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

海面埋立地であるため
対象外とする。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

海面埋立地であるため
対象外とする。

－ － － －

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

海面埋立地であるため
対象外とする。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

海面埋立地であるため
対象外とする。

－ － － －

25 夢の島公園

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

海面埋立地であるため
対象外とする。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

海面埋立地であるため
対象外とする。

－ － － －

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

海面埋立地であるため
対象外とする。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

海面埋立地であるため
対象外とする。

－ － － －

26 夢の島競技場

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

海面埋立地であるため
対象外とする。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

海面埋立地であるため
対象外とする。

－ － － －

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

海面埋立地であるため
対象外とする。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

海面埋立地であるため
対象外とする。

－ － － －

27～28
オリンピックアクアティク
スセンター
ウォーターポロアリーナ

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

海面埋立地であるため
対象外とする。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

海面埋立地であるため
対象外とする。

－ － － －

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

海面埋立地であるため
対象外とする。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

海面埋立地であるため
対象外とする。

－ － － －

29
武蔵野の森総合スポーツ施
設

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

浸透域(グランド)の一
部に仮設が設置される
が、被覆率はほとんど
現況と変わらない。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

仮設は撤去されること
により、浸透域の改変
は行われることはな
い。

－ 0 － 0

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

浸透域(グランド)の一
部に仮設が設置される
が、被覆率はほとんど
現況と変わらない。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

仮設は撤去されること
により、浸透域の改変
は行われることはな
い。

－ 0 － 0

30 東京スタジアム

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

浸透域(グランド)の一
部に仮設が設置される
が、被覆率はほとんど
現況と変わらない。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

仮設は撤去されること
により、浸透域の改変
は行われることはな
い。

－ 0 － 0

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

浸透域(グランド)の一
部に仮設が設置される
が、被覆率はほとんど
現況と変わらない。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

仮設は撤去されること
により、浸透域の改変
は行われることはな
い。

－ 0 － 0

31 武蔵野の森公園

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

仮設により浸透域の一
部が改変されるが、被
覆率はほとんど現況と
変わらない。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

仮設は撤去されること
により、浸透域の改変
は行われることはな
い。

－ 0 － 0

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

仮設により浸透域の一
部が改変されるが、被
覆率はほとんど現況と
変わらない。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

仮設は撤去されること
により、浸透域の改変
は行われることはな
い。

－ 0 － 0

32 陸上自衛隊朝霞訓練場

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

仮設により浸透域の一
部が改変されるが、被
覆率はほとんど現況と
変わらない。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

仮設は撤去されること
により、浸透域の改変
は行われることはな
い。

－ 0 － 0

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

仮設により浸透域の一
部が改変されるが、被
覆率はほとんど現況と
変わらない。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

仮設は撤去されること
により、浸透域の改変
は行われることはな
い。

－ 0 － 0

33 霞ヶ関カンツリー倶楽部

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

地表面の改変が行われ
ないため対象外とす
る。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

地表面の改変が行われ
ないため対象外とす
る。

－ － － －

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

地表面の改変が行われ
ないため対象外とす
る。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

地表面の改変が行われ
ないため対象外とす
る。

－ － － －

34 札幌ドーム

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

地表面の改変が行われ
ないため対象外とす
る。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

地表面の改変が行われ
ないため対象外とす
る。

－ － － －

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

地表面の改変が行われ
ないため対象外とす
る。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

地表面の改変が行われ
ないため対象外とす
る。

－ － － －

35 宮城スタジアム

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

地表面の改変が行われ
ないため対象外とす
る。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

地表面の改変が行われ
ないため対象外とす
る。

－ － － －

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

地表面の改変が行われ
ないため対象外とす
る。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

地表面の改変が行われ
ないため対象外とす
る。

－ － － －

36 埼玉スタジアム2002

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

地表面の改変が行われ
ないため対象外とす
る。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

地表面の改変が行われ
ないため対象外とす
る。

－ － － －

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

地表面の改変が行われ
ないため対象外とす
る。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

地表面の改変が行われ
ないため対象外とす
る。

－ － － －

37 横浜国際総合競技場

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

地表面の改変が行われ
ないため対象外とす
る。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

地表面の改変が行われ
ないため対象外とす
る。

－ － － －

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

地表面の改変が行われ
ないため対象外とす
る。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

地表面の改変が行われ
ないため対象外とす
る。

－ － － －

OV 選手村

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

海面埋立地であるため
対象外とする。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

海面埋立地であるため
対象外とする。

－ － － －

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

海面埋立地であるため
対象外とする。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

海面埋立地であるため
対象外とする。

－ － － －

IBC/MPC
東京ビッグサイト
(IBC/MPC)

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

海面埋立地であるため
対象外とする。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

海面埋立地であるため
対象外とする。

－ － － －

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

海面埋立地であるため
対象外とする。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

海面埋立地であるため
対象外とする。

－ － － －

4－12



評価指標別予測結果表（周辺の生物の生育・生息環境の連続性）

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

1
オリンピックスタジアム
(国立霞ヶ丘競技場)

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

まとまりのある又は連
続した樹林が改変され
ることから、生物の生
育・生息場所に消失・
分断が生じる。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

まとまりのある又は連
続した樹林が改変され
ることから、生物の生
育・生息場所に消失・
分断が生じる。

－ -1 － -1

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

ミティゲーションの実
施により、周辺の生物
の生育・生息環境の連
続性が現況レベルまで
改善する。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

ミティゲーションの実
施により、周辺の生物
の生育・生息環境の連
続性が現況レベルまで
改善する。

－ 0 － 0

2 東京体育館

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

地表面が改変されない
ことから、予測評価の
対象外とする。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

地表面が改変されない
ことから、予測評価の
対象外とする。

－ － － －

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

地表面が改変されない
ことから、予測評価の
対象外とする。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

地表面が改変されない
ことから、予測評価の
対象外とする。

－ － － －

3 国立代々木競技場

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

地表面が改変されない
ことから、予測評価の
対象外とする。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

地表面が改変されない
ことから、予測評価の
対象外とする。

－ － － －

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

地表面が改変されない
ことから、予測評価の
対象外とする。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

地表面が改変されない
ことから、予測評価の
対象外とする。

－ － － －

4 日本武道館

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

地表面が改変されない
ことから、予測評価の
対象外とする。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

地表面が改変されない
ことから、予測評価の
対象外とする。

－ － － －

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

地表面が改変されない
ことから、予測評価の
対象外とする。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

地表面が改変されない
ことから、予測評価の
対象外とする。

－ － － －

5 皇居外苑

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

地表面が改変されない
ことから、予測評価の
対象外とする。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

地表面が改変されない
ことから、予測評価の
対象外とする。

－ － － －

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

地表面が改変されない
ことから、予測評価の
対象外とする。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

地表面が改変されない
ことから、予測評価の
対象外とする。

－ － － －

6 東京国際フォーラム

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

地表面が改変されない
ことから、予測評価の
対象外とする。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

地表面が改変されない
ことから、予測評価の
対象外とする。

－ － － －

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

地表面が改変されない
ことから、予測評価の
対象外とする。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

地表面が改変されない
ことから、予測評価の
対象外とする。

－ － － －

7 国技館

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

地表面が改変されない
ことから、予測評価の
対象外とする。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

地表面が改変されない
ことから、予測評価の
対象外とする。

－ － － －

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

地表面が改変されない
ことから、予測評価の
対象外とする。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

地表面が改変されない
ことから、予測評価の
対象外とする。

－ － － －

8 有明アリーナ

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

生物の生育・生息場所
は改変されない。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

仮設の撤去や施設の後
利用の対象は、駐車
場、砂利・舗装面、運
動場、芝生であり、評
価対象とする環境では
ないため、現況と変わ
らない。

－ 0 － 0

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

生物の生育・生息場所
は改変されない。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

周辺の生物の生育・生
息場所の連続性は現況
と変わらない。

－ 0 － 0

9 有明ＢＭＸコース

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

生物の生育・生息場所
は改変されない。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

仮設の撤去や施設の後
利用の対象は、駐車
場、砂利・舗装面、運
動場、芝生であり、評
価対象とする環境では
ないため、現況と変わ
らない。

－ 0 － 0

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

生物の生育・生息場所
は改変されない。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

周辺の生物の生育・生
息場所の連続性は現況
と変わらない。

－ 0 － 0

10 有明ベロドローム

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

生物の生育・生息場所
は改変されない。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

仮設の撤去や施設の後
利用の対象は、駐車
場、砂利・舗装面、運
動場、芝生であり、評
価対象とする環境では
ないため、現況と変わ
らない。

－ 0 － 0

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

生物の生育・生息場所
は改変されない。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

周辺の生物の生育・生
息場所の連続性は現況
と変わらない。

－ 0 － 0

11 有明体操競技場

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

生物の生育・生息場所
は改変されない。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

仮設の撤去や施設の後
利用の対象は、駐車
場、砂利・舗装面、運
動場、芝生であり、評
価対象とする環境では
ないため、現況と変わ
らない。

－ 0 － 0

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

生物の生育・生息場所
は改変されない。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

周辺の生物の生育・生
息場所の連続性は現況
と変わらない。

－ 0 － 0

12 有明テニスの森

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

生物の生育・生息場所
は改変されない。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

仮設の撤去や施設の後
利用の対象は、駐車
場、砂利・舗装面、運
動場、芝生であり、評
価対象とする環境では
ないため、現況と変わ
らない。

－ 0 － 0

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

生物の生育・生息場所
は改変されない。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

周辺の生物の生育・生
息場所の連続性は現況
と変わらない。

－ 0 － 0

13 お台場海浜公園

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

生物の生育・生息場所
は改変されない。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

生物の生育・生息場所
の分断はなく、現況と
変わらない。

－ 0 － 0

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

生物の生育・生息場所
は改変されない。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

周辺の生物の生育・生
息場所の連続性は現況
と変わらない。

－ 0 － 0

14 潮風公園

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

生物の生育・生息場所
は改変されない。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

仮設の撤去や施設の後
利用の対象は、駐車
場、砂利・舗装面、運
動場、芝生であり、評
価対象とする環境では
ないため、現況と変わ
らない。

－ 0 － 0

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

生物の生育・生息場所
は改変されない。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

周辺の生物の生育・生
息場所の連続性は現況
と変わらない。

－ 0 － 0

15～16
東京ビッグサイト・ホール
Ａ、Ｂ

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

地表面が改変されない
ことから、予測評価の
対象外とする。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

地表面が改変されない
ことから、予測評価の
対象外とする。

－ － － －

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

地表面が改変されない
ことから、予測評価の
対象外とする。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

地表面が改変されない
ことから、予測評価の
対象外とする。

－ － － －

開催中 開催後開催後

No.

二次評価

段階別影響 評価点

開催前 開催中 開催後 開催前開催中

名称

会場
段階別影響

開催中開催前

一次評価

開催後 開催前

評価点
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評価指標別予測結果表（周辺の生物の生育・生息環境の連続性）

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

開催中 開催後開催後

No.

二次評価

段階別影響 評価点

開催前 開催中 開催後 開催前開催中

名称

会場
段階別影響

開催中開催前

一次評価

開催後 開催前

評価点

17 大井ホッケー競技場

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

生物の生育・生息場所
は改変されない。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

仮設の撤去や施設の後
利用の対象は、駐車
場、砂利・舗装面、運
動場、芝生であり、評
価対象とする環境では
ないため、現況と変わ
らない。

－ 0 － 0

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

生物の生育・生息場所
は改変されない。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

周辺の生物の生育・生
息場所の連続性は現況
と変わらない。

－ 0 － 0

18
海の森クロスカントリー
コース

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

生物の生育・生息場所
は改変されない。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

仮設の撤去や施設の後
利用の対象は、駐車
場、砂利・舗装面、運
動場、芝生であり、評
価対象とする環境では
ないため、現況と変わ
らない。

－ 0 － 0

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

ミティゲーションの実
施により、広域に亘っ
て生物の生育・生息場
所が増大し、連続性が
向上する。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

ミティゲーションの実
施により、広域に亘っ
て生物の生育・生息場
所が増大し、連続性が
向上する。

－ +2 － +2

19 海の森水上競技場

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

生物の生育・生息場所
は改変されない。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

仮設の撤去や施設の後
利用の対象は、駐車
場、砂利・舗装面、運
動場、芝生であり、評
価対象とする環境では
ないため、現況と変わ
らない。

－ 0 － 0

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

生物の生育・生息場所
は改変されない。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

周辺の生物の生育・生
息場所の連続性は現況
と変わらない。

－ 0 － 0

20
海の森マウンテンバイク
コース

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

生物の生育・生息場所
は改変されない。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

仮設の撤去や施設の後
利用の対象は、駐車
場、砂利・舗装面、運
動場、芝生であり、評
価対象とする環境では
ないため、現況と変わ
らない。

－ 0 － 0

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

生物の生育・生息場所
は改変されない。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

周辺の生物の生育・生
息場所の連続性は現況
と変わらない。

－ 0 － 0

21 若洲オリンピックマリーナ

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

生物の生育・生息場所
は改変されない。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

仮設の撤去や施設の後
利用の対象は、駐車
場、砂利・舗装面、運
動場、芝生であり、評
価対象とする環境では
ないため、現況と変わ
らない。

－ 0 － 0

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

生物の生育・生息場所
は改変されない。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

周辺の生物の生育・生
息場所の連続性は現況
と変わらない。

－ 0 － 0

22 葛西臨海公園

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

まとまりのある又は連
続した樹林が改変され
ることから、生物の生
育・生息場所に消失・
分断が生じる。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

まとまりのある又は連
続した樹林が改変され
ることから、生物の生
育・生息場所に消失・
分断が生じる。

－ -1 － -1

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

ミティゲーションの実
施により、周辺の生物
の生育・生息環境の連
続性が部分的に改善す
るものの、現況レベル
まで改善しない。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

ミティゲーションの実
施により、周辺の生物
の生育・生息環境の連
続性が部分的に改善す
るものの、現況レベル
まで改善しない。

－ -1 － -1

23～24
夢の島ユース・プラザ・ア
リーナＡ、Ｂ

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

生物の生育・生息場所
は改変されない。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

仮設の撤去や施設の後
利用の対象は、駐車
場、砂利・舗装面、運
動場、芝生であり、評
価対象とする環境では
ないため、現況と変わ
らない。

－ 0 － 0

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

生物の生育・生息場所
は改変されない。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

周辺の生物の生育・生
息場所の連続性は現況
と変わらない。

－ 0 － 0

25 夢の島公園

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

まとまりのある又は連
続した樹林が改変され
ることから、生物の生
育・生息場所に消失・
分断が生じる。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

まとまりのある又は連
続した樹林が改変され
ることから、生物の生
育・生息場所に消失・
分断が生じる。

－ -1 － -1

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

ミティゲーションの実
施により、周辺の生物
の生育・生息環境の連
続性が現況レベルまで
改善する。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

ミティゲーションの実
施により、周辺の生物
の生育・生息環境の連
続性が現況レベルまで
改善する。

－ 0 － 0

26 夢の島競技場

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

まとまりのある又は連
続した樹林が改変され
ることから、生物の生
育・生息場所に消失・
分断が生じる。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

まとまりのある又は連
続した樹林が改変され
ることから、生物の生
育・生息場所に消失・
分断が生じる。

－ -1 － -1

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

ミティゲーションの実
施により、周辺の生物
の生育・生息環境の連
続性が現況レベルまで
改善する。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

ミティゲーションの実
施により、周辺の生物
の生育・生息環境の連
続性が現況レベルまで
改善する。

－ 0 － 0

27～28
オリンピックアクアティク
スセンター
ウォーターポロアリーナ

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

まとまりのある又は連
続した樹林が改変され
ることから、生物の生
育・生息場所に消失・
分断が生じる。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

まとまりのある又は連
続した樹林が改変され
ることから、生物の生
育・生息場所に消失・
分断が生じる。

－ -1 － -1

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

ミティゲーションの実
施により、周辺の生物
の生育・生息環境の連
続性が部分的に改善す
るものの、現況レベル
まで改善しない。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

ミティゲーションの実
施により、周辺の生物
の生育・生息環境の連
続性が部分的に改善す
るものの、現況レベル
まで改善しない。

－ -1 － -1

29
武蔵野の森総合スポーツ施
設

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

生物の生育・生息場所
は改変されない。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

仮設の撤去や施設の後
利用の対象は、駐車
場、砂利・舗装面、運
動場、芝生であり、評
価対象とする環境では
ないため、現況と変わ
らない。

－ 0 － 0

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

生物の生育・生息場所
は改変されない。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

周辺の生物の生育・生
息場所の連続性は現況
と変わらない。

－ 0 － 0

30 東京スタジアム

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

地表面が改変されない
ことから、予測評価の
対象外とする。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

地表面が改変されない
ことから、予測評価の
対象外とする。

－ － － －

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

地表面が改変されない
ことから、予測評価の
対象外とする。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

地表面が改変されない
ことから、予測評価の
対象外とする。

－ － － －

31 武蔵野の森公園

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

生物の生育・生息場所
は改変されない。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

仮設の撤去や施設の後
利用の対象は、駐車
場、砂利・舗装面、運
動場、芝生であり、評
価対象とする環境では
ないため、現況と変わ
らない。

－ 0 － 0

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

生物の生育・生息場所
は改変されない。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

周辺の生物の生育・生
息場所の連続性は現況
と変わらない。

－ 0 － 0

32 陸上自衛隊朝霞訓練場

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

地表面が改変されない
ことから、予測評価の
対象外とする。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

地表面が改変されない
ことから、予測評価の
対象外とする。

－ － － －

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

地表面が改変されない
ことから、予測評価の
対象外とする。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

地表面が改変されない
ことから、予測評価の
対象外とする。

－ － － －

33 霞ヶ関カンツリー倶楽部

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

生物の生育・生息場所
は改変されない。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

仮設の撤去や施設の後
利用の対象は、駐車
場、砂利・舗装面、運
動場、芝生であり、評
価対象とする環境では
ないため、現況と変わ
らない。

－ 0 － 0

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

生物の生育・生息場所
は改変されない。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

周辺の生物の生育・生
息場所の連続性は現況
と変わらない。

－ 0 － 0
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工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

開催中 開催後開催後

No.

二次評価

段階別影響 評価点

開催前 開催中 開催後 開催前開催中

名称

会場
段階別影響

開催中開催前

一次評価

開催後 開催前

評価点

34 札幌ドーム

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

地表面が改変されない
ことから、予測評価の
対象外とする。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

地表面が改変されない
ことから、予測評価の
対象外とする。

－ － － －

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

地表面が改変されない
ことから、予測評価の
対象外とする。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

地表面が改変されない
ことから、予測評価の
対象外とする。

－ － － －

35 宮城スタジアム

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

地表面が改変されない
ことから、予測評価の
対象外とする。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

地表面が改変されない
ことから、予測評価の
対象外とする。

－ － － －

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

地表面が改変されない
ことから、予測評価の
対象外とする。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

地表面が改変されない
ことから、予測評価の
対象外とする。

－ － － －

36 埼玉スタジアム2002

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

地表面が改変されない
ことから、予測評価の
対象外とする。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

地表面が改変されない
ことから、予測評価の
対象外とする。

－ － － －

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

地表面が改変されない
ことから、予測評価の
対象外とする。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

地表面が改変されない
ことから、予測評価の
対象外とする。

－ － － －

37 横浜国際総合競技場

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

地表面が改変されない
ことから、予測評価の
対象外とする。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

地表面が改変されない
ことから、予測評価の
対象外とする。

－ － － －

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

地表面が改変されない
ことから、予測評価の
対象外とする。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

地表面が改変されない
ことから、予測評価の
対象外とする。

－ － － －

OV 選手村

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

まとまりのある又は連
続した樹林が改変され
ることから、生物の生
育・生息場所に消失・
分断が生じる。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

まとまりのある又は連
続した樹林が改変され
ることから、生物の生
育・生息場所に消失・
分断が生じる。

－ -1 － -1

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

ミティゲーションの実
施により、周辺の生物
の生育・生息環境の連
続性が部分的に改善す
るものの、現況レベル
まで改善しない。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

ミティゲーションの実
施により、周辺の生物
の生育・生息環境の連
続性が現況レベルまで
改善する。

－ -1 － 0

IBC/MPC
東京ビッグサイト
(IBC/MPC)

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

生物の生育・生息場所
は改変されない。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

仮設の撤去や施設の後
利用の対象は、駐車
場、砂利・舗装面、運
動場、芝生であり、評
価対象とする環境では
ないため、現況と変わ
らない。

－ 0 － 0

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

生物の生育・生息場所
は改変されない。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

周辺の生物の生育・生
息場所の連続性は現況
と変わらない。

－ 0 － 0
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評価指標別予測結果表（重要な生物・生態系）

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

1
オリンピックスタジアム
(国立霞ヶ丘競技場)

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

重要な生物・生態系の
指定地域の改変はな
い。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

重要な生物・生態系の
指定地域の改変はな
い。

－ 0 － 0

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

重要な生物・生態系の
指定地域の改変はな
い。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

重要な生物・生態系の
指定地域の改変はな
い。

－ 0 － 0

2 東京体育館

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

地表面が改変されない
ことから、予測評価の
対象外とする。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

地表面が改変されない
ことから、予測評価の
対象外とする。

－ － － －

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

地表面が改変されない
ことから、予測評価の
対象外とする。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

地表面が改変されない
ことから、予測評価の
対象外とする。

－ － － －

3 国立代々木競技場

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

地表面が改変されない
ことから、予測評価の
対象外とする。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

地表面が改変されない
ことから、予測評価の
対象外とする。

－ － － －

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

地表面が改変されない
ことから、予測評価の
対象外とする。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

地表面が改変されない
ことから、予測評価の
対象外とする。

－ － － －

4 日本武道館

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

地表面が改変されない
ことから、予測評価の
対象外とする。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

地表面が改変されない
ことから、予測評価の
対象外とする。

－ － － －

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

地表面が改変されない
ことから、予測評価の
対象外とする。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

地表面が改変されない
ことから、予測評価の
対象外とする。

－ － － －

5 皇居外苑

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

地表面が改変されない
ことから、予測評価の
対象外とする。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

地表面が改変されない
ことから、予測評価の
対象外とする。

－ － － －

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

地表面が改変されない
ことから、予測評価の
対象外とする。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

地表面が改変されない
ことから、予測評価の
対象外とする。

－ － － －

6 東京国際フォーラム

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

地表面が改変されない
ことから、予測評価の
対象外とする。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

地表面が改変されない
ことから、予測評価の
対象外とする。

－ － － －

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

地表面が改変されない
ことから、予測評価の
対象外とする。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

地表面が改変されない
ことから、予測評価の
対象外とする。

－ － － －

7 国技館

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

地表面が改変されない
ことから、予測評価の
対象外とする。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

地表面が改変されない
ことから、予測評価の
対象外とする。

－ － － －

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

地表面が改変されない
ことから、予測評価の
対象外とする。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

地表面が改変されない
ことから、予測評価の
対象外とする。

－ － － －

8 有明アリーナ

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

重要な生物・生態系の
指定地域の改変はな
い。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

重要な生物・生態系の
指定地域の改変はな
い。

－ 0 － 0

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

重要な生物・生態系の
指定地域の改変はな
い。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

重要な生物・生態系の
指定地域の改変はな
い。

－ 0 － 0

9 有明ＢＭＸコース

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

重要な生物・生態系の
指定地域の改変はな
い。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

重要な生物・生態系の
指定地域の改変はな
い。

－ 0 － 0

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

重要な生物・生態系の
指定地域の改変はな
い。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

重要な生物・生態系の
指定地域の改変はな
い。

－ 0 － 0

10 有明ベロドローム

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

重要な生物・生態系の
指定地域の改変はな
い。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

重要な生物・生態系の
指定地域の改変はな
い。

－ 0 － 0

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

重要な生物・生態系の
指定地域の改変はな
い。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

重要な生物・生態系の
指定地域の改変はな
い。

－ 0 － 0

11 有明体操競技場

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

重要な生物・生態系の
指定地域の改変はな
い。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

重要な生物・生態系の
指定地域の改変はな
い。

－ 0 － 0

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

重要な生物・生態系の
指定地域の改変はな
い。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

重要な生物・生態系の
指定地域の改変はな
い。

－ 0 － 0

12 有明テニスの森

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

重要な生物・生態系の
指定地域の改変はな
い。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

重要な生物・生態系の
指定地域の改変はな
い。

－ 0 － 0

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

重要な生物・生態系の
指定地域の改変はな
い。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

重要な生物・生態系の
指定地域の改変はな
い。

－ 0 － 0

13 お台場海浜公園

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

重要な生物・生態系の
指定地域の改変はな
い。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

重要な生物・生態系の
指定地域の改変はな
い。

－ 0 － 0

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

重要な生物・生態系の
指定地域の改変はな
い。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

重要な生物・生態系の
指定地域の改変はな
い。

－ 0 － 0

14 潮風公園

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

重要な生物・生態系の
指定地域の改変はな
い。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

重要な生物・生態系の
指定地域の改変はな
い。

－ 0 － 0

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

重要な生物・生態系の
指定地域の改変はな
い。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

重要な生物・生態系の
指定地域の改変はな
い。

－ 0 － 0

15～16
東京ビッグサイト・ホール
Ａ、Ｂ

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

地表面が改変されない
ことから、予測評価の
対象外とする。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

地表面が改変されない
ことから、予測評価の
対象外とする。

－ － － －

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

地表面が改変されない
ことから、予測評価の
対象外とする。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

地表面が改変されない
ことから、予測評価の
対象外とする。

－ － － －

二次評価

段階別影響 評価点

開催前 開催中 開催後 開催前 開催中 開催後

評価点

開催中 開催後

会場
一次評価

開催後 開催前

段階別影響

開催中開催前

No. 名称
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評価指標別予測結果表（重要な生物・生態系）

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

二次評価

段階別影響 評価点

開催前 開催中 開催後 開催前 開催中 開催後

評価点

開催中 開催後

会場
一次評価

開催後 開催前

段階別影響

開催中開催前

No. 名称

17 大井ホッケー競技場

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

重要な生物・生態系の
指定地域の改変はな
い。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

重要な生物・生態系の
指定地域の改変はな
い。

－ 0 － 0

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

重要な生物・生態系の
指定地域の改変はな
い。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

重要な生物・生態系の
指定地域の改変はな
い。

－ 0 － 0

18
海の森クロスカントリー
コース

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

重要な生物・生態系の
指定地域の改変はな
い。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

重要な生物・生態系の
指定地域の改変はな
い。

－ 0 － 0

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

重要な生物・生態系の
指定地域の改変はな
い。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

重要な生物・生態系の
指定地域の改変はな
い。

－ 0 － 0

19 海の森水上競技場

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

重要な生物・生態系の
指定地域の改変はな
い。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

重要な生物・生態系の
指定地域の改変はな
い。

－ 0 － 0

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

重要な生物・生態系の
指定地域の改変はな
い。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

重要な生物・生態系の
指定地域の改変はな
い。

－ 0 － 0

20
海の森マウンテンバイク
コース

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

重要な生物・生態系の
指定地域の改変はな
い。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

重要な生物・生態系の
指定地域の改変はな
い。

－ 0 － 0

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

重要な生物・生態系の
指定地域の改変はな
い。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

重要な生物・生態系の
指定地域の改変はな
い。

－ 0 － 0

21 若洲オリンピックマリーナ

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

重要な生物・生態系の
指定地域の改変はな
い。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

重要な生物・生態系の
指定地域の改変はな
い。

－ 0 － 0

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

重要な生物・生態系の
指定地域の改変はな
い。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

重要な生物・生態系の
指定地域の改変はな
い。

－ 0 － 0

22 葛西臨海公園

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

重要な生物・生態系の
指定地域の改変はな
い。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

重要な生物・生態系の
指定地域の改変はな
い。

－ 0 － 0

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

重要な生物・生態系の
指定地域の改変はな
い。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

重要な生物・生態系の
指定地域の改変はな
い。

－ 0 － 0

23～24
夢の島ユース・プラザ・ア
リーナＡ、Ｂ

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

重要な生物・生態系の
指定地域の改変はな
い。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

重要な生物・生態系の
指定地域の改変はな
い。

－ 0 － 0

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

重要な生物・生態系の
指定地域の改変はな
い。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

重要な生物・生態系の
指定地域の改変はな
い。

－ 0 － 0

25 夢の島公園

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

重要な生物・生態系の
指定地域の改変はな
い。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

重要な生物・生態系の
指定地域の改変はな
い。

－ 0 － 0

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

重要な生物・生態系の
指定地域の改変はな
い。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

重要な生物・生態系の
指定地域の改変はな
い。

－ 0 － 0

26 夢の島競技場

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

重要な生物・生態系の
指定地域の改変はな
い。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

重要な生物・生態系の
指定地域の改変はな
い。

－ 0 － 0

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

重要な生物・生態系の
指定地域の改変はな
い。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

重要な生物・生態系の
指定地域の改変はな
い。

－ 0 － 0

27～28
オリンピックアクアティク
スセンター
ウォーターポロアリーナ

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

重要な生物・生態系の
指定地域の改変はな
い。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

重要な生物・生態系の
指定地域の改変はな
い。

－ 0 － 0

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

重要な生物・生態系の
指定地域の改変はな
い。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

重要な生物・生態系の
指定地域の改変はな
い。

－ 0 － 0

29
武蔵野の森総合スポーツ施
設

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

重要な生物・生態系の
指定地域の改変はな
い。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

重要な生物・生態系の
指定地域の改変はな
い。

－ 0 － 0

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

重要な生物・生態系の
指定地域の改変はな
い。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

重要な生物・生態系の
指定地域の改変はな
い。

－ 0 － 0

30 東京スタジアム

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

地表面が改変されない
ことから、予測評価の
対象外とする。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

地表面が改変されない
ことから、予測評価の
対象外とする。

－ － － －

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

地表面が改変されない
ことから、予測評価の
対象外とする。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

地表面が改変されない
ことから、予測評価の
対象外とする。

－ － － －

31 武蔵野の森公園

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

重要な生物・生態系の
指定地域の改変はな
い。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

重要な生物・生態系の
指定地域の改変はな
い。

－ 0 － 0

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

重要な生物・生態系の
指定地域の改変はな
い。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

重要な生物・生態系の
指定地域の改変はな
い。

－ 0 － 0

32 陸上自衛隊朝霞訓練場

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

重要な生物・生態系の
指定地域の改変はな
い。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

重要な生物・生態系の
指定地域の改変はな
い。

－ 0 － 0

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

重要な生物・生態系の
指定地域の改変はな
い。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

重要な生物・生態系の
指定地域の改変はな
い。

－ 0 － 0

33 霞ヶ関カンツリー倶楽部

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

重要な生物・生態系の
指定地域の改変はな
い。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

重要な生物・生態系の
指定地域の改変はな
い。

－ 0 － 0

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

重要な生物・生態系の
指定地域の改変はな
い。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

重要な生物・生態系の
指定地域の改変はな
い。

－ 0 － 0
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評価指標別予測結果表（重要な生物・生態系）

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

二次評価

段階別影響 評価点

開催前 開催中 開催後 開催前 開催中 開催後

評価点

開催中 開催後

会場
一次評価

開催後 開催前

段階別影響

開催中開催前

No. 名称

34 札幌ドーム

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

地表面が改変されない
ことから、予測評価の
対象外とする。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

地表面が改変されない
ことから、予測評価の
対象外とする。

－ － － －

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

地表面が改変されない
ことから、予測評価の
対象外とする。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

地表面が改変されない
ことから、予測評価の
対象外とする。

－ － － －

35 宮城スタジアム

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

地表面が改変されない
ことから、予測評価の
対象外とする。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

地表面が改変されない
ことから、予測評価の
対象外とする。

－ － － －

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

地表面が改変されない
ことから、予測評価の
対象外とする。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

地表面が改変されない
ことから、予測評価の
対象外とする。

－ － － －

36 埼玉スタジアム2002

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

地表面が改変されない
ことから、予測評価の
対象外とする。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

地表面が改変されない
ことから、予測評価の
対象外とする。

－ － － －

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

地表面が改変されない
ことから、予測評価の
対象外とする。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

地表面が改変されない
ことから、予測評価の
対象外とする。

－ － － －

37 横浜国際総合競技場

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

地表面が改変されない
ことから、予測評価の
対象外とする。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

地表面が改変されない
ことから、予測評価の
対象外とする。

－ － － －

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

地表面が改変されない
ことから、予測評価の
対象外とする。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

地表面が改変されない
ことから、予測評価の
対象外とする。

－ － － －

OV 選手村

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

重要な生物・生態系の
指定地域の改変はな
い。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

重要な生物・生態系の
指定地域の改変はな
い。

－ 0 － 0

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

重要な生物・生態系の
指定地域の改変はな
い。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

重要な生物・生態系の
指定地域の改変はな
い。

－ 0 － 0

IBC/MPC
東京ビッグサイト
(IBC/MPC)

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

重要な生物・生態系の
指定地域の改変はな
い。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

重要な生物・生態系の
指定地域の改変はな
い。

－ 0 － 0

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

重要な生物・生態系の
指定地域の改変はな
い。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

重要な生物・生態系の
指定地域の改変はな
い。

－ 0 － 0

4－18



評価指標別予測結果表（生物相の豊かさ(鳥類相で代表)）

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

1
オリンピックスタジアム
(国立霞ヶ丘競技場)

工事に伴う騒音や作業
員の立ち入り等によ
り、生息が困難となる
可能性のある種が存在
する。

生息が困難となる可能
性のある種は存在しな
いことから、現況と変
わらない。

生息が困難となる可能
性のある種は存在しな
いことから、現況と変
わらない。

工事に伴う騒音や作業
員の立ち入りにより、
生息が困難となる可能
性のある種が存在す
る。

生息が困難となる可能
性のある種は存在しな
いことから、現況と変
わらない。

-1 0 0 -1 0

工事に伴う作業員の立
ち入り等により、生息
が困難となる可能性の
ある種が存在する。

生息が困難となる可能
性のある種は存在しな
いことから、現況と変
わらない。

生息が困難となる可能
性のある種は存在しな
いことから、現況と変
わらない。

工事に伴う作業員の立
ち入り等により、生息
が困難となる可能性の
ある種が存在する。

生息が困難となる可能
性のある種は存在しな
いことから、現況と変
わらない。

-1 0 0 -1 0

2 東京体育館
鳥類の主要な生息場で
ないことから、予測評
価の対象外とする。

鳥類の主要な生息場で
ないことから、予測評
価の対象外とする。

鳥類の主要な生息場で
ないことから、予測評
価の対象外とする。

鳥類の主要な生息場で
ないことから、予測評
価の対象外とする。

鳥類の主要な生息場で
ないことから、予測評
価の対象外とする。

－ － － － －
鳥類の主要な生息場で
ないことから、予測評
価の対象外とする。

鳥類の主要な生息場で
ないことから、予測評
価の対象外とする。

鳥類の主要な生息場で
ないことから、予測評
価の対象外とする。

鳥類の主要な生息場で
ないことから、予測評
価の対象外とする。

鳥類の主要な生息場で
ないことから、予測評
価の対象外とする。

－ － － － －

3 国立代々木競技場
鳥類の主要な生息場で
ないことから、予測評
価の対象外とする。

鳥類の主要な生息場で
ないことから、予測評
価の対象外とする。

鳥類の主要な生息場で
ないことから、予測評
価の対象外とする。

鳥類の主要な生息場で
ないことから、予測評
価の対象外とする。

鳥類の主要な生息場で
ないことから、予測評
価の対象外とする。

－ － － － －
鳥類の主要な生息場で
ないことから、予測評
価の対象外とする。

鳥類の主要な生息場で
ないことから、予測評
価の対象外とする。

鳥類の主要な生息場で
ないことから、予測評
価の対象外とする。

鳥類の主要な生息場で
ないことから、予測評
価の対象外とする。

鳥類の主要な生息場で
ないことから、予測評
価の対象外とする。

－ － － － －

4 日本武道館
鳥類の主要な生息場で
ないことから、予測評
価の対象外とする。

鳥類の主要な生息場で
ないことから、予測評
価の対象外とする。

鳥類の主要な生息場で
ないことから、予測評
価の対象外とする。

鳥類の主要な生息場で
ないことから、予測評
価の対象外とする。

鳥類の主要な生息場で
ないことから、予測評
価の対象外とする。

－ － － － －
鳥類の主要な生息場で
ないことから、予測評
価の対象外とする。

鳥類の主要な生息場で
ないことから、予測評
価の対象外とする。

鳥類の主要な生息場で
ないことから、予測評
価の対象外とする。

鳥類の主要な生息場で
ないことから、予測評
価の対象外とする。

鳥類の主要な生息場で
ないことから、予測評
価の対象外とする。

－ － － － －

5 皇居外苑
鳥類の主要な生息場で
ないことから、予測評
価の対象外とする。

鳥類の主要な生息場で
ないことから、予測評
価の対象外とする。

鳥類の主要な生息場で
ないことから、予測評
価の対象外とする。

鳥類の主要な生息場で
ないことから、予測評
価の対象外とする。

鳥類の主要な生息場で
ないことから、予測評
価の対象外とする。

－ － － － －
鳥類の主要な生息場で
ないことから、予測評
価の対象外とする。

鳥類の主要な生息場で
ないことから、予測評
価の対象外とする。

鳥類の主要な生息場で
ないことから、予測評
価の対象外とする。

鳥類の主要な生息場で
ないことから、予測評
価の対象外とする。

鳥類の主要な生息場で
ないことから、予測評
価の対象外とする。

－ － － － －

6 東京国際フォーラム
鳥類の主要な生息場で
ないことから、予測評
価の対象外とする。

鳥類の主要な生息場で
ないことから、予測評
価の対象外とする。

鳥類の主要な生息場で
ないことから、予測評
価の対象外とする。

鳥類の主要な生息場で
ないことから、予測評
価の対象外とする。

鳥類の主要な生息場で
ないことから、予測評
価の対象外とする。

－ － － － －
鳥類の主要な生息場で
ないことから、予測評
価の対象外とする。

鳥類の主要な生息場で
ないことから、予測評
価の対象外とする。

鳥類の主要な生息場で
ないことから、予測評
価の対象外とする。

鳥類の主要な生息場で
ないことから、予測評
価の対象外とする。

鳥類の主要な生息場で
ないことから、予測評
価の対象外とする。

－ － － － －

7 国技館
鳥類の主要な生息場で
ないことから、予測評
価の対象外とする。

鳥類の主要な生息場で
ないことから、予測評
価の対象外とする。

鳥類の主要な生息場で
ないことから、予測評
価の対象外とする。

鳥類の主要な生息場で
ないことから、予測評
価の対象外とする。

鳥類の主要な生息場で
ないことから、予測評
価の対象外とする。

－ － － － －
鳥類の主要な生息場で
ないことから、予測評
価の対象外とする。

鳥類の主要な生息場で
ないことから、予測評
価の対象外とする。

鳥類の主要な生息場で
ないことから、予測評
価の対象外とする。

鳥類の主要な生息場で
ないことから、予測評
価の対象外とする。

鳥類の主要な生息場で
ないことから、予測評
価の対象外とする。

－ － － － －

8 有明アリーナ
鳥類の主要な生息場で
ないことから、予測評
価の対象外とする。

鳥類の主要な生息場で
ないことから、予測評
価の対象外とする。

鳥類の主要な生息場で
ないことから、予測評
価の対象外とする。

鳥類の主要な生息場で
ないことから、予測評
価の対象外とする。

鳥類の主要な生息場で
ないことから、予測評
価の対象外とする。

－ － － － －
鳥類の主要な生息場で
ないことから、予測評
価の対象外とする。

鳥類の主要な生息場で
ないことから、予測評
価の対象外とする。

鳥類の主要な生息場で
ないことから、予測評
価の対象外とする。

鳥類の主要な生息場で
ないことから、予測評
価の対象外とする。

鳥類の主要な生息場で
ないことから、予測評
価の対象外とする。

－ － － － －

9 有明ＢＭＸコース
鳥類の主要な生息場で
ないことから、予測評
価の対象外とする。

鳥類の主要な生息場で
ないことから、予測評
価の対象外とする。

鳥類の主要な生息場で
ないことから、予測評
価の対象外とする。

鳥類の主要な生息場で
ないことから、予測評
価の対象外とする。

鳥類の主要な生息場で
ないことから、予測評
価の対象外とする。

－ － － － －
鳥類の主要な生息場で
ないことから、予測評
価の対象外とする。

鳥類の主要な生息場で
ないことから、予測評
価の対象外とする。

鳥類の主要な生息場で
ないことから、予測評
価の対象外とする。

鳥類の主要な生息場で
ないことから、予測評
価の対象外とする。

鳥類の主要な生息場で
ないことから、予測評
価の対象外とする。

－ － － － －

10 有明ベロドローム
鳥類の主要な生息場で
ないことから、予測評
価の対象外とする。

鳥類の主要な生息場で
ないことから、予測評
価の対象外とする。

鳥類の主要な生息場で
ないことから、予測評
価の対象外とする。

鳥類の主要な生息場で
ないことから、予測評
価の対象外とする。

鳥類の主要な生息場で
ないことから、予測評
価の対象外とする。

－ － － － －
鳥類の主要な生息場で
ないことから、予測評
価の対象外とする。

鳥類の主要な生息場で
ないことから、予測評
価の対象外とする。

鳥類の主要な生息場で
ないことから、予測評
価の対象外とする。

鳥類の主要な生息場で
ないことから、予測評
価の対象外とする。

鳥類の主要な生息場で
ないことから、予測評
価の対象外とする。

－ － － － －

11 有明体操競技場
鳥類の主要な生息場で
ないことから、予測評
価の対象外とする。

鳥類の主要な生息場で
ないことから、予測評
価の対象外とする。

鳥類の主要な生息場で
ないことから、予測評
価の対象外とする。

鳥類の主要な生息場で
ないことから、予測評
価の対象外とする。

鳥類の主要な生息場で
ないことから、予測評
価の対象外とする。

－ － － － －
鳥類の主要な生息場で
ないことから、予測評
価の対象外とする。

鳥類の主要な生息場で
ないことから、予測評
価の対象外とする。

鳥類の主要な生息場で
ないことから、予測評
価の対象外とする。

鳥類の主要な生息場で
ないことから、予測評
価の対象外とする。

鳥類の主要な生息場で
ないことから、予測評
価の対象外とする。

－ － － － －

12 有明テニスの森

工事に伴う騒音や作業
員の立ち入り等によ
り、生息が困難となる
可能性のある種が存在
する。

生息が困難となる可能
性のある種は存在しな
いことから、現況と変
わらない。

生息が困難となる可能
性のある種は存在しな
いことから、現況と変
わらない。

工事に伴う騒音や作業
員の立ち入りにより、
生息が困難となる可能
性のある種が存在す
る。

生息が困難となる可能
性のある種は存在しな
いことから、現況と変
わらない。

-1 0 0 -1 0

工事に伴う作業員の立
ち入り等により、生息
が困難となる可能性の
ある種が存在する。

生息が困難となる可能
性のある種は存在しな
いことから、現況と変
わらない。

生息が困難となる可能
性のある種は存在しな
いことから、現況と変
わらない。

工事に伴う作業員の立
ち入り等により、生息
が困難となる可能性の
ある種が存在する。

生息が困難となる可能
性のある種は存在しな
いことから、現況と変
わらない。

-1 0 0 -1 0

13 お台場海浜公園

工事に伴う騒音や作業
員の立ち入り等によ
り、生息が困難となる
可能性のある種が存在
する。

砂浜にデッキが設置さ
れることから、生息が
困難となる可能性のあ
る種が存在する。

水辺がトライアスロン
の競技エリアとなるた
め、生息が困難となる
可能性のある種が存在
する。

工事に伴う騒音や作業
員の立ち入りにより、
生息が困難となる可能
性のある種が存在す
る。

砂浜に設置されたデッ
キが撤去されることか
ら、生息が困難となる
可能性のある種は存在
しない。

-1 -1 -1 -1 0

工事に伴う作業員の立
ち入り等により、生息
が困難となる可能性の
ある種が存在する。

施設の存在に伴う生息
地の改変により、生息
が困難となる可能性の
ある種が存在する。

開催中の競技の実施に
より、生息が困難とな
る可能性のある種が存
在する。

工事に伴う作業員の立
ち入り等により、生息
が困難となる可能性の
ある種が存在する。

砂浜に設置されたデッ
キが撤去されることか
ら、生息が困難となる
可能性のある種は存在
しない。

-1 -1 -1 -1 0

14 潮風公園

工事に伴う騒音や作業
員の立ち入り等によ
り、生息が困難となる
可能性のある種が存在
する。

生息が困難となる可能
性のある種は存在しな
いことから、現況と変
わらない。

生息が困難となる可能
性のある種は存在しな
いことから、現況と変
わらない。

工事に伴う騒音や作業
員の立ち入りにより、
生息が困難となる可能
性のある種が存在す
る。

生息が困難となる可能
性のある種は存在しな
いことから、現況と変
わらない。

-1 0 0 -1 0

工事に伴う作業員の立
ち入り等により、生息
が困難となる可能性の
ある種が存在する。

生息が困難となる可能
性のある種は存在しな
いことから、現況と変
わらない。

生息が困難となる可能
性のある種は存在しな
いことから、現況と変
わらない。

工事に伴う作業員の立
ち入り等により、生息
が困難となる可能性の
ある種が存在する。

生息が困難となる可能
性のある種は存在しな
いことから、現況と変
わらない。

-1 0 0 -1 0

15～16
東京ビッグサイト・ホール
Ａ、Ｂ

鳥類の主要な生息場で
ないことから、予測評
価の対象外とする。

鳥類の主要な生息場で
ないことから、予測評
価の対象外とする。

鳥類の主要な生息場で
ないことから、予測評
価の対象外とする。

鳥類の主要な生息場で
ないことから、予測評
価の対象外とする。

鳥類の主要な生息場で
ないことから、予測評
価の対象外とする。

－ － － － －
鳥類の主要な生息場で
ないことから、予測評
価の対象外とする。

鳥類の主要な生息場で
ないことから、予測評
価の対象外とする。

鳥類の主要な生息場で
ないことから、予測評
価の対象外とする。

鳥類の主要な生息場で
ないことから、予測評
価の対象外とする。

鳥類の主要な生息場で
ないことから、予測評
価の対象外とする。

－ － － － －

17 大井ホッケー競技場

工事に伴う騒音や作業
員の立ち入り等によ
り、生息が困難となる
可能性のある種が存在
する。

生息が困難となる可能
性のある種は存在しな
いことから、現況と変
わらない。

生息が困難となる可能
性のある種は存在しな
いことから、現況と変
わらない。

工事に伴う騒音や作業
員の立ち入りにより、
生息が困難となる可能
性のある種が存在す
る。

生息が困難となる可能
性のある種は存在しな
いことから、現況と変
わらない。

-1 0 0 -1 0

工事に伴う作業員の立
ち入り等により、生息
が困難となる可能性の
ある種が存在する。

生息が困難となる可能
性のある種は存在しな
いことから、現況と変
わらない。

生息が困難となる可能
性のある種は存在しな
いことから、現況と変
わらない。

工事に伴う作業員の立
ち入り等により、生息
が困難となる可能性の
ある種が存在する。

生息が困難となる可能
性のある種は存在しな
いことから、現況と変
わらない。

-1 0 0 -1 0

18
海の森クロスカントリー
コース

鳥類の主要な生息場で
ないことから、予測評
価の対象外とする。

鳥類の主要な生息場で
ないことから、予測評
価の対象外とする。

鳥類の主要な生息場で
ないことから、予測評
価の対象外とする。

鳥類の主要な生息場で
ないことから、予測評
価の対象外とする。

鳥類の主要な生息場で
ないことから、予測評
価の対象外とする。

－ － － － －
鳥類の主要な生息場で
ないことから、予測評
価の対象外とする。

鳥類の主要な生息場で
ないことから、予測評
価の対象外とする。

鳥類の主要な生息場で
ないことから、予測評
価の対象外とする。

鳥類の主要な生息場で
ないことから、予測評
価の対象外とする。

鳥類の主要な生息場で
ないことから、予測評
価の対象外とする。

－ － － － －

19 海の森水上競技場
鳥類の主要な生息場で
ないことから、予測評
価の対象外とする。

鳥類の主要な生息場で
ないことから、予測評
価の対象外とする。

鳥類の主要な生息場で
ないことから、予測評
価の対象外とする。

鳥類の主要な生息場で
ないことから、予測評
価の対象外とする。

鳥類の主要な生息場で
ないことから、予測評
価の対象外とする。

－ － － － －
鳥類の主要な生息場で
ないことから、予測評
価の対象外とする。

鳥類の主要な生息場で
ないことから、予測評
価の対象外とする。

鳥類の主要な生息場で
ないことから、予測評
価の対象外とする。

鳥類の主要な生息場で
ないことから、予測評
価の対象外とする。

鳥類の主要な生息場で
ないことから、予測評
価の対象外とする。

－ － － － －

20
海の森マウンテンバイク
コース

鳥類の主要な生息場で
ないことから、予測評
価の対象外とする。

鳥類の主要な生息場で
ないことから、予測評
価の対象外とする。

鳥類の主要な生息場で
ないことから、予測評
価の対象外とする。

鳥類の主要な生息場で
ないことから、予測評
価の対象外とする。

鳥類の主要な生息場で
ないことから、予測評
価の対象外とする。

－ － － － －
鳥類の主要な生息場で
ないことから、予測評
価の対象外とする。

鳥類の主要な生息場で
ないことから、予測評
価の対象外とする。

鳥類の主要な生息場で
ないことから、予測評
価の対象外とする。

鳥類の主要な生息場で
ないことから、予測評
価の対象外とする。

鳥類の主要な生息場で
ないことから、予測評
価の対象外とする。

－ － － － －

二次評価

段階別影響 評価点

開催前 開催中 開催後 開催前 開催中 開催後

評価点

開催中 開催後

会場
一次評価

開催後 開催前

段階別影響

開催中開催前

No. 名称
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評価指標別予測結果表（生物相の豊かさ(鳥類相で代表)）

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

二次評価

段階別影響 評価点

開催前 開催中 開催後 開催前 開催中 開催後

評価点

開催中 開催後

会場
一次評価

開催後 開催前

段階別影響

開催中開催前

No. 名称

21 若洲オリンピックマリーナ

工事に伴う騒音や作業
員の立ち入り等によ
り、生息が困難となる
可能性のある種が存在
する。

人工磯が改変されるこ
とから、生息が困難と
成る可能性のある種が
存在する。

水辺がセーリングの競
技エリアとなるため、
生息が困難となる可能
性のある種が存在す
る。

工事に伴う騒音や作業
員の立ち入りにより、
生息が困難となる可能
性のある種が存在す
る。

人工磯が消失した状態
が継続することから、
生息が困難となる可能
性のある種が存在す
る。

-1 -1 -1 -1 -1

工事に伴う作業員の立
ち入り等により、生息
が困難となる可能性の
ある種が存在する。

施設の存在に伴う生息
地の改変により、生息
が困難となる可能性の
ある種が存在する。

開催中の競技の実施に
より、生息が困難とな
る可能性のある種が存
在する。

工事に伴う作業員の立
ち入り等により、生息
が困難となる可能性の
ある種が存在する。

開催後の仮設の撤去や
施設の後利用に伴う生
息地の改変により、生
息が困難となる可能性
のある種が存在する。

-1 -1 -1 -1 -1

22 葛西臨海公園

工事に伴う騒音や作業
員の立ち入り等によ
り、生息が困難となる
可能性のある種が存在
する。

生息が困難となる可能
性のある種は存在しな
いことから、現況と変
わらない。

生息が困難となる可能
性のある種は存在しな
いことから、現況と変
わらない。

工事に伴う騒音や作業
員の立ち入りにより、
生息が困難となる可能
性のある種が存在す
る。

生息が困難となる可能
性のある種は存在しな
いことから、現況と変
わらない。

-1 0 0 -1 0

工事に伴う作業員の立
ち入り等により、生息
が困難となる可能性の
ある種が存在する。

生息が困難となる可能
性のある種は存在しな
いことから、現況と変
わらない。

生息が困難となる可能
性のある種は存在しな
いことから、現況と変
わらない。

工事に伴う作業員の立
ち入り等により、生息
が困難となる可能性の
ある種が存在する。

生息が困難となる可能
性のある種は存在しな
いことから、現況と変
わらない。

-1 0 0 -1 0

23～24
夢の島ユース・プラザ・ア
リーナＡ、Ｂ

工事に伴う騒音や作業
員の立ち入り等によ
り、生息が困難となる
可能性のある種が存在
する。

生息が困難となる可能
性のある種は存在しな
いことから、現況と変
わらない。

生息が困難となる可能
性のある種は存在しな
いことから、現況と変
わらない。

工事に伴う騒音や作業
員の立ち入りにより、
生息が困難となる可能
性のある種が存在す
る。

生息が困難となる可能
性のある種は存在しな
いことから、現況と変
わらない。

-1 0 0 -1 0

工事に伴う作業員の立
ち入り等により、生息
が困難となる可能性の
ある種が存在する。

生息が困難となる可能
性のある種は存在しな
いことから、現況と変
わらない。

生息が困難となる可能
性のある種は存在しな
いことから、現況と変
わらない。

工事に伴う作業員の立
ち入り等により、生息
が困難となる可能性の
ある種が存在する。

生息が困難となる可能
性のある種は存在しな
いことから、現況と変
わらない。

-1 0 0 -1 0

25 夢の島公園

工事に伴う騒音や作業
員の立ち入り等によ
り、生息が困難となる
可能性のある種が存在
する。

生息が困難となる可能
性のある種は存在しな
いことから、現況と変
わらない。

生息が困難となる可能
性のある種は存在しな
いことから、現況と変
わらない。

工事に伴う騒音や作業
員の立ち入りにより、
生息が困難となる可能
性のある種が存在す
る。

生息が困難となる可能
性のある種は存在しな
いことから、現況と変
わらない。

-1 0 0 -1 0

工事に伴う作業員の立
ち入り等により、生息
が困難となる可能性の
ある種が存在する。

生息が困難となる可能
性のある種は存在しな
いことから、現況と変
わらない。

生息が困難となる可能
性のある種は存在しな
いことから、現況と変
わらない。

工事に伴う作業員の立
ち入り等により、生息
が困難となる可能性の
ある種が存在する。

生息が困難となる可能
性のある種は存在しな
いことから、現況と変
わらない。

-1 0 0 -1 0

26 夢の島競技場

工事に伴う騒音や作業
員の立ち入り等によ
り、生息が困難となる
可能性のある種が存在
する。

生息が困難となる可能
性のある種は存在しな
いことから、現況と変
わらない。

生息が困難となる可能
性のある種は存在しな
いことから、現況と変
わらない。

工事に伴う騒音や作業
員の立ち入りにより、
生息が困難となる可能
性のある種が存在す
る。

生息が困難となる可能
性のある種は存在しな
いことから、現況と変
わらない。

-1 0 0 -1 0

工事に伴う作業員の立
ち入り等により、生息
が困難となる可能性の
ある種が存在する。

生息が困難となる可能
性のある種は存在しな
いことから、現況と変
わらない。

生息が困難となる可能
性のある種は存在しな
いことから、現況と変
わらない。

工事に伴う作業員の立
ち入り等により、生息
が困難となる可能性の
ある種が存在する。

生息が困難となる可能
性のある種は存在しな
いことから、現況と変
わらない。

-1 0 0 -1 0

27～28
オリンピックアクアティク
スセンター
ウォーターポロアリーナ

工事に伴う騒音や作業
員の立ち入り等によ
り、生息が困難となる
可能性のある種が存在
する。

生息が困難となる可能
性のある種は存在しな
いことから、現況と変
わらない。

生息が困難となる可能
性のある種は存在しな
いことから、現況と変
わらない。

工事に伴う騒音や作業
員の立ち入りにより、
生息が困難となる可能
性のある種が存在す
る。

生息が困難となる可能
性のある種は存在しな
いことから、現況と変
わらない。

-1 0 0 -1 0

工事に伴う作業員の立
ち入り等により、生息
が困難となる可能性の
ある種が存在する。

生息が困難となる可能
性のある種は存在しな
いことから、現況と変
わらない。

生息が困難となる可能
性のある種は存在しな
いことから、現況と変
わらない。

工事に伴う作業員の立
ち入り等により、生息
が困難となる可能性の
ある種が存在する。

生息が困難となる可能
性のある種は存在しな
いことから、現況と変
わらない。

-1 0 0 -1 0

29
武蔵野の森総合スポーツ施
設

鳥類の主要な生息場で
ないことから、予測評
価の対象外とする。

鳥類の主要な生息場で
ないことから、予測評
価の対象外とする。

鳥類の主要な生息場で
ないことから、予測評
価の対象外とする。

鳥類の主要な生息場で
ないことから、予測評
価の対象外とする。

鳥類の主要な生息場で
ないことから、予測評
価の対象外とする。

－ － － － －
鳥類の主要な生息場で
ないことから、予測評
価の対象外とする。

鳥類の主要な生息場で
ないことから、予測評
価の対象外とする。

鳥類の主要な生息場で
ないことから、予測評
価の対象外とする。

鳥類の主要な生息場で
ないことから、予測評
価の対象外とする。

鳥類の主要な生息場で
ないことから、予測評
価の対象外とする。

－ － － － －

30 東京スタジアム
鳥類の主要な生息場で
ないことから、予測評
価の対象外とする。

鳥類の主要な生息場で
ないことから、予測評
価の対象外とする。

鳥類の主要な生息場で
ないことから、予測評
価の対象外とする。

鳥類の主要な生息場で
ないことから、予測評
価の対象外とする。

鳥類の主要な生息場で
ないことから、予測評
価の対象外とする。

－ － － － －
鳥類の主要な生息場で
ないことから、予測評
価の対象外とする。

鳥類の主要な生息場で
ないことから、予測評
価の対象外とする。

鳥類の主要な生息場で
ないことから、予測評
価の対象外とする。

鳥類の主要な生息場で
ないことから、予測評
価の対象外とする。

鳥類の主要な生息場で
ないことから、予測評
価の対象外とする。

－ － － － －

31 武蔵野の森公園
鳥類の主要な生息場で
ないことから、予測評
価の対象外とする。

鳥類の主要な生息場で
ないことから、予測評
価の対象外とする。

鳥類の主要な生息場で
ないことから、予測評
価の対象外とする。

鳥類の主要な生息場で
ないことから、予測評
価の対象外とする。

鳥類の主要な生息場で
ないことから、予測評
価の対象外とする。

－ － － － －
鳥類の主要な生息場で
ないことから、予測評
価の対象外とする。

鳥類の主要な生息場で
ないことから、予測評
価の対象外とする。

鳥類の主要な生息場で
ないことから、予測評
価の対象外とする。

鳥類の主要な生息場で
ないことから、予測評
価の対象外とする。

鳥類の主要な生息場で
ないことから、予測評
価の対象外とする。

－ － － － －

32 陸上自衛隊朝霞訓練場
鳥類の主要な生息場で
ないことから、予測評
価の対象外とする。

鳥類の主要な生息場で
ないことから、予測評
価の対象外とする。

鳥類の主要な生息場で
ないことから、予測評
価の対象外とする。

鳥類の主要な生息場で
ないことから、予測評
価の対象外とする。

鳥類の主要な生息場で
ないことから、予測評
価の対象外とする。

－ － － － －
鳥類の主要な生息場で
ないことから、予測評
価の対象外とする。

鳥類の主要な生息場で
ないことから、予測評
価の対象外とする。

鳥類の主要な生息場で
ないことから、予測評
価の対象外とする。

鳥類の主要な生息場で
ないことから、予測評
価の対象外とする。

鳥類の主要な生息場で
ないことから、予測評
価の対象外とする。

－ － － － －

33 霞ヶ関カンツリー倶楽部
鳥類の主要な生息場で
ないことから、予測評
価の対象外とする。

鳥類の主要な生息場で
ないことから、予測評
価の対象外とする。

鳥類の主要な生息場で
ないことから、予測評
価の対象外とする。

鳥類の主要な生息場で
ないことから、予測評
価の対象外とする。

鳥類の主要な生息場で
ないことから、予測評
価の対象外とする。

－ － － － －
鳥類の主要な生息場で
ないことから、予測評
価の対象外とする。

鳥類の主要な生息場で
ないことから、予測評
価の対象外とする。

鳥類の主要な生息場で
ないことから、予測評
価の対象外とする。

鳥類の主要な生息場で
ないことから、予測評
価の対象外とする。

鳥類の主要な生息場で
ないことから、予測評
価の対象外とする。

－ － － － －

34 札幌ドーム
鳥類の主要な生息場で
ないことから、予測評
価の対象外とする。

鳥類の主要な生息場で
ないことから、予測評
価の対象外とする。

鳥類の主要な生息場で
ないことから、予測評
価の対象外とする。

鳥類の主要な生息場で
ないことから、予測評
価の対象外とする。

鳥類の主要な生息場で
ないことから、予測評
価の対象外とする。

－ － － － －
鳥類の主要な生息場で
ないことから、予測評
価の対象外とする。

鳥類の主要な生息場で
ないことから、予測評
価の対象外とする。

鳥類の主要な生息場で
ないことから、予測評
価の対象外とする。

鳥類の主要な生息場で
ないことから、予測評
価の対象外とする。

鳥類の主要な生息場で
ないことから、予測評
価の対象外とする。

－ － － － －

35 宮城スタジアム
鳥類の主要な生息場で
ないことから、予測評
価の対象外とする。

鳥類の主要な生息場で
ないことから、予測評
価の対象外とする。

鳥類の主要な生息場で
ないことから、予測評
価の対象外とする。

鳥類の主要な生息場で
ないことから、予測評
価の対象外とする。

鳥類の主要な生息場で
ないことから、予測評
価の対象外とする。

－ － － － －
鳥類の主要な生息場で
ないことから、予測評
価の対象外とする。

鳥類の主要な生息場で
ないことから、予測評
価の対象外とする。

鳥類の主要な生息場で
ないことから、予測評
価の対象外とする。

鳥類の主要な生息場で
ないことから、予測評
価の対象外とする。

鳥類の主要な生息場で
ないことから、予測評
価の対象外とする。

－ － － － －

36 埼玉スタジアム2002
鳥類の主要な生息場で
ないことから、予測評
価の対象外とする。

鳥類の主要な生息場で
ないことから、予測評
価の対象外とする。

鳥類の主要な生息場で
ないことから、予測評
価の対象外とする。

鳥類の主要な生息場で
ないことから、予測評
価の対象外とする。

鳥類の主要な生息場で
ないことから、予測評
価の対象外とする。

－ － － － －
鳥類の主要な生息場で
ないことから、予測評
価の対象外とする。

鳥類の主要な生息場で
ないことから、予測評
価の対象外とする。

鳥類の主要な生息場で
ないことから、予測評
価の対象外とする。

鳥類の主要な生息場で
ないことから、予測評
価の対象外とする。

鳥類の主要な生息場で
ないことから、予測評
価の対象外とする。

－ － － － －

37 横浜国際総合競技場
鳥類の主要な生息場で
ないことから、予測評
価の対象外とする。

鳥類の主要な生息場で
ないことから、予測評
価の対象外とする。

鳥類の主要な生息場で
ないことから、予測評
価の対象外とする。

鳥類の主要な生息場で
ないことから、予測評
価の対象外とする。

鳥類の主要な生息場で
ないことから、予測評
価の対象外とする。

－ － － － －
鳥類の主要な生息場で
ないことから、予測評
価の対象外とする。

鳥類の主要な生息場で
ないことから、予測評
価の対象外とする。

鳥類の主要な生息場で
ないことから、予測評
価の対象外とする。

鳥類の主要な生息場で
ないことから、予測評
価の対象外とする。

鳥類の主要な生息場で
ないことから、予測評
価の対象外とする。

－ － － － －

OV 選手村

工事に伴う騒音や作業
員の立ち入り等によ
り、生息が困難となる
可能性のある種が存在
する。

生息が困難となる可能
性のある種は存在しな
いことから、現況と変
わらない。

生息が困難となる可能
性のある種は存在しな
いことから、現況と変
わらない。

工事に伴う騒音や作業
員の立ち入りにより、
生息が困難となる可能
性のある種が存在す
る。

生息が困難となる可能
性のある種は存在しな
いことから、現況と変
わらない。

-1 0 0 -1 0

工事に伴う作業員の立
ち入り等により、生息
が困難となる可能性の
ある種が存在する。

生息が困難となる可能
性のある種は存在しな
いことから、現況と変
わらない。

生息が困難となる可能
性のある種は存在しな
いことから、現況と変
わらない。

工事に伴う作業員の立
ち入り等により、生息
が困難となる可能性の
ある種が存在する。

生息が困難となる可能
性のある種は存在しな
いことから、現況と変
わらない。

-1 0 0 -1 0

IBC/MPC
東京ビッグサイト
(IBC/MPC)

鳥類の主要な生息場で
ないことから、予測評
価の対象外とする。

鳥類の主要な生息場で
ないことから、予測評
価の対象外とする。

鳥類の主要な生息場で
ないことから、予測評
価の対象外とする。

鳥類の主要な生息場で
ないことから、予測評
価の対象外とする。

鳥類の主要な生息場で
ないことから、予測評
価の対象外とする。

－ － － － －
鳥類の主要な生息場で
ないことから、予測評
価の対象外とする。

鳥類の主要な生息場で
ないことから、予測評
価の対象外とする。

鳥類の主要な生息場で
ないことから、予測評
価の対象外とする。

鳥類の主要な生息場で
ないことから、予測評
価の対象外とする。

鳥類の主要な生息場で
ないことから、予測評
価の対象外とする。

－ － － － －
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評価指標別予測結果表（緑地面積(屋上含む)）

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

1
オリンピックスタジアム
(国立霞ヶ丘競技場)

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

現況29.3％の緑被率が
20.3％となり、9.0ポイ
ント減少する。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

現況29.3％の緑被率が
20.3％となり、9.0ポイ
ント減少する。

－ -1 － -1

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

現況29.3％の緑被率は
22.6％となり、緑比率
が6.7ポイント減少す
る。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

緑被率は現況とほぼか
わらない。

－ -1 － 0

2 東京体育館

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

現況29.3％の緑被率が
20.3％となり、9.0ポイ
ント減少する。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

現況29.3％の緑被率が
20.3％となり、9.0ポイ
ント減少する。

－ -1 － -1

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

現況29.3％の緑被率は
22.6％となり、緑比率
が6.7ポイント減少す
る。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

緑被率は現況とほぼか
わらない。

－ -1 － 0

3 国立代々木競技場

改変による影響が最大と
なる「施設の存在による
影響」で予測評価を行う
ことから対象外とする。

地表面が改変されない
ことから、予測評価の
対象外とする。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

地表面が改変されない
ことから、予測評価の
対象外とする。

－ － － －

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

地表面が改変されない
ことから、予測評価の
対象外とする。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

地表面が改変されない
ことから、予測評価の
対象外とする。

－ － － －

4 日本武道館

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

地表面が改変されない
ことから、予測評価の
対象外とする。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

地表面が改変されない
ことから、予測評価の
対象外とする。

－ － － －

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

地表面が改変されない
ことから、予測評価の
対象外とする。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

地表面が改変されない
ことから、予測評価の
対象外とする。

－ － － －

5 皇居外苑

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

地表面が改変されない
ことから、予測評価の
対象外とする。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

地表面が改変されない
ことから、予測評価の
対象外とする。

－ － － －

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

地表面が改変されない
ことから、予測評価の
対象外とする。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

地表面が改変されない
ことから、予測評価の
対象外とする。

－ － － －

6 東京国際フォーラム

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

地表面が改変されない
ことから、予測評価の
対象外とする。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

地表面が改変されない
ことから、予測評価の
対象外とする。

－ － － －

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

地表面が改変されない
ことから、予測評価の
対象外とする。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

地表面が改変されない
ことから、予測評価の
対象外とする。

－ － － －

7 国技館

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

地表面が改変されない
ことから、予測評価の
対象外とする。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

地表面が改変されない
ことから、予測評価の
対象外とする。

－ － － －

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

地表面が改変されない
ことから、予測評価の
対象外とする。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

地表面が改変されない
ことから、予測評価の
対象外とする。

－ － － －

8 有明アリーナ

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

現況は未利用地であ
り、改変の影響はな
い。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

現況は未利用地であ
り、改変の影響はな
い。

－ 0 － 0

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

現況0％の緑被率が
42.9％となり、緑被率
が42.9ポイント増加す
る。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

現況0％の緑被率は
42.9％となり、緑被率
が42.9ポイント増加す
る。

－ +2 － +2

9 有明ＢＭＸコース

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

現況は未利用地であ
り、改変の影響はな
い。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

現況は未利用地であ
り、改変の影響はな
い。

－ 0 － 0

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

現況0％の緑被率が
17.4％となり、緑被率
が17.4ポイント増加す
る。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

開催後は未利用地に戻
るが、海辺沿い数十ｍ
は公園として整備され
ることから、緑被率は
8.1ポイント増加する。

－ +1 － +1

10 有明ベロドローム

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

現況は未利用地であ
り、改変の影響はな
い。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

現況は未利用地であ
り、改変の影響はな
い。

－ 0 － 0

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

現況0％の緑被率が
17.4％となり、緑被率
が17.4ポイント増加す
る。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

開催後は未利用地に戻
るが、海辺沿い数十ｍ
は公園として整備され
ることから、緑被率は
8.1ポイント増加する。

－ +1 － +1

11 有明体操競技場

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

現況は未利用地であ
り、改変の影響はな
い。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

現況は未利用地であ
り、改変の影響はな
い。

－ 0 － 0

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

現況0％の緑被率が
26.5％となり、緑被率
が26.5ポイント増加す
る。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

開催後は未利用地に戻
るが、海辺沿い数十ｍ
は公園として整備され
ることから、緑被率は
15.0ポイント増加す
る。

－ +2 － +1

12 有明テニスの森

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

現況42.1％の緑被率が
17.2％となり、24.9ポ
イントと大きく減少す
る。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

現況42.1％の緑被率が
17.2％となり、24.9ポ
イントと大きく減少す
る。

－ -2 － -2

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

現況42.1％の緑被率が
29.2％となり、緑被率
が12.9ポイント減少す
る。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

現況42.1％の緑被率が
29.4％となり、12.7ポ
イント減少する。

－ -1 － -1

13 お台場海浜公園

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

現況25.4％の緑被率が
19.6％となり、5.8ポイ
ント減少する。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

現況25.4％の緑被率が
19.6％となり、5.8ポイ
ント減少する。

－ -1 － -1

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

現況25.4％の緑被率が
19.6％となり、緑被率
が5.8ポイント減少す
る。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

緑被率は現況とほぼか
わらない。

－ -1 － 0

14 潮風公園

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

現況53.9％の緑被率が
42.5％となり、11.4ポ
イント減少する。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

現況53.9％の緑被率が
42.5％となり、11.4ポ
イント減少する。

－ -1 － -1

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

一次評価の結果、緑被
率が11.4ポイント減少
する。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

緑被率は現況とほぼか
わらない。

－ -1 － 0

15～16
東京ビッグサイト・ホール
Ａ、Ｂ

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

現況4.0％の緑被率が
3.3％となり、0.7ポイ
ント減少する。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

現況4.0％の緑被率が
3.3％となり、0.7ポイ
ント減少する。

－ 0 － 0

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

現況4.0％の緑被率が
9.3％となり、緑被率が
5.3ポイント増加する。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

現況4.0％の緑被率が
9.3％となり、5.3ポイ
ント増加する。

－ +1 － +1

開催中 開催後開催後

No.

二次評価

段階別影響 評価点

開催前 開催中 開催後 開催前開催中

名称

会場
段階別影響

開催中開催前

一次評価

開催後 開催前

評価点
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評価指標別予測結果表（緑地面積(屋上含む)）

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

開催中 開催後開催後

No.

二次評価

段階別影響 評価点

開催前 開催中 開催後 開催前開催中

名称

会場
段階別影響

開催中開催前

一次評価

開催後 開催前

評価点

17 大井ホッケー競技場

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

現況72.1％の緑被率が
30.1％となり、42.0ポ
イントと大きく減少す
る。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

現況72.1％の緑被率が
30.1％となり、42.0ポ
イントと大きく減少す
る。

－ -2 － -2

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

現況72.1％の緑被率は
41.3％となり、緑比率
が30.8ポイント減少す
る。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

緑被率は現況とほぼか
わらない。

－ -2 － 0

18
海の森クロスカントリー
コース

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

現況は未利用地であ
り、改変の影響はな
い。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

現況は未利用地であ
り、改変の影響はな
い。

－ 0 － 0

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

ミティゲーションを行
うことにより、＋20ポ
イント以上緑被率が増
加する。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

＋20ポイント以上緑被
率が増加する。

－ +2 － +2

19 海の森水上競技場

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

現況は未利用地であ
り、改変の影響はな
い。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

現況は未利用地であ
り、改変の影響はな
い。

－ 0 － 0

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

ミティゲーションを行
うことにより、＋20ポ
イント以上緑被率が増
加する。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

＋20ポイント以上緑被
率が増加する。

－ +2 － +2

20
海の森マウンテンバイク
コース

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

現況は未利用地であ
り、改変の影響はな
い。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

現況は未利用地であ
り、改変の影響はな
い。

－ 0 － 0

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

ほぼ現況と変わらな
い。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

開催後は未利用地に戻
ることから、緑被率は
現況とほぼ変わらな
い。

－ 0 － 0

21 若洲オリンピックマリーナ

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

現況55.1％の緑被率が
15.8％となり、39.3ポ
イントと大きく減少す
る。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

現況55.1％の緑被率が
15.8％となり、39.3ポ
イントと大きく減少す
る。

－ -2 － -2

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

現況55.1％の緑被率が
24.4％となり、緑被率
が30.7ポイント減少す
る。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

緑被率は現況とほぼか
わらない。

－ -2 － 0

22 葛西臨海公園

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

現況63.2％の緑被率が
32.0％となり、31.2ポ
イント減少する。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

現況63.2％の緑被率が
32.0％となり、31.2ポ
イント減少する。

－ -2 － -2

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

現況63.2％の緑被率が
33.4％となり、緑被率
が29.8ポイント減少す
る。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

現況63.2％の緑被率が
48.7％となり、緑被率
が14.5ポイント減少す
る。

－ -2 － -1

23～24
夢の島ユース・プラザ・ア
リーナＡ、Ｂ

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

現況55.5％の緑被率が
31.1％となり、24.4ポ
イントと大きく減少す
る。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

現況55.5％の緑被率が
31.1％となり、24.4ポ
イントと大きく減少す
る。

－ -2 － -2

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

現況55.5％の緑被率は
54.7％となり現況とほ
ぼかわらない。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

現況55.5％の緑被率は
61.5％となり、緑被率
が6.0ポイント増加す
る。

－ 0 － +1

25 夢の島公園

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

現況55.5％の緑被率が
31.1％となり、24.4ポ
イントと大きく減少す
る。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

現況55.5％の緑被率が
31.1％となり、24.4ポ
イントと大きく減少す
る。

－ -2 － -2

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

現況55.5％の緑被率は
54.7％となり現況とほ
ぼかわらない。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

現況55.5％の緑被率は
61.5％となり、緑被率
が6.0ポイント増加す
る。

－ 0 － +1

26 夢の島競技場

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

現況56.6％の緑被率が
5.9％となり、50.7ポイ
ントと大きく減少す
る。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

現況56.6％の緑被率が
5.9％となり、50.7ポイ
ントと大きく減少す
る。

－ -2 － -2

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

現況56.6％の緑被率が
17.3％となり、緑被率
が39.3ポイント減少す
る。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

緑被率は現況とほぼか
わらない。

－ -2 － 0

27～28
オリンピックアクアティク
スセンター
ウォーターポロアリーナ

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

現況76.5％の緑被率が
51.4％となり、25.1ポ
イントと大きく減少す
る。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

現況76.5％の緑被率が
51.4％となり、25.1ポ
イントと大きく減少す
る。

－ -2 － -2

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

一次評価の結果、緑被
率が25.1ポイント減少
する。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

現況76.5％の緑被率が
61.3％となり、緑被率
が15.2ポイント減少す
る。

－ -2 － -1

29
武蔵野の森総合スポーツ施
設

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

現況36.3％の緑被率が
33.3％となり、3.0ポイ
ント減少する。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

現況36.3％の緑被率が
33.3％となり、3.0ポイ
ント減少する。

－ 0 － 0

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

ほぼ現況と変わらな
い。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

ほぼ現況と変わらな
い。

－ 0 － 0

30 東京スタジアム

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

地表面が改変されない
ことから、予測評価の
対象外とする。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

地表面が改変されない
ことから、予測評価の
対象外とする。

－ － － －

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

地表面が改変されない
ことから、予測評価の
対象外とする。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

地表面が改変されない
ことから、予測評価の
対象外とする。

－ － － －

31 武蔵野の森公園

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

現況69.3％の緑被率が
68.3％となり、0.7ポイ
ント減少する。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

現況69.3％の緑被率が
68.3％となり、0.7ポイ
ント減少する。

－ 0 － 0

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

ほぼ現況と変わらな
い。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

ほぼ現況と変わらな
い。

－ 0 － 0

32 陸上自衛隊朝霞訓練場

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

防衛施設であり緑地と
しての用途は想定され
ていないことから対象
外とした。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

防衛施設であり緑地と
しての用途は想定され
ていないことから対象
外とした。

－ － － －

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

防衛施設であり緑地と
しての用途は想定され
ていないことから対象
外とした。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

防衛施設であり緑地と
しての用途は想定され
ていないことから対象
外とした。

－ － － －

33 霞ヶ関カンツリー倶楽部

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

現況95.8％の緑被率が
94.8％となり、1.0ポイ
ント減少する。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

現況95.8％の緑被率が
94.8％となり、1.0ポイ
ント減少する。

－ 0 － 0

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

ほぼ現況と変わらな
い。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

ほぼ現況と変わらな
い。

－ 0 － 0
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評価指標別予測結果表（緑地面積(屋上含む)）

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

開催中 開催後開催後

No.

二次評価

段階別影響 評価点

開催前 開催中 開催後 開催前開催中

名称

会場
段階別影響

開催中開催前

一次評価

開催後 開催前

評価点

34 札幌ドーム

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

地表面の改変が行われ
ないため対象外とす
る。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

地表面の改変が行われ
ないため対象外とす
る。

－ － － －

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

地表面が改変されない
ことから、予測評価の
対象外とする。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

地表面が改変されない
ことから、予測評価の
対象外とする。

－ － － －

35 宮城スタジアム

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

地表面が改変されない
ことから、予測評価の
対象外とする。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

地表面が改変されない
ことから、予測評価の
対象外とする。

－ － － －

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

地表面が改変されない
ことから、予測評価の
対象外とする。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

地表面が改変されない
ことから、予測評価の
対象外とする。

－ － － －

36 埼玉スタジアム2002

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

地表面が改変されない
ことから、予測評価の
対象外とする。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

地表面が改変されない
ことから、予測評価の
対象外とする。

－ － － －

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

地表面が改変されない
ことから、予測評価の
対象外とする。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

地表面が改変されない
ことから、予測評価の
対象外とする。

－ － － －

37 横浜国際総合競技場

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

地表面が改変されない
ことから、予測評価の
対象外とする。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

地表面が改変されない
ことから、予測評価の
対象外とする。

－ － － －

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

地表面が改変されない
ことから、予測評価の
対象外とする。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

地表面が改変されない
ことから、予測評価の
対象外とする。

－ － － －

OV 選手村

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

現況7.6％の緑被率が
0.0％となり、7.6ポイ
ント減少する。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

現況7.6％の緑被率が
0.0％となり、7.6ポイ
ント減少する。

－ -1 － -1

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

現況7.6％の緑被率が
65.6％となり、緑被率
が58.0ポイント増加す
る。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

現況7.6％の緑被率が
65.6％となり、緑被率
が58.0ポイント増加す
る。

－ +2 － +2

IBC/MPC
東京ビッグサイト
(IBC/MPC)

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

現況4.0％の緑被率が
3.3％となり、0.7ポイ
ント減少する。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

現況4.0％の緑被率が
3.3％となり、0.7ポイ
ント減少する。

－ 0 － 0

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

現況4.0％の緑被率が
9.3％となり、緑被率が
5.3ポイント増加する。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

現況4.0％の緑被率が
9.3％となり、5.3ポイ
ント増加する。

－ +1 － +1

4－23



評価指標別予測結果表（緑化の状況）

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

1
オリンピックスタジアム
(国立霞ヶ丘競技場)

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

樹林地の改変により、
緑化率は17.7％となる
が緑化基準を満たす。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

樹林地の改変により、
緑化率は17.7％となる
が緑化基準を満たす。

－ 0 － 0

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

緑化基準を満たしてい
る。

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

緑化率が21.0％とな
り、段階2を達成。

－ 0 － +1

2 東京体育館

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

樹林地の改変により、
緑化率は17.7％となる
が緑化基準を満たす。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

樹林地の改変により、
緑化率は17.7％となる
が緑化基準を満たす。

－ 0 － 0

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

緑化基準を満たしてい
る。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

緑化率が21.0％とな
り、段階2を達成。

－ 0 － +1

3 国立代々木競技場

改変による影響が最大と
なる「施設の存在による
影響」で予測評価を行う
ことから対象外とする。

地表面が改変されない
ことから、予測評価の
対象外とする。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

地表面が改変されない
ことから、予測評価の
対象外とする。

－ － － －

改変による影響が一定と
なる「後利用による影響」
で予測評価を行うことか
ら、対象外とする。

地表面が改変されない
ことから、予測評価の
対象外とする。

改変による影響が一定と
なる「後利用による影響」
で予測評価を行うことか
ら、対象外とする。

地表面が改変されない
ことから、予測評価の
対象外とする。

－ － － －

4 日本武道館

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

地表面が改変されない
ことから、予測評価の
対象外とする。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

地表面が改変されない
ことから、予測評価の
対象外とする。

－ － － －

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

地表面が改変されない
ことから、予測評価の
対象外とする。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

地表面が改変されない
ことから、予測評価の
対象外とする。

－ － － －

5 皇居外苑

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

地表面が改変されない
ことから、予測評価の
対象外とする。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

地表面が改変されない
ことから、予測評価の
対象外とする。

－ － － －

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

地表面が改変されない
ことから、予測評価の
対象外とする。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

地表面が改変されない
ことから、予測評価の
対象外とする。

－ － － －

6 東京国際フォーラム

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

地表面が改変されない
ことから、予測評価の
対象外とする。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

地表面が改変されない
ことから、予測評価の
対象外とする。

－ － － －

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

地表面が改変されない
ことから、予測評価の
対象外とする。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

地表面が改変されない
ことから、予測評価の
対象外とする。

－ － － －

7 国技館

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

地表面が改変されない
ことから、予測評価の
対象外とする。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

地表面が改変されない
ことから、予測評価の
対象外とする。

－ － － －

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

地表面が改変されない
ことから、予測評価の
対象外とする。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

地表面が改変されない
ことから、予測評価の
対象外とする。

－ － － －

8 有明アリーナ

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

現況は未利用地であ
り、緑化率は0％であ
る。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

現況は未利用地であ
り、緑化率は0％であ
る。

－ -1 － -1

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

緑化率が17.4％とな
り、緑化基準を満たし
た。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

緑化率が17.4％とな
り、段階1を達成。

－ 0 － 0

9 有明ＢＭＸコース

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

仮設施設のため対象外
とする。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

仮設施設のため対象外
とする。

－ － － －
仮設施設のため対象外
とする。

仮設施設のため対象外
とする。

仮設施設のため対象外
とする。

仮設施設のため対象外
とする。

－ － － －

10 有明ベロドローム

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

仮設施設のため対象外
とする。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

仮設施設のため対象外
とする。

－ － － －

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

仮設施設のため対象外
とする。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

仮設施設のため対象外
とする。

－ － － －

11 有明体操競技場

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

仮設施設のため対象外
とする。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

仮設施設のため対象外
とする。

－ － － －

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

仮設施設のため対象外
とする。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

仮設施設のため対象外
とする。

－ － － －

12 有明テニスの森

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

樹林地の改変により、
緑化率は16.6％となる
が緑化基準を満たす。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

樹林地の改変により、
緑化率は16.6％となる
が緑化基準を満たす。

－ 0 － 0

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

緑化率が19.1％とな
り、緑化基準を満たし
た。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

緑化率が19.1％とな
り、段階1を達成。

－ 0 － 0

13 お台場海浜公園

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

仮設施設のため対象外
とする。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

仮設施設のため対象外
とする。

－ － － －

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

仮設施設のため対象外
とする。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

仮設施設のため対象外
とする。

－ － － －

14 潮風公園

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

仮設施設のため対象外
とする。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

仮設施設のため対象外
とする。

－ － － －

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

仮設施設のため対象外
とする。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

仮設施設のため対象外
とする。

－ － － －

15～16
東京ビッグサイト・ホール
Ａ、Ｂ

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

樹林地の改変により、
緑化率は2.6％となり、
緑化基準を満たさな
い。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

樹林地の改変により、
緑化率は2.6％となり、
緑化基準を満たさな
い。

－ -1 － -1

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

緑化率は8.6％であり、
緑化基準を満たさな
かった。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

緑化率は8.6％であり、
緑化基準を満たさな
かった。

－ -1 － -1

開催中 開催後開催後

No.

二次評価

段階別影響 評価点

開催前 開催中 開催後 開催前開催中

名称

会場
段階別影響

開催中開催前

一次評価

開催後 開催前

評価点
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工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

開催中 開催後開催後

No.

二次評価

段階別影響 評価点

開催前 開催中 開催後 開催前開催中

名称

会場
段階別影響

開催中開催前

一次評価

開催後 開催前

評価点

17 大井ホッケー競技場

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

樹林地の改変を受ける
が緑化率は23.2％であ
り段階2の水準を達成。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

樹林地の改変を受ける
が緑化率は23.2％であ
り段階2の水準を達成。

－ +1 － +1

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

段階2の水準を達成して
いる。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

緑化率が38.0％とな
り、段階3を達成。

－ +1 － +2

18
海の森クロスカントリー
コース

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

仮設施設のため対象外
とする。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

仮設施設のため対象外
とする。

－ － － －

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

仮設施設のため対象外
とする。

仮設施設のため対象外
とする。

仮設施設のため対象外
とする。

－ － － －

19 海の森水上競技場

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

現況は未利用地であ
り、緑化率は0％であ
る。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

現況は未利用地であ
り、緑化率は0％であ
る。

－ -1 － -1

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

緑化率20％以上とな
り、段階2を達成する。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

緑化率20％以上とな
り、段階2を達成。

－ +1 － +1

20
海の森マウンテンバイク
コース

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

仮設施設のため対象外
とする。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

仮設施設のため対象外
とする。

－ － － －

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

仮設施設のため対象外
とする。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

仮設施設のため対象外
とする。

－ － － －

21 若洲オリンピックマリーナ

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

樹林地の改変により、
緑化率は8.3％となり、
緑化基準を満たさな
い。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

樹林地の改変により、
緑化率は8.3％となり、
緑化基準を満たさな
い。

－ -1 － -1

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

緑化基準を満たさな
かった。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

緑化率が35.0％とな
り、段階3を達成。

－ -1 － +2

22 葛西臨海公園

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

樹林地の改変により、
緑化率は19.0％とな
り、緑化基準を満たさ
ない。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

樹林地の改変により、
緑化率は19.0％とな
り、緑化基準を満たさ
ない。

－ -1 － -1

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

緑化基準を満たしてい
ない。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

緑化率が28.4％となり
段階2の水準を達成。

－ -1 － +1

23～24
夢の島ユース・プラザ・ア
リーナＡ、Ｂ

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

樹林地の改変を受ける
が緑化率は21.7％とな
り、段階2の水準を達
成。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

樹林地の改変を受ける
が緑化率は21.7％とな
り、段階2の水準を達
成。

－ +1 － +1

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

緑化率が36.2％とな
り、段階3を達成。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

緑化率が41.7％とな
り、段階3を達成。

－ +2 － +2

25 夢の島公園

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

樹林地の改変を受ける
が緑化率は21.7％とな
り、段階2の水準を達
成。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

樹林地の改変を受ける
が緑化率は21.7％とな
り、段階2の水準を達
成。

－ +1 － +1

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

緑化率が36.2％とな
り、段階3を達成。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

緑化率が41.7％とな
り、段階3を達成。

－ +2 － +2

26 夢の島競技場

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

仮設施設のため対象外
とする。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

仮設施設のため対象外
とする。

－ － － －

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

仮設施設のため対象外
とする。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

仮設施設のため対象外
とする。

－ － － －

27～28
オリンピックアクアティク
スセンター
ウォーターポロアリーナ

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

緑化率23.7％であり、
段階2の水準を達成。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

緑化率23.7％であり、
段階2の水準を達成。

－ +1 － +1

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

緑化率が23.7％とな
り、段階2を達成。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

緑化率が27.7％とな
り、段階2を達成。

－ +1 － +1

29
武蔵野の森総合スポーツ施
設

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

緑化率20.8％であり、
段階2の水準を達成。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

緑化率20.8％であり、
段階2の水準を達成。

－ +1 － +1

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

段階2の水準を達成して
いる。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

一次評価の結果と同
様、段階2の水準を達成
している。

－ +1 － +1

30 東京スタジアム

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

地表面が改変されない
ことから、予測評価の
対象外とする。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

地表面が改変されない
ことから、予測評価の
対象外とする。

－ － － －

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

地表面が改変されない
ことから、予測評価の
対象外とする。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

地表面が改変されない
ことから、予測評価の
対象外とする。

－ － － －

31 武蔵野の森公園

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

仮設施設のため対象外
とする。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

仮設施設のため対象外
とする。

－ － － －

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

仮設施設のため対象外
とする。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

仮設施設のため対象外
とする。

－ － － －

32 陸上自衛隊朝霞訓練場

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

防衛施設であり緑地と
しての用途は想定され
ていないことから対象
外とした。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

防衛施設であり緑地と
しての用途は想定され
ていないことから対象
外とした。

－ － － －

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

防衛施設であり緑地と
しての用途は想定され
ていないことから対象
外とした。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

防衛施設であり緑地と
しての用途は想定され
ていないことから対象
外とした。

－ － － －

33 霞ヶ関カンツリー倶楽部

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

仮設施設のため対象外
とする。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

仮設施設のため対象外
とする。

－ － － －

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

仮設施設のため対象外
とする。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

仮設施設のため対象外
とする。

－ － － －
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評価指標別予測結果表（緑化の状況）

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

開催中 開催後開催後

No.

二次評価

段階別影響 評価点

開催前 開催中 開催後 開催前開催中

名称

会場
段階別影響

開催中開催前

一次評価

開催後 開催前

評価点

34 札幌ドーム

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

地表面の改変が行われ
ないため対象外とす
る。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

地表面の改変が行われ
ないため対象外とす
る。

－ － － －

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

地表面が改変されない
ことから、予測評価の
対象外とする。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

地表面が改変されない
ことから、予測評価の
対象外とする。

－ － － －

35 宮城スタジアム

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

地表面が改変されない
ことから、予測評価の
対象外とする。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

地表面が改変されない
ことから、予測評価の
対象外とする。

－ － － －

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

地表面が改変されない
ことから、予測評価の
対象外とする。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

地表面が改変されない
ことから、予測評価の
対象外とする。

－ － － －

36 埼玉スタジアム2002

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

地表面が改変されない
ことから、予測評価の
対象外とする。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

地表面が改変されない
ことから、予測評価の
対象外とする。

－ － － －

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

地表面が改変されない
ことから、予測評価の
対象外とする。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

地表面が改変されない
ことから、予測評価の
対象外とする。

－ － － －

37 横浜国際総合競技場

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

地表面が改変されない
ことから、予測評価の
対象外とする。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

地表面が改変されない
ことから、予測評価の
対象外とする。

－ － － －

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

地表面が改変されない
ことから、予測評価の
対象外とする。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

地表面が改変されない
ことから、予測評価の
対象外とする。

－ － － －

OV 選手村

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

樹林地の改変により、
緑化率は0％となる。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

樹林地の改変により、
緑化率は0％となる。

－ -1 － -1

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

緑化率が60.8％とな
り、段階3を達成。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

緑化率が60.8％とな
り、段階3を達成。

－ +2 － +2

IBC/MPC
東京ビッグサイト
(IBC/MPC)

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

樹林地の改変により、
緑化率は2.6％となり、
緑化基準を満たさな
い。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

樹林地の改変により、
緑化率は2.6％となり、
緑化基準を満たさな
い。

－ -1 － -1

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

緑化率は8.5％であり、
緑化基準を満たさな
かった。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

緑化率は8.6％であり、
緑化基準を満たさな
かった。

－ -1 － -1

4－26



評価指標別予測結果表（環境・交通騒音レベル）

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

1
オリンピックスタジアム
(国立霞ヶ丘競技場)

工事の実施に伴う騒音
による周辺の生活環境
への影響がみられる。

影響要因は想定されな
いことから対象外とす
る。

施設の供用、声援や応
援等による騒音の発生
がみられるが、周辺の
生活環境に影響を及ぼ
すことはない。

工事の実施に伴う騒音
による周辺の生活環境
への影響がみられる。

イベント開催時におけ
る施設の供用、歓声や
応援等の騒音による周
辺の生活環境への影響
がみられる。

-1 － 0 -1 -1

工事の実施に伴う騒音
による影響がみられる
が、ミティゲーション
により周辺の生活環境
に影響を及ぼさない程
度となる。

影響要因は想定されな
いことから対象外とす
る。

施設の供用、声援や応
援等が周辺の生活環境
に影響を及ぼすことは
ないことから、ミティ
ゲーションは想定して
いない。

工事の実施に伴う騒音
による影響がみられる
が、ミティゲーション
により周辺の生活環境
に影響を及ぼさない程
度となる。

イベント開催時に発生
する騒音による影響が
みられるが、ミティ
ゲーションにより周辺
の生活環境の影響を及
ぼさない程度に抑えら
れる。

0 － 0 0 0

2 東京体育館
工事の実施に伴う騒音
による周辺の生活環境
への影響がみられる。

影響要因は想定されな
いことから対象外とす
る。

施設の供用、声援や応
援等による騒音の発生
がみられるが、周辺の
生活環境に影響を及ぼ
すことはない。

工事の実施に伴う騒音
による周辺の生活環境
への影響がみられる。

オリンピックによる新
たな恒久施設はなく、
開催後の状況に開催前
との変化はないことか
ら対象外とする。

-1 － 0 -1 －

工事の実施に伴う騒音
による影響がみられる
が、ミティゲーション
により周辺の生活環境
に影響を及ぼさない程
度となる。

影響要因は想定されな
いことから対象外とす
る。

施設の供用、声援や応
援等が周辺の生活環境
に影響を及ぼすことは
ないことから、ミティ
ゲーションは想定して
いない。

工事の実施に伴う騒音
による影響がみられる
が、ミティゲーション
により周辺の生活環境
に影響を及ぼさない程
度となる。

オリンピックによる新
たな恒久施設はなく、
開催後の状況に開催前
との変化はないことか
ら対象外とする。

0 － 0 0 －

3 国立代々木競技場
工事の実施に伴う騒音
による周辺の生活環境
への影響がみられる。

影響要因は想定されな
いことから対象外とす
る。

施設の供用、声援や応
援等による騒音の発生
がみられるが、周辺の
生活環境に影響を及ぼ
すことはない。

工事の実施に伴う騒音
による周辺の生活環境
への影響がみられる。

オリンピックによる新
たな恒久施設はなく、
開催後の状況に開催前
との変化はないことか
ら対象外とする。

-1 － 0 -1 －

工事の実施に伴う騒音
による影響がみられる
が、ミティゲーション
により周辺の生活環境
に影響を及ぼさない程
度となる。

影響要因は想定されな
いことから対象外とす
る。

施設の供用、声援や応
援等が周辺の生活環境
に影響を及ぼすことは
ないことから、ミティ
ゲーションは想定して
いない。

工事の実施に伴う騒音
による影響がみられる
が、ミティゲーション
により周辺の生活環境
に影響を及ぼさない程
度となる。

オリンピックによる新
たな恒久施設はなく、
開催後の状況に開催前
との変化はないことか
ら対象外とする。

0 － 0 0 －

4 日本武道館
工事の実施に伴う騒音
による周辺の生活環境
への影響がみられる。

影響要因は想定されな
いことから対象外とす
る。

施設の供用、声援や応
援等による騒音の発生
がみられるが、周辺の
生活環境に影響を及ぼ
すことはない。

工事の実施に伴う騒音
による周辺の生活環境
への影響がみられる。

新たな恒久施設は、イ
ベント開催会場等とし
ての一般利用は想定さ
れないことから対象外
とする。

-1 － 0 -1 －

工事の実施に伴う騒音
による影響がみられる
が、ミティゲーション
により周辺の生活環境
に影響を及ぼさない程
度となる。

影響要因は想定されな
いことから対象外とす
る。

施設の供用、声援や応
援等が周辺の生活環境
に影響を及ぼすことは
ないことから、ミティ
ゲーションは想定して
いない。

工事の実施に伴う騒音
による影響がみられる
が、ミティゲーション
により周辺の生活環境
に影響を及ぼさない程
度となる。

新たな恒久施設は、イ
ベント開催会場等とし
ての一般利用は想定さ
れないことから対象外
とする。

0 － 0 0 －

5 皇居外苑
工事の実施に伴う騒音
による周辺の生活環境
への影響がみられる。

影響要因は想定されな
いことから対象外とす
る。

施設の供用、声援や応
援等による騒音の発生
がみられるが、周辺の
生活環境に影響を及ぼ
すことはない。

工事の実施に伴う騒音
による周辺の生活環境
への影響がみられる。

-1 － 0 -1

工事の実施に伴う騒音
による影響がみられる
が、ミティゲーション
により周辺の生活環境
に影響を及ぼさない程
度となる。

影響要因は想定されな
いことから対象外とす
る。

施設の供用、声援や応
援等が周辺の生活環境
に影響を及ぼすことは
ないことから、ミティ
ゲーションは想定して
いない。

工事の実施に伴う騒音
による影響がみられる
が、ミティゲーション
により周辺の生活環境
に影響を及ぼさない程
度となる。

0 － 0 0

6 東京国際フォーラム

騒音の発生要因となる
ような工事は行わない
ことから対象外とす
る。

影響要因は想定されな
いことから対象外とす
る。

施設の供用、声援や応
援等による騒音の発生
がみられるが、周辺の
生活環境に影響を及ぼ
すことはない。

騒音の発生要因となる
ような工事は行わない
ことから対象外とす
る。

オリンピックによる新
たな恒久施設はなく、
開催後の状況に開催前
との変化はないことか
ら対象外とする。

－ － 0 － －

騒音の発生要因となる
ような工事は行わない
ことから対象外とす
る。

影響要因は想定されな
いことから対象外とす
る。

施設の供用、声援や応
援等が周辺の生活環境
に影響を及ぼすことは
ないことから、ミティ
ゲーションは想定して
いない。

騒音の発生要因となる
ような工事は行わない
ことから対象外とす
る。

オリンピックによる新
たな恒久施設はなく、
開催後の状況に開催前
との変化はないことか
ら対象外とする。

－ － 0 － －

7 国技館
工事の実施に伴う騒音
による周辺の生活環境
への影響がみられる。

影響要因は想定されな
いことから対象外とす
る。

施設の供用、声援や応
援等による騒音の発生
がみられるが、周辺の
生活環境に影響を及ぼ
すことはない。

工事の実施に伴う騒音
による周辺の生活環境
への影響がみられる。

オリンピックによる新
たな恒久施設はなく、
開催後の状況に開催前
との変化はないことか
ら対象外とする。

-1 － 0 -1 －

工事の実施に伴う騒音
による影響がみられる
が、ミティゲーション
により周辺の生活環境
に影響を及ぼさない程
度となる。

影響要因は想定されな
いことから対象外とす
る。

施設の供用、声援や応
援等が周辺の生活環境
に影響を及ぼすことは
ないことから、ミティ
ゲーションは想定して
いない。

工事の実施に伴う騒音
による影響がみられる
が、ミティゲーション
により周辺の生活環境
に影響を及ぼさない程
度となる。

オリンピックによる新
たな恒久施設はなく、
開催後の状況に開催前
との変化はないことか
ら対象外とする。

0 － 0 0 －

8 有明アリーナ
工事の実施に伴う騒音
による周辺の生活環境
への影響がみられる。

影響要因は想定されな
いことから対象外とす
る。

施設の供用、声援や応
援等による騒音の発生
がみられるが、周辺の
生活環境に影響を及ぼ
すことはない。

工事の実施に伴う騒音
による周辺の生活環境
への影響がみられる。

開催後の後利用は開催
中と同様に屋内でのイ
ベント開催であること
から、周辺の生活環境
に影響を及ぼすことは
ない。

-1 － 0 -1 0

工事の実施に伴う騒音
による影響がみられる
が、ミティゲーション
により周辺の生活環境
に影響を及ぼさない程
度となる。

影響要因は想定されな
いことから対象外とす
る。

施設の供用、声援や応
援等が周辺の生活環境
に影響を及ぼすことは
ないことから、ミティ
ゲーションは想定して
いない。

工事の実施に伴う騒音
による影響がみられる
が、ミティゲーション
により周辺の生活環境
に影響を及ぼさない程
度となる。

屋内でのイベント開催
であり、周辺の生活環
境への影響はないこと
から、ミティゲーショ
ンは想定していない。

0 － 0 0 0

9 有明ＢＭＸコース
工事の実施に伴う騒音
による周辺の生活環境
への影響がみられる。

影響要因は想定されな
いことから対象外とす
る。

施設の供用、声援や応
援等による騒音の発生
がみられるが、周辺の
生活環境に影響を及ぼ
すことはない。

工事の実施に伴う騒音
による周辺の生活環境
への影響がみられる。

-1 － 0 -1

工事の実施に伴う騒音
による影響がみられる
が、ミティゲーション
により周辺の生活環境
に影響を及ぼさない程
度となる。

影響要因は想定されな
いことから対象外とす
る。

施設の供用、声援や応
援等が周辺の生活環境
に影響を及ぼすことは
ないことから、ミティ
ゲーションは想定して
いない。

工事の実施に伴う騒音
による影響がみられる
が、ミティゲーション
により周辺の生活環境
に影響を及ぼさない程
度となる。

0 － 0 0

10 有明ベロドローム
工事の実施に伴う騒音
による周辺の生活環境
への影響がみられる。

影響要因は想定されな
いことから対象外とす
る。

施設の供用、声援や応
援等による騒音の発生
がみられるが、周辺の
生活環境に影響を及ぼ
すことはない。

工事の実施に伴う騒音
による周辺の生活環境
への影響がみられる。

-1 － 0 -1

工事の実施に伴う騒音
による影響がみられる
が、ミティゲーション
により周辺の生活環境
に影響を及ぼさない程
度となる。

影響要因は想定されな
いことから対象外とす
る。

施設の供用、声援や応
援等が周辺の生活環境
に影響を及ぼすことは
ないことから、ミティ
ゲーションは想定して
いない。

工事の実施に伴う騒音
による影響がみられる
が、ミティゲーション
により周辺の生活環境
に影響を及ぼさない程
度となる。

0 － 0 0

11 有明体操競技場
工事の実施に伴う騒音
による周辺の生活環境
への影響がみられる。

影響要因は想定されな
いことから対象外とす
る。

施設の供用、声援や応
援等による騒音の発生
がみられるが、周辺の
生活環境に影響を及ぼ
すことはない。

工事の実施に伴う騒音
による周辺の生活環境
への影響がみられる。

-1 － 0 -1

工事の実施に伴う騒音
による影響がみられる
が、ミティゲーション
により周辺の生活環境
に影響を及ぼさない程
度となる。

影響要因は想定されな
いことから対象外とす
る。

施設の供用、声援や応
援等が周辺の生活環境
に影響を及ぼすことは
ないことから、ミティ
ゲーションは想定して
いない。

工事の実施に伴う騒音
による影響がみられる
が、ミティゲーション
により周辺の生活環境
に影響を及ぼさない程
度となる。

0 － 0 0

12 有明テニスの森
工事の実施に伴う騒音
による周辺の生活環境
への影響がみられる。

影響要因は想定されな
いことから対象外とす
る。

施設の供用、声援や応
援等による騒音の発生
がみられるが、周辺の
生活環境に影響を及ぼ
すことはない。

工事の実施に伴う騒音
による周辺の生活環境
への影響がみられる。

開催前の利用形態に変
化はなく、周辺の生活
環境に影響を及ぼすよ
うな新たな騒音の発生
はない。

-1 － 0 -1 0

工事の実施に伴う騒音
による影響がみられる
が、ミティゲーション
により周辺の生活環境
に影響を及ぼさない程
度となる。

影響要因は想定されな
いことから対象外とす
る。

施設の供用、声援や応
援等が周辺の生活環境
に影響を及ぼすことは
ないことから、ミティ
ゲーションは想定して
いない。

工事の実施に伴う騒音
による影響がみられる
が、ミティゲーション
により周辺の生活環境
に影響を及ぼさない程
度となる。

開催前の後利用におい
て周辺の生活環境への
影響はないことから、
ミティゲーションは想
定していない。

0 － 0 0 0

13 お台場海浜公園
工事の実施に伴う騒音
による周辺の生活環境
への影響がみられる。

影響要因は想定されな
いことから対象外とす
る。

施設の供用、声援や応
援等による騒音の発生
がみられるが、周辺の
生活環境に影響を及ぼ
すことはない。

工事の実施に伴う騒音
による周辺の生活環境
への影響がみられる。

-1 － 0 -1

工事の実施に伴う騒音
による影響がみられる
が、ミティゲーション
により周辺の生活環境
に影響を及ぼさない程
度となる。

影響要因は想定されな
いことから対象外とす
る。

施設の供用、声援や応
援等が周辺の生活環境
に影響を及ぼすことは
ないことから、ミティ
ゲーションは想定して
いない。

工事の実施に伴う騒音
による影響がみられる
が、ミティゲーション
により周辺の生活環境
に影響を及ぼさない程
度となる。

0 － 0 0

14 潮風公園
工事の実施に伴う騒音
による周辺の生活環境
への影響がみられる。

影響要因は想定されな
いことから対象外とす
る。

施設の供用、声援や応
援等による騒音の発生
がみられるが、周辺の
生活環境に影響を及ぼ
すことはない。

工事の実施に伴う騒音
による周辺の生活環境
への影響がみられる。

-1 － 0 -1

工事の実施に伴う騒音
による影響がみられる
が、ミティゲーション
により周辺の生活環境
に影響を及ぼさない程
度となる。

影響要因は想定されな
いことから対象外とす
る。

施設の供用、声援や応
援等が周辺の生活環境
に影響を及ぼすことは
ないことから、ミティ
ゲーションは想定して
いない。

工事の実施に伴う騒音
による影響がみられる
が、ミティゲーション
により周辺の生活環境
に影響を及ぼさない程
度となる。

0 － 0 0

15～16
東京ビッグサイト・ホール
Ａ、Ｂ

工事の実施に伴う騒音
による周辺の生活環境
への影響がみられる。

影響要因は想定されな
いことから対象外とす
る。

施設の供用、声援や応
援等による騒音の発生
がみられるが、周辺の
生活環境に影響を及ぼ
すことはない。

工事の実施に伴う騒音
による周辺の生活環境
への影響がみられる。

オリンピックによる新
たな恒久施設はなく、
開催後の状況に開催前
との変化はないことか
ら対象外とする。

-1 － 0 -1 －

工事の実施に伴う騒音
による影響がみられる
が、ミティゲーション
により周辺の生活環境
に影響を及ぼさない程
度となる。

影響要因は想定されな
いことから対象外とす
る。

施設の供用、声援や応
援等が周辺の生活環境
に影響を及ぼすことは
ないことから、ミティ
ゲーションは想定して
いない。

工事の実施に伴う騒音
による影響がみられる
が、ミティゲーション
により周辺の生活環境
に影響を及ぼさない程
度となる。

オリンピックによる新
たな恒久施設はなく、
開催後の状況に開催前
との変化はないことか
ら対象外とする。

0 － 0 0 －

二次評価

段階別影響 評価点

開催前 開催中 開催後 開催前 開催中 開催後

評価点

開催中 開催後

会場
一次評価

開催後 開催前

段階別影響

開催中開催前

No. 名称
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評価指標別予測結果表（環境・交通騒音レベル）

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

二次評価

段階別影響 評価点

開催前 開催中 開催後 開催前 開催中 開催後

評価点

開催中 開催後

会場
一次評価

開催後 開催前

段階別影響

開催中開催前

No. 名称

17 大井ホッケー競技場
工事の実施に伴う騒音
による周辺の生活環境
への影響がみられる。

影響要因は想定されな
いことから対象外とす
る。

施設の供用、声援や応
援等による騒音の発生
がみられるが、周辺の
生活環境に影響を及ぼ
すことはない。

工事の実施に伴う騒音
による周辺の生活環境
への影響がみられる。

既存の公園内の施設で
あり周辺に住宅等が存
在していないことか
ら、騒音による周辺の
生活環境への影響はな
い。

-1 － 0 -1 0

工事の実施に伴う騒音
による影響がみられる
が、ミティゲーション
により周辺の生活環境
に影響を及ぼさない程
度となる。

影響要因は想定されな
いことから対象外とす
る。

施設の供用、声援や応
援等が周辺の生活環境
に影響を及ぼすことは
ないことから、ミティ
ゲーションは想定して
いない。

工事の実施に伴う騒音
による影響がみられる
が、ミティゲーション
により周辺の生活環境
に影響を及ぼさない程
度となる。

既存の公園内の施設で
あり周辺の生活環境へ
の影響はないことか
ら、ミティゲーション
は想定していない。

0 － 0 0 0

18
海の森クロスカントリー
コース

工事の実施に伴う騒音
による周辺の生活環境
への影響がみられる。

影響要因は想定されな
いことから対象外とす
る。

施設の供用、声援や応
援等による騒音の発生
がみられるが、周辺の
生活環境に影響を及ぼ
すことはない。

工事の実施に伴う騒音
による周辺の生活環境
への影響がみられる。

-1 － 0 -1

工事の実施に伴う騒音
による影響がみられる
が、ミティゲーション
により周辺の生活環境
に影響を及ぼさない程
度となる。

影響要因は想定されな
いことから対象外とす
る。

施設の供用、声援や応
援等が周辺の生活環境
に影響を及ぼすことは
ないことから、ミティ
ゲーションは想定して
いない。

工事の実施に伴う騒音
による影響がみられる
が、ミティゲーション
により周辺の生活環境
に影響を及ぼさない程
度となる。

0 － 0 0

19 海の森水上競技場
工事の実施に伴う騒音
による周辺の生活環境
への影響がみられる。

影響要因は想定されな
いことから対象外とす
る。

施設の供用、声援や応
援等による騒音の発生
がみられるが、周辺の
生活環境に影響を及ぼ
すことはない。

工事の実施に伴う騒音
による周辺の生活環境
への影響がみられる。

会場の周辺に住宅等が
存在していないことか
ら、騒音による周辺の
生活環境への影響はな
い。

-1 － 0 -1 0

工事の実施に伴う騒音
による影響がみられる
が、ミティゲーション
により周辺の生活環境
に影響を及ぼさない程
度となる。

影響要因は想定されな
いことから対象外とす
る。

施設の供用、声援や応
援等が周辺の生活環境
に影響を及ぼすことは
ないことから、ミティ
ゲーションは想定して
いない。

工事の実施に伴う騒音
による影響がみられる
が、ミティゲーション
により周辺の生活環境
に影響を及ぼさない程
度となる。

会場周辺には住宅等が
存在しておらず生活環
境への影響はないこと
から、ミティゲーショ
ンは想定していない。

0 － 0 0 0

20
海の森マウンテンバイク
コース

工事の実施に伴う騒音
による周辺の生活環境
への影響がみられる。

影響要因は想定されな
いことから対象外とす
る。

施設の供用、声援や応
援等による騒音の発生
がみられるが、周辺の
生活環境に影響を及ぼ
すことはない。

工事の実施に伴う騒音
による周辺の生活環境
への影響がみられる。

-1 － 0 -1

工事の実施に伴う騒音
による影響がみられる
が、ミティゲーション
により周辺の生活環境
に影響を及ぼさない程
度となる。

影響要因は想定されな
いことから対象外とす
る。

施設の供用、声援や応
援等が周辺の生活環境
に影響を及ぼすことは
ないことから、ミティ
ゲーションは想定して
いない。

工事の実施に伴う騒音
による影響がみられる
が、ミティゲーション
により周辺の生活環境
に影響を及ぼさない程
度となる。

0 － 0 0

21 若洲オリンピックマリーナ
工事の実施に伴う騒音
による周辺の生活環境
への影響がみられる。

影響要因は想定されな
いことから対象外とす
る。

施設の供用、声援や応
援等による騒音の発生
がみられるが、周辺の
生活環境に影響を及ぼ
すことはない。

工事の実施に伴う騒音
による周辺の生活環境
への影響がみられる。

既存の公園内の施設で
あり周辺に住宅等が存
在していないことか
ら、騒音による周辺の
生活環境への影響はな
い。

-1 － 0 -1 0

工事の実施に伴う騒音
による影響がみられる
が、ミティゲーション
により周辺の生活環境
に影響を及ぼさない程
度となる。

影響要因は想定されな
いことから対象外とす
る。

施設の供用、声援や応
援等が周辺の生活環境
に影響を及ぼすことは
ないことから、ミティ
ゲーションは想定して
いない。

工事の実施に伴う騒音
による影響がみられる
が、ミティゲーション
により周辺の生活環境
に影響を及ぼさない程
度となる。

既存の公園内の施設で
あり周辺の生活環境へ
の影響はないことか
ら、ミティゲーション
は想定していない。

0 － 0 0 0

22 葛西臨海公園
工事の実施に伴う騒音
による周辺の生活環境
への影響がみられる。

影響要因は想定されな
いことから対象外とす
る。

施設の供用、声援や応
援等による騒音の発生
がみられるが、周辺の
生活環境に影響を及ぼ
すことはない。

工事の実施に伴う騒音
による周辺の生活環境
への影響がみられる。

既存の公園内の施設で
あり周辺に住宅等が存
在していないことか
ら、騒音による周辺の
生活環境への影響はな
い。

-1 － 0 -1 0

工事の実施に伴う騒音
による影響がみられる
が、ミティゲーション
により周辺の生活環境
に影響を及ぼさない程
度となる。

影響要因は想定されな
いことから対象外とす
る。

施設の供用、声援や応
援等が周辺の生活環境
に影響を及ぼすことは
ないことから、ミティ
ゲーションは想定して
いない。

工事の実施に伴う騒音
による影響がみられる
が、ミティゲーション
により周辺の生活環境
に影響を及ぼさない程
度となる。

既存の公園内の施設で
あり周辺の生活環境へ
の影響はないことか
ら、ミティゲーション
は想定していない。

0 － 0 0 0

23～24
夢の島ユース・プラザ・ア
リーナＡ、Ｂ

工事の実施に伴う騒音
による周辺の生活環境
への影響がみられる。

影響要因は想定されな
いことから対象外とす
る。

施設の供用、声援や応
援等による騒音の発生
がみられるが、周辺の
生活環境に影響を及ぼ
すことはない。

工事の実施に伴う騒音
による周辺の生活環境
への影響がみられる。

開催後の後利用は開催
中と同様に屋内でのイ
ベント開催であること
から、周辺の生活環境
に影響を及ぼすことは
ない。

-1 － 0 -1 0

工事の実施に伴う騒音
による影響がみられる
が、ミティゲーション
により周辺の生活環境
に影響を及ぼさない程
度となる。

影響要因は想定されな
いことから対象外とす
る。

施設の供用、声援や応
援等が周辺の生活環境
に影響を及ぼすことは
ないことから、ミティ
ゲーションは想定して
いない。

工事の実施に伴う騒音
による影響がみられる
が、ミティゲーション
により周辺の生活環境
に影響を及ぼさない程
度となる。

屋内でのイベント開催
であり、周辺の生活環
境への影響はないこと
から、ミティゲーショ
ンは想定していない。

0 － 0 0 0

25 夢の島公園
工事の実施に伴う騒音
による周辺の生活環境
への影響がみられる。

影響要因は想定されな
いことから対象外とす
る。

施設の供用、声援や応
援等による騒音の発生
がみられるが、周辺の
生活環境に影響を及ぼ
すことはない。

工事の実施に伴う騒音
による周辺の生活環境
への影響がみられる。

既存の公園内の施設で
あり周辺に住宅等が存
在していないことか
ら、騒音による周辺の
生活環境への影響はな
い。

-1 － 0 -1 0

工事の実施に伴う騒音
による影響がみられる
が、ミティゲーション
により周辺の生活環境
に影響を及ぼさない程
度となる。

影響要因は想定されな
いことから対象外とす
る。

施設の供用、声援や応
援等が周辺の生活環境
に影響を及ぼすことは
ないことから、ミティ
ゲーションは想定して
いない。

工事の実施に伴う騒音
による影響がみられる
が、ミティゲーション
により周辺の生活環境
に影響を及ぼさない程
度となる。

既存の公園内の施設で
あり周辺の生活環境へ
の影響はないことか
ら、ミティゲーション
は想定していない。

0 － 0 0 0

26 夢の島競技場
工事の実施に伴う騒音
による周辺の生活環境
への影響がみられる。

影響要因は想定されな
いことから対象外とす
る。

施設の供用、声援や応
援等による騒音の発生
がみられるが、周辺の
生活環境に影響を及ぼ
すことはない。

工事の実施に伴う騒音
による周辺の生活環境
への影響がみられる。

オリンピックによる新
たな恒久施設はなく、
開催後の状況に開催前
との変化はないことか
ら対象外とする。

-1 － 0 -1 －

工事の実施に伴う騒音
による影響がみられる
が、ミティゲーション
により周辺の生活環境
に影響を及ぼさない程
度となる。

影響要因は想定されな
いことから対象外とす
る。

施設の供用、声援や応
援等が周辺の生活環境
に影響を及ぼすことは
ないことから、ミティ
ゲーションは想定して
いない。

工事の実施に伴う騒音
による影響がみられる
が、ミティゲーション
により周辺の生活環境
に影響を及ぼさない程
度となる。

オリンピックによる新
たな恒久施設はなく、
開催後の状況に開催前
との変化はないことか
ら対象外とする。

0 － 0 0 －

27～28
オリンピックアクアティク
スセンター
ウォーターポロアリーナ

工事の実施に伴う騒音
による周辺の生活環境
への影響がみられる。

影響要因は想定されな
いことから対象外とす
る。

施設の供用、声援や応
援等による騒音の発生
がみられるが、周辺の
生活環境に影響を及ぼ
すことはない。

工事の実施に伴う騒音
による周辺の生活環境
への影響がみられる。

開催後の後利用は開催
中と同様に屋内でのイ
ベント開催であること
から、周辺の生活環境
に影響を及ぼすことは
ない。

-1 － 0 -1 0

工事の実施に伴う騒音
による影響がみられる
が、ミティゲーション
により周辺の生活環境
に影響を及ぼさない程
度となる。

影響要因は想定されな
いことから対象外とす
る。

施設の供用、声援や応
援等が周辺の生活環境
に影響を及ぼすことは
ないことから、ミティ
ゲーションは想定して
いない。

工事の実施に伴う騒音
による影響がみられる
が、ミティゲーション
により周辺の生活環境
に影響を及ぼさない程
度となる。

屋内でのイベント開催
であり、周辺の生活環
境への影響はないこと
から、ミティゲーショ
ンは想定していない。

0 － 0 0 0

29
武蔵野の森総合スポーツ施
設

工事の実施に伴う騒音
による周辺の生活環境
への影響がみられる。

影響要因は想定されな
いことから対象外とす
る。

施設の供用、声援や応
援等による騒音の発生
がみられるが、周辺の
生活環境に影響を及ぼ
すことはない。

騒音の発生要因となる
ような工事は行わない
ことから対象外とす
る。

開催後の後利用は開催
中と同様に屋内でのイ
ベント開催であること
から、周辺の生活環境
に影響を及ぼすことは
ない。

-1 － 0 － 0

工事の実施に伴う騒音
による影響がみられる
が、ミティゲーション
により周辺の生活環境
に影響を及ぼさない程
度となる。

影響要因は想定されな
いことから対象外とす
る。

施設の供用、声援や応
援等が周辺の生活環境
に影響を及ぼすことは
ないことから、ミティ
ゲーションは想定して
いない。

騒音の発生要因となる
ような工事は行わない
ことから対象外とす
る。

屋内でのイベント開催
であり、周辺の生活環
境への影響はないこと
から、ミティゲーショ
ンは想定していない。

0 － 0 － 0

30 東京スタジアム
工事の実施に伴う騒音
による周辺の生活環境
への影響がみられる。

影響要因は想定されな
いことから対象外とす
る。

施設の供用、声援や応
援等による騒音の発生
がみられるが、周辺の
生活環境に影響を及ぼ
すことはない。

工事の実施に伴う騒音
による周辺の生活環境
への影響がみられる。

オリンピックによる新
たな恒久施設はなく、
開催後の状況に開催前
との変化はないことか
ら対象外とする。

-1 － 0 -1 －

工事の実施に伴う騒音
による影響がみられる
が、ミティゲーション
により周辺の生活環境
に影響を及ぼさない程
度となる。

影響要因は想定されな
いことから対象外とす
る。

施設の供用、声援や応
援等が周辺の生活環境
に影響を及ぼすことは
ないことから、ミティ
ゲーションは想定して
いない。

工事の実施に伴う騒音
による影響がみられる
が、ミティゲーション
により周辺の生活環境
に影響を及ぼさない程
度となる。

オリンピックによる新
たな恒久施設はなく、
開催後の状況に開催前
との変化はないことか
ら対象外とする。

0 － 0 0 －

31 武蔵野の森公園
工事の実施に伴う騒音
による周辺の生活環境
への影響がみられる。

影響要因は想定されな
いことから対象外とす
る。

施設の供用、声援や応
援等による騒音の発生
がみられるが、周辺の
生活環境に影響を及ぼ
すことはない。

工事の実施に伴う騒音
による周辺の生活環境
への影響がみられる。

-1 － 0 -1

工事の実施に伴う騒音
による影響がみられる
が、ミティゲーション
により周辺の生活環境
に影響を及ぼさない程
度となる。

影響要因は想定されな
いことから対象外とす
る。

施設の供用、声援や応
援等が周辺の生活環境
に影響を及ぼすことは
ないことから、ミティ
ゲーションは想定して
いない。

工事の実施に伴う騒音
による影響がみられる
が、ミティゲーション
により周辺の生活環境
に影響を及ぼさない程
度となる。

0 － 0 0

32 陸上自衛隊朝霞訓練場
工事の実施に伴う騒音
による周辺の生活環境
への影響がみられる。

影響要因は想定されな
いことから対象外とす
る。

施設の供用、声援や応
援等による騒音の発生
がみられるが、周辺の
生活環境に影響を及ぼ
すことはない。

工事の実施に伴う騒音
による周辺の生活環境
への影響がみられる。

-1 － 0 -1

工事の実施に伴う騒音
による影響がみられる
が、ミティゲーション
により周辺の生活環境
に影響を及ぼさない程
度となる。

影響要因は想定されな
いことから対象外とす
る。

施設の供用、声援や応
援等が周辺の生活環境
に影響を及ぼすことは
ないことから、ミティ
ゲーションは想定して
いない。

工事の実施に伴う騒音
による影響がみられる
が、ミティゲーション
により周辺の生活環境
に影響を及ぼさない程
度となる。

0 － 0 0

33 霞ヶ関カンツリー倶楽部
工事の実施に伴う騒音
による周辺の生活環境
への影響がみられる。

影響要因は想定されな
いことから対象外とす
る。

施設の供用、声援や応
援等による騒音の発生
がみられるが、周辺の
生活環境に影響を及ぼ
すことはない。

工事の実施に伴う騒音
による周辺の生活環境
への影響がみられる。

オリンピックによる新
たな恒久施設はなく、
開催後の状況に開催前
との変化はないことか
ら対象外とする。

-1 － 0 -1 －

工事の実施に伴う騒音
による影響がみられる
が、ミティゲーション
により周辺の生活環境
に影響を及ぼさない程
度となる。

影響要因は想定されな
いことから対象外とす
る。

施設の供用、声援や応
援等が周辺の生活環境
に影響を及ぼすことは
ないことから、ミティ
ゲーションは想定して
いない。

工事の実施に伴う騒音
による影響がみられる
が、ミティゲーション
により周辺の生活環境
に影響を及ぼさない程
度となる。

オリンピックによる新
たな恒久施設はなく、
開催後の状況に開催前
との変化はないことか
ら対象外とする。

0 － 0 0 －
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評価指標別予測結果表（環境・交通騒音レベル）

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

二次評価

段階別影響 評価点

開催前 開催中 開催後 開催前 開催中 開催後

評価点

開催中 開催後

会場
一次評価

開催後 開催前

段階別影響

開催中開催前

No. 名称

34 札幌ドーム
工事の実施に伴う騒音
による周辺の生活環境
への影響がみられる。

影響要因は想定されな
いことから対象外とす
る。

施設の供用、声援や応
援等による騒音の発生
がみられるが、周辺の
生活環境に影響を及ぼ
すことはない。

工事の実施に伴う騒音
による周辺の生活環境
への影響がみられる。

オリンピックによる新
たな恒久施設はなく、
開催後の状況に開催前
との変化はないことか
ら対象外とする。

-1 － 0 -1 －

工事の実施に伴う騒音
による影響がみられる
が、ミティゲーション
により周辺の生活環境
に影響を及ぼさない程
度となる。

影響要因は想定されな
いことから対象外とす
る。

施設の供用、声援や応
援等が周辺の生活環境
に影響を及ぼすことは
ないことから、ミティ
ゲーションは想定して
いない。

工事の実施に伴う騒音
による影響がみられる
が、ミティゲーション
により周辺の生活環境
に影響を及ぼさない程
度となる。

オリンピックによる新
たな恒久施設はなく、
開催後の状況に開催前
との変化はないことか
ら対象外とする。

0 － 0 0 －

35 宮城スタジアム
工事の実施に伴う騒音
による周辺の生活環境
への影響がみられる。

影響要因は想定されな
いことから対象外とす
る。

施設の供用、声援や応
援等による騒音の発生
がみられるが、周辺の
生活環境に影響を及ぼ
すことはない。

工事の実施に伴う騒音
による周辺の生活環境
への影響がみられる。

オリンピックによる新
たな恒久施設はなく、
開催後の状況に開催前
との変化はないことか
ら対象外とする。

-1 － 0 -1 －

工事の実施に伴う騒音
による影響がみられる
が、ミティゲーション
により周辺の生活環境
に影響を及ぼさない程
度となる。

影響要因は想定されな
いことから対象外とす
る。

施設の供用、声援や応
援等が周辺の生活環境
に影響を及ぼすことは
ないことから、ミティ
ゲーションは想定して
いない。

工事の実施に伴う騒音
による影響がみられる
が、ミティゲーション
により周辺の生活環境
に影響を及ぼさない程
度となる。

オリンピックによる新
たな恒久施設はなく、
開催後の状況に開催前
との変化はないことか
ら対象外とする。

0 － 0 0 －

36 埼玉スタジアム2002
工事の実施に伴う騒音
による周辺の生活環境
への影響がみられる。

影響要因は想定されな
いことから対象外とす
る。

施設の供用、声援や応
援等による騒音の発生
がみられるが、周辺の
生活環境に影響を及ぼ
すことはない。

工事の実施に伴う騒音
による周辺の生活環境
への影響がみられる。

オリンピックによる新
たな恒久施設はなく、
開催後の状況に開催前
との変化はないことか
ら対象外とする。

-1 － 0 -1 －

工事の実施に伴う騒音
による影響がみられる
が、ミティゲーション
により周辺の生活環境
に影響を及ぼさない程
度となる。

影響要因は想定されな
いことから対象外とす
る。

施設の供用、声援や応
援等が周辺の生活環境
に影響を及ぼすことは
ないことから、ミティ
ゲーションは想定して
いない。

工事の実施に伴う騒音
による影響がみられる
が、ミティゲーション
により周辺の生活環境
に影響を及ぼさない程
度となる。

オリンピックによる新
たな恒久施設はなく、
開催後の状況に開催前
との変化はないことか
ら対象外とする。

0 － 0 0 －

37 横浜国際総合競技場
工事の実施に伴う騒音
による周辺の生活環境
への影響がみられる。

影響要因は想定されな
いことから対象外とす
る。

施設の供用、声援や応
援等による騒音の発生
がみられるが、周辺の
生活環境に影響を及ぼ
すことはない。

工事の実施に伴う騒音
による周辺の生活環境
への影響がみられる。

オリンピックによる新
たな恒久施設はなく、
開催後の状況に開催前
との変化はないことか
ら対象外とする。

-1 － 0 -1 －

工事の実施に伴う騒音
による影響がみられる
が、ミティゲーション
により周辺の生活環境
に影響を及ぼさない程
度となる。

影響要因は想定されな
いことから対象外とす
る。

施設の供用、声援や応
援等が周辺の生活環境
に影響を及ぼすことは
ないことから、ミティ
ゲーションは想定して
いない。

工事の実施に伴う騒音
による影響がみられる
が、ミティゲーション
により周辺の生活環境
に影響を及ぼさない程
度となる。

オリンピックによる新
たな恒久施設はなく、
開催後の状況に開催前
との変化はないことか
ら対象外とする。

0 － 0 0 －

OV 選手村
工事の実施に伴う騒音
による周辺の生活環境
への影響がみられる。

影響要因は想定されな
いことから対象外とす
る。

施設の供用等に伴う騒
音の発生がみられる
が、周辺の生活環境に
影響を及ぼすことはな
い。

工事の実施に伴う騒音
による周辺の生活環境
への影響がみられる。

住宅として利用される
ことから、周辺の生活
環境に影響を及ぼすよ
うな騒音の発生はな
い。

-1 － 0 -1 0

工事の実施に伴う騒音
による影響がみられる
が、ミティゲーション
により周辺の生活環境
に影響を及ぼさない程
度となる。

影響要因は想定されな
いことから対象外とす
る。

施設の供用等による騒
音が周辺の生活環境に
影響を及ぼすことはな
いことから、ミティ
ゲーションは想定して
いない。

工事の実施に伴う騒音
による影響がみられる
が、ミティゲーション
により周辺の生活環境
に影響を及ぼさない程
度となる。

住宅として利用され、
周辺の生活環境への影
響はないことから、ミ
ティゲーションは想定
していない。

0 － 0 0 0

IBC/MPC
東京ビッグサイト
(IBC/MPC)

工事の実施に伴う騒音
による周辺の生活環境
への影響がみられる。

影響要因は想定されな
いことから対象外とす
る。

施設の供用等に伴う騒
音の発生がみられる
が、周辺の生活環境に
影響を及ぼすことはな
い。

騒音の発生要因となる
ような工事は行わない
ことから対象外とす
る。

開催後は展示会場等と
して利用されることか
ら、周辺の生活環境に
影響を及ぼすことはな
い。

-1 － 0 － 0

工事の実施に伴う騒音
による影響がみられる
が、ミティゲーション
により周辺の生活環境
に影響を及ぼさない程
度となる。

影響要因は想定されな
いことから対象外とす
る。

施設の供用等による騒
音が周辺の生活環境に
影響を及ぼすことはな
いことから、ミティ
ゲーションは想定して
いない。

騒音の発生要因となる
ような工事は行わない
ことから対象外とす
る。

展示会場等として利用
され、周辺の生活環境
への影響はないことか
ら、ミティゲーション
は想定していない。

0 － 0 － 0
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評価指標別予測結果表（日照の阻害の有無）

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

1
オリンピックスタジアム
(国立霞ヶ丘競技場)

日影が会場エリア北側
の日影の規制地域にま
で及ぶ。

影響要因は想定されな
いことから対象外とす
る。

日影が会場エリア北側
の日影の規制地域にま
で及ぶ。

-1 － -1

日影が会場の北側の日
影の規制地域にまで及
ぶが、屋根の形状に配
慮する等のミティゲー
ションにより影響が回
避できる。

影響要因は想定されな
いことから対象外とす
る。

日影が会場の北側の日
影の規制地域にまで及
ぶが、屋根の形状に配
慮する等のミティゲー
ションにより影響が回
避できる。

0 － 0

2 東京体育館

施設の高さ、周辺の状
況、仮設のみであるこ
となどから、施設の存
在に伴う日影の影響は
ない。

影響要因は想定されな
いことから対象外とす
る。

開催後に、新たな施設
による日影は生じない
ことから対象外とす
る。

0 － －

施設の存在による影響
はないことから、ミ
ティゲーションは想定
していない。

影響要因は想定されな
いことから対象外とす
る。

新たな施設による日影
は生じないことから対
象外とする。

0 － －

3 国立代々木競技場

施設の高さ、周辺の状
況、仮設のみであるこ
となどから、施設の存
在に伴う日影の影響は
ない。

影響要因は想定されな
いことから対象外とす
る。

開催後に、新たな施設
による日影は生じない
ことから対象外とす
る。

0 － －

施設の存在による影響
はないことから、ミ
ティゲーションは想定
していない。

影響要因は想定されな
いことから対象外とす
る。

新たな施設による日影
は生じないことから対
象外とする。

0 － －

4 日本武道館

施設の高さ、周辺の状
況、仮設のみであるこ
となどから、施設の存
在に伴う日影の影響は
ない。

影響要因は想定されな
いことから対象外とす
る。

開催後に、新たな施設
による日影は生じない
ことから対象外とす
る。

0 － －

施設の存在による影響
はないことから、ミ
ティゲーションは想定
していない。

影響要因は想定されな
いことから対象外とす
る。

新たな施設による日影
は生じないことから対
象外とする。

0 － －

5 皇居外苑

施設の高さ、周辺の状
況、仮設のみであるこ
となどから、施設の存
在に伴う日影の影響は
ない。

影響要因は想定されな
いことから対象外とす
る。

0 －

施設の存在による影響
はないことから、ミ
ティゲーションは想定
していない。

影響要因は想定されな
いことから対象外とす
る。

0 －

6 東京国際フォーラム
新たな施設の建設は行
わないことから対象外
とする。

影響要因は想定されな
いことから対象外とす
る。

開催後に、新たな施設
による日影は生じない
ことから対象外とす
る。

－ － －
新たな施設の建設は行
わないことから対象外
とする。

影響要因は想定されな
いことから対象外とす
る。

－ － －

7 国技館

施設の高さ、周辺の状
況、仮設のみであるこ
となどから、施設の存
在に伴う日影の影響は
ない。

影響要因は想定されな
いことから対象外とす
る。

開催後に、新たな施設
による日影は生じない
ことから対象外とす
る。

0 － －

施設の存在による影響
はないことから、ミ
ティゲーションは想定
していない。

影響要因は想定されな
いことから対象外とす
る。

新たな施設による日影
は生じないことから対
象外とする。

0 － －

8 有明アリーナ

施設の高さ、周辺の状
況、仮設のみであるこ
となどから、施設の存
在に伴う日影の影響は
ない。

影響要因は想定されな
いことから対象外とす
る。

開催後に、新たな施設
による日影は生じない
ことから影響はない。

0 － 0

施設の存在による影響
はないことから、ミ
ティゲーションは想定
していない。

影響要因は想定されな
いことから対象外とす
る。

施設の存在による影響
はないことから、ミ
ティゲーションは想定
していない。

0 － 0

9 有明ＢＭＸコース

施設の高さ、周辺の状
況、仮設のみであるこ
となどから、施設の存
在に伴う日影の影響は
ない。

影響要因は想定されな
いことから対象外とす
る。

0 －

施設の存在による影響
はないことから、ミ
ティゲーションは想定
していない。

影響要因は想定されな
いことから対象外とす
る。

0 －

10 有明ベロドローム

施設の高さ、周辺の状
況、仮設のみであるこ
となどから、施設の存
在に伴う日影の影響は
ない。

影響要因は想定されな
いことから対象外とす
る。

0 －

施設の存在による影響
はないことから、ミ
ティゲーションは想定
していない。

影響要因は想定されな
いことから対象外とす
る。

0 －

11 有明体操競技場

施設の高さ、周辺の状
況、仮設のみであるこ
となどから、施設の存
在に伴う日影の影響は
ない。

影響要因は想定されな
いことから対象外とす
る。

0 －

施設の存在による影響
はないことから、ミ
ティゲーションは想定
していない。

影響要因は想定されな
いことから対象外とす
る。

0 －

12 有明テニスの森
日影は概ね会場エリア
内に留まることから周
辺への影響はない。

影響要因は想定されな
いことから対象外とす
る。

開催後に、新たな施設
による日影は生じない
ことから影響はない。

0 － 0

施設の存在による影響
はないことから、ミ
ティゲーションは想定
していない。

影響要因は想定されな
いことから対象外とす
る。

施設の存在による影響
はないことから、ミ
ティゲーションは想定
していない。

0 － 0

13 お台場海浜公園

施設の高さ、周辺の状
況、仮設のみであるこ
となどから、施設の存
在に伴う日影の影響は
ない。

影響要因は想定されな
いことから対象外とす
る。

0 －

施設の存在による影響
はないことから、ミ
ティゲーションは想定
していない。

影響要因は想定されな
いことから対象外とす
る。

0 －

14 潮風公園

施設の高さ、周辺の状
況、仮設のみであるこ
となどから、施設の存
在に伴う日影の影響は
ない。

影響要因は想定されな
いことから対象外とす
る。

0 －

施設の存在による影響
はないことから、ミ
ティゲーションは想定
していない。

影響要因は想定されな
いことから対象外とす
る。

0 －

15～16
東京ビッグサイト・ホール
Ａ、Ｂ

施設の高さ、周辺の状
況、仮設のみであるこ
となどから、施設の存
在に伴う日影の影響は
ない。

影響要因は想定されな
いことから対象外とす
る。

開催後に、新たな施設
による日影は生じない
ことから対象外とす
る。

0 － －

施設の存在による影響
はないことから、ミ
ティゲーションは想定
していない。

影響要因は想定されな
いことから対象外とす
る。

新たな施設による日影
は生じないことから対
象外とする。

0 － －

17 大井ホッケー競技場
日影は概ね会場エリア
内に留まることから周
辺への影響はない。

影響要因は想定されな
いことから対象外とす
る。

開催後に、新たな施設
による日影は生じない
ことから影響はない。

0 － 0

施設の存在による影響
はないことから、ミ
ティゲーションは想定
していない。

影響要因は想定されな
いことから対象外とす
る。

施設の存在による影響
はないことから、ミ
ティゲーションは想定
していない。

0 － 0

18
海の森クロスカントリー
コース

施設の高さ、周辺の状
況、仮設のみであるこ
となどから、施設の存
在に伴う日影の影響は
ない。

影響要因は想定されな
いことから対象外とす
る。

0 －

施設の存在による影響
はないことから、ミ
ティゲーションは想定
していない。

影響要因は想定されな
いことから対象外とす
る。

0 －

19 海の森水上競技場

施設の高さ、周辺の状
況、仮設のみであるこ
となどから、施設の存
在に伴う日影の影響は
ない。

影響要因は想定されな
いことから対象外とす
る。

開催後に、新たな施設
による日影は生じない
ことから影響はない。

0 － 0

施設の存在による影響
はないことから、ミ
ティゲーションは想定
していない。

影響要因は想定されな
いことから対象外とす
る。

施設の存在による影響
はないことから、ミ
ティゲーションは想定
していない。

0 － 0

20
海の森マウンテンバイク
コース

施設の高さ、周辺の状
況、仮設のみであるこ
となどから、施設の存
在に伴う日影の影響は
ない。

影響要因は想定されな
いことから対象外とす
る。

0 －

施設の存在による影響
はないことから、ミ
ティゲーションは想定
していない。

影響要因は想定されな
いことから対象外とす
る。

0 －

二次評価

段階別影響 評価点

開催前 開催中 開催後 開催前 開催中 開催後

評価点

開催中 開催後

会場
一次評価

開催後 開催前

段階別影響

開催中開催前

No. 名称
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評価指標別予測結果表（日照の阻害の有無）

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

二次評価

段階別影響 評価点

開催前 開催中 開催後 開催前 開催中 開催後

評価点

開催中 開催後

会場
一次評価

開催後 開催前

段階別影響

開催中開催前

No. 名称

21 若洲オリンピックマリーナ

施設の高さ、周辺の状
況、仮設のみであるこ
となどから、施設の存
在に伴う日影の影響は
ない。

影響要因は想定されな
いことから対象外とす
る。

開催後に、新たな施設
による日影は生じない
ことから影響はない。

0 － 0

施設の存在による影響
はないことから、ミ
ティゲーションは想定
していない。

影響要因は想定されな
いことから対象外とす
る。

施設の存在による影響
はないことから、ミ
ティゲーションは想定
していない。

0 － 0

22 葛西臨海公園

施設の高さ、周辺の状
況、仮設のみであるこ
となどから、施設の存
在に伴う日影の影響は
ない。

影響要因は想定されな
いことから対象外とす
る。

開催後に、新たな施設
による日影は生じない
ことから影響はない。

0 － 0

施設の存在による影響
はないことから、ミ
ティゲーションは想定
していない。

影響要因は想定されな
いことから対象外とす
る。

施設の存在による影響
はないことから、ミ
ティゲーションは想定
していない。

0 － 0

23～24
夢の島ユース・プラザ・ア
リーナＡ、Ｂ

日影は概ね会場エリア
内に留まることから周
辺への影響はない。

影響要因は想定されな
いことから対象外とす
る。

開催後に、新たな施設
による日影は生じない
ことから影響はない。

0 － 0

施設の存在による影響
はないことから、ミ
ティゲーションは想定
していない。

影響要因は想定されな
いことから対象外とす
る。

施設の存在による影響
はないことから、ミ
ティゲーションは想定
していない。

0 － 0

25 夢の島公園

施設の高さ、周辺の状
況、仮設のみであるこ
となどから、施設の存
在に伴う日影の影響は
ない。

影響要因は想定されな
いことから対象外とす
る。

開催後に、新たな施設
による日影は生じない
ことから影響はない。

0 － 0

施設の存在による影響
はないことから、ミ
ティゲーションは想定
していない。

影響要因は想定されな
いことから対象外とす
る。

施設の存在による影響
はないことから、ミ
ティゲーションは想定
していない。

0 － 0

26 夢の島競技場

施設の高さ、周辺の状
況、仮設のみであるこ
となどから、施設の存
在に伴う日影の影響は
ない。

影響要因は想定されな
いことから対象外とす
る。

開催後に、新たな施設
による日影は生じない
ことから対象外とす
る。

0 － －

施設の存在による影響
はないことから、ミ
ティゲーションは想定
していない。

影響要因は想定されな
いことから対象外とす
る。

新たな施設による日影
は生じないことから対
象外とする。

0 － －

27～28
オリンピックアクアティク
スセンター
ウォーターポロアリーナ

日影が会場エリア北側
の日影の規制地域にま
で及ぶ。

影響要因は想定されな
いことから対象外とす
る。

日影が会場エリア北側
の日影の規制地域にま
で及ぶ。

-1 － -1

日影が会場の北側の日
影の規制地域にまで及
ぶが、屋根の形状に配
慮する等のミティゲー
ションにより影響が回
避できる。

影響要因は想定されな
いことから対象外とす
る。

日影が会場の北側の日
影の規制地域にまで及
ぶが、屋根の形状に配
慮する等のミティゲー
ションにより影響が回
避できる。

0 － 0

29
武蔵野の森総合スポーツ施
設

日影が会場エリア北側
の日影の規制地域にま
で及ぶ。

影響要因は想定されな
いことから対象外とす
る。

日影が会場エリア北側
の日影の規制地域にま
で及ぶ。

-1 － -1

日影が会場の北側の日
影の規制地域にまで及
ぶが、屋根の形状に配
慮する等のミティゲー
ションにより影響が回
避できる。

影響要因は想定されな
いことから対象外とす
る。

日影が会場の北側の日
影の規制地域にまで及
ぶが、屋根の形状に配
慮する等のミティゲー
ションにより影響が回
避できる。

0 － 0

30 東京スタジアム

施設の高さ、周辺の状
況、仮設のみであるこ
となどから、施設の存
在に伴う日影の影響は
ない。

影響要因は想定されな
いことから対象外とす
る。

開催後に、新たな施設
による日影は生じない
ことから対象外とす
る。

0 － －

施設の存在による影響
はないことから、ミ
ティゲーションは想定
していない。

影響要因は想定されな
いことから対象外とす
る。

新たな施設による日影
は生じないことから対
象外とする。

0 － －

31 武蔵野の森公園

施設の高さ、周辺の状
況、仮設のみであるこ
となどから、施設の存
在に伴う日影の影響は
ない。

影響要因は想定されな
いことから対象外とす
る。

施設の存在による影響
はないことから、ミ
ティゲーションは想定
していない。

影響要因は想定されな
いことから対象外とす
る。

32 陸上自衛隊朝霞訓練場

施設の高さ、周辺の状
況、仮設のみであるこ
となどから、施設の存
在に伴う日影の影響は
ない。

影響要因は想定されな
いことから対象外とす
る。

0 －

施設の存在による影響
はないことから、ミ
ティゲーションは想定
していない。

影響要因は想定されな
いことから対象外とす
る。

0 －

33 霞ヶ関カンツリー倶楽部

施設の高さ、周辺の状
況、仮設のみであるこ
となどから、施設の存
在に伴う日影の影響は
ない。

影響要因は想定されな
いことから対象外とす
る。

開催後に、新たな施設
による日影は生じない
ことから対象外とす
る。

－

施設の存在による影響
はないことから、ミ
ティゲーションは想定
していない。

影響要因は想定されな
いことから対象外とす
る。

新たな施設による日影
は生じないことから対
象外とする。

－

34 札幌ドーム

施設の高さ、周辺の状
況、仮設のみであるこ
となどから、施設の存
在に伴う日影の影響は
ない。

影響要因は想定されな
いことから対象外とす
る。

開催後に、新たな施設
による日影は生じない
ことから対象外とす
る。

0 － －

施設の存在による影響
はないことから、ミ
ティゲーションは想定
していない。

影響要因は想定されな
いことから対象外とす
る。

新たな施設による日影
は生じないことから対
象外とする。

0 － －

35 宮城スタジアム

施設の高さ、周辺の状
況、仮設のみであるこ
となどから、施設の存
在に伴う日影の影響は
ない。

影響要因は想定されな
いことから対象外とす
る。

開催後に、新たな施設
による日影は生じない
ことから対象外とす
る。

0 － －

施設の存在による影響
はないことから、ミ
ティゲーションは想定
していない。

影響要因は想定されな
いことから対象外とす
る。

新たな施設による日影
は生じないことから対
象外とする。

0 － －

36 埼玉スタジアム2002

施設の高さ、周辺の状
況、仮設のみであるこ
となどから、施設の存
在に伴う日影の影響は
ない。

影響要因は想定されな
いことから対象外とす
る。

開催後に、新たな施設
による日影は生じない
ことから対象外とす
る。

0 － －

施設の存在による影響
はないことから、ミ
ティゲーションは想定
していない。

影響要因は想定されな
いことから対象外とす
る。

新たな施設による日影
は生じないことから対
象外とする。

0 － －

37 横浜国際総合競技場

施設の高さ、周辺の状
況、仮設のみであるこ
となどから、施設の存
在に伴う日影の影響は
ない。

影響要因は想定されな
いことから対象外とす
る。

開催後に、新たな施設
による日影は生じない
ことから対象外とす
る。

0 － －

施設の存在による影響
はないことから、ミ
ティゲーションは想定
していない。

影響要因は想定されな
いことから対象外とす
る。

新たな施設による日影
は生じないことから対
象外とする。

0 － －

OV 選手村
日影は概ね会場エリア
内に留まることから周
辺への影響はない。

影響要因は想定されな
いことから対象外とす
る。

開催後に、新たな施設
による日影は生じない
ことから影響はない。

0 － 0

施設の存在による影響
はないことから、ミ
ティゲーションは想定
していない。

影響要因は想定されな
いことから対象外とす
る。

施設の存在による影響
はないことから、ミ
ティゲーションは想定
していない。

0 － 0

IBC/MPC
東京ビッグサイト
(IBC/MPC)

施設の高さ、周辺の状
況、仮設のみであるこ
となどから、施設の存
在に伴う日影の影響は
ない。

影響要因は想定されな
いことから対象外とす
る。

開催後に、新たな施設
による日影は生じない
ことから影響はない。

0 － 0

施設の存在による影響
はないことから、ミ
ティゲーションは想定
していない。

影響要因は想定されな
いことから対象外とす
る。

施設の存在による影響
はないことから、ミ
ティゲーションは想定
していない。

0 － 0
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評価指標別予測結果表（緑視率）

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

1
オリンピックスタジアム
(国立霞ヶ丘競技場)

一次
視認できる緑はすべて
施設手前であり、現況
と変わらない。

仮設が撤去されるが、
緑視率は現況と変わら
ない。

0 0
街路樹を整備するが、
評価地点の緑視率は、
現況と変わらない。

会場エリア内に整備さ
れた樹木を維持する。
緑視率は現況と変わら
ない。

0 0

2 東京体育館 一次
視認できる緑はすべて
施設手前であり、現況
と変わらない。

仮設が撤去されるが、
緑視率は現況と変わら
ない。

0 0
街路樹を整備するが、
評価地点の緑視率は、
現況と変わらない。

会場エリア内に整備さ
れた樹木を維持する。
緑視率は現況と変わら
ない。

0 0

3 国立代々木競技場 一次

仮設の歩行者デッキの
設置により、樹木が影
響を受けるが、緑視率
の減少は約3.6ポイント
であり、現況と変わら
ない。

仮設の歩行者デッキが
撤去された後も、樹木
が改変された状態が続
く。緑視率の減少は約
0.1ポイントであり、現
況と変わらない。

0 0

影響を受ける樹木につ
いては、会場エリア内
への移植を行う。評価
地点の緑視率の減少は
一次評価と同じく約3.6
ポイントであり、現況
と変わらない。

会場エリア内に移植し
ていた樹木を原状復帰
する。緑視率は現況と
変わらない。

0 0

4 日本武道館 一次

仮設の設置に伴い、緑
視が阻害されるが、緑
視率の減少は約2.5ポイ
ントであり、現況と変
わらない。

仮設が撤去されるが、
緑視率は現況と変わら
ない。

0 0

仮設の設置に伴い、緑
視が阻害されるが、緑
視率の減少は約2.5ポイ
ントであり、現況と変
わらない。

仮設が撤去されるが、
緑視率は現況と変わら
ない。

0 0

5 皇居外苑 一次

仮設の設置により、一
部の緑視が阻害される
が、緑視率の減少は約
3.9ポイントであり、現
況と変わらない。

仮設が撤去されるが、
緑視率は現況と変わら
ない。

0 0

仮設の設置により、一
部の緑視が阻害される
が、緑視率の減少は約
3.9ポイントであり、現
況と変わらない。

仮設が撤去されるが、
緑視率は現況と変わら
ない。

0 0

6 東京国際フォーラム 一次
施設内部の改修である
ため、現況と変わらな
い。

施設内部の改修である
ため、現況と変わらな
い。

0 0
施設内部の改修である
ため、現況と変わらな
い。

施設内部の改修である
ため、現況と変わらな
い。

0 0

7 国技館 一次
施設内部の改修である
ため、現況と変わらな
い。

施設内部の改修である
ため、現況と変わらな
い。

0 0
施設内部の改修である
ため、現況と変わらな
い。

施設内部の改修である
ため、現況と変わらな
い。

0 0

8 有明アリーナ 一次

仮設の設置により、一
部の緑が改変される
が、緑視率の減少は約
1.3ポイントであり、現
況と変わらない。

仮設撤去後、恒設が残
り、草地が改変された
状態が続くが、緑視率
の減少は約1.3ポイント
であり、現況と変わら
ない。

0 0

会場エリア内に緑地が
整備され、周辺に街路
樹が整備されるため、
現況と同等の緑視率に
なると想定する。

開催中に整備された樹
木を維持することを想
定する。仮設撤去後
は、草本の種を播くな
どして、現在と同様の
植生となると予測し
た。

0 0

9 有明ＢＭＸコース 一次

仮設の設置により、一
部の緑が改変される
が、緑視率の減少は約
1.3ポイントであり、現
況と変わらない。

仮設撤去後、草地が改
変された状態が続く
が、緑視率の減少は約
1.3ポイントであり、現
況と変わらない。

0 0

会場エリア内に緑地が
整備され、周辺に街路
樹が整備されるため、
現況と同等の緑視率に
なると想定する。

仮設撤去後は、草本の
種を播くなどして、現
在と同様の植生となる
と予測した。

0 0

10 有明ベロドローム 一次

仮設の設置により、一
部の緑が改変される
が、緑視率の減少は約
1.3ポイントであり、現
況と変わらない。

仮設撤去後、草地が改
変された状態が続く
が、緑視率の減少は約
1.3ポイントであり、現
況と変わらない。

0 0

会場エリア内に緑地が
整備され、周辺に街路
樹が整備されるため、
現況と同等の緑視率に
なると想定する。

仮設撤去後は、草本の
種を播くなどして、現
在と同様の植生となる
と予測した。

0 0

11 有明体操競技場 一次

仮設の設置及び整地に
より、一部の緑地が改
変され、緑視率は現況
よりも約9.3ポイント減
少する。

仮設撤去後、草地が改
変された状態が続くた
め、緑視率は現況より
約9.3ポイント減少す
る。

-1 -1

会場エリア内に緑地が
整備され、周辺にも街
路樹が整備されるた
め、現況と同等の緑視
率になると想定する。

仮設の撤去後は、未利
用地に戻るが整地され
た状態が続く。草本の
種を播くなどして、現
在と同様の植生となる
と想定する。

0 0

12 有明テニスの森 一次

施設の設置により、会
場エリア内の大部分が
改変されるが、緑視率
の減少は約0.9ポイント
であり、現況と変わら
ない。

樹木の改変による緑視
率の減少は、約0.9ポイ
ントであり、現況と変
わらない。

0 0

施設の設置の影響を受
ける樹木は会場内に移
植されるが、緑視率の
減少は約0.9ポイントで
あり、現況と変わらな
い。

会場エリア内に移植さ
れた樹木が開催後も維
持されることを想定す
る。緑視率の減少は約
0.9ポイントであり、現
況と変わらない。

0 0

13 お台場海浜公園 一次

仮設の観客席及び仮設
のフェンスの設置によ
り緑視が阻害され、緑
視率は約9.0ポイント減
少する。

仮設の観客席及び仮設
フェンスが撤去される
が、樹木は改変された
状態が続くため、現況
から約1.9ポイントの減
少となる。

-1 0

影響を受ける樹木は、
会場内に移植される
が、緑視率の減少は約
9.0ポイントで一次評価
と変わらない。

仮設撤去後、樹木を現
状復帰することを想定
しており、緑視率は現
況と変わらない。

-1 0

14 潮風公園 一次

仮設の観客席の設置に
より、芝生地が改変さ
れるが、緑視率の減少
は約1.4ポイントであ
り、現況と変わらな
い。

仮設撤去後も、芝生地
は改変された状態が続
くが、緑視率の減少は
約0.4ポイントであり、
現況と変わらない。

0 0

仮設の観客席の設置に
より、芝生地が改変さ
れるが、緑視率の減少
は約1.4ポイントであ
り、現況と変わらな
い。

仮設撤去後、芝生地の
原状復帰を行うことを
想定しており、緑視率
は現況と変わらない。

0 0

15～16
東京ビッグサイト・ホール
Ａ、Ｂ

一次

仮設の歩行者デッキの
設置により緑視が阻害
されるが、緑視率の減
少は約0.3ポイントであ
り、現況と変わらな
い。

仮設の歩行者デッキが
撤去されるが、樹木が
改変された状態が続く
ため、現況から約0.2ポ
イントの減少となる。

0 0

評価地点の緑視率の減
少は約0.3ポイントであ
り、現況と変わらな
い。

仮設撤去後、樹木の原
状復帰を行うため、緑
視率は現況と変わらな
い。

0 0

17 大井ホッケー競技場 一次

恒久施設及び仮設の設
置に伴う整地により、
樹木が影響を受けるた
め、緑視率は現況より
も約10.6ポイント減少
する。

仮設が撤去後も、樹木
が改変された状態が続
くため、緑視率の減少
は、約10.2ポイントで
ある。

-1 -1

影響を受ける樹木につ
いては、会場エリア内
への移植を行うが、評
価地点の緑視率には影
響しない。緑視率は、
一次評価と同様に現況
よりも約10.6ポイント
減少する。

仮設撤去後、樹木の原
状復帰を行うため、緑
視率は現況と変わらな
い。

-1 0

18
海の森クロスカントリー
コース

一次
緑視率は現況と変わら
ないと想定する。

一部が未利用地に戻
る。緑視率は現況と変
わらないと想定する。

0 0

海の森の整備を行い、
現況よりも緑視率が5ポ
イント以上増加すると
想定する。

造成された海の森を維
持するため、緑視率
は、現況よりも5ポイン
ト以上増加する。

+1 +1

19 海の森水上競技場 一次
緑視率は現況と変わら
ないと想定する。

一部が未利用地に戻
る。緑視率は現況と変
わらないと想定する。

0 0

施設の整備に伴い、緑
地を造成するため、緑
視率は増加すると予測
する。

開催後は一部が未利用
地に戻る。緑視率は現
況と変わらないと想定
する。

+1 0

開催中 開催後開催後

No.

二次評価

段階別影響 評価点

開催前 開催中 開催後 開催前開催中

名称

会場
段階別影響

一次・二次

開催中開催前

一次評価

開催後 開催前

評価点
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評価指標別予測結果表（緑視率）

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

開催中 開催後開催後

No.

二次評価

段階別影響 評価点

開催前 開催中 開催後 開催前開催中

名称

会場
段階別影響

一次・二次

開催中開催前

一次評価

開催後 開催前

評価点

20
海の森マウンテンバイク
コース

一次
緑視率は現況と変わら
ないと想定する。

未利用地に戻るため、
緑視率は現況と変わら
ないと想定する。

0 0

施設の整備に伴い、緑
地を造成するため、緑
視率は増加すると予測
する。

未利用地に戻るため、
緑視率は現況と変わら
ないと想定する。

+1 0

21 若洲オリンピックマリーナ 一次

仮設のフェンス及び会
場内の整地により、緑
視が阻害されるが、緑
視率の減少は約1.2ポイ
ントであり、現況と変
わらない。

仮設撤去後も会場エリ
ア内は整地されている
ため、緑視率は現況よ
りも約22.1ポイント減
少する。

0 -2

影響を受ける樹木は会
場エリア内に移植を行
うが、評価地点の緑視
には影響しない。緑視
率は、一次評価と同様
に約1.2ポイント減少す
る。

仮設撤去後、芝生地の
原状復帰を行うため、
緑視率は現況と変わら
ない。

0 0

22 葛西臨海公園 一次
視認できる緑はすべて
施設手前であり、現況
と変わらない。

仮設の観客席が撤去さ
れるが、恒久施設の存
在により緑視が阻害さ
れた状態であるため、
緑視率は約19.8ポイン
ト減少した状態が続
く。

0 -1

カヌーコース水路間の
芝生化、低木植栽を想
定するが、視認できる
緑はすべて施設手前で
あり、現況と変わらな
い。

恒久のカヌーコースが
残るが、開催中に整備
した芝生や樹木を維持
する。整備された緑地
は現況と同等の緑視率
となるように配置され
ていることを想定す
る。

0 0

23～24
夢の島ユース・プラザ・ア
リーナＡ、Ｂ

一次

恒久のアリーナの設置
による緑視率の低下は
約0.4ポイントであり、
現況と変わらない。

恒久のアリーナの整備
による緑視率の低下は
約0.4ポイントであり、
現況と変わらない。

0 0

屋上緑化及び建物周囲
の緑化の維持を想定す
るが、緑視率の減少は
約0.4ポイントであり、
現況と変わらない。

屋上緑化及び建物周囲
の緑化の維持を想定す
るが、緑視率の減少は
約0.4ポイントであり、
現況と変わらない。

0 0

25 夢の島公園 一次

仮設のアーチェリー
フィールド、広場の整
備により、現況で視認
できる緑のほとんどが
改変され、緑視率は約
32.0ポイント減少す
る。

仮設の施設及び広場は
撤去されるが、現況で
視認できる緑のほとん
どが改変され、緑視率
は約32.0ポイント減少
する。

-2 -2

施設の設置により影響
を受ける樹木は、施設
建設に伴い造成される
広場への移植を行う。
現況と同等の緑視率と
なると想定する。

仮設撤去後に樹木の原
状復帰を行い、恒久施
設の影響により広場へ
移植された樹木は維持
することを想定する。
開催後は植栽に加えて
芝生も現状復帰するこ
とを想定し、評価地点
の緑視率は、5.0ポイン
ト以上増加すると想定
する。

0 +1

26 夢の島競技場 一次

恒久の歩行者デッキの
設置により、現況で広
場となっている部分の
植栽が改変され、緑視
率は約7.8ポイント減少
する。

恒久の歩行者デッキに
より、植栽が改変され
た状態が続く。緑視率
は、開催中と同じく約
7.8ポイント減少する。

-1 -1

影響を受ける樹木につ
いては会場エリア内移
植を行う。移植は現況
と同等の緑視率となる
ように配置されると想
定する。

会場エリア内に移植し
た樹木を維持する。移
植は、現況と同等の緑
視率となるように配置
されていることを想定
する。

0 0

27～28
オリンピックアクアティク
スセンター
ウォーターポロアリーナ

一次

恒久施設の整備により
樹木が影響を受け、緑
視率は約15.0ポイント
減少する。

仮設撤去後も、樹木が
改変された状態が続く
と想定する。緑視率の
減少は開催中と同様に
約15.0ポイントとな
る。

-1 -1

影響を受ける樹木は会
場エリア内移植を行
い、会場周辺の緑化を
図るため、現況と同等
の緑視率となると想定
する。

仮設撤去後、樹木を原
状復帰し、恒久施設の
周囲の緑化や壁面緑化
を図ることにより、現
況と同等の緑視率とな
ることを想定する。

0 0

29
武蔵野の森総合スポーツ施
設

一次

恒久施設の設置により
緑視が阻害されるが、
緑視率の減少は約1.5ポ
イントであり、現況と
変わらない。

恒久施設の設置により
緑視が阻害された状態
が続くため、緑視率の
減少は一次評価と同様
に約1.5ポイントであ
り、現況と変わらな
い。

0 0

施設の整備に伴い、会
場エリア内を緑化し、
現況と同等の緑視率と
なると想定する。

恒久施設の設置に伴い
整備した樹木を開催後
も維持する。樹木は、
現況と同等の緑視率と
なるように配置されて
いることを想定し、現
況と変わらない。

0 0

30 東京スタジアム 一次

仮設はコンパウンドの
みで影響が想定されな
いことから、評価対象
外とする。

仮設はコンパウンドの
みで影響が想定されな
いことから、評価対象
外とする。

－ －

仮設はコンパウンドの
みで影響が想定されな
いことから、評価対象
外とする。

仮設はコンパウンドの
みで影響が想定されな
いことから、評価対象
外とする。

－ －

31 武蔵野の森公園 一次

仮設の設置により、緑
視が阻害されるが、緑
視率の減少は約0.2ポイ
ントであり、現況と変
わらない。

仮設が撤去されるが、
緑視率は現況と変わら
ない。

0 0

樹木の移植を行うが、
緑視率の減少は約0.2ポ
イントであり、現況と
変わらない。

仮設撤去後、改変地の
原状復帰を行う。緑視
率は現況と変わらな
い。

0 0

32 陸上自衛隊朝霞訓練場 一次

仮設の射撃場が設置さ
れるが、視認できる緑
はすべて施設手前であ
り、緑視率は現況と変
わらない。

開催後は評価しない。 0 －

仮設の射撃場が設置さ
れるが、視認できる緑
はすべて施設手前であ
り、緑視率は現況と変
わらない。

開催後は評価しない。 0 －

33 霞ヶ関カンツリー倶楽部 一次

仮設の施設が設置され
るが、評価地点の緑視
率には影響しない。緑
視率は現況と変わらな
い。

仮設が撤去されるが、
緑視率は現況と変わら
ない。

0 0

仮設の設置は可能な限
り街路樹をさけて設置
するが、緑視率には影
響しないため、現況と
変わらない。

仮設撤去後、改変地の
原状復帰を行う。緑視
率は現況と変わらな
い。

0 0

34 札幌ドーム 一次

仮設はコンパウンドの
みで影響が想定されな
いことから、評価対象
外とする。

仮設はコンパウンドの
みで影響が想定されな
いことから、評価対象
外とする。

－ －

仮設はコンパウンドの
みで影響が想定されな
いことから、評価対象
外とする。

仮設はコンパウンドの
みで影響が想定されな
いことから、評価対象
外とする。

－ －

35 宮城スタジアム 一次

仮設はコンパウンドの
みで影響が想定されな
いことから、評価対象
外とする。

仮設はコンパウンドの
みで影響が想定されな
いことから、評価対象
外とする。

－ －

仮設はコンパウンドの
みで影響が想定されな
いことから、評価対象
外とする。

仮設はコンパウンドの
みで影響が想定されな
いことから、評価対象
外とする。

－ －

36 埼玉スタジアム2002 一次

仮設はコンパウンドの
みで影響が想定されな
いことから、評価対象
外とする。

仮設はコンパウンドの
みで影響が想定されな
いことから、評価対象
外とする。

－ －

仮設はコンパウンドの
みで影響が想定されな
いことから、評価対象
外とする。

仮設はコンパウンドの
みで影響が想定されな
いことから、評価対象
外とする。

－ －

37 横浜国際総合競技場 一次

仮設はコンパウンドの
みで影響が想定されな
いことから、評価対象
外とする。

仮設はコンパウンドの
みで影響が想定されな
いことから、評価対象
外とする。

－ －

仮設はコンパウンドの
みで影響が想定されな
いことから、評価対象
外とする。

仮設はコンパウンドの
みで影響が想定されな
いことから、評価対象
外とする。

－ －

OV 選手村 一次

視認できる緑はすべて
施設手前であり、緑視
率は現況と変わらな
い。

視認できる緑はすべて
施設手前であり、緑視
率は現況と変わらな
い。

0 0

会場エリア内への植
樹、屋上緑化・壁面緑
化を行うが、評価地点
からの緑視率は、＋５
ポイント未満であると
想定し、現況と変わら
ない。

開催後も壁面緑化を維
持するが、評価地点か
らの緑視率は開催中と
同様に±5.0ポイント未
満であることを想定
し、現況と変わらな
い。

0 0
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評価指標別予測結果表（緑視率）

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

開催中 開催後開催後

No.

二次評価

段階別影響 評価点

開催前 開催中 開催後 開催前開催中

名称

会場
段階別影響

一次・二次

開催中開催前

一次評価

開催後 開催前

評価点

IBC/MPC
東京ビッグサイト
(IBC/MPC)

一次

仮設の歩行者デッキの
設置により緑視が阻害
されるが、緑視率の減
少は約0.3ポイントであ
り、現況と変わらな
い。

仮設の歩行者デッキが
撤去されるが、樹木が
改変された状態が続く
ため、現況から約0.2ポ
イントの減少となる。

0 0

MPCの屋上を緑化する
が、評価地点の緑視率
の減少は約0.3ポイント
であり、現況と変わら
ない。

仮設撤去後、樹木の原
状復帰を行うため、緑
視率は現況と変わらな
い。

0 0
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評価指標別予測結果表（優れた眺望又は景観の阻害）

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

1
オリンピックスタジアム
(国立霞ヶ丘競技場)

一次
眺望景観及び景観形成
特別地区の景観を阻害
することはない。

眺望景観及び景観形成
特別地区の景観を阻害
することはない。

0 0
眺望景観及び景観形成
特別地区の景観を阻害
することはない。

眺望景観及び景観形成
特別地区の景観を阻害
することはない。

0 0

2 東京体育館 一次
眺望景観及び景観形成
特別地区の景観を阻害
することはない。

眺望景観及び景観形成
特別地区の景観を阻害
することはない。

0 0
眺望景観及び景観形成
特別地区の景観を阻害
することはない。

眺望景観及び景観形成
特別地区の景観を阻害
することはない。

0 0

3 国立代々木競技場 一次
眺望景観及び景観形成
特別地区の景観を阻害
することはない。

眺望景観及び景観形成
特別地区の景観を阻害
することはない。

0 0
眺望景観及び景観形成
特別地区の景観を阻害
することはない。

眺望景観及び景観形成
特別地区の景観を阻害
することはない。

0 0

4 日本武道館 一次
眺望景観及び景観形成
特別地区の景観を阻害
することはない。

眺望景観及び景観形成
特別地区の景観を阻害
することはない。

0 0
眺望景観及び景観形成
特別地区の景観を阻害
することはない。

眺望景観及び景観形成
特別地区の景観を阻害
することはない。

0 0

5 皇居外苑 一次
眺望景観及び景観形成
特別地区の景観を阻害
することはない。

眺望景観及び景観形成
特別地区の景観を阻害
することはない。

0 0
眺望景観及び景観形成
特別地区の景観を阻害
することはない。

眺望景観及び景観形成
特別地区の景観を阻害
することはない。

0 0

6 東京国際フォーラム 一次
眺望景観及び景観形成
特別地区の景観を阻害
することはない。

眺望景観及び景観形成
特別地区の景観を阻害
することはない。

0 0
眺望景観及び景観形成
特別地区の景観を阻害
することはない。

眺望景観及び景観形成
特別地区の景観を阻害
することはない。

0 0

7 国技館 一次
眺望景観及び景観形成
特別地区の景観を阻害
することはない。

眺望景観及び景観形成
特別地区の景観を阻害
することはない。

0 0
眺望景観及び景観形成
特別地区の景観を阻害
することはない。

眺望景観及び景観形成
特別地区の景観を阻害
することはない。

0 0

8 有明アリーナ 一次
眺望景観及び景観形成
特別地区の景観を阻害
することはない。

眺望景観及び景観形成
特別地区の景観を阻害
することはない。

0 0
眺望景観及び景観形成
特別地区の景観を阻害
することはない。

眺望景観及び景観形成
特別地区の景観を阻害
することはない。

0 0

9 有明ＢＭＸコース 一次

水辺から見える場所に
建設されることから、
水辺景観形成特別地区
周縁部を阻害する。

眺望景観及び景観形成
特別地区の景観を阻害
することはない。

-1 0

水辺景観形成特別地区
の景観形成基準（色
彩、意匠など）に準拠
した施設とする。

眺望景観及び景観形成
特別地区の景観を阻害
することはない。

0 0

10 有明ベロドローム 一次

水辺から見える場所に
建設されることから、
水辺景観形成特別地区
周縁部を阻害する。

眺望景観及び景観形成
特別地区の景観を阻害
することはない。

-1 0

水辺景観形成特別地区
の景観形成基準（色
彩、意匠など）に準拠
した施設とする。

眺望景観及び景観形成
特別地区の景観を阻害
することはない。

0 0

11 有明体操競技場 一次

水辺から見える場所に
建設されることから、
水辺景観形成特別地区
周縁部を阻害する。

眺望景観及び景観形成
特別地区の景観を阻害
することはない。

-1 0

水辺景観形成特別地区
の景観形成基準（色
彩、意匠など）に準拠
した施設とする。

眺望景観及び景観形成
特別地区の景観を阻害
することはない。

0 0

12 有明テニスの森 一次
眺望景観及び景観形成
特別地区の景観を阻害
することはない。

眺望景観及び景観形成
特別地区の景観を阻害
することはない。

0 0
眺望景観及び景観形成
特別地区の景観を阻害
することはない。

眺望景観及び景観形成
特別地区の景観を阻害
することはない。

0 0

13 お台場海浜公園 一次

水辺から見える場所に
建設されることから、
水辺景観形成特別地区
周縁部を阻害する。

眺望景観及び景観形成
特別地区の景観を阻害
することはない。

-1 0

水辺景観形成特別地区
の景観形成基準（色
彩、意匠など）に準拠
した施設とする。

眺望景観及び景観形成
特別地区の景観を阻害
することはない。

0 0

14 潮風公園 一次

水辺から見える場所に
建設されることから、
水辺景観形成特別地区
周縁部を阻害する。

眺望景観及び景観形成
特別地区の景観を阻害
することはない。

-1 0

水辺景観形成特別地区
の景観形成基準（色
彩、意匠など）に準拠
した施設とする。

眺望景観及び景観形成
特別地区の景観を阻害
することはない。

0 0

15～16
東京ビッグサイト・ホール
Ａ、Ｂ

一次
眺望景観及び景観形成
特別地区の景観を阻害
することはない。

眺望景観及び景観形成
特別地区の景観を阻害
することはない。

0 0
眺望景観及び景観形成
特別地区の景観を阻害
することはない。

眺望景観及び景観形成
特別地区の景観を阻害
することはない。

0 0

17 大井ホッケー競技場 一次
眺望景観及び景観形成
特別地区の景観を阻害
することはない。

眺望景観及び景観形成
特別地区の景観を阻害
することはない。

0 0
眺望景観及び景観形成
特別地区の景観を阻害
することはない。

眺望景観及び景観形成
特別地区の景観を阻害
することはない。

0 0

18
海の森クロスカントリー
コース

一次
眺望景観及び景観形成
特別地区の景観を阻害
することはない。

眺望景観及び景観形成
特別地区の景観を阻害
することはない。

0 0
眺望景観及び景観形成
特別地区の景観を阻害
することはない。

眺望景観及び景観形成
特別地区の景観を阻害
することはない。

0 0

19 海の森水上競技場 一次
眺望景観及び景観形成
特別地区の景観を阻害
することはない。

眺望景観及び景観形成
特別地区の景観を阻害
することはない。

0 0
眺望景観及び景観形成
特別地区の景観を阻害
することはない。

眺望景観及び景観形成
特別地区の景観を阻害
することはない。

0 0

20
海の森マウンテンバイク
コース

一次
眺望景観及び景観形成
特別地区の景観を阻害
することはない。

眺望景観及び景観形成
特別地区の景観を阻害
することはない。

0 0
眺望景観及び景観形成
特別地区の景観を阻害
することはない。

眺望景観及び景観形成
特別地区の景観を阻害
することはない。

0 0

21 若洲オリンピックマリーナ 一次
眺望景観及び景観形成
特別地区の景観を阻害
することはない。

眺望景観及び景観形成
特別地区の景観を阻害
することはない。

0 0
眺望景観及び景観形成
特別地区の景観を阻害
することはない。

眺望景観及び景観形成
特別地区の景観を阻害
することはない。

0 0

22 葛西臨海公園 一次
眺望景観及び景観形成
特別地区の景観を阻害
することはない。

眺望景観及び景観形成
特別地区の景観を阻害
することはない。

0 0
眺望景観及び景観形成
特別地区の景観を阻害
することはない。

眺望景観及び景観形成
特別地区の景観を阻害
することはない。

0 0

23～24
夢の島ユース・プラザ・ア
リーナＡ、Ｂ

一次
眺望景観及び景観形成
特別地区の景観を阻害
することはない。

眺望景観及び景観形成
特別地区の景観を阻害
することはない。

0 0
眺望景観及び景観形成
特別地区の景観を阻害
することはない。

眺望景観及び景観形成
特別地区の景観を阻害
することはない。

0 0

25 夢の島公園 一次
眺望景観及び景観形成
特別地区の景観を阻害
することはない。

眺望景観及び景観形成
特別地区の景観を阻害
することはない。

0 0
眺望景観及び景観形成
特別地区の景観を阻害
することはない。

眺望景観及び景観形成
特別地区の景観を阻害
することはない。

0 0

26 夢の島競技場 一次
眺望景観及び景観形成
特別地区の景観を阻害
することはない。

眺望景観及び景観形成
特別地区の景観を阻害
することはない。

0 0
眺望景観及び景観形成
特別地区の景観を阻害
することはない。

眺望景観及び景観形成
特別地区の景観を阻害
することはない。

0 0

開催中 開催後開催後

No.

二次評価

段階別影響 評価点

開催前 開催中 開催後 開催前開催中

名称

会場
段階別影響

一次・二次

開催中開催前

一次評価

開催後 開催前

評価点
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評価指標別予測結果表（優れた眺望又は景観の阻害）

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

開催中 開催後開催後

No.

二次評価

段階別影響 評価点

開催前 開催中 開催後 開催前開催中

名称

会場
段階別影響

一次・二次

開催中開催前

一次評価

開催後 開催前

評価点

27～28
オリンピックアクアティク
スセンター
ウォーターポロアリーナ

一次
眺望景観及び景観形成
特別地区の景観を阻害
することはない。

眺望景観及び景観形成
特別地区の景観を阻害
することはない。

0 0
眺望景観及び景観形成
特別地区の景観を阻害
することはない。

眺望景観及び景観形成
特別地区の景観を阻害
することはない。

0 0

29
武蔵野の森総合スポーツ施
設

一次
評価の基準②にあては
まらないため、検討対
象外とする。

評価の基準②にあては
まらないため、検討対
象外とする。

－ －
評価の基準②にあては
まらないため、検討対
象外とする。

評価の基準②にあては
まらないため、検討対
象外とする。

－ －

30 東京スタジアム 一次
評価の基準②にあては
まらないため、検討対
象外とする。

評価の基準②にあては
まらないため、検討対
象外とする。

－ －
評価の基準②にあては
まらないため、検討対
象外とする。

評価の基準②にあては
まらないため、検討対
象外とする。

－ －

31 武蔵野の森公園 一次
評価の基準②にあては
まらないため、検討対
象外とする。

評価の基準②にあては
まらないため、検討対
象外とする。

－ －
評価の基準②にあては
まらないため、検討対
象外とする。

評価の基準②にあては
まらないため、検討対
象外とする。

－ －

32 陸上自衛隊朝霞訓練場 一次
評価の基準②にあては
まらないため、検討対
象外とする。

評価の基準②にあては
まらないため、検討対
象外とする。

－ －
評価の基準②にあては
まらないため、検討対
象外とする。

評価の基準②にあては
まらないため、検討対
象外とする。

－ －

33 霞ヶ関カンツリー倶楽部 一次
評価の基準②にあては
まらないため、検討対
象外とする。

評価の基準②にあては
まらないため、検討対
象外とする。

－ －
評価の基準②にあては
まらないため、検討対
象外とする。

評価の基準②にあては
まらないため、検討対
象外とする。

－ －

34 札幌ドーム 一次
評価の基準②にあては
まらないため、検討対
象外とする。

評価の基準②にあては
まらないため、検討対
象外とする。

－ －
評価の基準②にあては
まらないため、検討対
象外とする。

評価の基準②にあては
まらないため、検討対
象外とする。

－ －

35 宮城スタジアム 一次
評価の基準②にあては
まらないため、検討対
象外とする。

評価の基準②にあては
まらないため、検討対
象外とする。

－ －
評価の基準②にあては
まらないため、検討対
象外とする。

評価の基準②にあては
まらないため、検討対
象外とする。

－ －

36 埼玉スタジアム2002 一次
評価の基準②にあては
まらないため、検討対
象外とする。

評価の基準②にあては
まらないため、検討対
象外とする。

－ －
評価の基準②にあては
まらないため、検討対
象外とする。

評価の基準②にあては
まらないため、検討対
象外とする。

－ －

37 横浜国際総合競技場 一次
評価の基準②にあては
まらないため、検討対
象外とする。

評価の基準②にあては
まらないため、検討対
象外とする。

－ －
評価の基準②にあては
まらないため、検討対
象外とする。

評価の基準②にあては
まらないため、検討対
象外とする。

－ －

OV 選手村 一次
眺望景観及び景観形成
特別地区の景観を阻害
することはない。

眺望景観及び景観形成
特別地区の景観を阻害
することはない。

0 0
会場周辺の電線の地中
化（無電柱化）を実施
する。

会場周辺の電線の地中
化（無電柱化）を実施
する。

+1 +1

IBC/MPC
東京ビッグサイト
(IBC/MPC)

一次
眺望景観及び景観形成
特別地区の景観を阻害
することはない。

眺望景観及び景観形成
特別地区の景観を阻害
することはない。

0 0
眺望景観及び景観形成
特別地区の景観を阻害
することはない。

眺望景観及び景観形成
特別地区の景観を阻害
することはない。

0 0

4－36



評価指標別予測結果表（自然との触れ合い活動の場の変化）

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

1
オリンピックスタジアム
(国立霞ヶ丘競技場)

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

改変部が自然との触れ
合い活動の場の主要部
や周縁部ではない、又
は半分弱にみたないこ
とから、現況と変わら
ない

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

改変部が自然との触れ
合い活動の場の主要部
や周縁部ではない、又
は半分弱にみたないこ
とから、現況と変わら
ない

－ 0 － 0

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

改変部が自然との触れ
合い活動の場でない、
又は現況で自然との触
れ合い活動の場となっ
ていない。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

自然との触れ合い活動
の場は現況と変わらな
い。

－ 0 － 0

2 東京体育館

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

地表面が改変されない
ことから、予測評価の
対象外とする。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

地表面が改変されない
ことから、予測評価の
対象外とする。

－ － － －

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

地表面が改変されない
ことから、予測評価の
対象外とする。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

地表面が改変されない
ことから、予測評価の
対象外とする。

－ － － －

3 国立代々木競技場

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

地表面が改変されない
ことから、予測評価の
対象外とする。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

地表面が改変されない
ことから、予測評価の
対象外とする。

－ － － －

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

地表面が改変されない
ことから、予測評価の
対象外とする。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

地表面が改変されない
ことから、予測評価の
対象外とする。

－ － － －

4 日本武道館

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

地表面が改変されない
ことから、予測評価の
対象外とする。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

地表面が改変されない
ことから、予測評価の
対象外とする。

－ － － －

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

地表面が改変されない
ことから、予測評価の
対象外とする。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

地表面が改変されない
ことから、予測評価の
対象外とする。

－ － － －

5 皇居外苑

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

地表面が改変されない
ことから、予測評価の
対象外とする。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

地表面が改変されない
ことから、予測評価の
対象外とする。

－ － － －

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

地表面が改変されない
ことから、予測評価の
対象外とする。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

地表面が改変されない
ことから、予測評価の
対象外とする。

－ － － －

6 東京国際フォーラム

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

地表面が改変されない
ことから、予測評価の
対象外とする。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

地表面が改変されない
ことから、予測評価の
対象外とする。

－ － － －

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

地表面が改変されない
ことから、予測評価の
対象外とする。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

地表面が改変されない
ことから、予測評価の
対象外とする。

－ － － －

7 国技館

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

地表面が改変されない
ことから、予測評価の
対象外とする。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

地表面が改変されない
ことから、予測評価の
対象外とする。

－ － － －

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

地表面が改変されない
ことから、予測評価の
対象外とする。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

地表面が改変されない
ことから、予測評価の
対象外とする。

－ － － －

8 有明アリーナ

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

自然との触れ合い活動
の場となっていないこ
とから、現況と変わら
ない。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

自然との触れ合い活動
の場となっていないこ
とから、現況と変わら
ない。

－ 0 － 0

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

ミティゲーションの実
施により、自然との触
れ合い活動の場が新た
に創出され、質が一部
向上する。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

ミティゲーションの実
施により、自然との触
れ合い活動の場が新た
に創出され、質が一部
向上する。

－ +1 － +1

9 有明ＢＭＸコース

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

自然との触れ合い活動
の場となっていないこ
とから、現況と変わら
ない。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

自然との触れ合い活動
の場となっていないこ
とから、現況と変わら
ない。

－ 0 － 0

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

ミティゲーションの実
施により、自然との触
れ合い活動の場が新た
に創出され、質が一部
向上する。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

ミティゲーションの実
施により、自然との触
れ合い活動の場が新た
に創出され、質が一部
向上する。

－ +1 － +1

10 有明ベロドローム

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

自然との触れ合い活動
の場となっていないこ
とから、現況と変わら
ない。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

自然との触れ合い活動
の場となっていないこ
とから、現況と変わら
ない。

－ 0 － 0

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

ミティゲーションの実
施により、自然との触
れ合い活動の場が新た
に創出され、質が一部
向上する。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

ミティゲーションの実
施により、自然との触
れ合い活動の場が新た
に創出され、質が一部
向上する。

－ +1 － +1

11 有明体操競技場

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

自然との触れ合い活動
の場となっていないこ
とから、現況と変わら
ない。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

自然との触れ合い活動
の場となっていないこ
とから、現況と変わら
ない。

－ 0 － 0

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

ミティゲーションの実
施により、自然との触
れ合い活動の場が新た
に創出され、質が一部
向上する。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

ミティゲーションの実
施により、自然との触
れ合い活動の場が新た
に創出され、質が一部
向上する。

－ +1 － +1

12 有明テニスの森

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

自然との触れ合い活動
の場の半分以上が改変
される。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

施設の後利用により、
自然との触れ合い活動
の場の半分以上が改変
される。

－ -2 － -2

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

ミティゲーションの実
施により、自然との触
れ合い活動の場が現況
レベルまで改善する。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

ミティゲーションの実
施により、自然との触
れ合い活動の場が現況
レベルまで改善する。

－ 0 － 0

13 お台場海浜公園

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

改変部が自然との触れ
合い活動の場の主要部
や周縁部ではない、又
は半分弱にみたないこ
とから、現況と変わら
ない

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

改変部が自然との触れ
合い活動の場の主要部
や周縁部ではない、又
は半分弱にみたないこ
とから、現況と変わら
ない

－ 0 － 0

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

改変部が自然との触れ
合い活動の場でない、
又は現況で自然との触
れ合い活動の場となっ
ていない。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

自然との触れ合い活動
の場は現況と変わらな
い。

－ 0 － 0

14 潮風公園

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

自然との触れ合い活動
の場の周縁部が改変さ
れる。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

施設の後利用により、
自然との触れ合い活動
の場の周縁部が改変さ
れたままとなる。

－ -1 － -1

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

現段階ではミティゲー
ションは想定していな
い。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

ミティゲーションの実
施により、自然との触
れ合い活動の場が現況
レベルまで改善する。

－ -1 － 0

15～16
東京ビッグサイト・ホール
Ａ、Ｂ

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

地表面が改変されない
ことから、予測評価の
対象外とする。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

地表面が改変されない
ことから、予測評価の
対象外とする。

－ － － －

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

地表面が改変されない
ことから、予測評価の
対象外とする。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

地表面が改変されない
ことから、予測評価の
対象外とする。

－ － － －

17 大井ホッケー競技場

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

自然との触れ合い活動
の場の周縁部が改変さ
れる。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

施設の後利用により、
自然との触れ合い活動
の場の周縁部が改変さ
れたままとなる。

－ -1 － -1

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

現段階ではミティゲー
ションは想定していな
い。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

ミティゲーションの実
施により、自然との触
れ合い活動の場が現況
レベルまで改善する。

－ -1 － 0

18
海の森クロスカントリー
コース

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

自然との触れ合い活動
の場となっていないこ
とから、現況と変わら
ない。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

自然との触れ合い活動
の場となっていないこ
とから、現況と変わら
ない。

－ 0 － 0

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

ミティゲーションの実
施により、自然との触
れ合い活動の場が新た
に創出され、質が全般
的に向上する。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

ミティゲーションの実
施により、自然との触
れ合い活動の場が新た
に創出され、質が全般
的に向上する。

－ +2 － +2

19 海の森水上競技場

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

自然との触れ合い活動
の場となっていないこ
とから、現況と変わら
ない。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

自然との触れ合い活動
の場となっていないこ
とから、現況と変わら
ない。

－ 0 － 0

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

改変部が自然との触れ
合い活動の場でない、
又は現況で自然との触
れ合い活動の場となっ
ていない。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

ミティゲーションの実
施により、自然との触
れ合い活動の場が新た
に創出され、質が全般
的に向上する。

－ 0 － +2

20
海の森マウンテンバイク
コース

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

自然との触れ合い活動
の場となっていないこ
とから、現況と変わら
ない。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

自然との触れ合い活動
の場となっていないこ
とから、現況と変わら
ない。

－ 0 － 0

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

改変部が自然との触れ
合い活動の場でない、
又は現況で自然との触
れ合い活動の場となっ
ていない。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

自然との触れ合い活動
の場は現況と変わらな
い。

－ 0 － 0

21 若洲オリンピックマリーナ

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

自然との触れ合い活動
の場の主要部が改変さ
れる。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

施設の後利用において
も、自然との触れ合い
活動の場の主要部が改
変されたままとなる。

－ -2 － -2

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

現段階ではミティゲー
ションは想定していな
い。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

ミティゲーションの実
施により、自然との触
れ合い活動の場の改善
及び創出を図るが、現
況レベルまでは達しな
い

－ -2 － -1

22 葛西臨海公園

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

自然との触れ合い活動
の場の周縁部が改変さ
れる。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

施設の後利用により、
自然との触れ合い活動
の場の周縁部が改変さ
れたままとなる。

－ -1 － -1

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

現段階ではミティゲー
ションは想定していな
い。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

ミティゲーションの実
施により、自然との触
れ合い活動の場の創出
を図るが、現況レベル
までは達しない。

－ -1 － -1

開催中 開催後開催後

No.

二次評価

段階別影響 評価点

開催前 開催中 開催後 開催前開催中

名称

会場
段階別影響

開催中開催前

一次評価

開催後 開催前

評価点
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評価指標別予測結果表（自然との触れ合い活動の場の変化）

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

開催中 開催後開催後

No.

二次評価

段階別影響 評価点

開催前 開催中 開催後 開催前開催中

名称

会場
段階別影響

開催中開催前

一次評価

開催後 開催前

評価点

23～24
夢の島ユース・プラザ・ア
リーナＡ、Ｂ

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

改変部が自然との触れ
合い活動の場の主要部
や周縁部ではない、又
は半分弱にみたないこ
とから、現況と変わら
ない

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

改変部が自然との触れ
合い活動の場の主要部
や周縁部ではない、又
は半分弱にみたないこ
とから、現況と変わら
ない

－ 0 － 0

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

改変部が自然との触れ
合い活動の場でない、
又は現況で自然との触
れ合い活動の場となっ
ていない。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

自然との触れ合い活動
の場は現況と変わらな
い。

－ 0 － 0

25 夢の島公園

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

自然との触れ合い活動
の場の半分以上が改変
される。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

施設の後利用により、
自然との触れ合い活動
の場の半分以上が改変
される。

－ -2 － -2

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

ミティゲーションの実
施により、自然との触
れ合い活動の場が現況
レベルまで改善する。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

ミティゲーションの実
施により、自然との触
れ合い活動の場が現況
レベルまで改善する。

－ 0 － 0

26 夢の島競技場

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

自然との触れ合い活動
の場の半分以上が改変
される。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

施設の後利用により、
自然との触れ合い活動
の場の半分以上が改変
される。

－ -2 － -2

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

ミティゲーションの実
施により、自然との触
れ合い活動の場が部分
的に改善する。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

ミティゲーションの実
施により、自然との触
れ合い活動の場が現況
レベルまで改善する。

－ -1 － 0

27～28
オリンピックアクアティク
スセンター
ウォーターポロアリーナ

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

自然との触れ合い活動
の場の周縁部が改変さ
れる。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

施設の後利用により、
自然との触れ合い活動
の場の周縁部が改変さ
れたままとなる。

－ -1 － -1

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

ミティゲーションの実
施により、自然との触
れ合い活動の場が新た
に創出され、質が一部
向上する。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

ミティゲーションの実
施により、自然との触
れ合い活動の場が新た
に創出され、質が一部
向上する。

－ +1 － +1

29
武蔵野の森総合スポーツ施
設

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

自然との触れ合い活動
の場となっていないこ
とから、現況と変わら
ない。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

自然との触れ合い活動
の場となっていないこ
とから、現況と変わら
ない。

－ 0 － 0

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

改変部が自然との触れ
合い活動の場でない、
又は現況で自然との触
れ合い活動の場となっ
ていない。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

自然との触れ合い活動
の場は現況と変わらな
い。

－ 0 － 0

30 東京スタジアム

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

地表面が改変されない
ことから、予測評価の
対象外とする。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

地表面が改変されない
ことから、予測評価の
対象外とする。

－ － － －

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

地表面が改変されない
ことから、予測評価の
対象外とする。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

地表面が改変されない
ことから、予測評価の
対象外とする。

－ － － －

31 武蔵野の森公園

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

改変部が自然との触れ
合い活動の場の主要部
や周縁部ではない、又
は半分弱にみたないこ
とから、現況と変わら
ない

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

改変部が自然との触れ
合い活動の場の主要部
や周縁部ではない、又
は半分弱にみたないこ
とから、現況と変わら
ない

－ 0 － 0

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

改変部が自然との触れ
合い活動の場でない、
又は現況で自然との触
れ合い活動の場となっ
ていない。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

自然との触れ合い活動
の場は現況と変わらな
い。

－ 0 － 0

32 陸上自衛隊朝霞訓練場

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

自然との触れ合い活動
の場となっていないこ
とから、現況と変わら
ない。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

自然との触れ合い活動
の場となっていないこ
とから、現況と変わら
ない。

－ 0 － 0

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

改変部が自然との触れ
合い活動の場でない、
又は現況で自然との触
れ合い活動の場となっ
ていない。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

自然との触れ合い活動
の場は現況と変わらな
い。

－ 0 － 0

33 霞ヶ関カンツリー倶楽部

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

自然との触れ合い活動
の場となっていないこ
とから、現況と変わら
ない。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

自然との触れ合い活動
の場となっていないこ
とから、現況と変わら
ない。

－ 0 － 0

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

改変部が自然との触れ
合い活動の場でない、
又は現況で自然との触
れ合い活動の場となっ
ていない。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

自然との触れ合い活動
の場は現況と変わらな
い。

－ 0 － 0

34 札幌ドーム

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

地表面が改変されない
ことから、予測評価の
対象外とする。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

地表面が改変されない
ことから、予測評価の
対象外とする。

－ － － －

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

地表面が改変されない
ことから、予測評価の
対象外とする。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

地表面が改変されない
ことから、予測評価の
対象外とする。

－ － － －

35 宮城スタジアム

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

地表面が改変されない
ことから、予測評価の
対象外とする。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

地表面が改変されない
ことから、予測評価の
対象外とする。

－ － － －

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

地表面が改変されない
ことから、予測評価の
対象外とする。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

地表面が改変されない
ことから、予測評価の
対象外とする。

－ － － －

36 埼玉スタジアム2002

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

地表面が改変されない
ことから、予測評価の
対象外とする。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

地表面が改変されない
ことから、予測評価の
対象外とする。

－ － － －

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

地表面が改変されない
ことから、予測評価の
対象外とする。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

地表面が改変されない
ことから、予測評価の
対象外とする。

－ － － －

37 横浜国際総合競技場

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

地表面が改変されない
ことから、予測評価の
対象外とする。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

地表面が改変されない
ことから、予測評価の
対象外とする。

－ － － －

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

地表面が改変されない
ことから、予測評価の
対象外とする。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

地表面が改変されない
ことから、予測評価の
対象外とする。

－ － － －

OV 選手村

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

自然との触れ合い活動
の場の半分以上が改変
される。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

施設の後利用により、
自然との触れ合い活動
の場の半分以上が改変
される。

－ -2 － -2

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

現段階ではミティゲー
ションは想定していな
い。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

ミティゲーションの実
施により、自然との触
れ合い活動の場が現況
レベルまで改善する。

－ -2 － 0

IBC/MPC
東京ビッグサイト
(IBC/MPC)

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

改変部が自然との触れ
合い活動の場の主要部
や周縁部ではない、又
は半分弱にみたないこ
とから、現況と変わら
ない

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

改変部が自然との触れ
合い活動の場の主要部
や周縁部ではない、又
は半分弱にみたないこ
とから、現況と変わら
ない

－ 0 － 0

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

改変部が自然との触れ
合い活動の場でない、
又は現況で自然との触
れ合い活動の場となっ
ていない。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

自然との触れ合い活動
の場は現況と変わらな
い。

－ 0 － 0

4－38



評価指標別予測結果表（自然との触れ合い活動の変化）

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

1
オリンピックスタジアム
(国立霞ヶ丘競技場)

騒音、アクセス規制に
より、自然との触れ合
い活動自体及びアクセ
スが阻害される。

主要なアクセスルート
が物理的に改変・遮断
されないことから、現
況と変わらない。

会場エリア内の入場が
規制されることから、
自然との触れ合い活動
のアクセスが阻害され
る。

騒音、アクセス規制に
より、自然との触れ合
い活動自体及びアクセ
スが阻害される。

主要なアクセスルート
が物理的に改変・遮断
されない、又は現況で
自然との触れ合い活動
が行われてない。

-2 0 -1 -2 0

ミティゲーションの実
施により、現況レベル
まで自然との触れ合い
活動が改善する。

ミティゲーションの実
施により、自然との触
れ合い活動の場へのア
クセス性が向上する。

現段階ではミティゲー
ションは想定していな
い。

ミティゲーションの実
施により、現況レベル
まで自然との触れ合い
活動が改善する。

ミティゲーションの実
施により、自然との触
れ合い活動が向上する
とともに、アクセス性
も向上する。

0 +1 -1 0 +2

2 東京体育館

騒音、アクセス規制に
より、自然との触れ合
い活動自体及びアクセ
スが阻害される。

主要なアクセスルート
が物理的に改変・遮断
されないことから、現
況と変わらない。

会場エリア内の入場が
規制されることから、
自然との触れ合い活動
のアクセスが阻害され
る。

騒音、アクセス規制に
より、自然との触れ合
い活動自体及びアクセ
スが阻害される。

主要なアクセスルート
が物理的に改変・遮断
されない、又は現況で
自然との触れ合い活動
が行われてない。

-2 0 -1 -2 0

ミティゲーションの実
施により、現況レベル
まで自然との触れ合い
活動が改善する。

ミティゲーションの実
施により、自然との触
れ合い活動の場へのア
クセス性が向上する。

現段階ではミティゲー
ションは想定していな
い。

ミティゲーションの実
施により、現況レベル
まで自然との触れ合い
活動が改善する。

ミティゲーションの実
施により、自然との触
れ合い活動が向上する
とともに、アクセス性
も向上する。

0 +1 -1 0 +2

3 国立代々木競技場
現況で自然との触れ合
い活動が行われていな
い。

現況で自然との触れ合
い活動が行われていな
い。

現況で自然との触れ合
い活動が行われていな
い。

現況で自然との触れ合
い活動が行われていな
い。

現況で自然との触れ合
い活動が行われていな
い。

0 0 0 0 0
現況で自然との触れ合
い活動が行われていな
い。

現況で自然との触れ合
い活動が行われていな
い。

現況で自然との触れ合
い活動が行われていな
い。

現況で自然との触れ合
い活動が行われていな
い。

現況で自然との触れ合
い活動が行われていな
い。

0 0 0 0 0

4 日本武道館

騒音、アクセス規制に
より、自然との触れ合
い活動自体及びアクセ
スが阻害される。

主要なアクセスルート
が物理的に改変・遮断
又はアクセスが規制さ
れることから、自然と
の触れ合い活動が阻害
される。

会場エリア内の入場が
規制されることから、
自然との触れ合い活動
のアクセスが阻害され
る。

騒音、アクセス規制に
より、自然との触れ合
い活動自体及びアクセ
スが阻害される。

主要なアクセスルート
が物理的に改変・遮断
されることから、自然
との触れ合い活動が阻
害される。

-2 -1 -1 -2 -1

ミティゲーションの実
施により、現況レベル
まで自然との触れ合い
活動が改善する。

自然との触れ合い活動
の場へのアクセスが阻
害される。

現段階ではミティゲー
ションは想定していな
い。

ミティゲーションの実
施により、現況レベル
まで自然との触れ合い
活動が改善する。

ミティゲーションの実
施により、自然との触
れ合い活動が向上す
る。

0 -1 -1 0 +1

5 皇居外苑
現況で自然との触れ合
い活動が行われていな
い。

現況で自然との触れ合
い活動が行われていな
い。

現況で自然との触れ合
い活動が行われていな
い。

現況で自然との触れ合
い活動が行われていな
い。

現況で自然との触れ合
い活動が行われていな
い。

0 0 0 0 0
現況で自然との触れ合
い活動が行われていな
い。

現況で自然との触れ合
い活動が行われていな
い。

現況で自然との触れ合
い活動が行われていな
い。

現況で自然との触れ合
い活動が行われていな
い。

現況で自然との触れ合
い活動が行われていな
い。

0 0 0 0 0

6 東京国際フォーラム
現況で自然との触れ合
い活動が行われていな
い。

現況で自然との触れ合
い活動が行われていな
い。

現況で自然との触れ合
い活動が行われていな
い。

現況で自然との触れ合
い活動が行われていな
い。

現況で自然との触れ合
い活動が行われていな
い。

0 0 0 0 0
現況で自然との触れ合
い活動が行われていな
い。

現況で自然との触れ合
い活動が行われていな
い。

現況で自然との触れ合
い活動が行われていな
い。

現況で自然との触れ合
い活動が行われていな
い。

現況で自然との触れ合
い活動が行われていな
い。

0 0 0 0 0

7 国技館
現況で自然との触れ合
い活動が行われていな
い。

現況で自然との触れ合
い活動が行われていな
い。

現況で自然との触れ合
い活動が行われていな
い。

現況で自然との触れ合
い活動が行われていな
い。

現況で自然との触れ合
い活動が行われていな
い。

0 0 0 0 0
現況で自然との触れ合
い活動が行われていな
い。

現況で自然との触れ合
い活動が行われていな
い。

現況で自然との触れ合
い活動が行われていな
い。

現況で自然との触れ合
い活動が行われていな
い。

現況で自然との触れ合
い活動が行われていな
い。

0 0 0 0 0

8 有明アリーナ
現況で自然との触れ合
い活動が行われていな
い。

現況で自然との触れ合
い活動が行われていな
い。

現況で自然との触れ合
い活動が行われていな
い。

現況で自然との触れ合
い活動が行われていな
い。

現況で自然との触れ合
い活動が行われていな
い。

0 0 0 0 0
現況で自然との触れ合
い活動が行われていな
い。

現況で自然との触れ合
い活動が行われていな
い。

現況で自然との触れ合
い活動が行われていな
い。

現況で自然との触れ合
い活動が行われていな
い。

現況で自然との触れ合
い活動が行われていな
い。

0 0 0 0 0

9 有明ＢＭＸコース
現況で自然との触れ合
い活動が行われていな
い。

現況で自然との触れ合
い活動が行われていな
い。

現況で自然との触れ合
い活動が行われていな
い。

現況で自然との触れ合
い活動が行われていな
い。

現況で自然との触れ合
い活動が行われていな
い。

0 0 0 0 0
現況で自然との触れ合
い活動が行われていな
い。

現況で自然との触れ合
い活動が行われていな
い。

現況で自然との触れ合
い活動が行われていな
い。

現況で自然との触れ合
い活動が行われていな
い。

現況で自然との触れ合
い活動が行われていな
い。

0 0 0 0 0

10 有明ベロドローム
現況で自然との触れ合
い活動が行われていな
い。

現況で自然との触れ合
い活動が行われていな
い。

現況で自然との触れ合
い活動が行われていな
い。

現況で自然との触れ合
い活動が行われていな
い。

現況で自然との触れ合
い活動が行われていな
い。

0 0 0 0 0
現況で自然との触れ合
い活動が行われていな
い。

現況で自然との触れ合
い活動が行われていな
い。

現況で自然との触れ合
い活動が行われていな
い。

現況で自然との触れ合
い活動が行われていな
い。

現況で自然との触れ合
い活動が行われていな
い。

0 0 0 0 0

11 有明体操競技場
現況で自然との触れ合
い活動が行われていな
い。

現況で自然との触れ合
い活動が行われていな
い。

現況で自然との触れ合
い活動が行われていな
い。

現況で自然との触れ合
い活動が行われていな
い。

現況で自然との触れ合
い活動が行われていな
い。

0 0 0 0 0
現況で自然との触れ合
い活動が行われていな
い。

現況で自然との触れ合
い活動が行われていな
い。

現況で自然との触れ合
い活動が行われていな
い。

現況で自然との触れ合
い活動が行われていな
い。

現況で自然との触れ合
い活動が行われていな
い。

0 0 0 0 0

12 有明テニスの森

騒音、アクセス規制に
より、自然との触れ合
い活動自体及びアクセ
スが阻害される。

主要なアクセスルート
が物理的に改変・遮断
又はアクセスが規制さ
れることから、自然と
の触れ合い活動が阻害
される。

会場エリア内の入場が
規制されることから、
自然との触れ合い活動
のアクセスが阻害され
る。

騒音、アクセス規制に
より、自然との触れ合
い活動自体及びアクセ
スが阻害される。

主要なアクセスルート
が物理的に改変・遮断
されることから、自然
との触れ合い活動が阻
害される。

-2 -1 -1 -2 -1

ミティゲーションの実
施により、現況レベル
まで自然との触れ合い
活動が改善する。

ミティゲーションの実
施により、自然との触
れ合い活動の場へのア
クセス性が向上する。

現段階ではミティゲー
ションは想定していな
い。

ミティゲーションの実
施により、現況レベル
まで自然との触れ合い
活動が改善する。

ミティゲーションの実
施により、自然との触
れ合い活動が向上す
る。

0 +1 -1 0 +1

13 お台場海浜公園

騒音、アクセス規制に
より、自然との触れ合
い活動自体及びアクセ
スが阻害される。

主要なアクセスルート
が物理的に改変・遮断
されないことから、現
況と変わらない。

会場エリア内の入場が
規制されることから、
自然との触れ合い活動
のアクセスが阻害され
る。

騒音、アクセス規制に
より、自然との触れ合
い活動自体及びアクセ
スが阻害される。

主要なアクセスルート
が物理的に改変・遮断
されない、又は現況で
自然との触れ合い活動
が行われてない。

-2 0 -1 -2 0

ミティゲーションの実
施により、現況レベル
まで自然との触れ合い
活動が改善する。

主要なアクセスルート
が物理的に改変・遮断
されないことから、現
況と変わらない。

現段階ではミティゲー
ションは想定していな
い。

ミティゲーションの実
施により、現況レベル
まで自然との触れ合い
活動が改善する。

ミティゲーションの実
施により、自然との触
れ合い活動が向上す
る。

0 0 -1 0 +1

14 潮風公園

騒音、アクセス規制に
より、自然との触れ合
い活動自体及びアクセ
スが阻害される。

主要なアクセスルート
が物理的に改変・遮断
又はアクセスが規制さ
れることから、自然と
の触れ合い活動が阻害
される。

会場エリア内の入場が
規制されることから、
自然との触れ合い活動
のアクセスが阻害され
る。

騒音、アクセス規制に
より、自然との触れ合
い活動自体及びアクセ
スが阻害される。

主要なアクセスルート
が物理的に改変・遮断
されることから、自然
との触れ合い活動が阻
害される。

-2 -1 -1 -2 -1

ミティゲーションの実
施により、現況レベル
まで自然との触れ合い
活動が改善する。

ミティゲーションの実
施により、自然との触
れ合い活動が現況レベ
ルまで改善する。

現段階ではミティゲー
ションは想定していな
い。

ミティゲーションの実
施により、現況レベル
まで自然との触れ合い
活動が改善する。

ミティゲーションの実
施により、自然との触
れ合い活動が向上す
る。

0 0 -1 0 +1

15～16
東京ビッグサイト・ホール
Ａ、Ｂ

現況で自然との触れ合
い活動が行われていな
い。

現況で自然との触れ合
い活動が行われていな
い。

現況で自然との触れ合
い活動が行われていな
い。

現況で自然との触れ合
い活動が行われていな
い。

現況で自然との触れ合
い活動が行われていな
い。

0 0 0 0 0
現況で自然との触れ合
い活動が行われていな
い。

現況で自然との触れ合
い活動が行われていな
い。

現況で自然との触れ合
い活動が行われていな
い。

現況で自然との触れ合
い活動が行われていな
い。

現況で自然との触れ合
い活動が行われていな
い。

0 0 0 0 0

17 大井ホッケー競技場

騒音、アクセス規制に
より、自然との触れ合
い活動自体及びアクセ
スが阻害される。

主要なアクセスルート
が物理的に改変・遮断
されないことから、現
況と変わらない。

会場エリア内の入場が
規制されることから、
自然との触れ合い活動
のアクセスが阻害され
る。

騒音、アクセス規制に
より、自然との触れ合
い活動自体及びアクセ
スが阻害される。

主要なアクセスルート
が物理的に改変・遮断
されない、又は現況で
自然との触れ合い活動
が行われてない。

-2 0 -1 -2 0

ミティゲーションの実
施により、現況レベル
まで自然との触れ合い
活動が改善する。

主要なアクセスルート
が物理的に改変・遮断
されないことから、現
況と変わらない。

現段階ではミティゲー
ションは想定していな
い。

ミティゲーションの実
施により、現況レベル
まで自然との触れ合い
活動が改善する。

ミティゲーションの実
施により、自然との触
れ合い活動が向上す
る。

0 0 -1 0 +1

18
海の森クロスカントリー
コース

現況で自然との触れ合
い活動が行われていな
い。

現況で自然との触れ合
い活動が行われていな
い。

現況で自然との触れ合
い活動が行われていな
い。

現況で自然との触れ合
い活動が行われていな
い。

現況で自然との触れ合
い活動が行われていな
い。

0 0 0 0 0
現況で自然との触れ合
い活動が行われていな
い。

現況で自然との触れ合
い活動が行われていな
い。

現況で自然との触れ合
い活動が行われていな
い。

現況で自然との触れ合
い活動が行われていな
い。

現況で自然との触れ合
い活動が行われていな
い。

0 0 0 0 0

19 海の森水上競技場
現況で自然との触れ合
い活動が行われていな
い。

現況で自然との触れ合
い活動が行われていな
い。

現況で自然との触れ合
い活動が行われていな
い。

現況で自然との触れ合
い活動が行われていな
い。

現況で自然との触れ合
い活動が行われていな
い。

0 0 0 0 0
現況で自然との触れ合
い活動が行われていな
い。

現況で自然との触れ合
い活動が行われていな
い。

現況で自然との触れ合
い活動が行われていな
い。

現況で自然との触れ合
い活動が行われていな
い。

現況で自然との触れ合
い活動が行われていな
い。

0 0 0 0 0

20
海の森マウンテンバイク
コース

現況で自然との触れ合
い活動が行われていな
い。

現況で自然との触れ合
い活動が行われていな
い。

現況で自然との触れ合
い活動が行われていな
い。

現況で自然との触れ合
い活動が行われていな
い。

現況で自然との触れ合
い活動が行われていな
い。

0 0 0 0 0
現況で自然との触れ合
い活動が行われていな
い。

現況で自然との触れ合
い活動が行われていな
い。

現況で自然との触れ合
い活動が行われていな
い。

現況で自然との触れ合
い活動が行われていな
い。

現況で自然との触れ合
い活動が行われていな
い。

0 0 0 0 0

21 若洲オリンピックマリーナ

騒音、アクセス規制に
より、自然との触れ合
い活動自体及びアクセ
スが阻害される。

主要なアクセスルート
が物理的に改変・遮断
又はアクセスが規制さ
れることから、自然と
の触れ合い活動が阻害
される。

会場エリア内の入場が
規制されることから、
自然との触れ合い活動
のアクセスが阻害され
る。

騒音、アクセス規制に
より、自然との触れ合
い活動自体及びアクセ
スが阻害される。

主要なアクセスルート
が物理的に改変・遮断
されることから、自然
との触れ合い活動が阻
害される。

-2 -1 -1 -2 -1

ミティゲーションの実
施により、現況レベル
まで自然との触れ合い
活動が改善する。

ミティゲーションの実
施により、自然との触
れ合い活動が現況レベ
ルまで改善する。

現段階ではミティゲー
ションは想定していな
い。

ミティゲーションの実
施により、現況レベル
まで自然との触れ合い
活動が改善する。

ミティゲーションの実
施により、自然との触
れ合い活動が向上す
る。

0 0 -1 0 +1

開催中 開催後開催後
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名称

会場
段階別影響

開催中開催前
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評価点

4－39



評価指標別予測結果表（自然との触れ合い活動の変化）

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

開催中 開催後開催後

No.

二次評価

段階別影響 評価点

開催前 開催中 開催後 開催前開催中

名称

会場
段階別影響

開催中開催前

一次評価

開催後 開催前

評価点

22 葛西臨海公園

騒音、アクセス規制に
より、自然との触れ合
い活動自体及びアクセ
スが阻害される。

主要なアクセスルート
が物理的に改変・遮断
されないことから、現
況と変わらない。

会場エリア内の入場が
規制されることから、
自然との触れ合い活動
のアクセスが阻害され
る。

騒音、アクセス規制に
より、自然との触れ合
い活動自体及びアクセ
スが阻害される。

主要なアクセスルート
が物理的に改変・遮断
されない、又は現況で
自然との触れ合い活動
が行われてない。

-2 0 -1 -2 0

ミティゲーションの実
施により、現況レベル
まで自然との触れ合い
活動が改善する。

ミティゲーションの実
施により、自然との触
れ合い活動が向上する
とともに、アクセス性
も向上する。

現段階ではミティゲー
ションは想定していな
い。

ミティゲーションの実
施により、現況レベル
まで自然との触れ合い
活動が改善する。

ミティゲーションの実
施により、自然との触
れ合い活動が向上す
る。

0 +1 -1 0 +1

23～24
夢の島ユース・プラザ・ア
リーナＡ、Ｂ

騒音、アクセス規制に
より、自然との触れ合
い活動自体及びアクセ
スが阻害される。

主要なアクセスルート
が物理的に改変・遮断
されないことから、現
況と変わらない。

会場エリア内の入場が
規制されることから、
自然との触れ合い活動
のアクセスが阻害され
る。

騒音、アクセス規制に
より、自然との触れ合
い活動自体及びアクセ
スが阻害される。

主要なアクセスルート
が物理的に改変・遮断
されない、又は現況で
自然との触れ合い活動
が行われてない。

-2 0 -1 -2 0

ミティゲーションの実
施により、現況レベル
まで自然との触れ合い
活動が改善する。

ミティゲーションの実
施により、自然との触
れ合い活動が向上する
とともに、アクセス性
も向上する。

現段階ではミティゲー
ションは想定していな
い。

ミティゲーションの実
施により、現況レベル
まで自然との触れ合い
活動が改善する。

ミティゲーションの実
施により、自然との触
れ合い活動が向上する
とともに、アクセス性
も向上する。

0 +1 -1 0 +2

25 夢の島公園

騒音、アクセス規制に
より、自然との触れ合
い活動自体及びアクセ
スが阻害される。

主要なアクセスルート
が物理的に改変・遮断
又はアクセスが規制さ
れることから、自然と
の触れ合い活動が阻害
される。

会場エリア内の入場が
規制されることから、
自然との触れ合い活動
のアクセスが阻害され
る。

騒音、アクセス規制に
より、自然との触れ合
い活動自体及びアクセ
スが阻害される。

主要なアクセスルート
が物理的に改変・遮断
されることから、自然
との触れ合い活動が阻
害される。

-2 -1 -1 -2 -1

ミティゲーションの実
施により、現況レベル
まで自然との触れ合い
活動が改善する。

ミティゲーションの実
施により、自然との触
れ合い活動が向上する
とともに、アクセス性
も向上する。

現段階ではミティゲー
ションは想定していな
い。

ミティゲーションの実
施により、現況レベル
まで自然との触れ合い
活動が改善する。

ミティゲーションの実
施により、自然との触
れ合い活動が向上する
とともに、アクセス性
も向上する。

0 +1 -1 0 +2

26 夢の島競技場

騒音、アクセス規制に
より、自然との触れ合
い活動自体及びアクセ
スが阻害される。

主要なアクセスルート
が物理的に改変・遮断
又はアクセスが規制さ
れることから、自然と
の触れ合い活動が阻害
される。

会場エリア内の入場が
規制されることから、
自然との触れ合い活動
のアクセスが阻害され
る。

騒音、アクセス規制に
より、自然との触れ合
い活動自体及びアクセ
スが阻害される。

主要なアクセスルート
が物理的に改変・遮断
されることから、自然
との触れ合い活動が阻
害される。

-2 -1 -1 -2 -1

ミティゲーションの実
施により、現況レベル
まで自然との触れ合い
活動が改善する。

ミティゲーションの実
施により、自然との触
れ合い活動が向上する
とともに、アクセス性
も向上する。

現段階ではミティゲー
ションは想定していな
い。

ミティゲーションの実
施により、現況レベル
まで自然との触れ合い
活動が改善する。

ミティゲーションの実
施により、自然との触
れ合い活動が向上する
とともに、アクセス性
も向上する。

0 +1 -1 0 +2

27～28
オリンピックアクアティク
スセンター
ウォーターポロアリーナ

騒音、アクセス規制に
より、自然との触れ合
い活動自体及びアクセ
スが阻害される。

主要なアクセスルート
が物理的に改変・遮断
されないことから、現
況と変わらない。

会場エリア内の入場が
規制されることから、
自然との触れ合い活動
のアクセスが阻害され
る。

騒音、アクセス規制に
より、自然との触れ合
い活動自体及びアクセ
スが阻害される。

主要なアクセスルート
が物理的に改変・遮断
されない、又は現況で
自然との触れ合い活動
が行われてない。

-2 0 -1 -2 0

ミティゲーションの実
施により、現況レベル
まで自然との触れ合い
活動が改善する。

ミティゲーションの実
施により、自然との触
れ合い活動が向上する
とともに、アクセス性
も向上する。

現段階ではミティゲー
ションは想定していな
い。

ミティゲーションの実
施により、現況レベル
まで自然との触れ合い
活動が改善する。

ミティゲーションの実
施により、自然との触
れ合い活動が向上する
とともに、アクセス性
も向上する。

0 +1 -1 0 +2

29
武蔵野の森総合スポーツ施
設

現況で自然との触れ合
い活動が行われていな
い。

現況で自然との触れ合
い活動が行われていな
い。

現況で自然との触れ合
い活動が行われていな
い。

現況で自然との触れ合
い活動が行われていな
い。

現況で自然との触れ合
い活動が行われていな
い。

0 0 0 0 0
現況で自然との触れ合
い活動が行われていな
い。

現況で自然との触れ合
い活動が行われていな
い。

現況で自然との触れ合
い活動が行われていな
い。

現況で自然との触れ合
い活動が行われていな
い。

現況で自然との触れ合
い活動が行われていな
い。

0 0 0 0 0

30 東京スタジアム
現況で自然との触れ合
い活動が行われていな
い。

現況で自然との触れ合
い活動が行われていな
い。

現況で自然との触れ合
い活動が行われていな
い。

現況で自然との触れ合
い活動が行われていな
い。

現況で自然との触れ合
い活動が行われていな
い。

0 0 0 0 0
現況で自然との触れ合
い活動が行われていな
い。

現況で自然との触れ合
い活動が行われていな
い。

現況で自然との触れ合
い活動が行われていな
い。

現況で自然との触れ合
い活動が行われていな
い。

現況で自然との触れ合
い活動が行われていな
い。

0 0 0 0 0

31 武蔵野の森公園

騒音、アクセス規制に
より、自然との触れ合
い活動自体及びアクセ
スが阻害される。

主要なアクセスルート
が物理的に改変・遮断
又はアクセスが規制さ
れることから、自然と
の触れ合い活動が阻害
される。

会場エリア内の入場が
規制されることから、
自然との触れ合い活動
のアクセスが阻害され
る。

騒音、アクセス規制に
より、自然との触れ合
い活動自体及びアクセ
スが阻害される。

主要なアクセスルート
が物理的に改変・遮断
されることから、自然
との触れ合い活動が阻
害される。

-2 -1 -1 -2 -1

ミティゲーションの実
施により、現況レベル
まで自然との触れ合い
活動が改善する。

ミティゲーションの実
施により、自然との触
れ合い活動が現況レベ
ルまで改善する。

現段階ではミティゲー
ションは想定していな
い。

ミティゲーションの実
施により、現況レベル
まで自然との触れ合い
活動が改善する。

ミティゲーションの実
施により、自然との触
れ合い活動が向上す
る。

0 0 -1 0 +1

32 陸上自衛隊朝霞訓練場
現況で自然との触れ合
い活動が行われていな
い。

現況で自然との触れ合
い活動が行われていな
い。

現況で自然との触れ合
い活動が行われていな
い。

現況で自然との触れ合
い活動が行われていな
い。

現況で自然との触れ合
い活動が行われていな
い。

0 0 0 0 0
現況で自然との触れ合
い活動が行われていな
い。

現況で自然との触れ合
い活動が行われていな
い。

現況で自然との触れ合
い活動が行われていな
い。

現況で自然との触れ合
い活動が行われていな
い。

現況で自然との触れ合
い活動が行われていな
い。

0 0 0 0 0

33 霞ヶ関カンツリー倶楽部
現況で自然との触れ合
い活動が行われていな
い。

現況で自然との触れ合
い活動が行われていな
い。

現況で自然との触れ合
い活動が行われていな
い。

現況で自然との触れ合
い活動が行われていな
い。

現況で自然との触れ合
い活動が行われていな
い。

0 0 0 0 0
現況で自然との触れ合
い活動が行われていな
い。

現況で自然との触れ合
い活動が行われていな
い。

現況で自然との触れ合
い活動が行われていな
い。

現況で自然との触れ合
い活動が行われていな
い。

現況で自然との触れ合
い活動が行われていな
い。

0 0 0 0 0

34 札幌ドーム
現況で自然との触れ合
い活動が行われていな
い。

現況で自然との触れ合
い活動が行われていな
い。

現況で自然との触れ合
い活動が行われていな
い。

現況で自然との触れ合
い活動が行われていな
い。

現況で自然との触れ合
い活動が行われていな
い。

0 0 0 0 0
現況で自然との触れ合
い活動が行われていな
い。

現況で自然との触れ合
い活動が行われていな
い。

現況で自然との触れ合
い活動が行われていな
い。

現況で自然との触れ合
い活動が行われていな
い。

現況で自然との触れ合
い活動が行われていな
い。

0 0 0 0 0

35 宮城スタジアム

騒音、アクセス規制に
より、自然との触れ合
い活動自体及びアクセ
スが阻害される。

主要なアクセスルート
が物理的に改変・遮断
されないことから、現
況と変わらない。

会場エリア内の入場が
規制されることから、
自然との触れ合い活動
のアクセスが阻害され
る。

騒音、アクセス規制に
より、自然との触れ合
い活動自体及びアクセ
スが阻害される。

主要なアクセスルート
が物理的に改変・遮断
されない、又は現況で
自然との触れ合い活動
が行われてない。

-2 0 -1 -2 0

ミティゲーションの実
施により、現況レベル
まで自然との触れ合い
活動が改善する。

主要なアクセスルート
が物理的に改変・遮断
されないことから、現
況と変わらない。

現段階ではミティゲー
ションは想定していな
い。

ミティゲーションの実
施により、現況レベル
まで自然との触れ合い
活動が改善する。

ミティゲーションの実
施により、自然との触
れ合い活動が向上す
る。

0 0 -1 0 +1

36 埼玉スタジアム2002

騒音、アクセス規制に
より、自然との触れ合
い活動自体及びアクセ
スが阻害される。

主要なアクセスルート
が物理的に改変・遮断
されないことから、現
況と変わらない。

会場エリア内の入場が
規制されることから、
自然との触れ合い活動
のアクセスが阻害され
る。

騒音、アクセス規制に
より、自然との触れ合
い活動自体及びアクセ
スが阻害される。

主要なアクセスルート
が物理的に改変・遮断
されない、又は現況で
自然との触れ合い活動
が行われてない。

-2 0 -1 -2 0

ミティゲーションの実
施により、現況レベル
まで自然との触れ合い
活動が改善する。

主要なアクセスルート
が物理的に改変・遮断
されないことから、現
況と変わらない。

現段階ではミティゲー
ションは想定していな
い。

ミティゲーションの実
施により、現況レベル
まで自然との触れ合い
活動が改善する。

ミティゲーションの実
施により、自然との触
れ合い活動が向上す
る。

0 0 -1 0 +1

37 横浜国際総合競技場

騒音、アクセス規制に
より、自然との触れ合
い活動自体及びアクセ
スが阻害される。

主要なアクセスルート
が物理的に改変・遮断
されないことから、現
況と変わらない。

会場エリア内の入場が
規制されることから、
自然との触れ合い活動
のアクセスが阻害され
る。

騒音、アクセス規制に
より、自然との触れ合
い活動自体及びアクセ
スが阻害される。

主要なアクセスルート
が物理的に改変・遮断
されない、又は現況で
自然との触れ合い活動
が行われてない。

-2 0 -1 -2 0

ミティゲーションの実
施により、現況レベル
まで自然との触れ合い
活動が改善する。

主要なアクセスルート
が物理的に改変・遮断
されない、又は現況で
自然との触れ合い活動
が行われてない。

現段階ではミティゲー
ションは想定していな
い。

ミティゲーションの実
施により、現況レベル
まで自然との触れ合い
活動が改善する。

ミティゲーションの実
施により、自然との触
れ合い活動が向上す
る。

0 0 -1 0 +1

OV 選手村

騒音、アクセス規制に
より、自然との触れ合
い活動自体及びアクセ
スが阻害される。

主要なアクセスルート
が物理的に改変・遮断
又はアクセスが規制さ
れることから、自然と
の触れ合い活動が阻害
される。

会場エリア内の入場が
規制されることから、
自然との触れ合い活動
のアクセスが阻害され
る。

騒音、アクセス規制に
より、自然との触れ合
い活動自体及びアクセ
スが阻害される。

主要なアクセスルート
が物理的に改変・遮断
されることから、自然
との触れ合い活動が阻
害される。

-2 -1 -1 -2 -1

ミティゲーションの実
施により、現況レベル
まで自然との触れ合い
活動が改善する。

ミティゲーションの実
施により、自然との触
れ合い活動が向上する
とともに、アクセス性
も向上する。

現段階ではミティゲー
ションは想定していな
い。

ミティゲーションの実
施により、現況レベル
まで自然との触れ合い
活動が改善する。

ミティゲーションの実
施により、自然との触
れ合い活動が向上する
とともに、アクセス性
も向上する。

0 +1 -1 0 +2

IBC/MPC
東京ビッグサイト
(IBC/MPC)

現況で自然との触れ合
い活動が行われていな
い。

現況で自然との触れ合
い活動が行われていな
い。

現況で自然との触れ合
い活動が行われていな
い。

現況で自然との触れ合
い活動が行われていな
い。

現況で自然との触れ合
い活動が行われていな
い。

0 0 0 0 0
現況で自然との触れ合
い活動が行われていな
い。

現況で自然との触れ合
い活動が行われていな
い。

現況で自然との触れ合
い活動が行われていな
い。

現況で自然との触れ合
い活動が行われていな
い。

現況で自然との触れ合
い活動が行われていな
い。

0 0 0 0 0
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評価指標別予測結果表（街路樹等緑陰の状況(緑陰面積)）

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

1
オリンピックスタジアム
(国立霞ヶ丘競技場)

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

施設周辺の樹木及びア
クセスルートに面した
樹木の一部が改変され
るが、緑陰面積の減少
はわずかであるため、
歩行者が感じる快適性
は変わらない。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

施設周辺の樹木及びア
クセスルートに面した
樹木の一部が改変され
るが、緑陰面積の減少
はわずかであるため、
歩行者が感じる快適性
は変わらない。

－ -1 － -1

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

街路樹の整備・充実を
図ることにより、緑陰
面積及び歩行者が感じ
る快適性ともに現況と
変わらない。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

アクセスルート周辺に
おいて整備した街路樹
を維持することによ
り、緑陰面積及び歩行
者が感じる快適性とも
に現況と変わらない。

－ 0 － 0

2 東京体育館

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

樹木に影響する改変は
なく、緑陰面積及び歩
行者が感じる快適性と
もに現況と変わらな
い。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

樹木に影響する改変は
なく、緑陰面積及び歩
行者が感じる快適性と
もに現況と変わらな
い。

－ 0 － 0

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

樹木に影響する改変は
なく、緑陰面積及び歩
行者が感じる快適性と
もに現況と変わらな
い。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

樹木に影響する改変は
なく、緑陰面積及び歩
行者が感じる快適性と
もに現況と変わらな
い。

－ 0 － 0

3 国立代々木競技場

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

一部の街路樹が改変さ
れるが、緑陰面積の減
少はわずかであるた
め、歩行者が感じる快
適性は変わらない。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

街路樹の改変は継続す
る、緑陰面積の減少は
わずかであるため、歩
行者が感じる快適性は
変わらない。

－ -1 － -1

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

歩行者デッキにより改
変される樹木について
は会場エリア内に移植
を行うことにより、緑
陰面積及び歩行者が感
じる快適性ともに現況
と変わらない。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

仮設撤去後の原状復
帰、会場エリア内に移
植した樹木の維持によ
り、緑陰面積及び歩行
者が感じる快適性とも
に現況と変わらない。

－ 0 － 0

4 日本武道館

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

樹木に影響する改変は
なく、緑陰面積及び歩
行者が感じる快適性と
もに現況と変わらな
い。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

樹木に影響する改変は
なく、緑陰面積及び歩
行者が感じる快適性と
もに現況と変わらな
い。

－ 0 － 0

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

樹木に影響する改変は
なく、緑陰面積及び歩
行者が感じる快適性と
もに現況と変わらな
い。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

樹木に影響する改変は
なく、緑陰面積及び歩
行者が感じる快適性と
もに現況と変わらな
い。

－ 0 － 0

5 皇居外苑

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

樹木に影響する改変は
なく、緑陰面積及び歩
行者が感じる快適性と
もに現況と変わらな
い。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

樹木に影響する改変は
なく、緑陰面積及び歩
行者が感じる快適性と
もに現況と変わらな
い。

－ 0 － 0

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

樹木に影響する改変は
なく、緑陰面積及び歩
行者が感じる快適性と
もに現況と変わらな
い。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

樹木に影響する改変は
なく、緑陰面積及び歩
行者が感じる快適性と
もに現況と変わらな
い。

－ 0 － 0

6 東京国際フォーラム

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

樹木に影響する改変は
なく、緑陰面積及び歩
行者が感じる快適性と
もに現況と変わらな
い。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

樹木に影響する改変は
なく、緑陰面積及び歩
行者が感じる快適性と
もに現況と変わらな
い。

－ 0 － 0

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

樹木に影響する改変は
なく、緑陰面積及び歩
行者が感じる快適性と
もに現況と変わらな
い。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

樹木に影響する改変は
なく、緑陰面積及び歩
行者が感じる快適性と
もに現況と変わらな
い。

－ 0 － 0

7 国技館

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

樹木に影響する改変は
なく、緑陰面積及び歩
行者が感じる快適性と
もに現況と変わらな
い。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

樹木に影響する改変は
なく、緑陰面積及び歩
行者が感じる快適性と
もに現況と変わらな
い。

－ 0 － 0

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

樹木に影響する改変は
なく、緑陰面積及び歩
行者が感じる快適性と
もに現況と変わらな
い。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

樹木に影響する改変は
なく、緑陰面積及び歩
行者が感じる快適性と
もに現況と変わらな
い。

－ 0 － 0

8 有明アリーナ

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

現況は未利用地であ
り、樹木に影響する改
変はなく、緑陰面積及
び歩行者が感じる快適
性ともに現況と変わら
ない。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

現況は未利用地であ
り、樹木に影響する改
変はなく、緑陰面積及
び歩行者が感じる快適
性ともに現況と変わら
ない。

－ 0 － 0

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

街路樹の整備・充実を
図るとともに、会場エ
リア内の樹木の充実を
図ることにより、緑陰
面積及び歩行者が感じ
る快適性ともに向上す
る

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

アクセスルートの街路
樹を開催後も維持する
ことにより、緑陰面積
及び歩行者が感じる快
適性ともに向上する。

－ +2 － +2

9 有明ＢＭＸコース

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

現況は未利用地であ
り、樹木に影響する改
変はなく、緑陰面積及
び歩行者が感じる快適
性ともに現況と変わら
ない。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

現況は未利用地であ
り、樹木に影響する改
変はなく、緑陰面積及
び歩行者が感じる快適
性ともに現況と変わら
ない。

－ 0 － 0

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

街路樹の整備・充実を
図るとともに、会場エ
リア内の樹木の充実を
図ることにより、緑陰
面積及び歩行者が感じ
る快適性ともに向上す
る

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

アクセスルートの街路
樹を開催後も維持する
ことにより、緑陰面積
及び歩行者が感じる快
適性ともに向上する。

－ +2 － +2

10 有明ベロドローム

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

現況は未利用地であ
り、樹木に影響する改
変はなく、緑陰面積及
び歩行者が感じる快適
性ともに現況と変わら
ない。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

現況は未利用地であ
り、樹木に影響する改
変はなく、緑陰面積及
び歩行者が感じる快適
性ともに現況と変わら
ない。

－ 0 － 0

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

街路樹の整備・充実を
図るとともに、会場エ
リア内の樹木の充実を
図ることにより、緑陰
面積及び歩行者が感じ
る快適性ともに向上す
る

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

アクセスルートの街路
樹を開催後も維持する
ことにより、緑陰面積
及び歩行者が感じる快
適性ともに向上する。

－ +2 － +2

11 有明体操競技場

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

現況は未利用地であ
り、樹木に影響する改
変はなく、緑陰面積及
び歩行者が感じる快適
性ともに現況と変わら
ない。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

現況は未利用地であ
り、樹木に影響する改
変はなく、緑陰面積及
び歩行者が感じる快適
性ともに現況と変わら
ない。

－ 0 － 0

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

街路樹の整備・充実を
図るとともに、会場エ
リア内の樹木の充実を
図ることにより、緑陰
面積及び歩行者が感じ
る快適性ともに向上す
る

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

アクセスルートの街路
樹を開催後も維持する
ことにより、緑陰面積
及び歩行者が感じる快
適性ともに向上する。

－ +2 － +2

12 有明テニスの森

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

会場エリア内の歩道沿
いを含む樹木の大部分
が改変されるため、緑
陰面積が減少し、歩行
者が感じる快適性が低
下する。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

会場エリア内の歩道沿
いを含む樹木の大部分
が改変されるため、緑
陰面積が減少し、歩行
者が感じる快適性が低
下する。

－ -2 － -2

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

施設の整備により改変
される樹木を移植する
ことにより、緑陰面積
及び歩行者が感じる快
適性ともに現況と変わ
らない。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

移植した樹木を開催後
も維持することによ
り、緑陰面積及び歩行
者が感じる快適性とも
に現況と変わらない。

－ 0 － 0

13 お台場海浜公園

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

樹木に影響する改変は
なく、緑陰面積及び歩
行者が感じる快適性と
もに現況と変わらな
い。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

樹木に影響する改変は
なく、緑陰面積及び歩
行者が感じる快適性と
もに現況と変わらな
い。

－ 0 － 0

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

樹木に影響する改変は
なく、緑陰面積及び歩
行者が感じる快適性と
もに現況と変わらな
い。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

樹木に影響する改変は
なく、緑陰面積及び歩
行者が感じる快適性と
もに現況と変わらな
い。

－ 0 － 0

14 潮風公園

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

仮設の建物の設置によ
り、一部の樹木が改変
されるため、会場エリ
ア内の緑陰面積が減少
する。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

仮設が撤去されるが、
一部の樹木が改変され
た状態が継続するた
め、会場エリア内の緑
陰面積が減少する。

－ -1 － -1

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

改変される樹木につい
ては、会場エリア内に
移植することにより、
緑陰面積及び歩行者が
感じる快適性ともに現
況と変わらない。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

仮設撤去後に、樹木の
原状復帰を行うことに
より、緑陰面積及び歩
行者の感じる快適性と
もに現況と変わらな
い。

－ 0 － 0

15～16
東京ビッグサイト・ホール
Ａ、Ｂ

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

樹木に影響する改変は
なく、緑陰面積及び歩
行者が感じる快適性と
もに現況と変わらな
い。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

樹木に影響する改変は
なく、緑陰面積及び歩
行者が感じる快適性と
もに現況と変わらな
い。

－ 0 － 0

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

樹木に影響する改変は
なく、緑陰面積及び歩
行者が感じる快適性と
もに現況と変わらな
い。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

樹木に影響する改変は
なく、緑陰面積及び歩
行者が感じる快適性と
もに現況と変わらな
い。

－ 0 － 0

17 大井ホッケー競技場

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

仮設、恒設の建設によ
り、樹木が改変される
ため、会場エリア内の
緑陰面積が減少する。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

樹木が改変された状態
が継続するため、会場
エリア内の緑陰面積は
減少する。

－ -1 － -1

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

改変される樹木につい
ては、会場エリア内へ
移植を行うことによ
り、緑陰面積及び歩行
者が感じる快適性とも
に現況と変わらない。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

移植した樹木の維持、
仮設撤去後の原状復帰
により、緑陰面積及び
歩行者が感じる快適性
ともに現況と変わらな
い。

－ 0 － 0

18
海の森クロスカントリー
コース

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

現況は未利用地であ
り、緑陰面積及び歩行
者が感じる快適性とも
に現況と変わらない。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

現況は未利用地であ
り、緑陰面積及び歩行
者が感じる快適性とも
に現況と変わらない。

－ 0 － 0

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

88haの植樹などを行
う。これにより、緑陰
面積及び歩行者が感じ
る快適性ともに向上す
る。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

海の森として整備され
た樹林を維持すること
により、緑陰面積及び
歩行者が感じる快適性
ともに向上する。

－ +2 － +2

開催中 開催後開催後

No.

二次評価

段階別影響 評価点

開催前 開催中 開催後 開催前開催中

名称

会場
段階別影響

開催中開催前

一次評価

開催後 開催前

評価点
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工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

開催中 開催後開催後

No.

二次評価

段階別影響 評価点

開催前 開催中 開催後 開催前開催中

名称

会場
段階別影響

開催中開催前

一次評価

開催後 開催前

評価点

19 海の森水上競技場

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

現況は未利用地であ
り、緑陰面積及び歩行
者が感じる快適性とも
に現況と変わらない。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

現況は未利用地である
ことから、緑陰面積及
び歩行者の感じる快適
性ともに現況と変わら
ない。

－ 0 － 0

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

樹木に影響する改変は
なく、緑陰面積及び歩
行者が感じる快適性と
もに現況と変わらな
い。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

樹木に影響する改変は
なく、緑陰面積及び歩
行者が感じる快適性と
もに現況と変わらな
い。

－ 0 － 0

20
海の森マウンテンバイク
コース

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

現況は未利用地であ
り、緑陰面積及び歩行
者が感じる快適性とも
に現況と変わらない。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

現況は未利用地であ
り、緑陰面積及び歩行
者が感じる快適性とも
に現況と変わらない。

－ 0 － 0

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

樹木に影響する改変は
なく、緑陰面積及び歩
行者が感じる快適性と
もに現況と変わらな
い。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

樹木に影響する改変は
なく、緑陰面積及び歩
行者が感じる快適性と
もに現況と変わらな
い。

－ 0 － 0

21 若洲オリンピックマリーナ

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

ほぼ全面において舗装
による改変を受けるた
め、緑陰面積が減少す
る。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

仮設の建物、観客席が
撤去されるが、舗装面
は開催後も残り、樹木
が改変された状態であ
るため、緑陰面積が減
少した状態が続く。

－ -1 － -1

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

歩道沿いに適度な植栽
を行うが、若洲キャン
プ場が改変された状態
であるため、緑陰面積
は減少する。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

若洲キャンプ場の原状
復帰、植樹を開催後も
維持することにより、
緑陰面積及び歩行者が
感じる快適性ともに現
況と変わらないレベル
となる。

－ -1 － 0

22 葛西臨海公園

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

まとまった樹木が影響
を受けるため、会場エ
リア内において緑陰面
積が減少する。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

恒設の競技エリアの整
備にともない、会場エ
リア内において緑陰面
積が減少した状態が続
く。アクセスルートに
面した樹木に変化はな
く、歩行者が感じる快
適性は変わらない。

－ -1 － -1

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

改変される樹木につい
ては、会場エリア内へ
移植を行うことによ
り、緑陰面積及び歩行
者が感じる快適性とも
に現況と変わらない。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

仮設撤去後の原状復
帰、移植を維持するこ
とにより、緑陰面積及
び歩行者が感じる快適
性ともに現況と変わら
ない。

－ 0 － 0

23～24
夢の島ユース・プラザ・ア
リーナＡ、Ｂ

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

恒設のアリーナの整備
により樹木が影響を受
けるため、会場エリア
内の緑陰面積が減少す
る。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

恒設のアリーナの存在
により、緑陰面積が減
少した状態が続く。
アクセスルートに面し
た樹木に変化はなく、
歩行者が感じる快適性
は変わらない。

－ -1 － -1

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

影響を受ける樹木につ
いては、会場エリア内
に移植を行う。また、
アリーナの建物周囲の
樹木の充実を図ること
により、緑陰面積が増
大する。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

移植した樹木の維持及
び建物周囲の樹木を開
催後も維持することに
より、緑陰面積が増大
する。

－ +1 － +1

25 夢の島公園

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

まとまった樹木が影響
を受けるため、緑陰面
積が減少し、歩行者が
感じる快適性が低下す
る。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

会場エリア内及びアク
セスルート上のまと
まった樹木が改変され
た状態が継続している
ため、緑陰面積が減少
し、歩行者が感じる快
適性は低下した状態が
続く。

－ -2 － -2

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

恒設による影響を受け
る樹木は移植を行い、
仮設により影響を受け
る樹木は会場エリア内
に移植を行うため、緑
陰面積及び歩行者が感
じる快適性ともに現況
と変わらない。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

仮設の撤去後の原状復
帰、移植した樹木を開
催後も維持することに
より、緑陰面積及び歩
行者が感じる快適性と
もに現況と変わらな
い。

－ 0 － 0

26 夢の島競技場

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

一部の街路樹が改変さ
れるが、緑陰面積の減
少はわずかであるた
め、歩行者が感じる快
適性は変わらない。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

会場エリア内の緑陰面
積の減少はわずかであ
るため、歩行者が感じ
る快適性は変わらな
い。

－ -1 － -1

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

影響を受ける樹木につ
いては、会場エリア内
に移植を行うことによ
り、緑陰面積及び歩行
者が感じる快適性とも
に現況と変わらない。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

仮設撤去後に原状復
帰、移植を行った樹木
を開催後も維持するこ
とにより、緑陰面積及
び歩行者の感じる快適
性ともに現況と変わら
ない。

－ 0 － 0

27～28
オリンピックアクアティク
スセンター
ウォーターポロアリーナ

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

樹林地となっている部
分が改変されるため、
会場エリア内の緑陰面
積が減少する。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

恒設の存在により、樹
木が改変された状態が
続くため、緑陰面積が
減少する。アクセス
ルートに面した樹木に
変化はなく、歩行者が
感じる快適性は変わら
ない。

－ -1 － -1

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

仮設により影響を受け
る樹木については会場
エリア内に移植を行う
が、恒設により影響を
受ける樹木は会場エリ
ア外へ移植を行うた
め、会場エリア内の緑
陰面積は減少する。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

恒設の建設により影響
を受ける樹木について
は、会場外への移植を
行うため、会場エリア
内では現況よりも緑陰
面積が減少した状態が
続く。

－ -1 － -1

29
武蔵野の森総合スポーツ施
設

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

樹木に影響する改変は
なく、緑陰面積及び歩
行者が感じる快適性と
もに現況と変わらな
い。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

樹木に影響する改変は
なく、緑陰面積及び歩
行者が感じる快適性と
もに現況と変わらな
い。

－ 0 － 0

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

樹木に影響する改変は
なく、緑陰面積及び歩
行者が感じる快適性と
もに現況と変わらな
い。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

樹木に影響する改変は
なく、緑陰面積及び歩
行者が感じる快適性と
もに現況と変わらな
い。

－ 0 － 0

30 東京スタジアム

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

樹木に影響する改変は
なく、緑陰面積及び歩
行者が感じる快適性と
もに現況と変わらな
い。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

樹木に影響する改変は
なく、緑陰面積及び歩
行者が感じる快適性と
もに現況と変わらな
い。

－ 0 － 0

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

樹木に影響する改変は
なく、緑陰面積及び歩
行者が感じる快適性と
もに現況と変わらな
い。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

樹木に影響する改変は
なく、緑陰面積及び歩
行者が感じる快適性と
もに現況と変わらな
い。

－ 0 － 0

31 武蔵野の森公園

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

樹木に影響する改変は
なく、緑陰面積及び歩
行者が感じる快適性と
もに現況と変わらな
い。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

樹木に影響する改変は
なく、緑陰面積及び歩
行者が感じる快適性と
もに現況と変わらな
い。

－ 0 － 0

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

樹木に影響する改変は
なく、緑陰面積及び歩
行者が感じる快適性と
もに現況と変わらな
い。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

樹木に影響する改変は
なく、緑陰面積及び歩
行者が感じる快適性と
もに現況と変わらな
い。

－ 0 － 0

32 陸上自衛隊朝霞訓練場

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

樹木に影響する改変は
なく、緑陰面積及び歩
行者が感じる快適性と
もに現況と変わらな
い。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

陸上自衛隊の専用施設
であり、公共的な利用
が想定されないことか
ら、後利用における予
測評価の対象外とす
る。

－ 0 － －

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

樹木に影響する改変は
なく、緑陰面積及び歩
行者が感じる快適性と
もに現況と変わらな
い。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

陸上自衛隊の西洋施設
であり、公共的な利用
が想定されないことか
ら、後利用における予
測評価の対象外とす
る。

－ 0 － －

33 霞ヶ関カンツリー倶楽部

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

樹木に影響する改変は
なく、緑陰面積及び歩
行者が感じる快適性と
もに現況と変わらな
い。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

樹木に影響する改変は
なく、緑陰面積及び歩
行者が感じる快適性と
もに現況と変わらな
い。

－ 0 － 0

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

樹木に影響する改変は
なく、緑陰面積及び歩
行者が感じる快適性と
もに現況と変わらな
い。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

樹木に影響する改変は
なく、緑陰面積及び歩
行者が感じる快適性と
もに現況と変わらな
い。

－ 0 － 0

34 札幌ドーム

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

外部施設はテント等で
あり街路樹等の改変は
行われないことから、
予測評価の対象外とす
る。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

外部施設はテント等で
あり街路樹等の改変は
行われないことから、
予測評価の対象外とす
る。

－ － － －

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

外部施設はテント等で
あり街路樹等の改変は
行われないことから、
予測評価の対象外とす
る。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

外部施設はテント等で
あり街路樹等の改変は
行われないことから、
予測評価の対象外とす
る。

－ － － －

35 宮城スタジアム

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

外部施設はテント等で
あり街路樹等の改変は
行われないことから、
予測評価の対象外とす
る。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

外部施設はテント等で
あり街路樹等の改変は
行われないことから、
予測評価の対象外とす
る。

－ － － －

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

外部施設はテント等で
あり街路樹等の改変は
行われないことから、
予測評価の対象外とす
る。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

外部施設はテント等で
あり街路樹等の改変は
行われないことから、
予測評価の対象外とす
る。

－ － － －
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評価指標別予測結果表（街路樹等緑陰の状況(緑陰面積)）
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影響
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招致等
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競技の
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No.

二次評価

段階別影響 評価点

開催前 開催中 開催後 開催前開催中

名称

会場
段階別影響

開催中開催前

一次評価

開催後 開催前

評価点

36 埼玉スタジアム2002

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

外部施設はテント等で
あり街路樹等の改変は
行われないことから、
予測評価の対象外とす
る。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

外部施設はテント等で
あり街路樹等の改変は
行われないことから、
予測評価の対象外とす
る。

－ － － －

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

外部施設はテント等で
あり街路樹等の改変は
行われないことから、
予測評価の対象外とす
る。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

外部施設はテント等で
あり街路樹等の改変は
行われないことから、
予測評価の対象外とす
る。

－ － － －

37 横浜国際総合競技場

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

外部施設はテント等で
あり街路樹等の改変は
行われないことから、
予測評価の対象外とす
る。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

外部施設はテント等で
あり街路樹等の改変は
行われないことから、
予測評価の対象外とす
る。

－ － － －

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

外部施設はテント等で
あり街路樹等の改変は
行われないことから、
予測評価の対象外とす
る。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

外部施設はテント等で
あり街路樹等の改変は
行われないことから、
予測評価の対象外とす
る。

－ － － －

OV 選手村

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

晴海ふ頭公園内の樹木
が改変されるため、会
場エリア内で緑陰面積
が減少する。
アクセスルートに面し
た樹木に変化はなく、
歩行者が感じる快適性
は変わらない。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

晴海ふ頭公園内の樹木
が改変されるため、会
場エリア内で緑陰面積
が減少する。アクセス
ルートに面した樹木に
変化はなく、歩行者が
感じる快適性は変わら
ない。

－ -1 － -1

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

会場エリア内の緑化の
充実を図る。また、ア
クセスルートの街路樹
の整備・充実を図るこ
とにより、緑陰面積が
増大し、歩行者が感じ
る快適性が向上する。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

街路樹を開催後も維持
することにより、緑陰
面積及び歩行者が感じ
る快適性ともに向上す
る。

－ +2 － +2

IBC/MPC
東京ビッグサイト
(IBC/MPC)

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

施設の整備により、改
変される樹木はないこ
とから、緑陰面積及び
歩行者が感じる快適性
ともに現況と変わらな
い。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

施設の整備により改変
される樹木はないこと
から、緑陰面積及び歩
行者が感じる快適性と
もに変化はない。

－ 0 － 0

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

樹木に影響する改変は
なく、緑陰面積及び歩
行者が感じる快適性と
もに現況と変わらな
い。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

樹木に影響する改変は
なく、緑陰面積及び歩
行者が感じる快適性と
もに現況と変わらな
い。

－ 0 － 0

4－43



評価指標別予測結果表（史跡・文化財の保護・保全の状況）

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

1
オリンピックスタジアム
(国立霞ヶ丘競技場)

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

建設工事に伴い、土地
の改変が行われるが、
工事の実施前に現地踏
査を行い、その結果を
受けて発掘調査を含め
た適切な措置を行う。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

工事の実施前に現地踏
査を行い、その結果を
受けて発掘調査を含め
た適切な措置を行う。

－ 0 － 0

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

建設工事に伴い、土地
の改変が行われるが、
工事の実施前に現地踏
査を行い、その結果を
受けて発掘調査を含め
た適切な措置を行う。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

工事の実施前に現地踏
査を行い、その結果を
受けて発掘調査を含め
た適切な措置を行う。

－ 0 － 0

2 東京体育館

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

建設工事に伴い、土地
の改変が行われるが、
工事の実施前に現地踏
査を行い、その結果を
受けて発掘調査を含め
た適切な措置を行う。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

工事の実施前に現地踏
査を行い、その結果を
受けて発掘調査を含め
た適切な措置を行う。

－ 0 － 0

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

建設工事に伴い、土地
の改変が行われるが、
工事の実施前に現地踏
査を行い、その結果を
受けて発掘調査を含め
た適切な措置を行う。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

工事の実施前に現地踏
査を行い、その結果を
受けて発掘調査を含め
た適切な措置を行う。

－ 0 － 0

3 国立代々木競技場

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

仮設は埋蔵文化財包蔵
地に影響を与えること
は少ないと考えられる
が、事前調査を行い、
適切に工事を行う。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

文化財等の保全及び管
理に支障はない。

－ 0 － 0

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

仮設は埋蔵文化財包蔵
地に影響を与えること
は少ないと考えられる
が、事前調査を行い、
適切に工事を行う。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

文化財等の保全及び管
理に支障はない。

－ 0 － 0

4 日本武道館

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

地表面が開削され、土
地の改変が行われる
が、工事の実施前に現
地踏査を行い、その結
果を受けて発掘調査を
含めた適切な措置を行
う。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

工事の実施前に現地踏
査を行い、その結果を
受けて発掘調査を含め
た適切な措置を行う。

－ 0 － 0

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

地表面が開削され、土
地の改変が行われる
が、工事の実施前に現
地踏査を行い、その結
果を受けて発掘調査を
含めた適切な措置を行
う。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

工事の実施前に現地踏
査を行い、その結果を
受けて発掘調査を含め
た適切な措置を行う。

－ 0 － 0

5 皇居外苑

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

仮設は埋蔵文化財包蔵
地に影響を与えること
は少ないと考えられる
が、事前調査を行い、
適切に工事を行う。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

仮設が撤去されるた
め、埋蔵文化財に影響
を与えることはない。

－ 0 － 0

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

仮設は埋蔵文化財包蔵
地に影響を与えること
は少ないと考えられる
が、事前調査を行い、
適切に工事を行う。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

仮設が撤去されるた
め、埋蔵文化財に影響
を与えることはない。

－ 0 － 0

6 東京国際フォーラム

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

工事による改変は、既
存施設内部の改築・改
修のみである。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

文化財等の保全及び管
理に支障はない。

－ 0 － 0

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

工事による改変は、既
存施設内部の改築・改
修のみである。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

文化財等の保全及び管
理に支障はない。

－ 0 － 0

7 国技館

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

工事による改変は、既
存施設内部の改築・改
修のみである。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

文化財等の保全及び管
理に支障はない。

－ 0 － 0

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

工事による改変は、既
存施設内部の改築・改
修のみである。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

文化財等の保全及び管
理に支障はない。

－ 0 － 0

8 有明アリーナ

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

周辺に史跡・文化財は
存在しない。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

周辺に史跡・文化財は
存在しない。

－ 0 － 0

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

周辺に史跡・文化財は
存在しない。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

周辺に史跡・文化財は
存在しない。

－ 0 － 0

9 有明ＢＭＸコース

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

周辺に史跡・文化財は
存在しない。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

周辺に史跡・文化財は
存在しない。

－ 0 － 0

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

周辺に史跡・文化財は
存在しない。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

周辺に史跡・文化財は
存在しない。

－ 0 － 0

10 有明ベロドローム

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

周辺に史跡・文化財は
存在しない。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

周辺に史跡・文化財は
存在しない。

－ 0 － 0

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

周辺に史跡・文化財は
存在しない。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

周辺に史跡・文化財は
存在しない。

－ 0 － 0

11 有明体操競技場

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

周辺に史跡・文化財は
存在しない。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

周辺に史跡・文化財は
存在しない。

－ 0 － 0

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

周辺に史跡・文化財は
存在しない。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

周辺に史跡・文化財は
存在しない。

－ 0 － 0

12 有明テニスの森

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

周辺に史跡・文化財は
存在しない。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

周辺に史跡・文化財は
存在しない。

－ 0 － 0

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

周辺に史跡・文化財は
存在しない。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

周辺に史跡・文化財は
存在しない。

－ 0 － 0

13 お台場海浜公園

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

周辺に史跡・文化財は
存在しない。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

周辺に史跡・文化財は
存在しない。

－ 0 － 0

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

周辺に史跡・文化財は
存在しない。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

周辺に史跡・文化財は
存在しない。

－ 0 － 0

14 潮風公園

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

周辺に史跡・文化財は
存在しない。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

周辺に史跡・文化財は
存在しない。

－ 0 － 0

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

周辺に史跡・文化財は
存在しない。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

周辺に史跡・文化財は
存在しない。

－ 0 － 0

15～16
東京ビッグサイト・ホール
Ａ、Ｂ

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

周辺に史跡・文化財は
存在しない。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

周辺に史跡・文化財は
存在しない。

－ 0 － 0

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

周辺に史跡・文化財は
存在しない。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

周辺に史跡・文化財は
存在しない。

－ 0 － 0

17 大井ホッケー競技場

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

周辺に史跡・文化財は
存在しない。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

周辺に史跡・文化財は
存在しない。

－ 0 － 0

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

周辺に史跡・文化財は
存在しない。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

周辺に史跡・文化財は
存在しない。

－ 0 － 0

18
海の森クロスカントリー
コース

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

周辺に史跡・文化財は
存在しない。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

周辺に史跡・文化財は
存在しない。

－ 0 － 0

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

周辺に史跡・文化財は
存在しない。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

周辺に史跡・文化財は
存在しない。

－ 0 － 0

開催中 開催後開催後

No.

二次評価

段階別影響 評価点

開催前 開催中 開催後 開催前開催中

名称

会場
段階別影響

開催中開催前

一次評価

開催後 開催前

評価点
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評価指標別予測結果表（史跡・文化財の保護・保全の状況）

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

開催中 開催後開催後

No.

二次評価

段階別影響 評価点

開催前 開催中 開催後 開催前開催中

名称

会場
段階別影響

開催中開催前

一次評価

開催後 開催前

評価点

19 海の森水上競技場

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

周辺に史跡・文化財は
存在しない。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

周辺に史跡・文化財は
存在しない。

－ 0 － 0

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

周辺に史跡・文化財は
存在しない。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

周辺に史跡・文化財は
存在しない。

－ 0 － 0

20
海の森マウンテンバイク
コース

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

周辺に史跡・文化財は
存在しない。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

周辺に史跡・文化財は
存在しない。

－ 0 － 0

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

周辺に史跡・文化財は
存在しない。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

周辺に史跡・文化財は
存在しない。

－ 0 － 0

21 若洲オリンピックマリーナ

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

周辺に史跡・文化財は
存在しない。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

周辺に史跡・文化財は
存在しない。

－ 0 － 0

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

周辺に史跡・文化財は
存在しない。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

周辺に史跡・文化財は
存在しない。

－ 0 － 0

22 葛西臨海公園

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

周辺に史跡・文化財は
存在しない。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

周辺に史跡・文化財は
存在しない。

－ 0 － 0

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

周辺に史跡・文化財は
存在しない。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

周辺に史跡・文化財は
存在しない。

－ 0 － 0

23～24
夢の島ユース・プラザ・ア
リーナＡ、Ｂ

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

周辺に史跡・文化財は
存在しない。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

周辺に史跡・文化財は
存在しない。

－ 0 － 0

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

周辺に史跡・文化財は
存在しない。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

周辺に史跡・文化財は
存在しない。

－ 0 － 0

25 夢の島公園

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

周辺に史跡・文化財は
存在しない。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

周辺に史跡・文化財は
存在しない。

－ 0 － 0

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

周辺に史跡・文化財は
存在しない。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

周辺に史跡・文化財は
存在しない。

－ 0 － 0

26 夢の島競技場

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

周辺に史跡・文化財は
存在しない。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

周辺に史跡・文化財は
存在しない。

－ 0 － 0

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

周辺に史跡・文化財は
存在しない。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

周辺に史跡・文化財は
存在しない。

－ 0 － 0

27～28
オリンピックアクアティク
スセンター
ウォーターポロアリーナ

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

周辺に史跡・文化財は
存在しない。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

周辺に史跡・文化財は
存在しない。

－ 0 － 0

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

周辺に史跡・文化財は
存在しない。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

周辺に史跡・文化財は
存在しない。

－ 0 － 0

29
武蔵野の森総合スポーツ施
設

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

土地の改変が行われる
が、既に発掘調査等が
実施され、消滅遺跡と
なっている。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

土地の改変が行われる
が、既に発掘調査等が
実施され、消滅遺跡と
なっている。

－ 0 － 0

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

土地の改変が行われる
が、既に発掘調査等が
実施され、消滅遺跡と
なっている。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

土地の改変が行われる
が、既に発掘調査等が
実施され、消滅遺跡と
なっている。

－ 0 － 0

30 東京スタジアム

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

土地の改変が行われる
が、既に発掘調査等が
実施され、消滅遺跡と
なっている。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

土地の改変が行われる
が、既に発掘調査等が
実施され、消滅遺跡と
なっている。

－ 0 － 0

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

土地の改変が行われる
が、既に発掘調査等が
実施され、消滅遺跡と
なっている。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

土地の改変が行われる
が、既に発掘調査等が
実施され、消滅遺跡と
なっている。

－ 0 － 0

31 武蔵野の森公園

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

周辺に史跡・文化財は
存在しない。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

文化財等の保全及び管
理に支障はない。

－ 0 － 0

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

改変域に史跡・文化財
は存在しない。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

文化財等の保全及び管
理に支障はない。

－ 0 － 0

32 陸上自衛隊朝霞訓練場

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

改変域に史跡・文化財
は存在しない。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

文化財等の保全及び管
理に支障はない。

－ 0 － 0

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

改変域に史跡・文化財
は存在しない。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

文化財等の保全及び管
理に支障はない。

－ 0 － 0

33 霞ヶ関カンツリー倶楽部

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

周辺に史跡・文化財は
存在しない。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

文化財等の保全及び管
理に支障はない。

－ 0 － 0

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

既存施設利用が主であ
るため、史跡・文化財
に影響はない。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

文化財等の保全及び管
理に支障はない。

－ 0 － 0

34 札幌ドーム

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

既存施設利用が主であ
るため、史跡・文化財
に影響はない。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

文化財等の保全及び管
理に支障はない。

－ 0 － 0

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

既存施設利用が主であ
るため、史跡・文化財
に影響はない。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

文化財等の保全及び管
理に支障はない。

－ 0 － 0

35 宮城スタジアム

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

既存施設利用が主であ
るため、史跡・文化財
に影響はない。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

文化財等の保全及び管
理に支障はない。

－ 0 － 0

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

既存施設利用が主であ
るため、史跡・文化財
に影響はない。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

文化財等の保全及び管
理に支障はない。

－ 0 － 0

36 埼玉スタジアム2002

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

既存施設利用が主であ
るため、史跡・文化財
に影響はない。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

文化財等の保全及び管
理に支障はない。

－ 0 － 0

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

既存施設利用が主であ
るため、史跡・文化財
に影響はない。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

文化財等の保全及び管
理に支障はない。

－ 0 － 0

37 横浜国際総合競技場

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

既存施設利用が主であ
るため、史跡・文化財
に影響はない。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

文化財等の保全及び管
理に支障はない。

－ 0 － 0

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

既存施設利用が主であ
るため、史跡・文化財
に影響はない。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

文化財等の保全及び管
理に支障はない。

－ 0 － 0

4－45



評価指標別予測結果表（史跡・文化財の保護・保全の状況）

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

開催中 開催後開催後

No.

二次評価

段階別影響 評価点

開催前 開催中 開催後 開催前開催中

名称

会場
段階別影響

開催中開催前

一次評価

開催後 開催前

評価点

OV 選手村

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

周辺に史跡・文化財は
存在しない。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

文化財等の保全及び管
理に支障はない。

－ 0 － 0

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

周辺に史跡・文化財は
存在しない。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

文化財等の保全及び管
理に支障はない。

－ 0 － 0

IBC/MPC
東京ビッグサイト
(IBC/MPC)

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

周辺に史跡・文化財は
存在しない。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

文化財等の保全及び管
理に支障はない。

－ 0 － 0

改変による影響が最大
となる「施設の存在に
よる影響」で予測評価
を行うことから対象外
とする。

周辺に史跡・文化財は
存在しない。

改変による影響が一定
となる「後利用による
影響」で予測評価を行
うことから、対象外と
する。

文化財等の保全及び管
理に支障はない。

－ 0 － 0

4－46



評価指標別予測結果表（上水利用量の削減）

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

1
オリンピックスタジアム
(国立霞ヶ丘競技場)

工事の実施に伴う水の
利用については、散水
や洗車による一時的な
利用が見込まれるが、
大量の水利用は想定さ
れないことから、予測
評価の対象外とする。

節水により上水利用量
の削減が図られる。

競技の実施時における
会場の利用者による水
利用については、「施
設の存在による影響」
に含めるものとして、
ここでは予測評価の対
象外とする。

工事の実施に伴う水の
利用については、散水
や洗車による一時的な
利用が見込まれるが、
大量の水利用は想定さ
れないことから、予測
評価の対象外とする。

節水により上水利用量
の削減が図られる。

－ 0 － － 0

工事の実施に伴う水の
利用については、散水
や洗車による一時的な
利用が見込まれるが、
大量の水利用は想定さ
れないことから、予測
評価の対象外とする。

節水のほか、雨水及び
再生水（中水含む）の
利用施設が設置され、
水の有効利用が図られ
る。

競技の実施時における
会場の利用者による水
利用については、「施
設の存在による影響」
に含めるものとして、
ここでは予測評価の対
象外とする。

工事の実施に伴う水の
利用については、散水
や洗車による一時的な
利用が見込まれるが、
大量の水利用は想定さ
れないことから、予測
評価の対象外とする。

節水のほか、雨水及び
再生水（中水含む）の
利用施設が設置され、
水の有効利用が図られ
る。

－ +2 － － +2

2 東京体育館

工事の実施に伴う水の
利用については、散水
や洗車による一時的な
利用が見込まれるが、
大量の水利用は想定さ
れないことから、予測
評価の対象外とする。

節水のほか、再生水
（中水含む）の利用に
より上水利用量の削減
が図られる。

競技の実施時における
会場の利用者による水
利用については、「施
設の存在による影響」
に含めるものとして、
ここでは予測評価の対
象外とする。

工事の実施に伴う水の
利用については、散水
や洗車による一時的な
利用が見込まれるが、
大量の水利用は想定さ
れないことから、予測
評価の対象外とする。

節水のほか、再生水
（中水含む）の利用に
より上水利用量の削減
が図られる。

－ +1 － － +1

工事の実施に伴う水の
利用については、散水
や洗車による一時的な
利用が見込まれるが、
大量の水利用は想定さ
れないことから、予測
評価の対象外とする。

節水のほか、再生水
（中水含む）の利用に
より上水利用量の削減
が図られる。

競技の実施時における
会場の利用者による水
利用については、「施
設の存在による影響」
に含めるものとして、
ここでは予測評価の対
象外とする。

工事の実施に伴う水の
利用については、散水
や洗車による一時的な
利用が見込まれるが、
大量の水利用は想定さ
れないことから、予測
評価の対象外とする。

節水のほか、再生水
（中水含む）の利用に
より上水利用量の削減
が図られる。

－ +1 － － +1

3 国立代々木競技場

工事の実施に伴う水の
利用については、散水
や洗車による一時的な
利用が見込まれるが、
大量の水利用は想定さ
れないことから、予測
評価の対象外とする。

節水により上水利用量
の削減が図られる。

競技の実施時における
会場の利用者による水
利用については、「施
設の存在による影響」
に含めるものとして、
ここでは予測評価の対
象外とする。

工事の実施に伴う水の
利用については、散水
や洗車による一時的な
利用が見込まれるが、
大量の水利用は想定さ
れないことから、予測
評価の対象外とする。

節水により上水利用量
の削減が図られる。

－ 0 － － 0

工事の実施に伴う水の
利用については、散水
や洗車による一時的な
利用が見込まれるが、
大量の水利用は想定さ
れないことから、予測
評価の対象外とする。

節水により上水利用量
の削減が図られる。

競技の実施時における
会場の利用者による水
利用については、「施
設の存在による影響」
に含めるものとして、
ここでは予測評価の対
象外とする。

工事の実施に伴う水の
利用については、散水
や洗車による一時的な
利用が見込まれるが、
大量の水利用は想定さ
れないことから、予測
評価の対象外とする。

節水により上水利用量
の削減が図られる。

－ 0 － － 0

4 日本武道館

工事の実施に伴う水の
利用については、散水
や洗車による一時的な
利用が見込まれるが、
大量の水利用は想定さ
れないことから、予測
評価の対象外とする。

節水により上水利用量
の削減が図られる。

競技の実施時における
会場の利用者による水
利用については、「施
設の存在による影響」
に含めるものとして、
ここでは予測評価の対
象外とする。

工事の実施に伴う水の
利用については、散水
や洗車による一時的な
利用が見込まれるが、
大量の水利用は想定さ
れないことから、予測
評価の対象外とする。

節水により上水利用量
の削減が図られる。

－ 0 － － 0

工事の実施に伴う水の
利用については、散水
や洗車による一時的な
利用が見込まれるが、
大量の水利用は想定さ
れないことから、予測
評価の対象外とする。

節水により上水利用量
の削減が図られる。

競技の実施時における
会場の利用者による水
利用については、「施
設の存在による影響」
に含めるものとして、
ここでは予測評価の対
象外とする。

工事の実施に伴う水の
利用については、散水
や洗車による一時的な
利用が見込まれるが、
大量の水利用は想定さ
れないことから、予測
評価の対象外とする。

節水により上水利用量
の削減が図られる。

－ 0 － － 0

5 皇居外苑

工事の実施に伴う水の
利用については、散水
や洗車による一時的な
利用が見込まれるが、
大量の水利用は想定さ
れないことから、予測
評価の対象外とする。

節水により上水利用量
の削減が図られる。

競技の実施時における
会場の利用者による水
利用については、「施
設の存在による影響」
に含めるものとして、
ここでは予測評価の対
象外とする。

工事の実施に伴う水の
利用については、散水
や洗車による一時的な
利用が見込まれるが、
大量の水利用は想定さ
れないことから、予測
評価の対象外とする。

後利用はないことから
対象外とする。

－ 0 － － －

工事の実施に伴う水の
利用については、散水
や洗車による一時的な
利用が見込まれるが、
大量の水利用は想定さ
れないことから、予測
評価の対象外とする。

節水により上水利用量
の削減が図られる。

競技の実施時における
会場の利用者による水
利用については、「施
設の存在による影響」
に含めるものとして、
ここでは予測評価の対
象外とする。

工事の実施に伴う水の
利用については、散水
や洗車による一時的な
利用が見込まれるが、
大量の水利用は想定さ
れないことから、予測
評価の対象外とする。

後利用はないことから
対象外とする。

－ 0 － － －

6 東京国際フォーラム

工事の実施に伴う水の
利用については、散水
や洗車による一時的な
利用が見込まれるが、
大量の水利用は想定さ
れないことから、予測
評価の対象外とする。

節水のほか、雨水及び
再生水（中水含む）の
利用により上水利用量
の削減が図られる。

競技の実施時における
会場の利用者による水
利用については、「施
設の存在による影響」
に含めるものとして、
ここでは予測評価の対
象外とする。

工事の実施に伴う水の
利用については、散水
や洗車による一時的な
利用が見込まれるが、
大量の水利用は想定さ
れないことから、予測
評価の対象外とする。

節水のほか、雨水及び
再生水（中水含む）の
利用により上水利用量
の削減が図られる。

－ +2 － － +2

工事の実施に伴う水の
利用については、散水
や洗車による一時的な
利用が見込まれるが、
大量の水利用は想定さ
れないことから、予測
評価の対象外とする。

節水のほか、雨水及び
再生水（中水含む）の
利用により上水利用量
の削減が図られる。

競技の実施時における
会場の利用者による水
利用については、「施
設の存在による影響」
に含めるものとして、
ここでは予測評価の対
象外とする。

工事の実施に伴う水の
利用については、散水
や洗車による一時的な
利用が見込まれるが、
大量の水利用は想定さ
れないことから、予測
評価の対象外とする。

節水のほか、雨水及び
再生水（中水含む）の
利用により上水利用量
の削減が図られる。

－ +2 － － +2

7 国技館

工事の実施に伴う水の
利用については、散水
や洗車による一時的な
利用が見込まれるが、
大量の水利用は想定さ
れないことから、予測
評価の対象外とする。

節水のほか、雨水の利
用により上水利用量の
削減が図られる。

競技の実施時における
会場の利用者による水
利用については、「施
設の存在による影響」
に含めるものとして、
ここでは予測評価の対
象外とする。

工事の実施に伴う水の
利用については、散水
や洗車による一時的な
利用が見込まれるが、
大量の水利用は想定さ
れないことから、予測
評価の対象外とする。

節水のほか、雨水の利
用により上水利用量の
削減が図られる。

－ +1 － － +1

工事の実施に伴う水の
利用については、散水
や洗車による一時的な
利用が見込まれるが、
大量の水利用は想定さ
れないことから、予測
評価の対象外とする。

節水のほか、雨水の利
用により上水利用量の
削減が図られる。

競技の実施時における
会場の利用者による水
利用については、「施
設の存在による影響」
に含めるものとして、
ここでは予測評価の対
象外とする。

工事の実施に伴う水の
利用については、散水
や洗車による一時的な
利用が見込まれるが、
大量の水利用は想定さ
れないことから、予測
評価の対象外とする。

節水のほか、雨水の利
用により上水利用量の
削減が図られる。

－ +1 － － +1

8 有明アリーナ

工事の実施に伴う水の
利用については、散水
や洗車による一時的な
利用が見込まれるが、
大量の水利用は想定さ
れないことから、予測
評価の対象外とする。

節水により上水利用量
の削減が図られる。

競技の実施時における
会場の利用者による水
利用については、「施
設の存在による影響」
に含めるものとして、
ここでは予測評価の対
象外とする。

工事の実施に伴う水の
利用については、散水
や洗車による一時的な
利用が見込まれるが、
大量の水利用は想定さ
れないことから、予測
評価の対象外とする。

節水により上水利用量
の削減が図られる。

－ 0 － － 0

工事の実施に伴う水の
利用については、散水
や洗車による一時的な
利用が見込まれるが、
大量の水利用は想定さ
れないことから、予測
評価の対象外とする。

節水のほか、雨水及び
再生水（中水含む）の
利用施設が設置され、
水の有効利用が図られ
る。

競技の実施時における
会場の利用者による水
利用については、「施
設の存在による影響」
に含めるものとして、
ここでは予測評価の対
象外とする。

工事の実施に伴う水の
利用については、散水
や洗車による一時的な
利用が見込まれるが、
大量の水利用は想定さ
れないことから、予測
評価の対象外とする。

節水のほか、雨水及び
再生水（中水含む）の
利用施設が設置され、
水の有効利用が図られ
る。

－ +2 － － +2

9 有明ＢＭＸコース

工事の実施に伴う水の
利用については、散水
や洗車による一時的な
利用が見込まれるが、
大量の水利用は想定さ
れないことから、予測
評価の対象外とする。

節水により上水利用量
の削減が図られる。

競技の実施時における
会場の利用者による水
利用については、「施
設の存在による影響」
に含めるものとして、
ここでは予測評価の対
象外とする。

工事の実施に伴う水の
利用については、散水
や洗車による一時的な
利用が見込まれるが、
大量の水利用は想定さ
れないことから、予測
評価の対象外とする。

後利用はないことから
対象外とする。

－ 0 － － －

工事の実施に伴う水の
利用については、散水
や洗車による一時的な
利用が見込まれるが、
大量の水利用は想定さ
れないことから、予測
評価の対象外とする。

節水により上水利用量
の削減が図られる。

競技の実施時における
会場の利用者による水
利用については、「施
設の存在による影響」
に含めるものとして、
ここでは予測評価の対
象外とする。

工事の実施に伴う水の
利用については、散水
や洗車による一時的な
利用が見込まれるが、
大量の水利用は想定さ
れないことから、予測
評価の対象外とする。

後利用はないことから
対象外とする。

－ 0 － － －

10 有明ベロドローム

工事の実施に伴う水の
利用については、散水
や洗車による一時的な
利用が見込まれるが、
大量の水利用は想定さ
れないことから、予測
評価の対象外とする。

節水により上水利用量
の削減が図られる。

競技の実施時における
会場の利用者による水
利用については、「施
設の存在による影響」
に含めるものとして、
ここでは予測評価の対
象外とする。

工事の実施に伴う水の
利用については、散水
や洗車による一時的な
利用が見込まれるが、
大量の水利用は想定さ
れないことから、予測
評価の対象外とする。

後利用はないことから
対象外とする。

－ 0 － － －

工事の実施に伴う水の
利用については、散水
や洗車による一時的な
利用が見込まれるが、
大量の水利用は想定さ
れないことから、予測
評価の対象外とする。

節水により上水利用量
の削減が図られる。

競技の実施時における
会場の利用者による水
利用については、「施
設の存在による影響」
に含めるものとして、
ここでは予測評価の対
象外とする。

工事の実施に伴う水の
利用については、散水
や洗車による一時的な
利用が見込まれるが、
大量の水利用は想定さ
れないことから、予測
評価の対象外とする。

後利用はないことから
対象外とする。

－ 0 － － －

11 有明体操競技場

工事の実施に伴う水の
利用については、散水
や洗車による一時的な
利用が見込まれるが、
大量の水利用は想定さ
れないことから、予測
評価の対象外とする。

節水により上水利用量
の削減が図られる。

競技の実施時における
会場の利用者による水
利用については、「施
設の存在による影響」
に含めるものとして、
ここでは予測評価の対
象外とする。

工事の実施に伴う水の
利用については、散水
や洗車による一時的な
利用が見込まれるが、
大量の水利用は想定さ
れないことから、予測
評価の対象外とする。

後利用はないことから
対象外とする。

－ 0 － － －

工事の実施に伴う水の
利用については、散水
や洗車による一時的な
利用が見込まれるが、
大量の水利用は想定さ
れないことから、予測
評価の対象外とする。

節水により上水利用量
の削減が図られる。

競技の実施時における
会場の利用者による水
利用については、「施
設の存在による影響」
に含めるものとして、
ここでは予測評価の対
象外とする。

工事の実施に伴う水の
利用については、散水
や洗車による一時的な
利用が見込まれるが、
大量の水利用は想定さ
れないことから、予測
評価の対象外とする。

後利用はないことから
対象外とする。

－ 0 － － －

12 有明テニスの森

工事の実施に伴う水の
利用については、散水
や洗車による一時的な
利用が見込まれるが、
大量の水利用は想定さ
れないことから、予測
評価の対象外とする。

節水のほか、雨水の利
用により上水利用量の
削減が図られる。

競技の実施時における
会場の利用者による水
利用については、「施
設の存在による影響」
に含めるものとして、
ここでは予測評価の対
象外とする。

工事の実施に伴う水の
利用については、散水
や洗車による一時的な
利用が見込まれるが、
大量の水利用は想定さ
れないことから、予測
評価の対象外とする。

節水のほか、雨水の利
用により上水利用量の
削減が図られる。

－ +1 － － +1

工事の実施に伴う水の
利用については、散水
や洗車による一時的な
利用が見込まれるが、
大量の水利用は想定さ
れないことから、予測
評価の対象外とする。

節水のほか、雨水の利
用により上水利用量の
削減が図られる。

競技の実施時における
会場の利用者による水
利用については、「施
設の存在による影響」
に含めるものとして、
ここでは予測評価の対
象外とする。

工事の実施に伴う水の
利用については、散水
や洗車による一時的な
利用が見込まれるが、
大量の水利用は想定さ
れないことから、予測
評価の対象外とする。

節水のほか、雨水の利
用により上水利用量の
削減が図られる。

－ +1 － － +1

13 お台場海浜公園

工事の実施に伴う水の
利用については、散水
や洗車による一時的な
利用が見込まれるが、
大量の水利用は想定さ
れないことから、予測
評価の対象外とする。

節水により上水利用量
の削減が図られる。

競技の実施時における
会場の利用者による水
利用については、「施
設の存在による影響」
に含めるものとして、
ここでは予測評価の対
象外とする。

工事の実施に伴う水の
利用については、散水
や洗車による一時的な
利用が見込まれるが、
大量の水利用は想定さ
れないことから、予測
評価の対象外とする。

後利用はないことから
対象外とする。

－ 0 － － －

工事の実施に伴う水の
利用については、散水
や洗車による一時的な
利用が見込まれるが、
大量の水利用は想定さ
れないことから、予測
評価の対象外とする。

節水により上水利用量
の削減が図られる。

競技の実施時における
会場の利用者による水
利用については、「施
設の存在による影響」
に含めるものとして、
ここでは予測評価の対
象外とする。

工事の実施に伴う水の
利用については、散水
や洗車による一時的な
利用が見込まれるが、
大量の水利用は想定さ
れないことから、予測
評価の対象外とする。

後利用はないことから
対象外とする。

－ 0 － － －

二次評価

段階別影響 評価点

開催前 開催中 開催後 開催前 開催中 開催後

評価点

開催中 開催後

会場
一次評価

開催後 開催前

段階別影響

開催中開催前

No. 名称
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評価指標別予測結果表（上水利用量の削減）

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

二次評価

段階別影響 評価点

開催前 開催中 開催後 開催前 開催中 開催後

評価点

開催中 開催後

会場
一次評価

開催後 開催前

段階別影響

開催中開催前

No. 名称

14 潮風公園

工事の実施に伴う水の
利用については、散水
や洗車による一時的な
利用が見込まれるが、
大量の水利用は想定さ
れないことから、予測
評価の対象外とする。

節水により上水利用量
の削減が図られる。

競技の実施時における
会場の利用者による水
利用については、「施
設の存在による影響」
に含めるものとして、
ここでは予測評価の対
象外とする。

工事の実施に伴う水の
利用については、散水
や洗車による一時的な
利用が見込まれるが、
大量の水利用は想定さ
れないことから、予測
評価の対象外とする。

後利用はないことから
対象外とする。

－ 0 － － －

工事の実施に伴う水の
利用については、散水
や洗車による一時的な
利用が見込まれるが、
大量の水利用は想定さ
れないことから、予測
評価の対象外とする。

節水により上水利用量
の削減が図られる。

競技の実施時における
会場の利用者による水
利用については、「施
設の存在による影響」
に含めるものとして、
ここでは予測評価の対
象外とする。

工事の実施に伴う水の
利用については、散水
や洗車による一時的な
利用が見込まれるが、
大量の水利用は想定さ
れないことから、予測
評価の対象外とする。

後利用はないことから
対象外とする。

－ 0 － － －

15～16
東京ビッグサイト・ホール
Ａ、Ｂ

工事の実施に伴う水の
利用については、散水
や洗車による一時的な
利用が見込まれるが、
大量の水利用は想定さ
れないことから、予測
評価の対象外とする。

節水のほか、雨水及び
再生水（中水含む）の
利用により上水利用量
の削減が図られる。

競技の実施時における
会場の利用者による水
利用については、「施
設の存在による影響」
に含めるものとして、
ここでは予測評価の対
象外とする。

工事の実施に伴う水の
利用については、散水
や洗車による一時的な
利用が見込まれるが、
大量の水利用は想定さ
れないことから、予測
評価の対象外とする。

節水のほか、雨水及び
再生水（中水含む）の
利用により上水利用量
の削減が図られる。

－ +2 － － +2

工事の実施に伴う水の
利用については、散水
や洗車による一時的な
利用が見込まれるが、
大量の水利用は想定さ
れないことから、予測
評価の対象外とする。

節水のほか、雨水及び
再生水（中水含む）の
利用により上水利用量
の削減が図られる。

競技の実施時における
会場の利用者による水
利用については、「施
設の存在による影響」
に含めるものとして、
ここでは予測評価の対
象外とする。

工事の実施に伴う水の
利用については、散水
や洗車による一時的な
利用が見込まれるが、
大量の水利用は想定さ
れないことから、予測
評価の対象外とする。

節水のほか、雨水及び
再生水（中水含む）の
利用により上水利用量
の削減が図られる。

－ +2 － － +2

17 大井ホッケー競技場

工事の実施に伴う水の
利用については、散水
や洗車による一時的な
利用が見込まれるが、
大量の水利用は想定さ
れないことから、予測
評価の対象外とする。

節水により上水利用量
の削減が図られる。

競技の実施時における
会場の利用者による水
利用については、「施
設の存在による影響」
に含めるものとして、
ここでは予測評価の対
象外とする。

工事の実施に伴う水の
利用については、散水
や洗車による一時的な
利用が見込まれるが、
大量の水利用は想定さ
れないことから、予測
評価の対象外とする。

節水により上水利用量
の削減が図られる。

－ 0 － － 0

工事の実施に伴う水の
利用については、散水
や洗車による一時的な
利用が見込まれるが、
大量の水利用は想定さ
れないことから、予測
評価の対象外とする。

節水のほか、雨水また
は再生水（中水含む）
の利用施設が設置さ
れ、水の有効利用が図
られる。

競技の実施時における
会場の利用者による水
利用については、「施
設の存在による影響」
に含めるものとして、
ここでは予測評価の対
象外とする。

工事の実施に伴う水の
利用については、散水
や洗車による一時的な
利用が見込まれるが、
大量の水利用は想定さ
れないことから、予測
評価の対象外とする。

節水のほか、雨水また
は再生水（中水含む）
の利用施設が設置さ
れ、水の有効利用が図
られる。

－ +1 － － +1

18
海の森クロスカントリー
コース

工事の実施に伴う水の
利用については、散水
や洗車による一時的な
利用が見込まれるが、
大量の水利用は想定さ
れないことから、予測
評価の対象外とする。

節水により上水利用量
の削減が図られる。

競技の実施時における
会場の利用者による水
利用については、「施
設の存在による影響」
に含めるものとして、
ここでは予測評価の対
象外とする。

工事の実施に伴う水の
利用については、散水
や洗車による一時的な
利用が見込まれるが、
大量の水利用は想定さ
れないことから、予測
評価の対象外とする。

後利用はないことから
対象外とする。

－ 0 － － －

工事の実施に伴う水の
利用については、散水
や洗車による一時的な
利用が見込まれるが、
大量の水利用は想定さ
れないことから、予測
評価の対象外とする。

節水により上水利用量
の削減が図られる。

競技の実施時における
会場の利用者による水
利用については、「施
設の存在による影響」
に含めるものとして、
ここでは予測評価の対
象外とする。

工事の実施に伴う水の
利用については、散水
や洗車による一時的な
利用が見込まれるが、
大量の水利用は想定さ
れないことから、予測
評価の対象外とする。

後利用はないことから
対象外とする。

－ 0 － － －

19 海の森水上競技場

工事の実施に伴う水の
利用については、散水
や洗車による一時的な
利用が見込まれるが、
大量の水利用は想定さ
れないことから、予測
評価の対象外とする。

節水により上水利用量
の削減が図られる。

競技の実施時における
会場の利用者による水
利用については、「施
設の存在による影響」
に含めるものとして、
ここでは予測評価の対
象外とする。

工事の実施に伴う水の
利用については、散水
や洗車による一時的な
利用が見込まれるが、
大量の水利用は想定さ
れないことから、予測
評価の対象外とする。

節水により上水利用量
の削減が図られる。

－ 0 － － 0

工事の実施に伴う水の
利用については、散水
や洗車による一時的な
利用が見込まれるが、
大量の水利用は想定さ
れないことから、予測
評価の対象外とする。

節水のほか、雨水また
は再生水（中水含む）
の利用施設が設置さ
れ、水の有効利用が図
られる。

競技の実施時における
会場の利用者による水
利用については、「施
設の存在による影響」
に含めるものとして、
ここでは予測評価の対
象外とする。

工事の実施に伴う水の
利用については、散水
や洗車による一時的な
利用が見込まれるが、
大量の水利用は想定さ
れないことから、予測
評価の対象外とする。

節水のほか、雨水また
は再生水（中水含む）
の利用施設が設置さ
れ、水の有効利用が図
られる。

－ +1 － － +1

20
海の森マウンテンバイク
コース

工事の実施に伴う水の
利用については、散水
や洗車による一時的な
利用が見込まれるが、
大量の水利用は想定さ
れないことから、予測
評価の対象外とする。

節水により上水利用量
の削減が図られる。

競技の実施時における
会場の利用者による水
利用については、「施
設の存在による影響」
に含めるものとして、
ここでは予測評価の対
象外とする。

工事の実施に伴う水の
利用については、散水
や洗車による一時的な
利用が見込まれるが、
大量の水利用は想定さ
れないことから、予測
評価の対象外とする。

後利用はないことから
対象外とする。

－ 0 － － －

工事の実施に伴う水の
利用については、散水
や洗車による一時的な
利用が見込まれるが、
大量の水利用は想定さ
れないことから、予測
評価の対象外とする。

節水により上水利用量
の削減が図られる。

競技の実施時における
会場の利用者による水
利用については、「施
設の存在による影響」
に含めるものとして、
ここでは予測評価の対
象外とする。

工事の実施に伴う水の
利用については、散水
や洗車による一時的な
利用が見込まれるが、
大量の水利用は想定さ
れないことから、予測
評価の対象外とする。

後利用はないことから
対象外とする。

－ 0 － － －

21 若洲オリンピックマリーナ

工事の実施に伴う水の
利用については、散水
や洗車による一時的な
利用が見込まれるが、
大量の水利用は想定さ
れないことから、予測
評価の対象外とする。

節水により上水利用量
の削減が図られる。

競技の実施時における
会場の利用者による水
利用については、「施
設の存在による影響」
に含めるものとして、
ここでは予測評価の対
象外とする。

工事の実施に伴う水の
利用については、散水
や洗車による一時的な
利用が見込まれるが、
大量の水利用は想定さ
れないことから、予測
評価の対象外とする。

節水により上水利用量
の削減が図られる。

－ 0 － － 0

工事の実施に伴う水の
利用については、散水
や洗車による一時的な
利用が見込まれるが、
大量の水利用は想定さ
れないことから、予測
評価の対象外とする。

節水のほか、雨水また
は再生水（中水含む）
の利用施設が設置さ
れ、水の有効利用が図
られる。

競技の実施時における
会場の利用者による水
利用については、「施
設の存在による影響」
に含めるものとして、
ここでは予測評価の対
象外とする。

工事の実施に伴う水の
利用については、散水
や洗車による一時的な
利用が見込まれるが、
大量の水利用は想定さ
れないことから、予測
評価の対象外とする。

節水のほか、雨水また
は再生水（中水含む）
の利用施設が設置さ
れ、水の有効利用が図
られる。

－ +1 － － +1

22 葛西臨海公園

工事の実施に伴う水の
利用については、散水
や洗車による一時的な
利用が見込まれるが、
大量の水利用は想定さ
れないことから、予測
評価の対象外とする。

節水により上水利用量
の削減が図られる。

競技の実施時における
会場の利用者による水
利用については、「施
設の存在による影響」
に含めるものとして、
ここでは予測評価の対
象外とする。

工事の実施に伴う水の
利用については、散水
や洗車による一時的な
利用が見込まれるが、
大量の水利用は想定さ
れないことから、予測
評価の対象外とする。

節水により上水利用量
の削減が図られる。

－ 0 － － 0

工事の実施に伴う水の
利用については、散水
や洗車による一時的な
利用が見込まれるが、
大量の水利用は想定さ
れないことから、予測
評価の対象外とする。

節水のほか、雨水また
は再生水（中水含む）
の利用施設が設置さ
れ、水の有効利用が図
られる。

競技の実施時における
会場の利用者による水
利用については、「施
設の存在による影響」
に含めるものとして、
ここでは予測評価の対
象外とする。

工事の実施に伴う水の
利用については、散水
や洗車による一時的な
利用が見込まれるが、
大量の水利用は想定さ
れないことから、予測
評価の対象外とする。

節水のほか、雨水また
は再生水（中水含む）
の利用施設が設置さ
れ、水の有効利用が図
られる。

－ +1 － － +1

23～24
夢の島ユース・プラザ・ア
リーナＡ、Ｂ

工事の実施に伴う水の
利用については、散水
や洗車による一時的な
利用が見込まれるが、
大量の水利用は想定さ
れないことから、予測
評価の対象外とする。

節水により上水利用量
の削減が図られる。

競技の実施時における
会場の利用者による水
利用については、「施
設の存在による影響」
に含めるものとして、
ここでは予測評価の対
象外とする。

工事の実施に伴う水の
利用については、散水
や洗車による一時的な
利用が見込まれるが、
大量の水利用は想定さ
れないことから、予測
評価の対象外とする。

節水により上水利用量
の削減が図られる。

－ 0 － － 0

工事の実施に伴う水の
利用については、散水
や洗車による一時的な
利用が見込まれるが、
大量の水利用は想定さ
れないことから、予測
評価の対象外とする。

節水のほか、雨水及び
再生水（中水含む）の
利用施設が設置され、
水の有効利用が図られ
る。

競技の実施時における
会場の利用者による水
利用については、「施
設の存在による影響」
に含めるものとして、
ここでは予測評価の対
象外とする。

工事の実施に伴う水の
利用については、散水
や洗車による一時的な
利用が見込まれるが、
大量の水利用は想定さ
れないことから、予測
評価の対象外とする。

節水のほか、雨水及び
再生水（中水含む）の
利用施設が設置され、
水の有効利用が図られ
る。

－ +2 － － +2

25 夢の島公園

工事の実施に伴う水の
利用については、散水
や洗車による一時的な
利用が見込まれるが、
大量の水利用は想定さ
れないことから、予測
評価の対象外とする。

節水により上水利用量
の削減が図られる。

競技の実施時における
会場の利用者による水
利用については、「施
設の存在による影響」
に含めるものとして、
ここでは予測評価の対
象外とする。

工事の実施に伴う水の
利用については、散水
や洗車による一時的な
利用が見込まれるが、
大量の水利用は想定さ
れないことから、予測
評価の対象外とする。

後利用はないことから
対象外とする。

－ 0 － － －

工事の実施に伴う水の
利用については、散水
や洗車による一時的な
利用が見込まれるが、
大量の水利用は想定さ
れないことから、予測
評価の対象外とする。

節水により上水利用量
の削減が図られる。

競技の実施時における
会場の利用者による水
利用については、「施
設の存在による影響」
に含めるものとして、
ここでは予測評価の対
象外とする。

工事の実施に伴う水の
利用については、散水
や洗車による一時的な
利用が見込まれるが、
大量の水利用は想定さ
れないことから、予測
評価の対象外とする。

後利用はないことから
対象外とする。

－ 0 － － －

26 夢の島競技場

工事の実施に伴う水の
利用については、散水
や洗車による一時的な
利用が見込まれるが、
大量の水利用は想定さ
れないことから、予測
評価の対象外とする。

節水により上水利用量
の削減が図られる。

競技の実施時における
会場の利用者による水
利用については、「施
設の存在による影響」
に含めるものとして、
ここでは予測評価の対
象外とする。

工事の実施に伴う水の
利用については、散水
や洗車による一時的な
利用が見込まれるが、
大量の水利用は想定さ
れないことから、予測
評価の対象外とする。

節水により上水利用量
の削減が図られる。

－ 0 － － 0

工事の実施に伴う水の
利用については、散水
や洗車による一時的な
利用が見込まれるが、
大量の水利用は想定さ
れないことから、予測
評価の対象外とする。

節水により上水利用量
の削減が図られる。

競技の実施時における
会場の利用者による水
利用については、「施
設の存在による影響」
に含めるものとして、
ここでは予測評価の対
象外とする。

工事の実施に伴う水の
利用については、散水
や洗車による一時的な
利用が見込まれるが、
大量の水利用は想定さ
れないことから、予測
評価の対象外とする。

節水により上水利用量
の削減が図られる。

－ 0 － － 0

27～28
オリンピックアクアティク
スセンター
ウォーターポロアリーナ

工事の実施に伴う水の
利用については、散水
や洗車による一時的な
利用が見込まれるが、
大量の水利用は想定さ
れないことから、予測
評価の対象外とする。

節水により上水利用量
の削減が図られる。

競技の実施時における
会場の利用者による水
利用については、「施
設の存在による影響」
に含めるものとして、
ここでは予測評価の対
象外とする。

工事の実施に伴う水の
利用については、散水
や洗車による一時的な
利用が見込まれるが、
大量の水利用は想定さ
れないことから、予測
評価の対象外とする。

節水により上水利用量
の削減が図られる。

－ 0 － － 0

工事の実施に伴う水の
利用については、散水
や洗車による一時的な
利用が見込まれるが、
大量の水利用は想定さ
れないことから、予測
評価の対象外とする。

節水のほか、雨水及び
再生水（中水含む）の
利用施設が設置され、
水の有効利用が図られ
る。

競技の実施時における
会場の利用者による水
利用については、「施
設の存在による影響」
に含めるものとして、
ここでは予測評価の対
象外とする。

工事の実施に伴う水の
利用については、散水
や洗車による一時的な
利用が見込まれるが、
大量の水利用は想定さ
れないことから、予測
評価の対象外とする。

節水のほか、雨水及び
再生水（中水含む）の
利用施設が設置され、
水の有効利用が図られ
る。

－ +2 － － +2

29
武蔵野の森総合スポーツ施
設

工事の実施に伴う水の
利用については、散水
や洗車による一時的な
利用が見込まれるが、
大量の水利用は想定さ
れないことから、予測
評価の対象外とする。

節水により上水利用量
の削減が図られる。

競技の実施時における
会場の利用者による水
利用については、「施
設の存在による影響」
に含めるものとして、
ここでは予測評価の対
象外とする。

工事の実施に伴う水の
利用については、散水
や洗車による一時的な
利用が見込まれるが、
大量の水利用は想定さ
れないことから、予測
評価の対象外とする。

節水により上水利用量
の削減が図られる。

－ 0 － － 0

工事の実施に伴う水の
利用については、散水
や洗車による一時的な
利用が見込まれるが、
大量の水利用は想定さ
れないことから、予測
評価の対象外とする。

節水のほか、雨水また
は再生水（中水含む）
の利用施設が設置さ
れ、水の有効利用が図
られる。

競技の実施時における
会場の利用者による水
利用については、「施
設の存在による影響」
に含めるものとして、
ここでは予測評価の対
象外とする。

工事の実施に伴う水の
利用については、散水
や洗車による一時的な
利用が見込まれるが、
大量の水利用は想定さ
れないことから、予測
評価の対象外とする。

節水のほか、雨水また
は再生水（中水含む）
の利用施設が設置さ
れ、水の有効利用が図
られる。

－ +1 － － +1
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評価指標別予測結果表（上水利用量の削減）

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

二次評価

段階別影響 評価点

開催前 開催中 開催後 開催前 開催中 開催後

評価点

開催中 開催後

会場
一次評価

開催後 開催前

段階別影響

開催中開催前

No. 名称

30 東京スタジアム

工事の実施に伴う水の
利用については、散水
や洗車による一時的な
利用が見込まれるが、
大量の水利用は想定さ
れないことから、予測
評価の対象外とする。

節水のほか、雨水の利
用により上水利用量の
削減が図られる。

競技の実施時における
会場の利用者による水
利用については、「施
設の存在による影響」
に含めるものとして、
ここでは予測評価の対
象外とする。

工事の実施に伴う水の
利用については、散水
や洗車による一時的な
利用が見込まれるが、
大量の水利用は想定さ
れないことから、予測
評価の対象外とする。

節水のほか、雨水の利
用により上水利用量の
削減が図られる。

－ +1 － － +1

工事の実施に伴う水の
利用については、散水
や洗車による一時的な
利用が見込まれるが、
大量の水利用は想定さ
れないことから、予測
評価の対象外とする。

節水のほか、雨水の利
用により上水利用量の
削減が図られる。

競技の実施時における
会場の利用者による水
利用については、「施
設の存在による影響」
に含めるものとして、
ここでは予測評価の対
象外とする。

工事の実施に伴う水の
利用については、散水
や洗車による一時的な
利用が見込まれるが、
大量の水利用は想定さ
れないことから、予測
評価の対象外とする。

節水のほか、雨水の利
用により上水利用量の
削減が図られる。

－ +1 － － +1

31 武蔵野の森公園

工事の実施に伴う水の
利用については、散水
や洗車による一時的な
利用が見込まれるが、
大量の水利用は想定さ
れないことから、予測
評価の対象外とする。

節水により上水利用量
の削減が図られる。

競技の実施時における
会場の利用者による水
利用については、「施
設の存在による影響」
に含めるものとして、
ここでは予測評価の対
象外とする。

工事の実施に伴う水の
利用については、散水
や洗車による一時的な
利用が見込まれるが、
大量の水利用は想定さ
れないことから、予測
評価の対象外とする。

後利用はないことから
対象外とする。

－ 0 － － －

工事の実施に伴う水の
利用については、散水
や洗車による一時的な
利用が見込まれるが、
大量の水利用は想定さ
れないことから、予測
評価の対象外とする。

節水により上水利用量
の削減が図られる。

競技の実施時における
会場の利用者による水
利用については、「施
設の存在による影響」
に含めるものとして、
ここでは予測評価の対
象外とする。

工事の実施に伴う水の
利用については、散水
や洗車による一時的な
利用が見込まれるが、
大量の水利用は想定さ
れないことから、予測
評価の対象外とする。

後利用はないことから
対象外とする。

－ 0 － － －

32 陸上自衛隊朝霞訓練場

工事の実施に伴う水の
利用については、散水
や洗車による一時的な
利用が見込まれるが、
大量の水利用は想定さ
れないことから、予測
評価の対象外とする。

節水により上水利用量
の削減が図られる。

競技の実施時における
会場の利用者による水
利用については、「施
設の存在による影響」
に含めるものとして、
ここでは予測評価の対
象外とする。

工事の実施に伴う水の
利用については、散水
や洗車による一時的な
利用が見込まれるが、
大量の水利用は想定さ
れないことから、予測
評価の対象外とする。

陸上自衛隊朝霞訓練場
は、陸上自衛隊の専用
施設であることから、
後利用時の評価の対象
外とする。

－ 0 － － －

工事の実施に伴う水の
利用については、散水
や洗車による一時的な
利用が見込まれるが、
大量の水利用は想定さ
れないことから、予測
評価の対象外とする。

節水により上水利用量
の削減が図られる。

競技の実施時における
会場の利用者による水
利用については、「施
設の存在による影響」
に含めるものとして、
ここでは予測評価の対
象外とする。

工事の実施に伴う水の
利用については、散水
や洗車による一時的な
利用が見込まれるが、
大量の水利用は想定さ
れないことから、予測
評価の対象外とする。

陸上自衛隊朝霞訓練場
は、陸上自衛隊の専用
施設であることから、
後利用時の評価の対象
外とする。

－ 0 － － －

33 霞ヶ関カンツリー倶楽部

工事の実施に伴う水の
利用については、散水
や洗車による一時的な
利用が見込まれるが、
大量の水利用は想定さ
れないことから、予測
評価の対象外とする。

節水により上水利用量
の削減が図られる。

競技の実施時における
会場の利用者による水
利用については、「施
設の存在による影響」
に含めるものとして、
ここでは予測評価の対
象外とする。

工事の実施に伴う水の
利用については、散水
や洗車による一時的な
利用が見込まれるが、
大量の水利用は想定さ
れないことから、予測
評価の対象外とする。

節水により上水利用量
の削減が図られる。

－ 0 － － 0

工事の実施に伴う水の
利用については、散水
や洗車による一時的な
利用が見込まれるが、
大量の水利用は想定さ
れないことから、予測
評価の対象外とする。

節水により上水利用量
の削減が図られる。

競技の実施時における
会場の利用者による水
利用については、「施
設の存在による影響」
に含めるものとして、
ここでは予測評価の対
象外とする。

工事の実施に伴う水の
利用については、散水
や洗車による一時的な
利用が見込まれるが、
大量の水利用は想定さ
れないことから、予測
評価の対象外とする。

節水により上水利用量
の削減が図られる。

－ 0 － － 0

34 札幌ドーム

工事の実施に伴う水の
利用については、散水
や洗車による一時的な
利用が見込まれるが、
大量の水利用は想定さ
れないことから、予測
評価の対象外とする。

節水により上水利用量
の削減が図られる。

競技の実施時における
会場の利用者による水
利用については、「施
設の存在による影響」
に含めるものとして、
ここでは予測評価の対
象外とする。

工事の実施に伴う水の
利用については、散水
や洗車による一時的な
利用が見込まれるが、
大量の水利用は想定さ
れないことから、予測
評価の対象外とする。

節水により上水利用量
の削減が図られる。

－ 0 － － 0

工事の実施に伴う水の
利用については、散水
や洗車による一時的な
利用が見込まれるが、
大量の水利用は想定さ
れないことから、予測
評価の対象外とする。

節水により上水利用量
の削減が図られる。

競技の実施時における
会場の利用者による水
利用については、「施
設の存在による影響」
に含めるものとして、
ここでは予測評価の対
象外とする。

工事の実施に伴う水の
利用については、散水
や洗車による一時的な
利用が見込まれるが、
大量の水利用は想定さ
れないことから、予測
評価の対象外とする。

節水により上水利用量
の削減が図られる。

－ 0 － － 0

35 宮城スタジアム

工事の実施に伴う水の
利用については、散水
や洗車による一時的な
利用が見込まれるが、
大量の水利用は想定さ
れないことから、予測
評価の対象外とする。

節水により上水利用量
の削減が図られる。

競技の実施時における
会場の利用者による水
利用については、「施
設の存在による影響」
に含めるものとして、
ここでは予測評価の対
象外とする。

工事の実施に伴う水の
利用については、散水
や洗車による一時的な
利用が見込まれるが、
大量の水利用は想定さ
れないことから、予測
評価の対象外とする。

節水により上水利用量
の削減が図られる。

－ 0 － － 0

工事の実施に伴う水の
利用については、散水
や洗車による一時的な
利用が見込まれるが、
大量の水利用は想定さ
れないことから、予測
評価の対象外とする。

節水により上水利用量
の削減が図られる。

競技の実施時における
会場の利用者による水
利用については、「施
設の存在による影響」
に含めるものとして、
ここでは予測評価の対
象外とする。

工事の実施に伴う水の
利用については、散水
や洗車による一時的な
利用が見込まれるが、
大量の水利用は想定さ
れないことから、予測
評価の対象外とする。

節水により上水利用量
の削減が図られる。

－ 0 － － 0

36 埼玉スタジアム2002

工事の実施に伴う水の
利用については、散水
や洗車による一時的な
利用が見込まれるが、
大量の水利用は想定さ
れないことから、予測
評価の対象外とする。

節水のほか、雨水の利
用により上水利用量の
削減が図られる。

競技の実施時における
会場の利用者による水
利用については、「施
設の存在による影響」
に含めるものとして、
ここでは予測評価の対
象外とする。

工事の実施に伴う水の
利用については、散水
や洗車による一時的な
利用が見込まれるが、
大量の水利用は想定さ
れないことから、予測
評価の対象外とする。

節水のほか、雨水の利
用により上水利用量の
削減が図られる。

－ +1 － － +1

工事の実施に伴う水の
利用については、散水
や洗車による一時的な
利用が見込まれるが、
大量の水利用は想定さ
れないことから、予測
評価の対象外とする。

節水のほか、雨水の利
用により上水利用量の
削減が図られる。

競技の実施時における
会場の利用者による水
利用については、「施
設の存在による影響」
に含めるものとして、
ここでは予測評価の対
象外とする。

工事の実施に伴う水の
利用については、散水
や洗車による一時的な
利用が見込まれるが、
大量の水利用は想定さ
れないことから、予測
評価の対象外とする。

節水のほか、雨水の利
用により上水利用量の
削減が図られる。

－ +1 － － +1

37 横浜国際総合競技場

工事の実施に伴う水の
利用については、散水
や洗車による一時的な
利用が見込まれるが、
大量の水利用は想定さ
れないことから、予測
評価の対象外とする。

節水のほか、雨水及び
再生水（中水含む）の
利用により上水利用量
の削減が図られる。

競技の実施時における
会場の利用者による水
利用については、「施
設の存在による影響」
に含めるものとして、
ここでは予測評価の対
象外とする。

工事の実施に伴う水の
利用については、散水
や洗車による一時的な
利用が見込まれるが、
大量の水利用は想定さ
れないことから、予測
評価の対象外とする。

節水のほか、雨水及び
再生水（中水含む）の
利用により上水利用量
の削減が図られる。

－ +2 － － +2

工事の実施に伴う水の
利用については、散水
や洗車による一時的な
利用が見込まれるが、
大量の水利用は想定さ
れないことから、予測
評価の対象外とする。

節水のほか、雨水及び
再生水（中水含む）の
利用により上水利用量
の削減が図られる。

競技の実施時における
会場の利用者による水
利用については、「施
設の存在による影響」
に含めるものとして、
ここでは予測評価の対
象外とする。

工事の実施に伴う水の
利用については、散水
や洗車による一時的な
利用が見込まれるが、
大量の水利用は想定さ
れないことから、予測
評価の対象外とする。

節水のほか、雨水及び
再生水（中水含む）の
利用により上水利用量
の削減が図られる。

－ +2 － － +2

OV 選手村

工事の実施に伴う水の
利用については、散水
や洗車による一時的な
利用が見込まれるが、
大量の水利用は想定さ
れないことから、予測
評価の対象外とする。

節水により上水利用量
の削減が図られる。

競技の実施時における
会場の利用者による水
利用については、「施
設の存在による影響」
に含めるものとして、
ここでは予測評価の対
象外とする。

工事の実施に伴う水の
利用については、散水
や洗車による一時的な
利用が見込まれるが、
大量の水利用は想定さ
れないことから、予測
評価の対象外とする。

節水により上水利用量
の削減が図られる。

－ 0 － － 0

工事の実施に伴う水の
利用については、散水
や洗車による一時的な
利用が見込まれるが、
大量の水利用は想定さ
れないことから、予測
評価の対象外とする。

節水のほか、雨水及び
再生水（中水含む）の
利用施設が設置され、
水の有効利用が図られ
る。

競技の実施時における
会場の利用者による水
利用については、「施
設の存在による影響」
に含めるものとして、
ここでは予測評価の対
象外とする。

工事の実施に伴う水の
利用については、散水
や洗車による一時的な
利用が見込まれるが、
大量の水利用は想定さ
れないことから、予測
評価の対象外とする。

節水のほか、雨水及び
再生水（中水含む）の
利用施設が設置され、
水の有効利用が図られ
る。

－ +2 － － +2

IBC/MPC
東京ビッグサイト
(IBC/MPC)

工事の実施に伴う水の
利用については、散水
や洗車による一時的な
利用が見込まれるが、
大量の水利用は想定さ
れないことから、予測
評価の対象外とする。

節水のほか、雨水及び
再生水（中水含む）の
利用により上水利用量
の削減が図られる。

競技の実施時における
会場の利用者による水
利用については、「施
設の存在による影響」
に含めるものとして、
ここでは予測評価の対
象外とする。

工事の実施に伴う水の
利用については、散水
や洗車による一時的な
利用が見込まれるが、
大量の水利用は想定さ
れないことから、予測
評価の対象外とする。

節水のほか、雨水及び
再生水（中水含む）の
利用により上水利用量
の削減が図られる。

－ +2 － － +2

工事の実施に伴う水の
利用については、散水
や洗車による一時的な
利用が見込まれるが、
大量の水利用は想定さ
れないことから、予測
評価の対象外とする。

節水のほか、雨水及び
再生水（中水含む）の
利用により上水利用量
の削減が図られる。

競技の実施時における
会場の利用者による水
利用については、「施
設の存在による影響」
に含めるものとして、
ここでは予測評価の対
象外とする。

工事の実施に伴う水の
利用については、散水
や洗車による一時的な
利用が見込まれるが、
大量の水利用は想定さ
れないことから、予測
評価の対象外とする。

節水のほか、雨水及び
再生水（中水含む）の
利用により上水利用量
の削減が図られる。

－ +2 － － +2
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評価指標別予測結果表（廃棄物発生量の減量化）

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

1
オリンピックスタジアム
(国立霞ヶ丘競技場)

標準的な工事と同程度
の廃棄物の削減対策が
なされ、現在の廃棄物
の発生水準と同等の減
量化が行われる。

施設の存在による廃棄
物の発生については、
「競技の実施による影
響」で扱い、ここでは
対象外とする。

競技の実施に伴い排出
される一般廃棄物は、
現在と同程度の減量化
が行われ、最終処分量
は現状の水準と変わら
ない。

標準的な工事と同程度
の廃棄物の削減対策が
なされ、現在の廃棄物
の発生水準と同等の減
量化が行われる。

後利用で排出される一
般廃棄物は、現在と同
程度の減量化が行わ
れ、最終処分量は現状
の水準と変わらない。

0 － 0 0 0

建設廃棄物の対策はリ
サイクルによるものが
大部分であり、減量に
よる最終処分量の大幅
な削減は見込めない。

施設の存在による廃棄
物の発生については、
「競技の実施による影
響」で扱い、ここでは
対象外とする。

既に容器包装廃棄物の
リサイクル分別などが
実施されており、廃棄
物の発生抑制策による
最終処分量の大幅な削
減は見込めない。

建設廃棄物の対策はリ
サイクルによるものが
大部分であり、減量に
よる最終処分量の大幅
な削減は見込めない。

既に容器包装廃棄物の
リサイクル分別などが
実施されており、廃棄
物の発生抑制策による
最終処分量の大幅な削
減は見込めない。

0 － 0 0 0

2 東京体育館

標準的な工事と同程度
の廃棄物の削減対策が
なされ、現在の廃棄物
の発生水準と同等の減
量化が行われる。

施設の存在による廃棄
物の発生については、
「競技の実施による影
響」で扱い、ここでは
対象外とする。

競技の実施に伴い排出
される一般廃棄物は、
現在と同程度の減量化
が行われ、最終処分量
は現状の水準と変わら
ない。

標準的な工事と同程度
の廃棄物の削減対策が
なされ、現在の廃棄物
の発生水準と同等の減
量化が行われる。

後利用で排出される一
般廃棄物は、現在と同
程度の減量化が行わ
れ、最終処分量は現状
の水準と変わらない。

0 － 0 0 0

建設廃棄物の対策はリ
サイクルによるものが
大部分であり、減量に
よる最終処分量の大幅
な削減は見込めない。

施設の存在による廃棄
物の発生については、
「競技の実施による影
響」で扱い、ここでは
対象外とする。

既に容器包装廃棄物の
リサイクル分別などが
実施されており、廃棄
物の発生抑制策による
最終処分量の大幅な削
減は見込めない。

建設廃棄物の対策はリ
サイクルによるものが
大部分であり、減量に
よる最終処分量の大幅
な削減は見込めない。

既に容器包装廃棄物の
リサイクル分別などが
実施されており、廃棄
物の発生抑制策による
最終処分量の大幅な削
減は見込めない。

0 － 0 0 0

3 国立代々木競技場

標準的な工事と同程度
の廃棄物の削減対策が
なされ、現在の廃棄物
の発生水準と同等の減
量化が行われる。

施設の存在による廃棄
物の発生については、
「競技の実施による影
響」で扱い、ここでは
対象外とする。

競技の実施に伴い排出
される一般廃棄物は、
現在と同程度の減量化
が行われ、最終処分量
は現状の水準と変わら
ない。

標準的な工事と同程度
の廃棄物の削減対策が
なされ、現在の廃棄物
の発生水準と同等の減
量化が行われる。

後利用で排出される一
般廃棄物は、現在と同
程度の減量化が行わ
れ、最終処分量は現状
の水準と変わらない。

0 － 0 0 0

建設廃棄物の対策はリ
サイクルによるものが
大部分であり、減量に
よる最終処分量の大幅
な削減は見込めない。

施設の存在による廃棄
物の発生については、
「競技の実施による影
響」で扱い、ここでは
対象外とする。

既に容器包装廃棄物の
リサイクル分別などが
実施されており、廃棄
物の発生抑制策による
最終処分量の大幅な削
減は見込めない。

建設廃棄物の対策はリ
サイクルによるものが
大部分であり、減量に
よる最終処分量の大幅
な削減は見込めない。

既に容器包装廃棄物の
リサイクル分別などが
実施されており、廃棄
物の発生抑制策による
最終処分量の大幅な削
減は見込めない。

0 － 0 0 0

4 日本武道館

標準的な工事と同程度
の廃棄物の削減対策が
なされ、現在の廃棄物
の発生水準と同等の減
量化が行われる。

施設の存在による廃棄
物の発生については、
「競技の実施による影
響」で扱い、ここでは
対象外とする。

競技の実施に伴い排出
される一般廃棄物は、
現在と同程度の減量化
が行われ、最終処分量
は現状の水準と変わら
ない。

標準的な工事と同程度
の廃棄物の削減対策が
なされ、現在の廃棄物
の発生水準と同等の減
量化が行われる。

後利用で排出される一
般廃棄物は、現在と同
程度の減量化が行わ
れ、最終処分量は現状
の水準と変わらない。

0 － 0 0 0

建設廃棄物の対策はリ
サイクルによるものが
大部分であり、減量に
よる最終処分量の大幅
な削減は見込めない。

施設の存在による廃棄
物の発生については、
「競技の実施による影
響」で扱い、ここでは
対象外とする。

既に容器包装廃棄物の
リサイクル分別などが
実施されており、廃棄
物の発生抑制策による
最終処分量の大幅な削
減は見込めない。

建設廃棄物の対策はリ
サイクルによるものが
大部分であり、減量に
よる最終処分量の大幅
な削減は見込めない。

既に容器包装廃棄物の
リサイクル分別などが
実施されており、廃棄
物の発生抑制策による
最終処分量の大幅な削
減は見込めない。

0 － 0 0 0

5 皇居外苑

標準的な工事と同程度
の廃棄物の削減対策が
なされ、現在の廃棄物
の発生水準と同等の減
量化が行われる。

施設の存在による廃棄
物の発生については、
「競技の実施による影
響」で扱い、ここでは
対象外とする。

競技の実施に伴い排出
される一般廃棄物は、
現在と同程度の減量化
が行われ、最終処分量
は現状の水準と変わら
ない。

標準的な工事と同程度
の廃棄物の削減対策が
なされ、現在の廃棄物
の発生水準と同等の減
量化が行われる。

後利用はないことから
対象外とする。

0 － 0 0 －

建設廃棄物の対策はリ
サイクルによるものが
大部分であり、減量に
よる最終処分量の大幅
な削減は見込めない。

施設の存在による廃棄
物の発生については、
「競技の実施による影
響」で扱い、ここでは
対象外とする。

既に容器包装廃棄物の
リサイクル分別などが
実施されており、廃棄
物の発生抑制策による
最終処分量の大幅な削
減は見込めない。

建設廃棄物の対策はリ
サイクルによるものが
大部分であり、減量に
よる最終処分量の大幅
な削減は見込めない。

後利用はないことから
対象外とする。

0 － 0 0 －

6 東京国際フォーラム
影響要因は想定されな
いことから対象外とす
る。

施設の存在による廃棄
物の発生については、
「競技の実施による影
響」で扱い、ここでは
対象外とする。

競技の実施に伴い排出
される一般廃棄物は、
現在と同程度の減量化
が行われ、最終処分量
は現状の水準と変わら
ない。

影響要因は想定されな
いことから対象外とす
る。

後利用で排出される一
般廃棄物は、現在と同
程度の減量化が行わ
れ、最終処分量は現状
の水準と変わらない。

－ － 0 － 0
影響要因は想定されな
いことから対象外とす
る。

施設の存在による廃棄
物の発生については、
「競技の実施による影
響」で扱い、ここでは
対象外とする。

既に容器包装廃棄物の
リサイクル分別などが
実施されており、廃棄
物の発生抑制策による
最終処分量の大幅な削
減は見込めない。

影響要因は想定されな
いことから対象外とす
る。

既に容器包装廃棄物の
リサイクル分別などが
実施されており、廃棄
物の発生抑制策による
最終処分量の大幅な削
減は見込めない。

－ － 0 － 0

7 国技館

標準的な工事と同程度
の廃棄物の削減対策が
なされ、現在の廃棄物
の発生水準と同等の減
量化が行われる。

施設の存在による廃棄
物の発生については、
「競技の実施による影
響」で扱い、ここでは
対象外とする。

競技の実施に伴い排出
される一般廃棄物は、
現在と同程度の減量化
が行われ、最終処分量
は現状の水準と変わら
ない。

標準的な工事と同程度
の廃棄物の削減対策が
なされ、現在の廃棄物
の発生水準と同等の減
量化が行われる。

後利用で排出される一
般廃棄物は、現在と同
程度の減量化が行わ
れ、最終処分量は現状
の水準と変わらない。

0 － 0 0 0

建設廃棄物の対策はリ
サイクルによるものが
大部分であり、減量に
よる最終処分量の大幅
な削減は見込めない。

施設の存在による廃棄
物の発生については、
「競技の実施による影
響」で扱い、ここでは
対象外とする。

既に容器包装廃棄物の
リサイクル分別などが
実施されており、廃棄
物の発生抑制策による
最終処分量の大幅な削
減は見込めない。

建設廃棄物の対策はリ
サイクルによるものが
大部分であり、減量に
よる最終処分量の大幅
な削減は見込めない。

既に容器包装廃棄物の
リサイクル分別などが
実施されており、廃棄
物の発生抑制策による
最終処分量の大幅な削
減は見込めない。

0 － 0 0 0

8 有明アリーナ

標準的な工事と同程度
の廃棄物の削減対策が
なされ、現在の廃棄物
の発生水準と同等の減
量化が行われる。

施設の存在による廃棄
物の発生については、
「競技の実施による影
響」で扱い、ここでは
対象外とする。

競技の実施に伴い排出
される一般廃棄物は、
現在と同程度の減量化
が行われ、最終処分量
は現状の水準と変わら
ない。

標準的な工事と同程度
の廃棄物の削減対策が
なされ、現在の廃棄物
の発生水準と同等の減
量化が行われる。

後利用で排出される一
般廃棄物は、現在と同
程度の減量化が行わ
れ、最終処分量は現状
の水準と変わらない。

0 － 0 0 0

建設廃棄物の対策はリ
サイクルによるものが
大部分であり、減量に
よる最終処分量の大幅
な削減は見込めない。

施設の存在による廃棄
物の発生については、
「競技の実施による影
響」で扱い、ここでは
対象外とする。

既に容器包装廃棄物の
リサイクル分別などが
実施されており、廃棄
物の発生抑制策による
最終処分量の大幅な削
減は見込めない。

建設廃棄物の対策はリ
サイクルによるものが
大部分であり、減量に
よる最終処分量の大幅
な削減は見込めない。

既に容器包装廃棄物の
リサイクル分別などが
実施されており、廃棄
物の発生抑制策による
最終処分量の大幅な削
減は見込めない。

0 － 0 0 0

9 有明ＢＭＸコース

標準的な工事と同程度
の廃棄物の削減対策が
なされ、現在の廃棄物
の発生水準と同等の減
量化が行われる。

施設の存在による廃棄
物の発生については、
「競技の実施による影
響」で扱い、ここでは
対象外とする。

競技の実施に伴い排出
される一般廃棄物は、
現在と同程度の減量化
が行われ、最終処分量
は現状の水準と変わら
ない。

標準的な工事と同程度
の廃棄物の削減対策が
なされ、現在の廃棄物
の発生水準と同等の減
量化が行われる。

後利用はないことから
対象外とする。

0 － 0 0 －

建設廃棄物の対策はリ
サイクルによるものが
大部分であり、減量に
よる最終処分量の大幅
な削減は見込めない。

施設の存在による廃棄
物の発生については、
「競技の実施による影
響」で扱い、ここでは
対象外とする。

既に容器包装廃棄物の
リサイクル分別などが
実施されており、廃棄
物の発生抑制策による
最終処分量の大幅な削
減は見込めない。

建設廃棄物の対策はリ
サイクルによるものが
大部分であり、減量に
よる最終処分量の大幅
な削減は見込めない。

後利用はないことから
対象外とする。

0 － 0 0 －

10 有明ベロドローム

標準的な工事と同程度
の廃棄物の削減対策が
なされ、現在の廃棄物
の発生水準と同等の減
量化が行われる。

施設の存在による廃棄
物の発生については、
「競技の実施による影
響」で扱い、ここでは
対象外とする。

競技の実施に伴い排出
される一般廃棄物は、
現在と同程度の減量化
が行われ、最終処分量
は現状の水準と変わら
ない。

標準的な工事と同程度
の廃棄物の削減対策が
なされ、現在の廃棄物
の発生水準と同等の減
量化が行われる。

後利用はないことから
対象外とする。

0 － 0 0 －

建設廃棄物の対策はリ
サイクルによるものが
大部分であり、減量に
よる最終処分量の大幅
な削減は見込めない。

施設の存在による廃棄
物の発生については、
「競技の実施による影
響」で扱い、ここでは
対象外とする。

既に容器包装廃棄物の
リサイクル分別などが
実施されており、廃棄
物の発生抑制策による
最終処分量の大幅な削
減は見込めない。

建設廃棄物の対策はリ
サイクルによるものが
大部分であり、減量に
よる最終処分量の大幅
な削減は見込めない。

後利用はないことから
対象外とする。

0 － 0 0 －

11 有明体操競技場

標準的な工事と同程度
の廃棄物の削減対策が
なされ、現在の廃棄物
の発生水準と同等の減
量化が行われる。

施設の存在による廃棄
物の発生については、
「競技の実施による影
響」で扱い、ここでは
対象外とする。

競技の実施に伴い排出
される一般廃棄物は、
現在と同程度の減量化
が行われ、最終処分量
は現状の水準と変わら
ない。

標準的な工事と同程度
の廃棄物の削減対策が
なされ、現在の廃棄物
の発生水準と同等の減
量化が行われる。

後利用はないことから
対象外とする。

0 － 0 0 －

建設廃棄物の対策はリ
サイクルによるものが
大部分であり、減量に
よる最終処分量の大幅
な削減は見込めない。

施設の存在による廃棄
物の発生については、
「競技の実施による影
響」で扱い、ここでは
対象外とする。

既に容器包装廃棄物の
リサイクル分別などが
実施されており、廃棄
物の発生抑制策による
最終処分量の大幅な削
減は見込めない。

建設廃棄物の対策はリ
サイクルによるものが
大部分であり、減量に
よる最終処分量の大幅
な削減は見込めない。

後利用はないことから
対象外とする。

0 － 0 0 －

12 有明テニスの森

標準的な工事と同程度
の廃棄物の削減対策が
なされ、現在の廃棄物
の発生水準と同等の減
量化が行われる。

施設の存在による廃棄
物の発生については、
「競技の実施による影
響」で扱い、ここでは
対象外とする。

競技の実施に伴い排出
される一般廃棄物は、
現在と同程度の減量化
が行われ、最終処分量
は現状の水準と変わら
ない。

標準的な工事と同程度
の廃棄物の削減対策が
なされ、現在の廃棄物
の発生水準と同等の減
量化が行われる。

後利用で排出される一
般廃棄物は、現在と同
程度の減量化が行わ
れ、最終処分量は現状
の水準と変わらない。

0 － 0 0 0

建設廃棄物の対策はリ
サイクルによるものが
大部分であり、減量に
よる最終処分量の大幅
な削減は見込めない。

施設の存在による廃棄
物の発生については、
「競技の実施による影
響」で扱い、ここでは
対象外とする。

既に容器包装廃棄物の
リサイクル分別などが
実施されており、廃棄
物の発生抑制策による
最終処分量の大幅な削
減は見込めない。

建設廃棄物の対策はリ
サイクルによるものが
大部分であり、減量に
よる最終処分量の大幅
な削減は見込めない。

既に容器包装廃棄物の
リサイクル分別などが
実施されており、廃棄
物の発生抑制策による
最終処分量の大幅な削
減は見込めない。

0 － 0 0 0

13 お台場海浜公園

標準的な工事と同程度
の廃棄物の削減対策が
なされ、現在の廃棄物
の発生水準と同等の減
量化が行われる。

施設の存在による廃棄
物の発生については、
「競技の実施による影
響」で扱い、ここでは
対象外とする。

競技の実施に伴い排出
される一般廃棄物は、
現在と同程度の減量化
が行われ、最終処分量
は現状の水準と変わら
ない。

標準的な工事と同程度
の廃棄物の削減対策が
なされ、現在の廃棄物
の発生水準と同等の減
量化が行われる。

後利用はないことから
対象外とする。

0 － 0 0 －

建設廃棄物の対策はリ
サイクルによるものが
大部分であり、減量に
よる最終処分量の大幅
な削減は見込めない。

施設の存在による廃棄
物の発生については、
「競技の実施による影
響」で扱い、ここでは
対象外とする。

既に容器包装廃棄物の
リサイクル分別などが
実施されており、廃棄
物の発生抑制策による
最終処分量の大幅な削
減は見込めない。

建設廃棄物の対策はリ
サイクルによるものが
大部分であり、減量に
よる最終処分量の大幅
な削減は見込めない。

後利用はないことから
対象外とする。

0 － 0 0 －

14 潮風公園

標準的な工事と同程度
の廃棄物の削減対策が
なされ、現在の廃棄物
の発生水準と同等の減
量化が行われる。

施設の存在による廃棄
物の発生については、
「競技の実施による影
響」で扱い、ここでは
対象外とする。

競技の実施に伴い排出
される一般廃棄物は、
現在と同程度の減量化
が行われ、最終処分量
は現状の水準と変わら
ない。

標準的な工事と同程度
の廃棄物の削減対策が
なされ、現在の廃棄物
の発生水準と同等の減
量化が行われる。

後利用はないことから
対象外とする。

0 － 0 0 －

建設廃棄物の対策はリ
サイクルによるものが
大部分であり、減量に
よる最終処分量の大幅
な削減は見込めない。

施設の存在による廃棄
物の発生については、
「競技の実施による影
響」で扱い、ここでは
対象外とする。

既に容器包装廃棄物の
リサイクル分別などが
実施されており、廃棄
物の発生抑制策による
最終処分量の大幅な削
減は見込めない。

建設廃棄物の対策はリ
サイクルによるものが
大部分であり、減量に
よる最終処分量の大幅
な削減は見込めない。

後利用はないことから
対象外とする。

0 － 0 0 －

15～16
東京ビッグサイト・ホール
Ａ、Ｂ

標準的な工事と同程度
の廃棄物の削減対策が
なされ、現在の廃棄物
の発生水準と同等の減
量化が行われる。

施設の存在による廃棄
物の発生については、
「競技の実施による影
響」で扱い、ここでは
対象外とする。

競技の実施に伴い排出
される一般廃棄物は、
現在と同程度の減量化
が行われ、最終処分量
は現状の水準と変わら
ない。

標準的な工事と同程度
の廃棄物の削減対策が
なされ、現在の廃棄物
の発生水準と同等の減
量化が行われる。

後利用で排出される一
般廃棄物は、現在と同
程度の減量化が行わ
れ、最終処分量は現状
の水準と変わらない。

0 － 0 0 0

建設廃棄物の対策はリ
サイクルによるものが
大部分であり、減量に
よる最終処分量の大幅
な削減は見込めない。

施設の存在による廃棄
物の発生については、
「競技の実施による影
響」で扱い、ここでは
対象外とする。

既に容器包装廃棄物の
リサイクル分別などが
実施されており、廃棄
物の発生抑制策による
最終処分量の大幅な削
減は見込めない。

建設廃棄物の対策はリ
サイクルによるものが
大部分であり、減量に
よる最終処分量の大幅
な削減は見込めない。

既に容器包装廃棄物の
リサイクル分別などが
実施されており、廃棄
物の発生抑制策による
最終処分量の大幅な削
減は見込めない。

0 － 0 0 0

17 大井ホッケー競技場

標準的な工事と同程度
の廃棄物の削減対策が
なされ、現在の廃棄物
の発生水準と同等の減
量化が行われる。

施設の存在による廃棄
物の発生については、
「競技の実施による影
響」で扱い、ここでは
対象外とする。

競技の実施に伴い排出
される一般廃棄物は、
現在と同程度の減量化
が行われ、最終処分量
は現状の水準と変わら
ない。

標準的な工事と同程度
の廃棄物の削減対策が
なされ、現在の廃棄物
の発生水準と同等の減
量化が行われる。

後利用で排出される一
般廃棄物は、現在と同
程度の減量化が行わ
れ、最終処分量は現状
の水準と変わらない。

0 － 0 0 0

建設廃棄物の対策はリ
サイクルによるものが
大部分であり、減量に
よる最終処分量の大幅
な削減は見込めない。

施設の存在による廃棄
物の発生については、
「競技の実施による影
響」で扱い、ここでは
対象外とする。

既に容器包装廃棄物の
リサイクル分別などが
実施されており、廃棄
物の発生抑制策による
最終処分量の大幅な削
減は見込めない。

建設廃棄物の対策はリ
サイクルによるものが
大部分であり、減量に
よる最終処分量の大幅
な削減は見込めない。

既に容器包装廃棄物の
リサイクル分別などが
実施されており、廃棄
物の発生抑制策による
最終処分量の大幅な削
減は見込めない。

0 － 0 0 0

二次評価

段階別影響 評価点

開催前 開催中 開催後 開催前 開催中 開催後

評価点

開催中 開催後

会場
一次評価

開催後 開催前

段階別影響

開催中開催前

No. 名称
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工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

二次評価

段階別影響 評価点

開催前 開催中 開催後 開催前 開催中 開催後

評価点

開催中 開催後

会場
一次評価

開催後 開催前

段階別影響

開催中開催前

No. 名称

18
海の森クロスカントリー
コース

標準的な工事と同程度
の廃棄物の削減対策が
なされ、現在の廃棄物
の発生水準と同等の減
量化が行われる。

施設の存在による廃棄
物の発生については、
「競技の実施による影
響」で扱い、ここでは
対象外とする。

競技の実施に伴い排出
される一般廃棄物は、
現在と同程度の減量化
が行われ、最終処分量
は現状の水準と変わら
ない。

標準的な工事と同程度
の廃棄物の削減対策が
なされ、現在の廃棄物
の発生水準と同等の減
量化が行われる。

後利用はないことから
対象外とする。

0 － 0 0 －

建設廃棄物の対策はリ
サイクルによるものが
大部分であり、減量に
よる最終処分量の大幅
な削減は見込めない。

施設の存在による廃棄
物の発生については、
「競技の実施による影
響」で扱い、ここでは
対象外とする。

既に容器包装廃棄物の
リサイクル分別などが
実施されており、廃棄
物の発生抑制策による
最終処分量の大幅な削
減は見込めない。

建設廃棄物の対策はリ
サイクルによるものが
大部分であり、減量に
よる最終処分量の大幅
な削減は見込めない。

後利用はないことから
対象外とする。

0 － 0 0 －

19 海の森水上競技場

標準的な工事と同程度
の廃棄物の削減対策が
なされ、現在の廃棄物
の発生水準と同等の減
量化が行われる。

施設の存在による廃棄
物の発生については、
「競技の実施による影
響」で扱い、ここでは
対象外とする。

競技の実施に伴い排出
される一般廃棄物は、
現在と同程度の減量化
が行われ、最終処分量
は現状の水準と変わら
ない。

標準的な工事と同程度
の廃棄物の削減対策が
なされ、現在の廃棄物
の発生水準と同等の減
量化が行われる。

後利用で排出される一
般廃棄物は、現在と同
程度の減量化が行わ
れ、最終処分量は現状
の水準と変わらない。

0 － 0 0 0

建設廃棄物の対策はリ
サイクルによるものが
大部分であり、減量に
よる最終処分量の大幅
な削減は見込めない。

施設の存在による廃棄
物の発生については、
「競技の実施による影
響」で扱い、ここでは
対象外とする。

既に容器包装廃棄物の
リサイクル分別などが
実施されており、廃棄
物の発生抑制策による
最終処分量の大幅な削
減は見込めない。

建設廃棄物の対策はリ
サイクルによるものが
大部分であり、減量に
よる最終処分量の大幅
な削減は見込めない。

既に容器包装廃棄物の
リサイクル分別などが
実施されており、廃棄
物の発生抑制策による
最終処分量の大幅な削
減は見込めない。

0 － 0 0 0

20
海の森マウンテンバイク
コース

標準的な工事と同程度
の廃棄物の削減対策が
なされ、現在の廃棄物
の発生水準と同等の減
量化が行われる。

施設の存在による廃棄
物の発生については、
「競技の実施による影
響」で扱い、ここでは
対象外とする。

競技の実施に伴い排出
される一般廃棄物は、
現在と同程度の減量化
が行われ、最終処分量
は現状の水準と変わら
ない。

標準的な工事と同程度
の廃棄物の削減対策が
なされ、現在の廃棄物
の発生水準と同等の減
量化が行われる。

後利用はないことから
対象外とする。

0 － 0 0 －

建設廃棄物の対策はリ
サイクルによるものが
大部分であり、減量に
よる最終処分量の大幅
な削減は見込めない。

施設の存在による廃棄
物の発生については、
「競技の実施による影
響」で扱い、ここでは
対象外とする。

既に容器包装廃棄物の
リサイクル分別などが
実施されており、廃棄
物の発生抑制策による
最終処分量の大幅な削
減は見込めない。

建設廃棄物の対策はリ
サイクルによるものが
大部分であり、減量に
よる最終処分量の大幅
な削減は見込めない。

後利用はないことから
対象外とする。

0 － 0 0 －

21 若洲オリンピックマリーナ

標準的な工事と同程度
の廃棄物の削減対策が
なされ、現在の廃棄物
の発生水準と同等の減
量化が行われる。

施設の存在による廃棄
物の発生については、
「競技の実施による影
響」で扱い、ここでは
対象外とする。

競技の実施に伴い排出
される一般廃棄物は、
現在と同程度の減量化
が行われ、最終処分量
は現状の水準と変わら
ない。

標準的な工事と同程度
の廃棄物の削減対策が
なされ、現在の廃棄物
の発生水準と同等の減
量化が行われる。

後利用で排出される一
般廃棄物は、現在と同
程度の減量化が行わ
れ、最終処分量は現状
の水準と変わらない。

0 － 0 0 0

建設廃棄物の対策はリ
サイクルによるものが
大部分であり、減量に
よる最終処分量の大幅
な削減は見込めない。

施設の存在による廃棄
物の発生については、
「競技の実施による影
響」で扱い、ここでは
対象外とする。

既に容器包装廃棄物の
リサイクル分別などが
実施されており、廃棄
物の発生抑制策による
最終処分量の大幅な削
減は見込めない。

建設廃棄物の対策はリ
サイクルによるものが
大部分であり、減量に
よる最終処分量の大幅
な削減は見込めない。

既に容器包装廃棄物の
リサイクル分別などが
実施されており、廃棄
物の発生抑制策による
最終処分量の大幅な削
減は見込めない。

0 － 0 0 0

22 葛西臨海公園

標準的な工事と同程度
の廃棄物の削減対策が
なされ、現在の廃棄物
の発生水準と同等の減
量化が行われる。

施設の存在による廃棄
物の発生については、
「競技の実施による影
響」で扱い、ここでは
対象外とする。

競技の実施に伴い排出
される一般廃棄物は、
現在と同程度の減量化
が行われ、最終処分量
は現状の水準と変わら
ない。

標準的な工事と同程度
の廃棄物の削減対策が
なされ、現在の廃棄物
の発生水準と同等の減
量化が行われる。

後利用で排出される一
般廃棄物は、現在と同
程度の減量化が行わ
れ、最終処分量は現状
の水準と変わらない。

0 － 0 0 0

建設廃棄物の対策はリ
サイクルによるものが
大部分であり、減量に
よる最終処分量の大幅
な削減は見込めない。

施設の存在による廃棄
物の発生については、
「競技の実施による影
響」で扱い、ここでは
対象外とする。

既に容器包装廃棄物の
リサイクル分別などが
実施されており、廃棄
物の発生抑制策による
最終処分量の大幅な削
減は見込めない。

建設廃棄物の対策はリ
サイクルによるものが
大部分であり、減量に
よる最終処分量の大幅
な削減は見込めない。

既に容器包装廃棄物の
リサイクル分別などが
実施されており、廃棄
物の発生抑制策による
最終処分量の大幅な削
減は見込めない。

0 － 0 0 0

23～24
夢の島ユース・プラザ・ア
リーナＡ、Ｂ

標準的な工事と同程度
の廃棄物の削減対策が
なされ、現在の廃棄物
の発生水準と同等の減
量化が行われる。

施設の存在による廃棄
物の発生については、
「競技の実施による影
響」で扱い、ここでは
対象外とする。

競技の実施に伴い排出
される一般廃棄物は、
現在と同程度の減量化
が行われ、最終処分量
は現状の水準と変わら
ない。

標準的な工事と同程度
の廃棄物の削減対策が
なされ、現在の廃棄物
の発生水準と同等の減
量化が行われる。

後利用で排出される一
般廃棄物は、現在と同
程度の減量化が行わ
れ、最終処分量は現状
の水準と変わらない。

0 － 0 0 0

建設廃棄物の対策はリ
サイクルによるものが
大部分であり、減量に
よる最終処分量の大幅
な削減は見込めない。

施設の存在による廃棄
物の発生については、
「競技の実施による影
響」で扱い、ここでは
対象外とする。

既に容器包装廃棄物の
リサイクル分別などが
実施されており、廃棄
物の発生抑制策による
最終処分量の大幅な削
減は見込めない。

建設廃棄物の対策はリ
サイクルによるものが
大部分であり、減量に
よる最終処分量の大幅
な削減は見込めない。

既に容器包装廃棄物の
リサイクル分別などが
実施されており、廃棄
物の発生抑制策による
最終処分量の大幅な削
減は見込めない。

0 － 0 0 0

25 夢の島公園

標準的な工事と同程度
の廃棄物の削減対策が
なされ、現在の廃棄物
の発生水準と同等の減
量化が行われる。

施設の存在による廃棄
物の発生については、
「競技の実施による影
響」で扱い、ここでは
対象外とする。

競技の実施に伴い排出
される一般廃棄物は、
現在と同程度の減量化
が行われ、最終処分量
は現状の水準と変わら
ない。

標準的な工事と同程度
の廃棄物の削減対策が
なされ、現在の廃棄物
の発生水準と同等の減
量化が行われる。

後利用はないことから
対象外とする。

0 － 0 0 －

建設廃棄物の対策はリ
サイクルによるものが
大部分であり、減量に
よる最終処分量の大幅
な削減は見込めない。

施設の存在による廃棄
物の発生については、
「競技の実施による影
響」で扱い、ここでは
対象外とする。

既に容器包装廃棄物の
リサイクル分別などが
実施されており、廃棄
物の発生抑制策による
最終処分量の大幅な削
減は見込めない。

建設廃棄物の対策はリ
サイクルによるものが
大部分であり、減量に
よる最終処分量の大幅
な削減は見込めない。

後利用はないことから
対象外とする。

0 － 0 0 －

26 夢の島競技場

標準的な工事と同程度
の廃棄物の削減対策が
なされ、現在の廃棄物
の発生水準と同等の減
量化が行われる。

施設の存在による廃棄
物の発生については、
「競技の実施による影
響」で扱い、ここでは
対象外とする。

競技の実施に伴い排出
される一般廃棄物は、
現在と同程度の減量化
が行われ、最終処分量
は現状の水準と変わら
ない。

標準的な工事と同程度
の廃棄物の削減対策が
なされ、現在の廃棄物
の発生水準と同等の減
量化が行われる。

後利用で排出される一
般廃棄物は、現在と同
程度の減量化が行わ
れ、最終処分量は現状
の水準と変わらない。

0 － 0 0 0

建設廃棄物の対策はリ
サイクルによるものが
大部分であり、減量に
よる最終処分量の大幅
な削減は見込めない。

施設の存在による廃棄
物の発生については、
「競技の実施による影
響」で扱い、ここでは
対象外とする。

既に容器包装廃棄物の
リサイクル分別などが
実施されており、廃棄
物の発生抑制策による
最終処分量の大幅な削
減は見込めない。

建設廃棄物の対策はリ
サイクルによるものが
大部分であり、減量に
よる最終処分量の大幅
な削減は見込めない。

既に容器包装廃棄物の
リサイクル分別などが
実施されており、廃棄
物の発生抑制策による
最終処分量の大幅な削
減は見込めない。

0 － 0 0 0

27～28
オリンピックアクアティク
スセンター
ウォーターポロアリーナ

標準的な工事と同程度
の廃棄物の削減対策が
なされ、現在の廃棄物
の発生水準と同等の減
量化が行われる。

施設の存在による廃棄
物の発生については、
「競技の実施による影
響」で扱い、ここでは
対象外とする。

競技の実施に伴い排出
される一般廃棄物は、
現在と同程度の減量化
が行われ、最終処分量
は現状の水準と変わら
ない。

標準的な工事と同程度
の廃棄物の削減対策が
なされ、現在の廃棄物
の発生水準と同等の減
量化が行われる。

後利用で排出される一
般廃棄物は、現在と同
程度の減量化が行わ
れ、最終処分量は現状
の水準と変わらない。

0 － 0 0 0

建設廃棄物の対策はリ
サイクルによるものが
大部分であり、減量に
よる最終処分量の大幅
な削減は見込めない。

施設の存在による廃棄
物の発生については、
「競技の実施による影
響」で扱い、ここでは
対象外とする。

既に容器包装廃棄物の
リサイクル分別などが
実施されており、廃棄
物の発生抑制策による
最終処分量の大幅な削
減は見込めない。

建設廃棄物の対策はリ
サイクルによるものが
大部分であり、減量に
よる最終処分量の大幅
な削減は見込めない。

既に容器包装廃棄物の
リサイクル分別などが
実施されており、廃棄
物の発生抑制策による
最終処分量の大幅な削
減は見込めない。

0 － 0 0 0

29
武蔵野の森総合スポーツ施
設

標準的な工事と同程度
の廃棄物の削減対策が
なされ、現在の廃棄物
の発生水準と同等の減
量化が行われる。

施設の存在による廃棄
物の発生については、
「競技の実施による影
響」で扱い、ここでは
対象外とする。

競技の実施に伴い排出
される一般廃棄物は、
現在と同程度の減量化
が行われ、最終処分量
は現状の水準と変わら
ない。

影響要因は想定されな
いことから対象外とす
る。

後利用で排出される一
般廃棄物は、現在と同
程度の減量化が行わ
れ、最終処分量は現状
の水準と変わらない。

0 － 0 － 0

建設廃棄物の対策はリ
サイクルによるものが
大部分であり、減量に
よる最終処分量の大幅
な削減は見込めない。

施設の存在による廃棄
物の発生については、
「競技の実施による影
響」で扱い、ここでは
対象外とする。

既に容器包装廃棄物の
リサイクル分別などが
実施されており、廃棄
物の発生抑制策による
最終処分量の大幅な削
減は見込めない。

影響要因は想定されな
いことから対象外とす
る。

既に容器包装廃棄物の
リサイクル分別などが
実施されており、廃棄
物の発生抑制策による
最終処分量の大幅な削
減は見込めない。

0 － 0 － 0

30 東京スタジアム

標準的な工事と同程度
の廃棄物の削減対策が
なされ、現在の廃棄物
の発生水準と同等の減
量化が行われる。

施設の存在による廃棄
物の発生については、
「競技の実施による影
響」で扱い、ここでは
対象外とする。

競技の実施に伴い排出
される一般廃棄物は、
現在と同程度の減量化
が行われ、最終処分量
は現状の水準と変わら
ない。

標準的な工事と同程度
の廃棄物の削減対策が
なされ、現在の廃棄物
の発生水準と同等の減
量化が行われる。

後利用で排出される一
般廃棄物は、現在と同
程度の減量化が行わ
れ、最終処分量は現状
の水準と変わらない。

0 － 0 0 0

建設廃棄物の対策はリ
サイクルによるものが
大部分であり、減量に
よる最終処分量の大幅
な削減は見込めない。

施設の存在による廃棄
物の発生については、
「競技の実施による影
響」で扱い、ここでは
対象外とする。

既に容器包装廃棄物の
リサイクル分別などが
実施されており、廃棄
物の発生抑制策による
最終処分量の大幅な削
減は見込めない。

建設廃棄物の対策はリ
サイクルによるものが
大部分であり、減量に
よる最終処分量の大幅
な削減は見込めない。

既に容器包装廃棄物の
リサイクル分別などが
実施されており、廃棄
物の発生抑制策による
最終処分量の大幅な削
減は見込めない。

0 － 0 0 0

31 武蔵野の森公園

標準的な工事と同程度
の廃棄物の削減対策が
なされ、現在の廃棄物
の発生水準と同等の減
量化が行われる。

施設の存在による廃棄
物の発生については、
「競技の実施による影
響」で扱い、ここでは
対象外とする。

競技の実施に伴い排出
される一般廃棄物は、
現在と同程度の減量化
が行われ、最終処分量
は現状の水準と変わら
ない。

標準的な工事と同程度
の廃棄物の削減対策が
なされ、現在の廃棄物
の発生水準と同等の減
量化が行われる。

後利用はないことから
対象外とする。

0 － 0 0 －

建設廃棄物の対策はリ
サイクルによるものが
大部分であり、減量に
よる最終処分量の大幅
な削減は見込めない。

施設の存在による廃棄
物の発生については、
「競技の実施による影
響」で扱い、ここでは
対象外とする。

既に容器包装廃棄物の
リサイクル分別などが
実施されており、廃棄
物の発生抑制策による
最終処分量の大幅な削
減は見込めない。

建設廃棄物の対策はリ
サイクルによるものが
大部分であり、減量に
よる最終処分量の大幅
な削減は見込めない。

後利用はないことから
対象外とする。

0 － 0 0 －

32 陸上自衛隊朝霞訓練場

標準的な工事と同程度
の廃棄物の削減対策が
なされ、現在の廃棄物
の発生水準と同等の減
量化が行われる。

施設の存在による廃棄
物の発生については、
「競技の実施による影
響」で扱い、ここでは
対象外とする。

競技の実施に伴い排出
される一般廃棄物は、
現在と同程度の減量化
が行われ、最終処分量
は現状の水準と変わら
ない。

標準的な工事と同程度
の廃棄物の削減対策が
なされ、現在の廃棄物
の発生水準と同等の減
量化が行われる。

後利用はないことから
対象外とする。

0 － 0 0 －

建設廃棄物の対策はリ
サイクルによるものが
大部分であり、減量に
よる最終処分量の大幅
な削減は見込めない。

施設の存在による廃棄
物の発生については、
「競技の実施による影
響」で扱い、ここでは
対象外とする。

既に容器包装廃棄物の
リサイクル分別などが
実施されており、廃棄
物の発生抑制策による
最終処分量の大幅な削
減は見込めない。

建設廃棄物の対策はリ
サイクルによるものが
大部分であり、減量に
よる最終処分量の大幅
な削減は見込めない。

後利用はないことから
対象外とする。

0 － 0 0 －

33 霞ヶ関カンツリー倶楽部

標準的な工事と同程度
の廃棄物の削減対策が
なされ、現在の廃棄物
の発生水準と同等の減
量化が行われる。

施設の存在による廃棄
物の発生については、
「競技の実施による影
響」で扱い、ここでは
対象外とする。

競技の実施に伴い排出
される一般廃棄物は、
現在と同程度の減量化
が行われ、最終処分量
は現状の水準と変わら
ない。

標準的な工事と同程度
の廃棄物の削減対策が
なされ、現在の廃棄物
の発生水準と同等の減
量化が行われる。

後利用で排出される一
般廃棄物は、現在と同
程度の減量化が行わ
れ、最終処分量は現状
の水準と変わらない。

0 － 0 0 0

建設廃棄物の対策はリ
サイクルによるものが
大部分であり、減量に
よる最終処分量の大幅
な削減は見込めない。

施設の存在による廃棄
物の発生については、
「競技の実施による影
響」で扱い、ここでは
対象外とする。

既に容器包装廃棄物の
リサイクル分別などが
実施されており、廃棄
物の発生抑制策による
最終処分量の大幅な削
減は見込めない。

建設廃棄物の対策はリ
サイクルによるものが
大部分であり、減量に
よる最終処分量の大幅
な削減は見込めない。

既に容器包装廃棄物の
リサイクル分別などが
実施されており、廃棄
物の発生抑制策による
最終処分量の大幅な削
減は見込めない。

0 － 0 0 0

34 札幌ドーム

標準的な工事と同程度
の廃棄物の削減対策が
なされ、現在の廃棄物
の発生水準と同等の減
量化が行われる。

施設の存在による廃棄
物の発生については、
「競技の実施による影
響」で扱い、ここでは
対象外とする。

競技の実施に伴い排出
される一般廃棄物は、
現在と同程度の減量化
が行われ、最終処分量
は現状の水準と変わら
ない。

標準的な工事と同程度
の廃棄物の削減対策が
なされ、現在の廃棄物
の発生水準と同等の減
量化が行われる。

後利用で排出される一
般廃棄物は、現在と同
程度の減量化が行わ
れ、最終処分量は現状
の水準と変わらない。

0 － 0 0 0

建設廃棄物の対策はリ
サイクルによるものが
大部分であり、減量に
よる最終処分量の大幅
な削減は見込めない。

施設の存在による廃棄
物の発生については、
「競技の実施による影
響」で扱い、ここでは
対象外とする。

既に容器包装廃棄物の
リサイクル分別などが
実施されており、廃棄
物の発生抑制策による
最終処分量の大幅な削
減は見込めない。

建設廃棄物の対策はリ
サイクルによるものが
大部分であり、減量に
よる最終処分量の大幅
な削減は見込めない。

既に容器包装廃棄物の
リサイクル分別などが
実施されており、廃棄
物の発生抑制策による
最終処分量の大幅な削
減は見込めない。

0 － 0 0 0

35 宮城スタジアム

標準的な工事と同程度
の廃棄物の削減対策が
なされ、現在の廃棄物
の発生水準と同等の減
量化が行われる。

施設の存在による廃棄
物の発生については、
「競技の実施による影
響」で扱い、ここでは
対象外とする。

競技の実施に伴い排出
される一般廃棄物は、
現在と同程度の減量化
が行われ、最終処分量
は現状の水準と変わら
ない。

標準的な工事と同程度
の廃棄物の削減対策が
なされ、現在の廃棄物
の発生水準と同等の減
量化が行われる。

後利用で排出される一
般廃棄物は、現在と同
程度の減量化が行わ
れ、最終処分量は現状
の水準と変わらない。

0 － 0 0 0

建設廃棄物の対策はリ
サイクルによるものが
大部分であり、減量に
よる最終処分量の大幅
な削減は見込めない。

施設の存在による廃棄
物の発生については、
「競技の実施による影
響」で扱い、ここでは
対象外とする。

既に容器包装廃棄物の
リサイクル分別などが
実施されており、廃棄
物の発生抑制策による
最終処分量の大幅な削
減は見込めない。

建設廃棄物の対策はリ
サイクルによるものが
大部分であり、減量に
よる最終処分量の大幅
な削減は見込めない。

既に容器包装廃棄物の
リサイクル分別などが
実施されており、廃棄
物の発生抑制策による
最終処分量の大幅な削
減は見込めない。

0 － 0 0 0

4－51



評価指標別予測結果表（廃棄物発生量の減量化）

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

二次評価

段階別影響 評価点

開催前 開催中 開催後 開催前 開催中 開催後

評価点

開催中 開催後

会場
一次評価

開催後 開催前

段階別影響

開催中開催前

No. 名称

36 埼玉スタジアム2002

標準的な工事と同程度
の廃棄物の削減対策が
なされ、現在の廃棄物
の発生水準と同等の減
量化が行われる。

施設の存在による廃棄
物の発生については、
「競技の実施による影
響」で扱い、ここでは
対象外とする。

競技の実施に伴い排出
される一般廃棄物は、
現在と同程度の減量化
が行われ、最終処分量
は現状の水準と変わら
ない。

標準的な工事と同程度
の廃棄物の削減対策が
なされ、現在の廃棄物
の発生水準と同等の減
量化が行われる。

後利用で排出される一
般廃棄物は、現在と同
程度の減量化が行わ
れ、最終処分量は現状
の水準と変わらない。

0 － 0 0 0

建設廃棄物の対策はリ
サイクルによるものが
大部分であり、減量に
よる最終処分量の大幅
な削減は見込めない。

施設の存在による廃棄
物の発生については、
「競技の実施による影
響」で扱い、ここでは
対象外とする。

既に容器包装廃棄物の
リサイクル分別などが
実施されており、廃棄
物の発生抑制策による
最終処分量の大幅な削
減は見込めない。

建設廃棄物の対策はリ
サイクルによるものが
大部分であり、減量に
よる最終処分量の大幅
な削減は見込めない。

既に容器包装廃棄物の
リサイクル分別などが
実施されており、廃棄
物の発生抑制策による
最終処分量の大幅な削
減は見込めない。

0 － 0 0 0

37 横浜国際総合競技場

標準的な工事と同程度
の廃棄物の削減対策が
なされ、現在の廃棄物
の発生水準と同等の減
量化が行われる。

施設の存在による廃棄
物の発生については、
「競技の実施による影
響」で扱い、ここでは
対象外とする。

競技の実施に伴い排出
される一般廃棄物は、
現在と同程度の減量化
が行われ、最終処分量
は現状の水準と変わら
ない。

標準的な工事と同程度
の廃棄物の削減対策が
なされ、現在の廃棄物
の発生水準と同等の減
量化が行われる。

後利用で排出される一
般廃棄物は、現在と同
程度の減量化が行わ
れ、最終処分量は現状
の水準と変わらない。

0 － 0 0 0

建設廃棄物の対策はリ
サイクルによるものが
大部分であり、減量に
よる最終処分量の大幅
な削減は見込めない。

施設の存在による廃棄
物の発生については、
「競技の実施による影
響」で扱い、ここでは
対象外とする。

既に容器包装廃棄物の
リサイクル分別などが
実施されており、廃棄
物の発生抑制策による
最終処分量の大幅な削
減は見込めない。

建設廃棄物の対策はリ
サイクルによるものが
大部分であり、減量に
よる最終処分量の大幅
な削減は見込めない。

既に容器包装廃棄物の
リサイクル分別などが
実施されており、廃棄
物の発生抑制策による
最終処分量の大幅な削
減は見込めない。

0 － 0 0 0

OV 選手村

標準的な工事と同程度
の廃棄物の削減対策が
なされ、現在の廃棄物
の発生水準と同等の減
量化が行われる。

施設の存在による廃棄
物の発生については、
「競技の実施による影
響」で扱い、ここでは
対象外とする。

競技の実施に伴い排出
される一般廃棄物は、
現在と同程度の減量化
が行われ、最終処分量
は現状の水準と変わら
ない。

標準的な工事と同程度
の廃棄物の削減対策が
なされ、現在の廃棄物
の発生水準と同等の減
量化が行われる。

後利用で排出される一
般廃棄物は、現在と同
程度の減量化が行わ
れ、最終処分量は現状
の水準と変わらない。

0 － 0 0 0

建設廃棄物の対策はリ
サイクルによるものが
大部分であり、減量に
よる最終処分量の大幅
な削減は見込めない。

施設の存在による廃棄
物の発生については、
「競技の実施による影
響」で扱い、ここでは
対象外とする。

既に容器包装廃棄物の
リサイクル分別などが
実施されており、廃棄
物の発生抑制策による
最終処分量の大幅な削
減は見込めない。

建設廃棄物の対策はリ
サイクルによるものが
大部分であり、減量に
よる最終処分量の大幅
な削減は見込めない。

既に容器包装廃棄物の
リサイクル分別などが
実施されており、廃棄
物の発生抑制策による
最終処分量の大幅な削
減は見込めない。

0 － 0 0 0

IBC/MPC
東京ビッグサイト
(IBC/MPC)

標準的な工事と同程度
の廃棄物の削減対策が
なされ、現在の廃棄物
の発生水準と同等の減
量化が行われる。

施設の存在による廃棄
物の発生については、
「競技の実施による影
響」で扱い、ここでは
対象外とする。

競技の実施に伴い排出
される一般廃棄物は、
現在と同程度の減量化
が行われ、最終処分量
は現状の水準と変わら
ない。

影響要因は想定されな
いことから対象外とす
る。

後利用で排出される一
般廃棄物は、現在と同
程度の減量化が行わ
れ、最終処分量は現状
の水準と変わらない。

0 － 0 － 0

建設廃棄物の対策はリ
サイクルによるものが
大部分であり、減量に
よる最終処分量の大幅
な削減は見込めない。

施設の存在による廃棄
物の発生については、
「競技の実施による影
響」で扱い、ここでは
対象外とする。

既に容器包装廃棄物の
リサイクル分別などが
実施されており、廃棄
物の発生抑制策による
最終処分量の大幅な削
減は見込めない。

影響要因は想定されな
いことから対象外とす
る。

既に容器包装廃棄物の
リサイクル分別などが
実施されており、廃棄
物の発生抑制策による
最終処分量の大幅な削
減は見込めない。

0 － 0 － 0

4－52



評価指標別予測結果表（廃棄物の有効利用）

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

1
オリンピックスタジアム
(国立霞ヶ丘競技場)

建設廃棄物の有効利用
の取り組みについて、
現在の標準的な工事と
同程度の廃棄物の有効
利用がなされる。

施設の存在による廃棄
物の発生については、
「競技の実施による影
響」で扱い、ここでは
対象外とする。

競技の実施に伴い排出
される一般廃棄物は、
現在と同程度の有効利
用がなされ、最終処分
量は現状の水準と変わ
らない。

建設廃棄物の有効利用
の取り組みについて、
現在の標準的な工事と
同程度の廃棄物の有効
利用がなされる。

後利用で排出される一
般廃棄物は、現在と同
程度の有効利用がなさ
れ、最終処分量は現状
の水準と変わらない。

0 － 0 0 0

「東京都建設リサイク
ル推進計画」等に基づ
く有効利用策の促進に
より、建設廃棄物の最
終処分量は現在の水準
から20％以上削減され
る。

施設の存在による廃棄
物の発生については、
「競技の実施による影
響」で扱い、ここでは
対象外とする。

資源ごみ回収やごみ処
理過程資源化、熱回収
等の促進により、一般
廃棄物の最終処分量は
現在の水準から30％程
度削減される。

「東京都建設リサイク
ル推進計画」等に基づ
く有効利用策の促進に
より、建設廃棄物の最
終処分量は現在の水準
から20％以上削減され
る。

資源ごみ回収やごみ処
理過程資源化、熱回収
等の促進により、一般
廃棄物の最終処分量は
現在の水準から30％程
度削減される。

+1 － +1 +1 +1

2 東京体育館

建設廃棄物の有効利用
の取り組みについて、
現在の標準的な工事と
同程度の廃棄物の有効
利用がなされる。

施設の存在による廃棄
物の発生については、
「競技の実施による影
響」で扱い、ここでは
対象外とする。

競技の実施に伴い排出
される一般廃棄物は、
現在と同程度の有効利
用がなされ、最終処分
量は現状の水準と変わ
らない。

建設廃棄物の有効利用
の取り組みについて、
現在の標準的な工事と
同程度の廃棄物の有効
利用がなされる。

後利用で排出される一
般廃棄物は、現在と同
程度の有効利用がなさ
れ、最終処分量は現状
の水準と変わらない。

0 － 0 0 0

「東京都建設リサイク
ル推進計画」等に基づ
く有効利用策の促進に
より、建設廃棄物の最
終処分量は現在の水準
から20％以上削減され
る。

施設の存在による廃棄
物の発生については、
「競技の実施による影
響」で扱い、ここでは
対象外とする。

資源ごみ回収やごみ処
理過程資源化、熱回収
等の促進により、一般
廃棄物の最終処分量は
現在の水準から30％程
度削減される。

「東京都建設リサイク
ル推進計画」等に基づ
く有効利用策の促進に
より、建設廃棄物の最
終処分量は現在の水準
から20％以上削減され
る。

資源ごみ回収やごみ処
理過程資源化、熱回収
等の促進により、一般
廃棄物の最終処分量は
現在の水準から30％程
度削減される。

+1 － +1 +1 +1

3 国立代々木競技場

建設廃棄物の有効利用
の取り組みについて、
現在の標準的な工事と
同程度の廃棄物の有効
利用がなされる。

施設の存在による廃棄
物の発生については、
「競技の実施による影
響」で扱い、ここでは
対象外とする。

競技の実施に伴い排出
される一般廃棄物は、
現在と同程度の有効利
用がなされ、最終処分
量は現状の水準と変わ
らない。

建設廃棄物の有効利用
の取り組みについて、
現在の標準的な工事と
同程度の廃棄物の有効
利用がなされる。

後利用で排出される一
般廃棄物は、現在と同
程度の有効利用がなさ
れ、最終処分量は現状
の水準と変わらない。

0 － 0 0 0

「東京都建設リサイク
ル推進計画」等に基づ
く有効利用策の促進に
より、建設廃棄物の最
終処分量は現在の水準
から20％以上削減され
る。

施設の存在による廃棄
物の発生については、
「競技の実施による影
響」で扱い、ここでは
対象外とする。

資源ごみ回収やごみ処
理過程資源化、熱回収
等の促進により、一般
廃棄物の最終処分量は
現在の水準から30％程
度削減される。

「東京都建設リサイク
ル推進計画」等に基づ
く有効利用策の促進に
より、建設廃棄物の最
終処分量は現在の水準
から20％以上削減され
る。

資源ごみ回収やごみ処
理過程資源化、熱回収
等の促進により、一般
廃棄物の最終処分量は
現在の水準から30％程
度削減される。

+1 － +1 +1 +1

4 日本武道館

建設廃棄物の有効利用
の取り組みについて、
現在の標準的な工事と
同程度の廃棄物の有効
利用がなされる。

施設の存在による廃棄
物の発生については、
「競技の実施による影
響」で扱い、ここでは
対象外とする。

競技の実施に伴い排出
される一般廃棄物は、
現在と同程度の有効利
用がなされ、最終処分
量は現状の水準と変わ
らない。

建設廃棄物の有効利用
の取り組みについて、
現在の標準的な工事と
同程度の廃棄物の有効
利用がなされる。

後利用で排出される一
般廃棄物は、現在と同
程度の有効利用がなさ
れ、最終処分量は現状
の水準と変わらない。

0 － 0 0 0

「東京都建設リサイク
ル推進計画」等に基づ
く有効利用策の促進に
より、建設廃棄物の最
終処分量は現在の水準
から38％程度削減され
る。

施設の存在による廃棄
物の発生については、
「競技の実施による影
響」で扱い、ここでは
対象外とする。

資源ごみ回収やごみ処
理過程資源化、熱回収
等の促進により、一般
廃棄物の最終処分量は
現在の水準から30％程
度削減される。

「東京都建設リサイク
ル推進計画」等に基づ
く有効利用策の促進に
より、建設廃棄物の最
終処分量は現在の水準
から38％程度削減され
る。

資源ごみ回収やごみ処
理過程資源化、熱回収
等の促進により、一般
廃棄物の最終処分量は
現在の水準から30％程
度削減される。

+1 － +1 +1 +1

5 皇居外苑

建設廃棄物の有効利用
の取り組みについて、
現在の標準的な工事と
同程度の廃棄物の有効
利用がなされる。

施設の存在による廃棄
物の発生については、
「競技の実施による影
響」で扱い、ここでは
対象外とする。

競技の実施に伴い排出
される一般廃棄物は、
現在と同程度の有効利
用がなされ、最終処分
量は現状の水準と変わ
らない。

建設廃棄物の有効利用
の取り組みについて、
現在の標準的な工事と
同程度の廃棄物の有効
利用がなされる。

後利用はないことから
対象外とする。

0 － 0 0 －

「東京都建設リサイク
ル推進計画」等に基づ
く有効利用策の促進に
より、建設廃棄物の最
終処分量は現在の水準
から20％以上削減され
る。

施設の存在による廃棄
物の発生については、
「競技の実施による影
響」で扱い、ここでは
対象外とする。

資源ごみ回収やごみ処
理過程資源化、熱回収
等の促進により、一般
廃棄物の最終処分量は
現在の水準から30％程
度削減される。

「東京都建設リサイク
ル推進計画」等に基づ
く有効利用策の促進に
より、建設廃棄物の最
終処分量は現在の水準
から20％以上削減され
る。

後利用はないことから
対象外とする。

+1 － +1 +1 －

6 東京国際フォーラム
影響要因は想定されな
いことから対象外とす
る。

施設の存在による廃棄
物の発生については、
「競技の実施による影
響」で扱い、ここでは
対象外とする。

競技の実施に伴い排出
される一般廃棄物は、
現在と同程度の有効利
用がなされ、最終処分
量は現状の水準と変わ
らない。

影響要因は想定されな
いことから対象外とす
る。

後利用で排出される一
般廃棄物は、現在と同
程度の有効利用がなさ
れ、最終処分量は現状
の水準と変わらない。

－ － 0 － 0
影響要因は想定されな
いことから対象外とす
る。

施設の存在による廃棄
物の発生については、
「競技の実施による影
響」で扱い、ここでは
対象外とする。

資源ごみ回収やごみ処
理過程資源化、熱回収
等の促進により、一般
廃棄物の最終処分量は
現在の水準から30％程
度削減される。

影響要因は想定されな
いことから対象外とす
る。

資源ごみ回収やごみ処
理過程資源化、熱回収
等の促進により、一般
廃棄物の最終処分量は
現在の水準から30％程
度削減される。

－ － +1 － +1

7 国技館

建設廃棄物の有効利用
の取り組みについて、
現在の標準的な工事と
同程度の廃棄物の有効
利用がなされる。

施設の存在による廃棄
物の発生については、
「競技の実施による影
響」で扱い、ここでは
対象外とする。

競技の実施に伴い排出
される一般廃棄物は、
現在と同程度の有効利
用がなされ、最終処分
量は現状の水準と変わ
らない。

建設廃棄物の有効利用
の取り組みについて、
現在の標準的な工事と
同程度の廃棄物の有効
利用がなされる。

後利用で排出される一
般廃棄物は、現在と同
程度の有効利用がなさ
れ、最終処分量は現状
の水準と変わらない。

0 － 0 0 0

「東京都建設リサイク
ル推進計画」等に基づ
く有効利用策の促進に
より、建設廃棄物の最
終処分量は現在の水準
から20％以上削減され
る。

施設の存在による廃棄
物の発生については、
「競技の実施による影
響」で扱い、ここでは
対象外とする。

資源ごみ回収やごみ処
理過程資源化、熱回収
等の促進により、一般
廃棄物の最終処分量は
現在の水準から30％程
度削減される。

「東京都建設リサイク
ル推進計画」等に基づ
く有効利用策の促進に
より、建設廃棄物の最
終処分量は現在の水準
から20％以上削減され
る。

資源ごみ回収やごみ処
理過程資源化、熱回収
等の促進により、一般
廃棄物の最終処分量は
現在の水準から30％程
度削減される。

+1 － +1 +1 +1

8 有明アリーナ

建設廃棄物の有効利用
の取り組みについて、
現在の標準的な工事と
同程度の廃棄物の有効
利用がなされる。

施設の存在による廃棄
物の発生については、
「競技の実施による影
響」で扱い、ここでは
対象外とする。

競技の実施に伴い排出
される一般廃棄物は、
現在と同程度の有効利
用がなされ、最終処分
量は現状の水準と変わ
らない。

建設廃棄物の有効利用
の取り組みについて、
現在の標準的な工事と
同程度の廃棄物の有効
利用がなされる。

後利用で排出される一
般廃棄物は、現在と同
程度の有効利用がなさ
れ、最終処分量は現状
の水準と変わらない。

0 － 0 0 0

「東京都建設リサイク
ル推進計画」等に基づ
く有効利用策の促進に
より、建設廃棄物の最
終処分量は現在の水準
から20％以上削減され
る。

施設の存在による廃棄
物の発生については、
「競技の実施による影
響」で扱い、ここでは
対象外とする。

資源ごみ回収やごみ処
理過程資源化、熱回収
等の促進により、一般
廃棄物の最終処分量は
現在の水準から30％程
度削減される。

「東京都建設リサイク
ル推進計画」等に基づ
く有効利用策の促進に
より、建設廃棄物の最
終処分量は現在の水準
から20％以上削減され
る。

資源ごみ回収やごみ処
理過程資源化、熱回収
等の促進により、一般
廃棄物の最終処分量は
現在の水準から30％程
度削減される。

+1 － +1 +1 +1

9 有明ＢＭＸコース

建設廃棄物の有効利用
の取り組みについて、
現在の標準的な工事と
同程度の廃棄物の有効
利用がなされる。

施設の存在による廃棄
物の発生については、
「競技の実施による影
響」で扱い、ここでは
対象外とする。

競技の実施に伴い排出
される一般廃棄物は、
現在と同程度の有効利
用がなされ、最終処分
量は現状の水準と変わ
らない。

建設廃棄物の有効利用
の取り組みについて、
現在の標準的な工事と
同程度の廃棄物の有効
利用がなされる。

後利用はないことから
対象外とする。

0 － 0 0 －

「東京都建設リサイク
ル推進計画」等に基づ
く有効利用策の促進に
より、建設廃棄物の最
終処分量は現在の水準
から20％以上削減され
る。

施設の存在による廃棄
物の発生については、
「競技の実施による影
響」で扱い、ここでは
対象外とする。

資源ごみ回収やごみ処
理過程資源化、熱回収
等の促進により、一般
廃棄物の最終処分量は
現在の水準から30％程
度削減される。

「東京都建設リサイク
ル推進計画」等に基づ
く有効利用策の促進に
より、建設廃棄物の最
終処分量は現在の水準
から20％以上削減され
る。

後利用はないことから
対象外とする。

+1 － +1 +1 －

10 有明ベロドローム

建設廃棄物の有効利用
の取り組みについて、
現在の標準的な工事と
同程度の廃棄物の有効
利用がなされる。

施設の存在による廃棄
物の発生については、
「競技の実施による影
響」で扱い、ここでは
対象外とする。

競技の実施に伴い排出
される一般廃棄物は、
現在と同程度の有効利
用がなされ、最終処分
量は現状の水準と変わ
らない。

建設廃棄物の有効利用
の取り組みについて、
現在の標準的な工事と
同程度の廃棄物の有効
利用がなされる。

後利用はないことから
対象外とする。

0 － 0 0 －

「東京都建設リサイク
ル推進計画」等に基づ
く有効利用策の促進に
より、建設廃棄物の最
終処分量は現在の水準
から20％以上削減され
る。

施設の存在による廃棄
物の発生については、
「競技の実施による影
響」で扱い、ここでは
対象外とする。

資源ごみ回収やごみ処
理過程資源化、熱回収
等の促進により、一般
廃棄物の最終処分量は
現在の水準から30％程
度削減される。

「東京都建設リサイク
ル推進計画」等に基づ
く有効利用策の促進に
より、建設廃棄物の最
終処分量は現在の水準
から20％以上削減され
る。

後利用はないことから
対象外とする。

+1 － +1 +1 －

11 有明体操競技場

建設廃棄物の有効利用
の取り組みについて、
現在の標準的な工事と
同程度の廃棄物の有効
利用がなされる。

施設の存在による廃棄
物の発生については、
「競技の実施による影
響」で扱い、ここでは
対象外とする。

競技の実施に伴い排出
される一般廃棄物は、
現在と同程度の有効利
用がなされ、最終処分
量は現状の水準と変わ
らない。

建設廃棄物の有効利用
の取り組みについて、
現在の標準的な工事と
同程度の廃棄物の有効
利用がなされる。

後利用はないことから
対象外とする。

0 － 0 0 －

「東京都建設リサイク
ル推進計画」等に基づ
く有効利用策の促進に
より、建設廃棄物の最
終処分量は現在の水準
から20％以上削減され
る。

施設の存在による廃棄
物の発生については、
「競技の実施による影
響」で扱い、ここでは
対象外とする。

資源ごみ回収やごみ処
理過程資源化、熱回収
等の促進により、一般
廃棄物の最終処分量は
現在の水準から30％程
度削減される。

「東京都建設リサイク
ル推進計画」等に基づ
く有効利用策の促進に
より、建設廃棄物の最
終処分量は現在の水準
から20％以上削減され
る。

後利用はないことから
対象外とする。

+1 － +1 +1 －

12 有明テニスの森

建設廃棄物の有効利用
の取り組みについて、
現在の標準的な工事と
同程度の廃棄物の有効
利用がなされる。

施設の存在による廃棄
物の発生については、
「競技の実施による影
響」で扱い、ここでは
対象外とする。

競技の実施に伴い排出
される一般廃棄物は、
現在と同程度の有効利
用がなされ、最終処分
量は現状の水準と変わ
らない。

建設廃棄物の有効利用
の取り組みについて、
現在の標準的な工事と
同程度の廃棄物の有効
利用がなされる。

後利用で排出される一
般廃棄物は、現在と同
程度の有効利用がなさ
れ、最終処分量は現状
の水準と変わらない。

0 － 0 0 0

「東京都建設リサイク
ル推進計画」等に基づ
く有効利用策の促進に
より、建設廃棄物の最
終処分量は現在の水準
から20％以上削減され
る。

施設の存在による廃棄
物の発生については、
「競技の実施による影
響」で扱い、ここでは
対象外とする。

資源ごみ回収やごみ処
理過程資源化、熱回収
等の促進により、一般
廃棄物の最終処分量は
現在の水準から30％程
度削減される。

「東京都建設リサイク
ル推進計画」等に基づ
く有効利用策の促進に
より、建設廃棄物の最
終処分量は現在の水準
から20％以上削減され
る。

資源ごみ回収やごみ処
理過程資源化、熱回収
等の促進により、一般
廃棄物の最終処分量は
現在の水準から30％程
度削減される。

+1 － +1 +1 +1

13 お台場海浜公園

建設廃棄物の有効利用
の取り組みについて、
現在の標準的な工事と
同程度の廃棄物の有効
利用がなされる。

施設の存在による廃棄
物の発生については、
「競技の実施による影
響」で扱い、ここでは
対象外とする。

競技の実施に伴い排出
される一般廃棄物は、
現在と同程度の有効利
用がなされ、最終処分
量は現状の水準と変わ
らない。

建設廃棄物の有効利用
の取り組みについて、
現在の標準的な工事と
同程度の廃棄物の有効
利用がなされる。

後利用はないことから
対象外とする。

0 － 0 0 －

「東京都建設リサイク
ル推進計画」等に基づ
く有効利用策の促進に
より、建設廃棄物の最
終処分量は現在の水準
から20％以上削減され
る。

施設の存在による廃棄
物の発生については、
「競技の実施による影
響」で扱い、ここでは
対象外とする。

資源ごみ回収やごみ処
理過程資源化、熱回収
等の促進により、一般
廃棄物の最終処分量は
現在の水準から30％程
度削減される。

「東京都建設リサイク
ル推進計画」等に基づ
く有効利用策の促進に
より、建設廃棄物の最
終処分量は現在の水準
から20％以上削減され
る。

後利用はないことから
対象外とする。

+1 － +1 +1 －

14 潮風公園

建設廃棄物の有効利用
の取り組みについて、
現在の標準的な工事と
同程度の廃棄物の有効
利用がなされる。

施設の存在による廃棄
物の発生については、
「競技の実施による影
響」で扱い、ここでは
対象外とする。

競技の実施に伴い排出
される一般廃棄物は、
現在と同程度の有効利
用がなされ、最終処分
量は現状の水準と変わ
らない。

建設廃棄物の有効利用
の取り組みについて、
現在の標準的な工事と
同程度の廃棄物の有効
利用がなされる。

後利用はないことから
対象外とする。

0 － 0 0 －

「東京都建設リサイク
ル推進計画」等に基づ
く有効利用策の促進に
より、建設廃棄物の最
終処分量は現在の水準
から20％以上削減され
る。

施設の存在による廃棄
物の発生については、
「競技の実施による影
響」で扱い、ここでは
対象外とする。

資源ごみ回収やごみ処
理過程資源化、熱回収
等の促進により、一般
廃棄物の最終処分量は
現在の水準から30％程
度削減される。

「東京都建設リサイク
ル推進計画」等に基づ
く有効利用策の促進に
より、建設廃棄物の最
終処分量は現在の水準
から20％以上削減され
る。

後利用はないことから
対象外とする。

+1 － +1 +1 －

15～16
東京ビッグサイト・ホール
Ａ、Ｂ

建設廃棄物の有効利用
の取り組みについて、
現在の標準的な工事と
同程度の廃棄物の有効
利用がなされる。

施設の存在による廃棄
物の発生については、
「競技の実施による影
響」で扱い、ここでは
対象外とする。

競技の実施に伴い排出
される一般廃棄物は、
現在と同程度の有効利
用がなされ、最終処分
量は現状の水準と変わ
らない。

建設廃棄物の有効利用
の取り組みについて、
現在の標準的な工事と
同程度の廃棄物の有効
利用がなされる。

後利用で排出される一
般廃棄物は、現在と同
程度の有効利用がなさ
れ、最終処分量は現状
の水準と変わらない。

0 － 0 0 0

「東京都建設リサイク
ル推進計画」等に基づ
く有効利用策の促進に
より、建設廃棄物の最
終処分量は現在の水準
から20％以上削減され
る。

施設の存在による廃棄
物の発生については、
「競技の実施による影
響」で扱い、ここでは
対象外とする。

資源ごみ回収やごみ処
理過程資源化、熱回収
等の促進により、一般
廃棄物の最終処分量は
現在の水準から30％程
度削減される。

「東京都建設リサイク
ル推進計画」等に基づ
く有効利用策の促進に
より、建設廃棄物の最
終処分量は現在の水準
から20％以上削減され
る。

資源ごみ回収やごみ処
理過程資源化、熱回収
等の促進により、一般
廃棄物の最終処分量は
現在の水準から30％程
度削減される。

+1 － +1 +1 +1
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会場
段階別影響
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17 大井ホッケー競技場

建設廃棄物の有効利用
の取り組みについて、
現在の標準的な工事と
同程度の廃棄物の有効
利用がなされる。

施設の存在による廃棄
物の発生については、
「競技の実施による影
響」で扱い、ここでは
対象外とする。

競技の実施に伴い排出
される一般廃棄物は、
現在と同程度の有効利
用がなされ、最終処分
量は現状の水準と変わ
らない。

建設廃棄物の有効利用
の取り組みについて、
現在の標準的な工事と
同程度の廃棄物の有効
利用がなされる。

後利用で排出される一
般廃棄物は、現在と同
程度の有効利用がなさ
れ、最終処分量は現状
の水準と変わらない。

0 － 0 0 0

「東京都建設リサイク
ル推進計画」等に基づ
く有効利用策の促進に
より、建設廃棄物の最
終処分量は現在の水準
から20％以上削減され
る。

施設の存在による廃棄
物の発生については、
「競技の実施による影
響」で扱い、ここでは
対象外とする。

資源ごみ回収やごみ処
理過程資源化、熱回収
等の促進により、一般
廃棄物の最終処分量は
現在の水準から30％程
度削減される。

「東京都建設リサイク
ル推進計画」等に基づ
く有効利用策の促進に
より、建設廃棄物の最
終処分量は現在の水準
から20％以上削減され
る。

資源ごみ回収やごみ処
理過程資源化、熱回収
等の促進により、一般
廃棄物の最終処分量は
現在の水準から30％程
度削減される。

+1 － +1 +1 +1

18
海の森クロスカントリー
コース

建設廃棄物の有効利用
の取り組みについて、
現在の標準的な工事と
同程度の廃棄物の有効
利用がなされる。

施設の存在による廃棄
物の発生については、
「競技の実施による影
響」で扱い、ここでは
対象外とする。

競技の実施に伴い排出
される一般廃棄物は、
現在と同程度の有効利
用がなされ、最終処分
量は現状の水準と変わ
らない。

建設廃棄物の有効利用
の取り組みについて、
現在の標準的な工事と
同程度の廃棄物の有効
利用がなされる。

後利用はないことから
対象外とする。

0 － 0 0 －

「東京都建設リサイク
ル推進計画」等に基づ
く有効利用策の促進に
より、建設廃棄物の最
終処分量は現在の水準
から20％以上削減され
る。

施設の存在による廃棄
物の発生については、
「競技の実施による影
響」で扱い、ここでは
対象外とする。

資源ごみ回収やごみ処
理過程資源化、熱回収
等の促進により、一般
廃棄物の最終処分量は
現在の水準から30％程
度削減される。

「東京都建設リサイク
ル推進計画」等に基づ
く有効利用策の促進に
より、建設廃棄物の最
終処分量は現在の水準
から20％以上削減され
る。

後利用はないことから
対象外とする。

+1 － +1 +1 －

19 海の森水上競技場

建設廃棄物の有効利用
の取り組みについて、
現在の標準的な工事と
同程度の廃棄物の有効
利用がなされる。

施設の存在による廃棄
物の発生については、
「競技の実施による影
響」で扱い、ここでは
対象外とする。

競技の実施に伴い排出
される一般廃棄物は、
現在と同程度の有効利
用がなされ、最終処分
量は現状の水準と変わ
らない。

建設廃棄物の有効利用
の取り組みについて、
現在の標準的な工事と
同程度の廃棄物の有効
利用がなされる。

後利用で排出される一
般廃棄物は、現在と同
程度の有効利用がなさ
れ、最終処分量は現状
の水準と変わらない。

0 － 0 0 0

「東京都建設リサイク
ル推進計画」等に基づ
く有効利用策の促進に
より、建設廃棄物の最
終処分量は現在の水準
から20％以上削減され
る。

施設の存在による廃棄
物の発生については、
「競技の実施による影
響」で扱い、ここでは
対象外とする。

資源ごみ回収やごみ処
理過程資源化、熱回収
等の促進により、一般
廃棄物の最終処分量は
現在の水準から30％程
度削減される。

「東京都建設リサイク
ル推進計画」等に基づ
く有効利用策の促進に
より、建設廃棄物の最
終処分量は現在の水準
から20％以上削減され
る。

資源ごみ回収やごみ処
理過程資源化、熱回収
等の促進により、一般
廃棄物の最終処分量は
現在の水準から30％程
度削減される。

+1 － +1 +1 +1

20
海の森マウンテンバイク
コース

建設廃棄物の有効利用
の取り組みについて、
現在の標準的な工事と
同程度の廃棄物の有効
利用がなされる。

施設の存在による廃棄
物の発生については、
「競技の実施による影
響」で扱い、ここでは
対象外とする。

競技の実施に伴い排出
される一般廃棄物は、
現在と同程度の有効利
用がなされ、最終処分
量は現状の水準と変わ
らない。

建設廃棄物の有効利用
の取り組みについて、
現在の標準的な工事と
同程度の廃棄物の有効
利用がなされる。

後利用はないことから
対象外とする。

0 － 0 0 －

「東京都建設リサイク
ル推進計画」等に基づ
く有効利用策の促進に
より、建設廃棄物の最
終処分量は現在の水準
から20％以上削減され
る。

施設の存在による廃棄
物の発生については、
「競技の実施による影
響」で扱い、ここでは
対象外とする。

資源ごみ回収やごみ処
理過程資源化、熱回収
等の促進により、一般
廃棄物の最終処分量は
現在の水準から30％程
度削減される。

「東京都建設リサイク
ル推進計画」等に基づ
く有効利用策の促進に
より、建設廃棄物の最
終処分量は現在の水準
から20％以上削減され
る。

後利用はないことから
対象外とする。

+1 － +1 +1 －

21 若洲オリンピックマリーナ

建設廃棄物の有効利用
の取り組みについて、
現在の標準的な工事と
同程度の廃棄物の有効
利用がなされる。

施設の存在による廃棄
物の発生については、
「競技の実施による影
響」で扱い、ここでは
対象外とする。

競技の実施に伴い排出
される一般廃棄物は、
現在と同程度の有効利
用がなされ、最終処分
量は現状の水準と変わ
らない。

建設廃棄物の有効利用
の取り組みについて、
現在の標準的な工事と
同程度の廃棄物の有効
利用がなされる。

後利用で排出される一
般廃棄物は、現在と同
程度の有効利用がなさ
れ、最終処分量は現状
の水準と変わらない。

0 － 0 0 0

「東京都建設リサイク
ル推進計画」等に基づ
く有効利用策の促進に
より、建設廃棄物の最
終処分量は現在の水準
から20％以上削減され
る。

施設の存在による廃棄
物の発生については、
「競技の実施による影
響」で扱い、ここでは
対象外とする。

資源ごみ回収やごみ処
理過程資源化、熱回収
等の促進により、一般
廃棄物の最終処分量は
現在の水準から30％程
度削減される。

「東京都建設リサイク
ル推進計画」等に基づ
く有効利用策の促進に
より、建設廃棄物の最
終処分量は現在の水準
から20％以上削減され
る。

資源ごみ回収やごみ処
理過程資源化、熱回収
等の促進により、一般
廃棄物の最終処分量は
現在の水準から30％程
度削減される。

+1 － +1 +1 +1

22 葛西臨海公園

建設廃棄物の有効利用
の取り組みについて、
現在の標準的な工事と
同程度の廃棄物の有効
利用がなされる。

施設の存在による廃棄
物の発生については、
「競技の実施による影
響」で扱い、ここでは
対象外とする。

競技の実施に伴い排出
される一般廃棄物は、
現在と同程度の有効利
用がなされ、最終処分
量は現状の水準と変わ
らない。

建設廃棄物の有効利用
の取り組みについて、
現在の標準的な工事と
同程度の廃棄物の有効
利用がなされる。

後利用で排出される一
般廃棄物は、現在と同
程度の有効利用がなさ
れ、最終処分量は現状
の水準と変わらない。

0 － 0 0 0

「東京都建設リサイク
ル推進計画」等に基づ
く有効利用策の促進に
より、建設廃棄物の最
終処分量は現在の水準
から20％以上削減され
る。

施設の存在による廃棄
物の発生については、
「競技の実施による影
響」で扱い、ここでは
対象外とする。

資源ごみ回収やごみ処
理過程資源化、熱回収
等の促進により、一般
廃棄物の最終処分量は
現在の水準から30％程
度削減される。

「東京都建設リサイク
ル推進計画」等に基づ
く有効利用策の促進に
より、建設廃棄物の最
終処分量は現在の水準
から20％以上削減され
る。

資源ごみ回収やごみ処
理過程資源化、熱回収
等の促進により、一般
廃棄物の最終処分量は
現在の水準から30％程
度削減される。

+1 － +1 +1 +1

23～24
夢の島ユース・プラザ・ア
リーナＡ、Ｂ

建設廃棄物の有効利用
の取り組みについて、
現在の標準的な工事と
同程度の廃棄物の有効
利用がなされる。

施設の存在による廃棄
物の発生については、
「競技の実施による影
響」で扱い、ここでは
対象外とする。

競技の実施に伴い排出
される一般廃棄物は、
現在と同程度の有効利
用がなされ、最終処分
量は現状の水準と変わ
らない。

建設廃棄物の有効利用
の取り組みについて、
現在の標準的な工事と
同程度の廃棄物の有効
利用がなされる。

後利用で排出される一
般廃棄物は、現在と同
程度の有効利用がなさ
れ、最終処分量は現状
の水準と変わらない。

0 － 0 0 0

「東京都建設リサイク
ル推進計画」等に基づ
く有効利用策の促進に
より、建設廃棄物の最
終処分量は現在の水準
から20％以上削減され
る。

施設の存在による廃棄
物の発生については、
「競技の実施による影
響」で扱い、ここでは
対象外とする。

資源ごみ回収やごみ処
理過程資源化、熱回収
等の促進により、一般
廃棄物の最終処分量は
現在の水準から30％程
度削減される。

「東京都建設リサイク
ル推進計画」等に基づ
く有効利用策の促進に
より、建設廃棄物の最
終処分量は現在の水準
から20％以上削減され
る。

資源ごみ回収やごみ処
理過程資源化、熱回収
等の促進により、一般
廃棄物の最終処分量は
現在の水準から30％程
度削減される。

+1 － +1 +1 +1

25 夢の島公園

建設廃棄物の有効利用
の取り組みについて、
現在の標準的な工事と
同程度の廃棄物の有効
利用がなされる。

施設の存在による廃棄
物の発生については、
「競技の実施による影
響」で扱い、ここでは
対象外とする。

競技の実施に伴い排出
される一般廃棄物は、
現在と同程度の有効利
用がなされ、最終処分
量は現状の水準と変わ
らない。

建設廃棄物の有効利用
の取り組みについて、
現在の標準的な工事と
同程度の廃棄物の有効
利用がなされる。

後利用はないことから
対象外とする。

0 － 0 0 －

「東京都建設リサイク
ル推進計画」等に基づ
く有効利用策の促進に
より、建設廃棄物の最
終処分量は現在の水準
から20％以上削減され
る。

施設の存在による廃棄
物の発生については、
「競技の実施による影
響」で扱い、ここでは
対象外とする。

資源ごみ回収やごみ処
理過程資源化、熱回収
等の促進により、一般
廃棄物の最終処分量は
現在の水準から30％程
度削減される。

「東京都建設リサイク
ル推進計画」等に基づ
く有効利用策の促進に
より、建設廃棄物の最
終処分量は現在の水準
から20％以上削減され
る。

後利用はないことから
対象外とする。

+1 － +1 +1 －

26 夢の島競技場

建設廃棄物の有効利用
の取り組みについて、
現在の標準的な工事と
同程度の廃棄物の有効
利用がなされる。

施設の存在による廃棄
物の発生については、
「競技の実施による影
響」で扱い、ここでは
対象外とする。

競技の実施に伴い排出
される一般廃棄物は、
現在と同程度の有効利
用がなされ、最終処分
量は現状の水準と変わ
らない。

建設廃棄物の有効利用
の取り組みについて、
現在の標準的な工事と
同程度の廃棄物の有効
利用がなされる。

後利用で排出される一
般廃棄物は、現在と同
程度の有効利用がなさ
れ、最終処分量は現状
の水準と変わらない。

0 － 0 0 0

「東京都建設リサイク
ル推進計画」等に基づ
く有効利用策の促進に
より、建設廃棄物の最
終処分量は現在の水準
から20％以上削減され
る。

施設の存在による廃棄
物の発生については、
「競技の実施による影
響」で扱い、ここでは
対象外とする。

資源ごみ回収やごみ処
理過程資源化、熱回収
等の促進により、一般
廃棄物の最終処分量は
現在の水準から30％程
度削減される。

「東京都建設リサイク
ル推進計画」等に基づ
く有効利用策の促進に
より、建設廃棄物の最
終処分量は現在の水準
から20％以上削減され
る。

資源ごみ回収やごみ処
理過程資源化、熱回収
等の促進により、一般
廃棄物の最終処分量は
現在の水準から30％程
度削減される。

+1 － +1 +1 +1

27～28
オリンピックアクアティク
スセンター
ウォーターポロアリーナ

建設廃棄物の有効利用
の取り組みについて、
現在の標準的な工事と
同程度の廃棄物の有効
利用がなされる。

施設の存在による廃棄
物の発生については、
「競技の実施による影
響」で扱い、ここでは
対象外とする。

競技の実施に伴い排出
される一般廃棄物は、
現在と同程度の有効利
用がなされ、最終処分
量は現状の水準と変わ
らない。

建設廃棄物の有効利用
の取り組みについて、
現在の標準的な工事と
同程度の廃棄物の有効
利用がなされる。

後利用で排出される一
般廃棄物は、現在と同
程度の有効利用がなさ
れ、最終処分量は現状
の水準と変わらない。

0 － 0 0 0

「東京都建設リサイク
ル推進計画」等に基づ
く有効利用策の促進に
より、建設廃棄物の最
終処分量は現在の水準
から20％以上削減され
る。

施設の存在による廃棄
物の発生については、
「競技の実施による影
響」で扱い、ここでは
対象外とする。

資源ごみ回収やごみ処
理過程資源化、熱回収
等の促進により、一般
廃棄物の最終処分量は
現在の水準から30％程
度削減される。

「東京都建設リサイク
ル推進計画」等に基づ
く有効利用策の促進に
より、建設廃棄物の最
終処分量は現在の水準
から20％以上削減され
る。

資源ごみ回収やごみ処
理過程資源化、熱回収
等の促進により、一般
廃棄物の最終処分量は
現在の水準から30％程
度削減される。

+1 － +1 +1 +1

29
武蔵野の森総合スポーツ施
設

建設廃棄物の有効利用
の取り組みについて、
現在の標準的な工事と
同程度の廃棄物の有効
利用がなされる。

施設の存在による廃棄
物の発生については、
「競技の実施による影
響」で扱い、ここでは
対象外とする。

競技の実施に伴い排出
される一般廃棄物は、
現在と同程度の有効利
用がなされ、最終処分
量は現状の水準と変わ
らない。

影響要因は想定されな
いことから対象外とす
る。

後利用で排出される一
般廃棄物は、現在と同
程度の有効利用がなさ
れ、最終処分量は現状
の水準と変わらない。

0 － 0 － 0

「東京都建設リサイク
ル推進計画」等に基づ
く有効利用策の促進に
より、建設廃棄物の最
終処分量は現在の水準
から20％以上削減され
る

施設の存在による廃棄
物の発生については、
「競技の実施による影
響」で扱い、ここでは
対象外とする。

資源ごみ回収やごみ処
理過程資源化、熱回収
等の促進により、一般
廃棄物の最終処分量は
現在の水準から30％程
度削減される。

影響要因は想定されな
いことから対象外とす
る。

資源ごみ回収やごみ処
理過程資源化、熱回収
等の促進により、一般
廃棄物の最終処分量は
現在の水準から30％程
度削減される。

+1 － +1 － +1

30 東京スタジアム

建設廃棄物の有効利用
の取り組みについて、
現在の標準的な工事と
同程度の廃棄物の有効
利用がなされる。

施設の存在による廃棄
物の発生については、
「競技の実施による影
響」で扱い、ここでは
対象外とする。

競技の実施に伴い排出
される一般廃棄物は、
現在と同程度の有効利
用がなされ、最終処分
量は現状の水準と変わ
らない。

建設廃棄物の有効利用
の取り組みについて、
現在の標準的な工事と
同程度の廃棄物の有効
利用がなされる。

後利用で排出される一
般廃棄物は、現在と同
程度の有効利用がなさ
れ、最終処分量は現状
の水準と変わらない。

0 － 0 0 0

「東京都建設リサイク
ル推進計画」等に基づ
く有効利用策の促進に
より、建設廃棄物の最
終処分量は現在の水準
から20％以上削減され
る。

施設の存在による廃棄
物の発生については、
「競技の実施による影
響」で扱い、ここでは
対象外とする。

資源ごみ回収やごみ処
理過程資源化、熱回収
等の促進により、一般
廃棄物の最終処分量は
現在の水準から30％程
度削減される。

「東京都建設リサイク
ル推進計画」等に基づ
く有効利用策の促進に
より、建設廃棄物の最
終処分量は現在の水準
から20％以上削減され
る。

資源ごみ回収やごみ処
理過程資源化、熱回収
等の促進により、一般
廃棄物の最終処分量は
現在の水準から30％程
度削減される。

+1 － +1 +1 +1

31 武蔵野の森公園

建設廃棄物の有効利用
の取り組みについて、
現在の標準的な工事と
同程度の廃棄物の有効
利用がなされる。

施設の存在による廃棄
物の発生については、
「競技の実施による影
響」で扱い、ここでは
対象外とする。

競技の実施に伴い排出
される一般廃棄物は、
現在と同程度の有効利
用がなされ、最終処分
量は現状の水準と変わ
らない。

建設廃棄物の有効利用
の取り組みについて、
現在の標準的な工事と
同程度の廃棄物の有効
利用がなされる。

後利用はないことから
対象外とする。

0 － 0 0 －

「東京都建設リサイク
ル推進計画」等に基づ
く有効利用策の促進に
より、建設廃棄物の最
終処分量は現在の水準
から20％以上削減され
る。

施設の存在による廃棄
物の発生については、
「競技の実施による影
響」で扱い、ここでは
対象外とする。

資源ごみ回収やごみ処
理過程資源化、熱回収
等の促進により、一般
廃棄物の最終処分量は
現在の水準から30％程
度削減される。

「東京都建設リサイク
ル推進計画」等に基づ
く有効利用策の促進に
より、建設廃棄物の最
終処分量は現在の水準
から20％以上削減され
る。

後利用はないことから
対象外とする。

+1 － +1 +1 －

32 陸上自衛隊朝霞訓練場

建設廃棄物の有効利用
の取り組みについて、
現在の標準的な工事と
同程度の廃棄物の有効
利用がなされる。

施設の存在による廃棄
物の発生については、
「競技の実施による影
響」で扱い、ここでは
対象外とする。

競技の実施に伴い排出
される一般廃棄物は、
現在と同程度の有効利
用がなされ、最終処分
量は現状の水準と変わ
らない。

建設廃棄物の有効利用
の取り組みについて、
現在の標準的な工事と
同程度の廃棄物の有効
利用がなされる。

後利用はないことから
対象外とする。

0 － 0 0 －

「東京都建設リサイク
ル推進計画」等に基づ
く有効利用策の促進に
より、建設廃棄物の最
終処分量は現在の水準
から20％以上削減され
る。

施設の存在による廃棄
物の発生については、
「競技の実施による影
響」で扱い、ここでは
対象外とする。

資源ごみ回収やごみ処
理過程資源化、熱回収
等の促進により、一般
廃棄物の最終処分量は
現在の水準から30％程
度削減される。

「東京都建設リサイク
ル推進計画」等に基づ
く有効利用策の促進に
より、建設廃棄物の最
終処分量は現在の水準
から20％以上削減され
る。

後利用はないことから
対象外とする。

+1 － +1 +1 －

33 霞ヶ関カンツリー倶楽部

建設廃棄物の有効利用
の取り組みについて、
現在の標準的な工事と
同程度の廃棄物の有効
利用がなされる。

施設の存在による廃棄
物の発生については、
「競技の実施による影
響」で扱い、ここでは
対象外とする。

競技の実施に伴い排出
される一般廃棄物は、
現在と同程度の有効利
用がなされ、最終処分
量は現状の水準と変わ
らない。

建設廃棄物の有効利用
の取り組みについて、
現在の標準的な工事と
同程度の廃棄物の有効
利用がなされる。

後利用で排出される一
般廃棄物は、現在と同
程度の有効利用がなさ
れ、最終処分量は現状
の水準と変わらない。

0 － 0 0 0

「東京都建設リサイク
ル推進計画」等に基づ
く有効利用策の促進に
より、建設廃棄物の最
終処分量は現在の水準
から20％以上削減され
る。

施設の存在による廃棄
物の発生については、
「競技の実施による影
響」で扱い、ここでは
対象外とする。

資源ごみ回収やごみ処
理過程資源化、熱回収
等の促進により、一般
廃棄物の最終処分量は
現在の水準から30％程
度削減される。

「東京都建設リサイク
ル推進計画」等に基づ
く有効利用策の促進に
より、建設廃棄物の最
終処分量は現在の水準
から20％以上削減され
る。

資源ごみ回収やごみ処
理過程資源化、熱回収
等の促進により、一般
廃棄物の最終処分量は
現在の水準から30％程
度削減される。

+1 － +1 +1 +1

4－54



評価指標別予測結果表（廃棄物の有効利用）

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

開催中 開催後開催後

No.

二次評価

段階別影響 評価点

開催前 開催中 開催後 開催前開催中

名称

会場
段階別影響

開催中開催前

一次評価

開催後 開催前

評価点

34 札幌ドーム

建設廃棄物の有効利用
の取り組みについて、
現在の標準的な工事と
同程度の廃棄物の有効
利用がなされる。

施設の存在による廃棄
物の発生については、
「競技の実施による影
響」で扱い、ここでは
対象外とする。

競技の実施に伴い排出
される一般廃棄物は、
現在と同程度の有効利
用がなされ、最終処分
量は現状の水準と変わ
らない。

建設廃棄物の有効利用
の取り組みについて、
現在の標準的な工事と
同程度の廃棄物の有効
利用がなされる。

後利用で排出される一
般廃棄物は、現在と同
程度の有効利用がなさ
れ、最終処分量は現状
の水準と変わらない。

0 － 0 0 0

「東京都建設リサイク
ル推進計画」等に基づ
く有効利用策の促進に
より、建設廃棄物の最
終処分量は現在の水準
から20％以上削減され
る。

施設の存在による廃棄
物の発生については、
「競技の実施による影
響」で扱い、ここでは
対象外とする。

資源ごみ回収やごみ処
理過程資源化、熱回収
等の促進により、一般
廃棄物の最終処分量は
現在の水準から30％程
度削減される。

「東京都建設リサイク
ル推進計画」等に基づ
く有効利用策の促進に
より、建設廃棄物の最
終処分量は現在の水準
から20％以上削減され
る。

資源ごみ回収やごみ処
理過程資源化、熱回収
等の促進により、一般
廃棄物の最終処分量は
現在の水準から30％程
度削減される。

+1 － +1 +1 +1

35 宮城スタジアム

建設廃棄物の有効利用
の取り組みについて、
現在の標準的な工事と
同程度の廃棄物の有効
利用がなされる。

施設の存在による廃棄
物の発生については、
「競技の実施による影
響」で扱い、ここでは
対象外とする。

競技の実施に伴い排出
される一般廃棄物は、
現在と同程度の有効利
用がなされ、最終処分
量は現状の水準と変わ
らない。

建設廃棄物の有効利用
の取り組みについて、
現在の標準的な工事と
同程度の廃棄物の有効
利用がなされる。

後利用で排出される一
般廃棄物は、現在と同
程度の有効利用がなさ
れ、最終処分量は現状
の水準と変わらない。

0 － 0 0 0

「東京都建設リサイク
ル推進計画」等に基づ
く有効利用策の促進に
より、建設廃棄物の最
終処分量は現在の水準
から20％以上削減され
る。

施設の存在による廃棄
物の発生については、
「競技の実施による影
響」で扱い、ここでは
対象外とする。

資源ごみ回収やごみ処
理過程資源化、熱回収
等の促進により、一般
廃棄物の最終処分量は
現在の水準から30％程
度削減される。

「東京都建設リサイク
ル推進計画」等に基づ
く有効利用策の促進に
より、建設廃棄物の最
終処分量は現在の水準
から20％以上削減され
る。

資源ごみ回収やごみ処
理過程資源化、熱回収
等の促進により、一般
廃棄物の最終処分量は
現在の水準から30％程
度削減される。

+1 － +1 +1 +1

36 埼玉スタジアム2002

建設廃棄物の有効利用
の取り組みについて、
現在の標準的な工事と
同程度の廃棄物の有効
利用がなされる。

施設の存在による廃棄
物の発生については、
「競技の実施による影
響」で扱い、ここでは
対象外とする。

競技の実施に伴い排出
される一般廃棄物は、
現在と同程度の有効利
用がなされ、最終処分
量は現状の水準と変わ
らない。

建設廃棄物の有効利用
の取り組みについて、
現在の標準的な工事と
同程度の廃棄物の有効
利用がなされる。

後利用で排出される一
般廃棄物は、現在と同
程度の有効利用がなさ
れ、最終処分量は現状
の水準と変わらない。

0 － 0 0 0

「東京都建設リサイク
ル推進計画」等に基づ
く有効利用策の促進に
より、建設廃棄物の最
終処分量は現在の水準
から20％以上削減され
る。

施設の存在による廃棄
物の発生については、
「競技の実施による影
響」で扱い、ここでは
対象外とする。

資源ごみ回収やごみ処
理過程資源化、熱回収
等の促進により、一般
廃棄物の最終処分量は
現在の水準から30％程
度削減される。

「東京都建設リサイク
ル推進計画」等に基づ
く有効利用策の促進に
より、建設廃棄物の最
終処分量は現在の水準
から20％以上削減され
る。

資源ごみ回収やごみ処
理過程資源化、熱回収
等の促進により、一般
廃棄物の最終処分量は
現在の水準から30％程
度削減される。

+1 － +1 +1 +1

37 横浜国際総合競技場

建設廃棄物の有効利用
の取り組みについて、
現在の標準的な工事と
同程度の廃棄物の有効
利用がなされる。

施設の存在による廃棄
物の発生については、
「競技の実施による影
響」で扱い、ここでは
対象外とする。

競技の実施に伴い排出
される一般廃棄物は、
現在と同程度の有効利
用がなされ、最終処分
量は現状の水準と変わ
らない。

建設廃棄物の有効利用
の取り組みについて、
現在の標準的な工事と
同程度の廃棄物の有効
利用がなされる。

後利用で排出される一
般廃棄物は、現在と同
程度の有効利用がなさ
れ、最終処分量は現状
の水準と変わらない。

0 － 0 0 0

「東京都建設リサイク
ル推進計画」等に基づ
く有効利用策の促進に
より、建設廃棄物の最
終処分量は現在の水準
から20％以上削減され
る。

施設の存在による廃棄
物の発生については、
「競技の実施による影
響」で扱い、ここでは
対象外とする。

資源ごみ回収やごみ処
理過程資源化、熱回収
等の促進により、一般
廃棄物の最終処分量は
現在の水準から30％程
度削減される。

「東京都建設リサイク
ル推進計画」等に基づ
く有効利用策の促進に
より、建設廃棄物の最
終処分量は現在の水準
から20％以上削減され
る。

資源ごみ回収やごみ処
理過程資源化、熱回収
等の促進により、一般
廃棄物の最終処分量は
現在の水準から30％程
度削減される。

+1 － +1 +1 +1

OV 選手村

建設廃棄物の有効利用
の取り組みについて、
現在の標準的な工事と
同程度の廃棄物の有効
利用がなされる。

施設の存在による廃棄
物の発生については、
「競技の実施による影
響」で扱い、ここでは
対象外とする。

競技の実施に伴い排出
される一般廃棄物は、
現在と同程度の有効利
用がなされ、最終処分
量は現状の水準と変わ
らない。

建設廃棄物の有効利用
の取り組みについて、
現在の標準的な工事と
同程度の廃棄物の有効
利用がなされる。

後利用で排出される一
般廃棄物は、現在と同
程度の有効利用がなさ
れ、最終処分量は現状
の水準と変わらない。

0 － 0 0 0

「東京都建設リサイク
ル推進計画」等に基づ
く有効利用策の促進に
より、建設廃棄物の最
終処分量は現在の水準
から38％程度削減され
る。

施設の存在による廃棄
物の発生については、
「競技の実施による影
響」で扱い、ここでは
対象外とする。

資源ごみ回収やごみ処
理過程資源化、熱回収
等の促進により、一般
廃棄物の最終処分量は
現在の水準から30％程
度削減される。

「東京都建設リサイク
ル推進計画」等に基づ
く有効利用策の促進に
より、建設廃棄物の最
終処分量は現在の水準
から38％程度削減され
る。

資源ごみ回収やごみ処
理過程資源化、熱回収
等の促進により、一般
廃棄物の最終処分量は
現在の水準から30％程
度削減される。

+1 － +1 +1 +1

IBC/MPC
東京ビッグサイト
(IBC/MPC)

建設廃棄物の有効利用
の取り組みについて、
現在の標準的な工事と
同程度の廃棄物の有効
利用がなされる。

施設の存在による廃棄
物の発生については、
「競技の実施による影
響」で扱い、ここでは
対象外とする。

競技の実施に伴い排出
される一般廃棄物は、
現在と同程度の有効利
用がなされ、最終処分
量は現状の水準と変わ
らない。

影響要因は想定されな
いことから対象外とす
る。

後利用で排出される一
般廃棄物は、現在と同
程度の有効利用がなさ
れ、最終処分量は現状
の水準と変わらない。

0 － 0 － 0

「東京都建設リサイク
ル推進計画」等に基づ
く有効利用策の促進に
より、建設廃棄物の最
終処分量は現在の水準
から20％以上削減され
る

施設の存在による廃棄
物の発生については、
「競技の実施による影
響」で扱い、ここでは
対象外とする。

資源ごみ回収やごみ処
理過程資源化、熱回収
等の促進により、一般
廃棄物の最終処分量は
現在の水準から30％程
度削減される。

影響要因は想定されな
いことから対象外とす
る。

資源ごみ回収やごみ処
理過程資源化、熱回収
等の促進により、一般
廃棄物の最終処分量は
現在の水準から30％程
度削減される。

+1 － +1 － +1

4－55



評価指標別予測結果表（エコマテリアルの使用）

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

1
オリンピックスタジアム
(国立霞ヶ丘競技場)

再生可能資材や再生資
材が最大限に利用さ
れ、現在の水準を上回
る。

施設の存在時における
エコマテリアルの利用
は想定されないため対
象外とする。

競技の実施時における
エコマテリアルの利用
は想定されないため対
象外とする。

再生可能資材や再生資
材が最大限に利用さ
れ、現在の水準を上回
る。

後利用時におけるエコ
マテリアルの利用は想
定されないため対象外
とする。

+1 － － +1 －

再生可能資材や再生資
材が最大限に利用さ
れ、現在の水準を上回
る。

施設の存在時における
エコマテリアルの利用
は想定されないため対
象外とする。

競技の実施時における
エコマテリアルの利用
は想定されないため対
象外とする。

再生可能資材や再生資
材が最大限に利用さ
れ、現在の水準を上回
る。

後利用時におけるエコ
マテリアルの利用は想
定されないため対象外
とする。

+1 － － +1 －

2 東京体育館

再生可能資材や再生資
材が最大限に利用さ
れ、現在の水準を上回
る。

施設の存在時における
エコマテリアルの利用
は想定されないため対
象外とする。

競技の実施時における
エコマテリアルの利用
は想定されないため対
象外とする。

再生可能資材や再生資
材が最大限に利用さ
れ、現在の水準を上回
る。

後利用時におけるエコ
マテリアルの利用は想
定されないため対象外
とする。

+1 － － +1 －

再生可能資材や再生資
材が最大限に利用さ
れ、現在の水準を上回
る。

施設の存在時における
エコマテリアルの利用
は想定されないため対
象外とする。

競技の実施時における
エコマテリアルの利用
は想定されないため対
象外とする。

再生可能資材や再生資
材が最大限に利用さ
れ、現在の水準を上回
る。

後利用時におけるエコ
マテリアルの利用は想
定されないため対象外
とする。

+1 － － +1 －

3 国立代々木競技場

再生可能資材や再生資
材が最大限に利用さ
れ、現在の水準を上回
る。

施設の存在時における
エコマテリアルの利用
は想定されないため対
象外とする。

競技の実施時における
エコマテリアルの利用
は想定されないため対
象外とする。

再生可能資材や再生資
材が最大限に利用さ
れ、現在の水準を上回
る。

後利用時におけるエコ
マテリアルの利用は想
定されないため対象外
とする。

+1 － － +1 －

再生可能資材や再生資
材が最大限に利用さ
れ、現在の水準を上回
る。

施設の存在時における
エコマテリアルの利用
は想定されないため対
象外とする。

競技の実施時における
エコマテリアルの利用
は想定されないため対
象外とする。

再生可能資材や再生資
材が最大限に利用さ
れ、現在の水準を上回
る。

後利用時におけるエコ
マテリアルの利用は想
定されないため対象外
とする。

+1 － － +1 －

4 日本武道館

再生可能資材や再生資
材が最大限に利用さ
れ、現在の水準を上回
る。

施設の存在時における
エコマテリアルの利用
は想定されないため対
象外とする。

競技の実施時における
エコマテリアルの利用
は想定されないため対
象外とする。

再生可能資材や再生資
材が最大限に利用さ
れ、現在の水準を上回
る。

後利用時におけるエコ
マテリアルの利用は想
定されないため対象外
とする。

+1 － － +1 －

再生可能資材や再生資
材が最大限に利用さ
れ、現在の水準を上回
る。

施設の存在時における
エコマテリアルの利用
は想定されないため対
象外とする。

競技の実施時における
エコマテリアルの利用
は想定されないため対
象外とする。

再生可能資材や再生資
材が最大限に利用さ
れ、現在の水準を上回
る。

後利用時におけるエコ
マテリアルの利用は想
定されないため対象外
とする。

+1 － － +1 －

5 皇居外苑

再生可能資材や再生資
材が最大限に利用さ
れ、現在の水準を上回
る。

施設の存在時における
エコマテリアルの利用
は想定されないため対
象外とする。

競技の実施時における
エコマテリアルの利用
は想定されないため対
象外とする。

再生可能資材や再生資
材が最大限に利用さ
れ、現在の水準を上回
る。

後利用時におけるエコ
マテリアルの利用は想
定されないため対象外
とする。

+1 － － +1 －

再生可能資材や再生資
材が最大限に利用さ
れ、現在の水準を上回
る。

施設の存在時における
エコマテリアルの利用
は想定されないため対
象外とする。

競技の実施時における
エコマテリアルの利用
は想定されないため対
象外とする。

再生可能資材や再生資
材が最大限に利用さ
れ、現在の水準を上回
る。

後利用時におけるエコ
マテリアルの利用は想
定されないため対象外
とする。

+1 － － +1 －

6 東京国際フォーラム
影響要因は想定されな
いことから対象外とす
る。

施設の存在時における
エコマテリアルの利用
は想定されないため対
象外とする。

競技の実施時における
エコマテリアルの利用
は想定されないため対
象外とする。

影響要因は想定されな
いことから対象外とす
る。

後利用時におけるエコ
マテリアルの利用は想
定されないため対象外
とする。

－ － － － －
影響要因は想定されな
いことから対象外とす
る。

施設の存在時における
エコマテリアルの利用
は想定されないため対
象外とする。

競技の実施時における
エコマテリアルの利用
は想定されないため対
象外とする。

影響要因は想定されな
いことから対象外とす
る。

後利用時におけるエコ
マテリアルの利用は想
定されないため対象外
とする。

－ － － － －

7 国技館

再生可能資材や再生資
材が最大限に利用さ
れ、現在の水準を上回
る。

施設の存在時における
エコマテリアルの利用
は想定されないため対
象外とする。

競技の実施時における
エコマテリアルの利用
は想定されないため対
象外とする。

再生可能資材や再生資
材が最大限に利用さ
れ、現在の水準を上回
る。

後利用時におけるエコ
マテリアルの利用は想
定されないため対象外
とする。

+1 － － +1 －

再生可能資材や再生資
材が最大限に利用さ
れ、現在の水準を上回
る。

施設の存在時における
エコマテリアルの利用
は想定されないため対
象外とする。

競技の実施時における
エコマテリアルの利用
は想定されないため対
象外とする。

再生可能資材や再生資
材が最大限に利用さ
れ、現在の水準を上回
る。

後利用時におけるエコ
マテリアルの利用は想
定されないため対象外
とする。

+1 － － +1 －

8 有明アリーナ

再生可能資材や再生資
材が最大限に利用さ
れ、現在の水準を上回
る。

施設の存在時における
エコマテリアルの利用
は想定されないため対
象外とする。

競技の実施時における
エコマテリアルの利用
は想定されないため対
象外とする。

再生可能資材や再生資
材が最大限に利用さ
れ、現在の水準を上回
る。

後利用時におけるエコ
マテリアルの利用は想
定されないため対象外
とする。

+1 － － +1 －

再生可能資材や再生資
材が最大限に利用さ
れ、現在の水準を上回
る。

施設の存在時における
エコマテリアルの利用
は想定されないため対
象外とする。

競技の実施時における
エコマテリアルの利用
は想定されないため対
象外とする。

再生可能資材や再生資
材が最大限に利用さ
れ、現在の水準を上回
る。

後利用時におけるエコ
マテリアルの利用は想
定されないため対象外
とする。

+1 － － +1 －

9 有明ＢＭＸコース

再生可能資材や再生資
材が最大限に利用さ
れ、現在の水準を上回
る。

施設の存在時における
エコマテリアルの利用
は想定されないため対
象外とする。

競技の実施時における
エコマテリアルの利用
は想定されないため対
象外とする。

再生可能資材や再生資
材が最大限に利用さ
れ、現在の水準を上回
る。

後利用時におけるエコ
マテリアルの利用は想
定されないため対象外
とする。

+1 － － +1 －

再生可能資材や再生資
材が最大限に利用さ
れ、現在の水準を上回
る。

施設の存在時における
エコマテリアルの利用
は想定されないため対
象外とする。

競技の実施時における
エコマテリアルの利用
は想定されないため対
象外とする。

再生可能資材や再生資
材が最大限に利用さ
れ、現在の水準を上回
る。

後利用時におけるエコ
マテリアルの利用は想
定されないため対象外
とする。

+1 － － +1 －

10 有明ベロドローム

再生可能資材や再生資
材が最大限に利用さ
れ、現在の水準を上回
る。

施設の存在時における
エコマテリアルの利用
は想定されないため対
象外とする。

競技の実施時における
エコマテリアルの利用
は想定されないため対
象外とする。

再生可能資材や再生資
材が最大限に利用さ
れ、現在の水準を上回
る。

後利用時におけるエコ
マテリアルの利用は想
定されないため対象外
とする。

+1 － － +1 －

再生可能資材や再生資
材が最大限に利用さ
れ、現在の水準を上回
る。

施設の存在時における
エコマテリアルの利用
は想定されないため対
象外とする。

競技の実施時における
エコマテリアルの利用
は想定されないため対
象外とする。

再生可能資材や再生資
材が最大限に利用さ
れ、現在の水準を上回
る。

後利用時におけるエコ
マテリアルの利用は想
定されないため対象外
とする。

+1 － － +1 －

11 有明体操競技場

再生可能資材や再生資
材が最大限に利用さ
れ、現在の水準を上回
る。

施設の存在時における
エコマテリアルの利用
は想定されないため対
象外とする。

競技の実施時における
エコマテリアルの利用
は想定されないため対
象外とする。

再生可能資材や再生資
材が最大限に利用さ
れ、現在の水準を上回
る。

後利用時におけるエコ
マテリアルの利用は想
定されないため対象外
とする。

+1 － － +1 －

再生可能資材や再生資
材が最大限に利用さ
れ、現在の水準を上回
る。

施設の存在時における
エコマテリアルの利用
は想定されないため対
象外とする。

競技の実施時における
エコマテリアルの利用
は想定されないため対
象外とする。

再生可能資材や再生資
材が最大限に利用さ
れ、現在の水準を上回
る。

後利用時におけるエコ
マテリアルの利用は想
定されないため対象外
とする。

+1 － － +1 －

12 有明テニスの森

再生可能資材や再生資
材が最大限に利用さ
れ、現在の水準を上回
る。

施設の存在時における
エコマテリアルの利用
は想定されないため対
象外とする。

競技の実施時における
エコマテリアルの利用
は想定されないため対
象外とする。

再生可能資材や再生資
材が最大限に利用さ
れ、現在の水準を上回
る。

後利用時におけるエコ
マテリアルの利用は想
定されないため対象外
とする。

+1 － － +1 －

再生可能資材や再生資
材が最大限に利用さ
れ、現在の水準を上回
る。

施設の存在時における
エコマテリアルの利用
は想定されないため対
象外とする。

競技の実施時における
エコマテリアルの利用
は想定されないため対
象外とする。

再生可能資材や再生資
材が最大限に利用さ
れ、現在の水準を上回
る。

後利用時におけるエコ
マテリアルの利用は想
定されないため対象外
とする。

+1 － － +1 －

13 お台場海浜公園

再生可能資材や再生資
材が最大限に利用さ
れ、現在の水準を上回
る。

施設の存在時における
エコマテリアルの利用
は想定されないため対
象外とする。

競技の実施時における
エコマテリアルの利用
は想定されないため対
象外とする。

再生可能資材や再生資
材が最大限に利用さ
れ、現在の水準を上回
る。

後利用時におけるエコ
マテリアルの利用は想
定されないため対象外
とする。

+1 － － +1 －

再生可能資材や再生資
材が最大限に利用さ
れ、現在の水準を上回
る。

施設の存在時における
エコマテリアルの利用
は想定されないため対
象外とする。

競技の実施時における
エコマテリアルの利用
は想定されないため対
象外とする。

再生可能資材や再生資
材が最大限に利用さ
れ、現在の水準を上回
る。

後利用時におけるエコ
マテリアルの利用は想
定されないため対象外
とする。

+1 － － +1 －

14 潮風公園

再生可能資材や再生資
材が最大限に利用さ
れ、現在の水準を上回
る。

施設の存在時における
エコマテリアルの利用
は想定されないため対
象外とする。

競技の実施時における
エコマテリアルの利用
は想定されないため対
象外とする。

再生可能資材や再生資
材が最大限に利用さ
れ、現在の水準を上回
る。

後利用時におけるエコ
マテリアルの利用は想
定されないため対象外
とする。

+1 － － +1 －

再生可能資材や再生資
材が最大限に利用さ
れ、現在の水準を上回
る。

施設の存在時における
エコマテリアルの利用
は想定されないため対
象外とする。

競技の実施時における
エコマテリアルの利用
は想定されないため対
象外とする。

再生可能資材や再生資
材が最大限に利用さ
れ、現在の水準を上回
る。

後利用時におけるエコ
マテリアルの利用は想
定されないため対象外
とする。

+1 － － +1 －

15～16
東京ビッグサイト・ホール
Ａ、Ｂ

再生可能資材や再生資
材が最大限に利用さ
れ、現在の水準を上回
る。

施設の存在時における
エコマテリアルの利用
は想定されないため対
象外とする。

競技の実施時における
エコマテリアルの利用
は想定されないため対
象外とする。

再生可能資材や再生資
材が最大限に利用さ
れ、現在の水準を上回
る。

後利用時におけるエコ
マテリアルの利用は想
定されないため対象外
とする。

+1 － － +1 －

再生可能資材や再生資
材が最大限に利用さ
れ、現在の水準を上回
る。

施設の存在時における
エコマテリアルの利用
は想定されないため対
象外とする。

競技の実施時における
エコマテリアルの利用
は想定されないため対
象外とする。

再生可能資材や再生資
材が最大限に利用さ
れ、現在の水準を上回
る。

後利用時におけるエコ
マテリアルの利用は想
定されないため対象外
とする。

+1 － － +1 －

17 大井ホッケー競技場

再生可能資材や再生資
材が最大限に利用さ
れ、現在の水準を上回
る。

施設の存在時における
エコマテリアルの利用
は想定されないため対
象外とする。

競技の実施時における
エコマテリアルの利用
は想定されないため対
象外とする。

再生可能資材や再生資
材が最大限に利用さ
れ、現在の水準を上回
る。

後利用時におけるエコ
マテリアルの利用は想
定されないため対象外
とする。

+1 － － +1 －

再生可能資材や再生資
材が最大限に利用さ
れ、現在の水準を上回
る。

施設の存在時における
エコマテリアルの利用
は想定されないため対
象外とする。

競技の実施時における
エコマテリアルの利用
は想定されないため対
象外とする。

再生可能資材や再生資
材が最大限に利用さ
れ、現在の水準を上回
る。

後利用時におけるエコ
マテリアルの利用は想
定されないため対象外
とする。

+1 － － +1 －

18
海の森クロスカントリー
コース

再生可能資材や再生資
材が最大限に利用さ
れ、現在の水準を上回
る。

施設の存在時における
エコマテリアルの利用
は想定されないため対
象外とする。

競技の実施時における
エコマテリアルの利用
は想定されないため対
象外とする。

再生可能資材や再生資
材が最大限に利用さ
れ、現在の水準を上回
る。

後利用時におけるエコ
マテリアルの利用は想
定されないため対象外
とする。

+1 － － +1 －

再生可能資材や再生資
材が最大限に利用さ
れ、現在の水準を上回
る。

施設の存在時における
エコマテリアルの利用
は想定されないため対
象外とする。

競技の実施時における
エコマテリアルの利用
は想定されないため対
象外とする。

再生可能資材や再生資
材が最大限に利用さ
れ、現在の水準を上回
る。

後利用時におけるエコ
マテリアルの利用は想
定されないため対象外
とする。

+1 － － +1 －

19 海の森水上競技場

再生可能資材や再生資
材が最大限に利用さ
れ、現在の水準を上回
る。

施設の存在時における
エコマテリアルの利用
は想定されないため対
象外とする。

競技の実施時における
エコマテリアルの利用
は想定されないため対
象外とする。

再生可能資材や再生資
材が最大限に利用さ
れ、現在の水準を上回
る。

後利用時におけるエコ
マテリアルの利用は想
定されないため対象外
とする。

+1 － － +1 －

再生可能資材や再生資
材が最大限に利用さ
れ、現在の水準を上回
る。

施設の存在時における
エコマテリアルの利用
は想定されないため対
象外とする。

競技の実施時における
エコマテリアルの利用
は想定されないため対
象外とする。

再生可能資材や再生資
材が最大限に利用さ
れ、現在の水準を上回
る。

後利用時におけるエコ
マテリアルの利用は想
定されないため対象外
とする。

+1 － － +1 －

20
海の森マウンテンバイク
コース

再生可能資材や再生資
材が最大限に利用さ
れ、現在の水準を上回
る。

施設の存在時における
エコマテリアルの利用
は想定されないため対
象外とする。

競技の実施時における
エコマテリアルの利用
は想定されないため対
象外とする。

再生可能資材や再生資
材が最大限に利用さ
れ、現在の水準を上回
る。

後利用時におけるエコ
マテリアルの利用は想
定されないため対象外
とする。

+1 － － +1 －

再生可能資材や再生資
材が最大限に利用さ
れ、現在の水準を上回
る。

施設の存在時における
エコマテリアルの利用
は想定されないため対
象外とする。

競技の実施時における
エコマテリアルの利用
は想定されないため対
象外とする。

再生可能資材や再生資
材が最大限に利用さ
れ、現在の水準を上回
る。

後利用時におけるエコ
マテリアルの利用は想
定されないため対象外
とする。

+1 － － +1 －

21 若洲オリンピックマリーナ

再生可能資材や再生資
材が最大限に利用さ
れ、現在の水準を上回
る。

施設の存在時における
エコマテリアルの利用
は想定されないため対
象外とする。

競技の実施時における
エコマテリアルの利用
は想定されないため対
象外とする。

再生可能資材や再生資
材が最大限に利用さ
れ、現在の水準を上回
る。

後利用時におけるエコ
マテリアルの利用は想
定されないため対象外
とする。

+1 － － +1 －

再生可能資材や再生資
材が最大限に利用さ
れ、現在の水準を上回
る。

施設の存在時における
エコマテリアルの利用
は想定されないため対
象外とする。

競技の実施時における
エコマテリアルの利用
は想定されないため対
象外とする。

再生可能資材や再生資
材が最大限に利用さ
れ、現在の水準を上回
る。

後利用時におけるエコ
マテリアルの利用は想
定されないため対象外
とする。

+1 － － +1 －

開催中 開催後開催後

No.
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会場
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開催中開催前
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評価点

4－56



評価指標別予測結果表（エコマテリアルの使用）

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

開催中 開催後開催後

No.

二次評価

段階別影響 評価点

開催前 開催中 開催後 開催前開催中

名称

会場
段階別影響

開催中開催前

一次評価

開催後 開催前

評価点

22 葛西臨海公園

再生可能資材や再生資
材が最大限に利用さ
れ、現在の水準を上回
る。

施設の存在時における
エコマテリアルの利用
は想定されないため対
象外とする。

競技の実施時における
エコマテリアルの利用
は想定されないため対
象外とする。

再生可能資材や再生資
材が最大限に利用さ
れ、現在の水準を上回
る。

後利用時におけるエコ
マテリアルの利用は想
定されないため対象外
とする。

+1 － － +1 －

再生可能資材や再生資
材が最大限に利用さ
れ、現在の水準を上回
る。

施設の存在時における
エコマテリアルの利用
は想定されないため対
象外とする。

競技の実施時における
エコマテリアルの利用
は想定されないため対
象外とする。

再生可能資材や再生資
材が最大限に利用さ
れ、現在の水準を上回
る。

後利用時におけるエコ
マテリアルの利用は想
定されないため対象外
とする。

+1 － － +1 －

23～24
夢の島ユース・プラザ・ア
リーナＡ、Ｂ

再生可能資材や再生資
材が最大限に利用さ
れ、現在の水準を上回
る。

施設の存在時における
エコマテリアルの利用
は想定されないため対
象外とする。

競技の実施時における
エコマテリアルの利用
は想定されないため対
象外とする。

再生可能資材や再生資
材が最大限に利用さ
れ、現在の水準を上回
る。

後利用時におけるエコ
マテリアルの利用は想
定されないため対象外
とする。

+1 － － +1 －

再生可能資材や再生資
材が最大限に利用さ
れ、現在の水準を上回
る。

施設の存在時における
エコマテリアルの利用
は想定されないため対
象外とする。

競技の実施時における
エコマテリアルの利用
は想定されないため対
象外とする。

再生可能資材や再生資
材が最大限に利用さ
れ、現在の水準を上回
る。

後利用時におけるエコ
マテリアルの利用は想
定されないため対象外
とする。

+1 － － +1 －

25 夢の島公園

再生可能資材や再生資
材が最大限に利用さ
れ、現在の水準を上回
る。

施設の存在時における
エコマテリアルの利用
は想定されないため対
象外とする。

競技の実施時における
エコマテリアルの利用
は想定されないため対
象外とする。

再生可能資材や再生資
材が最大限に利用さ
れ、現在の水準を上回
る。

後利用時におけるエコ
マテリアルの利用は想
定されないため対象外
とする。

+1 － － +1 －

再生可能資材や再生資
材が最大限に利用さ
れ、現在の水準を上回
る。

施設の存在時における
エコマテリアルの利用
は想定されないため対
象外とする。

競技の実施時における
エコマテリアルの利用
は想定されないため対
象外とする。

再生可能資材や再生資
材が最大限に利用さ
れ、現在の水準を上回
る。

後利用時におけるエコ
マテリアルの利用は想
定されないため対象外
とする。

+1 － － +1 －

26 夢の島競技場

再生可能資材や再生資
材が最大限に利用さ
れ、現在の水準を上回
る。

施設の存在時における
エコマテリアルの利用
は想定されないため対
象外とする。

競技の実施時における
エコマテリアルの利用
は想定されないため対
象外とする。

再生可能資材や再生資
材が最大限に利用さ
れ、現在の水準を上回
る。

後利用時におけるエコ
マテリアルの利用は想
定されないため対象外
とする。

+1 － － +1 －

再生可能資材や再生資
材が最大限に利用さ
れ、現在の水準を上回
る。

施設の存在時における
エコマテリアルの利用
は想定されないため対
象外とする。

競技の実施時における
エコマテリアルの利用
は想定されないため対
象外とする。

再生可能資材や再生資
材が最大限に利用さ
れ、現在の水準を上回
る。

後利用時におけるエコ
マテリアルの利用は想
定されないため対象外
とする。

+1 － － +1 －

27～28
オリンピックアクアティク
スセンター
ウォーターポロアリーナ

再生可能資材や再生資
材が最大限に利用さ
れ、現在の水準を上回
る。

施設の存在時における
エコマテリアルの利用
は想定されないため対
象外とする。

競技の実施時における
エコマテリアルの利用
は想定されないため対
象外とする。

再生可能資材や再生資
材が最大限に利用さ
れ、現在の水準を上回
る。

後利用時におけるエコ
マテリアルの利用は想
定されないため対象外
とする。

+1 － － +1 －

再生可能資材や再生資
材が最大限に利用さ
れ、現在の水準を上回
る。

施設の存在時における
エコマテリアルの利用
は想定されないため対
象外とする。

競技の実施時における
エコマテリアルの利用
は想定されないため対
象外とする。

再生可能資材や再生資
材が最大限に利用さ
れ、現在の水準を上回
る。

後利用時におけるエコ
マテリアルの利用は想
定されないため対象外
とする。

+1 － － +1 －

29
武蔵野の森総合スポーツ施
設

再生可能資材や再生資
材が最大限に利用さ
れ、現在の水準を上回
る。

施設の存在時における
エコマテリアルの利用
は想定されないため対
象外とする。

競技の実施時における
エコマテリアルの利用
は想定されないため対
象外とする。

影響要因は想定されな
いことから対象外とす
る。

後利用時におけるエコ
マテリアルの利用は想
定されないため対象外
とする。

+1 － － － －

再生可能資材や再生資
材が最大限に利用さ
れ、現在の水準を上回
る。

施設の存在時における
エコマテリアルの利用
は想定されないため対
象外とする。

競技の実施時における
エコマテリアルの利用
は想定されないため対
象外とする。

影響要因は想定されな
いことから対象外とす
る。

後利用時におけるエコ
マテリアルの利用は想
定されないため対象外
とする。

+1 － － － －

30 東京スタジアム

再生可能資材や再生資
材が最大限に利用さ
れ、現在の水準を上回
る。

施設の存在時における
エコマテリアルの利用
は想定されないため対
象外とする。

競技の実施時における
エコマテリアルの利用
は想定されないため対
象外とする。

再生可能資材や再生資
材が最大限に利用さ
れ、現在の水準を上回
る。

後利用時におけるエコ
マテリアルの利用は想
定されないため対象外
とする。

+1 － － +1 －

再生可能資材や再生資
材が最大限に利用さ
れ、現在の水準を上回
る。

施設の存在時における
エコマテリアルの利用
は想定されないため対
象外とする。

競技の実施時における
エコマテリアルの利用
は想定されないため対
象外とする。

再生可能資材や再生資
材が最大限に利用さ
れ、現在の水準を上回
る。

後利用時におけるエコ
マテリアルの利用は想
定されないため対象外
とする。

+1 － － +1 －

31 武蔵野の森公園

再生可能資材や再生資
材が最大限に利用さ
れ、現在の水準を上回
る。

施設の存在時における
エコマテリアルの利用
は想定されないため対
象外とする。

競技の実施時における
エコマテリアルの利用
は想定されないため対
象外とする。

再生可能資材や再生資
材が最大限に利用さ
れ、現在の水準を上回
る。

後利用時におけるエコ
マテリアルの利用は想
定されないため対象外
とする。

+1 － － +1 －

再生可能資材や再生資
材が最大限に利用さ
れ、現在の水準を上回
る。

施設の存在時における
エコマテリアルの利用
は想定されないため対
象外とする。

競技の実施時における
エコマテリアルの利用
は想定されないため対
象外とする。

再生可能資材や再生資
材が最大限に利用さ
れ、現在の水準を上回
る。

後利用時におけるエコ
マテリアルの利用は想
定されないため対象外
とする。

+1 － － +1 －

32 陸上自衛隊朝霞訓練場

再生可能資材や再生資
材が最大限に利用さ
れ、現在の水準を上回
る。

施設の存在時における
エコマテリアルの利用
は想定されないため対
象外とする。

競技の実施時における
エコマテリアルの利用
は想定されないため対
象外とする。

再生可能資材や再生資
材が最大限に利用さ
れ、現在の水準を上回
る。

後利用時におけるエコ
マテリアルの利用は想
定されないため対象外
とする。

+1 － － +1 －

再生可能資材や再生資
材が最大限に利用さ
れ、現在の水準を上回
る。

施設の存在時における
エコマテリアルの利用
は想定されないため対
象外とする。

競技の実施時における
エコマテリアルの利用
は想定されないため対
象外とする。

再生可能資材や再生資
材が最大限に利用さ
れ、現在の水準を上回
る。

後利用時におけるエコ
マテリアルの利用は想
定されないため対象外
とする。

+1 － － +1 －

33 霞ヶ関カンツリー倶楽部

再生可能資材や再生資
材が最大限に利用さ
れ、現在の水準を上回
る。

施設の存在時における
エコマテリアルの利用
は想定されないため対
象外とする。

競技の実施時における
エコマテリアルの利用
は想定されないため対
象外とする。

再生可能資材や再生資
材が最大限に利用さ
れ、現在の水準を上回
る。

後利用時におけるエコ
マテリアルの利用は想
定されないため対象外
とする。

+1 － － +1 －

再生可能資材や再生資
材が最大限に利用さ
れ、現在の水準を上回
る。

施設の存在時における
エコマテリアルの利用
は想定されないため対
象外とする。

競技の実施時における
エコマテリアルの利用
は想定されないため対
象外とする。

再生可能資材や再生資
材が最大限に利用さ
れ、現在の水準を上回
る。

後利用時におけるエコ
マテリアルの利用は想
定されないため対象外
とする。

+1 － － +1 －

34 札幌ドーム

再生可能資材や再生資
材が最大限に利用さ
れ、現在の水準を上回
る。

施設の存在時における
エコマテリアルの利用
は想定されないため対
象外とする。

競技の実施時における
エコマテリアルの利用
は想定されないため対
象外とする。

再生可能資材や再生資
材が最大限に利用さ
れ、現在の水準を上回
る。

後利用時におけるエコ
マテリアルの利用は想
定されないため対象外
とする。

+1 － － +1 －

再生可能資材や再生資
材が最大限に利用さ
れ、現在の水準を上回
る。

施設の存在時における
エコマテリアルの利用
は想定されないため対
象外とする。

競技の実施時における
エコマテリアルの利用
は想定されないため対
象外とする。

再生可能資材や再生資
材が最大限に利用さ
れ、現在の水準を上回
る。

後利用時におけるエコ
マテリアルの利用は想
定されないため対象外
とする。

+1 － － +1 －

35 宮城スタジアム

再生可能資材や再生資
材が最大限に利用さ
れ、現在の水準を上回
る。

施設の存在時における
エコマテリアルの利用
は想定されないため対
象外とする。

競技の実施時における
エコマテリアルの利用
は想定されないため対
象外とする。

再生可能資材や再生資
材が最大限に利用さ
れ、現在の水準を上回
る。

後利用時におけるエコ
マテリアルの利用は想
定されないため対象外
とする。

+1 － － +1 －

再生可能資材や再生資
材が最大限に利用さ
れ、現在の水準を上回
る。

施設の存在時における
エコマテリアルの利用
は想定されないため対
象外とする。

競技の実施時における
エコマテリアルの利用
は想定されないため対
象外とする。

再生可能資材や再生資
材が最大限に利用さ
れ、現在の水準を上回
る。

後利用時におけるエコ
マテリアルの利用は想
定されないため対象外
とする。

+1 － － +1 －

36 埼玉スタジアム2002

再生可能資材や再生資
材が最大限に利用さ
れ、現在の水準を上回
る。

施設の存在時における
エコマテリアルの利用
は想定されないため対
象外とする。

競技の実施時における
エコマテリアルの利用
は想定されないため対
象外とする。

再生可能資材や再生資
材が最大限に利用さ
れ、現在の水準を上回
る。

後利用時におけるエコ
マテリアルの利用は想
定されないため対象外
とする。

+1 － － +1 －

再生可能資材や再生資
材が最大限に利用さ
れ、現在の水準を上回
る。

施設の存在時における
エコマテリアルの利用
は想定されないため対
象外とする。

競技の実施時における
エコマテリアルの利用
は想定されないため対
象外とする。

再生可能資材や再生資
材が最大限に利用さ
れ、現在の水準を上回
る。

後利用時におけるエコ
マテリアルの利用は想
定されないため対象外
とする。

+1 － － +1 －

37 横浜国際総合競技場

再生可能資材や再生資
材が最大限に利用さ
れ、現在の水準を上回
る。

施設の存在時における
エコマテリアルの利用
は想定されないため対
象外とする。

競技の実施時における
エコマテリアルの利用
は想定されないため対
象外とする。

再生可能資材や再生資
材が最大限に利用さ
れ、現在の水準を上回
る。

後利用時におけるエコ
マテリアルの利用は想
定されないため対象外
とする。

+1 － － +1 －

再生可能資材や再生資
材が最大限に利用さ
れ、現在の水準を上回
る。

施設の存在時における
エコマテリアルの利用
は想定されないため対
象外とする。

競技の実施時における
エコマテリアルの利用
は想定されないため対
象外とする。

再生可能資材や再生資
材が最大限に利用さ
れ、現在の水準を上回
る。

後利用時におけるエコ
マテリアルの利用は想
定されないため対象外
とする。

+1 － － +1 －

OV 選手村

再生可能資材や再生資
材が最大限に利用さ
れ、現在の水準を上回
る。

施設の存在時における
エコマテリアルの利用
は想定されないため対
象外とする。

競技の実施時における
エコマテリアルの利用
は想定されないため対
象外とする。

再生可能資材や再生資
材が最大限に利用さ
れ、現在の水準を上回
る。

後利用時におけるエコ
マテリアルの利用は想
定されないため対象外
とする。

+1 － － +1 －

再生可能資材や再生資
材が最大限に利用さ
れ、現在の水準を上回
る。

施設の存在時における
エコマテリアルの利用
は想定されないため対
象外とする。

競技の実施時における
エコマテリアルの利用
は想定されないため対
象外とする。

再生可能資材や再生資
材が最大限に利用さ
れ、現在の水準を上回
る。

後利用時におけるエコ
マテリアルの利用は想
定されないため対象外
とする。

+1 － － +1 －

IBC/MPC
東京ビッグサイト
(IBC/MPC)

再生可能資材や再生資
材が最大限に利用さ
れ、現在の水準を上回
る。

施設の存在時における
エコマテリアルの利用
は想定されないため対
象外とする。

競技の実施時における
エコマテリアルの利用
は想定されないため対
象外とする。

影響要因は想定されな
いことから対象外とす
る。

後利用時におけるエコ
マテリアルの利用は想
定されないため対象外
とする。

+1 － － － －

再生可能資材や再生資
材が最大限に利用さ
れ、現在の水準を上回
る。

施設の存在時における
エコマテリアルの利用
は想定されないため対
象外とする。

競技の実施時における
エコマテリアルの利用
は想定されないため対
象外とする。

影響要因は想定されな
いことから対象外とす
る。

後利用時におけるエコ
マテリアルの利用は想
定されないため対象外
とする。

+1 － － － －
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評価指標別予測結果表（温室効果ガスの削減量）

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

1
オリンピックスタジアム
(国立霞ヶ丘競技場)

一般的な施設の建設工
事と同程度の排出量に
なる。

開催中の施設の存在に
よる影響については、
「競技の実施による影
響」に含めて扱う。

同等施設の標準的な排
出量となる。

一般的な施設の建設工
事と同程度の排出量に
なる。

同等施設の標準的な排
出量となる。

0 － 0 0 0

低燃費型建設機械の採
用等により、約20～
40％の削減が図られ
る。

開催中の施設の存在に
よる影響については、
「競技の実施による影
響」で扱い、ここでは
対象外とする。

最高水準の省エネル
ギー技術の活用等によ
り、49.7％程度の削減
が図られる。

低燃費型建設機械の採
用等により、約20～
40％の削減が図られ
る。

最高水準の省エネル
ギー技術の活用等によ
り、50％程度の削減が
図られる。

+2 － +2 +2 +2

2 東京体育館
一般的な施設の建設工
事と同程度の排出量に
なる。

開催中の施設の存在に
よる影響については、
「競技の実施による影
響」に含めて扱う。

東京都環境確保条例に
基づく排出総量削減義
務が課されており、
16.6％程度の削減が見
込まれる。

一般的な施設の建設工
事と同程度の排出量に
なる。

東京都環境確保条例に
基づく排出総量削減義
務が課されており、
17％程度の削減が見込
まれる。

0 － +1 0 +1

低燃費型建設機械の採
用等により、約20～
40％の削減が図られ
る。

開催中の施設の存在に
よる影響については、
「競技の実施による影
響」で扱い、ここでは
対象外とする。

高効率設備の採用等に
より、17.1％程度の削
減が見込まれる。

低燃費型建設機械の採
用等により、約20～
40％の削減が図られ
る。

東京都環境確保条例に
基づく排出総量削減義
務が課されており、
17％程度の削減が見込
まれる。

+2 － +1 +2 +1

3 国立代々木競技場
一般的な施設の建設工
事と同程度の排出量に
なる。

開催中の施設の存在に
よる影響については、
「競技の実施による影
響」に含めて扱う。

同等施設の標準的な排
出量となる。

一般的な施設の建設工
事と同程度の排出量に
なる。

同等施設の標準的な排
出量となる。

0 － 0 0 0

低燃費型建設機械の採
用等により、約20～
40％の削減が図られ
る。

開催中の施設の存在に
よる影響については、
「競技の実施による影
響」で扱い、ここでは
対象外とする。

省エネルギー対策の実
施等により、11.6％程
度の削減が図られる。

低燃費型建設機械の採
用等により、約20～
40％の削減が図られ
る。

省エネルギー対策の実
施等により、10％程度
の削減が図られる。

+2 － +1 +2 +1

4 日本武道館
一般的な施設の建設工
事と同程度の排出量に
なる。

開催中の施設の存在に
よる影響については、
「競技の実施による影
響」に含めて扱う。

同等施設の標準的な排
出量となる。

一般的な施設の建設工
事と同程度の排出量に
なる。

同等施設の標準的な排
出量となる。

0 － 0 0 0

低燃費型建設機械の採
用等により、約20～
40％の削減が図られ
る。

開催中の施設の存在に
よる影響については、
「競技の実施による影
響」で扱い、ここでは
対象外とする。

省エネルギー対策の実
施等により、13.2％程
度の削減が図られる。

低燃費型建設機械の採
用等により、約20～
40％の削減が図られ
る。

省エネルギー対策の実
施等により、11.8％程
度の削減が図られる。

+2 － +1 +2 +1

5 皇居外苑
一般的な施設の建設工
事と同程度の排出量に
なる。

開催中の施設の存在に
よる影響については、
「競技の実施による影
響」に含めて扱う。

同等施設の標準的な排
出量となる。

一般的な施設の建設工
事と同程度の排出量に
なる。

後利用はないことから
対象外とする。

0 － 0 0 －

低燃費型建設機械の採
用等により、約20～
40％の削減が図られ
る。

開催中の施設の存在に
よる影響については、
「競技の実施による影
響」で扱い、ここでは
対象外とする。

高効率設備の採用等に
より、20％程度の削減
が図られる。

低燃費型建設機械の採
用等により、約20～
40％の削減が図られ
る。

後利用はないことから
対象外とする。

+2 － +2 +2 －

6 東京国際フォーラム
影響要因は想定されな
いことから対象外とす
る。

開催中の施設の存在に
よる影響については、
「競技の実施による影
響」に含めて扱う。

東京都環境確保条例に
基づく排出総量削減義
務が課されており、
17％程度の削減が見込
まれる。

影響要因は想定されな
いことから対象外とす
る。

東京都環境確保条例に
基づく排出総量削減義
務が課されており、
17％程度の削減が見込
まれる。

－ － +1 － +1
影響要因は想定されな
いことから対象外とす
る。

開催中の施設の存在に
よる影響については、
「競技の実施による影
響」で扱い、ここでは
対象外とする。

東京都環境確保条例に
基づく排出総量削減義
務が課されており、
17％程度の削減が見込
まれる。

影響要因は想定されな
いことから対象外とす
る。

東京都環境確保条例に
基づく排出総量削減義
務が課されており、
17％程度の削減が見込
まれる。

－ － +1 － +1

7 国技館
一般的な施設の建設工
事と同程度の排出量に
なる。

開催中の施設の存在に
よる影響については、
「競技の実施による影
響」に含めて扱う。

同等施設の標準的な排
出量となる。

一般的な施設の建設工
事と同程度の排出量に
なる。

同等施設の標準的な排
出量となる。

0 － 0 0 0

低燃費型建設機械の採
用等により、約20～
40％の削減が図られ
る。

開催中の施設の存在に
よる影響については、
「競技の実施による影
響」で扱い、ここでは
対象外とする。

省エネルギー対策の実
施等により、10.9％程
度の削減が図られる。

低燃費型建設機械の採
用等により、約20～
40％の削減が図られ
る。

省エネルギー対策の実
施等により、10％程度
の削減が図られる。

+2 － +1 +2 +1

8 有明アリーナ
一般的な施設の建設工
事と同程度の排出量に
なる。

開催中の施設の存在に
よる影響については、
「競技の実施による影
響」に含めて扱う。

同等施設の標準的な排
出量となる。

一般的な施設の建設工
事と同程度の排出量に
なる。

同等施設の標準的な排
出量となる。

0 － 0 0 0

低燃費型建設機械の採
用等により、約20～
40％の削減が図られ
る。

開催中の施設の存在に
よる影響については、
「競技の実施による影
響」で扱い、ここでは
対象外とする。

最高水準の省エネル
ギー技術の活用等によ
り、49.5％程度の削減
が図られる。

低燃費型建設機械の採
用等により、約20～
40％の削減が図られ
る。

最高水準の省エネル
ギー技術の活用等によ
り、50％程度の削減が
図られる。

+2 － +2 +2 +2

9 有明ＢＭＸコース
一般的な施設の建設工
事と同程度の排出量に
なる。

開催中の施設の存在に
よる影響については、
「競技の実施による影
響」に含めて扱う。

同等施設の標準的な排
出量となる。

一般的な施設の建設工
事と同程度の排出量に
なる。

後利用はないことから
対象外とする。

0 － 0 0 －

低燃費型建設機械の採
用等により、約20～
40％の削減が図られ
る。

開催中の施設の存在に
よる影響については、
「競技の実施による影
響」で扱い、ここでは
対象外とする。

高効率設備の採用等に
より、20％程度の削減
が図られる。

低燃費型建設機械の採
用等により、約20～
40％の削減が図られ
る。

後利用はないことから
対象外とする。

+2 － +2 +2 －

10 有明ベロドローム
一般的な施設の建設工
事と同程度の排出量に
なる。

開催中の施設の存在に
よる影響については、
「競技の実施による影
響」に含めて扱う。

同等施設の標準的な排
出量となる。

一般的な施設の建設工
事と同程度の排出量に
なる。

後利用はないことから
対象外とする。

0 － 0 0 －

低燃費型建設機械の採
用等により、約20～
40％の削減が図られ
る。

開催中の施設の存在に
よる影響については、
「競技の実施による影
響」で扱い、ここでは
対象外とする。

高効率設備の採用等に
より、20％程度の削減
が図られる。

低燃費型建設機械の採
用等により、約20～
40％の削減が図られ
る。

後利用はないことから
対象外とする。

+2 － +2 +2 －

11 有明体操競技場
一般的な施設の建設工
事と同程度の排出量に
なる。

開催中の施設の存在に
よる影響については、
「競技の実施による影
響」に含めて扱う。

同等施設の標準的な排
出量となる。

一般的な施設の建設工
事と同程度の排出量に
なる。

後利用はないことから
対象外とする。

0 － 0 0 －

低燃費型建設機械の採
用等により、約20～
40％の削減が図られ
る。

開催中の施設の存在に
よる影響については、
「競技の実施による影
響」で扱い、ここでは
対象外とする。

高効率設備の採用等に
より、20％程度の削減
が図られる。

低燃費型建設機械の採
用等により、約20～
40％の削減が図られ
る。

後利用はないことから
対象外とする。

+2 － +2 +2 －

12 有明テニスの森
一般的な施設の建設工
事と同程度の排出量に
なる。

開催中の施設の存在に
よる影響については、
「競技の実施による影
響」に含めて扱う。

同等施設の標準的な排
出量となる。

一般的な施設の建設工
事と同程度の排出量に
なる。

同等施設の標準的な排
出量となる。

0 － 0 0 0

低燃費型建設機械の採
用等により、約20～
40％の削減が図られ
る。

開催中の施設の存在に
よる影響については、
「競技の実施による影
響」で扱い、ここでは
対象外とする。

最高水準の省エネル
ギー技術の活用等によ
り、24.4％程度の削減
が図られる。

低燃費型建設機械の採
用等により、約20～
40％の削減が図られ
る。

最高水準の省エネル
ギー技術の活用等によ
り、24.6％程度の削減
が図られる。

+2 － +2 +2 +2

13 お台場海浜公園
一般的な施設の建設工
事と同程度の排出量に
なる。

開催中の施設の存在に
よる影響については、
「競技の実施による影
響」に含めて扱う。

同等施設の標準的な排
出量となる。

一般的な施設の建設工
事と同程度の排出量に
なる。

後利用はないことから
対象外とする。

0 － 0 0 －

低燃費型建設機械の採
用等により、約20～
40％の削減が図られ
る。

開催中の施設の存在に
よる影響については、
「競技の実施による影
響」で扱い、ここでは
対象外とする。

高効率設備の採用等に
より、20％程度の削減
が図られる。

低燃費型建設機械の採
用等により、約20～
40％の削減が図られ
る。

後利用はないことから
対象外とする。

+2 － +2 +2 －

14 潮風公園
一般的な施設の建設工
事と同程度の排出量に
なる。

開催中の施設の存在に
よる影響については、
「競技の実施による影
響」に含めて扱う。

同等施設の標準的な排
出量となる。

一般的な施設の建設工
事と同程度の排出量に
なる。

後利用はないことから
対象外とする。

0 － 0 0 －

低燃費型建設機械の採
用等により、約20～
40％の削減が図られ
る。

開催中の施設の存在に
よる影響については、
「競技の実施による影
響」で扱い、ここでは
対象外とする。

高効率設備の採用等に
より、20％程度の削減
が図られる。

低燃費型建設機械の採
用等により、約20～
40％の削減が図られ
る。

後利用はないことから
対象外とする。

+2 － +2 +2 －

15～16
東京ビッグサイト・ホール
Ａ、Ｂ

一般的な施設の建設工
事と同程度の排出量に
なる。

開催中の施設の存在に
よる影響については、
「競技の実施による影
響」に含めて扱う。

東京都環境確保条例に
基づく排出総量削減義
務が課されており、
16％程度の削減が見込
まれる。

一般的な施設の建設工
事と同程度の排出量に
なる。

東京都環境確保条例に
基づく排出総量削減義
務が課されており、
17％程度の削減が見込
まれる。

0 － +1 0 +1

低燃費型建設機械の採
用等により、約20～
40％の削減が図られ
る。

開催中の施設の存在に
よる影響については、
「競技の実施による影
響」で扱い、ここでは
対象外とする。

高効率設備の採用等に
より、17.2％程度の削
減が見込まれる。

低燃費型建設機械の採
用等により、約20～
40％の削減が図られ
る。

東京都環境確保条例に
基づく排出総量削減義
務が課されており、
17％程度の削減が見込
まれる。

+2 － +1 +2 +1

17 大井ホッケー競技場
一般的な施設の建設工
事と同程度の排出量に
なる。

開催中の施設の存在に
よる影響については、
「競技の実施による影
響」に含めて扱う。

同等施設の標準的な排
出量となる。

一般的な施設の建設工
事と同程度の排出量に
なる。

同等施設の標準的な排
出量となる。

0 － 0 0 0

低燃費型建設機械の採
用等により、約20～
40％の削減が図られ
る。

開催中の施設の存在に
よる影響については、
「競技の実施による影
響」で扱い、ここでは
対象外とする。

最高水準の省エネル
ギー技術の活用等によ
り、37.2％程度の削減
が図られる。

低燃費型建設機械の採
用等により、約20～
40％の削減が図られ
る。

最高水準の省エネル
ギー技術の活用等によ
り、50％程度の削減が
図られる。

+2 － +2 +2 +2

18
海の森クロスカントリー
コース

一般的な施設の建設工
事と同程度の排出量に
なる。

開催中の施設の存在に
よる影響については、
「競技の実施による影
響」に含めて扱う。

同等施設の標準的な排
出量となる。

一般的な施設の建設工
事と同程度の排出量に
なる。

後利用はないことから
対象外とする。

0 － 0 0 －

低燃費型建設機械の採
用等により、約20～
40％の削減が図られ
る。

開催中の施設の存在に
よる影響については、
「競技の実施による影
響」で扱い、ここでは
対象外とする。

高効率設備の採用等に
より、20％程度の削減
が図られる。

低燃費型建設機械の採
用等により、約20～
40％の削減が図られ
る。

後利用はないことから
対象外とする。

+2 － +2 +2 －

19 海の森水上競技場
一般的な施設の建設工
事と同程度の排出量に
なる。

開催中の施設の存在に
よる影響については、
「競技の実施による影
響」に含めて扱う。

同等施設の標準的な排
出量となる。

一般的な施設の建設工
事と同程度の排出量に
なる。

同等施設の標準的な排
出量となる。

0 － 0 0 0

低燃費型建設機械の採
用等により、約20～
40％の削減が図られ
る。

開催中の施設の存在に
よる影響については、
「競技の実施による影
響」で扱い、ここでは
対象外とする。

最高水準の省エネル
ギー技術の活用等によ
り、33.2％程度の削減
が図られる。

低燃費型建設機械の採
用等により、約20～
40％の削減が図られ
る。

最高水準の省エネル
ギー技術の活用等によ
り、50％程度の削減が
図られる。

+2 － +2 +2 +2

開催中 開催後開催後

No.
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開催前 開催中 開催後 開催前開催中

名称

会場
段階別影響

開催中開催前

一次評価

開催後 開催前

評価点
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招致・PR活動
による影響
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工事による
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の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

開催中 開催後開催後

No.

二次評価

段階別影響 評価点

開催前 開催中 開催後 開催前開催中

名称

会場
段階別影響

開催中開催前

一次評価

開催後 開催前

評価点

20
海の森マウンテンバイク
コース

一般的な施設の建設工
事と同程度の排出量に
なる。

開催中の施設の存在に
よる影響については、
「競技の実施による影
響」に含めて扱う。

同等施設の標準的な排
出量となる。

一般的な施設の建設工
事と同程度の排出量に
なる。

後利用はないことから
対象外とする。

0 － 0 0 －

低燃費型建設機械の採
用等により、約20～
40％の削減が図られ
る。

開催中の施設の存在に
よる影響については、
「競技の実施による影
響」で扱い、ここでは
対象外とする。

高効率設備の採用等に
より、20％程度の削減
が図られる。

低燃費型建設機械の採
用等により、約20～
40％の削減が図られ
る。

後利用はないことから
対象外とする。

+2 － +2 +2 －

21 若洲オリンピックマリーナ
一般的な施設の建設工
事と同程度の排出量に
なる。

開催中の施設の存在に
よる影響については、
「競技の実施による影
響」に含めて扱う。

同等施設の標準的な排
出量となる。

一般的な施設の建設工
事と同程度の排出量に
なる。

同等施設の標準的な排
出量となる。

0 － 0 0 0

低燃費型建設機械の採
用等により、約20～
40％の削減が図られ
る。

開催中の施設の存在に
よる影響については、
「競技の実施による影
響」で扱い、ここでは
対象外とする。

最高水準の省エネル
ギー技術の活用等によ
り、26.4％程度の削減
が図られる。

低燃費型建設機械の採
用等により、約20～
40％の削減が図られ
る。

最高水準の省エネル
ギー技術の活用等によ
り、50％程度の削減が
図られる。

+2 － +2 +2 +2

22 葛西臨海公園
一般的な施設の建設工
事と同程度の排出量に
なる。

開催中の施設の存在に
よる影響については、
「競技の実施による影
響」に含めて扱う。

同等施設の標準的な排
出量となる。

一般的な施設の建設工
事と同程度の排出量に
なる。

同等施設の標準的な排
出量となる。

0 － 0 0 0

低燃費型建設機械の採
用等により、約20～
40％の削減が図られ
る。

開催中の施設の存在に
よる影響については、
「競技の実施による影
響」で扱い、ここでは
対象外とする。

最高水準の省エネル
ギー技術の活用等によ
り、23.1％程度の削減
が図られる。

低燃費型建設機械の採
用等により、約20～
40％の削減が図られ
る。

最高水準の省エネル
ギー技術の活用等によ
り、50％程度の削減が
図られる。

+2 － +2 +2 +2

23～24
夢の島ユース・プラザ・ア
リーナＡ、Ｂ

一般的な施設の建設工
事と同程度の排出量に
なる。

開催中の施設の存在に
よる影響については、
「競技の実施による影
響」に含めて扱う。

同等施設の標準的な排
出量となる。

一般的な施設の建設工
事と同程度の排出量に
なる。

同等施設の標準的な排
出量となる。

0 － 0 0 0

低燃費型建設機械の採
用等により、約20～
40％の削減が図られ
る。

開催中の施設の存在に
よる影響については、
「競技の実施による影
響」で扱い、ここでは
対象外とする。

最高水準の省エネル
ギー技術の活用等によ
り、49.5％程度の削減
が図られる。

低燃費型建設機械の採
用等により、約20～
40％の削減が図られ
る。

最高水準の省エネル
ギー技術の活用等によ
り、50％程度の削減が
図られる。

+2 － +2 +2 +2

25 夢の島公園
一般的な施設の建設工
事と同程度の排出量に
なる。

開催中の施設の存在に
よる影響については、
「競技の実施による影
響」に含めて扱う。

同等施設の標準的な排
出量となる。

一般的な施設の建設工
事と同程度の排出量に
なる。

後利用はないことから
対象外とする。

0 － 0 0 －

低燃費型建設機械の採
用等により、約20～
40％の削減が図られ
る。

開催中の施設の存在に
よる影響については、
「競技の実施による影
響」で扱い、ここでは
対象外とする。

高効率設備の採用等に
より、20％程度の削減
が図られる。

低燃費型建設機械の採
用等により、約20～
40％の削減が図られ
る。

後利用はないことから
対象外とする。

+2 － +2 +2 －

26 夢の島競技場
一般的な施設の建設工
事と同程度の排出量に
なる。

開催中の施設の存在に
よる影響については、
「競技の実施による影
響」に含めて扱う。

同等施設の標準的な排
出量となる。

一般的な施設の建設工
事と同程度の排出量に
なる。

同等施設の標準的な排
出量となる。

0 － 0 0 0

低燃費型建設機械の採
用等により、約20～
40％の削減が図られ
る。

開催中の施設の存在に
よる影響については、
「競技の実施による影
響」で扱い、ここでは
対象外とする。

高効率設備の採用等に
より、18.9％程度の削
減が図られる。

低燃費型建設機械の採
用等により、約20～
40％の削減が図られ
る。

省エネルギー対策の実
施等により、10％程度
の削減が図られる。

+2 － +1 +2 +1

27～28
オリンピックアクアティク
スセンター
ウォーターポロアリーナ

一般的な施設の建設工
事と同程度の排出量に
なる。

開催中の施設の存在に
よる影響については、
「競技の実施による影
響」に含めて扱う。

同等施設の標準的な排
出量となる。

一般的な施設の建設工
事と同程度の排出量に
なる。

同等施設の標準的な排
出量となる。

0 － 0 0 0

低燃費型建設機械の採
用等により、約20～
40％の削減が図られ
る。

開催中の施設の存在に
よる影響については、
「競技の実施による影
響」で扱い、ここでは
対象外とする。

最高水準の省エネル
ギー技術の活用等によ
り、33.3％程度の削減
が図られる。

低燃費型建設機械の採
用等により、約20～
40％の削減が図られ
る。

最高水準の省エネル
ギー技術の活用等によ
り、50％程度の削減が
図られる。

+2 － +2 +2 +2

29
武蔵野の森総合スポーツ施
設

一般的な施設の建設工
事と同程度の排出量に
なる。

開催中の施設の存在に
よる影響については、
「競技の実施による影
響」に含めて扱う。

同等施設の標準的な排
出量となる。

影響要因は想定されな
いことから対象外とす
る。

同等施設の標準的な排
出量となる。

0 － 0 － 0

低燃費型建設機械の採
用等により、約20～
40％の削減が図られ
る。

開催中の施設の存在に
よる影響については、
「競技の実施による影
響」で扱い、ここでは
対象外とする。

最高水準の省エネル
ギー技術の活用等によ
り、50％程度の削減が
図られる。

影響要因は想定されな
いことから対象外とす
る。

最高水準の省エネル
ギー技術の活用等によ
り、50％程度の削減が
図られる。

+2 － +2 － +2

30 東京スタジアム
一般的な施設の建設工
事と同程度の排出量に
なる。

開催中の施設の存在に
よる影響については、
「競技の実施による影
響」に含めて扱う。

同等施設の標準的な排
出量となる。

一般的な施設の建設工
事と同程度の排出量に
なる。

同等施設の標準的な排
出量となる。

0 － 0 0 0

低燃費型建設機械の採
用等により、約20～
40％の削減が図られ
る。

開催中の施設の存在に
よる影響については、
「競技の実施による影
響」で扱い、ここでは
対象外とする。

省エネルギー対策の実
施等により、10.2％程
度の削減が図られる。

低燃費型建設機械の採
用等により、約20～
40％の削減が図られ
る。

省エネルギー対策の実
施等により、10％程度
の削減が図られる。

+2 － +1 +2 +1

31 武蔵野の森公園
一般的な施設の建設工
事と同程度の排出量に
なる。

開催中の施設の存在に
よる影響については、
「競技の実施による影
響」に含めて扱う。

同等施設の標準的な排
出量となる。

一般的な施設の建設工
事と同程度の排出量に
なる。

後利用はないことから
対象外とする。

0 － 0 0 －

低燃費型建設機械の採
用等により、約20～
40％の削減が図られ
る。

開催中の施設の存在に
よる影響については、
「競技の実施による影
響」で扱い、ここでは
対象外とする。

高効率設備の採用等に
より、20％程度の削減
が図られる。

低燃費型建設機械の採
用等により、約20～
40％の削減が図られ
る。

後利用はないことから
対象外とする。

+2 － +2 +2 －

32 陸上自衛隊朝霞訓練場
一般的な施設の建設工
事と同程度の排出量に
なる。

開催中の施設の存在に
よる影響については、
「競技の実施による影
響」に含めて扱う。

同等施設の標準的な排
出量となる。

一般的な施設の建設工
事と同程度の排出量に
なる。

後利用はないことから
対象外とする。

0 － 0 0 －

低燃費型建設機械の採
用等により、約20～
40％の削減が図られ
る。

開催中の施設の存在に
よる影響については、
「競技の実施による影
響」で扱い、ここでは
対象外とする。

高効率設備の採用等に
より、20％程度の削減
が図られる。

低燃費型建設機械の採
用等により、約20～
40％の削減が図られ
る。

後利用はないことから
対象外とする。

+2 － +2 +2 －

33 霞ヶ関カンツリー倶楽部
一般的な施設の建設工
事と同程度の排出量に
なる。

開催中の施設の存在に
よる影響については、
「競技の実施による影
響」に含めて扱う。

同等施設の標準的な排
出量となる。

一般的な施設の建設工
事と同程度の排出量に
なる。

同等施設の標準的な排
出量となる。

0 － 0 0 0

低燃費型建設機械の採
用等により、約20～
40％の削減が図られ
る。

開催中の施設の存在に
よる影響については、
「競技の実施による影
響」で扱い、ここでは
対象外とする。

高効率設備の採用等に
より、16.7％程度の削
減が図られる。

低燃費型建設機械の採
用等により、約20～
40％の削減が図られ
る。

省エネルギー対策の実
施等により、10％程度
の削減が図られる。

+2 － +1 +2 +1

34 札幌ドーム
一般的な施設の建設工
事と同程度の排出量に
なる。

開催中の施設の存在に
よる影響については、
「競技の実施による影
響」に含めて扱う。

第一種エネルギー指定
管理工場に指定されて
おり、7.8％程度の削減
が見込まれる。

一般的な施設の建設工
事と同程度の排出量に
なる。

第一種エネルギー指定
管理工場に指定されて
おり、8％程度の削減が
見込まれる。

0 － +1 0 +1

低燃費型建設機械の採
用等により、約20～
40％の削減が図られ
る。

開催中の施設の存在に
よる影響については、
「競技の実施による影
響」で扱い、ここでは
対象外とする。

省エネルギー対策の実
施等により、10.2％程
度の削減が図られる。

低燃費型建設機械の採
用等により、約20～
40％の削減が図られ
る。

省エネルギー対策の実
施等により、10％程度
の削減が図られる。

+2 － +1 +2 +1

35 宮城スタジアム
一般的な施設の建設工
事と同程度の排出量に
なる。

開催中の施設の存在に
よる影響については、
「競技の実施による影
響」に含めて扱う。

第一種エネルギー指定
管理工場に指定されて
おり、7.8％程度の削減
が見込まれる。

一般的な施設の建設工
事と同程度の排出量に
なる。

第一種エネルギー指定
管理工場に指定されて
おり、8％程度の削減が
見込まれる。

0 － +1 0 +1

低燃費型建設機械の採
用等により、約20～
40％の削減が図られ
る。

開催中の施設の存在に
よる影響については、
「競技の実施による影
響」で扱い、ここでは
対象外とする。

省エネルギー対策の実
施等により10.2％程度
の削減が図られる。

低燃費型建設機械の採
用等により、約20～
40％の削減が図られ
る。

省エネルギー対策の実
施等により、10％程度
の削減が図られる。

+2 － +1 +2 +1

36 埼玉スタジアム2002
一般的な施設の建設工
事と同程度の排出量に
なる。

開催中の施設の存在に
よる影響については、
「競技の実施による影
響」に含めて扱う。

第一種エネルギー指定
管理工場に指定されて
おり、7.5％程度の削減
が見込まれる。

一般的な施設の建設工
事と同程度の排出量に
なる。

第一種エネルギー指定
管理工場に指定されて
おり、8％程度の削減が
見込まれる。

0 － +1 0 +1

低燃費型建設機械の採
用等により、約20～
40％の削減が図られ
る。

開催中の施設の存在に
よる影響については、
「競技の実施による影
響」で扱い、ここでは
対象外とする。

省エネルギー対策の実
施等により10.7％程度
の削減が図られる。

低燃費型建設機械の採
用等により、約20～
40％の削減が図られ
る。

省エネルギー対策の実
施等により、10％程度
の削減が図られる。

+2 － +1 +2 +1

37 横浜国際総合競技場
一般的な施設の建設工
事と同程度の排出量に
なる。

開催中の施設の存在に
よる影響については、
「競技の実施による影
響」に含めて扱う。

第二種エネルギー指定
管理工場に指定されて
おり、7.8％程度の削減
が見込まれる。

一般的な施設の建設工
事と同程度の排出量に
なる。

第二種エネルギー指定
管理工場に指定されて
おり、8％程度の削減が
見込まれる。

0 － +1 0 +1

低燃費型建設機械の採
用等により、約20～
40％の削減が図られ
る。

開催中の施設の存在に
よる影響については、
「競技の実施による影
響」で扱い、ここでは
対象外とする。

省エネルギー対策の実
施等により10.2％程度
の削減が図られる。

低燃費型建設機械の採
用等により、約20～
40％の削減が図られ
る。

省エネルギー対策の実
施等により、10％程度
の削減が図られる。

+2 － +1 +2 +1

OV 選手村
一般的な施設の建設工
事と同程度の排出量に
なる。

開催中の施設の存在に
よる影響については、
「競技の実施による影
響」に含めて扱う。

同等施設の標準的な排
出量となる。

一般的な施設の建設工
事と同程度の排出量に
なる。

同等施設の標準的な排
出量となる。

0 － 0 0 0

低燃費型建設機械の採
用等により、約20～
40％の削減が図られ
る。

開催中の施設の存在に
よる影響については、
「競技の実施による影
響」で扱い、ここでは
対象外とする。

最高水準の省エネル
ギー技術の活用等によ
り、42.4％程度の削減
が図られる。

低燃費型建設機械の採
用等により、約20～
40％の削減が図られ
る。

最高水準の省エネル
ギー技術の活用等によ
り、50％程度の削減が
図られる。

+2 － +2 +2 +2

IBC/MPC
東京ビッグサイト
(IBC/MPC)

一般的な施設の建設工
事と同程度の排出量に
なる。

開催中の施設の存在に
よる影響については、
「競技の実施による影
響」に含めて扱う。

東京都環境確保条例に
基づく排出総量削減義
務が課されており、
14.2％程度の削減が見
込まれる。

影響要因は想定されな
いことから対象外とす
る。

東京都環境確保条例に
基づく排出総量削減義
務が課されており、
14.2％程度の削減が見
込まれる。

0 － +1 － +1

低燃費型建設機械の採
用等により、約20～
40％の削減が図られ
る。

開催中の施設の存在に
よる影響については、
「競技の実施による影
響」で扱い、ここでは
対象外とする。

最高水準の省エネル
ギー技術の活用等によ
り、22.5％程度の削減
が図られる。

影響要因は想定されな
いことから対象外とす
る。

最高水準の省エネル
ギー技術の活用等によ
り、22.5％程度の削減
が図られる。

+2 － +2 － +2
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評価指標別予測結果表（エネルギー使用量の増減）

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

1
オリンピックスタジアム
(国立霞ヶ丘競技場)

一次
一般的な施設の建設工
事と同程度の消費量に
なる。

開催中の施設の存在に
よる影響については、
「競技の実施による影
響」に含めて扱う。

同等施設の標準的な消
費量となる。

一般的な施設の建設工
事と同程度の消費量に
なる。

同等施設の標準的な消
費量となる。

0 － 0 0 0

低燃費型建設機械の採
用等により、約20～
40％の低減が図られ
る。

開催中の施設の存在に
よる影響については、
「競技の実施による影
響」で扱い、ここでは
対象外とする。

最高水準の省エネル
ギー技術の活用等によ
り、49.7％程度の低減
が図られる。

低燃費型建設機械の採
用等により、約20～
40％の低減が図られ
る。

最高水準の省エネル
ギー技術の活用等によ
り、50％程度の低減が
図られる。

+2 － +2 +2 +2

2 東京体育館 一次
一般的な施設の建設工
事と同程度の消費量に
なる。

開催中の施設の存在に
よる影響については、
「競技の実施による影
響」に含めて扱う。

東京都環境確保条例に
基づく排出総量低減義
務が課されており、
16.6％程度の低減が見
込まれる。

一般的な施設の建設工
事と同程度の消費量に
なる。

東京都環境確保条例に
基づく排出総量低減義
務が課されており、
17％程度の低減が見込
まれる。

0 － +1 0 +1

低燃費型建設機械の採
用等により、約20～
40％の低減が図られ
る。

開催中の施設の存在に
よる影響については、
「競技の実施による影
響」で扱い、ここでは
対象外とする。

高効率設備の採用等に
より、17.1％程度の低
減が見込まれる。

低燃費型建設機械の採
用等により、約20～
40％の低減が図られ
る。

東京都環境確保条例に
基づく排出総量低減義
務が課されており、
17％程度の低減が見込
まれる。

+2 － +1 +2 +1

3 国立代々木競技場 一次
一般的な施設の建設工
事と同程度の消費量に
なる。

開催中の施設の存在に
よる影響については、
「競技の実施による影
響」に含めて扱う。

同等施設の標準的な消
費量となる。

一般的な施設の建設工
事と同程度の消費量に
なる。

同等施設の標準的な消
費量となる。

0 － 0 0 0

低燃費型建設機械の採
用等により、約20～
40％の低減が図られ
る。

開催中の施設の存在に
よる影響については、
「競技の実施による影
響」で扱い、ここでは
対象外とする。

省エネルギー対策の実
施等により、11.6％程
度の低減が図られる。

低燃費型建設機械の採
用等により、約20～
40％の低減が図られ
る。

省エネルギー対策の実
施等により、10％程度
の低減が図られる。

+2 － +1 +2 +1

4 日本武道館 一次
一般的な施設の建設工
事と同程度の消費量に
なる。

開催中の施設の存在に
よる影響については、
「競技の実施による影
響」に含めて扱う。

同等施設の標準的な消
費量となる。

一般的な施設の建設工
事と同程度の消費量に
なる。

同等施設の標準的な消
費量となる。

0 － 0 0 0

低燃費型建設機械の採
用等により、約20～
40％の低減が図られ
る。

開催中の施設の存在に
よる影響については、
「競技の実施による影
響」で扱い、ここでは
対象外とする。

省エネルギー対策の実
施等により、13.2％程
度の低減が図られる。

低燃費型建設機械の採
用等により、約20～
40％の低減が図られ
る。

省エネルギー対策の実
施等により、11.8％程
度の低減が図られる。

+2 － +1 +2 +1

5 皇居外苑 一次
一般的な施設の建設工
事と同程度の消費量に
なる。

開催中の施設の存在に
よる影響については、
「競技の実施による影
響」に含めて扱う。

同等施設の標準的な消
費量となる。

一般的な施設の建設工
事と同程度の消費量に
なる。

後利用はないことから
対象外とする。

0 － 0 0 －

低燃費型建設機械の採
用等により、約20～
40％の低減が図られ
る。

開催中の施設の存在に
よる影響については、
「競技の実施による影
響」で扱い、ここでは
対象外とする。

高効率設備の採用等に
より、20％程度の低減
が図られる。

低燃費型建設機械の採
用等により、約20～
40％の低減が図られ
る。

後利用はないことから
対象外とする。

+2 － +2 +2 －

6 東京国際フォーラム 一次
影響要因は想定されな
いことから対象外とす
る。

開催中の施設の存在に
よる影響については、
「競技の実施による影
響」に含めて扱う。

東京都環境確保条例に
基づく排出総量低減義
務が課されており、
17％程度の低減が見込
まれる。

影響要因は想定されな
いことから対象外とす
る。

東京都環境確保条例に
基づく排出総量低減義
務が課されており、
17％程度の低減が見込
まれる。

－ － +1 － +1
影響要因は想定されな
いことから対象外とす
る。

開催中の施設の存在に
よる影響については、
「競技の実施による影
響」で扱い、ここでは
対象外とする。

東京都環境確保条例に
基づく排出総量低減義
務が課されており、
17％程度の低減が見込
まれる。

影響要因は想定されな
いことから対象外とす
る。

東京都環境確保条例に
基づく排出総量低減義
務が課されており、
17％程度の低減が見込
まれる。

－ － +1 － +1

7 国技館 一次
一般的な施設の建設工
事と同程度の消費量に
なる。

開催中の施設の存在に
よる影響については、
「競技の実施による影
響」に含めて扱う。

同等施設の標準的な消
費量となる。

一般的な施設の建設工
事と同程度の消費量に
なる。

同等施設の標準的な消
費量となる。

0 － 0 0 0

低燃費型建設機械の採
用等により、約20～
40％の低減が図られ
る。

開催中の施設の存在に
よる影響については、
「競技の実施による影
響」で扱い、ここでは
対象外とする。

省エネルギー対策の実
施等により、10.9％程
度の低減が図られる。

低燃費型建設機械の採
用等により、約20～
40％の低減が図られ
る。

省エネルギー対策の実
施等により、10％程度
の低減が図られる。

+2 － +1 +2 +1

8 有明アリーナ 一次
一般的な施設の建設工
事と同程度の消費量に
なる。

開催中の施設の存在に
よる影響については、
「競技の実施による影
響」に含めて扱う。

同等施設の標準的な消
費量となる。

一般的な施設の建設工
事と同程度の消費量に
なる。

同等施設の標準的な消
費量となる。

0 － 0 0 0

低燃費型建設機械の採
用等により、約20～
40％の低減が図られ
る。

開催中の施設の存在に
よる影響については、
「競技の実施による影
響」で扱い、ここでは
対象外とする。

最高水準の省エネル
ギー技術の活用等によ
り、49.5％程度の低減
が図られる。

低燃費型建設機械の採
用等により、約20～
40％の低減が図られ
る。

最高水準の省エネル
ギー技術の活用等によ
り、50％程度の低減が
図られる。

+2 － +2 +2 +2

9 有明ＢＭＸコース 一次
一般的な施設の建設工
事と同程度の消費量に
なる。

開催中の施設の存在に
よる影響については、
「競技の実施による影
響」に含めて扱う。

同等施設の標準的な消
費量となる。

一般的な施設の建設工
事と同程度の消費量に
なる。

後利用はないことから
対象外とする。

0 － 0 0 －

低燃費型建設機械の採
用等により、約20～
40％の低減が図られ
る。

開催中の施設の存在に
よる影響については、
「競技の実施による影
響」で扱い、ここでは
対象外とする。

高効率設備の採用等に
より、20％程度の低減
が図られる。

低燃費型建設機械の採
用等により、約20～
40％の低減が図られ
る。

後利用はないことから
対象外とする。

+2 － +2 +2 －

10 有明ベロドローム 一次
一般的な施設の建設工
事と同程度の消費量に
なる。

開催中の施設の存在に
よる影響については、
「競技の実施による影
響」に含めて扱う。

同等施設の標準的な消
費量となる。

一般的な施設の建設工
事と同程度の消費量に
なる。

後利用はないことから
対象外とする。

0 － 0 0 －

低燃費型建設機械の採
用等により、約20～
40％の低減が図られ
る。

開催中の施設の存在に
よる影響については、
「競技の実施による影
響」で扱い、ここでは
対象外とする。

高効率設備の採用等に
より、20％程度の低減
が図られる。

低燃費型建設機械の採
用等により、約20～
40％の低減が図られ
る。

後利用はないことから
対象外とする。

+2 － +2 +2 －

11 有明体操競技場 一次
一般的な施設の建設工
事と同程度の消費量に
なる。

開催中の施設の存在に
よる影響については、
「競技の実施による影
響」に含めて扱う。

同等施設の標準的な消
費量となる。

一般的な施設の建設工
事と同程度の消費量に
なる。

後利用はないことから
対象外とする。

0 － 0 0 －

低燃費型建設機械の採
用等により、約20～
40％の低減が図られ
る。

開催中の施設の存在に
よる影響については、
「競技の実施による影
響」で扱い、ここでは
対象外とする。

高効率設備の採用等に
より、20％程度の低減
が図られる。

低燃費型建設機械の採
用等により、約20～
40％の低減が図られ
る。

後利用はないことから
対象外とする。

+2 － +2 +2 －

12 有明テニスの森 一次
一般的な施設の建設工
事と同程度の消費量に
なる。

開催中の施設の存在に
よる影響については、
「競技の実施による影
響」に含めて扱う。

同等施設の標準的な消
費量となる。

一般的な施設の建設工
事と同程度の消費量に
なる。

同等施設の標準的な消
費量となる。

0 － 0 0 0

低燃費型建設機械の採
用等により、約20～
40％の低減が図られ
る。

開催中の施設の存在に
よる影響については、
「競技の実施による影
響」で扱い、ここでは
対象外とする。

最高水準の省エネル
ギー技術の活用等によ
り、24.4％程度の低減
が図られる。

低燃費型建設機械の採
用等により、約20～
40％の低減が図られ
る。

最高水準の省エネル
ギー技術の活用等によ
り、24.6％程度の低減
が図られる。

+2 － +2 +2 +2

13 お台場海浜公園 一次
一般的な施設の建設工
事と同程度の消費量に
なる。

開催中の施設の存在に
よる影響については、
「競技の実施による影
響」に含めて扱う。

同等施設の標準的な消
費量となる。

一般的な施設の建設工
事と同程度の消費量に
なる。

後利用はないことから
対象外とする。

0 － 0 0 －

低燃費型建設機械の採
用等により、約20～
40％の低減が図られ
る。

開催中の施設の存在に
よる影響については、
「競技の実施による影
響」で扱い、ここでは
対象外とする。

高効率設備の採用等に
より、20％程度の低減
が図られる。

低燃費型建設機械の採
用等により、約20～
40％の低減が図られ
る。

後利用はないことから
対象外とする。

+2 － +2 +2 －

14 潮風公園 一次
一般的な施設の建設工
事と同程度の消費量に
なる。

開催中の施設の存在に
よる影響については、
「競技の実施による影
響」に含めて扱う。

同等施設の標準的な消
費量となる。

一般的な施設の建設工
事と同程度の消費量に
なる。

後利用はないことから
対象外とする。

0 － 0 0 －

低燃費型建設機械の採
用等により、約20～
40％の低減が図られ
る。

開催中の施設の存在に
よる影響については、
「競技の実施による影
響」で扱い、ここでは
対象外とする。

高効率設備の採用等に
より、20％程度の低減
が図られる。

低燃費型建設機械の採
用等により、約20～
40％の低減が図られ
る。

後利用はないことから
対象外とする。

+2 － +2 +2 －

15～16
東京ビッグサイト・ホール
Ａ、Ｂ

一次
一般的な施設の建設工
事と同程度の消費量に
なる。

開催中の施設の存在に
よる影響については、
「競技の実施による影
響」に含めて扱う。

東京都環境確保条例に
基づく排出総量低減義
務が課されており、
16％程度の低減が見込
まれる。

一般的な施設の建設工
事と同程度の消費量に
なる。

東京都環境確保条例に
基づく排出総量低減義
務が課されており、
17％程度の低減が見込
まれる。

0 － +1 0 +1

低燃費型建設機械の採
用等により、約20～
40％の低減が図られ
る。

開催中の施設の存在に
よる影響については、
「競技の実施による影
響」で扱い、ここでは
対象外とする。

高効率設備の採用等に
より、17.2％程度の低
減が見込まれる。

低燃費型建設機械の採
用等により、約20～
40％の低減が図られ
る。

東京都環境確保条例に
基づく排出総量低減義
務が課されており、
17％程度の低減が見込
まれる。

+2 － +1 +2 +1

17 大井ホッケー競技場 一次
一般的な施設の建設工
事と同程度の消費量に
なる。

開催中の施設の存在に
よる影響については、
「競技の実施による影
響」に含めて扱う。

同等施設の標準的な消
費量となる。

一般的な施設の建設工
事と同程度の消費量に
なる。

同等施設の標準的な消
費量となる。

0 － 0 0 0

低燃費型建設機械の採
用等により、約20～
40％の低減が図られ
る。

開催中の施設の存在に
よる影響については、
「競技の実施による影
響」で扱い、ここでは
対象外とする。

最高水準の省エネル
ギー技術の活用等によ
り、37.2％程度の低減
が図られる。

低燃費型建設機械の採
用等により、約20～
40％の低減が図られ
る。

最高水準の省エネル
ギー技術の活用等によ
り、50％程度の低減が
図られる。

+2 － +2 +2 +2

18
海の森クロスカントリー
コース

一次
一般的な施設の建設工
事と同程度の消費量に
なる。

開催中の施設の存在に
よる影響については、
「競技の実施による影
響」に含めて扱う。

同等施設の標準的な消
費量となる。

一般的な施設の建設工
事と同程度の消費量に
なる。

後利用はないことから
対象外とする。

0 － 0 0 －

低燃費型建設機械の採
用等により、約20～
40％の低減が図られ
る。

開催中の施設の存在に
よる影響については、
「競技の実施による影
響」で扱い、ここでは
対象外とする。

高効率設備の採用等に
より、20％程度の低減
が図られる。

低燃費型建設機械の採
用等により、約20～
40％の低減が図られ
る。

後利用はないことから
対象外とする。

+2 － +2 +2 －

19 海の森水上競技場 一次
一般的な施設の建設工
事と同程度の消費量に
なる。

開催中の施設の存在に
よる影響については、
「競技の実施による影
響」に含めて扱う。

同等施設の標準的な消
費量となる。

一般的な施設の建設工
事と同程度の消費量に
なる。

同等施設の標準的な消
費量となる。

0 － 0 0 0

低燃費型建設機械の採
用等により、約20～
40％の低減が図られ
る。

開催中の施設の存在に
よる影響については、
「競技の実施による影
響」で扱い、ここでは
対象外とする。

最高水準の省エネル
ギー技術の活用等によ
り、33.2％程度の低減
が図られる。

低燃費型建設機械の採
用等により、約20～
40％の低減が図られ
る。

最高水準の省エネル
ギー技術の活用等によ
り、50％程度の低減が
図られる。

+2 － +2 +2 +2

二次評価

段階別影響 評価点

開催前 開催中 開催後 開催前 開催中 開催後

評価点

開催中 開催後

会場
一次評価

開催後 開催前

段階別影響

一次・二次

開催中開催前

No. 名称
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評価指標別予測結果表（エネルギー使用量の増減）

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

二次評価

段階別影響 評価点

開催前 開催中 開催後 開催前 開催中 開催後

評価点

開催中 開催後

会場
一次評価

開催後 開催前

段階別影響

一次・二次

開催中開催前

No. 名称

20
海の森マウンテンバイク
コース

一次
一般的な施設の建設工
事と同程度の消費量に
なる。

開催中の施設の存在に
よる影響については、
「競技の実施による影
響」に含めて扱う。

同等施設の標準的な消
費量となる。

一般的な施設の建設工
事と同程度の消費量に
なる。

後利用はないことから
対象外とする。

0 － 0 0 －

低燃費型建設機械の採
用等により、約20～
40％の低減が図られ
る。

開催中の施設の存在に
よる影響については、
「競技の実施による影
響」で扱い、ここでは
対象外とする。

高効率設備の採用等に
より、20％程度の低減
が図られる。

低燃費型建設機械の採
用等により、約20～
40％の低減が図られ
る。

後利用はないことから
対象外とする。

+2 － +2 +2 －

21 若洲オリンピックマリーナ 一次
一般的な施設の建設工
事と同程度の消費量に
なる。

開催中の施設の存在に
よる影響については、
「競技の実施による影
響」に含めて扱う。

同等施設の標準的な消
費量となる。

一般的な施設の建設工
事と同程度の消費量に
なる。

同等施設の標準的な消
費量となる。

0 － 0 0 0

低燃費型建設機械の採
用等により、約20～
40％の低減が図られ
る。

開催中の施設の存在に
よる影響については、
「競技の実施による影
響」で扱い、ここでは
対象外とする。

最高水準の省エネル
ギー技術の活用等によ
り、26.4％程度の低減
が図られる。

低燃費型建設機械の採
用等により、約20～
40％の低減が図られ
る。

最高水準の省エネル
ギー技術の活用等によ
り、50％程度の低減が
図られる。

+2 － +2 +2 +2

22 葛西臨海公園 一次
一般的な施設の建設工
事と同程度の消費量に
なる。

開催中の施設の存在に
よる影響については、
「競技の実施による影
響」に含めて扱う。

同等施設の標準的な消
費量となる。

一般的な施設の建設工
事と同程度の消費量に
なる。

同等施設の標準的な消
費量となる。

0 － 0 0 0

低燃費型建設機械の採
用等により、約20～
40％の低減が図られ
る。

開催中の施設の存在に
よる影響については、
「競技の実施による影
響」で扱い、ここでは
対象外とする。

最高水準の省エネル
ギー技術の活用等によ
り、23.1％程度の低減
が図られる。

低燃費型建設機械の採
用等により、約20～
40％の低減が図られ
る。

最高水準の省エネル
ギー技術の活用等によ
り、50％程度の低減が
図られる。

+2 － +2 +2 +2

23～24
夢の島ユース・プラザ・ア
リーナＡ、Ｂ

一次
一般的な施設の建設工
事と同程度の消費量に
なる。

開催中の施設の存在に
よる影響については、
「競技の実施による影
響」に含めて扱う。

同等施設の標準的な消
費量となる。

一般的な施設の建設工
事と同程度の消費量に
なる。

同等施設の標準的な消
費量となる。

0 － 0 0 0

低燃費型建設機械の採
用等により、約20～
40％の低減が図られ
る。

開催中の施設の存在に
よる影響については、
「競技の実施による影
響」で扱い、ここでは
対象外とする。

最高水準の省エネル
ギー技術の活用等によ
り、49.5％程度の低減
が図られる。

低燃費型建設機械の採
用等により、約20～
40％の低減が図られ
る。

最高水準の省エネル
ギー技術の活用等によ
り、50％程度の低減が
図られる。

+2 － +2 +2 +2

25 夢の島公園 一次
一般的な施設の建設工
事と同程度の消費量に
なる。

開催中の施設の存在に
よる影響については、
「競技の実施による影
響」に含めて扱う。

同等施設の標準的な消
費量となる。

一般的な施設の建設工
事と同程度の消費量に
なる。

後利用はないことから
対象外とする。

0 － 0 0 －

低燃費型建設機械の採
用等により、約20～
40％の低減が図られ
る。

開催中の施設の存在に
よる影響については、
「競技の実施による影
響」で扱い、ここでは
対象外とする。

高効率設備の採用等に
より、20％程度の低減
が図られる。

低燃費型建設機械の採
用等により、約20～
40％の低減が図られ
る。

後利用はないことから
対象外とする。

+2 － +2 +2 －

26 夢の島競技場 一次
一般的な施設の建設工
事と同程度の消費量に
なる。

開催中の施設の存在に
よる影響については、
「競技の実施による影
響」に含めて扱う。

同等施設の標準的な消
費量となる。

一般的な施設の建設工
事と同程度の消費量に
なる。

同等施設の標準的な消
費量となる。

0 － 0 0 0

低燃費型建設機械の採
用等により、約20～
40％の低減が図られ
る。

開催中の施設の存在に
よる影響については、
「競技の実施による影
響」で扱い、ここでは
対象外とする。

高効率設備の採用等に
より、18.9％程度の低
減が図られる。

低燃費型建設機械の採
用等により、約20～
40％の低減が図られ
る。

省エネルギー対策の実
施等により、10％程度
の低減が図られる。

+2 － +1 +2 +1

27～28
オリンピックアクアティク
スセンター
ウォーターポロアリーナ

一次
一般的な施設の建設工
事と同程度の消費量に
なる。

開催中の施設の存在に
よる影響については、
「競技の実施による影
響」に含めて扱う。

同等施設の標準的な消
費量となる。

一般的な施設の建設工
事と同程度の消費量に
なる。

同等施設の標準的な消
費量となる。

0 － 0 0 0

低燃費型建設機械の採
用等により、約20～
40％の低減が図られ
る。

開催中の施設の存在に
よる影響については、
「競技の実施による影
響」で扱い、ここでは
対象外とする。

最高水準の省エネル
ギー技術の活用等によ
り、33.3％程度の低減
が図られる。

低燃費型建設機械の採
用等により、約20～
40％の低減が図られ
る。

最高水準の省エネル
ギー技術の活用等によ
り、50％程度の低減が
図られる。

+2 － +2 +2 +2

29
武蔵野の森総合スポーツ施
設

一次
一般的な施設の建設工
事と同程度の消費量に
なる。

開催中の施設の存在に
よる影響については、
「競技の実施による影
響」に含めて扱う。

同等施設の標準的な消
費量となる。

影響要因は想定されな
いことから対象外とす
る。

同等施設の標準的な消
費量となる。

0 － 0 － 0

低燃費型建設機械の採
用等により、約20～
40％の低減が図られ
る。

開催中の施設の存在に
よる影響については、
「競技の実施による影
響」で扱い、ここでは
対象外とする。

最高水準の省エネル
ギー技術の活用等によ
り、50％程度の低減が
図られる。

影響要因は想定されな
いことから対象外とす
る。

最高水準の省エネル
ギー技術の活用等によ
り、50％程度の低減が
図られる。

+2 － +2 － +2

30 東京スタジアム 一次
一般的な施設の建設工
事と同程度の消費量に
なる。

開催中の施設の存在に
よる影響については、
「競技の実施による影
響」に含めて扱う。

同等施設の標準的な消
費量となる。

一般的な施設の建設工
事と同程度の消費量に
なる。

同等施設の標準的な消
費量となる。

0 － 0 0 0

低燃費型建設機械の採
用等により、約20～
40％の低減が図られ
る。

開催中の施設の存在に
よる影響については、
「競技の実施による影
響」で扱い、ここでは
対象外とする。

省エネルギー対策の実
施等により、10.2％程
度の低減が図られる。

低燃費型建設機械の採
用等により、約20～
40％の低減が図られ
る。

省エネルギー対策の実
施等により、10％程度
の低減が図られる。

+2 － +1 +2 +1

31 武蔵野の森公園 一次
一般的な施設の建設工
事と同程度の消費量に
なる。

開催中の施設の存在に
よる影響については、
「競技の実施による影
響」に含めて扱う。

同等施設の標準的な消
費量となる。

一般的な施設の建設工
事と同程度の消費量に
なる。

後利用はないことから
対象外とする。

0 － 0 0 －

低燃費型建設機械の採
用等により、約20～
40％の低減が図られ
る。

開催中の施設の存在に
よる影響については、
「競技の実施による影
響」で扱い、ここでは
対象外とする。

高効率設備の採用等に
より、20％程度の低減
が図られる。

低燃費型建設機械の採
用等により、約20～
40％の低減が図られ
る。

後利用はないことから
対象外とする。

+2 － +2 +2 －

32 陸上自衛隊朝霞訓練場 一次
一般的な施設の建設工
事と同程度の消費量に
なる。

開催中の施設の存在に
よる影響については、
「競技の実施による影
響」に含めて扱う。

同等施設の標準的な消
費量となる。

一般的な施設の建設工
事と同程度の消費量に
なる。

後利用はないことから
対象外とする。

0 － 0 0 －

低燃費型建設機械の採
用等により、約20～
40％の低減が図られ
る。

開催中の施設の存在に
よる影響については、
「競技の実施による影
響」で扱い、ここでは
対象外とする。

高効率設備の採用等に
より、20％程度の低減
が図られる。

低燃費型建設機械の採
用等により、約20～
40％の低減が図られ
る。

後利用はないことから
対象外とする。

+2 － +2 +2 －

33 霞ヶ関カンツリー倶楽部 一次
一般的な施設の建設工
事と同程度の消費量に
なる。

開催中の施設の存在に
よる影響については、
「競技の実施による影
響」に含めて扱う。

同等施設の標準的な消
費量となる。

一般的な施設の建設工
事と同程度の消費量に
なる。

同等施設の標準的な消
費量となる。

0 － 0 0 0

低燃費型建設機械の採
用等により、約20～
40％の低減が図られ
る。

開催中の施設の存在に
よる影響については、
「競技の実施による影
響」で扱い、ここでは
対象外とする。

高効率設備の採用等に
より、16.7％程度の低
減が図られる。

低燃費型建設機械の採
用等により、約20～
40％の低減が図られ
る。

省エネルギー対策の実
施等により、10％程度
の低減が図られる。

+2 － +1 +2 +1

34 札幌ドーム 一次
一般的な施設の建設工
事と同程度の消費量に
なる。

開催中の施設の存在に
よる影響については、
「競技の実施による影
響」に含めて扱う。

第一種エネルギー指定
管理工場に指定されて
おり、7.8％程度の低減
が見込まれる。

一般的な施設の建設工
事と同程度の消費量に
なる。

第一種エネルギー指定
管理工場に指定されて
おり、8％程度の低減が
見込まれる。

0 － +1 0 +1

低燃費型建設機械の採
用等により、約20～
40％の低減が図られ
る。

開催中の施設の存在に
よる影響については、
「競技の実施による影
響」で扱い、ここでは
対象外とする。

省エネルギー対策の実
施等により、10.2％程
度の低減が図られる。

低燃費型建設機械の採
用等により、約20～
40％の低減が図られ
る。

省エネルギー対策の実
施等により、10％程度
の低減が図られる。

+2 － +1 +2 +1

35 宮城スタジアム 一次
一般的な施設の建設工
事と同程度の消費量に
なる。

開催中の施設の存在に
よる影響については、
「競技の実施による影
響」に含めて扱う。

第一種エネルギー指定
管理工場に指定されて
おり、7.8％程度の低減
が見込まれる。

一般的な施設の建設工
事と同程度の消費量に
なる。

第一種エネルギー指定
管理工場に指定されて
おり、8％程度の低減が
見込まれる。

0 － +1 0 +1

低燃費型建設機械の採
用等により、約20～
40％の低減が図られ
る。

開催中の施設の存在に
よる影響については、
「競技の実施による影
響」で扱い、ここでは
対象外とする。

省エネルギー対策の実
施等により10.2％程度
の低減が図られる。

低燃費型建設機械の採
用等により、約20～
40％の低減が図られ
る。

省エネルギー対策の実
施等により、10％程度
の低減が図られる。

+2 － +1 +2 +1

36 埼玉スタジアム2002 一次
一般的な施設の建設工
事と同程度の消費量に
なる。

開催中の施設の存在に
よる影響については、
「競技の実施による影
響」に含めて扱う。

第一種エネルギー指定
管理工場に指定されて
おり、7.5％程度の低減
が見込まれる。

一般的な施設の建設工
事と同程度の消費量に
なる。

第一種エネルギー指定
管理工場に指定されて
おり、8％程度の低減が
見込まれる。

0 － +1 0 +1

低燃費型建設機械の採
用等により、約20～
40％の低減が図られ
る。

開催中の施設の存在に
よる影響については、
「競技の実施による影
響」で扱い、ここでは
対象外とする。

省エネルギー対策の実
施等により10.7％程度
の低減が図られる。

低燃費型建設機械の採
用等により、約20～
40％の低減が図られ
る。

省エネルギー対策の実
施等により、10％程度
の低減が図られる。

+2 － +1 +2 +1

37 横浜国際総合競技場 一次
一般的な施設の建設工
事と同程度の消費量に
なる。

開催中の施設の存在に
よる影響については、
「競技の実施による影
響」に含めて扱う。

第二種エネルギー指定
管理工場に指定されて
おり、7.8％程度の低減
が見込まれる。

一般的な施設の建設工
事と同程度の消費量に
なる。

第二種エネルギー指定
管理工場に指定されて
おり、8％程度の低減が
見込まれる。

0 － +1 0 +1

低燃費型建設機械の採
用等により、約20～
40％の低減が図られ
る。

開催中の施設の存在に
よる影響については、
「競技の実施による影
響」で扱い、ここでは
対象外とする。

省エネルギー対策の実
施等により10.2％程度
の低減が図られる。

低燃費型建設機械の採
用等により、約20～
40％の低減が図られ
る。

省エネルギー対策の実
施等により、10％程度
の低減が図られる。

+2 － +1 +2 +1

OV 選手村 一次
一般的な施設の建設工
事と同程度の消費量に
なる。

開催中の施設の存在に
よる影響については、
「競技の実施による影
響」に含めて扱う。

同等施設の標準的な消
費量となる。

一般的な施設の建設工
事と同程度の消費量に
なる。

同等施設の標準的な消
費量となる。

0 － 0 0 0

低燃費型建設機械の採
用等により、約20～
40％の低減が図られ
る。

開催中の施設の存在に
よる影響については、
「競技の実施による影
響」で扱い、ここでは
対象外とする。

最高水準の省エネル
ギー技術の活用等によ
り、42.4％程度の低減
が図られる。

低燃費型建設機械の採
用等により、約20～
40％の低減が図られ
る。

最高水準の省エネル
ギー技術の活用等によ
り、50％程度の低減が
図られる。

+2 － +2 +2 +2

IBC/MPC
東京ビッグサイト
(IBC/MPC)

一次
一般的な施設の建設工
事と同程度の消費量に
なる。

開催中の施設の存在に
よる影響については、
「競技の実施による影
響」に含めて扱う。

東京都環境確保条例に
基づく排出総量低減義
務が課されており、
14.2％程度の低減が見
込まれる。

影響要因は想定されな
いことから対象外とす
る。

東京都環境確保条例に
基づく排出総量低減義
務が課されており、
14.2％程度の低減が見
込まれる。

0 － +1 － +1

低燃費型建設機械の採
用等により、約20～
40％の低減が図られ
る。

開催中の施設の存在に
よる影響については、
「競技の実施による影
響」で扱い、ここでは
対象外とする。

最高水準の省エネル
ギー技術の活用等によ
り、22.5％程度の低減
が図られる。

影響要因は想定されな
いことから対象外とす
る。

最高水準の省エネル
ギー技術の活用等によ
り、22.5％程度の低減
が図られる。

+2 － +2 － +2
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評価指標別予測結果表（土地の転用）

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

1
オリンピックスタジアム
(国立霞ヶ丘競技場)

改変エリアは現在公
園、運動場及び商業用
地となっており、自然
地や農地は存在しな
い。

0

改変エリアは現在公
園、運動場及び商業用
地となっており、自然
地や農地は存在しな
い。

0

2 東京体育館

改変エリアは現在公
園、運動場及び商業用
地となっており、自然
地や農地は存在しな
い。

0

改変エリアは現在公
園、運動場及び商業用
地となっており、自然
地や農地は存在しな
い。

0

3 国立代々木競技場

改変エリアは現在公
園、運動場及び商業用
地となっており、自然
地や農地は存在しな
い。

0

改変エリアは現在公
園、運動場及び商業用
地となっており、自然
地や農地は存在しな
い。

0

4 日本武道館

改変エリアは現在公
園、運動場及び商業用
地となっており、自然
地や農地は存在しな
い。

0

改変エリアは現在公
園、運動場及び商業用
地となっており、自然
地や農地は存在しな
い。

0

5 皇居外苑

改変エリアは現在道
路、公園、運動場と
なっており、自然地や
農地は存在しない。

0

改変エリアは現在道
路、公園、運動場と
なっており、自然地や
農地は存在しない。

0

6 東京国際フォーラム
敷地内における設営等
にとどまるため土地の
改変はない。

0
敷地内における設営等
にとどまるため土地の
改変はない。

0

7 国技館
改変エリアは公共用地
となっており、自然地
や農地は存在しない。

0
改変エリアは公共用地
となっており、自然地
や農地は存在しない。

0

8 有明アリーナ

改変エリアは現在未利
用地となっており、自
然地や農地は存在しな
い。

0

改変エリアは現在未利
用地となっており、自
然地や農地は存在しな
い。

0

9 有明ＢＭＸコース

改変エリアは現在未利
用地となっており、自
然地や農地は存在しな
い。

0

改変エリアは現在未利
用地となっており、自
然地や農地は存在しな
い。

0

10 有明ベロドローム

改変エリアは現在未利
用地となっており、自
然地や農地は存在しな
い。

0

改変エリアは現在未利
用地となっており、自
然地や農地は存在しな
い。

0

11 有明体操競技場

改変エリアは現在未利
用地となっており、自
然地や農地は存在しな
い。

0

改変エリアは現在未利
用地となっており、自
然地や農地は存在しな
い。

0

12 有明テニスの森

改変エリアは現在屋外
利用地、公園、運動場
等となっており、自然
地や農地は存在しな
い。

0

改変エリアは現在屋外
利用地、公園、運動場
等となっており、自然
地や農地は存在しな
い。

0

13 お台場海浜公園

改変エリアは現在屋外
利用地、公園、運動場
等となっており、自然
地や農地は存在しな
い。

0

改変エリアは現在屋外
利用地、公園、運動場
等となっており、自然
地や農地は存在しな
い。

0

14 潮風公園

改変エリアは現在屋外
利用地、公園、運動場
等となっており、自然
地や農地は存在しな
い。

0

改変エリアは現在屋外
利用地、公園、運動場
等となっており、自然
地や農地は存在しな
い。

0

15～16
東京ビッグサイト・ホール
Ａ、Ｂ

改変エリアは現在商業
用地、屋外利用地等と
なっており、自然地や
農地は存在しない。

0

改変エリアは現在商業
用地、屋外利用地等と
なっており、自然地や
農地は存在しない。

0

17 大井ホッケー競技場

改変エリアは現在公
園、運動場及び商業用
地となっており、自然
地や農地は存在しない
運動場となっており、
自然地や農地は存在し
ない。

0

改変エリアは現在公
園、運動場及び商業用
地となっており、自然
地や農地は存在しない
運動場となっており、
自然地や農地は存在し
ない。

0

18
海の森クロスカントリー
コース

改変エリアは現在未利
用地となっており、自
然地や農地は存在しな
い。

0

改変エリアは現在未利
用地となっており、自
然地や農地は存在しな
い。

0

19 海の森水上競技場

改変エリアは現在未利
用地となっており、自
然地や農地は存在しな
い。

0

改変エリアは現在未利
用地となっており、自
然地や農地は存在しな
い。

0

20
海の森マウンテンバイク
コース

改変エリアは現在未利
用地となっており、自
然地や農地は存在しな
い。

0

改変エリアは現在未利
用地となっており、自
然地や農地は存在しな
い。

0

21 若洲オリンピックマリーナ

改変エリアは現在敷地
内の屋外利用地や公
園、運動場となってお
り自然地や農地は存在
しない。

0

改変エリアは現在敷地
内の屋外利用地や公
園、運動場となってお
り自然地や農地は存在
しない。

0

開催中 開催後開催後

No.

二次評価

段階別影響 評価点

開催前 開催中 開催後 開催前開催中

名称

会場
段階別影響

開催中開催前

一次評価

開催後 開催前

評価点
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評価指標別予測結果表（土地の転用）

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

開催中 開催後開催後

No.

二次評価

段階別影響 評価点

開催前 開催中 開催後 開催前開催中

名称

会場
段階別影響

開催中開催前

一次評価

開催後 開催前

評価点

22 葛西臨海公園

改変エリアは屋外利用
地や公園、運動場等で
あり自然地や農地は存
在しない。

0

改変エリアは屋外利用
地や公園、運動場等で
あり自然地や農地は存
在しない。

0

23～24
夢の島ユース・プラザ・ア
リーナＡ、Ｂ

改変エリアは未利用
地、公園、運動場と
なっており自然地や農
地は存在しない。

0

改変エリアは未利用
地、公園、運動場と
なっており自然地や農
地は存在しない。

0

25 夢の島公園

改変エリアは公園、運
動場となっており自然
地や農地は存在しな
い。

0

改変エリアは公園、運
動場となっており自然
地や農地は存在しな
い。

0

26 夢の島競技場

改変エリアは公園、運
動場となっており自然
地や農地は存在しな
い。

0

改変エリアは公園、運
動場となっており自然
地や農地は存在しな
い。

0

27～28
オリンピックアクアティク
スセンター
ウォーターポロアリーナ

改変エリアは公園、運
動場となっており自然
地や農地は存在しな
い。

0

改変エリアは公園、運
動場となっており自然
地や農地は存在しな
い。

0

29
武蔵野の森総合スポーツ施
設

改変エリアは未利用地
となっており、自然地
や農地は存在しない。

0
改変エリアは未利用地
となっており、自然地
や農地は存在しない。

0

30 東京スタジアム

改変エリアは一時的な
プレハブ等の仮設に留
まり土地の改変はな
い。

0

改変エリアは一時的な
プレハブ等の仮設に留
まり土地の改変はな
い。

0

31 武蔵野の森公園

改変エリアは現在屋外
利用地、公園、運動場
等となっており、自然
地や農地は存在しな
い。

0

改変エリアは現在屋外
利用地、公園、運動場
等となっており、自然
地や農地は存在しな
い。

0

32 陸上自衛隊朝霞訓練場

改変エリアは一時的な
プレハブ等の仮設に留
まり土地の改変はな
い。

0

改変エリアは一時的な
プレハブ等の仮設に留
まり土地の改変はな
い。

0

33 霞ヶ関カンツリー倶楽部

改変エリアはゴルフ場
内の整理された区画で
あり、自然地や農地等
は存在しない。

0

改変エリアはゴルフ場
内の整理された区画で
あり、自然地や農地等
は存在しない。

0

34 札幌ドーム

改変エリアは一時的な
プレハブ等の仮設に留
まり土地の改変はな
い。

0

改変エリアは一時的な
プレハブ等の仮設に留
まり土地の改変はな
い。

0

35 宮城スタジアム

改変エリアは一時的な
プレハブ等の仮設に留
まり土地の改変はな
い。

0

改変エリアは一時的な
プレハブ等の仮設に留
まり土地の改変はな
い。

0

36 埼玉スタジアム2002

改変エリアは一時的な
プレハブ等の仮設に留
まり土地の改変はな
い。

0

改変エリアは一時的な
プレハブ等の仮設に留
まり土地の改変はな
い。

0

37 横浜国際総合競技場

改変エリアは一時的な
プレハブ等の仮設に留
まり土地の改変はな
い。

0

改変エリアは一時的な
プレハブ等の仮設に留
まり土地の改変はな
い。

0

OV 選手村

改変エリアは未利用地
や屋外利用地、公園、
運動場となっており自
然地や農地は存在しな
い。

0

改変エリアは未利用地
や屋外利用地、公園、
運動場となっており自
然地や農地は存在しな
い。

0

IBC/MPC
東京ビッグサイト
(IBC/MPC)

改変エリアは主に屋外
利用地であり自然地や
農地は存在しない。

0
改変エリアは主に屋外
利用地であり自然地や
農地は存在しない。

0
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評価指標別予測結果表（土地の有効利用）

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

1
オリンピックスタジアム
(国立霞ヶ丘競技場)

未利用地の有効利用は
ない。

未利用地の有効利用は
ない。

0 0
未利用地の有効利用は
ない。

未利用地の有効利用は
ない。

0 0

2 東京体育館
未利用地の有効利用は
ない。

未利用地の有効利用は
ない。

0 0
未利用地の有効利用は
ない。

未利用地の有効利用は
ない。

0 0

3 国立代々木競技場
未利用地の有効利用は
ない。

未利用地の有効利用は
ない。

0 0
未利用地の有効利用は
ない。

未利用地の有効利用は
ない。

0 0

4 日本武道館
未利用地の有効利用は
ない。

未利用地の有効利用は
ない。

0 0
未利用地の有効利用は
ない。

未利用地の有効利用は
ない。

0 0

5 皇居外苑
未利用地の有効利用は
ない。

未利用地の有効利用は
ない。

0 0
未利用地の有効利用は
ない。

未利用地の有効利用は
ない。

0 0

6 東京国際フォーラム
未利用地の有効利用は
ない。

未利用地の有効利用は
ない。

0 0
未利用地の有効利用は
ない。

未利用地の有効利用は
ない。

0 0

7 国技館
未利用地の有効利用は
ない。

未利用地の有効利用は
ない。

0 0
未利用地の有効利用は
ない。

未利用地の有効利用は
ない。

0 0

8 有明アリーナ

会場の大部分が未利用
地であり、開催中に競
技会場として有効活用
される。

大規模体育館としての
有効利用が継続され
る。

+2 +2

会場の大部分が未利用
地であり、開催中に競
技会場として有効活用
される。

大規模体育館としての
有効利用が継続され
る。

+2 +2

9 有明ＢＭＸコース

会場の大部分が未利用
地であり、開催中に競
技会場として有効活用
される。

一部海浜公園として整
備されるが大部分は未
利用地に戻る。

+2 +1

会場の大部分が未利用
地であり、開催中に競
技会場として有効活用
される。

一部海浜公園として整
備されるが大部分は未
利用地に戻る。

+2 +1

10 有明ベロドローム

会場の大部分が未利用
地であり、開催中に競
技会場として有効活用
される。

一部海浜公園として整
備されるが大部分は未
利用地に戻る。

+2 +1

会場の大部分が未利用
地であり、開催中に競
技会場として有効活用
される。

一部海浜公園として整
備されるが大部分は未
利用地に戻る。

+2 +1

11 有明体操競技場

会場の大部分が未利用
地であり、開催中に競
技会場として有効活用
される。

一部海浜公園として整
備されるが大部分は未
利用地に戻る。

+2 +1

会場の大部分が未利用
地であり、開催中に競
技会場として有効活用
される。

一部海浜公園として整
備されるが大部分は未
利用地に戻る。

+2 +1

12 有明テニスの森
未利用地の有効利用は
ない。

未利用地の有効利用は
ない。

0 0
未利用地の有効利用は
ない。

未利用地の有効利用は
ない。

0 0

13 お台場海浜公園
未利用地の有効利用は
ない。

未利用地の有効利用は
ない。

0 0
未利用地の有効利用は
ない。

未利用地の有効利用は
ない。

0 0

14 潮風公園
未利用地の有効利用は
ない。

未利用地の有効利用は
ない。

0 0
未利用地の有効利用は
ない。

未利用地の有効利用は
ない。

0 0

15～16
東京ビッグサイト・ホール
Ａ、Ｂ

未利用地の有効利用は
ない。

未利用地の有効利用は
ない。

0 0
未利用地の有効利用は
ない。

未利用地の有効利用は
ない。

0 0

17 大井ホッケー競技場
未利用地の有効利用は
ない。

未利用地の有効利用は
ない。

0 0
未利用地の有効利用は
ない。

未利用地の有効利用は
ない。

0 0

18
海の森クロスカントリー
コース

会場の大部分が未利用
地であり、開催中に競
技会場として有効活用
される。

公共公園として都民の
憩いの場として有効利
用が継続される。

+2 +2

会場の大部分が未利用
地であり、開催中に競
技会場として有効活用
される。

公共公園として都民の
憩いの場として有効利
用が継続される。

+2 +2

19 海の森水上競技場

会場の大部分が未利用
地であり、開催中に競
技会場として有効活用
される。

都民の水辺のレクリ
エーションとして有効
利用が継続される。

+2 +2

会場の大部分が未利用
地であり、開催中に競
技会場として有効活用
される。

都民の水辺のレクリ
エーションとして有効
利用が継続される。

+2 +2

20
海の森マウンテンバイク
コース

会場の大部分が未利用
地であり、開催中に競
技会場として有効活用
される。

会場の後利用が想定さ
れず未利用地に戻る。

+2 0

会場の大部分が未利用
地であり、開催中に競
技会場として有効活用
される。

会場の後利用が想定さ
れず未利用地に戻る。

+2 0

21 若洲オリンピックマリーナ
未利用地の有効利用は
ない。

未利用地の有効利用は
ない。

0 0
未利用地の有効利用は
ない。

未利用地の有効利用は
ない。

0 0

22 葛西臨海公園
未利用地の有効利用は
ない。

未利用地の有効利用は
ない。

0 0
未利用地の有効利用は
ない。

未利用地の有効利用は
ない。

0 0

23～24
夢の島ユース・プラザ・ア
リーナＡ、Ｂ

会場の一部が未利用地
であり開催中に競技会
場として有効活用され
る。

大規模体育館としての
有効利用が継続され
る。

+1 +1

会場の一部が未利用地
であり開催中に競技会
場として有効活用され
る。

大規模体育館としての
有効利用が継続され
る。

+1 +1

25 夢の島公園
未利用地の有効利用は
ない。

未利用地の有効利用は
ない。

0 0
未利用地の有効利用は
ない。

未利用地の有効利用は
ない。

0 0

26 夢の島競技場
未利用地の有効利用は
ない。

未利用地の有効利用は
ない。

0 0
未利用地の有効利用は
ない。

未利用地の有効利用は
ない。

0 0

27～28
オリンピックアクアティク
スセンター
ウォーターポロアリーナ

未利用地の有効利用は
ない。

未利用地の有効利用は
ない。

0 0
未利用地の有効利用は
ない。

未利用地の有効利用は
ない。

0 0

開催中 開催後開催後

No.

二次評価

段階別影響 評価点

開催前 開催中 開催後 開催前開催中

名称

会場
段階別影響

開催中開催前

一次評価

開催後 開催前

評価点
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評価指標別予測結果表（土地の有効利用）

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

開催中 開催後開催後

No.

二次評価

段階別影響 評価点

開催前 開催中 開催後 開催前開催中

名称

会場
段階別影響

開催中開催前

一次評価

開催後 開催前

評価点

29
武蔵野の森総合スポーツ施
設

会場の大部分が未利用
地であり、開催中に競
技会場として有効活用
される。

国内及び国際スポーツ
大会の開催施設として
有効利用が継続され
る。

+2 +2

会場の大部分が未利用
地であり、開催中に競
技会場として有効活用
される。

国内及び国際スポーツ
大会の開催施設として
有効利用が継続され
る。

+2 +2

30 東京スタジアム
未利用地の有効利用は
ない。

未利用地の有効利用は
ない。

0 0
未利用地の有効利用は
ない。

未利用地の有効利用は
ない。

0 0

31 武蔵野の森公園
未利用地の有効利用は
ない。

未利用地の有効利用は
ない。

0 0
未利用地の有効利用は
ない。

未利用地の有効利用は
ない。

0 0

32 陸上自衛隊朝霞訓練場
未利用地の有効利用は
ない。

未利用地の有効利用は
ない。

0 0
未利用地の有効利用は
ない。

未利用地の有効利用は
ない。

0 0

33 霞ヶ関カンツリー倶楽部
未利用地の有効利用は
ない。

未利用地の有効利用は
ない。

0 0
未利用地の有効利用は
ない。

未利用地の有効利用は
ない。

0 0

34 札幌ドーム
未利用地の有効利用は
ない。

未利用地の有効利用は
ない。

0 0
未利用地の有効利用は
ない。

未利用地の有効利用は
ない。

0 0

35 宮城スタジアム
未利用地の有効利用は
ない。

未利用地の有効利用は
ない。

0 0
未利用地の有効利用は
ない。

未利用地の有効利用は
ない。

0 0

36 埼玉スタジアム2002
未利用地の有効利用は
ない。

未利用地の有効利用は
ない。

0 0
未利用地の有効利用は
ない。

未利用地の有効利用は
ない。

0 0

37 横浜国際総合競技場
未利用地の有効利用は
ない。

未利用地の有効利用は
ない。

0 0
未利用地の有効利用は
ない。

未利用地の有効利用は
ない。

0 0

OV 選手村

会場の一部が未利用地
であり開催中に選手村
として有効活用され
る。

都民の居住コミュニ
ティとして有効利用が
継続される。

+1 +1

会場の一部が未利用地
であり開催中に選手村
として有効活用され
る。

都民の居住コミュニ
ティとして有効利用が
継続される。

+1 +1

IBC/MPC
東京ビッグサイト
(IBC/MPC)

未利用地の有効利用は
ない。

未利用地の有効利用は
ない。

0 0
未利用地の有効利用は
ない。

未利用地の有効利用は
ない。

0 0

4－65



評価指標別予測結果表（生活移動動線の分断又は進展）

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

1
オリンピックスタジアム
(国立霞ヶ丘競技場)

既に公共的な利用がな
されている施設の場所
であり、改変エリアは
生活移動動線に影響し
ない。

屋外競技による影響は
一時的であり、生活移
動動線への影響はほと
んど現況と変わらな
い。

移動動線は確保されて
おり、後利用時も生活
移動動線への影響はな
い。

0 0 0

既に公共的な利用がな
されている施設の場所
であり、改変エリアは
生活移動動線に影響し
ない。

屋外競技による影響は
一時的であり、生活移
動動線への影響はほと
んど現況と変わらな
い。

移動動線は確保されて
おり、後利用時も生活
移動動線への影響はな
い。

0 0 0

2 東京体育館

既に公共的な利用がな
されている施設の場所
であり、改変エリアは
生活移動動線に影響し
ない。

移動動線は確保されて
おり、競技中も現況と
変わらない。

0 0

既に公共的な利用がな
されている施設の場所
であり、改変エリアは
生活移動動線に影響し
ない。

移動動線は確保されて
おり、競技中も現況と
変わらない。

0 0

3 国立代々木競技場

既に公共的な利用がな
されている施設の場所
であり、改変エリアは
生活移動動線に影響し
ない。

移動動線は確保されて
おり、競技中も現況と
変わらない。

0 0

既に公共的な利用がな
されている施設の場所
であり、改変エリアは
生活移動動線に影響し
ない。

移動動線は確保されて
おり、競技中も現況と
変わらない。

0 0

4 日本武道館

既に公共的な利用がな
されている施設の場所
であり、改変エリアは
生活移動動線に影響し
ない。

移動動線は確保されて
おり、競技中も現況と
変わらない。

移動動線は確保されて
おり、後利用時も生活
移動動線への影響はな
い。

0 0 0

既に公共的な利用がな
されている施設の場所
であり、改変エリアは
生活移動動線に影響し
ない。

移動動線は確保されて
おり、競技中も現況と
変わらない。

移動動線は確保されて
おり、後利用時も生活
移動動線への影響はな
い。

0 0 0

5 皇居外苑

既に公共的な利用がな
されている施設の場所
であり、改変エリアは
生活移動動線に影響し
ない。

屋外競技による影響は
一時的であり、生活移
動動線への影響はほと
んど現況と変わらな
い。

移動動線は確保されて
おり、後利用時も生活
移動動線への影響はな
い。

0 0 0

既に公共的な利用がな
されている施設の場所
であり、改変エリアは
生活移動動線に影響し
ない。

屋外競技による影響は
一時的であり、生活移
動動線への影響はほと
んど現況と変わらな
い。

移動動線は確保されて
おり、後利用時も生活
移動動線への影響はな
い。

0 0 0

6 東京国際フォーラム

既に公共的な利用がな
されている施設の場所
であり、改変エリアは
生活移動動線に影響し
ない。

移動動線は確保されて
おり、競技中も現況と
変わらない。

0 0

既に公共的な利用がな
されている施設の場所
であり、改変エリアは
生活移動動線に影響し
ない。

移動動線は確保されて
おり、競技中も現況と
変わらない。

0 0

7 国技館

既に公共的な利用がな
されている施設の場所
であり、改変エリアは
生活移動動線に影響し
ない。

移動動線は確保されて
おり、競技中も現況と
変わらない。

0 0

既に公共的な利用がな
されている施設の場所
であり、改変エリアは
生活移動動線に影響し
ない。

移動動線は確保されて
おり、競技中も現況と
変わらない。

0 0

8 有明アリーナ

既に公共的な利用がな
されている施設の場所
であり、改変エリアは
生活移動動線に影響し
ない。

移動動線は確保されて
おり、競技中も現況と
変わらない。

移動動線は確保されて
おり、後利用時も生活
移動動線への影響はな
い。

0 0 0

既に公共的な利用がな
されている施設の場所
であり、改変エリアは
生活移動動線に影響し
ない。

移動動線は確保されて
おり、競技中も現況と
変わらない。

移動動線は確保されて
おり、後利用時も生活
移動動線への影響はな
い。

0 0 0

9 有明ＢＭＸコース

既に公共的な利用がな
されている施設の場所
であり、改変エリアは
生活移動動線に影響し
ない。

移動動線は確保されて
おり、競技中も現況と
変わらない。

施設撤去後の後利用が
想定されない。

0 0 －

既に公共的な利用がな
されている施設の場所
であり、改変エリアは
生活移動動線に影響し
ない。

移動動線は確保されて
おり、競技中も現況と
変わらない。

施設撤去後の後利用が
想定されない。

0 0 －

10 有明ベロドローム

既に公共的な利用がな
されている施設の場所
であり、改変エリアは
生活移動動線に影響し
ない。

移動動線は確保されて
おり、競技中も現況と
変わらない。

施設撤去後の後利用が
想定されない。

0 0 －

既に公共的な利用がな
されている施設の場所
であり、改変エリアは
生活移動動線に影響し
ない。

移動動線は確保されて
おり、競技中も現況と
変わらない。

施設撤去後の後利用が
想定されない。

0 0 －

11 有明体操競技場

既に公共的な利用がな
されている施設の場所
であり、改変エリアは
生活移動動線に影響し
ない。

移動動線は確保されて
おり、競技中も現況と
変わらない。

施設撤去後の後利用が
想定されない。

0 0 －

既に公共的な利用がな
されている施設の場所
であり、改変エリアは
生活移動動線に影響し
ない。

移動動線は確保されて
おり、競技中も現況と
変わらない。

施設撤去後の後利用が
想定されない。

0 0 －

12 有明テニスの森

既に公共的な利用がな
されている施設の場所
であり、改変エリアは
生活移動動線に影響し
ない。

移動動線は確保されて
おり、競技中も現況と
変わらない。

移動動線は確保されて
おり、後利用時も生活
移動動線への影響はな
い。

0 0 0

既に公共的な利用がな
されている施設の場所
であり、改変エリアは
生活移動動線に影響し
ない。

移動動線は確保されて
おり、競技中も現況と
変わらない。

移動動線は確保されて
おり、後利用時も生活
移動動線への影響はな
い。

0 0 0

13 お台場海浜公園

既に公共的な利用がな
されている施設の場所
であり、改変エリアは
生活移動動線に影響し
ない。

屋外競技による影響は
一時的であり、生活移
動動線への影響はほと
んど現況と変わらな
い。

移動動線は確保されて
おり、後利用時も生活
移動動線への影響はな
い。

0 0 0

既に公共的な利用がな
されている施設の場所
であり、改変エリアは
生活移動動線に影響し
ない。

屋外競技による影響は
一時的であり、生活移
動動線への影響はほと
んど現況と変わらな
い。

移動動線は確保されて
おり、後利用時も生活
移動動線への影響はな
い。

0 0 0

14 潮風公園

既に公共的な利用がな
されている施設の場所
であり、改変エリアは
生活移動動線に影響し
ない。

移動動線は確保されて
おり、競技中も現況と
変わらない。

移動動線は確保されて
おり、後利用時も生活
移動動線への影響はな
い。

0 0 0

既に公共的な利用がな
されている施設の場所
であり、改変エリアは
生活移動動線に影響し
ない。

移動動線は確保されて
おり、競技中も現況と
変わらない。

移動動線は確保されて
おり、後利用時も生活
移動動線への影響はな
い。

0 0 0

15～16
東京ビッグサイト・ホール
Ａ、Ｂ

既に公共的な利用がな
されている施設の場所
であり、改変エリアは
生活移動動線に影響し
ない。

移動動線は確保されて
おり、競技中も現況と
変わらない。

0 0

既に公共的な利用がな
されている施設の場所
であり、改変エリアは
生活移動動線に影響し
ない。

移動動線は確保されて
おり、競技中も現況と
変わらない。

0 0

17 大井ホッケー競技場

既に公共的な利用がな
されている施設の場所
であり、改変エリアは
生活移動動線に影響し
ない。

移動動線は確保されて
おり、競技中も現況と
変わらない。

移動動線は確保されて
おり、後利用時も生活
移動動線への影響はな
い。

0 0 0

既に公共的な利用がな
されている施設の場所
であり、改変エリアは
生活移動動線に影響し
ない。

移動動線は確保されて
おり、競技中も現況と
変わらない。

移動動線は確保されて
おり、後利用時も生活
移動動線への影響はな
い。

0 0 0

18
海の森クロスカントリー
コース

海の森地域での地域住
民等の生活移動動線の
分断等の影響は生じな
い。

移動動線は確保されて
おり、競技中も現況と
変わらない。

移動動線は確保されて
おり、後利用時も生活
移動動線への影響はな
い。

0 0 0

海の森地域での地域住
民等の生活移動動線の
分断等の影響は生じな
い。

移動動線は確保されて
おり、競技中も現況と
変わらない。

移動動線は確保されて
おり、後利用時も生活
移動動線への影響はな
い。

0 0 0

19 海の森水上競技場

海の森地域での地域住
民等の生活移動動線の
分断等の影響は生じな
い。

移動動線は確保されて
おり、競技中も現況と
変わらない。

移動動線は確保されて
おり、後利用時も生活
移動動線への影響はな
い。

0 0 0

海の森地域での地域住
民等の生活移動動線の
分断等の影響は生じな
い。

移動動線は確保されて
おり、競技中も現況と
変わらない。

移動動線は確保されて
おり、後利用時も生活
移動動線への影響はな
い。

0 0 0

20
海の森マウンテンバイク
コース

海の森地域での地域住
民等の生活移動動線の
分断等の影響は生じな
い。

移動動線は確保されて
おり、競技中も現況と
変わらない。

施設撤去後の後利用が
想定されない。

0 0 －

海の森地域での地域住
民等の生活移動動線の
分断等の影響は生じな
い。

移動動線は確保されて
おり、競技中も現況と
変わらない。

施設撤去後の後利用が
想定されない。

0 0 －

二次評価

段階別影響 評価点

開催前 開催中 開催後 開催前 開催中 開催後

評価点

開催中 開催後

会場
一次評価

開催後 開催前

段階別影響

開催中開催前

No. 名称
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評価指標別予測結果表（生活移動動線の分断又は進展）

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

二次評価

段階別影響 評価点

開催前 開催中 開催後 開催前 開催中 開催後

評価点

開催中 開催後

会場
一次評価

開催後 開催前

段階別影響

開催中開催前

No. 名称

21 若洲オリンピックマリーナ

既に公共的な利用がな
されている施設の場所
であり、改変エリアは
生活移動動線に影響し
ない。

移動動線は確保されて
おり、競技中も現況と
変わらない。

移動動線は確保されて
おり、後利用時も生活
移動動線への影響はな
い。

0 0 0

既に公共的な利用がな
されている施設の場所
であり、改変エリアは
生活移動動線に影響し
ない。

移動動線は確保されて
おり、競技中も現況と
変わらない。

移動動線は確保されて
おり、後利用時も生活
移動動線への影響はな
い。

0 0 0

22 葛西臨海公園

既に公共的な利用がな
されている施設の場所
であり、改変エリアは
生活移動動線に影響し
ない。

移動動線は確保されて
おり、競技中も現況と
変わらない。

移動動線は確保されて
おり、後利用時も生活
移動動線への影響はな
い。

0 0 0

既に公共的な利用がな
されている施設の場所
であり、改変エリアは
生活移動動線に影響し
ない。

移動動線は確保されて
おり、競技中も現況と
変わらない。

移動動線は確保されて
おり、後利用時も生活
移動動線への影響はな
い。

0 0 0

23～24
夢の島ユース・プラザ・ア
リーナＡ、Ｂ

既に公共的な利用がな
されている施設の場所
であり、改変エリアは
生活移動動線に影響し
ない。

移動動線は確保されて
おり、競技中も現況と
変わらない。

移動動線は確保されて
おり、後利用時も生活
移動動線への影響はな
い。

0 0 0

既に公共的な利用がな
されている施設の場所
であり、改変エリアは
生活移動動線に影響し
ない。

移動動線は確保されて
おり、競技中も現況と
変わらない。

移動動線は確保されて
おり、後利用時も生活
移動動線への影響はな
い。

0 0 0

25 夢の島公園

既に公共的な利用がな
されている施設の場所
であり、改変エリアは
生活移動動線に影響し
ない。

移動動線は確保されて
おり、競技中も現況と
変わらない。

移動動線は確保されて
おり、後利用時も生活
移動動線への影響はな
い。

0 0 0

既に公共的な利用がな
されている施設の場所
であり、改変エリアは
生活移動動線に影響し
ない。

移動動線は確保されて
おり、競技中も現況と
変わらない。

移動動線は確保されて
おり、後利用時も生活
移動動線への影響はな
い。

0 0 0

26 夢の島競技場

既に公共的な利用がな
されている施設の場所
であり、改変エリアは
生活移動動線に影響し
ない。

移動動線は確保されて
おり、競技中も現況と
変わらない。

0 0

既に公共的な利用がな
されている施設の場所
であり、改変エリアは
生活移動動線に影響し
ない。

移動動線は確保されて
おり、競技中も現況と
変わらない。

0 0

27～28
オリンピックアクアティク
スセンター
ウォーターポロアリーナ

既に公共的な利用がな
されている施設の場所
であり、改変エリアは
生活移動動線に影響し
ない。

移動動線は確保されて
おり、競技中も現況と
変わらない。

移動動線は確保されて
おり、後利用時も生活
移動動線への影響はな
い。

0 0 0

既に公共的な利用がな
されている施設の場所
であり、改変エリアは
生活移動動線に影響し
ない。

移動動線は確保されて
おり、競技中も現況と
変わらない。

移動動線は確保されて
おり、後利用時も生活
移動動線への影響はな
い。

0 0 0

29
武蔵野の森総合スポーツ施
設

既に公共的な利用がな
されている施設の場所
であり、改変エリアは
生活移動動線に影響し
ない。

移動動線は確保されて
おり、競技中も現況と
変わらない。

移動動線は確保されて
おり、後利用時も生活
移動動線への影響はな
い。

0 0 0

既に公共的な利用がな
されている施設の場所
であり、改変エリアは
生活移動動線に影響し
ない。

移動動線は確保されて
おり、競技中も現況と
変わらない。

移動動線は確保されて
おり、後利用時も生活
移動動線への影響はな
い。

0 0 0

30 東京スタジアム

既に公共的な利用がな
されている施設の場所
であり、改変エリアは
生活移動動線に影響し
ない。

移動動線は確保されて
おり、競技中も現況と
変わらない。

0 0

既に公共的な利用がな
されている施設の場所
であり、改変エリアは
生活移動動線に影響し
ない。

移動動線は確保されて
おり、競技中も現況と
変わらない。

0 0

31 武蔵野の森公園

既に公共的な利用がな
されている施設の場所
であり、改変エリアは
生活移動動線に影響し
ない。

移動動線は確保されて
おり、競技中も現況と
変わらない。

移動動線は確保されて
おり、後利用時も生活
移動動線への影響はな
い。

0 0 0

既に公共的な利用がな
されている施設の場所
であり、改変エリアは
生活移動動線に影響し
ない。

移動動線は確保されて
おり、競技中も現況と
変わらない。

移動動線は確保されて
おり、後利用時も生活
移動動線への影響はな
い。

0 0 0

32 陸上自衛隊朝霞訓練場

既に公共的な利用がな
されている施設の場所
であり、改変エリアは
生活移動動線に影響し
ない。

移動動線は確保されて
おり、競技中も現況と
変わらない。

施設撤去後の地域住民
の後利用が想定されな
い。

0 0 －

既に公共的な利用がな
されている施設の場所
であり、改変エリアは
生活移動動線に影響し
ない。

移動動線は確保されて
おり、競技中も現況と
変わらない。

施設撤去後の地域住民
の後利用が想定されな
い。

0 0 －

33 霞ヶ関カンツリー倶楽部

既に公共的な利用がな
されている施設の場所
であり、改変エリアは
生活移動動線に影響し
ない。

移動動線は確保されて
おり、競技中も現況と
変わらない。

0 0

既に公共的な利用がな
されている施設の場所
であり、改変エリアは
生活移動動線に影響し
ない。

移動動線は確保されて
おり、競技中も現況と
変わらない。

0 0

34 札幌ドーム

既に公共的な利用がな
されている施設の場所
であり、改変エリアは
生活移動動線に影響し
ない。

移動動線は確保されて
おり、競技中も現況と
変わらない。

0 0

既に公共的な利用がな
されている施設の場所
であり、改変エリアは
生活移動動線に影響し
ない。

移動動線は確保されて
おり、競技中も現況と
変わらない。

0 0

35 宮城スタジアム

既に公共的な利用がな
されている施設の場所
であり、改変エリアは
生活移動動線に影響し
ない。

移動動線は確保されて
おり、競技中も現況と
変わらない。

0 0

既に公共的な利用がな
されている施設の場所
であり、改変エリアは
生活移動動線に影響し
ない。

移動動線は確保されて
おり、競技中も現況と
変わらない。

0 0

36 埼玉スタジアム2002

既に公共的な利用がな
されている施設の場所
であり、改変エリアは
生活移動動線に影響し
ない。

移動動線は確保されて
おり、競技中も現況と
変わらない。

0 0

既に公共的な利用がな
されている施設の場所
であり、改変エリアは
生活移動動線に影響し
ない。

移動動線は確保されて
おり、競技中も現況と
変わらない。

0 0

37 横浜国際総合競技場

既に公共的な利用がな
されている施設の場所
であり、改変エリアは
生活移動動線に影響し
ない。

移動動線は確保されて
おり、競技中も現況と
変わらない。

0 0

既に公共的な利用がな
されている施設の場所
であり、改変エリアは
生活移動動線に影響し
ない。

移動動線は確保されて
おり、競技中も現況と
変わらない。

0 0

OV 選手村

既に公共的な利用がな
されている施設の場所
であり、改変エリアは
生活移動動線に影響し
ない。

セキュリティ対策とし
て施設周辺の交通規制
を強化するため移動動
線の分断が生じる。

移動動線は確保されて
おり、後利用時も生活
移動動線への影響はな
い。

0 -1 0

既に公共的な利用がな
されている施設の場所
であり、改変エリアは
生活移動動線に影響し
ない。

代替ルート等により移
動動線が確保される。

移動動線は確保されて
おり、後利用時も生活
移動動線への影響はな
い。

0 0 0

IBC/MPC
東京ビッグサイト
(IBC/MPC)

既に公共的な利用がな
されている施設の場所
であり、改変エリアは
生活移動動線に影響し
ない。

移動動線は確保されて
おり、競技中も現況と
変わらない。

移動動線は確保されて
おり、後利用時も生活
移動動線への影響はな
い。

0 0 0

既に公共的な利用がな
されている施設の場所
であり、改変エリアは
生活移動動線に影響し
ない。

移動動線は確保されて
おり、競技中も現況と
変わらない。

移動動線は確保されて
おり、後利用時も生活
移動動線への影響はな
い。

0 0 0
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評価指標別予測結果表（生活移動動線の分断又は進展 (ネットワーク化の進展の有無)）

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

1
オリンピックスタジアム
(国立霞ヶ丘競技場)

既に公共的利用がなさ
れている場所であり、
現況と変わらない。

既に公共的利用がなさ
れている場所であり、
現況と変わらない。

開催前から開催後を通
じて現況と変わらな
い。

0 0 0
既に公共的利用がなさ
れている場所であり、
現況と変わらない。

既に公共的利用がなさ
れている場所であり、
現況と変わらない。

開催前から開催後を通
じて現況と変わらな
い。

0 0 0

2 東京体育館
既に公共的利用がなさ
れている場所であり、
現況と変わらない。

既に公共的利用がなさ
れている場所であり、
現況と変わらない。

0 0
既に公共的利用がなさ
れている場所であり、
現況と変わらない。

既に公共的利用がなさ
れている場所であり、
現況と変わらない。

0 0

3 国立代々木競技場
既に公共的利用がなさ
れている場所であり、
現況と変わらない。

既に公共的利用がなさ
れている場所であり、
現況と変わらない。

0 0
既に公共的利用がなさ
れている場所であり、
現況と変わらない。

既に公共的利用がなさ
れている場所であり、
現況と変わらない。

0 0

4 日本武道館
既に公共的利用がなさ
れている場所であり、
現況と変わらない。

既に公共的利用がなさ
れている場所であり、
現況と変わらない。

開催前から開催後を通
じて現況と変わらな
い。

0 0 0
既に公共的利用がなさ
れている場所であり、
現況と変わらない。

既に公共的利用がなさ
れている場所であり、
現況と変わらない。

開催前から開催後を通
じて現況と変わらな
い。

0 0 0

5 皇居外苑
既に公共的利用がなさ
れている場所であり、
現況と変わらない。

既に公共的利用がなさ
れている場所であり、
現況と変わらない。

開催前から開催後を通
じて現況と変わらな
い。

0 0 0
既に公共的利用がなさ
れている場所であり、
現況と変わらない。

既に公共的利用がなさ
れている場所であり、
現況と変わらない。

開催前から開催後を通
じて現況と変わらな
い。

0 0 0

6 東京国際フォーラム
既に公共的利用がなさ
れている場所であり、
現況と変わらない。

既に公共的利用がなさ
れている場所であり、
現況と変わらない。

0 0
既に公共的利用がなさ
れている場所であり、
現況と変わらない。

既に公共的利用がなさ
れている場所であり、
現況と変わらない。

0 0

7 国技館
既に公共的利用がなさ
れている場所であり、
現況と変わらない。

既に公共的利用がなさ
れている場所であり、
現況と変わらない。

0 0
既に公共的利用がなさ
れている場所であり、
現況と変わらない。

既に公共的利用がなさ
れている場所であり、
現況と変わらない。

0 0

8 有明アリーナ
会場周辺は既に道路網
が整備されており、現
状と同等となる。

会場周辺は既に道路網
が整備されており、現
状と同等となる。

会場周辺は既に道路網
が整備されており、現
状と同等となる。

0 0 0
会場周辺は既に道路網
が整備されており、現
状と同等となる。

会場周辺は既に道路網
が整備されており、現
状と同等となる。

会場周辺は既に道路網
が整備されており、現
状と同等となる。

0 0 0

9 有明ＢＭＸコース
会場周辺は既に道路網
が整備されており、現
状と同等となる。

会場周辺は既に道路網
が整備されており、現
状と同等となる。

施設撤去後の後利用が
想定されない。

0 0 －
会場周辺は既に道路網
が整備されており、現
状と同等となる。

会場周辺は既に道路網
が整備されており、現
状と同等となる。

施設撤去後の後利用が
想定されない。

0 0 －

10 有明ベロドローム
会場周辺は既に道路網
が整備されており、現
状と同等となる。

会場周辺は既に道路網
が整備されており、現
状と同等となる。

施設撤去後の後利用が
想定されない。

0 0 －
会場周辺は既に道路網
が整備されており、現
状と同等となる。

会場周辺は既に道路網
が整備されており、現
状と同等となる。

施設撤去後の後利用が
想定されない。

0 0 －

11 有明体操競技場
会場周辺は既に道路網
が整備されており、現
状と同等となる。

会場周辺は既に道路網
が整備されており、現
状と同等となる。

施設撤去後の後利用が
想定されない。

0 0 －
会場周辺は既に道路網
が整備されており、現
状と同等となる。

会場周辺は既に道路網
が整備されており、現
状と同等となる。

施設撤去後の後利用が
想定されない。

0 0 －

12 有明テニスの森
既に公共的利用がなさ
れている場所であり、
現況と変わらない。

既に公共的利用がなさ
れている場所であり、
現況と変わらない。

開催前から開催後を通
じて現況と変わらな
い。

0 0 0
既に公共的利用がなさ
れている場所であり、
現況と変わらない。

既に公共的利用がなさ
れている場所であり、
現況と変わらない。

開催前から開催後を通
じて現況と変わらな
い。

0 0 0

13 お台場海浜公園
既に公共的利用がなさ
れている場所であり、
現況と変わらない。

既に公共的利用がなさ
れている場所であり、
現況と変わらない。

開催前から開催後を通
じて現況と変わらな
い。

0 0 0
既に公共的利用がなさ
れている場所であり、
現況と変わらない。

既に公共的利用がなさ
れている場所であり、
現況と変わらない。

開催前から開催後を通
じて現況と変わらな
い。

0 0 0

14 潮風公園
既に公共的利用がなさ
れている場所であり、
現況と変わらない。

既に公共的利用がなさ
れている場所であり、
現況と変わらない。

開催前から開催後を通
じて現況と変わらな
い。

0 0 0
既に公共的利用がなさ
れている場所であり、
現況と変わらない。

既に公共的利用がなさ
れている場所であり、
現況と変わらない。

開催前から開催後を通
じて現況と変わらな
い。

0 0 0

15～16
東京ビッグサイト・ホール
Ａ、Ｂ

既に公共的利用がなさ
れている場所であり、
現況と変わらない。

既に公共的利用がなさ
れている場所であり、
現況と変わらない。

0 0
既に公共的利用がなさ
れている場所であり、
現況と変わらない。

既に公共的利用がなさ
れている場所であり、
現況と変わらない。

0 0

17 大井ホッケー競技場
既に公共的利用がなさ
れている場所であり、
現況と変わらない。

既に公共的利用がなさ
れている場所であり、
現況と変わらない。

開催前から開催後を通
じて現況と変わらな
い。

0 0 0
既に公共的利用がなさ
れている場所であり、
現況と変わらない。

既に公共的利用がなさ
れている場所であり、
現況と変わらない。

開催前から開催後を通
じて現況と変わらな
い。

0 0 0

18
海の森クロスカントリー
コース

未利用地から競技会場
が整備されることによ
り海の森地区のネット
ワーク化が進展する。

未利用地から競技会場
が整備されることによ
り海の森地区のネット
ワーク化が進展する。

開催後も公用的利用が
なされ、ネットワーク
化の進展が維持され
る。

+1 +1 +1

未利用地から競技会場
が整備されることによ
り海の森地区のネット
ワーク化が進展する。

未利用地から競技会場
が整備されることによ
り海の森地区のネット
ワーク化が進展する。

開催後も公用的利用が
なされ、ネットワーク
化の進展が維持され
る。

+1 +1 +1

19 海の森水上競技場

未利用地から競技会場
が整備されることによ
り海の森地区のネット
ワーク化が進展する。

未利用地から競技会場
が整備されることによ
り海の森地区のネット
ワーク化が進展する。

開催後も公用的利用が
なされ、ネットワーク
化の進展が維持され
る。

+1 +1 +1

未利用地から競技会場
が整備されることによ
り海の森地区のネット
ワーク化が進展する。

未利用地から競技会場
が整備されることによ
り海の森地区のネット
ワーク化が進展する。

開催後も公用的利用が
なされ、ネットワーク
化の進展が維持され
る。

+1 +1 +1

20
海の森マウンテンバイク
コース

未利用地から競技会場
が整備されることによ
り海の森地区のネット
ワーク化が進展する。

未利用地から競技会場
が整備されることによ
り海の森地区のネット
ワーク化が進展する。

開催後の公共的利用は
想定されないため、評
価の対象外とする。

+1 +1 －

未利用地から競技会場
が整備されることによ
り海の森地区のネット
ワーク化が進展する。

未利用地から競技会場
が整備されることによ
り海の森地区のネット
ワーク化が進展する。

開催後の公共的利用は
想定されないため、評
価の対象外とする。

+1 +1 －

21 若洲オリンピックマリーナ
既に公共的利用がなさ
れている場所であり、
現況と変わらない。

既に公共的利用がなさ
れている場所であり、
現況と変わらない。

開催前から開催後を通
じて現況と変わらな
い。

0 0 0
既に公共的利用がなさ
れている場所であり、
現況と変わらない。

既に公共的利用がなさ
れている場所であり、
現況と変わらない。

開催前から開催後を通
じて現況と変わらな
い。

0 0 0

22 葛西臨海公園
既に公共的利用がなさ
れている場所であり、
現況と変わらない。

既に公共的利用がなさ
れている場所であり、
現況と変わらない。

開催前から開催後を通
じて現況と変わらな
い。

0 0 0
既に公共的利用がなさ
れている場所であり、
現況と変わらない。

既に公共的利用がなさ
れている場所であり、
現況と変わらない。

開催前から開催後を通
じて現況と変わらな
い。

0 0 0

23～24
夢の島ユース・プラザ・ア
リーナＡ、Ｂ

既に公共的利用がなさ
れている場所であり、
現況と変わらない。

既に公共的利用がなさ
れている場所であり、
現況と変わらない。

開催前から開催後を通
じて現況と変わらな
い。

0 0 0
既に公共的利用がなさ
れている場所であり、
現況と変わらない。

既に公共的利用がなさ
れている場所であり、
現況と変わらない。

開催前から開催後を通
じて現況と変わらな
い。

0 0 0

25 夢の島公園
既に公共的利用がなさ
れている場所であり、
現況と変わらない。

既に公共的利用がなさ
れている場所であり、
現況と変わらない。

開催前から開催後を通
じて現況と変わらな
い。

0 0 0
既に公共的利用がなさ
れている場所であり、
現況と変わらない。

既に公共的利用がなさ
れている場所であり、
現況と変わらない。

開催前から開催後を通
じて現況と変わらな
い。

0 0 0

26 夢の島競技場
既に公共的利用がなさ
れている場所であり、
現況と変わらない。

既に公共的利用がなさ
れている場所であり、
現況と変わらない。

0 0
既に公共的利用がなさ
れている場所であり、
現況と変わらない。

既に公共的利用がなさ
れている場所であり、
現況と変わらない。

0 0

27～28
オリンピックアクアティク
スセンター
ウォーターポロアリーナ

既に公共的利用がなさ
れている場所であり、
現況と変わらない。

既に公共的利用がなさ
れている場所であり、
現況と変わらない。

開催前から開催後を通
じて現況と変わらな
い。

0 0 0
既に公共的利用がなさ
れている場所であり、
現況と変わらない。

既に公共的利用がなさ
れている場所であり、
現況と変わらない。

開催前から開催後を通
じて現況と変わらな
い。

0 0 0

29
武蔵野の森総合スポーツ施
設

既に公共的利用がなさ
れている場所であり、
現況と変わらない。

既に公共的利用がなさ
れている場所であり、
現況と変わらない。

開催前から開催後を通
じて現況と変わらな
い。

0 0 0
既に公共的利用がなさ
れている場所であり、
現況と変わらない。

既に公共的利用がなさ
れている場所であり、
現況と変わらない。

開催前から開催後を通
じて現況と変わらな
い。

0 0 0

開催前

No. 名称

評価点

開催中 開催後

会場
一次評価

開催後 開催前

段階別影響

開催中

二次評価

段階別影響 評価点

開催前 開催中 開催後 開催前 開催中 開催後
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評価指標別予測結果表（生活移動動線の分断又は進展 (ネットワーク化の進展の有無)）

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

開催前

No. 名称

評価点

開催中 開催後

会場
一次評価

開催後 開催前

段階別影響

開催中

二次評価

段階別影響 評価点

開催前 開催中 開催後 開催前 開催中 開催後

30 東京スタジアム
既に公共的利用がなさ
れている場所であり、
現況と変わらない。

既に公共的利用がなさ
れている場所であり、
現況と変わらない。

0 0
既に公共的利用がなさ
れている場所であり、
現況と変わらない。

既に公共的利用がなさ
れている場所であり、
現況と変わらない。

0 0

31 武蔵野の森公園
既に公共的利用がなさ
れている場所であり、
現況と変わらない。

既に公共的利用がなさ
れている場所であり、
現況と変わらない。

開催前から開催後を通
じて現況と変わらな
い。

0 0 0
既に公共的利用がなさ
れている場所であり、
現況と変わらない。

既に公共的利用がなさ
れている場所であり、
現況と変わらない。

開催前から開催後を通
じて現況と変わらな
い。

0 0 0

32 陸上自衛隊朝霞訓練場
既に公共的利用がなさ
れている場所であり、
現況と変わらない。

既に公共的利用がなさ
れている場所であり、
現況と変わらない。

開催後の公共的利用は
想定されないため、評
価の対象外とする。

0 0 －
既に公共的利用がなさ
れている場所であり、
現況と変わらない。

既に公共的利用がなさ
れている場所であり、
現況と変わらない。

開催後の公共的利用は
想定されないため、評
価の対象外とする。

0 0 －

33 霞ヶ関カンツリー倶楽部
既に公共的利用がなさ
れている場所であり、
現況と変わらない。

既に公共的利用がなさ
れている場所であり、
現況と変わらない。

0 0
既に公共的利用がなさ
れている場所であり、
現況と変わらない。

既に公共的利用がなさ
れている場所であり、
現況と変わらない。

0 0

34 札幌ドーム
既に公共的利用がなさ
れている場所であり、
現況と変わらない。

既に公共的利用がなさ
れている場所であり、
現況と変わらない。

0 0
既に公共的利用がなさ
れている場所であり、
現況と変わらない。

既に公共的利用がなさ
れている場所であり、
現況と変わらない。

0 0

35 宮城スタジアム
既に公共的利用がなさ
れている場所であり、
現況と変わらない。

既に公共的利用がなさ
れている場所であり、
現況と変わらない。

0 0
既に公共的利用がなさ
れている場所であり、
現況と変わらない。

既に公共的利用がなさ
れている場所であり、
現況と変わらない。

0 0

36 埼玉スタジアム2002
既に公共的利用がなさ
れている場所であり、
現況と変わらない。

既に公共的利用がなさ
れている場所であり、
現況と変わらない。

0 0
既に公共的利用がなさ
れている場所であり、
現況と変わらない。

既に公共的利用がなさ
れている場所であり、
現況と変わらない。

0 0

37 横浜国際総合競技場
既に公共的利用がなさ
れている場所であり、
現況と変わらない。

既に公共的利用がなさ
れている場所であり、
現況と変わらない。

0 0
既に公共的利用がなさ
れている場所であり、
現況と変わらない。

既に公共的利用がなさ
れている場所であり、
現況と変わらない。

0 0

OV 選手村
既に公共的利用がなさ
れている場所であり、
現況と変わらない。

既に公共的利用がなさ
れている場所であり、
現況と変わらない。

開催前から開催後を通
じて現況と変わらな
い。

0 0 0
既に公共的利用がなさ
れている場所であり、
現況と変わらない。

既に公共的利用がなさ
れている場所であり、
現況と変わらない。

交通規制の解除、既存
鉄軌道駅の改良により
ネットワーク化の向上
が図られる。

0 0 +1

IBC/MPC
東京ビッグサイト
(IBC/MPC)

既に公共的利用がなさ
れている場所であり、
現況と変わらない。

既に公共的利用がなさ
れている場所であり、
現況と変わらない。

開催前から開催後を通
じて現況と変わらな
い。

0 0 0
既に公共的利用がなさ
れている場所であり、
現況と変わらない。

既に公共的利用がなさ
れている場所であり、
現況と変わらない。

開催前から開催後を通
じて現況と変わらな
い。

0 0 0
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評価指標別予測結果表（民家等の移転）

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

1
オリンピックスタジアム
(国立霞ヶ丘競技場)

改変エリアに民家等が
存在するが大会開催に
伴う強制退去等は生じ
ない。

0

改変エリアに民家等が
存在するが大会開催に
伴う強制退去等は生じ
ない。

0

2 東京体育館
改変エリアに民家等は
存在しない。

0
改変エリアに民家等は
存在しない。

0

3 国立代々木競技場
改変エリアに民家等は
存在しない。

0
改変エリアに民家等は
存在しない。

0

4 日本武道館
改変エリアに民家等は
存在しない。

0
改変エリアに民家等は
存在しない。

0

5 皇居外苑
改変エリアに民家等は
存在しない。

0
改変エリアに民家等は
存在しない。

0

6 東京国際フォーラム
改変エリアに民家等は
存在しない。

0
改変エリアに民家等は
存在しない。

0

7 国技館
改変エリアに民家等は
存在しない。

0
改変エリアに民家等は
存在しない。

0

8 有明アリーナ
改変エリアに民家等は
存在しない。

0
改変エリアに民家等は
存在しない。

0

9 有明ＢＭＸコース
改変エリアに民家等は
存在しない。

0
改変エリアに民家等は
存在しない。

0

10 有明ベロドローム
改変エリアに民家等は
存在しない。

0
改変エリアに民家等は
存在しない。

0

11 有明体操競技場
改変エリアに民家等は
存在しない。

0
改変エリアに民家等は
存在しない。

0

12 有明テニスの森
改変エリアに民家等は
存在しない。

0
改変エリアに民家等は
存在しない。

0

13 お台場海浜公園
改変エリアに民家等は
存在しない。

0
改変エリアに民家等は
存在しない。

0

14 潮風公園
改変エリアに民家等は
存在しない。

0
改変エリアに民家等は
存在しない。

0

15～16
東京ビッグサイト・ホール
Ａ、Ｂ

改変エリアに民家等は
存在しない。

0
改変エリアに民家等は
存在しない。

0

17 大井ホッケー競技場
改変エリアに民家等は
存在しない。

0
改変エリアに民家等は
存在しない。

0

18
海の森クロスカントリー
コース

改変エリアに民家等は
存在しない。

0
改変エリアに民家等は
存在しない。

0

19 海の森水上競技場
改変エリアに民家等は
存在しない。

0
改変エリアに民家等は
存在しない。

0

20
海の森マウンテンバイク
コース

改変エリアに民家等は
存在しない。

0
改変エリアに民家等は
存在しない。

0

21 若洲オリンピックマリーナ
改変エリアに民家等は
存在しない。

0
改変エリアに民家等は
存在しない。

0

22 葛西臨海公園
改変エリアに民家等は
存在しない。

0
改変エリアに民家等は
存在しない。

0

23～24
夢の島ユース・プラザ・ア
リーナＡ、Ｂ

改変エリアに存在する
福祉施設は老朽化等に
より大会開催によらず
統廃合を検討してい
る。

0

改変エリアに存在する
福祉施設は老朽化等に
より大会開催によらず
統廃合を検討してい
る。

0

25 夢の島公園
改変エリアに民家等は
存在しない。

0
改変エリアに民家等は
存在しない。

0

26 夢の島競技場
改変エリアに民家等は
存在しない。

0
改変エリアに民家等は
存在しない。

0

27～28
オリンピックアクアティク
スセンター
ウォーターポロアリーナ

改変エリアに民家等は
存在しない。

0
改変エリアに民家等は
存在しない。

0

29
武蔵野の森総合スポーツ施
設

改変エリアに民家等は
存在しない。

0
改変エリアに民家等は
存在しない。

0

30 東京スタジアム
改変エリアに民家等は
存在しない。

0
改変エリアに民家等は
存在しない。

0

31 武蔵野の森公園
改変エリアに民家等は
存在しない。

0
改変エリアに民家等は
存在しない。

0

32 陸上自衛隊朝霞訓練場
改変エリアに民家等は
存在しない。

0
改変エリアに民家等は
存在しない。

0

開催中 開催後開催後

No.

二次評価

段階別影響 評価点

開催前 開催中 開催後 開催前開催中

名称

会場
段階別影響

開催中開催前

一次評価

開催後 開催前

評価点
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評価指標別予測結果表（民家等の移転）

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

開催中 開催後開催後

No.

二次評価

段階別影響 評価点

開催前 開催中 開催後 開催前開催中

名称

会場
段階別影響

開催中開催前

一次評価

開催後 開催前

評価点

33 霞ヶ関カンツリー倶楽部
改変エリアに民家等は
存在しない。

0
改変エリアに民家等は
存在しない。

0

34 札幌ドーム
改変エリアに民家等は
存在しない。

0
改変エリアに民家等は
存在しない。

0

35 宮城スタジアム
改変エリアに民家等は
存在しない。

0
改変エリアに民家等は
存在しない。

0

36 埼玉スタジアム2002
改変エリアに民家等は
存在しない。

0
改変エリアに民家等は
存在しない。

0

37 横浜国際総合競技場
改変エリアに民家等は
存在しない。

0
改変エリアに民家等は
存在しない。

0

OV 選手村

改変エリアに民家等が
存在するが大会開催に
伴う強制退去等は生じ
ない。

0

改変エリアに民家等が
存在するが大会開催に
伴う強制退去等は生じ
ない。

0

IBC/MPC
東京ビッグサイト
(IBC/MPC)

改変エリアに民家等は
存在しない。

0
改変エリアに民家等は
存在しない。

0

4－71



評価指標別予測結果表（アクセス性）

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

1
オリンピックスタジアム
(国立霞ヶ丘競技場)

アクセス性向上の対策
が無く現況と同様のア
クセス性である。

アクセス性向上の対策
が無く現況と同様のア
クセス性である。

0 0
歩行者デッキによるア
クセス性の向上。

歩行者デッキによるア
クセス性の向上が継続
される。

+1 +1

2 東京体育館
アクセス性向上の対策
が無く現況と同様のア
クセス性である。

アクセス性向上の対策
が無く現況と同様のア
クセス性である。

0 0
アクセス性向上の対策
が無く現況と同様のア
クセス性である。

アクセス性向上の対策
が無く現況と同様のア
クセス性である。

0 0

3 国立代々木競技場
アクセス性向上の対策
が無く現況と同様のア
クセス性である。

アクセス性向上の対策
が無く現況と同様のア
クセス性である。

0 0
歩行者デッキによるア
クセス性の向上。

歩行者デッキによるア
クセス性の向上が継続
される。

+1 +1

4 日本武道館
アクセス性向上の対策
が無く現況と同様のア
クセス性である。

アクセス性向上の対策
が無く現況と同様のア
クセス性である。

0 0
アクセス性向上の対策
が無く現況と同様のア
クセス性である。

アクセス性向上の対策
が無く現況と同様のア
クセス性である。

0 0

5 皇居外苑
アクセス性向上の対策
が無く現況と同様のア
クセス性である。

アクセス性向上の対策
が無く現況と同様のア
クセス性である。

0 0
アクセス性向上の対策
が無く現況と同様のア
クセス性である。

アクセス性向上の対策
が無く現況と同様のア
クセス性である。

0 0

6 東京国際フォーラム
アクセス性向上の対策
が無く現況と同様のア
クセス性である。

アクセス性向上の対策
が無く現況と同様のア
クセス性である。

0 0
アクセス性向上の対策
が無く現況と同様のア
クセス性である。

アクセス性向上の対策
が無く現況と同様のア
クセス性である。

0 0

7 国技館
アクセス性向上の対策
が無く現況と同様のア
クセス性である。

アクセス性向上の対策
が無く現況と同様のア
クセス性である。

0 0
アクセス性向上の対策
が無く現況と同様のア
クセス性である。

アクセス性向上の対策
が無く現況と同様のア
クセス性である。

0 0

8 有明アリーナ
アクセス性向上の対策
が無く現況と同様のア
クセス性である。

アクセス性向上の対策
が無く現況と同様のア
クセス性である。

0 0
来場者用の歩行者通路
の設置によりアクセス
性が向上する。

来場者用の歩行者通路
の設置によるアクセス
性向上が維持される。

+1 +1

9 有明ＢＭＸコース
アクセス性向上の対策
が無く現況と同様のア
クセス性である。

後利用時には未利用地
となる。

0 －
来場者用の歩行者通路
の設置によりアクセス
性が向上する。

後利用時には未利用地
となる。

+1 －

10 有明ベロドローム
アクセス性向上の対策
が無く現況と同様のア
クセス性である。

後利用時には未利用地
となる。

0 －
来場者用の歩行者通路
の設置によりアクセス
性が向上する。

後利用時には未利用地
となる。

+1 －

11 有明体操競技場
アクセス性向上の対策
が無く現況と同様のア
クセス性である。

後利用時には未利用地
となる。

0 －
来場者用の歩行者通路
の設置によりアクセス
性が向上する。

後利用時には未利用地
となる。

+1 －

12 有明テニスの森
アクセス性向上の対策
が無く現況と同様のア
クセス性である。

アクセス性向上の対策
が無く現況と同様のア
クセス性である。

0 0
歩行者デッキによるア
クセス性の向上。

仮設の歩行者デッキの
撤去により、現状と同
程度のアクセス性とな
る。

+1 0

13 お台場海浜公園
アクセス性向上の対策
が無く現況と同様のア
クセス性である。

アクセス性向上の対策
が無く現況と同様のア
クセス性である。

0 0
アクセス性向上の対策
が無く現況と同様のア
クセス性である。

アクセス性向上の対策
が無く現況と同様のア
クセス性である。

0 0

14 潮風公園
アクセス性向上の対策
が無く現況と同様のア
クセス性である。

アクセス性向上の対策
が無く現況と同様のア
クセス性である。

0 0
アクセス性向上の対策
が無く現況と同様のア
クセス性である。

アクセス性向上の対策
が無く現況と同様のア
クセス性である。

0 0

15～16
東京ビッグサイト・ホール
Ａ、Ｂ

アクセス性向上の対策
が無く現況と同様のア
クセス性である。

アクセス性向上の対策
が無く現況と同様のア
クセス性である。

0 0
アクセス性向上の対策
が無く現況と同様のア
クセス性である。

アクセス性向上の対策
が無く現況と同様のア
クセス性である。

0 0

17 大井ホッケー競技場
アクセス性向上の対策
が無く現況と同様のア
クセス性である。

アクセス性向上の対策
が無く現況と同様のア
クセス性である。

0 0
アクセス性向上の対策
が無く現況と同様のア
クセス性である。

アクセス性向上の対策
が無く現況と同様のア
クセス性である。

0 0

18
海の森クロスカントリー
コース

バス等により公共交通
機関からのアクセス性
は確保されると想定。

バス等により公共交通
機関からのアクセス性
は確保されると想定。

0 0
バス等により公共交通
機関からのアクセス性
は確保されると想定。

バス等により公共交通
機関からのアクセス性
は確保されると想定。

0 0

19 海の森水上競技場
バス等により公共交通
機関からのアクセス性
は確保されると想定。

バス等により公共交通
機関からのアクセス性
は確保されると想定。

0 0
バス等により公共交通
機関からのアクセス性
は確保されると想定。

バス等により公共交通
機関からのアクセス性
は確保されると想定。

0 0

20
海の森マウンテンバイク
コース

バス等により公共交通
機関からのアクセス性
は確保されると想定。

後利用時には未利用地
となる。

0 －
バス等により公共交通
機関からのアクセス性
は確保されると想定。

後利用時には未利用地
となる。

0 －

21 若洲オリンピックマリーナ
アクセス性向上の対策
が無く現況と同様のア
クセス性である。

アクセス性向上の対策
が無く現況と同様のア
クセス性である。

0 0
アクセス性向上の対策
が無く現況と同様のア
クセス性である。

アクセス性向上の対策
が無く現況と同様のア
クセス性である。

0 0

22 葛西臨海公園
アクセス性向上の対策
が無く現況と同様のア
クセス性である。

アクセス性向上の対策
が無く現況と同様のア
クセス性である。

0 0
アクセス性向上の対策
が無く現況と同様のア
クセス性である。

アクセス性向上の対策
が無く現況と同様のア
クセス性である。

0 0

23～24
夢の島ユース・プラザ・ア
リーナＡ、Ｂ

新木場駅への観戦客の
集中によるアクセス性
低下

アクセス性向上の対策
が無く現況と同様のア
クセス性である。

-1 0
歩行者デッキによるア
クセス性の向上。

歩行者デッキによるア
クセス性の向上が継続
される。

+1 +1

25 夢の島公園
新木場駅への観戦客の
集中によるアクセス性
低下

アクセス性向上の対策
が無く現況と同様のア
クセス性である。

-1 0
歩行者デッキによるア
クセス性の向上。

歩行者デッキによるア
クセス性の向上が継続
される。

+1 +1

26 夢の島競技場
新木場駅への観戦客の
集中によるアクセス性
低下

アクセス性向上の対策
が無く現況と同様のア
クセス性である。

-1 0
歩行者デッキによるア
クセス性の向上。

歩行者デッキによるア
クセス性の向上が継続
される。

+1 +1

27～28
オリンピックアクアティク
スセンター
ウォーターポロアリーナ

アクセス性向上の対策
が無く現況と同様のア
クセス性である。

アクセス性向上の対策
が無く現況と同様のア
クセス性である。

0 0
歩行者デッキによるア
クセス性の向上。

歩行者デッキによるア
クセス性の向上が継続
される。

+1 +1

29
武蔵野の森総合スポーツ施
設

アクセス性向上の対策
が無く現況と同様のア
クセス性である。

アクセス性向上の対策
が無く現況と同様のア
クセス性である。

0 0
アクセス性向上の対策
が無く現況と同様のア
クセス性である。

アクセス性向上の対策
が無く現況と同様のア
クセス性である。

0 0

30 東京スタジアム
アクセス性向上の対策
が無く現況と同様のア
クセス性である。

アクセス性向上の対策
が無く現況と同様のア
クセス性である。

0 0
アクセス性向上の対策
が無く現況と同様のア
クセス性である。

アクセス性向上の対策
が無く現況と同様のア
クセス性である。

0 0

開催中 開催後開催後

No.

二次評価

段階別影響 評価点

開催前 開催中 開催後 開催前開催中

名称

会場
段階別影響

開催中開催前

一次評価

開催後 開催前

評価点
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評価指標別予測結果表（アクセス性）

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

開催中 開催後開催後

No.

二次評価

段階別影響 評価点

開催前 開催中 開催後 開催前開催中

名称

会場
段階別影響

開催中開催前

一次評価

開催後 開催前

評価点

31 武蔵野の森公園
アクセス性向上の対策
が無く現況と同様のア
クセス性である。

アクセス性向上の対策
が無く現況と同様のア
クセス性である。

0 0
アクセス性向上の対策
が無く現況と同様のア
クセス性である。

アクセス性向上の対策
が無く現況と同様のア
クセス性である。

0 0

32 陸上自衛隊朝霞訓練場
アクセス性向上の対策
が無く現況と同様のア
クセス性である。

後利用時の公共利用が
想定されない。

0 －
アクセス性向上の対策
が無く現況と同様のア
クセス性である。

後利用時の公共利用が
想定されない。

0 －

33 霞ヶ関カンツリー倶楽部
アクセス性向上の対策
が無く現況と同様のア
クセス性である。

アクセス性向上の対策
が無く現況と同様のア
クセス性である。

0 0
アクセス性向上の対策
が無く現況と同様のア
クセス性である。

アクセス性向上の対策
が無く現況と同様のア
クセス性である。

0 0

34 札幌ドーム
アクセス性向上の対策
が無く現況と同様のア
クセス性である。

アクセス性向上の対策
が無く現況と同様のア
クセス性である。

0 0
アクセス性向上の対策
が無く現況と同様のア
クセス性である。

アクセス性向上の対策
が無く現況と同様のア
クセス性である。

0 0

35 宮城スタジアム
アクセス性向上の対策
が無く現況と同様のア
クセス性である。

アクセス性向上の対策
が無く現況と同様のア
クセス性である。

0 0
アクセス性向上の対策
が無く現況と同様のア
クセス性である。

アクセス性向上の対策
が無く現況と同様のア
クセス性である。

0 0

36 埼玉スタジアム2002
アクセス性向上の対策
が無く現況と同様のア
クセス性である。

アクセス性向上の対策
が無く現況と同様のア
クセス性である。

0 0
アクセス性向上の対策
が無く現況と同様のア
クセス性である。

アクセス性向上の対策
が無く現況と同様のア
クセス性である。

0 0

37 横浜国際総合競技場
アクセス性向上の対策
が無く現況と同様のア
クセス性である。

アクセス性向上の対策
が無く現況と同様のア
クセス性である。

0 0
アクセス性向上の対策
が無く現況と同様のア
クセス性である。

アクセス性向上の対策
が無く現況と同様のア
クセス性である。

0 0

OV 選手村
アクセス性向上の対策
が無く現況と同様のア
クセス性である。

アクセス性向上の対策
が無く現況と同様のア
クセス性である。

0 0
既存駅の改良等による
アクセス性の向上。

既存駅の改良等による
アクセス性の向上が継
続される。

+1 +1

IBC/MPC
東京ビッグサイト
(IBC/MPC)

アクセス性向上の対策
が無く現況と同様のア
クセス性である。

アクセス性向上の対策
が無く現況と同様のア
クセス性である。

0 0
アクセス性向上の対策
が無く現況と同様のア
クセス性である。

アクセス性向上の対策
が無く現況と同様のア
クセス性である。

0 0
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評価指標別予測結果表（交通安全）

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

1
オリンピックスタジアム
(国立霞ヶ丘競技場)

現状でも対策は十分に
なされており、工事に
伴う歩車動線の未分離
区間は発生しない。

競技の実施による影響
に含め、評価の対象外
とする。

現状において歩車動線
は分離されており、開
催中も維持される。

現状でも対策は十分に
なされており、工事に
伴う歩車動線の未分離
区間は発生しない。

現状において歩車動線
は分離されており、後
利用時にも維持され
る。

0 － 0 0 0

現状でも対策は十分に
なされており、工事に
伴う歩車動線の未分離
区間は発生しない。

競技の実施による影響
に含め、評価の対象外
とする。

現状において歩車動線
は分離されており、開
催中も維持される。

現状でも対策は十分に
なされており、工事に
伴う歩車動線の未分離
区間は発生しない。

現状において歩車動線
は分離されており、後
利用時にも維持され
る。

0 － 0 0 0

2 東京体育館

現状でも対策は十分に
なされており、工事に
伴う歩車動線の未分離
区間は発生しない。

競技の実施による影響
に含め、評価の対象外
とする。

現状において歩車動線
は分離されており、開
催中も維持される。

現状でも対策は十分に
なされており、工事に
伴う歩車動線の未分離
区間は発生しない。

現状において歩車動線
は分離されており、後
利用時にも維持され
る。

0 － 0 0 0

現状でも対策は十分に
なされており、工事に
伴う歩車動線の未分離
区間は発生しない。

競技の実施による影響
に含め、評価の対象外
とする。

現状において歩車動線
は分離されており、開
催中も維持される。

現状でも対策は十分に
なされており、工事に
伴う歩車動線の未分離
区間は発生しない。

現状において歩車動線
は分離されており、後
利用時にも維持され
る。

0 － 0 0 0

3 国立代々木競技場

現状でも対策は十分に
なされており、工事に
伴う歩車動線の未分離
区間は発生しない。

競技の実施による影響
に含め、評価の対象外
とする。

現状において歩車動線
は分離されており、開
催中も維持される。

現状でも対策は十分に
なされており、工事に
伴う歩車動線の未分離
区間は発生しない。

現状において歩車動線
は分離されており、後
利用時にも維持され
る。

0 － 0 0 0

現状でも対策は十分に
なされており、工事に
伴う歩車動線の未分離
区間は発生しない。

競技の実施による影響
に含め、評価の対象外
とする。

現状において歩車動線
は分離されており、開
催中も維持される。

現状でも対策は十分に
なされており、工事に
伴う歩車動線の未分離
区間は発生しない。

現状において歩車動線
は分離されており、後
利用時にも維持され
る。

0 － 0 0 0

4 日本武道館

現状でも対策は十分に
なされており、工事に
伴う歩車動線の未分離
区間は発生しない。

競技の実施による影響
に含め、評価の対象外
とする。

現状において歩車動線
は分離されており、開
催中も維持される。

現状でも対策は十分に
なされており、工事に
伴う歩車動線の未分離
区間は発生しない。

現状において歩車動線
は分離されており、後
利用時にも維持され
る。

0 － 0 0 0

現状でも対策は十分に
なされており、工事に
伴う歩車動線の未分離
区間は発生しない。

競技の実施による影響
に含め、評価の対象外
とする。

現状において歩車動線
は分離されており、開
催中も維持される。

現状でも対策は十分に
なされており、工事に
伴う歩車動線の未分離
区間は発生しない。

現状において歩車動線
は分離されており、後
利用時にも維持され
る。

0 － 0 0 0

5 皇居外苑

現状でも対策は十分に
なされており、工事に
伴う歩車動線の未分離
区間は発生しない。

競技の実施による影響
に含め、評価の対象外
とする。

現状において歩車動線
は分離されており、開
催中も維持される。

現状でも対策は十分に
なされており、工事に
伴う歩車動線の未分離
区間は発生しない。

現状において歩車動線
は分離されており、後
利用時にも維持され
る。

0 － 0 0 0

現状でも対策は十分に
なされており、工事に
伴う歩車動線の未分離
区間は発生しない。

競技の実施による影響
に含め、評価の対象外
とする。

現状において歩車動線
は分離されており、開
催中も維持される。

現状でも対策は十分に
なされており、工事に
伴う歩車動線の未分離
区間は発生しない。

現状において歩車動線
は分離されており、後
利用時にも維持され
る。

0 － 0 0 0

6 東京国際フォーラム

現状でも対策は十分に
なされており、工事に
伴う歩車動線の未分離
区間は発生しない。

競技の実施による影響
に含め、評価の対象外
とする。

現状において歩車動線
は分離されており、開
催中も維持される。

現状でも対策は十分に
なされており、工事に
伴う歩車動線の未分離
区間は発生しない。

現状において歩車動線
は分離されており、後
利用時にも維持され
る。

0 － 0 0 0

現状でも対策は十分に
なされており、工事に
伴う歩車動線の未分離
区間は発生しない。

競技の実施による影響
に含め、評価の対象外
とする。

現状において歩車動線
は分離されており、開
催中も維持される。

現状でも対策は十分に
なされており、工事に
伴う歩車動線の未分離
区間は発生しない。

現状において歩車動線
は分離されており、後
利用時にも維持され
る。

0 － 0 0 0

7 国技館

現状でも対策は十分に
なされており、工事に
伴う歩車動線の未分離
区間は発生しない。

競技の実施による影響
に含め、評価の対象外
とする。

現状において歩車動線
は分離されており、開
催中も維持される。

現状でも対策は十分に
なされており、工事に
伴う歩車動線の未分離
区間は発生しない。

現状において歩車動線
は分離されており、後
利用時にも維持され
る。

0 － 0 0 0

現状でも対策は十分に
なされており、工事に
伴う歩車動線の未分離
区間は発生しない。

競技の実施による影響
に含め、評価の対象外
とする。

現状において歩車動線
は分離されており、開
催中も維持される。

現状でも対策は十分に
なされており、工事に
伴う歩車動線の未分離
区間は発生しない。

現状において歩車動線
は分離されており、後
利用時にも維持され
る。

0 － 0 0 0

8 有明アリーナ

現状でも対策は十分に
なされており、工事に
伴う歩車動線の未分離
区間は発生しない。

競技の実施による影響
に含め、評価の対象外
とする。

現状において歩車動線
は分離されており、開
催中も維持される。

現状でも対策は十分に
なされており、工事に
伴う歩車動線の未分離
区間は発生しない。

現状において歩車動線
は分離されており、後
利用時にも維持され
る。

0 － 0 0 0

現状でも対策は十分に
なされており、工事に
伴う歩車動線の未分離
区間は発生しない。

競技の実施による影響
に含め、評価の対象外
とする。

現状において歩車動線
は分離されており、開
催中も維持される。

現状でも対策は十分に
なされており、工事に
伴う歩車動線の未分離
区間は発生しない。

現状において歩車動線
は分離されており、後
利用時にも維持され
る。

0 － 0 0 0

9 有明ＢＭＸコース

現状でも対策は十分に
なされており、工事に
伴う歩車動線の未分離
区間は発生しない。

競技の実施による影響
に含め、評価の対象外
とする。

現状において歩車動線
は分離されており、開
催中も維持される。

現状でも対策は十分に
なされており、工事に
伴う歩車動線の未分離
区間は発生しない。

後利用時の公共利用が
想定されない。

0 － 0 0 －

現状でも対策は十分に
なされており、工事に
伴う歩車動線の未分離
区間は発生しない。

競技の実施による影響
に含め、評価の対象外
とする。

現状において歩車動線
は分離されており、開
催中も維持される。

現状でも対策は十分に
なされており、工事に
伴う歩車動線の未分離
区間は発生しない。

後利用時の公共利用が
想定されない。

0 － 0 0 －

10 有明ベロドローム

現状でも対策は十分に
なされており、工事に
伴う歩車動線の未分離
区間は発生しない。

競技の実施による影響
に含め、評価の対象外
とする。

現状において歩車動線
は分離されており、開
催中も維持される。

現状でも対策は十分に
なされており、工事に
伴う歩車動線の未分離
区間は発生しない。

後利用時の公共利用が
想定されない。

0 － 0 0 －

現状でも対策は十分に
なされており、工事に
伴う歩車動線の未分離
区間は発生しない。

競技の実施による影響
に含め、評価の対象外
とする。

現状において歩車動線
は分離されており、開
催中も維持される。

現状でも対策は十分に
なされており、工事に
伴う歩車動線の未分離
区間は発生しない。

後利用時の公共利用が
想定されない。

0 － 0 0 －

11 有明体操競技場

現状でも対策は十分に
なされており、工事に
伴う歩車動線の未分離
区間は発生しない。

競技の実施による影響
に含め、評価の対象外
とする。

現状において歩車動線
は分離されており、開
催中も維持される。

現状でも対策は十分に
なされており、工事に
伴う歩車動線の未分離
区間は発生しない。

後利用時の公共利用が
想定されない。

0 － 0 0 －

現状でも対策は十分に
なされており、工事に
伴う歩車動線の未分離
区間は発生しない。

競技の実施による影響
に含め、評価の対象外
とする。

現状において歩車動線
は分離されており、開
催中も維持される。

現状でも対策は十分に
なされており、工事に
伴う歩車動線の未分離
区間は発生しない。

後利用時の公共利用が
想定されない。

0 － 0 0 －

12 有明テニスの森

現状でも対策は十分に
なされており、工事に
伴う歩車動線の未分離
区間は発生しない。

競技の実施による影響
に含め、評価の対象外
とする。

現状において歩車動線
は分離されており、開
催中も維持される。

現状でも対策は十分に
なされており、工事に
伴う歩車動線の未分離
区間は発生しない。

現状において歩車動線
は分離されており、後
利用時にも維持され
る。

0 － 0 0 0

現状でも対策は十分に
なされており、工事に
伴う歩車動線の未分離
区間は発生しない。

競技の実施による影響
に含め、評価の対象外
とする。

現状において歩車動線
は分離されており、開
催中も維持される。

現状でも対策は十分に
なされており、工事に
伴う歩車動線の未分離
区間は発生しない。

現状において歩車動線
は分離されており、後
利用時にも維持され
る。

0 － 0 0 0

13 お台場海浜公園

現状でも対策は十分に
なされており、工事に
伴う歩車動線の未分離
区間は発生しない。

競技の実施による影響
に含め、評価の対象外
とする。

現状において歩車動線
は分離されており、開
催中も維持される。

現状でも対策は十分に
なされており、工事に
伴う歩車動線の未分離
区間は発生しない。

現状において歩車動線
は分離されており、後
利用時にも維持され
る。

0 － 0 0 0

現状でも対策は十分に
なされており、工事に
伴う歩車動線の未分離
区間は発生しない。

競技の実施による影響
に含め、評価の対象外
とする。

現状において歩車動線
は分離されており、開
催中も維持される。

現状でも対策は十分に
なされており、工事に
伴う歩車動線の未分離
区間は発生しない。

現状において歩車動線
は分離されており、後
利用時にも維持され
る。

0 － 0 0 0

14 潮風公園

現状でも対策は十分に
なされており、工事に
伴う歩車動線の未分離
区間は発生しない。

競技の実施による影響
に含め、評価の対象外
とする。

現状において歩車動線
は分離されており、開
催中も維持される。

現状でも対策は十分に
なされており、工事に
伴う歩車動線の未分離
区間は発生しない。

現状において歩車動線
は分離されており、後
利用時にも維持され
る。

0 － 0 0 0

現状でも対策は十分に
なされており、工事に
伴う歩車動線の未分離
区間は発生しない。

競技の実施による影響
に含め、評価の対象外
とする。

現状において歩車動線
は分離されており、開
催中も維持される。

現状でも対策は十分に
なされており、工事に
伴う歩車動線の未分離
区間は発生しない。

現状において歩車動線
は分離されており、後
利用時にも維持され
る。

0 － 0 0 0

15～16
東京ビッグサイト・ホール
Ａ、Ｂ

現状でも対策は十分に
なされており、工事に
伴う歩車動線の未分離
区間は発生しない。

競技の実施による影響
に含め、評価の対象外
とする。

現状において歩車動線
は分離されており、開
催中も維持される。

現状でも対策は十分に
なされており、工事に
伴う歩車動線の未分離
区間は発生しない。

現状において歩車動線
は分離されており、後
利用時にも維持され
る。

0 － 0 0 0

現状でも対策は十分に
なされており、工事に
伴う歩車動線の未分離
区間は発生しない。

競技の実施による影響
に含め、評価の対象外
とする。

現状において歩車動線
は分離されており、開
催中も維持される。

現状でも対策は十分に
なされており、工事に
伴う歩車動線の未分離
区間は発生しない。

現状において歩車動線
は分離されており、後
利用時にも維持され
る。

0 － 0 0 0

17 大井ホッケー競技場

現状でも対策は十分に
なされており、工事に
伴う歩車動線の未分離
区間は発生しない。

競技の実施による影響
に含め、評価の対象外
とする。

現状において歩車動線
は分離されており、開
催中も維持される。

現状でも対策は十分に
なされており、工事に
伴う歩車動線の未分離
区間は発生しない。

現状において歩車動線
は分離されており、後
利用時にも維持され
る。

0 － 0 0 0

現状でも対策は十分に
なされており、工事に
伴う歩車動線の未分離
区間は発生しない。

競技の実施による影響
に含め、評価の対象外
とする。

現状において歩車動線
は分離されており、開
催中も維持される。

現状でも対策は十分に
なされており、工事に
伴う歩車動線の未分離
区間は発生しない。

現状において歩車動線
は分離されており、後
利用時にも維持され
る。

0 － 0 0 0

18
海の森クロスカントリー
コース

工事区域周辺の歩行者
等が想定されないため
評価の対象外とする。

競技の実施による影響
に含め、評価の対象外
とする。

歩車動線は分離され、
交通安全上問題ないよ
うに計画される。

現状でも対策は十分に
なされており、工事に
伴う歩車動線の未分離
区間は発生しない。

開催後においても開催
中と同様に歩車道分離
が維持される。

－ － 0 0 0
工事区域周辺の歩行者
等が想定されないため
評価の対象外とする。

競技の実施による影響
に含め、評価の対象外
とする。

歩車動線は分離され、
交通安全上問題ないよ
うに計画される。

現状でも対策は十分に
なされており、工事に
伴う歩車動線の未分離
区間は発生しない。

開催後においても開催
中と同様に歩車道分離
が維持される。

－ － 0 0 0

19 海の森水上競技場
工事区域周辺の歩行者
等が想定されないため
評価の対象外とする。

競技の実施による影響
に含め、評価の対象外
とする。

歩車動線は分離され、
交通安全上問題ないよ
うに計画される。

現状でも対策は十分に
なされており、工事に
伴う歩車動線の未分離
区間は発生しない。

開催後においても開催
中と同様に歩車道分離
が維持される。

－ － 0 0 0
工事区域周辺の歩行者
等が想定されないため
評価の対象外とする。

競技の実施による影響
に含め、評価の対象外
とする。

歩車動線は分離され、
交通安全上問題ないよ
うに計画される。

現状でも対策は十分に
なされており、工事に
伴う歩車動線の未分離
区間は発生しない。

開催後においても開催
中と同様に歩車道分離
が維持される。

－ － 0 0 0

20
海の森マウンテンバイク
コース

工事区域周辺の歩行者
等が想定されないため
評価の対象外とする。

競技の実施による影響
に含め、評価の対象外
とする。

歩車動線は分離され、
交通安全上問題ないよ
うに計画される。

工事区域周辺の歩行者
等が想定されないため
評価の対象外とする。

後利用時の周辺の公共
利用が想定されないた
め評価の対象外とす
る。

－ － 0 － －
工事区域周辺の歩行者
等が想定されないため
評価の対象外とする。

競技の実施による影響
に含め、評価の対象外
とする。

歩車動線は分離され、
交通安全上問題ないよ
うに計画される。

工事区域周辺の歩行者
等が想定されないため
評価の対象外とする。

後利用時の周辺の公共
利用が想定されないた
め評価の対象外とす
る。

－ － 0 － －

21 若洲オリンピックマリーナ

現状でも対策は十分に
なされており、工事に
伴う歩車動線の未分離
区間は発生しない。

競技の実施による影響
に含め、評価の対象外
とする。

歩車動線は分離され、
交通安全上問題ないよ
うに計画される。

現状でも対策は十分に
なされており、工事に
伴う歩車動線の未分離
区間は発生しない。

現状において歩車動線
は分離されており、後
利用時にも維持され
る。

0 － 0 0 0

現状でも対策は十分に
なされており、工事に
伴う歩車動線の未分離
区間は発生しない。

競技の実施による影響
に含め、評価の対象外
とする。

歩車動線は分離され、
交通安全上問題ないよ
うに計画される。

現状でも対策は十分に
なされており、工事に
伴う歩車動線の未分離
区間は発生しない。

現状において歩車動線
は分離されており、後
利用時にも維持され
る。

0 － 0 0 0

22 葛西臨海公園

現状でも対策は十分に
なされており、工事に
伴う歩車動線の未分離
区間は発生しない。

競技の実施による影響
に含め、評価の対象外
とする。

歩車動線は分離され、
交通安全上問題ないよ
うに計画される。

現状でも対策は十分に
なされており、工事に
伴う歩車動線の未分離
区間は発生しない。

現状において歩車動線
は分離されており、後
利用時にも維持され
る。

0 － 0 0 0

現状でも対策は十分に
なされており、工事に
伴う歩車動線の未分離
区間は発生しない。

競技の実施による影響
に含め、評価の対象外
とする。

歩車動線は分離され、
交通安全上問題ないよ
うに計画される。

現状でも対策は十分に
なされており、工事に
伴う歩車動線の未分離
区間は発生しない。

現状において歩車動線
は分離されており、後
利用時にも維持され
る。

0 － 0 0 0

開催中 開催後開催後

No.

二次評価

段階別影響 評価点

開催前 開催中 開催後 開催前開催中

名称

会場
段階別影響

開催中開催前

一次評価

開催後 開催前

評価点
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工事
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招致等
の影響
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開催中開催前

一次評価

開催後 開催前

評価点

23～24
夢の島ユース・プラザ・ア
リーナＡ、Ｂ

現状でも対策は十分に
なされており、工事に
伴う歩車動線の未分離
区間は発生しない。

競技の実施による影響
に含め、評価の対象外
とする。

現状において歩車動線
は分離されており、開
催中も維持される。

現状でも対策は十分に
なされており、工事に
伴う歩車動線の未分離
区間は発生しない。

現状において歩車動線
は分離されており、後
利用時にも維持され
る。

0 － 0 0 0

現状でも対策は十分に
なされており、工事に
伴う歩車動線の未分離
区間は発生しない。

競技の実施による影響
に含め、評価の対象外
とする。

歩行者デッキにより新
木場駅方面からの歩行
者の安全性がさらに向
上される。

現状でも対策は十分に
なされており、工事に
伴う歩車動線の未分離
区間は発生しない。

歩行者デッキにより新
木場駅方面からの歩行
者の安全性がさらに向
上される。

0 － +1 0 +1

25 夢の島公園

現状でも対策は十分に
なされており、工事に
伴う歩車動線の未分離
区間は発生しない。

競技の実施による影響
に含め、評価の対象外
とする。

現状において歩車動線
は分離されており、開
催中も維持される。

現状でも対策は十分に
なされており、工事に
伴う歩車動線の未分離
区間は発生しない。

現状において歩車動線
は分離されており、後
利用時にも維持され
る。

0 － 0 0 0

現状でも対策は十分に
なされており、工事に
伴う歩車動線の未分離
区間は発生しない。

競技の実施による影響
に含め、評価の対象外
とする。

歩行者デッキにより新
木場駅方面からの歩行
者の安全性がさらに向
上される。

現状でも対策は十分に
なされており、工事に
伴う歩車動線の未分離
区間は発生しない。

歩行者デッキにより新
木場駅方面からの歩行
者の安全性がさらに向
上される。

0 － +1 0 +1

26 夢の島競技場

現状でも対策は十分に
なされており、工事に
伴う歩車動線の未分離
区間は発生しない。

競技の実施による影響
に含め、評価の対象外
とする。

現状において歩車動線
は分離されており、開
催中も維持される。

現状でも対策は十分に
なされており、工事に
伴う歩車動線の未分離
区間は発生しない。

現状において歩車動線
は分離されており、後
利用時にも維持され
る。

0 － 0 0 0

現状でも対策は十分に
なされており、工事に
伴う歩車動線の未分離
区間は発生しない。

競技の実施による影響
に含め、評価の対象外
とする。

歩行者デッキにより新
木場駅方面からの歩行
者の安全性がさらに向
上される。

現状でも対策は十分に
なされており、工事に
伴う歩車動線の未分離
区間は発生しない。

歩行者デッキにより新
木場駅方面からの歩行
者の安全性がさらに向
上される。

0 － +1 0 +1

27～28
オリンピックアクアティク
スセンター
ウォーターポロアリーナ

現状でも対策は十分に
なされており、工事に
伴う歩車動線の未分離
区間は発生しない。

競技の実施による影響
に含め、評価の対象外
とする。

現状において歩車動線
は分離されており、開
催中も維持される。

現状でも対策は十分に
なされており、工事に
伴う歩車動線の未分離
区間は発生しない。

現状において歩車動線
は分離されており、後
利用時にも維持され
る。

0 － 0 0 0

現状でも対策は十分に
なされており、工事に
伴う歩車動線の未分離
区間は発生しない。

競技の実施による影響
に含め、評価の対象外
とする。

現状において歩車動線
は分離されており、開
催中も維持される。

現状でも対策は十分に
なされており、工事に
伴う歩車動線の未分離
区間は発生しない。

現状において歩車動線
は分離されており、後
利用時にも維持され
る。

0 － 0 0 0

29
武蔵野の森総合スポーツ施
設

現状でも対策は十分に
なされており、工事に
伴う歩車動線の未分離
区間は発生しない。

競技の実施による影響
に含め、評価の対象外
とする。

現状において歩車動線
は分離されており、開
催中も維持される。

現状でも対策は十分に
なされており、工事に
伴う歩車動線の未分離
区間は発生しない。

現状において歩車動線
は分離されており、後
利用時にも維持され
る。

0 － 0 0 0

現状でも対策は十分に
なされており、工事に
伴う歩車動線の未分離
区間は発生しない。

競技の実施による影響
に含め、評価の対象外
とする。

現状において歩車動線
は分離されており、開
催中も維持される。

現状でも対策は十分に
なされており、工事に
伴う歩車動線の未分離
区間は発生しない。

現状において歩車動線
は分離されており、後
利用時にも維持され
る。

0 － 0 0 0

30 東京スタジアム

現状でも対策は十分に
なされており、工事に
伴う歩車動線の未分離
区間は発生しない。

競技の実施による影響
に含め、評価の対象外
とする。

現状において歩車動線
は分離されており、開
催中も維持される。

現状でも対策は十分に
なされており、工事に
伴う歩車動線の未分離
区間は発生しない。

現状において歩車動線
は分離されており、後
利用時にも維持され
る。

0 － 0 0 0

現状でも対策は十分に
なされており、工事に
伴う歩車動線の未分離
区間は発生しない。

競技の実施による影響
に含め、評価の対象外
とする。

現状において歩車動線
は分離されており、開
催中も維持される。

現状でも対策は十分に
なされており、工事に
伴う歩車動線の未分離
区間は発生しない。

現状において歩車動線
は分離されており、後
利用時にも維持され
る。

0 － 0 0 0

31 武蔵野の森公園

現状でも対策は十分に
なされており、工事に
伴う歩車動線の未分離
区間は発生しない。

競技の実施による影響
に含め、評価の対象外
とする。

現状において歩車動線
は分離されており、開
催中も維持される。

現状でも対策は十分に
なされており、工事に
伴う歩車動線の未分離
区間は発生しない。

現状において歩車動線
は分離されており、後
利用時にも維持され
る。

0 － 0 0 0

現状でも対策は十分に
なされており、工事に
伴う歩車動線の未分離
区間は発生しない。

競技の実施による影響
に含め、評価の対象外
とする。

現状において歩車動線
は分離されており、開
催中も維持される。

現状でも対策は十分に
なされており、工事に
伴う歩車動線の未分離
区間は発生しない。

現状において歩車動線
は分離されており、後
利用時にも維持され
る。

0 － 0 0 0

32 陸上自衛隊朝霞訓練場

現状でも対策は十分に
なされており、工事に
伴う歩車動線の未分離
区間は発生しない。

競技の実施による影響
に含め、評価の対象外
とする。

現状において歩車動線
は分離されており、開
催中も維持される。

現状でも対策は十分に
なされており、工事に
伴う歩車動線の未分離
区間は発生しない。

後利用時の公共利用が
想定されない。

0 － 0 0 －

現状でも対策は十分に
なされており、工事に
伴う歩車動線の未分離
区間は発生しない。

競技の実施による影響
に含め、評価の対象外
とする。

現状において歩車動線
は分離されており、開
催中も維持される。

現状でも対策は十分に
なされており、工事に
伴う歩車動線の未分離
区間は発生しない。

後利用時の公共利用が
想定されない。

0 － 0 0 －

33 霞ヶ関カンツリー倶楽部

現状でも対策は十分に
なされており、工事に
伴う歩車動線の未分離
区間は発生しない。

競技の実施による影響
に含め、評価の対象外
とする。

最寄駅からの徒歩ルー
トにおいて一部の区間
で歩車道線の未分離が
ある。

現状でも対策は十分に
なされており、工事に
伴う歩車動線の未分離
区間は発生しない。

最寄駅からの徒歩ルー
トにおいて一部の区間
で歩車道線の未分離が
ある。

0 － -1 0 -1

現状でも対策は十分に
なされており、工事に
伴う歩車動線の未分離
区間は発生しない。

競技の実施による影響
に含め、評価の対象外
とする。

最寄駅からの徒歩ルー
トにおいて歩車動線の
分離等の安全対策が取
られる。

現状でも対策は十分に
なされており、工事に
伴う歩車動線の未分離
区間は発生しない。

最寄駅からの徒歩ルー
トにおいて歩車動線の
分離等の安全対策が開
催後も維持される。

0 － +1 0 +1

34 札幌ドーム

現状でも対策は十分に
なされており、工事に
伴う歩車動線の未分離
区間は発生しない。

競技の実施による影響
に含め、評価の対象外
とする。

現状において歩車動線
は分離されており、開
催中も維持される。

現状でも対策は十分に
なされており、工事に
伴う歩車動線の未分離
区間は発生しない。

現状において歩車動線
は分離されており、後
利用時にも維持され
る。

0 － 0 0 0

現状でも対策は十分に
なされており、工事に
伴う歩車動線の未分離
区間は発生しない。

競技の実施による影響
に含め、評価の対象外
とする。

現状において歩車動線
は分離されており、開
催中も維持される。

現状でも対策は十分に
なされており、工事に
伴う歩車動線の未分離
区間は発生しない。

現状において歩車動線
は分離されており、後
利用時にも維持され
る。

0 － 0 0 0

35 宮城スタジアム

現状でも対策は十分に
なされており、工事に
伴う歩車動線の未分離
区間は発生しない。

競技の実施による影響
に含め、評価の対象外
とする。

現状において歩車動線
は分離されており、開
催中も維持される。

現状でも対策は十分に
なされており、工事に
伴う歩車動線の未分離
区間は発生しない。

現状において歩車動線
は分離されており、後
利用時にも維持され
る。

0 － 0 0 0

現状でも対策は十分に
なされており、工事に
伴う歩車動線の未分離
区間は発生しない。

競技の実施による影響
に含め、評価の対象外
とする。

現状において歩車動線
は分離されており、開
催中も維持される。

現状でも対策は十分に
なされており、工事に
伴う歩車動線の未分離
区間は発生しない。

現状において歩車動線
は分離されており、後
利用時にも維持され
る。

0 － 0 0 0

36 埼玉スタジアム2002

現状でも対策は十分に
なされており、工事に
伴う歩車動線の未分離
区間は発生しない。

競技の実施による影響
に含め、評価の対象外
とする。

現状において歩車動線
は分離されており、開
催中も維持される。

現状でも対策は十分に
なされており、工事に
伴う歩車動線の未分離
区間は発生しない。

現状において歩車動線
は分離されており、後
利用時にも維持され
る。

0 － 0 0 0

現状でも対策は十分に
なされており、工事に
伴う歩車動線の未分離
区間は発生しない。

競技の実施による影響
に含め、評価の対象外
とする。

現状において歩車動線
は分離されており、開
催中も維持される。

現状でも対策は十分に
なされており、工事に
伴う歩車動線の未分離
区間は発生しない。

現状において歩車動線
は分離されており、後
利用時にも維持され
る。

0 － 0 0 0

37 横浜国際総合競技場

現状でも対策は十分に
なされており、工事に
伴う歩車動線の未分離
区間は発生しない。

競技の実施による影響
に含め、評価の対象外
とする。

現状において歩車動線
は分離されており、開
催中も維持される。

現状でも対策は十分に
なされており、工事に
伴う歩車動線の未分離
区間は発生しない。

現状において歩車動線
は分離されており、後
利用時にも維持され
る。

0 － 0 0 0

現状でも対策は十分に
なされており、工事に
伴う歩車動線の未分離
区間は発生しない。

競技の実施による影響
に含め、評価の対象外
とする。

現状において歩車動線
は分離されており、開
催中も維持される。

現状でも対策は十分に
なされており、工事に
伴う歩車動線の未分離
区間は発生しない。

現状において歩車動線
は分離されており、後
利用時にも維持され
る。

0 － 0 0 0

OV 選手村

現状でも対策は十分に
なされており、工事に
伴う歩車動線の未分離
区間は発生しない。

競技の実施による影響
に含め、評価の対象外
とする。

現状において歩車動線
は分離されており、開
催中も維持される。

現状でも対策は十分に
なされており、工事に
伴う歩車動線の未分離
区間は発生しない。

現状において歩車動線
は分離されており、後
利用時にも維持され
る。

0 － 0 0 0

現状でも対策は十分に
なされており、工事に
伴う歩車動線の未分離
区間は発生しない。

競技の実施による影響
に含め、評価の対象外
とする。

現状において歩車動線
は分離されており、開
催中も維持される。

現状でも対策は十分に
なされており、工事に
伴う歩車動線の未分離
区間は発生しない。

現状において歩車動線
は分離されており、後
利用時にも維持され
る。

0 － 0 0 0

IBC/MPC
東京ビッグサイト
(IBC/MPC)

現状でも対策は十分に
なされており、工事に
伴う歩車動線の未分離
区間は発生しない。

競技の実施による影響
に含め、評価の対象外
とする。

現状において歩車動線
は分離されており、開
催中も維持される。

現状でも対策は十分に
なされており、工事に
伴う歩車動線の未分離
区間は発生しない。

現状において歩車動線
は分離されており、後
利用時にも維持され
る。

0 － 0 0 0

現状でも対策は十分に
なされており、工事に
伴う歩車動線の未分離
区間は発生しない。

競技の実施による影響
に含め、評価の対象外
とする。

現状において歩車動線
は分離されており、開
催中も維持される。

現状でも対策は十分に
なされており、工事に
伴う歩車動線の未分離
区間は発生しない。

現状において歩車動線
は分離されており、後
利用時にも維持され
る。

0 － 0 0 0
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評価指標別予測結果表（施設整備費）

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

1
オリンピックスタジアム
(国立霞ヶ丘競技場)

対策が無い場合には標
準的な施設整備費とな
る。

対策が無い場合には標
準的な撤去・改修整備
費となる。

0 0

再生可能材の活用等に
より、最先端技術導入
によるコスト増を相殺
して標準的な整備費と
なる。

再生可能材により整備
費や廃棄物処理費用を
抑制する等の費用削減
措置が取られる。

0 +1

2 東京体育館
対策が無い場合には標
準的な施設整備費とな
る。

対策が無い場合には標
準的な撤去・改修整備
費となる。

0 0

再生可能材により整備
費や廃棄物処理費用を
抑制する等の費用削減
措置が取られる。

再生可能材により整備
費や廃棄物処理費用を
抑制する等の費用削減
措置が取られる。

+1 +1

3 国立代々木競技場
対策が無い場合には標
準的な施設整備費とな
る。

対策が無い場合には標
準的な撤去・改修整備
費となる。

0 0

再生可能材により整備
費や廃棄物処理費用を
抑制する等の費用削減
措置が取られる。

再生可能材により整備
費や廃棄物処理費用を
抑制する等の費用削減
措置が取られる。

+1 +1

4 日本武道館
対策が無い場合には標
準的な施設整備費とな
る。

対策が無い場合には標
準的な撤去・改修整備
費となる。

0 0

再生可能材の活用等に
より、最先端技術導入
によるコスト増を相殺
して標準的な整備費と
なる。

再生可能材により整備
費や廃棄物処理費用を
抑制する等の費用削減
措置が取られる。

0 +1

5 皇居外苑
対策が無い場合には標
準的な施設整備費とな
る。

対策が無い場合には標
準的な撤去・改修整備
費となる。

0 0

再生可能材により整備
費や廃棄物処理費用を
抑制する等の費用削減
措置が取られる。

再生可能材により整備
費や廃棄物処理費用を
抑制する等の費用削減
措置が取られる。

+1 +1

6 東京国際フォーラム
対策が無い場合には標
準的な施設整備費とな
る。

対策が無い場合には標
準的な撤去・改修整備
費となる。

0 0

再生可能材により整備
費や廃棄物処理費用を
抑制する等の費用削減
措置が取られる。

再生可能材により整備
費や廃棄物処理費用を
抑制する等の費用削減
措置が取られる。

+1 +1

7 国技館
対策が無い場合には標
準的な施設整備費とな
る。

対策が無い場合には標
準的な撤去・改修整備
費となる。

0 0

再生可能材により整備
費や廃棄物処理費用を
抑制する等の費用削減
措置が取られる。

再生可能材により整備
費や廃棄物処理費用を
抑制する等の費用削減
措置が取られる。

+1 +1

8 有明アリーナ
対策が無い場合には標
準的な施設整備費とな
る。

対策が無い場合には標
準的な撤去・改修整備
費となる。

0 0

再生可能材の活用等に
より、最先端技術導入
によるコスト増を相殺
して標準的な整備費と
なる。

再生可能材により整備
費や廃棄物処理費用を
抑制する等の費用削減
措置が取られる。

0 +1

9 有明ＢＭＸコース
対策が無い場合には標
準的な施設整備費とな
る。

対策が無い場合には標
準的な撤去・改修整備
費となる。

0 0

再生可能材により整備
費や廃棄物処理費用を
抑制する等の費用削減
措置が取られる。

再生可能材により整備
費や廃棄物処理費用を
抑制する等の費用削減
措置が取られる。

+1 +1

10 有明ベロドローム
対策が無い場合には標
準的な施設整備費とな
る。

対策が無い場合には標
準的な撤去・改修整備
費となる。

0 0

再生可能材により整備
費や廃棄物処理費用を
抑制する等の費用削減
措置が取られる。

再生可能材により整備
費や廃棄物処理費用を
抑制する等の費用削減
措置が取られる。

+1 +1

11 有明体操競技場
対策が無い場合には標
準的な施設整備費とな
る。

対策が無い場合には標
準的な撤去・改修整備
費となる。

0 0

再生可能材により整備
費や廃棄物処理費用を
抑制する等の費用削減
措置が取られる。

再生可能材により整備
費や廃棄物処理費用を
抑制する等の費用削減
措置が取られる。

+1 +1

12 有明テニスの森
対策が無い場合には標
準的な施設整備費とな
る。

対策が無い場合には標
準的な撤去・改修整備
費となる。

0 0

再生可能材の活用等に
より、最先端技術導入
によるコスト増を相殺
して標準的な整備費と
なる。

再生可能材により整備
費や廃棄物処理費用を
抑制する等の費用削減
措置が取られる。

0 +1

13 お台場海浜公園
対策が無い場合には標
準的な施設整備費とな
る。

対策が無い場合には標
準的な撤去・改修整備
費となる。

0 0

再生可能材により整備
費や廃棄物処理費用を
抑制する等の費用削減
措置が取られる。

再生可能材により整備
費や廃棄物処理費用を
抑制する等の費用削減
措置が取られる。

+1 +1

14 潮風公園
対策が無い場合には標
準的な施設整備費とな
る。

対策が無い場合には標
準的な撤去・改修整備
費となる。

0 0

再生可能材により整備
費や廃棄物処理費用を
抑制する等の費用削減
措置が取られる。

再生可能材により整備
費や廃棄物処理費用を
抑制する等の費用削減
措置が取られる。

+1 +1

15～16
東京ビッグサイト・ホール
Ａ、Ｂ

対策が無い場合には標
準的な施設整備費とな
る。

対策が無い場合には標
準的な撤去・改修整備
費となる。

0 0

再生可能材により整備
費や廃棄物処理費用を
抑制する等の費用削減
措置が取られる。

再生可能材により整備
費や廃棄物処理費用を
抑制する等の費用削減
措置が取られる。

+1 +1

17 大井ホッケー競技場
対策が無い場合には標
準的な施設整備費とな
る。

対策が無い場合には標
準的な撤去・改修整備
費となる。

0 0

再生可能材の活用等に
より、最先端技術導入
によるコスト増を相殺
して標準的な整備費と
なる。

再生可能材により整備
費や廃棄物処理費用を
抑制する等の費用削減
措置が取られる。

0 +1

18
海の森クロスカントリー
コース

対策が無い場合には標
準的な施設整備費とな
る。

対策が無い場合には標
準的な撤去・改修整備
費となる。

0 0

再生可能材により整備
費や廃棄物処理費用を
抑制する等の費用削減
措置が取られる。

再生可能材により整備
費や廃棄物処理費用を
抑制する等の費用削減
措置が取られる。

+1 +1

19 海の森水上競技場
対策が無い場合には標
準的な施設整備費とな
る。

対策が無い場合には標
準的な撤去・改修整備
費となる。

0 0

再生可能材の活用等に
より、最先端技術導入
によるコスト増を相殺
して標準的な整備費と
なる。

再生可能材により整備
費や廃棄物処理費用を
抑制する等の費用削減
措置が取られる。

0 +1

20
海の森マウンテンバイク
コース

対策が無い場合には標
準的な施設整備費とな
る。

対策が無い場合には標
準的な撤去・改修整備
費となる。

0 0

再生可能材により整備
費や廃棄物処理費用を
抑制する等の費用削減
措置が取られる。

再生可能材により整備
費や廃棄物処理費用を
抑制する等の費用削減
措置が取られる。

+1 +1

21 若洲オリンピックマリーナ
対策が無い場合には標
準的な施設整備費とな
る。

対策が無い場合には標
準的な撤去・改修整備
費となる。

0 0

再生可能材の活用等に
より、最先端技術導入
によるコスト増を相殺
して標準的な整備費と
なる。

再生可能材により整備
費や廃棄物処理費用を
抑制する等の費用削減
措置が取られる。

0 +1

開催中 開催後開催後

No.

二次評価

段階別影響 評価点

開催前 開催中 開催後 開催前開催中

名称

会場
段階別影響

開催中開催前

一次評価

開催後 開催前

評価点
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評価指標別予測結果表（施設整備費）

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

開催中 開催後開催後

No.

二次評価

段階別影響 評価点

開催前 開催中 開催後 開催前開催中

名称

会場
段階別影響

開催中開催前

一次評価

開催後 開催前

評価点

22 葛西臨海公園
対策が無い場合には標
準的な施設整備費とな
る。

対策が無い場合には標
準的な撤去・改修整備
費となる。

0 0

再生可能材の活用等に
より、最先端技術導入
によるコスト増を相殺
して標準的な整備費と
なる。

再生可能材により整備
費や廃棄物処理費用を
抑制する等の費用削減
措置が取られる。

0 +1

23～24
夢の島ユース・プラザ・ア
リーナＡ、Ｂ

対策が無い場合には標
準的な施設整備費とな
る。

対策が無い場合には標
準的な撤去・改修整備
費となる。

0 0

再生可能材の活用等に
より、最先端技術導入
によるコスト増を相殺
して標準的な整備費と
なる。

再生可能材により整備
費や廃棄物処理費用を
抑制する等の費用削減
措置が取られる。

0 +1

25 夢の島公園
対策が無い場合には標
準的な施設整備費とな
る。

対策が無い場合には標
準的な撤去・改修整備
費となる。

0 0

再生可能材の活用等に
より、最先端技術導入
によるコスト増を相殺
して標準的な整備費と
なる。

再生可能材により整備
費や廃棄物処理費用を
抑制する等の費用削減
措置が取られる。

0 +1

26 夢の島競技場
対策が無い場合には標
準的な施設整備費とな
る。

対策が無い場合には標
準的な撤去・改修整備
費となる。

0 0

再生可能材により整備
費や廃棄物処理費用を
抑制する等の費用削減
措置が取られる。

再生可能材により整備
費や廃棄物処理費用を
抑制する等の費用削減
措置が取られる。

+1 +1

27～28
オリンピックアクアティク
スセンター
ウォーターポロアリーナ

対策が無い場合には標
準的な施設整備費とな
る。

対策が無い場合には標
準的な撤去・改修整備
費となる。

0 0

再生可能材の活用等に
より、最先端技術導入
によるコスト増を相殺
して標準的な整備費と
なる。

再生可能材により整備
費や廃棄物処理費用を
抑制する等の費用削減
措置が取られる。

0 +1

29
武蔵野の森総合スポーツ施
設

対策が無い場合には標
準的な施設整備費とな
る。

対策が無い場合には標
準的な撤去・改修整備
費となる。

0 0

再生可能材の活用等に
より、最先端技術導入
によるコスト増を相殺
して標準的な整備費と
なる。

再生可能材により整備
費や廃棄物処理費用を
抑制する等の費用削減
措置が取られる。

0 +1

30 東京スタジアム
対策が無い場合には標
準的な施設整備費とな
る。

対策が無い場合には標
準的な撤去・改修整備
費となる。

0 0

再生可能材により整備
費や廃棄物処理費用を
抑制する等の費用削減
措置が取られる。

再生可能材により整備
費や廃棄物処理費用を
抑制する等の費用削減
措置が取られる。

+1 +1

31 武蔵野の森公園
対策が無い場合には標
準的な施設整備費とな
る。

対策が無い場合には標
準的な撤去・改修整備
費となる。

0 0

再生可能材により整備
費や廃棄物処理費用を
抑制する等の費用削減
措置が取られる。

再生可能材により整備
費や廃棄物処理費用を
抑制する等の費用削減
措置が取られる。

+1 +1

32 陸上自衛隊朝霞訓練場
対策が無い場合には標
準的な施設整備費とな
る。

対策が無い場合には標
準的な撤去・改修整備
費となる。

0 0

再生可能材により整備
費や廃棄物処理費用を
抑制する等の費用削減
措置が取られる。

再生可能材により整備
費や廃棄物処理費用を
抑制する等の費用削減
措置が取られる。

+1 +1

33 霞ヶ関カンツリー倶楽部
対策が無い場合には標
準的な施設整備費とな
る。

対策が無い場合には標
準的な撤去・改修整備
費となる。

0 0

再生可能材により整備
費や廃棄物処理費用を
抑制する等の費用削減
措置が取られる。

再生可能材により整備
費や廃棄物処理費用を
抑制する等の費用削減
措置が取られる。

+1 +1

34 札幌ドーム
対策が無い場合には標
準的な施設整備費とな
る。

対策が無い場合には標
準的な撤去・改修整備
費となる。

0 0

再生可能材により整備
費や廃棄物処理費用を
抑制する等の費用削減
措置が取られる。

再生可能材により整備
費や廃棄物処理費用を
抑制する等の費用削減
措置が取られる。

+1 +1

35 宮城スタジアム
対策が無い場合には標
準的な施設整備費とな
る。

対策が無い場合には標
準的な撤去・改修整備
費となる。

0 0

再生可能材により整備
費や廃棄物処理費用を
抑制する等の費用削減
措置が取られる。

再生可能材により整備
費や廃棄物処理費用を
抑制する等の費用削減
措置が取られる。

+1 +1

36 埼玉スタジアム2002
対策が無い場合には標
準的な施設整備費とな
る。

対策が無い場合には標
準的な撤去・改修整備
費となる。

0 0

再生可能材により整備
費や廃棄物処理費用を
抑制する等の費用削減
措置が取られる。

再生可能材により整備
費や廃棄物処理費用を
抑制する等の費用削減
措置が取られる。

+1 +1

37 横浜国際総合競技場
対策が無い場合には標
準的な施設整備費とな
る。

対策が無い場合には標
準的な撤去・改修整備
費となる。

0 0

再生可能材により整備
費や廃棄物処理費用を
抑制する等の費用削減
措置が取られる。

再生可能材により整備
費や廃棄物処理費用を
抑制する等の費用削減
措置が取られる。

+1 +1

OV 選手村
対策が無い場合には標
準的な施設整備費とな
る。

対策が無い場合には標
準的な撤去・改修整備
費となる。

0 0

再生可能材の活用等に
より、最先端技術導入
によるコスト増を相殺
して標準的な整備費と
なる。

再生可能材により整備
費や廃棄物処理費用を
抑制する等の費用削減
措置が取られる。

0 +1

IBC/MPC
東京ビッグサイト
(IBC/MPC)

対策が無い場合には標
準的な施設整備費とな
る。

対策が無い場合には標
準的な撤去・改修整備
費となる。

0 0

再生可能材の活用等に
より、最先端技術導入
によるコスト増を相殺
して標準的な整備費と
なる。

再生可能材により整備
費や廃棄物処理費用を
抑制する等の費用削減
措置が取られる。

0 +1
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評価指標別予測結果表（運営経費）

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

1
オリンピックスタジアム
(国立霞ヶ丘競技場)

対策を講じない場合に
は標準的な運営経費と
なる。

対策を講じない場合に
は標準的な運営経費と
なる。

0 0

エネルギー利用の最適
化やボランティアの活
用により運営経費、維
持管理コストの削減が
図られる。

エネルギー利用の最適
化等により後利用時も
光熱費等の維持管理コ
ストの削減が図られ
る。

+1 +1

2 東京体育館
対策を講じない場合に
は標準的な運営経費と
なる。

対策を講じない場合に
は標準的な運営経費と
なる。

0 0

ボランティアの活用に
より運営経費、維持管
理コストの削減が図ら
れる。

既存施設での光熱費等
の大幅な削減は見込め
ず、運営経費は標準的
なものとなる。

+1 0

3 国立代々木競技場
対策を講じない場合に
は標準的な運営経費と
なる。

対策を講じない場合に
は標準的な運営経費と
なる。

0 0

ボランティアの活用に
より運営経費、維持管
理コストの削減が図ら
れる。

既存施設での光熱費等
の大幅な削減は見込め
ず、運営経費は標準的
なものとなる。

+1 0

4 日本武道館
対策を講じない場合に
は標準的な運営経費と
なる。

対策を講じない場合に
は標準的な運営経費と
なる。

0 0

エネルギー利用の最適
化やボランティアの活
用により運営経費、維
持管理コストの削減が
図られる。

エネルギー利用の最適
化等により後利用時も
光熱費等の維持管理コ
ストの削減が図られ
る。

+1 +1

5 皇居外苑
対策を講じない場合に
は標準的な運営経費と
なる。

0

ボランティアの活用等
により運営経費、維持
管理コストの削減が図
られる。

+1

6 東京国際フォーラム
対策を講じない場合に
は標準的な運営経費と
なる。

対策を講じない場合に
は標準的な運営経費と
なる。

0 0

ボランティアの活用に
より運営経費、維持管
理コストの削減が図ら
れる。

既存施設での光熱費等
の大幅な削減は見込め
ず、運営経費は標準的
なものとなる。

+1 0

7 国技館
対策を講じない場合に
は標準的な運営経費と
なる。

対策を講じない場合に
は標準的な運営経費と
なる。

0 0

ボランティアの活用に
より運営経費、維持管
理コストの削減が図ら
れる。

既存施設での光熱費等
の大幅な削減は見込め
ず、運営経費は標準的
なものとなる。

+1 0

8 有明アリーナ
対策を講じない場合に
は標準的な運営経費と
なる。

対策を講じない場合に
は標準的な運営経費と
なる。

0 0

エネルギー利用の最適
化やボランティアの活
用により運営経費、維
持管理コストの削減が
図られる。

エネルギー利用の最適
化等により後利用時も
光熱費等の維持管理コ
ストの削減が図られ
る。

+1 +1

9 有明ＢＭＸコース
対策を講じない場合に
は標準的な運営経費と
なる。

0

ボランティアの活用等
により運営経費、維持
管理コストの削減が図
られる。

+1

10 有明ベロドローム
対策を講じない場合に
は標準的な運営経費と
なる。

0

ボランティアの活用等
により運営経費、維持
管理コストの削減が図
られる。

+1

11 有明体操競技場
対策を講じない場合に
は標準的な運営経費と
なる。

0

ボランティアの活用等
により運営経費、維持
管理コストの削減が図
られる。

+1

12 有明テニスの森
対策を講じない場合に
は標準的な運営経費と
なる。

対策を講じない場合に
は標準的な運営経費と
なる。

0 0

エネルギー利用の最適
化やボランティアの活
用により運営経費、維
持管理コストの削減が
図られる。

エネルギー利用の最適
化等により後利用時も
光熱費等の維持管理コ
ストの削減が図られ
る。

+1 +1

13 お台場海浜公園
対策を講じない場合に
は標準的な運営経費と
なる。

0

ボランティアの活用等
により運営経費、維持
管理コストの削減が図
られる。

+1

14 潮風公園
対策を講じない場合に
は標準的な運営経費と
なる。

0

ボランティアの活用等
により運営経費、維持
管理コストの削減が図
られる。

+1

15～16
東京ビッグサイト・ホール
Ａ、Ｂ

対策を講じない場合に
は標準的な運営経費と
なる。

対策を講じない場合に
は標準的な運営経費と
なる。

0 0

ボランティアの活用に
より運営経費、維持管
理コストの削減が図ら
れる。

既存施設での光熱費等
の大幅な削減は見込め
ず、運営経費は標準的
なものとなる。

+1 0

17 大井ホッケー競技場
対策を講じない場合に
は標準的な運営経費と
なる。

対策を講じない場合に
は標準的な運営経費と
なる。

0 0

エネルギー利用の最適
化やボランティアの活
用により運営経費、維
持管理コストの削減が
図られる。

エネルギー利用の最適
化等により後利用時も
光熱費等の維持管理コ
ストの削減が図られ
る。

+1 +1

18
海の森クロスカントリー
コース

対策を講じない場合に
は標準的な運営経費と
なる。

0

ボランティアの活用等
により運営経費、維持
管理コストの削減が図
られる。

+1

19 海の森水上競技場
対策を講じない場合に
は標準的な運営経費と
なる。

対策を講じない場合に
は標準的な運営経費と
なる。

0 0

エネルギー利用の最適
化やボランティアの活
用により運営経費、維
持管理コストの削減が
図られる。

エネルギー利用の最適
化等により後利用時も
光熱費等の維持管理コ
ストの削減が図られ
る。

+1 +1

20
海の森マウンテンバイク
コース

対策を講じない場合に
は標準的な運営経費と
なる。

0

ボランティアの活用等
により運営経費、維持
管理コストの削減が図
られる。

+1

二次評価

段階別影響 評価点

開催前 開催中 開催後 開催前 開催中 開催後

評価点

開催中 開催後

会場
一次評価

開催後 開催前

段階別影響

開催中開催前

No. 名称
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評価指標別予測結果表（運営経費）

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

二次評価

段階別影響 評価点

開催前 開催中 開催後 開催前 開催中 開催後

評価点

開催中 開催後

会場
一次評価

開催後 開催前

段階別影響

開催中開催前

No. 名称

21 若洲オリンピックマリーナ
対策を講じない場合に
は標準的な運営経費と
なる。

対策を講じない場合に
は標準的な運営経費と
なる。

0 0

エネルギー利用の最適
化やボランティアの活
用により運営経費、維
持管理コストの削減が
図られる。

エネルギー利用の最適
化等により後利用時も
光熱費等の維持管理コ
ストの削減が図られ
る。

+1 +1

22 葛西臨海公園
対策を講じない場合に
は標準的な運営経費と
なる。

対策を講じない場合に
は標準的な運営経費と
なる。

0 0

エネルギー利用の最適
化やボランティアの活
用により運営経費、維
持管理コストの削減が
図られる。

エネルギー利用の最適
化等により後利用時も
光熱費等の維持管理コ
ストの削減が図られ
る。

+1 +1

23～24
夢の島ユース・プラザ・ア
リーナＡ、Ｂ

対策を講じない場合に
は標準的な運営経費と
なる。

対策を講じない場合に
は標準的な運営経費と
なる。

0 0

エネルギー利用の最適
化やボランティアの活
用により運営経費、維
持管理コストの削減が
図られる。

エネルギー利用の最適
化等により後利用時も
光熱費等の維持管理コ
ストの削減が図られ
る。

+1 +1

25 夢の島公園
対策を講じない場合に
は標準的な運営経費と
なる。

対策を講じない場合に
は標準的な運営経費と
なる。

0 0

エネルギー利用の最適
化やボランティアの活
用により運営経費、維
持管理コストの削減が
図られる。

エネルギー利用の最適
化等により後利用時も
光熱費等の維持管理コ
ストの削減が図られ
る。

+1 +1

26 夢の島競技場
対策を講じない場合に
は標準的な運営経費と
なる。

対策を講じない場合に
は標準的な運営経費と
なる。

0 0

ボランティアの活用に
より運営経費、維持管
理コストの削減が図ら
れる。

既存施設での光熱費等
の大幅な削減は見込め
ず、運営経費は標準的
なものとなる。

+1 0

27～28
オリンピックアクアティク
スセンター
ウォーターポロアリーナ

対策を講じない場合に
は標準的な運営経費と
なる。

対策を講じない場合に
は標準的な運営経費と
なる。

0 0

エネルギー利用の最適
化やボランティアの活
用により運営経費、維
持管理コストの削減が
図られる。

エネルギー利用の最適
化等により後利用時も
光熱費等の維持管理コ
ストの削減が図られ
る。

+1 +1

29
武蔵野の森総合スポーツ施
設

対策を講じない場合に
は標準的な運営経費と
なる。

対策を講じない場合に
は標準的な運営経費と
なる。

0 0

エネルギー利用の最適
化やボランティアの活
用により運営経費、維
持管理コストの削減が
図られる。

エネルギー利用の最適
化等により後利用時も
光熱費等の維持管理コ
ストの削減が図られ
る。

+1 +1

30 東京スタジアム
対策を講じない場合に
は標準的な運営経費と
なる。

対策を講じない場合に
は標準的な運営経費と
なる。

0 0

ボランティアの活用に
より運営経費、維持管
理コストの削減が図ら
れる。

既存施設での光熱費等
の大幅な削減は見込め
ず、運営経費は標準的
なものとなる。

+1 0

31 武蔵野の森公園
対策を講じない場合に
は標準的な運営経費と
なる。

0

ボランティアの活用等
により運営経費、維持
管理コストの削減が図
られる。

+1

32 陸上自衛隊朝霞訓練場
対策を講じない場合に
は標準的な運営経費と
なる。

0

ボランティアの活用等
により運営経費、維持
管理コストの削減が図
られる。

+1

33 霞ヶ関カンツリー倶楽部
対策を講じない場合に
は標準的な運営経費と
なる。

対策を講じない場合に
は標準的な運営経費と
なる。

0 0

ボランティアの活用に
より運営経費、維持管
理コストの削減が図ら
れる。

既存施設での光熱費等
の大幅な削減は見込め
ず、運営経費は標準的
なものとなる。

+1 0

34 札幌ドーム
対策を講じない場合に
は標準的な運営経費と
なる。

対策を講じない場合に
は標準的な運営経費と
なる。

0 0

ボランティアの活用に
より運営経費、維持管
理コストの削減が図ら
れる。

既存施設での光熱費等
の大幅な削減は見込め
ず、運営経費は標準的
なものとなる。

+1 0

35 宮城スタジアム
対策を講じない場合に
は標準的な運営経費と
なる。

対策を講じない場合に
は標準的な運営経費と
なる。

0 0

ボランティアの活用に
より運営経費、維持管
理コストの削減が図ら
れる。

既存施設での光熱費等
の大幅な削減は見込め
ず、運営経費は標準的
なものとなる。

+1 0

36 埼玉スタジアム2002
対策を講じない場合に
は標準的な運営経費と
なる。

対策を講じない場合に
は標準的な運営経費と
なる。

0 0

ボランティアの活用に
より運営経費、維持管
理コストの削減が図ら
れる。

既存施設での光熱費等
の大幅な削減は見込め
ず、運営経費は標準的
なものとなる。

+1 0

37 横浜国際総合競技場
対策を講じない場合に
は標準的な運営経費と
なる。

対策を講じない場合に
は標準的な運営経費と
なる。

0 0

ボランティアの活用に
より運営経費、維持管
理コストの削減が図ら
れる。

既存施設での光熱費等
の大幅な削減は見込め
ず、運営経費は標準的
なものとなる。

+1 0

OV 選手村
対策を講じない場合に
は標準的な運営経費と
なる。

対策を講じない場合に
は標準的な運営経費と
なる。

0 0

エネルギー利用の最適
化やボランティアの活
用により運営経費、維
持管理コストの削減が
図られる。

エネルギー利用の最適
化等により後利用時も
光熱費等の維持管理コ
ストの削減が図られ
る。

+1 +1

IBC/MPC
東京ビッグサイト
(IBC/MPC)

対策を講じない場合に
は標準的な運営経費と
なる。

対策を講じない場合に
は標準的な運営経費と
なる。

0 0

エネルギー利用の最適
化やボランティアの活
用により運営経費、維
持管理コストの削減が
図られる。

エネルギー利用の最適
化等により後利用時も
光熱費等の維持管理コ
ストの削減が図られ
る。

+1 +1

4－79



評価指標別予測結果表（汚染物質(NO2、SPM)の排出量）

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

1 陸上競技（マラソン）

競技関係の車両
の走行に伴う大
気汚染物質によ
る大気環境への
影響は小さい。

0

競技関係の車両
の走行に伴う大
気環境への影響
は小さく、ミ
ティゲーション
は想定していな
い。

0

2 陸上競技（競歩）

競技関係の車両
の走行に伴う大
気汚染物質によ
る大気環境への
影響は小さい。

0

競技関係の車両
の走行に伴う大
気環境への影響
は小さく、ミ
ティゲーション
は想定していな
い。

0

3
自転車競技（ロードレー
ス）

競技関係の車両
の走行に伴う大
気汚染物質によ
る大気環境への
影響は小さい。

0

競技関係の車両
の走行に伴う大
気環境への影響
は小さく、ミ
ティゲーション
は想定していな
い。

0

4
トライアスロン・パラトラ
イアスロン

競技関係の車両
の走行に伴う大
気汚染物質によ
る大気環境への
影響は小さい。

0

競技関係の車両
の走行に伴う大
気環境への影響
は小さく、ミ
ティゲーション
は想定していな
い。

0

5 水泳（マラソン 10km）

競技の実施に伴
う汚染物質の排
出はない。

0

競技の実施に伴
う汚染物質の排
出はなく、ミ
ティゲーション
は想定していな
い。

0

6
カヌー（スプリント・パラ
カヌー）

競技の実施に伴
う汚染物質の排
出はない。

0

競技の実施に伴
う汚染物質の排
出はなく、ミ
ティゲーション
は想定していな
い。

0

7 カヌー（スラローム）

競技の実施に伴
う汚染物質の排
出はない。

0

競技の実施に伴
う汚染物質の排
出はなく、ミ
ティゲーション
は想定していな
い。

0

8 ボート

競技の実施に伴
う汚染物質の排
出はない。

0

競技の実施に伴
う汚染物質の排
出はなく、ミ
ティゲーション
は想定していな
い。

0

9 セーリング

競技の実施に伴
う汚染物質の排
出はない。

0

競技の実施に伴
う汚染物質の排
出はなく、ミ
ティゲーション
は想定していな
い。

0

No. 名称

開催中

二次評価
段階別影響 評価点

開催中 開催後開会前 開催中 開催後 開会前開催後

一次評価
競技

段階別影響
開催中開会前 開催後 開会前

評価点

5－1



評価指標別予測結果表（NO2、SPM濃度）

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

1 陸上競技（マラソン）

競技者に影響の
ない水準であ
る。

0

汚染物質削減の
ためのミティ
ゲーションの実
施により大気環
境が改善され
る。

+1

2 陸上競技（競歩）

競技者に影響の
ない水準であ
る。

0

汚染物質削減の
ためのミティ
ゲーションの実
施により大気環
境が改善され
る。

+1

3
自転車競技（ロードレー
ス）

競技者に影響の
ない水準であ
る。

0

汚染物質削減の
ためのミティ
ゲーションの実
施により大気環
境が改善され
る。

+1

4
トライアスロン・パラトラ
イアスロン

競技者に影響の
ない水準であ
る。

0

汚染物質削減の
ためのミティ
ゲーションの実
施により大気環
境が改善され
る。

+1

5 水泳（マラソン 10km）

競技者に影響の
ない水準であ
る。

0

汚染物質削減の
ためのミティ
ゲーションの実
施により大気環
境が改善され
る。

+1

6
カヌー（スプリント・パラ
カヌー）

競技者に影響の
ない水準であ
る。

0

汚染物質削減の
ためのミティ
ゲーションの実
施により大気環
境が改善され
る。

+1

7 カヌー（スラローム）

競技者に影響の
ない水準であ
る。

0

汚染物質削減の
ためのミティ
ゲーションの実
施により大気環
境が改善され
る。

+1

8 ボート

競技者に影響の
ない水準であ
る。

0

汚染物質削減の
ためのミティ
ゲーションの実
施により大気環
境が改善され
る。

+1

9 セーリング

競技者に影響の
ない水準であ
る。

0

汚染物質削減の
ためのミティ
ゲーションの実
施により大気環
境が改善され
る。

+1

No. 名称

段階別影響
開催中 開催後開会前 開催後 開会前

評価点
開催中 開催後 開会前

一次評価
競技

二次評価
段階別影響 評価点

開催中 開催後開会前 開催中

5－2



評価指標別予測結果表（放射性物質（大気質））

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

1 陸上競技（マラソン）

競技者に影響の
ない水準であ
る。 0

競技者に影響の
ない水準であ
り、ミティゲー
ションは想定し
ていない。

0

2 陸上競技（競歩）

競技者に影響の
ない水準であ
る。 0

競技者に影響の
ない水準であ
り、ミティゲー
ションは想定し
ていない。

0

3
自転車競技（ロードレー
ス）

競技者に影響の
ない水準であ
る。 0

競技者に影響の
ない水準であ
り、ミティゲー
ションは想定し
ていない。

0

4
トライアスロン・パラトラ
イアスロン

競技者に影響の
ない水準であ
る。 0

競技者に影響の
ない水準であ
り、ミティゲー
ションは想定し
ていない。

0

5 水泳（マラソン 10km）

競技者に影響の
ない水準であ
る。 0

競技者に影響の
ない水準であ
り、ミティゲー
ションは想定し
ていない。

0

6
カヌー（スプリント・パラ
カヌー）

競技者に影響の
ない水準であ
る。 0

競技者に影響の
ない水準であ
り、ミティゲー
ションは想定し
ていない。

0

7 カヌー（スラローム）

競技者に影響の
ない水準であ
る。 0

競技者に影響の
ない水準であ
り、ミティゲー
ションは想定し
ていない。

0

8 ボート

競技者に影響の
ない水準であ
る。 0

競技者に影響の
ない水準であ
り、ミティゲー
ションは想定し
ていない。

0

9 セーリング

競技者に影響の
ない水準であ
る。 0

競技者に影響の
ない水準であ
り、ミティゲー
ションは想定し
ていない。

0

競技
一次評価 二次評価

段階別影響 評価点 段階別影響 評価点

No. 名称

開会前 開催中 開催後 開会前 開催中 開催後 開会前 開催後開催中 開催後 開会前 開催中
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評価指標別予測結果表（汚濁負荷（COD､T-N､T-P､BOD､SS等）の排出量）

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

1 陸上競技（マラソン）

し尿等の汚水は
公共下水道へ排
出するため公共
用水域の水質へ
の影響はない。

0

し尿等の汚水に
よる公共用水域
の水質への影響
はなく、ミティ
ゲーションは想
定していない。

0

2 陸上競技（競歩）

し尿等の汚水は
公共下水道へ排
出するため公共
用水域の水質へ
の影響はない。

0

し尿等の汚水に
よる公共用水域
の水質への影響
はなく、ミティ
ゲーションは想
定していない。

0

3
自転車競技（ロードレー
ス）

し尿等の汚水は
公共下水道へ排
出するため公共
用水域の水質へ
の影響はない。

0

し尿等の汚水に
よる公共用水域
の水質への影響
はなく、ミティ
ゲーションは想
定していない。

0

4
トライアスロン・パラトラ
イアスロン

し尿等の汚水は
公共下水道へ排
出するため公共
用水域の水質へ
の影響はない。

0

し尿等の汚水に
よる公共用水域
の水質への影響
はなく、ミティ
ゲーションは想
定していない。

0

5 水泳（マラソン 10km）

し尿等の汚水は
公共下水道へ排
出するため公共
用水域の水質へ
の影響はない。

0

し尿等の汚水に
よる公共用水域
の水質への影響
はなく、ミティ
ゲーションは想
定していない。

0

6
カヌー（スプリント・パラ
カヌー）

し尿等の汚水は
公共下水道へ排
出するため公共
用水域の水質へ
の影響はない。

0

し尿等の汚水に
よる公共用水域
の水質への影響
はなく、ミティ
ゲーションは想
定していない。

0

7 カヌー（スラローム）

し尿等の汚水は
公共下水道へ排
出するため公共
用水域の水質へ
の影響はない。

0

し尿等の汚水に
よる公共用水域
の水質への影響
はなく、ミティ
ゲーションは想
定していない。

0

8 ボート

し尿等の汚水は
公共下水道へ排
出するため公共
用水域の水質へ
の影響はない。

0

し尿等の汚水に
よる公共用水域
の水質への影響
はなく、ミティ
ゲーションは想
定していない。

0

9 セーリング

し尿等の汚水は
公共下水道へ排
出するため公共
用水域の水質へ
の影響はない。

0

し尿等の汚水に
よる公共用水域
の水質への影響
はなく、ミティ
ゲーションは想
定していない。

0

No. 名称

段階別影響
開催中 開催後開会前 開催後 開会前

評価点
開催中 開催後 開会前

一次評価
競技

二次評価
段階別影響 評価点

開催中 開催後開会前 開催中

5－4



評価指標別予測結果表（水浴場水質判定基準項目）

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

1 陸上競技（マラソン）

陸域競技である
ことから対象外
とした。

－

陸域競技である
ことから対象外
とした。

－

2 陸上競技（競歩）

陸域競技である
ことから対象外
とした。

－

陸域競技である
ことから対象外
とした。

－

3
自転車競技（ロードレー
ス）

陸域競技である
ことから対象外
とした。

－

陸域競技である
ことから対象外
とした。

－

4
トライアスロン・パラトラ
イアスロン

競技者に影響の
ある水準の水質
である。 -1

競技者への影響
が、ミティゲー
ションの実施に
より低減され
る。

0

5 水泳（マラソン 10km）

競技者に影響の
ある水準の水質
である。 -1

競技者への影響
が、ミティゲー
ションの実施に
より低減され
る。

0

6
カヌー（スプリント・パラ
カヌー）

競技者に影響の
ある水準の水質
である。 -1

競技者への影響
が、ミティゲー
ションの実施に
より低減され
る。

0

7 カヌー（スラローム）

上水を使用する
ことで競技者に
とって良好な水
質が維持され
る。

+1

上水を使用する
ことで競技者に
とって良好な水
質が維持される
ことからミティ
ゲーションは想
定していない。

+1

8 ボート

競技者に影響の
ある水準の水質
である。 -1

競技者への影響
が、ミティゲー
ションの実施に
より低減され
る。

0

9 セーリング

競技者に影響の
ある水準の水質
である。 -1

競技者への影響
が、ミティゲー
ションの実施に
より低減され
る。

0

No. 名称

開催中

二次評価
段階別影響 評価点

開催中 開催後開会前 開催中 開催後 開会前開催後

一次評価
競技

段階別影響
開催中開会前 開催後 開会前

評価点
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評価指標別予測結果表（放射性物質（水質））

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

1 陸上競技（マラソン）

陸域競技である
ことから対象外
とした。

－

陸域競技である
ことから対象外
とした。

－

2 陸上競技（競歩）

陸域競技である
ことから対象外
とした。

－

陸域競技である
ことから対象外
とした。

－

3
自転車競技（ロードレー
ス）

陸域競技である
ことから対象外
とした。

－

陸域競技である
ことから対象外
とした。

－

4
トライアスロン・パラトラ
イアスロン

競技者に影響の
ない水準の水質
である。 0

競技者に影響の
ない水準の水質
であり、ミティ
ゲーションは想
定していない。

0

5 水泳（マラソン 10km）

競技者に影響の
ない水準の水質
である。 0

競技者に影響の
ない水準の水質
であり、ミティ
ゲーションは想
定していない。

0

6
カヌー（スプリント・パラ
カヌー）

競技者に影響の
ない水準の水質
である。 0

競技者に影響の
ない水準の水質
であり、ミティ
ゲーションは想
定していない。

0

7 カヌー（スラローム）

競技者に影響の
ない水準の水質
である。 0

競技者に影響の
ない水準の水質
であり、ミティ
ゲーションは想
定していない。

0

8 ボート

競技者に影響の
ない水準の水質
である。 0

競技者に影響の
ない水準の水質
であり、ミティ
ゲーションは想
定していない。

0

9 セーリング

競技者に影響の
ない水準の水質
である。 0

競技者に影響の
ない水準の水質
であり、ミティ
ゲーションは想
定していない。

0

開催後開催中 開催後 開会前 開催中開催中 開催後 開会前
評価点

No. 名称

開会前 開催中 開催後 開会前

競技
一次評価 二次評価

段階別影響 評価点 段階別影響
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評価指標別予測結果表（環境・交通騒音レベル）

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

1 陸上競技（マラソン）

競技関係車両の
走行、声援等の
騒音による周辺
への影響はほと
んどない。

0

競技の実施によ
る騒音の影響は
ほとんどなく、
ミティゲーショ
ンは想定してい
ない。

0

2 陸上競技（競歩）

競技関係車両の
走行、声援等の
騒音による周辺
への影響はほと
んどない。

0

競技の実施によ
る騒音の影響は
ほとんどなく、
ミティゲーショ
ンは想定してい
ない。

0

3
自転車競技（ロードレー
ス）

競技関係車両の
走行、声援等の
騒音による周辺
への影響はほと
んどない。

0

競技の実施によ
る騒音の影響は
ほとんどなく、
ミティゲーショ
ンは想定してい
ない。

0

4
トライアスロン・パラトラ
イアスロン

競技関係車両の
走行、声援等の
騒音による周辺
への影響はほと
んどない。

0

競技の実施によ
る騒音の影響は
ほとんどなく、
ミティゲーショ
ンは想定してい
ない。

0

5 水泳（マラソン 10km）

声援等の騒音に
よる周辺への影
響はほとんどな
い。 0

競技の実施によ
る騒音の影響は
ほとんどなく、
ミティゲーショ
ンは想定してい
ない。

0

6
カヌー（スプリント・パラ
カヌー）

声援等の騒音に
よる周辺への影
響はほとんどな
い。 0

競技の実施によ
る騒音の影響は
ほとんどなく、
ミティゲーショ
ンは想定してい
ない。

0

7 カヌー（スラローム）

声援等の騒音に
よる周辺への影
響はほとんどな
い。 0

競技の実施によ
る騒音の影響は
ほとんどなく、
ミティゲーショ
ンは想定してい
ない。

0

8 ボート

声援等の騒音に
よる周辺への影
響はほとんどな
い。 0

競技の実施によ
る騒音の影響は
ほとんどなく、
ミティゲーショ
ンは想定してい
ない。

0

9 セーリング

声援等の騒音に
よる周辺への影
響はほとんどな
い。 0

競技の実施によ
る騒音の影響は
ほとんどなく、
ミティゲーショ
ンは想定してい
ない。

0

No. 名称

段階別影響
開催中 開催後開会前 開催後 開会前

評価点
開催中 開催後 開会前

一次評価
競技

二次評価
段階別影響 評価点

開催中 開催後開会前 開催中
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評価指標別予測結果表（地面付近の気温）

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

1 陸上競技（マラソン）

現況でアスリー
トに影響のない
水準である 0

現況と変わらず
アスリートに影
響のない水準で
ある。

0

2 陸上競技（競歩）

現況でアスリー
トに影響のない
水準である 0

現況と変わらず
アスリートに影
響のない水準で
ある。

0

3
自転車競技（ロードレー
ス）

現況でアスリー
トに影響のない
水準である。 0

現況と変わらず
アスリートに影
響のない水準で
ある。

0

4
トライアスロン・パラトラ
イアスロン

現況でアスリー
トに影響のない
水準である 0

現況と変わらず
アスリートに影
響のない水準で
ある。

0

5 水泳（マラソン 10km）

水域の競技は対
象としない

－

水域の競技は対
象としない。

－

6
カヌー（スプリント・パラ
カヌー）

水域の競技は対
象としない

－

水域の競技は対
象としない。

－

7 カヌー（スラローム）

水域の競技は対
象としない

－

水域の競技は対
象としない。

－

8 ボート

水域の競技は対
象としない

－

水域の競技は対
象としない。

－

9 セーリング

水域の競技は対
象としない

－

水域の競技は対
象としない。

－

No. 名称

段階別影響
開催中 開催後開会前 開催後 開会前

評価点
開催中 開催後 開会前

一次評価
競技

二次評価
段階別影響 評価点

開催中 開催後開会前 開催中
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評価指標別予測結果表（廃棄物発生量の減量化）

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

1 陸上競技（マラソン）

競技の実施に伴
い排出される一
般廃棄物は、現
在と同程度の減
量化がなされ、
最終処分量は現
状の水準と変わ
らない。

0

既に容器包装廃
棄物のリサイク
ル分別などが実
施されており、
廃棄物の発生抑
制策による最終
処分量の大幅な
削減は見込めな
い。

0

2 陸上競技（競歩）

競技の実施に伴
い排出される一
般廃棄物は、現
在と同程度の減
量化がなされ、
最終処分量は現
状の水準と変わ
らない。

0

既に容器包装廃
棄物のリサイク
ル分別などが実
施されており、
廃棄物の発生抑
制策による最終
処分量の大幅な
削減は見込めな
い。

0

3
自転車競技（ロードレー
ス）

競技の実施に伴
い排出される一
般廃棄物は、現
在と同程度の減
量化がなされ、
最終処分量は現
状の水準と変わ
らない。

0

既に容器包装廃
棄物のリサイク
ル分別などが実
施されており、
廃棄物の発生抑
制策による最終
処分量の大幅な
削減は見込めな
い。

0

4
トライアスロン・パラトラ
イアスロン

競技の実施に伴
い排出される一
般廃棄物は、現
在と同程度の減
量化がなされ、
最終処分量は現
状の水準と変わ
らない。

0

既に容器包装廃
棄物のリサイク
ル分別などが実
施されており、
廃棄物の発生抑
制策による最終
処分量の大幅な
削減は見込めな
い。

0

5 水泳（マラソン 10km）

競技の実施に伴
い排出される一
般廃棄物は、現
在と同程度の減
量化がなされ、
最終処分量は現
状の水準と変わ
らない。

0

既に容器包装廃
棄物のリサイク
ル分別などが実
施されており、
廃棄物の発生抑
制策による最終
処分量の大幅な
削減は見込めな
い。

0

6
カヌー（スプリント・パラ
カヌー）

競技の実施に伴
い排出される一
般廃棄物は、現
在と同程度の減
量化がなされ、
最終処分量は現
状の水準と変わ
らない。

0

既に容器包装廃
棄物のリサイク
ル分別などが実
施されており、
廃棄物の発生抑
制策による最終
処分量の大幅な
削減は見込めな
い。

0

7 カヌー（スラローム）

競技の実施に伴
い排出される一
般廃棄物は、現
在と同程度の減
量化がなされ、
最終処分量は現
状の水準と変わ
らない。

0

既に容器包装廃
棄物のリサイク
ル分別などが実
施されており、
廃棄物の発生抑
制策による最終
処分量の大幅な
削減は見込めな
い。

0

8 ボート

競技の実施に伴
い排出される一
般廃棄物は、現
在と同程度の減
量化がなされ、
最終処分量は現
状の水準と変わ
らない。

0

既に容器包装廃
棄物のリサイク
ル分別などが実
施されており、
廃棄物の発生抑
制策による最終
処分量の大幅な
削減は見込めな
い。

0

9 セーリング

競技の実施に伴
い排出される一
般廃棄物は、現
在と同程度の減
量化がなされ、
最終処分量は現
状の水準と変わ
らない。

0

既に容器包装廃
棄物のリサイク
ル分別などが実
施されており、
廃棄物の発生抑
制策による最終
処分量の大幅な
削減は見込めな
い。

0

No. 名称

段階別影響
開催中 開催後開会前 開催後 開会前

評価点
開催中 開催後 開会前

一次評価
競技

二次評価
段階別影響 評価点

開催中 開催後開会前 開催中
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評価指標別予測結果表（廃棄物の有効利用）

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

1 陸上競技（マラソン）

競技の実施に伴
い排出される一
般廃棄物は、現
在と同程度の有
効利用がなさ
れ、最終処分量
は現状の水準と
変わらない。

0

資源ごみ回収やごみ
処理過程資源化、熱
回収等の促進によ
り、一般廃棄物の最
終処分量は現在の水
準から30％程度削減
される。

+1

2 陸上競技（競歩）

競技の実施に伴
い排出される一
般廃棄物は、現
在と同程度の有
効利用がなさ
れ、最終処分量
は現状の水準と
変わらない。

0

資源ごみ回収やごみ
処理過程資源化、熱
回収等の促進によ
り、一般廃棄物の最
終処分量は現在の水
準から30％程度削減
される。

+1

3
自転車競技（ロードレー
ス）

競技の実施に伴
い排出される一
般廃棄物は、現
在と同程度の有
効利用がなさ
れ、最終処分量
は現状の水準と
変わらない。

0

資源ごみ回収やごみ
処理過程資源化、熱
回収等の促進によ
り、一般廃棄物の最
終処分量は現在の水
準から30％程度削減
される。

+1

4
トライアスロン・パラトラ
イアスロン

競技の実施に伴
い排出される一
般廃棄物は、現
在と同程度の有
効利用がなさ
れ、最終処分量
は現状の水準と
変わらない。

0

資源ごみ回収やごみ
処理過程資源化、熱
回収等の促進によ
り、一般廃棄物の最
終処分量は現在の水
準から30％程度削減
される。

+1

5 水泳（マラソン 10km）

競技の実施に伴
い排出される一
般廃棄物は、現
在と同程度の有
効利用がなさ
れ、最終処分量
は現状の水準と
変わらない。

0

資源ごみ回収やごみ
処理過程資源化、熱
回収等の促進によ
り、一般廃棄物の最
終処分量は現在の水
準から30％程度削減
される。

+1

6
カヌー（スプリント・パラ
カヌー）

競技の実施に伴
い排出される一
般廃棄物は、現
在と同程度の有
効利用がなさ
れ、最終処分量
は現状の水準と
変わらない。

0

資源ごみ回収やごみ
処理過程資源化、熱
回収等の促進によ
り、一般廃棄物の最
終処分量は現在の水
準から30％程度削減
される。

+1

7 カヌー（スラローム）

競技の実施に伴
い排出される一
般廃棄物は、現
在と同程度の有
効利用がなさ
れ、最終処分量
は現状の水準と
変わらない。

0

資源ごみ回収やごみ
処理過程資源化、熱
回収等の促進によ
り、一般廃棄物の最
終処分量は現在の水
準から30％程度削減
される。

+1

8 ボート

競技の実施に伴
い排出される一
般廃棄物は、現
在と同程度の有
効利用がなさ
れ、最終処分量
は現状の水準と
変わらない。

0

資源ごみ回収やごみ
処理過程資源化、熱
回収等の促進によ
り、一般廃棄物の最
終処分量は現在の水
準から30％程度削減
される。

+1

9 セーリング

競技の実施に伴
い排出される一
般廃棄物は、現
在と同程度の有
効利用がなさ
れ、最終処分量
は現状の水準と
変わらない。

0

資源ごみ回収やごみ
処理過程資源化、熱
回収等の促進によ
り、一般廃棄物の最
終処分量は現在の水
準から30％程度削減
される。

+1

開催後

一次評価
競技

段階別影響
開催中開会前 開催後 開会前

評価点
二次評価

段階別影響 評価点
開催中 開催後開会前 開催中 開催後 開会前

No. 名称

開催中
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評価指標別予測結果表（エネルギー使用量の増減）

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

1 陸上競技（マラソン）

大会関係車を一
般的な車両（ガ
ソリン車）と想
定した場合、競
技の実施に伴う
エネルギー消費
量は現状の水準
にとどまる。

0

低公害かつ低燃
費な自動車を採
用することによ
り、36％以上の
低減が図られ
る。

+2

2 陸上競技（競歩）

影響要因は想定
されないことか
ら対象外とし
た。

－

影響要因は想定
されないことか
ら対象外とし
た。

－

3
自転車競技（ロードレー
ス）

大会関係車を一
般的な車両（ガ
ソリン車）と想
定した場合、競
技の実施に伴う
エネルギー消費
量は現状の水準
にとどまる。

0

低公害かつ低燃
費な自動車を採
用することによ
り、36％以上の
低減が図られ
る。

+2

4
トライアスロン・パラトラ
イアスロン

大会関係車を一
般的な車両（ガ
ソリン車）と想
定した場合、競
技の実施に伴う
エネルギー消費
量は現状の水準
にとどまる。

0

低公害かつ低燃
費な自動車を採
用することによ
り、36％以上の
低減が図られ
る。

+2

5 水泳（マラソン 10km）

影響要因は想定
されないことか
ら対象外とし
た。

－

影響要因は想定
されないことか
ら対象外とし
た。

－

6
カヌー（スプリント・パラ
カヌー）

影響要因は想定
されないことか
ら対象外とし
た。

－

影響要因は想定
されないことか
ら対象外とし
た。

－

7 カヌー（スラローム）

影響要因は想定
されないことか
ら対象外とし
た。

－

影響要因は想定
されないことか
ら対象外とし
た。

－

8 ボート

影響要因は想定
されないことか
ら対象外とし
た。

－

影響要因は想定
されないことか
ら対象外とし
た。

－

9 セーリング

影響要因は想定
されないことか
ら対象外とし
た。

－

影響要因は想定
されないことか
ら対象外とし
た。

－

開催後

一次評価
競技

段階別影響
開催中開会前 開催後 開会前

評価点
二次評価

段階別影響 評価点
開催中 開催後開会前 開催中 開催後 開会前

No. 名称

開催中
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評価指標別予測結果表（エネルギー使用量の増減）

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

1 陸上競技（マラソン）

大会関係車を一
般的な車両（ガ
ソリン車）と想
定した場合、競
技の実施に伴う
エネルギー消費
量は現状の水準
にとどまる。

0

低公害かつ低燃
費な自動車を採
用することによ
り、36％以上の
低減が図られ
る。

+2

2 陸上競技（競歩）

影響要因は想定
されないことか
ら対象外とし
た。

－

影響要因は想定
されないことか
ら対象外とし
た。

－

3
自転車競技（ロードレー
ス）

大会関係車を一
般的な車両（ガ
ソリン車）と想
定した場合、競
技の実施に伴う
エネルギー消費
量は現状の水準
にとどまる。

0

低公害かつ低燃
費な自動車を採
用することによ
り、36％以上の
低減が図られ
る。

+2

4
トライアスロン・パラトラ
イアスロン

大会関係車を一
般的な車両（ガ
ソリン車）と想
定した場合、競
技の実施に伴う
エネルギー消費
量は現状の水準
にとどまる。

0

低公害かつ低燃
費な自動車を採
用することによ
り、36％以上の
低減が図られ
る。

+2

5 水泳（マラソン 10km）

影響要因は想定
されないことか
ら対象外とし
た。

－

影響要因は想定
されないことか
ら対象外とし
た。

－

6
カヌー（スプリント・パラ
カヌー）

影響要因は想定
されないことか
ら対象外とし
た。

－

影響要因は想定
されないことか
ら対象外とし
た。

－

7 カヌー（スラローム）

影響要因は想定
されないことか
ら対象外とし
た。

－

影響要因は想定
されないことか
ら対象外とし
た。

－

8 ボート

影響要因は想定
されないことか
ら対象外とし
た。

－

影響要因は想定
されないことか
ら対象外とし
た。

－

9 セーリング

影響要因は想定
されないことか
ら対象外とし
た。

－

影響要因は想定
されないことか
ら対象外とし
た。

－

No. 名称

開催中

二次評価
段階別影響 評価点

開催中 開催後開会前 開催中 開催後 開会前開催後

一次評価
競技

段階別影響
開催中開会前 開催後 開会前

評価点
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評価指標別予測結果表（ボトルネックの解消又は継続）

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

1 陸上競技（マラソン）

一時的な交通規
制を行うため、
渋滞緩和計画を
立てない場合に
は、都心部の交
通流を悪化させ
る可能性があ
る。

-1

競技開催時の交
通輸送の円滑化
を図るととも
に、三環状道路
の整備等の実施
により圏央道内
側の主要渋滞ポ
イントが概ね解
消される

+1

2 陸上競技（競歩）

一時的な交通規
制を行うため、
渋滞緩和計画を
立てない場合に
は、都心部の交
通流を悪化させ
る可能性があ
る。

-1

競技開催時の交
通輸送の円滑化
を図るととも
に、三環状道路
の整備等の実施
により圏央道内
側の主要渋滞ポ
イントが概ね解
消される。

+1

3
自転車競技（ロードレー
ス）

一時的な交通規
制を行うため、
渋滞緩和計画を
立てない場合に
は、都心部の交
通流を悪化させ
る可能性があ
る。

-1

競技開催時の交
通輸送の円滑化
を図るととも
に、三環状道路
の整備等の実施
により圏央道内
側の主要渋滞ポ
イントが概ね解
消される。

+1

4
トライアスロン・パラトラ
イアスロン

一時的な交通規
制を行うため、
渋滞緩和計画を
立てない場合に
は、都心部の交
通流を悪化させ
る可能性があ
る。

-1

競技開催時の交
通輸送の円滑化
を図るととも
に、三環状道路
の整備等の実施
により圏央道内
側の主要渋滞ポ
イントが概ね解
消される。

+1

5 水泳（マラソン 10km）

競技において会
場の敷地外の道
路を利用しない
ため対象外とし
た。

－

競技において会
場の敷地外の道
路を利用しない
ため対象外とし
た。

－

6
カヌー（スプリント・パラ
カヌー）

競技において会
場の敷地外の道
路を利用しない
ため対象外とし
た。

－

競技において会
場の敷地外の道
路を利用しない
ため対象外とし
た。

－

7 カヌー（スラローム）

競技において会
場の敷地外の道
路を利用しない
ため対象外とし
た。

－

競技において会
場の敷地外の道
路を利用しない
ため対象外とし
た。

－

8 ボート

競技において会
場の敷地外の道
路を利用しない
ため対象外とし
た。

－

競技において会
場の敷地外の道
路を利用しない
ため対象外とし
た。

－

9 セーリング

競技において会
場の敷地外の道
路を利用しない
ため対象外とし
た。

－

競技において会
場の敷地外の道
路を利用しない
ため対象外とし
た。

－

開催後
評価点

No. 名称

開会前開会前 開催中 開催後 開会前
段階別影響

開催中 開催中 開催後

一次評価
競技

二次評価
段階別影響 評価点

開会前 開催中 開催後
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評価指標別予測結果表（運営経費）

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

工事による
影響

招致・PR活動
による影響

施設の存在
による影響

競技の実施
による影響

工事による
影響

後利用に
よる影響

工事
影響

招致等
の影響

存在
影響

競技の
影響

工事
影響

後利用
の影響

1 陸上競技（マラソン）

想定範囲の運
営・維持コスト

0

ボランティア支
援策により、多
数のボランティ
アの協力が見込
まれ、運営経費
の削減がされ
る。

+1

2 陸上競技（競歩）

想定範囲の運
営・維持コスト

0

ボランティア支
援策により、多
数のボランティ
アの協力が見込
まれ、運営経費
の削減がされ
る。

+1

3
自転車競技（ロードレー
ス）

想定範囲の運
営・維持コスト

0

ボランティア支
援策により、多
数のボランティ
アの協力が見込
まれ、運営経費
の削減がされ
る。

+1

4
トライアスロン・パラトラ
イアスロン

想定範囲の運
営・維持コスト

0

ボランティア支
援策により、多
数のボランティ
アの協力が見込
まれ、運営経費
の削減がされ
る。

+1

5 水泳（マラソン 10km）

想定範囲の運
営・維持コスト

0

ボランティア支
援策により、多
数のボランティ
アの協力が見込
まれ、運営経費
の削減がされ
る。

+1

6
カヌー（スプリント・パラ
カヌー）

想定範囲の運
営・維持コスト

0

ボランティア支
援策により、多
数のボランティ
アの協力が見込
まれ、運営経費
の削減がされ
る。

+1

7 カヌー（スラローム）

想定範囲の運
営・維持コスト

0

ボランティア支
援策により、多
数のボランティ
アの協力が見込
まれ、運営経費
の削減がされ
る。

+1

8 ボート

想定範囲の運
営・維持コスト

0

ボランティア支
援策により、多
数のボランティ
アの協力が見込
まれ、運営経費
の削減がされ
る。

+1

9 セーリング

想定範囲の運
営・維持コスト

0

ボランティア支
援策により、多
数のボランティ
アの協力が見込
まれ、運営経費
の削減がされ
る。

+1

開催後
評価点

No. 名称

開会前開会前 開催中 開催後 開会前
段階別影響

開催中 開催中 開催後

一次評価
競技

二次評価
段階別影響 評価点

開会前 開催中 開催後
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